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誕生 地の 3!^ 念 

福 地 行 _ト51 にあ 

り 文玫十 一 年 二：：：：： 一 

十九 B 此 地に 生 6* 

尾 は 今已に 解かれて 

跡な く產？ S の 井街に 

隣 壁^ 地 氏の 邸 中に 

存す 

(大正^ 年 平野 國 先 

生顯彰會^^設) 


產 湯の .fi: 

井 は^ 時の 所有者 

近年. ネンブ 式に 改 

めた る を 以て 往昔 

の 模樣を 失 ひ 風趣 

なし 


<^  «5 鼸 E 銅像 

•  .KF:S! 年 十月 建設 福 岡 市 四 公^ 

.- にあり 
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平野 國臣鲖 像 

. 大正 四 年 十月 建設 福 岡 市 四 公圊 

荒 律 山の 邱上 にあり 


誕生 地の 記 念 碑 

福 岡 市 地 行 下町に あ 

り 文政 十 一年 三月 二 

十九 B 此 地に 生ろ 家 

屋は 今已に 解かれて 

跡な く產 港の 井慷に 

隣 壁濱地 氏の 邸 中に 

存す 

(大正 四 年： 牛 野 國臣先 

生 顯彰會 逑設) 


産湯の 井 

井 は 現 時の 所有者 

近年 ボン ブ 式に 改 

めた る を 以て 往昔 

の 模樣を 失 ひ 風趣 

なし 


佩刀 橫笛 及び 一 枝 琴の 絲爪 並に n マ 

佩刀 は 同志 眞木泉 州の 贈る 所 後 M を 竹 

馬の 友 小 田 部 龍 右衛門 5：! 雄に 贈る 

橫笛は 國臣の 手製 

一 枝 琴の 絲爪 並に コ マ， は 福 岡の 獄中 自 

ら玩び て 無聊 を 遣、 ろ 所 後獄^^^に ？^收 せ 

らる  (視岡 小 田 部 龍 太 郎氏所 iM) 
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文久 三年 八月 十三 曰 京那に 於て 大和 行幸 5^ 夷 親 t 钆の詔 を； f したる 時の.！^ 

(福 岡 許斐友 次郎氏 所藏) 


故 住^  市 地 行 三 * 町に あり 九歲の 時より 

一 { 永 と共に 住：^ して 成長せ り. s: 部 は m 變更 した 

れ ども 外観 は^ほ 药肜 を存す 
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福 岡の 獄中 if ^暴の 禁 

あり. 紙 捻 字 を 以て 經 

歴を 叙した る 盡志錄 
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(福 岡 平野 氏 造 族 所 藏) 
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平野 國臣傳 序 

嘉永 安政 以降 尊攘の 論 天下に 行 はれ、 憂國の 志士 競 ひ 起り、 君 阈の爲 に 力 を 致し 身 を 棄て& 雞に拘 

じたる 者、 一 々列擧 すべから す。 就中 事蹟 最も 顯著 にして 聲譽汎 く流播 する は、 蓋し 平野 ニ^ 國臣を 

冠と す。 國 臣は筑 前の 人、 予の 家と 鄕閻を 同じく し、 近く 住む の 故 を 以て 夙に 交誼 あり。 因て 想 ふ、 

文久 三年の 舂、 阈臣 許されて 福 岡の 獄を 出づる や、 一日 粗服 平 装 飄然と して 來り訪 ふ。 適. - 家人 方に 

朝餐を 食す、 先考 乃ち 箸 を撋 きて 懇談す。 予童幼 傍に 侍して 之 を： 聞せ り。 國臣顏 色 蒼白 頭髮 蓬々 と 

して 風釆 甚だ 揚ら す、 語って 曰く， 異國人 は 他の 眼に 物の 形 を 微小に 映ぜ しむる 切支丹の 秘方 を 知る 

を 耳に せり、 例へば 刀身 を 見る こと 恰も 此 箸の 如しと、 座 傍の 箸 を 把って 擬し、 且つ 今より 長 崎に 赴 

き 秘方 を傳習 せんと 欲する 意 を 言へ り。 是れ實 に 六十 七 年 前、 聲容恍 として 猶ほ目 睫の 間に あり。 國 

臣辭し 去りた る 後、 先考 は 家人に 向って、 平野 は 近日 ふた- -び 藩を脫 せむ、 念 ふに 其 目的と 踪 跡と を 

晦 まさん が爲に 殊更 斯 かる 言を爲 したる 歟と 語れり。 遙に當 年 を 回想して 感懐の 情轉. -禁 じ 難き を 

覺ゅ。 

泰山 育次 郞君筑 前に 寄 托する こと 多年。 好みて 先哲 前賢の 事 蹬を考 IS し、 貝 原 益 軒 平野 國臣野 村 望 
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二 

東 等の 閱歷 言行に 於て 最も 通院す る を 以て 知らる。 近 ごろ 平素 蒐集す る 所の 資料 を 編 次し、 平野 1: ほ 

傳の 一 卷を著 はし、 將に 印行して 世に 問 はむ とす。 從來阈 臣の傳 記の 刊 せられて 坊間に 存 する 者 頗る 

多し、 然れ ども 概ね 正 確 を 失 ひ、 粗雜に 過ぎて、 完備 を 得た るは尠 し、 此書 事實の 討究 忠赏 にして 詳 

細 を 悉くし、 且つ 批判の 穩當 公平なる に 至って は、 蓋し 希れ に 観る 所な り。 故に 予 欣然と して 序 を 作 

り 世に 薦む。  ♦ 

顧 ふに、 王政 維新の 史實 は、 我！： 未曾有の 一大事 業に して、 近來阈 運の 振 與發展 主として 之より 生 

す。 是れ の 人 勉めて 此 間の 消息 を領會 せむ と 欲し、 交涉 ある 志士の 事蹟 を考謖 して 餘カを 遣さ^る 

所以に して、 著者 述作の 勤勞、 亦 斯界の 研究者に 寄與 する の 多大なる は 固より 言 を 待た す。 今や 時勢 

著しく 移り、 氣運 漸く 更 まり、 社會 の變遷 人心 動搖の 情况、 自ら 人 をして 深憂 を 抱かし むる もの あり、 

是 時に 方り 此 書の 成ろ を 告げて 刊行 せらる、 庶幾く は 以て 勤王 殉！： の 精神 を 振作し、 世 道 人心 を裨補 

する に 足らん。 これ 豈獨 り國臣 と因緣 ある 我等 筑 前人の 喜の みならむ や。 

昭和 四 年 五月  子爵 金子 堅太郎 


平野 國臣傳 序 

德川 幕府の 末 造、 外交の 案， 勤王の 論紛々 として 起り、 天下 多 故を吿 ぐるに 及び、 諸方の 志士 爭ひ 

出で- -カを 君國の に 致し、 鞠 躬盡瘁 して 維新 中興の 氣運を 啓き， 餘勳 遣功赫 として 永く 後昆 を 光 被 

し、 萬 人 を感發 せし む。 而 して 平 二 野 郞國臣 は、 斯 かる 志士 中の 最も 靜々 たる ものな り。 素と 海 西の 

微賤に 生れ、 胥 徒の 末 設 より 起り、 早く 卓 然として 王政 恢復の 大志 を 抱き、 出で \ 安政 戊 午の 難に 遭 

ひ、 勤王 佾月 照を扶 けて 薩 摩に 入り、 投 海の 悲劇に 參 したる を 始めと し、 爾来 十 年に 塞 々ん とする の 

間、 絶えす 東奔西走して 義徒を 募り、 同志 を 求め、 數ば窮 途を踐 み 危地に 臨め ども、 未だ 嘗て 屈せす 

撓 ます、 終始 一 貫して 勁 節 を 守り、 或は 櫻 田 門外の 義擧に 於て、 或は 伏 見 寺 田屋の 奇變に 於て、 或は 

筑 前 勤王 黨の 興起に 於て、 また 或は 大和 但 馬の 擧 兵に 於て、 當 時の 志士の 專ら 努力 苦心した る 回天の 

運動、 一 として 直接 間接 多少の 交 涉を存 せざる はなく、 元 治 甲子の 事變、 英雄 未 死の 魂 を 留めて、 京 

師の 5^ に 身 を 致し 志 を 全うせり。 その 精忠 義烈、 倫 を 絶ち 群を拔 き、 夙に 第一流の 勤王家と して 盛に 

名を稱 せられ、 芳譽弘 く流播 する もの、 豈故 なしと 云 はむ や。 た 浪人の 志士 を 以て 徒手 {4! 拳 事に 從 

ひ、 且つ 藩 吏の 追究 を 避け、 幕府の 物色 を 逃る &に忙 はしく、 潜伏 微行して 闇 黑の裡 に 形跡 を沒 する 
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を 常と したれば、 此 問の 眞相 概ね 晦 蒙に 歸 して 傳 はらす。 その に 人に 知らる X もの も、 誤謬 を 混じ 

確 實を歒 く 所 多き は、 頗る 遺憾と せざる を 得ざる なり。 

友人 舂山 育次 郞君、 久しく 力 を 維新 史の 攻究に 用 ひ、 自ら 一 家の 見解 あり。 阈臣 Q 事蹬閬 明なら ざ 

るを哀 み、 深く 意 を玆に 致し、 閲歷行 實を搜 討して 餘カを 遣 さす、 頃ろ 平生の 知る 所 を 述べて 平野 國 

臣 を 作り、 鹿 然として 一 雄卷を 成し- 今や 刊行して 世に 示さむ とす。 志士 終生の 閱歷 言行、 微を^ 

め紬を 穿ち、 述べて 盡 くさ^る なく， 說 いて 到らざる なく、 久しく 晦 蒙して 人に 知らる & ことな かり 

しもの、 此書を 待って 始めて 鮮明と なりたる 所 極めて 多し、 寇に 近來獲 易から ざるの 好傳 記と 云 ふべ 

し。 況ゃ 叙す る所獨 り國臣 一人の 事蹟の みに 止ら や、 此 志士の 行動と 交涉 ある 時勢の 消息 を も 併せて 

說き、 此 志士 を 繞れ る內 外周 圍の 事情に 及び たれば、 その 補 益 を 一般 維新 史の 研究者に 與 ふるもの、 

また 固より 尠 少なら す、 是れ 即ち 此 書の 顯 著なる 特色に して、 著者の 勞 最も 多と すべし。 人 若し 就て 

之を閲 せば、 庶幾く は 以て 我說に 首肯 せられむ 歟、 蓋し 必す しも 自ら 好む 所に 偏す るの 私 言に あら ざ 

るな り。 乃ち 聊か 見る 所 を 述べて 序と 爲す。 

昭和 四 年 五月  維新 史料 編 a 、官 勝 田孫彌 


凡  例 

一、 平野 國臣の 事蹟 は、 從來の 文書 記錄、 之 を 述べた もの も あれば、 著者 も 幾た びか 筆に 上せまして、 大概の こ 

と は 分って ゐ ますが、 善く 吟味して みると、 隨分 それ は 錯誤 も 多く 脫漏 も尠 くないので、 平素 專ら意 を 招 ひて 直 集 

した 資料 を 取り、 今 こ \ に 重ねて 此編を 作りました。 

一、 國臣は 微賤の 一 浪人より 身 を 起し、 絡え す 闇 ill 秘密の 間 を 潜伏 微行して 君國の 察に 勤勞 しました から、 その 

行實 は、 概ね 晦 蒙に 歸し、 鮮明 を 失 ふて をる ので、 此編は 勉めて 輪廓の 時勢 を 描き 周圍の 人物 を寫 し、 相對 照して 

中心の 眞相を 究め むと志 ざしました。 是れ 叙述の 頗る 繁密に 涉るを 免れざる 所以であります。 

一、 家系の 概略， 父母の 素 生、 幼時の 情況 は、 主として 國臣の 同胞 朋友 鄕黨の 故老に 就て、 親しく 叩いた 所で、 

此 等の 人々 は、 近年に 及んで 幾ん ど 都べ て 世 を 去られました。 その 存生 中、 自ら 聞き 質す こと を 得た の を、 著者 は 

最も 幸と します。 

一、 月 照と 同行して 薩 摩へ 入り、 人 水の 最後まで も參 じたの は、 國臣の 名 を 天下の 人に 知らる. -の始 で、 感興の 

多い 話 も 種々 あります が、 これ は 去年の 秋、 別に 月 照 物語の 一 編 を 作って 刊行し まし だので、 月 照の 閱歷と 入薩の 

始末と は、 重複 を廢 はす、 大概 月 照 物語 を 移して 此 編に 載せました。 

一、 大正 五 年の 秋、 平野 國臣 先生 顯彰會 より 刊行 せられた 平野 國臣傳 は、 著者の 提供した 資料 を 底本と して 編 凝 

せられた もので， 内容に 於て 此 編と 相 類似す る 所 極めて 著しく、 福 岡の 獄低 馬の 義擧 及び 最後の 一 節に 於て 殊に 然 
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うであります。 同 一 の 著者の 手に 成った こと を諒 とせられ むこと を 望みます。 

一、 阈臣は 平生 好みて 歌を咏 み、 且つ 往々 詩 を も 作りました。 勤王の 事蹟と 直接の 關 係の 徵 いもの は、 此 編に は 

概ね 省略し まして、 間々 多少の 興味 を感 する もの 一 部分 を 取りました。 武家 救實の 著述、 福 岡 獄中の 論策- 尊壤英 

斷錄" 藎 志錄、 肥 後 遊 記、 囹圄 消光 等と 共に、 平野 國臣 先生 顯彰會 の 刊行 本に 收め てあります。 全豹 を兑 たいと 思 

はる、 人 は、 併せて 參考 せられむ こと を 望みます。  -. 

1、 編 中に 收 めた 國臣の 霄牘 は、 勉めて 自筆の 原書に 據り、 且つ、 著者の 知れる 限り は 都べ て 取り ましたが、 中 

に は 傳寫本 を S ひた もの も 多々 あります。 また 河 內の富 田 林より 洛外の 山 口 薰次郞 に 贈った 書と して、 野史 臺の維 

新 史料に 載せて ある 長編の もの は、 世間の 人の 善く 引證 する 所です けれども、 これ は 肥 後の 松 田 重 助の 通信で、 平 

野 圃臣の 氏名 は、 後の 人の 改 筆です から、 著者 は棄 て、 取り ませぬ でした。 

一、 此 編の 著作に 於て 參考 した 文書 記錄は 力の 及ぶ 限り は 勉めて 涉獵 したので、 甚だ 多數に 上りまして、 今 1 々 

列擧し 5^、 ねます が、 重要なる もの は、 往々 編 中に 記して 示しました。 

一、 此 編の 著作に 於て、 或は 見聞の 事 背 を 語り、 或は 所藏の 材料 を 出して、 援助 を與 へられた 人、 また 極めて 多 

數に涉 つて、 一 々擧 示す る 暇の ない の を遣憾 とします。 唯 これ も重耍 なる もの は往々 編 中に 記して 示しました" 

旁 今 こ \ に 事の 由 を 記して、 聊か 謝意 を 表します。 

昭和 コ一 年 Q 春  著  者 
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王政の 復古 成り， 維新の 改革 行 はれ、 開國 進取の 鴻謨 こ- -に定 つてから、 時勢 は 幾た びか 紆餘 曲折し、 ^營 施設 方に 

六十 年。 國運隆 然として 振 ひ、 丈化欝 乎と して 興り、 記 臆 猶ほ鮮 かな 日淸 日露の 役に 全勝 を收 め、 近く は 歐洲の 大戰に 

參 加し、 威名 維れ 揚り、 勢力 維れ 張 o、 東洋の 雄 邦と して 明治 大 f^. の 盛 世 を 鳴らし、 今や 世界 五大 國の 一 と稱 せられ、 

或は 三 强國の 一 と唱 へられて 昭.^ の 聖代 を迎へ >  暦數は 還って 戊 lIK の 干支と なりました。 

凡そ 曆數 立ち！： り 干支 改まる 時の 如く、 總 ベての 人 をして 遠き 過去 を 想起し、 回顧の 情 を 油然たら しむる 機 會はぁ 

り ませぬ C 古雅な 新年の 傣 式に 於て、 跡 古り たる 上代の 面影 をし のぶ は、 必す しも 國擧者 や 歌人に は 限りますまい。 さ 

れば此 昭和 三年の 春 を 以て， 筆 を 着けた 我 平 軒 國臣傳 に 一 瞥を與 ふる 人 も， 恐く は 著者と 同く、 先づ 暫く 頭 を 回らして 

祖國の 歷史に 想到 さる を 禁じ 得ないで ありませ う。 

神武 英達を 仰がれ 給 ふ 欞原宫 の 大帝が、 かしこくも 西の方 日向の 邊陲に 興らせ 給 ひ、 親しく 戈 を 執って 皇孫の 國を經 

營 せられ- やがて： 大壤 の鴻業 を紹成 ましまして 建 國の基 を 定められた 即位 紀元 辛 酉の 歳に 遡る と、 今 は 疾ゃー 

百 八十 年 を 重ねました。 直に 街 遠な 年 所であります。 さて 此遙 遠な 年 所の 間に 幾た びか 消長した 晴. 運の 盛 袭泰否 は、 固 

より 一 々列擧 さるに 暇ない 程の ことで、 それ は 世に つれ 時に 隨 ふて 様々 の變 遷を閲 しました。 或は 滑 裂 分 崩して 幾む ど 


國{ まの 形 を 成さなかった やうな 時代 も ありました。 .シ 力 シ大體 の 上より 云 ふと， 始終 克く假 として 東海の 表に 嶋 帝！： の 

獨立を 保ち、 上 は 萬 世 一系の 天皇 を 以て、 下 は 萬 人 一種の 國民を 以て、 二 千 SK6 八十 年猶ほ 一 日の 如く、 連綿と して 明 

大正の 御代に 及びました。 これ 實に 我祖國 の- i 史の^ 界に 冠絶す る 所以であります。 

我 祖！： の 史は、 斯の 如く 遙 遠の 年 所 を 積み、 且つ 無比の 光華 を 包める 特殊の 大感史 ではあります が、 併しながら 我 

々 の 今 まのあたりに 遭遇して をる やうな 國 運の 隆昌 を 極めた 時代 は 未た 曾て 一 たび も 有. s> ませぬ でした。 今日の 國 家の 

如く 威名 維れ 振 ひ 勢力 維れ 張った こと は、 未た 曾て I たび も 有り ませぬ でした。 過ぐ る 五六 十 年の 間に 於て、 經^ せら 

れ 施設せられ た 所の 開國 進取の 一 大事 業が、 我々 國 民の 祖先の 夢に だ も 見た ことの 無い 空前の もで あるの は、 また 刖に 

委しく 說 明を费 すに も 及び ませぬ。  • 

然 らば， 我々 國 民が 今方に 通 遇しつ. -ぁ る國 運と 防 勢- 即ち 斯の 如く 遙 遠の 年 所 を 精み 無比の 光華 を 包む 祖國ニ 千 五 

百餘 年の 藤史 にも 類例の ない 明治 大正の 御代 は 如何にして 現出し ました 歟。 歐洲， の 批評家 は、 此 二十世紀の 劈頭に 於 

ける 我 1： 民の 勃興 を稱 して、 ^界の is- に 於ても 未曾有の 事實 であると 云 ひ、 往々 評して 一 の 大奇蹬 だと 申します。 是 

れ * して 祌の 成せる 奇蹟で ありませ ぅ歟， 斯の 如き 隨 運と 時勢と を 現出した ことに 就て、 仔細の 觀察を 下す と、 それ は 

.H 來も 深く 源 因 も 多い。 元來 ニ千餘 年の 間に 蓄積せられ 涵養 せられた 實 力より 成った もので、 今にして 一概に 之 を論斷 

さる こと は 頗る 困難です が、 その 最も 著しくして 且つ 近き もの を 言へば、 それ は 即ち 明治 中興の 鴻謨 で、 王政の 復 十：！ 成 

り 維新の 改革 行 はれ、 開國 進取の 國是 こ.^ に 定まり、 爾後 五六 十 年、 上下 君臣 志 を 一 つに し カを戮 はせ、 知 識 を 宇內に 

求めて、 銳意 熱心 面 も ふらす 進ん て來た 故でした) 

王政の 復古、 維新の 改革、 これが 先 づ已に 我 祖國の 歷史に は、 類例の ない {4! 前の 一 大事 實で、 幾 萬 年の 限り 知られぬ 


遠き 未來 のこと は 分り ませぬ から、 固より 絶後の 偉業と 云 ふこと は出來 ない としても、 併し 一 一 百年 三百 年のう ちに 數ば 

繰り 反へ さる >r やうな 1! 易の 辜 I： 乾と は 全く 違 ひます。 たビ此 極めて 重要な-事 實は 我々 國 民が 今方に 遭.  一. S しつ、 ある 現代 

の發 端で、 今日の 時勢と 直接に 交涉 し、 歴史と して は猶ほ _ ^だ 新ら しく、 之を觀 察し. N を 批評す る 人の 議論 見解の 裡に 

は、 種々 の 事情 や 好惡の 念な ど を 混同し、 動もすれば II 當 公平の 刹斷を 誤りまして、 此事實 の 極めて 重要なる 割合に は 

その 蹄 史上 {si の 大事 實 たる こと は、 未だ 十分に 認識 せられて をらぬ 樣な感 も 生じます。 おし 今から 千年 二 千年 を經た 

. 後世に 於て、 遙に 時代 を 隔たて、 此事實 を 望むならば、 王政の 復古、 維新の 改革、 これ は 必す我 祖國の 歷史の 上に 屹然 

として 高く 峙ち、 劃時代的の 偉觀を 成す に 相違な く、 此 王政復古の 時勢 を 促し. 此 維新 改革の 氣運ヒ 助けて 多大の 力 を 

致した 勤王の 志士の 如き は、 今日よりも 猶ほ幾 翳の 重き 地位 を 我祖國 の歷史 の 上に 占む るの は 必然と 思 はれます。 

■ 平野 1 一 郞國臣 は、 斯の 如く 我祖 國の歷 の 上に 劃時代的の 事實を 成す に 方って 最も 功勞の 多かった 人で ありました。 

その 勤王の 志士と して、 鞠 躬盡瘁 斃れて 後ち 已 める^ 蹬は、 彼の 世に 有り ふれた 普通の 忠臣 義士の 行實 が、 軍に 風敎を 

裨 補し 名 節. V 资 益す るに 止った 様な ものと は、 頗る 趣 を 異にし、 これ 直に 一 の 犬なる 經 世の 事業で ありました。 

序 說 二 

元 和 偃武の 後、 文 敎競ひ 起る の 時勢と なって、 一 方に は 大義名分 を 講究す る宋學 普く 行 はれ、 一 方に は祖： 1 の 1 ボ-典 

例を閬 明す る國學 盛に 行 はれ， その 當然 の歸 結と して、 我阈 民の 間に は， 皇室の 裴微を 慨嘆し、 覇. ォの^ 權に 傲-おた る 

0, 漸を 追ひ欝 勃と して 生し っ& あった 所に、 適々 嘉永 安政の 頃に 及び、 歐 米の 勢力 東漸し 来りて 通交 互市 を 迫り、 . 

五 
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鎖 港 拨與の 問^ こ、 に 起り、 議論 紛々 の 天下と なり、 斯くて 皇室 親政の 下に、 國內の 人心 を統 八" し、 擧國 一 致して 外來 

の壓 迫に 對抗 せねば ならぬ と 云 ふ 時務 上の 必要から して、 我國 民の 尊王 心 は、 愈. - 鮮明と なり 熾烈と なって、 勤王の 志 

士 なる もの、 到る 處に群 かり 出で、 頻にカ を 國靠に 致し、 志 を 朝廷に 寄せ、 國民 活動の 先驅 となり 中心と なり、 やがて 

王政の 復 7：： を 成し 維新の 改革 を 行 ふ 原動力と なりました。 

德川 幕府の 末葉 は、 幾ん ど 二百 年 を 超 ゆる 太平 無^の 打 緩いた 後です から、 嘗て 雨に 洛し 風に 櫛り て 攻城 野 戰 の 功 を 

立て、 自ら 封 侯 を 取った 大小 名の 子孫 は、 概ね 呰 深窓 婦人 Q 手に 人と 成り、 菽麥を分っことだも叶はざる馬鹿殿^^とな 

つて 了 ひて、 特^なる 或る 少數の 人 を 除く 外 は、 何の 役に も 立ち ませぬ でした。 大小 名 以下の 武家で も、 豐錄高 秩りも 

の は、 また 同様の ありさまであって、 i^j ら カを國 事に 致し 志 を 朝廷に 寄せた 勤王の 志士 は. 大抵 文武 二道の 訓練 を 愛用 

する に堪 へた 所の 中等 武士の 階級から 出ました。 中には 商賈の 群から 算盤 を 棄て& 起った 人 も あれば、 農夫の^ より 鳅 

を擲 つて 來た人 も ありました。 足の うらに ヒッッ ク 飯粒の やうな 微祿小 俸に 衣食す る 足輕の 身分より 出て たもの は 最も 

多い。 平野 二 郞國臣 も 同じく 足 輕 の 浪人に 身 を 挺んで、 赤手 空拳 を 揮 ふて 勤王の 大 志士と なった 人でした。 

勤王の 志士 の^でも、 什籍を もった ものと 浪人と は、 志士と しての 立場 も 蓮 動の 方法 も、 ，：：！ ら 趣を與 にして、 仕 緒 を 

もった もの は、 內に 多少の 同志 も あれば， 往々 にして 巳れ の 仕 ふる 藩國 若く は 主家の 名に 依賴 する 便^も ありました。 

薩長 土 及び 水戶の 志士， 京都の 繕 紳の家 ぼ より 出た 志士な ど は 即ち 是 で- 平野の 如きに 至て は、 終始 浪人の 身分 を 以て 

廣く 同志. V 四方に 求め、 已 の藩國 主家の 外に 孤立 獨 行して 運動した のでした。 また 志士の 多數 は、 大概 先 犟ゃ長 の感 

化 薰陶に 依って 奮起し ましたが、 獨り 平野 は 文 王 を 待た すして 猶ほ 自ら 興った 豪傑の 士 でありました。 筑前 にも 夙に 加 

藤 虞 山 だの 吉富 杏村 だり と 云 ふやうな 人物 もあって， 天保嘉 永の 前に 於て、 早く 已に 尊.—； の 思想 を湛へ て 居った の は 事 


寶 です。 或は 多少の 交渉 Q 存す るか は 知れ ませぬ が、 併し 加 藤 虞 山 ゃ吉富 杏村 あたりの 思想 は、 詩人 歌 客に は 珍ら しか 

ら ざる 皇室 を 尊び 朝廷 を 慕 ふ 尋常 普通の 感情に 過ぎなかった やうで、 平野 國臣の 奮起して 勤王の 志士と なった 徑路に 於 

て佝等 かの 關係 のあった こと は、 猶ほ 未だ 容易に 認められ ませぬ リ 

提封 五十 餘萬 石の 大藩筑 前 は、 その 勤王の 志士 を 明治 中興の 史上に 寄與 した 名譽に 於て、 足輕の 浪人に 負 ふ 所 は 頗る 

多い。 而 かも 足輕の 浪人 は 此提封 五， 十餘萬 石の 大 藩に 負 ふ 所 は、 幾む ど 全く 何も 無かった のでした。 否、 この 大藩 は數 

ば 自ら 汝の萬 里 長 城を壞 つの 愚を爲 して、 頻に足 輕 の 浪人 を 苦め ました。 さう して 安政の 末 萬延の 頃に 於け る筑 前の 大 

藩 は * 却て 平野 二 郞國臣 の 名譽を 借りて、 趱に 二十 四 郡 一 人の 義士な きの 歎 を 免れた ので ありました。 

井伊 大老の 首、 忽ち 樱 田の 門外に 飛んで、 德川 幕府の ii の 重さが 漸く 量り 知られ、 それより 時勢の 急轉^ 下した 萬延 

文久の 後に は、 筑前 にも 勤王の 志士 は 追々 起り ましたが、 その 前に 於て は、 幾ん ど 全く 平野 國臣 一 人でした。 天下 一 舣 

の 上から 見 ますん 國臣は 最も 夙く 起った 勤王の 志士と は 巾され ませぬ。 併し 此は藤 田柬湖 だと か 西 鄕南洲 だと か 吉田松 

蔭 だと か 梁 川星巖 だと か 梅 田雲濱 だと か 云 ふやうな、 嘉 永の 末 安政の 初よ n 已に カを國 事に 致した 一 粒 撰の 人々 に對し 

ての 話で、 萬 延文久 の より 追々 に 出て 來た 志士に 比 ぶれば， 最も 夙く 起った 志士の 一人、 に筑 前の 上より 云 ふなら 

ば 勿論 それ は 首唱 第 一 の 人で ありました。 

國臣が 安政 戊 午の 大獄 將に 起ら むと する 當時 >  蹶然として 志 を 立て • 孤餺を 提げて 京都に 出で、 次で Ml つて 西 郷月照 

の投 海の 悲劇に 參 加して より、 萬 延文久 の 間、 諸方 を 奔走して 幾多の 艱苦 を 嘗め、 元お ハ几 年の 秋、 六角の 獄に斃 る \ 

までの 七 八 年 を 通じ、 勤王 運動の 歷史 中、 重要なる 事件に は 直接 11 接 一として 平野 二 郞の名 を 見ない こと はあり ませ 

ぬ。 此間 それ は 浪人の 志士と して 最も 望 を： 大 下の 人に 囑 せられまして、 絶えす 勤王 運動の 樞軸 となって ゐた 所の 薩長の 
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志士な どから も 蕃 く 承認せられ ました。 足輕の やうな 極めて 微賤の 身分より 志 を 立て 身 を 起し、 背後に は 何の 負 ふ 所 

勢力 もな く、 唯 これ 赤手 {4! 拳の 浪人 を 以て 猶ほ 能く 斯の 如くな りし こと を領會 する もの は、 し 何人で も 驚 ii^ 推服の 情 

を 抱いて、 その 平生の 人物 風 釆を想 見す るで ありませ う。 

序. 說ョ  ♦ 

同 ほ が 維新 前に 於け る 第 一 流の 勤王家であった こと は、 今や 小舉 校に 通 ふ袁男 童女 も猶ほ 且つ 善く 知って をり ます。 

それ は 夫の EiS む 如く 雨の 如く 競 ひ 起って、 王 寧の 爲に心 3 心 を倾け 身命 を擲っ て勤勞 した 當 時の 幾多の 志士のう ちに 於て 

も、 も 傑出して みたからで、 その 精 忠義 烈は遍 く 世に も 著 はれた 通りの ことです。 併しながら 單に 慨慨死 を視る こと 

歸す るが 如しと か、 俠 £1^ 難 を 開い， て に趨 くと 云 ふが 如き 小規模の 志士で もなければ * 叉 謂 ふ 所の 燕趙 悲歌の 士の やう 

な 風格. V 帶 びた 勤王 il^w とも 異 つて ゐ ます。 

從 來の傳 記者 は、 往々 此人を 評して 倜儻 にして 大志 ありと 申しました。 これ も强 ちに 誤った 評で はないで せう。 唯^ 

者 は 更に 附け 加へ て沈毅 にして 膽 I ありと 言 ひたい。 夠國 奉公の 志氣 さながら 燃 ゆるが 如く、 皇室の 復興の 爲に胸 躬^ 

トぉ 斃れて 後ち 已 める 苦節 は、 國臣 の國臣 たる 所以の 本領で、 固より 事 新ら しく 說 くまで もない のです。 猶ほ相 應の舉 問 

を： =1； へ、 衆に 勝れた 見識 をも湛 へた 人で， 且つ 大事に 處す るの 器 局 も あれば、 細事 を理 する の 才轮も ありました。 久し 

ぐ 西の 獄に囚 はれて ゐた 時の ありさま など を 兑 ると、 逆境に 立って 綽々 として 餘裕 のあった こと や、 死地に 臨む で從 

容 として 迫らなかった こと も 自ら 分ります。 蓋し 古 烈士と 英雄との 風格 を 兼ね 備へ た 所の..： ：1 偉な 人物で ありました。 . 


元來 維新 前の 勤王の 志士、 殊に 浪人の 志士 は.、 急激 粗 豪の ものが 多く、 隨分 それ は 亂〔怨 のこと もしました。 動 も すれ 

ば 人 を靳る こと 隊の 如く、 自分 達の 氣に 入らぬ 人に 對 して は、 好んで 天誅， V 加へ 快哉 を 呼んだ ものでした。 ところが 國 

臣は 嘗て 一 たび も斯 かる 行動 をし ませぬ。 頻に 諸方 を 奔走し 種々 の 經營を 試みた 間 は、 幾た びか 危險の 場 を 踐んで 死生 

の 境 を 出入した に拘 はらす、 その 人 を 斬った と 云 ふ事實 は、 全く 一 ッも 認め ませぬ。 また 姦物 を 斬って 除かば ならぬ と 

か 反 對者を 殺すべし と 云 ふ 議論な ど は、 當 時の 志士 は 盛に 言った ものです けれども， 如何なる 場合に 於ても， 國 臣が斯 

かる 說 唱 へたと 云 ふこと は、 曾て 一 たび も 無い のであります。 また 國臣は 最も く 赤裸々 の 討幕 論を唱 へた 人で、 之 を 

實行 する ことに 就て は 極めて 熟 心で、 終始 全力 を擧げ て計畫 しました。 然うして 之を實 行す る 方法 は、 正々 堂々 とした 

もの. でした。 幕府の 爲に 最後まで 忠節 を抽ん でた 會津人 すら 國臣の 王室に 培 ひ 幕府 を植 すの 說を贊 美した と 云 ふの も、 

幾分 は此 逢から 生じた わけで あらう と 思 ひます。 

討幕の 論 は、 德川 幕府の 中世 以後、 山 縣大贰 だの 竹內 式部 だのと 云 ふ 人々、 先づ 巳に 之を考 へつ いた 痕跡 も つて を 

るし、 此 他に も斯 かる 說を 抱いた 人 も、 ，® えて 無かった に は 限らない やうです が、 孰れ も 疑似 瞹昧 の裡 に埋沒 して 了つ 

て、 確かと は 分り ませぬ。 それに 嘉永 安政 以後の 天下に 行 はれた 討幕 論 は、 由來ゃ 系統 も 自ら^で、 直接の 交涉は 全く 

無い やうです。 然うして 嘉永 安政 以後の 天下に 於て、 最も 早く 赤裸々 の 討幕 _1 を唱 へた 志士 は 蓋し 國臣 でした。 少 くと 

も國 は 最も 早く 此論 を唱 へた 一 人でした。  . , 

圃臣が 王政復古の 大事 業の 爲に鞠 躬盡瘁 した 光彩の 多い 事蹟のう ちで も、 その 最も 早く 討幕 論を唱 へたと 云 ふこと、 

唯 この 一 乃ち 能く 此 人の 名 をして 明治 中興 史の 上に 不杇 ならしむ る を 値さる 所以、 特に 深く 注意せ ね はならぬ 點 です 

それ は猶ほ 後に 委しく 說 くの 機會が ありませ う。 

え 


色彩 ある 事蹟 

勤 王家の 名 を 維新 中興の 史上に 遺した 幾多の 志士 は、 人物 事業に こそ 大小の 別 や 重の 差 はありましても、 その 忠精 

壯烈の 賈 行に 乏しから ざる は 孰れ も 同様で、 五六 十 年後の 今日、 人 をして 餘風を 聞いて. 感奮 興起せ しむる もの、 問より 

尠 しとし ませぬ。 然 かも 國臣の 如く 悲壯 にして 華麗 を 兼ね、 色彩の 多い 事蹟 を 留めた もの は 甚だ 稀れ で、 此點 から 兑る 

と 確かに 天下 I 品の 志士と 稱 して 差 支ない 程の 人で ありました。 

安政 四 年 三十 歳の 時、 養家の 小金 丸 氏 を 去って 平野 二 郞國臣 と名乘 り、 やがて 京都に 出て >r 戊 午の 大獄に 關 係した IK 

卞の 人物と 交り、 こ  > "に 始めて 實 際の 勤王 運動に 與 つてより、 幾多の 關 流離と 種々 の 艱難辛苦と を閱歷 し、 元 治 元年 

三十 七 歳の 時、 回. 犬の 大志 を！！ らして 六角の 獄に斃 る.^ まで、 前後 凡そ 七 八 年の 間の 専蹟 は、 幾む ど $1 總 ベて か 戯曲 的 

傳奇 的の ものば かりで、 終始 ひたすらに 王政 興復の 大^ を 謀って， 常に 諸方 を 奔走し、 數ば 危難に 遭遇し、 苦心 終お 日 

も猶ほ 足らなかった 精 忠高節 • 一 種 陸離の 光輝 を 放って 維新 中興の 歷史を 飾ざる こと は、 事 新ら しく 申す 迄 も ありませ 

ぬが、 その 間に 於て 01 ら爲 した 行動 や 自ら 臨んだ 境遇が、 如何にも 花やかに 趣が 多くて 面白い のです。 今 之を詳 にす る 

と 寸毫の 粉飾 を 加へ ない 正 無 のま >. の 都 .|,： 'でも、 恰も 演劇の 時代物 を觀 るの 感興 を發 し、 さながら 傳奇 物語 を讀 むの 

趣味 を 生じます。 國 ぼの 勤王家と しての 光輝 燥 爛たる 壯烈 の事蹬 は、 篾に 色彩の 多い 華 匿の 事 踵で ありました。 

有り ふれた 演劇で 演する 平野 一 ー郞 子^れの 段 は、 全く 例の 狂言 作者の 作り話に 相違ない としても、 已の 所信 を 行 ふの 

自由 を 得ん が爲 に、 忍び 難き を 忍んで 恩愛の 契 深き 三人の 子と、 飽き も 飽かれ もせぬ 妻と を 焚て  >-、 十七 ハ牛 も；！^ み 馴れ 


た 養家 を 去る が 如き は、 國臣の 勤王の 烈士 を 以てする も、 翁 ほ 且つ 多少の 淚 なき 能 はざる 所で、 それから 烏帽子^ t: に 

鞘の 太刀 を 佩いて 月下に 笛 を 吹いたり して 歩いた など も 頗る 珍ら しい。 それが 滑稽 か 好奇の 沙汰なら、 ^に 不思議 も 

• ない として、 これ は 王朝の 風俗 を 慕 ひ、 王朝の 衣冠 を尙 ぶの 餘 りに 起った 眞 面目 至極の わざです から、 事 は 愈. -珍 らし 

い。 五十 餘萬 石の 殿様が 大勢の 供 衆 を 具し、 厳かめ しく 威儀 を 整へ て 通られる 晴れの 行列 を 1 一ぎ つて 駕籠 訴を 試みる の 

1 蔡を もやり ました 劈頭の 數節、 早く 已に 劇的であります、 詩的であります。 

天下の 志士と して、 勤王の 運動に 與 つてより 後の こと は、 大概 世間の 人に も 知られて をる 通りで、 撫付髮 の 山伏 胎岳院 

雲 外 坊と姿 を かへ、 西 鄕と月 照との 投 海の 名 悲劇に 參 加して、 重. 娑の 一役 をつ とめた の は、 先づ 最も 著しく， 眞木和 泉 

守と 琴の 緒の 歌 を贈苍 して、 肝膽相 照らす の 交 態 を 生じた こと や、 薩摩 人が モル ヒネ の壜の 口の やうに 嚴び しく 守って 

をる 關 所に 幾た びか 忍び入って、 齊を 上り 歌 を 寄せて 討幕の 論を唱 へた 時の こと、 孰れ も 風 色の 多い 専柄 ばかりで、 京 

都の 春の 曉に吉 W 玄蕃の 門 を 叩いて、 彼の 名高き 回天 三 策の 密奏 を賴 み、 或は 大阪 の薩摩 屋敷に 海賀宮 I： の 話 を 聞き 、言 

下に 鳜 起して 播州の 大藏 谷に 馳 せっけ、 忽ち 藩主 黑田美 濃 守の 縱上を 遮 ぎり 止めた こと や、 福 岡の 獄中に 於け る 一 年間 

の動靜 等、 一として 後人の 感懐 を 深から しめぬ もの は 有り ませぬ。 王政 復興の 事 渉々 しからざる を 慷慨し、 三 田 尻の 招 

閣に澤 三位 を 盗み出して 義を生 野に 擧げ むとし、 事 破れて 京都の 獄に囚 はれ、 やがて 像 手の^の 下に 三十 七 年の 生涯 

を 終 はった 一節 は、 光景 最も 悲壯 で、 死 を 待つ の鐵 窓、 饞に半 枝の 梅花 を 乞 ひ 得て、 翁 ほ 是れ皇 都の 卷に 逢へ る を 喜び 

或は 神皇 正統 記 を 講じて 同囚の 人に 大義名分 を說 ける が 如き は、 實に 勤王の 志士の 最後た る を 签 くせざる 大掉 尾の 言行 

でありました。 

著者の 平 is 國 は、 即ち 斯の 如く 最も 色彩に 富める 七 八 年の 間の 事 を說く を 主眼と して 靖を 執ります が、 シカシ 
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評 傅の 體戏 として、 叙述の 順序と して、 家系の ぬ來 や、 又 母の 素 生、 幼時の 情况、 それから 自ら 奮 ひ 起って 勤； i の 志 t 

となる までの 閱歷に 就て. 先づ 暫く 說く 所が ちんければ なり ませぬ。 

，  家 系  . . 

圃 1IE は往々 自ら 儼 かめし く 大中臣 の 姓を稱 して ゐ ましたが、 元來 武士と しての 氏 素 生 は先づ 無い と 言って 可い 程の 兹 

微の. ：15^ を享 けて 生れました。 謂 は 猛志储 行われと 獨り 自ら 奮 ふて 草 萊の裡 より 崛 起し、 竟に 能く 千秋 不朽の 名 を 維 

新 中興の St- 上に 留めた 人で ありました。 

S 系の 祖父 三苫儀 助せ； 茂 は、 舊と志 摩 郡の 维街迸 周 船 寺の 近傍 田 尻 村の 農家より 出て、 福！： 萬 町の 町 奇屮叫 P 

の.^々 ® となり、 別に 一 家 を 立て 商業 を營 み、 米屋 吉右衞 門と 稱し ました。 吉 右衛門の 出で た 田 尻 村の 實家 は、 村で は.^ 

緒の ある 家と して 知られ、 苗字 を 三苫と 申しました。 

筑 前の 地方 就中 志 摩 估 土 兩 郡の 間に は、 今でも 三 苦の 苗字 を稱 する 家 は 頗る 多い やうです が、 本 宗は仲 哀犬皇 を 祭る 

{nr^ 大.， ぎ 香 椎神宫 の 祠職を 勤めて 世々 相承け た 名家 三苫 氏でした。 傳 ふる 所に よれば、 聖武 fK 皇 の神⑩ 兀华、 大中臣 5- 

E 重 春と 云 ふ 人、 始めて 香椎 神宮の 祠職 となり、 糟屋 郡三苫 鄕を領 し、 子孫 相次いで 職 を 承け、 香椎の 大宮司と して^ 

はれ、 また 自ら 三苫大 領と稱 しました。 苗裔 繁衍 して 國 中に 及び、 备 苦 を 苗字と しました。 田 尻 村の 三 も 共 一 ッ 

であります。 

田 尻 村の 三苫は 中世 久しく 高祖の 城、 王 原 田 氏に 仕へ 弓馬の 家でした。 天 正の 末 原 田 氏 亡びて 封 を 失 ひ、 部 場 離散し t 


時、 田 里に 留 つて 農と なり、 黑 田氏來 つて 筑前 を領 する に 及び、 世々 大 庄屋の 職 を 奉じました。 寬 保の 頃、 三 苫九郞 右 

衞門久 宣と云 ふ もの、 一 たび 老を 告げて 職 を 子市郞 右衛門に 讓 つた 後、 適々 市 郞右衞 門 伊勢 參宮の 歸途船 玄界洋 を 過ぎ 

宗 像郡大 崎の 近海で 風浪の 難に 遭 ひ溺殁 しました から、 九郞 右衛門 ふた i び 出で.. -事を 執り、 次で 職 を 近 村 元 岡の 女婿 

濱 地な にがしに 讓 つたので、 大 皮 屋は 永く 他家に 移り、 市郞 右衛門の 子孫 は 下て つ 尋常の 農民と なり ましたが、 猶ほ昔 

より 一 家の 氏神と して 大中臣 の 姓に 緣 由の 深い 神を祀 り、 紋所 も 久しく 三苫 氏の 定絞三 菊 を 用 ひ 来まして、 祀 つた 神 は 

天降 神社と 唱へ、 今 も 村に 殘 つて ゐ ます。 天降 神社に は、 九郞 右衛門が 資を獻 して 社殿 を 改造した 古い 楝板 も殘 つて を 

れば、 村の 長 福 寺と いふ 禪宗の 寺に は、 九郞 右衛門が 溺殁を 遂げた 我が 子の 冥福の 爲に、 M 獨の 寄捨を 以て 全部の 堂宇 

を 改修した 記錄 もあって、 九郞 右衛門の 時まで は、 資財 も裕 かに 名望 を 負 ひ、 一 鄕 一 村の 著 姓と して 慕して ゐ たこと は 

自ら 分ります。 

1 田 尻 村で も 段々 時代の 移る につれ、 九郞 右衛門の 時の 事蹟 も 全く 忘れられて 了って、 その 一 人の 力で 资財を 寄附し、 

長 福 寺の 堂宇 や 天降 神社の 祠 殿を總 ベて 改修した こと も 全く 泯滅 して ゐ ました。 然るに 近年に なって、 天降 神社 は朽腐 

したので、 七十 年ぶりに 祠殿を 改修す る 所に、 著者 は 國臣の 祖先の 跡 を 探る 爲め、 偶然 參り合 はせ まして、 天 井の上よ 

り 取 出された 改修の たび 毎の 楝板を 見て、 九郞 右衛門の 時、 一 たび 資財 を 寄進して 功を竣 つたこと を 知りました" それ 

から 同時に 長 福 寺の 奮い 記錄を 調べまして， 此寺 も九郞 右衛門の 力に 依って、 一 たび 總 ベての 堂宇の 改修せられ たの を 

知りました。 村の 人もャ ハ リ然 うかと、 始めて 分った と 云 ふ 有様でした。 

國臣も 嘗て 田 尻 村に 參 つて 祖先の 事蹟 を 吟味し ました けれども、 格別の 11 る 所はなかった と 申します。 著者 は 國臣の 

弟の 三郞能 得に、 長 福 寺の 舊ぃ 記錄 や、 天降 神社の 棟 板の 話 をし ますと、 三 郞能得 は 深く 滿 足の 意 を 表し、 それ は 兄 等 
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も 定めて 泉下で 喜ぶ であらう と 言 ふて をら れ ました。  I 

國臣の 平野の 苗字 は、 父親 吉郞 右衛門が 黑 田家の 足輕の 嗣子と なって、 新に 相績 した 家の 苗字で、 固より 三 苫とは 全 

く 別であります。 足輕の やうな 微賤の 人 は、 氏 素 生の 分らぬ もの 多く、 その 邊 のこと は 如何 定めても 可かった ので、 實 

系の 祖父 三苫 傣助宣 茂の 姓 を 取って、 自ら 大中 臣を稱 したので あります。 兄の 都甲宣 和が 大中臣 の 姓を稱 したの も、 弟 

の 平 山 能 忍が、 大中臣 の 姓を稱 したの も、 由來は 同様でした。  ♦ 

これ は 國臣の 朝廷 を 尊び 覇者 を 嫌 ふた 感情 思想の 上に は、 齡 からぬ 關係を もって をり ます。 その 國臣 即ち 國の 臣を以 

て 自ら 居り、 封建 諸侯の 陪 隸 たる を 甘んじなかった の も、 幾分 は此 間より 起った ので ありませ う。 

田 尻 村の 三苫 は、 家祖 の九郞 右衛門 久宣 より 數 世を經 て、 家 道 漸く 衰へ 子孫 甚だ 板 はす、 天明 寬 政の 頃、 機 助 茂の 

時、 福 岡の 市中に 出で. - 町人と なり、 萬 町の 商家 鐘 崎屋半 四郞の 女を娶 り、 別に 一 家 を 立て- - 商業 を 營み、 米厘士 "右銜 

門と 稱 しました。 即ち 國臣を 生んだ 吉郞 右衞門 能榮の 親で、 國臣の 祖父に 當 ります。 

福 岡 萬 町の 鎵崎屋 半四郞 は、 苗字 を 安武と 稱し、 家 祖を九 郞右衞 門と 云 ひました" 世々 粕屋 郡の 名嶋に 住し， 運 

幼の 業を營 める 巨商で したが、 筑 前の 藩 祖黑田 長 政 公、 關 原の 戰後、 始めて 此 國を領 し、 福 岡の 城市 を 築いて 名 崎より 

移られる 常時、 石 村 運搬の 御用 を檐當 して 功勞を 積み、 特別の 眷顧 を， 父け 隨 ふて 福 岡に 移った 萬 町 草 分の 舊 (旅でした。 

爾來 世々 相傳 へて 魚 問屋の 業を營 み、 歷 代の 藩主から も 相 當の禮 遇を與 へらる ト  1 抦で、 萬 町の 濱には ie 子の 小； 1 が あ 

ります。 これ は 往時 は 鐘崎屋 のお 惠美須 樣と唱 へ、 家の 由緖 と共に 市中の 人 も 善く 知って をる ものでした。 半 四 郞は家 

祖九 郞右衞 門の 五代の 孫で、 此時家 道 は已に 全く衰 へて ゐ ました けれども、 萬 町 草 分の 舊家 として 凝 ほ町內 より 尊敬せ 

られて をり ました、 田 尻 村の 貧しい 農家の 子に 女 を 配した ので も、 その 純然たる 土百姓で もな く、 述べた やうな 氏 素 生 


を もった 人 だからで せう。 

半 四 郞の女 即ち 國臣の 祖母の 人と 爲り は、 何の 傳 ふる 所 もない のです か、 若い 時に 早く 夫 を 喪 ふて 寡居し、 家 道 困難 

のうちに 處 して 善く 兒女を 養育し、 後 各. -分 相應の 成立 を 遂げし めた 所 をみ ると、 また 自ら 多少の 操行の あった 女お 力 

とも 思 ひます。 

圃臣の 祖父 米屋 吉 右衛門 は、 鐘 崎 半 四郞の 女との 間に、 男女 三人の 子 を 生みました。 長男 久 右衛門 は 父の 後 を 承け て 

商業 を營 み、 次の 女 楓は黑 田家の 重臣 隅田淸 右衛門の 家人 加幡善 太夫の 妻に なりました。 季は男 即ち 平野 吉郞右 衞門能 

榮、 これ 實に 國臣の 父親であります。 

父き 母 一 

國臣の 父親 吉郞 右衛門 能榮 は、 米屋 吉 右衛門の 末の 子と して 生れ、 乳 名 を慶之 助と 申しました。 ^めて 二？ i の^ 不 

幸に して 父吉 右衛門 を 喪 ひ、 それより 母親の 手 一 ッで 育てられ、 然して 十一 の 歳に、 黑 田家の 足輕 平野な にがしと 云 ふ 

人が 二十 五 歳の 若き 身 を 以て， 獮ほ 妻子 もな くして 世 を 去った 遺跡 を相續 する ことにな つて、 始めて 平野の 苗字 を名乘 

りました。 此れ は 幼年ながら も 自ら 武藝の 様な こと を 好み、 商人と なる の を 痛た く 嫌 ふた 故で ありました。 

母親の 生れた 鐘崎屋 は、 萬 町 草 分の 舊家 として、 町內の 尊敬 をが 乂 けて みても、 家 道は已 に^ 微 して をった し、 父の 吉 

右衛門 は 早く 死んで 生計の 困難な 所から して、 母親 は慶之 助に コ ン 一一 ャクか 何 か を 持た して 觸簧に 出します と、 慶之助 

は騰 がって 商寶 をし ませぬ。 動もすれば 武藝の やうな こと を 好み、 市中の 道場な どで は 窓の 外 から^き 込んで. S る を 忘 
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る k と：； ムふ 風です から， 母親な どは强 ひて 町人と する の 不得策なる を 知り、 一 家 親族と も 相談して 足 輕の家 を 相 緩 させ 

たのでした。 

足 の 家 は、 大概 一人前の 働き をす る 相當の 年輩の 主人が あって 勤めなければ、 何人 扶持 何 石の 俸 米は赏 はれぬ 惯例 

の やうで、 十一 歳の 時に 平野の 家 を相繽 したと 云 ふの は 稍 疑 はしく、 或は 二十 一 歳の 時の 問 遠で なから うかと 思 ひま 

したが、 猶ほ 久しく 生きて ゐた 故老の 說 によると， ャハリ 十 一 歳の 時でした。 . 

筑 前の 藩 制で 足 輕と云 ふ もの は、 當 時の 他 3 諸 藩と は 幾分の 違 ふ 所 もあって、 俸祿の 輕微な 割合に は、 政廳の 取扱 も 

隨 分に 好く、 本人の 勤めぶ り 技倆 次第で は、 追々 立身出世の 道 も 開けて ゐ たもので、 從 つて 有用 有力の 人物 も、 多く 此 

階級から 起り ました けれども、 その 家 は 粗 ぼ 他の 諸 藩と 同じく 內實 は賣買 讓與も 出來て 一 種の 株の やうに 爲 つて をり ま 

した。 十 一 歳の 時に 一 人の 家族 もない 他の 遺跡 を相鑌 したと すれば、 それ は 或は 母親 はじめ 一 家 親族が、 子供の 行末 を 

考へ、 相 《：3 の 工面 心配 を费 して、 養子 相鑌の 名義 を 以て、 平野の 足 輕の珠 を 買 ふて 與へ たので ありませ う。 饅-娘 や 飴 を 

買って 貰った のと は大逮 ひで、 專ら武 藝の業 を 好んだ 宜兒慶 之 助の 當 時の 喜び は 推して 知られます。 子 を 思 ふ 母親 はじ 

め 一 家 親族の 情 は して 穴 二から す、 鹿 之 助 は 身分に 必要な 藝 術に 力を入れ、 一 生 懸命の 勉强 をして 後々 は 名 を 藩 中に 顯 

はし、 III じ 階級の 師範 役 を 勤む る 人となりました。 然うして 勤王の 志士 平野 二 郞國臣 の 父親と なりました。 他の 数人の 

子 も、 親の 身分に は 過ぐ る 程に、 揃 ふて 皆 相應の 人柄と なりました。 

之 助 は 成人の 後 吉藏能 榮と稱 し、 平野の 苗字 を帶 びながら、 都 甲 周 助と 云 ふ 人の 義子と なり、 入って 周 助の 次女に 

配し、 男女 六 人の子 を 育 だてました。 

長男 宣和、 逋稱 始は鐵 太郞、 次で 保、 次で 小 仲 太、 晚に 乙、 一 時 は 和 宮^ 親王の 宮號を 避けて 資 名を宜 磨と 稱 しまし 


た。 外祖父の 家 を 承け て 都 甲 氏 を 織ぎ、 郡宰の 下僚より 起り 段々 に 用 ひられて 能吏の 名 を 得. 維新の 後 も 緩いて 地方の 

民政 土木の 事 等に 與り、 遠賀 郡の 郡長 を も 勤め、 一 たび は宮崎 縣の縣 令 か參. 蔡か にも 推 選せられ、 自ら 辭 退して 就かな 

かった と 云 ふやうな 閱麼 もあります。 弟國 臣に對 して 友 干の 情 極めて 厚く、 その 君 國の爲 に勤勞 する 心 is^ を諒 とし、 密 

に 奔走の 費用な ど を 給し、 常に 補助 を與 へた 話も殘 つて ゐ ます。 これ は 明治 三十 七 年の 秋、 八十 歳 を 以て 故人と なり ま 

した。 次は卽 ちニ郞 國臣， 次 は 三 si- 平 山の 苗字 を稱 した 宇 八郞能 忍、 始は能 謙と 名のりました。 乳 名慶之 助、 次て 恰、 

次て 慶 1、 次て 宇 八郞、 平 山 卯 八の 養子と なって 後 を 承け ました。 側 筒 組の 階級より 出て、 ^議方 徒 罪 方 町 廻 役 等に 歷 

仕し， これ も 才幹 を稱 せられ、 君 國を薆 ふる 志 もあって、 政 廳に對 し國防 上の 建白 を もしました。 維新の 後 は 職 を 司法 

省に 奉し、 熊 本の 地方 裁 刹 所長 を 最終と して 閑地に 就き、 明治 三十 八 年の 春、 七十 三歲を 以て 世 を 去りました。 次 は 女， 

名 は 幸、 吉村 藤藏に 嫁し ました。 吉村は 維新 後 は 中 村 五平と 稱し、 名 を 理財の 事に 知られた 人でした。 幸 女 は 明治 二十 

八 年の 夏 を 以て 世 を 去りました。 次 は 四 男 平野 三郞能 得， 始は 通稱鹿 三郞、 他家 を繼 いて 津野氏 を 名のって、 後ち 平^ 

に復 しました。 父吉 郞右衞 門の 職を繼 き、 江戶 立歸定 役と なって 飛脚の 御 用 を 勤め、 維新の 初は轉 じて 兵事に 携 はり、 

また 早く 返隱 して カを勸 業の 事に 致し、 閭 里の 民政 を 掌り、 大正の 半ばに 及び、 七十 九歲を 以て 終 はりました。 季は 女、 

名 は槌、 藩主 黑^, おの 御用 具足 師田中 源ェに 嫁し、 同胞の 六 人中、 最も 久しく 世に をり、 近く 大正 十二 ギ の卷、 八十 一 

歲を 以て 殁 しました。 

吉郞 右衛門 能榮の 生んだ 四 人の 男子 中、 二 郞園臣 が 勤王の 志士と して 名 を 一世に 知られた 外に は、 汎く  IK 下に 聞 ゆる 

程の 人物 は 無かった としても、 併し 孰れ も 相應の 成立 を 遂げて、 各々 善く 一人前の 人間と なった ので、 夙に 福 岡の 老記 

錄家 にして m- んぜら れた故 長 野 芳齋の 著書 平野 國臣 傅に は、 同胞 四 人の こと を稱 して 輿望 ありと 言 はれました。 ？ ,4 が 
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^を 生んだ 謦へは 然る ことながら、 如何う しても 茄子の 枝に 瓜 は 生らぬ とするならば、 勤王の 大志 士を 交へ ての 四 人の 

子 を 育 だて あげた 此 父と 此 母と は， また 自ら 我々 評傳 者の 回顧 を 値 ひする 人で ありました。 

父 ，ヒ 母 一一  . 

國臣の 父親の こと は 長 野 芳齋も 『父 吉三能 榮氣節 あり、 使 杖 繩縳の 術 及び 拳法 を精究 し， 福 岡 藩 先鋒 隊の 敎師 たり』 

と 云 ふて をら れ ます。 幼年の 時分より 自ら 商人と なる を 嫌 ひ、 ^に 志 を 立てて 善く 成立した のに 徴 しても、 その や 牛； の 

人と 爲りは 幾分 か 分ります が、 鄙職微 俸の 身に は 珍ら しく 如何にも 氣慨 精神に も 富んで、 且つ 思慮 も 乏しから ぬ 心掛の 

好い人で あつたと 申します。 

幼年の 時分より 專 ら武藝 のこと を 好んだ の は 前に も 述べた 通りで、 神道 夢想 流の 使 杖の 術と 一角 流の 捕手の 法と、 そ 

れ から 一達 流の 捕繩の 法と に は 別けて 心 力 を 致して 研究し、 最も 精妙 を 極めました。 黑 W 家の 沙汰に より、 江戶 立歸定 

役 を 以て ER 業 指南役 を 翁ね、 數十 年の 間 同じ 階級の 敎授を 掌り、 前後 入門の 禮を 執る 後進 子弟 都べ て 一千 餘人. 免許 を 

得る 者 凡そ 一 一十 餘人、 目錄を 得る 者 凡そ 百數十 人に 及びました。 

これ は劍道 柔術な どに 次いで 武藝の 一 科 を 成した もので、 足輕 階級の 身分に 附隨 した 刑事上の 職務 を 執る に 必要の 技 

術です から * 當時は 男 業と 唱へ、 政廳 でも 特に 意 を 用 ひて 練習 を獎勵 しました〕 長 野 芳齋の 謂 ふ 所の 先鋒 隊は、 足輕の 

1 隊は鐵 砲 を 以て 先鋒に 進む のが、 我國古 來の戰 法であった ので、 斯くは 謂 はれた のです。 

吉 郞右銜 門の 晚年は 江戸 立歸定 役を罷 め、 專ら男 業 指南役の 職 を 執って ゐ まして、 政廳は 多年の 精勤 の 引 立方 宜 


しく 技能の 進歩 も 著しく、 また 大勢の 家內睦 ましく 暮らす こと を 賞し、 永代 直禮の 待遇 を與 へ、 陛 せて 士 籍と爲 し、 城 

代 組に 編入せられ ました。 

吉郞 右衛門 は斯の 如く 男 業の 達人と して 最も 名 を 著 はし ましたが、 江戶 立歸定 役の 職務 を帶 び、 百 數十度 も 江 戶に來 

往 して 飛脚の 御用 を 勤め、 また 數ば 大阪長 崎の あたりに も 行 役した ので、 世故に 練達して 善く 用を爲 し、 また 自然 世間 

の 事情に も通曉 して ゐ ました。 固より 格別の 舉問 のあった 害 はない のです が、 多少の 文筆に は堪 へまして、 同役 や 知人 

^^どに頼まれ、 願書 届書の 代筆 をして やる 樣な こと は 毎度 ありました。 それから 江戶 幕府の 諸 造營の 宏大で 壯麗 なのに 

較べ、 京都の 禁裡 御所の 粗末 を 極む る 模様な ど は、 折々 話 をして ゐ たさう です。 國臣が 始め 普請 方の 小吏 を 以て 職掌に 

似合 はしからざる 讀書文 事を好む が 如き は、 必す しも 父親の 嫌 ふたこと，. -は思 はれませ ぬ" その 勤王の 志士と なった の 

に は、 勿論 鼓舞 獎勵 したと 云 ふ 程の 深い 關 係はなかった としても、 少く とも 妨碍せ なかった こと は、 時. 多少の 资財を 

贈って 補助 を與 ふる を 厭はなかった 模様 を 見ても 分ります。 

母親の 都 甲 氏 また 吉郞 右衛門の 妻と して は、 善き 妻で ありました。 國臣の 母と して は 賢い 母で ありました。 阈 臣と關 

係の 淺 からぬ 緣者知 音の 噂 を 聞いても、 吉郞 右衛門 を 父祖と する 一家 子孫の 話ぶ りに 依る も、 此 母親 は颇る 優れた 婦人 

で、 寒微 貧困の 家から 起って、 思 ひくに 一人前の 人間に なった 諸子の 成立に は 最も 與 つて 力が 多かった やうです。 元 

來は 至極 柔和な 優 さしい 人で、 子女 皆 その 德に懷 いて 一家 も 至極、 稳 かに 治りまして その子 を 育 だて 婦を 待つ の 宜しき を 

得た こと を 想 ふに 足る 逸話な ども 殘 つて ゐ ます。 此間 また 勤王の 志士の 母親た るに 應 はしき 德然 たる 氣性も ありました。 

安政 五 年の 冬， 國臣が 月 照 を 送って 薩 摩へ 往 つた 當時 は、 父の 吉郞 右衛門 も 三人の 兄弟 も 悉く 行 役して 留守であった 

所に、 組頭が 母親 を 呼 寄せて 段々 と 詮議 を 遂げ、 有の ま.. -に事 實を言 はぬければ 引ッ 捕へ て 連れ 行く やうな 威勢 を 見せ 
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て嚇 かしました。 然 うする と 母親 は斯 かる 女性の 身に して I 一郎の 代 はりになる ならば、 少しも 苦しくな いとず つて 泰然 

として 動き ませぬ でした。 それから 月 照 入水の 後、 國臣は 京都に 赴く の 途次、 一夜 密に 我家に 忍び 歸 つた 時、 具に 月 照 

の 人物 志操な ど を 語り、 爲に 後世 を 吊 はむ こと を 賴んで 去りました。 そこで 母親 は 近所の 金 龍 寺の 塔 頭 松風 庵の 隱居和 

尙に、 然り氣 なく 賴んで 位牌 を こしら へて 貰って 懇に香 火 を 手 向け 供養し ました、 戒 行の 正しい 淸 僧であった こと を 聞 

いて 居った ので、 俗 家の 飮食 動もすれば 醒謄の 氣を帶 ぶる を 慮り、 巳の 存生 中 は 常に 菓子の やうな もの を 捧げて 供養し 

ました。 その 位牌 は 今 も 猶ほ殘 つて ゐ ます。 

此 母親 は 國 臣が福 岡の 獄に囚 はれて をる 時， 急に 世 を 去って、 君の 爲め 國の爲 めなら では 容易に 淚を 流さ じと 思ひ定 

めた 勤王の 志士 國臣 をして、 限りなき 悲嘆に 沈まし めました が、 必す しも 普通に 有り ふれた 母子 恩愛の 情の みで はな か 

つた かと 思 ひます。 

闽臣 は文久 三年の 冬、 事 を 生 野に 擧 ぐる 前、 三 田 尻より 書 を 父親に 寄せて 永訣 を吿 げた 時に も、 我儘； 小 孝の 罪 を わび 

ました。 併し 父親に しても、 先 づ世を 去った 母親に しても、 我 子が 國の爲 め 君の 爲め千 辛 萬 苦して 一命 を さ. - ぐる を以 

て、 馬鹿者 か 半 狂人の わざの やうに 思 ふて をる 人で 無かった こと は、 平素の 模様から して 自ら 解ります、 此|$ は 國臣の 

1 生の 事業と 人物との 由つ て來る 所を考 ふるに は、 相當の 注意 を 加 ふる 必耍が ありませ う。 

出生 ビ 時勢  . 

福 岡の 市街 を 西へ 西へ と 行って 黑門橋 を 渡り、 唐人 町より 南へ 些し 折れて、 築 橋 を 渡り、 やがて 鳥 飼 八幡宮の 前に か 


、らうと すると， 北側に 國臣の 生れた 屋敷の 跡が 殘 つて ゐて、 今 は 一茶の 記念碑 を 建て、 あります。 

屋敷の 跡と いふと、 何だか 相 應に濶 い 一 構への 地面の やうに 聞え ますが、 最と狹 くて 馬の 五六 匹 も 滿：： 止に は 鬚 がれぬ 

程の 區 域です。 元來此 邊ば舊 藩の 時、 足輕 階級の 人の 多く 住んだ 所で、 間口 三 間 奥行 十 間の 家作に、 如何い ふわけ 歟、 

梅の 木 一 本 は 必らす 植付けて 下さる のが 古來の 慣例、 國臣の 生れた 家 も 勿論 その 一 ッ でした。 

今 は 北の方に 電車の 往來 する 大道が 開けて 偏路 となり ましたが、 昔 は 姪 濱今宿 を 經て肥 前の 麼津 地方へ 行く 官道西 町 

の 通りのう ちで、 地 行の 下町と 申しました。 福 岡の 城市で は郭 外の 場末で ありました。 

著者が 始めて 屋敷 跡 を 尋ねて 參 つた！ S まで は、 濱 地な にがしと 云 ふ女髮 結の 所有地の 一部で、 女髮 結の 住宅から 1^ ぐ 

緩いた 東の 方に、 それらし き 跡が あって 蔬菜 を 作る 畠と なり、 奧 の 方は蕭 疎な 籤でした。 

闽臣の 生れた の は、 仁 孝 天皇の 文政 十一 年 戊 子の 三月 二十 九日、 今の 大 陽暦に 換算す ると、 五月の 二日に 當 ります。 

父親 吉郞 右衛門 は猶ほ 平野の 苗字 を名乘 つて をっても、 實際は 都 甲 周 助の 義子と なって、 周 助の 次女に 配した 身で、 

長男の 先取 權は都 甲 家の ものでした。 父母 は 次男と して 國臣が 生れた ので、 始めて 平野 家の 相繽 者の 出來 たの を 喜んで、 

その 三人 扶持 六 石と、 貧しい 暮 しながら も、 五月の 幟の 一 本 か 二 本位 は樹 てて 行末 を 祝 ふたで ありませ う。 併し 我 子が 勤 

王の 志士と して 不朽の 名 を 維新 中興の 感 史に留 むる 人と なること は、 固より 忖り 知る よし はなく、 當時 何千 石 何百 石の 

知行 を 取って 威勢の 好い 藩 中 幾多の 人々 は， 地 行 下町の 足輕の 妻が、 一人の 男の子 を產ん だと 云 ふ ^實に 就て、 何^の 

與り 聞く ことの 無かった の は、 猶ほ 己の 持 山の 藪の 蔭に、 一 頭の 15- の兒の 生れた のと 同様でした。 然るに 我々 評 傅 者 は、 

人物の 勃焉 として 起り、 人才の 卒然として 出る は、 實に人 問 尋常の 意匠の 外に あるの しき を 感ぜ 卞には をら れ ませ 

ぬ。 首 を S らして 我國の 近世 史を 點撿 し， 國臣の 生れた 時勢 を考 へて 見る と、 此感は 別けて 深いので あります。 
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匿の 始めて IQ 胎 內,, 宿った 文政 十 年 は、 德川第 十一 代の 文 震 家齊公 I 夷 大將？ 現 g ず、 產 大臣 

S 下 を 仰 基ら れ、 一 身に 文武の f を 霧し、 鎌 倉の 幕府 このかた 未だ 曾て 例の ない 程の i をせられ た 年で、 武 

ま 雲 覇者の 讓 こふ 極る と稱 せられた 年でした。 天下の 人 は、 ひたすら 二百 餘 年の 昇 平ま を i 水し、 I, 

代 を 震す るに 忙 はし S でした。 中に I 前 は 二 代まで も德川 家より II へた 後で、 miifs 

の 弟、 當 代の li 齊 將軍の實 の 甥でした。 三十 餘 年の 後、 勤王の 大 志士と なり、 I 論 S 先鋒と なった ぶ ニ郞 

匿 力 f る 年に 於て、 斯 かる 國に 於て、 最も 露 I 輕の 次男と して 生るべく、 始めて 母親の 胎內に § たの は、 

天 の梯. お 或は 意 あるが 如く、 或は 意な きが 如く、 事 頗る 奇 でした。 

久しく 他人の 管 結 ふて 生計 を 立つ る やうな 市井の 一女 性の 所有と なって さ 三 四 S ばかりの， f る If  、  ^ 

の 如くに して 觀し來 るなら ば、 盖し 何人で も 多少の 俯仰^ 徊の情 を 催う すで ありませ う。 

ft 

幼時の 情況 一 

國 生が 生れた 當時、 始めて 名 を 己之吉と 命ぜられ、 間もなく 乙 吉と あらため、 十 一 歳に して 大 墓左衛 〔1 の 墨 

となる まで は、 此名を 以て 通りました。 

生れて 間もなく 風邪の 氣味か 何 かで、 聊か 勝れぬ ので、 母親 は 抱いて 近所の 露の 所に 連れて 參 つて I し 5 ひま 

すと 醫師 與へ むとして 子供 I を 問 ひます、 已之吉 と 答へ ますと、 それは薦| |へ，^どま 

す。 後 I 棄溥 f 當時 §ほ世 子で 讓 守と 稱 して 居られた 故で ずます。 母 fil めて、 # まして、 然 らば 


何とか 好い 名 をつ けて 下さいと 頼みます と、 醫師 は乙吉 とい ふ 名 を 見立て、 藥 袋に 記して 與 へました。 そこで 母親 は藥 

と 名と を 貰 ふて 歸 りました。 改名の 簡易な こと は 恰も 犬の 子 か 猫の 子に 名 をつ ける 様で、 當 時の 塞 素 を 極めた 生活の 程 

度 も 推して 知られ ますが、 これ は 國臣が 乙吉と 申した 始で、 子供の 時分に は、 人 は 皆 呼んで ヲッ サンと 云 ひました。 

乙吉 をヲッ サンと 呼ぶ の は、 蓋し 筑前 地方の 風習で、 東京 あたりで ヲト サンと かヲト チャンと か 云 ふのに 常り ます。 

長野芳 齋 は 國臣の ヲッサ ン 時分の こと を稱 して、 『幼に して 穎悟、 その 兒戯 する や 常に 己れ 長と なりて 群 直 を 指^せ 

り』 と 記して をら れ ます。 幼少の 頃から 物事に 聰く 智慧の ある 子供で、 また 常に 餓鬼 大將 をして 嶄 然として 頭角 を 群 童 

の 間に 露 はして ゐ たの は、 大概 先づ 分ります" 獨り 阈臣に 限った ことで はなく、 總 ベての 著名な 人物の 幼時に 就て は、 

物 數奇な 後の 人の 構造 や 潤色に 成った 物語が 多く、 國 臣に關 した 逸話のう ちに も、 期 かる もの は 決して 尠く ありませ ぬ。 

併し 長 野 芳齋は 國臣の 母方の 親族で、 年聚も ズット 上の 人で、 自ら 親しく 國臣の 幼時 を 知る に 及んだ 耆 それに 元來 

藤 sc^ 記 傅の 造詣 も淺 からぬ 福 岡 藩の 攀 者の 一人です から、 此 人の 說は、 概ね 呰 耳 を 傾く るに 足る 理由が あります。 

乙吉の 前に 巳之吉 とい ふ 幼名 を もって ゐ たこと を 知らぬ 親族 緣 者の 故老 も 多 かつ だのです が、 耳 を 傾く るに 足る 理由 

の ある 人の 明白に 記された 所です から、 著者 は 特に 探りました。 

國臣は 長 野の 言 はれた やうに、 幼少の 時より 理解の はやい 智蕭 のあった 子供で、 物覺 もよ く、 百人一首の 歌な ど は、 

毎夜 寢 床の 裡で 母親から 授けられ， 五 歳の 頃 は 相 應に喑 記して ゐ ました。 また 常に 餓鬼 大將を やる 位です から、 椀 白 は 

勿論で、 己より 年下の もの や、 女の子 供 を いぢめ る 様な ことはなくて も、 悪 戲は隨 分 それ は 働きまして、 年齡の 格^ 違 

はぬ 兄弟 ニー  二人のう ちで も、 折々 近所 隣より お尻 を 持ち込んで 來られ て 親 達 を 困らした の は、 直に ヲッ サンで ありま 


二 四 

筑 前に はネン コギ とか カナコ ギ とかい ふ 男の子 供に g つた i の 遊戯が あって， 昔 は f 行 はれました。 ネン コギは 

木の 先端 を 尖ら かして、 交々 地に 打 込んで 勝負 を ひ、 カネコ ギは 舟の 形に こしら へた 鐵の 斷片を 以て、 同し く 互に 打 

合 はして 勝負 暴 ふ。 東京 あたりの 子 g の 好んで やった メンコ と 同様の 性質の 遊戯で •  メン コに較 ぶれば、 ^^1 

爭ふ 物が 異 つて 危險の 多い 所から して. 今 は 餘り行 はれぬ と 云 ふこと です。 ヲッ サン は此 遊戯に かけて は、 最も 熟練 を 

鳴らした 達人で、 且つ 若し 間遠って 敗北し 己れ の 物で も 取られ やう ものなら、 それ は &s 意氣 込で、 幾た び も戰闘 を 

挑み、 思 ふま \ に 回復して 凱 II を 揚げざる 限り は、 決して 退却し ませぬ でした。 獨樂 遊に も名譽 はありました。 阔 ほの 

ヲッ サン 時分 Q こと を 5 語つ S かされた 故老の 話？ ちに、 十分に 聞 分け S て、 カナコ ギ、 ネン コギに 就ての こと 

歟、 また 獨樂 遊に 就ての こと 歟、 それ は 善く 領會 せないで 了 ひました が、 何でも 枕 町の 高い 所から 投げる とか 如何と か 

すると、 中の 蓮まで 達く とか 何とか I れて、 ヲッ サンの 大名 隆々 として II して ゐ たやうな 話 も gl した。 

枕 町 も 巾の 往還 も、 當時 子供の 遊び場 所と した 地 行の 通りの 字でした。 

また f 奇拔 なの は、 馬の f き 潜り 拔 ける 早業 Q 名人であって、 近所 隣 Q 人達から、 今ヲッ サンが 馬の 股 ぐら を 

潜った とか、 港ら うとす ると か 云 ふ 警報 を 告げて 來て、 母親に 心配 を さした 話 は 珍ら しくなかった と 云 ふこと です。 然 

うして みると、 木 上りな ども 定めて 名人の 箸と 思 ひます が、 雨ん な 話 は刖に 聞き ませぬ でした。 

幼時の 情況 一一  . 

阈臣の 幼少の 時には， 斯う 云 ふ 面白い 事實も ありました， * 


己の 家より 近い 鳥 飼の 田 H ぬに 出て、 他の 子供と 一緒に 紙鳶を 揚げて 遊んで をり ました。 ところが 絲を 手繰る のに 夢中 

となって 傍の こと を 忘れ、 忽ち 糞尿 を蓄 へた 肥壺に 落っこちて 腰から 下は獎 尿に 塗れて 了 ひました" 子供に は 大きい 肥 

壺 ですから、 自分 ひとりで 這 上る こと は 叶 はす、 他の 子供 も 如何す る こと も出來 ませぬ。 勿論 司馬溫 公の 故智 を舉 ぶべ 

き 場合と は 場合が 違って ゐ るので、 他の 子供 は 母親の 許へ 駄 けつけ て往. つて、 ヲッ サンの 肥壺に 落っこちた 次第 を 注進 

に 及びました。 

これに は 母親 も 驚いて 着 替の衣 物 を 持って 急いで 往 つて 見られる と、 ヲッサ ンは 異臭 紛々 たる 糞尿の 裡に隈 から 下. を 

沒 しながら、 猶ほ 中天に 揚がって をる 紙 鳶の絲 を 放さないで、 悠然 自若と して 助 船の 來 るの を 待って 御座った。 それ を 

母親 は 引上げて 連れて 歸 りました。 これ は 今 猶ほ殘 つて をる ヲッ サン 時分の 逸話のう ちで も、 頗る 出色の ものでした。 

此 逸話に 就て は、 別に 斯う 云 ふ餘談 もあります。 

母親が 着 眷の衣 物 を 持ち、 鳥 飼の 田 畝 を 指して 急いで 行く 途中で、 豫 ねて 父親 吉郞 右衛門の 懇意に 交る 友達の 一人に 

出會 ひました。 急いで 何處へ 行く の歟と 尋ねます から、 此れく の わけで と 話す と、 然 うかと 首肯いた ま- -、 何事 も 言 

はないで 行 違に 去って 了 ひました。 やがて 母親 は 子供 を 連れて 我家に 還って 見る と、 何の 用意 もして なかった 路地の 釜に 

は、 チャンと 湯が 沸いて をり ます。 途中で 行 逢った 父親の 友達 は、 此 場合 湯が 1^ 必要 だと 思って、 明け 放しの 留守宅 

に 入って、 自ら 火 を 焚きつ け 湯 を 沸かして 置いて 吳れ たので、 母親 は 汚れた 子供の 始末に 此上 もない 便宜 を 得ました。 

この 沈着いて 氣の 利いた 父親の 友達 は、 今の 金子 子爵のお 祖父さん で彌 平と 云 ふ 人でした。 

この 一 節の 餘談 によって 考 ふると、 母親が 家 を 明け 放して 急いで 飛 出して 往 つた 模様 や、 湯 を 沸かす 留守 人 も 無い や 

うな 寒 素の 生活の 情沉、 さて は M. 微な 俸祿に 衣食した 同 S 本の 友達 仲 11 の 交際ぶ りな ども 善く 判って、 1： 臣の 成長した 家 

二 五 


庭の ts: 外の 光景、 おの づ から 然として をり ます。 最も 想 はる X の は， 沈着いて 氣が 利いて、 咄嗟の 間に 事の 緩急 を 知 

鲁 

り、 湯 を 沸かして 置いて 吳れた 父親の 友達の 人柄です。 金子 子爵 は 素と 國臣と 同じ 階級の 微賤から 起った 人で、 その 父 

祀 以來の 家庭の 勞苦 は、 積んで 子爵の 立身の 基を爲 した ものと 嘗て 聞き ましたが、 その 近き 先 世に は、 is う 云 ふ赋の 人 

物 も ありました。 『羅馬 は 一 日に して 成らぬ』 これ は眞理 で， 人の 家に 俊髦を 牛； する は、 一 日に して 生じない ものと 出め ひ 

金子 子爵 は 今日の 筑 前の 故老 中、 纖に 國臣の 風貌 を 知って をる 一人で、 同 臣が幅 岡の 獄を放 たれて 地 行の 家に 歸 つた 

頃、 一 日 飄然と して 金子の 父親 を訪づ れて參 つて、 彼是と 話 をした 中に、 異國人 は 槍で も 刀で も 箸の やうに 小さく 見 

せる 奇法を 知って をる さう だ、 己 も 折 を 得たら 長 崎へ 往 つて 傳授を ^けたいと 思 ふと 言った ことな どの 記 臆 もあります 0 

國臣の 幼時に 就て は、 述べた やうな 種々 の 逸話 も殘 つて ゐ ますが、 文擧 上の 敎育 のこと は、 幾ん ど 全く 何等の 傳 ふる 

所 を 聞き ませぬ。 ヲッ サンと 呼ばれた 頃 は 殊に 然 うで、 母親が 寢 床の 裡で百 人 j 首の 歌 を 授けた 話の 外に は 何もない の 

です" 已に寢 床の 裡で 百人一首の 歌 を 授けた と 云 ふので すから、 年 ffi^ 相 應の讀 書 習字 を 課した 位の 舉修 はさせ たにして 

も、 時勢 は 時勢で 身分 は 身分 だ、 微祿小 俸の 家に 子 俳 は 多かった ので、 先づ 格別の こと は 無かった と るの が穩當 であ 

り ませう。 

幼時の 情況 一一 一  , 

父親の 吉郞 右衛門 は 立歸定 役が 本職で， 江戶 へ百數 十回 も. 往復した 人で はあり、 兼帶 した 男 業 指南^も 門人が 多く 敎 


授 繁忙で したから、 家庭の 事務 ゃ兒 女の 敎育 など は • 主として 母親 都 甲 氏の 掌る 所て した。 

ヲッ サン 時分の 國臣 が、 何 か惡戯 をして 近所 隣の 人から 苦情 を 持ち込んで 來られ たやうた 場合に、 母親 はソ レ.， i.^ 相 

應の 挨拶 をして 自ら 1^ 化び て歸 します が、 即時に 聲を あららげて 我 子 を 叱ったり、 急に 呼びつ けて 折檻 を 加 ふること は 決 

して ありませ ぬでした。 大概 その 日 は 先 づ棄て \ 置いて， 翌 けの 朝、 父親 吉郞 右衛門 やお 祖母さん などの 揃 ふて 座 はつ 

て をら れる 所に、 ヲッ サン を 連れて 出て 昨日あった 事實を 仔細に 報告し， 然うして 赛 1: を 求めます。 それから 犯した 過 

失の 大小 輕 重に 應 じて、 或は 穩 かに 訓諭 を與 ふるに 止め、 或は 嚴び しく 懲戒 を 加へ ました。 その 懲戒の 方法と して は、 

チヤ ント座 はって ヲッサ ンの膝 を 撚るを 通例と しました。 如何 かする と、 却々 に 强情を 張って 容易に 過失 を 謝する こと 

をし ませぬ と、 然ぅ云 ふ 場合に は、 物靜 かに 併し 嚴 かに、 力 を 極めて 燃る こと 愈. -烈 げしく、 ヲッ サンの 素直に 服從し 

て 謝罪す るまで は 決して 赦 さなかつ たと 云 ふ 話です。 これ は 勿論 一人の 子供に 限った 敎戒 法で はないで せう が、 ヲッサ 

ン 時分の 國臣を 育てた 模様 は、 先 づ斯ん な 風で、 口汚く S£| つたり 聲を 荒らら げて 叱ったり する こと は 曾てありませんで 

した。 それで 近所 隣の 人々 も， 常に 此 g- をして 敬服して ゐ たと. S. します。 

また 斯う 云 ふ 話 もあります。 或る時 父親 吉郞 右衛門 は、 他へ 往 つて 醉 ふて 歸 へる 途中、 チ リン/ \ と 音 を さして 觸寶 

をして 歩く it 麥屋を 連れて 來て、 子供な どに 振舞 ひました。 母親 も 機嫌 好く 相伴 をし ました。 吉郞 右衛門 は 天下 泰平 家 

內 安全と 思った もの 敷、 或る 夜 また i£ 麥 屋と歸 りました。 その 夜 も 子供達の 喜びと なって 無事に 終 はり、 阿 爺 も 上機嫌 

で寢 ましたが、 翌 けの 朝になる と、 事件 を 生じました。 それ は 母親から 前夜の ことに 就て、 抗議 を 申出で たので あり 

ま す 

母親 は 席 を 正う して 吉郞 右衛門に 向 ひ、 昨夜の 如き ことの 數ば 繰り 反さる- r は、 して 子供の 爲に 可い か惡 いかと 云 

二 七 


え 

ふ 問^ を 以て、 先づ吉 郞右銜 門の 熟考 を 求め、 已の 意見と して は、 子供 も 追々 成長せ むとし、 別けて 卜 仲ぶ は已に 3 應 

の 年 0； ともなった 家の 內に 於て、 此事 最も 然るべ からすと 思 ふよし を 述べました。 小 仲 太 は 長男の 名であります。 . 

父親 大に 恐れ入って ギゥく 言 ふた 歟 如何う 歟、 それ は 知り ませぬ が、 鬼 も 角 も 頗る 閉口して 頭を播 いて 以後 を Ira: ん 

だと 云 ふこと です。 妻と して は 好い 妻、 母と して は 賢い 母、 その 善く 兒女を 育 だて 一 家 を 治めた 平素の 模様 は、 此 零.,；. 

の 話に 依っても、 自ら 想 ひ 遣られます。 

父親の 亩郞 右衛門 は、 寛弘溫 和の 人物で 諸子 を 愛撫した と 云 ふ 外、 訓戒な どの 暉は 格^ 殘 つて ゐ ませぬ が、 それでも 

或は 常に 忍耐の 必耍な こと を敎 へたと か， 缟保已 一の こと を說 いて 聞かせた やうな 話 は 多少あります。 その 數 限り もな 

い 古來の 模範 人物のう ちに 於て、 彼の 年少の 時から、 幾多の 艱難辛苦 を 嘗め 盡し、 努力 勉强の 功 を 積んで、 盲目の 身な 

がら、 擧者 としての 大名 を 一世に 知られた 群 誓 類 從の編 籑者を 特に 擧 けて、 敎 訓の资 とした 話 を 残して をる の は、 我が 

養子が 力 を 讀寄講 擧に用 ふる を 絵り 好まなかった 形跡の 掩ふ ベから ざる 小金 丸彥 六と は 違って、 また 自ら^ 臣の 父親と 

して は、 頗る 適當 した 好い 父親であった 面影 を 想 ふこと がで きます。 

大昔 家の 侍 童 

闽臣は fK 保 九 年 十 一 歳の 時に、 父母の 膝下 を 離れて、 II- 田家の 大 組の 士大音 權左衞 門 重 信の 侍 直とな り、 此 時から 乙 

吉の名 は、 瘰々 しく 改 つて 雄と なりました。 

侍 童 は 之 を 小坊主と 云ひ慣 はして、 近く 主人の 座右に あって 使役せられ、 お 客の 席に 出て 給仕 を 勤めたり、 取次の H 


など をした もので、 fi 高の 多い 家で は、 どこでも 大概 使役して をり ました。 やはり 一種の 稚兒小 性で ありませ う。 幾分 

は禮儀 作法の 見習に もなる 所から して， 微祿小 俸の 家の 子弟 は、 一た び は 斯う 云 ふ 勤務 を さする のが 當 時の 慣例で、 國 

臣ハ 同胞 三人 も. 幼い 折に は 皆 それ，^ の 家に 仕へ たの だと 中し ます。 

大音權 左 衛門は 夙に 黑田" の 門閥と して 知られた 重臣 大昔 の 支族で、 世々 千 石ば かりの 知行 を 取った 人で， 此頃は 

鐵砲大 頭 を 勤む る 一 人でした。 鐡砲大 頭 は 即ち 足 輕 全體を 管理す る 職掌です から、 父親の 吉 郞右衞 §： はじめ， 同じ 階級 

の 人 は、 總 ベて 大頭 役所の 支配 を 受けて ゐ ました。  ， 

阔臣は 十四 歳の 時まで 大昔の 家に 勤めました。 此三叫 年の 問に は、 別に 此 はと 思 ふ 程の こと も 聞き ませぬ が、 た 1 

ッ 斯う 云 ふ 話が あります。 それ は 主人の 入魂に する 人の 中に、 これ も 七 八 百 石ば かりの 知 打 を 取って をる 志 摩 家の 隱居 

とい ふの があって、 一日 訪ひ來 られて 他の 客と 棋を打 たれた 折、 國 臣が 傍から て 何 か 解る やうな 素 捩で もあった もの 

歟、 iK 力 物に 瞭 せぬ 小 供です から、 或は チ ヨット 助言で もしました 歟、 志 摩の 隱居は 顧 みて、 お II も棋 をう つかと 尋ね 

られ ました。 ^に 打つ と 云 ふ 程に は 知らぬ けれども， 少し は 打つ よしを 答へ ました。 然 らば 一局 やらう と 云 ふこと にな 

つて、 御 相手をしました。 ところが 此 小坊主 は、 殿様の 御 相手をして は 勝って はならぬ 三 太夫の 道 は 未だ 分らなかった 

ので、 遠慮なく 打 込んで 到頭 負かして. 了 ひました。 いつの 間に 覺 えたの 歟、 志 摩の 隱 居よりも 上手でした。 これ は 相手 

が餘ッ 程の へ ボ棋 だから 勝った に 相 遠ない としても、 併し 小 供の 時分より 斯う 云 ふ 道に かけても 理解の はやかった 模様 

は 分ります。 

筑前 では 阔舉者 または 歌人と して 名を稱 せられた 末 永 茂 世と 云 ふ は、 1： 臣の 養家 小金 丸に も 多少の 親族 關係も あれば、 

大昔.； にも 緣故 のあった 人で、 阈臣 の侍袁 として 勤めて ゐた 頃の 樣子を 記 臆して； ili して をら れ ました。 


それから 小金 丸彥 六が 望んで 阈臣を 養子に 貰 ひ^けたの は 、大昔 〔k ぶに 勤めて をる 時分の 様子 を 見、 行末 を 頼もしく 思つ 

たから だと 云 ふこと で、 長 野 芳齋も I!E じ やうな こと を 述べて をら れ ます。 小金 丸彥 六と 父親 吉郞 右衞 門と は、 久しく 懇意 

の 交 をして 近所に 住む 問 柄で、 强 ちに 大音 家での 勤めぶ り を 見て 始めて 國臣の 行末 を賴 もしく 思った わけで もあります 

まいが， 火 昔，： M に 侍 童と して 勤めた 時分より、 愈々 此れ をと 云 ふ 心 を 定めた のか も 知れ ませぬ。 吉 郞右衛 門 は 足 輕の階 

級の 師範 役、 彥六 は大頭 役所の 付 役で、 且つ 鐵砲 頭と 云って、 同じ 階級のう ちに 於て、 幾人 かの 小 _购 をして、 孰れ も權 

左衞 鬥 を官 長の 一人と して 絶えす 出入した のです から、 此官 長の 口 添 を も 蒙って、 養 十の 相談の 成立った と 云 ふの は、 

或は 事資 であり ませう。 

阈臣の 侍 直として 大昔 家に 勤めた 三 四 年の 間、 格別に 此 はと 思 ふ 程の ことの 無った の は 述べた 通です が、 その 勤めぶ 

りが 善く、 頗る 他の 眼に 羞. いたの や、 主人の 心に 適 ふて ゐ たの は、 此 等の 些 しばりの 話で も 分ります。 た f 權左衞 門 は 

三 四 年 も 欺かる 行末 頼もしき 子供 を 鹿 右に 置きながら、 後日の 成立に 裨 補を與 へ た 痕跡の 毫も 遗 つて をらぬ 所 をみ ると、 

阈 ほの 爲には 知 巳の 主で は 無かった と 巾して 宜しい。 我が 支配す る 人の子と して 生れた 俊 SS をして、 その 養父と して は 

頗る 不適 當な 小金 丸彥 六の 家に， 十七 年の 長き 月日 を 送る を餘 儀な くせし める 口 添 をした の は、 我々 評俾 者から 考 へる. 

と 多少の 遣憾を 感じます。  - 

また 二十 餘 年の 後、 閾臣が 福 岡の 獄に囚 はれて をる 時、 古来の 法規 を 株 守して 筆墨の 使用 を 禁じたり、 消 の 手工 

を沒收 して、 寂寞 無聊の 情 を 茶 だしから しめた 藩 吏の 總裁 は、 晚 年の 大昔 權左衞 門で、 當時は 大目 付か 何 かの 靈職を 奉じ、 

名 を 主 鈴と 稱し て をら れ ました リ 


小金 丸彥 六の 養子 

圃臣は 生れて 鴻瞳 始めて 世界 を 認めた 地 行 下町に ヲッ サン 時分の 九 年 を 過ごしました。 併し 住宅 は此 間に 幾た び も 愛 

はって 轉々 し、 直下の^^は阿兄の生れた家の東隣の別屋敷に生れた人で、 それ は舊の 家が 暴風に 吹 倒されて 住 はれない 

様になつ たか 何 かの 爲 だと 云 はれ、 また 一 時 は 表の 通 を 隔たて た 南側に 住んで ゐた 形跡 もあります。 

それから 一家に 從 ふて 下町 を 去り、 同じ 地 行 東 町の 三番 町に 移った の は 天 保 七 年 九 歳の 時で、 大昔 權左 衞門贯 信の 家 

に 仕へ て 侍 童と なった の は、 それより 三年の 後、 小金 丸 彥六種 一の 養子に 貰 はれ， 愈. - その 家に 人った の は 十四 歳の 時 

で 天 保 十二 年に 當 ります。 雄と 改めて 雄 助 稀 言と 名乘 り、 次で 種 言 を械德 にあら ためました。 

實 父の 吉郞 右衛門と 養父の 小金 丸彥 六と は、 前に も 中した 通 I 住居 も 近く 親交 ある ii 柄で、 猶ほ 國臣が 友人の 士 n 田 太 

郞 兄弟の 父親 だの、 木 村 軍 次の 父親 だのと 云 ふやうな 同閭 同輩の 人々、 孰れ も 朝夕に 來往 して 親しく 語らうて をり まし 

た。 それに 吉郞左 衞門は 四 人の 男の子 を もって、 ^六 は 三人の 女の子ば かりです から、 此緣組 は 自然 *1 家の 問に 起って、 

他の 友達 仲^も $； 您慂 したと 云 ふこと で、 大昔 權左衛 鬥 の 口 添な ども、 資に 表面上 一通りの 話に 過ぎ ませぬ でした" 平 

生が そんな 間柄であった ので、 今後 若し 何等かの 事情 を 以て 離緣 となる やうな 場合が 到来しても、 兩， ：！^ の 交際 は 舊に依 

つて 親密なる べしと 云 ふ 奇異な 條件 付で 取 結ばれまして、 半田 忠藏 と稱す る 人 を 表 向の 媒介と し、 一 一三の 友人 も 干與し 

て 首尾 好く 緣組は 成り立ち ましたが、 不幸に して 當 時の 條仵 付の 約定 は ffl を爲 し、 十七 八た 牛の 後に 至て 行せられ たの 

三 一 


三 二 

は、 ^愈 t 奇異でした。 

養父の 彥六は 平素の 心 褂も勸 めぶり も、 相 應に世 問の 評判 も 好く、 いくらかの 才幹 もあって、 數 多の 儕 i_ 水 を 超えて 追 

々大頭 役所に も W ひられまして、 後に は 破格の 沙汰 を 以て 本来の 身分より 一 級 上の 醴 遇を與 へられ 士 籍に陞 つた 人で、 

成程 數の 多い 捥白兒 の 群から 特に！： 臣を 見込んで 養子に 貰 ひ 受けた の は、 或は 凡眼ではなかった とも； K はれませ うが、 

た^ 我家の 職掌に 相應 した 御 奉公 をす る だけの 人物に したい 考 のみで、 到底 不 供の 時分. g ら n 十く 己に 常 鱗 凡 介の 品^で 

ない 養 千 國臣の 眞價を 知る の 人で はあり ませぬ でした" 力の 及ぶ 限り 文武の 敎育 でも 受けさして 1K ッ 晴れ 一 廐の 人物に 

仕上げ やうと 云 ふ 心褂は 全く 無かった のでした。 國臣が 二十 年の 後、 勤王の 大 志士と なる が 如き は 勿論 そのころ の ゆ 勢 

では 神なら ぬ 身の 人 に 付り 知らる. 一理 はない にもせ よ、 此俊鬆 は 勤王の 志士と なる の 前に 於て^ は先づ 一遊の 人物 

となる の 運命 を 荷 ふて 生れた 人で、 安政 萬延 以後の： 大 下に 飛び出す を 待たぬ でも、 少く とも 一藩 ー鄕に 重んぜら る、 知 

名の 人才と して， .HI ら 成立す るの 资 M はありました。 然 かも 三十 歳の 壯强に 及ぶ まで、 碌々 として 何の 爲す所 もなかつ 

たの は、 主として 费 家の 察 情より 起り ました。 

國はが 夙から 講舉護 書 を 好む 青年であった こと を 認めら る 痕跡 は 最も 多く、 十六 七 歳の 頃 は、 折々歌などを咏んだ^^ 

H はありましても、 二十歳の 前に 於て、 文武の 修業に 志 を 寄せ 力 を 用 ひた 摸 様 は 餘り殘 つて ゐ ませぬ" その^ 井暘 州と 

か 富永漸 1- とか 青柳 極舂 とか を師 として、 多少の 學ぶ 所の あつたの は、 孰れ も 二十歳 を 越へ 妻子 も出來 て、 S お 子の 身な 

がら、 幾分 か 自己の 自由の 利く やうに なって からで、 讀 ま；. 講舉の 時期に して 最も 適當 した 未婚の 前と は ひます" 他の 

刀搶 弓馬の 武藝 など も， 多く は 同し く 二十歳 以後に 講習 を IS ん だもので、 未婚の 前に 於て は 審ら使 杖の 術と か 捕 乎の 法 

とか を 父親の 吉 郞右衞 門 に g^i び， 熱心に 鍛練した 位の ものでした。 此れ は 同じ 階級の 靑年は 大概 然ぅ であった さう です 


が、 國ほ 如き 人 は猶ほ 更に 多く 文 f かの 道に 望み を かけて 居った ila です。 實 家の 父母 は 頗る 尋 〈w 人に 異 つて 勤王の 運動 

に 鞠お .1 痒す る 心 とする 程の 人です から、 此 場合に 於て. 或は 我 子の 爲に竊 ほ 善く 處し たかと 思 ひます。 夙から 

一 まま t 講. 5+ の 志 を 抱いて ゐた 我靑年 をして、 斯の 如くなら しめたの は、 盖し 養子と しての 身分に 伴 ふて 起った ie^ 情で せう。 

それで 十四 歳に 1 て 小金 丸の 養子と なって より、 二十 歲を 過ぐ る 頃 ま. では、 園臣の 一 生 中、 最も 惯 の 乏しく 興呔の 

少ぃ ii^ 月で ありました。  ， 

普請 方の 小吏 並に 第 一 の 江戸 行 一 

阈臣が 始めて 黑 田，： の #：： 請 手附 とい ふ 土木 營緣の 小吏と なり、 出で. - 太宰府 天滿 宮樓 門の 修理に 當 つたの は、 弘化 

二 年 十八 歳の 卷で、 此 年の 冬 は 江戸に 行 役し ました。 

その 頃： 慣例で は、 國臣と 同じ 身分の 靑年 は、 大槪斯 かる 職務に 就く 前 を 以て、 必 すそれ.. の 役所に 出て 使丁 や 給 

仕の やうな こと を^め たもので、 固 はも 大音家 を 去って から 三 四 1^ 間 は 同じく 然 うであった らうと 云 ふ 話 も 問き ました 

が、 確と 分り ませぬ。 小役人の 数に 入った の は、 齊請 方の 手附が 始めで、 此 年の 舂 出で、 太宰府へ 行 役した の は、 自ら 

記した ものに 徵憑 もあります。 同じ 身分の 靑年 は、 十八 九 歲の顷 より 此 職に 就き、 一二 年 を經て 江戶の 藩邸に 行 役 さる 

のを惯 例と しました。 

はの 第 一 の. 江戶行 は、 自^ 同じ年 楚の 同行者な どもあって、 始めての 旅路に 面白い こと も 多 かつ た^で すけれ ど 

も、 今 は 何の 話 も (£ つて ゐ ませぬ。 弘化ニ 年の 冬 始めて^ 遊した ぉ實 さへ、 莉 J 族 故葡の 問に は 不明で あつたの を、 當時 

、  三三 


一 II 四 

同 閗の 友人 小 田 部 正 之 助に 寄せた 齊 睛を 見出し、 それより 段々 と 考證を 遂げて 始めて 分りました。 その 寄 牘は阈 臣のニ 

十 歳 前後の 人物 風貌 を 親 ふに 足ります から、 今 こ、 に 全文 を收 めます。 結末のと ころに 『先 者 御く や，： 旁々 如 此卸坐 候』 

と 一 百った のを兒 ると、 摘 ほ 別に 文 言 も 添 ふて ゐ たやう に 思 はれます が、 現に 存す るの は此篇 ばかりであります。 

定而御 安康 可レ 被, 成， 1 御 慕 1 1> 重 目出度 候。 立 前 は 色々 御世 話に 相 成、 何と 御禮申 上て 宜敷候 哉、 幾 直に も 忝 奉, 存 

候。 私 も 三十日 餘り 跡の 足 を 先にな しく、 去月 二十四日 江 戶てふ 所に 參り申 候が、 御國 元と は 違 ひ、 人 と 家ば 

かりにて、 何も 手に 付 候 所に て は 無二 御 坐 1 候。 手に 付 もの は 阿 か 計に て、 故鄕こ ひしく 打 過 中 候" 先日より 御 川に 

て i.E: 外 什 候虚、 ほし 店に 而小 抦壹本 見あたり 相 求、 目 利 者に 相 見せ 候處、 金 壹分位 は 有 1 之と 申 候。 九 六 錢六百 

文に 相 求 仕 合に 御 坐 候。 山吹 さへ 有なら 望 之 品 は. いくらでも， 古本 等 もした.^ か 御 坐 候。 御望 之 品 も 候 は！.、  & 

によらす 可 レ被ー 1 仰 越 1 候。 あまり 高 買 は 仕^ 敷 高慢ながら 奉レ存 候。 此比脇 方に 二 尺 三寸 之 刀身 關の兼 處と巾 に 

て、 少々 きす 啣坐 候に 付、 一雨 一歩 二 朱に 寶拂 之ぬ、 疵 なしなら ば七兩 物と E 利 者 も 巾 候。 巾々 ©是れ がなくて は 

かな ひ不レ 巾の どが か はきて たまり 不， 申 候。 また 貸本 や 日々 に參 り、 軍 齊 雜 書道 書 奇書 色々 のぞみ 次第に はき、^ 

共， 當時繁 用に て 心外 千 萬 御 察 可 レ被レ 下 候。 兼、 而御 約束 之 通 書翰 袋 差 出 申 候 間- 何事に よらす 反 具にても 御 贈 奉, 

願 #:。 

1 、 御 餞別. K 歌 は 其 內御贈 奉 1 待 候。  . 

そふ こうと しもく もくさんした r^l ども 

鐘がなくて はならぬ 世の中 

先 は 右 御く やみ 旁々 如 レ此御 坐 候。 恐惶頓 首。  ノ 


十二月 三日 認置  小金 丸 雄 助 (華 抖) 

小 田 部 正 之助樣 人々 御中 

尙以御 母 公 様並秀 さん 上り口 猫 太郞へ も宜敷 御傳聲 奉い 願 候。 

正 之 助 は 後の 小 田 部 龍 右衛門 爲 雄の 初 名、 これ は 國臣と 同し く 地 行に 成長した 竹馬の友の 一人で、 m に 勤王の 事 を 謀つ 

た 荣ぃ關 係はなくて も、 自然 多少の 消息の 通す る 所 はあって、 終始 渝 はらざる 深密の 交を爲 し、 文久 三年の 夏、 國臣カ 

福询 の獄. 出で、 次で 藩 命 を 奉じ 上洛す る a- に は、 執政の 老職立 花 山城の 內旨を 受け、 國臣と 同行し 三 田 尻の 邊 まで 參 

つたこと も ありました。 この 書犢を 見ても、 その 交情の 程 は 自ら 思 はれます。  . 

. 斯う 云ふ話 もあります。 兩人は 近所の ことで 常に 親しく 來往 して をる 折し も、 或る 夜 國臣は 小 m 部の-: を^して 出で 

むとし、 小 m 部の 母親の Sf く 愛して をら れた 猫の 椀 を 踏み 割って 了 ひました。 何とも 一 W はないで、 先づ 誓と 紙と を ひ、 

その 場に 思 ひついへ 狂歌 を 一 首しるしてぉ|^-びの辭に代へました。 

か、 さんの 秘藏 にされ る 猫の 椀 

闇 隅で つい 踏 割にけ り  ： 

これ も 二十歳 前の こと k 聞え てゐ ます。 害 牘の副 啓に、 『御 母 公 樣並秀 さん 上り口の 猫 太 郞へも { 几 敷』 と喾 いた 上り口 

の 猫 太^ は、 盖し 闇す みで 踏み 割られた 椀の 主で ありませ う。  . 


三 五 


Ill 六 

蒈請 方の 小吏 並に 第 一 の 江戸 行 二 

闽臣 が 普請 方 手 附の職 を帶び 始めて 江戶の 藩邸に 行 役した 頃の 時勢 は、 後の 藤 史家の 眼より 見る と、 昇 平 無事 久しく 

打^いた 餘弊を 承け、 德 川の 世 も漸. -末 となって はゐ ましたが、 音に 聞え た 文化 文政の 大御所の 盛時 も、 未だ 遠く は隔 

だり ませぬ。 アメリカの 黑 船が 來 て浦賀 の 門戶を 叩いた 時分から は * 猶ほ七 八 年の 前で、 天下の 士 庶は穩 かな 泰平の 夢 

を 〈A ほって 霸 者の 政治 を 謳歌す る です。 福 岡より 始めて 出て 來た 普請 方の 小吏が、 家 多く 人 群がる 大江戶 の 繁昌に へ、.. 一 

いたの は、 これ は 定めて 然ぅ であり ませう。 懷乏 うして 刀劍の 欲し さに 喉が か はき、 職忙 うして 宵 史の讀 まれぬ の を 心 

外に 思った の は 尊 常 一様の 小役人と して は、 Ig る 珍ら しい 平素の 心褂も わかって、 國 臣が此 頃の 嗜. おや 趣味、 また 自ら 

想 はれます。 

US- 敷の 勒務は 凡そ 二 年、 二十 幾 月の 定例で、 歳 は 三年に 跨りました。 折々 は 相應の 閑暇 も 出来て、 故鄕の iss^ では 動 

も すれば 我が 意思の 自由に 任 かせなかった 文武の 修業に 心 を 寄せ、 職務の 傍 はら、 邸 內の舉 問 所に？^ ふたり 又武 藝の師 

範を 他に 求めたり して、 頗る 勉 めか 摸 様で、 五六 年 を經て 再び 屋敷に 行 役した 時、 先き に參 つて ゐた^ 下の 同僚 を說き 

勸め. S ら 連れて 往 つて 紹介者と なり， 藩 外の 人の 門に 入って 修業せ しめた やうな 話 もあります。 穷、、 此 時の 第一 の 行 

役屮、 敎を請 ふた 師範 家な ども 多少 はあった 箸です が、 平生は 屋敷の 長屋に 起臥して、 絶えす 上役の 監 赞を爻 けたと 云 

ふし、 元來が 年少の 小役人で 給與 せらる. -手當 も 知れた もので、 勿論 それ は格刖 のこと は 無かった わけです。 た^ 折々 

は 市中に 醉を買 ふて 浩然の 氣を養 ふ 位の 機會を 得た と 見えまして、 久しく 黑 W 家の 眼科 醫 として 江戶に 勤め 屋敷の 外に 


住んで ゐた m 原 養 全の 家で、 醉後何 か 多少の 狂態 を 演じまして、 適. - 飛脚の 御用 を 以て 東 役して 來た .ぽ 父の 吉郞 右衛門 

は. 殊の外 心配した こと も ありました。 

要するに、 闽臣の 第一 の 江戶行 は、 別に 是ぞと 云 ふ 程の 事蹟はなかった にしても、 頗る 見聞 を弘め 志氣を 加へ、 是ょ 

り 後の 成立に 尠 からざる 補 益を與 へまして、 第一 の 江 戶行を 終 はって 歸 つてより、 素の 模様 も 著しく 變 つて、 愈. -文 

武の 修業に 骨 を 折り 力 を 用 ひ、 その 尋常の 俗吏と 異 つた 風貌 は、 漸々 現 はれて 來 ました。 

國臣 は嘉永 元年 二十 ー齒の 冬、 江戸の 任期 滿ち、 三年に 跨った 初 旅 を 終 はって、 福 岡の 家に 歸 へりまして、 悶も なく 

養父 彥 六の 第三 女と 婚し、 若い 婿さん となりました。 第三 女、 名 は 菊、 時に 歲十 六でした。 それより 籠 熊 夢に 入り、 始 

めて 若い 阿 爺さんと なった の は、 翌嘉永 二 年 二十 二 歳の 時でした。 我 勤王の 志士 も 色 を 好む の 英雄、 女に かけて はお 多 

分に 洩れす 種々 の 啦を殘 して ゐ ますが， 此時も 江戶， H. り歸 ると 問 もな く 婚約の ある 小娘の 腹に 申 分 を 生じまして、 親 

は^；：^^ぇて合衾の式を擧げ、 親族 緣 者の 間で は、 內々 の 嘴 をした もの ださう です。 

此^ 呱々 の 聲を擧 げたの は、 首尾 好く 成人 を 遂げ、 明治の 初， 小金 丸 氏の 籍を 出て. -阈臣 の 家 を 立てた 六 平 太で、 後 

r ぶ は 名 を 種 二と 稱し、 地方の 區 裁判所に 判事の 職 を 奉じ、 老を 告げて 退隱 し、 大正の 朝に 及んで 故人と な. - ました。 

筆 を 阈臣の 評 に 執る もの、 是に 到る と 自ら 無量の 感懷を 催う す を 禁じ 得 ませぬ。 維新 中興の 歷史に 不朽の 名 を留む 

る 勤王の 志士 も、 常時に 於て は碌々 として 數 ふるの 價 なき 普請 方の 小役人でした。 

斯くて、 阈臣は 二十 一歳に して 夫と なり， 二十 二 歳に して 父と なり ，追々 一家の 計 を 立て \ 米 の 世話 をせ ねばなら 

ぬ 人となりました けれども- 朝夕の 風 色 は 却て 新しくな つて、 或は 書 を 讀み文 を 修め、 或は 劍を習 ひ武を 練り、 また 

井 陽 洲ゃ富 永漸齋 などの 門に 出入した の も、 概ね 是 より 後の ことでした。 
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三 八 

それから K や 水 四^ 二十 四 歳の^に は、 職務 を 以て 宗像 郡の 大嶋に 遊び、 一人の 好 師友 を 得まして、 1: 臣の 人物 志：： 船の 

上に は、 著しき 變化を 生じ、 後年 勤王の 志士と して 活動し、 名聲を 天下に 馳す るの 端緒、 こ- -に 始めて 發 けました。 

宗 像郡大 島の 出 役  ♦ 

嘉永四 年の！ r 阈臣は 普請 方の 手附の 職務 を帶 びて 宗像 郡の 大嶋に 至り、 神社 營耩の 事 を 掌り 久しく 駐 勤し ました。 

大^31Eは幅岡を距ること凡十五里、 宗像 郡の 陸地より 三 里を隔 つた 島で、 祌代史 に 著名な 宗 像の 三女 神の 一 注を祀 つて 

ある 所、 上古に 謂 ふ 中 瀛 は此嶋 だと 云 ふこと で、 ズット 遠く離れて 北海の 間に 沖嶋 があります。 明治 三十 八 年の； s: ズ、 日 

本 海の 大海 戰の行 はれた 洋 中で、 當 時の 一 戰利 艦に 名づ けられた 沖嶋は 即ち 之に 取った ものです。 宗像 三女 神の 一 柱の 

鎖 まり 座ます 嶋で、 元來 神聖 秘密の 靄 域と 稱 せらる i 絕 海の 無人島、 一 には不 レー 一 目の 嶋と稱 せられました。 祌職も 平素は 

大嶋に 住んで 時々 の 祭， 祀を 掌り、 折々 の造營 修繕な ども、 大概 は 大嶋で 準備 を 整へ たと 申します。 阈臣の 沖 島の こと を 

咏んだ 歌から 見る と、 或は チ ヨット 渡った かも 知れ ませぬ が、 勿論 それ は 主として 大 嶋に駐 勤した ものと 思 ひます〕 

{RIB 大社 宗像神 {«1 に は、 阈臣 が當時 その 先進の 國舉者 青柳 i! 信の 警備 卒の 一 人と して 沖嶋に 渡航した 折の 紀行 『防人 

日記』 を手寫 し、 小金 丸 稲 德の名 を 以て 奉納した もの を、 八. 猫 ほ 保存して をら れ ます。 卷 尾に は 國臣が 沖 島に 於て；^ ん 

だかと 思 はる.^ 歌 を  一 I 添へ てあります。 

貝 鐘の音 も 聞え や皇 神の 

くにの ふりに し 沖つ 嶋 かな 


寫 本に は 小金 丸 種德と 記して をり まてから、 此時は 早く 已に種 一一 目 を 改めて 種 德と稱 した こと も 分れば、 職務の 傍 はら、 

青柳の 紀行 を手寫 して 奉納した 心掛の 勝れた 面影 もしの ばれます。 宗像 神宮の 社務所で は、 阈 臣もャ ハ リ 備卒の 一 人 

として 沖嶋に 渡航した やうな 說を 聞き ましたが、 これに は徵憑 もない し、 普請 方の 小役人 を 勤めて をる のこと で、 神 

社營 縫の 川 を 以て 大嶋 に駐 勤した のが 察實 であり ませう。 

1； 臣に 大嶋に 於て 神職の： IT 卦若狹 之 進な どと も 交際し ました。 ^2,^ 番役野 w 勘 之 丞と云 ふ 人が 藩主 長溥 公より、 特^の 

內旨を 蒙り、 嶋に 庇って 保護して をる 薩 摩の 志士 北條 右門と は、 別けて 深い 交 をし ました。 

島 一-が 役の 野 田 勘之丞 は， 年 a. は國臣 よりも ズット 上で、 且つ 舉問 才能 もあって、 相應の 人物と して 聞え て をる 人で し 

た。 北條 は島津 家の 嚴び しい 訟議 を 逃れて 入國 し、 藩主 長溥 公の 庇 蔭 を 受けて 潜 匿して をる 四 名の 志士の 一人で、 野 W 

も始 は！： 臣に 然る 事情 を 語らす、 可い 加減の 話 をして ゐ ましたが、 此顷琉 球の 貢物 を SS ん で大阪 まで 參 つた 薩 摩の 藩 船 

が、 歸航の 途次 大嶋の 近海で 難 風に 逢 ひまして、 大嶋に 入って 來て 暫く 留り ますと、 船 巾に 北條の 知合の 人 か 何 か乘っ 

て をる 由が 分って、 北條は n 冗 非と も會 ひたいと 云 ふし、 寶際 また 會 はう とする 様子 も兒ゅ ので、 野 K は然 うさせ まい 

と頻に 心配し ます けれども， 他に 相當の 加勢 をす る 役人 も 無い 島の ことで、 どうも 力に 及び ませぬ。 そこで 始めて i^iw 

を 語って、 國臣に 北 條の附 添 を 頼みました" それより 阈臣は 北 條と相 識 るの 機會を 得まして、 別けて 深い 交 をす る 枘 

となりました。 

北條は 安政 戊 午の 大獄の 前後より 文 久元治 慶應の 頃に は、 京 攝薩筑 の 間 を 奔走し まして、 力 を 國専に 致し、 名 を 《"3 時 

に 知られた 人で、 此大嶋 で 始めて 相識って より 深く 國臣を 器 重して 信じ H つ 愛し、 久しく 渝 はらぬ 交 をした 師友でした" 

安政 戊 午の 大獄 將に 起ら うとす る 時、 圃臣の 志 を 立て & 京都に 出て たの は、 主として 北條を 便って 往 つたので、 當時國 
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Kl が 西， f や 伊地知 や *i 井 や 海 江 田な どの 薩 摩の 志士と 相. 潋 つた ひも， 晚所齊 1： 院と いふ 修驗 りこと などに 關 する 1$ を 

以て、 薩摩の 志士の 依賴を 受け、 月 照の 一 行に 先だって 筑 前に 歸 つたの も、 次で 月 照 主從を 送って 薩.. 摩 に 入った の も、 

始は：^北條との交態ょり起りました。 ♦ 

それで！： 臣の 立志の 由 米、 並に 勤王の 事 蹑を詳 にしゃう とすれば • 北條 右門の 人物 閱 憾 と、 兩 人の 關 係と は、 摘ほ些 

しく 仔. 1 を. _g ベて かねば なり ませぬ。 

北條 右門の 閲歷ビ 人物 

"；- より 先、 阿 ほが 二十 二 歳 始めて 父と なった 嘉水ニ 年の 冬より、 翌 三年の 春 夏に かけ、 藩主 f3iw 長溥公 は、 その. M 豕 

の a;?^ 氏に 起った 家将 騒動の 藩 難に 關 係の ある 四 人の 志士が、 政廳の 檢擧を 逃れて 隨 境を脫 し、 前後 相次いで 來り 投じ 

たの を憐 み、 深き 保護 を 加へ て 領內に 潜伏せ しめられました。 

最も 先に 逃げて 來 たの は、 鹿；： 儿嶋の 城下 課訪祌 社の 神職 井上 出. 富 守、 筑前 では ェ藤左 門 と名乘 り、 後 は 京都で，. i 井. H 

節と 稱し、 久しく 近衞 家に 仕へ た 人。 次に 來 たの は 小 性 組の 士、 無 役の 木 村 仲 之丞- 筑前 では 北條右 1： と名乘 り、 維新 

の 後 は 村 山 松 根と 申しました。 闽 臣の先 紫 師友と して 最も 親交した の は 4,, に 人。 ^ほ 他の 二人 は、 孰れ も 島 氏の 分 c-^ 

大^ 國加治 木の 領主 島 兵 靡の 家臣で、 一. <r は 崎 千吉， 筑前 では 洋中藻 萍と稱 し、 後に は 相 良 藤 次と 中し ました。 一 

人 は 竹內伴 右衛門、 筑 前 では 竹 內五百 都と 稱し、 後に は 葛 彥 一と 申しました。 此 二人 はェ藤 北條 より は 人物 も，：^ 分 も 

聊か 下級の 人で、 家督 騒動に ついての 關係 も、 自ら 淺 深の 別 はあり ましたが、 孰れ も 同じく 長溥 公の 庇護 を 蒙りまして 


十年餘 りも筑 前に 居って、 月 照の 入筑 した 折に は、 四 人で 各々 相 應の纖 力 をし ました。 

^^-^^氏の家赞騒動と云ふのは、 彼の 後に 賢 諸侯の 名 天下に 匿れ なく、 率先して カを國 事に 致され、 また 西鄉を 微賤の 

裡 から 拔 いて 無 一 一の^ 遇 をせられ た 贈 正 一 位 械中納 言齊彬 公に 係 はる ことで、 それ は 世子と して 江戶 の：： 敷に られま 

して 人物 才幹の 譽 れも高 く 年齒も 四十 を 超えられ るのに、 父 Jjf; の 左右に 權臣 寵幸が あって、 種々 の 妨げ を爲 し、 久しく 

{ 豕督の 沙汰 もない と 云 ふ 所から して、 高 崎 五郎右衛門 山 田 一 郞左衞 門 近 藤 隆左衞 門な どの 人々 が 主 ふなって HI 志の 士と 

相 謀り、 心を戮 はせ 力 を 協せ、 齊彬公 を 早く 世に出さ うと 企 はだて た 所が、 中途に 事 破れて. m 立った もの は 悉く BK^ 

を 命ぜられ、 以下 流謫 禁錮 失職と 云 ふやう に、 それ，^ の 刑罰 を 加 へられ. 一網に 打盡 せられて 了 ひました。 

これが 島津 氏の 家替騷 動の あらまし で、 ェ藤左 門 は ^破れて 露 はれた の を 知る と E 時に、 家 を 飛 出して 筑 前へ と^^^り， 

北條 右門 は 禁錮 中の 濫窓を 破って W 境 を 逃れ、 長溥公 は齊彬 公の 大叔父に 當ら る、 親族で， 且つ 平素 最も. 交せら る.， 

間柄です から， 來り 投じて 狀を訴 へました。 續 いて 洋中 竹內の 二人 も 同じく 逃れて 參 りました。 薩 摩の 方で は T; 藤北條 

などの 逃げ出して 筑 前に 投じた の を 痛た く惡 み、 また 藩の 內 情の 他に 洩る. ^の を 恐れ、 數 多の 捕手 を 遣って 追跡し、 黑 

田家へ も 頻に掛 合 をして 取层 さう としました けれども、 長 溥公は 飽くまで も 庇護 を與 へ 、領內 の處々 に 潜伏せ しめられ， 

北條は 暫く 大嶋に 置かれました。 そこで 阈臣と 相識って 深く 交る の 機會を 生じました。 

北 條の錄 した 月 照の 小傳 中、 國臣の 事蹟 を 併せて 述べた 胃 頭の 一節に、 斯う 云 ふこ々 を 記して をり ます。 

因に 首 * 平野 次郞 1： 臣は筑 前 福 岡の 人、 歩卒 にして 始は 小金 丸 勇 助と 稱し、 普請 方の 小吏たり。 二十 二三 歳の sr 

宗像郡 中 宮 修繕の こと を 奉じて 同 郡の 大嶋に 在勤す。 此 時北條 右門 は黑 田家の 保護に より、 薩の姦 おの 追 拙 を. 1 

けて 大嶋に 在り。 於是 小金 丸と 交； fig 深く 相 惟 ひ、 日夜 1； 事 を 論じ、 古舉 Y 詞を談 す。 闽臣 H おれより 慨然と して 愤 起し 


藩の 小吏た る を IS とせす。 總髮と 爲り古 製の 大刀 を 佩き 小 袴 を 着して 常に 慷慨の 談 V 爲す。 マ 恥て i 、山^の 態に 乍ざる 

を 以て 妻子. が. 戚も誹 笑す るに 至れり。 勇 助 こ、 A に 於て 斷然 養父の 家 を 出で、 §^:-家平野氏に還り平野次郞と稱し、 

を 棒に して：！ 心と 交遊す。 國人此 摩 を：： ：！ して 御太刀 組と 呼ぶ に 至れり。 

こえ は闘臣 がー 一十 四 五 歳の 時より 愤を發 し 志 を 立てた 情況 を 窺 ふに 足る 好资 料で、 久しく 存生した 1: 胞ゃ 故；^ あたり 

を 叩いて： て も、 事實の 符合す る 話 は 幾ら も ありました。 始めて 相識って 兩 三年の 後、 北條 等の，：^ の 上 も、 然ま では 世 

ほの 耳 IE を^らぬ でも：； II- 支の ない 事情と なって、 條も； i 岡の 近在 中 村に 住宅 を 構 ふる 時分に は 愈々 親しく 交って 絶え 

す來往 をして、 阈 臣が 小金 丸 を 出で. r 實 家に 歸 つた^、 北 條の折 ふしに 訪ねて 來 て酣談 深夜に 及び、 家人の 困る ことの 

毎々 あつたの は、 近ハ牛 世. ゲ 去った 末の 妹 も 話して をら れ ました。 

.fF^ は 薩！^ より 逃げて 來て寄 托して をる 四 人の 同志のう ちで は、 多少の 文舉も あれば 氣慨 もあって、 西鄕 などから も 

ijss として 兑られ た 人物でした。 文久 の末顷 より 專ら島 津久光 公の 節度 を 奉じて 公武 八：： 體の論 を gl へ-. 西 鄕大久 保の 一 

r.- とは^る 異色が あり、 又 固 ほと も 方面 を刖 にしまして、 晚節振 はざる の 狀を爲 し、 維新の 後 も 不遇に して，， -を終 はり 

ましたが、 嘉永 安政の 當時 は、 申 分の ない 志士の 一人でした。 その 島津 氏の 家督 騷 動に 關 係して 苦節 を 、ゆめた 閱 や、 

平生の 談論 は、 身 を 微賤な 普請 方の 小吏より 起し、 行く/ \ は 名 を 天下に 知らる \ 勤 玉の 志士と ならう とする 阈 ほその 

人 を 如何に 多く 動かした であり ませう。  ， 

勤 王 思 想 の發現  . 

阈 臣が嘉 永 一 一年より 普請 奉行 を 勤めて をる 國吉 新兵 衛の 手に 附 いて、 ふた. t び， ぱ戶の 藩邸に 1 了  g お-し  の は， ¥ 水 六- ト 


1 一十 六 歳の 時、 アメリカの 水師 提督 ペルリが 三隻 より 成る 艦隊 を 率ゐ來 つて 沛賀の 門戶を 叩き， 兵威を示して通商互^^ 

*v 求め、 天下の 人 は 日本晴れの 青天に 霹靂 を 聞く の W 心を爲 した 歳で ありました。  ， 

その 着發の 月日 勤務の 期 Si は 確かと 分り ませぬ。 ^：^-の三郞能得が十七歳の時で、 箱 崎の あたりまで 見送った 記 瞭もぁ 

ると 云 ふので、 安政 元年 かと 考 へました が、 當時 同じく 江戶の 屋敷に 勤務した 木 村 Ssf 次 だの 上田 舆太郞 だのと 云 ふけ W 老 

の 話に よると、 ！年 早い 嘉永六 年で、 勤務の 期 ii はや はり 約 滿ニ個 年で、 歲は 三年に 跨りました。 

江戶に 赴く 途中、 伏 見の 驛 より 京都に 入って、 一 天 萬乘の 天子 まします 禁 闕を拜 し、 一 首の 歌 を咏ん で， 皇室 を惶ひ 

朝廷 を 慕 ふの 志 を 述べました。  .  • 

大內の 山の 御 かまき 樵り て だに 

仕へ ま 欲し- r 大君の 邊に 

歌 は 自ら 萬 葉の 時代の 風 調を帶 び、 意 は奈良 朝の 國 民の 感情 を， 含んで をり ます。 束 iii 大權 現の 不 孫が 積 世の 餘威、 猶 

ほ赫々 として 天下 を壓 した 頃に は、 極めて 珍ら しい ことです。 寬 政の むかし、 草 莽の臣 高山な にがしが、 三條の 大^の 

上より 泣いて 皇城 を拜し 奉りし 例 を、 後の 人 は 類な う 褒めた ビ へ て 世に も 稀な 志士と 語り 傅へ ました. ^vのころに較べ 

て は 時勢 は 頗る 進んで ゐた としても、 猶ほ嘉 永の 六 年、 ペルリの 始めて 来航した 歟せ ぬと 云 ふ 時であります。 大内 山の 

木 を 機り 草 を 刈る わざ をして なりと も、 猶ほ！ K 皇に 仕へ て 朝廷の 民たら むこと を 望む 志 は、 此 一 首の 歌 を 兑ても 善く 分 

ります。 國臣が 國の臣 たら ま 欲しく 思 ふ 心 は. 此 頃より 明かに 現 はれました。 これ は 黑田美 濃 守の 家来の 數に 入る か 入 

ら ぬかの 微賤の 身分 を 以て、 普請 方の 小役人と して 江戶の 屋敷に 赴く 〈还 中でした。 

斯 かる 人が、 江戶の寬永寺增上寺の宏歷を極めた造營をI^f-て、 愤悶の 情. V 發 したの は常然 のこと で、 多く 怪 むに 足り 
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ませぬ。 將軍 家の 菩提 所と して 知らる &兩大 刹の 宏麗を 極めた の は、 今猶 ほ^の 人 も 判って をる 通りで、 海外から， f 光 

に來た 人な どは必 遣 校を兑 物して 行く 程であります。 葡 藩の •£、 寛 永 寺に は 養 樹院、 增上 寺に は 常 行め H とい』^ 寺が、 

If-ffl 家の 装^ 寺と 定 つて ゐ まして、 藩主の 參詣の 折に は 必す立 寄らる.. 例で、 時々 の造營 修繕 も黑 S 家で 受 持って 爲ら 

る k 所から して、 普請 方の 役人 は^けて 緣故 があって、 兩大刹 S 內 部の 模様 を 窺 ふこと も出來 ました。 旁々！： 臣 自ら 斯 

力る 感を發 する の 機會も 多かった ものと 見えます。  -  . ■  、 

常 ゆ 闽臣が ペルリ 來航 の警を 聞いて 深く 時艱 を懷慨 したの は、 長 野 芳齋も 記された 通りの 事 です、 た,. 同じく 江 口の 

^敷に 勒務 して ゐた木 村 軍 次 だの 上 W 勇太郞 だのと 云 ふ 故老の 人々 の 間に は、 阈臣が 時勢の こと や 朝廷の ことに 就て 1^5 

つた 話 は、 幾ん ど 全く 無い のです が、 ；刚大 刹の 宏麗を 極め 京都の 禁闕に 過ぐ るの を In ふたこと は. 故老. -摘ほ 善く 記な 

して をら れ ました。 これ は當時 闽臣が 熱心に 渐 かる 話 をした 故で ありませ う。 

第二の 江戶行 

阈 ほが 嘉永六 年. V 以て、 ふた、 び 江 戶に行 役して 二 年ば かり 勤務した 時 は、 鄕黨の木村軍次だの上^^？^^郞だのと云 

ふた 牛 下の 述 中の 來てを るの を 說き勸 めて、 力 を 文武の 修 戴に 致さし め、 或は 誘 ふて 屋敷の 舉問 所に 通 はせ たり， 鉗， 木 

の 犬 上な にがしと 稱 する 柔術の 名 〔欲の 許に 連れて行って 入門 を させたり， 小野淤 一刀 流の 劍法を 以て 聞え た 藩の 定府の 

士 幾！： 平 太郞の 所に 連れて行 つたと 云 ふ 話 もあります。 天文の こと を 吟味し 星の 物語 をした 話 もあります。 また 此 2^ は 

己に 刀 槍 弓馬の 故實を 研究して 頗る 意 を ひた 痕跡 も殘 つて をり ます。 


第 一 の 江戸の 行 役 は、 十八 歳の 冬より 二十歳までの 間で， HJ- 聞 を 弘め志 氣を養 ふたと 云っても、 その 程度 も 推して 知 

られ ますが、 第二の 江 戶の行 役 は、 自ら 奮って 愤を發 し 志 を 立て、 文武の 修業に 心掛けた 後で、 また 北條 右門の やうな 

人の 談論 を 聞いて、 兑識も 氣慨も 段々 進んで 行く 最中で， その 多大の 交涉を 闺臣の 人物 志操の 上に 生じた の は 自らお 小せ 

られ ます。 兄の 都 甲な ども、 弟 € 氣風言 論の 著しく 變 はった の は、 二度目の， 江戶 行の 頃から だと に 申して ゐ たさう で 

あります。 

國臣は 夙に 音律 を 好み、 自ら 笛 を 吹いて 娯 んでゐ ました、 江戶 でも 閑暇 あれば 常に 玩 びました。 また 當 時の 人の 携帶 

する を 例と した 燈袋を 市中の 袋物 屋に 頼み、 己の 意匠 を 告げて 作らし めました。 その 意匠が 面白い ので、 袋物 屋 では、 

刖に 同じ 品 を 作る と、 善く 寶れ まして、 段々 注文 も ある 所から して、 國 臣を德 とし、 その 通行す るの を 認めて 引 留め、 

請じ入れて 洒饌を 饗し， 謝意 を 表した 話も殘 つて ゐ ます。 

また 闽臣は 讓 りの 好 酒家で、 若い 頃より 隨分 盛に 飮ん で、 それが 爲め 相應の 不出來 など もあった ので、 第二の 江戶 

行 の^は、 父親の 戒も受 くれば. 自ら も 戒めて、 如何な ことにしても 三 杯から 上は飮 まぬ と 定めて ゐ ましたが、 併し 杯 

の數は 定めても， 杯の 大小 は 定めない と 云って、 必要の 場合に は、. 大きい もので 三 杯 やりました。 隨分 都合の 好い 便利 

な 定めでした。 世の 節酒 黨の諸 公 は、 此 勤王の 志士の 故智 を 擧ぶも 一 妙策で ありませ う。 

齊請 方の 職掌 を帶 びた， 持 分と は 云っても、 萬 車 寬濶簡 疎 を 常と した 當 時の 勤務で は あるし、 一 一度 目の 行 役で 物に も慣 

れて、 相 應の自 .H も 利く 所から して、 此ニ 年の 間に は、 斯 かる 種々 の 話の種 を も 後に 留めた わけです が、 恰も ペルリ 投 

督の 始めて 來航 した 頃で、 攘夷 錢 港の 論 は淛く 起り、 天下の 形勢 將に 變ぜ むと する 時で、 阈臣も 人に i: 發 する 所が あつ 

たと兑 えまして、 五ハ 牛に は 自ら 藎志錄 に 記し、 壬 子 讀ニ新 論 一有 レ感、 自耻 A 非、 絡 二 喫煙 1 練レ 武と稱 し， また 翌六年 
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に は、 維時 仕レ宫 在-一江 府邸？ 始知二 幕府 諸侯 難ーレ 憑、 更練ニ 武技 一勉 讀ニ 兵ぎ と稱 して をり ます J 齊 際に 於て， 諸方の 志士 

と臂. ^把って 時務 を談 じた やうな こと は 無かった にしても、 ペルリの 来航より 起った 國 事と 世論との 變遷が 多く 筑 前の 

t= 請 方の 耳に 入って 容易なら ぬ 感慨 を 生ぜ しめたの は、 自ら 分ります。 就レ 中， y 戶に 赴く の 途中、 京都の 皇 城を拜 して 戀 

闕の歌 を 作り、 江戶に 於て、 寬永 寺增上 寺の 金 碧煌燔 たる を 見て 幕府の 驕傲 を惡 み， 顧みて 皇室の 式微 を慨 げくの 情 を 

深う したの は、 勸 王の 志士の 閲歷 として は、 頗る 興味 を覺 えます。 

それから 逢阪 山 を 過ぎ、 皇居の 建築 用材の 牛溲馬 勃に 塗る、 を 目して 憤慨した の は、 安政 元年の 秋、 江戸より 筑前を 

指して 歸 へる 途次で ありました。 

歸 西の 道中  - 

闽臣は 安政 元年の 秋、 三年に 跨った 江 戶の行 役 を 終 はり、 同僚 吉川新 吉と打 連れ、 筑前を 指して 歸 りました。 

義經袴 を 着け 箒 鞘の 太刀 を 佩き， 行々 笛 を 吹いて 東海道の 五十 三 程 を 上りました。 今から 話 を 聞いても、 風流 氣に富 

んだ 面. n: い 旅路であります。 

隨臣の 親しく 交る 鄕黨の 朋友のう ちに、 日 高四郞 とか 藤四郞 とか、 後に お 太刀 組と 云 はれて 一 風 も 二 風も變 はった 述 

中が あって、 江戶に 出る前より、 互に 心がけて 武具の 故實を 吟味し、 十：： 制の もの を 調へ て 自ら 川 ひたい こと を 語りん！： ふ 

て をり ました。 それで 江戸の 勤務 中、 日 高 や 藤より 愈々 太刀 を こしら へたと 云 ふ 報知 を 得た ので、 爾臣も 、江戸に 於て 鹿 

皮の 鞘 尻 ケ- 装 ふた 一 口の 太刀 を こしら へ、 また 別に 古制の 袴 を 調へ ました、 俗に 義經 袴と も唱 ふるものです" . 


どう 云 ふわけ で義經 袴と 唱 ふるの 歟、 そんな 難 かしい 來歷は 分り ませぬ けれども、 薔に 描いた 牛 若 丸が 五條の 橋で、 

武 藏坊辩 慶と鬪 つた 時に 着けて ゐ たやうな 袴と 思 ふたら、 先 づ當ら すと 雖 遠から ざる 位のと ころで、 格別に 甚だしい 間 

逮 はありますまい。 

斯う 云 ふ 次第で、 箒 鞘の 太刀 も 袴 も 出来て をる 所から して、 之 を 用 ひて 江戸の 大通 を大將 すまし 込んで 出立す るつ も 

りでした が、 上の 役人より、 普請 方の 然んな 異様の 風 をして 出立した 例 はない と 云 ふ 苦情が あって、 差 止められ まし 

た。 是非に 及ばす、 江戶の 市中 だけ は當り 前にして、 品 川の 驛 より 用 ひました。 

ところが 打つ 先 羽織 を 行李の 中に 詰め込んで 了った ので、 餘儀 なく 尋常の 羽織の 上に 太刀 を 佩きました から、 霧 鞘の 

後 は 羽織の 裾より 出て、 H 合が どうも 威儀 儼然とした 大將の やうで なうて， 人間に 化けた 狐の 尻ッ 尾の 如く、 見送って 

行った 同僚な ど は 嘴き 出さざる に は をら れ ませぬ でした。 併し 大將 はチッ トモ 驚かす、 機嫌 好く 悠々 然として 出發 した 

と 云 ふ 話 もあります、 何だか 滑稽 劇の 一幕 を 思 はします けれども、 是 は故實 を尙 ぶの 熱心より 起って、 至極 眞面 ：11！ のこ 

とだから 刖 けて 面白い。 

此時 同行した 吉 川新吉 は、 國臣の 父親 吉郞 右衞 鬥を師 とし、 杖 棒 等の 術 を 修めて 精妙 を 究め、 後に 吉郞 右衛門の 後 を 

承け て 師範 役と なり、 和 多 留と稱 した 人で、 此時は 同じく 普請 方の 手附を 勤めて ゐ ました。 國臣は 深き 訓陶の 恩 を 蒙った 

鄕黨の 先輩 富 永 漸齋に 就て 文 舉を修 むる 傍 はら、 音律の 傳授を も 受けまして、 前に も 申した 通、 好んで 钪を 吹きました。 

江戸の 屋敷に 於て は、 時々 合奏で もして 娛を 偕に する 人がない ので、 新 吉に勸 めて 音律 を舉 ばし めました" 新士 n その 勸 

に從 ひ、 黑 田家の 装束 寺で ある 增上 寺の 脇 寺 常 行院の 住持 を師 として 箒 篥を習 ひ、 此頃は 頗る 出來る やうに なりました。 

そごで 道中で は、 或は 思々 に 吹き 調べ、 或は 合奏 をしたり して、 行々 蜈 んで歸 りました。 箱 极山を 越えて 西へ 下った 
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所の 邊 だと 云 ひます から、 沼 か興津 であり ませう。 また 明の 夜に でも 會 つたの 敷、 宿に せ g いて 後、 また 海邊の 松-ぬ 

に 出で、 夜 深く るまで 合奏して 打 興じた 話も殘 つて ゐ ます。 それから 或る時 は 交代して 先へ 行き 宿 を 定めて 待って をる 

と、 後^た 方 は なり 第篥 なり を 吹いて 市中 を 通る。 それ を 二階から 聞 付けて オイく と聲を 掛けて 呼び入れます。 或 

は 家の 內で 吹きす さぶ 音 を 聞き、 此虚 だな と覺 つて 尋ねて 行きます。 すべて 斯んな 風の 道中 をして 歸 りました。 江戶に 

往く誰 やらが、 箱 根 山の あたりで 二人の 牛に 乘 つて をる のに 行 逢 ふた 話な どもあります。 

朝に^ 京 を 出で，， 夕方 は 京都へ 着く 汽車の 旅に 馴れた 今日より 考へ ると、 直に 虚談の やうな ことです が、 斯 かる 風の 

道屮 をして 五十 三释： を 上って 歸 つたの は 全く 事實 でした。 

それから 此 は、 新に 燒 失した 京都の 皇 の造營 最中で、 逢阪 山 を 過ぐ る 時に、 江州の地方ょりe^樂の木村を述んで 

來 るの を 兌ました。 江 戶で將 軍 〔水の 御 W 村と あれば、 白き 布 片で卷 くと か 何とかして 極めて 鄭重の 取极 をす るに 拘 はら 

す、 此方 は 尋常 一 様の 商品の やうに、 牛溲馬 勃の 汚れた 中を曳 いて 行く ので、 その 禮を失 ひ， お を 誤る こと をず" ひまして、 

^臣 は頻 に愤慨 しました。 

期くて、 1： 臣の 勤王の 志 は、 追々 熾烈と なりました。  . 

長 崎の 行 役  . 

阔 S は 江 戶 から 風情の 多い 道中 をして 歸る と^もな く、 同僚と 話の 合 はぬ 次第 も あれば、 時勢に 感 する 所 もあって、 

#nf!| 方の 職 を 罷め， 專らカ を 文武の 修 紫に 用 ひたいと 思.； 乂 ちました が、 久しく 身 を 委ねた 勤務で 種々 の蔡^ も 起って 實 


行し 兼ねて ゐ ますと、 翌 安政 二 年 二十 八 歳の 夏に は、 長 崎 諸 用 聞 次 定役岡 部 簇の屬 吏と なって 長 崎へ 行 役 をし ました。 

嘉永六 年の 夏. 黑船渡 來の警 聞 一 たび 傳 はつてから は、 多少の 志 を もった 人が、 時勢の 容易なら ぬ こと を 知りまして、 

思々 に 奮起して 諸般の 改革 を 企 はだて たの は、 各藩 いづれ も 同様でした。 何分に も 二百 數十 年の 久 きに 涉 つた 昇 平 無 i$ 

の 積弊 を 蒙る こと 甚だしく、 賄賂 請託い 惡風 など は、 因襲 俗 を 成して 却々 に改り ませぬ でした。 筑前 また M より 同一 の 

情 態で、 普請 方 は 出入の 諸 商人と 近接す る 璣會が 多い ので、 刖 けて 弊 It: 多く、 役人 は 大概 私 を 謀って 我 股 を 肥す ことば 

かり を 思 ふて ゐ ました。 闽臣は 之 を 慨嘆し、 何とかして 医 正し やうと する ので、 勿論 同僚と は 話が 合 ひませ ぬ。 長野芳 

齋の『時に#^,|方の屬吏、 弊風に 安んじて 各. - 私を營 む、 國臣是 を 医 正せん として 同僚と 合 はす、 終に 職を辭 す』 と 記 

された の は、 即ち 是 であります。 併し 1： 臣の 江戸より 歸 つたの は、 安政 元年の 秋で、 翌ニ 年の 春 は、 自ら 于レ時 有 ニ^レ 任 

遊络 志？ 有レ故 未に 遂と稱 し、 夏に は 長 崎へ 行 役した ので、 此間 時日が 乏しい から、 これ は 一 日 一 普請 方を辭 したので はな 

く、 直に 移って 長 崎 諸 用 聞次定 役の 屬吏 となった のか も 分り ませぬ。 

元來 田家と 肥 前の 鍋 島 L ぶと は、 寬 永の 末 頃より 德川 幕府の 命 を 蒙って 長 崎の 警備に 當り、 兩藩 交代して 士卒 を 派 遺 

して をり ました。 それで 長 崎に は黑 田家の 建てた 屯 營もニ 個所 ありました。 長 崎 諸 用 聞 次定役 は此衞 戌の 經现を 掌る 職 

務で、 都合 四 人の 同役が あって、 少く とも 一人 は 絶えす 長 崎に 駐勤 する を 例と しました。 

安政 二 年の 一 岡 部 簇が諸 用 聞 ¥定 役の 一 人となり 長 崎に 往 つたの は、 屯營の 冗費 を 省き 士卒の 弊習 を 革む る 「込 を 

潇 らして 往 つたので、 國臣は 上役 を 助け 改革 を 行 ふ 志 もあって、 豫 ねて 親しく 語ら ふ戶田 六郞吉 W 太郞 などと 同く 簇の 

手に 附 いて 行 役し ました。 方に ペルリが 浦賀 に來航 した 後で、 長 崎 は^けて 外國の 船が 多く 寄 泊す る 特刖の 地です から、 

斯-^ る； も 起った ものと 見えます。 
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戶田 も吉田 も始は 園臣と 提携して 王事に 勤勞 すると 云 ふ 程の 深い 關 係はなかった のです が、 後に は 孰れ も ゆ 勢 を條慨 

する 志士と なった 人で、 此頃は 國臣の 最も 親しく 語ら ふ 同志の 連中でした リ 岡 部は當 時の 筑 前の 藩士 屮 では、 相 應に才 

轮 も氣慨 もあって、 後に は 田家の 財務 を 掌り ました。 此 時の 長 崎の 行 役を始 として" 善く 阈臣 とも 相識り、 常に 消息 

相 通して ゐ ました。 九 年の 後、 國臣か 福 岡の 獄を放 たれた or 野 村 望 東 尼と 交を締 して 淸誼 深厚の 間 柄と なった も、 始 

は 岡 部の 紹介す る 所でした。 元：^ 身分 は國臣 等より 一級 上 班の 馬 廻の 士で、 足 輕頭を 勤め 國臣と 志 を 同う する 一派の iSI 

中と は、 {I ら緣 故の ij- からぬ 人でした。 偶. -意見 も 相 合 ふ 所から して， 斯くは 打 連れて行 役した ので ありませ う。 

闽臣は 二；. arn の 任期 をお 崎に 勤めました。 此間支 藩 秋 月の 阪田九 郞右衞 門 諸 遠が、 有職： 資の舉 を 以て、 勘 £ル 奉行の 

疆史 として 來て をる のに 會 ひまして、 暇 を 得る 毎に は 就て 敎を 受け、 また 此頃 江戶の 屋敷に 行 役して をる 上 £ 男 太郞に 

寄せた 害牘 によると， 長 崎に 來てゐ た大村 藩の 家中の 人々 と數ば 技を鬪 はした と 云 ふこと も兒 えて •  務の 傍、 文武の 

講習に 勉 めた 痕跡 は 著しく つて をり ます。 されば 時勢に 顧み 時務 を 知りまして、 男子い たづら に 安逸 を i91^ とする の 秋 

ならぬ の を 思 ふたので ありませ う。 

闽臣の 行 役 中、 ペルリに 縯ぃ て來航 した ィ ギリ ス の 軍艦 ゃフラ ン ス の 軍艦が 長 崎に 入港し、 江戶 から $1 府の 役人が 下つ 

て 來て應 接 をし ました。 國臣は 幕府の 役人が 動もすれば 外闽の 無禮を 甘んじて 受ける 實狀を 面の あたりに 見て 愤悶 し、 

任期の 滿 つると 共に、 深く 懷慨の 情 を 抱いて 歸 りました。 

元ュ 出： 兀 年の！^、 但 馬から 濫送の 人となり、 京都 六角の 獄に囚 はれた 初、 阈臣の 町奉行に 提出した 具 情喾 にも、 長 崎に 

^て 外爾 人の 践 慝を兑 て， 始めて 固： 事を變 ふるに 至った こと を 記して あった さう です" 當 の 京都 リ護職 松： 个肥後 守の 

{ZAHia として 活動した 會津の 故老 柴太 一 郞は、 嘗て 然ぅ云 ふ 話 をせられ ました。 


長 崎に 於け る 屯營の 改革の 成就した 歟、 如何 敷、 それ は^に 聞き ませぬ、 多分 は 格^の 結^も なかった かと 思 ひます。 

上役の 岡 部 も 藩に 歸 ると. 他の 職に 韓 じて 了 ひました。 

長 崎の 行 役 中 及び 歸國の 途次に 詠んだ と 云 ふ 歌が、 二三 首殘 つて ゐ ます。 筆の 序でに 記して 置きます。 

うたげの 座よ リ辭 し歸 らむミ する 舟の 上に て 

衞の 身に は 限 あり 飽かぬ に 舟 はこぎ 出て- 

なほ 通 ひ來る 笛の ね を あはれ 隔 つる 梶の音  ， 

ま れ 

絲 竹の あかぬ わかれ を 舟 出して 

波 淺てふ 名 はい まぞ 知りぬ る  , 

途  >- がら 嬉野を 過 ざ贵船 社に 詣で&  .. 

貴 船の 宫に詣 つれば 御手洗 川 も 廣前も 

s 垣の 紅葉 散りし きて 折から ふり 來る 一 時雨 

長 崎より 歸 つて、 江 戶行役 中の 上田 勇 太郞に 贈った 書が あります。 

例文 略 k 之 

先達 而は 御念 書 到 來在崎 中に て 御 返 翰 延引 仕 候。 不 n 相替 一武 藝御勵 之 由 奉- 1 感入 1 候。 在 崎 中 大村之 藩 中と 度. -戰合 

申 候、 尙御 出精 可レ 被い 成 候、 切 角 御歸國 相樂み 居候。 扨 叉 其 節 甲 胃 御製 造 被 1 成 度 存念 之 趣 粗 御 懸合御 寄 特之御 事 

一一 御 坐 候。 小生 等 存立 之 甲胄 其 他 兵器、 寸度 全備 不レ仕 候- 1 付、 近 來日高 辰. 次郞と 兩人發 起-一而、 兵器 講 存立 中 候 
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EE 兼 而御志 之 義-ー 付、 松 村 氏 問 合 申 候處、 御 懸續之 見込 〈相 立 居 申 候 間、 御手 元 御 承知， I 候 ハパ、 差 加 吳候様 被， - 

合 申， 候-付， 無 n 異 儀-御 加へ 申 候" 松 村- 《御手 元より 序-一 御懸合 可， 被， 成 候。 壹 ("貳 朱懸 四季 盛拾兩 取留、 則 

六 具 一 通 成就、 尤 甲胄 好 無， 之 人 江 尸 刀 槍 弓 砲に 而も、 勝手次第 御 仕 立 被， 下 候 而も 宜敷 候" 冬^ 1 座 盛 候 見込 - 而 

折角 連中 巾 合 居候。 不備。 

十一月 十九 日  源. 藏 (花 押) 

勇 太郞樣 

尙々 松 村 氏 H 御 懸合之 節、 一 寸否 短文に て 御 申 越 奉， 待 候。 若 御 不同意- 1 候ハ 無， -御 遠慮 一 被，， 仰 越 一べ く 候、 代人 

と 引替 申 候。 

此頃は 雄 助の 通稱を 改め 源藏 と名乘 つて をり ました。  、 

お 太刀 組の 首領 

闽臣は 勤王の 志士と して 天下に 著 はる X の 前. お 太刀 組の 首領と して、 先づ藩 中に 知られました。 先づ 知られた と 云 

ふよりも， 先づ笑 はれた とする のが、 寧ろ 適切で ありませ う。 

藩 中の 人が、 阔臣の 親しく 語ら ふ 同志の 一 圑を稱 してお 太刀 組と 云った の は、 筑前 では 故老の 話 もない のです けれど 

も、 當時 關臣の 親交した 北條 右門の 明かに 然ぅ 見えて をる ので、 これ は 事 實と思 はれます。 勿論 その 古制の 太刀 を玩ひ 

て 歩く のが、 最も 人の 目に 着いた からの 評判で. 日 高 四 郞ゃ藤 四郞吉 田太郞 など は皆此 組の 連中でした。 長 崎の 行 役 を 


終 はって 歸 つた 頃 * 江戶の 屋敷に 勤務して 居る 上田 勇 太郞に 寄せた 書中に、 『日 高 11^ 次郞と 兩人發 起に て 兵器 講 存立 申 

候』 と 云 ふて をる 兵器 講も、 ャハリ お 太刀 組の 連中 を 主と した もので、 相應 の人數 はあった と 見えます。 曰 高四郞 その 

頃 は竊ほ 次 郞と稱 しました。 同臣の 就て 敎 を^け て をる 富 永漸齋 も、 老人ながら 摘 ほ 太刀 ケ- 佩いて ゐ たと 申します。 

また 資際は 日 高 や 膝の 方が 闽臣の 方よりも 早く 太刀 を 調えて をる ので、 同臣を 指して 首^と 云 ふの は、 或は 當ら ないか 

も 知れ ませぬ" 併 かし 故實に 熱心な s;: 度より 申しても、 全體の 人物の 上より 考 へても、 どうも 首領の やうな 感が ありま 

す。 それに 阈臣は 單に義 經袴を 着け 太刀 を 佩いた ばかりでなく、 長 崎で 秋 月の 阪田九 郞右衞 門より、 故實の 舉を修 むる 

時、 特に 傳授を 受け、 烏帽子 直垂を 調へ て！！ らし 歸"、 折々 それ を 着け 笛 を 吹いて 街ト： を 徘徊し ます。 道 を 行く 人 は 眼 

を 張って 驚き 怪む も、 已は 平然として 頓着し ませぬ でした。 長 野 芳齋が 「知らざる 者 は 狂人と 思へ り」 と 記された の は 

即ち 是で、 北條 右門が 「妻不 親族 も 誹 笑す るに 至れり」 と稱 したの も 車實を 得て ゐ ませう。 寛 弘溫和 を 以て 聞え た實家 

の 父母 や 同胞 は 鬼 も 角 もとして、 養家の 苦情 は 推して 知られます。 

前に も 述べ た 通り 養父の 小金 丸彥六 は、 相 應に黑 田家の 用 をも爲 した もので、 事理の 解らぬ 人で はあり ませぬ でした。 

實 父の 吉 郞右衞 門と も^けて 親密の 交 をして、 始終 情誼 を 全うした 間柄でした。 併し 我が 養子の 心 ie^ を 知る に適當 した 

親ではなかった のです。 養母 も 隨分申 分の あった 女性で、 晚年は 心疾を 患へ たやうな も 聞え ました。 國臣の 妻の こと 

は 別に 話 もない のです が、 國臣と 別れて 後 三人の 兒女を 抱えながら、 更に 夫 を 迎へ子 を 育 だてた 所 をみ ると、 內情は 孰 

れ としても、 闽臣 ほどの 人の 妻と して は、 餘り 好ましい 妻と は 言 はれませ ぬ。 勿論 それ は 劇で 演 する やうな 賢 i: 貞淑り 

婦人ではなかった のであります。 

お 太刀 組の 首^が、 思 切って 小金 丸の 養家 を 去った の は、 寇に 己む を 得ぬ 形 行でした。 その 理. £は_^ 經 袴と 太刀と 笛 
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とば かりで はなく、 烏 幅 子と 直垂 とのみ でも ありませ ぬでした。 國臣は 養家 を 去る のこと を 自ら 稱 して、 聚ニ武 〔欲 故 

霧 1 ^ レ樂舉 レ 射售 レ齊 估 A 甲 と 言 ふて ゐ ます。 

介^の ことか は 分り ませぬ が、 次の やうな 話 もあります。 

- 阈臣 嘗て 誇 を 肩に し 菜園に 液いて をる の を、 木 村 軍 次が 珍ら しい 事に 思 ひまして、 然ぅ 言って 褒めたら、 これ は 家 

內安 全の 祈 i 善と 申しました。 平生の 內 f 先づ 此れで 分ります。 露 小 俸の 應、. 固より 金錢 の餘裕 はなく、 家 

財 基って 武具 裹ふ if ありました。 時には 若き 細 g 衣帶を 典す るの 苦 策 も ありました。 これで は 少しの 祈禱 

やまじない 位で、 却々 に 家內の 安全 は 保 たれ ませぬ。 天下の 泰平、 これ は黑 船の 押 寄せて 來 てより、 志士の 眼に は 破れ 

て 了って、 疾ゃ 幾年， グ阅 して をり ます。 

斯くて、 小金 丸 源 藏種德 は 養家 を 去って 平野 二 郞國臣 となりました。 

睛臣も 養家の 小金 丸 氏 るに は、 それ は隨分 苦心 を费 して、 策 また^だ 窮 しました。 安政 二 年の 冬、 長 崎の 行 役 を 

終 はって 歸 つた 時 は、 自ら 冬歸 レ國、 漸決， 一 辭任？ 而有， 翁 父母 及 妻 一 男 二 女 在 一 愛情 難レ 忍、 族 亦不， 肯、 摘 豫期ハ で稱し 

て をり ます。 斯くて 失意 悶々 の に 一 年 を 暮らしまして、 翌 安政 三年の 冬に 及び、 始めて 意 を 決し、 飄然と して 小金 丸 

の 家 を 出で ました。 自ら 稱 して 冬 十二月 至 ニ西府 聖廟 ー謁、 脊， 齊出， 家、 心 決、 生^ 有， 斷腸悲 ；拂， 1^. 數里、 三日 食 減、 

有 こ 異姓 錄 T 未い 可レ 離， 函、 漫遊 n 東西， 已十餘 日、 謁 -t 神廟 r 浴 = 武藏溫 泉； 兩及追 出、 頻 促，， 歸； iT 相伴 遂復， t 家 T 稱， ts? 


居、 義族以 レ人羅 說ニ復 嫁 T 以 11 狂 病 1 辭、 と 記して ゐ ます。 

阈臣 は斯の 如く 1* の 十二月に、 太宰府の 天滿宫 に參詣 をす ると 稱 して 家 を 出た ま i、 三日た つても 四日た つても おつ 

て來 す。 七日 を 過ぎ 八日 を 過ぎても 歸 つて 来す、 杳 として 何の 消息 も ありませ ぬ。 當時は 猶ほ長 崎 諸 用 聞 次 定=^ 又の 乎 は 

の 職を帶 びて、 出勤すべき 役所 もあった の を 顧みないで、 無屆歒 勤の 他行です から、 その 方の 首尾 も惡 い、 ^^.-Iw 

家 は 勿論、 親族 緣者も 種々 心配 をして、 先づ 役所 を 不都合の 無い やうに 1^ 繕 ふて 置いて、 家 を 出で. り 十 ほば かりこ 

なる 時、 戶 六郞 だの 吉田 太郎 だの 福 本 泰平 だの 木 村 軍 次 だのと 云 ふ 同 蒙の 連中、 それに 多少の 親族 緣者も 加 はって、 

諸方に 手 分 をして 捜索に か i りました。 

ところが 國臣は 志 摩 郡 へ 廻 は つ て 馬場 村に 錢 つて をる 古の 犬追物の 馬場の 跡 を觀 たり、 那珂 郡の 志賀嶋 へ 渡つ て&人 

の 昔より 傳 へたと 云 ふ 射 術の こと を 尋ねたり して、 それより 宗像 郡の 大嶋 あたりまで も經 巡って、 昨今； i 岡から 31- 遠 か 

らぬ 所に 歸 つて 來 まして、 武藏の II 泉 場に 居った ので、 それと 直に 分りました。 それ を 見付け出 したの は、 古出 太郞と 

木 村 軍 次と でありました。 

吉田木 村の 兩人 は、 先づ 第一 に 中 村の 北條 右門の 家 を 尋ねる と、 昨日 北條の 留守宅 を訪 づれ、 それから 太宰府の 方へ 

往 つたと 云 ふ 踪跡を 得ました、 例の 異様な 装束 を しるべに、 段々 と搜 がし 廻 はって 武藏 の溫泉 場に 至り、 處に隱 ® し 

て をる 福 岡の 士人長 岡な にがしの 家 を 志 ざすと、 家の 內には 雅樂を 合奏す る聲 がして、 笛の あるじ は 阈臣と 知れました 0 

そこで 會 ふて leK^ を 語り、 即夜 打 連れて 福 岡に 歸 りました。 阈臣は 途中 別に 委 はしい 話 はし ませぬ が、 唯もう 小金 丸の 

家に は JI ラン パイと 1 1  口 申した さう です。 某して 再びと 歸り ませぬ でした。 - 

阈臣の 養家 を 去る に 就て は、 雙 方の 親族 や 知人な ど、 立ち 代 はり 入り 代 はり 訪 ふて 來て、 理由 を ひ復歸 を勸め まし 
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た。 多少の 不都合 ゃ氣に 入らぬ 事情 は あると しても、 それ は 大概の 家の 內に は、 例 も 多い ことで、 二十 年 近く も 無 一.$ に 

暮 した 家 を 去り、 二三 入の 兒女 を强 ひて 粲 つる 程の 理由と して は 十分で ありませ ぬ。 それでも 斯、 る 決心 をした 胸中の 

秘奥 は、 ^より 容易に 語られる わけで もな く、 語っても 尋常の 人の 理解す る ことで もない ので、 役， 1 の 勸を辭 るに は、 

阈臣も ST た 困った と 云 ふ 話です、 これ は事實 いかにも 然ぅ であり ませう。 

實 家の 父兄 は、 1： 臣が 世の常に 異 つた 我儘の 振舞 をす る こと 已に 久しい のに、 今 また 公の 職務 を 疎略に し、 無： ：5 の缺 

勤 をして 他行す る 様な こと さへ 出來 てみ ると、 此上 如何なる 累を 養家に かけむ も 測り 難いから と 云 ふ 理出を 述べて、 養 

父彥 六に も 善く 相談 を 遂げ、 結局 國臣の 希^の 通、 愈. -離緣 復籍の 話 は 纏って、 こ \ に 始めて 全く 小金 丸の 籍 を.^ し、 

資 父の 家に 歸 へり、 小金 丸 源藏種 德を更 めて 平野 ニ郞能 明と なり、 次で 能 明を阈 臣と更 めました〕 

阈臣は 期く 離緣 復籍し まして、 兩家は 十七 年 前 養 千と なる 時の 約定 もあります から、 旁./ 舊に 依って 親密の 交 をし や 

うと 云 ふ 相談 をして、 これ は 永く 實行 せられました。 それで 國臣も 後に は 小金 丸に は 全く 出入 を 絡った わけで もな く、 

文久 三年の 夏、 獄ょり放^：-れた折も、 一 たび は 音づれ たと 云 ふこと であります。 

1： 臣は 小金 丸の 家に 於て、 長男 六 平 太の 外、 次男 一 人 及び 女子 二人、 都合 四 人の 兒女を 生みました。 次 ER は ほ 親の 猶 

ほ^^^搏に臥してをる顷夭折し、 長女た き は 十二 歳の 時に 早世 をし まして、 長男と 季 女と は 成人 を 遂げました。 季女 ちょ 

は 今猶ほ 存命して ゐ ます。 それで 國臣の 養家 を 去る 時 は、 九 歳の 長男 を 頭と して 三人の 兒女を 菜て \ 去りました。 妻の 

菊 女 は 時に 二十 五 歳でした。 世に 行 はる- r 國臣 の傳記 中、 此 間に 於け る 妻子^ 離の 情緒 を述 ぶる ものの 多い 所以で あら 

うと 思 ひます。 

或る 月明の 夜、 阈臣が 笛 を 吹いて 两 町 を 通る と、 1 人の 小兒が 後より 馳 せて 來て 腰に 取り 附き阿 爺と 呼んだ ので， 國 


臣は き 寄せて 淚 にくれ まして、 斷 腸の 思 をした と 云 ふ 話 も あれば、 夜陰 ひそかに 小金 丸の 垣根の 外より 我 子供の 樣子 

& ふこと 幾た びに 及んだ と 云 ふ Mi つて ゐ ます。 霞實資 來 極めて 近接し S 保です から、 これ は 勿， 實 でお 

り ませう。 折々 垣根の 外より 我 子供の 様子 を 窺 ふた やうな こと は、 實家 では 誰れ も 見 もせねば 知り もせぬ が、 然んな 話 

は 他の 人より 往々 聞いた と、 阈臣の 同胞な ども 言 ふて をら れ ました。 • 

阈臣の 自ら 咏ん だのに、 斯く 云ふ數 首の 歌 もあります。 

我心 21$ 木と 人 や 思 ふらむ 

世の ため 捨てし あたら 妻子 を 

世の 爲に 1^ ては棄 てし が 年 經ても 

忘れぬ もの は 我 子な りけ り 

いと 愛しみ 悲む 餘り粲 てし 子の  . 

聲 立ちき i し 夜 も ありけ り 

自活の 苦境 

國臣は 愈. ^小金 丸 を 去って 實 家に 歸 へり、 當 時の P 籍 では、 父親 吉郞 右衛門の 厄介 分と 云 ふ ものに なりました。 役所の 

方へ も 病氣を 名と して 退職 を 願 出で . ^聞 届けられまして、 今 は 全く 無職 無祿の 浪人と なりました。 

さりながら 分^ ざ かり 働き ざ かりの 三十 男 は、 勿論 太っても ゐ ない 小身 微綠の 父親の 腔- ダ. しゃぶる わけに はなり ませ 
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ぬ 不凡 不 群の 志 はあって も、 腹が減って は 如何す る こと も 叶 ひませ ぬ。 た，. 遊んで ゐて暮 されな いのは、 ま I つ 

た ft 同じ 事情です。 匿が 靈に歸 へり 且つ f 退いた 後、 先づ 5 に 起った 苦境 は、 き 衣， 支 ふるの 道で、 

手お 師匠の 渡世 を 思 ひっきました。 

當 t 中 村 梅 太郞と f にがしと 云 ふ 人と が、 匿の 鄕黨 より 出て、 郡 方 役所の 小役人 をして 禁隙纖 に 居った のこ、 

書 を 寄せて 識 カを賴 みました。 中 村 梅 太郞は 後に 名 を 敬 一 一と 稱 した 人であります。 

尙々 リき みは 仕 不レ申 候に 付、 御 氣遣被 レ成間 敷 候。  . 

1 筆 啓上 仕 候。 頃 曰 農 再發 仕り 候處、 f 御 淸義き 御 坐- pi- 候。 陳者先 曰 は 御 留守に て I 不， 過， 之 

候。 翌朝 桂 氏 I 出 sr 御歸鄕 f て 何 之 御 相談 も 不二 駕； 是又殘 念： S に 御 坐 候。 幸 量 出， て 明朝 歸 郡の 

よし 承 申篾、 乍-】 I- 書中 を 以て 內淼 f 上 候。 其仔 細 は 私儀 御 承知 之篇 かぶりに て 11、 何方へ 成と 

も 引 籠、 一 渡世 相始度 存念に 御 坐 候 得 ども、 御 案 內之通 無器用 者に て、 外に 取 付 候 俄 も 無， 一 御 坐， 候に け、 若屋 ほ. 京 

中 尾 若久近 fs 謹 I 人 義も御 坐 候？、 何卒 御世 話 成 下-候。 勿 I 形 原 は 人家 も不き へ 

ば、 子供 少 かるべく 相 見込 候 得 ども、 其 段 は聊構 ひ不， 申、 古家 一 軒 さへ 見 付ャ： し 候へば、 外に 細工 も 仕 候 存念 C 

御 坐 候へば、 其 片手 業 位 磨に て 宜御坐候。 不景氣 成に 茂 中 量 形原邊に 一. も、 若 御世 話 出來仕 候へ ば、 f 八" も 

i 御 坐 候。 何卒 桂 氏 被 二 仰 八 i 御世 羅，， 願 上 一 候。 尙又近 is 細 可き 承 候。 右 御願攀 々如 レ斯御 坐 I 苜， 

二月 十七 日  *  ： 

次 郞種德 


山里に 落葉 かくべき 身 ひとつ を 

いる- - ばかりの 隠れ家 もがな 

國臣 の離緣 復籍の 愈.^ 決した の は、 安政 四 年 三十 歳の 春と 云 ふば かりで、 月日 は 確かに 分り 翁ね てゐ ますが、 此. お n は 

離緣 復籍の 後 各^の 間 もない 時分に 成った ものと 讀 まれます。 愈.^ 養家 を 去る 相談の 纏った の は、 正月の 內か 二月の 一 初 

頃であった ことが 分ります。 手 露 匠の 外、 細工 も 仕 候 存念と 書いた 細 H は、 S に |の 工夫 讓を すると 云 ふわけ で 

はなく、 ャハリ 何 か 本當の 細工 物 をして 渡世の 助と する 意味ら しく 思 ひます。 自分 は 『御 案内 之 通 無器用 者』 と稱 して ゐ 

ます けれども、 元來 f 手 Qf な 人で、 細 H 物な ど S じた こと は、 その 世に 傳は 纖 作の 遺物 I て も 知らる、 通 

です。 何 か 相當の 見込 を 立て & 居った に 相違 ありませ ぬ。 手 習の 師匠 を 必要と する 人里の 無かった の歟、 或は 他に 何等 

かの 理由 を 生じた の歟、 これ は先づ 此れ だけの 話の みで 終 はりました。 養家 を 去った 當時 は、 斯う 云 ふ 手內職 をして、 

自ら 衣 贫の道 を經營 し、 旁々 何事 か爲 すの 志 を 抱いて をった ものと 見えます。 

中 村な にがしに 手 習 師匠の 世話 を賴 んだ翌 けの 月、 即ち 三月の 十四日 を 以て、 江戶の 藩邸に 勤務して をる 上 W 勇 太 良 

へ 寄せた 齊 中には、 弓箭 圖 式と か 鞍镫圖 式と か 云 ふ 書籍の 註文 をして、 當 時專ら 武家 故實の 研究に 力 を 用 ひた 模様 を 示 

して ゐ ます。 然うして 書中に は、 『扨 小生 も 病 氣に而 返 身いた し實 家へ 引取 申 候』 とい ふ 文 言 もあります。 

f 御 滞 1 御着 府 早速 預-- 御念 書 一 從&ハ 御 無音 仕 候。 扨 小生 も 病 氣に而 退 身いた し寶 家へ 引取 申 候。 

1、 兼 而御咄 申 上 置 候 品、 旁々 相 片付 居 申 候 哉 宜敷奉 = 願 上 一 候。 左 之 二 本 急に 入用に 御座 候 問、 右 品 引當- テ近便 

■ 御 指 下 可い 被レ下 候。 
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〇「.^ 箭^ 式 栗：^ 孫之丞 著述 何れも^ 

〇 較燈 II 式 トヂノ 小 本 ニテ御 墜： お 

三月 十四 曰  郞 (華 押) 

太郞様 

述 懷  . 

世の 巾 は 道 こそ 多 けれ. 一 すじに 

.5,、？ も， ふも猶 まよ ひなる らん  - 

I ると、 iff  、 表 向はャ 〈"病 氣 If した ものです。 併 かお 常 § 者で は、 如何なる I も 

診 ^の 叶 はぬ 病氣 で、 述懷の 歌 一 首位で は、 妻子 を I- てん 實 家に 引取り、 且つ 職務., 掘って 無祿の 浪人と なった，， 

見當は 着き 兼、 ねます。 

SM 戸の 屋敷に S て此ま S した 人 は、 定めて 首 墓ね くって 判 f 苦んだ であり ませう。 

福 岡 城 中の 直訴 

闽臣は 近在の Ib^ 引ず、 手 習の 師匠で もして 翁く 自活の道 を 立てたい と 心掛け、 また ま 故 SSI に 力 を 川 ひ 

てゐ ましたが、 如何い ふ考 より 起った もの 歟、 忽ち 福 岡の 域 中に、 藩主 長溥 公の 駕を 遮ぎ つて 直訴 を^み ました。 

五 バニ 十 g 曰 は、 定 つた 式 曰か 何 かで、 靈，： 溥公 lis 知 ま 共に、 本式 Q 行列 4 へて §を川 で、 §^ 


じ 城 內の御 本丸に 藩祖 如. 水 長 政の 兩公 を祀 り、 兩 公社と 唱 へて ゐた 神社に 參詣 せられ、 やがて 拜禮を 終 はって 行列 を 回 

へし 歸館 せらる- T 折し も、 今 は 歩兵 第二 十四 聯隊の 射的場の 此方に なって をる 下がり松の 邊 より、 一 人ット 出て 來て、 

竹の 先き に 何 か 寄付の やうな もの を揷 み、 長溥 公の 駕籠の 方に 指し 出しました。 すると 行列 中のお 簾桥 とい ふ 役 を 勤め、 

驚^の 側近く 附 いて ゐた 小姓 頭取 齋藤空 右衛門が 立 寄って、 直訴の 次第 を 聞 取り 長溥 公に 申 上げました。 ^^訴は勿論遠 

法 不敬の 事です から、 身柄 は 直に 掛 りの 役人へ 引渡され、 訴狀も 相 當の役 向 を 經て進 達さる やうに との 沙汰で、 その 場 

は 一 通りの 吟味で 歸 館せられ ました。 後に 兩 公社が 光雲 祌 社と 改稱 せられ、 西の 公閬 地に 移って より 久しく 社 司の 職 を 

執って ゐた 故老 露 藤 利 明 は、 當時 世子 長 知 公の 行列 中の 一 人で、 他ながら 事實 を： E 维 せられた 記 臆が ありました。 

父子 兩公 行列 を 連ら れ ねての 社參で お供の 人數は 多い、 それに 遠い 所より 見て は、 何の 事 やら 少しも 分り ませぬ から、 

一時 は 驚き 怪み、 密々 囁き 合 ふて、 隨 分の 騷 ぎでした。 やがて 阈臣 であった こと も 明 {« になり、 直訴の 趣意 も 浪れ聞 

へました。 それ は 犬追物 復興の 意見 を 申 述べた ものと 知れました。 

, ぉ訴の 趣意が， 犬追物. 復興の 意 25- であった と 云 ふの も、 當 時の 外 問の 曙の みで、 訴 狀は傳 はらない から、 委細の 次第 は 

今以て 分り ませぬ。 長 野 芳齋は 『生 父の 家に 還り、 平野 次 郞阈臣 と 改め 獨醒 軒と 號し、 額 髮を存 して 剃ら チ、 力 を 弓馬 

の 故實に 奪に して、 最も 犬追物に 心 を 寄せ、 其 書 三 卷を著 はす、 同年 五月、 邦 君 黑田少 將の出 行 を 窺 ひ、 駕 前に 上書せ 

しかば、 咎められて 幽閉せ しめられ しか ども、 其 身 を 顧みす、 志 意を吿 げし こと 殊勝 也と て、 不敬の 罪 を 免され けり」 

と 記し、 國臣は 自ら 夏 上 二 書駕前 T 蟄居、 其說不 X 谷、 劍銃 流行と 云 ふて をり ます。 

提督 ペルリの 來航 以來、 武備 充實の 議頻に 起り、 幕府 はじめ 西洋の 兵 式 を 採り 劍付鐵 砲の 使用 を 練習す る 者 多く、 筑 

前 は 藩主 長溥公 最も 海外 文物の 優秀 を認 識 し、 殊に 兵 式の 改良 を獎勵 せられた ので、 此風 盛に 行 はれました。 阈 臣は此 
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間に 意兑 もあって 不服の 情 を 抱いて ゐ たし、 今や 熱心に 武家 弓馬の 故實を 研究し、 特に 意 を 犬追物に 傾けた の は、 5 &は 

れぬ iB! 實 であった ので、 斯くは 上書 をして 此 技術の 復興 を說 いた ものと 見えます。 唯 それだけなら 强に駕 前 を 遮って id 

訴 する 程の 審抦 でもな く、 さりと は 合點の 出來觳 ねる 所 もあります。 或は 他に 多少の 趣意 を 含んで ゐた かも 知れ ませぬ。 

阈 は 斯-- る 直訴 をした 不敬 を 咎められまして、 幽薛の 命 を t 乂け、 暫く 家に 蟄居して- q ましたが、 自分 一身の 不爲を 

顧みないで 所存 を 申出で た 志 は 奇特 だと 云 ふ 沙汰で、 程なく 幽 屏 を 免され て 自由の 人となりました。 此 時の 都寶 は 同胞 

や 故舊も 熟く 記 ％5 して 居らぬ 位です から、 幽 1; も 或は ネンの 表面ば かりで 日數も 定めて 短かった ので ありませ う。 併 か 

しながら 何と 云っても 行列 を 遮ぎ つて 直訴 をす るの は、 當時 では 容易なら ざる 不敬で 、本来たら 處分 は猶ほ 重い わけで、 

1 朝 一夕の 問に 起った 考 とも 思 はれませ ぬ。 或は 義理 ある 養家に 累を 及ぼす を 慮りまして、 旁. -强 ひて 離緣 復籍 をした 

の で は 無い かと も 感ぜられます。 

たに 此 時の 直訴 は、 泰山 崩れて 谿鼠 一 匹 飛 出した 奇觀に 終 はりました。 或は 藩 中の 人 はお 太刀 組の 首領の 云爲 愈. -出 

て 愈. - 面白い の を 語り 斬し、 或は 藩主 長溥公 父子が、 足輕の 浪人 平野な にがしの 名 を 始めて 知られた 位に 過ぎ ませぬ で 

した 0 

蟄居 謹慎の 間 は、 剃刀 を 用 ひぬ のが 恒例と なって ゐ たので、 國臣の 額髮は 漸く 生じて 長くな りました。 當時遍 く：， 仃は 

れて をる 奴髮 は、 皇國の 古風で ない と 云 ふ 所から して、 恩赦の 命 を 得た 後 も 再び 剃らす、 長くなる に 任 かせて 蓄 へまし 

た。 筑 前の 人の 善く 語る 平野 ニ郞 の您髮 は、 即ち 此 時より 始 りました。 


故實 上の 著書 

安政 三年より 翌四 年の 頃、 京都 江戶の あたりで は、 外國條 約の 案件 頻に急 を 告げ、 且つ 家定將 軍の 繼嗣の 問題 も 方に 

起って、 朝野 を， 通じて 議論 紛々 の狀 で、 天下 漸く 多事と なりました けれども、 併 かし 西國の 浪人 を 蹶起せ しむる に は、 

時勢 猶 ヒ 聊か 早く、 國臣の 境 を 越えて 走る の 機會は 未だ 熟し ませぬ でした。 それで 一 年餘 りの 間 は、 徒に 奇志を 抱いて 

草莽に 伏して ゐ ました。 

是 より 先、 養家 を 去って 實 父の 許に 歸 えり、 且つ 職を辭 した 後 は、 自ら 獨醒 軒と 號し、 日夜 IS 々として 文武の 講習 を 

蓽 とし、 例の 小挎ゃ 太刀 や、 烏帽子 直垂の 外、 巳に 申した 通り、. 頭髮の 前部 を 剃り 除く る 時 樣を棄 て、 特に 額の 毛を蓄 

へ て您髮 となりました。 

弟の 三 郞能得 は、 兄の 直訴に 就て は、 確かと した 記 臆 はなく、 當 時の 蟄居 幽拜 は、 無 屆の歒 勤 をして 他行 をした の を 

政廳 より 咎められ たので、 此 蟄居 幽屛の 頃より 惣髮 となった と 云 ふこと で、 惣髮も 摘 ほ 政 廳 の 允可 を必耍 としたと 云 ふ 

話でした。 そ は 孰れに しても、 國臣は 蟄居 幽屏の 頃より 您髮 となり、 且つ 同時に 晝夜孜 々として 史書 を閱 し、 最も 力 を 

故實の 研究に 致し、 恩赦 を 蒙って 進 返 自由と なつてから も、 伎 然として 讀寄 講擧を 事と し、 傍 はら 好みて 十：！ の 犬追物の 

儀式 を舉 び、 弓 を 習 ひ 馬を馳 せて 自ら 故 實薔裡 の 人と 爲 つて ゐ ました。 

『弓馬 古意』 三卷の 成った の は、 蓋し 福 岡の 城 中に 直訴 を 試みた 前後で、 『杖 棒 故實』 卷の 成った の は、 翌安政 五^ 京都 

に 出る前の ことでした。 此 等の 著書 は 固より 數 年の 研究 を 積んだ 成蹟 で、 一朝 一 夕の 第 業で はない にしても、 その^,! S 
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したの は、 孰れ も 離緣 復籍の 後一 年ば かりの 問でした" 

『弓馬 古意』 は 今已に 完全の 定本が 無くなって をる ので、 十分の 批評す る こと は 叶 ひませ ぬが、 『杖 棒 故實』 は 手寫 の.？^ 

本 もあります。 實父吉 郞右衞 e: の 傳授を 受け、 已れも 自ら 講習した 杖 棒の 技術の 故實を 述べた もので、 考證も 善く 行 屈 

いて 體载も 整 ふた 好參考 書で、 一 卷の 小冊子ながら、 その 著作 上の 經營 意匠 や、 平生の 舉 間 文才の 程度な ども 粗 ぼ 窺 ひ 

知る ことが 出來 ます。 然うして 此 寄に 比すれば、 更に 多大の 心 カを倾 注した 『弓馬 古意』 三 卷の價 値に 常む の は 中す；：^ も 

無い のであります。 

國臣が 故實の 研究に 於て、 或は 重臣 加 藤 司書の 藏書を 借らう として 遂げなかった とか、 或は 荒 戶の佐 谷な にがしの 藏 

本 を^り たと か 云 ふやうな こと は 勿論、 遠く 江戶の 屋敷に 居る 友人に 賴んで 參考霄 を 取 寄せたり、 或は 同じ 江 戶に行 

役した„?^-の三郞能得をして桑名屋敷の人を訪ひ、 樂翁 公の 遺著 を 問 はしめ たりして、 资 料の 收 拾に 勉 めた 模様 も 多く、 

その 研究の 態度と 著述の 內容と は、 頗る 專門擧 者の 事業の 趣が あって、 素人の 物數 奇にチ ヨット 試みた 著書の 類と は、 

全く 遠 ふて をり ます。 

1： ほが 勤王の 運動 をして 諸方に 潜伏す る 時分な ど は、 齊 史を讀 み 名流と 交 はる 機會に 富みまして、 その ii から^ 來っ 

た舉 n 知識の 多かった こと は" 察せられ ますが、 境 を 越え 國を 出る の 前、 早く 巳に 相 應のカ を蓄へ てゐ たの は、 一 1 一の 故 

寶 上の 著書 を みても、 自ら 分ります。 

闽臣は 曾て 自ら 我 大君の 御代に して 泰平 無事なら ば、 身 は 花守と なりて 終 はらん もの をと 云 ふ 意 を 述べました。 若し 

時勢が 勤王の 志士と して 之を迎 へて 拉れて 行かなかったら、 或は 却て 一 種の 國舉 者、 それ は 別けて 武家の 故 實に精 はし 

ぃ國舉 者と して 名 を 知 ちれた 人で あお ませう 


安政 四 年の 正月に は、 江戶の 屋敷に 勤めて をる 待 井 安 內に書 を 寄せて 文事 上の 消息 を談 じました。 

改年之御麼際限不：^可ぃ^^-1御處1候) ハ俊々 御 安泰 被い 成 二 御 超歲： 奉 n 大悅- 候。 次-一 小 子 叉々 越年 仕 候、 御 一笑 被レ遺 

可 レ被レ 下 候。 舊年は 尊書 被 二 下 I お T 御 道の 記 拜見仕 候 様 被 二 仰 付- 恭奉レ 估 候。 口 十 速； 大神 町へ 申. Mi^ 處、 漸く：^ に 相 成、 

御 廻し に 相 成、 不二 取敢 1 寫取申 候。 宮川尙 古平 井 重 信 之 外、 關柬 紀行 は 是迄聞 及不レ 申、 御 國之三 S と^ レ存 候。 御 

風流 は 土 佐 日記 十六夜 日記 も 物 か はと； 申 候。 近世沙汰ょき紀行ゅ加香日記御i^被：.成候哉。 たけ 女の 紀行 は淸水 

濱臣之 筆意 表に 顯れ申 候。 = ^"條 氏 政 之む さしの 遊 草、 道與準 后の 迥！： 雜記 等、 其 世の 有様 見る が 如く、 いにしへ ゆ 

かしく 奉, 存候。 扨 池 聖廟へ 御 奉納 歌 可い 被 レ爲レ 在 候よ し、 御勸 進に よって 一首 差 出 申 候。 右 は 心に 應し不 レ申候 

得 共、 或 人の す、 めに て^ 出 申 候) み體 は述懊 ぬる. か うちにわ すれし 物 を 今日 も义 うき 世に かへ す曉 のかね、 此！^ 

大望に 御座 候處、 十：： 歌 殊に 非人の 歌に 先呤御 11 候. s、 摘； 史 大慶に 候 得 共、 頻に 御意 え 御 方 御座 候、 相止殘 念奉レ 

存候。 扨 二 額： 曲 四十 首 は、 博 多に て 私 取^ 候處に 治定什 iHr 候處、 追々 11 岡の 御 方に 御 出 詠 過半 相 止 引せ 巾 候" 右に 

付殘り 之：. g 々不レ 歸レ帖 困り 入 巾 候、 御 一笑 可 レ被ニ 成 下 1 候- 殊に 寄 候 は、. -、 叉々 一 額 W 願 候 様に も 相 成 可 レ申候 

其 節 は 何卒 御鶴聲 に而、 川 越 様へ 御 頼 被 二 仰 付 一可 レ被千 候、 此段 奉レ願 候。 早 之 御 歌ち と 御 もらし ii^ ュ願 候。 

立の ぼる 初日 も 君が 大宫の 

うちにと 今朝 は 影い そくらん  . 

若水.， 

先 うれし 今 H しも 淸き 若水に 

人の まこと を くみてし る 哉 
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若 菜 

百 かつら 粧 ひつれ て 少女 子 は 

おのか 門 田の 若菜 を そつむ 

駑 

Is^ 風 も かよ はぬ 園の くれ 竹に  • 

初聲な ひく 今朝の 鬵 

梅 紅白 

いろかへ て 句 ふ を みれば 梅 さへ も 

舂の心 はおの かさま . 

御 一 笑 被い 遊、 御意 見 之 尊. 答 奉レ願 候。 先 者 年頭 御 祝 镜爲， 可， -巾 上-如， 此御庵 候、 猶奉， 期 n 永 陽 之 時-候。 恐 ^^言。 

正月 廿 八日  え- 

待 安 內樣參 人 々御中  ， 

尙々 時候 御 自愛 被 レ爲レ 在 候 様 奉, 祈 候。 以上。 

待 井， が內は 文久元 治の 頃、 次郞兵 衞と稱 し、 政 11 に 用 ひられて 機務を 掌り、 勤王 黨の 爲に疾 悪せられ ましたが、 ，新 

の 後 は、 氏名 を更 めて 吉田稽 と 申した。 若き 時より 文 藝の志 篤く、 筑前 では 著名の 歌人で ありまし， こ。 


郡 村の 放浪 

阈臣は 書 6:^ を閲し 著述に 勉 むる 傍、 時として は 一 管の 笛を携 へ、 心の 適く ま、 に 郡 村の 間 を 放浪し ました、 斯う 云 ふ 

話 もあります。 

怙七 郡の 末 永と 云 ふ 所に、 西 光寺と 稱 する 露 宗寺 があって、 當 時の 住持 を 水 月 1^ 澄と 云 ひました。 今の n 岡 市で 筑紫 

高等 女舉 校の 校長 を 勤めて をる 水 哲英の 先代に 當 ります。 此 住持 元來 多少の 文舉も あれば、 又 風雅の 趣味 ヶ もった 人 

で、 ^けて 音 雜を嗜 み、 富 水 濒齋な どの 家に も 出入し、 自ら 好んで 蕭を びました。 

或る日、 稀な 大雪が 降り 積って、 人の 通行 も 結え^て たと ころに、 ゆかしき 笛の 音が 聞え ます。 此 雪に 然 りと は 如何 

な 人の す さび ぞと 出て みると、 國臣 でありました。 さらで だに 降り込められて 友 ほし やと 思 ふ 折し も、 同好の 客です か 

ら、 急いで 請じ入れ、 終日 合奏して 淸興を 偕に しました。 それから 前夜 あたりに 住持の 妻 は 女 S- を 分娩して 朱 だ 名も附 

けて ない と 云 ふので、 國臣は 頼まれて 名 付 親と なり、 折からの 雪 を 取って 雪 野と 名 をつ けて やりました。 

これ も 住持が 勤王の 志士 を俱ぶ 話の種と なって 殘 つて ゐ ますが、 文久 三年に 國臣が 放 たれて 福 岡の 獄を 出で た 頃、 住 

持 は 途中で 阈臣に 出逢ます と、 闽臣は 久濶の 情 を 述べ ■、 さて また 近いうちに ヒ洛 する 害 だと 申して 携 へて をる 風呂敷の 

中より、 獄中で こしら へた 紙 燃 字の 歌 を 取 出し、 形見の しるし だと 云って 贈った さう です。 

雪の 日に 西 光寺 を 音づれ たの は、 安政 三年の 冬 か翌四 年の 春の ことの やうです が、 折々 は斯、 る 風趣の 多い 遊 をして 

郡 村 を 放浪した ものと 見えます。 幾た びか 往 つて 七 隈 原の 菊 池 寂 阿の 墓 を 弔 ひ、 ：w を 吹いて 倘佯 し、 懐古の を 遣った 
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と iK ふ 詩的の 話 もあります. - 

七隈 原の 菊 池 寂 阿の 墓 は、 天 保の 初、 筑 前に 於け る 尊王 論の 先進と して 知らる. T 吉富 杏村な どか、 菊 池 氏の 苗裔と 稱 

する 城武平 を慫慂 して 主と し、 同志 を 語ら ひ 資財 を 募って 碑 表 を 立て、 五 百 五十 年の 祭典 を擧げ てより、 追々 世の 人に 

も 知られまして、 憑 抵徊 する 人 も 生じ ましたが、 福 岡 城の 南方 馬場 頭の 地に も、 寂 阿の 墓と 唱 ふるもの があって、 孰 

れを 露と する かと 云 ふこと は、 種々 の說も 起って 決し 兼ねまして、 國臣も 頗る 力 を 用 ひて 研究して をり ました。 

適々 平 田^ 胤. の 國舉を 信仰す る 人々 が 鈴 木 重 胤 ゃ北條 右門な どの 說に聽 き、 大宰府 の 天 滿 {a の 境 內に菅 公 遺誡の 語 を 

取って 和 魂漢. V の 碑 を 建つ る こと を 企 だて、 計畫も 漸く 成熟した 所から して 寂 阿め 墓畔 にも 同じく 碑 を 建て 文. V 剥せね 

ばなら ぬと 云 ふ議を 生じ、 碑文 は 藩の 老儒 井土 鋸溪の 手に 依って 成りました けれども、 湊 川の 楠 公の 碑 は 水 P 義 公の 逮 

てらる & 所で、 碑文 は朱舜 水の 撰で ある。 菊 池 氏 四 世の 忠烈 は 楠 氏と 相 比して 遜色 はない から、 寂 阿の 碑文 も 更に 相赏 

の 人 を 搾んで 囑す るが 宜しい と 主張す る 人 も 起り ました。 

翌 安政 五 年の 秋、 阈臣 は. おに 內勒^ 水戶へ 下る を 聞き、 慨然と して 蹶起し 京都 を 指して 上りました 時、 表面の 现由 は、 

同志 を 代表 て 寂 阿の 碑文 を 撰す る 縉紳家 を 求め、 また 七隈 原と 馬場 頭と、 孰れの 墓 を 正しと する 歟、 上國 で考證 して 

歸 ると 云 ふので ありました。 

阈臣は 養 ^小金 丸 氏 を 去り、 且つ 職 をも辭 して 進退 自由の 身と なり、 その 勤王の 志士と して 力 を 致す 時期 は、 愈々 近 

づ いて 來 ましたが、 此 間の I 年餘 りに 於て、 摘 ほ 幾多の 事蹟 を 鄕國に 留めて をり ます。 

安政 三年の 十二月、 國臣が 愈々 小金 丸 を 去る の 意 を 決し、 飄然と して 家 を 出て た 頃に、 京都の 梅 W 源次郞 は、 蔡を以 

て 西遊 防 州の 地に 入り、 翌 安政 四 年 正月の 初、 國 臣が實 家に 歸 つて 離緣 復籍の 相談 最中に、 梅 田 は 海峡 を 越えて 筑 前に 


來り、 北條 右門 を 訪ねました。 薩 摩の 家督 騒動に 關係 深き 領袖の 一 人と して 知らる- -山田 一 郞左衞 門 は、 曾て 京都 屋敷 

の 留守居 役たり し 時、 梅 田の 父 百 助 は 久しく 山 田の 家に 仕へ、 梅 田 また 從 ふて 出入し、 山 田が 職を轉 してお 國 した 折 は 

家族 を 送って 薩 摩に 入った こと も ありました。 北 條は山 田を師 として 歌道 を 問 ひ、 また 齊彬公 擁立の 志 を 同う した 人、 

自然 因緣を もって ゐ たから、 梅 田は來 つて 北 條を訪 ひました。  . 

梅 田 は 博 多に 留る こと 數日、 北條は 入定 寺の 一 閑 窒 を 借り、 醫原三 信 • 原 田 梅 洞 町人 高 橋 平 右衛門 帶屋 治平 等を會 し， 

1 小雅实 を 設けて 梅 W を 饗し. ました。 阈臣 また 與 つて 談論 を 交換し ました。 これ 國臣が 天下の 志士と 相 交った 始めで、 

1 年 半の 後、 北 條の後 を 追 ふて 上洛した 時 は、 首と して 梅 田の 家 を 叩きました。 

岡 臣福岡 城 巾の 直訴 を 試みて 整 居 幽屏を 命ぜられ、 次で 恩赦 を 蒙る と 間もなく、 八月に なって、 師富 永漸齋 急に 病み 

て 世 を 去り、 岡臣 だしく 哀慟 しました。 年少の 時より 藩の 諸 名家に も 出入し、 道 を 問ひ敎 を^け て從 遊した 人 は、 二 

三に は 止り ませぬ けれども、 最も 久しく 且 深く 師事して 補 益 を 得た の は 富 永でした。 今や 養家 を 去り 職務 もな く、 將に 

全力. V 擧げて 研究 を 事と せんとす るに 方り、 忽ち 此 不幸 を 生じた ので 犬に 困り ましたが、 やがて 父母の 同情 を 蒙り まし 

て、 翌 九月に は 同 閬の士 今 村彌次 右衛門と 相伴 ふて 支 藩の 秋 月に 到り、 阪 田九郞 右衛門に 入門の 禮を 執りました。 

秋 月の 遊學 

安政 四 年 三十 歳の 秋 九月、 國臣は 支 藩 秋 月の 城下に 到り、 嘗て 長 崎の 行 役 中、 交 を 結び 敎を 受けた 阪田九 郞右衞 門 諸 

遠の 門に 入り、 暫く 遊擧の 人となりました。 

六 九 
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^に 七 八 s ばかり を隔 つた 秋 月に 遊舉 すると 云 ふの は、 交通の 善く 開けた 今日の 人ハ 耳に は、 頗る 異様の 感を 生じ ま 

すが、 當 時國臣 は 自ら 遊 舉ん稱 して をり ます。 

1 筆 奉-; 啓上； 候。 益 御機嫌 克被レ 遊 二 御座 1 奉 11 恐悅 1 候。 爱元不 II 相 替一寫 本のみ 仕 居 申 候。 先月 二十 三 四 H 頃より、 

.l.s に而、 頃日 は 五十 余 度 通 ひに 相 成、 中に 血 下り 大に疲 勞に相 成 申 候 得 共、 病症 は宜敷 ゆへ、 大根 之 氣遣ひ は無レ 

之. H 江 藤氏 申 分に 御」 n 一 候。 着 之 日より 看病 半分に 而、 思 は 敷 寫本も 出 來兼申 候 得 共、 ， 透に 餘^ 出來仕 申 候" 富永大 

人に 而手 ごり の 末、 心配 仕 居 申 候  - 

1、 夜 は 取 寄せ 巾 候、 當所は 至 而冷强 く、  二十 七日より 大 霜に 御座 候"  . 

1、 113/、、 町より 本 町 迄 荷物 持 出 賃遣候 様、 兄 様より 被 二 申 付 置 1 候處、 一向 失念 仕 居 申 候 間、 御 問 合 御 渡 置 可 レ被レ 下 

候。  -  . 

1 、 今 村 氏へ 又々 手紙 御 達 奉 11 願 上 1 候、 外に 相 眷候儀 無 11 御座 1 候。 恐惶 謹言。 

十月 朔日  平野 次郞 (華 押) 

御 親父 樣  - 

益 々御機嫌 克被レ 遊- 1 御座 1 奉 U 恐悅 1 候) 爱无 先生 追々 快方に 而、 最早 枕元に 而咄 旁. -寫本 等 仕 居 申 候。 下痢 は 平癒 

程に 御 鹿 候へ ども、 鮮血 下り 候 ゆへ か、 鉢の 疲れ 強く 急に 床上 之 期 も 相 見え 不レ申 候 得 共、 日に 增 快方に 御座 候。 

最门 十 命に 氣遣は 無 11 御 座1 安心 仕 候り 私 も當月 中中 戻 仕 積に 御座 候 得 ども 看病 彼- -; 儿先當 月 は 見合 申 候、 來月初 に は 

自然 は 罷：！ 候樣 可い 仕 候。 御 在 右 迄 早々 如レ此 御座 候」 恐惶 謹言。 


十月 十五 日  平野^ 郞 

御 親父 様 尊下 

阪 田九郞 右衛門 諸 遠 は、 素と 長 崎の 産で 花房 欞 六と 云 ふ 人でした。 若い 時に 叔父の 醫を 便って 筑 前に 来まして、 狄 

の阪 £ 氏の 養子と なり、 久しく 江戶の 屋敷に あって 勤務の 傍、 師を 求めて 修業に 勉め、 和擧 所の 墒次郞 はじめ、 諸 名家 

の 門に 遊んで 刻苦 を 積み、 有職 故 實の雞 を 究め、 秋 月で は 諸士禮 法の 師範 役 を 勤めて ゐ まして、 維新の 後 もれ ^ 久しく .枇 

に 在った 人でした。 自ら 勤王の 事に 與 つて 運動した やうな 閲歷 はない と 云っても、 元来が 一 種の 國 ですから、 然 

尊王の 志 はあって、 月 照の 筑 前より 薩 摩へ 落ち行く 當時 など は、 偶然の 遭 逢ながら、 多少の 關係 もしました。 一時 勘定 

奉行の 屬 吏と なって 長 崎に 行 役して をる 折、 闽臣は 交 を 締し敎 を 1^ けたので、 此度は 職 閑散の 身と なり、 且つ 師の富 

永 漸齋を 失 ひました から、 特に 入門の 禮を 執った ものと 見えます。 始めて 入門した 時の 束修に は、 一 袋の 甘茶 を 持って 

來 たので、 異な 束修 かなと 思 ふ 人 も 多かった と 云 ふこと です。 

同じく 秋 月の 故老で 晚年は 幅！； 市に 住み、 書肆の 業 を 營んで ゐた江 藤 正 純 は、 阪 田から £1 問禮 法の 傅授を 受け、 後に 

は師の 職務 を 襲いで 師範 役 を 勤めた 入窒の 弟子で、 常時 は 日々 阪 田の 門に 出入し 國臣 とも 親しく 交 はった ので、 その！ S 

の國臣 のこと は、 晚ハ牛 も猶ほ 善く 記憶して 語られました" 

闺 臣は 凡そ 一 年ば かり も阪 田の 門に 居って 讀 書と 寫 本と を 153^ とし、 傍 はら 西川藏 主と 云 ふ 人に 長 沼 流の， を 修め、 

また 誰 やらに 就て 月 山 流の 雞刀を も 習 ひました。 此間 絶えす 幅 岡と 秋 月との を來往 して ゐ ましたが、 また 秋 月 近傍の 

諸 地方に も 數ば出 遊し まして、 中に も 四 三 嶋の岡 部 森 右衛門の 家に は、 隨分 久しく 滞在して 騎射の 古な ど を ひた 形 
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跡 もあります。 

四 三 島の 岡 部 森 右衛門 は、 その 頃 年々 酒の 千 八 百 石も醯 すと 云 はれた 豪家で、 且つ 慈 • 息施與 の 善行 を 以て 奢 はれ、 家 

には乘 馬の 幾 頭 も 飼 ふて、 馬術 を 好む 子^も ありました。 旁々 滯 在して 騎射の 稽古 を 試みた もの "様です。 

ほ も 弓も^ 臣の 好んだ 藝 術で、 武家の 故資を 研究し、 犬追物の 復興 を 3 宝 i つてから は、 騎射の 稽古に 心 を 寄せました。 

敦微な 身分で 乘る馬 を 持たぬ ので、 機會を 得れば 出入す る 諸 〔次の 持 i^l を 借りて 乘 せて 貧 ひました" 鳥 飼の 畑で 百姓の 肥 

取 馬 を 請 ふて 乘 つて、 他に 笑 はれ た^も 殘 つて ゐ ます。 また 斯う 云 ふこと も ありました。 

博 多の 近郊 臼 井に 住んで をる ェ藤左 門から、 一頭の 小馬 を 贈られ、 大に 喜んで 連れ^へ り、 藤 四郞と 共同して 飼 ひ、 

馬小屋 は 無い ので、 藤の 住居に 壁ー累 を隔 だて 、鬚ぎ、 幾ん ど 全く 人馬 雜： 115 の 體でゐ ますと、 藤の 父親が 腹 を 立て 

たく： i めつ けたので、 餘^ なく 曳 出して 地 行の 濱の 露天の 下に 鬚いで 數日を 51^ りました が、 何時までも 然うして は 置か 

れす、 日々 の 給養に も M つて、 旁々 心 を 苦め て をり ますと、 豫 ねて 出入 をして 番；！ を 蒙る 黑 HI 豕の 重臣 矢 野 梅；^、 これ 

が j 稷 の 風格 を 具へ て 面白い 異 はった 人で、 事情 を 聞いて、 我家に は 签 いた 厩 も あるから 連れて 來 るが 好い と 申して 引 

受けて？^ れ たので.、 是れ 幸と 曳 いて 行って 頼んだ と 云 ふこと です。 此の 持て 餘 された 小馬の 形 行の 局 は 聞 しました 

けれども、 一時 矢 野の 屋敷に 引. けて 飼 ふた 始末 は、 梅 庵の 弟の 尋六郞 と 云 ふ 人が，〕 5 いて 著者に 語られました。 常時 地 行 

あたりの 人 は、 濱邊に 馬の ゐ なくなつ たの を 見て、 國臣 など は 馬 を 干 殺した と 噂 をした さう です。 斯 かる 次第で、 當時 

^ほ は 好んで 乘馬 を. おみ、 絶えす 騎射の 稽古 をして ゐ ましたので、 秋 月で も 數ば四 三 嶋の岡 部の 方へ 出掛けた ので あり 

ませう。 

それから^ 臣の 人物と 志操と を 深く 敬 重し、 爲に 多く カを盡 した 馬市の 岡 部諶助 は、 素と 四 三嶋に 生れた 人で、 e: 三 


嶋 より は 半里ば がり を隔 つる 所に 住んで をり ます。 また 一 農家の 子弟より 身 を 起して 闽臣と 志 を 同う し、 文久 三年の 大 

和の 義擧に 加 はり、 事 破れて 捕虜と なり、 1: 臣 と共に 京都 六角の 獄に 斬られた 吉田重 藏の家 は、 四三嶋 より 一 里ば かり 

を隔 だて、 をり ます。 孰れ も此. より 相識って 交った ものと 察します。 

秋 月の 海賀宮 門と 戶原卯 橘、 この 二人の 志士 も、 數 年の 後に は、 阈臣と 深い 關係を 生じて jsf を俱 にしました。 狄 巧 の 

游，- 舉中、 ^して 如何い ふ】 父 態歟、 それ は委 はしく 分って ゐ ませぬ が、 年輩 は 共に 阈臣 より 劣った 少壯 者で、 且つ 海賀は 

柔道の，：！^ より 起り、 戶 原は醫 業の i\A に 出で、 孰れ も阈臣 と接觸 する 機會 は、 他の 一 般士 人よりも 多い のでした。 それに 

(い： 時 阈臣が 海賀戶 原と も 消息 相 通す る阪 田の 師弟 を 相手と して 熾烈な 勤 ；+; 論 を唱へ 、 然 かも 平く 己に 赤裸々 の 討幕の！^ 

を さへ 立てた 實は、 ^に存 して ゐ ますから、 海賀戶 原が 勤王の 志士と なる に 就て、 國臣 の遊舉 中に 於け る 撒^ 刺衝の 

與 つて をる こと は、 盖し 幾ん ど 全く 疑を容 る、 餘地 はあり ませぬ。 

. EI 臣の 自ら 謂 ふ 所の 秋 月遊擧 は、 單に 武家 故實の 研究 を 旨 とし、 或は 郡 村 を 放浪して 幾人の 交遊 を 生じた に 止り、 a 

身 も 固より 他に 深い 考 のあった 模様はないです が、 併しながら 今から 見る と、. 勤王 論の 傳 道に 行って、 到る 處に 多少の 

信者 を 得た やうな 想が 起り ます。 r 豫曾者 は 故鄕に 信ぜられす』、 福 岡の 士 人の 間に は、 己の 周圍を 近く 繞 つた 二三の 少 

數 者の 外、 熱烈な 勤王の 志士 を 生ぜし むる 力 はあり ませぬ でした。 その 代 はり、 一歩 踏み出す と、 臣の言 1! と 志氣と 

は、 殷々 人 を 動が して 感食與 起せし めました。 その 一 生の 閲藤 を點撿 すれば、 これ は 最も 著しい 事實 です。 何故に 然ぅ 

であった 歟、 それ は筑 前人 全體の 勤王の 事業と も 相交涉 し、 おの づ から 特^の 解說を 必要と します から、 今 は！：： く^を 

擱 かねば なり ませぬ。 

阔臣の 秋 月に 遊舉 したの は、 安政 四 年 三十 歲の 秋より、 我國の 近世 史の 上に 重要の 關節を 成す 翌.： ^政 五 年の 秋までの 
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約 一 年の 間で、 その 愈々 京都に 出て. TIK 下の 名士と 枏 交り * 始めて 實 際の 勤王 運動に 參 する 人と なった の は、 此歲 の：^ 

でありました。 

それから 月 照 主從と 同行して 薩 摩へ 入り、 投 海の 悲劇に 加 はって 一 役 を 演じた の は、 此 歳の 冬で ありました。 . 

雲上の 御製，、」 草 葬の 志士 

諸君 若し 福 岡の 千代 松原の 公園に 遊び、 衣冠 儼として 立た せ 給 ふ龜山 天皇の 御 銅像 を拜し 奉らる > ならば、 定めて 歩 

を 停めて^ 徊 俯仰し、 此六 百年 前の fK 子が 蒙古 人の 入寇に 深く 度 襟を惱 まされ、 畏くも 一天 萬乘の 尊き 身 を 捧げて、 自 

ら阈雞 に 代 はらむ と 祈らせ 給 ふた 御 聖德を 想 ひ 出さる.. であり ませう。 

斯 かる 故 je- に 似た 例 は、 今から 七 + 年ば かり 前の 嘉永 安政の 頃に も 生じました U 我々 國 民が 維新 中興の 大帝と 仰ぎ奉 

る 明治： 大皇の 御 父皇の 知ろ しめす 御代に も、 斯 かる 例 はありました。 

夙に 英 の 天子と して 稱 せられ 給 ふた 孝 明 fK 皇は、 嘉 永の 末、 ペルリ 提督の 來航 して 此方、 切に 外交の 難 を .ハ& へさせ 

られ、 一日 も 聖慮を 安んじ 給 ふこと はまし ませぬ。 安政 四 年の 夏、 彼の 賢 宰相の ダ，. を 得た 筆頭の 老中 安部^ 勢 守の 世 を 

去った より は、 幕府の 爲す所 動もすれば 宜 きを 失 ひ、 內 外の 形勢 愈々 容易なら ざる 情 態とな つたので、 刖 けて 寢襟を 

，惱 まされ、 御變 慮の 餘り、 恭 くも 一 首の 御製 を 遊ばされました。 

澄の 江の 水に 我 身 は 沈む とも 

燭し はせ じな 四方の 國 


王 樓絲を 解いて 覇者 國を偷 むこと 七 百年。 皇運 方に 否 塞した 時勢と は 云っても、 また 自ら 皇窒を 尊び 朝廷 を 慕 ふ 人 は あ 

つて、 阈家萬 民の 上 安 かれと 思 召す 聖慮 を斯 くと 洩れ 承 はり、 此上 もな ぅ難レ 有事に 語り 傅へ ました。 やがて 西 國の田 

舍 にも 齿げ 知らす もの はあって、 我が 草莽 0 志士の 耳に も 入りました。 

國 臣は此 御製 を拜讀 して 感激の 情に 堪 へす、 自ら 寫し 取って 朝夕の 諷誦に そな へ、 且つ 一 首の 歌 を 咏んで 己の 懷を述 

ベました。 

斯く ばかり 惚 める 君の 御 心 を 

休め まつれ や 四方の 國民 

五 年の 前、 江 戶に行 役す る途 すがら、 京都 を 過ぎり 禁 闕を拜 して は、 大內 山の 木 を 樵り 柴を 刈りて でも、 猶ほ 仕へ ま 欲 

しと 11 目った 國臣 が、 瘦襟 方に 斯 くの 如しと 承 はって 此懷を 述べた の は、 固より 不思議と はし ませぬ。 併しながら 唯 これ 

は 安政 四 年の ことです。 大義名分の 敎を貪 ぼり 王覇 潤の 說に飽 いた 舉者 士大 夫の 間に も、 斯 かる 心 褂を もった 人は甚 

だ尠 い。 況して 邊 鄙の 草 野に 生れた 足輕の 浪人の やうな 微賤の 身分に して、 此 殊勝の 志を湛 へた もの、 當 時の； 大下 し 

て 幾人 ありませ う。 

li 岡の 故老 は、 嘗て 斯う 云 ふ 話 をし ました。 確と した 年月 は 分り ませぬ が、 國臣の 養家 を 去り 職を辭 した 頃、 一 日、 

江戶 から 歸 つて 來た早 川 鐵次郞 と、 地 行 下町の 幅 本 泰平の 家に 相會 し、 三人 膝を交えて 久しく 何 か 込み入った 話 をして、 

その 日より 國臣は 様子が 著しく 變 はって、 慷慨の 情 は 更に 11^ 深くな りました。 

會談の 內容は 不明です けれども 一 一三の 故老 を 通じて 齊 しく 言 はる 所で、 斯 る事實 はあった 歟と思 ひます。 早 川 は 元 

來江戶 定府の 人と 聞きます から、 或は 御製の やうな もの を寫 して 持って 下った のか も 知れ ませぬ。 併 かし 御製の 新報 吿 
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を SI らして 來 たの は、 或は 幅 太 泰平で はない かと 思 はる-^ 情況 もあります。 

福 木 泰平 は 勤； 土の 志士と 稱 せらる」 程の 閱 歷 もな く、 明治の 朝に 及んで 世 を 終 はった 人です が、 當時は 朝廷 尊崇の 

を 解し、 闽ほ とも 親交した 間柄で、 阈臣の 嘗て 無届歒 勤の 他行 をした 折に は、 他の 朋友 親族と も 相談 じて 捜索に 勉 めた 

.1 人でした- 多少の 文舉 も志氣 もあって、 聊か 平 田 派の 阈， M 〈に 心掛け、 職務 を 以て 數ば江 戶へ行 役す る 度每に は、 平 

錢 胤の 門を訪 ひ、 時 ie^ と交涉 する 種々 の 新說を 問き、 諸侯 士大 夫の 建白書 意見 齊の 類を寫 して は、 II らし 歸 つて 諸 同志 

に報吿 する を 例と しました。 鐵 si は 篤 胤 以来の ifSK 重く、 門下に は 諸 稷 諸 様の 人 も 多く 集って、 新しき 兑聞を 得る の 便 

利に 富んで ゐた 故で ありました。 

明治の 朝に 文 藤の 卞を 以て 知られ、 近年 世 を 去った 福 本日 南 は、 即ち 泰平の 子で、 幼少の 頃より 筆 を： 弁ぶ 嗜好 を もつ 

てゐ たと 兑 えまして、 阈臣が 獄を放 たれた 頃、 自ら 描いた 武 綺 など を 持って 來て闺 臣に兑 せた こと を、 田 中 源ェの 

となった 妹 は ij^ つて をら れ ました〕  ， 

要するに、 阈臣の 京都に 出て. 大 下の 人と 交り、 やがて 勤王の 志士と して 力 を！ に 致した の は、 安政 五 年の 秋、 戊 

午の 大獄の 起る 少し 前からで すが、 幕府の 專 橫を愤 ほり 王政の 恢復 を 念 ふ 感情 思想 は 熟する こと： u に 久しく、 秋 月の 遊 

S- の は、 疾ゃ 赤裸々 の 討 慕 論を唱 へて わた 痕跡 を すら 留めて をり ます。 

討 慕 論の 首唱 一 

討幕 論の 首唱者、 これけ 維新 山與史 の 上に 於け る 阈臣の 地位 をして 九 §i 大呂 より 直から しむる 所以で、 最も 特攀 大書 


せねば なり ませぬ。 

^臣は 安政 戊 午の 大獄の 起る 以前、 その 身猶ほ 未だ 筑前を 出で ざる 頃から 早く 巳に 江 戶の霸 者 を 討って 仆 すの 志 を 抱 

いて をり ました。 {是 に 駭心張 目を價 する m 實 であります。  . 

徳川 氏の 中世 このかた • 尊王 斥覇の 感情、 漸を追 ふて 國民 の^に 浸潤す る 時勢. V なって は、 討幕 論 は 必ら. f 容 に 起 

りさうな ものです が、 實 際に 於て は， 却々 然 うでな く、  H< 下 一 般の人 は、. 悉く 皆 夫の 兵馬 金穀の 政を專 にし •  二百 餘年 

の 威 を 積む 大覇府 を 望みて 唯 ひたすらに 懷伏 する のみで、 熟々 仰ぎ 視る こと も出來 ない 情 態でした から、 嘉 永の 末 安政 

の 初より、 漸く 起った 尊王 論が、 移って 文久元 治の 頃の 討幕 論と なる に は， 極めて 迂餘 曲折の 多い 徑路を 過ぎました。 

維新 中興の 鴻謨を 翼賛して 討幕の 一 擧を斷 行した 薩摩人 や 長 州 人で も、 安政 戊 午の 大獄の 起る 以前に 於て 幕府 を 討って 

仆さ うと 云 ふやうな 意見 を 抱いて ゐ たもの は、 幾む ど 全く 一人 もな く、 此兩 藩の 中に 於て， 少數の 一派ながら も、 討幕 

のム 1 を唱 ふる 人の 出た の は、 それ は 井 大老の 首が 櫻 田 門外に 飛んで， 幕府の i? の 重さが 段. k 知れて 來て 時勢の 急轉直 

下した 後の ことでした。 文久 元年の 冬、 阈臣が 尊攘 英斷 錄を提 ゆて、 薩 摩の 在 上 者に 入說を 試みた 當時、 その 歸路を 追 

ひかけ て 川內の 驛に會 見した 錚々 の 志士が、 朝廷に 培 ふて 幕府 を 覆へ さねば ならぬ と 云ふ阔 ほの 說 を倾聽 して、 深く 感 

服した と傳 ふる 話に よる も- 此 間の 消息 は 幾分 か 分ります。 

安政 戊 午の 秋、 薩 摩の 藩主 島 津齊彬 公 は、 井伊 大老の 幼 主 を 挾んで 威 權を振 ひ、 將に厭 迫 を 朝廷に 加へ むと すろ を 

見、 名 を 琉球人 入朝の 儀衞に 托し、 多數の 士卒 を 率ゐて 京都に 出る の 策 を 立てられ たのが、 世の 人 は往々 誤って 討 ft の 

企の やうに 言 ひます が、 それ は 單に實 力 を 以て 皇室 を 擁護し、 朝 Ih を 中し 下して 幕府の 改革 を 促す の 趣意でした。 

井伊 大老 京都に 出で- -孝明 天皇 を彥 根城に 幽し 奉る の 風 說頻に 行 はれた 當時、 梁 川 星 厳 を首顿 とした 梅 田 源 次 郞賴三 
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樹八郞 の 徒が、 鳳 載の 御 遷幸 を 謀り、 西國の 諸侯に 賴ら むとした の は事實 です。 併 かし 此は 一時 已むを 得ざる に 起った 

受動的の 晝 策で、 始 より 討幕の 意見 を 抱いて ゐ たものと は、 全く 事情が 違 ひます。 それから 吉田松 蔭の 局面 打破 論な ど 

も、 隨分 それ は 著明な ものです が、 猶ほ 一種の 改革 論で、 固より 純 乎た る 討幕 論と は、 自ら 別で ありました。 

此他戊 午の 大獄に 關 係した 志士 や、 平生 主として 國史 皇典 を 講究す る擧 者士大 夫の 間に は、 深く 朝廷の 式微 を 慨嘆し 

武門の 專橫 に慊焉 たる 人 は、 固より 齢し と はし ませぬ。 併 かし 直に 江戶の 幕府 を 討って 根底から 覆さう と 云 ふやうな 急 

激の 說を唱 へる もの は、 盖し 一 人 も 無かった のです。 尊王 斥覇の 感情， 漸を追 ふて 國 民の 間に 浸潤した 時勢、 別けて は 

嘉 永の 末 安政の 初 以後の 時勢と なって は、 六十 餘 州の 廣ぃ 天下、 いづれ の邊 にか、 當時 早く 己に 討幕の 論 を 抱いて をる 

人の あつたか は 分らぬ にしても、 今日で は猶ほ 斯&る 人の 存在 を立證 する 事實は 一 ッも 無い のです。 少く とも 著者の 知 

れる 限りに 於て は、 然ぅ云 ふ 事實は 全くあります せぬ。 それで 安政 戊 午の 大獄の 起る 以前に 於て、 早く 己に 明白の 討 ic^ 

論を唱 へたの は、 滿： 大 下た^ 纔に 一人の 國臣 のみでした。 即ち 阈臣は 討幕 論の 首唱者で ありました。 

また 闽臣 の此 論を唱 ふるに 至った の は、 自家 獨 得の 見解より 出て たこと を考 ふるに 足る 情況 もあって、 他の 誘導 指示 

を 受けた 痕跡の 毫も 無い 所から して、 縱令 それ は 別に 早く 討幕 論を唱 へた 志士 を發 見す るに しても、 阈 臣は翁 ほ 能く 相 

伍して Jlc: 唱の 一 人た る を 失 ひませ ぬ。 

國臣の やうな 素 生 閲歷の 人に して、 戊 午の 大獄の 起る の 以前、 その 身 未だ 筑前を 出で ざる 當時、 早く 己に 斯か \說 を 

抱き 且つ 唱 へたと すれば， 楚に駭 心 張 目を價 する 事實 であり ま う。 


討 慕 論の 首唱 II 

圃臣は 何歳の 頃から 討幕の 論 を 抱いて ゐた 敷、 或は それが 安政 五 年 三十 一歳の 時より は、 猶ほ 少しく 早から うと 思 は 

る- - 情況 はあって も、 確と 徵考 する 資料が 無い ので、 以前の こと は 何とも 申され ませぬ。 その 秋 月に 遊擧 して をる 頃、 

早く 己に 此論 を唱 へて ゐた 專實 は、 當時 同じく 坂 田九郞 右衛門 を師 とした 江 藤 正 澄に も、 鮮 かな 記 臆が ありました。 

坂 田九郞 右衛門 は、 前に も 聊か 述べた 通り、 元來 一種の 國學 者で、 國史 國體を 知って をる 人であった ので、 及 門の 子 

弟 共に 朝廷 尊崇の 志 は 頗る 篤く、 江 藤の 如き も、 當時 『山 彥』 とか 『學 びの 礎』 とか 云 ふ 小 著作 をして、 皇窒ゃ 國體に 

關 する 所見 を 述べた やうな ことで、 幕府の 役人が、 本願 寺に 使用した 石の 餘村を 以て、 泉 涌 寺の 御陵の 手 洗 鉢 を 調進し 

たよし を、 羽倉簡 堂が 聞いて 浩 歎した 話 や、 幕府の 諸典醫 は， 思々 に 公 物の 朝鮮人 參を 持ち 歸 つて 私用に 供す る を 例と 

しながら、 朝廷より 此藥を 召された 折、 無い と稱 して 獻上を 怠った 噂な どもあって、 皇室の 武 微を慨 げき 幕府の 專横を 

憤 ふるの 說は、 坂 田の 家で も 毎，々 起り ました。 旁々 國臣も 他の 尋常の 人へ は メッタ に 語られぬ 討幕の 論 を 持 出して 伏 臓 

なく 唱へ たものと 見えます。 併 かしながら 討幕の 論に は、 坂 田の 師弟 も隨分 それ は 驚いて、 過激の 暴論と 認め、 一向 感 

服し なかった さう です。 時勢が 時勢で， 翁 ほ 甚だ 早い から、 それ は 已むを 得 ませぬ でした。 

此" ぬ 江 藤 は 秋 月から 博 多へ 出て 參 つて、 藏本 町に ある 秋 月 藩の 藏 屋敷に 役人 をして をる 品 川 平 藏と云 ふ 人の 家に、 數 

en 滯在 をした 折、 阈臣 は， 江 藤 を 伴 ふて 近所の 大濱 に北條 右門 を訪 ひ， それから 矢 倉 門と 云 ふ 所に、 仙田巿 郞を訪 ひ、 兩 

家 を膜訪 した 席上で も、 同じく 討幕 論を唱 へた さう で、 江 籐は此 時 北條が 「舂曉 月」 と 題す る 歌 を かいて 與 へた 短冊 を 
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晚华 まで も所藏 して をら れ ました。 

北 條は薩 摩の 家赞騷 動に 干與 した 志士の 一人より 起って、 後に は 力 を II 事に 致した こと は 曾て 略 ぼ 述べた 通りで- EI 

ほ との 關 係の 最も 深かった 師友で、 夙に 國臣の 人物 志操 を 推して 筑 前 第一 の 人と 稱し、 他に 紹介した 程の 好 知己でした 

が、 始ょり終まで急激の討|0^論には同^|:!.^をしませぬでした。 文久ニ 年の 夏、 阈臣が 彼の 高名な 回天 三 策と 稱 する 討幕 論 

を 朝廷に 密 奏した 後 も， 北條は 別途の 方 ci: を 取って 公武 合體の 事に 力 を 致し、 慶應の 末、 薩長 人が 聯. 1 口して 討幕の ー擧 

を斷 行した 問 際に も， 猶ほ 久邇せ ：！ や 近衛 公な どの 謀議に 參 し， 此 等の 贵紳 をして 最も 大切の 場合に 方向 を 誤ら しめたと 

云 ふ 嫌疑 を も 蒙りました。 それで 安政 五 年の 顷の時 に 於て、 國 臣の唱 ふる 討幕 論に 感服して 耳を倾 くる 蒈は ありませ 

ぬが、 た VM: ほの 人物 志操 を 深く 稚稱 し、 戊 午の 大獄 將に 起ら むと する 當時、 京都に 於て は、 己の 後 を 追 ふて 來 たの を 

迎 へて 同 し、 薩 摩の 志士に も 紹介して 機密の 第 を 委ね， 次で 月 照 を 送って 薩 摩に 赴かし むる 折 は、 特に 阈 ほ を 樺んで 

主 從の保 謹 を 托しました。 當時國 臣の唱 ふる 議論が、 必す しも 他から 狂暴 危激の 人と して 思 はる- 1 やうな 粗 c おの 說 でも 

なく、 少く とも 皇窒を 懷ふひ 至情、 王事 を 愛 ふるの 熱誠、 深く 人 を 感動す るに 足る もの- あった こと は 自ら 分ります。 

仙 W 市郎 それ は s: 人 扶持 二 石と いふ 微祿の 身分より 出で、 夙に 勤王の 志 を 抱き， 月 照の 入筑 した 當時 は、 ェ藤 北條の 

議に參 して 多少の カを盡 しました。 後に は筑 前を脫 して 諸方 を 奔走し、 國臣 G 斃れた 元 治 元年の 秋、 大阪の 獄中に 死ん 

だ 人です。 その^ 淡 三郞も 國臣の 同志 藤 四 郞に從 ふて 筑前を 出で、 但 馬の 義擧に 加 はり、 事 破れて 長 州に 走り、 兄 is 郎 

よりも 少し n 十く 三 田 尻に 於て 病殁 を， 遂げました。 然ぅして明治の朝に及んで兄^！-共に從五位を！^られました。 此ー 一人に 

+は 接に 國臣の 洗禮を 受けた 敷 どう 歟、 そこまでの 深き こと は 分り！^ ねます が、 やはり 國臣の 傅、 M 系 中の 人と- -思 はる- - 

^跡 は、 特に 著しい ので あ. =N ます。 


萬 延文久 の 後に なって、 漸を追 ふて 筑 前の 藩士の 間より 起った 幾多の 勤王家 は、 同じく 勤王家と は 云っても！： 臣とは 

頗る 立志の 由來を 異にし、 皇室 や 幕府に 對 する 感情 思想の 上に も. 隨分逮 つた 所 も 多かった ので、 闽 臣の 討幕 論 を 聞い 

て 感激す る やうな 人の 乏しかった の は 勿論. 恐く は 國臣が 直接に 討幕 論を談 じた もの は 無かった 歟と思 はれます。 

討 慕 論の 首唱 三 

國臣が 秋 月の 江 藤 正 澄を拉 し、 博 多に 北條 右門 を訪 ひ、 仙 田 市 郞を訪 ふて 討幕 論を唱 へたの は、 何月の こと 歟、 江 藤 

に は 確と した 記憶 はあり ませぬ でした。 併 かし 北條の 大濱に 居った 時 だと e. します から、 孰れに しても 安政 五 年の 六月 

か 七月、" の やうに 見えます 。此頃 北 條は博 多の 醫原三 信の 世話に 依って、 近在の 中 村 を 去り 大濱に 移りました。 それ 

は薩 摩の 5t 主 島 津齊彬 公が、 來る秋 を 期し、 江戶參 親の 途次、 京都に 入り 朝 旨 を 請 ふて 幕府の 改革 を 促し. 公武 合 體：. K 

下 一致の 實 を擧げ むと せらる、 企 園の 成熟した こと を、 西鄕が 公の 命 を^け て筑 前に 來て吿 げたので、 北條も 公の 意 を 

體し、 京都に 出て、 カを國 事に 致さう と 思 立ち、 留守中の 都合から して、 博 多へ 移った のでした。 

堂々 たる 討幕 論の 首唱者 國臣 が、 ェ藤左 門より 一 頭の 瘦馬を 貰 ひ、 喜んで 連れ 歸 へり， 地 行の 濱に繁 いだ 迄 は 先づ可 

かったです が、 自ら 謂 ふ 所の 親の 臑かぢ りの 境遇、 その 飼料 を 得る に 困って は、 家人の 苦情 を 畏れ、 密に麥 を 取り出さ 

うとし、 不運に して 妹に 認められ， 然 かも 妹の 憐みを 受け、 耩に 見逃がされ たと 云 ふ 滑稽の 話 を 留めた の も、 蓋し 此 IS 

のこと であります。 

西鄕は 安政の 初より 江戶に 出て 齊彬 公の 鑑拔 する 所と なって 眷遇を 蒙り、 此頃は 力 を 幕府の 改革に 盡し、 專ら將 軍の 

A 一 


o 一 

^子迎 立の I^J に關 係して をり ました。 然るに、 家 茂 公紀 州より 西 城に 入り、 井伊 大老 政權を 握り、 幕府の 事情 全く】 變 

したので、 斯 かる 形勢 を 報告し、 親しく 齊彬 公の 旨 を 請 はむ が爲 め、 急行して 六月の 七日 藩に 歸 へり 着き、 公から 極めて 

重大の 機密 を授 げられ、 また 直に 藩 を 出て， 公の 手書 を 齎らして 先づ筑 前に 來り、 二十 五日 を 以て 藩主 黑田 長溥 公に 謁 

しました。 伊達宗城 公の 傅 記 資料 藍 山 公 遣 事に 見 ゆる 長溥 公の 手書に、 『先月 廿 五日、 薩 州より 內用 向に て、 同 方家來 

西 鄕吉兵 衛直書 持參、 直に 對面仕 候處、 書面に 難 レ認儀 同人え 含 一 々承 候、 薩州 心配 之 件 小生 事 も 申 遣 置 候、 右 は 餘之儀 

に 無 1 之 京都と 江 戶之御 都合、 且又 西 城 之 御 都合に 御座 候』 と ある は 即ち 是で、 西 鄕は此 時 を 以て 北條 及び ェ藤左 門に 

も會 ひ、 密に^ 情 を 語り， 二人 も 京都へ 出て 國 事に 周旋せ むこと を 促し、 斯くて 上國を 指して 去りました。 

されば 當 時に 於て は、 勿論 極めて 機密で、 尋常の 士人 などに は、 容易に 窺 ひ 知られる 事情ではなかった のです けれど 

も、 北 條ェ藤 は 阈臣ゃ 仙 田の やうな 志 篤き ニーの 人へ は、 打明けて 話したら しく、 仙 田 市郞の 記録に は、 西鄕の 入筑し 

た 趣意 を 聊か 述べて をり ます。 

北條は 西鄕の 去った 後 間もなく、 七月 朔日を 以て 博 多 を 出て- 大阪 を經て 京都に 入り、 薩摩 人の 定宿 柳 馬場の 鍵屋 

直 助の 家に 投じ、 两 鄕 伊地知 等と 同じく 居って 國 事の 周旋に 勤め、 就中 內勅を 水 戶の德 川 家 はじめ 志 ある 諸侯に 賜 ふて 

列藩の 勤王 を獎勵 せらる. -策を 講じました。 然うして 書 を ェ藤左 門に 寄せ、 此 間の 事情 を 告げました。 討幕 論の 首唱者 

國 臣はェ 藤から 北條 より 告げて 来た 仔細 を傳へ 聞いて、 時勢の 方に 切迫した こと を 知り， 慨然と して 意 を 決し、 氏名 を 

變 して 都 甲榍 彥と稱 し、 密に 藩を脫 出して 北 條の後 を 追 ひ、 京都 を 指して 上りました。 

國臣の 京都に 入った の は、 幕府の 老中 間 部下 總 守が、 井伊 大老の 旨 を 受けて 上洛せ むとし、 戊 午の 大獄 やがて 起ら う 

とする 風聞 も 行 はれ、 物情 騷然 人心 恂. 5< たる 時で， 入京の 始は 北條の 居所が 分らなくて 頗る 困った 校 様です が、 幸に し 


て 都合 好く 尋ね 當 つて 同宿し、 こ.. -に 始めて 西 鄕ゃ吉 井 幸 助 (後の 伯爵 友實) 伊地知 龍 右衛門 (後の 伯爵 正 治) 有 村 俊 

齋 (後の 子爵 海 江 田 信義) の やうな 薩 摩の 重立った 志士と も 柑識る を 得ました。 

それから 時に 宿 を 出で- -は、 梁 川 星 巖梅田 源 次 郞賴三 樹八郞 小 林 民 部 權大輔 など を訪 ひ、 議論 を 聞き 意見 を 述べ まし 

た。 長野芳 齋は國 臣が此 等に 會 ふた 時の こと を稱 し、 『義擧 の 意 を論說 せし に、 皆 その 志を感 賞す』 と 言 ふて をら れま 

す。 唯單に 義擧の 意を稱 する のみで は、 その 論說の 內容は 分り ませぬ が、 篛擧の 語 は、 當時 即ち 文久元 治の 頃 以後の 文 

書に 數ば 見る 所の 語で、 頗る 勁烈の 意が あって、 多く は擧 兵の 義を 含ん ゐ ます。 これ は ャハリ 討幕の 論を唱 へたと する 

の は、 或は 穩當 の解釋 で， 皆 その 志を感 賞す と 云 ふの も、 盖し 尋常 一 様の 勤王の 志を感 賞した のでない かと 思 ひます。 

顧 ふに、 國臣 が田舍 なまりの 吃々 たる 辯 を 以て 滿 腹の 心血 を 披瀝し、 慨然 また 慨然と して 談 じて 討幕の 論に 到る 時 

は、 名 を 天下に 知られた 第 一 流の 志士 も， 恐らく は 危坐 襟 を 正う して 傾聽 したで ありませ う。 

立志の 徑路ー  • 

國臣の 家系、 父母の 素 生、 幼時の 情況、 それから 一 士 家の 侍 意と なり、 普請 方の 小吏と なり、 無職 無綠の 浪人と なり、 

武家 故實の 研究者と なり、 朝廷の 尊崇 者と なり、 討幕 論の 首唱者と なる に 至った 三十 一 歳までの 閲 歷行實 は、 己に 略ば 

述べ 終 はりました。 

著者 は 今 始めて 國臣が 天下の 志士と して 諸方 を 奔走し、 國の爲 め 君の 爲め、 鞠 躬盡瘁 斃れて 後ち 己め る 七 八 年間の 色 

彩 あり 光輝 ある 勤王の 事蹟 を 述べます。 

八 三 
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た ビ江戶 の 大覊府 はさながら 烈しい 夏の 日の 如く、 威權猶 ほ赫灼 として 强 かった 常時に 於て、 一 諸侯の 陪隸 として 西 

國の 田舍に 生れた 微賤の 身 を 以て、 自ら 奮 ふて 勤王の 志 を 立てた 由來、 及び 年月の 加 はると 共に、 愈々 その 志 を 深う し 

た 徑路に 就て は、 說 いて 未だ 盡 くさ， る 所があります から、 此 場合 猶ほ微 しく 言 ふて 置かねば な. ら ぬと 思 ひます， 

^の 人 動もすれば 人物の 起った の を概觀 して、 これ を 時勢の 自ら 生んだ ものに 過ぎない と 串し ます。 併しながら 他の 

一方から 見る と， 人間 各自の 活動す る 現象 は 即ち 時勢で、 觀じ 来れば、 時勢 畢竟 また 人間の 生んだ もの に 外な り ませ 

ぬ。 別けて 多く 勤王の 志士 を 必要と した 文 久元治 乃至 慶應の 時勢 1  から 言 ふなら ば、 天下に 挺 先して 勤王の 志 を 立て、 討 

^^：^！の論を唱へ た國臣のゃぅな人は、 勤王 討幕の 事實を 生じた 時勢の 父と も稱 して 好いで せう。 

それで 國臣は 尊王 斥霸の 感情 漸を追 ふて 國 民の 間に 浸潤した 幕末の 氣 運に 促されて 生れた 人物に は 相 遠ない としまし 

て も、 他の 一方から 見る と、 その 勤王の 志 は 主として 讀齊 講擧の 力に 由來 した もので、 然 かも 大義名分 を 講じたり： 土： 勒 

潤 を 辯 じたり とする 儒學 よりも、 寧ろ 我 阈古來 の 歷史典 例 を 明かに する を 旨と する 闺學を 根底と して をり ます。 

常時 一般の 習俗と して、 儒 敎儒學 は 普通に 行 はれまして、 直接 若く は 間接に 此方の 感化 を K 乂 けたの は當然 で、 これ も 

絶 對に然 うでない と は 言 はれぬ にしても、 要するに、 國臣の 園 學に負 ふ 所 最も 多き は、 举 ふべ からさ 1^ 事實 で、 その！^ 

王の 感情 思想が， 最も 鮮明に して 特色 を， 帝び、 熾烈 燃 ゆる やうな の も、 盖し 是が爲 でありました。 

阈臣 は蘐^ 派の 古舉を 祖述した E 懦 龅井昭 陽の 子暢洲 にも 敎を 受けました。 藩舉修 猷舘の 訓導 正木 昌陽 は、 竹馬の友 

で 近傍に 住んで ゐ たから， その 生徒の 爲に 書を講 する 傍に 座して 聽くを 例と し， 講の終 はるを 待って 疑義 を 討論し、 午 

夜に 及ぶ こと 三年に 涉 つて 猶ほ 怠らなかった と 云 ふ 話も傳 はって ゐ ます。 嘗て 携 へて 薩 摩に 入った 尊壤 英斷錄 や、 蓋 志 

錄の やうな 漢文が， 下手な りに も出來 たの は 不思議 はない としても、 併しながら 國 學ゃ國 文から 見る と、 それ は 較べ も 


Q になり ませぬ。 雨擧は 著名な^ 者 靑柳種 信の 子種 春に も 就いて 敎を 受けました。 就中 最も 補 益を與 へたの は 富 永漸齋 

でした。 それ は 富 永の 骨 を 去った 時， その 恩を觀 念し- 『世の中の 人數 らしく 成ぬ る は 大人の 敎 によりて なりけ り』 と 

言った ので 分ります。 また 萬 葉風の 歌 を 咏んで 一 家 を 成した 藤 田 高 兼に も 道 を 問 ひました。 

阈臣 の故寶 上の 著述 や， 時務に 關 した 論策な ど を點檢 すれば、 その 粗 ほ我國 の歷史 典 例に 通じ、 また 一 通り 國文を 善 

くした こと は、 自ら 察せられます。 斯の 如く 師を 求め 敎を請 ふた 事 實を詳 かにす ると、 それ は當然 熾烈な 勤王の 志も此 

間より 養ひ來 つたの は 勿論の ことです。 

猶ほ 更に 遡って 深く 由来 を 究めます と、 國臣の 憤 を 發し志 を 立てた 最初が、 寧ろ 却て 通俗 平易の 物語の 上に 痕跡の び 

する の を 認めら る X の は、 頗る 與 味の 多い 事實 であります。 

立志の 徑路 二 

門閥 を 以て 出世 を 遮ぎ り、 階級 を 以て 立身 を 限った の は 封建 社會 一般 通有の 習俗で- 國臣の 生れた やうな 微賤の 家庭 

の 子弟 は然 まで 學 問の 講習 を 必要と して をらぬ 時勢に 於て、 隨臣も 幼少の-ぬ は *  ？ 晩に 行々 小役人と なる 资格 を充 たす だ 

けの 讀喾 や、 S. 算の 稽古の 外、 幾ん ど 全く 舉 問の 講習に 力 を 致す の機會 はあり ませぬ でした。 それに も拘 はらす 自ら 好 

んで擧 を 講じ 霄を讀 みました。 

弘化ニ 年 十八 歳の 冬、 江戶 から 小 田 部 正 之 助に 寄せた 書牘 のうちに、 職務の 忙 がしい 爲め、 日々 货 本屋の 持って 來る 

雜 書を惜 りて 讀 むことの 叶 はぬ の を、 深く 遣憾 とする 衷情 を吿 げたの は、 その反面に は、 閑暇 さへ 得れば、 絶えす 惜り 

八 五 


八 六 

て 讚んだ こと を 示して ゐ ます。 少 くと も讀書 癖に 富んだ 小役人であった こと を 示して ゐ ます。 然うして 此 時分より 狂歌 

の やうな もの を ねく つた 模様 を 見る と、 天性 文 藝の道 を 嗜好した 平素の 風 も 自ら 知れまして、 此 等の 性癖が 動機と な 

つて、 國臣 をして 追々 擧を 講じ 書 を讀 むの 人と ならしめ たの は、 多く 奇 とする に 足らぬ わけであります。 

それから 當時 普通に 行 はれた 儒攀 よりも、 多く 國擧を 講じた の は、 富 永 漸齋の やうな 人物の 鄕黨に 居って 誘導した 故 

でも ありませ う。 青柳 種 信 は 己に 故人で したが、 元來 近所の 鳥 飼に 住んだ 同じ 階級より 起った 擧 者でした から、 此 等の 

先 載の 遺した 感化 を 蒙った の も尠く はなから うと 思 ひます。 一 一十三 四 歳の 頃、 宗像 郡の 大嶋に 於て 職務の 餘暇を 偷んで 

靑 柳の 防人 日記 を手寫 した ことな ど は、 自ら 此 問の 消息が 分ります。 また 當時 北條 右門と 日夕 古學詞 文を談 じたと 云 ふ 

ので も、 大概の 模樣は 知れます。 旁々 國臣の 皇室 を崇び 朝廷 を 重ん する 感情 思想、 先づ第 一 に斯 かる 講學讀 書の 問より 

生じた の は， 己に 述べた 通で、 その 勤王の 志の 最初 を 以て、 太平 記を讀 むに 起った と 云 ふ傳說 も、 蓋し 或は 事實 であら 

うと 思 ひます。  - 

國臣が 篛經袴 を 着け 古式の 太刀 を 佩き 或は 烏帽子 直 靈を两 ひたの は、 王朝 時代の 歷史 故實を 研究し、 後コ 一 年頃の 俗 

が 最も 我心 を 得た からで、 摸倣した 服装 は 直に 古の 武士たら むこと を 期した 意氣 精神の 發 現した ものでした。 近世の 國 

民が 漫に 時勢の 流行 を 追 ひ、 競 ふて 元 綠 模様 を 好み 桃 山 式の 風物 を尙 ぶのと， は、 頗る 事情 を 異にします。 自ら 深い 意義 

も あれば、 强ぃ 主張 も ありました。 お 太刀 組と 稱 せられた 同志の 連中が、 各自ら 太郞 とか 次郞 とか 四郞 とか 名乘 つたの 

も、 じく 古武士. V 慕 ふの 情より 起り ました。 太平 記 を 讀んで 南朝の 武士の 忠烈 を感 賞し、 その 事蹟に 見て 自ら 勤王の 

志 を 立てた と 云 ふの も、 或は 事實 であり ませう。 國學の 講習から 皇窒 を崇び 朝廷 を 重ん する 感情 思想 を 深う した 人 は、 

最初に 於て 勿論 然 うでなければ なり ませぬ。 


嘉永 安政 このかた、 前後 相次いで 出て た 幾多. け 勤王の 志士のう ちで も、 國臣 0 立志 は斯 かる 由來を もった もので、 西 

國の E 舍の 微賤より 起った 志士と して は、 割合に 根底 も 深く 自然の 徑路も ありました。 

國臣の 勤王の 志が、 時勢の 推移と 相伴 ふて、 愈々 熾烈と なり、 愈々鮮明とな^^、 斯くて 討幕 論の 首唱者と なり、 激 

勤王 黨の 大立者と なった わけ も、 自ら 領會 せられます。 

安政 五 年の 時勢 

安政 五 年の 秋 八月、 國臣は 時勢の 方に 急なる を 知り、 慨然と して 弓馬 故 實の閑 研究 を擲 ち、 單身敏 に 仗り、 上 國を指 

して 走りました。 

此 間の 事情 を說 かう とすれば、 先づ微 しく 當 時の 形勢 を 明かに した 後でなければ なり ませぬ 0 

嘉永六 年の 夏、 アメリカの 水師 提督 ペルリの 來航 してより、 他の 諸 外國の 軍艦 も、 前後 相次いで 來航 し、 頻に 通商 互 

市 を 迫る ので、 和戰の 論、 開 鎖の 議、 紛々 擾々 として 起り、 天下の 人 は 二百 餘 年の 泰平の 夢を覺 まし、 憂國の 志士 は、 

齊 しく 手 を 額に して、 幕政の 一 大 改革 を 望む の 時勢と なりました。 

此頃 幕政 改革の 適任者と して、 世間の 人の 渴仰 したの は、 賢明の 名 夙に 著 はれた 水戶の 老君烈 公齊昭 で、 藤 田戶田 Q 

兩臣、 その 傍に あって 專ら 輔弼して ゐ ました。 尾 張の 德川 慶恕 公、 越 前の 松 平舂岳 公、 土 佐の 山 內容堂 公、 伊豫の 伊達 

宗城 公、 筑 前の 黑 田長溥 公、 薩 摩の 島 津齊彬 公な ど、 志を國 事に 存 する 諸侯 は、 孰れ も烈公 をして 幕府の 柩 機に 與 らし 

め、 また 公の 實子 一 橋 慶喜卿 を 推して 家定將 軍の 世子と し、 幕政の 改革 を實 行して 時局の 急 を 救 ひたいと 云 ふ考を 抱か 
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れ ました。 就中 島 齊彬 公と 松 平^ 岳と は、 此念 最も 殷 にして 深く 力 を 世子の 問題に 致され ま— た。 

齊彬公 は 外様の 雲で はありました が、 四 ナ建の 時まで、 藝が出來な^ 江戶の嚣に居ら る、, tf 

宗謹藩 i 侯 や、 旅 下の 士大 夫に 交られ、 德川 氏の 休 さ 情 別けて 切な 人で、 當時 f 籠の f サ ふた ほ は 

の 老中 阿部 寡 守と は 世子たり し 時分よ "謹， 親しく、 やが S 女 |を納 れて 震將， 麵所 とし、 Is 

係 さへ 出來た i ことで、 德川 氏の 爲に 賢明 年長の 世子 を 得る 慕 一 の必耍 とせられ、 -in^.  I 

卯 を迎 ふきとに 勉 めら れ ました けれども、 音に 聞へ た 千代 田 城の 大奥に は、 種. S 事 I あって まざ 行 はさせ ぬ。 

そのうちに 就 封お となった ので、 無二の 信 f まれた 證厘 をして 事 S らしめ、 安政 四 年の gf 以て I 

せられました。  J 

西鄕 が春 岳 公 ii 本 左 內.， I して 盛に i をした の は、 i きとで、 一時 S 喜 卿迎立 s、  0i<f 

はれむ としまし たが、 f 老中 阿部 伊勢 守 病みて 殁 し- 幕府の 內情 著しく 變 じたので 形勢 は 段々 ことなりました。 そ 

老中 堀 m 備中 守が 通商 條 約の 勅許 I ふが 爲め 上洛した 0 を 好機 f し、 层.. If の S 

所より 養父 近 ff に？ らず II びて 先づ 京都に 人 I した。 S 照 や 近 II 女 村 岡と I つたの も、 

力 始めで、 次いで 橋 本 左內も 入京し 來り、 同心 協力して 事 を 謀りました。 

光 § このかた 水 戶の德 川 家が、 重の 囊 きこと は、 夙に 朝廷の 謹 せらず 所で、 別けて 藝 卿の t は；, 栖リ 

の 女王と いふ I もあって、 旁え 稳に 於て は、 幕府の 內廷と 消息 相 通す る關白 九條尙 |¥ゥ な少數 の大ほ 公郎 

の 外 は、 幾ん ど 滿廷 一致の ありさま を 以て 慶喜卿 を 世子 参る せらた、 同時に 通商 條， 守 は 了 ませぬ 

でした。 きで 始は 世子の 問題に ず 重き皇 いて ゐ なかった 堀 田備中 守な ども、 nsnt 


の議を 助けて 力 を 致し、 此 間に 通商 條約 締結の 勅許 を 得む こと を 期して、 一 先づ江 戶に歸 りました。 

然 うする と、 千代 田 城の 大奥で は、 慶喜卿 入城の 議頓に 勢力 を や： じ、 察 或は 行 はれむ とする 校 様 ある を U- て、 痛た く 

驚き 騒 はぎ、 侍女 近臣の gr 頻に 之を妨 ぐるの 謀議 をめ ぐらし、 種々 の妄 說を爲 して、 家 定將 軍の 意 2 心 を 動かし、 四月 

二十四日に は、 井伊 掃 部 頭直弼 出で. - 大老 職と なり、 老中 堀 田備中 守の 上席 を 占め、 慶喜 卿の 入城 は、 全く 絶. 望と 爲っ 

たので、 此時 江戸に 居られた 春 岳 公 はじめ、 麼恕公 容堂公 宗城公 は、 猶ほ 彼是と 力 を くされました けれども、 大勢 已 

に定 つて 復た 動き ませぬ でした。 

それから 井伊 大老 は 第 一 に 先 づ慶喜 卿 入城の 議を贊 助した 幕末の 名士 川路ん 衞門尉 や 土 岐丹波 守な ど を 排斥し， 老中 

堀 田 備中守 を も 疎外し、 追 々強硬 尊 斷の政 を 行 はむ とする 景色： i 然として 現 はれて 來 たので、 西鄕は 1 たび 藩に 就て 喪 

彬 公の 旨 を 請 はむ と 欲し、 舂岳 公の 直 書を窗 らし、 五月 十七 日 江 戶を發 して 歸 りました。 

これ は 國臣が 猶ほ阪 田九郞 右衛門の 門に 居って、 一 1 岡 秋 月の 間 を來往 し、 密に 討幕の 論を唱 へたと 云 ふ 時で ありま 

した。  . 

安政 五 年の 時勢 二 

水戶の 德川烈 公が、 安政 二 年 冬の 大地震に 兩 w の 好 輔弼 を 喪 はれ， 旁. -聲望 漸く 衰 へた 後に 於て、 尊王 愛 園の 志 を 抱 

ける 諸侯 士大 夫の 重 望 を 負 ふた 人 は、 盖し島 津齊彬 公で ありました。 

齊彬 公は始 より 熱心に 歐 米の 文物 制度 を崇尙 した 開國 論者の 一人で、 內 外の 事情に 通ぜ ざる 京都の 公卿 や、 天下の 志 
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士が、 漫に 攘夷 鎖 港の 說を唱 ふる を 深く 不可と し、 通商 條 約の 締結の 如き は、 全く 幕府の 措置 を 以て 至當 とせられ まし 

たが、 世子の 時分から、 尊王の 情 極めて 篤く、 夙に 朝廷 を 重んぜられ たので、 去年の 夏は歸 阔の途 すがら、 伏： の驛ょ 

り 微行し、 雨中に 跪 坐して 禁 闕を拜 せられ、 それから 近衛 家に 於て、 三 條前內 大臣 實萬中 山中 納言忠 能の 兩公 など、 孝 

明 天皇の 知遇 を 蒙り 機密に 與ら る- -人々 と會談 し、 天皇の 思 召 を 承 はられた 次第 もあって、 愈 > ^勤王の 志 を^う せら 

れ、 一 朝專 あらむ 時の 準備に もとて、 密に洛 東 岡 崎の 邊を 卜し、 廣き 屋敷の 買 入 方 を 家臣に 命ぜられ、 斯くて 歸國の 後 

は、 新式の 軍備 を 整へ、 自ら 督 して 武を 講じ 兵 を 練り、 さながら 敵國 外患の 間近う 迫った やうな 勢でした。 

西鄕の 江戸より 歸 へり 着いて、 井伊 大老 新に 出で- - 幕政 を 執り、 形勢 甚だ 險惡 となった 事情 を吿 ゆた の は、 恰も 此時 

でした。 

齊彬 公は當 時の 將 軍の 外戚で、 終始 德川 氏の 爲に忠 實の心 を 抱き 公武 合 體の見 を 守った 人です から、 世の 史家の 往々 

誤り 傳へ て 言 ふやうな 討幕の 何と 云 ふ 志を發 せられた わけ は、 勿論 それ は 無かった のです が、 併 かしながら 天下の 公論 

を 無み し 朝廷の 趣旨 を 蔑に し、 幼 主 を 挾んで 妄斷專 横の 政 を 行 ふが 如き は、 入ムの 飽くまで も 反抗 せらる- r 所で、 自ら 士 

卒を 率ゐて 京都に 出で、 朝 旨 を 奉じ 實カを 以て 井伊 大老 を 返け、 幕府の 改革 を 行 ひ 尊王の 道 を 立てし め やうと せらる- - 

決意 は、 斷乎 として 此 時に 定 りました。 

西鄕は 六月 七日 を 以て 歸 へり 着きました。 折し も 齊彬公 は 磷の濱 の 別館に 出で、 此日は 恰も 舘 前の 海に 船 を 浮べ 綸を 

垂れて をら れ たので、 歸着 すると 我家へ も 立 寄らす、 旅 中の 装束の ま.^ 參舘 した 西鄕 は、 また 直に 小舟 を馳 せて 海上へ 

參 りました。 公 は 西 鄉の歸 着の こと を 知られる と、 即時に 釣 を やめて 別館に 入り 召 見せられました。 そこで 4、 に 上國の 

形勢 を 報告し、 井伊 大老の 威 榴赫々 として 朝野 を壓 し、 豫 ねて 志の あった 諸侯 士大夫 も、 肅 然として 屛 息し、 手 も ：： 几 も 


出ない 實狀を 述べました。 

齊彬公 は 徐ろに 聞き 了って、 然 らば 如何に か處 して 可から うと 先 づ西鄕 の 所見 を 叩かれました。 西鄕は 江戸の 事情 已 

に斯 くの 如く、 今 は 策 を 施す 餘地 もない ので、 暫く 形勢 を 御覽ぜ られ、 その上 然るべき 機會を 見計ら ひ、 重ねて 謀らる 

る 外、 格別の 名案 も 候 ふま じと 答へ ました。 然 うすと、 公の 意 は 案外で ありました。 公ば 刖に 一 個の 策 を 抱いて をら れ 

ました 0  . 

齊彬公 は 時勢の 將 に變ぜ むと する の を 夙く から 察し、 斯 i る 切迫の 場合の 生す るの も、 豫 ねて 期せられ まして、 江戶 

の 事情の 好きに つけ 惡き につけ、 成算の 胸中に 熟する こと は、 已に久 かった のでした。 そこで 西 鄕の答 ふる よしを 聞か 

れ ると、 頭 を打掉 つて 否と 言 はれ， 余に は 猶ほ此 間に 處 する 策が ある、 悠々 安閑と して 徒に 形勢 を觀 望して をる 時で は 

ない。 自ら 士卒 を 率ゐて 京都に 出で、 禁闕を 守護して 諸侯の 嚮背を 決し、 天下の 大事 を 定めば ならぬ。 此 場合に なって， 

いかで 手を束ねて 井 $i の 爲す所 を傍觀 して をら れ やうと 言って、 斷乎 たる 意 色 を 示されました。 

西鄕は 公が 嘗て 松 平 春 岳 公に 向って、 『私の 家來は 律儀 正直の 武邊 者ば かりで 役に立つ 者 は 無い、 唯西鄕 一 人 は薩摩 

責 重の 寳 である』 と 語られた と 云 ふ 程に、 深く 知遇 を 受け、 君臣 水 魚の 思を爲 した 問 柄で、 平素 熟く 公の 心蔡を 解して 

はゐ ましたが、 さり とても 斯 くまでの 斷乎 たる 決意と 成算との おは さう とは考 へなかった ので、 此時は 驚喜 望外に 出で、 

：&舞 雀躍の 思 をした と 云 ふこと です。 

斯くて 西鄕 は、 来る 秋 を 以て 發駕 せらる- r 齊彬 公に 先 だち、 大阪 京都 を經て 江戶に 入り、 豫め處 せねば ならぬ と 云 ふ 命 

を領 し、 公より 同志の 諸 公に 寄せら る.^ 幾 通の 手書 を 齎らし、 家に 居る こと 緩に 十日 餘り、 また 直に 薩摩を 出で ました < 

途次 福 岡 を 過ぎり、 六月 二十 五日 を 以て 長溥 公に 謁し， また ェ藤左 門と 北條 右門と に會 ふて、 密に iE^ の 由を吿 げたの 
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は 即ち 此 時でした。 

安政 五 年の 時勢 一一 一  . 

此 歳の 五月、 西 鄕が松 平泰岳 公の 直 箐を帶 び、 薩摩を 指して 歸 へり 去った 後、 江戶の 事情 は 愈. - 全く 變じ、 時勢 は クト る 

轉 直下し ました。 

e. 是乙非 久しく 議論 紛々 であった アメリカとの 通商 條約 は勒 許の ない ま. -に 締結せられ まして、 六月 一 一十一 一日 を 以て 發 

表せられました。 當時 多少の 思慮 を もった 人 は、 條約 締結の 巳む を 得ざる わけ は、 概ね 認めて ゐ ました けれども、 it 府 

は 猶ほ勒 許 を 蒙る の 手 續 を 十分に 盡 くさないで、 擅に 之を處 置して 了った 所から、 飽くまで も 公武 合體 天 下 一 致の 實を 

舉 げて對 外の！： 是を 定め やうと した 諸侯 士大 夫の 憤激 甚だしく、  二十四日に は、 水 戶の烈 公、 尾 張の 麼恕 公、 それから 

越 前の 卷岳 公な ど、 齊 しく 千代 田の 城 中に 井伊 大老 を 見て 幕末の 歷史に 著名な 大 抗議 を 申立 てられ ましたが、 後の祭で 

何の 訟も ありませ ぬでした。 戊 午の 大獄の 主任者と して、 これ も 幕末の 歷史に 著名な 間 部下 總守 は此 H 新に 出で. < 老中 

となり、 翌 二十 五日に は、 家 茂 公紀 州より 入って 將 軍の 儲貳と なられて、 長い間の 驟 案であった 世子 問題 は、 こ i に始 

めて 解決 を 吿げ、 li いて 七月 五日に は、 家定將 軍の 薨去と なり， 家 茂 公 は 十三 歳の 幼 主 を 以て 德川第 十四 代の 將 軍職 を 

^がれ、 井^ 大老の 烕權獨 り赫灼 として 天下 を壓 する の 時勢と なりました。 

京都の 朝廷で は、 勒許を 待たないで 擅に 條約を 締結し、 剩 さへ 粗略な 宿 次 奉書の 手 績 を 以て 奏聞 を 遂げた 無禮 を、 孝 

明 天皇 深 逆鱗 ましたの は 申す まで も ありせ ぬ。 滿廷の 公卿、 民間の 志士、 いづれ も 憤激 甚だしく，、. やがて 厳重の 勅命 


を 以て、 宗 室の 三 家 か 井伊 大老の 中 一人、 いそぎ 上洛すべき よしの 沙汰 を 仰せ 下されました。 

然 うする と、 幕府で は斯、 る 御 をば、 烈公ゃ 慶恕公 や 春 岳 公な どが、 消息 密に相 通じて 起った ものと 疑 ひまして 

家定將 軍の 薨去 せられた 當日、 命を傳 へて 烈公を 駒 込の 別邸に 幽屏 し、 慶恕 公と 卷岳 公と を 隱 居せ しめ、 一橋 慶喜 卿と 

水 11 の 當主慶 i お 公との 登城 を 差 止め、 此他 幾多の s 罸を， t ひ、 斷 然とした 强 硬の 處置を 取り、 飽くまで も 朝野の 異論 を 

鎭壓 せむ とする 景色 を 示しました。  . 

筑，； 叫 を 過ぎって 東上した 西鄕 は、 七月の 七：！ T 大阪に 着いて 暫く 足を留 むる 間に、 井伊 大老 愈.^ 示 {li- 親 藩り 諸侯の！！ 

分 を 行 ひ、 猶ほ 志士 を も 捕縛せ むとし， 巳れ も 被 嫌疑者の 一 人で ある 事情 を 始めて 知った ので， 當時 大阪の 藩邸に 勤め 

て ゐた吉 井 幸 助 を 伴 ひ、 伏 見に 於て 江戶 から 上って 來た 伊地知 龍 右衛門に 會ひ、 十四日 三人 打 連れて 京都へ 入り、 先づ 

三本 木に 梁 川 星 厳の 家を訪 ふと、 頼 三 樹八郞 と 長 州の 大樂 源太郞 とが 參り 合せて ゐ ました。 厘 巖は 深く 西鄕 等の 入京 を 

喜び、 井伊 大老 遠から すして 上洛し、 主上 を 要して 彥 根城に 移し 奉らむ とする 情報 を 得た よしを 吿げ、 主上 固より 好ま 

せ 給 はぬ こと だから、 西國へ 遷幸 あるべき 歟、 將た 一 先づ吉 野へ 赴かせら る V 歟、 我々 今方に 評議の 最中 だと 申して、 

それ かに 諸共に 井伊 大老の 上洛 を迎 へて 處す るの 密議 を 凝し ました、 星巌は 夙に 聞え た 日本 第一流の 詩人で、 闽臣の 生 

れる七 年 前、 漫遊して 筑 前に 入った 折 は、 同行した 細君 紅 蘭 女史が 年若くて 着物が 華美で、 藝妓か 女郎の やう だと 云 ふ 

ので、 岡臣の 近所に 住んで ゐた西 海の 儒宗 から 冷笑 せられた 人です が、 長生の 詮 があって 老いて^ 德 節操 愈. - 高く、 此 

は 七十 歳の 頹齡を 以て 勤王 黨の 牛耳 を 握り、 頼 だの 梅 田 だのと いふ 志士 は、 星巖を 中心として 運動して ゐ ました。 

井伊 大老 上洛の 情報 は、 老中 間 部下 總守. の 上洛す る 間違で したが、 當時は 斯\ る 風說頻 に 行 はれ、 孝 明 天皇 を 他へ 移 

し 奉る の があった ので、 京都に 集って をる 志士 は 期 X る 心配 をした のでした。 西 鄕は星 巖の說 を 聞いて、 暫く 江戶 に 
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行く の を 見合 はせ、 こ に 井が 大老と 齊彬 公との 上洛 を 待つ ことにして、 錦 小路 上る 柳 馬場の 定宿 鍵 屋^ 助の 家に 足 を 

留めました。 

^地 知 龍 右衛門 や 有 馬 新 七 や 吉井幸 助、 それから 有 村 俊 11 北 < 條右 門な どの 連中が、 前後して 寄り 集った の も 同じく 鍵 

屋で， 隨 臣も筑 前が 出て 來 ると、 北條の 紹介 を 以て 此 家に 投 したので ありました。 

攀 

安政 五 年 秋の 上洛 

阪 m 九郞右 衞！： が 自ら！： 臣 から 聞いた 說 によると、 此 歳の 八月、 國臣の 筑前を 出て.^ 上洛した わけ は， 前に も微 しく 

述べた 通り、 そのころ 同志 相 謀って 七隈 原の 菊 池 寂 阿の 墓に 碑 を 立つ るの 企が あって、 誌銘 は老懦 井上 鋸溪の 乎に 成つ 

てゐ ましたが、 菊 池 氏 四 世の 忠節 は 楠 氏と S- 乙な く、 大楠 公と 寂 阿と は 東西 相對 する 人物 だから、 七隈 原の 方 も 撰 文 を 

水戶 の光簡 公に 遜らぬ やうな 名門に 輟むを 必要と する、 それ は 京都の 御攝 家の 一 人に 請 ふが ましい と 云 ふ 評議と なり ま 

した。 併し 他人 を 介して 頼んで ゐて は埒が あかぬ、 誰れ か 一人 上洛す る 方が 早道 だと 云 ふ 話 合 をして、 國臣は 幸に ra 敬 

の 身で 係累 もない 所から して、 自ら 引受けて 上洛す る ことに 極り まして、 その 由を阪 田に 語りました。 

阪田は 法 を 犯して 密に 出る のは惡 い、 伊勢 參宮の 名義で 藩の 許 を 得て 行く 方が 可から うと 勸 めます と. • 阈臣は 師の說 

尤 だと 納得して 歸 りました けれども、 如何い ふわけ であった 歟、 藩に は吿げ ないで 飛び出して 了 ひました。 

國臣は 京都へ 出て」 北 條に逢 ひ、 堂上 方へ 碑文の 執筆 を 請 ふ 相談 をす ると、 それ は 月 照が 近衛 家の 護持 I- で 常に 出入 を 

する から、 月 照 を賴む 方が 好から うと 云って 紹介して 吳れ たので、 淸水 寺を訪 ふて 頼みました。 此時 北條は 今や 期う し 


たき 勢で ある、 死ん 5^ 昔の 勤王 を 慕 ふて 志 を 致す よりも， 寧ろ 自ら 活 きた 勤王 を 謀る が 宜しい と 申して、 力 を 目前の 十； ij- 

に m ひて 今上天皇に 忠節 を盡す やうに と勸 めました。 國臣も 成程 いかにも 然 うだと 云って、 碑文の ことな ど は 拋ち棄 て 

是 から 始めて 實 際の 勤王 運動に 勤勞 する 人となりました。  . 

これ は總 ベて 阪 田の 說 です が、 阈臣 から 自ら 直接に 聞いた 話 だとしても、 數十 年の 後に 思 出して 言 ふ 所です から、 窜 

資に 多少の 間遠 はあります。 碑文 を縉紳 家に 請 ふ を 第一 の 目的と して 上洛した と 云 ふ も、 國臣の 表. g 上の 話の み を 聞い 

た 皮相の 觀 察で、 實 際の 眞相を 突って をり ませぬ。 これ は 長 野 芳齋の 『安政 五 ハホ滚 夷の 勅書 を 水 戶中納 霄齊昭 卿に 脇 ふ 

と 聞き， 國臣 欣然と して 志を遂 るの 時 至れり と、 都 甲 榍彥と 改め、 遊舉に 託して 1: を 出づ』 と 記された のが、 寧ろ 要領 

をお 守て ゐ ます。 北條 右門の 說は、 自ら 關 係した こと を 自ら 述べた 一ので すから、 最も 事實を 悉くして をり ます。 それ は！ i 

S は北條 が西鄕 と共に 京都に 於て 國事を 周旋す る を 聞いて、 潜に 藩 を し 京都に 出て k 北條の 逆旅に 寓居し、 筑前 侯に 

具申せ ねばならぬ 機密の 箏 があって、 北 條ゃ海 江 田 信義 伊地知 正 治な どの 委託 を 受け、 九月の 初 句に 京都 を 立って 歸っ 

たと 云 ふので す。 

國臣が 當時ェ 藤 北條と 深交した 模様 や、 後に 月 照と 同行して 薩 摩に 人った 情況 を考へ ると、 北 條の說 は 最も 眞 相.^」 悉 

くした もので、 傍 證も歷 々としてあります。 ェ藤左 門より 內勅を 水 戶の德 川 家に 賜 ふた 秘消^ て 聞き， 北 條の後 を 追 ふ 

て 京都へ 出た の も、 北條 等より 機密の 事 を 託せられて 京都 を 去った の も、 全く 事實 でした。 當時 國臣は 表面上 は 菊 池 寂 

阿の 碑文 を縉紳 家に 請 ふと か， 遊 擧の爲 だと か 云 ふ 名義 を 用 ひた ものと 思 はれます。  、 

た^ 京都で は、 梁 川 星 巖に菊 池 氏の 事 を 語り、 紀 州に 菊 池 氏の 苗裔と 稱 する 聂 家の 存 する 話 を 聞きた る こ ともあれ 

ば、 七隈 原の 墓に 緣 故の 存 する 鄕國の 菊 池九郞 右衛門に 書 を 寄せ、 寂 阿の 墓 は 七隈原 馬場 頭の 孰れ か 真歟、 京都で もお 
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1^ する 近なければ、 祌魄 によって 決せられ たいと 吿げ たこと も あるし、 また 筑前を 出る 時、 菊 池 氏の 子孫と 稱 する 械武 

平 や 菊 池 九 郞右衞 門、 大宰， M の 和 魂 漢ネの 碑の 建設に 最も 盡 力した 楠屋宗 五郎 等が、 各々 多少の 資を 贈って 路用 を 助け 

た 痕跡 も殘 つて ゐ ます。 或は 碑文 を紳縉 家に 請 ふ 趣意 を も 幾ね て 上洛した ので、 滞在の 間 多少 は カを此 に. 4 致した の 

であり ませう。 

闽 臣は此 時の 上洛の こと を 自ら 藎志錄 に 記し、 若 狹の醫 生 松 井な にがしの 家に 寓 すと 稱 して ゐ ますが、 これ は闹 ほの 

勘逮 ひで、 その 松 井な にがしの 家に 寓 したの は此 歳の 冬、 月 照の 滅後 ふた X び 上洛した 折の ことでした。 それに は 種々 

の微憑 もあります。 

此時 始めて 京都に 着いた 砌は、 北 條の旅 宿の 所在 を 失 ふて 頗る 困り ましたが、 日頃 史書 を 好む 人 だから、 書店に ハ.： て 

搜 がし 求めたら 分る だら うと E わって、 處々 を 尋ね 廻 はると、 m 水して 北 條の旅 宿 も 知れて 出逢 ひまして、 鍵 屋^ 助の 家に 

同宿した と 云 ふこと です。 

その 北倏の 紹介 を 以て 月 照 を淸水 寺に 訪 ふたと 云 ふ 話 は、 阪 田の 記憶の 誤で 1$ 資と 齟齬して ゐ ます。 北 條が古 勤王 今 

勤王の 說を爲 して 阈臣 を激勵 したの は， 阪 田の 言 ふ 所 も 明確です から、 これ は問途 ではなから うと 思 ひます。 闽 の 勤 

王の 閱感 のうちで も、 頗る 注意 を價 する 事資 とせねば なり ませぬ。 

著者が 嘗て 北條を 評して、 國臣の 師友の 一人と 稱 したの は、 主として 此 問の 關 係に 於て 見る 所が ある 故でした。 

滯 在中の 動靜 一 


國臣が 足 を 京都に 留めた 間の 動靜 は、 今 善く 分って ゐ ませぬ が， 多少の 情況 は 窺 ひ 知られます。 

田舍 から 出て 來 たま. -の 新參の 志士で、 名 を 天 下に 馳 せた 文久顷 の國臣 とは逮 ふので、 當 時まで は 成，」 勤王の 運^ を 

すると 云 ふ 程の こみ は、 無かった でせ うけれ ども、 伊地知 有 村 等の 薩摩 人より、 メッタ な 人に は 洩らされぬ 機密の を 

委託 せられて 京 郁 を 去った 模様 を 見る と、 此 等の 志士から 相應の 信賴を 受け、 自然 勤王 運動の 內情 を與り 聞いた の は 勿 

論で、 それ はえ 條の 紹介の 力の 多かった としても、 國臣の 人物と 志操と は、 當時 早く 已に II 識 せられた こと を 示して ゐ 

ま す 

その 北條と 同宿した 鏠屋に は、 西鄕 伊地知 有 村な ども 居って、 lg えす 精 純 {豕 の 門に 出入し、 他の 志士と も來往 し、 こ 

、を 根據 として 頻に ^を 謀った 所で、 一 の 運動 本部の やうな 様子 もあります から、 1： 臣は を 出ないでも、 當 時の 形勢 

や ^情 は 甚く 知る ことが 出 來た笞 で、 また 梁 川 ゃ賴梅 田の 如き 第一流の 志士と 相 見る の 機會も 多かった わけです。 その 

魏擧の 意 を論說 して 志 を感赏 せられた と 云ぶ の も、 自ら 此 11 より 起った ので ありませ う。 

たに 長 野芳齋 はじめ 幾多の 傳 記者が、 闽 臣の此 時近衞 中山大 原の 諸 公卿に 謁した よしを 記した の は、 確と した 极據も 

ない 說で、 大^ 卿はズ ット官 詩 も 低い 人です が、 それでも 然ぅ云 ふ 痕跡 はあり ませぬ。 これ はャハ リ文久 頃の こと を？，^ 

同じた 話 の やうで， 近衛 公に 謁した と 云 ふな ど は、 全く 問 遠 ふて をり ます。 

橋 本左內 ゃ西鄕 あたり は、 己れ の 身分 は 高くない 藩士で も * 大藩親 藩の 諸侯から、 各々 異數の t "任 を 蒙り、 主人の 意 

思を體 して； g 動して ゐ ました。 別けて 西鄕は 家定將 軍の 御臺 所の 秘齊を 麓ら したり、 齊彬 公の 直 寄 を 持ったり する 人で 

も あれば、 內には 老女 村！； や 月 照の やうな もの も 居って 周旋した のです から、 或は 丁度 二度 は近衞 公に 謂 した かも 分り 

, ^ねましても、 他の 志士に は 斯\ る 例 を 聞き ませぬ。 況して 足輕の 浪人た る 歸臣に 於て は、 到底 7VJ れは 望まれな いこと 
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です。 月 照 は 出家の 身の上、 且つ 密に 鍵屋 にも 來 たのです が、 國 臣と會 見した こと はあり ませぬ。 そのお 識 つたの は， 

月 照の 筑 前に _ ^ちて 參 つた 後、 上座 郡大庭 村の 竹 內五百 都の 家に 於て 逢 ふたの が 始めで しヒ。  ， 

梁 川 や 梅 田 頼の やうな 人 は、 汎く 世に 知られた 名家で、 當時 第一流の 志士 だと は 云 ふても、 元 來帷を 下して 敎授を 業 

とする 窃^ だし、 小 林 部 機々 輔の 如き は、 錯紳 ，\ ぶの 諸 太夫です から、 親しく 接見して 國事を 談じ王 1$ を談す るに 何の 

不に fts も ありませ ぬ。 旁々 これらの 人と 種類 を 同く する 志士に は、 猶ほ 多少 は 相 交 はったら うと S は.^ ましても、 ^考 

する 资 料が 無い ので 何とも され ませぬ。 た,. 此歲の 冬、 ふた、 び 上洛して 近畿の 間 を 徘徊し、 それから 中^へ 下った 

ST 闕臣の 潜行と 蟄伏と を拨 助した 洛外 川嶋 村の 豪農 山 口 薰次郞 及び 中國の 志士 三 宅 定太郞 と 相識った の も、 此 時の 滞 

京 中の ことでした。 

三宅定 太 郞は偷 中 述嶋の 名家で、 國臣 が翌安 政六ギ の舂、 大阪 より 便って 往 つた 折 は、 暫く 己の 刖 宅に 潜ませて 一 方 

ならぬ 庇護 を與 へた 人です。 その 維新の 後國臣 のこと を 書いた 記錄に は、 『余 往昔 梅 田 源 二郞の 家に 在る 時、 始めて 平. 

野次 郞に 對.， M す、 其 時 次 郞は余 を 伴 ひ 己が 旅 宿に 歸ら むと す。 其 故 は 西 鄕吉兵 衞其旅 宿に 在れ. は、 共に 語ら はむ が爲な 

り、 余 其 日 源 ニ郎に 語ら ふべき こと 有て さ りき』 とあります。 

西鄉は 闽臣の 未だ 筑前を 出で ざる 時、 一 たび 京都 を 去りて 江戸に 下り， 八月 二十四日 を 以て 江戶を 去り 晦 ：！： を 以て 歸 

洛 したので すから、 三 宅の 始めて 國 HI1 と對 面した 頃、 鍵屋に 居た とすれば、 恰も 九月の 初に 當 ります" 

九バ 四日に は、 所 司 代 酒 井若狹 守が 老中 部下 總 守に 先 だつ て 着 京し、 着 京 後 四日 目の 八日に 先 づ手を 下して 梅 田 源 

次郞を 捕縛し、 所謂 戊 午の 大獄 こ \ に 始めて 起り ました。 然うして 梁 川星巌 は 急に コ レラ を， おみ、 消 井^ 狭 守の 着 iz ふし 

た當 日.^ • 以て 世 を 去り、 累洩の 辱 を 免れました。 


國臣が 星 巖と相 見た の は、 蔻 し此老 詩人の 世 を 去る 數日 前の ことで， また 梅 m の 捕縛 せらる、 數 S 前に 京都 を 出て お 

前 を 指して 歸 りました、 三 宅 定太郎 の記錄 によると、 國臣と 別れて 梅 W の 家に 留 つた 當日、 梅 W は it^ の 嫌疑 深く、 到 

底羅 致の 避くべからざる な-告げ、 懇に 後事 を 鶴し、 酒 を 置いて 訣別の 意 を 表し、 淺見 安正の 作 だと 云ふ謠 曲に、 楠 公 父 

子の 樱井驛 .2 故^ を 述べた 一節 を 朗吟して 懷慨 しました。  . 

梅 W の 妻 臥 n 病床 1 兒泣レ 凱、 此心偏 欲い 拂ご 戎異 一如 今 死別 兼-生^ 一 只 有 こ 皇天 后 土 知 一の 詩 を 留めて 繁獄の 身と たった は、 

即ち 4 八 頃の 悲劇で、 これ は西鄕 の江戶 より 歸 京した 間際に 當り、 國臣の 梅 田を訪 ひ、 始めて 三 宅と 會 ふたの は、 梅 田の 

捕縳 せらる k 數： n 前の ことでした。 

■ 當時. IBi! は 或は 妻 病み 兒泣 くの 傍に 相對 し、 猶ほ 慨然と して 國 一場 を談じ 王事 を談 じたので ありませ う。 

-  滯京 中の 動靜 二 

所 司 代 酒 井若狹 守が、 浪人 狩の 皮 切と して、 劈頭 第一に 梅 田 源 次郞を 捕縛した 前後、 西鄕 はじめ 同志の 人 は、 頻に尊 

王の 大義 を 解す る 諸 藩 を 聯合し、 朝廷の 擁護、 井 大老. V 却く るの 謀 をめ ぐらし， 前 月 八日 を 以て 水 戶の德 川 家に 賜 

はった 內 勅と 同じ 趣意 を 有力の 諸侯に 仰せ 下さる X 策 を 講じ、 經營 苦心の H 一 取 中でした 3 それで 梅 m の 捕縛 せらる、 ハ叫日 

に、 江戸より 上って 來た有 馬 新 七 は、 越 前 土 佐 備前因 州 宇 和 嶋の諸 藩. 王に g ふ刺齊 を- 举 持し、 梅 田の 捕縛せられ てから 

三日 目 即ち 十日の 夜、 また 江戶の 虎穴 を 指して 先づ發 し、 西 鄕は有 村と 俱に、 翌十 一日の 曉に月 照 を 伴 ふて 京都 を 出で、 

西 郎は伏 見より 引返へ し、 有 村 は 大阪へ 下り、 月 照の 保護 を吉 井に 托して 置いて、 同じく 入京し ました。 
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それから 老中^ 部下 總 守の 愈. - 上洛す るまでの 間、 犬 藩の 臣籍 を もった 志士に は、 幕府の 偵 吏 も 急いで 手 を 下さう と 

する 模様 もない ので、 两鄕は 伊地知 有 村北條 等と 同じく 鍵屋 にあって、 洛中の 形勢 を 窺 ひ密に 述^ を 繼.始 しました。 

前 ni: 八 n を 以て 水戶 の德川 {豕 に 賜 ふた 內 勅と 同じ 趣意 を 有力の 諸侯に 仰せ 下さる こと は、 朝廷と 志士との 問に 成った 

計 霰で、 それぐ の 手 t ぉを經 て、 已に 降下 せられた 所 も ありまし たが、 斯 かる 篾耍の 機密 は、 諸 藩 3 內 部に 志 を 同じく 

する 人が 居って、 內 外力 を戮は せて 謀らぬ ば 到底 それ は 叶 ひませ ぬ。 因 州の 池 田家と 筑 前の 黑 田家と は、 當 時の 諸 藩屮、 

の 最も 望 を li した 所です けれども、 黑 田家 は 内部に 志 を：！^ くし 事を俱 にす る 人がない ので、 勅 f;^ 降下の 込 は、 摘 

ほ 立た すに をり ました。 常時の 志士が 因 州の 池^ 家と 黑 田家と に 多く 望を屬 したの は、 因 州の 池 田家 は 藩主 麼德 公が 水 

户の老 S 君 公の *： 子で、 一 橋慶喜 卿の 胞に當 られる 深い 因緣 からで、 筑前は 藩主の 長溥 公が 島 家の 出で、 齊彬 公と 

極めて 親善の 交 をせられ た 同志の 人 だと 云 ふ 察 情より 起り ました。 齊彬 公の 薨去に 會 ふて 甚だしく 落膽失 -ゅ土 した 薩. 1 人 

が、 長 傅 公 を 擁して 故^ 勤王の 遺志 を 遂げ やうと 企 圖 した 消息 は、 深く 勅 詫 降下の 議に參 した 有 馬 新 七の 都 H 記 を iw^ て 

も 善く 分ります。 

井^ 大老の 樱 ^門 外に 元 を 喪 はれた 後 は、 筑前 でも 勤王の 論を唱 ふる 志士が 起って、 文 久の末 元 治の 顷 に は、 暫時な 

ら 頗る 勢力 を 生じました けれども、 戊 午の 大獄の 前後まで は、 當 時の 勤王 黨と志 を 同う して 力 を^ 梨に 致す 者 は、 幾 

んど 全く 一 人 も ありませ ぬ。 眼前に 國臣 はゐて 志操 は 忠烈 無比で も、 名望の 猶ほ 乏しい 微賤の 足輕の 浪人で は、 期 かる 

重要の 機密 を擔當 して 如何す る こと も出來 ない ので、 鬼 も 角 も 急いで 歸 つて ェ藤左 門と 相談 を 遂げ、 長溥 公の 耳に 入れて 

同志 を 藩 中に も 求め、 何とかして 籼詫奉 受の計 をす るが 室し いと 云 ふ 所から して、 圃臣は 鍵 崖に 居る 薩摩 人の 意 岡 を^ 

し、 急いで 九月の 初に 京都 を 豆って 歸 つたので した。 その 歸 るに 就て は、 猶ほ 別に 一 ッの理 山 も ありました。 


薩 摩の 稅所齊 門院と いふ 護院 派の 修驗僧 は、 代々 島津家 S ら小番 家と いふ 中 士の资 格を與 へられ、 幾た びか 上洛 も 

して、 近衞 家の 舘入を 許されて ゐ たもので すが、 人と 爲り 粗放 簡豪 にして 大言を 好む 人でした。 此歲の 秋 上洛 をして、 

齊彬 公の 遺志 を 奉す ん稱 して 近衛 忠 厶に 謁し、 公が 幕府の 暴 横 を： 愛 へらる \ の 情 甚だ 切なる を 知り、 密に 策を獻 じて 

筑前 はじめ 九州の 諸 藩に 賜ふ忠 gK 厶の敎 書 を 得ました。 鄕 は江戶 より 歸洛 し、 事の 次第 を 聞いて 愕き、 斯 かる 輕 擧は 

却て 大事 を 破る 基-だと 心配 をして、 月 照 を 終て 忠& 穴ム に具狀 し、 賜 はった 敎書 は辭を 設け 取戾 して 返納し、 また 院 

說 いて^ 國 せしめました。 さりながら 普 門院 元來 尋常の 思慮で は 料り 知り 難い 言行 {^ ある 人物 だから、 歸國の 途次 筑 

前 あたりに 立 寄って 如何な ろ 擧動を 爲すゃ も 分らぬ と 云 ふので- 阈 臣は此 間 に處 する 薩摩 人の 意 n を領 し、 旁. - 急いで 

^つたので した。  . 

修驗僧 稅所普 門院の こと は、 海 江 田の 話 はじめ 從來 の傳說 では、 申した 通の 次第で、 普 門院 自ら 齊彬 公の 遺 UHI を 奉す 

と稱 し、 策を忠 g| 公に 獻じ、 筑前 以下の 九州の^ 藩に 賜 ふ 敎書を 得た やうに なって ゐ まして、 普 門院 は 近 衞公を 誑かし 

たと 云ふ說 さへ あります。 シカシ 善く 當 時の 事情 を 究めて 見る と、 水 戶の德 川 家に 賜 ふた 內 勅と 一 同の 趣意 を、 他の 有 

力の 諸侯に 仰せ 下される の は、 幕府の：： お-横に 對抗 する 唯 一 の 措 m はとして、 志士の 專 ら計畫 して 朝廷 を 動かした 所で、 月 

照の 京都 を 落ちて 大阪に 潜んで 居る 時 も、 月 照 自ら 薩 摩へ 下る 途次、 有 村と 同行して 九州の 四 藩に 入說 する が 好から う 

と 云 ふ 內議の 生じた の は、 月 照の 九月 十六 日 を 以て、 大阪 より 西鄕に 贈って 相談 をした 齊 中の 文 言 を て も 分ります。 

されば 是 より 先き、 近衞 公の 稅所普 1： 院を川 ひむ とせられ たの も、 或は 同一 の ！- 情から 起った もので、 必す しも 普 門院 

cn ら策を 獻 じた わけで もな く、 公 を 誑かした と 云 ふやうな 說は、 全 く^ふて 居らう かと 思 ひます。 た、. -普 門院の 一 たび 

賜 はった 敎齊を 返納して、 八 土く 此 is!- に 關係を 絶つ た^を 考へ ると、 國臣の 歸！： の现 由の 一 ッが、 此 に存 すと 云 ふの も、 
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1〇 二 

それ は琪實 でない と は 巾され ぬのであります。 

北条は 『愛に 機密の 件の 筑 侯に 具 中すべき ことの 有る に 際し 北條 伊地知 有 村な どの 附託 を け、 戊 午の 九月 初 句に 福 

岡に れり』 と^^し、 EE 臣 は，： IE ら當 時の 歸國 のこと を 有- 1 急 機 事？ 歸： fe 報 11 公用 人 1 と稱 して ゐ ます。 公 W 人 は 蓋し 藩主 長 

簿 公の 信任 せらる. -近 ほ吉永 源八郞 で、 ェ藤左 門 や 北 條とは 特別の 關係 もあって 交 態 極めて 深密な 人でした。. 當 時の^ 

臣は 自ら 吉 永に 就て、 勒読 降下の やうな 重要の 機密 を 謀られる 間柄で ない ので、 先 づェ藤 左 門に 北條 諸 同志の 意 11 を 

告げて 相談 をしても、 筑 前は浙 かる 勅 誰 を奉受 せらる.^ 形勢で もな く、 又 巳れ は 法 を 犯して 擅に 藩 を はし、 今 は 白日 公 

然として 運動 もせられ ぬ 身分です から、 旁. - また 去って 筑後肥 後の方へ 出掛け、 北 條と海 江 田との 月 照 を 同行して 下つ 

たこと を も 全く 知らないで ゐ ました。 

國 臣の筑 前に 歸り着 S た 時日 は、 確かと 分り 兼、 ねまます が、 九月の 十五 日に は、 ェ藤左 門の 住んで をる 臼 井 を 立って 

筑 後の方へ 參 つて ゐ ますし、 初旬に 京都 を 立った のです から、 その 筑 前に 歸り 着いた の は、 大方. 十日 を 過ぎた 顷 であら 

うと 思 ひます。 

歸國 W 筑 前の 藩狀 

國 臣は 鍵屋ぼ 助の 家に 同宿した 薩摩 人の 意 圖を領 し、 急いで 歸國 しました。 

され ど、 當 時の 筑前は 特に 舉げて 言 ふ 程の 志士 は、 猶ほ 未だ 一人 も 起って をら す、 此藩 では 最も 早く 志 を 立てた と稱 

せらる >t 中 村 太の 藩 を して 江戶に 出た のも翌 安政 六 年の 夏で、 此 頃まで は 國臣の 歸！： を迎へ て 志 を 同じく し 事 を 共 


にす る やうな 人物 は、 幾ん ど 全く ゐ ませぬ し それ は 間もなく 月 照の 落ちて 來た 時の 模様 を兑て も 分ります。 刖 して は 井 

伊 大老 新に 出て 威 權を板 ひ、 幕府の 政を議 する 不所存者 は、 片ッ 端から ビシく 縛り 上ぐ る 時勢と なって、 他國の 山伏 

が參 つて 法螺 を 吹いた からと 云って、 却々 動ぐ やうな 藩 情で はあり ませぬ でした。 

たぐ 藩主 長溥 公の 側に は、 ェ藤 北條と 親密の 交 態の ある 吉永 源八郞 が、 格式 奥 頭取の 職 を 勤め、 特別の 信任 を 蒙って 

ゐ たので、 ェ藤を 經て密 に 進言す る 道が 無い と は 限り ませぬ。 齊彬公 は. 長溥 公の 最も 深く 交 はられた 人で、 その 生前の 

志 は 熟く 知って をら れ たし、 西鄕 にも 去る 夏の 頃 は、 面 謁を與 へて 聞かる.^ 次第 も ありました。 北條も 現に 筑 侯に 具 中 

すべき ことの 有て 歸 藩した と 云 ふて をり ますから、 圃臣も 或は 何とか 手 寄 を 求めて 多少の 逸 言 をした かも 分り； g ねます 

が、 孰れに しても 顧みられなかった の は 勿論で、 先 づは法 を 犯して 擅に 境 を 越えた 詮議の 嚴び しくなら ぬの を 勿怪の 仕 

合と した 位に 止って、 或は 白日の 公行 を も 憚かった とも 3 わ ひます。 た 城 武平ゃ 菊 池九郞 右衛門 あたりと 密に^ 见て、 

七隈 原の 碑文の 話 をす ると か、 仙 田 市郞ゃ 楠屋宗 五郎 を 相手と して、 上國の 形勢 を 語り 藩 人の 因循 を浩 歎した 位の こと 

であり ませう。 

國臣 は歸り 着いて 居る こと 纖に數 日 また 直に 筑前を 出で、 南の 方 肥後筑 後の 地方に 漫遊 を 試み、 武家の 故 實ゃ& -蹐を 

吟味して、 平生の 嗜 -1 を醫 し、 また 多く 熊 本の 士 人と 談論し ました。 これ も筑 前の 藩 情 甚だ 意に 適せぬ ので、 放浪して 

悶々 の 情 を 遣った の歟、 或は 暫く 人の 耳目 を 避く る 必要 を 生じた 爲 であらう と 思 ひます。 

肥後筑 後の 諸 藩 も、 當 時は筑 前と 大同小異の 內 情で、 諸 藩 聯合して 井 大老に 對抗 する の 策. ゲ容 る、 やうな， 除 地 は 絶 

えて 無く、 藩主に 進言し 藩 論 を 鼓動して 勤： 土の 運動に 加 はる 人物 は 全く ゐ ませぬ でした。 併 かし 阈臣の 11 らし 歸 つた 上 

画の 消息 を 喜んで 傾聽 し、 國臣 が君國 のために 勤勞 せむ とする 心事 を諒 とする 多少の 志士 はありました。 

1〇 三 


一 o 四 

_w 延文久 の顷、 M: 臣が 家の 物色 を 逃れて 諸方に 潜伏し、 或ば 薩 摩の 關門を 犯して 入說 する 時、 絶えす 助力 を與へ 

た 肥 後人との 交 態 も、 始は此 度の 漫遊より 起り ました。 然うして 終始 幕府に 忠： 赏 なる を 以て 稱 せられた 此大 藩の 勤； 土 {豕 

の^ 践に は、 1： 臣と交 涉の尠 からぬ 痰 跡 を 留めて をり ます。 

筑 後 肥 後の 漫 遊 ，、」 高 出 彥九郎 の 墓前 に 於け る 献燈 

闽 ほの 京都よ り^り 着いて 問 もな く、 また 筑前 お出で. -筑後 肥 後の 地方 を 漫遊した 始末に 就て は、 自ら 紀行 を， 切め て 

ゐ ますが、 記す 所 は 大概 南北朝 a; の 武家の 什器 文書に 關 した 調^で、 時勢と 時事と を 述べた もの はなく、 稍 聊か 感興 を 

覺 ふるの は、 歸途久 .5m 米い 遍照院 に、 上 州の 奇 子 高山 彥九郞 の 墓を拜 し、 SI ら 資を捐 て、 石 燈籠を 寄進した  一 is- であ 

りました。  ♦ 

九：！： の 十五： ：！、 ェ藤左 門 の 住んで をる 博 多の 近郊 席 M 郡の 臼 井 を 立って 筑 後の 境に 入り、 十六 日 は久留 米の 府中に 至 

り、 高山と W 緣の 深い 權藤 y の 孫 を 訪れ ましたが、 墓の 在る 所 は 通り過ぎて ゐ たので、 參拜は 歸途の 事と し、 翌日 は 肥 

後の 境に 入り、 山 鹿の 溫，； ： 水 場に 至って 宿り、 十八 日 は 菊 池 氏の 故城の 隈府に 遊び、 今 村に 擧者木 下摩潭 先生の 〔傲 を訪 ひ、 

留まる こと 数： ：！、 或は 古寺 を 吊 ひ 史跡 を 探り、 或は 文 寄 什 寶を觀 て、 二十 二日 熊 本に 出て、 旅舍に 投じ、 藩士の 小山 一 

4<郎 山形 典次郞 f^^m 山三郞 S 杵享助 等と 面會を 遂げ、 就中 山形と は 最も 親 熟し、 その 家に ニ晚 もお 宿しました。 膝^ 故 

H の談を 主と した 模様 すけれ ども、 津田ゃ 山形 は、 彼の 世べ 細 川 { 猿の 老職を 勤む る 萬 石 以上の 門閥に 生れ、 

の 人と 爲 りと、 學問を 好み 兑 識 に 富む を 以て 著 はれた 長 岡監物 是容の 一派と して 稱 せられ、 志氣精神もめって藩屮^^數 


の 人々 ですから、 此 等の 人 は專ら 時勢 を談じ 時事 を談 じた ものと 察します。 闽臣の 紀行に は ：！： の 記す 所 はあり ませぬ が、 

唯 二十 八日の 條に は、 今夕 小山 氏に 夜話に 招かる、 『雜談 繁雜、 末 慷慨 談』 と晃 えて ゐ ます。 

1； 臣の熊 本に 始めて 參 つたの は、 長岡監 物の 逝く 前年の ことでした。 國 臣 は 長 岡と 關係 S 深ぃ津 3 山 三郎の 紹介 を以 

で 面謁を 遂げ、 互に 時事 を談 じた 所が、 如何い ふ 理由でした か 敷、 說大に 合 はすして 衝突 を 生じ、 長 岡 は 瞬お を 叱して 

退けた と 云 ふ 話 を 嘗て 聞きました。 シカシ 國臣の 紀行に 何の 痕跡の 無い のみなら す、 他の 種々 の 事情から 考 へても、 全 

く 間違 ふた 說と思 はれます。 長 岡の 嗣子に 當る 明治； 大皇の 老侍從 故 米 W 虎雄 sf^ 爵も、 晚年 それ は 父親が 薩 摩の 堀，^ 郞と 

一寸 伊 大老 襲撃の ことに 就て 甚だしく 見 を 異にした 誤りで あらう と 言 ふて をら れ ました。 

肥 後人の 記錄 文書の 裡に は、 此 時の 國臣 のこと に 言及した もの は 幾 ど 全く 無い やうで、 唯 1 つ 武藤嚴 男の 著 はされ た 

t か 後 先哲 遺 蹐の木 原 盾臣の it に 左の 一 節が あります。 

1、 平野 次 郞闽臣 熊 本に 遊びし 時、 山形 氏 に往來 し、 一 日 翁の 居を訪 ひしが、 不在な りし かば、 大にカ を ー济せ 

りと。 弟 狩 野 養 長の 翁に 贈りし 書翰に、 

筑 前人 平野 次 郞國臣 と 申 好古 家參： 巾 候。 一 兩日以前山形典次郞方へ參申候處、右の人見へ 居ゅる/\.面會比^^、處、 

袴 は 橫すぢ の 小 袴、 例の 義家 朝臣の 海老 鞘 卷に火 打 袋 を 付、 太刀 は俗體 ながら も 本 太刀に 御 坐 候。 髮 は總髮 にて、 

年 三十 許に も 可 レ有ご 御 坐 1 歟と 見え 申、 尤 古武 器別而 好く 様子に 御 坐 候。 當 七月 皇 都より 下り 申 候. E、 又々 年 內に上 

京" 蒈と 申候リ 

始菊 池に 參候 由に 而、 

皇 の御循 となりて 鬼 だ^も 

10 五 


10 六 

とひ ひしぎ けむ 武士 あはれ 

と 詠 中 候 出。 私 方へ も參候 約束に て 御 坐 候へ 共、 未來不 1 申 候、 循太 様の 御 留守に 而カを 一 浴し 申 候と 巾 候。 猶後ロ 

可 11 中 上 1 候。 以上。 

九月 二十 七日  狩 野 藤 太 

循 太, 

其 後平 野 は 再び 共 ：g を 訪 ふて 思 ひ を 達し、 共に 皇 運の 挽回 を 祈った。 時に 翁の 詠んで 贈りし 歌、 

さ、 ら がた 錦の みはた 縻 くまで 

た^>-世の中に身をまかせてむ 

國臣の 返し  ♦ 

草木 だに やがて 靡かん さ- -ら がた 

. 錦の 旗の もとに 語らむ  -  • 

談は ャハリ 皇窒ゃ 朝廷の 事に 及んだ ものと 見えます。 

菊 池で は 猶ほ數 首の 歌 を 詠んで ゐ ます。 

人よ リ矢^ 岳に て 獲た リマ」 て 梓の 荒木 弓 1^ 贈られ けれ は  •  ： 

伐り して ふ 所 もうれ し 梓弓 

矢 笞が嶽 にたてる 一本 


枠 弓と いひ はい ひしが 知ら ざり き 

まことの 物 をけ ふこ そ は 得れ 

i 刃 池武時 朝臣の 節義 1-5- 感 C て 

天皇の 勅語 畏み頓 て 先 

節操 をた てし 人は此 ひと  . 

楠 や 名 和と も 人の 云 は 謂へ 

先い さほし は 菊 池なる べき 

.  矢笞嶽  . 

菊 池なる 矢 害が たけ はもの- - ふの 

名と もろともに 高く ぞ ありけ る 

f 臣は、 九 ：iT  二十 九日に 熊 本 を 去って. E 鹿に 宿り、 晦日に は 山 鹿 を 立って 筑 後の 境に 入り、 十月の 朔 日を以 つて、 久 

留米寺 町の 遍照院 に 至って 高山 九郞の 墓を拜 し、 金 一分 一 米 を 捐て& 1^ の 石 燈籠を 註文し、 油 代 を 添へ て 寄進し ま 

した。 

國臣の 寄進した 石燈籠 は、 極めて 小形の 質素な もので、 今でも 金の 五六 圆も かけたら 調 へられ さう に 思 はれます。 全 

く 同 じ 形の ものが、 ^に 一基あって、 それ は 伊地知 正 治が 安政 二 年の泰 江戶へ 赴く 途次に 寄進した ので、 安政 二 卯 三月 

十四日 平 朝臣 伊地知 龍 右衛門 季靖と 刻して あります。 また 同年の 冬 十 一 月 に、 同じ 薩 摩の 川 井田 市 郞左衞 門 平 F: 尊と 志 

志 目獻吉 義濟と 二人の 名 を 以て 水 鉢 一 個 を 寄進し、 後ち 萬延 元年の 冬に は、 村 田 新 八が 玉垣 を 寄 逸しました。 1： 臣は伊 
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地 知の 寄進した 石燈 111 を 見て、 己れ も 寄進して 一 對 とした もので せう。 

地 知 は 前々 月の 末より 前 月の 初まで 京都の 鍵屋直 助の 家に 同宿し ました。 有 馬 新 七 は 國臣が 京都 を 去って から 江戶 

より 上って 來 たので、 齟齬して 會見 しませぬ でした が、 有 馬 は 平素 殊に 深く 高山 を 信仰し、 同志の 速屮 より 今 彥九郞 と 

稱 せらる、 程の 人でした。 常時の 薩摩人 は 然ぅ云 ふ 風で、 頻に 高山の 人物 志操 を 欽慕して 居る 時分で、 京都の 鍵 に 於 

て も、 高山の 話は隨 分あった 普で、 旁. -國 臣は筑 前に 歸 ると、 直に 先づ遍 照院の 高山の 墓を訪 ひ、 且つ 石燈 g を も 寄進 

した ものと 兑 えます。 

此 勤王の 志士が、 久留 米の 一 貧 寺に 幽魂 を 埋めた 上 毛の 奇 男子の 墓 を ひ、 且 石^籠 を 獻 じて 欽 仰の 意 を 表した こと 

は、 その後 頓る 人口に 臉 炙した 話と なって、 文久 元年の 冬、 薩摩の^ 牟 W 尙 平と 同行して 鹿兒 島の 城下に 忍び入り、 書 

を 藩. H- の 實父島 维久光 公に 上って 志を諒 とせられ、 大久保 甲 柬を經 て 金 十 兩を賜 はり、 慰勞 して 歸 された 當時、 その 

はった 金の 內 から 調へ て 石^籠 を 寄進した と 云 ふこと も、 普く 語り 傳 へられ、 長野芳 齋 はじめ 幾多の 傳記， おも、 概ね 然 

う 述べた の は りで、 石燈 籠の 現物に は 明かに 『安政 戊 午 十月 旦筑 前浪士 平野 ニ郞^ 臣』 と 刻しても あれば、 寄進の 始 

末 は E 筆の 紀行に も 見えて をり ます。  ； 

それから 此 時には f 一首の 歌 を 詠んで 獻 じました。 

1 筋に おも ひしみち はさりながら 

まだき 時よ はせ むすべ もな し 

よしや その 時 こそい たらね ますら をの 

すてし 命 は 大君の ため 


次の 一 首 は、 その後 國専に 奔走す る 頃、 また 高山の 墓に 詣 ふで、 詠んだ もの だと 申します。 

こけの 下な ほ 魂 あらば お ほみ たま 

盡す 心に つきて まもれよ 

詞には 調 はぬ ふし も 見え、 歌と して は 拙く、 語句のう ちに は、 或は 語り 傅 ふる 人の， 間違 を 混じて をる やうで も、 當 時の 

國臣の 感情 は 自ら 分る であり ませう。 

國臣の 紀行 は、 十月の 朔 日に、 高山 彥九郞 の 墓 を 拜し石 燈饉を 寄進した の を 4^ 終と して 筆 を 止め、 翌 二日 は 松 崎の 驛 

を 立って 筑 前の 地に 入って をり ます。 此 時まで は 後に 相 親 熟して 事を俱 にした 露 木 和 泉 守との 交 態 も猶ほ 無く、 從 つて 

久留米 人との 緣故も ありませ ぬので、 直に 筑前を 指して 歸 つたので した。 

京都で は、 阈臣が 西 歸の途 に 上る と 間もなく、 戊 午の 大獄の 始 となりまして、 梅 田 源次郞 は先づ 捕縛せられ、 月 照 は 

大阪へ 落ち 下って 潜みました。 續 いて 老中 間 部下 總 守の 上洛と 共に、 勤王の 志士の 訟議 愈. -嚴 びし く、 四鄉ゅ ：- も 判 底 踏 

み留 つて 居られぬ 勢と なった ので、 大阪 より 捕手の 追跡 を 避け、 月 照 を 伴 ひ 九州 を 指して 落ち 下りました。 

これ は 國臣の 隈府ゃ 熊 本の 邊に滯 在す る 頃の ことで、 その 久留 米に 高山 彥九郞 の 墓 を 拜し石 燈籠を 寄進した の は、 月 

照が 海路 を 取って 始めて 長 州の 下關に 着いた 當日 でありました。  ， 

闽臣は 二日に 松 崎の 驛を 立って 筑 前の 境に 入り、 馬市 隈 村の あたり を經 巡って、 十 餘日を 送り、 十七 日 を 以て 福 岡に 

歸 へり、 北 條に逢 ふて 始めて 月 照の 九州に 落ち 下った 成 行 を 聞き、 且つ 京都 町奉行の 派遣した 捕手の 捜索 を 逃れ、 此日 

の 曉天、 南の 方 薩摩を 指して 途に 上った こと を 知りました。 

斯くて、 國臣は 北條の 委囑を 受けて 蹶起し、 翌十 八日 は 月 照の 後 を 追 ひかけ、 上座 郡の 大庭 村に 至って 會見を 遂げ、 
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是 より 相伴 ふて 南行す る ことにな り、 筑 後川 を 下って 柳 河 領の小 保 浦に 出で、 それより 海路 を 取り、 幾多の 難儀 苦勞を 

重ねて 薩 摩に 入りました。 

月 照 主從を 送って 薩 摩に 入り、 やがて 投 海の 悲劇に 關 係した こと は、 國臣が 勤王の 志士と して、 名 を： 大 下に 知らる >• 

の始 で、 その 生涯に 於て、 最も 顯 著な 事蹟であります が、 此 間の 消息 を 語らう とすれば、 勢ひ先づ戊i^'の大獄と月照の 

京都 を 遞れて 九州へ 落ち 下り、 國臣と 始めて 相 逢 ふまでの 始末と を 言 はねば なり ませぬ。 これに 就て は、 去年の 秋、 著 

者 は 別に 月 照 物語の ー卷を 作って 發 表して ゐ ますから、 植概は 重複 を 避けす、 今 こ. t に 移して 述べます。 

戊 午の 大獄 

謂 ふ 所の 戊 午の 大獄 を 以て、 井伊 大老が 彼の 鎖 港 攘夷の 說を唱 へて 朝廷 を 動かし、 頻に 幕^の 政 を 妨害す る 志士の 使 

議を 一掃し、 天下の 物 論 を鎭壓 する に 起った とする の は、 史家 通有の 觀 察で、 事寶 また 然ぅ云 ふ 傾き は 見えましても、 

併し 一 網に 打盡 された 志士 平生の 議論 見解に は 種々 の 色 別が あって、 必す しも 一 概には 申され ませぬ" 

橋 本 左內ゃ 西鄕の やうに 始 より 鎖 港 攘夷の 說を 持せ ざる 人々 が、 猶ほ 此獄に 連坐し、 或は 斬られ 或は 辛うじて 免れた 

の は、 主として 一 橋慶喜 卿を迎 へて 西 城に 入れ 家定將 軍の 繼嗣 としゃう としたの を尤 めら れ たので、 元來內 外の 事情 を 

詳 かにした 諸侯 や、 ！！^ー流の志士は、 鎖 港 攘夷の 到底 行 はれぬ こと は 飽くまで も 知って ゐ まして、 それ は 幕府の 當局者 

と 格^に 異 つた 意見 はあり ませぬ でした。 唯對 外の 國是を 定め 當 局の 雞を救 ふに は、 先づ 年長 賢明の 將軍を 得て、 尊王 

の 道 を 明かに し、 公武 合體 天下一 致の 實を 擧げ ねばなら ぬと 云 ふ 理由から して、 1 橋慶喜 卿を迎 へて 西 城に 入れ やうと 


謀った の を、 家 茂 公代 はって 家定將 軍の 繼嗣 となられ、 やがて 井伊 大老 幼年の 將軍を 擁し 威 權を扱 ふの 時勢と なり， 士ゅ 

ある 宗窒親 藩は總 ベて 排斥 せれて 了った ので、 そこで 井伊 大老 を郤け 幕政 を 改め、 王權仲 張の 道 を 立つ るを當 面の 目的 

として 運動した もので、 鎖港鎮 夷の 實 行と 否と は、 強に 志士 全 體の嚮 背 を 決する 問題で はあり ませぬ でした。 水 戶に賜 

はった 內 勅の 趣旨 も、 猶ほ 表面 は 鎖 港 攘夷の 意 を 含ん てゐ ます けれども、 之に 關 係した 志士のう ちの 或る は、 ャハリ 

本能 寺の 敵 を 討つ の 志 を 以て、 賜 勅の 奏請 を 周旋し ました。 戊 午の 大獄 は、 然ぅ云 ふ 色 別の 種々 な 志士 を總 ベて 一網に 

打盡 しました。 

此 歳の 七月の 初 頃より 京都で は 井伊 大老 自ら 上洛して 威壓を 朝廷に 加 ふる 噂が 盛に 行 はれまして、 中には 天皇 を彥极 

城に 移し 奉る の說 もあって、 流言 百出し 人心： S 々でした。 折し も 西 鄕が薩 摩より 出て 參 つて、 島 津齊彬 公の 斷乎 たる 決 

心 を 以て 朝廷 を 擁護し 井伊 大老に 對抗 せらる X と 云 ふ 內情も 段々 分って、 朝廷の 公卿 太夫 も、 民間の 志士 も、 深い 望 を 

此大 諸侯の 上洛に 繁け、 その 入京 を 待って をる と、 齊彬公 は 急に 病 を 獲て 薨去せられ、 訃音 は 七月 二十四日 を 以て 京都 

に 達しました。 

朝野の 落膽 失望 は 限り 知られぬ 程でした が、 君國の 大事 は 斯くて 己むべき わけで は 無い ので、 如何しても 有力の 諸侯 

を 頼み、 幕政の 改革 を 謀り 井伊 大老 を 退けねば ならぬ と 云 ふ 所から して、 先づ第 一 に 勅 詫 を 水 戶の德 川 家に 賜 はり、 SS 

いで 同 一 の 趣 3:: を 他の 諸 藩に も 仰せ 下さる &內議 となりました。 

此時、 朝廷と 志士との 間 を 周旋して、 最も 力の 多かった の は、 蓋し 月 照で ありました。 
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洛東淸 水 寺の 勤王 僧 月 照 

济. 5- 淸水 寺の 勤王 僧 宇 は 月 照、 名 は 忍 向、 その 字 を 以て 世に 行 はれて ゐ ます。 

父 は 讃岐國 仲 多 度 郡吉原 村の 農. 家に 生れた 人で、 始は 眞言 宗の 僧でした。 後に 還俗して 玉 井 鼎 齋と稱 し、 大阪の 平野 

町に 住んで 醫を 葉と し、 傍 はら 茶 儀 を 好み、 多少 は 名 を も 知られて ゐ ました。 月 照 は 即ち 鼎 齋の長 S?: で、 1： じく 勤王の 

志 を 抱いて 江 戶傳馬 町の 獄に 幾れ た 弟の 信 海 は、 即も 鼎 齋の 次男で ありました。 

月 照 はじめの 名 は 宗久、 淸水 寺の 成就 院の 住持 藏海 は、 父親 鼎 齋の實 弟に 當る緣 故で、 文政 十 年の 舂、 叔父 藏 海の 寺 

に 入って 徒弟と なる 相談 は 纏まり ましたが、 成就 院は 元来 寺格 も 重く、 先例 も あるので、 一 たび 名を久 丸と 改め、 園權 

中納 一一 茂 卿の 猶子と なって 寺に 入り、 藏 海を師 として 始めて 雞髮 得度の 式 を 擧げ、 名 を 忍 鎧と. 改め、 中將 坊と稱 しま 

した。 忍？ I また 忍 介と も 書きます。 これ は 十五 歳の 時の ことで、 更に 忍 向と 改め、 字 を 月 照と 稱 したの は、 中年の 後で 

ありました。  . 

段々 と 修業 を 積んで、 舉德戒 行の 譽れも 生じ、 天 保 六 年 二十 六 歳の 夏、 叔父 藏 海の 後 を 承け て 成就 院の 住持と なり、 

爾來 職に 在る こと 約 二十 年。 此間數ば皇{|^-に關係ぁる法會讀經などの事に參じ、 また 嘗て 一 たび は， 江戶へ 下って 將 軍に 

謁し、 黄金 時 服の 賜 を も 受けました。 嘉永五 年の 秋に は、 寺內寳 性院の 住持 を銨帶 し、 淸水寺 一山の jes^ 務を總 管し まし 

たが、 翌六 年の 夏に は、 アメリカの 黑 船が 來て、 邊 海の 警閒頻 に 起り、 時勢 漸く 變ぜ むとした ので、 深く 思 ふ 仔細 も あ 

つて、 安政 元年の 春、 住持の 職 を 弟の 信 梅に 壊り、 已は處 々の 閑 寺に 返 V て 幽寂の 境を娛 み、 次で 出で て 東北の 地方 を 


漫遊し、 密 に士氣 民心の 泰否を 觀、 翌ニ 年の 春に なって 歸洛 しました。 此 頃より 靑蓮 院尊 融法 親王 敎き宮 近 衞左大 

臣忠擺 公な どに 出入して 眷顧を 蒙り、 また 曾て 天 顏を拜 する を 許されました。 然うして 安政 三 四 年の 頃、 尊王 鎮 夷の 論、 

漸く 盛と なつてから は、 數ば 朝廷の 內旨を 奉じて、 祈禱敢 除の 法を修 し、 或は 梅 田 源 次 郞ゃ賴 三 樹八郞 の やうな 草莽の 

志士と も 交って 俱に 國蔡を 謀り、 水 戶の賴 飼吉左 衞門薩 摩の 西鄕 などの 人々 と、 孰れ も來往 して 志 を 同く したので、 月 

照 は 常に 心 力 を 傾けて 之 を 助け、 當時 ら孝明 天皇の 機密に 參 せられた 靑 蓮院宮 並に 近衞 公三 條寶萬 公 等の 信任 を 蒙る 

ことの 深い 所から して、 朝廷と 諸侯 や 志士の 間 を 周旋して 勤勞 し、 一橋 慶喜卿 を 西 城に 迎 ふるの 霱 にも 與れ ば、 勅 詫 

を 志 ある 諸 藩に 賜 ふて 勤王 を獎勵 せらる > -企圖 に は、 最も カを盡 しました。 

井伊 大老 上洛して 暴威 を 振 ふの 風聞の 行 はれた 時 は、 西 鄕と相 謀り、 近衛 公の 密旨を 啣んで 朝廷の 內意を 水戶尾 張の 

二 家に 傳 達せむ とした こ ともあれば、 月 照 自ら 島津 家の 重役 鎌 田 出 雲 を 伏 見の 旅 舘に訪 ひ、 近衞 公の 手書 を 渡して、 朝 

廷警衞 の 手當を 求めた こと も ありました。 

幕府の 方で は、 月 照が 諸侯 や 志士の 間 を 周旋し、 關 係の 最も 多い の を 知りまして、 所 司 代 酒 井 若狹守 は、 九月の 初 着 

京す ると 同時に、 梁 川 星 巖梅田 源次郞 等と 同じく、 眞ッ 先に 月 照 を 物色し ました 0 

月 照 は 偵 吏の 迫る を 察しまして、 密に淸 水 寺 を 出で、 先 づ靑蓮 院の宫 をた よって 潜まう としました けれども、 宮家の 

諸 役人 は、 連累 P 禍を 恐れて 庇護す る こと を 好み ませぬ。 據 なく 去って 近衛 家に かくれました。 こ- 1 でも 諸 役人 は 後日 

の雞を 慮って 月 照を留 むる の を 嫌 ひました けれども、 老女 村 岡 は 獨り之 を 助く るの 說を唱 へ、 近衞公 また 固より 庇護 を 

與へ らる、 趣意であった ので、 鬼 も 角 もして 暫く 此 家に 身 を 潜めて をり ました。 

ところが、 町奉行 所の 詮議 愈 々厳び しくな つて、 到底 いつまでも 身 を 潜めて 居られぬ 形勢が 見える ので、 今 は 是非な 

一 1 三 


二 四 

しと^！；？へまして、 自ら 名乘り 出で 幕吏の 捕縛 を 受け、 白洲の 上に 大義 を說 くの 外 は あるまい と 決心 をして、 その 由 を 近 

衞 公に 巾 出て ました。 

然 うする と、 近衞公 は猶ほ 自ら 名乘り 出で \ 捕縳を くるの は、 晴れの 業で もない から， 暫く 都 を 立 退いて 身 を 潜め 

るが 可から うと 言 はれまし たので、 月 照 も 謹んでお 請 をし ました。 

た^ 警戒の 嚴 重な 愤 吏の 眼 を 掠めて 京都 を 逃れ出す こと は、 容易に 出來 ませぬ。 そこで 近 衞公は 密に西 鄉を召 寄せて 

月 照の 保護 をた のまれ、 西 鄕は快 然として 言下に 領諾 しました。 

これ は 後に 阈臣の 深く 關 係した 月 照の 九州 落の 始 でありました。 

- 月 照の 都 落 一 

安政 五 年 九月 十日 は、 梅 田 源 次郞の 捕縛せられ てより、 三日 目に 當 ります。 

此日； 朝、 巧 照 は 密に近 衞家を 出で &薩摩 人の 定宿 鍵屋直 助の 家， 訪ぴ まして、 近衞 公と 三 條前內 大臣 實萬 公との 內 

ビ 3 を it へ、 土 佐 越 前 因 州 宇 和 嶋の諸 藩に 賜 ふ 勅 を、 有 馬 新 七 をして 齎らして 江戶に 下らし むる 內議を 定めて 近衞 家に 

立歸 りました。 

牛 時に なって、 近衞 公より 急いで 鄕を 召されました。 往 つてみ ると 公の 仰せに、 月 照 も 町奉行 所の 詮議 愈々 厳び し 

く、 とても 此儘 都に は 居られぬ からと て、 深く 保護の こと を賴 まれ、 且つ 奈 良に は 所緣も あれば、 I： 十く^ 所に 立 返 かし 

て 身 を 潜めし める やうに と 云 ふ 御沙汰でした。 


西鄕は 命を領 して 鍵 屋に歸 へり、 事の ft- 第 を 同志に 告げました。 

此時、 鍵屋に は、 三日 前に 江戶 から 上って 来た 有 馬 新 七 はじめ、 伊地知 北 條海江 田 も をり ました。 有 馬 は豫定 の通此 

夜勑誌 を fll らして 程に 上り、 伊地知 は 跛 を 患 ふる 不具者で すから、 北條と 同じく 宿に 留 つて 翁 ほ 洛中の 形勢 を 窺 ふの 任 

を 引受け、 西 鄕は海 江 E を 伴 ひ、 月 照 を 送って 奈 良へ 赴く ことにな つたので、 一 席の 小宴 を 設けて 別れ を 叙し、 斯くて 

各々 部署した 通り 事に 當 りました。  . 

西 鄕は此 夜の 半ば 頃、 自ら 近衛 家に 往 つて 闇黑、 に 紛れて 月 照 を 連れ出し、 御幸 町三條 上る ところに 住む tn: 照の 知 音 竹 

原 好 兵衞の 家に 一 先づ立 寄る と、 やがて 海 江 田 も 後 を 追 ふて 來 ました。 

そこで 月 照 は 試に 汚い 衣 物 を 著け 竹の 笠 を 冠ぶ つてみ ましたが、 宛然 芝居で 演する 落人の やうで 趣向が 甚だ 拙い、 寧 

ろ 駕籠に 乘 つた 方が 好から うと 云 ふこと になり ました。 時に 海 江 田 は 偵 吏 四面に 滿ち くて をる 今日、 若しも 途中で 誰 

何め られ たら 如何し やうと 西鄕に 相談し ますと、 西 鄕は薩 摩の 出家 だと 云ったら 好から うとい ふ。 海 江 田 は 重ねて 我々 

は薩 摩の 者 だから、 それでも 通れ やうが、 直に 師を誰 可め たら、 それ は 純 乎た る 都人の 都 言葉で ある 如何して 欺され る 

もの 歟と 中し ます 。西鄕 は、 師は 幼少の 時より 京都に 居った 人で 斯う， （、 だと 答へ るば かりだと、 落ち着き 拂 つて 深く 心 

配す る 風 も 見え ませぬ。 海 江 田 は猶ほ 不服 を唱 へまして、 それ は 甚だ 拙策で ある、 梅 田の 捕縳 せられた 折に は、 四十 人ば 

かりの 捕手が 立ち どころ に 寄り 集って 來 たと 云 ふで はない 歟、 君の 話の やうに 押 問答 をして をる うちに、 多勢の 捕手が 

寄り 菜って 來 たら、 如何に 働いても 詮 はない。 それで 若し 途中で 誰何め られ たら 是非に 及ばぬ、 直に 斬り 附け、 斃れて 

後に 己 まう と 言って、 ^ほ爭 ひました。 

然 うする と、 西鄕は 默れと 一 喝 して、 師は 苟も 近衞 公から 自分に 頼まれた 人で ある。 君の やうな 不所^者の 助け を 借 
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らぬ でも 可い の だ、 自分 一 人で 事に 當 るから 早く 立 去れと 罵りました。 海 江 田 は 立 去る わけ は 無い と 申して、 甚 不滿 

でした が、 ^に 致 方 も ありませ ぬので、 餘傣 なく 服し ました。 此時月 照は兩 人の 爭を 聞きながら、 I 首も發 せす、 . 淮微 

笑して ゐ たさう です。 西 鄕は立 去らぬなら、 自分の 首 ふ 通に せよ、 若し 然ぅ云 ふ 現場に なったら、 何とか 臨機の 策 も あ 

らうと 云って、 月 照 を 促して 駕籠に 乘せ竹 原の 家 を 出で ました。 時 は 己に 天明で ありました。 

斯くて 一 行 四 人 は 竹 原の 家 を 出で 洛中の 市街 を 通ります。 海 江 田 は 數十歩 先き に 進んで、 行々途上を警4^<し、 西^.. S 

ら驚餹 の 側に 附き、 月 照の 下男 重 助 も 多少の 手荷物 を 持って 後に 隨 ひました。 數ば偵 吏ら しい ものに は 行 逢 ひました が、 

唯 眼 をつ けて 視る ばかりで、 誰何 もし ませぬ でした。 

やがて 洛中の 市街 を 離れて 竹 田 街道へ 出で、 一 里餘り 行く と、 伹 ある 茶店に 數 多の 捕手ら しい ものが 休んで ゐ ました。 

西鄕は II 夫に 命じて 駕籠 を 衆 客の 傍に 卸さし め、 海 江 田 を 顧みつ..、 君 は 時刻 を 誤った、 餘 りに 早 過ぎた ではない かと 

申します。 海 江 田は然 うであった、 併 かし 是 から 緩々 往 つたら 可から うと 答へ ました。 それから 西鄕は 前夜の ま-^ い 

鹹 いもの を 喰 はした もの だ、 渴 きが 未だ 止まぬ と 云って、 茶 を 呼びました。 海 江 田 も 同じく 茶 を 呼びました。 

こ k まで は 都 落の 芝居 も、 先づ 無難に 却々 好く 出來 ましたが、 茶店の 女 は 駕籠の 側に 茶 を 持って 往 つて 捧げました。 

月 照の 內 より 取ら ゲ として 出した 手が、 婦女の やうに 白く やさしう 見えた ので、 西 鄕も海 江 田 も、 これに は 冷やり とし 

たと 云 ふこと です。 幸に して 氣附 いた もの はあり ませむ でした。 

それから 伏 見へ 着きました。 


月 照の 都 落 一一 

近衛 公家での 沙汰 は 一 先づ奈 良の 方へ 立 退かしむ る やうと 云 ふこと でした が、 西鄕は 行々 考 へました。 幕府の 訟議斯 

くまで も 厳び しい 今日、 都 近い 奈 良の あたりで 潜伏 を 遂げむ こと は、 所詮 覺 束ない、 寧ろ 遠く 去って 薩 摩の 方 へ^ち 延 

びる が 得策で あらう と 思 ひました。 併 かし 薩摩 も齊彬 公の 薨去せられ てから は、 藩 内の 事情 も 自然 變 はって、 卒爾に は 

連れて行かれな いので、 先 づ相當 の手績 をして 內 部の 都合 を 整へ ねばな り ませぬ" それまでの 間 は、 肥 後の 長 岡 監物を 

頼んで 保護 を 求む る 道 も あらう と 云 ふ 見込 を 立てまして、 海 江 田に も 相談 をして、 此由を 月 照に 謀る と、 それが 可から 

うと 早速 同意 をした ので、 奈 良の 方へ 立 退く こと は 止めて、 遠く 薩 摩へ 落ち 下る 內 議、 こ に 始めて 成り立ちました。 

シカシ 間 部下 總 守が 近々 上洛 をして 朝廷 を 威 纏す ると 云 ふ 間際で、 京都の 方 最も 大切で 用が 多く、 西 鄕は月 照の IST は 

かりに 拘 はって をれ ませぬ から、 伏 見より は 海 江 田 一 人で 送って 先 づ大阪 へ 下り、 吉 井と 相談 をして 薩 摩へ 下る ことに 

しまして、 猶ほ海 hi 田 は 肥 後に 行って 長岡監 物に 暫く 月 照の 保護 を賴 み、 海 江 田の み 先づ薩 摩に 歸 つて 內 部の 都合 を 整 

へ、 然うして 月 照 を迎へ 入る、 手 害 をも委 はしく 話し合 ふて、 西 鄕は伏 見から 急いで 京都に 引返しました。 

特別に 船 を 借り切る の は、 却て人の耳目に觸る.^心配もぁって、 ャ ハリ乘 合の 船に したと ころが、 客 を 待合 はすのに 

時間 を费 して、 船 は 容易に 出ない。 海 江 田 は 憂心 忡々 として 氣が 急いて 耐り ませぬ。 最早 近いと ころに 捕手の 追跡して 

來る やうな 心地 もします。 悶 かしく 堪え兼ねて、 月 照に 向 ひ、 萬 一 こ-^ で 捕手に 追ひ附 かれたら、 自分 は 腕の つに く^ 

り鬪 ひ、 隙 をみ て 伏 見 奉行の 館に 斬り 入り、 腹 を 接き さばいて 死にます。 おめ/ \ と 手を束ねて 縛に就く こと は 出來ま 
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せぬ。 その 場合に なったら 師も死 を 決せられ よと 申しました。 然 うする と、 月 照 は 今にな つて 故ら に 死 を 決せよ と 云 ふ 

の は、 それ は 道理が 解らぬ ではない 歟と 答へ て 不承知の 風 を 見せました。 

此時海 江 W は 月 照 ほどの 人で も、 實際斯 かる 危急の 場合に なると、 武士の やうな 覺悟は 出來ぬ もの かと 思った さう で 

すが、 月 照 は徐に 語を繼 いで、 我が 死 は 平生 已に 決して をる、 今の 場合に なって 何の 故に 死 を 決する ことがあ らうと 一；" 

つて、 言 談從容 として 幾微も 危地に をる の 様子がない ので、 海 ，江 田 も 始めて 深く 敬服し ました。 

幸に して 此處 でも 偵 吏の 眼 を 逃れ、 午 時に なって 船 は纜を 解いて 淀川 を 下り、 大阪の八軒屋に着ぃたのは黃1^^3の顷で 

ありました〕 

こ- -は月 照の 父親が 久しく 住んで 世 を 送った 土地で 緣者 知人 も 多い 所から して、 なにがしの 家 を音づ かて 先づ 夕餉の 

支度で もしゃう と 云 ふ 話 も 出ました。 海 江 W は緣者 知人の 家 を 便る の は、 後日に なって 偵 吏の 追跡 を 誘引す る 恐 も ある 

から、 衆 客 群集す る 家の 方が 却て 可から うと 申して、 但 ある 店に 入って みると、 都合よ く 閑靜の 一 間が 空いて ゐ たので、 

座に 着いて 先づ此 日の 無難 を 祝し 合 ひました。 

港 江 K は いで 一 書 をした、 め 吉井を 招きました。 吉井は 即ち 後の 明治 朝の 名臣伯 體友實 で、 此^ は 幸 功と 稱し、 藩 

の藏 方の 役人 をして 大阪の 屋敷に 勤めて をり ました。 最も 夙から 西鄕 等と 志 を 同う し 事 を 共に した 人で、 此頃も 京都、 

伏晃の 間 を來往 して、 深く 事情 を 知って ゐ ますので， 急いで 來 ました。 

今朝よりの 形 行 を 語ります と、 吉井は 自分の 使 ふて をる 上 仲仕の 幸 助と 云 ふ もの は、 正直で 氣性 もしつ かりとして 賴 

t に 足る から、 それに 相談 をして 取り 敢 えす 師の宿 を させようと 云って、 直に 出で、 行きました。 問 もな く歸 つて 來て 

相談す ベて 都合 好く 整 ふたこと； V 告げて 案內 をす るので、 乃ち 相 携えて 大目 橋の 櫂屋 町に 住む 上 仲仕 幸 功の 家に 入り ま 


吉并は 月 照の 宿 を 上 仲仕の 幸 助に 相談す る 時、 これ は 仔細あって 九州へ下 向 せらる. - 本願 寺の 貴い 御 人 だから、 奥の 

一^に 暫くお 留め 申して くれと 賴み、 若し 面會を 求む る 人が あっても、 決して 引合 はせ て はならぬ と 言つ た^けで、 深 

い 話 はし ませぬ でした。 シカシ § 助 元來负 托に堪 ふる 人體の もので、 善く 事情 をのみ こみ、 疎略な く 意 を 用 ひて 取扱 ふ 

たので、 月 照 も 安心して 十日 餘 りの 間 此 家に 潜んで をり ました。 

月 照の 大阪に 於け る 潜 居 

大阪は 京都と は 違 ひまして、 此 時まで は、 世上の 沙汰 も 偵 吏の 耳目 も、 猶ほ穩 かで、 一日 も 早く 西國へ 落ち 下らねば 

ならぬ 程に 切迫した 事情 もなかつ たので、 月 照 は 暫く 大阪 に留 つて 形勢 を 窺 ふこと になり、 海 江 田 は 月 照主從 のこと を 

吉 井に 賴み、 己れ は 一 先づ 引返へ して 京都に 入りました。 

頃 はし も 秋 やうく 深け て 肌寒く 覺 ゆるので、 月 照 は 海 江 田の 歸阪の 折に、 衣替を 持って 來て くれる こと を 頼み、 且 

つ 一 封の 書 を 渡し、 また 此 書中に は 四國の 方へ 行く よしを 記して ある けれども、 實は薩 摩 を 指して 下る こと を 口頭に て 

告げて 貰いたい と 申した ので、 海 江 田 は 先 づ淸水 寺の 成就 院を訪 ふて 執事の 近 藤 正 愼に會 ひ、 事の 次第 を 話して 着替の 

衣服 を 受取り、 それから 柳 馬場の 鍵 屋に往 つてみ ると、 折し も 西鄕は 二階の 一 間に グゥ/ \と 午睡 をして ゐ ました。 人 

の 上がって 來る 足音に 夢を覺 ませば、 案外に も 月 照に 附 いて をらねば ならぬ 害の 海 江 田であった ので、 例の 巨 眼 をクヮ 

ット 開 ひて 師を 如何した、 師を 如何した とどな りました。 海 江 田 は 月 照の こと を吉 井に 委ね、 己れ は 一 先づ 引返へ し 
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て 入京した わけ を 述べた ので、 西鄕は 始めて 納得し ました。 

所 司 代 酒 井 若狹守 は、 此 月の 四日に 上洛して から、 頻に偵 吏 を 放って 志士の 動靜を 探索し、 仕籍の 無い 梁 川 や 梅 W の 

やうな 東； 立った 浪人に は、 早く 手 を 著け、 月 照 をも搜 がし 求めました けれども、 全體の 大撿擧 は、 老中 間 部下 總守の 上 

洛を 待って 決行す る手箬 で、 藩籍を もった 志士の 詮議な ど は、 翁 ほ 未だ 嚴び しく ありませ ぬでした。 それで 西鄕 はじめ 

伊地知 海 江 田 も北條 も、 依然として 鍵屋に 居りました。 

月 照の 都 を 去って から は、 朝廷の 機密 を與り 聞く の 道 は 甚だ 不自由に なって 了った し、 世間の 耳目 は稠 げくな つて、 

運動 も 多く 意に 任 かせぬ でした が、 間 部下 總 守の 上洛 も 追々 切迫して 来れば、 藤 摩の 老君島 津齊興 公の 歸阈の 途次、 伏 

見 大阪を 過ぎら る& 期日と もな つたので、 西 鄉は老 君に 議を獻 じて 朝廷 警衛の 士卒 を 出さる &の計 を 立て、 また 觔詫を 

諸 藩に 賜 ふの 策 を も 講じ、 奔走 周旋 最も 勉め、 十五 日に は 大阪へ 下り、 月 照と も會 ふて 即日 京都へ 引返へ しました。 

此 時大阪 では、 九州の 四 藩に 賜 ふ 勅^ を 海 江 田が 持って行 くに 就て は、 月 照 も 同伴して 遊說 したら： からう と 云ふ吉 

井の 說 もあって、 相談の 爲め吉 井 は 俄に 上洛す る ことにな つた 次第 もあります。 月 照より 十六 日付 を 以て 西鄕へ 寄： y た 

書 屮 にも 見えて をり ます。 -  *  . 

昨日 は 折返し 御 卜： 京、 御苦勞 千萬不 1 一容 10^1 御 忠誠の ほど 雞, 有事と 存候 0 扨 昨夜よ し 井 氏 被, 參、 一 條の義 種々 談話 仕 

候處、 同氏 被レ申 候に は、 今度 西 鄉氏は 在京に 相 成、 九州 筋の 蔡は有 村 氏 にても 傳達致 候 様に 可, 致な ど 御 に 付 

て は、 野 衲義幸 賣國へ 下向 可レ致 様相 成 候 は..、 道筋 之 事故、 彼 四 侯へ 御 寫の御 封 物、 有 村 氏 持 參の節 拙 も！ 1： 伴 

致、 京都 之 事情 等、 委々 細々 及- 演說で K 非 共に 今度 は憤發 有, 之 候 c、 國家の 御爲に 精忠を 被， 盡候 様、 1^ 村と もど 

も 力 を 盡候は ど、. 至極の 都合 にても 候 哉の 旨 御申談 故、 能々 愚考 致 候に、 ヒ 辯の 野衲 如何 可レ有 哉と^ 院得 共、 忠誠 


を以 彼是 當時 窮迫の 次第 及 こ演說 1 候 はに、 先方の 心 阡に 萬が 一 徹し 可い 申 も 難い 計歟" 何分 此儀 は贵 君え 御內談 致， 

可レ 然との 載に 候 得ば、 如何 樣 とも 粉 掌 可 レ致趣 申 答 候。 左 候 はに 一 日 半日 御 nt. 方 可 レ然候 間、 士！！ 井 氏 上京に て 篇と談 

合致 急に 決定 可レ 仕方^ 1 とて、 同氏 俄に 上京 被 レ申候 間、 具に 御 聞 取 御 賢 考可レ 被レ下 候。 餘は よし 井 氏より 御 聞 可 k 

被レ下 候、 右 耍用迄 申 上 候。 草， 布 宇。 . 

九月 十六 日  月  照 

止水 雅君 

尙々 有 村 氏へ は 別段 書狀 さし 出不 候 間 宜御傳 首 可い 被い 下 候。 地 知 氏へ も 同様 希 上 候。 早 AO 

止水 は 即ち 當 時の 西 鄕の^ 號 であります。 此書 によると、 西 鄕は猶 ほ 京都に 留 つて 事 を 謀り、 有 村 は 九州の 諸侯 四 家に 

賜 ふ 勅 詫 を 奉持して 下る 評議が 起って、 吉井は 月 照 も 有 村と 同行して 諸 藩の 遊 說にカ を 致し、 それから 薩 摩へ 下る を 得 

策と すると 云 ふ說を 立て、 その 相談の 爲に 急いで 上洛した ことが 分ります。 有 村 は 即ち 海. 江 田であります。 

それから 賴飼吉 左 衞門は 月 照が 大阪 城代 土 屋采女 正の 公用 人大久 保耍の 家に 潜んで をる ものと 違え、 此 月の 十四日 

を 以て 書 を 月 照と 大久 保と に 寄せ、 都合 次第で は、 住 吉の龜 林 寺と いふ 寺に 逗留して は 如何 かと 勸 めた 消息 もあります。 

謹て 拜啓仕 候。 時下 秋冷 之 候に 御 坐 候 得 共、 彌々 御 安 靜被レ 成- 1 御 坐 1 奉 ニ敬賀 1 候。 扭 不慮 之镜 にて 御旅 行、 嘸々 御 心 

t 配 之 御傣奉 II 恐察 1 候。 浪花へ 御 安着 之 旨、 昨夜 西鄕 より 承り 安心 仕 候。 扭又御 嚀御坐 候 列 侯へ 御寫、 長 州 越 前 宇 和 

嶋 等へ， の 分 は、 一昨夜 陽 明 様より 御 下げ 相 成、 直に 其 夜 出立 仕 候。 因 州 等への 四 通 は、 昨日 河 公より 當 方へ 御 渡に 

相 成 候に 付、 昨夜 西 鄕へ相 渡 申 候 間、 御 安心 可 レ被レ 下 候。 陽 明樣も 一昨日 は甚御 弱り 被 レ遊不 得レ止 事に 候。 問 部 上 

ニニ 
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京 之 上 は、 將軍 宣下，、 願 之 通相濟 し、 萬事關 東へ 爲 H 御 任 一と 申 振に 可：， 致歟 杯と 被, 仰 候 由 。然る 處御指 置 之 通悴を 

小 林へ 遣 候虚、 至極 都合 {a; 敷、 右に て右府 公大 御 張 込に て、 一昨日 之 所に て は、 右 府樣之 御正 論に て、 先 可 レ成は 御 

取 に 相 成 候 歟に御 坐 候。 右に 付 又々 一 昨夜 小 林へ 入說仕 候處、 先刻 手紙 到来 一 昨夜 之談事 夫々 話に 相 成 候、 委細 

之議は 今夕 暮 ロ十 く參 り候樣 にと 申來候 間、 又 相 分り 次第 可 二 申 上 1 候。 扨 又 御 住居 之 所 住 吉龜林 寺と 申 は水戶 表私菩 

提所之 末寺に 御 坐 候 間、 此方より 申 遺 候 得ば、 如何様に も 相 成 候 間、 則大久 保へ も 相談 申 遣 候。 御 治 定に相 成^< は 

ば、 大久 保より 家內へ 御沙汰 次第にて 取 計 候 樣申付 置 遣 候。 依て 此段旁 申 上 候。 不備 頓 首。 

九月 十四日 

月 照 和尙玉 机下  登 母 言 ？ 

登 母 信 は 鵜 飼の 實名知 信であります。 

以 -1 書付 1 啓上 仕 候 秋冷 相 募 候處、 御壯榮 被， 成， -御 奉職 1 珍重 御 儀 奉， 存候。 昨日 は 御請 旁丄 文島帶 刀爲， 一 御揩登 一に 

相 成 候 ib 申 上 候處、 同日 朝に 相 成公邊 より 御 指留之 由に て 出立 不二 相 成 一 候 由、 若^ 人爲， I 御 指 登 1 相 成 事に 哉、 何分 

六日 出に は 未だ 相 分 不レ申 由申來 候。 箇樣之 ii 迄 公邊之 御世 話と 申 は 如何 成 事に 御 坐 候 哉。 扨 又^ 許よりも 追々 役 方 

之 者 共 登り 下り 有レ 之、 如何にも 不レ穩 模様に 御 坐 候。 委敷申 上 度 候 得 共、 俄に 用 向出 來家內 指 下 候 問 草 略 仕 候。 不備。 

九月 十四日  鵜 飼 吉左衛 門 

大久保 耍樣玉 机下 

尙々 月照師 貴家 様へ 御 逗留 y 相 成 候 由、 西鄕 吉兵衞 昨夜 參りホ 聞 候。 おは 薩 州へ 西 鄕 同行 之 趣 申 候處、 住告龅 林 寺 


へ內々 逗留に て は 如何 御 坐 候 哉、 此段御 相談 申 上 候。 若龜林 寺に て {且 敷 候 はに、 家內へ 一 寸被ご 仰 聞 一可 レ被レ 下 候。 

早速 住 吉之方 掛合候 様 申 付 遣 候 間、 右 様 御 承知 可レ 被い 下候。 頓首。 

大 久保耍 は、 常 陸 土 浦の 藩士、 嘉 永の 頃より 大阪の 城代 を 勤めて 居る 藩主 土 屋采女 の 公用 人で、 夙に 世 を 憂へ 時を慨 

げき、 隣 境の 水戶 人と 親密の 交 をして、 維新の 後に は、 ルェ g の 忠節 を錄 せられ 贈 從四位 を 賜 ふた 人： 西鄕 とも 識り合 ふ 

て 居る 問 柄でした。 旁. -鵜飼 は 西 鄕の話 を 聞 誤り、 月 照 を大久 保の 家に 潜んで をる ものと 3 わ ふたので- 我 妻の 事 を 以て 

大阪へ 下る のに 附 して 此書を 寄せた のでした。 間もなく、 そ； 聞 誤り を 知り、 粗忽 を 謝した 十七 日付の 書も殘 つて をり 

ます。 その 寄に は、 左の 一 節が あります。 

去 十四日 仕出に 而甚 危忽成 手紙 差 上 恐 入 候。 實者 十一 一日 一一 月 照と 申出.： M を薩 藩西鄕 吉兵衞 送り 下阪 仕 候處、 十三 日 

に 歸京先 づ大久 保に 諾 (託 か) 申 置 罷歸候 間 安心に 御 坐 候 旨 内-問 候 間、 萬 事 御 承知に 相 成 猶更當 地 之 振 合 も 御^ 聞に 

相 成候義 與稚考 仕、 麁忽千 萬 成 事 誠に 赤面 仕 候。 昨夜 吉兵衛 に 承り 候 得 者、 薩之 屋敷 近 邊に埋 f 寫置 候き 咄-ー 御 坐 

候。 左 候 得 者 薩燕大 久保某 之 事 與相見 申 候、 甚 御手 敷に 相 成 候 段 恐 入 奉レ存 候。 此月 照と 申出 家、 昨年 來國家 之 御 

爲に寢 食 を 忘、 五十 餘丁も 有レ之 候處、 一日 も 欠 事な く 日々 陽 明 家に 參殿 仕、 左府 様に 御 力 を 奉 レ添候 人 一 一而 誠-一 感 

心なる 人に 御 坐 候。 此度も 當人者 更に 厭 不レ申 候 得 共、 か- -る 暴政 之 折 柄に 付甚致 二心 配 1 候 間、 是非 一 旦退候 様に と 

被レ仰 候-一 付、 當人者 南都へ 引返 候 旨 申 上 候處、 左 候 は^ 途中 如何にも 危候 間、 西 鄕に巾 付 送ら 勢可レ 申との 御 事に 

而、 西 鄕ぇ被 11 仰 付 1 候處、 西 鄕之存 寄 一 一而 者 南都 も又危 し。 夫より は 折 を 得 候て 薩ぇ 誘引 可レ 致、 先夫 迄 は 浪華 之 

方へ 潜 居候 様に と 申、 浪華え 致 11 同道 1 候 趣に 御 坐 候。 此 人へ は 貴君 之 御 姓名 も 通 置 候 問、 若 御 閑暇 も 御 坐 候 は ど、 
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薩 え 御尋御 逢に 相 成、 當地之 事情 御 直 聞 可 レ被レ 成 候、 是は 筋より 篤 典 心得 居候。 

磡 飼の 此書を 大久保 要に 贈った 九月 十七 日 は、 その 捕縳 せられて 六角の 獄に囚 はる、 前日で ありました。 

間 部下 總 守の 上洛 V.- 志士の 撿擧 

所 司 代 酒 井 若狹守 は、 老中 間 部下 總 守に 先だって 上洛し、 梅 田 源 次郞を 捕縛し、 また 月 照 を も 物色す るので、 據 なく 

月 照 は 京都 を 立 退いて 大阪に 潜んで 形勢 を 窺 ひました けれども、 此間猶 ほ 勅 詫 を 列 侯に 賜 ふて 勤王 を獎勵 せらる. r 計畫 

を 進めて をり ました。 

西郷は 江戶に 居る 時、 老君齊 興 公が 遠から す歸國 せらる. >f に 就て、 書 を 月 照に 寄せ 打 合 はせ た 次第 もあって、 H 照 は 

齊興 公の 伏 見 を 通行 せらる &折を 侍 設け、 近衛 公の 直 書 を 以て 朝廷 警衛の 士卒 を 出すべき 由の 沙汰 を 下されむ こと を 中 

出で、 十分に 近衞 公の 納得 を 經ても 居れば、 また 島津家 の 重臣 鎌 田 出 雲に も 相談 を 遂げて 置いた ので、 今 は 京都 を 立 退 

きました けれども、 西鄕は 踏み 留 つて 段々 盡カ をして、 近衛 公 は島津 家より 奥 醫師の 名 を 以て 附 けて ある 原田才 輔を內 

使と して、 密に 沙汰 を齊興 公に 下されました。 また 水 戶の德 川 家に 賜 はった 勅 錠と 同一 の 趣意 をも傳 達せ しめられ ま 

した" 

老^ 齊興公 は 幕府の 指 圖 がなければ、 士卒 を 出す こと は 出来ぬ と 一 且は辭 退せられ まして、 西鄕も 京都 を引拂 ふて 歸 

1： する やうに とのこと でした が、 西 鄕は樣 々と 手を盡 して 必死の 運動 をした ので、 齊興公 もやう く 承知 をせられ まし 


て、 江戶 から 歸國の 途中に ある 一組の 士卒 を、 程なく 參勤 せらる i 新 藩主の 扈從の 用意と 云 ふ 名義で、 大阪の 屋敷 留 

め、 密に 朝廷 警衛の 御用 を 勤む る ことにな りました。 西鄕が 十五 日 を 以て 一 たび 大阪へ 下り、 月 照に も 逢 ふて 即日 引返 

へした の は、 即ち 此 間の 事を處 する が爲 めで、 此 時西鄕 は齊與 公に 隨 行して 居る 老 職の 島 津豊後 を 近衛 公に 謁せし め、 

朝廷の 爲にカ を 致す 道 を 開かう と 企 だて、 豐後も 亦 喜んで 近衛 公に 謁する こと を 納得し ました けれども、 これ は 齊興公 

に 差 止められて 行 はれませ ぬでした。 

故 君齊彬 公の 遺志の 通り、 島津家 をして 全力 を盡 して 飽くまで も 朝廷の 事に 勤めし むる 望 は 叶 はぬ まで も、 免 も 角 も 

1 組の 士卒 を 大阪の 屋敷に 留め置かれる 運び はついた ので、 西 鄕は大 に 力 を 得まして、 間 部下 總 守が 上洛 をして 愈々 暴 

威 を 振 ひ 朝廷に 迫る 樣の 事で も 起ったら、 直に 義兵 を擧げ て對抗 する 覺悟 でありました。 それ は 江戶の 同志 日 下部 俘 三 

次 堀 仲左銜 門の 一 一人に 寄せた 誓 を 見る と 善く 分ります。 

また 鵜 飼が 水戶の 安嶋 帶 刀に 贈った 誉 中に、 西 鄕の談 を 記した 一 節 もあります。 西 鄕の賴 飼を訪 ふて 談 じたの は、 九 

tlT 十六の 夜で、 日 下部 堀の 一 一人に 書 を 寄せた 前夜に 當 ります。 

九月 十六 日夜、 薩藩 西鄕吉 兵衞參 物語に は、 弊 藩 之 人 數大阪 表へ 明日 明後日 之內、 贰百 五十 騎相 備、 大 銃お ほ 四 挺 

引付 置 候。 カン ボウ ^1 下 萬 一 暴政 之 模様 相 見へ 候 得バ、 伏 見 迄 引 上 置、 暴 發に及 候 ハパ、 早速 起リ立 御手 當出來 

仕 候。 又 土 州 も 大阪迄 人 數爲， 一指 登 1 候 害 11 付、 暴 發仕候 得バ、 カン ボウ 位 は 一時に 打拂、 直に澤山城^！根へ押懸け 

1 戰に踏 濱可レ 申、 當時 赤鬼關 東へ 人數 多分 呼 下し 置 候 間、 澤 山城 は 空虚に 付、 一 戰に 落城に 可レ 及との 見込 之 由、 

尤澤 山城に 押 寄 候へば、 尾 州よりも 人數差 出可レ 申との 物語に 御座 候。 

二】 五 
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大阪 城代の 土 浦 藩と か 土 佐 藩と か 尾 州 藩と かの 士卒が、 此時薩 摩の 兵と カを戮 はせ て 幕府の 老中に 對抗 し、 若く は 井^ 

大老の 本 城 彥根を 攻略す ると 云 ふやうな こと は、 一 部の 志士の 主張に 依賴し 過ぎた 空想で、 薩 摩の 兵 とても、 西 鄕の心 

， 算の 通り 行動す るの は覺 束なかった のです が その 己に 幕府 を 呑んで 居る 膽氣と 幕府の 朝廷 を 犯す を 憂へ た 心情と は、 

自ら 分ります。 

京都の 形勢 は 間 部下 總 守の 上洛と 共に、 如何なる 危難の 朝廷に 起ら う も 知れぬ し、 若し^ 部が を 振 ふて 朝廷 を 犯 

すなら、 底に 義兵 を擧 げやう と 云 ふ 意 氣込は 方に 斯の 如くです から、 自ら 月 照 を 伴 ふて 歸國 する 餘 地はなかった 笞 です。 

旁々 西 鄕は猶 ほ 京都に 留り、 月 照と 海 江 田と 同行して 九州へ 下り、 勅 詫 を s; 藩に 偉 達する 相談と も爲 つたの であり ま 

した。 

然るに 部下 總守 は、 西 鄕が日 下部 堀の 二人に 書 を 寄せて 義兵 を擧 ぐる 計 II を 告げ、 鵜 飼が 同じく 安嶋 帶 刀に 齊を寄 

せて 西 鄕の談 を 報じた 十七 日に 上洛す ると：！ E 時に、 志士の 撿擧 から 先 づ手を 著け、 西 鄕等も グヅく して をれば、 徒に 

捕囚と なる の 外 はない 審情 となって、 如何す る こと も 出来ない ので、 急に 京都 を 去って 大阪へ 下り、 月 照 を 伴 ひ 西 を 指 

して 走りました。 

是 より 先、 所 司 代 酒 井 若狹守 は、 此 月の 四日に 上洛す ると、 直に 町奉行 小 笠 原 長 門 守， を 指揮し、 多く 愤吏を 放って 志 

士の 行動 を 探索し、 何處 にも 臣籍の ない 梁 川 や 梅 田の やうな 靈 立った 浪人から、 先 づ手を 著け まして、 月 照 を も 物色し 

ました けれども、 諸 藩 や 宮家 や 堂上 方に 臣籍 を もって をる 志士の せ議 は、 暫く 猶豫 してあった ので、 西鄉等 も猶ほ 無事 

を 保って 鍵 屋に滯 在 をして 活動し ましたが、 やがて 間 部下 總守は 愈々 十七 日に 上洛 をして、 翌. f 八日 は 西鄉月 照の 最も 

親交して をる 水戶 屋敷の 鵜 飼 吉左衞 門、 鹧飼 幸吉の 父子 を先づ 拘留し、 繽 いて 二十 二日に は、 廳司. の 小 林 民部權 太夫 


を 拘留した のを始 として、 同じく 魔 司 家の 高 橋 兵都權 太夫、 久 我家の 春 日讃岐 守、 三條 家の 森 寺 若狹守 以下、 三國大 

舉、 伊丹 藏人、 富 田 織 部な どの 人々、 浪人の 儒者 賴三樹 八郞、 儉六物 空 萬、 霱家浮 田 一 蕙の鞏 まで、 孰れ も鏍 純の 身と な 

り、 江戶に 於て は、 水戶の 安嶋 帶刀、 茅 根^ 豫之 助、 薩 摩の 日 下部 伊三次、 越 前の 橋 本左內 等、 また 皆 後先して 拘留 せら 

れ、 戊 午の 大獄 は、 是に 始めて 進展し ました。 

間 部下 總 守の 上洛した 後 は、 京都 も 忽ち 斯 かる 情 態とな つて、 まだ 急いで 朝廷に 迫る 模様 は 見え ませぬ が、 諸 藩ゃ宫 

家 や 堂上 方に 仕へ て をる 人で も 何でも、 遠慮 會釋 なく 捕縳 すると 云 ふ 形勢、 最も 關 係の 深い 水戶 屋敷の 留守居 役 鹧飼吉 

左衞 門の 父子が、 第一 に囚 はれと なった とすると、 西鄉 等の 身の上に も、 危險は 愈々 迫って 来ました。 薩摩 屋敷の 留守 

居 役 は、 頻に 早く 歸國 せよ と 促します。 江戶 より 歸 藩の 途中、 大阪の 屋敷へ 留め置かれる 害の 一 組の 士卒 は、 摘 ほ 着い 

た歟 着かぬ ％v とい ふ 折 柄で、 斯うして 踏み 留 つて 徒に 捕 縳を受 くる も 何の 签 はない、 暫く 避けて 難 を 免れ、 時機 を 兌て 

重ねて 事 を 謀る が 好から うと 評議 をして、 一 先 づ鍵屋 直 助の 家 を引拂 ふて 京都 を 立 返き ました。 

月 照の 西 走 一 

西鄕 等の 同志 一 行、 京都 を 去って 伏 見に 來 ると、 伊地知 龍 右衛門 は 自分 は 欺かる 形勢 を 見ながら、 皇 城の 地 を 後に し 

て 遠く 立 退く こと は 如何しても 忍びぬ から、 獨り伏 見に 留 つて 翁 ほ 暫く 潜伏す ると 一 百 ひ 出しました。 西鄕 はじめ 一行の 

人 は、 伊地知の 跛 を 患 ふる 不具の 身 を 以て、 斯 かろ 危險の 場所に 踏み 留まる は 極めて 得策で ない こと を說 きます けれど 

も、 伊地知 は頌 として 固く 執って 聞 入れ ませぬ。 是非が ないから、 西 鄉海江 田北條 三人の み、 大阪に 下って 月 照と 出會 
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ひました。 

IS 鄕 等の 一行が、 京都 を 立 去る と 間もなく、 町奉行 小 笠 原 長 門 守 は 旅 宿 鍵屋の 主人 直 助 母子 を 呼出して 嚴び しい 詮議 

を 遂げ、 西鄕 等の 己に 全く 京都 を引拂 ふて 去った こと を 知りまして、 直に 捕手 を 遣って 追跡し、 伏 見の 定宿 文 珠四郞 の 

家 を 詮議し ましたが、 こ.." も 己に 立 去った 後でした。 獨り 踏み 留 つた 伊地知 も 厠に かくれて 運 好く 免れました。 

西鄕 等の 一行が、 淀川 を 下って 月 照と 出會 ふたの は 九月の 二十 二日、 堂上 家の 諸 太夫の 多く 拘留 せられた 當 日で、 月 

照が 始めて 大阪に 下つ てから 十 一 一日 を閲 する 時で ありました。 

西鄕 等の 一行 大阪へ 着く と、 直に 後より 京都 屋敷の 留守居 役 伊集院 太郞 右衛門の 急報が 達しまして、 鎚屋の 主人 母子 

は 町奉行へ 呼び出されて 吟味 を 受け、 西鄕の 詮議 別して 嚴び しくな つたこと を 告げ、 一 曰 も 早く 歸 藩せ よと 申して 來ま 

した。 伏 見の 文 珠四郞 の 家から も、 多 數の偵 吏 捕手が 一 行 を 追跡して 大阪へ 下った こと を 急報して 來 ました リ 

形勢 斯く 切迫して は 致 方が ありませ ぬ。 今 は 半日の 摘豫 もで きない 事情と なって、 大阪に は 唯 縫に 一日一夜 居った 

けで、 二十 三日に は、 吉 井の 盡カを 以て 一艘の 小 倉 船 を下關 まで 雇 入れ、 夜 を 待って 土 佐 堀の 薩摩 屋敷の 前から 乘り込 

みました。 一行 合 はせ て 五 人、 月 照の 主從と 西鄉と 海， 江 田と 北條 とで ありました。 

一行 船に 乘り 込む と、 ハヤ 裁 付 袴 を 着けた 怪しい 砜體の ものが、 近く 寄って 來て小 倉 船 は 何處に 居る かと 尋ねます。 

吉 井は此 逢に は 小 倉 船はゐ ない と 答へ て、 急いで 出船 を 促します。 船頭 は 一 行の 尋常の 乘客 でない こと を 感づいて 恐怖 

したやう で、 大阪の 川 は 橋 多くして 夜中の 出船 は雞 かしい から、 明日の 天明に 願 ひたいと 言 ひ 出しました。 折し も 偵 吏 

らしい もの は、 船 を距る こと 數十 歩、 川端の 樹の 蔭に 佇み、 何 か ヒソ/ \ 囁き 合 ひます。 西鄕は 船の 表に 出で 四面の 様 

子 を 注視して を" ます。 船の 內に 端座した 月 照 は、 海 江 田 を 顧みて 摸樣は 如何 かと 尋ねました。 海 江 田 は 陸上の 人影の 


尋常なら ぬ よしを 吿げ、 これ は 多分 捕手で ありませ う。 船頭が 愈. -船を 35 さないで 事 破れたら、 我々 は 引受けて 腕の 續 

く 限り 鬪 ひます。 師は 混雜に 紛れて 薩摩 屋敷の 裏門より 忍び入り、 留守居の 平 田 伊兵衛 をた のまれよ。 たビ 我々 は 衆寡 

歒し 難いので、 ふた i びお 目に か、 る こと は覺 束ないで せう と 申します と、 月 照 それ は 言 はれる 通に もしゃう が、 シカ 

シ 皆さんの 働きで 無難に 濟 むこと を 望みます と 言った ま . -、 泰然 a: 若と して 形 行に 任 かせて をり ました。 

吉井は |sj の 愈. - 切迫したの を 知りまして、 大 聲を發 して 叱陀 し、 他の 船 は往來 する のに、 此船 ばかり 出されぬ わけ は 

ない と 篤り、 强 ひて 出船 を 促しまして、 若し 猶ほ 彼是と 言って 逡 巡したら、 一刀の 下に 斬っても 衆て 兼ね まじい 氣色を 

示した ので、 船 IS も 初めて 畏れ 人り、 唯々 として 纜を 解き、 流れに 順 ふて 安治川 を 下りました。 

吉井 は猶ほ 河岸に 沿 ふて 兒 えつ 隱 れつ、 一行の 船 を 送って 天 保 山の 逢まで 至り、 その 帆 を 揚げ 沖 を 指して 走り出た の 

を 眺めて 始めて 躍を旋 しました。 

月 照の 西 走 二  ， 

月 照 西鄕の 一行 五 人を乘 せた 船 は、 九月 二十四日の 天明く る 頃、 大阪の 安治川口 を 離れて 順風に 帆 を 揚げ、 西の方 長 

州の 下關を 指して 駛せ 下りました。 

航海 中の 消息 は、 二三の 逸話の 外、 委 はしい こと は傳 はって をり ませぬ。 月 照 は 朝 毎に 夙く 起き 出で 盥漱を 終 はれば、 

口に 陀羅尼 を 誦し、 舷頭に 立って 遙に 京都の 方 を 伏し 拜むを 例と し、 忠誠 恭敬の 情お のづ から 顏容に 溢れ、 坐ろ に 人 を 

して 感動せ しむる ものが ありました。 それから 時々 は 一 行の 人 を 相手に 佛 法の 話 をし ました。 元 來顯密 1 1 敎の 研鑽に も 
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勤め、 また 觀法、 他で 謂 ふ禪の 修業 を も 猜み戒 行 も 至って 嚴 正な 人で、 平生は 極めて 幽閑 靜 寂の 境 を 愛し、 顯榮 名鲟の 

門に 近づく を 好まなかった のに、 斯 かる 時勢と なって 親王 大臣の 委信を 蒙り、 心 力 を 傾けて 君國の 事に 盡 くす やうに 爲 

つたので すから、 その 談論 は 頗る 一 行の 人 を 敬服せ しめました。 

歌 は格刖 上手で なくても、 籍を 近衛 家の 門下に 列ら ね、 好んで 咏 みました。 一 行中の 北條 右門 は 夙に 桂 園 派の 歌人 山 

田淸 安八 m 知紀 などの 敎を 受け 斯道の 心褂も 深く、 晚年 は專ら 歌人と して 知られた 人です から、 兩 人の 間に は、 定めて 

和當の 物語 も 交換 せられた 答と 思 ひます けれども、 別に 殘 つた 話 はあり ませぬ。 仙 田市郞 の記錄 によると、 北條は 嘗て 

此 船中の こと を 語って、 三 夜 程 は 捕手に 追 はれる 夢を見て をび えたと 言 ふて ゐ ます。 或は 織に 危難 を 免れた 餘季、 猶ほ 

已 ますして 歌の 話 どころ では 無かった ので ありませ う。 一 行中た^ 獨り 文筆の 才を もって ゐ た北條 が、 近世 の 上 こ 1^ 

な此 航海 中の 消息 を 記して 傳へ ぬの は、 頗る 遺憾でした。 

或る日、 秋晴の 天氣 わけて 好く、 舟 脚 さながら 箭の 如く 迅 いので、 一 同 皆 快哉の 情 を 催 ふす 折し も、 月 照 は 疆 斗の 轔 

を 取り出し、 懷 紙に 數 首の 歌 をし るして 示しました。 <、 

率 ありて 筑 紫に トリけ る 時 浪華に て咏 める 

難 波、 江 や 蕨の さわり は繁 くと も 

猶世 のために 身 をつ くし てん 

同じ 海路に て 

追風に 矢 を 射る ごとく 往く 舟の 

はやく も S- を はたして しかな 


いかばかり 薆 きめみ ると.^ 行末に 

心つ くしの 甲斐 も あらなん 

1 同相 和して 打吟 じ、 深い 感慨 を 生じました。 此 時の 月 照 は畫の やうな 瀨戶 海の 江山の 風景 も、 多く 眼に 入らないで、 

心 は猶ほ 纏綿と して 君：！ の 上を繞 つて ゐ たこと が 分ります。 

船 は 航海に 八 晝夜を 費し、 一 行 恙なく 下關に 着いて、 薩摩 人の 定宿 阿 彌陀寺 町の 三 浦屋に 上がった の は、 十月 朔 日の 

午後で ありました。 即ち 國臣が 肥 後よりの 歸途、 久留 米に 高山 彥九郞 の 墓 を 弔 ひ、 一 基の 石 燈籠を 寄進した 日に 當り 

ます 

1 行 下關に 着いて 見る と、 月 照の 大阪に 潜んで をる 時、 陸路 を 取って 下國 せられた 薩 摩の 老君齊 興 公が、 昨日 こ. t の 

海峡 を 越えて 過ぎ去られ たこと を 知りました。 これ は 西鄕が 特別の 眷遇を 蒙った 齊彬 公の 先代で、 近 ごろ 齊彬 公の 後 を 

承け て 家督 をせられ た 藩、 王茂久 公のお 祖父さん に當る 人です。 茂久公 は猶ほ 若手の 殿様です から、 隱居 後の 身ながら も、 

フタ、 ビ藩 政を聽 かる- -爲 め、 湯治お 暇の 名義 を 以て 幕府の 許可 を 得て、 今し も下國 せらる >r のであります。 

西 鄕は老 君齊興 公よりも 早く 下關に 着いて、 此邊で 待ち 合 はせ 內謁を 願 ひまして、 月 照の 事情 を 述べ 庇護 を 請 ふつ も 

りで 大阪を 出ました けれども、 斯くは 後れた ので、 急いで 追 ひ 付かう と 思 ひまして、 月 照の こと は 北 條と海 江 田と に 任 

かせ、 筑： ii に 伴 ひ 行きて 暫く 潜伏 させ、 自分が 藩內の 都合 を 整へ て 報ら すの を 待って をる やうに 相談 をして、 己れ は即 

日 海峡 を 越へ て老 君の 駕籠 を 追 ひかけ ました。 
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月 照の 西 走 ミ 

西鄕は 下關に 着いた 當日、 直に 海峡 を 越へ、 老 君齊與 公の 後 を 追 ひかけ たので、 淺 つた 一行 は、 明日の 朝、 こ i を 立 

ち筑： ii を 指して 行く ことにな りました。 

さりながら 人の 出入の 多い 宿屋 は、 假令 一夜で も 世間の 耳目に 觸れる 虞が あって、 宜しくない 所から して、 北 條は竹 

崎の 白 石 正 一 郞 兄弟 は、 夙に 國事を 憂 ふる 志も淺 からぬ 人物で、 自分 も豫 ねて 親しく 交って をる 間柄 だから、 今夜. H 白 

石の 家 を 観んで 一宿し、 明朝 は彼處 より 筑 前の 方へ 渡る がよ からう と 申す と、 月 照 も 海 江 田 も 同意 をし ました。 北条 よ， 

然 らば 自分 だけ 先づ白 石を訪 ふて 相談 を遂 ゆ、 舟 を 以て 迎 へ に來る やう 取 計 ふから と 申して 出て 行きました。 

竹 崎 も 即今で は 下關巿 のうちに なって ゐ ますが、 當時は 毛 利 家の 支藩淸 末の 領分で、 阿彌陀 寺の 三浦屋 より は 一里ば 

かり も 離れて をる 所、 白 石 は 世々 竹 崎の 町の 大 年寄 役 を 勤む る 富豪の 舊家 でありました。 

北條の W て 行った あとで、 月 照 は 海 江 田に 種々 の 話 をして、 過ぐ る 頃 京都で 近 衞忠& や 公と 應酬 した 歌 を かいて 見せ ま 

した 0 

不動明王に いのり 給 ひて 

うごきな く あきらけ き 御代 を 一 筋に 

今 この 時い ぞ猶 いのるな る 

これ は忠 厶の咏 まれた 歌で、 題 は 勿論 月 照の 加へ たもので す。 月 照 も 一首 咏んで 奉りました。 


國の ため 君の ために は 露の いのち 

今 この 時ぞ すてどころなる 

徒に 名 爵の虚 器 を 抱いて 覇者の 懕迫を 受けた 朝廷の 大臣が、 ひたすらに 神怫の 加護 を 求む る 外なかった 時勢の 有様、 さ 

て は 方 外出 家の 身 を さ. 'げ て、 君國 のために カを盡 した 勤王 僧の 志の 程 もお のづ から 分ります。 これから 後に 追々 競 ひ 

起った 志士 は、 斯 かる 吟 咏を傳 誦して は、 感奮して 愈. - 勤王の 情 を 深う しました。 

月 照 は 海 江 田と 彼是の 話 をして をる ところに、 高 崎 善兵衞 とい ふ薩摩 人が、 海 江 田 を 訪ねて 來 ました。 これ は 島 iSi: 家 

で苫船 役と 唱 ふる 一 種の 商務官 を 勤め、 下關に 駐在して をる 人でした。 海 江 田 は 機密 を 打 明くるに 足る 人柄と も 思 はぬ 

ので、 月 照の 素性 や 何 かは默 つて 聊か も 言はなかった のです が、 高 崎 は 四方 山の 話 を 持 出して 語り かける ので、 H 照 も 

相手に なって 應答 しました。 海 江 田 は 高 崎が 月 照の 如何なる 人と 云 ふこと も 知らないで、 つまらぬ 話 をす るの.^ 傍から 

聞いて、 を かしくて 耐ら なかった ざう です。 シカシ 高 崎は嘉 永の 頃 一派の 志士の 首領と して、 齊彬 公の 家督 騒動の 難に 

夠 じた 高 崎 五郎右衛門の 弟、 また 維新の 後に 岡 山 縣令ゃ 東京 府知事 等の 職 を 奉じ、 老 地方 官の名 を 知られ； ^男爵.： f 崎 丘 

六の 親で、 尋常の 小吏に は 珍ら しい 志操 もあって、 やがて 白 石 兄弟 並に 國 H:^ とも 親交 をして、 君 國の爲 にも 相 應の心 力 

を 用 ひた 人です けれども、 此 頃まで は 全く 認められ すに ゐ たので、 斯く思 はれた の も 致 方はありませんでした。 

月 照の 如何なる 人と 云 ふことの 分らぬ の は、 下關 ばかりで もな く、 高 崎ば かりで もな く、 筑前 あたりで も ャハリ 同様 

でした。 後に なって は、 始めから 素性 來歷の 分って ゐ たやうな 話 は 多くても、 それ は 皆 事 實を失 ふて をり ます。 京都の 

貴い 出家が 仔細あって 微行して 下られた の だと か、 歌 行脚の 坊さ まだと か 申した のが 關の 山で、 京都 町奉行 所の 捕手が 

遙々 追跡して 來て、 厳しい 詮議 をして 搜 がし 廻って から、 . 大公 儀のお 尊者と 云 ふこと も 分って、 さて は然 うい ふ 人で あ 
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つた 歟と、 始めて 知って ビック リ したので した。 

月 照の 西 走 四 

货 ほの H になって、 白 石の 家から 小舟 を もって 迎 へに 來 たので、 月 照 主 從と海 江 田と は、 三浦屋 を引拂 ふて 竹 崎の 方 

へ參 りました。 

此日 北條は .C 石の 家 を 訪ねる と、 主人の F 二 郞は折 あしく 薩 摩へ 往 つて をる 留守中でした けれども、 弟の 遊 作 はじめ 

家の人々 が、 養く 事情 をのみ こみ、 快く 承知 をして 迎へ の 舟 を 出した のです。 夜 は 一 同 懇切の 取扱 を C 乂け 安心して 宿 

りました。 

長 州の， H 石 正 一 郞と 云へば、 其 直の 弟の 白石廉 作、 季の 弟の 大庭傳 七と 共に、 萬 延文久 の 頃より、 汎く名 を 知られた 

志士で， ^作 は文久 三年の 冬、 但 馬の 篛舉に 加 はって 身 を 致しました。 元 來傳來 の 資産の 裕 かな 上に、 壤 問 文字の 素養 

も あれば、 志操 氣慨 にも 富んだ 人で、 絶えす 同志の 窮阨を 庇護し まして、 國臣も 福 岡の 政廳の 嫌疑. V- 蒙って 厳び しく 追 

究 せらる 頃 は、 數ば白 石に 寄 托して 危難 を 逃れ、 野 村望爽 尼も姬 島の 獄を脫 した 始は、 暫く 白 石の 家に 蟄伏し まし 

た 。その 志と 名と を 天下に 知られた の は、 此 時北條 の依賴 をう けて 月 照に 一夜の 宿 を 供した のが 始まりで ありました。 

月 照に 一 夜の 宿 を 供した 時の 事に 就て は、 格別の 話は殘 つて ゐ ませぬ。 月 照 一行の 立 去って から 間もなく、 主人の 正 

一郎 は薩 摩より 録 つて 家に 居ります と、 遙々 追跡して 下った 京都の 中座 德藏甚 助の 二人 は、 月 照に 宿 を a- したの をロ實 

として 難题を 中し 掛け やうと する ので、 白 石 は 一 一人 を 我家に 招請して 鄭重の 饗應 をな し、 且つ 则の 袖の 下 をつ かまして、 


自家の 無難 を 謀る と 同時に、 ！^！-の次第を北條に急報して注意を^：^^めました。 月 照が 筑 前で 捕縳を 免れ 薩 摩まで 落延びた 

のた、 白 石の 急報 を 得て 京都より 中座の 追跡して 來 たこと を 知り、 一 日 早く 福 岡 を 逸して 立 去った 故で ありました。 

京都で 謂 ふ 中座 は、 檢擧 捕縛の 事 を 掌る 下役で、 先づ 他の 探偵 目 明と じ 種類の ものです。 

白 石 H= 二 郞は溫 良 恭謙の 人物と して 聞え てゐ ます けれども、 元來は 膽氣も あれば 雄心 もあって、 久しく 自家の 商業 を 

擴.^ し 手腕 を 揮 ふて みたい と 思 ふて をり ますが、 淸末は 一 萬 石の 小 藩、 固より 驥足 を 仲ば すの 餘地 なく、 宗藩 にしても、 

他の 諸 支 藩に しても、 古来の 慣習 や 事情が 多く、 新に 割り込んで 手 を 著け る こと は 難 かしい。 適々 薩 摩の 政廳が 下關を 

中心として 藩內の 物産の 販路 を 開拓す る 企圖を もって をる こと を 知りまして、 己れ 自ら 島津 家の 御 ffl 達と なって 事に 當 

り、 防 長 二 州との 間に 物産 交易の 道 を 立て やうと 云 ふ 計 畫 をして、 去年より 1  は々 手 を 入れ カを盡 して をり ました。 此頃 

薩摩 人と 深 密の交 態 を 生じた の-も、 斯 かる 事情から 起った もので、 月 照の 宿 を 供した 時、 薩 摩に 參 つて ゐ たの も、 ャハ 

リ 同じ 理由からの 旅行でした。 

久しく 筑 前に 寄 托して をる ェ藤左 門北條 右門 等の 薩摩 人と 相識り 深く 交 はる やうに なった の も、 一 半 は 同じ 事情から 

起った もので、 北條は 去年の 春 これ も ャガテ 月 照と 淺 からぬ 因緣を 生じた 福 岡の 町人 楠屋宗 五郎 を 伴 ふて 上洛す る途 

次、 始めて 白 石の 家 を 訪ひ締 交しました。 西鄕も 去年の 冬筑前 を經て 東行す る 折に は、 ェ藤左 門の 紹介 を 以て 白 石の 家 

を訪 ひ、 白 石の 人物と 志操と を 認識し、 途中ながら も薩 摩の 政廳に 勤めて 居る 妹婿の 市來 F: 之 丞に書 を 寄せ、 白 石の 希 

望 を 助成せ むこと を 謀りました。 

此 頃の 白 石と 薩摩 人と は、 斯 かる 間抦 となって ゐ たのです から、 月 照の 一夜の 宿 を 頼んだ のも强 ちに 北條 の思附 ばか 

りより 出た わけで はなく、 或は 西 鄕も下 關の三 浦屋を 去る 時、 斯 かる 相談 をして 別れた ので ありませ う。 
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月 照の 入筑 一 

竹 崎の 白 石 正 一 郞の 留守宅に 宿った 月 照 主 從海江 田 北條の 一 行 四 人 は、 翌 十月 1 一日の 朝早く 一 艘の漁 舟を展 入れ、 白 

石が 家の 水 門 より 纜を 解いて 海峡 を 越え、 小 倉の 地方 を 通らないで、 直に 筑 前の 領內を 指し、 遠賀 郡の 戶畑 浦から 上 

しました。 

営 時下 關 より 九州へ 行く 旅客 は、 饗前 の大 里に 渡る の を 通例と し、 直に 筑 前の 領內へ 入る 人 は、 大概 黑 崎へ 船をサ なけ 

たと 云 ひます から、 これ も ャハリ 世間の 耳 ini を 避けて、 態と 便利の 惡ぃ戶 畑の 浦から 上がった ものと 見えます。 

戶畑沛 から 博 多まで は、 眞ッ 直に 本街道 を 西 行した の歟、 多少 は 迂路 を 取って 踪 跡を晦 ましたの 歟 それ は 分り かね ま 

すが、 此日は 夜 {!: 幾 行 をして 無理に 急いだ 模様で、 靑柳驛の旅店大森^^兵衞と云ふ者の家に宿りました" 翌日 は 夜 を 

めて 靑柳を 出て、 天の 猶ほ 明けない うちに、 年く 博 多へ 着いた ので、 或は 宿った と 云 ふよりも、 暫く 休んだ のであった 

かも 知れ ませぬ。 博 多大 濱の 北條の 家に 着いた の は、 三 RI の曉 方で ありました。 

北條の 近傍に 住み 親密の 交 をして をる 醫 者の 原 三 信 は、 此 朝早く 起き 出て 湯に 行かう として、 手拭 を 提げて 北條 の.： 

の 前 を 通る と、 入口の 路地の 左側に、 見馴れ. ぬ 兩掛の 置いて あるの がフト 眼に 着いた ので、 或は 昨夜 つて 來 たので は 

ない 歟と、 立 寄っての ぞいて 見る と、 入口の 右側に は、 下男 體の 若者が、 汚れた ま- r の 泥足 を 路地の 方へ 投げ出して、 

ダウ.， （^鼾 を かいて 寢て をり ます。 そこで 內へ 入って 尋ねる と、 け ふの 曉 方に 歸 へり 着いた と 云 ふこと で、 入口に 寢て 

をる お 者が 僕 重 助で あつたの は、 後に なって 分りました。 泥足の ま \ 入口に 熟睡して ゐ たので も、 賽 夜 兼行で <!： ん いで 來 


て、 隨分 難儀 をした 校 様 は 想 ひ 遣られます。 

當 時の 北條の 住居 は、 大森利 三 郞と云 ふ 町人の 持 家 を、 原 三 信の 世話で 借 S けた もので、 二十^ば かり 前まで は、 利 

一一 I 郞も猶 ま.」 して ゐ まして、 五十 年の 昔し、 世に も 名高き 淸水 寺の 月 照 上人が、 數 日の 個、 我家に 潜んで 居られた に 

寘は、 今日まで些も知らなかったと云ふ話でした。後に利三郞ょり讓り受けて住まってをる林とー^^ふ博多織屋の、王入は、 

それ は 大方 廣か 天竺の 物語で も あらう 歟と云 ひたい やうな 風 をして、 取合って 吳れ ぬのに は、 著者 も 頗る 困りました。 

林の 住居の 奥の 方に は、 離れた 古い 二階屋が あって、 物置に なって ゐ ましたが、 昔 は 疊も敷 付け 小ザッ パリと して. - 

隨分 人の 寢 泊り もで きた もの だと 申しました。 月 照 は 盖し此 一 一階に 潜んで ゐ たので ありませ う" 

.® 江 田 は 多に 着いた 翌日の 朝、 月 照の こと を北條 にたの み、 已れは 西 鄕の後 を 追 ひ、 薩摩を 指して 歸 りました。 月 

照 は主從 二人と なり、 暫く 北條の 家に ゐ まして、 それから 太宰府の 方へ 參 つて 數 U を り、 また 回って 來て、 福 岡 下名 

島 町の 町人 高 橋屋平 右衛門の 家に 潜みました。 

北 條は當 時の 筑前 では 身 自ら 注意人物で、 世間の 耳目に 觸れる 心配 は 多い し、 住居 も狹ば 苦しい ので、 旁. -月照 は 太 

宰府の 天滿宮 參詣を 名と して、 一 たび 北 條の家 を 去り、 斯くて 踪 跡を晦 まし、 それから 密に福 岡へ 立戾 つて 來て、 髙橋屋 

平 右衛門の 家に 潜みました。 北條の 家に 居った の は 二日 か 三日、 多くても 四日 を 越えた こと はなから うと 思 ひます。 

月 照の 薩摩を 指して 福 岡 を 立った の は、 此 月の 十七 日で、 博 多 福 岡の 市中に 足 を 留めた の は、 都合 十四日、 此 間太宰 

府 にも 參っ て 數日を 送りました。 
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月 照の 入筑 二 

太宰府で は、 松屋と いふ 旅館に 數日 宿って、 天滿宫 の 參詣も すれば、 近傍の 名所 見物 もして、 一 日 は寳滿 山に も^り 

ました。  、 

松屋の 主人 栗 原 孫 兵衞は 幾年の 後、 三條公 始め 五 卿が 太宰府に 寄寓して 居られる 頃 は、 宿屋と いふ 營業 の關 係から し 

て、 多く 諸方の 志士に 識 られ、 自然 彼是と カを盡 したので、 後に は黑 田家の 嫌疑 を 蒙り、 牢獄の 苦 を 嘗めた 忠勤 等 も あ 

つて、 近年 從 五位 を 贈られました。 當時五 卿に 隨從 して ゐて、 養く 孫 兵衞の 人と 爲りゃ 心 $ 知られた 故 子爵 淸岡公 

は、 明治 十一 年の 秋、 自ら 周旋の 勞を 執って 孫 兵衞に 贈られた 含英狙 華帖の 題言のう ちに、 『慷慨に して 氣節 あり、 夙 

に 勤王の 志 を 抱き、 廣く 天下の 志士と 交る』 と稱 して をら れ ます。 

月 照の 宿 をした 頃、 早く 已に 勤王と いふ やうな 心掛を もって ゐた歟 どら-数、 それ は チト覺 束ないで すが、 北條 とは豫 

ねて 善く 知り合 ふて をる 柄、 假令ガ 照の 素性 來藤 や、 入筑の 事情の 委 はしい こと は、 明から さまに は 聞かせぬ まで も、 

相當の 紹介 はした 笞で、 孫 兵衞は 情と 禮と をつ くして 取扱 ひました。 月 照の 書いて 與 へた 短冊 も、 今猶ほ 子孫の 家に 所 

藏 して をり ます。 

宰， 肘の 犁廟 に詣 でて 

唯 祌の惠 を 仰ぐ 外ぞ なき 

、いづく しに 下りけ る 身 は 


腐に 奉らむ と. - 

むめが えに 東風 吹 ころ は 千 早 ふる 

神. も むかし をお も ひ いづらん 

別に 尋常の 紙に 喾ぃ たもの もあります。 

ことの 紫の 花 を あるじに 旅寢 して  • 

この 松 蔭 は 千代 も 忘れ じ 

これ は 特に 咏んで 松屋の 主人の 好意 を 謝した ものと 見えます。 言の葉の 花 を あるじに 旅寢 してと 云った 所から して へ 

ると、 此時は ャハリ 歌人の 行脚と 稱 して 宿った ので ありませ う。 

寳滿 山に は、 キ： 人の 孫 兵衞が 次男の 孫吉 とい ふ 十八 歳の 少年 を 連れ 案內 をして、 天 滿宫に 奉仕す る 十鏡坊 とい ふ^ 侶 

も 同行して 登りました。 十 鏡坊は 維新の 後に 還俗 をして 大域 谷景 樵と 稱し、 詩 を 作り 畫を 描いて 世 を 終 はった 人と 聞き 

ますから、 此時も ャハリ 風雅 韻事の 相手と して 同行した のでせ う。 寳滿 山で は 座主の 楞伽院 にも 會 見して、 潜伏の 相談 

をした けれども、 都合 好く 調はなかった やうな 話も殘 つて ゐ ますが、 座主に 會 見した の は としても、 潜伏の 相談 を 

したと 云 ふの は、 前後の 情況から 考 へて、 勿論 これ は 後の 人の 附會 した 說と思 はれます。 

此 時の 登山に 就て は、 折し も滿 山の 紅 紫眞ッ 盛で、 月 照 も 深く 賞美した と 云 ふ 外に は、 格別の 物語 も ありませ ぬ。 松 

屋孫兵 衞は晚 年 折々 甞て 自ら 案內 をして 寳滿 山に 登った 話 をして、 月 照の 人品 風釆の 何とな う 人 をして 欽仰 愛慕せ しめ 

たこと を 語り、 氣 高くて 美しい 女に 對 する やうな 感を 生じた と 申して ゐ たさう です。 

月 照 0 弟子で 後に 成就 院の 住持と なった 僭忍慶 が、 僕 軍： 助の 記隐を 叩いて 錄 した 文書に よると、 太宰府の 滯 在中 登つ 
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たの は、 天拜 山で 齊滿 山ではなかった 様になって ゐ ますが、 これ は 重 助の 記 臆の 誤 か 忍 慶の聞 誤りで、 山の 名 を 間違え 

て をり ます。 

月 照 は 幾日 松屋に 足 を 留めた の歟、 それ は シカト 分り ませぬ。 これ も 前後の 情況と 博 多 福 岡の 間に 滞在した 全日 數と 

から 兒て、 ニ晚 か三晚 宿って 福 岡の 方へ 回って 行ったら うと 思 ひます。 元來月 照の 太宰府へ 參 つたの は、 博 多の 北條の 

家より 直に 福 岡の 方へ 移って は、 那珂川 一 ッを隔 つるば かりの 町鑌 きで、 踪 跡を晦 ます 都合 も惡 いので- 表 向 は 全く 博 

多 を； 拂ひ、 餘 所に 行く 風 を 装 ふて 北 條の家 を 出で、 一 たび 太宰府へ 參 つて、 また 福 岡の 方 へ^って 潜伏した のです か 

ら、 松屋に 宿った 日數は 多く はない 蒈、 先 づニ晚 か三晚 であり ませう。 

間もなく 福 岡 を 逸して 走り、 薩摩を 指して 落ち行く 時に も、 また 太宰府へ 立 寄って、 一 夜 松屋に 宿りました。 

和魂漢才の 碑 

月 照 は 太宰府に 於て、 當時 天滿宫 の 境內に 建設す る 計畫の 熟して ゐた 和魂漢才の 碑の 事 を 聞いて 咏んだ 歌 もあります 0 

赤心 報 II の 人々 和魂漢才の 碑 を 立 つるさ 聞て 

しきし まや 大和心の 1 すぢに 

いと かしこくも 立つ る 石 ふみ 

お 話 は 頗る 岐路に 入ります けれども、 和魂漢才の 碑の 發 起せられ た由來 や、 建設 せらる、 當 時の 率 情 聞く と、 七十 年 

前の 時勢、 さて は筑 前の 藩 狀も窺 ひ 知られ ますから、 今 こ- r に 月 照の 歌を擧 げたの を機會 として、 碑の 辜に 就て 聊か 


述べます。 和 魂 漢>- の 四 字 を 冠せられ て をる だけで も、 此 碑の 尋常一様の 金石文で ない こと は、 先づ 自ら 分ります。 

これ は 皇典 n 擧に志 を 寄せ、 平 田 篤 胤の 學說を 尊ぶ 人々 の發 起した もので、 薩 摩から 寄 托して をる ェ藤左 鬥北條 右門 

竹 內五百 都 等， 先づ 建碑の 必要 を唱 へ、 江 戶の平 田家の 門 流 子弟と も 遙に聲 息 を 通じ， また 鈴 木 篾胤白 石 正 一 郎等と 相 

謀って 計畫を 進め、 福 岡の 楠屋宗 五郎と 月 照の 宿 をした 松屋 孫兵衞 との 一 一人が、 表 向の 世話人と なって 奔走 周旋 をして、 

筑 前の 士 人中 特に 平 田 派の 國擧を 好む 河 合 茂 山、 戶川佐 五右衞 門、 桑 野 左內、 江上 傳一郞 江上 英之 進の 兄弟、 萬 代 安之 

進、 神職 浦 志 摩 守、 宫崎 大門 並に 國臣の 弟 平 山 宇八郞 * 及び 谷 ロ大助 等の 人々 がまた 贊助 者と なって、 各. - 多少の 力 を 

添へ、 碑文 は 去年の 春、 北條 右門が 楠. feH 示 五郎 を 伴 ふて 上洛し、 才田 右兵衛 大尉の 秘藏 する 菅公 遺戒の 中より 警語ニ 則 

を 採り、 菅 公の 遠裔^ 條前 權中納 言爲定 卿に 揮毫 を 請 ひ、 此 歳の 秋に なって 建設の 準備 は 全く 成る を 告げた 所が、 筑 

は 一 兀夾： 專ら程 朱の 舉 術を宗 として、 他の 說を 容れぬ 阈抦、 また 發起 人の 人柄 や 身分に 彼是の 議論 もあって、 藩 の 諸 先 

生 はじめ 一 般の士 人中に は、 此 碑の 建設 を 嫌 ふ 人 多く、 種々 の 故障の 起った の を 取 繕 ひ、 これ も菅 公の 遠 裔に當 る天滿 

宫の 別當職 安樂 寺の 信 全權大 僧都の 名 を 借りて 建設の 功を錢 はりました。 位置 は 往時と は 異なって ゐ ましても、 碑 は 今 

猶ほ 太宰府 神社の 拜 殿の 傍に 儼然として 立って をり ます。 

凡 國藥所 i  、雖 41 涉-- 古今 1 究 * 天人 h 其き 非 n 和魂漢才 T 不レ能 レ窺ニ 其閫奥 1 矣、 

凡祌國 一 也、 無窮 之 玄妙 者、 不レ可 1 敢 窺知 iin 漢土 三代 周 孔之聖 1 革.^ 之國 風、 深 可：^ 加-思慮 1 也 

これ は 即ち 碑 面の 文字で、 縫 ほ 側に 有 卞欲レ 建 二 碑 太宰府 天滿宫 1 者ハ應 ニ其需 一書 レ之、 安政 歳次 戊 午 初秋、 前 權中納 首 菅原爲 

定と 記し、 また 別に 右一 一則 我 神 之 所 二 遺戒 一也、 後 有レ志 者、 其鑑焉 哉、 安樂 寺 正 別 當權大 僧都 信 全と 兒 えて をり ます。 權大 

僧都 信 全 は 即ち 今の 太宰府 神社の 宮司 男爵 西 高： tl の 先代に 當 ります。 
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才田 右兵衞 大尉の 秘藏 したと 云 ふ菅公 遺戒なる 者が、 巣して 菅 公の 手に 成った 敷 どう 敷 は、 由來 種々 の說も 行 はれま 

して、 後世の 偽作 だと 稱 する 擧者は あるに しても、 此 碑に 記された 警語ニ 則の、 日本の 國民 として 忘るべからざる 必耍 

の敎訓 たる は、 特に 言 ふまで もな く、 支那より 傳來 した 漢學ゃ 儒敎、 普く 行 はれて 國民 一般の 思想 を 管領し、 天下 を 通 

じて 阈體國 史の觀 念が 絡 ほ 微弱 を 極めた 時勢に 於て、 此碑を 建設した 趣意と 主張と は、 自ら 瞭然と して 明かで、 必 すし 

も 多 首を^す を耍 しませぬ。 月 照の 歌 また 聊か 此 間の 消息 を 含んで をり ます。 

五條 爲定 卿の 拇亳 せられた 歳次 戊 午 初秋 は、 月 照の 京都 を 出る 三 個 月 前であります。 碑の 建設 は 豫定の 期日より 餘程 

後れまして、 月 照の 太宰府に 參 つた 時まで は、 猶ほ 竣功して ゐ なかった 模様で、 歌 は 遠から す 建設 せらる &話を 聞いて 

ん だものと！ えます。 

旅舍の 主人 松屋 孫兵衞 は、 直立った 世話人 二 名のう ちの 一 人で、 尊ら 建設の 事に 力. V 、致した ので、 自然 それ は 仔細の 

話 をした ので ありませ う。 

月 照の 入筑 一一 一 

日向 延 岡の 勤王 偕 胤 康の聞 書に、 月 照の 博 多での 歌と して、 

みがき 得て 圃の资 となる もの は 

人の 心の 玉に ぞ ありけ る 

と 云 ふ 一 首の 歌が 見えて をる さう です けれども、 何處で 如何して、：^ ん だの 歟、 それ は 分って ゐ ませぬ。 箱：^ の 八蹯宫 に 


參詣 した 時に 咏ん だの だと 申して、 別に 二 首の 歌が あって 1 それに 就て は、 多少の 話も殘 つて をり ます。  . 

白浪の よせし 昔 を 今も猶 

忘れ はせ じな 箱 崎の 神 

行末 はいかになる らん 不知火の 

筑 紫の 海に よす る 白浪  . 

これ は 或る 曰 箱 崎の 八幡宮に 參詣 し、 懇ろに 祈願 を 籠め て歸る 途上、 數 名の 蘭人の 通行す るの を 掛け、 慨然と して 咏 

ん だもので、 見掛けた 蘭人 は、 藩主 黑田 長溥 公が 招いて 箱 崎の 濱で 西洋式の 練兵 を 演ぜ しめられ たのに 行逄 つたの だと 

申して， 北條 右門 も 仙 田 巿郞も 同じ やうな こと を 記して ゐ ます。 

勉めて 世間の 耳目 を 避く る 潜伏 中の 身と はいふても， 此 時まで は 偵 吏 捕手の 追跡して 搜 がし はる 程の 危急の 場合と 

はなって をらぬ し、 近傍の 神社 佛閣 に參詣 する 位の こと は、 終日 奥の 一 間に 閉ぢ 籠って をる よりも、 寧ろ 却て 人の 疑惑 

を少 くす る內情 もない に は 限り ませぬ から、 折 をみ て 外出 を 試みた の も、 箱 崎の 八幡宮に 參詣 して 二 首の 歌 を咏ん だの 

も、 或は 事實 でせ うけれ ども、 途上 蘭人 を 見掛けた と 云 ふの は、 間違って をり ます。 

月 照の 筑 前に 足 を 留めて をる 頃、 和 蘭の 政府から 幕府に 贈呈した ニ雙の 軍艦が、 博 多灣に 寄航し まして、 藩主 長溥公 

が 箱 崎のお 茶屋に 於て 接見して 饗應 せられた 乘 組の 船員 中に、 數 名の 蘭人の 交って ゐ たこと は、 成程 それ は事實 でした。 

1 一 養の 軍艦 は 日本 最初の 軍艦と して 著名な 咸臨 丸と 觀 光丸と で、 幕末の 歷史 に隱れ もない 海軍 奉行の 木 村 攝津守 ゃ勝轔 

太郞 などの 人々 が乘 組んで ゐ まして、 孰れ も長溥 公と 會見 しました 。その 內の 蘭人 數名は 回航 委員と して 來 朝した ま \、 

幕府のお 威と なって をる 海軍 敎師 でした。 併しながら ニ隻の 軍艦の 始めて 博 多 灣に投 II したの は， 此 月の 十八 日で、 月 
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gi の！ i 岡 を 立 去った 翌日に 當 ります" 此日は 月 照が 太宰府より 南の 方 上座 郡の 大庭村 を 指して 參る 途中で、 i 相 崎の 八幡 

宫 に 參詣し て 蘭人 の 通行 を 3^ 掛く る わけ は 無い のです。 

二 の 艦 は 遠洋航海の 練習の 爲め長 崎より 參っ たもので、 寄航の こと は 前以て 通知 もあって、 世 II に は 知れ渡って 

ゐた 答です から、 月 照 は 近日のう ちに 和 蘭より 贈呈 せられた 汽船の 博 多灣に 寄航す る嚼を 聞いて、 期 かる 歌 を 咏ん. たの 

であり ませう。 

北條と 仙^と は、 常時 月 照に 接近して、 これらの 事赏を 違へ る 理由の ない 人で も、 猶ほ斯 かる 誤 を 記して をり ます リ 

一般の 傳說 をし るした 文， 書記 錄に ieH 莨の 間違の 多 いのは • 深く 怪 むに 足りません。 筑前は 提封半 百 萬 石の 大藩， 後に は 

勤王の 志士と して 名を稱 せらる- r 人 も 追々 起った ので、 月 照の 入筑の 折に も， 心 を 用 ひ カを盡 して 庇護した もの、 Si く 

なかった 様な 話 はあって、 月 照が 野 村 望 東 尼の 山 莊に筑 前の 志士と 相會 し、 密に 王事 を談 じたと 云 ふこと など は、 束久 

世 通膊伯 の 名 を 以て 撰せられ た 平 尾山莊 碑の 文中に も、 チ ョ ット IJ- えて をり ますが、 孰れ も 後の 人の 附會 した もので、 

全く 痰 跡の 無い 話であります。 當時 尊ら 月 照の 爲に心 を 用 ひ カを盡 したの は、 上 II より 同行して 參 つた 北條を 第一 とし 

北條 と共に 齊彬 公の 家督 騒動の 藩 難 を 避けて 來て、 久しく 寄 托して をる ェ藤左 門に 竹 內五百 都、 それから 洋中藻 萍も聊 

か關 係し ました。 

筑 前人と して は、 町人の 松屋 孫 兵 衞と高 橋屋平 右衛門と 楠屋 宗五郞 とが、 北條ェ 藤との 交 態から して、 潜 居の 宿 を 供 

し， 足輕の 浪人 仙 市 郞と秋 月の 故 實家阪 田九郞 右衛門と か、 一 たび 二た び 舎 見した 位で、 後に は 深い 關係を 生じた 國 

Ha すら も、 不在 中でした から、 月 照の 筑 前に 來て をる こと は、 全く 與り 知り ませぬ でした。 


月 照の 入筑. 四  ， 

月 照 は 十月の 三日に、 始めて 博 多大 濱の 北條が 家に 着いて、 數日 潜んで をり まして、 それから 太宰府へ 參 つて 數日を 

送り、 斯くて フタ、 ビ 回って 來て、 幅 岡 下名 嶋 町の 高 橋屋平 右衛門の 家に 潜みました。 

高 橋屋平 右衛門 は 夙に 義俠を 以て 名 を 知られた 一風 變 はった 町人で、 久しく 藩の 目 明 役 を 勤め、 嘉 永の！^ ェ藤 北條が 

薩 摩から 逃げて 來 て、 島津 家の 捕手の 追跡 を 受けた 折に は、 最も カを盡 して 二人 を 庇護した 因緣 もあって、 爾來 久しく 

親密の 交 をして をる 間抦、 北 條が月 照の 或 程度までの 事情 を 打明けて 相談した の を 快く 引受け、 自宅の 離れの 茶室に 留 

めました。 これ は 警察署の 探偵が 我家のう ちに 犯罪の 嫌疑者 を かくして をる 様な ことで、 潜伏に は此上 もない 好都合で 

した。 それに 平 右衛門の 妻い きと 云 ふ もの も、 頗る 志操に 富んだ 男勝りの 婦人で、 また平生篤く怫法を信じてをる^$?-で 

したから、 夫婦 心 を 同く して 善く 月 照 を 遇しまして 親切 を 極めました。 H 照 も 深く 夫婦の 志を德 とし， 一 首の 歌 を咏ん 

で 贈りました。 

高橋屋 LL 宿ら ひて 主人 夫婦の 志い ミ、 1 ければ 

苍 ふべき 限り は 知ら じ 筑紫路 の 

海より 深き 入の なさけに 

平 右 衞門は 後に 正 助と 稱し、 勤王の 志士の 爲に 1 方なら ぬ 力 を 致し、 萬延 元年の 春、 固 ほが 長 州の 白 石 正 一 郞と 同行し 

て、 密に 忍び 歸 つた 時 も 同じく 此 家に をり ました。 慶應 元年の 冬黑 田家に 勤王 黨の 大獄の 起った 砌は、 目 明の 役 義をも 
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惯ら す、 種々 の 便お を 志士に 與へ たこと を尤 めら れ、 久しく 姬 島へ 流罪の 身と なって、 妻の いき は 之 を 嘆げ き密に 島へ 

渡って を 知れる 島 役人の 默許を 受け、 內々 良人の 介抱 をした と 云 ふ 話 もあります。 數年を 經て赦 されて 歸 へり、 問 も 

なく 世 を 去り、 妻も續 いて 世 を 去りました。 今 は 子孫 も絕々 になって、 當 時の 住宅 は 他人の 所有に 歸し、 家屋 も 改築 さ 

れて 昔の 形 は 全く ありませ ぬが、 月 照の 潜伏した 離れの 一室 だけ は、 翁 ほ 饞に殘 つて をり ます。 

nl:^ の 高 橋屋に 潜伏した 日數は シカト 分り 愛ね ます けれども、 十月の 三日に 始めて 博 多へ 着いて、 暫く 北條の 家に も 

をれば、 太宰府の 方へ も參 つて、 それから 一 i 岡に 立 回へ つて、 十六 日の 夜 は 高 橋屋を 去った ので、 此 家に 潜伏した の は、 

長くて 七：：： か 八日、 大方 は 五日 か 六日の であり ませう。 

元來 月^の 九州へ 落ち 下った 當， 面の 趣意 は、 取り 敢 えす 幕府の 追 捕 を 避けた のです から、 孰れの 地方で も 安全に 潜伏 

せらる >r 場所 さえ あれば、 强 ひて 薩 摩まで 落ち行く 必要はなかった のです が、 筑 前の 藩 狀は、 到底 その 身 を 置く 餘地は 

ない ので、 何れにしても 薩摩を 指して 行かねば ならぬ 事情と なりました。 そこで 下關 より 別れて 去った 西鄕の 消息 を 待 

つて をり ます けれども、 杏と して 何のた よりも ありませ ぬ。 博 多へ 着いた 翌日、 また別れて去った海江^£ょりも何の消 

息 も ありませ ぬ。 ^れ てより 猶ほ 日數も 積もって をら す、 急いで 薩摩を 指して 行くべき 場合で もない ので、 猶ほ く 高 

橋屋に 潜んで をり ました" 

月 照 は^ょり 巾す に 及ばす、 保護の 責を負 ふて をる 北 條もェ 藤 も、 等しく 南 来の 好 消息 を 待って 一 日 千秋の 思 をして 

ゐ ましても、 薩 摩の 方 は 同志の 心に 任 かせざる 事情が あって、 月 照 を迎へ 入る > 見込 も 全く 立たぬ ので、 西 鄕等は 徒ら 

に 苦心 焦慮す る 許でした。 

待つ 身よりも 待たら る、 身の つら さと 云 ふの は， 蓋し 此 時の 西 鄕 等の 心情で ありました？ 


55 後の 西鄉 

此 月の 朔日、 下關に 着いて、 即日 月 照 と^れ 老君齊 興 公の 後お 追 ひかけ た西鄕 は、 夜 を 胃し 雨 を 胃して 急行し、 筑後 

の 松 崎の 驛で齊 興 公に 追 ひっきまして、 途中ながら 特別の 面 謁を願 ひました けれども、 左右の 人 は 御疲勞 だからと 中し 

て 取次いで 旲れ ませぬ" 次の 驛の 旅館で も 重ねて 願 ひます けれども 同じく 叶 ひませ ぬ。 據 なく 隨 行して をる 老 職の 島津 

豊 後に 就て 月 照の 西 走した 內情を 述べ て 保護 を 求めました。 豐後は 西鄕の 述べた 趣意 は 善く 納得した やうで、 それ は 出 

來な いこと だと は 申し ませぬ が、 然 うかと 云って 領諾 もせす、 唯 鬼 も 角 も 藩に 歸 へり 着いて から、 何とか 評議 をす ると 

苍 へまして、 猜ほ 進んで 此 上の 話 をす る 道 もない ので， 餘傣 なく 老 君の 一行に 隨 ふて 歸 りまして、 熊 本 を 過ぐ る 時 は 長 

岡監 物を訪 ひました。 

長 岡監物 は當時 名望の 天下に 高かった 細 川 家の 重臣、 ェ藤左 門が 藩を脫 して 筑 前に 投 する 折に は、 密に 援助 を與 へた 

事情 等 もあって、 西鄕の 同志 は豫 ねて 囑 望して をる 人物でした。 西鄕は 江戶に 於ても 識り合 ふて 交誼 も淺 からぬ 問 柄で 

した。 京都 を 立 去る 頃より、 場合によって は、 月 照の 保護 を賴 まう と考 へて ゐ たので、 旁 >H1 寄って 訪 ふたものと 見え 

ます。 西 鄕を迎 へて 徹宵 談論した 長 岡 は、 西鄕の 慷慨 死 を 決した 心情 を 察し， 頻に慰 諭 抑留して 之 を 救 はむ としたけれ 

ども、 西 鄕は聽 かす 曉を 胃して 辭し 去った と 云 ふこと です。 此時月 照 西 走の 事情 を 語って 保護 を 求めた 歟 どう 敷、 そこ 

までの 話 は聞洩 しました が、 孰れに しても 肥 後の 形勢 また 月 照の 保護 をた のむ 餘地 のない こと を 知りまして、 も 角 も 

藩 を 指して 急いだ ので ありませ う。 
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斯くて 藩に 歸 へり 着いて みると、 齊彬公 舘を捐 てられて 未だ 百日に も滿 たぬ のに、 政 廳の風 色 は 早く 一變 して， 大勢 

また 如何と も爲し 難い 情 態とな つて ゐ まして- ^&土猶ほ新なる先君の墓前に伏して、 巨 眼た^ 淚潜々 たるの みでした。 

政廳は 忽ち 命 を 下し、 幕府の 嫌疑に 觸 る- f こと 甚だしい から、 名を變 じて 跡を沒 せねば ならぬ と 云 ふこと で、 吉兵衞 を 

更 めて 三助と 稱 しました。 

西鄕に 後る & こと 三日、 博 多より 月 照に 刖れ て南歸 した 海 江 田 は、 肥 後の 佐 敷の あたりで 老君齊 興 公の 駕饉を 見 まし 

たが、 故ら に 避け 海路 を 取って 鄕國の 境に 入り、 却て 西鄕 よりも n 十く 鹿兒 嶋に歸 へり 着きました。 併し 藩 吏の ために 母 

親の 病氣 看護 を e. 立て  > 江戸 を 去りながら * 途中に 多く 時日 を 費した 不都合 を 詰問せられ まして、 彼是と 辭を 設けて 分 

疏し、 ^に听 IS を 免る.^ やうな iel- 情でした。 

西 鄕は故 君 齊彬公 第一 の 愛臣 を 以て 無比の 眷遇を 蒙り、 腹心 を 委ねられて 重要の 機密 を檐當 した 爲め、 早く 名 を 天下 

の 諸侯 士 太夫に 知られました けれども、 藩に 於け る 身分 は、 お 徒 目 付 ts^ 帶ぉ庭 方のお 鳥預 とい ふ 鄙 職に 過ぎ ませぬ" 海 

江^ はお 茶道 坊主， 此 他の 同志 いづれ も微祿 小身の 人ば かりで、 藩議藩 政の 機 務とは 全く 沒交涉 ですから、 一 たび 齊彬 

公 を 喪 ふた 後 は、 恰も 木より 落ちた 猿の 如く、 藩に 歸 つても 藩に 居っても， 策の 施すべき 様 もなければ、 手の 著け やう 

もな く、 た^ に權門 勢家の 間 を 奔走して 入說 し、 政廳の 評議 を 動かす の 一 途を餘 すの みでした" 

故？；； 齊彬 公の 家督 騷 動の 頃 は、 猶ほ 公の 爲にカ を li し 身 を 致して 島津 家の 忠臣たら むこと を朋 した 關閱勳 舊の人 も あ 

りました けれども、 今の 時西鄕 等と 志 を 同く し 事 を 共に し、 故 君の 遣 志を紹 成して 皇 家の 忠臣たら むと 欲する 權 n 勢家 

は， 幾ん ど 全く 無い と 云 ふ 情 態、 此 間た ビ纔に 一 人の 鎌 H 出 雲 正 純が 居って、 江戶 より 歸 へる 途次、 近衞 公より 月 照 を 

以て 傳 達せられた 內旨を 受け、 深く 感激し まして、 故 君の 遣 志 を繼ぎ 朝廷の 爲 に精忠 を抽ん する 情 極めて 熾でした けれ 


ども、 恰も 宿 病 方に 昂進して 危篤と なり、 自ら 出で- -政廳 の 評議に も與る ことの 叶 はぬ 容 1^ でした。 また 西鄉 等の 同志 

，と 緣故も あれば 情誼 もあって、 氣 脈お のづ から 相 通じた 老職島 津左衞 門の 一派 は、 齊彬 公の 薨去と 共に 忽ち 勢力 を 失 ひ 

まして、 藩狀 は齊彬 公の 家督 以前の 舊に復 し、 藩 政の 實權 は、 西鄕 等の 同志が 嘗て 目して 仇敵と 爲し、 幾た びか 其 元 を 

獲たい と 思 ふた 島 津豐後 及び 新納駿 河の 徒の 掌握す る 所と なりました。 

西 鄕は歸 藩の 途中、 島津豊 後に 謁して 月 照の 西 走した 事情 を 述べ、 保護 を 求めた 時の 應 答の 次第 もあって、 苦心 焦慮 

の 間ながら、 猶ほ 多少の 望を殘 して ゐ ましたが、 豐後は 年少の 新 藩主 又 次 郎君 即ち 後の 茂 久公を 奉じ、 急いで 江戸に 行 

くこと になり、 月 照の 案 は 留めて 新納駿 河の 手に 委ねられ、 藩內の 形勢 は 愈 々困難 を 加へ ました。 

捕手 德藏甚 助の 追跡 

月 照 は 福 岡 下名 嶋 町の 目 明 高 橋屋平 右衛門の 家に 潜み、 薩 摩よ リ西鄕 海 江 田の 消息の 來 るの を 待って をる と、 こちら 

は 何の 音沙汰 もない うちに" 長 州 竹 崎の 白 石 正 一郎より 北條の 所へ 消息が ありまして、 京都 町奉行 支配の 中虚德 藏甚助 

の兩 人. 遙々 追跡して 來て、 中國 筋の 目 明 手先 を案內 とし、 白 石の 家に 就て 詮議 を遂 ゆた 趣 を 知らせ、 兩 人の 中座 は 直 

に 筑前を 指して 行く 模様 だから、 その 心得 をして 急に 何とか 處置 する やうに と. S. して 參 りました。 

白 石の 書面 は、 十 一 日に 出した ものです が、 如何い ふ 都合であった 歟、 途中で 後れまして、 北條の 許に 達した の は 十 

六日でした。 己に 日數も 重なって、 德藏^：！^助の兩人は疾く福岡博多の巿中 へ人り込んでをる害ですから、 北條は 大に愕 

いて、 馳 せて W: 照を訪 ひ、 今 は 1 刻 も 速に 此家を 去らねば ならぬ と 促しまして、 即夜 巿外 住吉の 楠屋宗 五郎の 別宅に 移 
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らしめ ました o 

楠 一 ポ五郞 は 元 結の 製造 販寶を 家業と する 福 岡の 町人で、 父親 は 斗 丈と 云 ふ 名 を 知られた 俳諧の 宗匠、 此^ 宅 は 斗 丈 

の 久しく 閉居して 風雅 を 娛んだ 所でした。 去年 世 を 去って 明いて ゐ たので 北條は 取り 敢 えす 相談 をして 月 照 を 移した の 

です。 宗五郞 も 一種の 風 骨を帶 びた 町人、 夙に 北條 ゃ國臣 とも 親交 をして、 前の 年の 春 は、 北條と 同行して 上洛し、 和 

魂 漢才の 碑文の 毫を請 ひ、 且つ 梅 W 源 次 郞春日 讃岐守 等の 諸 名士 をも訪 ふて 歸っ たやうな 間柄で したから、 相談 もす 

れば 快く 承 もして 一 夜の 宿 を 供し ました。  ， 

ェ藤左 鬥も泰 の. H を 聞いて 來り會 し、 徹宵して 評議 をし ました。 西 鄉海江 田から は 何の 音沙汰 もな く、 薩 摩の 模様 は 

サッ パリ 分り ませぬ けれども * 京都の 捕手が 追跡して 來て福 岡 博 多の 間に 入り込んだ とすれば、 寸時 も此 逢に 潜んで を 

る こと は 叶 ひませ ぬので、 兎も角も 薩摩を 指して 行く の 外 はない と 云 ふこと に 決しました。 シカシ 月 照 は 始めて 九州の 

土 を 踏んだ 人、 地理 風俗に 眯ぃ身 を 以て、 薩 摩まで 忍んで 行く の は、 到底 それ は 難しい ので、 適當な 同行者の 必要 を 生 

じました。 ェ藤 北條は 猶ほ歸 藩せられ ぬ 身の上 だし、 世間の 注目 も 多い 人です から、 二人の 動ぐ の は 却て 形跡 を 露 はす 

憂が あります。 闺臣を 頓んで 同行 させたら ばと は、 始 より 考 へます けれども、 先月 筑後肥 後の方へ 往っ たま- -、 今 は 居 

る 所 も 分らす にゐ ますから、 如何す る こと も出來 ませぬ。 そこで 道筋の 筒井に 住んで をる 洋中 藻萍 を案內 とし， 一 先づ 

上座 郡の 竹 内 五 百 都の 所まで 參 つて、 然て後 入 藤の 計 を 立つ るが 宜しい と 云 ふこと に 決しました" 主人の 楠屋宗 五郎 も、 

折 ふし 來合 はせ た 仙 田市郞 も、 • か 評議に 與 りました。 

此夜は 方に 旣望、 圑圓の 月 さながら 晝の 如く， 皎々 として 草庵の 庭 を 照らしました。 月 照 は 一 首の 歌を咏 みました。 

人 皆の 心 も か >r れ圓 かにて 


塵 もく もらぬ 秋の 夜の 月 

此夜來 合 はせ て 月 照と 相 見た 仙 田市郞 は、 後に 作った 覺 書に、 『月 照 は 其體瘦 せて 笑 語 寡く、 吸 中 するどく 寡 默の淸 傲な 

りき、 年 は 四十 五六と み ゆ、 又 常に 香 を 焚く こと を 好む』 と 記して をり ます。 西 走 中の 月 照の 面目 を斯 くば かり^く 寫 

した もの は、 此 外に 見當り ませぬ。 塞々 たる 數 語ながら も、 君の 爲め 國の爲 め、 胸に 萬斛の 愛を藏 めた 勤王^の 當 時の 

風貌 は、 おの づ から 鮮 かに 分ります。 

月 照の 南 走 

十七 日の 曉天、 月 照 主從は 住吉の 楠屋の 別宅 を 出で、 淺月を 踏んで 南行の 途に 上りました。 北條 右門 獨り 見送って 半 

ST はかり 行き、 太宰府 道の 一 本木 稻 荷の 前で 手 を 分ち ました。 _ 

上座 郡の 竹 內五百 都の 所まで は、 北條ェ 藤のう ち 誰か 一人 附添 ふて 行かねば ならぬ 害で あつたの を、 二人 は 久しく 此 

邊に 住んで ゐて 途中で 顏を 見知れる 人に 行 逢 ふ 心配 も 多く、 斯くて は 世間の 耳目 を 避け 踪 跡化晦 ますに 都合 も惡 いから、 

月 照 は 態と 僕の 重 助の みを從 へて 孤 行した もので、 此日は 一 先づ 太宰府の 松屋 孫 兵衞の 家に 立 寄って 宿りました。 上座 

郡まで は 足の 弱い 人の 一 日の 行程と して は 遠過ぎる し、 また 一:^ 行す る 洋中藻 萍の來 るの を 待ち 合 はす 爲 でした。 

北 條は月 照と 手 を 分って 楠屋の 別宅に 立歸 へり、 猶ほ月 照の 前途の 事 を 語り合 ひました。 ェ藤は 昨夜 月 照の 卨橋屋 を 

去る 時、 チヨ ィと餘 所に 行く 體を装 ひ、 兩掛等 を 留めて 置いた こと を 聞いて、 機密の 文書で も淺 つて をる かも 知れぬ か 

らと 申して、 高 橋 屋に參 つて 取調べて みると， 月 照の 執 達 を 以て 近衛 公と 鎌 田 出 雲との 間に 交換 せられた 文書の 謄本と 
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附 驢記錄 との 一括した の を發兑 し、 ェ藤は 0 ら收 めて 持歸 りました。 

ェ 藤が 月 照の 残して ml いた 文 害 を 取調べ 自ら 收 めて 持 歸 ると、 間もなく 中座の 德藏甚 助は黑 田家の 盗賊 方 白 石 潤 太 横 

尾 平 太の 二人み 共に、 數 多の 目 明 手先 を 連れて 高 橋 屋に參 つて 訟議 をし ました。 月 照 は 一 晚 早く 立 去った ので、 辛う し 

て 捕^の 難 を 逃れました。 それから 德藏 s: 助の 一行 は、 兩掛 などの 留めて あるの を 見て、 遠く 立 去った こと を 思 はす、 

數 n の はャ ハ リ； i 岡 博 多の 市中 を搜 がし 廻 はって ゐ たので、 月 照 は 多少の 餘閑を 得て 薩 摩まで 落ち行く ことが 出來ま 

した。  ， 

北 條は月 ii の 事 を 竹. 五 百 都に 委 托する 警 面に、 薩 摩の 案内 を 知った もの を 雇 ふて 同行 さして 貰 ひたい。 足弱の 人 だ 

から、 山駕 にて 道より 入國 される やうに と賴ん では やり ましたが、 それにしても 月 照の 入薩は 頗る 難しい ことで、 

ffl 常の 知慮 才覺の ある 同行者 を 得なければ なり ませぬ。 竹 内の 方の 都合 は 如何 だら うと 深く 苦心 をして、 平野の 居所で 

も 分ったら、 使で も 出して 迎 へて 來て 相談 をしたい もの だが と考 へて をり ます 折し も、 妙なる 哉、 奇なる 哉、 阈 臣は渐 

かる 事と は 夢にも 知らす、 筑後肥 後の 旅行から 歸 つて 參 つて、 飄然と して 楠屋の 別宅に 立 寄りました リ 

北 條は阔 臣の姿 を 見て 限な く 喜びまして、 直に 請じ入れ、 月 照. V 伴 ふて 歸 つて 來た形 行 を 語り， さて 早速 ！：！ 行して 入 

薩 する こと， V 相談す ると、 國 臣は 宜しい 參り ませう と、 言下に 納得 をして 快く 引！^: K けました。 

格^ 遠く はない 筑後肥 後の 旅行と は 云っても、 數 十日 を 費し 山 阪を甌 け 廻 はって、 今し も歸 つて 來て. 猶ほ鞋 の 紐 を も 

解いて をらぬ やうな 場合、 別けて は 許可 を 蒙らす して 上洛した 次第 もあって * 大手 を 揮 ふて 白日 公行す る こ， V を 

の 上です" 斯く賴 まれて、 一一 一 目の 下に 快諾し、 宜しい 參り ませう と 引受けた 態度の 立派 さは、 今からで も 想 ひ 造られ ま 

す。 北 條は此 時の 情況 を 『平 欣然と して 領諾 し、 直に 旅装 を 治め 上座 郡 を 指して 出發 す』 と 記して をり ます。 欣然の 


1 一字 は 要 を 得て 風情が あります。  ， 

月 照と；！^ 行して 薩 摩に 入った の は、 前に も 申した 通、 阈臣が 勤王の 志士と して、 汎く名 を 天下に 知らる、 始 でした が、 

その 第一 に先づ 人の 器 重す る 所と なった の は、 自ら 進んで 難に 就き 勞を辭 せざる 此 種の 志操と 氣節 とで ありました。 

朝 倉の 里の 寄托， /」 竹 內五百 都 

月 照 主從は 十七 日 太宰府へ 立 寄って、 過ぐ る頃滯 在した 松屋 孫 兵衞の 家に 留まる こと 1 日、 十八 日 は 洋中藻 萍が近 村 

筒井から 釆 るの を 持 受け、 伴 はれて 松屋 を 去り， 日 田 街道 を 取って、 此國の 南 境 朝 倉の 地方へ と 急ぎ、 g^zて上座郡の 

大庭 村に 至り、 こ i に 住む 竹 內五百 都を訪 ひ、 北條の 紹介 書 を 出して 寄 托しました。 

竹 內五百 都 は 前に も 聊か 巾した 通、 島 津齊彬 公の 家督 騷 動の 藩 難 を 逃れて 筑 前に 投じ、 嘉 永の 頃より 黑 m 家の 庇護 を 

受けて をる 四 名の 薩 人のう ちの 一 人、 洋 中と：！！： じく 島津 家の 一 門 加 治 太 家の 世臣、 若い 時 は 江戸に 出て 平 田 篤 胤の 門に 

遊んだ 閲藤 もあって、 多少の 文 擧を蓄 へ、 好んで 歌を咏 みました。 また 家 $1 騷 動の 藩 難に 關係 する 程の ことで、 志操 氣 

慨も 乏しから ぬ 人物で したが、 新 かる 僻遠の 片田舍 に 住んで ゐ まして、 自然 世間の 事情に は 棘く、 月 照の 入筑 のこと な 

ど は 全く 知らなかった 所、 此 日の 午後、 一 人の 僕 を 連れた 出家が、 洋中 を案內 として 突然 訪ねて 來 まして、 北條の 紹介 

書 を 出した ので、 取敢 えす 披 いて 讀んで みると 1 出家の 身の上の あらまし、 入筑の わけよ n.- 下關 から 1 して 歸 つて 

西鄕 のた より は猶ほ 無い のに、 公儀の 捕手 早く も 追跡して 来た 次第 を 記しまして、 さて 

盗賊 方 中 以下の 所 は 御 互 知 音 故、 如何様に も 可 二 取 計 1 手段 候 得 共、 幕 追從の 殿達 多き 故、 迚も 此 地に は 潜せ 一難く、 
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己む を i£ す 夜に 乘じ 下人 重 助と 兩人、 貴方へ 向け 出 發相成 候， ェ 藤と 拙者 兩 人の： s 1 人 同道 致すべき 箬 なれ ども、 

我タ參 候て は、 直に 手が 附候故 其義を 能くせ す、 四 五日 はや はり 此 地に 居られ 候 やうに 計ら ひ 置くべき の 間、 薩の 

案 內存候 者 御 扉 下され、 足弱の ことなれば、 山駕 にて 間道よりの 所 然るべき 様 頼 入 候、 餘は忍 向師に 御面會 にて 御 

聞 取 下さるべく、 何も 貴兄に 御 依賴申 故、 萬々 可：， 然御取 計 可, 被レ下 

とい ふ懇々 の委囑 でありました。 

竹內は 始めて 月 照の 身の上と 訪 ふて 來た形 行と を 知りまして、 己れ の 住居に 續 く 家主の 大 庄屋の 奥座敷 を 借り受け、 

急いで 請じ入れ、 直接に 話 を 聞いて みると、 段々 の 事情 も 分って 感慨に 堪 へぬ こと 許りでした。 そこで 竹內は 一一 11 〔紫 をお 

ら ため、 此上は 不肖ながら 私 引^けて 御 人 薩の計 をし ます。 御 安心な さって 緩々 御 休息 をな さるが 宜しい。 幸に も 明 後 

日 は 所用 もあって、 柳 河 表へ 罷 越す 蒈 ですから， 旁々 御 同道 をして 彼處 より 船に て薩 摩の 方へ お送り 申し ませう と、 シ 

カト 引受けた ので、 月 照 も 深く 喜びました。 

然 つ^うする うちに、 國 ほが 續 いて 訪ねて 參 つて、 北條 さんより 京都 淸水 寺の 忍向師 が、 福 岡 を 立って 此方へ 行かれ 

たに 就て は、 八 「曰まで は猶ほ 滞在 をして 居られる 害 だから、 追 ひついて @行 をして くれと 頼まれた ので 急いで 參 つたと 

申します。 そこで 竹 內は月 照に も 事の 由 を 吿げて 阈臣を 請じ入れ 面會を させました リ 

月 Si と闽臣 との 相 見た の は、 此 時が 始 でありました。 


阪出九 郞右衞 門 諸 遠の 參會 

國 ほ は 住吉の 楠屋の 別宅で * 北條 より 月 照と 同行の こと を 頼まれ、 その 夜 は 密に歸 つて 父母の 家 を 省し まして、 翌十 

八日の 朝 は、 I： 十く 旅装 を理 め、 急いで 太宰府へ 參 つて 松屋. を 訪ねます と、. 月 照 は ハヤ 洋中 藻萍 を案內 として 立った 後で 

すから、 直に 追 ひかけ ました。 

松屋に は 月 照の t5P た 短冊と 共に、 國臣 のかいた もの を も 一枚 所藏 して ゐ ます。 いつ 箪を 執った と 云 ふ 話 もな く、 月 

照 を 追 ひかけ て 來た忙 はしい 折に、 歌 を咏ん だり 筆 を 執ったり する 暇のお つたと は 思 はれませ ぬが、 好い 歌で、 且つ 何 

れ にしても 此 頃の 作と は 見えます から、 今 こ、 に 記して 置きます。  ， 

かたよりに よりたる 絲の打 は へ て 

みだれん とこ そ 世 はなり に けれ 

國臣は 月 照 主 從の後 を 追 ふて 太宰府 を 去り、 南の 方 日 田 街道 を 行きまして、 柴田 川と いふ 川の 邊 まで 參 ります と、 日 比 

弓馬 故實 の！； と 頼んで 敎を請 ふて をる 阪田 九郞 右衛門 諸 遠に 行 逢 ひました。 

阪 W 九郞 右衛門 これ は 支 藩 秋 月の 黑 田家に 仕へ、 諸 士の禮 法 師範 を 職と する 故 實舉 者で、 國臣が 去年の 秋より  一^ば 

かりの 問、 秋 月に 參 つて 門人の 禮を 執って をる こと は、 前に 述べた 通です。 勤王の 運動 をして 奔走す る やうな 志士 風の 

人物と は 違 ひます が、 久しく 江戶の 藩邸に 勤めて 相 應の舉 問 も あれば 見識 も ある 人でした。 此頃 上役の 箕沛 とい ふ 家老 

より 故實の 修業 を 名と して 京都へ 出で 上國の 事情 を 視察して 來 いと 命ぜられまして、 始は辭 返しました けれども 浦 
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はs^;公の御直裁だと申して强ひて命じたので、 餘 俄な く領諾 をして、 幸 ひ 平野が 上洛 をして 近 ごろ 歸 つて をる と 云 ふか 

ら、 一 先 づ面會 を 遂げて 上國の 事情 を 質し、 その上で 鬼 も 角 もしゃう と 思 ひまして、 十三 歳になる 次男の 吉之助 を携へ 、 

福 岡へ 出で、 闽 臣を訪 ふこと にして、 福 岡から 故實の 稽古に 參 つて をる 今 村 高 畠と いふ 兩 名の 門人 も 同行し， 父子 師ぉ 

四 人 打 連れて 秋 月の 家 を 出ました。 

これ は 十八 日の 朝で、 1 行 は 福 岡の 方 を 指して 進み、 やがて 中牟 田の 雲霧 茶屋と 呼び 慣 はした 茶店の 前に 到る と、 南 

へ 向 ふて 行く 出家が あります。 一人の 侍 付添 ひ、 後から 風呂敷 包と 藁苞と を 持った 下男の 從 ふて をる さま は、 近所へ 行 

くもの の 様に はあり ますが、 出家の 法衣の 下に 白無垢 を 重ねた 風體 は、 如何しても 此邊の 人と は 見え ませぬ。 京都 あた 

りから 下って 太宰府 へ 參詣 をして 何！！ か へ 行く ので も あらう と 思った ま &行違 ふて しま ひました。 

阪 E の 一 行 は 斯くて んで柴 W 川の 此方に 參 ります と、 遙か向ふの^^道をっとぅて侍體のもの 一 人、 此方 を 指して 急 

いで 來る のが 見えます。 門 人の 今 村 は 彼れ は 如何 も 平野の やう だ、 歩行ぶ りが 似て をる と 申します。 高 惪も然 うだと 巾 

します。 阪田は 平野 は 何時も 小 袴 を はいて 海老 鞘卷の 太刀 を 提げて をる ではない 敷、 あれ は 尋常の 脇 指しで ある、 平野 

と は 違 ふと 言 ひ ひまして、 柴田 川の 一本橋の 際まで 參 つて、 向 ふから 來た 侍の 近づいて 頭巾 を^ぐ の を みれば、 門人 

の 申した 通り それ は國臣 でした。 他國へ 行く 途中で、 支度 も 平常と は 幾分 か異 はって をり ました。 

これ は 一 同 打 揃 ふて 何處へ 行かれる 歟 と國臣 は先づ 尋ねました。 阪田は 御身に 急の 用談が 起って、 福 岡の 方へ 訪ねて 

行かう と 思 ふて 出掛けた 所で ある， 此處 で出會 ふたの は i 是に 好い 都合 だ、 いざ 秋 月へ 引返さう、 同行して 今夜 は 我家に 

宿られよ と 申します、 成程 これ は阪 田に は 好い 都合です が、 此方 は 大事な 人の 用 を 引受け、 一 刻 も 早く 行って 會 はねば 

ならぬ 身です。 國 臣は阪 田に 斯く言 はれて 困りました、 甚だ 困りました。 . 


牛ビ馬 の 道 連 

國臣は 迷惑 極った 顏を しまして、 先生の 折角の 言葉に 戾 るの は 不本意です けれども、 至極の 急用が あって、 一人の 同 

行者 は、 上大 庭の 方へ 行いて 私の 來 るの を 待って をる ので、 今日は 秋 月へ 參 つて 宿る こと は、 如何しても 出來 兼ねます 

と斷 りまして、 さて 自分へ 話されたい 急の 用談 は 何事で あらう と 尋ねました。 

藩より 密に 命ぜられた 機秘 を、 關係 のない 他の 門人の 前で は 話され ませぬ から、 それ は 內密の 用談で ある、 如何して 

も 秋 月へ 來て 宿る ことが 出来なければ、 自分 は 御身の 行かれる 所まで 同道 をして 行々 語らう と 申します。 二 名の 門人 は 

內密の 用談 だと 云 ふの を 聞いて、 妨げに なって はと 思 ひまして、 然 らば 身共 は 一先 づ福 岡へ 歸り ませう と 別れ を吿 ゆて 

去りました。 

國臣は 大事の 途中で、 厄介な 先生に 取ッ つかまった ものです。 何とい ふても 日 比 弓馬 故寶 の師と 頼んで 敎を請 ふて を 

る 人です から、 是非に 及び ませぬ。 餘傣 なく 阪田 父子と 連れ立ち、 南 を 指して 急ぎました。 牛と 馬との 道連れと いふ 小 

喜劇 は、 斯くて 演ぜられました。 

國臣は 寸時 も 早く 竹 內五百 都の 方へ 行 着いて 月 照に 會 ひたいと 思 ふので、 心 は 急いで 耐り ませぬ、 急いだ が 上に も 急 

ぎます。 阪田は 途中 行々 話す どころ ではなく、 動もすれば 後れて 追 ひつく に 苦み ました。 

此 途中の 物語 は、 總 ベて 阪 田の SI ら 記した のに 據 つたので すが， 阪田 は國臣 の頻に 急ぐ ため、 話の 出来なかった 模様 

を 述べて T 途屮 にて 談話に 及ばむ とすれ ども、 先に 待つ 人 あるに 心 急ぐ にや • 拙老は 歩行 牛の 如く 遲 きに、 彼 は 馬の 馳 
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する が 如く、 所詮 話 も出來 難く』 と 書いて をり ます。 國臣は 年少の 頃より 遠路の 旅に も 慣れ、 足 は 別して 達者で あるの 

に、 阪田 は元來 肥え太って、 平素 歩行に 苦む 人 だと 云 ひます ので、 牛と 馬との 道連れの 喜劇 を 演じた ものと 思 はれます。 

斯く与 I がれて 阪田は 難儀 をした にしても、 大事の 場合に 附き纏 はれた 國臣の 迷惑 も 推して 知られます。 後れた の を 1^ て 

て 置いても 行かれな いので， 時には 立 止って 待っても 居らねば なり ませぬ。 その 悶 かしかった こと は 想 ひ やられます。 

これが 若し 日 比 師と賴 んで敎 を 請 ふ 人で なかったら、 恐く は阪 田の 頭上に 拳骨 を 加へ、 路傍の 泥 溝に 投げ込んで、 獨り 

先に サッ サと往 つて 了った ので ありませ う。 

弟子 は 々.1- いだ 上に も 急ぎます • 先生 また 後れが ちながら も根氣 よく 附 いて 来られます、 話 をせ ぬう ち は 唐 天竺まで も 

とい ふ 様子で 附 いて 来られます。 國臣も 今 は 是非がない と胄を 跪いで 降參 をして、 一 ッ 名案 を考へ 出しました。 此邊は 

歸り 馬の 多い 所です から、 それに 乘 つて 早く 先方に 行 着いて 緩々 承 はらう と 申しまして、 自ら 馳せ廻 はって 三 頭の 駄賃 

馬 を 雇 ふて；， 氷て、 阪田 父子 を乘 せ、 己れ も乘 つて 急ぎました。 

阪 田が 雲霧 茶屋の 前で 行 違 ふた 出家の こと を 申したら、 國臣も それみ 覺 つて、 追 ひかけ て 行く 人の 様子 も 分って、 然 

まで は 急がないで、 途中 行々 話 をす る 位の 餘裕 は出來 たかと 思 ひます けれども、 互に 斯 くと は 言 はない ので 致 方 はあり 

ませぬ でした。 

馬 は 街道より 上大 庭の 方へ 岐れる 所までの 約束であった ので、 そこから 下って フク、 ビ 歩きました。 始めて 肩 を 並べ 

て 行々 話しました。 

國 臣は阪 田の 尋ねたい 譯柄を 聞いて、 それ は 幸の ことで ある、 先に 往 つて 自分 を 待って をる の は、 然ぅ いふ 事情に 善 

く 通じた 京都の 人 だから、 就て 尋ねら る X が 可から うと 申す ので、 阪田は 思 も 寄らぬ 好都合 を 喜びました けれども、 國 


臣ほ 己の 追 ひかけ て 行く 人の 月 照で ある こと は、 翁 ほ 打明けて 語らなかった ので， 阪田は 雲霧 茶屋の 前で 見掛けた 出家 

が、 阈臣の 追 ひかけ て 行く 人と 同じ だと 云 ふの は、 此 時まで も猶ほ 全く 知り ませぬ でした。 

年と 馬との 道連れが、 上大 庭の 村里に 行 着いて 竹 內五百 都の 家 を 叩いた の は、 群 at のね ぐらへ 急ぐ 黄昏の 顷 であり ま 

した。 

朝 倉の 里の 一 一夜 

竹 內五百 都の 住んで をる 上座 郡の 大庭村 は、 筑 前の 最南 境、 筑紫 ニ郞の 流れ を隔 だて >-筑 後と 相對 する 所で、 天智 天 

皇の母 帝 を 奉じて 蹕を駐 めら れた朝 倉 地方の 一 部、 古の 朝 倉の 關ゃ木 丸 殿の 跡 も 近傍に あります。 

竹 內は月 照 を 請じ入れて 話 をして ゐ ますと、 鑌 いて 國臣が 訪ねて 參 つて、 北條の 依頼 を 受け 追 ひかけ て來た 次第 を 語 

り、 翁 ほ 途中で 阪 田に 出會 ふた 形 行 を も 述べまして、 聊か も 懸念す る やうな 人で はない からと 云 ふに 任 かせ、 阪田を も 

請じ入れ、 月 照に 引合 はして 面會を させました。 阪田は 月 照に 逢 ひ 洋中ゃ 重 助 を 見まして、 け ふ中牟 田の 雲霧 茶屋の 前 

で 行 違 ふた 人で ある こと を 始めて 知りました。 

此夜は 主： 各 四 五 人、 同じ 座敷に 臥床 を 設け、 枕 を 並べて 更深 くまで 語り合 ひました。 竹內は 『水戶 老公の 一 件、 京都 

は 近衛 殿 鷹 司 殿 其 他の 變遷、 京地 發足 浪華 乘船、 西鄕有 村吉井 等の 擧動、 馬關 までの 船路の 形 行 等 を、 畫 より 夜半まで 

物語して 感慨に 堪へ ざり き』 と 記し、 阪田は 『其 夜 鷄鳴過 迄 京都の 事情 月 照の 危急 を 免れ 西國に 下りし M 末 を 語れり』 

と 記して をり ます。 

1 五 九 
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竹內の 記した ものに は、 阈 臣は翌 十九 日に 追 ひかけ て參 つた やうに なって ゐ ますが、 これ は阪 田の かいた 通り 同じ 日 

のこと で、 孰れ も ニ晚竹 内の 家に 宿りました。 竹 內の然 う 記した の は、 勿論 それ は 記 臆の 誤であります。 

月 照が 福 岡 を 立 去る 時の 評議 は、 世間の 耳目 を 避けて 薩 摩へ 入る に は、 山 駕籠で 間道 を 行く が 宜しい と 云 ふこと で、 

北條 から 竹內 にた のんだ の も、 ャハリ 同様の 趣 i}:!: であった の を、 竹 內は筑 後川 を 下って 若津へ 出て、 彼 處の邊 から 船で 

^摩へ 送らう と 決しました。 ところに 國臣も 追 ひかけ て參 つて、 これ も 福 岡での 評議の 趣旨 を 聞いて をる ので、 海陸い 

づれの 道 を 取る かと 云 ふこと に 就て は、 竹 内の 家で も ヲノヅ カラ 多少 區 iHi の 說も 起った 模樣 です。 阪田は r 于レ時 拙老三 

人に 向 ひ、 月 照師の 體を兑 るに、 所詮 險峻の 山路 を 行く は 不利な り。 少は 危險の 策に 似 たれ ども、 千年 川の 川 舟 を 一 艘 

质ひ、 や ：！ 打ち 着せて 姿 を 匿し、 下り 舟に て 若津に 下り、 若津 より 沖 舟に 乘り替 へて 薩 摩に 渡らば、 追 捕 を 免る.^ には^ 

だ 2^ からむ と 云 ひしに、 人々 上策な りと て 是れに 決す。 近來 出版物に 此船行 竹 內の說 なりと 記し たれ ども、 發議 は拙老 

の 意見な り』 と 主張して ゐ ます。 

竹 内 は 他に 所用 もあって、 明後日 は 柳 河の 方へ 出かけ やうと 思 立った 折し も、 恰も 月 照が 參 つたので、 旁 > ^同行して 

：! 路 より 薩 摩へ 送らう と 決した と 云 ふので すから， 强 ちに 阪 田の 發議 とも 申されます まいが、 猶ほ 幾分の 異議 は つて 

ゐ たの を阪田 また 斯 かる 說を唱 へたので、 衆議 全く 舟行に 決した の は、 當 時の 情況から 考 へて、 或は 察實 であらう と E わ 

乙ます 

此時 竹內の 家に 寄り合 ふた 主客 四 五 人のう ちで、 木 强漢の 武人 洋 中の 外 は、 概ね 腰折の 二 ッ三ッ 位 は、 何の 逍作 もな 

ぅ咏 まれる 人々 で、 翌十 九日 は 幾分の 餘閑も ありまし たから、 自然 多少の 歌はなくて はならぬ 様で も、 月 照の 竹 €： に 贈 

つたと 云 ふ 一首が 繙に殘 つて をる ばかりで、 他に は 何も ありませ ぬ。 


そこ 深き 君が 心に 汲みて 知れ 

やました 水の 澄む も 濁る も 

此歌 についても、 竹內 また 何とか 應 答した 笞 です、 後に なって 氓滅 した もので せう。 シ カシ斯 かる 場合で、 語り合 ふ |„|^ 

の 多かった 所から して、 或は 取 紛れて 歌 を； i んで をる 暇の なかった のか も 知れ ませぬ。 

小 松原の 餞 宴，、」 亂醉の 英雄 

十九 日 は 滞在 をして 一 H 休養す る ことにな りまして、 竹內は 離： It を 傾け やうと • 重 詰の 辩當を 調へ、 大 iH 屋の 家の 若 

い 娘な ど を 連れ， 近所の 小 松原に 持 出して 小宴 を 設けました。 

上大庭 村の あたり は、 元来 水の 淸 きを 稱 せらる i 土地柄、 近 村に は 風味の 好い 川 海苔の 生す る 所から 思 ひっきまして、 

竹 5: は 我家の 傍 を 流る \ 小川に、 肥 後の 水 前 寺 海苔の 種 を 蒔 いたのが、 美事に 繁茂した の を 採り、 やはり 水 前 寺 海苔の 

やうに 製して 蓄 へて ゐ たの を、 此日 は樣々 にこ しらへ て 酒の 下物と しました。 月 照 は 頗る 珍ら しがって 賞美し、 ； ま， 小 

河に 繁茂して をる の を 採り、 生の ま \ 食べて 試み、 これ は 初めて 食べる もの だが、 一段の 風味で あると 申しました。 

竹. S は此日 一 瓢の酒 を携へ て 小 松原に 出た と 自ら 記して をり ます。 それで は 四 五 人の 容は 微醺 を 催う すに も 足りない 

ので、 此 一 瓢の酒 はどう も 信用が 出來 ませぬ。 小 松原で 飲んだ の歟、 宿へ 歸 つて 更に 飲んだ の歟、 それ は 何れにしても、 

此夜は 犬に 飮んで 亂醉の 英雄の あった 痕跡 も殘 つて をり ます。 

大 床屋の 家に 語り 傳 へた 話 を 聞きます と、 此夜 奥座敷の 洒 宴に は、 大 庄屋の 娘 ども も猶 ほ徵發 せられまして、 お. >w を 
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しました 所が、 誰でした 歟、 いたく 醉 ふた 人が 出來 て、 娘 どもに 揶揄 ふて 困る と 云 ふから して、 娘 どもの 母親 は， 今魄 

は 取締 をす ると か 番人に 參 つたと か 申して、 座敷へ 顏を 出す と、 醉 ふた 人の 機嫌 は、 忽ち 斜 になって 以の 外の 不興で あ 

ります。 

相手 はお 侍、 腹 を 立てさして は 大事 だと 思 ひまして、 早速 勝手の 方へ 引下り ました。 11 敷で は醉 ふたなり にも、 猶ほ 

をして 格^の こと もなかった のが、 勝手の 方へ 下がって、 母親の 座 はって をる 火鉢の 側に 參 つて、 頻に 苦情 を 並べ 

44 つて 掛 つて 却々 の權 幕で、 如何 かしたら 刀で も拔 きさうな 勢で 手が 着けられ ませぬ。 一時 は 母親 も 他の 人 も 縮み 上つ 

て 生きた、. ：" 也 もない やうな 騷 はぎとな りました。 然 うする と、 僕の 重 助で も 見兼ねて 註 進に 及んだ のでせ う。 月 照 自ら 

下がって 來 まして、 鶴の j 聲に 難題 は 立ろ に 止んで 騷 ぎは鎭 まりました。 醉 ふた 人 は 直にお となし くな つて 奥の 座敷に 

歸 りました。 母親 は 手 を 合 はせ て拜む やうに して 禮を 述べます と、 月 照 は 出家 相應の 挨^ をして、 怫 法の 功 德を說 いて、 

それ もや：^ り觀音 さまの 御利益と 思へ とか 何とかと 申した 話も淺 つて をり ます。 

娘 どもの 悉 をせられ て 母親に 喰って 掛かった 亂醉の 英雄 は、 國臣歟 洋中敷 それ は 分り ませぬ。 離 杯が 一 瓢の酒 位で な 

かった こと は、 此話 でも をの づ から 想 ひ 遣らる-. - であり ませう。 

月 照 等の ニ晚 宿った 大 庄屋の 家 は、 苗字 を 星 野と 云って， 當時は 近所 界隈に 名 を 知られた 豪農で したが、 維新の 後 は 

殆ど 兒る影 もな く衰へ て、 著者の 嘗て 參 つた 時 は、 家屋敷の 跡 は 他人の 蜜柑畑と なって をり ました。 照の 宿った 頃、 

若い 娘であった 大 庄屋の 子の 婆さんに も會 ひました が、 これ ぞと思 ふ 程の 記 臆 はあり ませぬ でした。 


筑 後川の 船 

明けて 二十日、 月 照の 一 行 は 愈々 筑 後川の 川 舟 を 雇 入れ、 若津を 指して 下る ことにな りました。 

川のう ちに は 久留米 藩の 番所 も あるし， 猶ほ踪 跡を晦 ます 必要 を 感じ だので、 川 舟の 雇 入れに も 相應の 用意 をし ま L 

て、 黑 田家 第一 の 重臣 三奈 木の 領主 黑田播 磨の 家中 加 藤な にがしが 川 近くの 長 田 村 あたりに 住んで をる のを賴 み、 向 ふ 

岸の 筑後領 の 舟 を 雇 入れまして、 楓と いふ 所から 纜を 解きました。 

1 行 は 月 照 主 從國臣 の 三人に、 竹內は 十三 歳になる 娘のお 鐵を携 へて 同行し， 家主の 大 庄屋の 許に 出入 をす る 若い 男 

の 冗 作と いふ ものに 荷物 を 持た して 召 連れました。 そこで 同舟の 一 行 は 都合 六 人で ありました。 

大庭 村の 傳說 によると、 月 照 竹內の 一 行 は、 此邊に 名 を 知られた 筑後 善導 寺參 詣と唱 へて 村 を 出た と 云 ふこと で、 大 

庄屋の 娘 か 近所の もの 歟、 ナン デモ 若い 女な ども 數人、 どこまで か 一 緖に川 を 下って、 女 ども を 舟の 表に 出し、 月 照 や 

國臣 竹內の 人々 は、 苫の 蔭に かくれて ゐた 様な 話 もあります。 竹內の 記錄に は、 何とも 見えて をり ませぬ けれども、 當 

時の 情況 これ は 有り さうな ことです。 

それから 過く る 日、 阪 田が 途中で 出會ふ 時の 話で は、 國臣は 日頃 好んで 用 ふる 海老 鞘卷の 太刀 を 提げて をら す、 尋常 

の 脇 指 を さして ゐた 模様で したが、 これ は 間違で、 國臣は ャハリ 古式の 刀 を 佩びて ゐ たものと 見えまして、 竹內の 家の 

評議で は、 如何 も 異様で 人の 目に も 着き 易く、 此 場合 宜しくな いと 云 ふ 所から、 洋中 のさして をる 尊 常の 刀と 取換へ て 

大庭村 を 出ました。 此時 取換へ た 國臣の 太刀 づ くりの 刀 は、 その ま \洋 中の 家に 後まで も 持傳へ て をり ました？ 
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阪田 父子と 洋 中と は、 船の 出る 所まで 見送った の歟、 大庭村 で^れた の 敷、 それ は 分り ませぬ が、 三人 は此日 巧 照國 

臣竹內 の 一 行と 別れてから、 日 田 街道の 平 松に 出で、 それより 阪田 父子 は 田 代 越の 間道 を 取って 秋 月に 歸り • 洋中も 北 

を 指して 歸 りました。 阪田は 月 照の 物語 を 聞いて、 上國の 事情 は 仔細に 分った ので、 書き取って 上役の 浦に 差 出す と、 

もう 自ら 京都へ 出て、 視察す るに は 及ばぬ と 云 ふ 沙汰と なって、 上洛 5 こと は 夫れ 成け りに 濟 みました。 何と. S. しても 

一恭 都合の 好かった の は、 秋 月の 故實 家で ありました。 

月 照は此 月の 二日に 下關の 海峡 を 越えて 戶 畑の 浦に 上がって から、 博 多 福 岡 さて は 太宰府 朝 倉と 忍び 歩いて、 十九；：：： 

の 間、 筑 前の 領內に 居りまして、 此日 始めて 筑 前の 境 を 出て 筑 後の 領內に 入りました。 

冬の 日 g の 短. S 上に、 此 邊は筑 後川の 流れ も 緩 かです から、 舟の 行く こと 遲く 日暮 となった ので、 此日 は久留 米の 城 

下の 少し 手前の 所より 舟を棄 て、 瀨 下に 到って 水 天 宫を拜 し、 宫の 前の 伹 ある 旅 店に 宿りました リ 當時筑 後川 を 上下す 

る 旅客 は、 船に 乘っ たま \ 久留 米の 城の 近傍 を 通行す る こと は 出 來ぬ藩 制で、 此邊 だけ は 必らす 船 を 下って 歩いた もの 

だと 巾 します。 それに 日 も 暮れた から， 旁. y 瀬 下に 一夜 宿った ので ありませ う。 

文久元 治の 頃、 勤王 黨の 志士 中 第一流の 人物と して 名望の 高かった 眞木和 泉 守保臣 は、 こ- -の 神職で、 後に. は闽 ほと 

も 最も 親密の 交 をした 人でした。 此時は 四 里の 彼方 下 妻 郡の 水田 村に 幽屏 せられ、 子弟 は猶ほ 水天宫 に 奉仕して ゐ まし 

たけれ ども、 國 臣が眞 木の 一 家と 締 交した の は、 二 年の 後萬延 元年の 冬からで、 此 時まで は 些の關 係 もなかつ たので、 

月 照の 一行 は 1  呂の 前の 旅 店に 宿りながら、 何の 交 涉をも 生せ すして 過ぎ去りました。 

た^ 露 木 は 間もなく 月 照の 入筑 した 噂 や、 竹內 のこと 等 を 聞 及びまして、 取留 もない 道 聽途說 ではあります が、 異聞 

漫錄 とい ふ隨 筆のう ちに 彼是と 記して をり ます。 


月 照 は 水天宫 の 前の 旅 店に 宿った 夜から、 始めて 三寳院 派の 修驗 靜溪錢 水と 稱し、 阈臣は 弟子の 胎岳院 雲 外 坊と稱 

し、 僕の 重 助 も 藤 次 郞と稱 しました。 國臣は 您髮を 後に 撫で付けて 有髮 の修驗 僧と 姿を變 へました。 竹內の 娘お 鐵が旅 

店の 櫛 道具 を 借り て 撫でつ けたと 申します。 

國臣 の傲髮 は、 時 風の 奴 髮は皇 國の故 俗で ない と 云 ふ 所から して， 去年の 夏 1: より 自ら 改めた もので、 平野の 您髮と 

云って は、 福 岡 あたりの 女子供の 眼に も 着いて、 隨分 世間の 噂に もな つ. てゐ ました。 さりと は異 はった 所で 異 はった ル义 

に 立ちました。 何虚 かの 隅から か、 笈を 見付けて 背に 負 ふた 敷、 法螺貝 を 捜が し 出して 持った 歟、 そこまでの 委 はしい 

話は殘 つて ゐ ませぬ。 一夜 づ くりの 俄 ごしら への 山伏 姿に は、 恐らく 已れも 他も覺 えす 破顔 微笑し だで あらう と 思 ひま 

t 阈臣は 武藏坊 辩慶の 安宅 闢の 故事 か 何 か を 想 ひ 出した と 見えまして、 自ら 藎志錄 に、 笑曰喑 得, 1 古意 T 策臨レ 事、 古今 

1 途、 不レ 得レ己 也と 言 ふて をり ます。 

竹內の 記錄に は- 國臣の 姿を變 へたの は、 大庭村 を 出る 時の やうに なって ゐ ゆへ すが、 今 は 國臣の 自ら 記した の を 採つ 

て、 瀨 下の 旅 店での 事と いたします。 シカシ 國臣の 佩びて 居る 刀 は 古式の 太刀 作りで、 異様で 人の 眼に 着き 易い から • 

洋中 藻萍の 尋常の 刀と 取換へ て 大庭村 を 出た の も、 確かな 事實 です。 名 を あらたむ ると か、 姿を變 へる とか 云 ふこと も、 

大庭村 を 出る前より 相談 は 熟して ゐ たので ありませ う。 

托乘の 町人， ヒ 一 行の 苦心 

あくれば 二十 一 日、 月 照國臣 竹內の 一 行 は、 久留 米の 瀨 下から 更に 船 を 借り切り、 愈々 若津を 指して 下りました。 
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1 行の 船が 瀨 下の 岸 を 離れ やうと する 問 際にな つて、 町人 體の男 1 人、， いづこよりか 出て 來て 便船 を頓 みます。 若津 

へ歸 らうと 思 ふて、 只今 こ.. r まで 參 つて、 且那 方の 借り切られた 船の 出る よしを 承 はって 急いで 來 ましたと 申して、 ど 

うか 乘 せて 吳 れと賴 みます。 現在 眼の 前に 空いた 所 も あるの を、 無下に 否と も斷 はり 翁ね て 望に 任 かせました。 豈に置 

らむ や、 これ は 一 行に 取って 極めて 都合の 惡ぃ 久留米 藩の 目 明で ありました。 

町人 體の男 は 便船の 叶 ふたこと を 深く 喜びまして、 私 は 先年 仔細あって 所 鞲を申 付けられ、 久しく 柳河領 のうちに 參 

つて ゐ たもので、 妻子 眷族 は 若津に をり ますが、 此 度久留 米の 御 役所から 所 構 を 免され、 舊の 通り 目 明 を 勤む る やうに 

との 御沙汰 を 蒙り， 一 刻 も n 十く 家 內の者 どもに 聞 かぜて 喜ばせた いと 思 ふて 歸る 所です。 幸に 便船の 叶 ふたお 蔭で E 十く 

歸る ことが 出來 ますと 語る の を 聞いて、 一 行 さて はと 覺 りました。 それと 始めて 知って 驚きました。 

竹內は 世上 も 追々 物騷 がしうな つた 此頃、 久留米藩でも事に慣れた目明をっかぅて諸事の探索をさせるだらぅと^!^? へ 

て、 ^けて 氣遣 はしく 思 ひました が、 それ かと 云って、 今 は 舟の 中、 爲ん方 もない ので、 然 あらぬ 體 をして、 四方 山の 

話 をして 紛ら はして をり ました。 然ぅ 斯うす るう ちに やがて 若津に 着きました。 

1 行の 人々 ャレく と 先づは 一 安心 をして、 胸 を 撫でお ろしまして、 片時 も 早く 目 明 に^れて、 危ぃ此 場 を 逃れたい 

と 思 ひました が、 却々 然ぅ いふ 都合に なり ませぬ。 また 一 ッの雞 題が 起り ました。 

町人 體の男 は、 船が 若津に 着く と、 直に 人 を 我家に 走らして 斯 くと 告げた ので、 番頭ら しい 者が 二三 人の 下部 を 連れ 

て迎 へに 來 ました" 此 旦那 方のお 蔭で 早く 歸る ことが 出來 た、 是 から 御 案內を 申して お茶 を 了ソ差 上げたい、 お 荷物 も 

我家に 揚げよ， 己 は 後より お供 をす る， 先づ歸 つて 手當 をせ よと 言 ひつけまして、 さて 懇に 1 行 を 請 じ、 お出でな さる 

小 保 は、 私の 宅と は 川 一 ッを隔 つるば かりで 七 八 町のと ころ、 御 通行の 路筋 にも 當 るから と 申して、 是非とも 立 寄って 


くれと 勸 めます。 

竹內 はじめ 一 行 は 難レ有 迷惑の 至です けれども、 此 場合に なって 强 ひて 辭 退して は、 却て 疑 を 生す る 基と なる かも 知れ 

ぬからと、 密に懾 き 合 ひまして、 言 ふが ま- -に 一 同 打 連れて 後に ついて 參 ります と、 待ち設けた 家內の 人々、 出て 迎へ 

て 二階に 請じ入れ、 主人に 便船 を さして 吳れた 禮儀を 述べ、 緩々 御 休息 をな さって くださいと， 最と 手厚く もてなし ま 

した。 此家は 遊女 屋 でありました。 

やがて 主人 も 出て 參 つて、 あらためて 今日の 禮を言 ひまして、 今夜 は家內 限りで 聊か 心 祝の 酒 を 酌み、 明日 は 親類 一 

族 を、 明後日 は 町 內の者 一 同 を 招く つもりの よしを 語り、 お蔭で 今夜 は 家內の もの どもと 早速 心 祝の 酒 を 酌む 運びに も 

なった 事故、 日ー那 方に も 一 獻差 上げたい とい ふ 折 柄、 茶の 給仕に て 出ました 一 人の 女中 は、 竹內 を： ：3- まして、 あなた は 

五 百 都 様に はお はさす や、 お 久しぶりにと 申しました。 スハ竹 內の素 生 はわ かりました。 大事 は 起り ました。 一同 これ 

に は ビック リ しました。 主人 は 女中の 突 然斯く 言った の を 詠り まして、 そなたの 御 知人 かと 尋ねます。 福 岡の 高 橋屋で 

先年 は 度々 お 目 通 をいた しました、 薩 摩のお 方で、 私共の 幼少の 頃より、 高 橋屋に 折々 お出でな され ましたと 云 ふの を 

閒 いて、 主人 はさて は然 うかと 刖に 怪しく 思 ふ 様子 もな く、 高 橋屋平 右衛門 は 私の 同役で 至って 懇意に つきあ ふ 叫 柄 だ 

と 申して、 却て 打 解けて 種々 の 話 をす るので、 1 同 はやう く 安心し ました。 程なく 酒の 支度 も 調 ひ、 吸物 取 看な どの 

饗應 もあって、 IS いて 膳部 も 出で、 猶ほ 今夜 は 宿れと 懇に& めた ので， 雲 外坊と 竹內の 連れた 下男の 正 作と は、 此 家に 

宿りまして、 月 照 主 從竹內 親子の 四 人 は、 夜 ふけてから 辭し 去り， 道の 程 も 遠から ぬ 柳 河 領の小 保 浦に 參 りました。 

若 津と小 保と は、 川 一 ッを 隔て- - 隣接した 所です が、 當 時若津 は久留 米の 有 馬 家の 領分で、 小 保 は 柳 河の 立 花 家の 領 

分であります。 
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大庭村 tlltQ 管して 蒙まで 參 つた 下男 Q 正 作 は、 十擎 曹で趟 I 命し 北海道に 移住して きと 云 ひま 

して， そ § として 村人の f 傅 ふ I によれば、 此夜は 正 作 も 十分な 酒肴 QII け、 女 Q 相手まで も 宛てが はれ、 

大恐悅 で グッス A 込んで、 翌 けの 朝起き 出て みると、 一 行 QAi どこかへ 立？ 了って、 誰れ も 居らねば 行 先 も 分 

り ませぬ。 今は擔 ふて 行く手 荷物 もまので、 若 I ら 一 人 ボン ャリと 大庭村 を 指して 歸 つて、 村人 Q 奠 となつ， 

様です。 これ は 態と 置 去りに された ものと 思 ひます。 

若津の 遊女 屋 

下 §正 作と 同じく 震 QS 燈 一夜 宿った 胎岳讓 外坊 は、 酒 纏より I、 そ Q  二十 雲 か §父親| 令と 

力で 定めた と 云 ふ 三 杯， S 匿 則が、 此 時まで も嚴 守され きと は覺 束な 5、 女 Q 方 もず 嫌で g り I ぬで し 

た。 世 lil 般の人 は 勿論 それ は斯 かる 消息 は 知れない としても、 此吻語 を 書く 著者」 は、 隨分 面白い 種 も 上がって をり 

ます。 醉 ふて 娼 閣に睡 つた 若津 の. 一夜、 また^！！ら多少の嫌猜を容る乂餘地はぁります。 併 かし 縦 令俄づ くりの 僞 山伏で 

も， .E 伏 はズリ 山伏、 場合 は 別けて 大事の 場合、 李 下に 冠 I； し 瓜田に 履 を いれた としても、 それ は 主人 I 動な 勸 

め を へての 人の 强 ひて 斷り ぬた 事情から 起って ゐ ます。 若 律の ニ仪の 雲外坊 だけ は、 何と 云っても 先 づ淸淨 無 

持戒 嚴 m: の 山伏と 兑 るの が穩當 であり ませう。  - 

久^ 米の 瀬 下から 同船 をした のが 緣 となって 斯 かる 話 を 留めた 目 明 は、 濱崎屋 庄兵衞 とい ふ もので. ザ；^〕 难の本 

にもんで 贷 席の 紫を營 み、 漦 ねて 目 明の 職 を 勤めて ゐ たのです が、 久留米 藩の 4ai 役吉 田な にがしの 事に 關し、 何 か 不一 了 


屆 があって、 職 を 奪 はれて 所 拂の處 分 一 蒙り、 七 年ば がり-の 間、 川 一 ッ隔 つる 複津の 本 町と いふに 移り 住み、 席の 業 

は 家族が 留守 をして 營 んでゐ たの を， 月 照 一 行の 此地を 過ぎた 當時、 赦免 せられて フタ、 ビ舊 職に 復し若 津へ歸 つたの 

でした。 その子に 當る 上田 淸太郞 とい ふ 七十 歳ば かのり 老人 は、 十數年 前まで は猶ほ 半： 存 して 若 に 居る とのこと でし 

たから， 地方の 人 を 頼み、 彼是と 濱崎 屋に殘 つた 傳說を 問 ひ 質して みました が、 月 照 は 撫付髮 の 俗人 を ふて ゐ たの を、 

給仕に 出た 女中が、 彼の お客さんの 素 振 は 何となく 坊さんの 様 だと か 申した とか、 月 照の 一行 は 歩いて 四 里ば かり を隔 

つた 有 明 村の 中嶋 とい ふ 所から 船に 乘 つたと 云 ふやうな 話ば かりで、 孰れ も覺違 ひか 聞 誤りで 事 實を失 ふて をり ます。 

たビ 給仕の 女中が 俗人 を 装 ふ 月 照 を 見て、 彼れ は 坊さんの 様 だと 申した と 云 ふの は、 或は 山伏に 化けた 闽臣 をみ て、 彼 

れは 通の 人の やう だと 中した の を、 全く 1^ 倒して 斯く 語り 傳 へたの かも 知れ ませぬ。 人 を 鑑刖る ことに 慣れた 客商謇 

の 女 は、 今朝 始めて 姿を變 へたば かりの 俄づ くりの 僞 山伏の 正體を 見破る 位の こと は、 それ は 何の 造作 もなかった 害で 

あります。 

それから 月 照 一 行の 立 去った 後、 黑 田家の 役人が 公儀の 捕手 を 案内して 若津 まで も 追跡して 參 つて、 また 直に 薩摩を 

指して 行った と 語り 傳 へたの は事實 で、 福 岡 藩の 盜賊方 白 石 潤 太 松 尾 平 太の 兩人 は、 遙々 京都から 追跡して 參 つた 德藏 

t^. 助の 案内 をして、 下の 目 明 手先 を 引 連れ、 太宰府 大庭 村と 段 々厳び しい 訟議を 遂げ、 若津 まで も 追 ひかけ て來 まし 

て、 此 一 行 も 濱崎屋 庄兵衞 の 家に 一 晚 宿りました。 

濱崎屋 庄兵衞 は 先頃 我家に 迎 へて 歡 待した 出家、 王從 を、 公 機の 大切な お 尊者と 聞いて、 アット 驚いて 尻餅 を捣 いて、 

舊の 通り 目 明の 役儀 を 命ぜられた 劈頭 第一 に斯 かる 不覺 をして 取 逃がした のを殘 念が つた かも 分り ませぬ。 併しながら 

何も 知らないで 取 逃した の は、 住 兵衞に 取って は 頗る 僥倖と 申して 宜ぃ。 久留米 も 一 時 は 勤王 論の 搌 ふた 藩、 また 十 年 
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を閱 すると、 王政 維新の 世と なりました。 當時 若し 此 勤王 僧 を 取 押へ て 大功 名 をして ゐ たら、 恐く は 後日に なって 相當 

の追罸 を^け たでせ う。 縱令 それ は 首の 飛ぶ 程の こと はなく とも、 定めて 肩身 狹 ばく 世 を 送った であらう と 思 ひます。 

小 保 浦の 潜 居  え 

十月 二十 一 日の 夜、 竹 內は月 照 主 從を伴 ふて 若 津の濱 崎 屋庄兵 衛の家 を 立 去り、 道の 程 も 近い 柳 河 領の小 保 浦に 參っ 

て， 豫ね てより 知 音で ある 薩摩屋 なにがしが 許に 月 照 主 從の宿 をた のみ、 己れ は 娘 を 具して 近所の 別の 家に 宿 をし まし 

た。 翌 二十 二日の 朝 は、 國臣も 後 を 追 ふて 來て月 照と 同じく 薩摩屋 に 宿りました。 

竹 內は柳 河 藩の 浦 役人に も， 何とか 取 繕 ふて 表 向の 掛合 をして 首尾 好く 薩摩 行の 船 を 一艘 雇 ひ 入れ ましたが、 あやに 

く 此頃は 日毎に 天 氣が惡 く 海上 荒れて、 如何しても 船 を 出す 日和に ならぬ ので、 據 なく 十日ば かりの 滯 在を績 けて 徒ら 

に 日 を 送りました。 

久しく 京都に 出て ゐた薩 摩の 修驗 僧の 歸國 する の だと 申して、 此邊 では 格^の 差 支 もな く 通行 は 出来ます けれども、 旅 

人の 訟議 の齩 びし ぃ薩 摩の 關所 は、 勿論 そんな ことで 通行の 叶 はぬ の は 分って をり ますから、 洛外の 醍醐 山 三 寳院御 e: 

跡より、 鹿兒 島の 城下の 修驗佾 日 高 存龍院 の 所へ 差遣 はさる X 御 使 儈と稱 して 關所を 過ぐ る 手 苦にしました。 然 うする 

と 三寶院 より 交付 せられた 旅行 券がなくて はなり ませぬ。 そこで 竹 內は月 照國臣 とも 相談 をして、 御門 跡の 坊官甲 村 左 

京と 云 ふ 人の 名義 を 用 ひて、 密に 一 枚の 旅行 券を僞 造し ました。 

斯くて 船の 都合 も 整へば 旅行 券 も 出来ました けれども、 天氣の 模様 は 連日 打 續 いて 好くない ので、 月 照 圃臣は 心なら 


卞も滯 在を餘 儀な くされまして、 竹內も 船の 出る まで は 同じく 居りました。 それに 北條 右門 も 博 多から 逃げて 來て、 小 

保の 隣の 禝津 にかくれ、 隙 をみ て は 月 照の 宿に 參 りました。 

月 照の 小 保 浦の 滯在は 十日ば かりに 涉 つたし、 三 四 名の 人數 でした から、 此邊に は 多少の 事 蹬ゃ傳 說も殘 つて をら う 

と 思 ひまして、 嘗て 一 たび 搜訪を 試み ましたが、 餘程 善く 形跡 を 愼んで 潜伏した ものと 見えまして、 何の 事蹑 もな けれ 

ば傳說 もな く、 小 保 浦より 船 を 出した こと も、 土地の人 は 全く 知り ませぬ でした。 竹內の 記して をる 外に は、 こ &で三 

寳院の 旅行 券 を 偽造した こと も、 北條 右！： が 博 多より 逃げて 來て、 隣の 禝津 にかくれ て 居った こと も、 他の 方の 资料か 

ら 緩に 發 見した 位で、 捕手の 此邊 まで も 追跡して 搜 がし 廻 はった 模様 は、 若 律の 濱崎屋 庄兵衛 の 子 上田 淸太郞 の 話で 始 

めて 分りました。 .ui- 上田の 話に、 月 照 一 行の 若津を 通過して から 幾 月も經 ない 頃に、 捕手の 追跡して 來 たやう に 言つ 

て をる の は 間違で、 月 照 一 行の 若 t4 の 濱崎屋 に 立 寄った の は 十月 一 一十 一 日の 夜、 小 保 浦から 總を 解いた の は 十 一 月朔 日、 

これ は 竹內の 記錄に 見えて をり ます。 月 照 は 十日ば かり 小 保 浦に 潜伏して 居った もので、 此間 捕手の 德藏甚 助 は、 福 岡 

博 多の 市中より 太宰府 大庭 村へ と搜 がし 廻 はり、 段々 時日 を 過ごしまして、 こ- - でも 後れて 月 照に 追及す る こと は出來 

ませぬ でした 0  . 

月 照 は 福 岡の 高 橋 屋を立 去る 時、 道中に 必要な 兩褂 など を 態と 淺し、 チヨ ィと 近所へ 行く やうな 風 を 装 ふて 出た ので、 

德藏甚 助も數 日の 間 は ャハリ 遠く は 立 去らぬ ものと 思 ひまして、 頻に福 岡 博 多の 市中 を 詮議し、 それから 漸く 南 を 指し 

て 立 去った こと を 知り、 斯くて 始めて 太宰府 大庭 村へ と 追跡して 途中に 時日 を 費した ものです。 月 照の 髙橋屋 を 立 去つ 

てから 數 日の 間、 福 岡 博 多の 巿中 は、 數 多の 目 明 手先が 縦横に 駔け廻 はって 詮議 をして 歩いて、 隨分 それ は 物々 しい 樣 

子で ありました。 
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北條 右門 は此 時まで は猶ほ 公儀のお 尊者と いふ 程に はなって ゐ ませぬ が、 引ッ掛 つて 礼 問 をされ て は、 連累の 難 は 到 

底 免れない 身の上、 斯く^ 議の嚴 びし い 有様 を 見て、 安閑と して 居られぬ ので、 月 照に 後る X こと 一日、 十八 日に は 博 

多の {<么 を 出て， 密に筑 後の方へ 參 つて、 月 照よりも 早く 小 保 浦の 隣の 援津に 身 を 潜めました。 

北條は 十七 日の 隨大 に、 福 岡の 近郊 太宰府 街道の 一 本木 稻 荷の 前まで 月 照 主從を 見送り、 ふた & び住吉 の楠屋 0 刖宅 

に彥 つて 匿に 逢 ひ、 月 行して 入薩 する こと を頓 み、 それから 一 先づ博 多の 我家に 歸 つて をる と、 伊地知 龍 右 

衞 e: と 吉井幸 助と が、 歸國の 途次 打 連れて 訪ねて 來 ました。 

是 より 先、 两鄕海 江 田 北條の 三人が、 月 照 を 伴 ふて 九州 を 指して 落ち 下って 後、 京都 大阪 Q 方で は、 志士の 物色 愈.， 

殿び しくな つて、 西鄕等 三人の 京都 を 立 返く 時、 斯 かる 形勢 をみ て は、 如何しても 皇 城の 地を棄 てて 遠く 離る k に 忍び 

ない と i を 張り、 チ、 V ハ足を 抱えて 獨り伏 見 i み留 つた 伊知地 も、 月 照 一行の 大阪を 船出す る 折、 一 方なら ざる 盡 

力 をした 吉井 も、 段々^ 疑が 深く、 所詮 いつまでも 落着いて をら れぬ 事情と なりまして、 屋敷の 留守 役よりも 頃 こ 立お】 く 

こと を 促される 所お、 兩人も 今は是 f  く 打 連れて 爵 のま 就 きまして， 伊地知 は SI ず 渡る と？ 感慨に 

堪 へす、 『け ふまで はかへ り 見て けり 玉 敷の 都に つ，. く 大和 島根 を』 と 咏んで 戀闕の 情 を 述べました。 斯くて 迂路 を 取リ、 

密に S 多へ 立 寄り 5 北 條に逢 ふて 先づ月 fl を 尋ねます と、 恰 I 摩 を f して 今 if 立った と 云 ふ 所です 

から、 一 晚博多 り、 翌曰は 鄉國を 指して 急ぎました。 そこで 北條も 急に f 決し、 兩人ぁ 行して 博き 家 を 出で、 

筑 後の 濑高驛 で 手 を 分ち、 桓 津に參 つて 潜んだ ので ありました。 

S 知 寡の 雨 人 は、 幕府の 捕手 I 々筑 前まで 追跡して 參 つて、 頻に I" を锼 がし 廻 はる 様子 を 聞いて、 若し 薩摩 

の 境へ 踏み込んだら、 斬って 槳 てると 申した ことが、 仙 田 巿郞の 記錄に 見えて をり ます。 


捕手の 追跡 さ黑 田家の 態度 

月 照 は 薩摩を 指して 福 岡 を 立 去り、 縯 いて 北 條も家 を 出た 後、 ェ藤は 多年 恩 遇 を 蒙って をる 藩主 黑田 長溥 公の 腹心の 

近臣 吉永源 八郞を 訪ねまして、 詳に月 照の 入筑 した 事情 を 吿げ、 北條は 從來の 通り 黑 田家に 於て 保護 を與 へらる- r であら 

ぅ歟、 また 自ら 何とか 處 置せ しむる であらう 歟と 申して、 密 に長溥 公の 思 召 を 伺 ひました。 然 うする と 公 は ia^ 府の 捕手 

に對 して は 成るべく 漠 とした 應答 をして、 月 照の 入薩を 謀る やうに 言 はれ、 また 北條は 久しく 家臣 同様に 召 仕 ふて をる 

ものなる に拘 はらす、 先頃 擅に 藩 を 出た ま- -、 今 は 行方 も 分らぬ と 答 ふるが {n:j しい。 從來の 通り 筑 前に 置いて 保護 を與 

へる と 云 ふ 御沙汰でした。 これ は 別に 種々 の徵憑 もあって、 公の 平素の 人物 性行の 上から 考 へても 蕃 實と思 はれます 

が、 igw 家の 盜賊 方の 役人 は、 公の 意思と は 全く 齟齬した 行動 を 執りまして、 數 多の 目 明 手先 を 指揮し、 德藏甚 助の 案 

內 をして 飽くまで も 月 照 を 追究し ました。 

これに 就て は、 德藏甚 助の 兩人 は、 筑 前に 踏 込んで 一 應の訟 議を遂 ゆた けれども、 月 照の 踪跡 はサッ パリ 分らぬ 所 か 

らして、 幕府の 威光 を 笠に きて 難題 を 持ち掛け、 その 如何しても 分らぬ の は、 筑 前で 月 照の 事情 を 知って ゐて 庇護して 

をる やうに 言 ふ 口 振 も あるので、 政 廳 では 大に 迷惑が つて、 盜娬 方へ 一 通り 搜 索すべき 由の 沙汰 は 下しても、 强 ひて 追究 

さする 趣意ではなかった のに、 盜賊 方の 役人 は 下の 方で 誤解 をして、 目 明 手先 を 指揮し 德藏甚 助に 加勢 をして、 飽 くま 

でも 追究した の だと 云ふ說 もあります が、 事 實は必 すし も然 うと は 思 はれませ ぬ。 藩主 長 溥公は 或は 月 照の 入薩を 助く 

る 意思 を 抱かれた としても、 これ は 固より 內密の 心事です から、 表 向の 政廳 では 公の 意思と 齟齬した 態度 を埶 つた もの 
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と 見えます。 當 時の 社會、 大 藩の 內 情に 於て、 藩主の 意思と 政廳の 施設と 往々 齟齬す る こと は、 毫も 珍ら しい 事柄で は 

ありませ ぬでした。 

If^ 田家の 盗賊 方 白 石 潤 太 松 尾 平 太の 兩 人が、 數 多の 目 明 手先 を 引 連れ、 德藏甚 助の 案內 をして、 月 照の 宿った 所留っ 

た 所 を 遍く捜が し 廻 はって、 嚴 びし く訟議 した 模様 は、 如何しても 政廳の 趣意 を 誤解した ものと 認められ ませぬ。 筑前 

の領內 だけの ことなら 鬼 も 角 も、 他 藩の 筑後肥 後まで も案內 をして 參 つて、 肥 後の 水侯驛 から は、 德藏甚 助 を 留め、 白 

石 松 尾の 二人で、 鹿兒 島の 城下まで 踏み 入って 月 照の 捕縳を 迫り、 斯くて 入水の 事 變をも 生じた のです から、 筑 前の 盜 

賊方は 勿論 申譯 ばかりの 加勢 をした ので 無い こと は ヲノヅ カラ 分ります。 

筑 前の 盜賊 方が、 藩主 長溥 公の 意思の 通、 德藏甚 助の 兩 人に 對し、 漠 とした 應答 をして 飽くまで も 追究す る こと を勉 

めないで、 當 藩の 領分 以外 は 力に 及び 申さぬ、 どうか 藩々 の 役人に 直々 ぉ褂 合く ださい、 拙者 共は是 より 御免 を 蒙りた 

うござる と 申して、 手 を 引いて 了ったら、 德藏甚 助 は 自ら 薩 摩へ 踏 込む こと を 面倒が つて、 境 上の 水 俣 驛に留 つて ゐた 

様な ことです から、 或は 强 ひて 追跡す るの を 見合 はせ て立歸 つた かも 知れ ませぬ。 また 縦 令 飽くまで 追跡して 行く とし 

て も、 久留米 藩に 掛合 ふと か 柳 河 藩に 褂合 ふと か、 或は 熊 本 藩に 掛合 ふと かして、 道 々月 照の 行方 を搜 がし 索め て、 

愈. -薩 摩まで 踏 込む に は、 隨分 それ は 幾多の 日 數と手 續とを 費した 害です。 その 間に 月 照 は 何とか 潜伏して 捕縛 を 免る 

餘地を 生じた かも 分り ませぬ。 月 照が 鹿兒 島の 城下に 入った 折、 島津 家の 政 廳 に 於て 幕府の 威名 を畏 る. - こと は黑 ffl 

の 政廳と 同様で したが、 何分に も 月 照 は島津 家の $1  く 尊敬す る 近衞忠 PI 公の 眷顧を 受けて をる 人 だし、 段々 の 形 行 も 

あって、 到底 見殺しに されぬ 事情と なって ゐ ました、 無下に 酷薄の 取扱 も出來 ねて、 評議 最中に 筑 前の 盗賊 方が 追跡 

して 來て 捕縳を 迫った ので、 據 なく 立 退の 命 を 下して 入水の 事變を 生じました。 耍 する に猶ほ 多少の 餘裕さ へ あったら、 


何とかして 入水の j5j 變を 生ぜす して 濟ん だか も 知れない 場合でした。 旁. -筑 前の 盜贼 方が. 組く まで も 德藏甚 助の 加勢 を 

して 追究に 勉め たの は、 今から 考へ て も 頗る 遺憾の 情 を 催します。 

^她 知と 吉 井と は、 博 多 を 去る 時、 幕府の 捕手が 追跡して 薩 摩の 境へ 踏み込んだら 斬って てると 申した さう です が、 

德藏 其. 助の 兩人 は、 まさか 斯 かる 話 を 傅へ 聞いて 恐れた わけで はない にしても、 境 上の 水 俣 驛に足 を めて 薩 摩の 境へ 

は 一 歩 も 踏み込み ませぬ でした。 

これが 勤 玉 論の 振 ふた 四 五 年後の 文久元 治の 頃で したら、 筑前 とても 藤四郞 とか 吉田 太郞 とか 云 ふやうな 急激の 志士 

も ありまし たから、 頼んで 來て 東來の 捕手 を 斬って 11- てます。 政廳の 家老 用人 達 は 頭痛 鉢 卷の大 心配 をして、 一 時 は 上 

を 下へ の騷 動で せう けれども、 それでも 黑 田家の 五十 萬 石に 疵の つく 程の こと はありますまい。 大 早の 飛脚が 兩 三度 も 

往復 すれば、 大概 事 は 無難の 終局 を 告げまして、 ちょいと 面白い 維新 史の 上の 一 芝居 は、 筑 前で 見物の 出來る 害でした 

が、 井伊 大老の 威權 方に 赫灼 として 天下 を摺 伏せし めた 安政 五 年の 時勢と、 我 平野 二 郞國臣 をして 獨り 勤王の 志士の 名 

を 事 r らに せしめた 筑 前の 藩 情で は、 如何 も 致 方 はあり ませぬ でした。  ， 

Mi 田家の 盜賊 方が、 德藏甚 助の 案內 をして 柳 河 領の小 保 浦まで 追跡して 來 たの は， 月 照 一行が 船 を 出した 問 際と 云 ふ 

だけで、 時日 はしかと 分り 兼ねましても、 孰れに しても 船が 出てから、 日數は 多く 立って ゐ なかった と兑 えます。 月 照 

1 行が 鹿兒 島の 城下に 着いた のに、 筑 前の 盗賊 方 は 四日 後れて 追及して をり ます。 月 照の 一 行 は天氣 模様 やら 關所 通行 

の 都合 やらで、 途中に 多少の 故障 を 生じ、 十 一 月 十日の 夜、 始めて 鹿兒 島の 城下に 着き ましたが、 黑 田家の 盜賊 方の 鹿 

兒 島の 城下に 着いた の は、 十四 曰の 夜でした。 

Miw 家の 盗賊 方 は 月 照 主 從の小 保 浦より 船 を S3 して 薩 摩へ 入った 踪跡を 知った ので、 從來の やうに 途中 を搜 索せ す、 
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if 路を 直行して 鹿兒^ の 城下へ と 急いだ から、 期く は 割合に 早く 追及した ので ありませ う。  , 

小 保 浦の 解纜，、」 南航  - 

月 國臣の 一 行 は、 柳 河 領の小 保 浦で 都合 好く 薩摩 行の 船 を 雇 入れ、 出帆の 用意 は 疾く整 ひました けれども、 述：！ I 打 

^いて 天 氣惡く 海上の 荒れる の を 如何と もし 難く、 竹內 諸共に 滯在 をして 十日ば かり を 送り ましたが、 此 月の 盡 くる 2； 

になって、 風波 もャ、 穩 かにな りました。 猶ほ 十分の 日和で はないながら、 滯 在の 日數も 積って 捕手の 追跡して 來る心 

配 も 多く、 今 は躊路 して をら れぬ塲 合と なりました から、 十一月の 朔日を 以て、 愈// 船 を 出す ことに 決しました。 

十 一 月 湖 日の 朝、 月照國 臣の乘 つた 船 は、 愈. -纜を 解いて 小 保 浦 を 出ました。 

前の 夜 は 竹 内 も^の 宿から 來て名 殘を惜 み、 枕 を 並べて 夜もすがら 語りまして、 一 首の 歌を咏 みました。 

梓弓 柳 川 海 をい わたらす 

君 か 舟路に 波立つな ゆめ 

月 照 も 返歌 をし ました。 

年經 とも 忘るべし や は 不知火の • 

つくしに つくす 人の 淸を 

猶ほ小 保 浦 を 去る 時、 月 照の 咏んだ 歌 だと. & して、 別に 殘 つて をる の もあります。 

舟人の 心つ くしの 波風に 


あやうき 中 を 漕き ぞ出 ぬる 

船の 出る 折 は、 北條も 近い 所の 稷津 から 參 つて、 密に 別れました。 

船 は 有 明の 海 を 横ぎ りまして、 翌 一 一日 肥 前の 島 原に 寄航し、 一 一日の 間汐 が.. -り をして 天氣の 回復す るの を 待ちました。 

二日の 問 も 島 原に 汐が、 り をして 滯 つたの は、 海上の 猶ほ 荒れて 十分の 好い 日和で ない のに、 强 ひて 小 保 浦より 船 を 出 

した こと も 分ります。  . 

五日に なって、 天氣も 漸く 回復し 且つ 順風 を 得た ので、 全 帆 を 揚げて 肥 後の 海 を 走り、 天草 島の 福 浦と いふ を經 て、 

始めて 薩 摩の 米ノ： a に 着いた の は 六日で ありました。 ところが 米 ノ津の 浦 役人 は、 他 阈 から 來る 旅客 は、 野 2^ 原の 關所 

を 通行して 入國 せねば ならぬ とまして 上陸 を 担む ので、 據ろ なく 船頭 を 促して 引返し、 ふた、 び 肥 後の 領海に 入って 上 

睦 しました。  • 

此 時何處 から 上陸した とい ふこと は 分り 兼ねて ゐ ます。 米津 より 肥 後の 最南 端の 宿驛水 俣までの 問に は、 恰好の 船 着 

場 もない ので、 水 保まで 引返して 上陸した の だら うと 申す 說 もあります。 或は 然ぅ かも 知れ ませぬ が、 水 俣 は 野 問 原の 

關 所と 一 一里 半ば かり も 隔たって をる し、 また 一 行が 野 間 原の 關 所で 通行 を 担 まれて 引 • 返し、 乘 つて 来た 船に フタ、 ビ乘 

つて、 薩 摩の 阿久根 を 指して 參 つた 情況な どから 者へ ますと、 水 俣よりも モット 野 間 原の 關 所に 近い 何處 からか 上陸し 

たやう にも 思 はれます。 恰好の 船 着 場 はない としても、 大きい 船と は 違 ふし、 暫く 鉞を 投じて 人 をお ろす 位の 礎邊 は、 

何處 かに 見出される わけです。 大方 は 水 侯よりも モット 野 間 原の 關 所に 近い 所から 上陸した ので ありませ う。 野 問 原の 

關 所と 米ノ津 との 問 は、 格別 遠く もない ので、 米ノ津 より 直に 關 所へ 參 つて 吟味 を 受け、 入 同 を Si まれた から、 また 米 

ノ津に 引返へ し、 乘 つて 來た 船に フタ、 ビ乘 つた かと 思 はる- > 趣 もあります。 此歲の 七月、 江戶の 闺學者 鈴 木 重 胤が 入 
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闽 した 時 も、 肥 後より 船が 米ノ に 着いて、 米ノ津 より 直に 野 間 原の 關 所に 參 つて 吟味 を^け て をり ます。 シカ シ從來 

の傅說 では、 月 照の 一 行 は 米ノ津 より 船を戾 して 肥 後の 領海に 入り、 何處 かの 確邊 より 上陸して 野 間 原の 關 所へ 參 つた. 

の だと 中し ますから、 今 は 暫く 然ぅ云 ふこと にして 置きます。 

また 北條 右門の 記した ものに 據れ ば、 月 照 一行の 船 は、 米ノ津 より 二十 里 近く も 南の 方に 當る 市來の 港まで 往 つた 所 

が、 港の 役人 は 上 陸 を 許さぬ ので、 餘儀 なく 北の方へ 船を戾 して 黑ノ濱 より 上陸した やうに なって ゐ ます。 他の 種 々の 

記 錄と當 時の 情況と に 照らし ますと、 これ は 全く 誤りで、 米 ノ津で 上陸 を 担 まれた 事寶を 混同した ものと 兌え ます。 

月 照 は 九月の 十一 日に 京都 を 立 退いて から、 紆餘 曲折の 行程 を經 て、 今し も 始めて 薩 摩の 領內に り 着いた のです、 

それでも^ 問 原の 關所を 通行す る こと は 叶 はす、 鹿兒 島の 城下に 入り込む に は、 猶ほ 一 方なら ぬ 難儀 苦勞 をし ました。 

野 間 原の 關所 

^^原の 關所 は、 世に 謂ふ薩 摩の 出水 口の 關 門であります。 

これ は 久しく 一種 特 荷の 鎖 藩の 制 を 行 ふ薩摩 人が、 モルヒネの 瓶の 口 を 守る が 如く、 嚴び しく 守る 所の ：.^- 面の 玄關ロ 

で、 寬政四 年の 夏、 上 毛の 奇 男子が、 入 關を担 まれて 犬に 腹 を 立て、 『薩摩 人い かに やい かに 刈 萱の關 も戶ざ \ ぬ 御代と 

知らす や』 と 豪 歌し、 文政 元年の 秋、 日本 外史の 著者が、 夜中 こ >t を 通らう として 許されす、 ベ ソを搔 いて 『關 吏肆呵 

喷』 と哀吟 したの も、 同じく 此關 門でした。 

月 照 國臣の 一 行 は、 豫定の 計 畫に從 ひまして、 洛外 醍醐 山 三 寳院の 御門 跡より 日 高 存龍院 の 許へ 差遣 はさる. -、 御 使 


僭靜溪 院錢水 並に 弟子の 胎 岳院褰 外坊下 藤久 郞主從 三人と 稱し、 三 寶院の 坊宫甲 村 左 京 名義の 旅行 券 を 出して 示し ま 

すと、 關 所の 役人 は 暫く ジット 打 眺めて ゐ ましたが、 忽ち 首を掉 つて、 三寳院 御門 跡の 御 使 僧と して は、 行 装が 餘 りに 

手！： であるつ また 日 高^ 龍 院は近 ごろ 京都より 歸國 せられた、 御用の 儀 は 在京 屮に 調ふ笞 だ、 歸國 せられて 間 もない の 

に、 御 使佾を 差遣 はされ やうと も 思 はれぬ。 旁 以て 疑 はしい と 通行 を 担み ました。 

御 使 I？ 錢水 自ら 疏 明に 勉め、 弟子の 雲外坊 また 代って 辯 解し ました けれども、 役人 は 頑として 問 人れ ませぬ。 一行 は 

是非な く 悄然と して 踵を旋 らし、 今し も 來た路 を 取って 北の方へ 引返しました。 闽臣は 後に、 關 所の 役人 は 主從を 一向 

宗の 徒と 疑 ふて 通行 を 担んだ もの だら うと 申して をり ます。 天 正の 昔、 豊 太閤の 西征 して 島 津氏を 攻められた 時、 本願 

寺の 門徒が 嚮導と なって 太閤の 兵 を迎へ 入れた とい ふので、 薩摩 では 領內に 一 向 宗の行 はる- - こと を 厳禁し、 キリシ タ 

ンの樣 に 取扱 ふて ゐ たので、 國臣 は斯く 申した のです。 或は 然 うであった かも 知れ ませぬ。  • 

月 照 は遙々 京都から 落ち 下って、 機々 の 難儀 苦勞 をした 末、 今一 息と 云 ふ 所で 斯 かる 次第と なって、 前に は薩 摩の 玄 

關 口の 門扉 を 望みながら、 入る こと を 許されす、 後から は 捕手が 追跡して 來て 間近く 迫って をり ます。 僕 重 助の； S によ 

ると、 此時 ばかり は 月 照 も 甚だ 弱 はって、 モウ ァカヌ と 言った さう です。 一 行 は 悄然と して 種を旋 らし、 上陸した 所 ま 

で 引返して みると， 乘 つて 來た船 は、 猶ほ風 模様 を 候 ふて 錯を 入れて ゐ ました。 そこで 今一た び 何とかして 海路から 薩 

摩の 境へ 忍び入ら うと 云 ふ 工夫 をし ました。 

月 照 は 雲水の 修業に 惯れ た禪宗 坊主な ど i は 違って、 女の やうな 都育ちの 出家で、 鞋を はいて 些し 歩けば、 足 は 血に 

染まる と 云 ふ 人抦、 殊に 此邊 では 通譯 者が なうて は 話 も 出来す、 僕の 重 助 は 此の 場合 固より 何の 役に も 立ち ませぬ。 一 

切 萬 事 は 國臣の 身に ふり か- • りました。 筑前を 出る 時、 北條ェ 藤から 特に 同行 を賴 まれた の も、 斯 かる 時の 臨機 應變 の 
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取 計 ひで ありました。 

國臣は 苦心 焦慮の 餘、 0 ら 一 策 を 按じ 出しまして、 到頭 月 照 主從を 助け、 フタ、 ビ 海路 を 取って 首尾 好く 薩 摩の 顿、 

へ 入り込みました。 

夜 航の船  . 

月 照 國臣の 一 行 は、 上陸した 碗 邊に乘 つて 來た 船の 翁 ほ鐳を 入れて ゐ たの を 是れ幸 ひと、 北 を 指して 歸 るの だと 申し 

て、 ふた- -び乘 り 組み、 夜 を 冒して 先づ fK 草へ 向け 纜を 解かしめ ました。 

斯くて 沖に 出る と、 恰も 北風で 南 を 指して 走る に は 都合が 最も 宜しい、 そこで 國臣は 船頭 を 促して、 南の 方薩 摩の tH' 

久 おへ 行けと 申します。 船頭 は 頻りに 辭 退し ます。 それ は是 から 南の 方は總 ベて 警察 禁令の 嚴 しい 薩 摩の 領海、 また 阿 

久极を 指して 行く に は、 组 フ瀬戶 を 通らねば なり ませぬ。 黑ノ 瀨戶は 昔より 西 海の 船乘 が、 『j に玄海 二に 平戶 三に 蔬摩 

の黑ノ 瀨戶』 と謠 ふて、 難 航路の 一 つと して 數 へた 所で、 夜 を 胃して 過ぐ るの は 別けて 危險 ですから、 何と 言 ふて 促し 

て も、 船頭 は 頻りに 辭退 します。 國臣は 船頭の 到底 承知す る 模様の ない の を 見て、 怫 然として 怒り、 何の 彼のと 言 ふて 

阿久根に 行く の を 厥が るの は、 金が 多く 欲しい からで あらう。 然 うなれば 好し、 これ を 遣る と 言って、 サット と 刀 を 引 

拔き、 匁 を 船頭の 鼻の さきに 突きつ けました。 然 うする と、 船頭 は 大に愕 き 且つ 恐れ、 忽ち 唯々 として 命 を 奉じ、 ^に 

帆 を 揚げ 南 を 指して 走りました。 

船頭の 阿久根の 方へ 行く のを辭 返した の は、 強ちに 金の 多く 欲しかった 爲 でもな く、 實際 面倒の 尠 からぬ 難所 だから 


で、 辭 退した の は 寧ろ 當然 で、 ナン デモ 行けと 云 ふの は 無理です。 それ を 無理な りに も 行か しめたの は、 僞 山伏の 腰 

の 秋水の 力でした。 何と しても、 當 時の 社會 では、 刀は士 人に 取って 重寳 至極で、 庶民に 取って は 迷惑 千 萬の もので 

した。 

國 臣が此 南航 を 事 も なげに、 タビ復 賃レ船 欲レ入 一一 阿久根 一とい ふ 一 語 を 以て 記して ゐ ますが、 その 刀を拔 いて 船頭，： ど 烕 

嚇 かした 模樣 は、 僕 重 助の 話に 殘 つて、 頗る 善く 分って をり ます。 

圃 臣が此 南航の 船中で 味んだ とい ふ 二 首の 歌 もあります。 

野 間の 關 ゆるさで 今宵 薩摩潟 

しるべ を浪 のうき 枕 かな 

霜 結ぶ 風 は 糸 針なら ね ども  • 

身 を 縫 ふば かり 寒け かりけ り 

一行 三人 を乘 せた 夜 航の船 は、 ふた- -び薩 摩の 領海へ 入り、 此日 一 たび 寄航して 上陸 を 担 まれた 米 ノ津の 沖 を 走り、 黑 

ノ瀨戶 を 下りて 馳せ、 翌 七日 mi の濱に 到りて 纜を繫 ぎ、 一 行 三人 は此處 より 船を棄 て- - 上陸し ました。 

諸君 若し 薩 摩の 地 鬮を披 いて 見ら る、 ならば、 肥 後の 葦北と 隣接す る 出水 郡の 海に、 長 島と 云 ふ 島が あって、 長 島と 

本土との は、 近く 相 迫って 狹 長な 一 條の 水道 を 成して ゐ ます、 即ち 謂 ふ 所の 黑ノ 瀨戶。 黑ノ 瀨戶の 極まって 盡き 南に 

向 ふて 開けむ とする 所に、 長 島 往来の 渡塲 があって、 本土の 方の 渡 場 を 黑ノ濱 と 中し ます。 月 照 一行の 志 ざす 阿久根 は、 

こ \ より 猶ほニ 里ば かり を 隔たて \を ります が、 風も惡 くな つて 潮 も 逆 ふので、 豫定 の地點 を變更 して、 此處 から 船 を 

棄 てました。 
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iSi ノ濱 を距る こと 十餘 町に して、 脇 本と いふ 小 海 村が あります。 彼の 幕末の 蘭學 者の 一 人より 身 を 起し、 明治の 朝廷 

に 外務 卿 等の 耍職を 奉じた 伯餺寺 島宗則 の^れた 故里で、 黑ノ濱 を 監守す る 浦 役人 はコ 、に 居ります。 月 照の 一 行 は 脇 

本に 參 つて 通行 を 求め、 猶ほ野 間 原の 關 所の やうに、 三寳院 御門 跡の 御 使 僧主從 三人と 名のりました。 コ 、の 浦 役人 は 

本 近の 關 1： を 監守す る 役人の 如く 威張り ませぬ。 それに 村の 祭日 か 何 かで、 晝 間より シタ、 力に 飮ん だものと 見え、 亂 

醉淋 II の體 でした から、 深い 吟味 もせす して 直に 通行 を 許しました。 

世 問 普通の 記錄 は、 概ね 阿久根より 上陸した ものと 爲し、 島津 家より 幕府へ 屆 出た 文書 もャ ハ リ 同様にな つて ゐ ます。 

監守の Sil 域の 阿久根に 餳し たか 何 かの 爲に、 然 うなって をる かも 知れ ませぬ が、 國臣は 自ら 『復 賃レ船 欲：. 入 二 阿久根 ハ逆 

風及レ 潮、 至 一一 黑 HI 船不レ 進、 竞碇 ニ黑濱 liH 仃脇本 as 皆醉、 點撿不 レ嚴、 三宿而 至， ー魔府 1 と 記して をり ます。 

月 照國臣 の 一行 は、 阿久根 を 指して 行く 途中、 風と 潮との 都合で、 據 なく 黑ノ濱 より 上 ii し、 脇 本の 浦 役人の 點檢を 

受けた やうに も 思 はれます けれども、 前年の 夏、 筑前秋 月の 閨秀 詩人！^ 采蘋の 天草より 阿久根 を 經て鹿 兒嶋に 遊んだ 折 

は、 船の 初、 阿久 极 から 態々 脇 本に 參 つて、 始めて 入國の 承認 を 得た 事 實も殘 つて ゐ ます。 北の方 肥 後 肥 前より 阿久 

根に 航す るに は、 黑ノ 濱は必 由の 所です から、 或は 阿久根より 上陸す る 旅客 は、 何人で も 先づ脇 本で 浦 役人の 吟味 を受 

るの が、 當 時の 藩 制であった かも 分り ませぬ。 

月 照の 入薩 一 


月 照 阔臣の 一 行 は、 斯くて 始めて 薩 摩の 領內に 入りました- ャレ くと 一 先づ 安心 をして 喜んだ 當 時の 情 懷は想 ひや 

られ ます。 月 照の 咏んだ 三 首の 歌 もあります。 

都に て 誰か あはれ と 思 ふらむ 

心づ くしの はて を こす 身 を. 

あま 小舟 人に は ゆめな 語り ぞょ  . 

薩 摩の せとに 吾れ わたり 來と 

浦 安く 今日は 薩摩 にっきに けり  . 

心づ くしの 人 をた よりて 

黑濱 より 船を棄 て、 始めて 薩 摩の 領內に 入った の は、 十一月の 七日、 それから 更に 二十 餘 里の 道 を 歩いて、 鹿 兒嶋の 城 

下に 着いた の は、 十日の 夜で ありました》 

Mi ノ濱に 上陸して から、 途中に 三晚 宿って 鹿 兒嶋の 城下に 着いた こと は、 國臣の 自ら 記して をる ので 知られ ますが、 

此間 いづこの 驛に 宿った の歟、 いづれ の 道 を 通った の歟、 途屮の 模様 は 善く 分り ませぬ" た 僕 重 助の 話に よると、 此 

途中で も猶ほ 勉めて 世間の 耳目 を 避けた ものら しく、 午 時の 食事な ども、 民家に 立 寄って 喰べ ないで、 餅 ゃ甘諾 のた ぐ 

ひを需 めて 飢を 凌ぎました。 月 照 も 始終 徒歩した と 見えまして、 鞋が 血に 染ん だと 云 ふの も、 重に 此 時の 事でした。 京 

都 を 出てから、 最も 多く 道途の 艱苦 を 嘗めた の は、 恐く は此 薩摩路 三日の 間の 行程で ありませ う。 

月 照 國臣の 一行 は、 十一月 十日の 夜， 鹿 兒嶋の 城下に 着く と、 直に 甲 突 川の 邊に 住む 日 高 存龍院 の 家 を 訪ねました。 

日 高 存龍院 は 豪 富を嗚 らした 三寶院 派の 修驗 僧で、 日高ャ ンブシ と 言 はれて 名 を 藩內に 知られ、 老君齊 興 公の 翁^も 

1 八 三 


一 八 四 

淺 からぬ 人で、 月 照と は 上洛の 折 識り合 ふて をる 間柄です けれども. 元來は 貨殖の 道に 老けた と 云 ふ 外、 格 取る 所 

のない 至極の 俗物の やうに をせられ、 固より 共に 國事を 談ぜら る 、様な 人柄で はあり ませぬ でした。 た ビ表向 は三寳 

院御 門跡より 此 人の 許に 差遣 はさる- -御使 僧と 名のって 入國 した こと だし、 西 鄕海江 田の 消息 は， 一 たび 別れてから 全 

く斷 絶して.、 藩 内の 察 情は些 しも 分らす、 今し も 不案內 の 土地に 始めて 入り込んで 來て、 據 ない 所から して、 先づ； ^龍 

院の 家を訪 ひました。  . 

存龍院 は 請じ入れ、 相 當の禮 をつ くし 接待し ました。 主從 三人 は此 家に 宿りました。 

當 時の 薩摩は 先君 齊彬 公の 薨去 を距る こと 耱に 百十餘 日、 久光 公の 嫡男 又次郞 君、 十九歳の年少公千を以て入って^13 

津家を 相 縫せられ、 祖父 齊興公 近 ごろ 江戸より 歸 つて 藩 政を聽 かる i ことにな り、 島 津豐後 新納駿 河の 諸老 職、 1^ ら政 

横 を 握りまして、 齊彬 公の 治世 後頓に 面目 を 革め た藩狀 は、 また 忽ち 一 變 せむ とする 時で ありました。 然うして 年少の 

新 藩主 又 次郞君 は、 江 戶に袞 勤して 家督 相 續の儀 を 行 はる. -爲 め、 祖父 齊與 公と 入り 代 はり、 島津豊 後を隨 へて 發駕せ 

られ、 月 照が 小 保 浦に 潜伏して をる 頃、 筑後筑 前の 境 を 過ぎて 東行 せられた 後で、 藩 政の 機務は 留守 をす る老職 新納駿 

河の 乎に ありました。 

日 高^ 龍院は 突然と して 訪 ふて 來た月 照を迎 へ、 取り 敢 へす 請じ入れ、 相 當の禮 をつ くして 接待 はし ましたが、 近 ご 

ろの 穩 かならぬ 上 國 の 模様 は豫 ねて 聞いても をれば、 月 照の 遙 々下向した 察 情 を も 知った ので、 此 儘 留め S いて は、 後 

日 如何なる 累 を^け るか も 分らぬ と 心配 をして、 即夜 甥の 田 原 與兵衞 と 云 ふ もの を 招き、 如何したら 可から うと 扣談を 

遂げまして、 鬼 も 角 も 事の 次第 を老 職の 新納駿 河に 申出で、 指 圖を請 ふが 宜しい と 云 ふこと になり ました》 

そこで 猶ほ 平素 駿 河の 家に 心 易く 出入 をす る 知 音の 田 中 源左衛 門を賴 み、 翌 十一 日の 朝早く、 與兵銜 は 叔父の 存龍院 


に 代 はり- 田 中と 相伴 ふて 新納駭 河の 家に 到り、 面謁を 求め、 昨夜 月 照の 突然 來り訪 ふた 次第 を 述べて 指 § ^を 請 ひま 

した。 

新 納は月 照が 近衛 公の 意 Si を 承け て 行動した 事情 や、 幕府の 追 捕 を 逃れて 九州に 落ち 下った 消息 は、 々环に 入って 

も をれば、 島津 家と 相關 する 機密な どの 伏在す る こと も 分って ゐ たので、 田 原 與兵衞 の 話 を 聞いて 届 を ひそめ、 厄 

介な 人物が 入國 した もの 哉と 思 ひました が、 存龍 院は淺 からぬ 緣故 もあって みると、 相 當の禮 をつ くして 接待す るの は、 

餘傣 ない わけと 承認 を與 へました。 さりながら 談話 應答は 卜 分に 注意 を 加へ ねばなら ぬと 戒め、 猶ほ 追って 評議 をして 

沙汰す る 旨 を 論して 二人 を 引取らし ました。 

田 原 與兵衞 と 田 中 源 五左衛門 は 本 來實の 兄弟 だと 云ふ說 もあります が、 新納の 日記に は、 タ *、 懇意の 間柄と して 見え 

て をり ます。 

新納の 日記に よれば、 月 照 は 鹿 兒嶋へ 着く と、 何處 からか 書面 を 存龍院 に 寄せて 會見を 求めた ので、 存龍院 は 翌日の 

朝 先 づ狀を 新納に 告げ 承認 を 受けて 後、 始めて 月 照 を 請じ入れ てき 見した やうに なって ゐ ます。 これ は 田 原與兵 衞がル i 

夜 己に 月 照の 來り 投じた こと を 掩ひ隱 くし、 た 面 を 寄せて 會見を 求め. U と 言 ふたの 歟、 然もなければ、 新納は 夜 

己に 月 照の 来り 投じた こと を 聞きながら、 何 か 存龍院 の 都合 を掛 酌し、 態と 聞かざる を 装 ふて 斯くは 記した もの X 如く、 

他の 幾多の. 情況から 考へ ると、 月 照 は 十日の 夜 鹿 兒嶋の 城下へ 着く と、 直に 存龍院 の 家を訪 ふたの が、 如何しても 事赏 

らしく 思 はまれます 0 
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月 照の 入薩 二 

月 照 は 日 高^ 龍院の 家に 一 夜 宿って、 翌日の 朝 は、 自ら 出て- -密に 两鄕の 家を訪 ひました。 

此頃 西鄕は 突 川の 西の方で 存龍院 の 家より 程遠から ぬ 上 之 園と いふ 所に 住んで をり ました。 先月の 朔 日に、 下關の 

三 浦 屋で月 照 と^れ， 途中より 老君齊 興 公の 駕籠に 隨 ふて 歸國し ましたが、 齊彬公 を 喪 ふた 後の 藩狀 は、 n: 十く も 一 變し 

て 如何すな こと も出來 ない 事情と なって、 頻に 苦心 焦慮し つ X 空しく 日 を 送って をる 折し も、 月 照 は 突如と して 來り訪 

ふたので あります" 

兹 素なる 住宅- 固より 秘密の 客を迎 ふる 閑窒 とても 無い ので、 家人の 調度 衣服 を 取 散らした 奥の  一 Si を 俄に ル 付けて 

請じ入れ、 さて 互に 一 別 以來の 話 をし ました。 後に 大山 元帥の 兄さんの 彥 八と 云 ふ 人の 妻と なられた 季の 妹が、 猶ほ家 

に 居られる 時で、 お茶の 給仕 等 をせられ ました。 

月 照 は 西 郷の話 を 聞いて、 始めて 齊彬 公の 薨去 後一 變 した 藩 狀を詳 かにし、 猶ほ當 面の 事に 就て 相談 をして、 一 先づ 

日 高 存龍院 の 家に 立 戻って みると、 忽ち 政廳の 命が あって、 市中 柳 之 辻の 使者 宿 田 原 助 次郞の 方へ 移らねば ならぬ と 云 

ふこと で、 直に 存龍院 の 家 を 去り 田 原の 方へ 移りました。 然うして 田 原の 方へ 移る と 同時に、 外出 徘徊し 又は 他人と 接 

見し 寄信 を 往復す る こと を 禁ぜられ. 政 魔より 特に 派遣した 番人が 附 いて 居って 監守 をす るので、 全く 出入 通信の 自. S 

を 失 ひ、 西鄕 はじめ 同志との 交通 は 忽ち 斷 絶して 了 ひました。  . 

此 日の 朝、 月 照 は 自ら 出て >r 西 鄕を訪 ふ 時- 意 を圈臣 に 吿げ、 書 を 海 江 田に 寄せて 入國の 趣を吿 げしめ ました。 海. y 


田 は 良 後れて 國臣の 書 を 見、 始めて 一行の 入國を 知りまして、 急いで 存龍院 の 家に 參 ります と、 月 照 は 己に 使者 宿の 方 

へ 移された 後で 居り ませぬ" そこで 直に 追 ひかけ て 使者 宿の 方へ 參 ると、 監守の 番人が 附 いて をって、 何と 言 ふても 面 

會を させぬ ので、 據 なく 立 去って 西 鄕を上 之 園に 訪 ひました。 

西 鄕は此 時まで 月 照 を 猶ほ存 龍院の 家に 居る ものと 思 ふて ゐ たので、 海 江 田の 話 を 聞いて、 始めて 使者 方へ 移された 

様子 を 知り 愕然とし ましたが、 事 己に 去った 後で、 如何す る 分別 もつ きませ ぬ。 た^ 互に 天 を 仰いて 浩歎 長大息す るの 

みで ありました。 

月 照の 入國 した 當 時の 薩摩 は、 前に も 申した 通、 先君 齊彬公 薨去の 後 を 承け て藩狀 一 變し、 年少の 新 藩主 又 次 郎君 は、 

傍系より 入りて 島津家 第一 一十 九 代の 家督 を相續 せられても、 江戶の 幕府に 對 する 公式の 手續 は、 猶ほ 濟んで をらぬ ので、 

是 から 威 權赫灼 として 夏日の 如き 井伊 大老 執政の 江 戶に參 勤 せられん とし、 今 恰も 東行の 道中と いふ 場合、 幕府の 嫌疑 

を 犯す 様な こと は、 事柄の 如何 を 問 はす、 勉めて 避けねば ならぬ 必要が ありました。 併しながら 先 Si; 齊彬 公の 臨終の 際 

まで、 吳々 も 言 ひ 置かれた 勤王の 遣 志は炳 然として をり ます。 それに 齊彬 公の 在世中 特^の 委信を 蒙った 鎌 田 出 雲 以下、 

西鄕 一 派の 面々 の 如き、 少數 ながら も 先君の 遺志 を繼紹 して 朝廷 を； 滩 謹し、 井伊 大老 執政の 幕府に 對抗 せむ こと を 念 ふ 

藩士 もあります。 そこで 老 職の 新 納駿河 はじめ 政廳の 人々 は、 月 照 をして 自由に 藩內の 同志と 交通せ しめたら、 如何な 

る 事態 を 生す るか も 分らぬ と 思 ひまして、 取り 敢 えす 月 照 を 田 原 助 次郞の 家に 移し、 外出 徘徊と 他人の 面會 書信と を禁 

じ、 外に は 公然として 監守の 番人 を 置いて 交通 を 警戒し、 內には 旅客 を 装 ふ 偵 吏 を 潜まして、 朝夕の 起居 を 視察し ま 

した。 

田 原 助 次 郞の家 は、 當 時お 使 宿と 唱へ、 他國 から 來る 上等の 賓客 を留 むる を 例と した 旅館で、 月 照 一行の 取扱に は 善 
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く 意 を 用 ひ、 飮食枕 衾の 手當 など も 頗る 鄭重で したが、 何分に も 外部との 交通 を 禁ぜられまして、 此人 一 人 をと 進々 ヒ 

よって 來 た西鄕 すら も、 始めて 着いた 翌 H の朝訪 ふて 參 つてから、 ふた \ び 面會 した 歟 どう f 束ない 程の ことで、 海 

江 田 伊地知 吉井 等の 來往 は、 翁 ほ 天涯 千 単； を隔 つる 人の 如く 斷絕 したので、 一 窒の 外の 消息 は 全く 分らす、 今 は 己が 身 

の 上 も 君 函の事 も、 た^ 形 行に 任 かせて をり ました。 

月 照の 入薩三 

國臣 は實は 途中からの 同行者で あっても、 表面 は 弟子の 胎岳院 雲外坊 で、 政廳の 方で は 家来の 寺 侍 か 何かと 認めて を 

るので、 自然 月 照 諸共に 外出 徘徊 も 他人との 接見 文通 も 自由 を 奪 はれました。 

それでも 始めて 鹿 兒嶋の 城下に 着いて、 月 照が 存龍院 の 家 を 出で 西 鄕を訪 ふた 後で は、 箐を海 江 田に 寄せて 入 闽の趣 

を 知らせる と 同時に、 己 は 伊地知 龍 右衛門 を訪 ふて 會 見した 痕跡 は殘 つて をり ます。 伊地知 は 月 照の 近狀を 尋ね、 事態 

こ. -に 及んで は， 師の志 も 或は 挫け ども はしない 歟と 申しました。 國臣は 別れて 歸 つて、 伊地知の 5. した こと を 有の ま 

. ^に 語ります と、 月 照 は 一 首の 歌 を 咏んで 答へ ました。 

弓矢と る 身に しあら ね ど 一筋に 

立てし 心の 末 はか はら じ 

月 照が 斯 かる 窮境に 臨んでも、 志操 愈々 凛 然として 勁烈を 失はなかった こと は 分ります。 

そ^から 月 照 は 或る時 國臣に 向 ひまして、 假令 如何様の ことがあらう とも、 粗忽の 申條は まいと は a ふけ ども、 ^ 


縳の 身と なって 嚴び しい 詮議 を 受けたら、 或は 何とか 言 誤^ をして、 宮家 近衞 家な どの 累 となる かも 知れぬ。 若し 追 捕 

の 人の 愈々 迫った 時 は、 どうか 同志の 手に かけて 終 を 遂げさして 吳れと 核んだ と 云 ふ傳說 もあります。 

これ は唯薩 摩での 話と いふ だけで、 何處 での こと 敷 それ は 分って ゐ ませぬ が、 他に は斯 かる 話 をす る 場合がない ので、 

ャハリ 田 原の 家に ての 事 だら うと 思 ひます。 政 廳は命 を 下して 此 家に 移し、 西鄕 等の 同志と も 交通 を も 差 止めた ので- 

或は 結局 は 追跡して 來る 捕手に 引渡す のか も 知れぬ と考 へまして、 斯 かる 話- ゲ 一して 頼んだ ので ありませ う。 

當 時の 薩 摩の 藩狀 では 西鄕 などの 希 願 通り 先君 齊彬 公の 遺志 を繼紹 し、 飽くまで も 朝廷の ために カを盡 して 江 戶の幕 

府 に對抗 する こと は、 勿論 それ は 叶 はぬ 相談でした。 併しながら 島津 家と は 六 百年 このかた 由緒 も 深く、 代々 格^に 尊 

敬して をる 近衞 家のお 嫛掛り を 以て、 遙に 落ち 下って 參 つた 月 照 を、 此 場合 捕手の 爲す がま k に 任 かせて、 ム ザく 兑 

^しにす る こと は- 到底 それ は出來 ない 事情 もあります。 また 世 問 一般の 取沙汰 や、 西鄕 など 同志 一 派の 人 氣も掛 酌せ 

ねばならぬ 所から して、 月 照の 處 置に 就て は、 政廳の 方で も S1 だ 困って、 家老 座の 書 役 福 永 直 之 丞箕田 傳兵衞 伊集院 直 

五郞 長野彥 七の 面々 は、 裁許 掛の築 瀨源之 進と 共に 老 職の 新 納駿河 を 中心として、 或は 政廳に 於て、 或は 駿 河の 宅に 於 

て， 三 四日の 間、 頻に 評議 を 凝らしました けれども、 適當の 考案 もな く 荏苒 日 を 送りて 十五 日に 及びました。 

また 一 方の 西鄕 などの 同志 を 見る と、 これ は 前に も 申し ましたが、 西鄕は 先君 齊彬公 第 一 の 愛臣 を 以て、 無比の 眷遇 

を 蒙って 腹心 を 委ねられ、 靈耍の 機密 を擔當 した 爲め、 早く 名 を 天下の 諸侯 士 太夫に 知られて をり ます けれども、 藩^ 

に 於け る 本来の 身分 は、 資格の 極めて 低い ふ 小 性 組の 侍、 徒 目 付 を 本職と し、 絡 えす 君 上に 面 謁して 接 命 を 聞く 便宜 

上、 お 庭 方お 鳥 預 とい 小姓の 管 仅 を兼帶 したに 過ぎ ませぬ。 海、 江 田 はお 茶道 坊主、 吉 井は藏 方の 下役、 伊地知 は齊 

彬 公の 特 ik を 以て、 江戸に 遣 はされ た遊攀 生の 一 人、 五 年 十 年の 後に は 各々 嶄 然として 頭角 を 露 はし、 二十 年 三十 年の 後 
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に は、 謂 ふ 所の 復古の 功臣と して 維新の 元勳 として 望 を 負 ひ 名 を 著 はし ましたが、 此 頃の 藩 制の 上から は、 孰れ もコ ン 

マ 以下の 地位の 人， その外の 始 より 西 鄕と志 を 同く した 大久 保稅所 等の 人々、 また 皆 同様で、 藩 政 藩議の 機務と は、 全 

く 沒交涉 の微祿 小身の 人ば かり、 近 ごろ 藩に 歸 つても、 始 から 藩に 居っても、 策の 施し やう もなければ、 手の： g け やう 

もな く、 月 照の 使老 宿に 移された の を 12^ て も 聞いても、 た 徒らに 慨嘆 悲憤す るの 外 はあり ませぬ でした。 

此 間た 一人の 重役 若年 寄の 鎌 田 出 雲が ゐ まして， 月 照と は 伏 見の 會見以 來* 淺 からぬ 因緣を もって をり ましても、 

恰も 瀬 死の 篤疾で 人事 を視る こと 叶 はす、 付 役の 市來 正之丞 をして 代 はって 意見 を 政廳に 述べ ましたが 何の 詮 はあり ま 

せぬ でした。 西鄕 等の 同志 中、 最も 門 望の 高かった 岩 下 佐 次 右衛門 は、 老職 新納駿 河の 甥でした から、 岩 下で も 藩に 居 

つたら 或は 新納 に入說 する 位の 手 寄 はあった かも 知れ ませぬ けれども、 岩 下 は 新 藩主の 江戶參 勤に 扈從 して 不在 中で し 

た 0 

要するに、 月 照の 來り 投じた 當 時の 薩摩 は、 藩主の 代替 はりの 爲め 藩狀の 一 變 した 間際で、 政廳 は專ら 幕府の 威名 を 

畏れ、 承 順 迎合 を 旨と する 尋常の 俗吏 を 以て 成立って をる し、 西鄕 等の 同志 は 概ね 地位 勢力の 乏しい 微賤の 人ば かりし 

たから、 政廳を 動が して 月 照 庇護の 議を 決せし むる ことの 叶 はぬ の はせ 疋に餘 儀ない 事情でした。 

たに 何と 云 ふても， 月 照 は島津 家と. 5 緒の 深い 近衞忠 公の 眷顧を 蒙って をる 人で， 若し 月 照が 捕縳を 受ける と、 近 

衞 家の 雞题 ともなら うと 云 ふこと は、 老 職の 新納 はじめ 政廳の 人々 も 善く 分って 心配した のです から、 猶ほ 多少の 餘日 

でも あつたら、 何とか 庇護 を與 ふる 工夫 はついた かも 知れ ませぬ。 如何したら 好から うと、 頻に 評議 をして 決し 兼ねて 

心配 をして をる 折し も， 筑 前の 盜賊方 白 石 潤 太 松 尾 平 太の 雨 人 は、 早く 入り込んで 來て 捕縳を 迫った ので、 政廳 では 狼 

狠し、 倉徨 として 急に 評議 を 決し、 月 照の 退去 を 命じた ので、 斯くて 投 海の 事 變を生 じました。 


月 照の 入薩 四 

京都から 月 照 を 追跡して 下った 德藏甚 助の 雨 人 は、 筑 筑 後と 搜 がし 廻 はって、 柳 河 領の小 保 浦より 海路 を 取って 薩 

摩に 入った こと を 知り、 肥 後の 水 保まで 追 ひかけ て參 りました が、 如何い ふわけ 敷、 豫め福 岡で 吟味の 次第 もあって、 

兩人は 水 保に 足を^め 筑 前の 盗賊 方 をして 薩 摩の 領內 に^ 込んで 凝 ほ 追跡せ しめました。 筑 前の 盗賊 方 は 十四日の 夜 鹿 

兒嶋の 城下に 着き、 職務 上の 關係を 以て 識り合 ふて をる 島津 家の 足 1! を訪 ひ、 入薩の 事情 を 告げて 助力 を 求め、 n:: 照 捕 

縳の手 JtS を 相談し ました。 そこで 島津 家の 足輕 は、 筑 前の 盜賊 方の 參 つて 相談した 次第 を 裁許 掛の築 瀬 源 之 進に 申出て 

藥瀬は 之 を 政 廳 に 巾 出 で ま し た 〕  . 

十五 日の 午前、 福 永 直 之 丞簑田 傳兵衞 5.: 集院直 五郎 長野彥 七の 四 人 は、 築 瀬と 共に 新納隨 河の {J\- に 於て、 筑 前の 盜贼 

方の 參 つて. 5. 出て た jej に 就て、 段々 と 評議 をつ くし ましたが、 伕 然として 名案 はあり ませぬ。 然 うかと 云って、 筑 前の 

盜賊 方の 相談の ま \ に 月 照 を 捕縛 さして は、 近衛 家の 難題 も 差 見えて をる ことで， 舊來の 由緒 それ は 到底 出来す、 筑前 

の 盗賊 方 は 確かと 月 照の^ 跡 をつ きとめて 參 つて をる ので、 今； お. 0:. りば くれて 領內に 入り込んで ゐ ない とも 申され ま. y 

ぬ』 旁々 據 ない 所から して、 西 鄕に內 意 を 申 含め、 今夜のう ちに 月 照 を 同行し 福 山 を 指して 城下 を 立 返 かせ、 それから 

圃 境の 紙屋 か 志 布 志の 方に 隱れ 忍ぶ やうに 取 計 ひ、 筑 前の 盗賊 方へ は、 己に 城下 を 立 去った 趣 を吿げ 知らす が 好から う 

その後の こと は 形 行に 任す より 外 は あるまい と 云 ふ 評議 を 決しました。 西 鄕には 路用と して 町會 所の 有 合金より 十雨 を 

支出して 給與 し、 猶ほ 老功の 足 輕阪ロ ^右衛門 を 道案內 として 伴 させ、 一 行の 形 行 を 兌 屈け しむる 手！ を も 細々 と 取 
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極め、 西 鄕へは 築 瀬より 申し 達する ことにして 評議 を 終 はりました。 

此 n の 午後、 築 1 は 私宅に 西鄕を 招き、 家老 座 誓 役の 福 永 直之丞 も立會 ひまして、 政 廳の內 命 を へ、 捕手の 追究 

だ 厳び しいから、 到底 鏐水を 锁內に 留めて 庇護 を與 ふること は出來 ぬが、 だに 御身の 情誼 を 以て 庇護す るの は、 政廳で 

は 御身の 私事と して 敢て關 係す る 所ではない、 併しながら 此 城下に 於て 捕縳 せらる.^ 様の ことで も あれば、 島； t 家の 而 

目 を 損する から、 々ぱいで 錢水を 同行して 關 外の 地へ 立 退かねば ならぬ" 然 うすれば 政 廳は日 州の 方 を 指して 城下 を 立 去 

つた 趣を筑 前の 盜贼 方に 告げて 事を濟 ますで あらう。 筑 前の 盜賊方 は 巳に 來て をる ので 必らす 今夜のう ちに 立 返かねば 

ならぬ と 言 渡しまして、 猶ほ 種々 の 注意 を與 へ、 日 州 高 岡の 法 華 岳 寺に 至って 潜む も 可から うと 中し ました" 

西鄕は 謹んで 命 を I が、 し、 多く 言 はすして 築 瀬の 家 を 去りました。 

藥瀬源 之 進 は 維新の 後 も猶ほ 久しく 生存した 人で、 晚年は 東京 麻布の 一 之 橋の 邊に 住み、 煙草 D 小寶店 を營み 生計 を 

支へ て をり まして、 往々 月 照 入薩當 時の 事情 を 語りました" 

政 は 西鄕に 5： 命 を 下して、 照 を 同行し 日 州の 方へ 立 退けと は 申しました けれども、 筑 前の 盗賊 方に 加勢 をして 薩 

摩の 領 外で n:Ei; を 捕縛せ しむる 様な 意思 は 毫も 無く、 新納の 宅での 評議 も、 た^ 關 外の 地に 送り出して 幕府の 嫌疑 を 避 

くる を とした もので、 關所を 越えて 立 去った 後の こと は 自然の 形 行に 任 かする 考 であった の は、 新納の 日記と i;- らし 

合 はせ て、 それ は 如何にも 當 時の 眞 相ら しく、 縱令日 州の 地方 を 指して 城下 を 立 去った こと を筑 前の 盜贼 方に 知らした 

としても、 その 以上 捕縛の 便利 を 謀る 様な 意思 は 全く 無かった ものと 兒 えます。 併しながら 西 鄕は築 瀬の 傳 達した 政 廳 

の 内命 を 聞いて、 筑 前の 盗賊 方に 加勢 をして 照 を捕縳 せし むる の だと 了解した もの 如く、 愤然 また 愤 然として n すく 

自ら 死 を 決しました。 


海 江 田の 說 によると、 西 鄕は此 日粲瀨 より 政 廳の內 命 を 聞いて 後、 大久保 海 江 田に も會 ひまして、 事の 次第 を 語り、 

政廳が 照に 庇護 を與 へぬ 許りでなく 却て 國 境の 外へ 追 出して 捕手の 爲す がま、 に 打 任 かせむ とする 無情 を 憤慨し まし 

たけれ ども、 早く 自ら 死 を 決した 景色 は些も ありませ ぬでした。 海 江 田 等 は 政 廳の內 命は然 うだと しても、 是 より 後 も 

何とか 臨機 之に 處す るの 道 は あらう。 日向の 方より 迂回して 肥 後へ 入り、 長 岡 監物を 賴むも 好いで はない 歟と 中す と， 

西鄕は 成程 それ も然 うだ、 一策で ある、 成敗 は 天に 任 かせて 行かう と 答へ て 別れた と 申します。 ^して 海 江 阳の說 の や 

うだと すると、 西鄕は 決死の 覺 悟を掩 ふて 故ら に斯く 答へ たものと 思 はれます。 それ は 間もなく 月 照と 相 抱いて 海 を 踏 

んだ 故であります。 

島津 家の 所領 以外の 日向 は、 德川 幕府の 威令の 最も 善く 行 はる- - 地方、 築 瀬が 往 いて^めと 注意 を與 へた 高 岡の 法 華 

岳 寺 は、 猶ほ薩 摩の 領內と は 云っても、 關 所の 外にあって、 幕府の 直轄す る宮崎 を距る こと？ I に 六 里、 また 譜 第の 諸侯 

延！： の內藤 家の 支領と 薩摩領 と、 犬 牙 交錯して 境 を 接する 所でしたり 政 廳が月 照 を 追 立て X 關 所の 外に 出で しむる は、 

縱令 それ は 幕府の 嫌疑 を 避く る を 3 曰と した もので、 別に 深い 意 m わはなかった としても、 實際は 幕府の 威令 善く 行 はる >T 

地方に 驅逐 して 捕 縳を容 = ^ならしむ る歸 結と なります。 西 鄕が政 廳の內 命 を 受け、 慨然 また 愤 然として：： 十く 最終の 覺悟 

をした の は、 憲に 巳む こと を 得ぬ 事情でした。 

西 鄕の死 を 決した 時期に 就て は、 從來 種々 の 說も行 はれて ゐ ますが、 その 知 巳の 主 齊彬公 を 喪 ふて 殉死の 情 極め 切で 

あつたの を、 故 君 勤王の 遣志紹 成せ さるべからざる を 反省し、 强 ひて 餘生を 偷んで をる の は、^ ひ 難き 1$ 實 でした から、 

近 ごろ 上國 より 歸 つて 來 まして、 藩 狀一變 し 時事 日に 非なる を兒 て、 死 を 思 ふの 情 は、 更に 新しき を 加へ た です。 そ 

れは 歸國の 途次， 熊 本の 長岡監 物を訪 ふた 時， 監 物が n 十く 西 鄕の死 を；^ して をる 心 察 を 看取して、 慰 論 最も 勉め たと 云 
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ふ でも 分ります" - 

HI 鄕の月 照と 死 を 共す る 意 を 決した の は， 或は 集瀨 から 政 廳の內 命 を 聞いた 時よりも、 猶ほ數 日 a- く， 寧ろ 月" ""の 突 

如と して 我家 を訪 ふて 來 た- であった か も 分り ませぬ) 

月 照の 入薩五  ， 

また 斯う 云 ふ 說 もあります。 

月 ii; 入 薩の當 時、 政 廳の人 は 幕府の 嫌疑 を 恐れ、 n 十く 追 立てた が 宜しい と 云 ふし、 西鄕 等の 一 派 は， 故 君齊彬 公の 遣 

志と 近衛 公の 委托 とを說 いて 庇護 を 求む るので * 老 職の 新 納駿河 は 甚だ 處 置に 困って、 密 に具狀 して 老君齊 興 公の 旨 を 

請 ひます と， 齊興公 は 出家 を 取扱 ふに 無情な こと は 出来ぬ。 近衛 家の 眷顧 を讓 つた ものと 云へば 猶更 である。 暫く 種子 

嶋へ 遣って 時節の 穩 かになる の.：^ 待た すが {r- しい。 お 知嘉の 話の 相手に もな つて 好から うと 言 はれました。 お 知 嘉と言 

はれた の は、 齊興 公の Is- 妹で、 岛の 領主 種子 嶋彈 正に 嫁した 人、 此頃は 朱 亡 人となり 松樹 院と稱 して をら れ まして、 踪 

く 日蓮 宗を 信仰し、 また 歌道の 嗜好 も 深く、 夙に 賢 女の 譽 ある 人でした。 

新納は 退いて 老 君の 言 はれた 次第 を 政廳の 人々 に吿げ 相談 をし ますと、 政廳の 方で は、 稲子 嶋は他 國の船 も 寄 し、 

旅商人 も來往 する 所 だから * 世 問に 洩れて 聞え る 心配が 多い。 且つ 今 は 海上の 荒れる 季節で， 渡航の 都合 も 急に は述び 

へ激 ねる、 旁老 君の 御沙汰の やうに 取 計 ふこと は 難しい と ゆすので、 新 納は月 照 自ら 種子 嶋に 渡航す るの を 好まぬ からと 

中立て、 重ねて 老 君の 旨 を 請 ひ、 斯くて 日向の 方へ 立 退かしむ る 評議 を 決した と 云 ふ傳說 があります。 


また^に 斯う 云 ふ： § 說 もあります。 

老尹 「齊興 公 は 久しく 月 照 入水の 事變を 知られす、 ャ ハ リ 自ら 沙汰 せられた 通、 種子 嶋に 渡航して ゐる ものと 思 ふて 居ら 

れ まして、 翌年の 舂、 松樹院 夫人が 種子 嶋 より 出て 來て、 公の 起居 を 候 じ寬談 せられた 時、 公 は 月 照の 事 を 語り、 近狀 

の 如何 を 問 はれました" - 夫人 は 嘗て 聞 及ばれぬ 話です から， 返辭 にも e か 力せられ ましたが、 何 か 第 情 も あらう と 思 はれた 

ので、 適 {ni の應答 をして 一時 を 取 緩 ふて 退かれる と、 休息の 部屋に 志々 目歙受 とい ふ 侍醫が 控えて をり ました。 夫人 は 

獻ー 父に 向 ひ， 只今 御前で 爾々 のお 話 を 承 はった が、 一 體 如何なる 事で あらう と 尋ねられました。 獻受は 月 照 入水の 事變 

は、 豫 ねて 耳に して ゐ ます けれども、 此 場合 陽 はに 申して は、 或は 何 かの 差 支 を 生す る や も 分らぬ と 懸念 をして、 已れ 

も 全く 不. 案 內の由 を 答へ、 歸 宅の 後、 老君は 猶ほ月 照 入水の 事變を 分らす に 居られる 様子 を 家人に 語って， 密に 嘆息し 

ました。 獻受の 子 獻吉 は、 前 三年 安政 二 年の 冬、 筑 後久 留 米の 高山 彥九郞 の 墓前に 水盤 を 寄進し、 七十 餘 年後の 今日、 

猶ほ 一個の 好 記念物 を 留めて をる やうな 人物で、 聊か 尊王の 大義 も 解かって、 西鄕 等の 一派と 志 を 同う する 者でした か 

ら、 父の 話 を 同志の 徒に 告げました。 そこで 同志の 徒 は、 政廳の 人が 老 君の 旨に 戾り月 照 入水の 事變を 生ぜし めた 內情 

を 始めて 覺 りまして、 愈々 政廳の < を攻擊 しました。 新 藩主 又 次 郎君の 奪 勤に 扈從 して 柬 行した 岩 下 佐 次 右衛門が、 江 

戶 から 歸 つて 參 ります と * 同志の 徒 は 岩 下の 叔父 新納駿 河の 措置 を 誤った こと を 持 出して、. 頻に 苦情 を 一 百 ふので、 岩 下 

は だ 迷惑して 困った 様な 話 もあります。 

これらの 傳說 は、 老廿^^齊興公の德量を示さぅとして、 故ら に 構造せられ たの かと 思 はる- -ふ しも 無い と は 限り ませぬ 

が、 月照處 分の 露 相を考 ふる 第 一 の 好 資料 新納駿 河の 日記に は、 これらの 傳說と 符合す る 記載 もなければ、 之 を 否定す ベ 

き 記載 もな く、 簡 粗なる 文字の 間、 裏^に 幾多の 經緯の 伏在して をる 痕跡 は歷々 として 殘 つて をり ます。 此ニッ の傳說 
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は 話に 條理 もあって 當 時の 事情に 適合す る 所 も Si くないので、 必す しも 全く 構造せられ たものと は 定め 難いので ありま 

す。 但 その 月 照 をして 日 州の 方へ 立 退かさう としたの は、 筑 前の 盜賊 方の 追跡して 參 つて 捕縛の 相談 をした ことの 始め 

て 分った 席上、 急に 評議 を 決した 處 分で、 重ねて 老 君の 旨 を 請 ふ 餘間は 無かった のです から、 月 照 0 ら 種子 嶋に 渡航す 

る を 好ます と稱 し、 重ねて 旨 を 請 ふたと 云 ふの は、 勿論 それ は 間違と しましても、 老君齊 興 公が 月 照 を ャハリ 種子 崎に 

渡航した ものと 思 はれて、 久しく 入水の 事變を 知られなかった の は 或は 實を 得て をる かも 知れ ませぬ。 これ は當 時に 於 

ける 國主 大名 通有の 事態、 內 外の 機 務を老 職 宰臣に 任す る を 例と した 大 藩の 君主 は、 往々 迂濶斯 の 如く 甚だしき ものが 

ありました。 

摘 ほ 別に 一 ッ の傳說 もあります。 

老 職の 新 納駿河 は、 日 比 西鄕の 人物 を識 り、 その 志 を 憐む心 もあった 人で、 また 月 照 を 捕手の 爲す がま  に 任せて 

狡す ことの 出來ぬ 153^ 情 も 義理 も 善く 解かって ゐ たので、 表 向 は 月 照に 立 返の 命 を 下しても、 一 たび 鹿兒 島の 城下 を 去ら 

しめ、 筑 前の 盗賊 方に 吿げ 知らす る 辭柄を 設けた 後 は、 密に 呼び 戾 して 庇護 を與 ふる 意思で あつたむ を、 藥 溯源 之 進 や 

福 永 直 之丞の 輩が、 駿 河の 眞の 意思 を 了解し 得ないで、 誤って 表 向の 沙汰の み を 西 鄕に傳 へたから- 斯 かる 人 水の 事變 

を 生じた と 云 ふ 話 もあります。 

新納の 日記 は此 間の 機微 を 窺 ひ 知る 記載 を缺 いて をり ますが、 西鄕の 人物 を識 り、 その 心事 を憐 むことの 淺く なかつ 

たの は， 他に 多少の 徵憑も あるし、 筑 前の 盗賊 方に 月 照を委 ぬる を 不本意と した 様子 は、 日記の 裡 にも 痕跡 を t ぬして ゐ 

ますから， 斯 かる 裏面の 齟齬、 また 必す しも 全く 無い に は 限るまい と 思 ひます。 筑 前の 盗賊 方の 追跡して 來て捕 總を迫 

る ことが、 十日 若く は 十五 日 も 後れたら、 或は 何とかして 月 照 を 庇護す る 道を發 見した かも 分らなかった のは當 時の 箏 


情で、 如何したら 好から うと 處 置に 苦んで、 m 々評議 をして をる 最中、 筑 前の 盜賊 方の 追跡して 來て捕 縳を迫 つたこと 

を 始めて 知って、 急に 評議 を 凝らしても * 適當の 名案 もない 所から して、 窘窮の 余、 西鄕. をして 日 州の 方へ 連れ出さし 

むる 內命を 下した 眞相 は、 新納の 日記 を みても 善く 分ります。 

當時政 廳の內 命 を 受けて 月 照 西鄕と 同行し、 入水の 時 も專ら カを盡 して 救護に 勉 めた 阪ロ周 右衛門の 具申 寄 もあって、 

新納の 日記と 共に 當 時の 事情 を考 ふる 好 資料です が、 阪 口の 政廳 から 受けた 內 命に は、 月 照を筑 前の 盗賊 方の 手に 渡し 

て はならぬ 趣 も 示されて ゐ まして、 成るべく 邊 鄙の 場所に 忍ばせて 附添 ひ、 程よ く 取 計 ふて 用辨を 致せと 云 ふこと で、 

政 魔の 方で 筑 前の 盗賊 方に 接 間接の 援助 をして、 月 照の 捕 縳を容 r.^ ならしむ る 様な 痕跡 は些も 無く、 都合 好く ば何處 

かに 潜ませて 置いて 事 を 了 ひたいと 謀った 様子 は 窺 ひ 知られます。 時機 を 見て 密に 呼び 房し 庇護 を與 ふるのが、 新納の 

眞の 意思で あつたと 云 ふの は、 全く 然ぅ でなかった と は 申され ませぬ。 

政 廳の內 命 を 受けて 月 照 西 鄕に附 添 ふた 阪ロ周 右衛門 は、 後に 吉兵衞 また 源 七 兵. g とも 稱 した 人で、 《"3 時の 藩 制 上、 

兵 具 方の 肝 煎と 云 ふ 職名 を帶 びて 足輕の 組頭 を 勤め、 最も 練達 を 鳴らした 老 吏でした。 萬延 元年の 春、 樱 田の 事 變の起 

つた 時、 江戶 屋敷の 重役 喜 入 多 門の 命 を 受け、 六 人の 部下 を 率ゐ、 有 村 雄 助が 義 徒の E 魁 水戶の 金子 孫次郞 及び 金子の 

從者佐 藤 鐵太郞 と共に、 藩邸 を脫 して 西 上す るの を 追跡し、 伊勢の 四日 帘に 於て 三人 を拘 し、 然 かも 三人 を 取扱 ふに、 

善く 禮と 情と をつ くし、 時論の 賞美す る 所と なった の も此阪 口でした。 

政廳の 最終の 評議 は、 月 照が 關济を 越えて 立 退いた 後の 事 を 以て、 自然の 形 行に 任 かする の 外 はない と 決した として 

も、 特に 斯 かる 練達の 老吏を 擇ぴて 同行者と し、 且つ 筑 前の 盗賊 方の 手に 渡して は、 差 障の ある 趣 を 吿げ、 成るべく 邊 

鄙の 場 1^ に 忍ばせて 附添 ひ、 程よ く 取 計 ふて 用辦 致せと 內命を 下した 所 をみ ると、 此間 また 自ら 月 照の 爲に 不利なら ぬ 
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用.！ iz:^ も 今：： まれて を る 様に も 思 は れま す。 

孝 明 天皇の 宸翰 

今ゃ11^照は愈 々西鄉 と^ 抱 い て薩 摩の 迫 戶の波 を 踏む 場合と なりました。 

此 時に 於て、 顧みて 三百 里の 余所なる 朝廷の. T 情 を 窺 ふて みるの は、 i 是に 感懷の 多い ことです が、 朝廷の 內情 は、 孝 

明 天 皇 の密に 近衞忠 S スム に 賜 はった 宸翰 を 拜讀す れば、 自 ら 瞭然 として をり ます。 

孝 明 天皇 此時寶 ^方に 一 一十 七、 滿廷の 群 公卿 は必 すし も聖 慮に 添 ひ {辰 憂 を 分ち 奉らす、 攝關の 家 動もすれば 霸府の 意 

思 を 迎合し、 密に 消息 を 相 通す る 人 もあって、 ！® だしき は往々 幕吏の 耳目と なって 殿陛の 上を趨 走す る 者 さえ ゐ ました 0 

そこで； 大皇 は靑蓮 院宮ゃ 近衛 三 條の諸 公の やうな 一 一三の 親王 大臣 を 腹心と して、 內 外の 機務を 謀らせ 給 ふの が、 常時の 

34 相で ありました" 

十一月 九日 は、 月 照 國臣の 一 行が、 疲れた 足を曳 すって 鹿 兒嶋の 城下に 迪り 着く 前日で、 恰も 南 陬の荒 村 寒驛を 過ぎ、 

高低 崎 嶇の道 を 歩いて 全 一 日 を 費した 日に 當 ります。 京都の 朝廷で は、 天皇 深く 幕府の 暴 横 を 御 憂慮 あらせられ、 恰も 

此日を 以て 極 密の廛 翰 を 左大臣 近衛 忠懇 公に 賜 はりし： を島津 家な どに 傳へ、 關 東の _ ^賊を 退治せ しめむ こと を 謀らせ 

られ ました。. 

^^渡私_^^念極内々申試候、 {q- 御 勘考 希 入 候、 ^之 事に 而も 無, 之 候、 實は 段々 差鏈、 間 部 之處置 4ぷ 計 心痛 候、 何卒 薩 

州 杯へ 密々 仕 損 無, 之 様 被レ成 候而、 I 焱贼を 退治 は 成 間 敷 や、 段々 堂上へ 手 を褂候 様相 成候而 は、 誠に々々 朝 威 胺れ嘆 


け敷大 に混亂 候？ T 何卒 御 勘考 願 入 候、 然又々 路に而 奪取に 5: 成 候樣^ 事に 而は、 却而 招：^ 害 候 次第、 其 邊は御 W 心 

堅！！ にて 御 勘 辨被レ 成 敷 や、 幸 今" 皮 大納言 殿 is- 行 故" 何卒 御 親族 之 大名へ 極密々 御 傳之蔡 は 成 問 敷 や • 實此 俊に て は 

不 U 容易 1 次第 段々 發起候 問、 何卒 厚 御 勘 辨願入 候 i^。  • 

十 一 ：：：：： 九日 申刻認  此  花 

左大臣 殿  - 

je; ャ M が 手 を 堂上の 公卿に 著け、 近衞 ii 司 三條諸 公の 退官 落飾 を 迫った の は、 是 から 數 月の 後で、 此 時まで は 猶ほ諸 藩 及 

び 浮浪の 志士と 親王 大臣の 諸 太夫 家臣と を檢擧 する に 止って ゐ ましたが、 漸次 獄案 を擴 大して 朝廷 を威鹏 せむ とする 形 

勢 は、 歷々 として 現 はれて 來て *  、近 衞 左大， 臣廳司 右大臣 一條 內 大臣 三 條前內 大臣 等 も 嫌疑 を 避け 參 朝せられ ぬので、 深 

く 叙 慮を惱 まさせられ、 實カ ある 大 諸侯の 擁護に 頼って 幕府 を控 制し、 朝廷 を 犯す こと を豫め 防がせ 給 はむ との 思 召 か 

らして、 斯 かる 窟翰 となりました。 

此 花と 記る された の は、 孝 明 天皇 自ら 用 ひさせ 給 ふ 御 稱號、 幸 今度 大納言 御 東行 故と ある は、 近衞 公の Ik^pi 大納言 忠 

房 卿が、 家 茂將軍 任官 宣下の 勒使 として 江戸へ 下らう とせら る X 折抦 ですから、 斯 くは宣 はせられ ました。 數 月の 前 若 

くは數 旬の 前、 月 照 西鄕等 同志の 人が、 勒読 降下 ひ 計畫を 立て、 ^力なる 諸侯の 興起 を 促し、 井^ 大老 執權の 幕府に 對 

抗 せむ としたの も、 自ら 此 間の 思 召と 臛 絡の 存 する もので、 孝 明 天皇 は當 面の 形勢 を 御 憂慮 あらせら る. -の餘 り、 猶ほ 

列藩 諸侯の 擁護に 賴ら せらる 、 の 思 召 を 棄て給 はす 、近衛 公 をして 更に 此事を 成さし め やうと 望ま させ 給 ふたので した。 

然うして 月 照が 幕府の 嫌疑 を 受けて 鉋く まで も 追究せられ、 今や 薩 摩の 迫 門の 波 を蹈ん で、 難に 夠じ 身を獻 する の も、 
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全く 斯 かる 瘦襟を 安んじ 奉らう として、 專ら心 を 傾け カを盡 したが 爲 でありました。  . 

此 i 辰 翰 を 賜 はつてから 四日 後の 十 一 月 十三 日 は、 月 照が お 使者 宿の 田 原 助 次郞の 家に 幽禁 されて をる 時で、 西 鄉と相 

抱いて 薩 摩の 迫 I： の 波 を 踏む 三日 前であります。  ， 

孝 明； 大皇 は此夜 また 密に度 翰 を近衞 公に 賜 はりました。 

御 一 報 之 趣 令 n 披兒 1 候、 何共 申 様 無 レ之御 書取、 恐懼 且 心痛 仕 候、 如レ 此有樣 哉と 日 外より 心^ 致 候 暴 之 計 策と 相 成 日 

々心痛、 當時は 私 一 本 立實々 心痛 大 困りに 候、 何卒 大體之 趣意 相 立、 技 葉 之 混亂無 1 之 様と 祈念 之 外 他^無， 之 候、 

三 公共 引 籠りに 而、 若楚之 人々 に 成 候 而ハ、 誠に々々 心配 候、 何卒 尊公 もさの み 御 力 落無レ 之、 如何様 成 共 御 配慮 今 

1 きわ 願 度 候 iir 何も 荒 々o 

十 j  1^ 十三 日 辰 半 刻  比  ^ 

左大臣 殿え 

， 

御文 言の 趣を拜 護しても 分る が 如く、 近衛 公 は廳司 右大臣 三 倏前內 大臣 等と 同じく， 返宫隱 退の 意 を 決して 參 朝せられ 

す、 密に内 書 を 奉って 幕府 顧 迫の 惠情を 述べられ たので、 ^かる 宸翰 を 賜 はった ものと 見えます。 此 宸翰 を 賜 はった 時 

の 甕 ii でなかった こと は- ^に徵 憑 もありまして、 辰 半 刻の 御 註記と 併 はせ考 へる と、 夜の 九 時 s^、 親しく 御^ を 染め 

させられて 密に賜 はった 宫 深の 模様 も、 ヲノヅ カラ 想 ひ 知られます。  . 

麇翰 屮數ば 御の 敬 字 を 用 ひさせられ、 或は 近衛 公 を 尊公と 稱 せられ、 御身 自ら 私と 稱し給 ふが 如き- また 或は j 邻常 ほ 

2^の義例を以て、 近衞 公の 宛名 を遙に 高く 記され、 御身 自ら ® う 下って 著させ 铪 ふが 如き、 當時 大小の 諸侯が、 老職宰 


臣の 顰に與 ふる 筆 札の 倨傲 尊大 を 極む ると は、 雲泥 霄媲の 差 も啻な リ ませぬ。 近 衞家は 藤 原 氏の 長者と して、 他の 

攝關 卿相の 家と も 一様なら す、 殊に 近く 關白信 尋<ム が 後陽成 天皇の 皇子 を 以て、 降って 此家を .襬 がせられ てから は， 皇 

i 至との 血 緣の關 係 も 深うな つたし、 また 忠^ 公 は 天皇 猶ほ 東宮に おはします 頃より、 傅と して 奉： H せられ， 久しく 師父 

の禮と 情と を 以て 待遇 せらる. - 大臣です から、 旁. - 他の 尊 常 一 般の 公卿と は、 岡より 同視され ない としても、 翁 ほ是れ 

人臣の 列です。 孝 明 天皇の 此 一 ッニッ 宸翰に 於て 示し 給 ふ 恭謙 遜 譲の 御美德 は. 後の 人 をして 深く 欽仰 せしめ ますが、 

國步 艱難 天下 多事の 時， 內 外の 機 務に叙 念を勞 せられ、 今や 幕府 暴 横 を 極め 朝廷 を壓 迫す る を 當面第 一 の御變 慮と せら 

れた御 心情 は、 瘥翰 中に 散昆 する 『恐懼』 『大 困り J 『私 一 本 立』 の 御文 言、 若く は 數ば疊 出す る 『心配』 『心痛』 などの 御用 

語， 最も 善く 表明して ゐ ます。  . 

顧 ふに、 井伊 大老 執權の 幕府 は、 已に 皇室 を 尊ぶ 宗窒親 藩の 議侯 を幽屏 し、 或は 國事 を變 ふる 幾多の 志士 を檢擧 して 

大獄 を 起し、 猶ほ 進んで 威壓を 朝廷に 加へ むとし、 近衛 公 以下 孝 明 天皇 御腹 心の 諸 輔弼、 また 嫌疑 を 避け、 前後 相. 

で 自ら 蟄居せられ まして • 滿朝 能く 一 人の 聖 讒に參 する 大臣 を： 2- ませぬ) 然うして 寶算猶 ほ 三十に 滿 たせ 給 はざる 一 天 

萬乘の 至尊、 た^ 獨り肝 膽を碎 かせられ、 或は 實カ ある 諸侯 を 起た しめて 幕府の 暴撗を 防がむ こと を 謀らせ 給 ひ、 或は 

却て 老功の 大臣 を勞 はり 慰め、 落膽 失望し ないで、 勉めて 力 を 致さむ こと を 獎め勵 まされました。 

王 權紐を S いて 武臣 國を偷 むこと 七 百年。 皇運は 雨く 否 塞し * 皇威は 雨く 萎微 しました。 維新 中興 の^を 開かせ 給 ふ 

た 孝 明 天皇の 御 英明 を 今更 頌し 奉らむ も畏き 事ながら、 月 照の 遙々 九州 の^まで T.?^ ち 下って 困頓 窮 する 頃 はし も、 天 

皇は 京都の 深 宮の裡 にお はしまして、 猶ほ獨 り 斯くは 苦心 焦慮せられ ました。 諸君 は 夙に 殉國 奉公の 志 を 抱いた 洛_ ^淸 

. ^寺の 勤王 僧が、 鞠 躬盡瘁 身 を 殺して 悔 ひす、 『大君の 爲には 何 か 惜しから む薩 摩の せとに 身 は 沈む とも J と 歌 ふて 波 を 
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踏んだ 心 iej を 1 おとせら る、 であり ませう。 

月明の 夜の 海路 舟 中の 小 酒宴 

十 I 月 十五 日の 夜、 西鄕は 旅支度 をして 道中 挎を 着け • 田 原 助 次郞の 家に 月 照 を 訪ねました。 

折し も 夜 は 漸く 更けて、 月 照 も國臣 も已に 臥して ゐ ました。 西鄕の 訪ねて 來 たこと を 知り， 諸共に 枕 を 離れ、 欣然と 

して 請じ入れました。 

この 城下に 着いた 翌日 か翌々 日に、 1 たび 相 見た ばかりで、 忽ち 來往を 禁ぜられまして、 三四日のi^は互に様^^も全 

く 分らないで、 今しも始めてフタ 、 ビ相：I3^^のですから， 欣然と して 請じ入れ たと 云 ふの は 成程 それ は然 うでせ う。 シ 

力 シ 客の^ら して 參 つたの は、 鳴 呼 それ は 好い 消息ではありませんでした。 

西鄕は 座に 着いて 默 鱧した ま. - 1 首 を發 しませぬ。 眼の 色 も些し 平生と 異 はって ゐ ます。 然うして 何だか^ ほの 前で 

話す の を撣る やうな 素 板り もあります。 それと 月 は 察して 國臣に 向 ひ、 どうか 茶 を 一 つと 頼みました" 

夜 はふけ て 家の人 も 大方 寢靜 まった 後です から、 國臣は 自ら 起って 勝手の 方へ 入り、 良あって 茶 を 調へ て 出て 參りま 

すと、 £i は 已に終 はった 模様で、 西 鄕は是 から 急いで 日 州の 方へ 行かねば ならぬ、 仔細の こと は 船の 上で 緩々 語らう と 

申して 出立 を 促します。 

そこで 急いで 僕 重 助の 寢て をる の を 呼び 起し、 忙 はし、 仕度 をと-. のへ、 さて四人打連れて田原の^}^のー幾|:を出て少 

し 歩きます と、 そこ は 直に 納屋 濱と いふ 海岸で、 乘 船の 用意 は 疾く出 來て待 受けて をり ました。 政 ii の 內命を 10- けて 附 


添 ひ 行く 阪ロ周 右衞門 も、 早く 參 つて ゐ ました。 

船 は 一 行 fri 人 を 載せ、 大 隅の 福 山沛を 指して 纜を 解きました。 夜 は 已に十 一 時 を 過ぐ 6:3 であ" ます。 折し も 霜月 十 

五 夜 Q 月、 咬々 として 冴え渡る 波の 上を橫 ぎり. 東へ 向 ふて 走りました。 船に は 政 廳の內 意 を 受けた 町役人の 心づ くし 

と 見えて、 酒 翁の 手 當殘る 所な く、 精進 魚類 兩 様の 料现を 入れた 鄭重の 菓詰も 調へ ておりました。 

月 照 は西郷 と相對 して 上の 方に 座 はり， 國臣阪 口重 助の 三人 は 次の 方に 居りました。 やがて 酒 を 溢め 重 詰 を 開いて 酌 

み 交 はしました。 西鄕は 今夜 は氣の 詰る 話 は 4- めに して 快く 飲まう と-甲し ました。 今 街 限りの 命と 思 ひ 極めて、 談笑 平 

生に 異ならぬ 態度 は、 自ら 偉人の 風 を^ば しめます。 

今し も 過ぎ行く 船路 は、 長 汀 曲浦の 風景お もしろ く、 嘗て 頼 山陽が 豐 後の 畫 伯に 語つ て、 九州 勝絡樱 島爲レ 冠と 賞した 

島山 は、 畫の 如く 眼の 前に 横 はって ゐ ます" 仲冬 寒の 季節ながら も， 酡 顔の 客 は覺 えす 好 哉 を 呼んで 舷を 叩く の 情 を 

催 ふした であり ませう。 國臣 から 直接に 此 時の 話 を 聞いた 『明 烏 1 の 著者 は、 『西鄕 は 言へ らく 今夜 は氣の 詰まる 話 は 正め 

て 快く 酒 を 酌まん と、 或は 歌 を 謠ひ或 ほ 詩を吟 じて 興を盡 しける が』 と 記して ゐ ます。 また 僕 重 助の 話に よると、 國臣 

は 膠から 一管の 笛 を 取 出して 吹奏す る こと 數曲、 人々 聞いて 感 賞した と 申します。 場所柄 將た 人柄 * 今より 考 へても、 

いかに 情緒の 多い 笛の 音で せう。 華麗 悲壯の 色彩 最も 豊富な 國臣の 一 生の 事蹟のう ちで も、 斯 かる 詩的 劇的の 光景 は 多 

く ありませ ぬでした。 

斯うして みると、 今夜の 船中 は 何とな う 上品な 風雅 人の 小实 らしく、 酒 も 打 湯った 陰氣の もの 、様に もあります が 

實 際は必 すし も然 うば かりと は 思 はれませ ぬ。 『明 烏」 の 著者が 『或は 歌 を謠ひ 或は 詩を吟 じて 興を盡 しける が』 と 記した 

の も、 聊か 聲を 張り上げて 俗調 を謠 ふた 義と 解して、 始めて 能く 西鄕の 『今夜 は氣の 詰まる 話 は 止めて 快く 酒 を 酌まん』 

二 〇 三 
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と 申した 意と も照應 します。 

月 照 は 戒律の 嚴 直な 淸 1^ だとしても、 花の 名所 は淸 水の 粉香裙 影の 裡に 成長して、 戯れ歌 を 聞いて 眉 を ひそむ る やう 

な坊 さまと は 遠 ひます" 西鄉も 晚ハ牛 こそ 下戶の 人と して 知られ ましたが、 壯强の 頃 は猶ほ 頗る 酒 味 もあって、 往々 醉態 

に 托し 權豪を 篤った 逸話 を 留めて ゐ ます。 阪ロは 幾た びか 江 戶大阪 にも 來往 して 世馴れた 人、 1; 臣 また 同様の 酒客で し 

た。 窮屈な 一 葉 舟 中の 小 {4-、 固より 起って 舞 ふて 海 若 を 驚かす の豪與 はなかった としても、 投 海の 悲劇が 人々 の 醉臥中 

に 演ぜられ たこと は、 EI 臣 自ら 藎志錄 に 述べて をり ます。 旁々 酒 も 相應に 飲んで、 博 多 節の 一 ッニッ 位 は、 或は 御免 を 

蒙って 謠 ふたで ありませ う。 

月 照 西鄕の 入水 

船 は鹿兒 島の 港 を 後に ：n^ て、 進む こと 一 里 また 二 里、 田の 沛 磯の 濱を 過ぎ- 華 倉 三 舟の 沖を定 ります。 

船中の 人 は 巳に 陶然と して 醉 ひまして、 謹 笑 餘念も ありませ ぬ。 磯の 濱を 過ぐ る 頃、 西 鄕は月 照 を 誘 ふて 舷頭に 立 出 

で、 陸の 方 を 指さして、 彼處の あたり は樱樹 多く、 春 は 遊 船の 寄り 集 ふこと など を 語り 聞かせる 様子で したが、 良 あり 

て 座に 着きました。 

月 照 は 墨 斗の 筆 を 取 出し、 大 {4! の 月の 光 をた よりに 懐紙に 記しつ.^、 歌が 出來 た、 テ 一一 オハ は 未だ 調 ふて をらぬ が、 

如何で あらう と 示しました。 西 鄕は覽 て 打 首肯き， た^ 一言 ィ カサマと 申した ま、 收 めて 己が 懷に 入れました。 此時ま 

では 圃臣 はじめ 阪ロも 重 助 も、 猶ほ 傍より 見て をり ましたが、 問 もな く 皆睡を 催う して 倒れ 臥し、 後 は 船 _g の 艫の 方 こ 


ろて 舵 を 守る ばかりでした。  - 

船 は 方に 龍が 水の 沖へ か- -り、 やがて 大 崎が 鼻 近うな りました。 眞 後の 追 脈に 帆 を 孕ませて 走ります、 曉 方の 嵐 さへ 

吹 出で k 矢よりも 早く 走ります。 

時し も西鄉 ふた 》 び 起ち 上がって 舷に 出で、 月 照 も 績 いて 立ち上りました。 西鄕は 島津左 馬頭 歳久の 故事 を 話して を 

る樣 子でした。 龍 ケ水は fKfi- の 昔 龍 伯 篛久の 弟 左 馬頭 歲久 が、 豊 太閤の 威武に 屈しないで、 一 一十 四 人の 從臣と 一 ッ 枕に、 

腹 を 扱き 切って 死んだ 殉難の 地です。 語る 人 も 聞く 人 も、 定めて 自ら 無量の 感慨 を 催う したで ありませ う。 

月 照 は 身 を 傾け 海水 を 掬 ふて 兩手 を淨 めつ- r、 さて 右の 手 を擧げ て恭. - しく 西の方 を伏拜 むよ と 見えた 刹那、 左の 手 

は 西鄕と 抱き合 ふて 忽ち 海に 躍り 入りました。 船頭 は 艫の 方より 此狀 をみ てゐ ましたが、 ァ ハヤと 云 ふ 隙 もな く、 忽ち 

飛び入りました。 醉ひ 臥した 人々 は、 淘 然と 起った 波の 昔に 驚き 起れば、 二人 は 疾ゃ形 も 影 も ありませ ぬ。 阈臣 と阪ロ 

と は、 早く 帆 を 卸ろ せ 船 を 停めよ と 罵り 叫びます けれども、 船頭 舟 子 は狼狠 周章して 爲ん すべ を 知り ませぬ。 阪 ロは咄 

嗟の 間に 舟 板 を 取って 海に 投げ入れ、 また 刀を拔 いて 帆綱 を听 つたので、 船 は繙に 停り ました。 され ど 猶ほ半 町ば かり 

は 走り 過ぎて ゐ ました。 

急いで 漕ぎ 戾し、 投げ入れた 舟 板の-漂 へる 邊を 目標に して、 頻に搜 がし 廻 はります けれども、 漫々 たる 海の 上、 た 

傾き かけた 寒月の 波 を 照らす のみ、 一 物の 眼に 着く も 3 も ありませ ぬ。 人々 は 相 顧みて 茫然た る 許りでした。 僕 重 助 は 

此時歲 方に 二十 一、 聲を 揚げて 慟哭し ました。 一同 は悄々 として 海面 を 打 眺めつ- -、 力なく も猶ほ 彼方此方と 漕ぎ 廻 は 

つて 搜 がし 求めて をり ますと、 コ 《如何に 月 照と 西鄕と は、 シカト 相 抱いて 一 塊と なった ま  >- 、沸き かへ る 渦卷と 諸共 

に、 忽然と して 浮び 出ました。 人々 また 大に 驚き- あはて ふためいて 忙 はしく 救 ひ 上げ ましたが、 巳に 多く 時間 を經て 
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をる ので、 二人 は氣息 全く 絶え 咬體も 冷え切って 微溫も ありませ ぬ。 寒 氣肌を つんざく 許りです けれども、 海上の 船の 

中、 適當 の手當 をす る 道 もない 所から、 國 臣と阪 口と は 取り 敢 へす 自ら 着けて ゐる衣 物を脫 いで 着せ 替え， 或は 二人の 

體 を？^ さまに して 水 を 吐かせな どしつ & ある 間に、 船頭 舟 子 を 促して 西の方へ と 漕ぎ 戾し、 やがて 船 を 華 倉 濱の極 之 

口と 云 ふ 所に 着けました。 

こ- -は吉 野 地方の 產物を 集めて 海路 鹿兒 島の 城下に 積み出す 唯一 の津 口で、 刖に 字を湊 とも 唱 へまして 多少の 民家の 

ある 所でした。 此 先の 方で 誤って 海中に 陷られ たの だと 申 聞け て、 土地の 若者 三人に も 手傳を させ、 濱邊に 薪 村と して 

多く 積み重ねた 雜 木の 小枝 を 取り集めて 火 を 焚き、 二人の 體を 抱え 上げて 薄緣の 上に 置き、 傍より 緩 かに 温めまして、 

1： 臣と重 助と は ら月 照の 介抱に 勉め、 阪ロ は專ら 西鄕の 介抱に 勉 めました。 然うして 一 時間ば かりし ますと、 西鄕の 

^體は 漸く 溫氣 を發 し、 續 いて 幽かな 呼吸 を 生じました。 そこで 國臣重 助 も 大にカ を 得て 愈 介抱に 勉 めます けれども、 

月 照 は 何の 効 もな く、 最後の 手當 として、 人中に 灸治 を 施し ましたが、 斯くて も 終に 蘇らす、 傾き 落つ る 山の端の 月と 

諸共に- 全く 寂し 去りました。 恰も 十六 日の 曉天、 夜將に 明け 離れむ とする 頃で ありました。 

西鄕は 世の 人に も 知られた 通り 身體 極めて 强壯、 平生の 健康に 缺 くる 所がなかった ので、 幸に して 蘇り ましたが、 月 

照 は 元 來孱弱 衣帶に 勝へ ぬ やうな 淸 僧でした から， 終に 救 ふこと が出來 なかった の だと 申します。 國 臣も筑 前に 歸 つて 

後、 やはり 然ぅ云 ふ 話 をして をり ます。  - 

此時 焚火 をして 月 照 西鄕の 介抱 を手傳 ふた 土地の 若者 三 名のう ちの 一 人 阪下長 左衞門 は、 高壽を 保ち 大正 五 年に 七十 

七歲を 以て 世 を 去った さう です が、 晚 年まで も猶ほ 相當の 記憶 はあって、 往々 六十 年に 近い 昔の 物語 をした ので、 船 を 

華 倉濱に 着けた 時の 模様 は 粗 ぼ 分りました". 


西鄕の 蘇生，、」 歸航 

月 照 は 終に 寂し 去りました。 西鄕は 蘇りました けれども、 氣息錢 に 通す るば かりで、 死生の 程 は ほ 分り ませぬ。 今 

は 速に 歸 つて 政 廳の命 を 請 ふの 外 はない 所から して、 阪ロは 國臣と 相 謀. り、 月 照の 遺骸と 西 鄕とを び 船に 載せ- 急い 

で 華 倉濱を 出て 鹿兒 島の 港 を 指して 歸 りました。  .  、 

時し も 夜 は疾く 明け 離れて 白日と なり、 船舶の 寄り 集 ふ 津頭を 胃して 入る こと は 叶 ひませ ぬから、 一先 づ 防波堤の 外 

側に 船 を いで 人の 注目 を 避けまして、 阪ロは 後の 事を國 臣に賴 み、 已は獨 り 上陸し、 馳 せて 粲瀬源 之 進に 顚末 を吿げ 

ました。 藥 1 また 愕 いて 政廳に 具狀 しました。 老職 新納は 報告 を 得て 直に^ 廳し、 段々 評議 をして、 横目 役 谷 村な にが 

し は 命 を 受け、 二 個の 松と 醫師 とを携 へ、 船中に 就て 撿視を 遂げ、 月 照の 遺骸と 西鄕の 身柄と を 受領して、 一 先 づ町會 

所に 移し， 谷 村 自ら 保管して 後 命 を 待ちました。 

谷 村が 一 一個の 棺を携 へ て 船の 所に 往 つたの は、 此 場合 世間の 人 をして 西 鄕も月 照と 同じく 死んだ と 思 はしむ るの は、 

幕府に 對 する 處分 上の 都合 も 好く、 西 鄕の爲 に 利益 だと 考 へたからで、 町會 所に 引取った 後 も. 二人の 入水した 事變を 

總 ベて 秘密に し、 暫く は 一切 發 表さる こと を 避けました。 

やがて 此事變 の 市中に 洩れて える と、 平素より 政廳の 態度 を 見て 不滿の 情 を 抱いて をる 西鄕の 同志 一派の 人 は、 政 

廳 が 迫って 二人 を 殺した ので あらう と 疑 ひまして、 追々 町會 所へ 押 掛けて 來て事 變の內 狀を問 ひます。 何處 からか 西鄕 

だけ は 蘇生し. U よしを 洩れ 聞い お 人 も、 猶ほ容 《^ に 信じないで、 頻に 西鄕を 見て 眞僞を 知らむ こと を 求め、 或は 町會所 

二 〇 七 
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の 近邊を 徘徊し、 出入す る 役人 を i: 睨す る 者な どもあって、 1 時 は 憤慨 激昂 幾ん ど 制し 難から むと する 勢と なりました。 

此 日の 午後、 政廳は 西鄕の 親族 を 呼出して 事情 を 吿げ、 伴ひ歸 つて 治療 を 加 ふべき 旨 を 諭し、 月 照の 遺骸 は 西 鄕.； 1^ 代 

代の 菩提 所 南林禪 寺に 移す こと を 許し、 埋葬 は 猶ほ後 命 を 待つべし と 達しました。 そこで 西鄕の 親族 は、 三時 頃 先づ西 

鄉を 籠に 載せて 上 之 園の 家に 伴ひ歸 へり、 月 照の 遣 骸は此 夜 南林禪 寺に 移しました。 

西鄕 は町會 所より 1¥ に歸 ります と、 大久保 伊地知 吉井海 江 田 稅所森 山 等の 諸 同志 悉く 來り 集り、 親族 家人と 共に 枕頭 

を繞 りて 看護に 勉 めました。 西鄕は 多量の 水 を 吐く こと 數回、 また 幾た びか 月 照の 名 を 呼びました。 しかし 知覺は 全く 

無く、 唯昏々 として 陲る ばかりで したが、 夜の 九 時 頃に なって、 始めて 微 しく 語を發 し、 尿 を 催う すの 意 を 言 ふので、 

吉井は 抉け 起し 後から 抱へ て 便せ しめ、 斯くて ふた. -び 尊に 就く と、 重ねて 語を發 し、 我が 紙 入 を 見よ 師の 歌が あらう 

と 言 ひます。 人々 濡れた 紙 を 取 出して 撿 むれば、 して 二 首の 歌 を 記した 懷紙 がありまして * 紙に は 着物の 藍の 色 浸み 

て 斑 文 を 成して ゐ ました。 

曇りな き 心の 月の 薩摩潟 

沖の 波間に やがて 入ぬ る 

大君の 爲に はなに か惜 からむ 

さつ まの 迫 門に 身 は 沈む とも 

これ 即ち 船中の 月光の もとに 記して 示し. U もので、 今猶 ほ西鄕 侯爵 家に 傳 はって 殘 つて ゐ ます。 文字の 跡お ぼっかな く、 

^に 護み 得る ところ， 當 時の 情況 宛然と して 想 はる X ものが あって * 見る 人 をして 轉ミ 感慨 を 深から しめます。 

岡 臣は月 照と 西鄕 との 投 海の 約の 成った の を 以て、 その 田 原 助 次郞の 家で、 茶 を 調へ むとして、 暫く 勝手の 方へ 去つ 


た 時 だら う 申と して ゐ ますが、 吉 井の 晚 年の 話に よると • 西鄉の 今夜 共に 死せ ねばならぬ 事情 を 告げて、 月 照の：^ 意 を 

決めた の はや はり 船中で、 月 照 は 西 鄕の霄 を 聞いて 直に 領諾 し， しかも 態度 從容 として 平生に 異 はる 所な く、 死 を視る 

こと M に歸 する か 如き 狀は、 西鄕 をして 敬服の 情に 堪へ ざら しめたと 申します。  . 

船中 は间 より 狹隙、 傍に 幾 個の 人 も 居って、 他の 耳 を偷 みて 死 を 約す るの 應酬 は、 多言 を 費す こと を 許し ませぬ。 月 

照 は 或は 此ニ 首の 歌 を 示して、 更に 領諾の 意 を 述べた ので ありませ う。 . 

月 照の 納瘗 並に 墳墓 

月 照 入寂の 夜、 町會 所より 南林禪 寺に 移した 遺骸 は、 翌 十七 y 下町の 年寄 役 波 江 野 休右衞 1: や， 五日の 間滯在 をした 

お 使者 宿の 主人 田 原 助 次郞等 も、 相 應の盡 力 をして 政 廳の內 意 を 伺 ふた 後、 弟子 雲 外 坊と下 wi^ 藤次郞 との 名義 を 以て 埋 

葬の こと を 願 出で * 他日 或は 公儀の 檢視 なき を 保し 難いから、 茶3^ に附してはならぬと云ふ條件付で許可されました、 

即日 西鄉家 代々 の 墓地より 程遠から ざる 所の 一 老松の 下に 葬りました。 

た、. - 嫌疑 を 蒙って 詮議 最中の 人で、 公然 その 眞實の 素 生身 分を顯 はすの は 悼らねば なるまい と 云 ふわけ からして、 國 

臣は 自ら 靜溪院 鏐水清 月 比丘の 法號を 撰し、 且つ 安政 五 戊 午年 十一月 十六 日滅 の十餘 字を錄 して 假標 を-設け、 また 同時 

，墓表 建立の 用意 をして， 近傍の 石工に 頼み ましたが、 數 日の 後、 墓表の 未だ 出來 上らぬ うちに、 僕 重 助は筑 前の 盜賊方 

に 引渡され、 國臣は 追 はれて 鹿 兒島を 去った ので、 後の 事 を 波 江 野 等に 留囑 しました。 闕 臣 は，：： n ら 一基の 石 燈能を 寄進 

して 墓前に 建て ましたが、 孰れ も出來 上がった の は、 鹿 兒島を 立 去った 後でした。 

二 〇 九 


月 照 ま 初め 西鄕家 代々 の 墓地の 內に 埋葬 せられた 様に 申傳 へられまして、 世間 刊行の 文書な どに も、 ^ね然 う 見えて 

ゐ ますが、 それ は 間違で， 西鄉 家の 墓地の 近傍で も 區域は 全く 別でした。 埋葬の 初 を 以て 建立 せられた 五輪の 小 塔 は、 

^-郎が：5:台七年に十七年の祭典を行ふた時までは、 埋葬 當時 のま- -、 依然として 舊の 所に ありまし たが、 その後 段々 の 

&革 を閱 し、 今 は 改葬 せられて 近傍の 南州禪 寺の 境內 にあります。 H 照 入寂の 當時、 葬 事 を 掌った 南 林禪寺 は、 維 S の 

初の 廢怫 毀釋の 折に、 廢寺 となって 了った ので、 その後に 建立 せられた 京都 相國 寺の 出張所の 管理と なり、 相國 寺の 出 

は 明治 四十 一年に 寺 號を南 州 寺と 改めて 獨 立し、 績 いて 月 照の 墳墓 を 保護し、 時々 の 法 耍を營 み、 懇に香 火 を 捧げ 

て をり ます。 去年の 秋に は、 西鄕の 五十年祭 と共に、 頓る 盛大の 式 を擧げ 七十 年の 法 耍を行 ひました。 

月 照の 墳墓 は 申した 通り 段々 の 沿革 を閲 し、 場所の 移轉も 二回に 及びまして、 大體の 様子 は 始めて 埋葬した 時よりも 

著しく 變 はりました が、 墓表な どは總 ベて 舊來 のま. -で、 圃臣の 寄進した 小形の 石燈 籠も、 他の 同志の 寄進した 石燈蘸 

と： y, 、に殘 つて ゐ まして、 國臣の 寄進した ものに は、 寄進 者の 自ら 咏んだ 二 首の 歌 を 刻して あります。 

ながらへ はかに かく 命 ある もの を 

過ぎに し 人の 心 短 さ 

ながらう も 死ぬ る も 同じ 大君の 

み國 のために 盡す こ 》 ろ は 

これ は文久 元年の 冬 十二月、 薩摩 人の 奮起 を 促して 回天の 壯圖を 策せ むと 欲し、 尊攘 英斷 錄を携 へ、 密に 大口の 關鬥を 

^えて 入國 した 時、 来り 弔 ふて 、味んだ もので、 波 江 野 休 右衛門 等に 留囑 して 石燈 籠.^ 寄進して から 四 年の 後で ありま 


二 首の 歌が 文久 元年の 冬 ふた. - び鹿兒 島に 參 つた 時に 咏 まれた こと は、 國臣の 自ら 述べた 徵憑も あれば、 國臣 から 直 

接に 話 を 聞いた 『明 烏』 の 著者な ども、 然ぅ 記して ゐ まして、 間違の ない 事資 です が、 久しい 前に 國臣の 自ら 題した 文字 

の 跡の、 朧 .s- ながら も 猶ほ讀 み 得らる.. - のを發 見し、 自ら 刀 を 執って 彫刻した の は、 國臣の 甥に 當る田 中 助 太郞雪 窓と 

云 ふ 人で、 一 一十 年 前の 事でした。 

田 中 助 太 郞雪窓 は、 國臣の 妹の 子で、 早く 東京 美術 學 校に 入り、 繪 富と 彫刻との 兩科を 兼、 修 した 美術家で.、 福 岡の 西 

公園に 立って をる 國臣 の大 銅像の 原型 を 作った 人です。 南 薩の川 邊中擧 校に 繪霱 の敎師 として 在職 中、 嘗て 一 日、 月 照 

の 墓 を 弔 ふた 時、 ふと 雨後の 石燈 籠を撫 摩し、 文字の 跡の 猶ほ 聊か 分る の を 認識して 驚喜し、 南洲 寺の 住職 伊 鬼^ 聰師 

に 事情 を 告げ、 近邊の 石工に 彫刻の こと を依頓 しました けれども、 石工 は 難色 を 示して 領諾 せす、 必要の 道具 は 御^ 立 

てるから、 自ら 刀 を 執らる.^ が 好から うと 云 ふので、 更に 南 州 寺の 住職と も 相 謀り、 石燈 籠の 柱石 を 一 たび 川邊 まで 癱 

らし 歸り， 敎 務の餘 暇を偷 みて 刀 を 執り、 相當の 日數と 苦心と を累 ねて、 始めて 功 を tS はった の だと 申します。 

五十 年ば かりの SHii 霜を閲 した 石 面の 文字が、 朧氣 ながら も猶ほ 分った の は、 石の 本來の 性質と 雨後の 潤との 爲で、 彫 

刻す る 時 も 絡え す 水 を 注いで 筆の 跡 を 摸した と 云 ふ 話です。 前に 一 たび 月 照の 墓 を 弔 ふた 折に は、 何の 認識す る 所 もな 

く， 重ねて 往 いて 偶然 發 見した もので、 それ は 明治 四十 二 年 二月の 朔 日でした。  ， 

これ は 近 ごろ 彫刻 者より 仔細の こと を 聞いた ので、 筆の ついでに 記して 置きます。 

それから 國臣の 寄進した 石燈 籠と 相對 し、 墓へ 向って 右の 方に 立って をる 同 式 同型の 石燈籠 は、 何人の 寄進した もの 

歟、 確と 分って ゐ ませぬ。 薩摩 では 伊地知 正 治の 寄進した もの だと 云 ふ說も あれば、 筑前 では 國臣の 鄕黨の 同志 吉田太 

郞の 寄進した ものおと 云 ふ說も ありました。 

二 1 一 


二 111 

吉田太 郞名は fi^ 資， 阈臣と 同じ 鄕黨 から 身 を 起した 筑 前の 志士の 一人 * 國臣が 養家 小金 丸 氏 を 飛 出して 郡 村 を 放浪し 

た 時、 友人 木 村 軍 次と 共に 搜 がし 廻 はって 連れ 房った こと は、 嘗て 前に 申しました。 勤王 黨の爲 に 不利と せられた 當路 

の 權臣牧 市內を 斬り、 藩を脫 して 長 州に 投じ、 君國の 事に 勤勞 する こと 數年。 慶應ニ 年の 秋、 長 州より 來 つて 藤 摩に 入 

り、 西鄕 等の 卷觀を 蒙って 暫く 鹿兒 島に 居る 頃、 月 照の 墓 を 弔 ふて 參 つて、 國臣 の石燈 籠に 題した 歌 を 見て、 己れ も 一 

首 を 咏んで 亡友 を追懷 する 情 を 述べ ました。 

短し と 言 ひしし 人 も 今 はは や 

おなじ 草葉の 露と 消えけ り 

此歌は 明^ 朝の 初の 頃、 刊行 せられた 购難 後草のう ちに も、 吉 田の 作と して 載って をる ので、 吉 田の 咏んだ こと は 勿論 

それ は事實 でせ うが、 石燈 籠の 方に は、 安政 六 年 七月 十二 日の 文字 だけ は 彫刻して あります から、 吉 田に 關係 はない も 

のと 見えます。 

安政 六 年の 秋 七月 十二 日 は、 月 照の 入寂 後九閲 月で， 恰も 初の 于蘭忿 會に當 ります。 此 歳の 正月に は、 勤王 黨の 同志 

大 久保吉 井森 山 稅所等 は、 稅 所の 兄の 眞 海の 住持す る 吉祥 院に 相會 し、 月 照の 四十九日の 法事 を修 した こと もあった の 

で、 また 初の 于蘭盆 食 を 機と して 石 燈籠を 寄進し たかとも 思 はれます。 伊地知 正 治 は 京都の 鍵 屋に滯 在 をして 居る 時よ 

り、 月 照と は 善く 相識った 同志であって、 自然 石燈 籠の 寄進に も參與 せられた 害です。 薩摩 では 何 かの 事情で、 獨り伊 

地 知の 寄進した ものと して 語り 傳 へたの かも 分り 兼ぬ ますが、 しかし 伊地知 は當 時の 勤王 黨 のうちで は、 比較的 食 綠 も 

多く 生計に 餘裕を もって ゐた 人です から、 或は 單獨に 寄進した のか は 知れぬ にしても、 先づ 寄進に 參與 した 一 人と して 

見る の を 穩當と 思 ひます。 薩摩 では 石燈饈 ばかりで もな く、 吉 田の 歌 を も 伊地知の 咏ん だものと iss つて 語り 傳 へたの 


でした o 

國臣と 伊地知と は、 筑 後久 留 米の 高山 彥九郞 の 墓前に、 同 式 同型の 石燈籠 を备々 一 ッづ、 寄進 をして、 卽今は 好個の 

記念物と なって をり ます。 或は 月 照 墓前の 石燈 籠と 彼是 混同して、 斯-- る 傳說を 生じた ので も ありませ う。 

筑 前の 盗賊 方 ，し 僕 重 助 

國臣と 僕 重 助と は、 十六 日の 朝、 月 照の 遺骸 を 守って 鹿兒 島に 歸っ た^は、 政廳の 沙汰 もあって. 月 照と 同じく 滞在 

した-お 使者 宿 田 原 助 次郞の 方へ は 入らす、 當時 飛脚 宿と 唱 へた 原 田 鄕兵衞 の 家に 移りました。 これ はお 使者 宿より は頗 

る 粗末で、 他國 から 來る 1 般の 旅客 尋常の 飛 腳 等のと まる を 例と する 宿屋でした" 

翌 十七 日， 政 廳の吏 员 は筑 前の 盜賊 方兩 人に 月 照の 變死を 遂げた 形 行 を 告げまして、 遺骸 は 南 林 寺に 置いて あるから 

撿分 をせられ たいと 申 聞け、 且つ 猶ほ月 照の 素性 來歷を 知らぬ 風 を 装 ひまして、 コ ー寳院 御門 跡の 御內の 家来 下 SR を 召 捕 

へて 行かる. t とすれば、 表 向の 届出 方 は 如何したら 宜 からう とト ボケ テ 相談 をし ますと、 盜賊方 は 靜 溪院錢 水 は 淸水寺 

成就 院の隱 居 寳性院 忍 向の 偽名で 三寳院 御門 跡の 御內 でない こと を 述べ、 京都の 町奉行より 御用の 次第が あつて- こ」 

まで 追跡して 來 たけれ ども、 變 死の 事 實斯く 明白なる 上 は 遣 骸は撿 分す るに 及ばぬ、 下 は 主人の 變死を 遂げた 證據人 

として 連れ 行く も、 家來は 途中からの 同行で 御用の 沙汰な き 者 なれ は 棄て箧 く、 御隨 意の 取 計 をせられ て. S からう と 中 

しました。 そこで 重 助 だけ は 一 應の 吟味 をして 引渡す ことに 相談 を 極めまして、 先づ 取調べて 聞き 質して みると、 主人 

は 全く 淸水 寺戎就 院の隱 居で、 靜 溪院錢 水と 稱 したの は、 一 時の 變 名に 相違ない 由 を 申立てました。 斯くて 重 助 は筑前 


二 一 四 

の 盗賊 方 へ 引渡し、 阈臣は 東の 方 大口 の 關所を 經て立 退かしむ る ことに 決しました。 

1:HI1 は H 照の 入水 後、 頻に 伊地知 海 江 田 等の 同志と 會 見したい と 思 ひます けれども、 依然として 政廳の 禁令が あって 逢 

ふこと は出來 ませぬ。 然ぅ 斯うす るう ちに、 何だか 政 廳は重 助と 同じく 筑 前の 盜賊 方へ 引渡す やうな 樣子も 見 ゆるので、 

愤 然として 意 を 決し、 愈 然ぅ いふ 場合と もなら ば、 自ら 手 を 下して 重 助 を 殺し、 己 も 腹 を搔き 切って 死なう と 思 定め 

まして、 密に 所存 を 重 助に 語ります と、 重 助 は 大に愕 き 且つ 恐れまして、 種々 己れ 等の 死んで ならぬ 理由 を說 いて 國臣 

の 怒を釋 かう と勉 めました。 程 もな く筑 前の 盜賊方 は 重 助の み を 引取って 連れ 行く こと も 分って， 二人 は 互に 依々 とし 

て 別る. -に 忍びざる の 情が ありました。 國臣は 一 首の 歌 を 咏んで 重 助に 與 へました。 

，拾て はてし 我 身の上 は 思 はね ど 

心に か- r る 君の 行末 

此歌 のこと は、 ま-助の 殁後 忠僕 茶屋 を 守って をる 老 寡婦 を 叩いて みました けれども、 要領 を 得すして 終 はり ましたが、 

西 鄕が南 林 寺 松原の 墓前に 月 照の 十七 年の 祭典 を 行 はれ、 重 助 は 淸水寺 を 代表して 下向した 砌、 汽船の 乘客 中に 鹿兒島 

縣 令の 大山 綱 良が 居られまして、 重 助 を 引見して 往昔の 事 を談ぜ られた 時、 重 助 は國臣 から 歌 を 書いて 貰った けれども 

後に 遺失した 由 を 申します と、 大山 は惜 まれて 重 助の 請 ふが ま.. -に、 自ら 筆 を 執って 國臣の 歌 をし るして 與 へられた と 

云 ふこと を老 寡婦から 聞きました。 

大山の しるして 與 へたの は、 如何い ふ 作であった 歟、 それ は 分り ませぬ。 眼に  一丁字の 無い やうな 重 助が、 十七 年の 

久しき を經 て、 猶ほ 文句 を覺 えて ゐた 所から 考へ ると、 恐く はや はり 鹿兒 島の 旅館に 於て 別る.. - 時の 歌で あらう と 思 ひ 

ます 


僕 重 助の 歸洛 

十九 日の 朝、 筑 前の 盗賊 方 は、 愈. -重 助の 身枘を 受取りまして、 重罪 人の やうな 取扱 をな し、 足枷 を 施し、 駕籠に 載 

せて 鹿兒 島の 城下 を 去り、 途中 も 猶ほ嚴 重の 警戒 を 加へ、 二十 二日 薩 摩の 境 を 越えて 肥 後の 水 俣に 到り， 待 受けて をる 

德藏甚 助の 兩 人に 出 會ひ、 形 行 を 告げて 重 助 を 引渡しました。 

德藏甚 助の 兩人 は、 筑 前の 盗賊 方が 弟子の 雲 外坊を 打棄て k 撿擧 しなかった のを惜 がりまして、 下男と 同じく 引ッ捕 

へて 来れば 好かった もの をと 申します と、 筑 前の 盗賊 方 は 東 目より 追 立てら る& 様に 聞いた から 定めて 途中で 一命 を 召 

された であらう と 言った ので、 德藏甚 助 は 却て 愕然とし ました。 薩摩人 は 東 目より 送り出す 旅客 を、 關 所の 外で 斬り 棄 

てると 語り 傳 へた 世間の 嗥を持 出して、 上 國の人 を 驚かした ものと 見えます。 しかし 盜賊方 また 實際然 うと 思った のか 

も 分り ませぬ。 弟子の 雲 外坊は 東の 方の 街道 を 取って 歸る 途上、 大口の 關 所の 役人 を 憑 弄して 好個の 喜劇 を 演じ， 悠々 

として 薩 摩の 境 を 出て K 筑 前に 歸 つて 後、 德藏甚 助の 一行が、 水 侯に 於て 斯 かる 話 をした こと を 聞き、 掌を拍 つて 笑 ひ 

ました。 同志の 人々 また 語り 傅へ て 話柄と しました。  - 

盜賊方 は 概ね 國臣と 同じ 階級の 足輕 より 任用 せらる- -のを 例と したし、 國臣の 父親 は此 階級に 必耍な 杖 棒の 技術の 精 

妙 を 鳴らし、 數百 人の 門弟 を も 養 ふた 老功 者で、 盜賊 方のう ちに は 國臣の 一家， iA. 消息の 密に相 通す る 者 も 多かった から、 

斯 かる 職務 上の 機密 も、 何處 から ともなく 分った の だと 申します。 然うして 筑 前の 盗賊 方が 鹿兒 島の 城下に 於て、 お 尊 

物の 弟子 雲 外坊の 自分 達と も緣 故の 淺 からぬ 平野 一 1 郞國臣 だと 云 ふこと を 全く 知らなかった の は、 ^けて 甚だしい 迂濶 

二 1 五 


二 一  六 

でありました 0 

筑 前の 盜賊方 は、 ず； 罪人の 取扱 をして 重 助 を 連れて 來 ましたが、 德藏甚 助 は 水 侯で 重 助 を 受取る と、 直に 縳を 解き 足 

枷 を 去って 自. E の 身と し、 且つ 道中 招の 雨合羽 等. U 貝 ひ 調へ て與 へまして、 自分 共の 從僕 として 召 連れ、 行々 沿道の 兑 

物 を もし、 ふた 、び 太宰府へ も 立 寄って 天 滿宫の 參詣を もしました。 重 助 は 太宰府で は 松屋 孫 兵衞の 方へ も參 つて、 過 

ぐる 頃 月 照に 附 いて 宿った 折の 禮を 述べ、 その後の 形 行 を 語り、 福 岡の 高 橋屋平 右衛門 や 楠屋宗 K 郞は じめ、 前に^ 話 

を 受けた 人々 へ も傳ー lln を 頼んで 去った さう です。 二十歳 を 越へ たばかりの 若者で、 斯 かる 心掛 のあった 所 をみ ると、 强 

ち^の 人の 噂す る 様な 事理の 分らぬ 田舍 者で も 愚者で もなかつ たかと 思 ひます。 

德藏甚 助 は、 道中 だけ は斯 かる 取扱 をして、 普通の 從僕 として 重 助 を 召 連れました けれども、 京都へ 歸り *S くと， ま 

た 忽ち 引ッ 捕へ て 六角の 獄に 投じました。 京都に 歸り 着いた 月日 は 確と 分り ませぬ。 德藏甚 助 は 途中で 行々 名所の 見物 

をしたり {：£ 寺の 參詣 をして、 格^ 急ぎ もしなかった 模様です から、 歸り 着いた の は 十二月の 中旬で ありませ う。 重 助 は 

安政 六 年 二十 二 歳の 春 を 獄中に 迎へ、 五月に なって 釋 放せられ、 始めて 自. a の 人となりました。 

正月の 五日に は、 月 照の 弟 成就 院の當 住 信 海 も 町奉行の 檢擧 を&乂 け、 六角の 獄に 入って 來 まして、 a ゎ掛 なく も 重 助に 

出會 ひ、 始めて 兄の 入水して 寂した こと を 知り、 哀慟 して 幾ん ど絕 せむ としました。 久しく 月 照 兄弟の 信任 を 蒙り 淸水 

寺の 事務 を 掌って ゐた近 藤 仲" ±.愼 は、 月 照の 西 走 後 間もなく 檢擧 せられ、 月照の事に就て厳重の釓問を^_乂け、 甚だしく 

サ可 刻に 取扱 はれた 所から， 絶食 十 餘日、 終に 自ら 舌 を巇み 切って 死んだ の は、 十一月の 二十 四 B、 月 照の 猶ほ筑 後の 小 

保 浦に 潜んで をる 頃で、 重 助の 歸洛 した 時 は、 疾に 死んだ 後でした。 

璽 助 は 六角の 獄を釋 放される と、 暫く 丹 波の 故 鄕に歸 つて， 後 ふた- -び 京都へ 出た のです が、 始めて 獄を釋 放された 


時 は、 月 照が 入水の 問 際まで 携帶 して ゐた 路用の 殘金六 雨 三分 を。 成就 院に 持って 參 つて 返納した 事實 もあります。 そ 

の 心掛の 好い 律儀者と 云 ふこと は、 斯 かる 事實 から 考 へ て も 自ら 分ります。 

國臣 は鹿兒 島の 城下 で^れて より、 四た び も 京都へ 出ました が、 始は重 助 猶ほ在 獄中 だし、 後の 二た び は 共に 國事廣 

も 多端の 時で、 且つ 滯 京の 日 數も： i めて 僅少で、 最終 は國臣 自ら 拘囚の 身でした から、 ふた. * び 相 見る の璣會 はな かつ 

たものと 見えまして.. 何の 話 も ありませ ぬ。 

維新の 少し 前、 西 鄕が薩 藩の 樞軸を 握り、 京都で 盛に 活動して をる 頃、 重 助の 音 づれて 着物 等 を 貰 ふた 様な こと だけ 

は 語り 傳 へられて をり ます。 

胎岳院 雲 外坊の 放逐 

弟子の 胎岳院 雲外坊 は、 重 助に 後る X こと 一 日 • 政廳 から 放逐の 嚴命を 受けて、 鹿兒 島の 城下 を 立 去りました。 

國臣は 一 たび 伊地知 海 江 田 等の 同志と 相兑 たいと 思 ふ 情の 切なる 所から、 何とかして 發足を 延ばさう と 謀ります けれ 

ども、 政廳は 期日 を 指定して 必す亢 去れと 嚴 命した ので、 如何す る こと も出來 ませぬ でした。 

二十日の 朝に は、 早く も 護卒が 來て發 足ケ- 促します、 旅 宿 原 田の 家で は 供 膳の 用意の 猶ほ 調はなかった の歟、 また^ 

に 何 か 理由の あつたの 歟、 主人の 鄕兵衞 自ら 竹の 皮 包の 握飯 を 持って 出て 參 つて、 同じく 政廳の 意を傳 へて 發足を 促し 

簡臣は 月 照 を 伴 ふて 入國 した 始 より 政廳の 態度に 就て は、 不滿を 抱く こと 久しい の だが、 大 藩の 威令 を 如何と も爲し 
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難く、 耐らへ 忍んで ゐ ました。 今や 發足を 促す こと 斯の 如く 急に、 旅 宿の 主人まで も 同様です から、 怒氣 勃然として 一時 

に 起り、 憤激の 情 を 抑え 兼ねまして、 我 は今是 から 七 八十 里の 道を歸 つて 行く 旅路で ある、 鎗 なりと も附 けた 膳 を 供へ 

て首途 を 祝 ふの は り 前で はない 歟、 これ は 何たる 無禮ぞ 斯んな ものが 喰 はれる かと 言 ひさ ま， 座敷の 彼方に 座って ゐ 

る 鄕兵銜 の 額 を 目が けて 握飯 を 投げつ けました。 彼方 は 急に 首 を ひねって 避けた ので， 少しく 外れて 後の 壁に 當りま 

した。 握飯 は壞 はれて パラく と疊の 上に 散り 落ちました。 雲 外坊盛 怒の 景色が 想 はれます。 

主人 鄕兵衞 は 客の 腹 を 立つ る こと 甚だしく、 勢の 凄い の を 見まして 恐縮し. 改めて 式の 如く 首 途の膳 を 佻へ、 思 召 €5 

通の 繪を附 けて 出しました。 そこで 國臣は 寬座悠 々として 食事 を 終り、 然うして 如何い ふわけ 歟、 腰より 一 管の 笛 を 取 

出し、 吹奏して 座敷のう ち を 三た びめ ぐり、 斯くて 徐に發 足しました。 

原 田 鄕兵衞 は 久しく 旅 宿の 業 を營み 維新の 後に 及びました。 文久 元年の 冬 十二月、 國臣の 重ねて 薩 摩に 入った 時、 ま 

た此 家に 宿 をし ましたが、 鄕兵衞 は 四 年 前に 貰 ひ 損 ふた 握飯の 禮を 述べた 歟 どう 歟 七れ は 何の 話 も ありませ ぬ。 た^ 國 

臣の季 の 弟 三郞能 得が、 明治の はじめ Mi 田家の 用を帶 びて 參 つて、 同じく 此 家に 宿った 砌り、 適 京都より 歸闽 して を 

る北條 右門が 訪ねて 來て、 密に鄕 兵 衞を指 ざし、 あれ. こそ 兄さんより 握飯の 御馳走 をされ やうと した 主人 だと 申した こ 

と を、 三郞能 得の 存命中、 著者 は 嘗て 聞きました。 

仙 田巿郞 は！： 臣 が鹿兒 島の 城下 を 立 去る 時の 情沉を 述べて、 『次郞 それより 綏々 と 立 出で、 素袍 侍烏帕 子に 太刀 を帶 

び 笛 を 吹いて i 比兒 島の 町 を 過ぐ、 是我 出立 を 同志に 知らせむ が爲め 也』 と 記して をり ます。 

國臣の 平生 {D! ら 好みて 帶 びた 古風の 太刀 は、 是 より 先き 筑 前の 大庭 村で 始めて 月 照と 出會 ひ、 相伴 ふて 筑 後川 を 下ら 

うとす る 折， その 異樣で 人の 注目 を 受け いと 云 ふ 所から、 洋中 藻萍の 佩刀と 取換へ て入薩 したので、 ， 仙 田の 記した 太 


刀 は、 ャハリ 普通の 刀と 思 はれます が、 薩摩 人の 間に 原 田 鄕兵衞 の 話な ど を 語り 傳 へた 所 は、 大體に 於て 仙 田の 記した 

ものと 符合し まして、 當時 市中の 人 は、 國臣 の風體 をみ て、 竈祓の 神主 だと 思 ふたと 云 ふ傳說 もあります。 

撫 付 髮の僞 山伏と 化けて 鹿兒 島の 城下に 入り込んだ 胎岳院 雲外坊 は、 また 忽ち 早變 りの 一齣 を 演じ、 祌 主の 出 來損ひ 

となって 鹿兒 島の 城下 を 立 去った ものと 見えます。 我 勤王の 志士の 趣向、 愈. - 出で、 愈. - 妙であります。 然うして 巳の 

出立 を 同志に 知ら さう とした 奇策 は、 果して 都合 好く 功 を 奏しまして、 大久保 正 助と 海 江 田と は、 路用の 餞 を 齎らし、 

急行して 追 かけて 來 ました。 

大久保 海 江 田の 餞別 

月 照 國臣の 入園の 始、 西鄕が 一 たび 月 照の 訪問 を 受けて 會 見し、 國臣 また 一 たび 伊地知と 面晤 して 多少の 談を交 はし 

た 後 は、 忽ち 政廳 より 交通 を 禁ぜられ たので、 月 照 國臣と 同志との 間 は、 消息 全く 斷絕 して 了って、 未だ 幾日も 經 ない 

うちに、 入水の 事變を 生じた ので、 大久保 海 江 田 等 は 頻りに 月 照 國臣の 入 國レた 形 行 や。 入水 前後の 模様 を 知りたい と 

思 ひます けれども、 西鄕は 緩に 蘇生した ばかり、 言語 も 猶ほ發 し 難い 容態で 就て 尊ぬ る こと も 叶 ひませ ぬ。 國臣は 依然 

として 政廳の 警察が 嚴び しいので 相 見る 道 もな く、 唯 日々 森山棠 園の 家 を 主として 同志 相會 し、 徒らに 評議 をして 居り 

ました 0 

然 うする と、 二十日の 晚景 になって、 阈臣は 今日 追 立てられて 城下 を發 足した と 云 ふ 市中の 噂 を 聞きました。 大久保 

海 江 田の 二人 は、 旅 宿 原 田 鄕兵衞 の 方へ 參 つて 尋ねる と、 市中の 噂 は事實 でありました。 そこで 二人 は 一先 づ^ 山の 
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に 立 戻って 相談 をして、 大久保 は 自ら 有 村 即ち 海 江 田 を 伴 ひ、 國臣の 後 を 追 ふ 評議 を 決しました * 

夜 も已に 更け 且風 もあって 寒い 夜でした。 二人 は 評議 を 決する と 直に 蹶起し まして、 疾驅 急行す る こと 五 里、 白金 阪 

の驗 はしき 道 を 下り、 m, 富の 驛に 着いた の は、 二十 一日の 天 漸く 明けむ とする 頃でした" 驛の 旅人 宿 を 叩き起して 物色 

し、 圃臣の 宿って をる のを發 見し まして、 二 入 は 欣然と して 案 內をも 請 はす、 直に 襖 子を排 いて 入りました。 此 時國臣 

は 猶ほ睡 つて 肆の 裡にゐ ました。 二人の 突如 座敷 を 侵して 入って 來た 物音に 驚キ覺 め、 刺客 だと 思 ひまして、 枕 を 蹴つ 

て はね 起き、 急に 刀 を 執って 何者かと 誰 可め ましたが。 熟く 見れば 一人 は 海 江 田でした。 また 忽ち 刀を棄 て-^ 粗忽 を 謝 

し、 斯くて 互に 座 を 定めて 語りました。 海 江 田 は 此歲の 秋 京都の 鍵屋で 別れて、 今 ふた >- び 相 見ました。 大久保 は此時 

が初對 面の 人でした。 

大久保 海 江 W は 交々 月 照の 筑前を 立 出で た 以来の 形 行 を 問 ひ、 入水 前後の 事情に 及びました。 闽臣は 仔細の 應答 をし 

て、 寬談時 を 移した 後、 互に 好 在の 辭を交 はして 手 を 分ち ました。 大久保 海 江 田 は 別れむ とする 時、 護卒 として 附添ひ 

行く 人に 向って、 善く 國臣 を視る こと を賴 み、 また 金 五兩を 國臣に 贈って 餞別の 志 を 表しました。 國臣は 路用 魏んど 全 

く盡き 架て、 心 を 苦しめて をる 折 柄でした から、 深く 二人の 厚意 を 喜びまして、 關所を 越えて 出たら、 露 宿の 外 は ある 

まいと 覺悟 をして ゐ たが、 お蔭で 今は斯 かる 心配 も なくなつ たと 申して、 幾た び も 謝しました リ 

大久保 も 海 江 H も、 此頃は 家 道 極めて 案ー微 で、 一 雨の 金 も 容易に 調 ふ 人で はあり ませぬ。 二人の 國臣に 餞した の は、 

同志 中の 富豪と して 知られた 森山棠 園の 贈る 所でした。 森 山 は 文久ニ 年の 夏、 伏 見 寺 田 屋の事 變に關 係し、 父子 同じく 

君 國の爲 に 身 を 致した 第一流の 志士、 西 鄕大久 保 等の 爲 にも 深く 敬 重せられ た 人物で、 その 死す る 少し 前の ST 長 州 竹 

崎の 白 石 正 一 郞の 家と 伏 見の 薩摩 屋敷と に 於て、 國臣と 相 見た こと も ありました。 


阈臣が 大久保 海 江 田に 別れて 八日の 後、 熊 本の 山形 典 次郞の 家から 二人に 寄せて 謝意 を 述べた 書中の 趣 をみ ると、 猶 

は^に 多少の 話 もした 模様です けれども、 仔細の こと は 分り ませぬ。 また 大久保 海 江 田 は 此時國 臣に向 ひ、 蔑 助 を 幕吏 

の 手に 渡し， 後日 大事 を 誤る やうな 心配で も あれば、 何とかして 直に 奪 ひ 返す の 手段 を 取らねば なるまい と 申す と、 國 

臣は 然んな 心配 はない と 答へ て 別れた と 云 ふ 話も淺 つて ゐ ます。 

重 助は筑 前の 盗賊 方が 嚴 重の 警戒 を 加へ て 連れ去った 後で、 直に 奪 ひ 返される 様な 事態と は 違 ひます。 しかし 何等か 

の 場合で、 或は 斯 かる 話 も 生じた かも 知れ ませぬ。 

越關の 喜劇 

國臣は 重 富の 驛に大 久保海 江 田と 手 を 分った 後、 三日 を 費し 加 治 木橫川 大口 を經 て、 二十 三日 始めて 1: 境の 小 河內の 

關所i^i到りました。  ， 

小 河 內の關 所 は 大口 鄕に屬 しまして、 月 照 阈臣の 一行が、 入薩の はじめ 通行 を 担 まれた 出水の 野 間 原の 關 所から、 東 

の 方 約 八 に當 ります。 薩摩 武士の 典型と して 知らる & 文武 兼備の 名將 新納武 藏守忠 元が、 元 龜天正 このかた 島津 氏の 

委任 を 受けて 擔當 する こと 四十 餘年。 士卒 をして 肥 後の 加 藤が 来るなら ばと 謠 はしめ て 北方の 敵に 備 へた 所で、 薩摩人 

は 元 和 偃 武の後 も、 依然として、 國 境の 一 大耍關 として 堅く 守りました けれども、 行 客の 出入 は 固より 正面の 玄關 口た 

る 野 間 原の やうに 頻繁で なく、 監守の 役人 も、 事理 を辨 ふる 力の 乏しい 者で も、 翁 ほ 足る としました。 そこで 鹿兒 島の 

城下 を 立 出る 時、 竈 就の 神主と 見られた 國臣 は、 こ- -で ふた- 1 び舊 §^ 山伏と なり、 關 所の 役人 を 愚に して 一 喜劇 を演 
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じ、 悠々 として 過ぎ去りました。 

二十 三日 國臣は 小 河内の 關 所に 到り、 三寳院 派の 修験僭 胎岳院 雲 外坊と 名のって 通行し やうと します。 監守の 役人 は 

例に 依って 乎 荷物 を撿 むる と 申します。 そこで 携帶 して をる 風呂敷 包 を 投げ出しました。 

役人 受取って 開けば、 烏帽子が 先づ 出ました。 役人 問 ふて 曰く、 これ は 何物 歟。 ト ボケ テ 答へ て 曰く、 それは§^&と 

唱へ、 我 派の 山伏の 用 ふる 物です。 役人 曰く。 成程。 次に は 垂直が 出ました。 役人 問 ふて 曰く、 これ は 何物 歟、 答へ て 

曰く、 それ は 我 派の 山伏の 用 ふる 法衣です。 と 自ら 引った くって 取りました。 役人 は敢て 不機嫌の 色 も ありませ ぬで し 

た。 次に は 樂の譜 が 出ました。 問 ふて 曰く、 これ は 何物 歟、 答へ て 曰く、 それ は 梵唄です、 役人 は梵 の 何物た る を 全 

く 解り ませぬ。 問 ふて 曰く、 梵唄と は 何の 義歟、 何の 用 を爲す もの 歟。 雲 外 坊愈デ タラ メを言 ふて 曰く、 我 派の 山伏 は 

經に節 をつ けて 讀む ことがあります、 その 爲め 入用の ものです。 役人 は合點 して 首肯き ました。 次に は 笛が 出ました。 

役人 もさす がに 笛 だけ は 知って ゐ ました。 これ は 何物 歟と 尋ねないで、 唯 これ は 慰み もの 歟と言 ひました。 答へ て 曰く 

然 うです。 役人 は 猶ほ續 いて 何とか 言 はう としまし たが、 此時英 の 座敷に 人が をって、 大喝 一 聲 もうよ か。 そこで 手 荷 

物の 吟味 は 首尾 好く 終り を 吿げ、 直に 通行 を 許されました。 雲 外 坊は笑 を 忍びて 過ぎ去りました。 

此 日ロから 出任せの デ クラ メを言 ふて 關 所の 役人 を 納得 さした こと は、 國臣も 自ら 失笑 を禁 する に 苦しんだ と 中し ま 

す。 また 奥の 趣 敷より 聲を 掛けても うよ かと 云った の は、 或は 何等かの 機會で 己れ を 知って をる 人で は あるまい 歟と疑 

ひまして、 此 日の 話の 出る たび 毎に、 然ぅ 申して ゐ たさう です。 しかし 當 時の 藩 制、 小 河 內の關 所 は 特に 監守の 役人の 

派遣され たので はなく、 大口の 鄕士丸 田な にがしが、 世々 定住して 擔當 した 模様です から、 國臣の 疑 は 過 察で あらう と 

思 ひます 0 


國臣は 滞りな く薩 摩の 境 も 越えて 北行す る こと 三十 里、 途中に 五日 を 費し、 二十 八日 熊 本に 着いて 山形 典 次 郞の家 を 

過ぎり、 留る こと 二日。 途中に 多く 曰 數を累 ねた わけ は 分り ませぬ が、 或は 今 は 北 を 指して 急いで 歸る 必要 もな けれ 

ば、 客襄 また 聊か 物 を蓄へ て ゐた爲 でも ありませ う。 

山形 の 家より 大久保 海 江 田 に 書 を 寄 せ て 謝意 を述 ベました。 

色々 御 厚情 難レ盡 -1 筆頭 1 御 坐 候、 陳者 途中 隙 取 一 昨 1 一十 八日 熊府 到着 仕 候、 御 一 人 御 通行 之 趣 も 承知 仕 候、 切 角 御. 把 

蟄奉レ 願 候、 當府之 模様 態與不 11 申 上 候、 何 茂 書中 不： i 盡， 1 萬 慮 1 候、 誠惶 謹言、 

霜月 晦日  國臣 

大正 樣 

有俊樣 

尙// 御社 中 様に も 御 配慮 之段宜 奉, 願 候、 

文中に 『御 一 人 御 通行 之 趣 も 承知 仕 候』 と 見えて をる の は、 西 鄕大久 保 等の 同志で、 後に は國 ほと も 相識った 堀 仲左衞 

門が、 江戸よりの 歸途、 熊 本 を 通過した と 云 ふ 消息、 宛名の 大正 様 有 俊 様 は、 即ち 大久保 F: 助と 有 村俊齋 との 省略、 海 

江 田 は 當時有 村 俊 齋と稱 して ゐ ました。 

此尺牘 は 大久保 侯爵 家所藏 文書の 一 つで、 今 は 伯爵 牧野-の 家に 殘 つて をる さう です が、 國臣の 勤王の 同志と 應酬 した 

幾多の 尺牘 中、 現存す る 遣 墨と して は、 最も 舊 いものであります。 

ニニ 11 一 


ニニ 四 

歸  筑 

^ほ は 十一月の 晦日に、 熊 本の 山形 典 次 郞の家 を 去って 北 歸の途 に 上り、 職 月の はじめ 筑 前に 歸 りまして、 先 づェ藤 

北條 と會： して 別後の 經過を 語り、 また 筑 前の 藩狀を 聞き、 己の 安閑と して 此遶に 居られる 事情で ない ことお 知り まし 

て、 ^に 藩 を 去って 政廳 の訟議 を 免れ、 ふた- -び 出で.^ 上國の 形勢 を 窺 はう と 思 立ちました。 そこで 夜閱に 紛れて 近所 

隣の 人 E を偷 み、 密に地 行の 我家 をお します と、 父の 吉郞 右衛門 も 三人の 兄弟 も、 公務の 爲め行 役 中で、 母親の 都 甲 氏 

が季の 妹と 共に 留守 をして ゐ ました。 

今 歳の 秋 八月、 藩を脫 して 上洛した 後 は、 早く 巳に 法 を 犯した 人と はなって ゐ ましても • 元來 無職 無祿の 足輕の 浪人 

が、 許可 を 得すして 藩 を 出た と 云 ふだけ の 微罪、 政廳 でも 深く 詮議 をす る 模様 もな く、 猶ほ內 々の 來往 出入 は出來 まし 

たが、 京都 町奉行の 捕手が 月 照 を 追跡して 下った 頃より は、 政廳の 方で も、 段々 國 臣の擧 動に 注意 を 加へ る 様になつ 

て、 月 照と 同行して 薩 摩へ 參 つた 後、 鄕黨の 組合の 組頭 は、 藩 吏の 內命を 受け、 母親の 都 甲 氏 を 呼 寄せて 阔臣の 所在 を 

尋ねました。 全く 知らぬ よしを 答へ ると、 組頭 は 猶ほ疑 ひまして、 若し 飽くまで も 包み 隱 くさば、 或は ニ郞の 身代 はり 

として 自ら 罪 を 負 ふこと になる かも 知れぬ と 申して 威嚇し ました。 都 甲 氏 は 兒女を 育つ る 心掛け も 善く、 鄕黨の ii に處 

淑の #れ もあって 志士の 母親た るに 應 はしき 女性でした。 然うして 諸子 中 最も 次男の 阈臣を 信じ 且つ 愛する 人でした。 

組頭から 斯く 威嚇 されても 屈せす、 已れ 女性の 身に して 二 郞の罪 を 代 はり 償 ふことの 叶 ふなら、 些も辭 する 所でない と 

君 ひ 張る ので、 組頭 は 如何と も爲し 難く、 その ま xlia 議を運 はすして 終 はりました。 


それから 十二月の 初にな つて， 國臣は 一 夜 密に歸 つて 參 つて、 月 照の 人物 志操の 優れた 出 { 水であった 話 をして、 入水 

の 模様な ど を 具に 語り、 自ら 撰した 月 照の 戒名と 忌日と を 書いて 母親に 渡しまして、 已れの 去った 後 は、 代 はって 供 $g 

をして くださいと 頼みました。 都 甲 氏 は 深く 我 子の 話に 感動し まして、 闺臣の 出て 去って から、 近所の 禪刹金 龍 寺の 老 

佾が本 寺の 住持 を退隱 し、 松風 庵と いふ 塔 頭に 閑居して をる の を 頼み、 小さい 木の 位牌 を 作って 貰 ひまして、 聊か 讀經 

供養の 事を修 し、 爾來績 いて 我家の 怫 壇に 安置し、 忌 11^ 毎に は 香 花 を 手 向けて 弔 ふ を 例と し、 都 甲 氏の； 生 中 は 年々 渝 

はり ませぬ でした。 月 照の 戒名と 忌日と を 記した 小さい 木の 位牌 は、 今 も 猶ほ殘 つて をり ます。 

此時 母親と 共に 家 を 守って ゐた國 臣の季 の 妹 は、 八十 餘の 高齢 を 保って、 近年まで 世に 在り ましたが、 兄の 語った 月 

照 入水の 模様な どに 就ても、 多少の 記憶 はありました。 西鄕は 平生の 健康に 中分の なかった 人 だから、 蘇生した けれど 

も、 月 照 は 身 體ハ孱 弱の 爲め、 極力 介抱の 訟も なく、 終に 寂して 了った と 云 ふ 話 も すれば、 同船の 阪ロ周 右衛門が、 咄 

嗟の 間に 舟 板 を 海に 投げ入れて 目標と し、 且つ 脇差 を拔き 帆綱 を斫 つて 船 を 停めた 機敏の 働きの 話 もした さう です。 そ 

れ から 月 照の 介抱の 時、 した. - かに 濡れた の を 乾 はかした の だと 申して、 皺くちゃ になった 着物 を 持って 歸 つた 話な ど 

もしました 0 

阈臣は 十 一 月の 晦に熊 本 を 去って 歸來 し、 先 づェ藤 北 條と相 見て、 ふた- -び 上洛の 策 を 決し、 告^の 意 を 娘ね て 我家 

を 省した の だし、 十二月の 八日に は、 早く も 福 岡 を距る こと 十 里、 上座 郡の 大庭 村に 竹 內五百 都を訪 ひ、 翌 九日 は 秋 月 

に阪 田九郞 右衛門と 楠 屋勘藏 とを訪 ひ、 それより 直に 上洛の 途に 就て をる ので、 一 夜 密に歸 つて 我家 を， S したの は、 蓋 

し此 月の 初 五日 か 六日の 頃で ありました。 

ニニ 五 


月 照 坊筑紫 下りの 今樣 歌， 


汎く 人口に 臉 炎して をる 闽臣の 月 照 坊筑紫 下りの 今様歌 は、 一 に 西 海 波間 記の 名 もあります。 後日の 刪 潤 を經て 完成 

したと しても、 初 稿 は 先づ此 頃の 作と 思 ひます から、 今 こ X に收 めます。 

月 照坊筑 紫下リ 


花の 都 も 秋は猶 

名に 流れた る 淸水ゃ 

木の葉 色 づく折 柄に 

みだれ 行く 世の 雞波江 や 

猶ほ 世の 爲に身 をつ くし 

波 かけの 岸の なみなら ぬ 

色 も か はらぬ 靑 柳の 

た、 良の 橋 を 打 わたり 

萬 代 かけて 君が代 を 

神に あゆみ を 箱 崎の 

筆の あるじ をよ く 問へ は 


夕淋 ひしき 風情な り 

落來る 瀧の 乙 羽 山 

ちる や 紅葉の 散々 に 

蘆の さわり は繁 けれど 

つくさん とて や 筑紫潟 

誓 はいつ も 深み どり 

驛路 こえて 香椎潟 

千代の 松原 千代 八千代 

千 本の 松に よそへ つ i 

社に かけし 四の 文字 

延 喜の 帝 かしこくも 


御手 をく だし まし ませり 

疊 かさねて 白波の 

恨み うらわの 木綿 櫸 

濡衣 塚の ぬれき ぬ も 

やがて 博 多の 假 住居 

また 行方 は 薩摩潟 

心細 さ を 都に て 

たよる 心 は 筑紫人 

語ら ふ 友 も 波路 經て 

せきとめられて 叉 ふねに 

なみに ゆられて 行 先 は 

今 は 鹿兒嶋 籠の 鳥 

また 木祜に 驚きて 

霜 ふる 月の. の 夜の 

啼くー  f|T をし のび 波風の 

こ、 に 一人の 薩摩人 

契 や ふかき 御船 沖 


こ -.? も 昔 は石疊 

よせし 昔 を 忘れ じと 

かけて 嘆く も あはれ なり 

その 身に 着た る 心地 せん 

こ X も 波風 騷 がしく 

沖の 小嶋 にあら ね ども 

誰か あはれ と 思 ふらん 

1 人の 外に うちあけて 

野 間の せき やの 關 守に 

乘れ とも それと よる かた も 

黑の瀨 戶 て ふ 名 も 愛し や 

翼ち ビ めて 潜みし が 

日向 を さして 船出し つ 

鳥の 初音と 諸共に 

危き なか を 漕ぎ わたる 

いかなる 緣 しさき の 世の 

傾く 月と もろともに 


ニニ 八 


照り か やきて 晷 ll りなき 

. やがて 波 問に 入ぬ る を 

乘合人 も 船人 も 

さりと は 知らす 白浪の 

はや 東雲の 明 烏 


身 も 大君の 爲に とて 

祌 ならぬ 身の かなし さは 

かひの， の 露 ほど も 

立 騒け ども 甲斐 ぞ なき 

啼 くより 外 はな かりけ り 


國 臣；^ 自ら 筆 を 執った のも殘 つて をれば、 小 河 彌右衞 門の 明 烏に 記した の は、 作者の 自ら 朗誦す るの を 書き取つ たの だ 

と 申します が、 それでも 文句の 異同 は 二三に 止り ませぬ 一本に は 『千代の 松原 千代 八千代 萬 代 かけて 君が代 を』 と ある 

を 『千代の 松原 千代 かけて』 とし、 『日向 を さして 船出し つ 霜 ふる 月の 望の 夜の』 と ある を、 『日向と やらに 船出せ し 

日 は 神無月 望の 夜』 としまして、 國臣の 自筆 本も然 うなって をり ます。 しかし 月 照の 入水した の は 霜月で 神無月と する 

の は 事 實を失 ひます。 これ は 藎志錄 にも 十月 望 也と 記して ゐ ますから、 國臣の 一 時の 勘 違より 起った もので、 全く 錯誤 

であり ませう。 

上洛 好才辯 


阈 臣の薩 摩より 筑 前に 歸り 着いた 頃、 月 照 を 追跡して 參 つた 德藏甚 助の 兩人 は、 已に僕 重 助 を 速れ て 九州の 地 を 去つ 

た 後で、 筑前は 物情 も 漸く 平穩 となって、 一 たび 筑 後の 援津に 身 を 潜めた 北條 右門 も、 博 多の 家に 歸 つて ゐ ましたが、 


上 國は戊 午の 大獄の 進行 最中で、 志士の 檢擧 せらる. t 者、 愈々 その 數を 加へ、 朝廷の 親王 大臣 また 連累の 難 を 免れ ざら 

むとし、 天下 大小の 諸 藩 は、 悉く 皆肅 然として 屏息し、 唯 專ら戰 々競々 として 幕府の 嫌疑に 觸る k を 是れ畏 る&の 形勢 

でありました。 黑 田家の 政廳 では、 ェ藤 北條竹 內洋中 ( 一 に 沖 中) の 四 人が、 各々 月 照 を 助けて 應 分の 力 を 致した のを尤 

めまして、 領內の 島々 に 移して 安置す る 評議 を 定め、 四 人 は 各々 一家 を 提げて、 久しく 住み 馴れた 土地 を 去り、 ェ藤は 

志 摩 郡の 玄界嶋 に、 北 條は估 土 郡の 姬 島に、 竹內 は糟屋 郡の 相 島に、 沖 中 は宗像 郡の 大嶋に 移る ことにな りました。 藩 

狀 方に 斯の 如しで、 國臣は 一 日 も 安閑と して 居られぬ 事情であった ので、 旁々 ふた、 び 上洛す る 策 を 決しました。 

そこで^ 臣は 去る 十月 十六 日の 夜、 月 照が 下名 嶋 町の 高 橋 屋を立 返く 時、 留めて 置いた 兩掛の 中より 見出した 近衛 公 

と 鎌 田 出 雲と に關 係の ある 秘密の 文 齊をェ 藤の 手から 受領して 携帶 し、 十 一 一月の 八日に 先 づ大庭 村の 竹 內五百 都 を 過ぎ 

り、 翌 九日 は 秋 月の 阪田 九郞 右衛門 を 訪ひ、 互に 別後の 情 を 語り、 また 福 岡の 楠屋宗 五郎の 本家で 秋 月の 町 年寄 役 を 勤 

むる 楠 屋勘藏 にも 逢 ふて 欵待を 受け、 それより 遠賀 郡の 底 井野に 在勤して をる 兄の 都 甲 小 仲 太を訪 ひまして §3 まること 

一夜、 十二  R: 始めて 筑 前の 境 を 出て、 孤劍 飄然と して 東行の 途に 上りました。 

此時秋 月で は、 豫 ねて 師弟の 關係も ある 間柄です から、 阪 田に は 種々 の委 はしい 物語 をした 痕跡が 淺 つて ゐ ます。 ま 

た 楠 屋勘藏 は 町人ながら 時を慨 げき 世 を 憂 ふるの 志 を もった 者で、 善く 禮と 情と をつ くして 國臣を もてなし、 折し も獵 

夫の 寶 りに 參 つた 此邊で アナ グ マと 唱 ふる 絡を需 め、 筑 後の 柳 河より 到来した 海 茸を宰 して 酒の 下物と したので、 1： 臣 

は是は 山海の 珍味 だと 申して 賞味した 話 もあります。 秋 月 を 去る 時、 勘藏は 送って 淚阪と 云 ふ 所で 別れました。 

底 井野 は 郡 奉行 小 河 愛 四郞の 居る 土地で、 兄の 都 甲 小 仲 太 は 小 河の 屬 吏でした。 國 臣が變 名を稱 して 面會を 求めます 

と、 取次いた 者 はじめ 周 圍の人 は、 容貌の^ だ 肖 似して をる 所から して、 兄^^でぁぅと疑ふてぉかしぃ顔もすれば、 小 

ニニ 九 


二三 〇 

河 は 歌道の ことで 豫 ねて 阈臣を も 知って ゐ たので、 それと 覺 りました けれども、 全く 分らぬ 風 を 装 ふて 兒 逃した と 云 ふ 

話 もあります。 

國臣は 八月の 末に h 洛 した 折 は、 都甲榍 彥と稱 しました が、 此時は 秋 月の 人宫崎 司と 稱 しました。 斯くて 途次 長 州の 

竹 崎に 白 石 正 一 郞を訪 ひ、 一 夜 宿って 寬談 し、 始めて 締交 して^れ、 富 海より 海路 を 取りました。 

適. - 同船の 客に、 京都の 堂上 家の 御用 を 勤めて 歸る 主從數 人の 醫者松 井な にがしが ゐ まして、 蓬 窓の 徒然に 苦む の餘 

り、 相 親み て 何 SK となく 語り 交 はしました。 醫 者は筑 前人の 言語 風俗な ど を 善く 知った 人で、 國臣の 秋 月の 產れ せ！ 1 崎 司 

と 名のる の を， 訝りまして、 君の 言葉 を 聞けば 全く 福 岡の 人の やう だと 申します、 阈臣は 答へ ていかに も然 うです、 產れ 

は 秋 月で も、 幼少の 時 母 を 喪 ふた 爲め、 福 岡へ 出で- - 成人した もので、 近 ごろ 秋 月に 歸 つてみ ると、 繼母は 己の 生める 

^5-に家を相績させたぃ心がぁって， 自分の 歸 つて 來 たの を 喜ばす 家庭の 事情 甚だ 面白くな いから、 自分 は 他國に 於て 身 

を 立て やうと 思 ふて 出で、 來 たの だが、 併 かし 差當り 是ぞと 云って 好い sn- 込の ある わけで もない ので、 今 は 暫く 伊勢 參 

宫 でもす る歟、 大和 めぐりで もしゃう と考 へて をる と 語りました。 醫者は 首肯いて、 成程 然ぅ云 ふ 事情 歟、 然ぅ云 ふ^ 

情なら 如何 だ、 是 から 自分と 同行して 上洛し 立身の 道 を 求む る 意 はない 歟、 相當の 周旋 もし 助力 もして やらう、 借家 も 

持って をる から しても. E いと 申して 懇に勸 めて 吳れ ます、 國臣 は是れ 幸と 喜びまして、 猶ほ 善く 賴んで 同行 上洛す る 

ことに 相談 を 極めました。 

折し も 風の 都合が 惡 いので、 途中から 船を粲 て. -中 國路を 陸行し ましたが、 旅 宿な どで も 何とかの 堂上 家の 御 內と名 

のり、 傲然と して 通行す る 醫者主 徒の 一 行に 加 はりまして、 浮浪の 旅客の 警察、 頗る 嚴密な 時節に も拘 はらす， 國臣は 

何の 心配 もな く， 天下の 大道 を 白日 公行し、 威張り 返って 京都に 入りました" 


此 の 京都 は、 偵 吏 捕手 鶴の 目廳の 目で 奔走して 志士 を ^擧 する に忙 はしく. 脛に 疵 もつ 人 は、 先を爭 ふて 遠く 諸方 

に 逃げ 隱る X の 時、 獨り 自ら 好んで 斯 かる 危 境に 投じ 來る 豪膽と 勇氣と は、 勿論 それ は稱 すべし であり ますが、 同船の 

客と 應酬 する こと 一番、 忽ち 堂上 家 御內の 名義 を偷み 得て、 大手 を 揮 ひ 威張り 返って 上洛した の は、 熾烈の 氣慨 堅剛の 

志操の 外、 猶ほ 一 種の 好才辯 もあって、 時に 應じ isf を迎 へ、 毫も 窘窮 しなかった 平生の 人と 爲り も. S ら 分ります" 

京 攝の飄 一 很 

國臣は 入洛の 上は密 に近衞 公へ 參 つて、 月 照 入水の 始末 を 述べ、 都合 好く ば忠擺 公に も拜 謁したい 心算 を 抱いて ゐ 

して、 月 照の 行李の 巾より 發 見した 秘密の 文書 を、 ェ 藤の 手から 受領して 携帶 したので ありました。 

斯くて 途中より 同船した 醫者松 井な にがしの 一行に 加 はり、 何の 故障 もな く 上洛し ましたが、 前に も 申した 通、 牝 IS 

の 京都 は、 戊 午の 大獄の 進行 最中で、 浪人 狩の 總 指揮官た る 幕府の 老中 閗 部下 總守 は、 i: ほ妙滿 寺の 旅館に 滞在 を.」 

て、 廳 犬の 徒 は頻に 獲物 を搜 がし 索め、 洛の內 外 を 徘徊し まして、 撿擧を 免れた 諸方の 同志 は、 悉く 離散して 形跡 を漭 

め、 名望 ある 縉 紳士 太夫、 また 皆 嫌疑 を 避けて 門 を 鎖した ので、 國臣は 叩いて 事を談 する 人 もなければ、 近衛 公 ゃ淸水 

寺に 近づく すべ もな く、 途中より 同行した 醫者松 井な にがし S 好意 を 受け、 その 持 家に 假住ひ をして 徒らに 數 H を 送り 

て をり ますと- 適. - 町奉行 所 支配の 目 明が 參っ て 隣 壁の 家 を 捜索し ました。 これ は 尊 常の 竊盜 犯に 係 はる 詮議で したけ 

れ ども、 國臣 は狀を 見て 何となく 不安の 情 を 生じ、 斯 かる 場所に 身 を 置く の 危險を 感じまして 意 を 決し.. 書 を 留めて 伏 

り 見物に 赴く よしを 吿げ、 且つ 買 ひ 調った 多少の 日用品 を 留めて 謝 儀に 充て、 即日 松 井な にがしの 借家 を引拂 ふて 立 
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去りました。 

國臣は 醫者松 井な にがしの 家に 寄寓した こと を， 此歲 八月 上洛した 時の やうに、 自ら 藎志錄 に 記して ゐ ますが、 それ 

は 己れ の 思 遠で、 靠實 はや はり 臘月 ふた、 び 上洛した 時でした。 弟の 三郞能 得な ど は、 委 はしい 事實を 聞いて 善く 知つ 

て をり ました。 三郞能 得の 話に よると、 國臣 は此時 神嘗祭の 儀式 を密 に拜觀 して 去りたい と 切に 思 ふた けれども、 事情 

到底 長く 居られぬ ので、 强 ひて 立 去った と 中して ゐ たさう です。 松 井な にがしの 餘蔭を 以て 拜觀 を偷 むの 道が あった も 

のと 見えます。 唯當時 神嘗祭 を 行 はれた 時日 は 未だ 考 へませ ぬが、 此頃 は已に 過ぎ去って 舉 後の やうに も 思 はれます。 

或は 除 夕の 大政の 儀式、 若く は 年初の 諸 儀式 を偷 みて 拜觀せ むと 欲した 誤で ありませ う。 

國臣は 醫者松 井な にがしの 家 を引拂 ふて 立 去って より 洛外 嵯哦の 近傍 川嶋 村に、 梅 田 源 次 郞賴三 樹八郞 等の 人々 と 交 

誼の 淺 からぬ 鄕士山 口 薰次郞 の 綴に 町奉行の 撿擧を 免れて をる のを訪 ひ、 それから 山 崎に 櫻 井 驛の故 趾を訪 ひ， 淀川 を 

越えて 男 山の 八幡宮に 詣 ふで、 また 河內に 入りて 小 楠 公の 墓 を 弔 ひ、 途次 大阪の あたりに 安政 六 年の 春を迎 へ、 新年の 

はじめ 紀 州の 境に 入りて、 湯淺の 浦で 常 陸の 志士 櫻 任 藏と邂 返しました。 

國臣の 此時紀 州に 入った こと は、 萬延 元年の 樫お 事變の 頃、 密に 藩主 黑田 長溥 公に 上った 建白書に 徵憑も あれば、 樱 

任 藏の歌 もあって、 元來は 去年の 秋 梁 川星巖 から 名 を 聞いた 詩人 菊 池 溪呤の 家を訪 ふたもの. - やうです が、 縱跡 は漠と 

して 分り ませぬ。 その 期せす して 櫻と 邂返 したの は、 ；！ 是に 奇遇で ありました。 

紀 州に 於け る 櫻 任 蔵 、との 奇遇 


櫻 任 藏名は 一 雄、 後に 眞 金と 更 めました。 字 は 飛 卿， 月 波 山人と 猇 しました。 素と 常 陸 國眞壁 郡の 人、 村 翳 小 松崎玄 

達の 子で， 幼少の 時より 俊偉に して 奇志を 抱き 父の 業 を 繼くを 好ます、 年甫め て 十六、 隣 藩 水 戶の藤 田 東 湖の 敎を 受け 

刻苦す る こと 數年、 崭 然として 頭角 を 露 はし ましたが、 人と 爲り 豪俠 にして 氣 節を尙 び、 且つ 酒 を嗜み 動もすれば 人 を 

屈折す るので、 衆の 容る i 所と ならす、 去りて 潮 來の宫 本 茶 村の 門に 入って 塾 頭と なり、 尋て 江戶に 出で i 祿仕を 求め 

川路 左衞門 尉に 知られ、 暫く 普請 方の 書 役と なり、 また 職 を 辭し帷 を 下して 子弟に 敎授 しました。 任藏 夙に 水 戶の學 風 

を 承け、 皇室 を 尊崇す るの 志 篤く、 最も 高山 彥九郞 蒲 生 君 平の 人物 を 欽慕し ました。 嘉 永の 末、 邊 海の 警聞頻 に 到り、 

尊攘の 論 漸く 盛なる や、 深く 君國の isil^ を 憂へ、 博く 天下の 人と 交り、 聲譽 また 從 ふて 起り ました。 長 岡 監物吉 田 松 蔭 等 

の 諸 名流 皆 善く 相識り、 水戶の 烈公薩 摩の 齊彬公 また 嘗て 其 名 を 聞き物 を 賜 はりました。 西鄕 また 始めて 江戶に 出で た 

安政 元年の 十一月， 同志 樺 山 三 圓を伴 ひ、 櫻 を 東臺の 家に 訪 ふて 時 察を談 じた こと もあります。 早く 世 を 去った ので、 

幕末の 人物 を 論す る 者、 多く は 之 を 逸します けれども、 蓋し 安政の 頃に 於け る 第 一 流の 志士でした。 

有 馬 新 七が 去年の 秋 九月 十日、 京都の 旅 店 鍵 直に 於て， 月 照 西 鄕と手 を 分ち、 自ら： i 詫 を 奉持して 江 戶 へ 下り、 水戶 

人 及び 越 前の 橋 本 左 內三岡 岩 次 部長 州の 山 縣半藏 土 佐の 橋詰朋 平等と 事 を 謀る や、 幕府 また 恰も 此時を 以て 始めて 戊 午 

の 大獄 を 起し、 水 戶の賴 飼 父子 薩 摩の 日 下部 及び 越 前の 橋 本 以下 同志 多く 檢擧 せられ、 有 馬 また 免れ ざら むと する 形勢 

となりました。 因て 有 馬主と して 說を 立て、 諸 同志と 評議 を 凝らして、 我 黨の士 速に 策 を 決して 爲さ ぬければ、 天下 精 

忠. の 人 は 悉く 幕府の 殄 減し 盡す所 となり、 王室の 事 また 如何と もし 難き に 至らう と、 是に 於て 井伊 大老 を 斬って 除く の 

密謀と なり， 樱 田の 義 擧の議 始めて 生じました。 

然るに、 京都に は 老中 間 部下 總 守と 所 司 代 酒 井若狹 守と が 居って、 暴 橫を揎 ま にし 朝廷 を壓 迫す るから、 同時に 
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此 二人 を掃续 し王窒 を 擁護せ ねばなら ぬと 云 ふので、 有 馬 は 回って 西 上し 之 を 謀る ことにな りました が、 當時 尊王の 志 

• ^き 藩と して 稱 せられた 大阪 城代 土 屋釆女 正 を 語ら ふ 必要が あって、 櫻 は采女 正の 公用 人大久 保耍と 親交す る！： 藩 人で 

あつたので、 有 馬と 相 約して 行 を si: くし、 一： t 府の 耳目 を偷 みて 密に 江戶を 去り、 路を中 山道に 取って 上洛し ました。 

これ は 月 照が 大阪を 逃れ出で. 1 筑 前に 潜み、 阈臣と 相伴 ふて 薩 摩に 入り、 やがて 波 を 踏む までの 間の ことで、 有 と 

櫻と は、 上洛の 後 も猶ほ 諸方 を 奔走し、 同志 を 糾合して 幕府に 對抗し 朝廷 を述讓 すの 策 を 講じました。 有 馬が 筑 前の 藩 

、王黑 田長溥 公の 參 勤せられ むと する 途次 を 要し、 奉じて 京都に 入り、 長溥公 をして 故 君齊彬 公の 勤王の 遺志 を 成さし め 

むこと を議 したの は 即ち 此時、 事は委 はしく 記して 有 馬の 都 日記に あります。 

ところが 戊 午の 大獄 は 漸を追 ふて 愈. -擴大 せられ、 間 部下 總 守と 酒 井若狹 守と は、 志士 を 物色す る こと ハ； 厳密 を 加 

へ、 島 律 家の 留守居 役 また 頻に有 馬の 歸藩を 促しました。 有 馬 は猶ほ 肯んじ ませぬ けれども、 樱は 京都の 情 態 方に 渐の 

如く、 事 また 爲 すべから ざる を 知り、 逡 巡せば 捕囚と なる の 外ない の を 見まして、 死 は 易く して 生 は 難ければ- 暫く 藩 

に歸 つて 形跡 を晦 まし、 更に 適當の 時機 を 待って 事 を 謀る の 得策なる を說 いて 有 馬の 歸藩 を勸 め、 有 馬 始めて 趱 に容れ 

ました。 

そこで 樱は有 馬 に^れて 京都 を 逃れ出で. 4 暫く 伊丹に 潜み、 次いて 大和の 吉 野に 至りて 後醍醜 天皇の 御陵 を拜 し、 十 

;K 川 を 經て紀 州の 熊 野に 入り、 问 りて 大阪に 出で むと する 途次、 湯淺の 浦に 於て、 偶然 國臣 と會 合しました。 

二人 は^ょり 曾て 一面識 もない 間柄です が、 彼 は 月 照 西 鄕と手 を 分って 東行して 有 馬との 關係 多き こと 斯の 如く、 此 

は 西 走 後の 月 照西鄕 の機秘 に參與 する こと、 斯の 如く 深いので あります。 然うして 今や 各./ 偵 吏 捕手の 耳目 を 避け、 千 

ffii の 客土 を 潜伏 微行す るの 時 共に 期せ やして 偶然 會見 しました。 一 たび 同志の 人た る を 知り、 互に 城府 を撤 して 寬談し 


た 情味 は 想 ひ 遣られます、 櫻の 喜ぶ こと 甚だしかった 感懷 は、 咏んで 贈った 歌に 著 はれて をり ます。 

宫峙 のうじに 紀の 湯淺の 浦に て 始めて 名のり 參ら せて 

嬉 くもめ ぐり 合ぬ る 湯 淺の浦 

よに 淺 からぬ 契な りけん 

國臣 また 一 二 首の 歌を咏 んで酬 ひた 害です けれども、 惜 ひ哉傳 はって ゐ ませぬ。， 

二人の 紀 州に 於て 偶然 會 合した 日 は、 確かと 分って ゐな いのです が、 前後の 情況から 考へ ると、 藍し 正月の 三日 四日 

であり ませう。 

機密 文書の 還納 ，と 新春の 退京 

安政 六 年 正月の はじめ、 國 臣は紀 州の 湯淺 浦に 於て、 偶然 會 合した 櫻任藏 と相携 へ、 虎尾 を躡 むの 危險を 犯し、 ふた 

--び 淀川 を 遡って 京都に 入り、 八日 密に 近衞 公の 門 を 潜り、 鄕國 より 蘭ら して 來た 機密の 文書 を還納 しました。 

幕府 は 去年の 冬から 今年の 春に 涉 つて、 愈. -獄案 を擴大 し、 新年の 松の 內 にも、 猶ほ檢 擧の手 を 弛めす、 正月の 五日 

に は 月 照の 弟 信 海 を 拘引し、 同じ 日に 近衛 公の 老女 村 岡 も 拘引せられ ました。 國 臣が密 に近衞 公の 門 を 潜った の は、 恰 

も 村 岡の 拘引 を 受けてから 三日の 後で、 忠擺公 父子 以下 諸 太夫の 運命， また 測り 易から ざる ものが あって、 滿 邸の 人々 

皆 愁然と して 戚容 を帶び て をる 時でした。 

國臣 は紀州 方より 立戾 つて ふた- -び 上洛した 間際で， 信 海 や 村 岡の 拘引 せられた 最近の 事情 を 知り ませぬ ので、 淸水 
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寺より 村 岡へ 宛てた 一 つの 文箱 を 作りまして， 中に 筑 前から 携帶 して 來た 機密の 文書 を 入れ、 國臣 自ら！！^ 照 入水の 始末 

を 記し、 且つ 己の 遙々. ^,洛 の 次第 を も 述べた 書付 を 添へ て 同じく 入れ、 近衞 家に 到って 奥の 方へ 差 出します と • 奥の 方 

では 村 岡 は 近 ごろ 捕 へられて 居られぬ のに、 清水寺より 斯 かる 文箱の 參 つたの を 奇異に 思 ひまして 忠 ムに. S. 出で まし 

た。 そこで 忠熙公 は 自ら 文箱 を 開いて 御覧に なって、 事の 由が 分った ので、 旨 を 一 人の 侍女に 授けて 御沙汰 を傳 へられ 

ました。 

國 臣は延 かれて 應 接の 間に 通ります と、 侍女 出て 參 つて 對 面し、 村 岡 は 此頃召 捕 へられ、 淸水 寺の 住持 も 召 捕 へられ 

今 は 二人： ii ハに 居らぬ 人なる に、 斯 かる 文箱の 来る は 深き 故 も あらう と、 公手づ から 御開 封な されて、 琪の 次第 は 委細に 

聞 召 届けられ たと、 公の 始めて 月 照の 入水 を 知られ 御 哀傷 一方ならぬ 模様 を 語り、 御內用 文書の 散逸せ ざり し は、 最も 

喜ばしく 安心に 思 召し， 遙々 と潇 らし 上って 還納 した 志 を 深く 感賞 せらる \ 旨 を傳 へ、 また 公 親しく 御對面 遊ばす 箬な 

れ ども、 斯 かる 時節柄、 內 外の 嫌疑 を 撣 られて 思 召に 任 かせ 給 はぬ よしを 吿げ、 一 日 も 早く 洛中 を 去りて 禍を 免る V が 

宜しい と、 仔細に 公の 御沙汰 を傳 へまして、 待遇 頗る 慇觀 でした。 國臣は 旨を領 して 感激の 情に 堪 へす、 嗜淚を 催 ふし 

て^し 去りました。 

斯くて 正月の 八日に、 近衛 家へ 出て 機密の 文書 を還納 し、 猶ほ樓 と相携 へて 京都 伏 見の を 忍び 歩く こと 數： n、 ふた 

たび 洛外 川 島 村の、 山 ロ薰次 郞を訪 ひ、 こ \ で 相談 をして、 去年の 秋、 梅 田 源 次郞の 家に 於て， 始めて 會 した 備屮連 

島の 志士 三 i モ定太 郞を賴 み、 暫く 潜伏して 時勢 を 窺 ふの 策 を 立て、 十五 日 は 伏 見に 到りて 黑 田家の 御 m 達 島屋 彌兵衞 

の- 1 を 過ぎり、 卽夜 淀川 を 下りました。 此 歳の 夏 四月， 鄕國の 同志 中 村圓太 藩を脫 して 伏 見に 來り、 律 島 彌兵銜 に 就て 

爾臣の 踪跡を 尋ねます と、 彌兵衞 は 正月の 十五 日に 一 士人を 伴 ふて 伏 見 を 去った 話 をした と 云 ふこと です。 謂 ふ 所の I 


士人 は卽ち 櫻任藏 でした。 

十八 日の 夜、 國臣は 海路 を 取って 大阪を 去り、 備 中の 連 島 を 指して 下らう として、 櫻と 手 を 分ち ますと、 櫻 は 惜別の 

情に 堪 へす 歌 を 作って 懷を 述べました。 

宫崎 君と 別 1^ いたみて 

いかに せん 浪花の 蘆の 1 よの み  ，• 

あ ふと はすれ ど 別れぬ る 身 を 

東西 漂 蓬の 志士 一 合 一 離 互に 此情緖 のあった の は、 深く 諒 とせら ます。 

三 宅定太 郞の說 によると， 櫻 また 三 宅を賴 みて 潜伏した いと 思 ひまして、 豫め書 を 寄せて 相談し ました。 三 宅 は 櫻の 

人物と 志操と に 感じ， 約諾 を與 へて 心窃に 期して ゐ ましたが、 樱は 氏名 を變 じて 渡邊純 藏と稱 し、 猶ほ 暫く 大阪 に留っ 

て をる 折し も， 適 X- コレラ を 病み、 七月 六日 を 以て 殁 したので、 約諾 は 終に 梁され ませぬ でした。 

戊 午 大獄の 情報 

園臣樓 と^れて 大阪を 去る の 日、 筑 前の ェ 藤北條 等の 四 人に 贈って 上 國の近 狀を吿 げた 書が あります。 一部 は 殘歒し 

て 全文 備 はらす、 且つ 記す 所 多く は 道 聽途說 の 訛 誤 を 混じて はゐ ます けれども、 また 戊 午 大獄の 眞相を 窺 ふに 足る 好 情 

報た る を 失 ひませ ぬ。 中には 往々 尋常 人の 與り 知り 難き 秘 消息 もあって、 潜伏 微行の 間、 各種の 士 人に 接觸し たこと も 

自ら 分ります。 
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(飲 失) 

不幸の 內の 幸なる 篛も、 可 レ有レ 之歟と 奉レ存 候。 

1、 西 鄕氏南 島 蟄居の よし、 面白し。 

1、 皮 家へ 罷出 候處， 村 岡 被-召 取 1 居候 而、 少々 不都合ながら、 差 急 荒 模様 申 上 候處、 大に御 嘆息 之 御 模様、 女中 

より 承知、 落淚仕 候。 


1、 左 之 通 追々 被-召 取 1 ゆ 候。 
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右 之 外 あまた 有レ 之よ し、 何れも 追 々江戸へ 送り 下し。 

1、 就中 梅 田元氣 之よ しに 而、 役人 方 も理之 當然に 屈伏いた し 候よ し 0 

1 、 顆三樹 之 口外 嘲弄 聞 苦し。 

1 、舂日 一 旦申譯 相 立 引取 候處、 1 一度 呼 出に て 江戶行 0 

1 、 土 州 伊豫 伊達 因 州 

右隱居 

1 、 大原卿 作 - 


T ィ 
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來 三 
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尸 et 


山 科 大監物 


藤 森 

大 橋 

千 葉 
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赤心 忠與, 義、 §1. レ時不 避レ 難、 一 旦 如得レ 罪、 終 使- 1 國家安 T 

此外、 柳 原 朝臣 岩 倉 卿 等、 有志。 

1 、 陽 明 家 11 司 家父 子 入道 願 之よ し。 

天朝 ヨリ 沙汰 も 無い 之 由、 春以來 

御惱 之よ し、 太子 被 レ立候 哉の 沙汰。 

1 、 未だ 間 部 は 妙まん 寺 滞京。 

1、 當 二十 三日 上使 有レ 之よ し、 姬路酒 井 

1、 是非々々 打 拂之段 被 二 仰 出 1 候虚、 五ケ 年 延引 之義 申出 候よ し。 然 らば 朱印 指 上 候樣被 n 仰 出 1 候處、 否と 申 上 候 

よし。 然る 處外國 へ は 印鑑 相 渡 候而、 右內處 之處， 如何 之 段 被 二 取 約 T 難 跪 之よ し。 巷說。 

1、 三條殿 八幡 別莊 住居、 發狂之 届 之よ し、 犬に 慷慨 被レ 致、 天下 無道々々 と 斗 被 候よ し。 

1、 富 小路 比 野日參 之よ し。 

1 、 私 機 備中連 島 三 宅 定太郞 (暢 は 咪屋， ^tf ぎ乂喊 卵に) 方へ 當時 蟄居 仕 候。 萬 一 御用 候 は.^、 同 方へ 御 傳可レ 被レ下 

候。 同人 も 北 條様御 聞 及 之 通、 至 而精忠 之 志 有レ之 者に て 、追 々 有志 之 者 相 群り 居候よ し、 大 急に 而荒 々 恐惶 謹言。 

正月 十八 曰  從 -1 大阪 1 

宫  崎 

御 四 人様 

尙. -防州 船に 而、 今夕 乘出候 害に 御 墜 候。 


書中に 謂 ふ 所の 西鄕 が、 南島謫 居の 命 を 受け 鹿兒 島を發 したの は、 十二月の 盡 日で， 大 島に 着いた のは國 sc> 此書を 

作った ーハ日 前に 當 ります。 且つ 西鄕 また 月 照と 同じく 死せ りと して 發 表せられ、 南 島の 謫居は 暫く 秘密の 察なる に， 國 

臣の斯 の 如く 大阪に 於て 早く 之 を 知った の は、 當時翁 ほ薩摩 人に 消息 相 通す る 人あって、 此 種の 秘密 を與り 聞いた こと 

が 分ります。 西鄕月 照の 入水 後、 堀 仲 左衞門 は江戶 より 歸 つて 藩に 居る こと 十餘 日、 臥蓐 中の 西鄕 とも 相 謀り、 更に 諸 

藩の同志を抖合し^*^に對抗するの策を講じ， 先づ 第一に 井伊 大老 を 斬って 除かねば ならぬ と 云ふ考 で， 十二月 十九 日 

を 以て 鹿兒 島を發 し、 途次 熊 本に 於て • 津田山 11/ 郞 山形 典次郞 等と 會 ふて 談 じました が、 事情 齟齬して 耍領を 得す、 正 

月の 十七 日に 長 州 竹 崎の 白 石 正 一 郞を 過ぎり、 海路 を 取って 東上し ました。 着 阪の日 は 確と 分り ませぬ けれども. 恰も 

國臣の 大阪に 居る 時でした。 堀 は 後ち 翌萬延 元年の 春、 撄 田の 事變の 起る 頃 は、 國臣 とも 深く 機密の 喜 を 謀った 人で 

す。 阈臣は 大阪を 去って 備 中の 連 島へ 下らう とする 間際、 或は 堀と 相 見て 西 鄕流謫 等の 秘 消息 を 聞いた ので ありませ う。 

國臣は 大阪を 去る の 日、 洛外 川 島 村の 山 口 薰次郞 にも 一書 を 贈って 出 發の狀 を 告げました。 

頃日 は推參 毎々 御難 題、 情實 御酌 取 被， 下、 恭く何 之 幸歟不 過, 之 候、 今宵 無， 1 異義- 出帆 之 害に 御座 候。 着 之 上 は 

彌以 早々 御 通路 可 二 申 上 一 候、 可， 然奉, 願 候。 梅 田 一 件 之義は 貴兄の 誠心 次第 也、 今日に 至 者 長不レ 申、 何も 再遊と 

申 縮 候。 早々 頓首。 

正月 十八 曰  官崎司 

山ロ薰 次郞樣 

此書 を！^ ますと、 國臣は 道途の 費用 等に 就て、 山 口の 助力で も 受けた もの. >r やうで、 且つ 備 中に 赴いて 三宅定 太！^ を賴 
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ん だの も、 山 口 等と 協議の： g であった かと 思 はれます。 梅 田と 相關 する 一 節 は、 何の 事歟 分り „s ^ねます が、 梅 阳は此 時 

^ほ 京都の 獄にゐ まして、 緣故の深ぃ子^^-は頻に救護の策を議し、 或は 押送の 途中 を耍 して 奪 ひ 取らう と 云 ふ 激論 を唱 

へ、 三 宅 定太郞 は 相談 を^け、 その 暴 擧を說 いて 抑制した 事實 もあります から、 此 書中に 謂 ふ 所、 また 新 かる 消息と 相 

關 する もの 歟も 知れ ませぬ。  "  , 

此 書の 寫 本は收 めて 野史 臺 刊行の 維新 史料に あります が、 正月 十八 日 は 十月. + 八日と なり、 宫崎司 は 平野 次郞 となつ 

て をり ます。 十月 は寫字 若く は 植字の 誤と しても、 署名の 斯 くの 如く 異 つて ゐ るの は、 差し 世の 人の 汎く 知れる 所に D 

更し、 箐 中の 文 言の み を 舊に據 つた ものと 見えます。 

備中連 島の 潜 居，、」 鐡物 店の 番頭 

圃臣は 月 十八 日の 夜、 防 州 富 海の 船に 乘 つて 大 阪を發 し、 備 前の 下津 井の 港から 上陸し、 備 中の 連 島に 到って 三-:; 

定太郞 を 訪ねました。 

國臣の 季の弟 三 郞能得 は 此頃津 野 鹿 三 郞と稱 して をる 時で、 父吉郞 右衛門の 職 を 承け、 飛脚の 御用 を 以て 江 戶に行 役 

し， 同僚 島 吉と 相携へ て歸 II する 途次、 大阪 より 乘 つた 船 は 恰も 前の 航海に 國 臣を備 前の 下津 井まで 乘せ たもので、 

船； H は 鹿 三郞の 容貌が 嘗て 乘 つた 客に 酷似す るの を 見て 奇異と し、 或は 兄弟なる を 疑 ひまして、 食 の 折な ど 動 もす 

れば赏 ひ 出しました。 鹿 三郞は 大阪を 過ぐ る 時、. 定宿の 主人 津島 ！！ー  藤藏 から 密に 聞いた 次第 もあって、 船頭の 謂 ふ 所の 

已に 酷似した 客の 兄 國臣に 相違ない のを覺 りました が、 同僚の 島 田に 斯 くと 知られて は惡 いと 思 ひ、 船頭 をして 兄の 話 


を させまい と 頗る 心 を 苦しめた とか 申しまして、 嘗て 著者の 爲に當 時の 事 を 語りました。 

備 中の 蓮 島 は 維新 前 幕府の 交代 寄 合 山 崎 家の 世々 知行した 采邑 五千石の 一 部で、 領主 は 川上 郡の 成 羽に あって 此地を 

分領 し、 こ- -には 役人 を 置いて 治めて ゐ ました。 三 宅 定太郞 は 備後三 郞兒島 高德の 後裔と 稱 せらる- 中 第 一 の蠆家 を 

以て、 兼ねて 六十 餘 町の 田產も あり、 祖先 以來 久しく 素封家と して、 名 を近國 近在に 知られて をる 著 姓の 人でした。 

去年の 秋 九月、 京都の 梅 田 源 次郞の 家に 於て、 始めて 國臣と 相識り、 當時國 臣が已 の 旅 宿に 西鄕吉 兵衞の 居る こと を 

語り、 三 宅 を 伴ひ歸 つて 會 見せしめむ としました けれども、 此日三 宅 は 翁 ほ 梅 W と談ぜ ねばならぬ 用務の ために 辭 返し 

た 事實、 及び 此事實 は 梅 田の 捕縳 せらる k 數日 前の ことで、 圃臣 また 筑前を 指して 歸 らうと する 間際であった 話 は、 前 

にも 粗 ぼ 述べました。 

三 宅 は 大阪に 於て 梅 田の 捕縛せられ たこと を 聞き ましたが、 平生 最も 交誼 も 深く、 書信の 往復な ども 多かった ので、 

諸人 は 連累の 禍を 蒙る を 心配し、 頻に 促して 歸國 せしめました。 そこで 三 宅 は 連 島に 歸 ると、 果して 間もなく 偵 吏が 遊 

歷の 文人と 稱 して 下って 參 つて、 頻に三 宅の 擧動を 監察し ましたが、 相 戒めて 善く 注意 を 加へ、 また 相 應の物 入 をして 

嫌疑 を 避けた ので、 幸に して 免れました。 斯くて 居る こと 數月、 今し も國臣 は密に 訪ねて 來 ました。 

此時 國臣は 去年の 秋 梅 田の 家に 於て 會 見した 頃と は、 全く 風體を 異にし、 額 上の 您髮を 剃り 落して 尋常の 奴 鬚に な 

り、 背に は 風呂敷 包 を 負 ひ、 商人の 風 を 装 ふて 来ました。 然うして 別後の 事情 を 語り、 暫く 寄 托して 潜伏せ むこと を 謀 

りました。 三 宅 乃ち 快 然として 領諾 し、 別宅の 鐵物 店に 番頭と 稱 して 居らし め ま I た。 

三 宅 或る時 別宅に 到り、 闽臣が 座敷の 柱に .11: 緒の 襟卷を かけ、 香 を 燃き 菓子 を奨 して 額 づき をる を兒 て怪 み、 事の 由 

を 尋ねます と、 國臣 は淚を 流しまして、 これ は 月 照の 遣 物 だから、 靄 代と して 幽魂 を 弔 ふよし を 答へ、 月 照の 入水の 始 
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末 を 語りました。 三 宅 また 談を 聞いて 深く 感傷の 情 を 催う し、 同じく 禮拜 しました。 然うして 襟卷は 後ち 之 を 三 宅の 家 

僕！ Iftn なる ものに 囑し、 連 島の 隣村 西 之 浦の 正 幅 寺と いふ 寺の 境內に 埋めた と 申します。 

三 宅は晚 年、 自ら 阈臣が 月 照の 襟 卷を靈 代と して 弔 ふた 時の 察 を 記し， 國臣は 月 照の 入水 は 前 月の 今日 なれば、 之 を 

吊 ふよし を 語った と 云 ふて ゐ ますが、 國臣の 連 島の 潜 居 中、 月 照の 忌 辰 十六 日に 逢 ふたの は、 幾ん ど 半年の 後で、 始め 

て 三 宅 を 訪ねて 參 つた 初の 頃で はあり ませぬ。 此の 外 三 宅の 錄 する 所に は、 記憶の 誤より 出る 間違 もあります から、 著 

者 は 掛酌を 加へ て 取捨し ました。 

國臣は 斯くて 三 宅の 鐵物 店の 番頭と 稱し、 形跡 を 潜めて 居る こと 十日ば かり、 忽ち 三 宅と 相 謀って 內議を 定め、 薩摩 

と 速 島 地方との 間に 於け る產物 交易の 計畫を 立て、 ェ藤 北條の 二人 及び 白 石 正 一 郞に 就て 相談 をし やうと、 此 月の 難く 

る 頃、 一 先 づ連島 を 去り、 西の方 長 州の 竹 崎と 筑 前と を 指して 歸 りました。 

これ は 阈臣か 三 宅 を 資本 主と し、 自ら 經營の 衝に當 つて 商 寶を企 だて、 1 年ば かり を 費す 初めで ありまし. U0 

同志 の 三 宅 定太郞 ，じ 產物 交易の 經營 

文久ニ 年の 夏 四月 十三 日、 闽臣薩 摩の 伊牟田 尙 平と 相 携へ、 播州の 大藏 谷に 藩主 黑田 長溥 公の 旅館 を 胃し 進言した 次 

第が あって、 此夜 二人 は大阪 より 追跡して 來 た島津 家の 捕手の 拘囚 する 所と なり、 伊牟田 は 直に 押送 を 受け 闽臣は mi 田 

家の 吏：： 3： に 交付 せられた 後、 赦 されて 長溥 公の 回 駕に隨 行 を 命ぜられ、 藩 を 指して 歸る 途次、 備 中の 神 邊驛を 、油り まし 

た。 祌 邊は老 詩人 菅茶 山の 夕陽 黄葉 村舍の 所在地と して 世に 知らる- - 所で 連 島 を距る こと j^r た 近いので すから、 闽 臣は 


祌邊 より 害 を 寄せて 京都の 形勢 綬も 切迫した 狀を 吿げ， 君國の 志士 一 日 も 安閑と して 居られる 時で ない こと *v 說 いて 蹶 

起 を 促しました。 三 宅 また 諸方の 情報に 依って 豫 ねて 自ら 知る 所 も あれば 思 ふ 所 もあった ので、 阈臣の 書 を 得ます と斷 

然として 意 を 決し、 鄕を 去って 京都へ 出で、 カを國 察に 盡し、 尹宫に 仕へ て 名 を 典 膳と 更め、 宮の眷 顧 を 蒙りまして、 

奔走 周旋 頗る 勉 めました。 然うして 維新の 後 は 重ねて 名 を更め 瓦全と 稱し、 多く 世と 合 はす、 明治 四 年の 春， 外 山 光輔 

卿の 獄 案に 連坐し、 國 事犯の 罪 を 以て 終身 禁獄の 處分を 受け、 久しく 流謫 せられて 靑 森に 居り、 明治 十三 年の 春、 特赦 

を 蒙って 獄を 出で、 次で 帷を岡 山に 鐘れ、 後ち 病んで 殁 しました。 其晚節 甚だ 振 はす、 暮 年蕭條 でした けれども、 維新 

の 前 は 一個 1^ 力の 志士で、 功 勞も齡 く ありませ ぬでした。 闽臣 との 交 態 また 斯の 如く、 三 宅の 蹶起して カを國 事に 致す 

の 始また 斯の 如く、 國臣 と相關 する こと 斯の 如しで、 國 臣の傳 中に 於て は、 名 を 逸すべからざる 人物であります。 然っ 

して 二人 は 梅 田 源 次郞の 家に 於て、 始めて 相識り、 その 相 謀って 產物 交易の 計畫 もまた 梅 田の 遣圖 より 起り、 計 S: の 趣 

旨 は、 主として 同志の 人に 奔走 周旋の 资を 給す る を 目的と しました。 今の 言葉で 申せば、 即ち 謂 ふ 所の 運動^ を 得る に 

ありました。 維新の 後に 多く 行 はれた 士族の 商法でなくて、 勤王家の 商法でした。 窮と 貧と を 常と した 浮浪の 志士の 苦 

節、 斯の 如き もの.^ あった こと も 自ら 分ります。 

國臣の 三 宅と 共に 計畫 し、 且つ 實 行した 産物 交易 を 語らう とすれば、 三 宅の 來歷 と、 その 梅 田 源 次 郞の關 係と に 就て 

满ほ 先づ言 はねば なり ませぬ。 

領主 山 崎 家の 始めて 連 島 を 知行した 頃、 三 宅の 祖先 伊 右 衞門は 土着の 豪 富 を 以て 之 を 助け、 頗る 功勞を 積んだ ので、 

山 崎 家 は 苗字 帶刀を 許して 禮 遇を與 へ、 且つ 民政の 事 を與り 聞かしめ、 斯くて 世々 の 例と なり 久しく 邑中第 一 の 豪族で 

した。 三 宅の 祖父 は 京都に 出で X 紳縉士 太夫と 交り、 嘗て 山形 大甙 竹內 式部の 獄 案に 連累の 嫌疑 を 蒙り ましたが、 佯狂 
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と 贈賄と を 以て 趱に 免れました。 平生 酷 だ 石 を 愛し 石隱 居の 名 を 負 ふて ゐ ました。 石隱 居の 子 は 即ち 三 宅の 父、 治 民の 

功 綾 多く 頗る 人望 を 得た 人た でした。 擧問文 藝を嗜 み、 自ら 南 宗派の 晝を 善くし、 號を西 浦と 申しました。 西 浦 家 を 三 

宅に 譲 りたる 後 は、 絕 えす 京都に 出で  >汎 く 文人墨客と 交り、 風流 韻事 を娱 みて 世 を 終りました。 梅 田 源次郞 また 實に 

西 浦と 親交した 人で ありま • -リ。 

三 宅 また 父祖の 風 を 承け、 夙に 深く 舉問を 好み、 且つ 時勢 を慨く 志が あって、， 嘉永六 年の 夏、 アメリカの 艦隊 浦賀に 

到る の警を 聞いた 時 は、 憂慮して 措かす、 寢食を 忘る もの 三日。 家 祖備後 三郞の 故事 を 想 ふて 憤り を發 し、 蹶起して 江 

戶に 赴かむ としました けれども、 領主 山 崎 家の 法度 極めて 嚴び しく、 故な くして 額 外に 出 遊す る を 許さぬ ので、 是 より 

全く 家業 を挪 ち赛ら 武技 を 講じ、 暫 らく 志 氣を養 ふて をり ましたが、 已 にして 父 を 候 問す と稱 し、 纖に 領主の 允可 を受 

けて 京都に 出で、 始めて 梅 田と 締 交し、 互に 心蔡を 語って 意氣が 投合し、 相 約して 兄弟の 誼 を 結びました。 これ 三 宅が 

梅 田と 深く 交る の 初めで、 後の 產物 交易の 計賽、 また 此 より 起り ました。 

梅 田 源次郞 ，し 薩長 兩藩 の產物 販賣案 一 

梅 田 源 次郞は 尋常の 儒者 出身の 志士と は、 著しく 面目 を 異にし、 一種 算數の 才を蓄 へ、 用度の 計畫を 好みまして、 幾 

多の 士庶と 文藝詩 酒の 交を爲 すの 機會を 以て、 諸 藩の 財務 を 掌る 吏員と 農 商との 問に 介在し 周旋す る 所があって、 種々 

の 新 雍業を 計靈 し、 自ら 奔定 して カを盡 しました。 これ は 梅 田が 往々 上方 人の 爲に 勤王家の 山師と 稱 せられた 所以で、 

吉 田松隆 の江戶 獄中に 於け る 最後の 作と して 著名な 留魂錄 の 一 節、 ま， 梅 田の 奸骨與 に 語る を 欲しなかった 意 を 述べ て 


ゐ ます。 故 子 餘品川 彌ニ郞 は、 是れ師 の 本意に あら. f と稱 して をら れ ますが、 品 川の 言 必す しも 然 うと は 思 はれませ 

、 

ぬ。 肥 後の 松 田 重 助が 松 蔭に 與 へた 書中、 また 同じく 梅 田の 信す るに 足らざる を 述べ、 寧ろ 恐るべき 人 だと 云 ふ 消息，^ 

しました。 蓋し 梅 田 は 種々 の蔡 業な ど を計畫 する 間、 云爲 行動お のづ から 機略に 涉る 痕跡の 多かった 故で も ありませ 

う。 

三 宅 は 名 を 父 西 浦の 候 問に 托して 上洛し、 始めて 梅 田と 締 交し 意 氣大に 投合して 歸 つてから， ふた X び 上洛し やうと 

思 ひます けれども、 領主の 許可 を 得る 道がない ので、 書 を 梅 田に 寄せて 事情 を訴 へました。 梅 田 は爲に 自ら 盡カ をして 

粟 M ロ宫法 親王に 願 ひまして、 三 宅 を 法 親王の 書道の 門人と し、 托して 領主に 上洛の 許可 を 請 はしめ ました。 粟 W 宫法 

親王 は 即ち 靑蓮 院宮 で、 後の 久邇宫 朝彥 親王であります。 され ど 領主 は猶ほ 許可 を與 へませ ぬ。 節 主の 斯の 如く 三 宅の 

上洛 を 抑す るの は、 親族 一 家 また 同じく 戶 主が 家業 を棄 て.^ 鄕を 出る を 不可と し、 密に 領主の 吏員と 相 通じて 之 を 謀つ 

たものと 兑 えます。 そこで 三 宅 は 愈. - 煩悶の 情に 堪えす、 また 書 を 梅 田に 寄せて 相談 をし ました。 梅 田 は 恰も 近 ごろ 毛 

利 家の 京都 留守居 役 宍戶九 郞兵衞 と 相 謀り， 川 島 村の 山 口 薰次郞 をして， 防長產 物の 販路 を 山城 丹 波の 諸 州に g 柘せ 

しめ、 その 代 はりに 山城 丹 波の 産物 を 防 長に 輸入せ しめ、 謂 ふ 所の 產物 交易の 策 を 行 はむ と 欲し、 議粗ぼ 熟し、 身 自ら 

防 長に 入り、 老職浦 輕負を 見て 相談 をしたい と 思 ふて をる 所でした から、 書 を 三 宅に 贈って 狀を 吿げ、 若し 防 il^ の 産物 

交易の 計畫 にして 成就す るなら、 三 宅に も 經營の 事 を 委任し、 毛 利 家より 領主に 照會 せしめ、 上洛の 自. H を 得せし むる 

であらう。 毛 利 家 は 朝廷 を 尊 祟す る 志 も 篤い から、 毛 利 家 を 助けて 富裕と すれば、 自然 は 朝廷の 補 益と もなる と 申し， 

て、 西遊の 费用 として、 金 三十 雨の 融通 を 求めました。 三 宅 は領諾 して 直に 送附 したので、 梅 田 は 安政 三年の 冬 大阪ょ 

り 海路 を 取って 防 長の 地方に 入りました。 吉田松 隆が奸 骨を惡 みて 與に 語る を 欲しなかった と 云った の は、 即ち 此時、 
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梅 田が 海峽を 渡って 博 多に 北條 右門 を訪 ひ、 且つ 國臣 等と 始めて 會 見した の も、 同じく 此の 時でした。 

梅 W は 筑前を 去った 後、 重ねて 防 長の 地方に 到り、 浦 報 負の 釆邑 阿月 を 過ぎり、 赤 根 武人と 師弟の 約を爲 し、 携 へて 

東 歸の途 に 上り、 連 島 を 過ぎって 留る こと 數日、 三 宅 自ら 上洛し 宍戶九 郞兵衞 を 見て 親しく 議す るの 得策なる を 告げて 

去りました。 され ど 領主 は 依然として 旅行 を 許可 しないので、 餘儀 なく 店員 を 上せました けれども、 埒が 明かす、 如何 

しても 三 宅 自ら 出る を必耍 とする 事情 を 生じた ので、 終に 意 を 決し、 福 山の 親族 を 訪ふを 名と して を 去り、 密にヒ ：洛 

しました。 此時 宍戶は 職を轉 じて 大阪の 留守居 役と なって ゐ たので、 また 後 を 追 ふて 大阪へ 下り ましたが、 宍戶は 適々 

大和へ 旅行 をして 屋敷に 居らぬ ので、 梅 田の 岳父 村 嶋內藏 之 進 及び 浦靱 負の 家臣 秋 良 政 一 郞の 二人と 相會 し、 內議 をす 

る 折し も、 三 宅 は 病 作って 談を 進む る ことが 叶 ひませ ぬから、 一 たび 連 島に 歸り 養生 をして、 漸く 癒えます と、 連 の 

邑 民 は 三 { モに鄕 社の 祌舆 調製の 事を囑 し、 代 はり 請 ふて 領主より 旅行の 許可 を 蒙った ので、 此度は 公然として 上洛し ま 

した。 方に 是れ 安政 五 年の 秋 八月、 梅 田が 幕府の 嫌疑 深く 將に 捕縛せられ むと する 間際で、 國臣の 三 宅と 始めて 相兒た 

の も 卽ち此 時で ありました。 

梅 田 源 次郞ビ 薩長 兩 藩の 產 物販賣 案 11 

三 宅 は 梅 田の 家に 於て 始めて^ 臣と 相識り、 國臣は 我が 旅 宿の 鍵屋 に 伴 ひ歸へ り 西 鄕と會 見せしめむ としたの を^ 

し、 猶ほ 留まって 梅 田と 寬談 しました が、 梅 田 は 自ら 幕府の 爲に 近く 檢擧 せらる、 運命の 到底 免れ 難き 消息 を： 諧り、 慨 

慨 して 後 蔡を囑 し、 防 長の 產物 交易の 案 は 善く 謀って 成就せ しめ、 その 收益を 提供して 同志 を 助く る こと を說 きまし 


た。 三 宅 慨然と して 領諾 して^れ、 去って 大阪に 下って をり ますと、 間もなく 梅 田の 弟子 平 嶋武太 郞が來 つて 梅 田の 捕 

縳 せられた よしを 告げ， 三 宅 を 促して 早く 連 嶋に歸 り 連累の 難 を 避けし めました。 武太郞 は 三 宅が 嘗て 從 ふて 兵 學の敎 

を 受けた 長 沼 流の 軍學者 平嶋后 太郞の 子で、 父子 共に 三 宅と 交誼 深く、 產物 販寶の 案に も關 係し、 后 太 郞は三 宅の 代人 

として 上洛した こと も ありました。 

三 宅 は 平 嶋武太 郞の話 を 聞いて、 梅 田の 娱 して 檢擧 せられた の を 知り、 急いで 連嶋の 家に 歸 つて をる と、 偵 吏 は 追跡 

して 來て 動靜を 探りました けれども、 或は 意 を. 用 ひて 善く 接 遇に 勉め、 或は 賄胳を 贈って 免れました。 斯くて 暫く 文武 

の士 人と 交遊す るを愼 み、 專らカ を 家業に 致す の 風 を ひました。 適- 平 嶋武太 郞と赤 根 武人との 二人 は京攝 より 參っ 

て、 梅 田の 江戶に 押送 せらる.. - 途中 を 要し 之 を 変 取らう と 相談 をし ましたが、 三 宅 は 策の 甚だ 危險な こと を說 き、 抑制 

して 時機 を 待た しめました。 

然うして 此間防 長の 產物販 寶の案 は、 猶 ほ糰績 して 進行 を 謀り、 先 づ已の 持 船に 綿 を 積みて 秋 良 政 一 郞 及び 政 一郎の 

兄敦之 介に 送り、 防 長の！； 物 を 積みて 歸り、 數 回の 航海 を累 ねて 取引 を 行 ひました けれども、 種々 の 障碍が 起って 事 多 

く は 心算の 如く 運ばす、 結局 犬なる 損耗 を 生じ、 梅 田に 依って 企 だ てられた 防 長の 產物販 賣の案 は、 全く 失敗に 歸 して 

了 ひました。 

國臣 が大阪 より 潜伏の 計 を 求めて 連 嶋に參 つたの は 恰も 此時、 梅 田の 周旋 を 以て 行 はれた 防 長の 產物 交易 案 は、 國臣 

の 周旋に 依り、 一 轉 して 薩 摩の 産物 交易 案と なりました。 

國臣は 三 宅の 談を 聞いて 防 長の 産物 販賣の 失敗に 歸 した 始末 を 知り、 三 宅 をして 更に 薩 摩の 先君 齊彬 公が 勤王の 志 深 

く、 朝廷の 爲にカ を 致された 機密と、 藩 中の 志士が 公の 遺 圃を紹 成す るに 勉 むる 事情と を 語り、 若し 三 宅に して 交易の 
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方法 を 以て 薩 摩の 産物 を販寶 する 意 あらば、 已れ 自ら 此 間に 周旋して 盡 力し やうと 說 きました。 三 宅 は 防 長の 産物 販？？ 

の爲 には大 なる 掼耗を 蒙りました けれども、 此 種の 事業 を經營 して 梅 田の 志 を 成就したい 意 は 依然として ありました。 

それに 祖父の 石！^ 居の： s、 玉 3lS に 支店 を r』g いて 綿の 問屋 を 營んだ 時， 薩 摩の 商船が 絕 えす 來 まして 取引 を 行 ひ、 ^か 

ら ぬ利ハ 化を收 めました が、 暫く 店 を 親族に 任 かせ 經營を 掌ら しめて をる 間に、 取引 上の 手 落から して 信用 を 失 ひ、 薩摩 

の 商船 は來 ないやう になり ました。 三 宅 は 此事を 遺憾と し， 機會も あらば 回復し やうと 云 ふ 念 を 抱いて ゐ たので、 阈臣 

の說を 聞く と、 深く 喜びて 早速 同意し、 周旋 を賴 みまして 種々 相談 を 遂げ、 ェ 藤北條 等に 贈る 土産 物 を も 調へ て 阈臣に 

附し、 歸 つて 力 を 致さし めました。 

そこで 國臣は 三 宅が 別宅の 鐵物 店に 番頭と 稱 して 潜伏す る こと 十日ば かりで、 正月の 盡 くる 頃 を 以て 一 先 づ連島 を 去 

り、 翌 二月の 二日、 長 州の 竹 崎に 至って 白石正 一 郞を訪 ひ •  切 まること 六日に 及びました。 此間三 宅 は 家に 使 ふて をる 店 

H の 庄太郞 と 云 ふ もの を 代人と して 竹 崎に 遣り， 白 石 はじめ 取引に 關係 しゃう とする 人々 の 身元 や 人柄 を 調査せ しめ ま 

した。 

三 宅の 店員 注 太郞は 素と 伊豫 小 松の 藩士、 嘗て 艷罪 があって 追放の 身と なり、 情婦 小 梅 を 伴 ふて 鄕を 走り、 淪 落して 

道 後の 溫泉 場に 居った の を、 三 宅 は 入湯の 折憐 みて 携え 歸 へり 店員と したと 云 ふ小說 的の 人でした。 國臣が 連. と 竹 崎 

と を來往 して をる 間に、 庄太郞 は鄕國 より 歸參の 恩命 を 蒙って 去り、 情婦 小 梅 は猜ほ 留まって 述 島に ゐ ましたが、 靈ね 

て 我 勤王の 志士 をして 艷聞を 流さし め、 邑 人の 物議の 種と なりました。 

住 太郞は 國臣に 後る- - こと 三日、 竹 崎に 到って 白 石 正 一 郞の 人格と 家聲 とを詳 かにして、 國臣の £i の實を 得て をる こ 

と を 知り、 白 石と も 種々 の 相談 を爲 した 後、 連 島 を 指して 歸り 去り、 國 臣は筑 前に 向 ふて 微行し ました。 


去年の 十二月 十二 日に、 近衛 公の 機密 文書 を 抱き、 密に筑 前の 境 を 出て 海峡 を 越えて 去った 國臣 は、 六十 日を閱 した 

二月 八日 を 以て、 薩 摩の 産物 販寶 案を癱 らし、 密に 海峡 を 越えて 鄕國筑 前の 境に 入りました。 ェ藤左 門と 北條 右門と に 

會 見して 相談 を 遂げむ が爲 であります。 

去年の 冬、 政廳 より 月 照の 事に 座して 海 島 安置の 命 を 受けた ェ 藤北條 は、 此時 未だ 發 せす、 猶ほ留 つて 博 多と 曰 井と 

の舊 居に をり ました。 

產物 交易 の 劃策 ビ 薩長 聯合の 首唱 

提督 ペルリが Mi 船の 艦隊 を 率ゐ來 つて 浦賀の 門戶を 叩き、 天下の 士民 忽ち 長夜 昏々 0 夢を覺 まし、 時勢の 急 を覺 つた 

後、 到る 處 政治改革 武備 充實 の聲を 聞く と共に、 先づ弟 一 に 富力 を增 加し 財 用 を 補給す るの 必耍を 感得した の は、 全國 

通有の 事實 で、 薩長の 兩藩 は此情 殊に 切な ものが あって、 安政の 末 頃に は 最も 然 うでした。 是れ兩 藩が 交易の 方法に 依 

り、 領 內の產 物の 販路 を擴 張せ むとした 所以で、 就中 薩摩は 先君 齊彬 公の 治世の 初より 殖產 興業 政策の 一 として、 頻に 

獎勵を 加 へられた 染料 山 藍の 産出 漸く 多く， 販路 を 藩 外に 開拓せ ねばならぬ， 事情 を 生じた ので、 苫船 役と 唱へ密 商 監察 

の 職務 を帶 びて 下關に 駐在す る島津 家の 吏員 は、 白 石 正 一 郞と相 謀って 各々 力 を 致し、 薩長 兩藩 をして 物産 を 交易して 

取引 を 行 ひ、 互に 利益 を牧 めしむ るの 策 を 講じ、 白 石 は 安政 五 年の 秋 先づ宗 藩获の 政廳に 出で 上 gs し、 粗 ほ 諒解 を 得 

たので、 猶ほ 相談の 用 を帶び 自ら 薩 摩に 赴きました。 北 條海江 田が 月 照 を 伴 ふて 白 石の 家に 寄 托した 時、 正 一 郞の 不在 

であった の は、 即ち 此れが 爲 でした。 
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然うして 下關に 在勤す る島津 家の 苫船役 高 崎 善 兵 衞を白 石に 紹介して、 斯 かる 交 態 を 開いた のはェ 藤北條 で， ェ藤は 

髙 崎と 聊か 親族の 關係 もあって、 元来 親密の 間柄で したから， 高 崎が 苫船 役と なり 屬吏 を從 へて 下關に 在勤す ると、 ェ 

藤 は北條 と共に 紹介者と なって 高 崎と 白 石との 交 態 を 開き- 1 一人 をして 薩長 兩 藩の 産物 交易 を 計 劃せ しむる に 至り まし 

た。 國 臣はェ 藤北條 との 關 係から して、 此 間の 事情 を 熟く 知って ゐ たので、 三 宅に 說 くに 薩 摩の 產物販 賣の事 を 以てし 

たので ありました 0 

是 より 先き、 國臣が 樱任藏 を 伴 ふて 淀川 を 下った 正月 十五 日、 白 石の 弟 廉作は 兄の 代人と して 南行 薩 摩に 赴き、 阈臣 

の述 島より 回って 始めて 正 一 郞を訪 ふた 時 は、 廉作は 猶ほ歸 つて 來て をり ませぬ でした。 阈臣は 二月 八日 海峽を 越えて 

密に筑 前に 歸 へり、 ェ藤 北條に 相談 をし ますと、 二人 また 固より 同意 をした ので、 乃ち 筑前を 去りまして、 途次 宗像郡 

の 大島を 過ぎり、 島の 富豪 佐 藤 大作に も 謀る 所があって、 折し も 神職の 位官 受領の 事 を 以て 上洛せ むと する 宫 1? 河 野 若 

狹之 進と 途中の 同行 を 約して 去り、 十七 日 ふた \ び 竹 崎に 到つ て^る こと 三日、 十九 日 後 を 追 ふて 參 つた 河^ 若 狹之進 

と 船 を 同う して 出で、 途 より^れ て 連 島に 到り、 狀を三 宅に 告げて、 産物 交易 實 行の 議は 全く 熟しました。 そこで 三 宅 

は 特に 一 艘の船 を 雇 入れ、 見本 を漦 ねた 綿と 鐵とを 積みて 先づ下 關に航 せしめ、 國臣 また 自ら 之に 乘り、 三月 十 口、 竹 

崎に 回へ つて 來 ました。 

然るに、 白 石 藤 作 は 二月 二十 六日 薩 摩より 歸 着し、 去年 來の宿 案であった 薩長 兩 藩の 産物 交易 また 愈々 緒に 就き、 薩 

摩 は 藍 玉 煙草の 類を輸 し、 長 州 は 米 大豆 綿 昆布の 類 を 輸し、 互に 交易して 取引 を 行 ふの 約 成る を 告げ、 兩藩は 各 々物産 

所と 唱 ふる 事務所 を 下關に 設け、 擔當の 吏員 を も 撰 任し、 着手の 準備 は 着々 として 進行し ました。 國臣が 連 島より 綿と 

鐵とを 積み、 自ら 宰領して 回って 来たの は、 恰も 此 時でした。 


此の 時 劃策 せられた 薩長 兩 藩の 産物 交易 は、 固より 兩 藩の 財政 上經濟 上の 計晝に 起り、 事 S また 全く 各々 肘 m の 補給 

に资 する を當 面の 目的と しました けれども、 專らカ を 此の 事に 致した 志士の 趣意 は、 翁ね て兩 藩の 親密 を 謀り、 連合 一 

致の 力 を 以て 朝廷 を 擁護し、 天 下阈 家の 事 を經營 しゃう と 云 ふに ありまし：，。 後ち 白石廉 作が 重れて 薩 摩に 入った き、 

大久保 等の 賛助 を 受け、 兄に 代って 島津 家の 政廳に 上った 建白書 中、 また 明かに 薩長 聯合の 一 良計と して 之 を 主. 張し、 

建 {II 書の 稿本に は、 大久保 自ら 纖を 加へ た 痕跡 處々 に淺 つて をり ます。 大久保 は 西 鄕の南 島 流 謫の後 を 承け、 藤 摩に 於 

ける 志士の 牛耳 を 握り、 陰 然として 勤王 黨の 首領でした。 薩長 聯合の 說の 由って 來る 所、 久 うして 且つ 深き こと も 分り 

ます。 

世の 維新 史を 叙す る 者， 多く は 薩長 聯合の 論を稱 して 元 治 以後に 起れ りと 爲し、 或は 阪本 龍馬 中 岡 愼太郞 の 首唱に 成 

れ りと 爲し、 筑前 出身の 早 川 養 敬な どの 一 派 は、 元 治の 薩長 和解の 說を 以て 薩長 聯合 論の 始 とし、 自ら 稱 して 首唱者と 

して をり ます。 著者 は 並に 與 みしませ ぬ。 

山 藍の 試 賣，. J 病臥 

三 宅 は 國臣と 相 謀り、 特に 船 を 雇 入れ 綿と 鐵とを 積みて 發せ しむる 時、 此 S- が 流 傅して 多く 人の 耳目に 觸る， t を 不利 

とし， 上船 頭に 委細の 內情を 吿るを 避けまして、 た 大體の 事 を 知らし むる に 止めた ので、 船の 下關に 到る とヒ 頭 は 

取引の 手鑌と 相手方との #E 通の 惯 例に 異るを 見て、 種々 の 疑惑 を 生じ、 容易に 積 荷 を 交付す る を肯ん せす、 去って 筑前 

に 回航し ましたから、 阈臣は 廉作を 伴 ひ、 三月 十六 日に 竹 崎 を 出て 筑 前に 歸りェ 藤 等と 相談 をし ました。 

二 五 111 
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上船 頭 は H 藤より 委細の 事情 を 聞いて、 始めて 聊か 納得 をして 一 部の 綿 だけ は 交付し ましたが、 他の 積 荷の 大部分 

は已の 見込 を 以て 隨 意に 販寶 して 歸 るつ もりで、 肥 後 を 指して 回航して 了って、 闽臣 等の 豫 期した 交易の 計畫 は、 先づ 

頗る 腿 離しました。 併し 此 交易の 計畫 は、 元來薩 摩の 產 物の 販路 開拓 を 第一 の 趣意と した もので、 連 島より 積 下った 貨 

物 は斯の 如く 齟齬し また けれども、 同 臣等は 別に 此 間に 處 する 評議 を 定め、 國臣 自ら 染料の 事に 老熟した 紺屋 治右衞 門 

と 云 ふ もの を 伴 ふて 竹 崎に 回へ り、 竹 崎より 薩 摩の 藍 玉の 見本 二 俵 を携帶 し、 三た び 連 島に 到り 三 宅と 相談 を 遂げ、 附 

近の 染物屋に 就て 試 寶を行 ひ 使用せ しめむ としました 所が、 頗る 好評 を 博して 廣く 需用 者 を 得る 望 を 生じました ので、 

紺屋：^,^右3門と共に專ら贩賣取引の方法を講究し、 足 を 連 島に 留 むる こと 數 十日に 及びました。 

去年の 十 一 月、 月 照 圃臣の 入薩と 途中に 行 遠 ふて 藩 を 出で、 柬 行して 參 勤せられ た薩 摩の 新 藩主 島津叉 次郞君 は、 江 

戶に 於て 1¥ 督相續 の 手 績を終 はり、 家茂將 軍の 偏. 諱 を^け て 名 を 茂 久と更 め歸國 せらる" 途次、 五月 六日 を 以て 下關を 

通られました。 高 崎 善 兵 衞は白 石 正 一 郞を伴 ひ、 扈從の 老^ 島津豊 後の 旅舘に 伺候して 產物 交易の 事 を具狀 し、 白 石 は 

翌 七日 また 小 倉に 於て、 財務 主任の 重役 三 原 藤 五郎に 謁し 禀議した 次第 もあって、 豊後 及び 三 原 は 1 1 人の 言 を 聞いて 深 

く滿 足の 意お 表し、 猶ほ 十分に カを盡 くさむ こと を 命じました。 

此時阈 臣は述 島に 於て 紺屋 治 右衛門 を 顧問と して、 專ら山 藍の 販路 開拓 を 謀り、 七月に 及びて 車 漸く 緖に 就かう とす 

る 折し も、 適々 治 右衛門 コ レ ラを 息へ 急に 殁 したので、 唯 一 の 顧問 を 喪 ふて 如何す る こと も 出来ぬ 所から して、 據 なく 

竹 崎 及び 筑 前に 歸り 善後の 策 を 講ぜむ と 欲して 連 島 を 去り、 七月 十七 日 竹 崎に 到って 狀を 告げ、 ，n 石 廢作を 伴 ふて 筑前 

に歸 へり、 H 藤 等と 相談 を 遂げ、 廉作は 八月 九日 を 以て 先 づ辭し 去り、 阈臣 また 十五 日 を 以て 竹 崎に 到りました。 

然るに、 高 崎 白 石 等が 去年 來の盡 力に 依って 成立 を 告げた 薩長 兩 藩の 產物 交易 は、 種々 の 妨碍が 起って、 各々 已に事 


務所を 設け 吏員の 撰 任 も 終 はり、 今や 漸く 實行 せられむ とする 場合に 臨み 忽ち 破 壞に歸 し 去りまして、 薩摩 Q 魔物 殊に 

山 藍 は、 愈々 販路 を 他の 諸 1： に 開拓せ ねばならぬ 事情と なりまして、 速 島の 方面に 向 ひ 全力 を 用 ふる 必耍を 生じ まし 

た。 そこで 阈臣は 更に 三 宅と 會 ふて 相談した いと 思 ひまして。 此 月の 二十四日 また 竹 崎 を 去り、 四た び 速 島に 到り まし 

たが、 未だ 幾ば くなら す、 忽ち 暴 潟の 病に 罹りまして 發熱甚 たしく、 蓐に 伏して 起つ 能 はざる もの 十数 日、 一 時 は 人 を 

して 危惧の 念 を 抱かし めました けれども、 幸に して 九月の 中旬 を 過る と、. 病勢 漸を追 ふて 衰へ、 やがて 緩に 癒 ゆる を 得 

まし. UO 

此 時の 病名 は 明白で ありませ ぬが。 傳 ふる 所 CK 谷 體と經 過と を 以て 考 ふれば、 或は コ レ ラの樣 にも 思 はれます。 

航海 通商の 始 と共に、 印度より 病毒 を 輸入した と稱 せらる \ 此疫 は、 去年より 發 生して 謂 ふ 所の 安政 度の 流行と 

なり、 諸國に 蔓延して 多く 人 を 殺しました。 去年の 秋 世 を 去られた 島 津齊彬 公 及び 梁 川星巖 また 皆コ レラ でした が、 流 

行 は 年を越え て 凝ほ已 ます、 現に 近 ごろ 國臣と 同じく 連 島に 居った 紺屋 治 右衛門 も 此病を 以て 幾れ、 三 宅が 特に 雇 入れ 

て 綿と 鐵とを 積んで 回航せ しめた 船の 上船 頭、 また 疫を 病みて 長 崎の 綻泊 中に 斃れ たと 申します。 やはり コ レラ だら う 

と 思 はれます。 闺臣 また 盖し此 間より 病毒 を傳染 し、 然 かも 幸に して 死 を 免れた ので ありませ う。 

國 s の 病臥 を距る こと 半年 餘 りの 後、 櫻 田の 門外に 奮闘して 大老 井伊 掃 部 頭直弼 卿の 元 を 獲た と 云 ふ 義徒有 村 次左衛 

門兼淸 が、 東行の 途次 特に 連 島 を 過ぎって 國臣の 病床 を訪 ひ、 一 夕の 快談を 遂げて 去った の は、 此 志士の 事蹟 中、 また 

頗る 與味 を感 する 逸話であります。 


二 五 五 


二 五六 

有 村 次 左 衞門兼 清の 過 訪，、 」 幕府の 一 朱 銀 

^延 元年の 舂 三月 三日、 樱 田の 門外 飛 雪紛々 たる 處に、 長刀 を 揮 ふて 奮闘し、 天下の 大老 井伊 掃 部 頭直弼 卿の 首級 を 

賜 はった 有 村 次左衞 門兼淸 は、 安政 六 年の 夏、 一た び薩 摩に 歸 省し、 家人 同志と 相 見て 永訣 を 叙し、 重ねて 江戶に 赴く 

途次、 阈臣の 連嶋に 居る の を 聞きまして、 道 を 枉げて 之を訪 ひ、 時事 を 劇談す る こと 一夜。 頻に 朝廷 を威壓 する 幕府^ 

横！：^^を述べ、 井伊 大老の 必らす 斬って 除かねば ならぬ 所以 を 語って 去りました。 阈臣の 樱田義 擧の大 秘密 を 窺 ひ 知った 

の は、 蓋し 此時 を始 とします。 

此時次 左 衞！： が 三 宅の 求に 應 じて 留めて 置いた 一 朱 銀 一片 は、 櫻 田の 義 徒の 記念物と して、 今 摘 ほ 保^せられて をり 

ます。 此 一朱銀 は 安政の 開港 以來、 幕府 は 正貨の 濫 出と 用度の 缺乏と を 補 はむ が爲 め、 舶載の 洋銀 を 「& 和し 性格 を 低下 

して 改 鑄した 惡貨 |5 と稱 せらる \ もので、 有 村 は 適々 懷 中に 持ち 合 はせ てゐ たので、 取 出して 阈臣 等に 示し、 府の失 

政 を 論難する 一 ッの 證據 としまし たから、 三 宅 は 自ら 請 ふて 貰 ひ 受けた のでした。 

然るに， 次左衞 門の 留めて 置いた 一朱銀 を 善く 鑑別し ますと、 適法の 性格 を 完備した 純良の 貨幣で • 毫も 洋銀 を 混和 

した もので は 無い のです が、 當時 井伊 大老の 專 權を惡 むの 餘り、 斯 かる 流 說頻に 行 はれ、 次 左衞鬥 また 斯く 信じて 携帶 

して ゐ たのと 思 はれます。 維新の 後久 邇 宫朝彥 親王 は 嘗て 此 一 朱 銀 を御覽 になり 由來を 聞かれまして、 これ は 何等の 異 

狀 もない 眞 正の 貨幣で あると 稱 せられ、 井伊 大老が 多く は此 種の 構造 せられた 流 說の爲 め、 非命の 最後 を. 遂げた のを憐 

み、 深く 同情 を 表せられ たと 申します。 政權を 握り 要路 を 占む る 人、 往々 斯 かる 道 聽途說 に 誤られ、 衆 怨の府 となって 


斥 を 蒙る は、 古 來數ば 反 if せらる & 所の 事 實で、 11 目論の 自由 多き 今日の 社會. 此風は 摘 ほ だ •  ぬに 行 はれます。 井伊 

大老の 犬 下の 憎惡を 受けた の は、 別に 大 なる 理由 もあって、 固より 權 造せられ た 流 說の爲 に 誤られた ので は 無かった と 

しても、 鬼 も 角 も 當時斯 かる 流 說の頻 に 行 はれた こと は 分ります。 

次左衛 門が 安政 四 年の 東 役 後、 一 たび 歸 省した 事實 は從來 頗る 瞹眛 で、 此 等の 研究 最も IT 密な櫻 田 義擧錄 の 著者 も、 

疑惑 を 抱いて をり ました。 夫で 連嶋に 國臣の 病床 を訪 ふたの は、 次左衞 門で はなく 此年を 以て 東 役した 次左衞 門の 兄 雄 

助で は あるまい 歟と思 ひました が、 善く 考證を 加へ ると、 雄 助の 東行した 時日 は、 國臣の 病臥の 頃と 逮 ひます。 然うして 

有 村 家の 文書 中に、 次左衞 門の 此歲 八月 廿九 日付 を 以て 弟の 如 水に 寄せた 書が あって、 黑 崎に 於て 人物 を 描いた 窗幅を 獲 

たから、 贈與 する. E を 記して ねます。 發 信の 場所 は 明かに 分り ませぬ けれども、 小 倉 か 下關の 逢に 於て 筆 を 執った もの 

と 見えまして， 次左衛 門の 歸省は 果して 事實 で、 連嶋に 國臣の 病床 を訪 ふたの も、 全く 此人 である こと を 知りました。 

次左衞 門の 長兄 海、 y 田が、 七月 十八 日 を 以て 白 石 正 一 郞に 寄せた 書 もあって、 事 は 多く 國臣 と相關 して をり ます。 

久々 不：. 承 11 御 左右 1 候 得 共、 彌御 健康 可レ 被い 成， 1 御座, 大慶 御 儀 奉レ存 候。 二に 小 子 事 も 御 同然 罷在申 候。 乍 レ憚御 休意 

可 レ被千 候〕 扨 同藩 川 元 淸兵衞 と 申 者、 當三 四月 頃爱許 出立 之 節、 艸翰 一 封 差 上申 候處、 持 參仕候 哉、 其砌 せ： 崎 司 S 

臣) 殿 江 一 翰 相認屆 方之義 奉, 願 候處、 定而 御世 話： 愈， 下 候 半 奉レ謝 候。 度々 御 面 働 千 萬 奉, 存候得 共、 又々 宫崎氏 江 一封 

差遣 度 候 問、 何卒 便宜 之 節 糙に相 屆候樣 御 取 計 被， 下 間 敷 哉 奉, 願 候。 自然 便宜 も 無 ご Z 候へば、 愚弟 近々 御 地 通行 可レ 

仕 候 間、 其砌迄 御預置 被：. 下 度、 左 候 得 者 愚弟 參 上いた し 其 上 何分 可い 奉レ願 候。 幸此節 同役 益 山 東 石と 申 者 出立に 付、 

御 安 否 伺且如 レ此. 幸, 願 候。 細事 は 益 山より 御 聞 取 可：， 被, 下 候。 時分 柄 之 事に も 御座 候 間、 何卒 御 自愛 無二 御旅 一 1 

に 奉レ存 候。 恐惶 i 目。 

二 五 七 


ニ五ル 

尙 々 官崎氏 い づ方江 滯足 哉も雞 k 計、 旁 A 御 面 働 奉：^ 存候得 共、 可レ然 奉レ願 候。 

七月 十八 日  有 村俊齋 

白 石 正 一 郞樣 

海， は， y 歳の 舂も國 臣に書 を 寄せた と 見えます。 二 書 共に 殘 つて ゐ ない ので、 內容の 如何 は 分り ませぬ が、 去年の 

冬、 大 隅の 重 富 驛に手 を 分って から、 猶ほ往 々消息 相 通じた こと は 思 はれます。 然うして 此書ホ に 謂 ふ 所の 『愚弟 近々 

御 地 通行 可， 仕 候 間』 の 一節の 愚弟 は、 卽ち mi 崎に 於て 人物の 翥幅を 獲て 弟 如 水に 贈與 した 次左衞 門に 當 ります。 唯 次 左 

衞門は 船 等の 都合 か 何 かで 下 關を經 由す る 暇の なかった の歟、 その 來訪 のこと は 白 石 日記に 見えて ゐ ませぬ。 或は 白 石 

の 家 を 過ぎら すして、 直に 連 嶋の國 臣を訪 ふたので ありませ う。 

山 藍の 販路 開拓 策の 頓挫，、」 西歸 

國臣の 病勢 は 九月の 中旬 を 過ぐ るに 及び、 漸を追 ふて 減退し ました けれども， 未だ 急に 全治す る模樣 もな く、 猶ほ 起居 

を缺 き、 依然として 蓐に 伏して ゐ ましたが、 竹 崎の 方の 高 崎 白 石 等 は、 山 藍 を 積み出す 準備 全く 成る を 告げまして、 

頻に 岡臣の 歸來を 待った をる ので、 闽 臣は據 なく 三 宅と 相 謀り、 三 宅 を 促して 代 はりて 行かし めました。 そこで 三^ は 

特に 醫師と 看護人と を附 けて 國臣の 事 を 委ね、 巳れ は藝 州の 親族 を訪 ふと 稱し. 錢に 領主の 許可 を 得て 家 を 出で、 九月 

二十 二日- 竹 倚に， 到り 始めて 高 倚 白 石と 會 見し、 親しく 相談 をして 評議 は 全く 熟しました。 


然るに、 今年の 三月、 綿と 鐵とを 積んだ ま.. -、 肥 後の方 を 指して 筑前を 去った 三 宅の 船 は、 半年 を閲 しても 凝 ほ HI へ 

て來 ませぬ。 三 宅 は 竹 崎に 着いて から、 人 を 遣って 迎 へしめ ますと、 上船 頭 は 急病 を 以て 長 崎の 碇泊 中に 殁し、 船 は 舟 

子ば かりで 歸 つて 來 ました。 そこで 筑 前の 御船手 組の 浪人 井上 孫 三 郞と云 ふ もの を 頼みて 上船 頭と し、 多額の m 藍 を 積 

み 込み、 高 崎 善 兵衞は 公然 島津 家の 名 を 以て 連 島の 領主 山 崎 家に 掛合 ひ、 產物 交易の 承認 を 求む るつ もりで、 自ら 附役 

萩原 堅 助と 白 石蔬 作と を 伴 ひ 僕 一人 を 隨へ、 十月 十日 三 宅と 同じく 下 關を發 して 連 島に 到り、 病 粗 ぼ 癒えた 國臣と 相 見 

て 俱に事 を 謀りました。 

髙崎三 宅 等の 一 行 連 島に 到った 後、 白 石 正 一 郞 より 國臣に 寄せた 書が あります。 

久々 寸 楮も不 v&rSt 御 疎音 罷過奉 k 背- 1 本意 1 候。 時下 寒冷 相 成 候處ぶ 化々 御 勇健 被レ成 H 御 滞留-恐 賀不 ぃ尠奉 k 存候。 先 

日 は 三 宅 氏 御 下向 ゆるく 御 相談 申 上 大慶 奉レ存 候。 其 後 高 崎 君 廉作御 同船に 而御 出帆 相 成 申 候。 此節は 定而御 打 寄 

御 相談 最中に 候半與 奉レ存 候。 當 地に 而は御 都合 至極よ ろしく、 定而 追々 御 承知 被い 成 候半與 奉レ存 候。 尤此 上^ 地 公， 邊 

向上 都合 無-一 御手 拔ー御 取 計 奉レ願 候。 

1 先達 而 より 御 不例 被 A 成， 一 御 坐 1 候 由 承 申 候、 此節は 如何 引/御 養生 肝要 奉い 存候。 申 上 候 も 疎に 御座 候 得 共、 命より 

大切なる もの は 無二 御座 1 候。 

刖而當 時 之 形勢 一 同 も 早く 御 快 健 願 はしく 奉：. 存候。 

先 者 用齊迄 草赂仕 候、 萬 事 御 歸關之 上 拜顔與 申 縮 候。 謹言。 . _ 

十月 十四日  ， 资  興 

宮崎樣 御 侍史 

1J 五 九 


二 六 o 

此書辭 令 g 翁-に 禮も備 はって、 獨り當 時の 事情 を考 ふる を 得る 許で なく、 白 石の 人柄 も 自ら 思 はれます。 然うして 『別 

而當時 之 形勢 一 同 も 导く御 快 健 願 はしく 奉レ存 候』 の 數語を 添へ 來 つて 無限の 煙波 を 生じ、 三 宅の 鐵物 店の 番頭と して 今 

方 さに 病める 我が 瘦せ 浪人の 志士 をして、 九 鼎大呂 より 重から しめます。 

髙崎普 兵衞白 石廉作 等の 一 行 四 人 は、 阈臣の 病 を 養 ふて をる 三 宅の 別宅に 客と なって 滯在 する こと 五十 餘日。 近鄉近 

在 五六 里 四方の 染物屋 を 招き 寄せ、 積んで 來た山 藍 を 出して 寶 買の 相談 をし ます けれども. 國臣 が曩に 見本 を 示して 品 

評せし めた 時と は、 價 格に 甚だしい 相違が あって、 到底 取引 を 行 ふ 見込 は 立ち ませぬ。 これ は 1 ッは 品質 粗惡で 種々 の 

缺點を もって ゐた爲 だとし ましても、 一 ッは薩 摩產の 輸入に 壓 せられて 從來の 利益 を 失 ふ 輩、 頻 に惡』 S を 放って 妨害 を 

加へ、 領主 山 崎 家の 吏員、 また 他國 人の 入り 來 つて 販寶 する を 好ます、 密に 援助 を與 へて 取引の 成立つ こと を 沮止した 

故で ありました。 

領主 山 崎 家の 役所 は 連 嶋を距 る こと 十 里、 川上 郡の 成 羽です から、 高 崎 は 書 を 作り 附 役の 萩原 堅 助 を 三 宅と 同行 させ 

て 成 羽に 遣り、 島津 家の 名 を 以て 交涉 せしめ ましたが、 山 崎 家の 吏員 は、 他國 との 應接 は總 ベて 江戸 屋敷の 留守居 役に 

於て 行 ふ を 例と し、 領地の 役人 は斯 かる 事柄 を 取扱 ふこと は 出来ない と 申して、 高 崎の 書 を 受け 附 くる を 担む ので、 三 

宅と 获 原と は 空 しく 歸 つて 来ました。 そこで 高 崎 また 自ら 往 つて 成 羽の 役所 を訪ひ 十日ば かり も 滞在 をして、 幾た びか 

蔡 情 を 悉くし 交涉を 重ねました けれども、 山 崎 家の 吏員 は猶ほ 同一 の 趣意 を 繰り返へ し、 飽くまで も 應答を 避けて 耍. 锁 

を 得 ませぬ U 結局 高 崎 は江戶 屋敷に 移牒して 交涉 する の 外な きを 認め- 交涉を 中止して 歸り、 三 宅 等と も 相談 をして、 

1 先 づ連嶋 を 去る に 決しました。 

國臣も 今 は 化けの皮 漸く 露 はれ、 三 I モの鐵 物 店の 番頭と して は 潜んで 居られ ませぬ から、 暫く 西の方へ 歸 つて 病後の 


身 を 養 ふこと に 致しまして、 此 歳の 正月 始めて 三 宅を訪 ふて 參 つてより、 幾た びか 筑前 及び 竹 崎との 間 を 往来して 一 年 

を 送った 連 島の 地 を 全く 辭し、 高 崎 等と 船 を 同く して 去りました。 

高 崎國臣 等の 一 行 五 人が、 下 關に歸 り 着いた の は、 安政 六 年 十二月の 十五 日で ありました。 

"一 

三 宅 定太郞 の 閉門 謹慎，、」 宿 案の 廢棄 

國 臣が此 歳の 正月、 自ら 三 宅を說 いて 計 劃の 端 を 開いた 產物 交易の 案 は、 八 九月の 久 きを 費して 議 漸く 成熟 を 告げ ま 

して、 今や 將に實 行せられ むと する 折し も、 斯の 如く 品質の 粗 惡と連 島の 領主の 故障と に 依って、 忽ち 頓挫 を 生じ まし 

たが， 此 事業の 有利な こと は、 人 皆 之 を 認識し、 猶ほ 多大の 望を屬 しました から、 高 崎 は 一 たび 連 島 を 去っても、 更に 

相當の 準備 を 整へ、 ふた- 1 び 手 を 著く る 心算でした。 

適.， 近鄕 近在より 招き 寄せた 當 業者のう ちで、 福 岡 屋利吉 と 云 ふ もの は、 嘗て 阿波に 居る こと 三十 餘年。 また 薩 摩に 

入った 閲歷 もあって、 最も 藍の 鑑識に 老巧で したが、 薩 摩の 地質 は 藍の 培養に 極めて 適して をろ けれども、 種子の 撰擇 

宜しき を 失 ひ、 製造 また 未だ 精し からすと 言 ふ 所、 甚だ 理が あるので、 高 崎 は 三 宅に 阿波より 適當の 種子 を 取 寄せ、 且 

つ 利 吉を雇 入れて 薩 摩に 遣す こと を賴 み、 また 交易 品と して 備中 地方の 綿を薩 摩に 送る 約 を 定め、 猶ほ將 來の計 靈を熟 

議 して 去りました。 

然るに、 高 崎國臣 等の 一 行、 連 島 を 去った 翌日、 山 崎 家の 吏員 は、 三 宅 を 役所に 召喚し、 他國 人と 結合して 事 を 謀り、 

成 羽まで も 立 入って 役所に 種々 の 煩 勞を與 へたの を尤め • 且つ 認可 を 請 ふの 手續 をし ないで、 妄に 浪人 を 留め 滯在 さし 
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たの は^だ 不行届 だと， 嚴び しく 譴責 を 加へ まして、 閉門 讜愼を 命じ、 同時に 親族の 人々 相 集って 善後の 處ぎを 讓.； L 

堅く 三 宅 を 戒めて 他 函人と 交る を 禁じ、 新しき 事業に 手 を 染める の を 差 止めました。 

三 宅 元來. E 緒の 久しい 素封家で すから、 勢力 名望に 富める 親族 宗族 も數多 ありました。 中で 三 宅 安八と 云 ふ もの 獨り 

三 宅の 爲す 所の 必す しも 不可と 爲し雞 きを 承認した 外 は、 幾ん ど 皆 一 致 合同して 反 對の意 を 表し、 高 崎の 自ら 成 羽に 到 

つて 山 崎 家の 吏員と 交涉 した 時 は、 渡 邊年三 郞と云 ふ もの、 他の 一 二人と 共に 親族 を 代表し、 急 輿を馳 せて 先づ成 羽に 

到り、 豫 め密吿 する 所があって、 十三の 察 項 を列擧 して 苦情 を訴 へ、 極力 三 宅 等の 計畫を 妨げました。 

然うして 列擧 した 事項のう ちに は、 三 宅の 別宅に 滞在した 一行が 好みて 獸 類の 肉を啖 ひ、 或は 驚の 血 を 吸 ふ 事實を 數 

へ、 是 等の 鞏は 士分の 人と は稱 すれ ども、 必 すし も然 うと は 思 はれぬ こと を 指摘し、 或は 穢多の 類 かも 保し 難いと 中 

立てた さう です。 當 時の 裏面の 事情と 社會 一 般の 風習 も 自ら 分ります。 領主 山 崎 家 は、 固より 三 宅の 爲す所 を 好ます、 

親族 宗族の 人と 意見 を 同う しました が、 勢力の 微弱な 交代 寄 合で、 一行の 激昂 を 招き 事 端 を 生す る を 慮りまして、 島^||1： 

家の 名 を 以て 交涉 した 高 崎に 對 して は、 唯 先例と 稱 して 依 違 之 を 避け、 且つ 急に 三 宅を譴 貴す る こと もせす。 一 行の 述 

鳥 を 立 去る を 待って 直に 此厳令 を 下しました。 

新うな ると、 三 宅 は 如何す る こと も出來 ませぬ" 箐を高 崎に 贈って 事情 を 吿げ、 產物 交易の 計 薔 は 約を遂 ぐる 能 は ざ 

る 趣 を 知らせました。 高 崎 は 報 を 得て 頗る 望 を 失 ひました が、 答 書 を 寄せて、 種子の 購入と 福 岡 屋利吉 の 派遣と は、 約 

に從 ふて Is- 行 T る こと を賴 みました ので， 三 宅 は 閉門 謹慎の 間、 猶ほ盡 力 をして 自ら 費用 を 辨じ， 高 崎の 望 を 遂げ ま 

した。 

然るに- 薩 摩の 政廳 また 此 前後 を 以て 改革 行 はれ、 嚮に高 崎と 白 石との 說に聽 いて 深く 贊 同した 島 豐後三 ig§ 藤 五郎 


の 諸 m_ 役 は 退けられて 權 要の 地 を 去り、 藩 狀一變 して 事 多く 高 崎 等の 意の 如くなら す、 ，ァ 、で 高 崎 また 職を轉 じて 歸國し 

たので、 產物 交易の 案 は 全く 廢^ せられました、 梅 田 源 次 郞の遣 策より 起った 安政の 勤王家の 商法 は、 維新の 後に 於け 

る 士族の 商法と 同じく、. S しく 失敗の 跡 を 留めて 止みました。 阈 臣は此 一 年間の 事を稱 して， 去 下-一 備中連 島 n 客 一三 宅 

氏： 且變 ニ商賈 1 欲 1 爲ニ陶 朱 公？ 屡 失 11 利貨？ 發レ 病、 冬轉 1 一 赤 間關； 寓ー& 石 家 1 超レ 歳と 云 ふて をり ますが、 一 時 は隨分 それ は自 

ら主 となって 熱心に 努力した ので ありました。  . 

三 宅と 國臣と は、 此時 別れて 後、 ふた.^ び 相 逢 ふの 機會 なくして 世 を 終 はりました。 然うして 文久ニ 年の 春の 末、 國 

臣が 播州の 大藏 谷より 藩主 黑田 長溥 公の 駕に從 ふて 歸る 途次、 連 島の 近傍 神邊を 過ぐ る 時、 書 を 贈って 形勢の 切迫 を吿 

げ三 宅の 驟起を 促す と、 三 宅 は 慨然と して 志 を 立て 家 を 出で ました。 その 頃 は 六十 餘 町の 田產、 殘る所 纖に八 町で あつ 

たと 申します。 親族 宗族の 群がり 起って 交々 異議 を唱 へ、 或は 瘦 浪人との 交際 を戒飭 し、 或は 勤王家の 商法 を妨沮 した 

もの、 抑 > ^また 所以な しとし ませぬ。 乍 併 若し 三 宅に して 斯 かる 志と 斯 かる 事と がなかったら、 著者の 平野 國臣 傳を讀 

まる \ 諸君、 また 恐く は茫々 たる 天地の 間、 嘗て 世に 三 宅 装なる 者の 居った の を 知らる X 人 は 甚だ 尠ぃ であり ませう。 

安政 六 年の 臘尾 

國臣が 高 崎 善 兵衞白 石廉作 等の 一 行と 船 を 同く して 西歸竹 崎に 到ります と、 ェ藤左 門 また 筑 前の 玄界 島から 微行して 

來 り相會 し、 白 石の 家に 留る こと 數日。 國 臣はェ 籐の歸 るに 托し， 書 を 父の 吉郞 右衛門に 寄せて 近狀を 告げ、 且つ 求む 

る 所が ありました。 

li 
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益. - 御機嫌 能 被 レ遊ニ 御座 1 候 段 奉， I 恐悅ー 候。 

一 一 私 機 其 後備 中 へ 罷越、 九月 初より 病發 にて 、近頃 迄 藥用仕 候處、 當時は 平癒 仕 申 候、 御 安心 可, 被, 爲下. 薛。 

去ル 十五 日 下 關白石 家へ 着 仕 候、 當所 にて 被レ留 候に 付、 病後 體を厭 ひ 年內は 潜行 茂 不レ仕 候 間、 切 角 御 自愛 御超歲 

可 レ被レ 遊 候、 來卷暖 氣に相 成 候 は 1-、 拜顔之 爲竊に 潜行 可, 仕 候。 

扭御 母公樣 御病氣 追々 御 快 被， 爲レ在 候 半、 塞 中 御 厭可レ 被, 遊 候 。右 私 病 氣に付 而は永 滞留に 相 成、 且 衣類 差つ かへ 

得 ども、 先方より 綿 物 二 羽織 等持吳 候 間、 當分寒 氣も相 凌 候 得 ども、 左 之 品 御 飛脚 便に なりと も 柳行李 入 組に して、 王 

月に かけ 御 贈 可 レ被レ 賜 候。 恐！^ 謹言。 


宫 


司 


十二月 二十日 

御 親父 樣 尊下 

1 綿 入 一枚  一 絹 木綿 羽織 二 枚 

1 拾  壹枚  j はだぎ 一枚 

1 金壹兩  一 單 物 一枚 

右 は 下 之 闢鍋ノ 町 袋 町 網屋茂 兵衞方 -1 而薩州 御付ケ 役 获原賢 助 

右 之 人 W 頼 置 候 間、 同人 迄 上 封に 而御 蹬可レ 被- 1 爲下ー 候 。右 は 小 倉黑崎 船繁場 近くに 御座 候 間、 便利 之 所に 卸： # お 。尤 

同人 承知 之 事。 


闽 臣は 一 年の 間 東西の 富豪の 家 を去來 しまして， 專ら收 利 を する 産物 交 あの 事 を 致しました け^ども、 ；ら 拾す る 


の 計 は 極めて 乏しく、 斯 かる 木綿の 衣服と 一雨の 金と を だ も、 家 道 寒 素な 父親の 贈與に 待つ の必？ lz を 感じた ことが 分り 

ます。 然うして 國 臣は此 書に 於て 洩 した 消息の 外、 猶ほ 暫く 足 を 竹 崎に 留め、 書史と 親む の 閑を偷 み、 徐に 時勢 を 窺 は 

うとした 情沉 もあって、 弟 三郞能 得の 話に よると， 國臣 は此頃 その 嘗て 弓馬の 故實を 研究して 著作 を 企 だてた 稿本、 及 

び參考 書類の 送付 を 求めた ので、 三郞は 父親の 命 を 受け 自ら 整理 を 加へ、 一 括して 5^ 付した もの、 凡そ 兩掛の 半 荷 位 は 

あつたと 申します。 此 文書 は 維新の 後、 國臣の 遺族に 於て 搜索 しました けれども、 早く 散逸して 歸來 しなかった さう で 

す。 下關小 倉の 地方、 現に 往々 國臣の 自筆に 成った 遺稿 寫 本の 類の 發 見せら る- -の は、 蓋し 斯 かる is!^ 情 を 以て 散逸した 

文書の 一 部 だら うと 思 はれます。 

國臣が 三 宅と 高 崎 白 石 等との 間に 介在して 計 劃し、 自ら 局に 當 つて 奔走 周旋した 產物 交易の 案 は、 不幸に して 失敗し 

ましたが、 然 かも 此間高 崎 白 石 等の 爲に、 その 勤王の 志操 氣慨の 外、 猶ほ 一 種 經紀の 才幹 ある こと を 認識 せられて 信頼 

を 蒙り、 是 より 薩 摩の 志士との 交 態 は 愈. -深密 を 加へ、 薩 摩の 志士の 與り 聞く 程の 天下の 機 事 は國臣 また 幾ん ど總 ベて 

與り 聞く 人となりました、 連 島から 歸 つて 後、 間もなく 嘗て 有 村 次左衛 門の 過訪に 依って、 先づ 聊か 窺 ひ 得た 樱 m 義擧 

の 決行 期が、 江戶に 於て 一刻々 成熟し つ- r ある 大 秘密 を 知り、 暫く 自適 優 遊して 病後の 身 を 養 ひ、 徐に 時勢 を覜 望せ むと 

した 心算 を 一 擲し 去り、 萬延 元年の 舂を迎 ふると 共に、 起って 筑 前に 歸り、 或は 犯 法 亡命の 人た る を 顧みす、 書.^ 藩主 

長溥 公の 左右に 上って 建白 も すれば- 或は 密に藩 人 の^を 遊 說し、 勤： 土 論の 振興 を 助けて 盛に 暗中の 飛躍 を 試み、 爲に 

政廳の ：0^ 惡を受 る こと 甚だしく、 嚴 急な 追究 を 蒙る に 至りました。 

國臣は 安政 六 年の 祖くを 送らう として 高 崎 善 兵衞と 同じく 白 石 正 一郎の 家に 居ります と、 善 兵 衞の長 猪太郞 は、 堀 

仲左衞 門と 相携へ 江戸より 急行して 藩に 歸る 途次、 臘末 二十 九日の 夜 深 を 犯し， 白 石の 水門 を 叩いて 來り訪 ひ、 歲盡く 
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る 日、 海峽を 越えて 去りました。 

白 石 日記に 見えて をり ます。 

二十 九日 夜半 i: 門ヲ 叩キ、 薩藩堀 仲 左 衞門君 高 崎 猪太郞 君、 原田彥 右衛門 ヲ御召 連、 急 御用 一一 テ 歸薩ノ ョ シ、 高 崎 

翁 此方へ 御 滯在ー 1 付來駕 ァリ。 薩州ノ 御 交易 一條、 先達 而 讒訴 故 一一 此方 手 ヲ引キ 居候 段、 氣ノ毒 一一 ヲモ ハレ、 其 取 

成 十一 一八 九 相 調 候 樣可レ 致トノ 懇切 御 話 承ル。 同 晦日、 堀 君 高 崎 猪 太郞君 原田ト 三人 歸薩。 高 崎 翁ト宮 崎 司 兩人ハ 滞 

在 越年。 

謂 ふ 所の 高 崎 猪 太 郞は高 崎 善 兵衞の 長男 卽ち 後の 男爵 五六。 『薩 州ノ御 交易 一 條 讒訴 故 一一 此方 手 ヲ引キ 候 段』 と ある は、 

毛 利 家と 島 律 家との 間に 一 曰 一成 立した 事の 話で、 三 宅と^ 臣 との 募ら 計 劃した ものと は、 自ら 別です。 

堀 仲 左 衞門は 去年の 十 一 一月 一 たび 藩に 歸り、 適々 投 海の 變趱に 蘇生して 猶ほ 病臥して ゐた西 鄕と褥 上に 別れて^ 行し 

た 後、 江戶に 於て 高 崎 等と 同じく 藩 中の 志士 を 代表して 水戶 人と 相 謀りまして、 井伊 大老 を 斬って 除く の 秘策 を 定め、 

計 割 着々 として 歩 を 進め、 實 行の 期 漸く 決せむ とする 折し も、 薩 摩の 政廳 では 堀 高 崎 等の 急激な 企 圖 を 察して 知り、 そ 

の延 いて 島津 家の 患難 を 生す るを變 へ、 旨 を江戶 屋敷の 重役に 傳へ. 理由 を吿 げすして 二人に 歸藩を 命じ、 足 1： 原田彥 

右衛門 を附 けて 隨行 とし、 實は密 に 途中の 行動 を 監察せ しめました。 二人 は 遺憾 巳み 難き ものが あっても、 役の 厳命 

を 如何す る こと も出來 ませぬ から， 餘镇 なく 江戶を 去って 歸 程に 上りました。 二十 九日の 夜 深、 白 石の 家 を訪 ふて 來た 

の は 即ち 此 途次でした。 

白 石の 日記 は抄錄 した 通りで 此 間の 委 はしい 消息 は 分り ませぬ が、 國臣は 翌萬延 元年の 春、 堀 仲左衞 門と 相議 して 機 

密の辜 を. 謀り、 また 此顷 より 最も 深く 高 崎 猪 太 郞と相 交 はった 所 をみ ますと、 今し も 安政 六 年 僅に 一 日を餘 すの 夜、 订 


を 洗 ふ 波の 聲を 聞きつ --、 爐を 圍んで 語り 交 はした ことの 情味 多き ものが あったり は 描して. られ ますび 

長 州 竹 崎の 潜 居ぐ」 瀨戶物 店の 支配人 

n 臣は薩 摩の 苦 船 役 高 崎 善兵衛 と共に 長 州 竹 崎の 白 石 正 一 郞の 家に 於て、 萬延 元年の 春を迎 へました。 

去年の 秋 このかたの 恙病 は、 已に粗 ぼ 治癒し ました けれども、 身體 四陝 の 自由 未だ 舊 の-如くなら ぬので、 摘 ほ 暫く 豫 

後の 攝 養に 勉め、 氣 侯の 和 順 人に 可なる 頃 を 待って、 潜行 福 岡に 歸り 父母 を 省す る 心算 を 抱いて ゐ ました。 主人の 正 一 

郞は國 臣が嚮 に 三 宅を說 いて 產物 交易の 案 を 立て、 自ら 東西 を來往 して カを盡 した 實狀を 親しく 目搫 し、 頗る 感服し ま 

して、 その 獨り君 國を憂 ふる 志の 極めて：^ きば かりで なく、 才幹 機智 また 自ら 委任す るに 足る を 知りました から， 乃ち 

勸 めて 足 を 竹 崎に 留めし め、 已れの 近 ごろ 開設した 陶器 販賣 店の 事務 を 管理せ しめる こと を 思 立ち、 二月 十四日 始めて 

意 を 國臣に 告げて 相談 をし ました。 

去年の 春は備 中の 連 島に 於て、 三 宅の 鐵物 店の 番頭と なり、 今年の 舂は竹 崎に 於て. HI 石の 瀨戶物 店の 支配人と 云 ふ Q 

です。 謂 ふ 所の 勤王の 大志 士贈 正 四 位 平野 1 一 郞國臣 先生の 閲歷 また 甚だ 奇 であります。 

^して 瀨戶物 店の 支配人た る こと を 早速 承諾した 歟， まだ 暫時の 間な りと も、 實 際に 管理の 事務 を 執った 敷、 それ は 

今 明かに 分り ませぬ。 此頃 恰も 嘗て 著述 を 企 はだて た故實 文書の 原稿 若く は寫 本の 類の 送付 を 福 岡の 家に 求めた 淸况か 

ら考 へる と、 暫く 足 を 竹 崎に 留めて；. K 下の 形勢 を 窺 ふとした 模様で、 或は 閑に 乘 じて 書 を 請み 筆 を 執りたい と 思 ふた 痕 

跡も殘 つて をり ます。 此間 また 漫然 手 を 空く して 白 石の 寓公 たる を 好まざる 事情 もない には^らぬ として、 fi 戶物 店の 
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支配人た る 相談 は 一 先づ 成立した と Jn- て 可いで ありませ う。 

阈臣は 安政 五 年の 八月、 政廳の 許可 を 得すして 上洛した 後 は、 犯 法 亡命の 人た る を 免れ 難く、 政廳 また 嘗て 檢束 を— ほ 

へむ として、 密に 物色した 事資 はあります けれども、 元來 た^ 許可 を 得すして 境 を 越えた と 云 ふに 止まり、 然 かも 無職 

無 祿の足 1^ 浪人で、 固より 職務 を 抛棄して 藩を脫 した ものと は、 全く 情狀を 異にしまして、 敢て 重い 犯罪者で も ありま 

せぬ。 それで 政廳 また 飽くまで 追究し やうと する こ ともなく、 去年の 舂 このかた 幾た び も 潜行して 幅 岡に も歸 つた 程で、 

暫く 足 を： g 外の 竹 崎に 留めて 商店 を 管理す る 位 は、 格別の 不都合 を 感ぜぬ ので、 白 石 は 此事を 以て 相談 をしても、 欺か 

る 故障に 就て は、 何の 懸念す る 所 もなかった のであります。 

竹 崎の 潜 居 は 暫く 然ぅ云 ふ情况 でした から、 折に ふれ 事に つけて、 自然 物 を かいたり 歌 を咏ん だり した 害と 思 ひます 

が、 當 時の 製作と 覺 ゆるの は、 多く 殘 つて ゐ ませぬ、 饞に j ッニッ の 歌が 傳 はって をる 許です。 

袂 ふり はへ 振り はへ て やなぎ か 浦に つど ひたり 

如何なる 風に なびき けん 


ちぎりし 人の 音せ ねば 

す i- りの 海 は 前に あり 

^^カけりとは知らねども 


摯 かけ 山 は 後な り 

昔の もじの 關の あと 


ル 外に は、 櫻 田の 義擧を 咏んだ 歌 や、 父親に 寄す る 書中に 記して 心蓽を 述べた 歌の 數首 あるの みでした 0 

白 石 正 一 郞の 企劃，/」 筑， 前の 殖產策 


白 石 I^n 郞は 恭謙？ J 良の 風を帶 びた 人物と して 聞え て をり ます けれども、 元來は 頗る 謄略も あれば 雄心 もあって、 自 

家の 事業 を恢弘 して 大に 手腕 を 揮 ふの 志 を 抱いて ゐ ましたが、 唯 身 は 一 萬 石の 小 諸侯た る 支藩淸 末の 治下に 居り、 狹隘 

の 境域 固より 驥足 を 仲ば すの 地を餘 しませぬ。 宗藩 及び 他の 諸 支 藩 また 古来の 慣例 習俗が あって、 容易に 割り込ん 手で 

を 著く る ことの 出來 ない 所から して、 高 崎 善兵衞 等の 周旋 を 以て 島津 家の 御用達と ならう と 云 ふ考を 起しました。 安政 

四 年の 頃から 薩摩 人との 間に、 深き 關係を 生じた の は、 即ち 此が爲 でした。 然うして 白 石 は島津 家の 御用達と なると 同 

時に、 併せて 黑 田家の 御用達と なり、 一方に は筑 前の 産物 を販賫 し、 一 方は黑 田家の 經營 せらる & 精練 所に 必要なる 原 

料 を 納入す るつ もりで、 ェ 藤は此 間に 尊ら 周旋の 勞を 執りまして、 萬延 元年の 春の 頃 は、 事 漸く 成らむ とする 勢でした。 

然うして 筑 前の 産物 を販寶 する の は、 必す しも 特^な 御用達の 資格 を帶 ぶる を 必要と しませぬ から、 白 石 は 早く 巳に 一 

個の 支店 を 已が往 宅の 近傍に 設け、 先づ 試に 筑前產 の 陶器 を販賣 しました。 管理の 事 を 擧げて 阈臣に 托せむ としたの は、 

卽ち此 支店で ありました。 

抑. -白 石の 先づ 試に 自ら 販賫 せむ とした 筑前產 の 陶器 は、 藩主 長溥 公が 嘉永 安政 このかた 島 津齊彬 公 伊達宗城 公 等と 

見る 所 を 同う せられ、 力 を 領內の 殖產與 業に 用 ひて 鋭意 計畫 せられた 結 rar 新に 改良 を 加 へられて 起った 物產の 一部で、 

此 種物 産の 販路 擴 張の 如き は、 長溥 公の 自ら 喜んで 與り 聞かる- r 所でした。 就中 精練 所の 製造 事業 は、 公の 多大の 與味 

と 待望と を 以て 創設 せられた 新 事業で、 公 は 特に 深く 信任 せられた 格式 奥 頭取の 吉永源 八 郞を擧 げて總 裁と し、 且つ 國 

臣の 始めて 北條 右門と 相識った 頃、 宗 像郡大 島の 在 番役を 勤めて ゐた野 田 勘 之 丞等を 主任と して、 各 方面の 事 を擔當 

せしめ、 實は 長溥公 自ら 接に 管理して 指導 を與へ て 居られました。 ェ藤左 I： が 白 石の 爲に 專ら 周旋の 勞を 執った の は、 

吉永源 八 郞と交 態 格別に 深く、 彼我の 事情と 意思と を疏 通す るの 便宜 極めて 多かった 故で、 白 石が 國臣に 托する に 陶器 
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店の 管理 を 以てした の も、 蓋し 主として ェ藤 等との 關係 尋常で なく、 延 いて 吉永 等と も 消息お のづ から 相 通す る 所 ある 

を 知って をる が爲 でした。 

で Kllsa 公の 左右に は， 國臣を 庇護す る を 嫌 はぬ 吉永源 八郞も をれば、 此 時まで は 政 廳は必 すし も 深く 國 臣を惡 むの 

もなかつ たので、 若し 白 石の 陶器 店 を 管理し まして、 長溥 公の 最も 留意 せらる. ^産物の 贩路擴 張の 爲に、 幾分の 成績 

でも あったら、 その 恩赦 を 蒙って； i 岡に 歸る 自由 を 得た の は、 推して 知られます。 

然るに 樱 田の 蔡變 やがて 發生 しゃう とする 天下の 風雲 は、 國臣の 安閑と して 瀬戶物 店の 支配人た る こと を 許し ませぬ。 

却て き 局の 急に 應 する 藩是の 建白 者と なり、 薩筑 提携 論の 贊助 者と なり、 且つ 頻に 暗中の 活動 を 試みて 筑 前に 於け る 勤 

王 黨の發 生 を 促し、 結. 局 甲 巾の 獄の波 瀾 を 捲き 起して、 自ら 事 蹬の豐 富な 莴延 元年 紀を 遺しました。 然うして 阈臣 カ^ 

m 義舉の 策 愈 > ^決定した 大 秘密 を 知った の は、 白 石から 陶器 店 管理の 相談 を 受けて より 三日の 後で ありました。 

.  田 中 直 之 進 ，と 櫻 田義擧 の秘聞 一 

白 石 正 一 郞 が國臣 をして 瀨戶物 店の 事業 を 管理せ しめむ と 欲し、 始めて 相談 をした 後 三 y、 薩 摩の 田 中 直 之 進 は樱田 

IS 擧の策 愈. - 決定した 秘報を 齎らし、 狀を 鄕國の 同志に 告げて 蹶起 を 促さむ 爲め、 正月 二十 九日 江 戶を發 しク. ^行して 歸 

る 途次 竹 崎 を 過ぎり、 白 石の 家-^ 訪 ふたの は 二月の 十七 日で、 白 石 は國臣 と共に 迎 へて 子亭の 茶室に 請 じ， ii 坐 杯を啣 

みて 時 専を談 じました。 

田 中 直 之 進 名 は 盛 明、 櫻の 變後通 稱を謙 助と 更 めました。 鹿兒 島の 市中 行屋 町の 針 醫玄悅 の 子、 早く 父母 を 喪 ひ 親 貧 


池 田 氏の 抉 養 を 受けて 成長し、 五六 歳の 頃より m_ 野 厚之丞 八木稱 平原 M 傳之丞 の 三人と 共に、 池 田 庵を師 として 書 を 

讚み 字 を 習 ひ、 四 人 共に 俊秀 を 以て nn せられ ましたが、 就中 直 之 進 年齒少 くして 卞學 勝れ、 且つ 不凡の 氣 があって、 臍 

庵 之 i する こと 猶ほ 子の やう^した。 重 野 は 即ち 明治 朝の 名 懦成齋 先生、 八 木 は 後に 蘭舉を 以て 一家 を 成し、 原 田 ま 

た醫 として 著 はれ、 安政の 末 頃 は近衞 家に 仕へ てゐ ました。 底 之 進 零 丁 孤 苦の 間に 身 を 起し， 自ら 窗 ふて 文武の 道を修 

め、 雨ながら 善く 成就し、 擇 ばれて 藩學造 士舘の 訓導と なり、 また 古 示現 流の 劍法を 善くし、 且つ 鐵 砲の 射 维に SI はし 

く、 名手の 譽を 得ました。 人と 爲り聰 にして 沈毅、 最も 氣節 があって、 人物 年 楚粗ぼ 西 鄕大久 保と 相 若き、 第 一 流の 

志士と して 推 重せられ、 有 馬 新 七と 名^ を 等く して ゐ ました。 文久ニ 年の 夏、 島 津久光 公の 節度に 服す る を肯ん せす、 

寺 田 厘の 事變 に斃れ たこと は、 世の 人 も 善く 知る 所、 即ち 薩 摩に 於け る 純正 勤王 黨の E 魁の 一 人でした。 

直 之 進數年 前より 江戶に 出で、 水戶の 志士と 氣脈を 通じて 事 を 謀りまして、 湿田の 義擧と は關係 極めて 深く， 嘗て 水 

戶 人の 計 畫涉々 しく 進行せ ざる を 見て は， 自ら 死士 となり 火 技 を 以て 井伊 大老 を狙擊 せむ と 企 はだて たこと も ありまし 

た。 此夜白 石と 國臣 とに、 井伊 大老 斬 除の 一 擧 終に 已 むべ からざる 箏情を 語り、 水戶 人と 相 謀って 資 行の 策 を 決定した 

機密に 及びました。 二人 は 慨然と して 傾聽 し、 時事 方に 急なる 狀を まにし、 耳 熱し 胸 躍る の 感を爲 しました。 

此時田 中の 江戸より 齎らして 來た 機密の 消息 は、 歸 藩の 後 同志に 報告した 大意が、 錄 して 大久保 日記に あって、 有 村 

次 左衞門 兄弟が 田 中の 歸 るに 托し 大久保 等に 贈った 書 牘と對 照す ると、 事實は 善く 分ります。 

大久保 日記の 錄 する 所 は、 頗る 長いです けれども、 世間の 人の 與り 知らぬ 秘聞も 多い から、 今 こ- r に褐 ゆて 當 時の 事 

情を考 ふる 資料と いたします。 

1 一月 廿 一 日 H 中 直 之 進 急 ヲ吿ル 大意 
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1 、 一 昨年 秋 被 二 ffi, 下 1 候、 勅 寄 之魏、 夫 形 被 二 召 置 1 候 而者、 禍之 根源 ト 是非 取 返 候 計 策、 頻 I 一 幕府 ヨリ 相 運 ラシ、 當中 

納 言殿ヲ 色々 欺 罔 致 シ候得 共、 高 橋 (多 一 郞) 杯 君側 一 1 在テ 朝夕 栢輔 ケ諫首 イタ シ候 一一 付、 先々 懸念 モ無レ 之。 併 何 

分 御腹 据ラザ ル御方 故、 高 橋漸々 トス カシ 奉リ、 勅書 相 請 取 有志 奉 護 シテ阈 下ヱ甌 下リ、 老公 御 受取 御寳藏 H 御 

格 護 相 成 候 由、 然處高 橋 君側 ヲ離 サレ跡 ノ處^ 而御 危ク相 成。 

1、 去. u 十 一 月例 年 之 通、 勒使傅 奏衆御 下向、 叙 慮 ノ旨被 レ爲レ 在、 勅齊御 返上 相 成 候樣、 同 十二月 十七 日 若年 寄 安 iS 

對馬守 ヲ以テ 中 納言殿 一一 相 迫リ、 今日 ョ リ 八日 之 間 御 差 出 不二 相 成 1 候 節 者、 水戶家 之御爲 不レ. { 且ト ノ事  一二 ァ、 中納 

實. 殿御 弱リ、 家老 並 御 小 納戶兩 人 御 差 下、 是非 勅書 差 出シ候 樣命ゼ ラレ 候 由、 然共 本来 家老 大場彌 右衛門 高 橋 

多 I 郞 一 同、 決而御 返上 不二 相 成 T 若此上 勅書 持 出 シ候得 者、 刎首スべキノ決心ー！テ、^^志中國境ヲ固メ候ーー付、 

右 仕 テ函中 議論 不レ 穩譯 ヲ以、 幕府へ 申出 相 成 候處、 亦々 對馬守 ヲ以、 左 候 而者水 戶家之 御大 事 御 違 勅 一一 モ相 

當リ、 御 改易 可 レ被ニ 仰 出 1 候 間、 是非 中納言 殿御 歸國御 返上 可 11 相 成 1 トヒ ドク 責付候 由。 

i、 當 月 元日 有志 二十 人 急 出府、 如何様 之義候 共、 勅 寄 御 返上 相 成 候 而者不 11 相濟 1 ト 屹ト諫 lsh.s. 上 候 由。 乍 A 漸道 

役 ヲ被レ 召 國許ェ 御 差 返 相 成 候 由 

1 、 安藤 若年 寄 一一 テ 尸 權 烕無レ 之、 正月 十四日 頃閣老 ェ 出 シ、 是非共 中納首 殿御 歸國御 返上 相 成 候 様相 迫ル Q 

1 、 威義 1 一公 以来、 勒書相 下 リ候事 多 々 有レ 之、 幕 ョ リ 取次 候義 無-之、 況乎此 節 之 義僞勅 -ー 相 遠 無 レ之與 之！^  -ー  而、！^- 

月 十五 日 兩使モ 差 立 候 由。 

廖 

これ は 田 中の 歸り來 つ て 報告した 前半で、 水戶人 をして 櫻 田に 井伊 大老 を耍擊 する 決心 を 牢乎たら しめた 直接の 原因で 


あります。 元 來水戶 人が 薩摩越 前 等の 同志と カを戮 はせ て 井伊 大老 を 返け むこと を 謀り、 己む を 得 ざれば 斬って 除かう 

としたの は、 三年 前の 戊 午 大嶽の 頃 以来の 決 策です けれども、 藩內 また 自ら 硬軟. 响 様の 說行 はれ、 紛糾した i も あつ 

て、 容易に 實行 する 運びと ならす、 幾多の 迂餘 曲折 を經 ましたが、 去年 秋 冬の 間、 幕府 は 愈. -戊 午の 獄案 を斷 じて 嚴峻 

の處 1^ を 取り、 次で 斯の 如く 强 ひて 水戶 家に 勅書の 返還 を 迫る ので、 到底 忍ぶべからざる と爲 して 宿 案を實 行し ました 0 

次に 揭 ぐる 田 中の 報告の 後半 を 併 はせ て觀 ますと、 此 間の 眞相は 善く 分ります。 然うして 今 こ >t に 幕府の 返還 を 迫る 觔 

書 は、 即ち 安政 五 年の 八月、 鵜 飼 泰吉が 日 下部 伊三次と 共に 奉持して 下った ものでした。 

大久保 日記の 原文、 注疏 說 明の 類 は、 單に細 書して IHI^ 書き を 例と して をり ますが、 今は權 りに 括弧 を 用 ひます。 

田 中 直 之 進ビ櫻 田義擧 の秘聞 一一 

田 中 直 之 進に 先 だっこと 十日、 同志 山 ロ三齋 は水戶 人の 計畫 と相關 する 報 吿を潇 らし、 正月 十九 日 江 戶を發 し、 二月 

四日 鹿兒 島に 歸り 着きました。 山 口 は 後に 仲 吾と 稱し、 明治 十 年の 役、 西 鄕に殉 じて 斃れた 一 人です。 大久 保が 田 中の 

報吿 として 錄 した 事項のう ちに は、 山 口の 先づ 齎らし 歸 つた 報告で、 己に 知られて をる 所 も尠く ありませ ぬ。 大久保 日 

記 は 之 を 混同して 總 ベて 田 中の 報吿 としたの は、 田 中の 歸來に 依って 事情 は 更に 明白と なった 爲め、 後半の 報告と 一括 

して 錄し たものと 見えます。 次に 揭 ぐる 0> は、 概ね 皆 山 口が 江戶を 去って 後に 發 生し 若く は 決定した 消息で、 ず  1 し 悉く 

田 中の 癱 らし 歸 つた 所であります。 

木 村權之 右衛門 一 曰 f 歸國ィ クシ 居候 處、 於, 1 國元 1 有志 一 決 之 上、 正月 二十 七日 出府。 外 1 一海 野愼八 神 田 浦 
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三 (^IWJIi: 行、 此方 ェ以 = 書付 1 引合 之 趣 左 之 通。 .  , 

1 、 靳奸 期日 者來月 1 一十 m 前後。 

但詰 ル共不 レ延、 

1 、 天 朝 ヨリ 本條約 云々 御 取返シ 被, 遊候樣 云々 手段 ヲ以 致シ候 事。 

1、 勅 云々 下リ候 ハパ、 百 人 也 二百 人 也 守衛 トシ テ 上京 之 事。 

但^$ 者 臨機 應變、 人 數は弊 藩 ヨリ モ差出 可レ申 候、 

1、 斬奸 r ム々 打 濟シ候 上ハ、 一物 (井伊 大老 ノ 首級： K 南 品 迄 馬上 者-一而 モ 速- 1 相 廻シ、 右ョ" 船路。 

1 、 尊 藩 三千 人 御人數 者、 京地 守護 奉 レ願侯 事。 

】、 雪人數 者、 諫爭ノ 名-一致 シ 屋敷 ヱ 繰 込， 來月 上甸ョ WNO 

1、 木 曾 街道 東海道 H 者、 人 數羞出 候 事。 

但弊藩 人 數差出 申 候、 

^紙 11 合詞 

1 、 . 花 (桂) 月 (武) 浦浪 (赤、 井伊： >兩 馬 (對、 安藤) 沖 石 (讃岐 ) 雪 (水 戶) 淸帝君 (老公) 十四 君 (當 公) 星月夜 (薩) 淸狂 (髙 

II) 西遊 (錦、 木 村) 海 野 愼八神 田 浦 三 (兩人 曰 下部 所-一 潜ル) 

1 、外- 1 高橋ョ リ堀高 崎 へ 宛 決定 箐參ル 、 別 H 無，！ 仔細？ 

右 之 書面 -ー 而起リ 候 委曲 之 次第、 

1、 斬奸 誅伐 之義 者、 兼而 紅葉 山 工人 數忍パ セ置候 11 付、 火 之 手 ヲ揚グ 候 得 者、 幕 役 登城 相 成 候 間、 人 數ヲ伏 置 


打^^ ス。 其 策 不レ成 候 得 者、 登城 先ヲ討 トノ兩 策- 1 決ス。 

紅葉 山 放火 之義、 御廟 所 外 11 離 レ家有 レ之候 11 付、 印ヲ 揚ル娬 也， 

1 、 人數 ノ義、 1 一月 初旬 ヨリ 當公 ヱ諫爭 ノ名ヲ 以テ、 三人 五 人ヅ、 igsr 五十人 ノ 人數ヲ 以處々 -1 配リ 置、 透ヲ伺 

t 動-一 乘 シ誰ス ルト モナ ク打ス マ シ候 半トノ 策。 

多 人數ー I 而者、 却 而仕損 スル基 故、 必粹ノ 者ヲ相 撰ブ。 是迄 璣密ノ 引合 イタ シ候 義、 此 五十人-一 限 ルトノ 由。 儸 

- 成功 ヲ主 トシ 候 故、 初手 ノ處右 通 決 策。 併 一 擧ノ 仕宜- 一依 而者、 全 國應援 無二 相違 T 此 節-一至 リテ ハ正奸 共-振 

起シ、 勿論 有志 之 者 ハ國境  一 I 五十人 六十 人ヅ、 晝夜相 固、 夜 〈烽火 シ候 故、 入 者 《出 ルヲ 得ズ、 出 者 ハ入ル n ト 

ヲ 得ズト 云々。 

1、 井伊 讃州安 藤 三奸ヲ 主意 トス。^ ノ首ヲ 得 候 上ハ， 直-一雨 三人 一 一而 相 護シ、 馬上-一而 品 川 迄^ 付、 商人 體 一一 紛 

ラシ 海路 ヨリ 上陸、 京 H 主意 奏達勅 錠申受 幕府 安堵 ノ處置 ヲ付ル トノ定 策。 諸侯 伯ェモ 同斷、 且外 夷掃澳 ノ義、 

是迄ノ 所 爲ヲ以 如 1 斯ト御 示 シ相成 候樣。 

1、 京師 奉 護之義 者、 勅 返上 ヲ名 トシ 百 人 也 二百 人 也 正々 ト 上京 イタ サス 賦、 實ハ 勅書 ヲ出ス ニァ ラズ。 

- 横 濱茼館 大風 雨 一一 乘ジ 放火 イク シ置 ノ陚 一一 テ、 人 數ヲ疾 一 1 出シ置 候トノ 事。 東海 寺 其 外 11 滞 在英 < ^ヲ 共-; IP ト 

ノ決 策。 

1 、 有志 諸 藩 へ 引合 之義 者、 先度 ノ 吿文近 々差 廻ノ 賦。 

討^ 候 上 者 幕府 ェ御 屆、 在京 ノ諸 大名へ 布 吿ノ義 者、 主意 如レ斯 トノ譯 ヲ以、 人數 早々 -ー 配 リ早々 II 廻 達ノ決 策。 

右 之通ノ 大意  一 I テ、 何レ 京地 ノ義 御手 薄 一一 テ 懸念 仕 候-一 付， 御國 ヨリ 直 樣爲ニ 奉 謎 一人 數御差 出 相 成 候 様依賴 スルト 
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ノ事。 併 鼓 I： 十 決定 候 故， 往復 ヲ得 ズ事ヲ 擧ルト 云々。 

堀 在 府中 御 國元御 書取 迄モ 相下リ 上下 振興 ノ趣モ 相 達シ候 故、 愈. -全國 義擧相 調 候 段、 礫ェ 引合 置 候 故、 此節者 水 

ョ リモ 不二 相 疑？ 且田直 モ御國 元 事情 委曲 不二 相 達 1 故、 容易 動 兵 相 調候ト ノ見當 一一 テ罷下 候仕宜 一 1 候。 

此 後半の 報告の 初に 1, 靳奸期 H 者 來月ー 一十 日 前後』 は、 田 中の 歸 着した 當 時から 申した 來 月で、 即ち 三月の 二十日 頃に 當 

ります。 然うして 樱 田の 義擧は 三月の 三日に 決行 せられた 所 をみ ると、 傍註して 『詰る 共不 レ延』 と 云った 豫吿の 通、 多 

く 時日 を 短 促して 事を擧 げたので あります。  . 

それから 列擧 した 條 -5 のうちに、 井伊 大老の 耍擊を 決行す ると 同時に、 通商 條 約の 撤廢を 期待す る やうな 趣旨 を 混同 

し、 つ 大風 11 に乘 じ横濱 の外國 商館 を燒 かむ とし、 若く は 品 川の 東海 寺に をる 外人 を 断らう とする 校 様 もあります が、 

此 種の 题案 は、 薩摩 人と 水戶 人と は 著しく 意見 を 異にした 所で、 水戶 人ば かりの 企圆 でした。 井伊 大老 を 斬って 除く こ 

とに 就て は、 最も 熱心で 水戶 人と 深く 結 托した 堀 仲左衛 門な ども、 斯 かる 企圖を 以て 無謀の 甚だしき ものと して 取り ま 

せぬ でした、 これ は 薩摩人 は 概して 言へば、 當 時の 謂 ふ 所の 尊王攘夷 黨と は、 頗る 趣が 遠って、 始 より 開阈貿 《^ の 利ハ仕 

を 認め、 鎖 港 攘夷の 到底 行 ふべ からざる を 知って ゐた 故でした。 

W 臣も此 頃 藩主 黑田 長溥 公に 上って 藩 是を說 いた 建白書 中、 また 明快に 堀の 意見 を 賛成し、 自ら 代って 敷演 しまして、 

水戶 人の 外人 を騣擊 せむ とする 企 圖 を 評して 愚 擧と爲 し、 若し 茶して 斯の 如くならば、 獨り內 亂の禍 ばかりでなく、 外 

人との 兵端 自ら 開けて： 大 下の 大事 を 生す るお らうと 言 ふて をり ます。 此 一 事 また 或は 國臣が 蟻 烈な勤 Hi の 情 を 抱いた 人 

でも、 尋常の 尊王攘夷 黨と は、 頗る 撰 を^に して ゐ たこと も 分ります。 


田 中 直 之 進ビ櫻 田義擧 の秘聞 一一 一 

有 村 雄 助が 當時田 中の 西歸に 托し、 大久保 堀 海 江 田の 三人に 贈った 書が あります。 

去 十九 日 山 口 急速 御 出立 逐 一 御 聞 取 被, 下 候 nao 然處 一 昨日 木 村 外 I 一佐 野 竹 之 助 黑澤忠 三 郞と云 ふ 人出 椅、 ^紙 之 通 

決 策 之條々 承リ 候-一 付、 今日 猶又三 傑へ 出會、 篤と 議論 之 上、 今晚 明朝に 掛け 田 直 發足之 議定に 御 坐 候。 申 迄 も 無, 之 

候 得 共、 急卒 京都 御 守護 之處專 要と 奉：！ 存候。 尤 此方 は 愚弟と 兩人 評定 之 上水 有志 合 俯 斬奸之 決心に 御 坐 候 。其 外 成 

る だけ 之 處盡カ 可 レ申候 間 、左様 御 納得 可, 被, 下 候。 右田 直 着 鄕に付 申 上に 及不, 申 候 得 共、 幸便 故 la. 如 レ此に 御 坐 

候。 恐惶 謹言 e 

正月 廿 九日  有 村 雄 助 

大久保 正 助 様 

堀忠左 衞門樣 

有 村 武次樣 

有 村 武次は 雄 助の 兄 即ち 後の 海， 江 田、 安政 五 年の 秋 このかた 國臣の 最も 善く 相識った 俊齋 で、 此！ g; お茶 道 坊主の 職 を 去 

り 通 稱を武 次と 更め、 次で 彼の 鹈 飼幸吉 と共に 水戶 家へ 賜 ふ 勅 誌 を 奉持して 下り、 戊 午の 大獄に 斃れた 日 下部 伊三次の 

遺跡 を 承け、 日 下部の 本姓 海 江 田に 復 しました。 即ち 明治 朝の 子爵 信義であります。 季弟如 水 は 維新の 後に 國彥 と稱 し、 
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久しく 第五 國立 銀行 頭取の 職 を 奉じ、 晚 に島津 公爵 家の 家令と なって 世 を 終 はり ましたが、 雄 助と 次左衞 門と は、 海、 江 

W の 弟で 阈彥の 兄に 當 ります。 薩 摩の 故老 は 有 村の 同胞 四 人、 首尾 最.， f 劣る と稱 しました。 

次 左 衞門も 同じく 田 中の 歸 るに 托し、 書 を 兄の 武 次に 贈りました。 

任-一幸 便 一 一 筆 啓上 仕 候。 此節田 直 御 下り 之 場合に 相 成、 誠に 大幸此 事に 御 坐 候、 先 は 安心 仕 候。 是迄 皆々 樣大働 被, 

遊 候 事、 最早 青天 白 曰の 如く 相 成 仕 合 之 至、. 愛 許 之 事情 態與 細事 不， 一 申 上 一 候 間、 田 直より 御 聞 取 被 レ下レ 度、 乍レ恐 やお 

之 趣 左に 申 上 候。 

1、 田直歸 着直 樣誰樣 に 而も 御 同道、 周 防 侯へ 非常 之 御英斷 被, 爲, 在 候 様、 御 議論 被レ成 候處、 偏に 奉， 新 候 暴。 

1 、 天朝 之 御 危急 は 勿論 御國之 一 大 ie ゆ を 漫然と 此節之 一 左右 御 承知 被い 成 候 上、 猶 緩怠 之 御 議論 被, 成 候 御 方 有：， 之 候 

は i -、  様 御 刺 シ被レ 下 度 第。 

1、 田 直 到着 當日 は、 御 有志 之内兩 三人 は、 到着 旁. -(I;;^f) 船 場 迄 之 使と して 御 出 被, 成 候 事。 

右三 個 條は思 切 而御働 被 レ下レ 度 偏に 奉, 一希 上 1 候。 

愈. -浦浪 之 一 物 は 兄弟 之 手に入れた きものと 明暮 希望 仕 者に 御 坐 候。 今 こそ 青天白日の 如く、 、 ゝ 、 、(五 字 不明) 

此間 日夜 日 を 送り 申 候、 御 遠 察 可, 被：， 下 候？ 先 は 荒々 如, 此御坐 候。 恐惶 謹言。 

正月 二十 九日 

有 村 次 左衞門 1^ 淸 (華 押) 

有 村武， 様 


謂ふ所の周防侯は^^^！；久光公で、 當時は 周 防と 稱 して 居られました。 列擧 した 意見 中の 第三 項 は、 到着 旁. あたり 文 

字に 誤. 脫 もあって 意義 はチ ヨット 分り 翁ね ますが、 同志の 蹶起 を 促す 趣旨と、 自ら 井伊 大老の 元 を 礎む と 欲した 心情と 

は 明かです。 是 より 先安 政： A 年の 秋 八月、 西鄕 京都から 下って 江戸に 居る こと 十餘 日、 此時 早く 已に 井伊 大老 を 斬る の 

議が 起り まして、 次 左衛門 S ら 大老の 元 を 獲たい と 申す の を 聞き、 西鄕は 年少 客氣 自ら 量らざる の大言 だと 戒め まし 

た。 後ち 大 島の 謫 居に 於て 櫻 W の 事變を 生じ、 次 左衞門 粟して 平生の 言 を しくせ なかった こと を 知り、 深く 悔恨し ま 

して、 三年 を 經て大 島から 歸 ると、 有 村の 家を訪 ふて 次 左衞 門の 神 位を拜 し、 自ら 作った 祭文 を 讀んで 謝意 を 述べた と 

云 ふ 話 もあります。 

次 左 衞鬥は 即ち 去年の 秋備 中の 連 島 を 過ぎり、 國臣の 病床 を訪ひ 時事 を談 じて 去った 人、 兄の 雄 助 は 櫻 田の 事 成り、 

義 徒の 首領 金子 孫次郞 及び 金子の 從ぉ佐 藤 鐵太郞 と相携 へ、 密に西 上す る 途次、 四日 市に 於て、 三人 同じく 江戸より 追 

跡して 來 た島津 家の 捕手に 拘 せられて 伏 見の 屋敷に 到り、 己れ 獨り 護送 を 受け 藩 を 指して 歸 らうと する 時、 金子の 爲に 

謀り、 西 走して 白 石の 庇護 を 頼み、 下 關の邊 に 潜伏す るの 策を說 きました。 白 石と 國臣と は、 櫻 W の 事變に 就て は、 直 

接相關 しませぬ けれども. 此義擧 に 深く 參與 した 有 村 兄弟 及び 堀 高 崎の 徒が 之 を 顧 念す る こと 斯の 如しでした。 今や 田 

中 直 之 進の 竹 崎 を 過ぎり.^ 石の 家を訪 ふたの は、 固； H り 偶然で ない のであります。 

要するに、 大久保 日記 や 有 村 兄弟の 寄に 見 ゆる 所の 天下の 秘 消息 は、 悉く 收 めて 田 中の 方寸に あるので すから、 一 夕 

の談必 すし も 細大の 機密 を 悉く 露 布した と は爲し 難いと しましても、 大概の 察 情 は 之 を 語った こと を 疑 ひませ ぬ。 白 石 

日記に は錄 してあります。 

十七 日、 薩藩田 中 直 之 進 君來訪 • 江戶ノ 密策ヲ 承ル。 路費 不足 ノ趣 一一 付之ヲ 辨ス、 大急歸 國トノ 事 一一 付、 大里迄 漁 
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寄せて は 回へ す 波の音の 徐ろに 聞 ゆる 處、 閑寂の 一 茶亭に 鼎座 爐を 擁して 更の 深き を 忘れ、 燈を 剔り 灰に 龕いて 時事 を 

談 じた 此 夜の 感慨 は 推して 知られます。 

十八 日の 朝、 白 石 は 金 三兩を 贈って 道 途の費 を 補 ひ、 且つ 我家の 水門より 漁 舟を艤 ふて 急行 を 助け、 國臣は 特に ^ 中 

を 送り， 船 を 同う して 海峽を 越え、 豊 前の 大単； 驛に 到り、 手 を 分って 歸 りました。 

櫻 田の 事變 前に 於け る 薩摩人 

薩 摩に 於け る 勤王 黨の I 派 四十 餘人 は、 故 君齊彬 公の 遣 志 を繼紹 し、 鉋く まで も 勤王の 大義 を 宣揚す る を 期して、 遙 

に水戶 人と 氣脈を 通じ • 東西 策應 して 謂 ふ 所の 突出 案なる もの を 立て \將 に 藩を脫 して 出で むとし、 準備 も 全く 成熟し 

た 折し も、 藩主 茂久 公は此 間の 秘密 を 洩れ 聞かれ、 安政 六 年の 十一月 九日 を 以て 優渥なる 親 論 書 を 下されまして 仰 制 を 

加へ、 志士の 自重 を 望まれました。 そこで 大久保 以下の 人々 は、 主從 同心 擧藩 一 致して 力 を 王事に 盡し 得る こと を 知り 

まして、 茂久 公の 親 論を諒 とし、 晚藩 突出の 策 を拋棄 しました。 

然るに 江戸に をる 同志 は、 道途の 遼遠と 通信の 不十分な るとの 爲め、 此 間の 眞情實 を 解し 兼ねまして、 或は 却て 茂久 

公の 親 論 書 を 見て、 寧ろ 同志の 義擧 を贊助 せらる. - 深意より 起った ものと 1: 斷し、 啻に 水戶 人と 協定した 計 畫を屮 止し 

ない 許で なく、 藩主の 意向 斯の 如く、 形勢 甚だ 同志に 利なる 內狀 を擧げ て、 密に 告げました から、 水 戶人は 益. - 信頼の 

情 を 深う し、 依然として 計畫の 進行に 勉 めました。 


江戶に 於け る薩 摩の 志士、 及び 水戶 人の 行動 は、 位 然として 斯 くの 如くなる と 同時に、 近 ごろ 漸く 藩 政 を與り 聞かれ 

る茂久 公の 實父久 光 公， また 深く 慮らる- - 所あって、 江戶に 於け る 少壯の 藩 人が、 必す しも 藩主の 一 親 論 書 を 以て 急激 

の 行動 を 中止せ ざる を 2 心 はれ、 密 に政廳 と相議 し、 命 を 下して 先づ 堀と 高 崎と を 召還せられ ました。 二人 は 召還の 理 

由 を 知らす、 計畫の 進行 最中に 歸藩 てるの を 甚だ 遺憾と しました けれども、 嚴 重の 藩 命 を 如何にも 爲し 難く、 急いで 江 

戶を發 し 一先 づ歸 西の 途に 上りました〕 途次 竹 崎 を 過ぎり 去年 臘月の 盡日. を 以て 海峡 を 越えた Hi は、 前に 述べました。 

斯くて 堀 高 崎の 二人 は 逆旅に 萬延 元年の 春を迎 へ、 正月 四日 鹿兒 島に 歸 へり 着きました、 始めて 去年の 十 一 月 九日 を 

以て 茂久 公の 親 諭 書の 下った 以来の 眞相 を詳 かにして みます と、 鄕國の 同志が 茂久 公の 節度に 服す る を 答申し、 斷 然と 

して 脫藩 突出の 策 を拋棄 したの は、 宽に餘 儀ない 事情であって、 水戶 人と 協定した 計畫 また 自ら 變更 せねば ならぬ こと 

を 知りました。 

但 それ 水戶 人の 主從と 井伊 大老との 關係 は、 紛糾 錯雜を 極め、 水 戶人は 君 辱めら るれば 臣 死す るの 義 からして、 櫻 田 

の 一 擧を思 立った 事情 等 もあって、 薩摩 人が 單に 幕府の 首相と して 皇窒を 蔑 如し 諸侯 士 太夫 を 陵櫟 する を 憤 ほり、 IS つ 

て 除け て 朝 權を振 張し 幕政 を 改革し やうと する ものと は 頗る 趣 を 異にして ゐ ますから、 水 戶人は 固より 薩摩 人の 行動 如 

何 を 以て 初心 を 翻すべく はあり ませぬ。 且つ 薩摩人 は脫藩 突出の 策 を拋棄 しました けれども 今年の 舂は藩 4f. 茂久 公の 江 

戶參 観の 順 年に 相當 する の を 絡 好の 機會 とし、 同志 は齊 しく 請 ふて 隨行 しまして、 水戶 人が 井伊 大老の 耍梨を 決行す る 

のと 相應 じ、 己^の 責任た る 朝廷 擁護の 事 は、 主從 心を戮 はせ 一藩の 力と 名と を 以て 擔當し 得る を 期しました ので、 堀 

は 藩に 留まる. こと 四十 餘日、 大久 保^と 熟議 を 重ねまして 嘗て 安政 五 年の 冬 有 馬 新 七 等の 計畫 した 以来の 宿 案 を 取り、 黑 

田長溥 公の 威望と 筑 前の 富強と に依賴 し、 薩筑 提携して 將に 起ら むと する 事變 と應酬 し、 天下の 大局 を 支持す るの 策 を 

二八 1 


二八 二 

立てました。 然うして 水戶 人と 相 謀って 協定した 計 畫に變 更を加 ふるに は、 從 來の關 係から して 堀 自ら 江戶に 出で V 扣 

談を する 必要 は あるし、 藤筑 提携の 策 も、 堀 また 自ら 謀って 豫め地 を 成して 置かねば ならぬ 事情で したから、 堀 は 幾た 

びか 久光 公に 謁し、 或は 執 權の老 職 島 津左衞 I： を 見て 建議 をし ました。 堀 は 同志の 急激な 行動に は、 必す しも 贊 同せ ざ 

る 態度 を 以て 言說を 進め、 寧ろ 久光公 及び 政 廳の意 圖を承 順した ので、 その 建議す る 所 は 多く 聽從 せられ _、 高 崎 を 東行 

せし むる は 猶ほ危 險の變 ありと 認められ、 苒び藩 を 出る を 許され ませぬ でした が、 堀 だけ は 東行の 命 を 得ました。 

そこで 堀 は 田 中 直 之 進が！： 臣に 送られて 海峽を 越えた 二月 十八 日 を 以て 鹿兒 島を發 し、 途次 國臣等 を 見て、 鄕！： の 同 

志と 豫め 相談 を 遂げた 薩筑 提携の 策に 就て 協議す る 所 あらむ と 欲し、 先づ長 州の 竹 崎 を 指して 走りました。 

掘 仲左衞 門，、」 薩筑 提携の 案 

二月 十八 日に 鹿兒 島を發 した 堀 は、 此 月の 二十 六日 長 州の 竹 崎に 到って 阈臣 等と 相會 し、 自ら 齎らして 來 た薩筑 提携 

の 案 を 以て 先 づ之を 謀りました。 

然るに 堀 は此時 始めて 田 中と 途中に 齟齬した こと を 知り、 且つ 國臣 等より 田 中の 急に 歸 還した 所以と、 江戸の 消息と 

を 傅へ 聞きまして、 水戶 人の 井伊 大老 耍擊の 期日が 豫 想の 外に 短 促せられ、 形勢 極めて 切迫したの を詳 かにした ので、 

今 は 寸時 も 途中に 逡 巡して はならぬ と 思 ひまして、 薩筑 提携に 關 する 事 は、 一 切 を 擧げて 國臣に 委ね、 囑す るに ェ藤北 

條 等と 相 議し、 善く 謀って 處 する を 以てし、 且つ 自ら 忙 はしく 筆 を 執って 長溥 公に 上る 建 ii 書 を 作り、 進 速の 手 as を も 

國臣に 托し、 留まる こと 纖に 一 日、 傖徨 として 江戶を 指して； jl^ 行し 去りました。 


堀 は 建白 寄 を 作って 淨 書し、 已に 封械を 施した 後、 必す實 はねば ならぬ 一事 を脫 漏した のを覺 りました けれども、 前 

程 甚だ 急 を 告げ、 上書 を 改め 作り 增補を 加 ふる 遑の 無い 所から して、 國臣が 代 はって 之を說 かむ こと を 求め、 國臣は 後 

ち 堀の 建白書と 同じく、 自ら 長溥 公の 左右に 上った 建議 寄 中、 堀の 意見 を 敷衍して 述べました。 當時 君！： を 憂 ふる 志士 

が 東西 を 奔走して 相 周旋し、 察 最も 匆忙を 極めた 情況、 また 自ら 想 はれます。 

堀 仲 左衞門 また 別に 次郞 小太郞 等の 通稱 があります、 後に は 氏名 を^ 地 知壯之 丞と更 めました、 名 は 貞馨。 晚 年は聲 

聞寥 落して 甚だ 振 はす、 三 條梨堂 相 公 重 野安緯 先生 あたりの 庇 保 を f_ 又け、 縫に 修史 局の 一 編輯 官を 以て 終り ましたが、 

1 時 は 勢力 ij 々として 西 鄕大久 保を壓 し、 名聲 天下に 聞え た 人でした。 年少の 頃より 江戶に 出で.^ 四方の 英俊と 交 はり、 

才舉を 以て 稱 せられ、 次いで 西鄕 等と 勤王の 志 を 同じく し、 力 を 君國の 事に 致し、 西鄕の 南島謫 居の 後 は、 代 はりて 薩 

摩の 同志 を 代表して 事 を 謀り、 櫻 田の 篛擧に は 始めより 最も 深く 關係 しました。 然うして 此 .3- より 漸く 政廳の 任用す る 

所と なり、 文久の 半ば 頃 は、 內は島 津久光 公 小 松帶刀 等の 委信を 蒙り、 外 は朝彥 親王 近衞忠 @K ム 等の 眷願を 得、 朝廷の 

機密 を も與り 聞き、 天下の 國 事に 周旋す る 者、 薩 摩に 堀次郞 若く は 堀 小太郞 ある を 知らざる はなく、 往々 稱 して 島 津三 

郞 殿の 謀 主と 申しました。 併しながら 爲 す所權 變術數 多く、 且つ 專ら久 光 公の 意 II を 承 順し、 公武 合體の 方針 を 33 とし 

たので、 純 "PI- 勤王 黨と 相容れ す、 ^^^たしく此 一 派の嫌惡する所となりまして、 西 鄕の沖 永 良 部の 謫 居から 出て、 薩 摩の 

極 軸 を 握った 後 は、 卒然として 勢力 を 失 ひ、 爾來 ふた X び 世に 用 ひらる \ の機會 なく、 晚 景蕭條 として 身 を 終りました。 

今 こ- -に 井^ 大老 耍擊の 事 變に處 する 策を獻 じて 久光公 及び 老職島 津左衞 門の 領諾を 蒙り、 來 りて 黑 田長溥 公に 薩 筑提 

携の議 を 建白した の は、 蓋し 一 たび 藩に 用 ひられ、 意 を 得る の 始めでした。 

此時 堀が 國臣と 相 謀って 長溥 公に 上った 建白書 は、 今已に 氓、 滅 して 存 せす、 堀の 自ら 阈 事に 關 係した 閱歴を 記した 『紹 
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述編 年』 の 一 書に も、 言及して ゐな いのです が、 シカシ 大久保 日記の 錄 する 所、 並に 國臣が 堀の 建白書と 手續を 同じく 

して 上った 意見書 を！^ ますと、 堀の 建白した 趣意 は 推して 考 へられます。 

堀の 建白した 趣 旨 は、 蓋し 井伊 大老 斬 除の 計畫 方に 成熟し： 大 下の 變亂 測り 易から ざる 形勢 ある を 述べ、 長溥 公が 親族の 

關 係と 故 iS?; 齊彬 との 情誼と を 顧 念され、 此 際島津 家と 行動 を 同じう し 進退 を 共に し、 相 提携して 事 變を迎 へ られ、 幕府の 

暴 横を控 制し 朝廷の 安全 を 保護し 奉り 以て 天下の 大局 を 支持し、 故 君の 遣 志を紹 成されむ h; を 待望す るに ありました。 

萬延 元年の 薩筑 提携 案 一 

堀 仲左衞 門が 藩 を 出る の 前、 密に 大久保 等の 重要な 同志と 熟議 を 遂げ、 且つ 久光公 及び 老職島 津左衛 門の 領諾を も 1C 乂 

けまして、 井 # 大老 耍擊の 事 變に處 する 策と して 立てた 案 は、 藩主 茂 久公は 今春の 江戶參 勤の 途次、 先づ筑 前に 立 寄ら 

れ まして 長溥 公と 會兑 し、 親しく 此事 變に應 する 方略 を 協議せられ、 薩筑相 合同して 進退 を俱 にせら る.^ を 第一 の耍點 

としました。 約言 すれば 薩筑の 提携 を 謀る の 趣旨であった こと は、 明かに 大久保 日記に 見えて をり ますから、 堀の 竹 崎 

に 於て 阈臣と 相 謀り、 長溥 公に 進 達する 手續を 托した 建白書 * また 薩筑の 提携 を 趣旨と したの は 自ら 分ります。 

大久保 日記 

十八 日、 堀 出立、 其內防 公へ 三度 拜謁相 調。 內外之 御處置 等之義 建白、 至極 御 同意 之 由、 左 州 (战 |£ 津) へ も 度々 

被レ參 候、 建白 之 條々。 

〇 御 參府之 節、 筑 公へ 御 立 寄、 萬 一 中 國邊- 一 テ變事 到來之 節ハ、 筑迄御 引返 御 國兵御 待、 筑公ト 御 合腑御 出馬 相 成 


候樣 彼是 御 立 寄- テ御 談合 相 成 候樣。 若 京師 近！ thi テ候得 者， 川上 二人 數 被-召 附 T 爲 -1 御名 代 I 爲ニ 

京都 奉 護 I 殘置之 筋。 

〇 粮 米御圍 之義、 下 關大阪 二 テ御圍 相 成 候 様。 下 ノ關義 者、 白 石 H 相 託 候 筋。 

〇 出府 之 上 及 ニ變事 1 候 節、 外 邸 尸 テ ^谷 芝 御屋敷 兩所ヲ 固 メ  、有志 諸 藩 ェ 應接、 幕 11 意趣 無 之斬奸 之所爲 一一 テ 候 3 日 

申 聞、 跡 安堵 ノ  置ヲ盡 シテ御 國兵ノ  IS ヲ待、 成 丈靜リ 居候 主意 一一 而餘ハ 臨機 應變。 

〇 炭屋 間道 一 條 - 御手 相 付 度。  ， ♦ 

〇 京師 ェ立 寄、 礫 勅 御 返上 可- 1 相 成 1 與ノ 勅； S 眞僞 探索。 

0 變事之 節 者- 喜人(^，額戏|^:若) H 實ヲ 明シ表 向田 直 差 立 候 筋。 變 一一 臨 ミ候得 者、 君 意ト申 f 而宜、 左州ョ 

リ命ヲ 請 候 趣 一一 テモ 背： 敷トノ 由。 

卽ち茂 久公は 途次 筑前を 過ぎり て 櫻 田の 事 變に處 する 方略 を 決定せられ、 借て 筑前 を發 して 東行の 途中、 櫻 田の 事變若 

し 山陽 道 を 通行 せらる- r 頃に 起ら ば、 一 先づ筑 前まで 引返へ し、 薩 摩より 士卒の 來着 する を 待ち， 長溥 公と 駕を 連ね 同 

行して 江戶に 赴かる べしと 云 ふので した、 然うして 今 こ i に 記した 所 をみ ると、 單に 山陽 道 を 通行 せらる. T 頃 を 以て 事 

變の 起った 場合 を 限って 言 ふが 如く、 或は 一 時の 方策の やうす が、 これ は必 すし も然 うでな く， 趣意と する 所 は、 UIK 溥 

公の 威望と 筑 前の 富强 とに 依頼して 櫻 田の 事變 と應酬 し、 時局 を 支持し 幕政 を 改革して 故 君齊彬 公の 遣 志を紹 成し 勤王 

の 大義 を 宣揚す るの を 第 I の 眼目と しました。 且つ 下關に 於け る 糧食の 準備 を 白 石 正 j 郞に 委ねむ とした 事 等 は、 阈臣 

が 堀の 建白書， に 添へ て長溥 公に 上った 意見の 一 節と 照應 する もの もあって、 堀の 竹 崎に 於て 阔臣 等と 相 謀った の は、 亦 
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た必 すし も 二三の 蔡 項に 止らなかった こと を 示して をり ます。 

また 湖の 立案の 末 段に よると 茂久 公の 江戸に 着かれた 後事 變の 起った 場合 は、 同時に 田 中 直 之 進 を 急行 歸國せ P むる 

手维！ 1 をして ゐ ますが、 これ は 田 中が 十日 前 を 以て 竹 崎 を 過ぎた の は、 水戶 人が 義擧を 決行す る 期日 を 短 促した 爲め、 堀 

の 着府を 待つ の 暇な く、 急に 發 して 歸 面した こと も 分ります。 

元 來水戶 人の 豫定 した 計畫 によれば、 三月の 二十日 前後 を 以て 事を擧 ぐる 期と しました。 然うして 水 戶人は 此期は 或 

は 短縮 はしても 延長 はせ ぬと 特に 保留し ました。 併しながら 薩摩人 は猶ほ 三月の 一 一十 日頃 を 以て 概要の 期日と 推定し ま 

して、 或は 多少の 遲速を 生じても 數日 位に 過ぎまい と 思量して ゐ たので、 堀 は 事變の 未だ 起らぬ うちに、 江戶に 到り 得 

るを豫 期し、 此 間に 處 する 幾 個の 方策 を 立て」 藩を發 したので した。 然るに 水 戶人は 若し 遲 緩して 期日 を 延長 すれば、 

形跡 漸く nsl^ 露し 大事 を 誤る を 恐れまして、 一日 も n 十く 決行す るが 宜しい と、 更に 多く 期日 を 短縮し、 上 己の 節に 井 $ ^大 

老の必 す 登城す るの を 好機 會 とし、 三月 三日 を 以て 事を擧 ぐるの 期と 定めました。 それで 田 中 直 之 進は忙 はしく 江戶を 

發 して 歸國 の途に 上り、 堀と 途中に 行 遠 ひ、 堀 は 竹 崎に 到って 國臣 等と 相會 し、 始めて 江戸の 形勢 最も 切迫した 校 様 を 

聞いた ので、 薩筑 提携の 策は當 時の 事情より して 頗る 重要の 立案で はあります が.、 自ら 星 馳 して 江戸に 赴く の： m に 多く 

重要なる こと を 知りました。 

即ち 堀の 薩筑 提携 策の 一 切 を 擧げて 國臣に 托し、 己れ は倉徨 として 東行した 所以で ありました。 

萬延 元年の 薩筑 提携 案 二 


文久 元年の 冬、 薩 摩の 老職島 津左衞 門 小納戶 頭取 山 田 莊右衞 門 等の 職 を 退かう とする 時、 長溥 公が 弟の 南部 信 順 公と 

氣脈を 通じ、 幕府の 天璋院 夫人の 聲 援を惜 り、 左衞鬥 等の 退職に 反 對の意 を 表せられ たの を 第一の 動機と しまして、 長 

溥 公と 久光 公との 間に は、 甚だしく 扦格を 生じ、 是 より 種々 の 事情 もあって、 雨來 ふた、 び 感情の 融和 を 見る の 機會な 

く、 維新の 後まで も猶ほ 同様の 情 態 を 以て 終始せられ ました。 

欺かる 兩 公の 關 係と 事情から して 考 へます と， 萬延 元年の 春に 於て、 薩！！ の 志士が 薩筑 提携の 策 を 立てた の は、 isTl 

る奇 で、 筑 前の 志士 月形 i 廳取養 巴 海津幸 一等の 人々、 また 暗に 相 唱和して 同じく 薩筑 提携の 說を爲 し、 こ- -に 始め 

て筑前 勤王 黨の 一派 を 生じた の は、 事 愈々 奇なるが 如くに 感ぜられます けれども、 深く 當 時の 眞相を 究めます と、 毫も 

奇 とする に 足らぬ のであります。 

前に も往々  一一 一一！： 及した 通り、 西 鄕大久 保有 馬 以下 勤王 黨の 同志 は、 故 君齊彬 公の 家督 騷 動の 前後より 深く 長溥 公の 人物 

名望に 依賴 しまして、 その 推服 景仰の 情の 殷 なる は 寧ろ 却て 筑 前人に 過く るの 狀が ありました。 それ は 抑々 長溥 公が 素 

と島津 家から 出 てられた と 云 ふ 親族 關 係の 深い 許で なく、 勤王 黨の 一派の 最も 追慕して 措かざる 齊彬 公と、 襁褓 以來の 

親密 無比の 交 態 を もって 居られまして、 終始 喜 憂 を 分ち 休戚 を！： くし、 齊彬 公の 治世 中 は、 幾ん ど 一 i 筑 提携せ りと 巾し 

て 差 支ない 程の 事實 であった 故でした。 然うして 薩摩 人の 謂 ふ 所の 西鄕 派の 同志， 著者の 謂 ふ 所の 純 勤 王黨の 一 派と 

は、 始 より 頗ろ 感情 を 異にし 系 銃 を 別に せられた 久光 公、 及び 專ら久 光 公 を 尊信した 一派の 薩摩人 は、 ^より 與り 知ら 

ぬ 所でした。 

大久保 日記に よると、 堀の 建白した 薩筑 提携の 立案 は、 久光公 も 島津左 衞鬥も 至極 贊 同せられ たものと えます。 

島 津左衞 門 は齊彬 公の 在世中 最も 委信を 蒙った 老 職で、 長溥公 また 二 年の 後 は、 左衞 門の 退職に 反 對の意 を 表せられ ま 
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して 久光 公と 不和の 端 を 生ぜられた 程の ことです から、 左衞 門が 堀の 建お に 同意 を 表した の は 固より 其 所と しましても 

唯 その 二 年の 後左衞 門の 退職の を 以て、 長溥 公と 甚だしく 不和 を 生ぜられた 久光 公、 西鄕 一派の 勤王 黨と は、 始 より 

頗る 感 を にし 系統 を^に せられた 久光 公が、 今年の 泰に 於て、 斯の 如く 堀の 建白 を領諾 し、 立案の 眼目た る 薩筑提 

携の策 を も 承認せられ たの は、 成程 それ は 一 應 おかしい 様に は 思 はれます が、 蓋し 久光公 は 前年の. 冬 老君齊 興 公の 此去 

せられた 後 を 承け、 藩主 茂 久の實 父で 故 君齊彬 公の 庶 弟と いふ 尊責第 一 の 身分 を 以て、 此 頃より 漸く 藩 政 を與り 聞かる 

機會を 生じました けれども， 實 際の 政 權は齊 彬公顧 命の 老職 左衞 門の 握る 所で、 古来の 慣例 も あれば 多年の 惰力 も あ 

つて、 軍に 尊贵 第一 の 身分た るの 故 を 以て、 久光公 は猶ほ 急に 專ら藩 政 を 行 はる こと は 叶 ひませ ぬ。 況して 久光公 は 六 

歳の 時 江戶の 屋敷 を 去って 歸國 せられた ま X 嘗て 藩 外に 出られた こ ともなく、 且つ 一 萬 四千 石の 領主と して 今日に 至ら 

れた 人です。 從 つて 長溥 公と 接 觸 せらる、 機會 もなければ、 扞袼を 生ぜら る、 交涉も ありませ ぬでした。 然 かも 時は恰 

も左衞 門の 老 職の 事に 就て 不和の 端 を 開かれた 前年の 春で、 長溥 公の 人物 名望 を 敬 重せられ ざる を 得ざる 頃です から， 

堀の 建. C に赞 同して 薩筑の 提携 策 を 承認せられ たもの、 亦た 必す しも 奇 とする に 足らぬ であり ませう。 

櫻 田事變 前の 建白書 一 

堀 仲左衞 門が 東行の 途次 竹 崎に 到って、 阔臣 等より 井伊 大老 耍擊の 期日 短 促せられ、 江戶の 形勢 最も 危 与ん の 迫った 0 

を 始めて 聞き， 忙 はしく 筆 を 執って 長溥 公に 上る 建白書 を 作り、 進 達の 手 續は總 ベて 國臣に 托し， 倉检 として 竹 崎 を 去 

つたこと は、 己に 述べました。  . 


阈臣は 堀が 竹 崎 を 去った 翌日 即ち 二月の 盡日を 以て、 海峽を 越え 微行して 筑 前に 歸 へり、 ェ藤左 門北條 右門と 相談 を 

遂げ、 密に 格式 奥 頭取 吉永源 八郞の 手を經 て、 堀の 建白 寄 を長溥 公の 覽に 供し、 且つ 己れ の 意見 を 述べた 上書 を も 添へ 

井伊 大老 要 擊の幕 變に應 する 當 面の 急務と して 種々 の 策を獻 じ、 第 一 に先づ 米穀の 買收 並に 兵器 等の 準備の 必要 を說 き、 

併せて 準備の 手段に 及びました。  ■ 

堀の 建白書 は 前に も 申した 如く、 今 は氓滅 して 存 しませぬ が、 添へ て 出した 闽臣の 上 寄 だけ は、 自筆の 稿本が 殘 つて 

をり ます、 これ は 未定稿の 案文で、 末 段の 數 節に 塗抹 を 加へ たの を 見る と、 實 際長溥 公に 上った 原書と は， 或は 多少 Q 

異同 あるか も 料り 兼ねます けれども、 大體の 趣旨 は 遺憾な く 分ります。 然うして 此上書 は 、著者が 白 石 正 一郎の 遺藏の 

文書 中より 發見 する 所で、 從 來の傳 記者の 多く 與り 知らぬ ものです から、 頗る 長いの を 厥 はすして 今 こ- r に 全文 を收め 

ます。 卽ち 上書の 前半 は 斯うであります。 

^紙 堀 仲 左 衞門上 誓に 付， 愚存 之條々 

1 、 當時之 形勢 之義 は、 仲 左衞門 上書 之 中に 可 レ有ニ 御 坐、 今度 水 戶家之 企、 必す事 を 粟 可レ申 勢と 被, 察 候 。然るに 彥藩 

仕 付 候 上 は、 直 樣横濱 に 向 ひ、 夷 舘並滞 泊 中 之 軍艦 等 を も燒討 之覺悟 之. EO 是は水 藩 私の 遺恨に 非る 事 を 四方に 示 

すと 申 心得 之 由に 御座 候。 觳而个 樣之企 無 レ之而 さへ、 人 氣立候 時 は、 餘 勢に は 暴 勇 も 間々 起る 事 も 御座 候 者 故、 必 

致 遂可レ 申 候 得 共、 實は甚 愚策に 而 一 己淸 潔の 爲 S< 下 之 大事 を 招 候 は 必定 歟。 右 等 之 次 等に 至り 候而 は、 獨 り內亂 Q 

みならす、 永く 外 夷との 兵端 を 開可レ 申、 實に 不一 一容 易 一時 節に 御麼 候。 就, 右 御 阈家第 一 之 御 急務 歟と 奉, 一存 寄 1 候應 

々左に 一 書認奉 11 差 出 1 候。 

右 横 濱燒討 一 件 は、 仲 左衞門 別紙 上書に 認洩し 淸書仕 封 切 候に 付、 私より 御上に 貫 候 様 可 レ然取 計 吳候樣 に 相 憑 候 
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に 付 先 申 上 候。 

、 萬 一 事 起り 候 はに、 天下 之 人 氣動立 金銀 不 融通 米穀 高 價に相 成候篛 者、 古來之 通例に 御座 候。 御 軍事 御 備金等 は 

兼而之 御手 當も可 1 被 レ爲レ 在 二 御座 1 候 得 共、 如何程 餘 分に 有 レ之候 而も、 ケ様之 時節に は 御 入に 不二 相 成 一は、 却而 

御 不手際なる ものに 御座 候へば、 諸國 諸家 不 nil 立 1 内、 速に 大阪 表え 器量 之 人 差 越 候歟、 是迄詰 込之內 よりに 而も、 

御 借 入 叶 候 限り、 御 銀 主より 金子 御惜入 被- 1 相 成 f 度 奉 II 存上 1 候。 御 懸念な く 早々 御 相談 無 レ之而 は、 此事： 大 下に 發 

候 上 は、 諸阈 諸侯より 同様 銀 談可レ 有 レ之義 は 必定に 御座 候。 其 節に 至り 候而は 御手 後れ、 諸國 並より 外に は 格別 

之 御 虚置も 被 レ在間 敷 哉と 奉 11^ 上 1 候。 

， 兵粮 之 儀 は 近年 大阪表 御 廻 米 御 減少に 相 成 候 上 は、 御 備も相 立 可ヒギ 哉。 乍レ 併有る が 上に も 餘り候 程 御用お 被レ 

爲レ在 度 奉 n^:^ 上 1 候。 先御國中に有レ之分は暫^4、儘に被ニ召置1隣國諸國之廻米を如何程にても御買入置被レ爲ぃ在度 

候、 個 様 之 時節に は、 御 軍用 御備 金に 而も 御 出 財 被レ遊 、米穀 御 買 入に 相 成、 縱令御 不用に 相 成 候と も、 只今より 米^ 

下値に 相 成 候 俄 は、 向後 決 而有之 間 敷 候。 尤右 米の 買 入方騷 敷、 筑 前より 御 買 求な ど.. 申立、 人に 爲レ 知候而 は、 必定 

米價 高値に 相 成 申 由に 御座 候へば、 極々 內密 にて 商人の 私 買 之 様に 仕、 長 府小倉 澄 之 御 米 を 商人 之 手より 買 取ら 

せ、 譬ば金 一 萬 兩之御 買 米 高に 御座 候へ ば、 其內 1 一割 敷 三 割 歟之手 付 金 を被レ 遣、 手形 を 取御愤 置に 相 成 候而、 迫々 

御 入用 丈 御 取 寄、 米 之 高に 應 じて 其 代金 御 渡しに 相 成 候へば よろしく、 追 而右筑 前より 御 買/と 屮 i^. お 顯之上 は、 

忽ち 米 K ほに 付て は 銀 七 八 匁 位 も 直上 仕儀 は 必定 之よ し。 H 、節 世間 一 統 直上 候に 至り 候而 は、 十 匁 も 1 一十.^ も k ほ 口に 

付而 御 德と相 成 候 儀 も 可 レ有レ 之、 其 節 御 拂に相 成 候ても、 何れ 御 損 之 參り候 儀 は^ n 御座 一 敷 奉， 1:!^ 上 一 候。 奴 共 手 

付 W 濟候 上に 而、 御 國中之 分 も 不レ殘 御 買 上 相 成 可レ然 哉に 奉 ニ存上 1 候^ 當時第 一 之 御 策略に 而可レ jfn 御座 一哉に 奉 


存上 1 候。  _ 

但右御 米 御 買 入 にても 相 成 候 儀に 候 は^、 幸兼而御國^^陶器類製練所御用之さらさ形木綿等、 取 揃 方 御用 承り 

度尤 右に 付而は 御用達 名目 御託し 不レ被 二 仰 付 1 候 而は、 揃 兼 候 譯合も 有レ之 敷。 其 段 旣に舊 冬 來ェ藤 左 門 を 以內願 

仕 候 下 ノ關竹 崎 浦 (清^ 家 町人 大 年寄 勤) 白 石 正 一 郞と申 者へ、 江戶 一 左右 次第 急速 御 買 米 乎 付 金 被 4^:^ 渡、 其 

儀、 被 レ命候 はに、 屹度 閑 密に相 働き 可レ申 人物に 御座 候。 同人 は 是迄薩 州 長 州 兩國之 御 産物 交易 之 御 取次に 携り 

候 正直なる 者に 御座 候。 

若し 井伊 大老 要 繋の 策に して 決行 せらる- - ならば、 幕府 は 心ら す 怒って 京都の 朝廷 を 1: 迫す る 事變を 牛： じ、 天下 動亂の 

端 こ \ に 起ら うと 云 ふこと は 堀 大久保 はじめ 豫め此 秘密 を 知って をる 志士の 齊 しく 思料..，； > た 所で、 國臣 また 同 樣の意 兄 

を 抱いて ゐ ましたから、 建策の 劈頭 先 づ此說 を 述べました。 ^うして 先づ 堀の 建白書の 脫漏を 補 ひ、 水戶 人が 井伊 大老 

の駕を 斬る と 同時に、 橫濱 等の 外人 を 襲 はむ とする 計畫を 評して、 たしき 愚擧 とし、 徒らに 外國と 兵端 を 開く の 基と 

なり、 天下の 大事 を 招かう と 申した の は、 そ Q 平素の 意見が、 當 時の 急激 粗暴な 尊王攘夷 黨とは 頗る 趣 を 異にした 所以 

で、 更に 江戶 より 一 報告の 達する を 待って 米穀の 買牧に 着手 せらる べしと 云った の は、 井伊 大老の 嬰雕を 以て、 猶ほ多 

少の餘 日 ありと 思 ふて ゐ たこと が 分ります。 

然るに 此 書の 長溥 公に 進 達せられ たの は、 恰も 櫻 田の 一 擧 早く 巳に 決行せられ まして、 井伊 大老 首 を 授けられた 後數 

日、 變報 未だ 海峡 を 越へ て 九州に 入らざる 時で ありました。 
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櫻 田事變 前の 建白書 二 

國臣 は將に 起ら むと する 樱 田の 事 變を迎 ふる 當 面の 急務と して、 先づ 米穀の 買 收を說 くこと 斯の 如く、 次に は 兵器の 

準備 を 必要と しまして、 彈藥 製造の 原料 を 得る 手段に も 及び、 大砲 は薩 摩に 求む る を 良策と し、 石炭 を 供給して 代金の 

決 濟を行 ふの 必す しも 期し 難から ざる を 述べました。 

盖し薩 摩 は齊彬 公の 鋭意 熱心 專らカ を^ ひられた 兵器 改良の 遺 摸 辆ほ存 し、 砲疆は 頗る 優良なる ものが ありました。 

長溥公 また 夙に 齊彬と 見る 所 を！： うし、 久しく 兵器 改良の 志 を 抱かれました けれども、 諸老職 は經^ を 要する の 多き を 

厭 ひ、 藩 人の 多數 また 新式の 兵制 を 嫌 ふたので、 公の 志 は 容易に 行 はれす、 砲磧は 甚だ 粗惡 でした。 國 臣は斯 かる 說を 

爲 しました が、 薩 摩の 藩 營 として 製造 せられた 兵器 は、 固より 尋常の 物產 品と は 全く 性質 を 異にし ますから， 特別な 親 

密の關 係ない 限り は、 唯 その 代 價を償 ふの み を 以て 供給 を受る こと は 望まれ ませぬ。 然るに 阈臣は 今 それ 斯 かる 說を獻 

じて • 大砲 は薩 摩より 求む る を 良策と し、 且つ 石炭 を 以て 交換 せられても 差 支ない 様に 申した の は、 此間 また 自ら 堀な 

どの 薩筑 提携の 案と 意味 相 通す る 所があります。  ， 

1、 玉 藥類御 準備 御手 厚に 無レ之 候而は 被レ爲 レ濟間 敷、 追々 十分 御 準備 付 茂 御 11 候 哉 不レ奉 レ存候 得へ 共、 薩州 様な ど 

は旣に 宰相 様 御 存命中、 周防宫 市町 藤 弁 又 兵 衞と申 者 江 御內々 に而 硝石 十 萬 斤 斗 御 買 入 之 苦に 而、 內 1 一 萬 斤 餘相納 

候處、 御 逝去に 付 暫く 御沙汰 相 止 候 得 共、 右 又 兵 衞儀は 根元 自分 貯之砲 石に 無, 之 備後幅 山 之 一 大 町家 片山 某より 

買 受相納 候 手 數に而 、片山 方 江 兼而入 銀いた し 居候 折抦、 途中に 而 御用 相 止候而 は、 極々 難^ 之よ し 願 出^に 付、 去 


冬 又々 MM: 斤 餘御買 取に 相 成、 其 代りと して 鉛 銅 等 御. M しに 相 成 候よ し 承知 仕 候 。右に 付 若 御 買 入に とも 相 成 儀 も 

御」 ib" 候 はに、 幸 片山某 妻 之 兄 備中連 島 三 宅 定太郞 と 申 者 は、 同志 之 者に 而 去年 來^ 而 懇意に 仕 候 故、 此傳手 を以右 

元方 之片 山に 直に 罷越 談合 仕、 御國 名不レ 出様 益 下 料に 鉛 硝石 共 御 買 入相 整候樣 可, 奉 二 願 上, 候。 乍， 去 手後れに 相 

成候而 は、 其 151 より 被- 1 制止 1 候 儀 も 可， 有， 1 御座 T 1 左右 次お 御英斷 被， 爲, 在 度 奉， -存 上-候。 

國臣の 自ら^ 硝石 を 買 入る. -交涉 に當ら むと 欲した 相手方の 片山 某が、 その 嘗て 薩 摩の 爲に山 藍の 販路 摘 張 を 企 はてた 

同志 三 宅 定太郞 の妹媳 たる 關係 は、 今必 すし も、 多く 申し ませぬ。 唯 この 片山 某の 供給す る 硝石が、 齊彬 公と 長溥 公と 

が 深交して 夙に 開國の 意見 を 同く せられた 幕府の 老中 阿部 伊勢 守 正弘の 獎勵を 以て 産出 せらる \ に 至った 特產 であるの 

は丙緣 頗る 奇 です。 伊勢 守の 我 封 內に础 石の 產出 せらる- r を 喜び 獎勵を 加 ふるの 時、 黑 田家の 一 陪隸 をして 己の 後 を 承 

け專ら 幕政 を 行 ふ 井伊 大老. 要擊の 事變を 慮り、 此 硝石の 買 入 を 進言せ しむる こと は、 夢にも 思 ひ 設けなかった のでせ う。 

伊勢 守 世を棄 てられて より 四 年。 時勢の 變遷 は、 方に 斯の 如く 急なる ものが ありました。 

1 、 大砲 は兼而 より 追々 御製 造に も 相 成 候 得 ハ、 近年 は刖而 便 之 大砲 種々 傳來、 諸 藩 一 In: 古 製 を 錢し新 便に 付 候 時 

節に 御座 候へば、 鬼 角輕便 大筒 を 御製 造 無, 之候而 者、 不便 利に て勞 して 功少く 可, 有 n 御虚 1 候 。就 而は是 迄 茂野戰 

臺 之類少 々 は 御 鑄 造 も 御座 候 得 ども 未 不足 敷と 奉 ニ存上 1 候 。若 御製 造 之 思 召 も 被 爲在候 は 、薩州 様 へ 直に 御 憑み 

に 相 成、 水車 法に 而御 製造 之 上船 廻に 而御取 寄 被 レ遊候 は 餘程 御物 入 薄く 可, 有， 一 御座 一 候 。尤錫 銅 も 彼方 様に は澤 

山有レ 之、 旣に 昨年 來錫 は內々 御 拂に相 成 候 害に 而、 下關江 手本 錫 參り居 申 候。 極上 錫 j 斤に 付 代 錢壹貫 1 1 百 文 位 之 

由、 五六 萬 斤 御 不用 分 有 レ之由 高 崎 善兵衞 より 承り 及 申 候 。尤 水車 法に は 石 がら 之 入用 夥敷裹 之 由に 御 1^ 候へ ば、 大 

二 九 三 
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砲 の 代りに 御國 石炭 を 被 二 差 出 一 候 やうの 御 相談 も 相 調 候 は 、御物 入 無レ之 儀歟と 奉, 1 存上 1 候。 無 レ程錫 銅 共 先年 之 

如く 高値に 相 成、 錫 一 斤に 付 金壹兩 にも 相 成 機 は 自然 之 儀に 御座 候。 

今 こ. -に國 inl の述 ぶる 所 を 見ます と、 その 建議の 趣意 は 大體に 於て、 去年の 春 このかた 深く 相 交りて 共に^ を 謀った 

髙崎善 兵 衞白石 正 一 郞 とも、 豫 ねて 話 合 ふて をる 成案であった こと は 分ります。 然うして 阈臣 が頻に 新式の 兵器 を^ ふ 

るの 必耍 を唱 へたの は、 彼の 槍 薙刀 を 揮 ふて 夷狄と 戰は うとした 尋常の 孃夷黨 と は 著しく 撰 を 別にし、 また 動もすれば 藩 

祖如水 長 政 兩公以 來の御 軍法 を 持 出し 長溥 公の 兵制 改革 を 妨げた 多 數の藩 人と も異る 所でした。 國 臣の此 種の 意見 は、 

固より 特に 稱揚を 値へ する 程の もので なく、 國臣の 本領 は 自ら 刖 にあって、 此 種の 意見の 有無 を 以て 輕 重せられ る. t 人 

ではなかった としましても、 乍 併 頻に斯 かる 說を唱 へた 事 實を詳 かにし ますと、 阈臣 をして 飽ま でも 烏帽子 直飽を 着け 

しめ 蝦 鞘卷の 太刀 を 佩かし め、 强 ひて 神主の 出來損 ひの 様な 人物と する の甚 しき 誤解 は、 自ら 釋 かる、 であり ませう。 

1、 追々 小 〈尸" 下關 渡海 烈しく 相 成、 往來 不自由なる 傣も 可レ有 11 御座 T 追而は 御手 船に 而 若松 邊に被 二相 廻 一 候 而も、 御 

間欠 は 有 レ之間 敷 候へ 共、 尙乂 火急 御人數 上-下等 之 事 も 可 レ有レ 之、 左様 之 節 前 條に申 上 候 白 石 正 j 郞 御用達に 被 二 仰 

付 一 候 は 、同 方 近邊之 浦々 漁 人 等 も 支配 下 之 儀に 付、 漁船に 而も 差 出 候 樣之儀 は 吃 度 御 便利に 相 成可レ 甲、 共 外 

荷船 御 借 入 被 是之事 等、 御用達 仕 候 儀 何程 も 可：, 有 二 御座, 哉に 奉 n 存上 1 候。 

白 石 正 一 郞を 以て 黑 田家の 御用達と したいの は、 去年の 冬から ェ 藤の 已に 周旋して カを盡 した 所で、 ェ 藤の 之 を 謀つ 

た 趣意 は、 長溥 公の 自 ら意を 用ち て 興された 新 事業の 製造品の 販) 買と 生産 原料の 調 辦とを 主として ゐ ました か、 國臣は 


今や 將に 専變を 生ぜむ とする 時局の 上から して 白 石を黑 田家の 御用達と せる i の 得策なる を說 きました。 

ェ藤左 門の 周旋 盡 力の 致す 所歟、 國 臣の此 時の 建議 また Is 、つたて 多少の 功が あつたの 敷。 黑 田家に 於て 白 石 を 御用達 

とせら る- - 評議 は、 一 時 幾ん ど 全く 成立せ むとしました。 

華 

櫻 田事變 前の 建白書 三 •  _ 

國 臣の此 建議に 於て、 朝廷 若く は 天下と 交涉 ある 事 を 多く 述 ぶる 所の なかった の は、 蓋し 堀 仲左衞 門の 建白と ま： 複す 

るの を 避けまして、 專ら黑 田家と して 筑前 藩と して、 最も 敏速の 處！ を 必要と する 當 面の 急務 を 說くを 主と した ものと 

見えます。 併しながら、 また 終に 朝廷と： 大 下との 案 を 全く 忘る. t こと は出來 ないで、 最終の 一節に 於て、 京都 大阪の 門 

戶 たる 紀州 海峡の 防備 を 論じ、 黑 田家が 德川 幕府の 初から 重要 第 一 の 任務と して をる 長 崎の Shg よりも、 寧ろ 紀淡 海峡 

の 防備 を擔當 する の 得策で ある こと を 喑に說 きました。  ， 

1 、 千 一 橫濱騷 動に 及 候はミ 夷船必 S 湊可レ 仕 左様 之 節 は 奉 レ驚ニ 皇居 1 候 はんと、 浪華 邊へ 候 義も可 レ有一 坐 一 

哉。 魏 源が 說の 如く 內 場に 引付 打 掃 候 も 可レ然 哉に 候 へ ども、 幸に 淡 路紀州 之 間. E 良 加 田 之 .1 戶は 狹く、 戌 兵 固く 

候へば、 如何様に も 防禦 可 11 相 成 1 場所に て、 明 石と 淡路之 岩屋 之 岬 は、 其 間 廣く候 得 ども、 兩 方より 堅固に 裹場を 

構え、 明 石の 方に 石垣に 而も 築 出 候 は^、 隨分喰 止ら れ可レ 申、 此兩公 は 皇居 城門の 如き 要所に 御 坐 候處、 只今 之， 通 

に而は 御手 薄に 御 坐 候。 第 一 紀州 家より 加 田 之 防 仕 候 事 は 無理に 而、 明 石 を 明 石 家より 持 候 而も 又 無理に 御 坐 

候 。雨 所と も 無 海 大名 歟叉 は瀨 P 內之 大名 敷、 御受 持に 不 n 相 成, 候而 は、 內外兩 防 は 可, 難， 被 二相 保, 被， 存候。 

.  二 九 五 
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此 一 倏は御 岡 家に 拘り^ 義に 而も 無 レ之候 得 共、 兼而 苦心 仕 候 事故 序に 申 上 候 義に御 坐 候。 何 ぞ折も 御 坐 候 節 御 軍 

議之 一 端に も 可- 1 相 成 1 哉と 勘辨 仕、 無益 之 事相 認申上 候。 但^ 紙圆面 一 枚 奉， 1 獻上 1 候。 

宫崎司 

吉永源 八郞様 

右 は甚恐 多義に 御 坐 候 得 共、 不圜下 關に而 堀 仲左衞 門に 出會^ 紙 被， 托、 翁 又 大事 之譯 密談 承り、 御油 斷不， 一 相 成,^ 節 

と 奉 レ察候 si、 一 旦出國 之 罪科 を 顧 t 愚：：^ 相 添 只今 奉 1 一進 達 1 候。 御機嫌 を以被 レ達 二 御 聞 1 被， 爲千 候は气 本望 不, 過レ 

之 難い 有 奉レ存 候。 

『御闽 家に 拘り 候義に 而も 無 レ之候 得 共』 と ある 國家 は、 黑 田家 若く は筑前 藩の 意で、 當 時の 諸 藩 人の 謂 ふ 所の 圃家 は、 

今日 普通に 稱 せらる X 國 家と は、 頗る 義を 異にして をり ます。 

此 一 節の 意見 は、 國臣 が文久 三年の 夏 福 岡の 獄を放 たれた 頃、 長 溥 公に 上った 保國 策のう ちに 於て、 德川幕 苻の初 世 

以來、 SI 田 鍋 島の 兩 家が、 隔年 交代の 職掌と して 重 貴 を 負 ふた 長 崎の 警衛 を辭 し、 自ら 請 ふて 募ら 京都 大阪 の關 門た る 

攝津 近海の 防備に 當ら むこと を說 いた ものと、 遙 に照應 しまして、 粗枝大 葉の 說 ながら も • 久しく 已に斯 かる 意兒を 抱 

いて ゐ たのが 分ります。 

抑. - 天 保弘 化の 頃より 漸を追 ふて 我國 に來航 した 外國の 船舶 は、 從來の 如く 長 崎 を 以て 唯一の 出入す る 所と せす、 Q 

.H に 上國の 近海 を 遊 戈す る を 常と しまして、 國 防の 情 態 全く 一 變し、 天 下 全體の 上より 見ます と、 長 崎の 警備 は 著しく 

價矿を 失 ふて をり ますから、 國臣の 意見 は 最も 倾聽 せらる.. 理由が あります。 當 時の 筑前は 固より 斯， r る 意見の 寶行を 


期し 得る 藩 情で なく、 經费を 要する の 多き は、 殊に 實行を 困難なら しめたと しましても、 若し 黑 田家 をして 斯 かる 意見 

に聽 き、 天下の 爲め 朝廷の 爲め紀 淡 海峡の 防備 を擔當 する こと を 自ら 請 はしめ たら、 それ は 單に之 を 請 ふたと 云 ふ 事 Ici 

だけで も、 著しく 筑 前の 成 名 を 加へ た 害です。 況ゃ實 際に 防備の 仵務 を擔當 したと すれば 縱令 その 長 崎の 警衛に 投す る 

經 費の 限度 を 以て 擔當 したに 止まる としても 筑 前の 威名 は 大に振 ひまして、 且つ 藩 情と 士氣 との 上に 好影響 を 生じた こ 

と は 疑 を 【件れ ませぬ。 政廳の 人が 脫藩 亡命の 身で 以の 外の 義を 申立てた の を 怒りまして、 却て フ ン 縛らう としたの は頗 

る惜 まれます。 然うして 國臣 の紀淡 海峡の 防備 を說 いて 地勢に 及び、 和歌 山 藩 をして 擔當 せし むる の を 無理 だと 云った 

の は、 去年の 正月の はじめ、 形跡 を 潜めて 紀 州の 境に 入り、 湯淺の 浦に 於て 櫻 任 藏と遞 返した る 頃、 地勢 を 視察して 得 

る 所の 意見でした" 

此 建議 書の 草案に は、 最終の 條 項と、 吉 永に 對 して 提出の 事由 を 述べて 進 達 を 求めた 文 言と を 塗抹し まして、 淨寫す 

る 時 全く 削除した の歟、 或は 增補 若く は 訂正 を 加へ て 改め 書した の歟、 それ は 判明し ませぬ が、 國臣は 直接 上書す る資 

格の ない 微賤の 身分です から、 此 建議 書が 君側の 吉 永に 對 して 之を述 ぶる 形式 を 取った の は、 當 時の 慣例と して 順 適の 

手, でありました。 

櫻 田事變 前の 建白書 四 

闽臣の 建議 書 は 三月の 何日 を 以て 進 達せられた 歟、 自筆の 草案に は 日付の 記載が 無い ので、 今 その 期日 を 明かに する 

こと は出來 ませぬ けれども、 二月の 盡 日に 海峡 を 越へ て 福 間に H り.、 三月の 十五 日に 福 岡 を 去って、 未だ 幾ば くなら 

二 九て 
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す、 趙 fi の 事赏露 はれて 政廳の 知る 所と なり、 忽ち 藩 吏の 追跡 を 受けた の を 見ます と、 福！： の 滞留 十餘 日の 間に 於て 迆 

達の 手 鑌の了 はった の は 固より 疑 を容れ ませぬ。 然うして 後に ェ 藤と 北條と は、 堀と 國臣 との 上書の is^ に關 し， 黑 田家 

の譴赏 を 蒙りまして、 暫く 他人との 面會 通信 及び 定住の 島 地 を 離る、 こと を 禁止 せられて ゐ ます。 然うして 北條 は國臣 

の 福 岡 を 去る 前日に 姬 島より 出て \參 つて 始めて 國臣 等と 面會を 遂げました。 斯 かる 情況から 考へ ると、 1： 臣は 滯留十 

餘 日の^ 何等かの 都合で ェ藤を 介し 若く は 自ら 吉 永に 就て 進 達の 手續を 求む る 道な く、 北 條の姬 島より 出て 來 るの を 待 

つて 之 を 託して 去った かも 分り ませぬ。 ェ藤は 元来 頗る 老猾の 風を帶 びた 人で • 勉めて 斯 かる 事に 干與 する の を 回避し 

た専情 もあって、 別けて 然ぅ ではない 歟と思 はれます けれども、 また 必 すし も斷言 は出來 ない のであります。 

此 の國臣 の去來 出入 は、 政廳 一部の 吏 僚 以外の 人 は、 半ば 認めて 謂 ふ 所の 公然の秘密 として をった 實狀 で、 暮夜 密 

に吉 永と 相 見る 位 は、 必す しも 難事と せぬ 情況でした。 吉 永が 堀の 建白書と 同じく 國臣の 上書 を も長溥 公に 進 達した 

S から 中し ますと、 ェ藤を 介した としても 北條を 介し, だとしても、 吉 永と 國臣 との 間、 また 自ら 一 點 11 摩の 相 通す る 所 

のあった の は 推して 知られます。 國臣に 約 十日 後れて 入筑 した 白 石 正 一 郞の福 岡 滞留 中の 動静、 また 頗る 此 間の 機微 を 

窺 ふに 足る もの もあります。 

併しながら、 表面上の 事理より 見ます と、 ^藩 亡命の 犯罪者 は、 君側の 要職 を帶 ぶる 吉 永に 面 食し 若く は 消息 を 通す 

る こと は、 到底 それ は出來 ませぬ から、 或は 豫め相 謀り 名 をェ藤 若く は 北條に 托し、 進 達の 手續を 求めた 狀を^ ふたの 

であり ませう。 ii もな く 建議の isi^ 實露 はれて 藩 吏の 追跡 を受 くる 時、 阈臣は 憤慨し、 これ は政廳 より 起った 評議の 致す 所 

で， 長溥 公の 眞の 意思と は 齟齬す る處置 だと 認め、 最も 不服の 情 を 抱いて ゐ ました。 國臣が 始めて 嚴 急の 追究 を 受けた 

の は、 樱 田の 變報 方に 到り、 朝野 愕然として 唯專ら 幕府の 嫌疑 を 免る-^ を 是れ箏 とする 2； ですから、 嚴ク才 の 追究 は、 51- 


して 國臣の 自ら 認めた が 如く、 長溥 公の 眞の 意思と 齟齬した もの 歟， 公 また 或は 之 を 追究す る を 必要と せられた の 敷、 

それ は輕々 しく 忖度す る こと は出來 ない としましても、 國臣の 自ら 認めて 公り 意思と ii 齬 した 處置だ としたの は. 蓋し 

君側の 間に 消息 密に相 通す る 所があって、 公の 平生の 意思 を 聊か 知って ゐた 故で せう。 抑. - また 國臣は 堀の 建白に 關係 

し、 己れ も 上書した 所爲を 以て 追究 を 受け、 ほ つ H 藤 北條等 また 連座して、 嚴 重の 譴責 を 蒙った とすれば、 當 時の 慣例 

上、 君側の 要職た る吉永 も、 斯.^ る忽 緒の 進 達を爲 した 過失に 就て は、 多少の 責を負 はねば ならぬ 害です が、 吉永は 平 

然として 始 より 何の 關係 もなかった ものの 如く、 愈 長溥 公-の 信任 を 尊ら にしました。 闘臣が 己の 追究 を 以て 長溥公 Q 

意思と 齟齬した 處 置と 認めた の も、 必す しも 幾分の 理由な しと は 申されぬ のであります。 

昔より 勉めて 士 民の 諫爭 進言 を嘉獎 し、 容易に 言論の 罪を尤 めて 人 を 所 罰せなかった の は， 黑 田家 累世の 一 大美德 

で、 長溥公 また 夙に 此 家風 を 重ん する 藩主でした。 然うして 國臣が 堀の 建白に 附隨 して 中立て た 意見 は、 多く 忌諱 を 犯 

す 程の 事柄で も ありませ ぬ" 脫藩 亡命の 身 を 以て 斯 かる 擧 措に 屮 I でた の は 不都合と しましても、 此秫の 事例と 長溥 公り 

平生と を 熟知して をる 老功の 吉永 にして、 ^ほ 執 達の 手 IS を 取って 何の 顧慮す る 所 もなかった とします と、 此事 また 多 

く 憂 ふるに 足らぬ もので あつたと 思 はれます。 蓋し 脫藩 亡命の 身 を 以て 斯 かる 潜 越の 建議 をした と 云 ふよりも、 寧ろ 深 

く 櫻 W 事 變に關 したの を 疑 ひ、 或は 延ぃ て 黑、 田家の 累を 生す る を 恐れ、 政廳は 急に 追究の 命を發 したが 如く、 次で 月 

形 魔 取 等の 志士 起り 盛に 一種の 議論 を唱 へ、 藩內 紛擾し 人心 動榣 する 根源、 また 多く W 臣；. J 關聯 する を 知りまして、 之 

を 追究す る こと 愈た 嚴密 となりました。 櫻 田の 義擧に 就て は、 國臣は 直接 何等の 關係は 無かった のです けれども， 薩摩 

人の 交 態から して、 事前の 秘密 を與り 聞いた の は已に 述べた 通りで * 櫻 田の 變 後に 於け る 月形 廳取 等の 行動が， 主と 

して 國臣の 報告と 言論より 起った の も、 亦た 爭ひ雞 き事赏 でした リ 

二 九九 
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されば 政廳の 人が 阈臣 が樱 田の 義擧 に關 係し、 累を黑 田家に 及 ほす を薆 ふる 外、 猶ほ危 言 矯說を 以て 人心 を動榣 せし 

め、 藩內の 治安 を 妨害す る ものと 爲し、 旁. -嚴 急な 追究の 命を發 したの も、 i 是に餘 儀の ない 形 行で ありました。 

白 石 正 一 郞の入 筑ビ藩 吏の 歡待 

ェ藤左 門が 白 石 正 一 郞を 薦めて 黑 田家の 御用達と し、 精練 所に 必要な 原料 を 納付し、 且つ 製造品 を販寶 せしめむ と 欲 

し、 專らカ を 致した こと は已に 述べました 通で、 ェ藤は 豫め吉 永 源 八 郞と和 謀り、 去年の 冬 自ら 白 石に 代 はり 出願の 手 

^を 取りました。 

然るに 阈臣が 堀の 建白書 を携 へて 歸來 した 頃に は， ェ 藤の 周旋 は 漸く 効 を 奏しまして、 黑 田家の 評議 は 粗 ぼ 決定 を吿 

げ、 白 石の 入筑を 必要と する 事情 を 生じました から、 ェ藤 は先づ t: を 寄せて 之 を 報じ、 國臣 も狀を 知り 專价 を馳 せて 白 

石の 入筑を 促しました。 

.21 石 は 三月の 七日 を 以て 福 岡に 入り、 國臣と 同じく 下名 ii3 の 高 橋屋平 右衛門の 家に 投じ、 安政 五 年の 冬 月 照の 潜伏した 

由緒の ある 子亭の 茶室に 留る こと 約 十日、 此間 或は ェ 藤の 紹介に 依り 吉永源 八 郞を訪 ふて 歡待を 蒙り、 或は 精練 所の 主 

任澤原 與左銜 門の 家に 招かれて 盛宴 を 受け、 また 或は 特別の 案內 があって 精練 所の 內部 を觀る こと を 許され、 連 u 鄭直 

にして 悠穀な 接 遇 を 得ました。 此時黑 田家が 白 石 を 御用達と する の 評議 粗 ほ 決定した 況は 自ら 分ります。 然うして 國 

臣の 父親. Sn 郞右衞 門 は、 四 男の 津野慶 三 郞を携 へ、 酒 饌を覽 らし 來 りて 白 石. V 訪ひ、 國臣 の爲に カを盡 した 去年 來の好 

情 を 謝し、 猶ほ囑 する 所 も ありました。 國臣の 弟 平 山 宇八郞 も、 また 鄕黨の 同志 戶田六 郞小田 部 龍 右衛門と 偕に 來り訪 


ふて 時事 を談じ * 且つ 土宜を 贈って 禮意を 表しました。 

白 石 は 今方に 國臣と 最も 熟 交しまして、 離る ベから ざ？ 、關 係の ある 人、 行 を 共に し 居 を 同く し、 精練 所の 事 も， は 

心 を 合 はせ カを戮 せて 相 謀る 所で、 長溥 公に 上った 建議 書、 また 公然として 白 石との 關係を 述べ、 その 人柄 を稱 て 

をり ます。 されば 白 石の 福 岡に 於て、 職責 輕 からざる 吉永 源八郞 以下 精練 所の 吏員より 欺かる 禮 遇に 預りも すに.. H、  0 

臣の實 父 同胞 及び 鄕黨の 友人 等の 特に 來 つて 白 石 を 候 問した の は， 國臣の 境遇 また 自ら 好適なる を 示す 听以 で、 脫藩亡 

命の 身 こい ふ事資 は、 幾ん ど 全く 消失して をる 様に も 見えます。 吉 永が 國 臣の携 へて 參 つた 建議 書 を長溥 公に 進 達した 

の も 抑 また 斯 かる 內 情から 起った ので ありませ う。 

白 石 日記 

二 日、 筑前ェ 藤お ヨリ 飛脚 來ル、 精練 所產物 一條 1 一 付 3}- 々致 出 筑候様 申 來ル。 

同 五日、 宮崎 コリモ 態々 飛脚  一二 ァ申 來ル。 

五日 夜、 正 一 郞 直樣大 里へ ワクリ、 今夜 富 野へ 一 宿、 同 七日 福 岡 着。 

. 八 日、 ェ藤 君ノ 周旋 二テ 御用 A 吉永源 八 郎君へ 行、 談話 馳走 ァリ。  、 

九 日， 宮崎： ほ 父 及舍弟 ナド旅 宿へ 尋來、 種々 饗 應有レ 之。 同 十 rxr  H 藤 君 誘引-一 テ澤. 原 與左衞 門 君 宅へ 行、 熊 谷 丈 

平 淸水正 平 入江 勝 四 郞大內 左內ノ 諸君 一一 逢大 一一 馳走 ァリ、 此衆 ミナ 精練 所 御 產物懇 リノ 役人 ナリ。 

十 一 日、 精練 所 諸 品 見 1- 行" 

十三 日、 戶田六 郞小田 部 龍 右衛門 平 山 卯 八郞ノ 三士 旅 宿 へ 來訪- 夜 一一 入 北 條右衞 鬥君姬 シ マ リ 渡海 - ーテヲ ノレ ガ旅 

宿 へ 入來。 十四日 晝過 ヨリ 宮崎 同道 出立。  . 
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十六 日、 正 ー郞歸 宅シテ 承ル、 去ル 六日 薩州田 屮直之 進 君 來リ、 先日 金子 返却 手紙 一通 殘シ 有レ 之、 其^-一高 崎^ 

太郞君 ヨリ ノ齊翰 X 大久保 1?； ヨリ 宫 崎へ ノ齊狀 モ有レ 之 直 様 {or 崎へ 渡ス、 借 W 中 君 ハ其翌 七日 出帆 上！； ノ 出。 

當時 また 國臣の 父親 吉郞 右衛門に 贈った 書が 殘 つて をり ます。 『九日 宫崎寳 父 及舍弟 ナド旅 宿へ 尋來 種. 變應 有い 之』 の 

記^と 參照 せらる- - もので、 謂 ふ 所の 舍弟 は吉郞 右衛門の 四 男津野 慶三郞 即ち 後の 三郞能 得で ありました リ 

口  上 

先 0 は 御 もの も 不レ申 上 1 引取 申 候。 昨夜 下關 より 出 浮 御座 候。 明日 ども 御 都合 被レ成 ニ出來 1 候 は^、 御 來光被 レ爲レ 

下 候 哉、 明後日 は 製 練 所 出方 之！ Ji に 御座 候。 ェ 藤氏 も 出 福 中に 付、 是迄之 何 蔬御禮 ども 被 二 仰 f 一 旁々 御 出 浮 之處に 

て 御し かう 可レ被 レ爲, 下僕。 若此邊品ょき^?有合不レ中候はビ、箱崎問屋橫丁之ぅなぎにても御取寄可レ被レ爲レ下候。 

彼方 は 至而下 直にて 御座 候ソ 兄弟 三人 間隙 無 レ之候 は ど、 (有レ 之 候に ^  S 誤歟) 御 連 越 被 レ下候 はビ、 尙更 都合 宜敷 

御座 候。 病 屮之阨 介 彼是 乍 二 御迷惑 1 危末無 レ之様 御 取 計 可 レ被レ 爲レ下 候。 此 段重疊 奉-願 上 1 候。 恐惶 謹言。 

三月 八日 

於-地 行 三番 町-  髙橋屋 より 

平野 吉郞 右衛門 樣 急用 

國臣は 去 ギの舂 京攝の 地より 回へ り、 備 中の 連 嶋を經 て 竹 崎に 到り、 薩 摩の 產物 交易の 案.^ 抱いて 九州 中國を 奔走した 

頃、 數ば筑 前に は歸 へりました けれども， 猶ほ 白日 公行の 自由 はなく、 大概は高橋屋平右衞門の家に潜居してゅ^の^!^ 

目 を 避け、 恰も 狐 独の 如く 畫 伏し 夜 出で， 往 々緩に 間 を 伺 ふて 父母の 家 を 省る を 例と しました。 然るに 今 は 周 11 內 外の 


iES^ 情、 斯の 如く 頗る 好適と なりまして、 或は 覆面の 逋客を 以て 筑 前の 物 產販賣 の 事 を 管理せ むとし， 或は 君側の 要職 を 

經て言 說を 進む を 得る やうな 境遇と なりました から、 從 ふて 來往 出入の 道 も 漸く 寬濶を 加 へ たこと は 自ら 察せ られま 

す。 そこで 暮夜 密に 氣慨 あり 志操 ある 朋友 知 音の 門 を 叩きまして、 或は 尊王の 大義 を 說き. 或は 天下の 形勢 を 語り、 新 

くて 藩 諭の 振作 を 謀り 藩 人の 奮起 を 促し、 筑 前の 勤王 黨 こ- -に 始めて 發 生す るの 端 を 開きました。 . 

筑前 勤王 黨の發 生 徑路 

國臣は 堀の 建白書と 薩筑 提携の 案と を携 へて 福 岡に 歸 つてから 後、 結えす 氣慨 あり 志操 ある 藩 人 を 叩いて、 天 下 o^ie 

を 語り、 時勢の 切迫 を說 き、 鼓舞 獎勵 最も 勉 めまして、 安政 五 年 秋北條 右門の 後 を 尾して 京都に 出でから、 多く 薩 摩の 

志士と 接觸し 自ら 昆 聞した 勤王 運動の 消息と 今や 將に實 行せられ むと する 井 5： 大老 耍擊の 秘密と を洩 しまして、 堀大久 

保 等の 薩摩 人が 薩筑 提携の 案 を 立てた の を機會 とし、 筑 前人 も 藩 論 を 振作して 爲す所 あらむ こと を 促しました。 これ は 

此 頃より 始めて 發憤 興起した 月形 廳取 海津 等の 一 派の 言論と 行動と を撿 討して 見る と、 事實は 最も 善く 分ります。 

月形が 五月 六日 を 以て 長溥 公に 上った 長篇の 建白書 以下、 當 時の 筑 前の 志士が、 長溥 公の 今年 江戸に 參勤 せらる i を 

不可と し、 退いて 自ら 藩 を 守り 徐に 形勢 を 窺 はる i の 得策なる を唱 へたの は、 薩 摩の 藩主 茂久 公の 樱 ^の_ 钭變を 聞い 

て、 筑 後の 松 崎より 駕を 回へ して 歸國 し、 辭を 病に 托して 參 勤せられ ざる 態度と 同一なる が 宜しい と 云 ふ 意 2- でした。 

或は 中 村 M 太 江上 英之進 淺香巿 作の 三人が、 島津 家の 援助 を 求めて 藩 政 を 改革せ むと 欲し- 1:1:志，て代^^し藩を.^して『^ 

摩に 走った の も、 薩筑相 依り 相 助けて 力 を 君國に 致す の 趣意から 出た もので、 根源 は 直接 若く は 問 接に 國臣 との い 交 

11:〇 三 


1 二 〇 四 

涉 があります。 政 廳の謂 ふ 所の 甲 巾の 獄案を 構へ、 月形 廳取 海津等 一派の 志士 を檢擧 した 時、 阈臣を 物色す る こと 厳び 

しく、 如何にしても 捕縛せ すば 巳まぬ と 云 ふ 勢であった 理由 も、 筑 前の 勤王 黨 こ- r に 始めて 發 生した 徑路 も、 歷々 とし 

て指點 せられまして、 樱 田の 變前を 以て 薩摩 人と 相 謀り、 密に歸 固した 國臣の 報告と 提唱と は、 最も 與 つて 力が 多 かつ 

たのであります。 

闽臣は 三月 十六 日の 午後、 .CI 石と 相伴 ふて 福 岡 を 去り、 十七 日 海峽を 越えて 竹 崎に 到り、 始めて 田 中 直 之 進の 此月六 

日 を 以て 竹 崎 を 過ぎった こと を 知り、 且つ 田 中の 寶 らして 來 た大久 保の 書 を^ 取りました。 

m 中 底 之 進 は 途中に 於て 堀 仲左衞 e: と 齟齬し 歸 へり 着いて みると、 鄕國の 事情 は 江戸で 想像した 所と は 大に異 つて、 

水戶 人と 相 謀った 計畫 も、 從 ふて 變更せ ねばならぬ こと を 知りました から、 また 急いで 東行す る 途次 ふた-び 竹 崎 を 過 

ぎり ましたが、 國臣 等が 筑 前に 入った 後であった ので、 次の 日 また 竹 崎 去って 東行の 途に 上りました。 此時田 中の 齎 

らして 來た 阈臣に 宛てた 大久 保の 書 は、 今 は殘 つて ゐ ませぬ が、 堀の 留囑 した 薩筑 提携の 計 晝に關 する 消息であった こ 

と は、 CII ら 察せられます。 

1； ほが 樱 W の 門外に 起った 上： u の 事變を 始めて 聞き， 快哉 を 呼び 覺 えす；！ t 舞した の は、 筑 前より 回へ り 着いた^ 十八 

日で ありました。 

櫻 田 門外の 事變 

幕府 は 去年の 秋から.^ \ に涉 つて 戊 午の 大獄 を斷 じ、 嚴峻の 處分を 幾多の 志士に 加へ、 且つ 朝廷の 大 e 及び 諸侯 を も 


罸 した 後、 問 もな く il 曰 を水戶 家に 下し、 嘗て 朝廷より 賜 ふ 所の 勅； S を遠納 せしめむ としました ひ 當路 の諸老 職藩內 0 事 

情 を訴へ て 猶豫を 求めます けれども 幕府 は 許し ませぬ。 今年の 一 一月に 及びて 迫る こと 愈々 急でした。 そこで 飽くまで も 

遣納を 不可と する 同志 は、 諸老 職が 或は 屈して 幕 命に 服す る を 憂へ まして、 各々 出で.^ 長 岡驛に 集まる 者百餘 人、 死 を 

以て 遮ぎ り 止め やうと 謀りました。 政 廳は愕 いて 數ば 訓諭 を與 へて 鎭 撫に勉 めます けれども， 衆 は 抗言して 聞かす、 人 

心 頗る 動搖し 物情 饰々 でした。 幕府 は 此狀を 知りまして 更に 旨 を傳 へ、 長 岡驛に 集る 者を嚴 重に 處 分し、 早く 勃 害還納 

の 事 を 了すべく 命じ、 若し 猶ほ 遷延 すれば 責は 水戶 家に 歸し、 罪 測るべからざる を 告げました から、 水戶 家は餘 儀な-く 

多數の 士卒 を 派遣し 鎭壓を 加 ふるの 評議 を 決し、 且つ 先づ 金子 孫 次 郞と高 橋 多 一 郞とを 捕へ むとしました。 

金子と 高 橋と は、 當 時の 水戶に 於け る 志士の 首領で 最も 人望が あって、 政廳 では 認めて 少壯を 煽動し 藩 情の 紛擾 を 起 

す 巨魁と 爲す 所でした。 然うして 二人 は是 より 先き 已に譴 を 蒙り 幽屏 せられて 居りました。 そこで 同志 密に 相議 し、 幕 

府暴 橫斯の 如く、 頻に 朝廷 を 蔑 如し 强 ひて 勅書の 還納を 迫る、 今 は 志士の 徒に 身 を 屈し 手 を 束ぬ る 時で ない、 如何して 

も斷然 起って 元 を 一 擧に噎 し、 以て 幕府 暴撗の 根を絕 たねば ならぬ と、 金子 高 橋 以下 後先 亡命して 水戶を 出る^ 二十 

餘人、 各々 装 を 更め姿 を變へ 所在に 潜伏して 時機の 熟する を 待ちました。 高 橋 は 先つ 中 山道 を 取りて 京都に 向 ひ、 金子 

は 二月の 二十 五日に 江戸へ 出で、 故 日 下部 伊三次の 親族と 稱 して 芝の 薩摩 屋敷に 入り、 村 雄 助と 同居して 審ら事 を 謀 

りました 0 

有 村は已 等の 兄弟 二人の 外、 薩 摩の 同志の 江戸に 在る 者 無く、 且つ 田 中 直 之 進の 消息 も 未だ 至らぬ からと 申して、 暫 

く 決行の 期 を 緩べ むこと を 求めました けれども、 金子 等 は 時日 を 遷延 すれば 幕府の 爲に 探知 せらる. -憂 もあって、 井 5- 

大老の 警戒 また 自ら 嚴重 となり 乘じ 難いので、 急に 事を擧 ぐるい 說を 執りて 動ぎ ませぬ、 有 村も此 間の 事情 を諒 とし 奮 
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ふて 之を赞 し、 兄^:-ニ人枕を並べて斃る--覺悟をしました。 然るに 金子 は 京攝に 走りて 薩 摩の 同志と 事 を 謀らう とすれ 

ば、 最もお 村の 同行 を 必要と する を 理由と しまして、 强 ひて 俱に西 上す る こと を 望む ので、 有 村 また 終に 納得し まし 

て、 弟の 次 左衞門 獨り留 つて 死士の 列に 加 はりました。 

三月 朔 日の 夜、 一 同 和 集って 最終の 密會を 催う し、 愈々、 明 後 三日 井伊 大老が 登城して 上已の 節を賀 せらる \ を途に 

要 耀 する 策 を 決し、 金子 は 自ら 筆 を 執り 書して 衆に 示しました。 

1、 各々 武鑑 ヲ携へ 諸家 ノ 道具 鑑定 ノ風 ヲ爲ス べシ。 

1， ^五 人ヅ、 組合 互に 應援ヲ 爲スべ シ。 

1、 始 一一 先 供 ヲ製ヒ 駕籠 脇ノ狼 狠スル 機ヲ見 テ元惡 ヲ討ッ べシ。 

1、 元惡 〈十分に 討留メ タリ トモ 必ズ 首級 ヲ擧グ べシ。 

1、 負傷 スル 者ハ SI 殺シ、 又ハ 閣老ノ 邸に 自首 シ ^ 餘は a- 京都に 微行 スべ シ。 

是に於て樱^門外の^^變は起りました。 

萬延 元年 甲 巾の 11^ 三月 三日、 水 p の 齋藤監 物關鐵 之助稻 田重藏 佐^ 竹 之介廣 岡？ f 之 次 郞岡部 三十^ it 淵 要人 杉山彌 一 

郞 Mi 澤忠三 郞大關 和 七郞森 五六 郞蓮田 市 五郎 森 山 繁之助 增子金 八 海後磋 磯之介の 十六 人、 薩摩の^ 村 次左衛 門ん 共に、 

櫻 田の 門外 飛 雪紛々 たる 處に、 幕府の 大老^ 井^ 掃 部 頭直弼 卿の 行列 を 遮ぎ り、 奮戰 健闘して 護衛の 士卒 を 襲 ひ、 咄^ 

の Si に 大老の 首級 を猜 ました。  . 

田は戰 ふて 先づ 現場に 斃れ、 廣岡山 口 鯉淵の 三人 は 疵を負 ふて 途上に 自殺し、 有 村 また 大老の 首 を 抱いて 途上に s 

殺しました。 齋藤佐 野 杉 山黑澤 大關蓮 田の 六 人 は 老中の 公 宅に 自首して 囚 はれ- その他 5 關岡部 $P 子へ， I 後 等 は 逸して 走 


りました。 井伊 家 護衞の 士卒- 或は 死し 或は 傷く 者 都べ て 二十 一 人。 金子 孫 次 郞は佐 藤鐵太 郞を隨 へ、 有 村 雄 助. V 共に 

南 品 川の 驛に 於て 成る の 報 を 聞く と 同時に、 直に 京都 を 指して 發し、 薩 藩の 士 某と 稱し、 晝夜程 を 兼ねて 東海道 を馳 

せ 上りました。 

威 權赫灼 たる 御 大老、 忽ち 浪人の 襲 ふ 所と なって、 首 を 大道に 失 はれた の は、 沟に德 川 幕府あって 以來の 大變、 if 代 

未聞の 珍事で、 江戶 市中の 士庶 愕然として 耳目 を聳 動せ ざる はなく、 羽 書縱横 飛んで 四方に 馳せ、 天下の 人は齊 しく 日 

本 喑の靑 天に 霹靂 を 聞く の 思 をし ました。  . ， 

櫻 田の 變 報，、」 感懷の 歌 

東の 方 江戶に 於て、 櫻 田 門外の 事變 忽然と して 起り、 稀 有の 大雪 を 語り， 上 己の 節句 を 祝 ふに 忙 はしき 滿 都の 士庶を 驚 

愕 せしめた 當時、 西の方 闽臣 等の 動靜 如何 を！ 115- へます と、 長溥 公に 上る 建白書と、 薩筑 提携の 案と を 國臣に 托して 去つ 

た 堀 仲 左衞門 は， 恰も 江戶を 指して 急行す る 途中で、 田 中 直 之 進また 前 一 日 を 以て 鹿 兒島を 出で、 先 づ竹崎 を 過ぎら む 

と 欲して 急行し 來る 途中でした。 然うして 我 阔臣は 堀の 留囑 した 建白書と 薩筑 提携の 案と を携 へて 筑 前に 歸 りまして、 

丁度 三日 を閲 する 時で ありました。 

幕府 は 櫻 田の 事變 起る と 同時に、 行路 宿 驛の譏 察 を 厳に し、 西國 筋の 往來を 警戒す る こと 最も 密 でした から、 此事變 

の 公報 若く は 私信の 九州に 至る の は、 平常よりも 著しく 遲延 しました。 それで 國臣は 十六 日の 午後 白 石と 相携 へて 福 岡 

を 去る 時まで は、 斯 かる 事 變の 起った こと を 知る 由 も ありませ ぬ。 十七 日 海峡 を 越えて 竹 崎に 着いても 猶ほ 同様でした 

1ー一〇 七 
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が、 適々 翌十 八日に なって， 誰れ 言 ふ ともなく 江戶に 大變の 起った 暉を する 0 を 聞いて、 事變 は發 した Q では あるまい 

歟と思 ひ、 白 石と も 話 合 ひまして、 自ら 馳 せて 下關に 到り、 阿 彌陀寺 町の 御手洗 屋に 就て 事情 を 探りました。 

御手洗 M は 常時 唱 へて 狀屋と 云 ふたもので、 卽ち郵 書 遞傳の 事 を 取扱 ふた 家であります。 

然 うする と、 江戶に 大變の 起った 嚼 は眞實 で、 去る 三日の 朝、 水戶の 浪人が 櫻 田の 門外に 狼藉 を 働いて 御 大老のお 印 

を 申 受けた と 云ふ大 珍事 を 始めて 知りました。 扑舞宙 を 飛んで 馳せ歸 り、 狀を白 石に 吿げ、 互に覺へす快^^を呼びまし 

て や も あれ 先づ j 杯を擧 けざる ベから すと、 酒 を 酌んで 相慶 し、 各々 幾 通の 寄 を 作り、 高 崎 善せ、 衞の後 を 承け た 

iM-fe! の 苫船役 岩城サ K に 賴んで 大久保 海 江 田 高 崎 等に 事の 由 を 告げ、 阈 臣は筑 前の 同志に も 報じまして、 ^ほ n 七し 說く W 

も ありました。  . 

斯くて 時日 を 重ぬ るに 從ひ、 突擊 奮闘の 情況、 死傷者の 氏名 人員 等 も、 追々 明瞭と なりました から、 國臣 は^々，. -ー 

擧の 成功 を欣 悅し義 徒の 壯烈を 嘆美す るの 情に 堪へ ないで、 數 首の 敬 を 咏んで 感懷を 述べました。 

所がら 名 も 面白し 樱 田の 

火花に まじる 春の 淡雪 

神風 をな に 疑 はん 樱 田の 

花^ 頃の 雪を兒 るに も 

武夫の 花樱 田の 春の 雪 

ついに 消ても めでた かりけ り 

末の 一 首 は 或は 數 年の 後 福 岡の 獄中に 成った 追 懷の作 かと 思 はる.、 理由 もあります が、 明確で ないから、 今^く 玆に并 


せて 收 めます。  . 

同 臣 i^H の 義擧と 直接 相關 して をり ませぬ けど も、 安政 五 年の 秋 このかた、 互に 善く 心事 を 解した 薩摩 人が、 水戶 

の 同志と 相 謀って 割 策した 所で、 多く m 前の 機密 を與り 知りまして， 幾ん ど 全く 同盟の 一 入の やうな 狀 でした から， 此 

擧の 成功 を欣 悅し義 徒の 壯烈を 嘆美す る 情の 切な こと は當然 でした。 況ゃ 挺身 奮 ふて 一 擧に參 加した 兩ぉ 村と は， 大久 

保と 共に 薩摩 人中 最も 久しく^く 相 交 はり、 此頃は 絶え や 消息 相 通じた 海. 江 田の 同胞と 云 ふば かりで もな く 、 井お 大老 

の 首を瘦 たと 稱 せらる、 弟の 有 村が、 東行の 途次 故ら に 迁路を 取れまして 國臣を 連 島に 訪 ふた 因 緣は、 前に 述べた 通で 

した U 讃 嘆の 感、 愛慕の 情、 別けて 深かった の は 推して 知られます。 

^者 嘗て 月形 洗藏 一 家の 文書 を涉獵 した 砌、 櫻 田 事變當 時の 報告書と 覺 ぼしき 記錄 があって、 二月 十七 日 小 倉の. T 笠 

原 家に 達した 消息でした。 點撿の 間 他の 文 と-お 同して 了って、 その 在る 所 を 失 ひ、 重ねて 嫂 索しても 終に 發 25^- る こ 

と 能 はすして 止み、 熟 請して 考觀 する 道がなかった ので、 確かと 定めて は 申され ませぬ が、 瞥兑 一 過した 記憶に よる 

と、 或は 國臣が 竹 崎より 福 岡の 同志に 寄せた 通信の やうでした。 また 此記錄 は縱令 それ は然 うで 無かった としても、 樱 

田の 事變後 未だ 幾ば くなら すして 筑 前に 起った 勤王 黨の 一派が、 櫻 田 事變の 前後に 於て、 阈臣 より 斯 かる 種 の 報吿を 

受けた の は、 他に 幾多の 痕跡 も 幾って ゐ まして、 筑 前に 勤王 黨の 一派 を 生じた 由來を 知らう とすれば、 此 間 の 事情 は、 

最も 意 を 留めて 領會 する 必要が あります。 

政廳の 追究ぐ」 春風 樓の 潜伏  1 
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樱 田の 事 變は靑 fK の霹 麓の 如く， 天下の 人 を 震駭せ しむる と 同時に、 幕府 は 戒齩を 加へ て 耳目 を 放ち 警察 を 事と した 

ので， 各藩 は肅 然として 息し、 極力 相 戒め 唯 汲々 として 嫌疑 を 免る V を是れ 謀りました〕 

されば 阈臣が 亡命 逋 逃の 浮浪 人 を 以て、 豫め此 大事 變を與 り 聞きまして、 之に 處す るの 方策 を 建議し、 且つ 密に此 事 

變の必らす發生するを.說ぃて廻はって藩人の_4^2興を激勵した秘消息を知った政廳では、 阈臣 の. g 藩 犯 法の 身 を も 願み す 

妄に潜 越して 期 かる 東， 犬の 建議 をした の を 深く 惡み、 認めて 以の 外の 不都合と した 許で なく、 斯 5^ る 天下の 大秘密 を 事 

前に與り聞ぃたのを8^^ハしまして、 若し 寬假 して 棄て 置く とき は、 黑 田家 > ^亦 或は 幕府の 嫌疑 を 招く の sf^ を 生ぜむ こと 

を變 ふる 所から して、 急に 命令 を 下し 盗賊 方 をして 搜索 せしめました。 盜賊方 は 阈臣が 三月 十六 日 を 以て 筑前を 去った 

こと を 知らす、 猶ほ福 岡 博 多の 問に 居る ものと 認めて 頻に 物色し ました。 

is^E 家の 盜賊 方が 頻に 阈臣を 物色す る 報 は、 兄 正 一 郞に代 はり 高 崎 善 兵衞と 同行して 入薩 した. R 石廉 作が 歸途福 岡 を 

過ぎった ので 早く 知れました。 廉 作の 僕 K 吉は閏 三月の 十二 日に 先 づ歸來 して 狀を 吿げ、 翌十 三日 には蔬 作も^ 來し 

て， 盜賊 方の 阈臣を 捜索す る 事情 は 愈々 明白と なりました。 

折し も黑 田家の 産物 方の 役人 中 馬 廉四郞 は、 白 石と 相 約し、 産物 方の 用 を 帶び竹 崎に 到る の 期日が 日； 夕の 問に 迫って 

闘 臣今は 一 刻 も 急いで 形跡 を晦 まし 藩 人の 耳目 を 避けねば ならぬ ので、 即夜 白 石の 家 を 去り、 海峽を 渡って 小お の 近 村 

富 野に 到り、 白 石の 妻の 實家林 氏に 投じ 暫く 潜伏せ むとしました けれども、 林 は 事情 を 聞いて 速 巣の 禍を ほ； -れ、 闽臣を 

して 我家に 居らし むる を 好まぬ ので. 據 なく 一 夜 宿って ふた^び 竹 崎へ 引返へ しました。 

當時竹 崎の 邊で 新地と 唱 へた 花街 は、 由來 久しき 鴛鴦 窟の 一 つで、 昔より 出船 千艘 入船 千艘の 航海 者が、 動もすれば 

流述 して 縞の 肘 布 を 空う した 處、 地は關 門の 勝區を 占め、 夙に 繁華 を稱 せられ、 5： 藤 井上 等の 長 出身の 諸 公 も敏ば 一象 遊 


して、 浩然の 氣を養 はれた 花街でした。 こ. -に 遊女 屋を營 む 春風 樓の 主人 は 有馬菅 道と 申しまして、 斯 かる 業體 にも 

似す、 粗 ぼ 風流 韻事 を 解し、 且つ 多少の 氣節を もって ゐ ました。 白 石と 同じく、 平田擧 派の 名家 鈴 木 重 胤の 敎 を^け、 

夙に 阔學 を崇 ぶの 志 もあった 人で、 國臣も 白 石の 關 係より して 相識って をる 間柄でした。 白 石 兄弟 事情 を述ぺ て、 國臣 

の 一 時 S 潜 居 を 托しまして、 廉 作が 我家の 水門より 舟を泛 ベ、 自ら 送って 舂風樓 に 到った の は、 闺 一 二月 十四日の 夜で 

した。 

阈 臣は是 から 暫く 身 を^ 影裙 香の 間に 置いて 形跡 を 潜めました。 . 

薩 摩の 重臣 關山礼 は、 藩の 內命を 奉じ 櫻 田の 事變 後の 形勢 を. 視察す る爲 め、 伊牟田 尙 平を携 へて 東行す る 途次、 十六 

日 を 以て 下關を 過ぎり、 伊牟田 は來 つて 白 石 訪ひ、 翌十 七日 東行し ました。 伊牟田 は 二 年の 後 阔臣と 相識って 意氣屐 

も 相 投合し まして、 俱に事 を 謀った 同志の 一 人でした が、 從來猶 ほ 未だ 締 交す る機會 なく、 此時 は障臣 また 恰も 身 を 春 

風摟に 潜めて ゐ ましたので、 臂を 把って 相 語る こと は出來 ませぬ でした。 

si 田家の 産物 方の 役人 中 馬 廉四郞 は、 十七 日來 つて 白 石の 家 を訪ひ 留まる こと 數日、 二十 二日 を 以て 辭し 去った ので、 

國臣は 春風 樓を 出で 歸 つて 来ました けれども、 翁 ほ 出入に 戒心 を 加へ、 白 石の 酒 庫の 二階に 寢處 して 全く 居らざる 狀を 

裝ひ、 勉めて 人の 耳目 を 避けました。 

in 田家の 盗賊 方 も、 此 頃まで は國 臣を筑 前の 領內に 在る ものと 認め、 手 を 竹 崎の 地方に 着けぬ ので、 爲に 國臣は 格^ 

の危險 なくして 猶ほ數 日 を 送りました。 
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一一 1 1 二 

政廳の 追究ぐ」 春風 樓の 潜伏 二 

闽臣が 始めて 新地の J^, 街 春風 樓に 潜伏した 次の 日、 筑 前の 同志 廳取養 巴の 密 信が 白 石に 參 つて， 1: 臣に與 ふる 書 を 包 

ん でありました、 白 石 は 直に 之 を 國 臣に 致しました。 磨 取の 密信 は今淺 つて ゐ ませぬ ので、 その 內容の 仔細 は 分り 艘ね 

ます けれども、 當時國 臣の白 石に 寄せて 相談 をした 書が あって、 此 間の 事情 は 粗 ぼ 窺 ひ 知られます。 

廳取養 巴 名 は 維. ズ、 字 は 子 直、 碩 庵と 號 し、^ に 葵 軒の 號も ありました。 養 巴 は 世々 相 襲いで 醫業を 行 ふ沛， 稱で した。 

家^ 養 巴以來 外科の 醫を 以て si 田家に 仕へ、 食 fi 三百 七十 石、 筑 前に <4 、ける 杏林の 名家で、 內 科の 鶴 原 雁 林と 並び 稱せ 

られ ました。 年少の 時より 江戸に 出て-^ 醫術ケ 練り 文藥を 修め、 天性 俊敏に して 才も あり、 外は溫 言愉容 く 人に 交 は 

り他奇 のない 様でした が、 內は傲 骨 を 包み 最も 氣慨に 富ん てゐ ました。 夙に 王 窒を崇 び！： 家 を 憂 ふるの 志 深く、 後に は 

身 ゲ-獻 して 慶應- 冗 年の 難に 殉 しました。 卽ち筑 前 勤王 黨の 巨魁の 一 人で、 阈臣 等と 密に聲 息 を 通じて 相 謀った の は、 そ 

の 力 を 君國の 事に 盡 すの 始 でした。 

御 相 談極密 

內々 信 友より 申 越 候 一條、 實は 先達 而出福 之 節、 上書 差 上 置 候 末の 義に 付、 定而御 內命を 受け 申 越た る義 かと 被レ察 

申 候。 若し 左様に 共 御座 候て は、 一 日 片時 も 返書 延引 仕 候 而ハ不 n 相濟 T 相 急ぎ 候に 付、 早々 返事 屮越候 様との 一. 化 も、 

彼 文中に 相 見へ 申 候へば- 愈々 爱 にて 滞りて は 心中 快から す。 縱令此 返書に 付て、 身分の 義及 11 露 顯 1 候と も、 速に 

返答 可レ仕 場合に 而は有 二 御座 一問 敷 哉と も 相考申 候。 偖 私 召 捕 一 件 愈々 沙汰 之 通に て、 若し 實に 上の 御 趣意に て、 践 


敷 捕 人 にても 被， -差 出-候 思 召に 御 li 候 は t -、 自ら 名乘出 候ても 罷歸、 速に 御 氣惱み 奉レ息 方、 本意に て は 有-御座 一間 

敷 哉。 勿論 其 場合に 至り 候て は、 當家 取組 一 件の 妨に不 -1 相 成 1 様に は、 如何様に も 中 開可レ 仕、 其 邊は御 安心 可レ 被- 

成 下 1 候。 然しながら 表 役人な どの 評議より 起り 候義に 御座 候 は、.^ 暫く 潜 居ドぞ 御用 仕る 節 を 相 恃候方 可レ然 候。 前段 

の 一 條御內 意の 譯を 乍レ 奉い 察、 巷の 風說に 恐れ 返書 及 こ遲滞 1 候て、 若し 其 段 達 1-^ 聽ー 候義も 御座 候而 は、 公私 輕重 

を 不レ顧 譯には 至り 申 問 敷 哉。 是 等の 篛甚 以て 一 昨夜より 心配 仕 居申義 に御處 候。 乍レ併 如何 如レ仰 はやり 過候譯 にも 

御座 候 や、 自問自答 にて は 、右 速に 返答 差遣し 候 外 仕樣 無 = 御 鹿 1 樣被レ^！^申候。 何卒 他見 公平 の 御 賢慮 を以 て 何れ 可レ 

然哉、 尙又 一 應御 賢考可 1 被 n 成 下 1 候、 此段宜 敷 奉 k 願 候。 頓首。 

白 石 正 一 郞樣  平野 ニ郞 

此書は 自筆の 原本に 日付の 記入 を缺 いて ゐ ますが、 閨 三月の 十七 日 を 以て 白 石に 寄せ 相談した ものの 様に 見えます。 

國臣が 前 月； i 岡に 歸 つた 時、 櫻 田 一 擧の計 畫に關 する 秘聞を 洩らし、 且つ 薩摩 人の 薩筑 提携の 案 を 告げて， 廳取 等の 

奮起 を 促した の は、 前後の 情况に 於て 察せられ ますが、 長溥 公に 建議した ー蔡 は、 猶ほ 秘密と して 語らなかった のでせ 

う。 ま I 取 は 政 廳の國 臣を搜 索す る こと 急に 嚴密 となった の を 訝り、 その 何故に 然る を 致した 事情 を 問 ひ、 また 相 當の注 

意を與 へて 返 害 を 求めた もの  >, やうで、 國臣は 政 鹿の 已れ を檢擧 せむ として 捜索す るの が、 茶して 長溥 公の 眞 意より 起 

つたと すれば、. 自ら 福 岡に 歸り 名乘り 出で \ 處置を 請 ふの 覺悟を 定め ましたが、 若し 政 磨の 表 役人の 評議より 起って、 

長溥 公の 眞意を 得た もので 無い 時 は. 暫く 撿擧を 避けて 時機 を 待た うと 云 ふ 所から して. 進^ 去就に 迷 ひ 白 石の 意見 を 

叩いた こと は 分ります. * 
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H  f 四 

1： 臣は元 來薩摩 人の 言 說. V 承け， 他の 一般の 藩 人よりも 長溥 公に 信輟 する 0 念 甚だ 深く、 吉永源 八 郞の手 を經て 建議 

した ですから、 此 寄に は 半ば 長溥 公の 內 命から 出た のを强 ひて 否む ことなく 斯 かる 言 說を しました けれども、 資際は 

猶ほ. 已れの 檢擧を 以て 政廳の 評議より 起つ て、 長溥 公の 眞 意と は 齟齬す る ものと 思 ふて ゐ ました。 それ は 別に 痕跡 も itf 

つて をり ます。 

併しながら 當 時の 前後 周圍 一 帶 の 事情に 照らして 見る と、 政廳が 急に 命令 を 下して 飽くまで も 阈臣を 追究した 0 は， 

前に も 申した？^、 要するに、 樱 田の ；$變 後、 幕府の 嫌疑 を受 くるの を 憂 ふる 餘り、 斯 かる 形勢 を 生じた も ので、 長溥公 

また 恐らく は 1: 臣の 急激な 言論に は 眉を颦 めら れた 害、 撿擧の 命令 また 必す しも 公の 眞 意と 齟齬した と は 申されぬ であ 

り ませう。 

政廳の 追究ぐ」 春風 樓の 潜伏 一一 一 

去年の 春 このかた、 國臣が 深く 相 交って 知遇 を 蒙った 薩 摩の 高 崎 善 兵衞 は、 苦 船 役より 他の 職に 轉 じまして、 i 二月 

二十 六日 下關を 去り 歸國 の途に 就きました。 然うして 白 石と 別れむ とする 時、 白 石に 對 して 善く 意 を 用 ひ て 國臣を 待 

ち、 飽くまで も 保護 を與 へむ こと を囑 して 去りました。 

髙崎は 翌年の 秋 急に 病みて 殁 しました。 末 班の 胥吏を 以て 世 を 終 はり、 聲聞 全く 藩 境 を 出です。 今 は薩摩 人の 間で も * 

故 男爵 五六の 父と 云 ふの 外、 その 人物の 如何 を 知る 者 も ありませ ぬけれ ども、 苦 船 役と して 下關に 駐在した 數年 の 行 

動を詳 かにし まして、 白 石 兄弟と 國臣 との 爲に 深く 依賴 せられた 事實を 見る と、 蓋し 小吏に 隱れた 一 個の 老 志士、 また 


自ら 多少の 才斡氣 節 を 具へ た 人物でした。 維新 中興の 鴻謨 を翼贊 した 薩長の 諸 俊豪の 背後に は、 往々 此種 無名の 先輩が 

あります。 

高 崎 善 兵 衞の竹 崎 を 去った 當 日の 午後、 筑 前の 盗賊 方淺井 大藏外 一名 は、 博 多の 目 明 綱屋勘 右衛門 を 携え， 竹 崎の 目 

明 仁 作 を 案内と して • 始めて. m 石の に 來り國 臣の事 を 尊ね ました。 白 石 は 全く 知らぬ 風 を 装 ひまして、 辭を 設けて 答 

へます と、 淺井等 は 白 石の 言 を 信じた もの. - 如く、 若し 國臣 にして 來 らば、 密に仁 作に 吿げ 知ら さむ こと を：： 粉んで 去り 

ました。 綱屋勘 右衛門 は 猶ほ仁 作の 家に 留 つて 物色し、 翌 二十 七日 勘 右衛門 は 手先の 長 次 郞を伴 ひ、 重ねて 白 石の 家に 

來り、 阈 臣の裹 を复す こと 最も 密 でした。 白 石 愈. - 適宜の 應答 をして 巧に 誑かしました。 勘 右衛門 また 白 石の 言 を 信じ、 

阈臣が 今 は 竹 崎に 居ない ものと 認め、 猶ほ 遠く 捜索す る 所 あらむ と 欲し、 備 中の を 指して 去りました。 

此間 阈臣は 捕手の 來り 迫る 憂が あると、 走って 春風 樓に 匿れ 潜み、 耳目 閑を吿 ぐれば 白 石の 家に 歸り， 來往 して 捕縛 

の 難 を 免れました。 これ は 全く 白 石 兄弟 はじめ 一 家の人の 周到な 保護の 致す 所で、 白 石は大 年寄の {啾 格と 平素の 慈善と 

を 以て、 德望も あれば 勢力 もあって、 近所 界隈の 人 は 喜んで 耳目と なりまして、 偵 吏 捕手の 動靜を 知る の 便利 多かった 

が爲 でした。 

此頃 國臣が 父の 吉郞 右衛門に 寄せた 書が あります。 

益 御 揃 御機嫌 能 被 レ遊ニ 御 坐 1 奉 r 恐悅 1 候。 12 儀 病氣淸 快、 御 安心 可レ被 4lt レ下 候。 此 間より 召 捕方ス 込、 也々 吟味 御 坐 

, 候 得 ども、 深く 潜 居 仕 居 申 候而、 何れ へ 歟參り 候 摸 様に 御 坐 候。 嘸 々 御 心配、 例 之 評判、 氣之 毒に て 御 坐 候。 必. 々 以後と 

て も 御 心痛 被 レ下間 敷 候。 實は 名乘出 候ても、 不 レ苦譯 合に 御 坐 候へ 共、 例 之 長 評議に 痛められ 候而 は、 つまらぬ 察 故、 

右の 仕 合に 御 坐 候。 
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一、 先日 申 ヒ置候 荷物、 北： 節 は^ 船に て 手狭 ゆへ、 積 込 出 來不レ 仕 候 由。 此度は 白 石 弟 廐 作 出 福に て、 自分 荷物に いた 

し 取 寄 候 様、 可， 一 取 計 一との 事に 御 坐 候昍、 暮 合より 成と も、 高 橋 屋迄御 g 出し 可 レ被ー 一成 下 一 候。 尤御 方角 人足に て惡 

. 敷 御 坐 候 得バ、 ゥン チヤ ンな とか、 又は 高 橋 やへ 御 相談 被レ 遊： 攸レ下 候ても 可 レ然哉 0 此 節の 舉には 御座 候 得 共、 孰 

そ 御 一 人、 夜中に なり 共、 廉作 子え は j 應御挨 接 奉, 1 願 上 1 候。 

右 之 外、 ^事 無二 御 坐 1 候。 恐惶 謹言。 

四月 朔日  宮^ 

吉郞右 衞門様 

國の ため あしかれ とし もお も はざる 

こ- r ろつ くし を 知る 人の なき 

難 波、 江 や あしき 波風た つ ほど は 

み をつ くしても 世に しのば t.,  -a* 

いまさら におし むみに し は あらね ども 

なほし のぶる や 君の 代の 爲 

ij- 田家の 産物 方と 白 石との 關係 は. 猶ほ繼 tl して ゐ たので、 廉作は 折々 福 岡に 參る 所から して、 臣は斯 かる 寄 を 寄 i 

て 荷物の 送付 を 請 ふたものと 見えます or 此 より 召 捕 方 入 込 色 々吟味 御 坐 候 得 ども、 深く 潜 居 仕 居 申 候而、 何れへ 歟參 

り 候 模様に 御 坐 候』 と 申した の は、 淺井 大藏外 一 名の 盗賊 方が、 目 明 綱. お 勘 右衛門 を 携えて 來 て；^ れ議 をした ことで あり 


然るに、 樱 5 の 事 t- 後、 追々 月を累 ぬるに 從ひ * 幕府の 警察 は 愈. -嚴密 を 加へ まして， 四月 十八 日に は 京都の 町奉行 

支配の. 中 ti* 助 は、 薩 摩の 中 直 之 進の 人相 書 を 下 關の目 明 松屋 久吉と 竹 崎の 仁 作と に 廻 はして SI 跡 を 吟味せ しめ、 博 

多の 綱屋勘 右衞門 は、 備 中の 連 島まで 參 つて 國臣を 捜索し ました けれども、 如何しても 手掛を 得ぬ ので、 十九 日に はふ 

た、 び 竹 崎に 歸 つて 來 まして- 仁 作と 共に カを盡 しましても、 亦詮が 無い ので、 後の 事 を 仁 作に 委ね、 一先 づ， 前 を 指 

して^？-り去りました。 

斯くて 仁 作 は此竹 崎の 住民 を 以て 絶えす 國臣の 物色に 勉む るので、 白 石の 一 家 は 注目の 中心と なり， 煩勞 困阨窻 に 塔 

へ 難き ものが あって、 阈臣 また 終に 長く 潜伏して 竹 崎に 居られぬ 事情と なりました。 

此 時に 方り、 筑前 では， 月形 鷹 取 等 一 派の 藩 政 改革 論 起り まして 勢^ を 生じ、 藩主 長 溥 公の 江 戶寒勤 を 不可と する 說を 

唱へ、 政 廳は藩 情の 動搖 を； 愛へ て鎭 顧に 勉 めました。 然うして 物 論の 根元 は薩摩 人と^ 係す る 所 多く、 且 0, 主として 國 

臣 の言說 より 生じた こと は、 彼の 建白書 提出の 事實に 依って 暴露し ましたから、 旁. -政廳 は 飽くまで も 國臣を 追究して 

檢擧 せむ とすると 同時に、 ェ藤左 門北條 右門 等が 國臣と 交 態 最も 深く、 絶えす 消息 を 通じて 斯 かる 事態 を 現出した. 小 都 

合を尤 めまして、 H 藤 北 條等は 連座して 嚴 重の 命令 を 受け、 通信 交際の 自由 を 失 ひ、 且つ 住居の 地 を 離る- r こと を 禁ぜ 

られ ました 0 

ェ藤左 門は此 月の 二十 六日、 密に筑 前より 來 つて 白 石 を訪ひ 留まる こと 三日、 此 間の 消息 を 吿げて 去りました。 

內 外の 事情 方に 斯の 如く、 阈臣は 到底 安然と して 竹 崎の 邊に 居られぬ 勢と なりました から、 白 石 等と 相談 をして、 暫 

く 逃れて 南の 方薩 摩の 境に 入り 檢擧を 避く るの 計を爲 さむと 欲し、 五月 十二 日 を 以て 竹 崎 を 去り、 海峡 を 越えて を 

取り、 先 づ肥後 を 指して 定 りました。 
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北條 右門の 書，/」 南 走の 情況 

北 倏！^ 門が 園 臣の竹 崎 を 去り 南行の 途に 上りた る當 日の 日付 を 以て * 筑 前の 姬 島より 白 石に 寄せた 書が あって、 當時 

の 事情 も 思 はれます。 

髙 崎より 荒 增御聞 及 も 有 レ之候 半。 宮崎 (國臣 ) 一 件堀忠 上書 之 事より して、 叉しても 小生 等 事を好む との 風評 高く、 

彼是 之 讒誣 も 有 1 之 候と 相 見、 此砌出 福 不二 相 成 T 其上薩 人並に 他國 人と 書翰 之 往復 決て 不二 相 成 一と 之 事 被 二 仰 渡 T 又 渡 

海 場所 皮屋 共へ 茂 申 渡有レ 之、 拙者 共 一 族と か 申 候て、 旅人 渡海 致 度 相 頼 候 共、 決 而相渡 申 間 敷との 事 浦々 へ も 申 渡 

相 成 候。 誠に 饉中之 鳥 之 雲 を 慕に 異らす 候。 乍レ去 濁世に 處 して 危言危 行の 士は 舌頭に 命 を さへ 失 ふなら ひなれば、 是 

式の 事 は あながち 窮屈と も 存不レ 申。 釣魚 讀書 等に て排悶 いたし 候へ パ、 廢淛之 魚 も 口に 入、 酸 甘ながら 村 酒 も 有 1 之、 

塵 事 1^ 忙 ならん より は 安；^ 之 至に 御 坐 候 。しかし 只 一 事 不自由 は國 許え 之 通路 全 打 絕御存 之 通 老母 明暮待 可い 巾是而 

已大に 苦心に 御 摩 候。 ケ樣々 々之 都合に て 音信 不レ 致と 申 事 しらせ 候 得パ、 ^又 心痛 可レ致 如何 可レ致 哉と 犬に 困窮 仕 

候。 此 節は內 分ながら 一 書 差遣 S. 度と 申ても、 外に 可 一 1 差遣 1 手筋 無 レ之候 故、 甚だ 乍 二 御迷惑 1 別紙 一 封糙成 便宜 を以御 

達 被レ下 度、 尤此 上に 叉々 上 封 被 二 成 下 1 候て、 高 崎へ 向け 御 遣 被レ下 度、 便 もよ くく 丈夫 成 便に 御 頼 被 レ下候 様吳々 御 

願 申 上 候。 何も 格別 大事 之 事 も 認置不 レ申候 得 共、 私共 身分柄 之 事故、 夫 等 は 能く 御 勘 辨被レ 下 候 樣重疊 奉 レ願候 何分 宜 

敷 御 賢 策 奉 願 候。 

五月 十二 日  北條 右門 


白 石 正 1 郞様 

宮崎 (國臣 ) 氏 は 如何 被 候 や、 御 序 御 一 報 奉レ願 候。 

Ei 臣が櫻 田の 事變前 堀の 委托を 受け、 ェ 藤北條 等と 相 謀り、 吉永源 八郞の 手を經 て長溥 公に 建白書 を 提出した 行動 は • 

筑 前に 於て 斯 かる 事態 を 生じまして、 累をェ 藤 等に 及 ほしました。 元 來ェ藤 北 條等四 名の 薩摩人 は、 月 照 入 筑の當 時、 

各々 援助 を與 へて カを盡 したから、 政廳の 忌諱に 觸れ海 島 安置の 身分と な. = ^ました けれども、 それ は 行政 上の 處 分より 

起った もので、 犯罪者と して 取扱 はれた のと は 違 ひまして、 通信 交際 は猶ほ 自由 を 保ち、 必要 ある 時 は、 二 i 岡に 出る こ 

とも 許され、 實際は 罩に海 島に 移住した やうな 形でした。 今 は斯の 如く 嚴 重の 拘束 を 蒙り， 島 外の 人々 との 通信 交際 は 

全く 自由 を 奪 はれました 。然うして ェ藤 北條の 二人 は、 自ら 堀と 國臣 との 建白に 干與 しました から， 斯 かる 處分を 受け 

たの は 己む を 得ない としましても、 他の 竹 內五百 都 沖 中 藻萍の 二人 は、 何の 關係も あらす して 共に 斯 かる 處 分 を C 乂けた 

の は、 平素 他の 二人と 同じく 國 臣と淺 からぬ 交情 ある は 政廳の 熟知す る 所で、 旁々 藩 内の 物情 平穩 ならす 人心 動 格す る 

折 柄、 月形 鷹 取 等と 消息 を 通じ 藩 情 紛糾の 源と なること を 忌諱した 故で ありました。 

ェ藤 北條 等に して 猶ほ斯 の 如しと せば、 H 藤が 專ら 斡旋の 勞を 執り、 白 石 をして 黑 田家の 御用達と せむ との 計畫、 ま 

た從 ふて 破壞 する の は 當然の 勢でした が、 此案は 主として 長溥 公の 自ら 直接に 經營 せらる- r 產物 方の 評議より 起り まし 

て、 政廳の 管轄す る 普通の 事務と は 頗る 異 つて ゐ たので、 急に 破壞 せられす、 白 石 は 猶ほ縐 に 望を屬 し、 依然として 力 

を盡 して 謀りました けれども、 後に 筑 前の 藩 情 愈々 紛糾の 勢 を 加へ、 事態 漸く 重大と なる に 及び、 政 磨，；. 方で も 種. の 

異議が あって、 結局 去年 來の 計畫も 全く 廢 絡して 了 ひました 0 
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11: 二  〕 

五月 十二 日 を 以て 竹 崎 を 去り 南行した 阈臣 は、 間道 を 取って 先づ熊 本に 入り 山形 典 次 郞を訪 ひ、 次いで 薩 摩の 境に 到 

りました。 

然るに 安永 天明の 頃より、 古 來の藩 制 を 撒し、 暫く 關禁を 弛べ て ゐた薩 摩 も. 櫻 田の 事 變後は 急に 他國 人の 人境 を 担 

絶して 守倘を くし、 藩 人の 出入す らも 蕃戒 する こと 極めて 嚴 しかった ので、 國 臣は薩 摩の 境に 到りました けれど. 關 

鬥を 入られ ませぬ。 據 なく 境 上の 近傍 津 山の 領所 I 足 を 留め、 書を薩 摩の 同志に 贈りまして、 入 境の 道 を 得む こと を 課 

りました。  , 

^^山の^所は今の普通の地1|には名を見ませぬが、その領所と稱した所から考へ ると、 肥 後のう ちで も 特^の 七-地で、 

或は 幕府の f れ轄 した 封 境 かと 思 はれます。 幕府の 直轄した 土地 は、 旅客 宿泊の 禁令な ど. 他の 九州 各藩に 比すれば、 頗 

る宽 なる を 例と しました から、 國臣 また 或は 特に 此地を 擇んで 足 を 留めた ので ありませ う。 

南 走の 情況ぐ」 高 崎 猪 太 郞の書  一  • 

薩 摩の 同志 は 國臣が 肥 後の 津 り 寄せた 書 を 得まして、 その 狀を 知り 密に之 を容る i の 策お 議 しました けれども、 

政 n の 警戒^だ 殿で 如何す る こと も出來 ませぬ。 誰か 一 人境 を 出で X 津 山に 到り、 親しく 國臣を 見て 相談し たらと 云 ふ 

說も 起り ましたが、 それ も 都合 好く 運び 兼ねた ので、 返書 を 寄せて 事情 を 吿げ、 ふた i び 回って 防 長の 地方に 入り、 暫 

く 時機 を 待た むこと を勸 めました。 それ は 唯 政廳の 警戒 甚だ 嚴 だと 云 ふ 許で なく、 同志の 牛耳 を 握れる 大久保 堀 等が 恰 

？^^此^^は舉藩 一 致の必嬰を感すること愈々深ぅして、 勉めて 內 外の 嫌疑 を 避け、 櫻田變 後の 形勢 を 窺 ひ、 徐に 時機の 熟 


する を 待つ の 策 を 定め、 先 づ政廳 り 改革 を 行 ふ を 第 1 の 急務と して 密にカ を 致して をる 時で、 斯 かる 割 策と 相 ％れ さる 

行動 は總べ て 見合 はせ て ゐた爲 でありました。  ， 

彼の. 樱 田の 襲 擊に參 加し、 指揮者の 任務 を 執った 水 戶の關 鐵之助 は、 襲搫の 目的 を 達した 後、 巧に 逸して 江戶を 走り 

まして、 沿道 幾 百 里の 山河 を 踏破して 遠く 薩 摩の 關 外に 到り ましたが、 また 嚴 重の 警戒に 阻せられ て 入られ ませぬ。 薩 

摩の 同 li.- は 之 を 救 はむ として 苦心 焦^し、 從來の 情誼より して 關 をして 空しく 回へ らしむ る は 不義 無情 是 より^しき は 

ない と爲 して、 隨分 それ は 激烈の 論 も 起り ました けれども、 大久保 等 は 忍び 難き を 忍びて 暫く 政 廳の意 阅に承 順す る必 

耍を說 きまして、 極力 同志の 抑制に 努めました から、 關は 終に 踵を旋 らして 回へ り 去りました。 卽ち阈 臣の南 走と 幾ん 

ど 全く 同じ 時でした。 

此時 圃 ほが 薩 摩の 境 上に 到って 入られなかった 事情 は、 高 崎 猪太郞 より 白 石に 寄せた 書に 依って 善く 分ります。 書中 

藤 井 五兵衛 君と 記した の は國臣 であります。 

1; 臣は 安政 五 年の 冬から 宮崎 司と 稱 して ゐ ましたが、 今は此 氏名 も 多く 人の 知る 所と なりまして、 變稱の 効用 を 失 ふ 

たので、 南 走の 頃より、 更に 氏名 を變 して 藤 井 五兵衛と 稱 しました。 

御块刖後不レ奉ん，^-御意1候得共、ー^御安泰被レ成-*坐-珍重奉-1大慶-候。末に小弟至極之元氣罷居ゅ候間、 乍 レ恐御 

意 安 思 召 可レ被 1 下 候。 先度 弊 藩 御 逗留 中 は 萬端不 レ任レ 心事の み、 何共 無 = 申譯 1 次第 無-面目 1 仕 合に 御 坐 候。 是も治 

世 之舊習 悲嘆 之 至 御 推計 可い 被 下 候。 此節藤 井 五兵衛 君た まく 遠路 御 心 ざし 御 枉駕之 事に て、 有志 中 も 至て 大幸 

に存.じ、百方秘術を盡し潜伏之談合仕候得共、中々弊藩之^^も未だ屮分ならざる事のみ、 尤當今 第 一 嫌疑 を 避る と 

申が 一 同之國 論に 相 成、 且つ 叉津々 浦々^ 人 取締 至らざる 處無レ 之、 內實藤 井？ S 御 枉駕之 一 左右に 付て は、 殊之外 有 


コ ニニ 

志 中 も 苦心 仕 候 次第、 藤 井 君 御 書 狀も到 來拜閲 、心中 者 如 レ割之 心 持に 御 坐 候 得 共、 國 法と いひ 時勢 柄と いひ、 十 > 

之 處置難 一一 出 來ー實 に 殘念之 至、 夫 故 有志 之內 一 人、 是非 肥 之 津山之 領所迄 出掛 御 面談、 未来の あらまし 御 熟 論 之 普 

に 御 坐 候處、 是 さへ 中々 潜行 出 來兼候 察に て、 唯々 一 同 長大息 仕の み。 いかに 昇 平 因循 之 風と は 乍， 申、 是迄騸 束せ 

られ 伸手不 1 ー出來 1 事 は 有^ 間 敷と 存 痛恨 仕 居 事に 御 坐 候。 實は右 之 形 行 之 事情 故、 不レ 惡樣御 引受 可 レ被レ てお， 

藤 井 君に は维 山之領 所え 潜伏 之 旨 被 二 仰 越-候 得 共、 是以 至難 之 事故、 多分 貴家へ 御 立 歸相成 候 半と 奉 レ存候 。就て は 

貴家 御 潜伏 六 ケ敷候 は^、 一 先づ防 州へ 御 潜 居 相 成 候 樣呤味 相 遂げ、 其內に は當人 も不， 遠 彼 一 條相 運び 歸家之 都 

合に も 可 レ被レ 成 候 。只今 通に て は 左様 之處 置に 無， 之 候て は、 頓と 進退 致 方 無， 一 御 坐 一 候 。誠に 不二 賴母 一事に 可 レ被レ 見、 

• 候 得 共、 秘術 を盡し 周旋 之上不 レ被レ 行事 は、 天運に 附屬 する 外 術計 も 無, 之、 先., -左樣 御 得心 可, 被, 下 候。 

薩 摩の 同志が 國臣を 容れて 保護せ むと、 幾多の 苦心 焦慮 を 費し ましても、 當 時の 藩 情 を 如何と もし 難く、 終に 意 を 遂げ 

なかった こと は 善く 分ります。 『不レ 遠 彼 一條 相 運び 歸家之 都合に も 可 二相 成，』 と 云った の は、 當時薩 摩の 同志 は 吉永源 八 

を經 て長溥 公へ 陳情し、 公の 特旨 を 以て 恩赦の 命の 下らむ こと を密 に計晝 して ゐ まして、 翌 七月に は 同志の 一人 稅. 外 

喜 三 左衞門 後の 子 I は、 上阪の 途次 此用を 兼ねて 福 岡 を 過ぎり ました。 謂 ふ 所の 彼 一條 は 卽ち是 であります。 

併しながら、 此頃筑 前 は 月形 鷹 取 等 勤王 黨 一 派の 烕焰 漸く 加 はり、 人心 愈々 動 搖し藩 情 愈々 紛糾し まして、 結局 甲 中 

の 獄案を 生ぜむ とする 勢と なった ので、 國臣は 却て 益々 政廳の 忌諱 を^る こと 甚だしき を 致しまして、 稅所喜 三 左衞門 

の 入筑も 全く 徒 勞に歸 しました。 


南 走の 情況ぐ 丄咼崎 猪 太 郞の書 二 

高 崎 猪 太郞は 去年の 春 このかた 國臣が 知遇 を 受けて 親交した 善 兵衞の 長男で， 維新の 後 岡 山縣令 東京 府知事 等の 職 を 

奉じ、 老 地方 官の 名を稱 せられた 男爵 a 六で ある こと は、 前に も 聊か 述べました。 文久 二三 年の 頃より 西鄕 一派の 薩摩 

人と 頗る 方面 を 異にし、 專ら 公武 合 體の說 を 執って 行動し、 從 兄弟の 高 崎 左太郞 後の 男爵 正風と 共に 久光 公の 信任 を 蒙 

り， 兩高 崎の 稱 があって 機 務に參 し、 意 を 得 事 を 用 ひて 尊攘 黨の 志士と 背戾 し、 最も 長 土人の 惡む 所と なり ましたが、 

西 鄉が南 島の 謫 居から 出て、 藩の 樞軸を 握る に 及び、 漸く 勢力 を 失 ひまして、 維新の 後 は大久 保の 庇護の 下に 地位 を 保 

つの 狀 でした けれども、 櫻 田 事變の 頃まで は、 猶ほ純 冗 勤王 黨の 1 人と して 盛に 活躍して ゐ ました。 岡 臣ゃ白 石 等と 志 

を 同く し 事を倶 にした の は， 此 書で 善く 分ります。 

書の 後 牛 

1 ， 貴兄 心願の 一 件 、同様 運び 兼 何共 申 譯無レ 之 候 。乍い 去 御 案內通 一 同 有志 中に 思 ひ 込 候 事故、 一 度 は 相 開け 候 都 

合に 可 レ被レ 成、 堀に も油斷 は不レ 仕、 切 角 周旋 最中に 御 坐 候。 

r 1 昨日 弊 藩 前 濱ぇ英 夷 舶来、 暫時 者 慷慨 悲憤 之 徒 之騷動 引出に て は 無い 之 哉 杯 心配 も 仕 候へ ども、 先々 無- 1 其 

儀 1 薪水 も 給し 出帆。 愚 父 は 勿論 小 子 共に 頓と 寸暇 無レ之 周旋 奔走の みに て、 細詳御 左右 も 難 一一 申 上 候。 嗚呼 天下 之 

事 何ぞ此 極に 至る や 痛哭 之 至 御 推計 可：^ 被い 下 候。 

1、 叉 今後 彼 一 條も餘 程よ ろしき 模様 故、 最早 遠く は 有 11 御 坐 1 まじく、 其歸 便より 萬 事 之情實 申 上 候 樣可レ 仕 候。 

1 ニニ  ni 


1  一， 二 四 

藤 井 五兵衛 君に も決而 御立歸 りに 相逮 無， 之と 存候 0 別段 任 二 取 込 ー不， 能 二 書 通 7 右 之 形 行よ ろしく 被 二 仰 上 一可- 

被レ下 候。 いづれ 非常 之 節 は ーケ 度之國 益に 相， 成る 人才と 愚考 仕 居候 間近々 どうか 虑-置 も 可, 有 二 卸 坐 一先 最傍之 

虑 にて は 術計 も 無， 一 御 坐 一 候、 よろしく 御慰勞 可， 被， 下 候 。御 家 內中樣 へ も ロロよ ろしく 御 鶴 聲可レ 被レ下 候" 切 角 

炎暑 難レ凌 時節 故 御 保養 奪耍に 奉， 祈 候。 尙 後便 細縷可 11 申述, 候。 先 者 右 形 行 申 上度且 尊意 奉， 伺 度 如， 此御坐 候。 

恐 惶頓首 

六月 四日  高 崎 猪太郞 

白 石 正 一 郞様 

白 石 廉作樣 

先 づ謂ふ 所の 貴兄 心願 之 一 條は、 即ち 白 石 をして 島津 家の 御用達たら しめむ とする の 計 畫を云 ふたもので、 此計 晝は容 

易に 行 はれませ ぬでした が、 一年 半の 後に 及び 始めて 成る を吿げ まして、 廉作は 兄に 代 はりて 薩 摩に 入り、 令 

を 以て 御坷 達の 命を拜 し、 米穀 賈 入の 資金と して 金！ 一 萬 餘兩の 交付 を 受け、 また 自. 1 の 私用と して 金 三千 兩を 贷與 せら 

わ、 安政 五 年の 冬 闽臣が 月 照 の 墓表の 建設 を留囑 した 鹿兒島 下町の 年寄： 仅波江 野 休 右衛門と 共に、 竹 倚 をお して 歸り、 

途次 肥 後 高 瀨の松 村 大成に 寄 托して をる 阈臣に 書 を 寄せて 事情 を 告げました。 即ち 文久 元年の 冬で、 阈 S が 3^ 木 和焱守 

と 相 謀り、 眞 木の 論策と 己の 尊 续 英斷錄 と を 携え. 三た び 關禁を 破って 薩 摩に 入った の は、 廢 作の 書 を 得て、 同志 多年 

の企圖 始めて 緒に 就き、 薩摩の藩^_£漸く一變したのを詳かにして、 愈々 蹶起 入說の 時機 方に 熟した こと を 知った 爲 でお 

りました。 世に 行 はる \ 眞木和 泉 守 淸河八 郎等の 傳記 は、 此 間の 眞 相に昧 く、 實を失 ふ 所 も 多い ハで すが、 唯 ま自 


ら^です から、 今 は 暫く 措いて 委 はしく 述べ ませぬ。 - 

髙 崎が 當時英 船の 鹿 兒島灣 に來航 した 狀を 吿げ、 慷慨 悲愤の 徒の 行動 を 憂慮した よしを 述べた の は、 國臣白 石 等が 深 

く 相 結びて 事 を 謀った 同志 は 天下 一 般の 尊王攘夷 黨とは 頗る 傾向. V 異にして、 皇窒を念ひ朝廷を變ふる心^^は、 極めて 

熾烈で も、 外 船 を 遇し 外人に 對 する 態度 は、 著しく 温和 を 旨と した こと を 示して をり ます。 滚夷 論の 一 時 最も 盛に 行 は 

れた文 久の末 頃、 高 崎が 尊攘 黨の 志士の 爲に 甚だしく 惡 まれた の は、 種々 の理. a はありましても、 その 攘夷の 說をぉ 斥 

したの は、 m- 要な 原因の 一 ッで、 佐 久間象 山が 開國 論を唱 ふるの 故 を 以て 壤夷黨 の 狙 ふ 所と なり、 危險の 身に 迫った S 

時、 暫く 薩 摩に 避けし めて 之 を 庇 保せ むと 欲し、 自ら 象 山 を 見て 說 いたの は 實に高 崎でした。 

今此 書に 於て 高 崎の 述 ぶる 所 は 一片 零碎で すれれ ども、 猶ほ 且つ 櫻 田 義擧の 計畫に 深く 關 係した 萬 延の 頃より、 早く 

已に斯 る 意見 を 抱いて ゐ たこと を考 ふる を妨け ませぬ。 然うして 此 種の 人 を 同志と して 相 結び、 惧に事 を 謀った 阔臣 

の 勤 王 論の 內容、 また 自ら 窺 ひ 知らる X であり ませう。 

南 走の 情況 ，ヒ 高 崎 猪太郞 の 書  一二 

高 崎 は 後 八月 二十 一 曰 を 以て 白 石 兄弟に 寄せた 書中、 また 函臣の 事に 及びまして、 左の 語を爲 して をり ます。 

宫崎君 之 iE^ 返す，^ も 遺憾 千 萬、 嘸 御 憂 屈 之 事と 心痛 仕 候。 ェ藤發 足 も 不ぃ遠 內に候 間、 其 節 を 御 待 可》 被レ下 候。 

此語は 前書 後半の 一 節に Y 叉 今後 彼 一 條も餘 程よ ろしき 模様 故、 最早 遠く は 有 こ 御 坐 1 まじく、 其歸 便より 萬 事 之 情實屮 

上 候 様 可， 仕 候』 と あろ ものと 參.^ つせられ ます。 堀と 國臣 との 建白に 關 係した 所から して、 近 ごろ 政廳 より 外部との 通信 
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交際の 自由 を 奪 はれ、 住 地 を 離る- r こと を 禁ぜられ、 If 愼 して 玄界 島に 蟄伏して 居らねば ならぬ 害の ェ藤左 門 は、 此時 

も 微行して 薩摩 に^り、 く滯留 して ゐ たものと 見えます が、 それ は 微行と 云 ふても、 謫 居の. 地 を 離れて 薩 摩に 歸り 

暫く 滯留 する の は、 長溥公 若く は政廳 の特刖 なる 認容な き 限り は、 到底 叶 ひ 難き 所です から， ェ 藤の 微行して 鄕 國に歸 

つたの は、 少く とも 公の 特命 を 以て ェ藤 等の 身分 を 管轄して をる 吉永源 八郞の 諒解した 行動 だと 云 ふこと を 疑 ひませ ぬ 0 

表面 は嚴 重に 外部との 通信 交際の 自由 を 奪 はれ 住 地 を 離る.. r を 禁ぜられた ェ藤 でも、 裏面に は斯 かる 事實 もあって、 朝 

夕長溥 公に 近侍し 且つ 公の 特命 を 以て ェ藤 等の 身分 を 管轄して をる 吉 永と、 薩 摩の 志士 及び 白 石 等との 密に t, 息 相 通じ 

たの は、 自ら 察せら る- - わけで、 高 崎が 此 間に 於て 謂 ふ 所の 秘策 を 講じまして、 長溥 公の 特命 を 請 ひ、 福 岡の 政廳 をし 

て 追究 を 弛べ しめ、 斯くて 國 ほの 窘窮を 救 はむ としたの は、 自ら 理由 もあります。 然るに 此 頃の 筑前は 月形 廳取等 一 派 

の； g 起に 依って、 藩 情 紛糾し 人心 動搖 して 高 崎 等の 秘策 を 成就し 難き 形勢 を 現出した 許で なく、 阈臣 また 薩 摩の 境 上よ 

り 躐を旋 らして 密に筑 前に 歸り來 り、 斯 かる 形勢の 間 を出沒 して 暗中 を 飛躍した 行動 は、 益 X/ 政廳の 忌諱に 腿れ まして、 

却て 嚴 急の 追究 を 蒙る の 已むを 得ざる を 致しました。 

翌文久 元年の 夏、 國臣 深く 形跡 を沒 し、 寺子屋の 師匠と なって 天草の 海 島に 潜伏して をる 頃、 高崎が白石兄^^-に寄せ 

た 書中、 また 國臣 に關 した 一 節 を 留めて ゐ ます。 

宮崎 先生 當分御 方へ 御 潜伏に 候 哉、 一 向 御 左右 不レ承 候" 御 序 も 候 は 敷 御 鹤聲可 レ被レ 下 候。 此 人物 は 中々 衆 並 

にて は 無： i 之、 吾 黨大に 期 望 之 事 も 有 レ之候 間、 何卒 乍, 1 自由 1 御 優遇 被, 下 度 偏に 奉, 願 候。 

此書は 固より 高 崎 一 個の 私信です けれども、 1 目 ふ 所 は 大久保 堀 有 馬 田 中 以下 薩 摩の 純正 勤王 黨の 同志の 一 致した 意！：：^ で、 


永 山 萬 齋村田 新 八 等の やうな 少壯の 志士 は、 嘗て 相識り 相 交った ことはなくて も， 國臣の 風と 志と を 聞い て^けて 尊信 

して ゐ ました。 高 崎 は 父 善 兵衞が 阈臣と 深交し まして、 その 人物 志操 を 認識す る ことの 深かった 所から して、 自ら 父の 

說を 承け、 此情 殊に 多かった ものと 思 はれます。 

父 善兵衞 門の 竹 崎 を 去って 歸國 する に 臨み、 國臣の 保護 を 白 石に 留囑 したよ し は 前に 述べました。 されば. in 石 は -x? 崎 

より 此書を 寄せら る i 半年 前の 頃、 黑 田家の 盜賊 方が 何の 故に 斯の 如く 勉めて 平野 を 保護 せらる- r 歟と 詰問した のに 答 

へ、 その 理由の 一 ッ として 薩 摩の 高 崎 氏より 依賴を 受けた 次第 も あれば と 明 J 一一 口して 憚り ませぬ でした。 

闽臣 がェ藤 北條と 夙に 親交した 關 係より して、 西 鄕大久 保 伊地知 海 江 田 等の 第 一 流の 薩摩 人と 相識った の は 安政 五 1+ 

で、 月 照 を 同行して 薩 摩に 入り 投 海の 悲劇に も參 加し まして、 勤王 黨の 一 派と は因緣 in 冗に 深い ものが あります。 爾來三 

年の 星霜 を 重ね、 種々 の關係 愈. -繞密 を 加へ、 今 は少壯 後進の 尊信す る 所と なり、 推 重 せらる- 1 こと 斯の 如しです。 此 

の 頃より 幾た びか 足 を 紫 尾 山の 彼方に 向け、 同志の 蹶起 を 促して 王政 恢復の 大志 を 遂げむ と 謀った の は、 固より 其 所で 

した。 

要するに、 伏在せ る此 間の 事實を 究めて 詳 にしなければ、 文久ニ 年の 春 以後、 急激な 討幕 g の 首唱者と して、 浮浪の 

志士の 大立者と して、 汎く 世に 知られた 國臣の 勤王 運動の 眞 消息 は、 到底 それ は 善く 領會 されぬ のであります。 

櫻 田の 變後、 國臣 及び 白 石 兄弟の 高 崎に 應酬 した 書信に して、 多少 殘 つて をるならば、 當 時の 事情 は猶ほ 明かに なり 

ませう けれども、 今 は 悉く 氓滅 して 了って、 旣に 一 篇も新 かる もの 無い の を遣憾 とします。 
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1 一三 八 

北歸の 事情 さ 覆面 運動 

國 臣は薩 摩の 同志より 藩內の 事情 到底 之 を 容れて 潜伏せ しむる ことの 叶 はぬ もの ある を 吿げ、 暫く 防 長の 地方に 入り 

て 形跡 を沒 し、 同志の 秘策 を 講じて 長溥 公の 意 を 動かし、 政廳の 追究 を 弛べ しむる 時機 を 待つ やうに と 申して 參 つたの 

で、 據 なく 津 山の 領所を 去り、 重ねて 熊 本の 山形 典 次 郞の家 を 過ぎり、 市中の 旅舍に 留まる こと 數日。 ふた i び 海峽を 

越えて 防 長の 地方に 入らむ としました。 七月 十三 日 を 以て 福 岡の 父 吉^ 右衛門に 贈った 寄が あります。 

御 兩親様 益 X. 御機嫌 能 被， 遊， 1 御 坐 1 奉， 1 恐 悅候。 1 一私镜 今程 東 肥 熊 本に 滞在 仕 居 ^近日より 防 州 邊へ參 り 候^に 御 

坐 候、 暫 其方へ 足を留 可， 申 候。 不 n 相變 1 大難 儀も不 A 仕、 遊 1 相 樂み居 申 候。 必，^ 御 懸念 被 千 間 敷 候。 任- 1 幸便-早 

如 k 此御坐 候。 恐惶頓 首。 

七月 十三 日  藤 井 五兵 銜 

吉郞 右衛門 樣 

五月の 中旬に 竹 崎 を 出で- 1 南行し まして、 七月の 中旬 猶ほ熊 本の 邊に 居た とすれば、 二 ヶ月ば かり は 肥 後の 地方で 過し 

たこと になります けれども、 薩 摩の 境 上まで 行った 途上、 往 反共に.： E 形の 家 を 過ぎり 且つ 市中の 旅 舍に數 日 宿った と 云 

ふ 外、 此 間の 消息 は 全く 分り ませぬ。 多く は津 山の 領 所に 足 を 留めて 薩 摩の 同志との 書信の 應酬に 日 を 費した としても、 

二 ヶ月 を 要する わけ は 無い から、 熊 本の 邊 にも 居った ものと 思 ひます。 此歲の 冬 以後 寄 托して 親交した 高 IS の 松 村 大成 


との 欄 係 は、 川上 彥齋の 紹介 を 以て 始めて 相 11 つたと 云 ふだけ で、 締 交の 初の こと は 知れて ゐ ませぬ が、 後日の 交 態 か 

ら考へ ると、 或は 此 時より 交 を締し 暫く 客と なって 足 を 留めた ので ありませ う。 

父親に 贈る 書 を 托した 幸便の 何人 歟。 これ も 明確に は 申され ませぬ けれども、 或は 薩 摩の 稅所喜 三 左 衞！： の やうに も 

見えます。 稅所は 同志の 意 を 啣み謂 ふ 所の 秘策 を II らし、 恰も 此時熊 本を經 て入筑 し、 密 に長溥 公の 特命 を ふて 闽 臣 

の 追究 を 弛べ、 且つ 白 石の 爲に黑 田家の 御用達と なる 趣意 を 貧 徹せし めむ こと を 謀りまして、 廉作も 竹 崎より 來 つて 福 

岡に 相會し 共に カを盡 しました。 併しな から 筑前は 月形 B 取 等の 一派 方に 蹶起し、 藩 政 改革 S 論を唱 へ長溥 公の. 江！ 1 參 

勤の 不可 を說 き、 運動 をして る 鰻 中で、 紛擾 渐く 烈しき を 加 ふる 折 柄でした から， 稅 所の 裔 らして 參 つた 秘策 も 乎 を 

くる^が ありませ ぬ" 稅所も 白石廉 作も據 なく 福 岡 を 去りまして、 稅所は 竹 崎を經 て上阪 し、 歸途に は 村 田 新 八と 前後 

して 闽臣を 高瀬の 松 村 大成の 家に 訪ひ、 助けて 薩 摩に 入らし めました。 然うして 稅 所が 入筑の 途次 熊 本 を：^ つたの は、 

恰も^ 臣が書 を 父親に 贈った R 付の 頃に 當 ります。 謂 ふ 所の 幸便 は稅所 かと 思 はる、 所以であります。 

按ゃ るに、 此 頃の 薩 摩は久 光 公の 勢力 濒を追 ふて 增大 しました が、 藩 政の 實權は 猶ほ齊 彬公顧 命の 老 職で 長溥 公の 眷 

遇 を^け て をる 島 津左衞 門の 掌握す る 所で、 且つ 久光 公と 長溥 公との 關係も 未だ 扞格を 生ぜぬ 時です から、 薩 摩の 志士 

が 秘策 を此？ i に 講じ、 長溥 公の 特命 を 請 ふて 阈臣を 救 はむ とする 餘地 はありました。 稅所 は左衛 門の 下に 仕へ ifj 務を執 

る 政 廳の吏 僚の 一 人であった ので、 旁. - 同志の 意を啣 みて 入筑 しました。 抑. - また 中 村^ 太 江上 英之 巡？ &香市 作の 三人 

が、 筑 前の 志士 を 代表し、 密に脫 して 薩 摩に 定り、 島 isM の 外援を 借りて 藩 政 改革の 企 圆 を 成就せ むとした の も、 GI ら 

此 の蔡： S と 相因緣 して 起り ました。 

は 父親に 贈った 書中の 言の 如く、 始は 重ねて 關鬥の 海峡 を 越え 防 長の 地方に 入り、 暫く 潜伏す るの 意 を 抱いて ゐ 
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1 二三 〇 

ました けれども、 稅 所が 入 筑し白 石廉作 また 來り會 し カを盡 しても、 事 急に 成り 雞 きを 覺り 相携へ て 福 岡 を 去った 後に、 

忽ち 虎尾 を蹒 むの 危險を 犯して 福 岡に 歸 つて 來て、 巧に 蹤跡 を晦 まし 諸 所 を出沒 しまして、 最終に は 幾ん ど 4! く 捕手の 

追及す る 所と ならう としまし たが、 一 髮の間 緩に 免る-^ こと を 得て 逸し 去り、 八月 十二 日 ふた び 海峽を 越えて 竹 崎に 

到りました。 前に 此地を 逃れて 南 走して から、 方に 九十 日を閱 する 時でした。 

闽臣が 肥 後 を 去って 防 長に 赴く の 途次、 轉頭 一 番、 忽ち 福 岡に 歸 つて 參 つたの は、 當 時の 藩 情 自ら 然ら ざる を 得ぬ も 

のがあって、 傍觀 して 過ぎ去る を 忍び 難しと した 爲 でした。 即ち 月形 K 取 等の 始めて 奮 興した 勤王 黨の 一 派 は、 或は 長 

it 公の 江 戶參勤 を 不可と し、 或は 藩 政の 改革 を 企 はだて、 盛に 力 を 致して 活動して をる 折 柄で、 中 村^ 太 江上 英之 進^ 

市 作の 三人が、 密に藩 を 脫し薩 摩 を 指して 走った の は 八月の 二日の 夜、 長溥 公が 長文の 親 論 書 を 下して 藩 人の 動榣を 

抑制せられ むと せられた の は、 國臣が 筑前を 逃れ出た 次の 日、 月形 廳取 等の 志士が 長溥 公に 謁して 意見 を 述べた の は、 

此 月の 十四日と 十六 日、 長溥 公が 志士の 意見 を掛 酌して 參勤 延期の 議を 決し 之を發 表せられ たの は、 資に 十八 日の 事で 

した。 然うして 斯 かる 波瀾の 疊出 する 數日前 若く は 旬日 前 は、 恰も 國臣が 密に歸 つて 來て諸 所 を出沒 し， 盜賊方 をして 

奔命に 疲れし めた 期間と 符合し ます。 政廳が 國臣を 認めて 妄に 激論 危言を 弄し、 人心 を 煽動し 藩 情 を紛， lii せし むる 張 本 

人と 爲し、 此 頃より 一 曆頻に 盜賊方 を 放って 追究す る こと 愈ミ嚴 且つ 急と なった の は、 必 すし も奇 とする に 足らぬ ので 

あります。 

筑前 志士 傳の 著者 長 野 和平の 記された 所に よると、 國臣は 如何い ふ 手續を 取った もの 歟、 此時 また 長溥 公に 上書した 

と 云 ふこと です が、 稿本 も傳 はって をらねば 事實も 確かと して ゐ ませぬ。 或は 何 かの 誤聞で ありませ う。 また 別に 斯う 

云 ふ 話も殘 つて ゐ ます。 これ も此 時の 事 だら うと 思 ひます。 


二日 市の 近傍 武藏 0 溫染 場の邊 か何處 かで， 盜賊 方の 一 人 池 野 永 太に 偶然 出會 ひまして 引ッ捕 へられました" 最早 逃 

れ やうと しても 逃げられぬ 場合です し、 池 野は豫 ねて 善く 知り合 ふて をる 人です から、 十分に 覺悟 をし まして、 もう 此 

上 は 逃げ 隱れ やうと はしない、 篤と 話 もして 置きたい 次第 も あるので、 何處 かの 家に 入って 語りたい と 申します と， 池 

野 も 承知 をして 最 寄の 小 料理屋に 上りました。 然うして 暫く 打寬 いで 對談 をして をる うちに， 國臣は 池 野の 油斷を 見す 

まして、 傍の 火鉢 を投け 飛ばし 座敷 中 を 灰神樂 にして 咄嗟の 間に 逃げ出して 了った ので、 池 野 は 終に 謀られて 捕へ 損 ひ 

ました。 

池 野 は 老功の 盜賊 方と して、 斯 かる 失策 をした の は、 甚だ 不面目で は あるし、 職務 上の 無調法と もなる ので、 當時は 

全く 秘密に して 默 つて をり ましたが、 維新の 後に なって、 國臣の 弟 宇 八郞の 親族 平 山 九 郞に此 話 をした と 云 ふこと です。 

期 かる 咄嗟の 間に 事を處 する 機敏の 働き は、 阈臣の 得意と する 所で、 幾た びか 自ら 危難 を 救 ひました。 

覆面 運動，/」 捕手の 追跡 

國臣は 七月の 末から 八月の 初に かけ、 肥 後より 防 長の 地方に 赴く の 途次、 密に福 岡に 歸 つて 來 まして、 處々 を 出沒， <^ 

閽 中の 飛躍 を 試みた 後、 最終に は 海 を 渡って 玄界 島に ェ藤左 門を訪 び、 ェ 藤と 相 携え 漁 舟を僦 ふて 藍 島に 竹 内 五 百 都 を 

訪 ひました。 

然 うする と、 黑 田家の 盜賊方 宫園令 助 山 本 駒 太の 二人 は、 國臣 の玄界 島に 渡った 縱跡を 偵知し まして、 追 ふて 檢 察す 

れば 己に 去って をり ませぬ。 ェ 藤と 相 携えて 藍 島 を 指して 渡った 模様が あるので、 急いで 追尾して 藍 島に 往 つてみ ます 
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と、 また 數時 ii 前 を 以て 藍 島 を 出た 後でした。 一 一人 は頓 足して 微 しく 後れて 逸せ しめたの を 悔恨し ます けれども 及び ま 

せぬ でした 0 

此日 はェ藤 竹內の 二人も^ 臣と 同じく 漁 舟を滅 ふて 去り ましたが、 必すゃ 捕手の 阈臣を 追跡して 來； と を 察し まし 

て、 竹內 は. S を 出る に 臨み、 家人 を 戒め 捕手 若し 追跡して 來て 行方 を 尋ねるならば、 三人 共に 博 多 を 指して 行った と 言 

はねば ならぬ と 申 残し、 應 答の 辭令を も 口授して 去りました。 斯くて 一行の 船對 岸の 地に 着いた かと 思 はる.. 顷、 宫園 

山 本の 一 一人 して 來 まして 主客の 行く 所 を 質す こと^だ 嚴密 でした が、 家人 は 口授 せられた 通" の應答 V しました。 

("ダ て 安政 五 年の 八月 筑 前に 入った 江 戶の國 舉者鈴 木 重 胤、 ふた.， び 西遊 をし まして、 暫く 白 石 F: 1 郞の 家に 客と なり、 

近く 宗像 郡の 大島を 過ぎり 沖 島の 祌を拜 せむ とする 報 を 得た ので、 竹內が 國臣と 同行して 藍 島 を 出た の は、 即ち 大 .lis を 

指して 赴き^ 來の故 舊と會 はむ が爲 で、 ェ 藤は是 から 程なく 微行して 薩 摩に 歸 つた 模様であります。 

阈ほは 線に 数 時間 早く 藍 島 を 去った ので、 運 好く も盜賊 方の 追及 を 免れまして， 途 より 竹 内に^  C -、 八月 十 一 日 ふた 

&び 海峡 を 越えて 竹 崎の 白 石の 家に 投じました。 

併しながら 白 石の 家 は 巳に 久しく 黑 田家の 盜賊 方の 注目 を 受けて ゐ まして 輕々 しく 入られ ませぬ から、 暫く 周 園の 形 

勢 を 窺 はむ と 欲し、 また 先づ 新地の 春風 樓に 潜む こと 數日、 斯くて 後、 始めて 白 石の 家に 入りました。 

1 疑 案の 阿 嬌ビ白 石 正 一 郞の 食客 論 ， 

是 より 先 五月、 阈臣が 竹 崎 を 去って 南行して 後 間もなく、 福！： の 高 橋屋平 右衛門の 妻の 弟 高木 斷六 は、 國臣の 妾お 秀 


を 伴 ひ、 密に來 て 白 石の 家 を 訪ねました。  - 

今 こ に 謂 ふ 所の 國臣の 妾お 秀の事 は， 白 石 日記の 記載 及び 白 石 家の 傳說 に、 明確の 徵憑 もあって、 斯 かる 女性と 斯 

かる 事實の 存在 は敢て 疑を容 る. -餘地 はない のです が、 筑前 では 全く^ 沒 して 了って、 その 來歷素 生 を 知る 人 も 居らす、 

國 ほの 丁 家 親族 とても 同様の ことで、 今猶ほ 一 侗の疑 案と して 殘 つて をり ます。 盖し高 橋 屋に緣 故の ある 女性で、 阔臣 

が 去年の 春 このかた、 數ば福 岡と 中國 との 間 を來往 する 頃、 高橋屋 夫妻の. 懲慂を 以て 關係を 生じた ものと 見えます。 此 

時 輻 岡で は 國臣の 物色 嚴密を 極め 人心 紛々 でした から， 斯 かる 關係 ある 女性と して 世間の 人の^の 種と なる の を 忍び 難 

く、 去って 國臣の 後 を 追 はむ と 欲し、 勘 六の 同行 を 頼み 白 石の 家 を 訪ねて 來 ました けれども、 阔臣 は十餘 日の 前 を 以て 

竹 崎 を 去り 南行した 後でした。 白 石の 一 家 は 皆 その 倚る 所な きを 憐 むこと 深く、 正 一郎の 母親 最も 此情 があって、 閾臣 

と 同じく 保 庇す る こと を 吿げ、 勸 めて 家に 留 らしめ ました。 そこで 高木 勘 六 は 六月 二日 を 以て 獨 り^し 去り， お 秀は白 

石の 家に 世話 を 受けて 居りました。 

然るに、 國臣筑 前より 逃げて 來 て先づ 春風 樓に 入ります と、 お 秀を白 石の 家に 居らし むる の は 宜しくな いと 思 ひまし 

て、 即日 を 白 石に 寄せて 相談 をして、 論して 福 岡に 歸 へす こと を賴 みました。 斯 かる 關 係の ある 女性 をして 白 石の 家 

に 居らし むる は、 盗賊 方の 注目 を 絶た- "ざら しむる 所以で、 南の 方 肥 後に 潜んだ 頃 は、 寧ろ 利と する 所でした けれども、 

今や 自ら 歸來 したので、 凝 ほ 留めて 釐 くの は 依然として 盜賊 方の 注目 を 受ける わけとな つて. 己の 潜 居に 困難 を 生す る 

からでした。 白 石 は國臣 の狀と 意と を 告げて 懇に 論し ますと、 お 秀は餘 儀な き 事情 を諒 とし、 勉强 して 命 を^し、 十三 

日 幅 岡 を 指して 泣々 歸り 去りました。 また 志士 傳 中の 一 小 風景た る を 失 ひませ ぬ。 お 秀が竹 崎.^ 辭 して 去った の は、 恰 

も 11 岡で は 始めて 長溥 公の 親 論 書を發 して 志士 を 鎮撫せられ、 愈. - 勤王 黨の 一 派 をして 奮起せ しめられた 當 日で ありま 
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した o 

國臣が 潜 居と 微行と を 以て 終始した 三年 このかたの 境遇 は、 固より 謂 ふ 所の 妾を蓄 ふるの 餘 地はなくて も， 素と 色 を 

好む の 英雄た る を 免れ 難き 志士で したから、 往々 新 かる 事蹟 を 諸處に 留めました。 備 中の 連 島に も 然ぅ云 ふ 話は殘 つて 

ゐ ます。 ぉ秀は して 妾と 稱 する 程の ものであった 歟 どう 歟、 それ は 頗る 疑 はし いまでも、 高 橋屋平 右衛門の 親族が 同 

行して 來 たし、 且つ 白 石の 一家 之 を 待つ こと 期の 如く 懇切な 所 を 見る と， 必す しも 尊 常 路傍の 花柳で もなかった 様で， 

抑. - また 主人の 正 一 郞 以下 白 石 家の人々 が 善く 心 を 同う して 志士 を 待遇した 風 も 自ら 思 はれます。 

正 一 郞は晚 年往々 子婦に 向って、 維新 前の 寓公 食客の 待遇 は 多く 費用と 禮 意と を 必耍 とした こと を 語りまして、 或は 

家來下 を從 へた 寓公も あれば、 食客 を携 へた 食客 もあった が、 中には 妾 を 連れた 人々 さえ 無き に は 限らぬ。 前にして 

は 平野 一 ー郞、 後に して は 高杉晉 作な どは然 うだと 申して 居った さう であります。 

お 秀が白 石の 首 を 聞き 竹 崎 を 去った 後 三日 を經 まして、 下 關の目 明 松屋 久吉 は、 竹 崎の 目 明 仁 作と 共に 手先の 八百屋 

林 藏を件 ひ、 白 石の 家に 就て 先 づ阈臣 の 蹤跡を 詮議し ました。  • 

玄界岛 藍 島の 邊に 於て、 數ば 闽臣を 逸した 黑 田家の 盜賊方 宮園令 助 山 本 駒 太の 二人 は、 今日は 必らす 之 を 捕 ふること 

を 期しまして、 此時は 早く 追跡して 來て 下關に をり ました。 

盜賊 方の 詰問 兄 白 石の 快 論 

白 石 正 一 郞は下 關の目 明 松屋 久吉 が、 黑 田家の 盜賊 方の 意 を 受け、 竹 崎の 目 明 仁 作と 手先の 八百屋 林藏と を案內 とし 


て參 つて、 國臣の 事 を 詮議した 時、 その 筑 前より 逃げて 來て竹 崎に 入った 縱跡 は、 八 r は 到底 掩ひ隱 くす ことの 出来ない 

事情で したから、 全く 知らざる を 装 ふの は 寧ろ 却て 惡か らうと 思 ひまして、 五六 日 前 藍 島の 漁船で 來 たに は 来たが、 我 

家に は 凡そ 半時ば かり も 居って、 食事 を 終 はると 他へ 行く とて 同じく 船で 去った こと を 答へ、 旅費 缺乏の 趣で あつたの 

で、 需に應 じて 多少の 金 を 用立てた よしを 語り、 猶ほ 國臣の 依頼に 依り 二 個の 行李 を^り 居る こと を 申しました。 そこ 

で 久吉等 また 追究せ すして 去りました。 

翌十 七日、 黑 田家の 盜贼方 宮国山 本の 二人、 相 携へ白 石の 家に 到り、 ふた- -び國 臣の蹤 跡 を設議 し、 且つ 白 石と 國臣 

と 交 を 結ぶ の 由來を 尋ねました。 白 石 は 三年 前より 交って をる 次第 を 答へ ますと、 一 一人 また 今释 我等の 同僚が 參 つた 時、 

平野； M ねて 來 らば、 仁 作に 內 報せられ むこと を 囑んで 置いた と 聞く、 然るに 今當 時の 約束の 如く 取 計 はれぬ の は 如何 も 

平野 を 庇護 せらる \ゃ うで あると 申して 頗る 難詰し ました。 白 石 また 屈せす して、 今春 御 同僚より 囑を 受けた の は、 二 

公の 言 はる.. t 通でした。 併しながら 已れ 先年 來 平野と 親交し、 熟./ その 人と 爲りを 見る に、 毫も 惡 人と は 思 はれぬ。 嘗 

て 平野に 向 ひ、 筑前 公が 居 を搜索 せらる- -の は、 如何い ふ 罪 を 犯した の歟と 尋ねる と、 本人 は，： ni ら罪を 犯した 覺 はない 

と 申しました。 また 今春 来られた 御 同僚に 對 しても、 平野 は 如何なる 罪人です 欺と 尋ねた 所が、 如何なる 罪人と 云 ふこ 

と は、 己れ 等 も 善く 知らぬ、 唯 上役の 命 を 受けて 詮議す るの みだと 申された。 斯の 如く 掛 りの 役人 さえ {n! ら罪狀 を 知ら 

れぬ 程なら、 愈. - 以て 格別の 罪人と は 認め難い。 それに 今次 久しぶりに 訪ねて 來 たの を 抑留し、 仁 作に 內報 をして 我家 

に 於て 召 捕らし むる の は、 甚だ 人情 を 失 ふの 所爲 とせねば ならぬ。 況して 薩 摩の 高 崎 氏より 特に 委託 せられた 事情 も あ 

れば， 旁. -御 同僚の 依 賴に從 ふ を 得すして 斯くは 齟齬した と 答へ ました リ 

宮園山 本の 二人 また 强 ひて 資 むる こと 能 はす， 平野が 留めて いた 二 個の 行 辛 は、 追って 人 を 造 はし 引渡 を 求む るよ 
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し を 吿げ、 白 石^ 諾 する に 及びまして、 二人 は 一先 づ辭し 去りました。 

此時 阔臣は 春風 樓 より 歸 つて 潜み、 白 石の 酒 庫の 二階に ゐ ましたが， 白 石が 自ら 保管して をる を吿 ゆ、 且つ 引渡 を^ 

諾 した 二 個の 行李の 內容 は、 盖し 重要なら ざる 物品で、 豫め國 臣と相 謀って 引渡の 議を 決した ものと！ えます。 また 薩 

1： の髙崎 氏より 特に 委託 せられた 事情 も あれば と 言った の は、 今年の 春 高 崎 猪 太 郞の父 善 兵 衞が竹 崎 を 去る 時， 善く 意 

を W ひて 闽 Hll を 庇護せ よと 留囑 した ことであります。 

春 夏の 頃まで は、 白 石猜ほ 田家の 御用達と なる の 希 を 抱いて ゐ たので、 勉めて 一般の 筑 前人の 讓心を 失 ふて はな 

らぬ 理由 もあって、 盜賊 方に 對 しても 婉言 愉容を 以て 迎へ、 贈賄 を 行 ふて 一 時を糨 縫した 痕跡 も殘 つて をり ます けれど 

も、 去月の 末 稅所喜 三左衞 門と 弟の 廉作 とが 筑 前より 蘭ら して 來た 報吿を 聞いて， IT 田家の 御用達と なる の 希望 は、 到 

底 遂げ 難き を 先づ覺 り、 近く は 國臣の 追究 斯の 如く 急と なった の を 見て、 筑 前の 藩 情 愈. - 頼む ベから ざ を 知り、 今や 幾 

んど 全く 絶望し ましたから、 繭く 明快なる 曾 說を爲 し 敢然と して 應酬 したので ありました。 

然るに 園 山 本 は 圃臣を 以て 必す 此邊に 潜伏して をる ものと 認め、 飽くまで も 撿擧の 目的 を 達する つもりで 容易に 下 

關を 去らす、 或は 清宋 藩の 手 を 借りて 白 石の 家 を訟議 しゃう とする 模様 も あるので、 画 臣は萬 一 を盧 りまして、 二十日 

の 夜 また 去つ て 風樓に 潜みました。 

然 うする と翌 二十 一 日、 宫園山 本 は して 竹 崎の 民政 を 管す る淸末 藩の 在番 役所に 就て 狀を 述べ、 撿擧 上の 援助 を 求 

め 第 頗る 急でした。 在 番役渡 邊 某 は 先 づ白石 を 召 出して 田家の 盜賊 方の 曾 ふ 所 を吿げ 事情 を 質しました ので、 白 石 は 

詳に 國臣の 人物と 志操と を 語り、 黑 田家の 追究 を 蒙る， に 至った 顚末を 逃べ て疏 明し ました。 渡邊某 また 平生 頗る 勤王の 

大義 を 解し、 且つ 善く 事理に 通す る 役人で したから、 白 石の 言 を 蘭いて 首肯し まして、 援助 を S3i 田家の 盜賊 方に 與へ捕 


縛の 便 を 謀る の 意な きを 吿げ、 白 石 等 を 戒めて 多く 憂 ふること 勿ら しめました。 

阈 臣は此 夜在番 役の 態度 斯の 如くなる を 知りまして、 深更 また 春風 樓を 去り 白 石の 家に りました。 

村 田 新 八の 過 訪，、 」 高 崎 猪 太 郞の書 

國臣は 竹 崎の 在番 役所が 黑 田家の 盜賊 方に 援助 を與 へて 巳 を 捕縛せ しむる の 意な きを 知り、 即夜 春風 樓を 去り 白 石の 

家に 歸 つた 翌日、 在番 役所 は盜賊 方の 希望に より 命 を 白 石に 傳へ、 國臣 より 委託 を 受けて 保管して をる 二 個の 行李 を盜 

賊 方へ 引渡さし めました。 これ は 白 石 も 異議なく 過く る 日 巳に 領諾 した 所です から、 直に 命 を 奉じて {呂 園 山 本の 二人に 

引渡し、 授受の 手 績を終 はり. 斯くて 事 は I たび 局 を 結びました。 

宫園山 本の 二人 は， 國臣が 白 石の 庇護 を 受け 此邊に 潜伏す る こと を 知って ゐ ました けれども、 他 藩の 領內は 妄に手 を 

下し 難く， 若し 進んで 飽 まで も捕縳 せむ とすれば 先づ 藩と 藩との 間に 表 向の 交 涉を經 た 後でなければ なり ませぬ。 そこ 

で 福 岡に 歸 つて 議 する 所 あらむ と 欲し、 二 個の 行李 を領收 して 1 先 づ下關 を 去った ので、 國臣は 始めて 聊か 戒心 を 弛 

ベ、 暫く 安んじて 寢食 する を 得ました。  . 

黑 田家の 盗賊 方は斯 かる 事情 を 以て 一 たび 下關を 去り、 國臣は 一 時の 小康 を偷 みました が、 盜賊 方が 更に 相 當の手 Jg 

を 執り 捲 土 重來 する の は 必定です から、 到底 永く 此邊に 潜伏して 居られぬ こと を 知りました。 折し も薩 摩の 村 新 八 は、 

櫻 3 の事變 後の 上 ：！ の 影 勢 を 窺 はむ とて 京攝に 赴く 途次、 高 崎 猪 太郞の 紹介 を 以て 白 石に 來り訪 ひ、 密 に！： 臣と相 見る 

を 求めました。 隨臣は 子亭の 茶窒に 於て 寬談を 遂げました。 村 田 此時歲 二十 二、 竊ほ高 橋の 苗 宇を稱 して ゐ ました C 夙 
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に 1: ぼの 事 を 聞いて 欽慕の 情 を 抱け る薩 摩の 後進 志士の 一 人でした。 此 時の 會談は 即ち 二人が 相 見た る始 で、 數 十日の 

後、 國臣が 村 S の 從僕を ふて 薩 摩の 關門を 越えた 因緣 また 此 時より 起り ました。 

高 崎 猪 太郞が 八月 二十！ 日 を 以て 白お 兄笫に 寄せた 書が あります。 蓋し 村 田の 齎らして 來 たもので， 此 頃に 於け る 同 

志の 消息 を 鋭 ひ 知る に 足る 許で なく、 末 段の 一節 は 直接 國臣 と相關 して をり ますから、 嘗て 一 部分 を抄錄 して 收め まし 

たけれ ども、 今 こ、 に は 全文 を 擧げて 示します。 

八月 三日 之御發 書、 去 十七 日到來 取手 も 早く 拜誦仕 候處、 御 堅剛御 揃御異 りなく 被, 爲, 在 大慶 至極に 奉, 存候 0 次に 

小 子 無 寧 其 外 も 同然 消光 仕 居候 間、 乍 レ恐御 放心 可レ 被， 下 候。 扨 も 此節は 鈴 木 先生 御 到着に 被，； 罷成 1 嘸 御 賑か之 御 

iBf 御 愉快 之 御 談論 も 被 レ爲， 在 候 半 奉， I 遙察 1 候。 就 而は小 子方へ も御來 書に て、 京師 柬武之 形勢 諸 藩 Z 模様 等 E 細 相 

分、 有志 中大に 心得に 相 成 仕 合 之 至に 御座 候。 何分 當時之 病根 不, 栗と 相 見へ 嘆息 之 至に 御座 候。 被， 一 仰 越 一 候 通當秋 

冬 之 境 甚緊耍 之 時節 百方 解說仕 候へ ども、 善 策と は 乍： fe 果敢に 行 ふ あた はざる 勢 無二 詮方 1 次第に 候 。霄は 其 後 御 

尊家 樣御 忠誠 一 條御 附託いた し 候ても 無二 嫌疑 1 買 濟候義 無， 疑 il 曰、 必死に 建白 仕 候へ ども、 S 、邊難 レ被レ 行 古今 之 通 

弊 寶 以 不レ媒 n 悲嘆 1 次第に 御座 候 。乍 レ去此 上 決して 油斷は 不レ仕 候。 ェ 藤氏 未， 一 相 捌 一 殊之外 長引 弊 藩 萬 察變通 無, 之 

誠に 込 入 候 事に 候 。太抵 今月末 來月 初に は發 足に 可， I 罷成 一と 被, 察 候。 宮崎君 之 事 返え，^ も 遣 憾千萬 嘸 御 一；^ 屈 之 

事と 心痛 仕 居候。 ェ藤發 足 も 不レ遠 內に候 間、 其 節 を 御 待 可, 被, 下 候 。先 者 此旨御 一 報 かたぐ 奉, 伺候き 拜頓 宵。 


謂 ふ 所の 鈴 木 先生 は 即ち 平 田 派の 國擧者 贈 f^: 五位 重 胤で、 三 四 年の 後に は 幕府の 41： 次郞 等と 聲息を 通じ 廢 帝の 先例 を 調 

查 したと 云 ふやうな 形跡 を 疑 はれ、 寃罪を 以て 志士の 天誅 を 蒙りました けれども. 此 a; まで は 勤王 黨の 爲に欽 仰せられ、 

白 石 は 言 ふ 迄 もな く、 國臣の 潜伏 を 助けた 娼閣 春風 樓の 主人な ども、 重 胤の 敎を 聞いて 篤く 尊信した 人でした。 筑 前に 

於ても 竹 內五百 都の 深 誼あった の を 首と し、 志 を 國擧に 寄せた 藩 人中 締 交した 者 も 砂から. f、 吉永源 八郞も 安政の 頃よ 

り 相識れ る 間柄でした。 國臣 との 交 態 は 明かで ありませ ぬが、 互に 善く 名 を 知って ゐて も、 會 見した こ とはなかった 様 

で、 此時も 鈴 木 は 白 石の 家 を 去り 宗像 郡の 大島を 經て福 岡に 出て、 國臣は 藍 島 を 去り 途 より 竹 内 五 百 都に 別れ 竹 崎 を 指 

して 急いた ので， また 途中に 於て 齬齟 した もの ふ 思 はれます。 

また 白 石 は此時 巳に 黑 田家の 御用達と なること は、 全く 絶望して をり ました けれども- 高 崎の 書中の 文 言に よると， 

島津 家の 御 E 達と なる の議 は、 猶ほ 懸案と して 存 して ゐ たもの \ 如く、 ェ 藤が 潜行して 薩 摩に 歸 つたの は、 或は 斯 かる 

懸案に 關 する 內用を 兼ねて をる だら うと 見ら る- 1 情況 もあります。 然うして 髙崎等 は 謂 ふ の 秘策 を 講じ、 エ^ をして 

吉 永と 相 謀って 長溥 公の 意 を 動かし、 國臣の 追究 を 弛べ しめむ とした 痕跡 も 露 はれて をり ます。 

斯の 如く  I 方に 於て は、 黑 田家の 盜賊方 は 飽くまで も 國臣を 追究し まして、 必す 捕縛し やうと 鋭意 盡カ すると 同時に、 

1 方に 於て は、 薩 摩の 同志 は長溥 公の 腹心 を 頼んで 之 を 庇護す る 策 を 猶ほ棄 てないで ゐ ました。 これ 當 時の 眞 相の 容县 

に 模索され ぬ 所以で ありました 
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II 一四 〇 

肥 後 高 瀨の潜 居，、」 松 村 大成 

！ I 臣は竹 崎に 於て 薩 摩の 同志の 意 を 翳ら した 村 田 新 八の 過訪を 受け、 話し合 ふた 次第 もあって、 村 田 は歸途 重ねて 相 

會 ふこと を 約し 上國を 指して 去りました から、 已れ は盜賊 方の 捜索 を 避け 南の 方 肥 後に 走り、 暫く 形跡 を晦 まして 村 田 

の 歸來を 待た むと 欲し、 八月の 末に 竹 崎 を 去って 南行の 途に 上り、 途次 また 密に福 岡 を 過ぎって 藩 情 を 1^ はう としまし 

たが、 忽ち 盜賊 万の 偵知す る 所と なって 追尾 を 受け、 辛うじて 饞に 免れ、 問 道より 逃れて 肥 後に 入り、 松 村 大成の 家 を 

頼みて 潜伏し ました。 

斯くて 此歲の 九月から 阈臣が 覆面の 活動 をす る舞臺 は、 長 州と 筑 前と を 離れて 肥 後と 筑後 とに 移りました。 

松 村 大成の； 1^ 居 は 玉 名 郡の 安樂 寺 下 村で、 今 は 梅林 村と 稱 します けれども、 猶ほ 字と して 下 村の 名を殘 して ゐ ます。 

九州 鐵 道の 高瀬 驛を距 る こと 一 里 半， 素と 藩主 細 川 家 勳舊の 重臣 有吉 氏の 釆邑 で、 高瀨と は地區 自ら 別です が、 唯 高瀬 

の 松 村と して 久しく 世に 知られて をり ますから 暫く 舊に從 ふて 置きます。 松 村 は 阈臣の 勤王の IgJ;- 蹬とは 深き 關 係の ある 

1 人で， 安政 六 年の 春より 萬延 元年の 秋まで 一 年餘の 間、 白 石 正 一 郞の 兄弟が 國臣の 庇護 者と なって 心 カを倾 けたが 如 

く、 萬延 元年の 秋より 文久ニ 年の 舂 まで 一 年 半の 間、 松 村の 父子 は 心 力 を 傾けて 國臣の 庇護 者と なりました。 

松 村 大成 名 は 古文、 {4! 谷と 號し ました。 大成 は 字で 世に は 字 を 以て 行 はれて ゐ ます。 父に 承け て醫を 業と し、 年少の 

頃より 讀書擧 問 を 好み、 人と 爲り 廉直 樸實 で、 氣節 があって、 善く 衆 を 愛し 人 を容れ ました。 歳末 だ 三十に 達せぬ 時よ 

り、 家塾 を 開いて 子弟に 敎へ、 名分 を li- くし 大義 を 明かに する を 旨と し、 傍 はら 武藝を 練り 兵法 を 講じました。 夙に 尊 


王の 志を蓄 へ、 嘉永 安政 このかた 君 圃 を變 ふるの 情 最も 切でした。 永 鳥 三 平 は 松 村の 弟、 また 早く 時事 を 慨し， 嘉永 0 

末に 東 遊して 江戶に 出て 吉田松 蔭 等と 深交した 事 は 松 蔭の 傳 中に 見えて をり ます。 松 村 は S1 を 業と して ゐて、 自ら 遠く 

出る ことが 出來 ませぬ ので、 弟 を懲慂 して 東 遊せ しめたの だと 申します。 即ち 宫部 鼎藏轟 武兵銜 等と 等しく、 肥 後に 於 

ける 勤王 黨の 志士の 巨魁で、 年齒 1; 臣 より 長す る こと 二十歳、 長男 深藏 次男 大眞 また 夙に 家訓 を 受け、 早く 已に 君國 〇 

志 を 抱いて をり ました。 

阈臣が 始めて 松 村と 相識つ たの は、 今年の 七月 熊 本 を 去って 竹 崎に 赴く 頃、 川上 彥齋の 紹介 書を帶 びて 之 を訪ひ 暫く 

足 を 留めた 時の やうです けれども、 互に 肝 膽を披 いて 深く 交 はった の は、 蓋し 今 こ- -に竹 崎より 盜賊 方の 搜索を 逃れて 

來り 投じた のを始 とします。 . 

他の 肥 後人 は 意見 感情 多く は 國臣と 相 契 はす、 松 村の 弟 永 鳥 も 猶ほ斯 の 如く、 動もすれば 之 を 輕 侮す るの 風が ありま 

したが、 松 村 父子 は！： 臣の 行動と 志操と を 信す る こと 篤く、 終始 親密の 交 をして 渝 はり ませぬ でした。 文久ニ 年の 赛、 

阈臣 V 薩摩の 同志 及び 眞木和 泉 守 小河彌 右衛門 等と 相 提携して、 島 津久光 公 を 京攝の 間に 擁して 義を擧 ゆむ と 謀った 時、 

肥 後の 志士 は 種々 の 異論 を唱 へ、 川上 彥齋と 松 村の 長男 深藏 とが 國臣 等と 事を俱 にしゃう と 欲した のを强 ひて 抑制し ま 

した。 然るに 松 村 は 門下生の 內田彌 三 郞竹下 熊 雄の 二人が 出で.^ 之に 參加 する を 許し、 自ら 行 装 の^を 給して 上 國に走 

らしめ、 且つ 家に 出入す る 農夫 緒方榮 八が 內田竹 下に 隨 ふて 行く こと を認諾 しました。 此 三人 また 平素 深く 國臣 の說に 

く 所あって 自ら 固く 決した の だとしても、 松 村が 斯の 如く 援助 を與 へて 上 國に定 らしめ たは、 抑 また 阈 ほとの 交 態、 

他の 肥 後人と は、 頗る 趣 を 異にして をる 爲 でした。 

國臣が 松 村と 相 交る の始に 於て、 先づ 最も 特筆 を價 する の は、 松 村の 媒慂を 以て 眞木和 泉 守の 幽居 を 往訪し， 始めて 
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Ill 四 二 

締 交した 事實 でありました。 

眞木和 泉 守，」 の締交 

露 木 和 来 守が 文久元 治の 頃に 於け る 勤王 黨の旦 人であった こと は、 天下の 人の 善く 知る 所で、 國臣 との 深き 交 態、 今 

また 必す しも 多く 言 ふを須 ひませ ぬ。 1 一人の 始めて 相兒て 交 を 結んだ の は * 國臣が 竹 崎 を 逃れて 來て松 村の 家に 潜 11^ し 

た 初、 主人 大成の 言 を 聞き、 自ら 往 いて 之 を 叩いた のより 起り ました。 

是 より 先 眞木は 同志と 相 謀り、 藩 政の 改革 を 企てた のを尤 めら れ、 禁錮の 處分を 蒙りまして、 弟大 鳥居 理兵衞 の 保管 

する 听 となり、 久留米 を 距る四 里、 下 妻 郡 水田 村の 邊陬に 幽居す る こと、 巳に 九 年の 久 きを 經てゐ ました。 松 村 は 嘗て 

1 たび も眞 木と 相！ EJ- たこと は 無い 間柄で したが、 夙に 傳 聞した 次第 もあって、 その 卓 偉の 人物で 尊王の 志婕 も^いよ し 

を 知って をった ので， 國 臣に往 いて 眞木を 叩き、 勤王の 大義 を 論 討し、 促して 興起せ しむる が 好い と 勤めました。 

そこで 闺臣は 松 村の 長 BR 深 藏を伴 ひ、 九月 一 一十 六日の 晚景 水田に 到り、 遊 藤 中の 樂 人と 稱 して 先 づ大 鳥居の 家 を訪ひ 

ますと、 主人の 理兵衞 は 他へ 行って をら す、 息子の 次郞が 出で- f 應 接しました。 眞の樂 人 だと 思 ひまして、 祌 職の 家で 

樂器 を蓄へ て をり ますから、 取 出して 持って来 るので、 全く 音律 を 知らぬ 深藏 は、 頗る 困って 狼狠 へたと 云 ふこと です。 

闽臣は 折 を 見て 密に 来訪の 意を吿 ゆて 眞 木との 面會を 求め、 半紙に 一 首の 歌を錄 し、 富 永 門人 筑前 處士 平野^ 臣と し 

て先づ 贈りました" 

gl の 緒の ふるき 調の 音に めで 乂 


聞え ま 欲しく かねてし のびつ 

眞木は 神職の 家に 生れて 音律の 嗜 癖も少 くないので、 未だ 罪 を 藩に 獲ざる 頃、 嘗て 同 臣の師 富. 水漸齋 を； i 岡に 訪ひ、 入 

門の 禮を 執って 敎を 受けた こ ともあれ ぱ、 また 平生 好んで 琵琶 を 弄び、 且つ 往々 人に 語って 一 たび 錦旗の 下に 彈じ てみ 

たいと 申した の を、 國 臣は豫 ねて 傳へ 聞いて ゐ たので， 旁. -此歌 を 贈った のでした。 

眞木 は國臣 等が 訪れて 來た 趣意 を 未だ 善く 知り ませぬ から、 頗る 戒心 をして、 幽薛 中の 身分、 他人と 接見す る 自由が 

ない と 申して 面 食 を 謝し、 且つ 一首の 歌 を 示して 答へ ました。 

世の中に ひき 亂 されて 四の 緖の 

ひと を も 今 は 調べ あはな くに  ， 

然るに 阈臣は 猶ほ辭 をつ くし 强 ひて 相 見ん こと を 望む ので、 眞 木も斷 はるに よしな く、 幽居の 室に 請じ入れて 會談 して 

みます と、 主客の 議論 深く 相 契 ひまして. 且つ 客 は 種々 の 新しい 時事の 消息 を潇 らして を ひました。 そこで 胸襟 を披ぃ 

て寬談 し、 その 夜 は 留めて 隣保 下 川 瀨兵衞 の 家に 宿らし めました。 

翌 二十 七日、 國臣は 重ねて 大 鳥居の 家を訪 ひ、 眞 木の 子弟の 爲に談 する 所あって 然して 後に 辭し 去りました。 これ は 

國臣 が眞木 及び その 一家 子弟と 相識った 始で、 是の後 會見を 重ぬ るに 從ひ， 交 態 は 愈た 深密を 加へ まして、 やがて 與に 

王政 恢復の 大事 を 謀る の 人となりました。 

眞 木の 南 仙 日錄に 見えて をり ます。 

1 一十 六日。 晴。 予未レ 快 也啖則 有, 色。 日 暮北竺 人 平野 阈臣。 東 火 人 松 村 深 來訪。 以 n 國禁 1 辭焉。 强焉。 竊^。 1： 臣者戀 

闕第 一 等 人 也。 而係， 1 午年 之禍？ 今爲 1- 亡 人。 欲又レ 薩而關 硬不レ 入、 逡二巡 東 火 之 間 HIT 
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二十 七日。 晴。 平野 等復訪 11 本家？ 謹與 n 子笫 1 聽- 其談？ 哺前辭 去。 夜 初更 啓歸。 本家 收獲 畢" 

謂 ふ 所の 戀闕第 一 等 人 は 勤王 第 一 等 人と 言 ふ義に 同じく、 眞 木の 文書 は 勤王の 字に 代 ふるに 戀闕を 以てし、 勤王家 を稱 

して 戀闕 家と する の を 通例と します。 謹 は甥大 鳥居 次 郞の名 信 謹の 略、 啓 は 次 郞の父 理兵衞 で、 此頃は 啓 太と 稱 してる 

ました。 子弟の 何人なる か は 明確に 分り かねます が、 蓋し 淵 上 郁太 郞淵上 謙 三下 川 根 三郞の 輩で ありませ う。 昝眞 木の 

訓陶を f 文け、 草澤の 間より 身 を 起して 勤王の 志士と なった 人でした。 

國 臣が眞 木に 贈った 歌の 第二 句 『ふるき 調の 音』 は、 當時 自ら 書した 原本に は、 『琴の 調の 音』 とあります が、 後に 推敲 

を 加へ たと 見えまして、 『琴の』 を 改めて 『ふるき』 として ゐ ます。 今 こ >f に は 改めた の を 取りました。 

村 田 新 八の 西 歸，、 」 第一 一の 入薩 

諸君 若し 嘗て 久留米 寺 町の 遍照院 に 上 毛の 奇 男子の 墓 を BP はれたら、 或は 猶ほ 簡素なる 玉垣が 墓 を 繞れる を記隐 せら 

る.， であり ませう。 玉垣に は爲ニ 高山 君 1 萬延 元年 九月 二十 八日、 源 朝臣 高 橋 新 八 經滿の 二十 餘字を 刻して ゐ ます。 即ち 

村 田 新 八の 寄進す る 所、 高 橋 は 村 田の 舊 姓です。 明治 四十 四 年の 冬 十 一 月、 陸軍の 特別 大演習 久留米 地方に 行 はれた 當 

時、 山縣 元帥 は 今し も 高山の 墓の 參拜を 終 はりて 立 去られむ とせら る、 折 柄、 他の 參拜 者が、 同行の 人に 向 ひ、 此 玉垣 

こそ 村 田 新 八の 寄進した もの だと 語る の を 聞かれ ますと、 老 ひた 元帥 は、 忽ち 踵を旋 らして 回へ り 來らる X こと 數歩、 

恭しく  =  帕を脫 いで 敬意 を 表せられ、 坐ろ に 感懷の 情 を 動かされ たる もの k 如く、 暫く 佇みて 後ち 出て 行かれた と 申し ま 


す。 當時 近く 此狀 を目擊 した 軍 醫監武 谷水 城 は、 嘗て 著者に 此談 をせられ ました。 

村 田が 私 舉黨の 領袖の 一 人と して 明治 十 年の 役 西鄕と 同じく 骸を岩 崎 谷に 曝ら したの は、 世の 人の 善く 知る 所です が、 

併しながら 村 田 は 明治維新の 戰役 を經て 始めて 頭角 を 露 はした 他の 私 學校黨 の 子弟と は 閱歷を 異にしまして、 年少の 時 

より 尊王の 志 を 抱いて 起った 一個の 俊傑で、 勝 海 舟 は 評して 西 鄕大久 保に 次ぐ の 人物と し、 薩摩人 もまた 多く 稱 して 好 

個の 總理 大臣た るべ かりし 偉 器と しました。 近 ごろ 雨後の 筍の 如く 群 かり 出づる デモ 勤王家と 相 伍して 從 五位 を 贈られ 

たの は、 奏薦の 事情と 贈位の 義 例との 如何 を 問 はす、 吾れ 人の 頗る 遣憾 とする 所で、 要するに 尋常 一. 般 の贈從 五位 群 中 

の 志 土と して 見る の は 誤って をり ます。 然うして 村 田が 勤王の 事に 關 係した 行動 は、 國臣 との 交涉を 生じた 頃より、 始 

めて 痕跡 を 認めます。 

村 田 は 竹 崎に 於て 國臣と 別れ 海路 を 取って 上阪 してみ ますと、 京都の 留守居 役より 豫め 大阪の 屋敷に 移牒が あって、 

櫻 田の 變後 時日 を經 るに 從ひ、 幕府の 詮議 愈々 嚴密を 加へ たの を 理由と し、 少壯の 藩 人 を 上洛 さして はならぬ と 云ふ沙 

汰で、 大阪の 留守居 役 は、 村 田が 進んで 淀川 を 遡る を 禁じ、 且つ 即時に 歸藩 する こと を 命じました。 

櫻 田 事 變の眞 相 追々 明白と なり、 薩摩 人の 深く 關 係した 秘密 愈々 暴露す るに 及び、 幕府 は薩摩 人の 出入 を 警戒す る こ 

と 甚だしく、 京都の 屋敷に 居った 大山 彦八德 田 嘉兵衞 の 二人 をも拘 して 六角の 獄に 投じ、 二人 は 此時猶 ほ 獄中に. i. 吟し 

てゐ ました。 彥八は 後の 元帥 大山の 兄さんで 西鄕の 妹婿に 當る 人、 德田は 村 田の 親族でした。 二人が 架して 櫻 田の 一 擧 

に關 係した 歟 どう 歟、 それ は 明かで ない としても、 共に 勤王 黨系 中の 人です から、 幕府 も 藩 吏 も 等しく 疑 ひました" 旁 

大阪の 留守居 役は德 田と 親族の 關係 もあって 消息 相 通す る 村 田が 京攝の 間に 出て 來 たの を危險 として 此命を 下し ま 

した。  • 
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Isrfll は 種々 疏明 をし ます けれども、 留守居 役 は 頑として 聞 入れ" „s ので、 大阪に 居る こと 緩に 二日、 餘镜 なく 大阪を 去 

つて 歸途に 上り、 中 國の牛 窓の 港より 船を棄 て、 陸行して 九月 二十 二日、 竹 崎に 着いて 白 石の 家を訪 ひます と、 瞬臣は 

肥 後へ 走って 已に をり ませぬ〕 白 石より 松 村 大成の 家 を 賴んで 潜伏せ る こと を 聞いて 去り、 海峽を 越えて 南. -歸 へり 松 

村の 家 を訪 はむ とする 途次、 久留米 を 過ぎて 高山の 墓 を ひ 玉垣 を 寄進した のでした。 玉垣に 刻した 日付 を兒 ますと、 

村 田が 高山の 墓 を ひ 玉垣 を 寄進した の は、 恰も 國臣が 始めて 水田に 眞 木を訪 ひ、 一 宿して 去った 翌旦の 二十 八日に 當 

ります 。村 田と 阈臣と は、 备々 近く 一  日程 若く は 半日 程の 間 を 徘徊しながら、 互に 知らす して 齟齬した ので ありました。 

阈 臣は筑 後の 水田に 眞木和 泉 守の 幽居 を 叩き、 始めて 締 交し、 歸 つて 松 村の 家に ゐま厂 と、 間もなく 村 田 は 約 を 追 ふ 

て 來り訪 ひました。 績 いて 稅所喜 三 左衞門 も上國 より 歸る 途次、 また 竹 崎に 於て 國臣の 居る 所 を 聞き、 村 田の 後 を 尾し 

て來 ました。 そこで 國臣は 二人と 相議 して 策 を 定め、 相伴 ふて 松 村の 家 を 出で、 途 より 装 ふて 村 田の 從僕 となり、 關所 

の 役人 を 誑かして 薩 摩の 境に 入りました。 

伊集院の 數日ビ 櫻 島山の 歌 

稅所喜 三 左衛門 は. 七月の 下旬に 薩 摩の 同志の 意.^ 齎らして 福 岡 を 過ぎり、 吉永源 八 郞ェ藤 左 門と 相 謀って 藩主 mi 田 長 

溥 公の 特旨 を 請 ひ 白 石 をして 黑 田家の 御用達たら しむる 懸案 を 解決し、 且つ 阈臣の 追究 を 弛ぶ るの 策 を 講ぜむ としまし 

たけれ ども、 折し も 福 岡 は參勤 案の 紛 方に 起り、 藩 情 混雜を 極め、 長溥 公の 左右 は 他事 を議 する 暇 もなかつ たので、 

失望して 去り、 竹 チ衬を 經て上 國に出 ましたが、 稅所は 政廳の 事務 を 掌る 役人で、 表面 は 藩 用を帶 びて ゐま したから、 村 


田の 如く 留守居 役の 故障 を 蒙る ことなく、 暫く 京攝 0 間に 留まり、 形勢 を 視察して 歸國 の途に 上りまして、 村 田が 久留 

米に 高山の 墓 を ふた 當日竹 崎に 到り、 白 石から 國臣の 所在 を 聞き、 斯くて ふた、 ぴ福岡 を 經て松 村の 家を訪 ふて 來た 

のでした，" 

是 より 先 村 田 は 約 を 追 ふて 國臣を 尋ねて 松 村の 家に 參 ります と、 國臣が 入薩の 相談 をし ましたが、 村 田 は 初 旅で 關所 

を 通行す る手績 等に 慣れぬ 所 も あるから と 申して、 稅 所の 到る を 待って 之を議 する を 得策と しました。 稅所は 新に 福 岡 

を 經て來 まして、 福 岡で は 勤王 黨の 主張 一た び 行 はれて 長溥 公の 江 戶參勤 は 延期せられ、 一派の 志士 は悉、 寬假 せられ 

ました けれども、 斯 かる 處 分に 關し、 不服 を嗚 らし 異議 を唱 ふる 藩 入 群がり 起って 勢焰 甚だ 強く、 また 幕府に 對 する 都 

合な どもあって、 藩 情 また 更に 一 變し、 勤王 黨の 危機 漸く 生じて、 國臣の 安全 到底 保し 難いの を 知って をり ますから、 

稅所も 國臣の 入 薩を贊 し、 村 田の 從僕を 装 ふて 關所を 過ぐ るの 策 を 決しました。 稅所は 職務 を帶 びた 政廳の 役人で、 自 

ら關所 を 欺いて 通行す るの は 事情 茶 だ 直しくな いと 云 ふわけ で、 國臣の 同行 は 村 田に 委ねました。 

村 田 は 國臣を 假に從 僕と し、 出水 口の 關所を 過ぎて 南行す る こと 二十 里、 伊集院 鄕に 到って 阪木 六郞の 家に 投じ、 國 

臣を 托して 留め、 己れ は 獨り先 づ鹿兒 島に 歸 りて、 狀を 同志に 告げ 庇護の 事を議 しました。 

伊集院 鄕は日 置 郡のう ちで 鹿兒島 を距る こと 五 里强、 阪木六 郞は有 馬 新 七の 叔父に 當 ります。 晚年は 專ら久 光 公の 節 

度 を 奉し、 西 鄕大久 保と は 頗る 臭味 を 異にしました けれども、 此 頃まで は猶ほ 純正 勤王 黨 中の 一人で、 二  の 後 眞木和 

泉 守が 水田の 幽居 を脫 して 薩 摩に 投じた 時な ど は， 猶は眞 木の 爲に 善く 力 を 致しました。 

國 臣は數 日の 間 足を阪 木の 家に 留めて 鹿兒 島の 消息 を 待ちました。 

此時大 久保堀 等 は、 去年 十 一 月 九日 を 以て 賜 はった 藩主 茂久 公の 親 論 書の 趣旨 を體 し、 主從 同心 擧藩 一 致して 力 を 王 
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^に 致す Q 方針 を 定めまして、 先 づ當路 の 權要を 交 迭し藩 政 を 改革す る 劃策 を 立て， 密に 奔走 周旋して をる 最中でした 

から、 藩 外の 人 を I 谷れ て 事を俱 にす る 形跡 を 示す の は、 他の 多 數の藩 人の 苦情 を. 惹き 起し、 當 面の 大 15^ を 破る の 變がぁ 

りまして、 旁々 國 臣を迎 へて 庇護す る を 不可と しました。 然うして 政廳の 監察 また 極めて 嚴密 で、 到底 迎 へて 庇護 を與 

ふること も 意の 如く 叶 ひませ ぬ。 そこで 據 なき 內 部の 事情 を 國臣に 吿げ、 暫く 去って 時機 を 待た しむる 外 は あるまい と 

決しました。 二 年の 後、 國臣 等と 相 結びて 回天の 壯圖を 企 はだて、 伏 見 寺 田屋の 事變を 生じた 一 派の 志士 は、 此 SI より 

平く 已に 寧ろ 天下の 同志と 氣脈を 通じ 俱に君 國の事 を 謀る の 意 を 抱いて ゐ まして、 阈臣 をして {仝 しく 歸り 去らし むる の 

議決した の を 知り、 深く 不滿の 情 を 生じ ましたが、 大久保 堀 等 は頻に 得失 を說 いて 抑制し ました。 

鹿兒 島の 同志 は斯く 評議 を 決した 所から して、 國臣は 伊集院より 自由に 鹿兒 島の 城下へ 入る こと も出來 ないで、 數日 

の 間 空しく 阪 木の 家に 留まり、 澳惱 して 暮 しまして、 一 首の 歌 を 味んで 懷を 述べました。 

我 胸の 燃 ゆる 思に くらぶれ は 

馑は うすし 樱 島山 

此歌は 翌文久 元年の 冬、 三た び薩 摩に 入った 折の 作と する の は 普通の 說 です けれども、 前後の情況から^！^^-へますと、 今 

次の 入薩 伊集院 鄕の 滞留 中に 咏ん だものと する の は、 寧ろ 實 を 得て をる と認ら る、 理由が あります。 著者の 傅 聞す る 所 

にして 誤らす とすれば、 伊集院 鄕 の何處 からか 櫻 島山の 第一 峰 は遙に 見へ ると 云 ふこと です、 ra^ して 然 うなら 愈々 今次 

の 作と する の を穩當 とします。 

樱島は 過き ぬる 安政 五 年の 冬、 月 照 を 伴 ふて 入薩 した 折の 思 出の 多い 島山です。 今 は 同志の 助け を 借り、 夏 このかた 

の 宿^ を 遂げて 綴に 境 を 越え、 且つ 近く 五六 里の 近傍まで 来て をりながら、 進んで 鹿兒 島の 城下に は 入られす、 一身の 


安 を 托する 地の な いのは 猶ほ 可い としましても、 勤王の 事、 知らす 何人と 謀らん やです。 遙に櫻 島の 山 影 を 望み、 彼 を 

懷ひ此 を 思 ひ 千 萬 無量の 感を 生じた の は- 同より 其 所と せねば なり ませぬ。 諸君 若し 此 歌の 成った 出 來を詳 にせら る.， 

ならば、 我 勤王の 志士の 眞情眞 境、 自ら 尋常 歌人の 閑 吟味に 異なる 風味 を 知らる、 であり ませう。 

歸路の 情景  >、」 大久保 一 

國臣の 藎志錄 に は、 自ら 此 時の 事 を 記して をり ます。 

幸士高 橋， 將 n 歸 H 相 謀 化， 僕、 入，， 伊集院 ¥--五 六 91- 談、 至， 府 上，， 一 策； 同志 担， 之、 以， 事き 定也、 未 ま 一 

本懐 r 又歸 -1 火國 r 送-諸 f 令 洲潮深 ニニ 輩、 堀大久 保有 馬、 滑稽， 夜、 在，, 松 村 家, 超レ 年、 

斯うして 見る と、 伊集院に 於ても 五六 人の 同志と 會談 し、 竊ほ 一 たび は鹿兒 島の 城下に 入って、 何 か上鲁 でもした 模様 

です が、 薩摩人 は 前に 申した 事情 を 語って、 宜しくな いと 申した ので、 また 伊集院へ 引返へ した ものと 思 はれます。 櫻 

島山 は、 此時 でも 眼に 入った わけです。 同志の 五六 楚は 何人 歟 分り ませぬ、 ャハリ 堀大久 保有 馬 等で、 或は 舊誼 の^か 

らぬ田 中 謙 助 や 高 崎 猪 太郞も 交って をり ませう。 

國臣 は： 复の 頃から 企 はだて \ 遂げなかった 入 薩の策 は、 今 こ-. に 始めて 成りました けれども、 此 藩の 內情 また 外部よ 

り考 へたと は 遠って、 說を行 ひ 身 を 安ん する の 都合 も 出来 難く、 萬 斛の憂 思、 櫻 島の 噴煙の 若かざる を感 すろ の 時、 堀 

大久 保有 馬 等 は 藩內の 情實と 意中の 計畫を 4« げ、 暫く 回へ り 去って 時機の 熟する を 待た しめました。 國臣は 甚だしく 失 


三 s 

望し ましたが、 舉情 また i 是に已 む を 得ぬ ので、 同志の 苦心 を諒 とし、 直に 踵を旋 らして 去りました。 

歸路の 情景 は、 大久保 堀；^ 馬と 共に、 國臣を 送って 國 境まで 同行した 石 原 正 右衛門と 云 ふ 老人の 追懷談 があって 善く 

分って をり ます。 想 ひ 起します、 明治 四十 四 年の 夏、 著者 は 東京に 居りまして、 一 日 夙 起、 晨 凉を趁 ふて 街頭 を倘洋 し、 

翻 町より 巿ケ 谷！ m 附の 方へ 至る 新道 を 通ります と、 石 原 近義の 氏名 を署 した 門標を 見ました。 これ は大久 保の 妹婿に 當 

る薩 摩の 故老であります。 嘗て 大久保 堀 等と 共に 國臣の 歸路を 送られた こと は豫 ねて 聞いて ゐ たので、 その 猶ほ 健在な 

る を 知り、 直に 入って 面會を 求め、 當 時の 狀を 叩きました。 

石 原 老人 は 齢已に 八十 を 越え、 且つ 眼 を 病み 全く 盲して をら れ ましたが、 猶ほ 極めて 康寧、 記 臆 また 頗る 健强 で、 -竹樸 

にして 飾らざる 追懐 談は、 深き 興味と 補 益と を 得ました。 今 こ- -に收 むる C は、 即ち 當 時の 談錄 であります。 

當時は 私が 正 右衛門と 申した 時分で、 至って 輕 い 役 をつ とめ、 家內を つれまして 出水の 米 津に參 つて 居りました。 

御 承知 かも 知れ ませぬ が、 出水 は鹿兒 島から 二十 四 五 里ば かり もあります。 一 寸 した 用事が できまして 鹿兒 島に 

歸 つて 新 正院と 申す 所の 宅に ゐ ますと、 或る 晚 のこと でした。 大久 保が 訪ねて 參 つて、 一人の 他所者が 事情 あつ 

て來て をる の を 肥 後 境まで 送って 行かねば ならぬ。 人目に か.. - つて 世^の 噂 なぞに なって は、 甚だ 宜しくない， 

第 も ある。 旁々 途中 も 旅籠 屋 なんかに 宿って は 不都合 かと 思 ふから、 賣所 もどう か 同行 をして、 何 かの^ 話 をし 

て は吳れ まい かと 云 ふ 相談でした。 私 は 何れにしても 近々 のうちに 出水の 方へ 歸 らうと 思 ふて をる 折 柄であった 

ので、 快く 承諾 をして 同行す る 約束 を 極めまして、 翌日 は大久 保と 同行 をして 鹿 兒島を 出で、 伊集院の 阪 木六郞 

の 所まで 參 つて、 大久保 は內へ 入り 私 は 門の 外に 待って をり ますと、 大久保 は 間もなく 一 個の 人と 連れ立って 出 

て參 りました。 前から 打合せが してあって 此 家で 出會ふ ことに 爲 つて ゐ たものと 見えます" それ は些し 痘痕の あ 


る 色の 淺黑ぃ 小柄 0 人で、 髮は薩 摩で は 見馴れぬ 二重 髮の I 目 見れば 餘 所の 人と 直ぐ 分る 髮 でした 0 背に は 1^ 呂 

敷か 何 か を 斜に脊 負 ふて をら れ ました。 

2- 院 から は 伊地知 壯之丞 (f  11 衞門) でした 歟、 有 馬 新 七でした 歟、 姓名 は 今 確かと 覺 えて ゐ ませぬ が、 外に 

1 兩 人の 同伴 もで きまして、 四 五 人の 同行に なって， 市來の 港町と それから 西方の 知人の 家と に ー晚づ X、 途中 

にニ晚 宿って 米津に 着きました" 

1 體に 至極 物柔 かな 優 さしい 風の 人で、 然うして 言葉 數の少 ぃ沈默 つた 人でした。 餘程 疲れて をら れ まして、 ま 

た 何事 か 深い 心配 もして をら れた 模様で、 高 域の 石 園阪と 申す 所 を 通ります 時には、 急に 病氣を 起された ものと 

見えて、 突然 路上に 卒倒 をせられ たので、 一 同 は大に 驚いて 介抱 をし まして、 私 は 持ち合せて ゐた 薄荷 圓 なぞ を 

取 出して 進め ましたが、 程なく 快復 をせられ て、 もう 大丈夫 だ 心配 はいらぬ と 一 緒に 歩かれまして、 その 晚は西 

方の 知人の 家に 宿りました。 西方の 町で ちょっと 立 寄って 休息 をした 宿屋の 主人 は、 私は豫 ねて 善く 知った もの 

でした が、 彼の 人は餘 所の 人で せう と 小さい 聲で 尋ねました。 私 は 聞えない やうな 振 をして 何とも 答へ ま tjr- で 

した。 米津 から は 天草 を 指して 渡られまして、 大久保 なぞ も刖れ て鹿兒 島の 方へ 歸 りました。 

これ は 石 原 老人の 談の 前半で、 國 臣が薩 摩に 入って 意を得ないまん、 悄然と して 歸り 去った 時の 情況 も 風貌 も 宛然 見る 

力 如く、 志士 當 年の 苦心 また 自ら 思 は ます。 

藎志錄 によると 大久保 堀 有 馬 は 出水から 天草の 牛 深まで 同じく 七 里の 海上 を 渡つ て^れた やうで、 眞木和 泉 守の 巳錄 

にも 然ぅ 見えて をり ます。 また 途中 は 滑稽の 談な ども 多く 隨分 それ は 面白かった 歟と思 はれます が、 石 原は此 等の 事に 
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就て は、 何の 話 も ありませ ぬでした。 

歸路の 情況， ヒ大久 保 二 

石 原 老人の 追 懷談の 後半 は 多く は大久 保の ことです が、 物語の 續 きです から、 筆の ついでに 併せて 記して きます。 

私 は大久 保と は 姻戚の 間柄です から、 絶え ゃ往來 はして ゐ ましたが、 勤王と か 何とか 云 ふやうな 事に は、 一向 關 

係し ませぬ でした。 大久 保から 然んな 話 を 聞いた こと も ありませ ぬ。 出水と 鹿兒 島との 間 を 度々 往 つたり 來 たり 

して、 途中に 知人な どもあって、 都合の 好い 所から、 賴 まれて 同行 をした まで &、 如何な 素 生の 人歟、 如何い ふ 

わけで 來て をら れ たの 歟、 それ は 大久保 もちつ とも 話し ませす、 唯 事情が あって 來て をる 人と 申した け、 それ 

を委 はしく 知る 必要 もない ので、 私も^に 尋ね もし ませぬ でした。 何と 云 ふ 姓名の 人であった かも 知らぬ ま、 に 

同行 をして、 平野 二 郞と云 ふ 人であった こと も、 遙か 過ぎて 後に 他の 人より 聞いて 然 うと 分った 位でした。 

その 時分まで は、 大久保 も 徒 目 付か 何 かの 低い 役 をして 極めて 微々 たる もので、 私共 も 格^ のん 物と も 思 ふて を 

り ませぬ でした。 大久 保の 母方 は 山 本と 云 ふ 家で、 山 本の 親族に 牧野と 申す 人が ありました。 即今の 牧野の 薺 父 

に當 ります が、 その 牧野 は 或る時 私の 叔父の 助 次に 向って、 助 次々々 助 ドン はもう 誠忠 派と 云 ふもん ぢ やない 

様子 ぢゃ、 勤王 派ち うもん ぢ やさうな と 言 はれた 話 を 聞いて、 私共 も は ァ然ぅ 云 ふ もの かと 思った 位でした。 

大久 保に 頓 まれて 米津 まで 同行 をした 翌年の 冬でした 歟、 なんでも 格別の 間 はない ことの 様に 覺 えて をり ます。 

大久保 は 急に 55^ をして、 二 之 丸 (I 光) お 附の御 小鈉戶 とい ふ 役に なりまして、 一 藏と 改名 をして 京都の 方へ 上 


りました。 それ は 極々 急の 御用であった やうで、 私共 は 一 向 然んな こと も 知らす にゐ ました 所が、 或る日 米 津€> 

宿の 先觸に 大久保 一 藏と いふ 名前が 申して 參 るりました。 大久保 苗字に 一 藏と いふ 名前 を 聞いた 覺 もな くこれ は 

誰の 事 だら うと 思 ひました。 刖に 先觸の 申して 參る やうな 心 當りも ありませ ぬから、 旁 不思議に 思 ひまして 當 

日 は 家內 共々 路 端へ 出て、 鹿兒 島の 方から 通行して 來る 人に 意 を 注け て をり ますと、 家內の 方が 先 づ大久 保が 駕 

饉で參 つたの を 見付けまして、 どうも 兄さんの 樣ぢ やと 言 ひます ので、 私 は 近う 寄って 見ます と、 菜して 大久保 

でした から、 正 助さん ぢ やない かと 申して、 始めて 互に 挨 1^ をす る 次第でした。 

これ は 石 原 老人の 追 懷談の 後半であります。 大久 保が 謂 ふ 所の 急に 出世 をして 上洛 をした の は、 翌文久 元年の 十二月， 

阈臣が 尊攘 英斷 錄と眞 木の 建策と を 携え、 關禁を 犯して 三た び薩 摩に 入った 後で。 大久保 は久光 公の 拔擢を 受け 格 を 破 

つて 登用せられ まして、 西 鄕が猶 ほ 南 島の 謫居 中の 人で あるのと 異り、 是 より 始めて 漸く 意 を 得ました が、 前 一年 即ち 

阈臣の 今次 村 田の 助け を 借りて 入薩 した 時まで は- 實際は 勤王 黨の 一 派の 牛耳 を 握り、 西 鄕の謫 居の 後 を 承け、 陰 然と 

して 副 首領の 狀を爲 して ゐ ました けれども、 一般の 藩士と しての 名望 地位 は猶ほ 甚だ 低く、 碌< ^として 胥 吏の 末 班で あ 

つたの は、 全く 石 原 老人の 談 する 所の 如くでした。 且つ 西 鄕堀等 は 早く 上國に 出て、 諸方の 志士と 交り ましたが、 獨り 

大久保 は 歲已に 三十 を 越え、 嘗て 熊 本に 行った 外 は、 足 一 たび も 國境を 出で たこと なく、 純 乎た る 田舍漢 でした。 然ぅ 

して 藩 外の 同志と 相識り、 共に 君國の 事を談 じたの は、 蓋し 國臣 を始 とします。 

圃臣 また 夙に 薩摩 人と 相識り、 前後 幾多の 同志 を 得ました けれども、 彼の 特別な 事情 を 以て 深く 親 熟した ェ藤 北條， せ 

の數 人の 外に 於て、 數ば 接觸し 多く 機 秘を談 じた 者 は大久 保に 若く はあり ませぬ。 安政 五 年の 冬、 月 照と 同行して 始め 
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て人薩 した 時、 海. bdS を 伴 ひ 夜路. ビ 犯して 歸路を 追 ふこと 五 里、 大 隅の 重 富 驛に相 見て^れ たの は大久 保でした 。今， 

ふた- - び入薩 したの を迎 へて 應酬 し、 こ i に 堀 有 馬と 共に 二十 餘里を 遠し とせす して 國臣を 送った もの 大久 保、 また 抑.， J 

文久 元年の 冬、 關禁を 破って 三た び入薩 した 時、 議を久 光 公 及 小松帶 刀に 獻し、 且つ 政廳の 監察 吏の 間 を 周旋し、 その 

犯 關の所 爲を寬 假 して 問 はす、 且つ 藩主 茂久 公の 名 を 以て 金圓そ 贈り 道 途の費 を 給した の も大久 保でした。 二人の，. ？ 

ならぬ 關係も 自ら 分ります。 

大久保 は 世間に 謂 ふ 所の 維新 三 傑の 一 人、 宮廷に 謂 ふ 所の 復古の 功臣 十七 人中の 最も 重要の 地に 居りまして、 その P 

戦 不朽の 業 は、 明治 朝の 勅 立に 成る 贈 右大臣 大久保 神道 碑に 炳焉 として をり ます。 國臣が 互に 寒微を 極めた 頃より 门ゃ. 

く 相識り、 數々 接觸 して 與に君 國の大 察を談 じたの は、 此 志士の 一 生の 傳 記に 幾多の 光彩 を 加 ふるものと 謂 はねば なり 

ませぬ。 

大久 保が 他 隨人卽 ち 余所者 を視る こと 縫 ほ 塵芥の 如くなる 當 時の 薩摩人 を 以て、 殊に 足 嘗て 九州の， 也 を 離れた のな 

い W 舍漢を 以て、 國臣の 人と 爲り を辩 へ、 その 志と する 所 を 知リ、 夙に 善く 意 を 用 ひて 待遇した の は、 當 時の 大久 保の 

凡なら ざる 識量 また 自ら 此 間より 發 見せら る.，, のであります。 

南行の 期間，、」 筑 前の 藩狀 

闹 E は相携 へて 遠く 送って 來た大 久保堀 有 馬 等と 手 を 分ち、 薩 摩の 米 律から 天草 を 經て熊 本 を 過ぎり、 斯くて 後 始め 

て 高瀬の 松 村 大成の 家に, つて 參 りました。  . 


此 折の 着發の 時日 は、 明確で ありませ ぬが、 ^後の 事 育と 照らし 合 はせ ると、 村 田 新 八と 同， 订 して 薩摩の^に 入った 

の は、 蓋し 十月の 初旬で、 伊集院の 阪木 六郞の 家に 足を留 むる こと 數日、 歸途 また 天草 及び 熊 本に も 各 X/ 數日を §X した 

模様です から、 高 瀨に歸 つて 參 つたの は、 此 月の 末 若く は翌 十一月の 初で、 十月の 一ヶ月 は 南行の 往復の 爲に粗 ぼ盡く 

した ものと 思 はれます。 國臣が 十 一 月の 十 一 日 を 以て 重ねて 眞木和 泉 守 を 水田の 幽居に 叩き、 南行の 消息 を 語った こと 

は、 眞 木の 南 仙日錄 及び 異聞 漫錄 並に 微 しく 記して をり ます。  ， 

南 仙日錄 

十 一 日。 晴。 跌。 平野 國臣 來訪。 置 A 酒 而談。 宿， I 本家- 

異聞 漫錄 

十 1 日。 平野 次郞 来訪。 其 後 高 橋 新八郞 同行 入薩。 伊集院 迄に 而 引返。 大久保 正 助 堀 仲 左 衞門有 村武次 M 左衞 門の 

天草 迄 送來。  -  . . 

異聞 漫錄に は、 此他猶 ほ 國臣が 今次の 南行に 於て 得來 つたと 思 はる、 見聞 を牧 め、 薩 摩の 勤王 黨の 重要な 人物の 氏名 及 

び 同志の 七十 餘人 ある. e を も 記し、 且つ 大久保 堀の 一派が 推 立て \老 職の 島 津左衞 門に 代 はらしめ むと 欲し、 專ら望 を 

屬 して をる 喜 入 多 門の 批判な どに も 及んで ゐ ます。 中には 傳 聞と 記憶との 誤 を も 多く 混じます けれども、 薩 摩の 志士と 

深く； 父 はらねば、 到底 窺 ひ 知り 難い 機密の 消息 もあって、 國臣の 今次の 南行に 於て、 大久保 堀 等と 談論 應酬 した 情況 も 

自ら 分ります。 

大久保 堀 等 を： 犬 草まで 送って 來 たと 云 ふの は、 聊か 念が 入.^ 過ぎる し、 石 原 老人の 話に も 出て ゐ ませぬ でした から も 
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これ は 遠で 米津で 別れた の歟 とも 3 心 はれます が、 國臣の 藎志錄 にも 自ら 然ぅ 記して をる ので、 それ は必 すし も 間逮と 

は 中され ませぬ。 それから、 送って 來 ました 同志の 一人と して 有 村武， 次 を 加へ 註して 次左衞 門の 兄と したの を 見る と、 

頗る 事實 らしく 感じます けれども、 これ は 有 馬 新 七の 誤でした。 海 江 田 は數ば 自ら 安政 五 年の 冬大久 保と 共に 國臣 の歸 

路を追 M, したの を 語り ましたが、 嘗て 一 たび も此 時の 話 をし ませぬ でした。 有 馬 は 即ち 闺臣 の數 日足 を 留めた 阪 木六郞 

の 甥で、 有 馬の 父は阪 木の 家より 出た 人でした。 これ は筑前 志士 傅の 著者が 有 村 を 除いて 有 馬を數 へたの は、 盖し資 を 

得て をり ます。 筑前 志士 傳には 斯う 記して あります。 

又 吏人 捕縳 セント シケ レバ、 問 道 ヲ經； ァ再 大成 11 依リ、 薩士高 橋某ガ 僕トナ リテ、 鹿兒 島に 入 リシ カドモ 志ヲ得 

ズ、 我 胸 ノ燃ュ ル 思-一 クラブ レバ 煙 ハウス シ樱 島山 ト咏 ンデ去 ラン トス。 其 藩士 堀 忠左衞 門 貞通大 久保正 助利濟 

(後 利 通) 有 馬 新 七 1^: 義、 阈臣ノ 常人 ナラ ザルヲ シリ、 追送 リテ 終日 談論 シ戯 謔ヲ 交へ 夜 1 一入 リテ 刖レ、 去 リテ大 

成ガ家 一一 達シ、 せ： 部 鼎 藏永鳥 三 平 山形 典 次 郞等ノ 周旋 ヲ受テ 日ヲ送 レリ。 

伊 藥院鄕 より 踵を旋 らした の を鹿兒 島に 入った とし、 大久保 等の 三日 も 道 を 同う して 國 境まで 送った の を單に 一 終日の 

察と し、 或は 文久 元年の 冬、 一た び會 見した 外 格別の 交 態の なかった 宮部 鼎藏、 及び 兄の 松 村と は 相反して 多く 闽臣を 

器 望す る を 肯んぜ ざり し 永 鳥 三 平の 周旋 を 受けた とする やうな 誤 を 含んで はゐ ましても、 また 自ら 當 時の 情 沉は窺 ひ 知 

られ ます。 

それから 柳 M 出身の 翦 家 川 邊御榍 の傳に は、 文久 元年 辛 酉の 歲晚、 筑 前の 志士 平野 國臣 と共に 肥 後に 赴き、 松 村 大成 

永 鳥 三 平等 を 訪ひ大 に 謀る 所 あり。 菊 池の 人 高木 元 右衛門 は 南朝の 裔 なる を 聞き、 注いて 之を訪 ふ、 高木 厚く 二人 を 遇 


すと 云 ふ 一節 も 見えて をり ます。  - 

文久 元年 辛 酉の 歲晚 は、 國臣が 伊牟田 尙平を 伴 ひ、 三た び薩 摩に 入って 歸 つた 時で、 その 前後の 動靜は 善く 分って ね 

ますから、 これ は盖し 此歲卽 ち萬延 元年の 歳 晚の蔡 で、 國臣は 機會を 得て は 柳 河の 邊 にも 參 つて、 勤王の 趣旨 を 宣傳し 

義 徒の 糾合 を 謀った ので ありませ う。 

國臣が 竹 崎 を 逃れて 松 村 大成の 家に 投じ、 績 いて 村 田 新 八と 同行して 藤 摩に 入った 頃より、 筑 前の 藩 情 は 愈々 一 變し 

まして、 勤王 黨 一 派の 運命 は 漸く 危殆と なり、 暫く 寬假 せられた 中 村 江上 淺 香の 三人 は先づ 監察 吏の 按問を 受けて 逼塞 

を 命せられ、 月形 K 取 海津の 三人 また 次いで 檢擧 せられ、 國臣の 捜索 また 更に 嚴急 となりました。 

月形 麾取海 津が屮 老^の 假處 分に 附 せられた の は、 國 臣が薩 摩から 歸 つて 來て眞 木 泉洲の 幽居 を訪ひ 南行の 見聞 を 語 

つた 三日 後で、 長 溥公は 月形 魔 取 海津の 三人 を 重臣の 家に 預けられ たの を 首と し、 以て 親族 ^組合^ 逼塞 等の 命 を 蒙る 

もの 九 人、 處 分の 判；^ は 後日に 讓り、 十 一 月 十八 日 を 以て 駕を發 し、 江戶參 勤の 途に 上られました。 

此 時の 處分は 審理 中の 假處 分で、 判決 を經て 確定した ものと は 違 ひます、 志士の 一人 城 武平は 病臥の 故 を 以て 暫く 逼 

塞 を 命せられ、 In: 形の 父 深藏は 後に 逼塞の 處分を 受けました が、 此時 は猶ほ 訴追 を 免れました。 

今年の 舂 このかた 志 を 同う し 事 を 共に して 奮起した 藩 人の 數は、 此 外に も猶ほ 多かった のです けれども、 行動の 形跡 

が單 に長溥 公の 江戶參 勤の 不可 を 鳴らす に 止った もの は 悉く 寬假 せられ、 當 局の 非違 を彈 劾し 藩 政の 改革 を 主張した も 

の は、 概ね 檢 幾せられ たやう で、 然 かも 當 局の 非違 を彈 劾し 藩 政の 改革 を 主張した もの、 亦た 必す しも 悉く 檢擧- せられ 

たので はなく、 行動の 情狀に 依りて は 全く 寬假 せられた の もあって、 長溥 公の 趣旨 勉めて 連累の 多數に 上る を 避け， 途 

中より して 同志の 外に 脫し 去った 人な ど は 指いて 問はなかった ので、 檢擧 せられた 人員 も斯の 如く 少數 でした。 
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闽ほは 情狀も 著しく， f の 同志と は 異なる 所があった ので、 九月の 末 頃から は 追究が 稍 弛んで ゐ ました けれども、 福 岡 

に 於て 勤 黨の志 土の 檢擧 の始 ると 同時に、 政廳は 飽くまで も 之 を 捕縛せ むと 欲し、 重ねて 耳目 を 諸方に 放ち 頻に搜 索 

しました 0 

然るに 黑 田家の 盜賊方 は、 闽臣が 今年の 秋 竹 崎 を 逃れて 南の 方 肥 後に 去りた る を 知らす、 此頃も 依然として 竹 崎の 澄 

に 潜んで 居る ものと 思 ひまして、 十一月の 初より、 白 石の 家 を 中心とし、 近傍の 地方 を搜 索し ましたが、 . ^何しても 踪 

跡 を 得 ぬので、 これ は 白 石の 庇護 を與 ふる 故 だと • 嘗て 一 たび 捕縛の 援助 を 求めて 侮馒 せられた 淸末 藩の 在 番役を 頼む 

こと を兑合 はせ、 竹 崎の 町方 役に 照會 して 請求した ので、 町方 役 石 田 某 は 十 一 月 十一 日 を 以て 白 石に 命 を 下し、 國臣を 

留 宿せし めた 始末書 を 提出せ しめ、 次で 十九 日に は、 白 石 を 召喚し、 黑 S 家の 盜賊 方より 嚴 重の 照 會 を^け た 次第 を 語 

り、 自ら！： 臣の事 を 推 問し ました。 白 石 は 今 は 我家 を 去って 全く 居らざる 由 を 答へ たので、 町方 役は實 を盜賊 方に 吿げ 

ますと、 盗賊 方 は猶ほ 信せ や、 やはり 此邊に 居る ものと 思 ひまして、 幾ん ど 白 石の 家 を包圍 する やうな 狀を 以て 出入の 

人に 注目し、 晝夜 警戒す る こと 十餘 日、 月 を 越えて 己み ませぬ。 爲に白 石の 家 は 交際 來往の 障碍 を 生じ、 一 家 は 甚だし 

く 難 しました。 

此時 弟廉作 適々 往 いて 福 岡に 居ました ので、 白 石は窮 困の 餘り 急使 を馳 せて 狀を廉 作に 報じ、 國臣が 今 は 全く 竹 崎に 

居らぬ 富 を疏 明して 一家の 難^ を 免れむ としたの は、 十二月の 九日で したが、 政廳 では 猶ほ 未だ 寶 としないで、 却て 搜 

索の 久しく 功の 擧ら ぬの を 遺憾と しまして、 豫 ねて 老練の 名 を 得た 盜賊方 池 野 永 太 を簡拔 して 專ら 事に 當 らしめ まし 

た。 そこで 池 野 は 先づ白 石の 家 を 叩いて 究 問し、 依然として 竹 崎の 方面 を 物色し まして、 斯くて 文久 元年の 正月に 及び 

ました。 


の 如く 黑 wikA の 0- 践 方に、 猶 ほ！： 臣を竹 崎の 方面に 潜伏す る ものと 思 ひまして、 專ら 彼の地 方 を 物色し、 高 溯に 走 

つて をる こと を 全く 知らなかった ので， 國臣は 此間折 を 兑ては 肥後筑 後の 人と 來往 し、 勤王の 事 を 謀り、 義徒を 糾合し 

てゐ ました。 

>  一 

辛 酉 元旦の 歌ビ 維新の 鴻謨 

文久 元年 辛 酉、 國臣歲 方に 三十 四、 肥 後 高 瀨の醫 松 村 大成の 家に 於て 新年 を迎 へました 0 

此歲は 神武 天皇 欞原 i 呂即 位の 紀元 を距る こと 二 千 五 百 十六 年、 干支 恰も 辛 酉に 當 ります。 國臣頭 を 回らして 遙 遠な 大 

帝 創業の 昔 を 追想し ますと、 俯仰 低徊の 情雜 然として 起り、 古今の 感 禁じ 難い ものが あって、 一 首の 歌 を；^ み 懐 を 述べ 

ました。 

いくめ ぐり めぐりて 今歲擡 原の 

みやこの 舂に逢 ひに ける かな 

請 ふ 暫く 歌の 調 を 成さに る を 笑 ふこと 勿れ、 その 意 は 自ら 明かであります。 是ょ. P 先安 政 戊 午の 大 i の^に if じた ま 士 

日 下部 伊三次 は、 嘗て 秋 夜耿. -不レ 就： 、星斗 闌干 氣滿- 天、 欲, 知ニ皇 運險與 象； 神武 東征 戊 午年と 赋 しました。 詩と して 

は 粗 硬の 辭 多く 格に 入らぬ としましても、 着想の 宏遠に して 雄偉なる は、 固より gf- はれませ ぬ。 秋 夜 冷 泣、 俯して 干支の 

戊 午なる を 思 ひ、 念 ふて 皇宗の 東征に 到り、 仰いで 滿 天の 星斗 を 觀て皇 運 隆昌の 象なる を 知り、 奩 ふて 王政の 恢 役に 鞠 

躬盡瘁 した 徑路 また 自ら 藤 然として をり ます。 これ は 彼の 漫に 慷慨 悲憤し て 外 難 を 愛 へ 攘夷 を唱 へ たものと 相 混す る の 
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は 全く 當り ませぬ。 國臣の 歌、 その 歌と しての 拙と 巧と は 今 また 論じ ませぬ。 その 內容の 含む 所 は 日 下部の 詩と 類似し 

た 感想より 生じた のに 於て、 頗る 輕視 すべ からざる 意義が あります。 

元 和 偃武の 後、 舉問 文敎の 振興に 從ひ 我國 通有の 時代精神 となった 尊王 心の 間に、 後醍蝴 天皇の 建武 中興の 遂げざる 

を^ 憾 とする の 感情が あって、 明治維新の 王政復古 を 促す の 一 原因 を爲 したの は、 夙に 史家の 論す る 所です。 併しな が 

ら 5S<3- 贈 太 政 大臣の 幕賓 として 王政復古の 劃策に 深く 參與 した 無名の 偉人 玉 松眞幸 は、 南朝の 源 准 后 親 房 卿が 始 より 延 

喜： 大曆の 王政に 復 する を 志と せられた 規模の 甚だ 小で 誤った のを稱 し、 評して 建武 中興の 遂け ざり し 所以と 爲し、 ^か 

る 見解から して 明治維新の 中興 は 根本的の 大 改革 を必耍 とする を 主張し、 神武 天皇 創業の 昔を擧 び、 茫々 たる 草 萊を開 

拓 して 新 朝廷 を 建つ るの 英斷 雄圃 なかるべからざる の說を 立て- -、 斯くて 維新 改革の 鴻謨 を翼贊 しました。 然うして 玉 

松の 說は 素と 大國 隆疋 より 出 づと稱 せられて をり ます。 即ち 平 田 篤 胤の 舉說を 信仰して 祖述す る國舉 者の 往々 抱 持した 

見解で、 當時枇 に 行 はれた 辛 酉 革命 說 また 立論の 系統 を 同く し、 隆 正と 並び 稱 せられ 平田舉 派の 一 大雄鎮 として 知らる 

る 鈴 木 重 胤、 また 安政の 初 このかた 西遊して 九州に 入る こと 二回、 到る 處 此の 說を傳 へて， 幾多の 志士に 感 應を與 へま 

した。 

鈴木簠 胤が 國臣 との 關係 深き 白 石 正 一 郞 及び 竹 內五百 都 等と 最も 親交した 消息 は、 前に も 述べた 如くなる に 止ら す、 

國ほ また 或は 親しく 相 見て 談論した かと 思 はる \ 痕跡 も 殘 つて ゐ まして、 事 は 近く 半年の 前 捕手の 追及 を 逸して 藍. を 

逃れ出で、 竹 崎 を 指して 走る 途中に あります。 旁々 今 こ. - に文久 紀元 辛 酉の 新年 を迎 へて、 二 千 五 百十餘 年の 遙 遠た 樫 

原 奠都の 昔 を 想起し、 俯仰 低徊して 歌に 托した 一 種の 感懷 も、 究め 来れば 自ら 系統 も あれ は 出來も ある やうに 思 はれま 

す。 抑 々また 此歲 を迎 へて より、 王政 恢復の 大志 を 成さむ と 欲する 意思 愈々 堅く、 絶えす 奔走 周旋して 同志 を 求め 森 徒 


を 募りまして、 やがて 翌文久 二 年の 春に は、 回 fK の壯 圖を漪 らして 上國に 出で、 赤裸々 の 討幕 三 策 を 朝廷に 默 じ！ K 下の 

人を愕 かした 徑路 また 自ら 歷々 として 指點 せらる 、こと を覺 えます。 

惟 ふに、 江 戶の筑 前 屋敷で は、 長 溥公數 日 前 を 以て 官 一 級 を 進めて 左 近衛 權中將 を 授けられ、 人 相慶 して 破格 異数 

の 光 榮と爲 し、 提封半 百 萬 石の 士庶 また 競 ふて 恐 悅を稱 する に忙 はしから むと する 時、 脫藩 亡命の 一 微賤が、 遙 遠な 神 

武 天皇の 創業 を懷 ふて 新年の 所感 を 歌に 托した こと を 誰か 敢て與 り 知り ませう" 併しながら 維新 中興の 歷史の 上から 見 

ますと、 天下 有 數の大 諸侯が、 江戶域 中の 幼弱な 將 軍の 前に 跪 伏して、 京都より 賜 ふ 官爵の 恩 を 謝する の は、 畢竟 兒戯 

の 類で、 何の 與味も 何の 價値 もない のです が、 我が 足輕の 浪人の 咏んだ 一 首の 歌 は、 永く 萬 丈の 光焰を 留めて 百年の 後 

を 照らします。  - 

假 聾の 歌人 田 中 作 八淸風 

肥 後人の 尊崇す る 大祠熊 本の 藤 崎 神社 は、 毎年 月 十五 日の 祭典に、 流謫 馬の 祌事を 行 ふ を 例と しました。 國臣そ Q 

债 式の 頗る 古雅で、 弓馬の 故 實を考 ふるに 足る もの ある を 聞きまして、 素 癖 また 起り、 密に 高瀬 を 出て 往 つて 參觀 し、 

祌事終 はった 後 も、 猶ほ留 つて 同志と 交遊す る こと 數日。 折し も 京都の 田 中河內 介が、 太宰府の 客 次より 子 礎 磨 助を携 

へ、 m:; 後の 竹 田に 小河彌 右衛門 を訪 ふた 歸途、 適. -熊本 を 過ぎり、 酢屋 伍作と いふ 旅 店に 滞在して ゐ たので、 國臣は 川 

上彥齋 と共に 往 つて 訪ひ、 談論 相 契 ふた 所から して 高瀬に 伴ひ歸 り、 自ら 紹介して 松 村と 會！ 13- せしめました" 當時熊 本 

の 旅 店に 田 中の 鄕國の 書生 櫻 井熊 一 西 山 員 直の 二人が、 遊 歷の爲 に來て 同じく 滯 在して ゐ まして、 國臣は 長州淸 末の 藩 

11; 六 I 
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士 E 中 作八淸 風と， 稱し、 河內 介の 席に 於て 櫻 井西 山の 二人と 會 見し ましたが、 自ら 托して 歌人と 名乘 り、 且つ 耳の 驊す 

る狀を 装 ひまして 繁談を 交へ、 また 歌 を 書して 贈りました。 

闽 臣，：^ 政 五 年の 秋、 始めて 藩を脫 してから、 氏名 を變 する こと 巳に 四た び、 曰く 都 甲 楣彥、 曰く 1  呂崎 司、 闩く藤 井 五 

丘 ハ衞、 藤 井 五兵衛 は 去年の 夏より 稱 する 所、 此 頃に 至り 復た變 じて 田 中 作 八と 稱 しました。 父の 吉郞 右衛門に 寄せた 書 

^り 類 も 同じく 然ぅ署 して をり ます。 樱并 の記錄 によると、 穴 門 隱士田 中 作八淸 風と 稱す とあります から， 國臣 或は e 

ら斯く 寄して 示した のでせ う。 櫻 井 等と 談 じて 巳れ の 貫 屬を吿 げた 時 は、 語 を 添へ て 長 州 は 長 州 だけれ ども、 末 家の 小 

藩淸末 だと 申した そうです。 竹 崎に 潜 居す る こと 久しく、 頗る 彼の地 方の 人情 風俗に も 熟した ので、 今 は 斯く清 末 藩の 

名 を^り たものと 兒 えます。 樱 井の 萬 延ニ年 正月の 日 志、 十六 十七 日兩 日の 條に 左の 記事が あります。 

十六 日。 GST 甕 入，： 熊 本 1 宿 11 酢屋 伍作 家 1 見， 1 淸末士 人 田 中 作 八？ 去謁 11 加 藤 公廟？ 

4 '七日。 晴。 早 起 il^ 二 京師 田 中河內 介？ 言 與- 一弘 道 先生 及 井上 貞吉 1 相識。 遠征 之 間如レ 逢- 1 鄕人？ 座 有-一田 中 作 八 1 淸末 

士人。 耳, 善- 1 書 及 歌？ 

1^ 井熊 一 は^ 馬 出 石の 人、 後に は勉と 稱し兒 山と 號 しました。 嘗て 明治 朝に 仕へ、 內務 省の 局長 及び 地方 官の職 を 奉じ 

才幹 練達の 名 を 知られ、 老いても 猶ほ 健で 意氣衰 へす、 文擧も あれば 見識 もあって 談論 頗る 豐富 でした。 著者 は 親しく 

國臣と 相 見た 時の 狀を 叩いて 詳 かに 聞きました。 

樱 井の 父叔 並に 遠く 笈を負 ふて 筑 前の 龜井昭 陽の 敎を 受け、 昭陽 嘗て 爲に樱 老泉記 を 作った 緣故 もあった ので、 楼井 

歲甫 めて 十九、 また 父 叔の跡 を 追 ふて 龜井 氏の 門に 入らむ と 欲し、 西遊し ました けれども、 當 時の 藩 制、 大阪の 留守居 


役の 認設 がなければ、 他國 人の 入舉を 許されぬ ので、 去って 肥 後 を涉覽 し、 期せす して 二人の 田 中に 會 a- したの だと 申 

します d 然うして 櫻 井 は談餘 その 鄕國伹 馬に 歸 おせられた 折の 紀行 を 贈られ ましたが、 中には 徂馬 人の 所藏 する 國臣の 

歌 を觀、 往年の 會見 を追懷 して 當 時の 狀を寫 した 一節 を 留め、 且つ 國臣が 後年 豊 岡の 獄中、 語って 櫻 井 等に 及んだ 話 も 

あります。 

側に 平野 次 郞の歌 幅 あり、 曰 

碎ケテ モ璧ト ナル身 ハイ サギ ヨシカ 《ラト 其-一世 一一 ァ ラン ヨリ  國 臣 

其 意 蓋 大丈夫 寧 可 1 一玉 碎 I 不レ爲 一一 瓦全  一ノさ 語 ヨリ 轉化 シ來レ ルナ リ。 因 テ懷フ 、萬延 ニ年ノ 春 余 十九 歳、 西 山 伯準ト 

熊 本-一遊 ビ 一 旅 店-一宿 ス。 田 中 河 內介其 子 嗟 磨 介 ト共ー 1 亦 同店 一一 在リ。 余輩 ガ但馬 人 ナルヲ 聞キ會 面スル コトヲ 

求ム、 余 聚諾シ テ相見 ノ禮ヲ 行ヒ其 鄕貫ヲ 問フ。 曰 ク中山 殿下 ノ臣ナ リト、 爲メ 11 途上 ノ詩ヲ 書シテ 示ス。 座 II 

二 客 ァリ、 其 一自ラ 謂フ、 余ャ 耳雙ス 人言ヲ M ク能ハ ズト、 亦 爲メニ 和歌 ヲ書シ テ之ヲ 贈ル。 其 姓名 ヲ問 フ、 曰 

ク穴門 隱士田 中 作 八 淸風ナ リト、 余 當時河 內介ノ 何人 タル ヲ知 ラズ。 其 後 太宰府-一至 リ河內 介 ノ姪小 森 幾太郞 一一 

遇フ、 幾 太 郞ハ出 石 郡 香 住ノ醫 師某ノ 子、 曾 テ我省 軒 堀 田 先生 ノ默 識齋中 一一 寓セシ モノ ナリ、 談話 良久 シテ 始テ 

河 內介ノ 但馬郡 人 ナルヲ 知 レリ。 然 レドモ 未 ダ作八 ノ 何人 タル ヲ知 ラズ。 北 (後平 野 國臣ノ 豐岡藩 一一 拘 セラ、 ャ、 

. 看護 者 木 下八郞 一一 謂テ 曰ク、 予熊本 一一 ァリ出 石 藩士 西 山 梅 井二 氏 一一 邂返 セリ、 西 山 沈毅梅 井壯快 後來ヲ 望ムべ シ、 

君 之ヲ知 ルャ否 ャト、 八郞ハ 伯準ノ 親戚 ナリ、 之 ヲ聞テ 曰ク、 西 山ハ我 親戚 ナリ、 而シテ 出 石 一一 梅 井 ナル者 ナシ、 

豈-ー 楔 井一 ーァ ラサ ルヲ得 ンャ、 阈臣手 ヲ拍テ 曰ク然 リト。 其 後 八郞伯 準-一語 ル 一一 此事 ヲ以 テス、 始メテ 作 八ノ平 

野次 郞ナ リ. シコ トヲ知 レリ。 今此書 一一 對ス、 5^ 今昔 ノ感ナ キヲ得 ンャ。 
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また 常時の 審寶が 分ります。 た ビ田中 河 內介は 安政 四 年 を 以て 仕を致し 中 山家 を 去って ゐ ます。 當時中 山家の 臣と稱 し 

たの は、 或は 仕を致して 身 を 返いても， 猶ほ 臣籍 を 在した 爲 でも ありませ う。 

河內 介が 此時 肥後豊 後に 遊んだ の は、 黑 田家 發祥の 地た る 播州 福 岡の 人の 委囑を 受け、 黑 田家に 內願 する 用を帶 びて 

下り， 太宰府に 滯^ した 間 暇を偷 んで參 つた もので、 筑 前に 下った 始、 黑 田家の 町奉行と 社寺 奉行と を 銑ね た 好 舉の老 

is^ 濱兵 太と 會 見し、 談餘歌 を 咏んで 贈った 話も殘 つて をり ます。 然うして 豊 後の 岡 藩に 小河彌 右衛門 を 訪ひ、 吧 後の 阿 

蘇に 大官司 惟 善を訪 ひ、 然て後 回って 熊 本に 入り、 それから 國臣の 東 道 を 以て 松 村 大成の 家 を 過ぎり、 盛饗 を^け て 去 

り， 新くて 太宰府 を 經て歸 洛の途 に 上りました。 

田 中 河 內介さ 筑豊の 志士 

中 河 內介は 安政 四 年に 仕を致して 中 山家 を 去り、 閑 臥 自由の 身と 爲 つて ゐ ました けれども、 翌年の 戊 午の 大獄の le; 

まで は、 當 時の 名 ある 勤王 黨の 人々 と は、 志 を 同く し 事を俱 にした 痕跡 はなく、 却て 梁 川 星 巖梅田 源次郞 等.. - 篤って 談 

する に 足らす と爲 した 寨資を 遣して をり ます。 安政 六ハ 牛の 冬に、 薩 摩の 勤王 黨大久 保有 馬 等 八 人の 志士が、 是枝 柳右銜 

門 を 上洛せ しめ、 書 を 贈って 聲息を 通じた 様な こと はありましても、 その 九州の 義 徒と 相 結 托し、 文久ニ 年の IS; 大の壯 

n を 企 はだての は、 要するに 近く 一年 前に 於て 西遊し、 太宰府の 客 次より 豐 肥の 地方 を践涉 し、 小 河 松 村國臣 等と 相兒 

て 飾って 後でし. U0 


小 河 彌右衞 e: は河內 介の 来訪 を迎 へて 會談 した 內容を 自ら 述べ、 此 時まで は 格^ 纏まりた る 話 もな く、 唯 若し 機會到 

來し. U ら俱に カを盡 くさう と 語つ て^れた に 過ぎぬ と 申して をり ます。 當 時の 事情 或は 然ぅ であり ませう。 併しながら 

河內 介が 此 時の 西遊 後 始めて 感奮 興起した のは爭 ふべ からざる 專寶 で、 或は 中 山 忠愛 卿の 敎 *1 を 請 ひ、 或は 粟田 宫法親 

王の 令旨 を 名と して、 九州の 志士の 振作 を 促して 鈹 舞獎勵 至らざる 所な く、 此 歳の 冬に は、 淸 川八郞 安積 郞伊牟 S パ吋 

平の 三人 を 九州に 下し、 嘗て 自ら 會 見した 所の 人々 を藤訪 せしめ、 同志 を 糾合し 義徒を 招 募す るの 策 を 講じました.) 今 

年の 春の 西遊が、 隱約 幾徵の 間、 河內 介に 相 應の瞥 發を與 へたの は 自ら 察せられます。 然うして 此時 九州に 於け る 勤王 

黨の 消息 を委 はしく 語って 人 を 說き人 を 動かし 得た の は、 河內 介が 四十 里の 遠路 を 犯し 雪 を 踏んで 往訪した 豊後竹 田の 

食 祿六百 石の 上士 よりも、 寧ろ 熊 本の 客舍に 偶相會 ふて 數 日の 談論 を俱 にした 筑 前の 足輕 0 浪人でした。 

國臣 が學問 村藝の 多く 人 を 服せ しむる もの 無く、 爵祿 名望の 能く 人 をして 重んぜし むる もの 無くして、 然 かも 勤王の 

功 勞猶ほ 第一流の 志士た る を 成した 所以 は， 主として 斯 かる 周旋 奔走の 間の 力に ありました。 熊 本の 客舍に 於て、 偶々 

河內 介と 避 遊し. 誘 ふて 松 村と 會見 せしめた こと は、 表面に 現 はれた 蔡實 からする と、 幾ん ど 全く 何等の 奇 もない 様で 

すけれ ども、 翌文久 二 年の 春 を 以て 行 はれた 回天 運動の 由來を 深く 究め ますれば、 此 間の 動靜 また 自ら 關係 する 所が あ 

つて、 國臣の 一 生の 事蹟と して 記憶 せらる i ことたる を 失 ひませ ぬ。 

福 岡の 政廳 では、 藩主 長溥 公が 參 勤して 東行 せられた 後、 段々 と 探聞 を 重ねまして、 櫻 田の 事變 このかた 發 生した 藩 

の紛， H と國臣 との 交涉の 深いの を 知りました から、 必らす 捕縛して 禍源 を絕 たうと、 今年の 春に なっても 追究 を 怠らな 

いで、 依然として 力 を 竹 崎の 方面に 用 ひまして、 專 任の 盜賊方 池 野 永 太 は、 國臣が 熊 本の 藤 崎 神社の 流 Si 馬 を參觀 した 

正月 を 以て、 ふ. U-- び 白 石 正 一 郞の家 を 叩き 鉋く まで も 詮議 をして、 猜ほ 種々 物色 を费 した 所から して、 始めて 國臣が 
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竹 崎の 地方に 居らぬ のを覺 り、 方向 を轉 じて 肥 後と 筑 後との 間に 耳目 を 放ち、 愈. -搜 索に 勉 めました。 

そこで 國臣 は盜賊 方の 追究 また 近く 身に 迫って 来たの を 窺 ひ 知りまして、 忽ち 松 村の 家 を 去り 形跡 を晦 まして 天草の 

海 ifi に 入り 深く 潜んだ ので、 黑 田家の 盜賊方 は 終に 發見 する こと は出來 ませぬ でした。 

阈臣は 下 天草の 牛 深の 近傍に 寺小屋の 師匠 を 装 ふて 漁村の 兒宜に 書 を 授け 字を敎 ふるの 外、 猶ほ 尊攘 英斷錄 を 作る の 

閑 EH 月を餘 しました。 

/  i 岡に 於け る 勤王 黨の處 分 

筑 前の 藩、 王黑田 長溥公 は、 去年の 十二月 二十日 を 以て 江 戶霞關 の 屋敷に 人り、 次いて 登城 謁見の 禮を 行 はれ、 宫職昇 

進の 命 を 蒙って、 久しぶりに 江戸の 春を迎 へられ ましたが、 今次の 參勤は 安政 四 年 このかた 始めての ことで、 今年の 春 

は 世子 下野 守 代 はりて 歸藩 せらる、 笞 でした けれども、 藩に は 勤王 黨の獄 案 も 未決の ま- -淺 つて をる し、 參 勤の 前より 

自ら 早く 就 封す る を 必要と せられまして、 親 論 書 を 發し吿 示せられ た 次第 もあった ので、 正月 十四日 老中 久世 大和 守 を 

見て 幕府の 諒解 を 得、 三月の 初 を 期し 歸 藩の 途に 上らる、 議を 定め， 斯くて 三月 一 一日 江戶を 發 して 歸 藩せられ まして、 

參勤中 政廳に 於て 豫め 審理 を 遂げた 獄 案の 具狀を 聞かれ、 猶ほ 種々 の 評議 を盡 くし、 幾多の 曲折 を經て 始めて 裁可 を與 

へられました から. 政廳は 五月七日 を 以て 愈. - 執行し ました。 此時處 分 を 蒙った 志 土 は 凡そ 左の 通でした。 

鷹 取 養 巴 中老 永 預減祿 名跡 立 

月形 格 中老 永 預減祿 名跡 立 


作 

太 

2 


中老 永 預減祿 名跡 立  - 

支 界島流 S 非牢 居減祿 名跡な 

姬岛 流罪 牢居 

於 S 島 流罪 牢居 

俳徊 應接 差留  ， 

減祿俳 俳徊 應接差 53 

減祿 俳押隱 315 閉門 

诚祿 押隱： 1J5 閉門 

減 祿押隱 閉門 

支界島 流罪 

大島 流罪 

大 島流錚 

此他 連座して 免職 譴責 謹愼 等の 所罸を 蒙った の は、 縫 ほ十餘 人もゐ まして、 輕重备 種の 處分を 受けた 者 都べ て 三十 餘人 

に 及びました。 た^ 當 時の 記錄 概ね 散逸した ので、 處 分の 輕微な 部分 は 確かと 分り ませぬ。 國臣 及バ藤 四郞と 年少の 頃 

より 最も 親交した 日 高四郞 が、 幾ん ど 時 を 同う して 流罪" 處分 を^け たの は、 表面上 別に 罪欣 のあった の だと 巾し ます 

力、 政廳は 猶ほ此 時の 政治犯に 關 係した ものと 認め、 參 酌して 流罪の 處分を 加へ たやう に 思 はれます。 然うして 支 藩 秋 

月の 海賀宫 門 も、 宗 藩の 獄案 決する と 同時に、 支 藩の 黑 田家より 山 流の 處分を 蒙りました。 
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海賀宮 門の 山 流 

山 流の 文字 は 頗る 珍奇です が、 義は猶 ほ 島 流に 同じく 遷謫の 刑 ださう です。 狄月は 封 境 山岳 を 以て 圍繞 せられて 沿海 

の 地な く .！1£^ 嶼が ありませ ぬので、 古 來流謫 の 刑 を 受けた もの は、 山中に 幽禁 せらる. -を 例と しまして、 山 流の 稱を 生じ 

ました 0 

去年 春の 櫻 田 蔡變の 前後より 發 生して 紛糾 を 極めた 內訌 は、 斯の 如く 勤王 黨の 志士の 處分を 以て 局 を 結び ましたが、 

此内 5i を發 生せ しめ 元兇の 一 人と して 目 せらた た國臣 ばかり は、 巧に 踪跡 を晦 まし 捕縳を 免れまして、 是 から 愈. -カを 

勤王の 事に 致しました。 

天草 島 の 潜 居 さ 尊攘 英断 錄 

文久 元年の 春に なって、 黑 田家の 盜賊方 は 國臣が 長 州 竹 崎の 方面に 潜んで 居らぬ こと を 知り、 轉 じて 眼 を 肥後筑 後に 

着け、 追 愈々 急 を 加へ たので、 川上 彥齋の 世話 を 受け、 下 天草 嶋の牛 深に 入り、 近傍の 部落に 寺小屋の 師匠 をして 潜 

み、 斯くて 檢擧を 免れた の だと 申します が、 此 間の 事蹟 は、 月 照の 形見と して 所持して ゐた紙 入 を 多少の 金 を 入れた ま 

盗まれて 亡くした と 云 ふ 外刖に 何の 傳 はった 話 も 聞き ませぬ。 元来 天草 は豐 後の 日 田 代官の 支配す る jf 府底轄 の 地で、 

他の 諸 藩の 領內の やうに 政令 も 善く 行 はれて をらない し、 漁業 を專 とする 邊陬の 海 村です から、 或は 隱れ 忍ぶ に は 却て 


都合が 好かった ので ありませ う。 春より 秋の 半ばまで は此 地方に 居りまして、 盜賊 方の 物色と 折からの 炎熱と を 避く る 

こと 數月、 秋凉の 動く と共に、 尊攘 英斷錄 の 一 篇を携 へて 天草より 出て 參 りました。 

尊 鎮英斷 錄は薩 摩の 藩主に 建白す るつ もりで、 松 村の 家に 於て 作り、 字句の 詮議な ど は 幾分 か 大成の 助力 を |0.<け たや 

うな 話も殘 つて をれば、 當 時國臣 の寢處 した 窒は、 粗末な 三疊の 一 間で、 折々 は 藥研を 執って 製劑の 加勢 をした とも 中 

します。 併しながら 尊攘 英斷錄 は國臣 として は隨分 それ は 念の 入った 手數の 多い 製作で、 一 朝 一 夕の 間に 成就した わけ 

で 無 いのは 勿論です から、 やはり 天草に 持って 參 つて 手 を 加へ た 敷、 始 より fK 草で 稿 を 起した ものら しく 思 はれます。 

國臣は 夙に 薩摩を 依頼す るに 足る 雄 藩 だと 信じて ゐた 許りでなく 去年の 冬 一 たび 境 を 越え 同志の 藩 政 改革に 力 を 致して 

をる 事情 を も 知った ので、 更に 此情を 深う しました。 天草の 牛 深 は 最も 薩 摩に 近接して 商船 漁 舟の 來往も 絡えぬ 所で、 

島 津 家の^ 船 役 も 駐在して をり ます。 それに 去年の 歸路は 牛 深を經 由し ました" 旁 A 欺かる 海 村の 潜伏 は、 建白書の 製 

作に _et- らカ を^さし めた 箸であります。 

尊攘 英斷錄 は 一 に 回天 管兑 策と も 巾し ます。 漢文 を 以て 述べた 七千餘 言の 長篇 で、 今 こ- -に 全文 を 擧げて 示す こと は 

出來 敷ね ますが、 その 論說は 多端 多岐に 涉 つて をり ます けれども、 根本の 趣 3 曰 は 外 寇の處 置と； 土 政の 恢復と を 主と しま 

して、 結局 は 討幕の 英斷を 促した もので、 大意 は ざっと 斯うであります。 

外患 を處 する に は、 先 づ海內 を 統合して 民心 を 一 に歸 せねば ならぬ。 海內を 統合して 民心 を j に歸 せし むる は、 先づ 

幕府の 政 權を收 めて 朝廷に 復す のが 急務で ある。 今 は 幕府 頻に 擧措宜 きを 誤り、 甚だ 人望 を 失 ふて、 最も 乘 すべき 好機 

會 だから、 薩 摩の やうな 兵馬 金穀の 力に 富む 雄 藩に して、 尊王の 大翁を 唱へ斷 じて 行 は r  、以て 幕府 を 制 厥す るに 足る。 

それで 密に詔 命 を 請 ひ、 兵 を 擧げて 先 づ大阪 城 を 11?^ ひ、 こ&に 鳳輦 を 奉じて 天下の 簡背を 決し、 幕府 猶ほ 命を聽 かぬ け 
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れば、 束征 して 討つ と 云 ふ意晃 で、 その 東征の 方略 は 粟田 一呂 法 親王 を稚 して 將軍 とし、 鳳輦 を 奉じて 東海道 を 下り、 行 

在所 を箱极 山に 置いて 幕府に 臨まねば ならぬ。 此時罪 を 謝して 來り 降らば、 處す るに 寬典を 以てし、 下して 諸侯と する 

が {儿 しい。 若し 猶ほ命 を 担むなら、 進んで 兵 を 加 ふると 云 ふので す。 

これ^より 粗枝大 葉の 議論で はあります けれども、 i 是に 正々 堂々 とした もので、 つまり 栽る 者 は 之 を 培 ひ 傾く 者 は 之 

を： g すの 意で、 己に 倒れ か i つて をる 幕府 だから、 此機 會に乘 じて 討って 倒す が 可い と 云 ふので あります。 七 八 年の 後 

に 成就した 維新 屮 興の 史實を 取り、 此 頃の 國臣の 主張と 對 照して 考 ふるなら、 何人で も 國臣の 急激な 討幕 論 を 侮って、 

漫に瘦 浪人の 大言壯 語 とする こと は出來 ますまい。 

鲁 

それから 阈臣は 王政復古 後の 經營 施設に も說 到し まして、 間々 面白い 意見 を 述べて をり ます。 保守 返 sf の 夷 論で な 

くて、 進取の 阔是を 定め、 海外の 經略を 行 ひ、 威武 を 世界に 張らねば ならぬ と 云 ふので すから、 一 翳-向 白い のであります。 

1、 兵 を 練り 武を 講じ 航海の 術 を 習 ふべ し。 

1、 天下の 罪 囚を驅 役して 蝦夷 八丈島 無人島 を 開拓すべし。 

1、 內は 騎射 を 講じて 陸戰に 設け、 外 は 砲艦 を 練って 外 寇に備 ふる は、 今日の 急務な り。 

1、 砲艦 能く 整 はビ、 先づ 朝鮮 を 討って 戌府を 建て、 或は 5g 海の 不貢 を資 めて 師旅 屯營の 地と 爲 さん。 

. r 朝鮮の 土 兵 を 養 ふて 我 画の 用を爲 さしむべし。  ♦ 

1 、 常に 商船 を艤 し、 上海 香港に 至って 夷 情 を 探索すべし。 

1、 帝都 を恢 潤の 地に 移すべし。 京都 は 定めて 永卅： の 帝都と 爲 すの 地に あらす。 

1、 王 室の 與廢は 武の振 ふと 否と にあり。 


1、 將軍 は必す 皇族の 任と し、 兵 權は斷 じて S. 下に 委ぬ ベから す。 

.1、 天子 は 萬 機の 暇 自ら 兵仗 を帶 し、 皇子 親玉 諸 王 及び 群臣 を 率 ひ、 親しく 武を り 兵 を閲 せらるべし。 

1， 國の 大事 は 戎と祀 とに あり、 大に 祭祀 を 輿すべし。 

1、 僭 侶に は 產を與 へ 妻 を 與へ佛 寺を廢 すべし。 

1 、 大擧國 舉の制 を 興し、 國體を 明かに し 擧風を 革むべし。  . 

1 、 貨幣 を改 鑄して 以て 信 を！ K 下に 示すべし。 

一、 衣服の 制を定 むべ し。 

これ は 著者が 尊 滚 英斷錄 のうちに 包含す る N 臣の； i 說を 分解し まして、 假に 摘要した もので、 夙に 學問 見識 を 以て 聞 ゆ 

る 第 一 流の 人物、 例へば 佐久間 象.^ とか 撗井小 楠と か、 若、 は 藤 田 東 湖と か 橋 本左內 とか 云 ふ 側の 人々 の 議論に 較べて 

は、 粗雜 奔放で 當 面の實 用に 適しない もの は あると しても、 謂 ふ 所の 尊： 土 攘夷 黨の 志士と して は、 頗る 珍と する に 足る 

意見で、 殊に 闽臣の 素生閲 藤と 此 論策の 成った 時勢と を考 ふるとき は、 別けて 然ぅ思 ひます。 

また 尊继英 斷錄を 見ます と、 それは{«^-に變體の拙ぃ漢文で、 幾んど文章を成してをらぬ所も多く、 一通り 護む にも 困 

雞を覺 ゆる 程の ものです けれども、 その 自ら 刻苦し 慘 儋の經 營を费 して 作った 痕跡 は歷 然として、 却て 人 を 動かし 人 を 

感ぜし めます。 他の 手 を 借り 他の 助 を 求めて 作ったら、 格^の 面 傲 は 無い にしても、 これ は 容易に 他へ は 頼み 難い 意 

では あるし、 また 他 を 頼んで 十分に 思 ふこと を 述べ 惡 くい 所から して、 自ら 刻苦して 作った ものと 見えます。 特に 漢文 

を^ ひたの は、 蓋し 漢文 を 尙んで 品格と 感嚴 とに 富む とした 當 時の 習俗に 從ふ たわけで せう が、 要するに、 此 論策 を讀 
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む 人 は、 文章の 拙い のよりも、 作者の 苦心と 誠意と を 先づ諒 とせねば ならぬ 笞 であります。 

尊^^英斷錄に於て述べた種々の說は、 古來 幾多の 人も唱 へた 所で、 固より 國臣 一 個の もので はなく、 兵 を 寧げ IK 皇を 

奉じて 束 海道 を 下り 王政の 復古 を 謀る 策な ど は、 眞木和 泉 守が 安政 五 年に 作った 大夢 記に も 述べて をり ますが、 文久元 

年の 時勢 を 以て、 自ら 刻苦して 此 論策 を 著 はし、 薩 摩の 藩主に 上って 實行を 促さう としたの は、 函臣を 討 蘇 論の 唱 宵と 

して、 九 ii 大呂 よりも 重から しむる 所以た る を 失 ひませ ぬ。  . 

尊继英 斷錄の 末尾に は、 帘： 葉 假名の 歌 短 長 數首を 添へ て をり ます。 

かたしと てよ に あげだ ね し おまつ」、， 

加 多 志 登 天世爾 揚可禰 之大錢 

A ふ が ちからに いかで あ ♦* らひ 

君 贺カ丹 如何 傳餘 良武 

、*S5 と なり な 5a- えと なり て お ほ ぎみ を 

舟 等 作 轅止爲 大王 乎 

たすけ つらせ ま  すら  をの  きみ 

奉弼 大丈夫 乃 君 

ふ I ゆ £|；5 ォ-! 10.-」 しな-.^  - ま- くに はら かすみ ij ち こめ 5 な *ら は か. & めた ち i- つ ，ri し くに くに &  »t しつ k あきされ な  や つかの い ほ 二 いで 

三冬 盡 春 西 爲禮婆 國原者 霞 立 古 免 海原 波 鷗 立堂津 可愛 國 邦 見 萬 志 乍 秋 去 者 八 束 農 稻能穗 耳 出 

i.  tsf 一  7^L^>-^P_ つ-は！ .7: は J  f,L「t5:!,^J  ^"、に か， 1 り けん いつも か，， ゴ？ たか- 5」 の ゆ たみの "おさに かれ ひ； i  く に>  は ひみ び へ あした il に 

天 曾！^ 守 流廬酒 露 II 佐 波 尊岐 御衣 二 掛里翹 例 母畏己 高殿 從 民 乃竈邇 餉焚 賑昆 3^ 備敝 朝 田 丹 

fif: ひ； , けん り i.^^^^c  く.， も： f*: に か.，， りく ル すみら ぎ も ゆみや おひ も 、た r ゃモ と .0 の， V も たて.？ も つかへ まつろ 

鹿 踐胆ハ 之 夕 狩 耳 患 踏 立、 萬久母 文 邇恐志 天皇 母 弓箭 播負 百 多良須 八十 俘 男 毛 帶刀裳 仕奉呂 

ひ： に ？^"^ 一，」 >  t-^j や お ほ Q, に み か， り * 小 モ のお ほみ よ に あづさ ゆみ ひ it- かへ してよ そのお ほみ よ に 

比 馬 並 天 宇陀 乃 大野 二 御 狩 世 志 其 大御代 邇 梓弓 引 廻 與 其 大美世 耳 

みとらし の ゆ すえ ふりおこし 、！. 'だのの こ 

御 執迺弓 弭 振起 之 宇 多能 野 『 一  > 

みかりせ しょに ひき かへ し C よ 

美 加 理勢之 世 邇攪回 之 余 


その 論策の 趣意が、 純 乎た る 王政の 復古であって、 薩 摩の 藩主に 深く 待望した 所以 も 自ら 分ります。 

國臣の 自筆の 稿本 は、 小 河 彌右衞 e: が 借りて 持って ゐ たの を， 後に 文久 三年の 秋 京都 を 去って 伹 馬へ 赴く 時、 國臣ょ 

り^った 多少の 遺物と 共に 福 岡の 家へ 送り返して 一 部殘 つて ゐ ましたが、 更に 紛失して R 筆と も 判ら なくなって、 結局 

紙屑 買の 手に 歸 したの を、 久しく 貴族院の 書記官 長 を 勤めた 太 田 峰 三郞の 兄さんの 何とか 云 ふ 人が 乞 ひ 受け、 それから 

轉々 として 諸人の 所藏 となった の を、 明治 二十 六 年の 夏 熊 本の 地方裁判所 長の 職 を 奉じた 弟の 平 山 能 忍が 引取り、 宫內 

省へ 獻 上の 手 31 をし まして、 土方 宫內 大臣の 受領 せられた 公式の 受領書 も殘 つて ゐ ます。 著者 は大； 4； 元年の 諒闇の 頃、 

別に 俾 はって をる 寫 本との 異同 を 知りたい と 思 ひまして、 當 時の 渡 邊宫內 大臣 を賴 み宮內 省の 方 を 調^して 貰 ひました 

が、 渡 邊宫內 大臣 は 當該の 職員 を 煩 はし 十分に カを盡 して 捜索せられ ました けれども、 如何しても 見出され ぬと 云 ふこ 

とで， 或は 御手 文庫の 中に も 御所 藏 になって をら うかと も 思 ふが、 それ は 御 代替 はりの 時で は あるし 今 は 何ともす る 道 

はない と 言 はれまして、 その 儘に なりました。 しかし 土方 宫內 大臣の 受領書 も殘 つて ゐ ますから、 今猜ほ 宮中に 納 つて 

をる 害です。 

此皇運 隆昌の 御代と なって、 國臣の 自ら 筆 を 執った 稿本 は、 嘗て 乙夜の 覽を經 まして、 今 猞ほ宫 中の 御 庫に 保^され 

て をる わけです から、 國臣 たる 者 また 遣憾 はない と 申して 好いで ありませ う。 

第三 次入薩 の企圖 

圈臣は 此歲の 春より、 黑 田家の 盗賊 方が 方向 を轉 じ、 肥後筑 後の 間に 手 を 着けた の を 避けて、 天草の 牛 深に 入って 潜 
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み、 七月に は 尊 续英斷 錄も稿 を^した ので、 海路 を 取って 三た び薩 摩に 入らむ とする 意 を 動かした やうです が， 沿岸の 

關 S 嚴び しく 容易に 越えら る& 見込 はない ので、 九月に なって 天草 を 去り、 また 熊 本 高 瀨の邊 に 出で、 尋で肥 前の 藩主 

鍋， ね raeK 公 を 胃して 上 言す るつ もりで、 十月の 初 佐 賀に參 りました けれども、 適々 閑 叟公は 去月の 二十 六日 を 以て 駕を • 

發 し江戶 li に 上られた 後でした から、 終 111、 枝 塞 助 IMgllMI^、  ？ I. 與に 暴を談 

じ 時勢 I じて 薩る合 ひました。 それから 副 臭郞 ■ き薩, 大木 晕 § お 江 藤 新 平な どに 逢 ひまして 滯留 曰 I 

ねて 去り、 轉 じて 筑 後の 水田に 三た び 眞木泉 州を訪 ひ、 今や 天下の 事 巳に 拱手 傍觀 せらる & 形勢で ない こと を說 いて、 

共に 時局に 處す るの 策 を 講じました。 國臣の 專ら唱 ふる 所 は、 薩 摩に 遊說し C 之 を 動かし、 大擧 勤王の 藩 論 を 決せし む 

る 力 好い と 云 ふ 策で、 眞 木も此 時より 國臣の 說に聽 きまして、 己れ も阔 臣に附 して 書 を島津 家に 進む るの 意 を 定め まし 

た。 そこで 國臣は 愈々 三た び薩 摩に 入らう と 決しました。 

此 父の 吉郞 右衛門に 寄せて 金錢の 贈與を 求めた 書が あります。 

益 御靜泰 奉-恐 悅 1 候 。二 私儀 無異御 安心 可， 被， 爲， 下 候。 扭春來 一 令 洲邊遊 歷專ら 舉問仕 申 候、 當年は 八方 的 殺と かに 

て 、始終 存立 候篛 一 事 も 叶 不レ申 候 段 々 不仕 合に て盜 難にまで 逢 申 候、 最 n 十 冬至 も 近寄 申 候 間、 是 より 運 氣も 直り 

可 レ申相 樂居申 候。 每度申 上 兼 候 得 共、 又々 金子 贰兩 丈. 御調 達 被， 爲 千度 奉， 一 願 上 一 候。 時節柄 莲申上 兼 候 得 ども、 無レ 

據 入用 之 儀 御 坐 候 間、 此段御 相談 申 上 候。 來月廿 五六 日 比例 之 處迄參 り 申 候 間、 何卒 其 前 御調 達 御 贈 出可レ 被い 爲レ下 

候。 稽首 再拜。 


これ は 潜伏 微行の 間、 縫 ほ 時々 父親より 金 錢の贈 與を受 けた こと を 知る に 足る 文書の 一 ッで すが、 來月 二十 五六 日 比 

例 之 處迄參 り 申 候 間の 例之處 は、 筑 前の 南 境 馬市の 農 岡部諶 助の 家で、 岡 部 は 尊王の 志 も 篤く、 最も 善く！： 臣の 心事 を 

諒 とした 人、 年 く 世 を 去り ましたが、 肥後筑 後の 間に 居る 頃 は、 幾た び も 密に此 家に 參 つて 福 岡との 消息 を 通じました。 

岡 部 自ら W 臣の 用を帶 びて 福 岡の 家に 來 たこと も あれば.、 國臣の 弟 三 郞能得 も、 父の 命 をれ 乂 けて 岡 部の 方へ 往 つたこと 

も あると、 三郞は 嘗て 話されました。 

國臣が 父親に 此書を 寄せた 月の 二十 三日， 重ねて 眞木 を訪ひ 氷田に 留る こと 五日、 摘 ほ 入薩の 策を議 し、 斯くて 高瀬 

に歸 へり、 松 村に 相談 をし ますと、 入薩に 就て は、 一 人の 同志 を 伴 ふて 行く が 諸事の 都合 も 好から うと 云 ふ說も ありま 

して、 その 同志 を 久留米 水田のう ちに 求む るつ もりで、 十一月 二十日に は、 ふた- r び 水田へ 參 つて 相談 をし ますけ しど 

も、 如何しても 適當の 人物の 無い 所から して、 今 は 單身入 薩の議 を 決しまして， 十二 ほ 二 日に、 國 臣は眞 木の 通 策ニ篇 

と、 己れ の 尊攘 英斷錄 と を 齎らして 水 ffl を發 し、 孤剣 飄然と して 南行の 途に 上りました。 

眞木は 五 絶 一 首を娬 して 餞と し、 久留 米の 原 道 太 贈 從四位 盾 雄 水田の 淵 上 郁太 郞贈正 五位 祐廣の 二人 は、 途中まで 兑送 

りました。 眞 木の 詩 は 斯うであります。 

旣 無- 1 蘇 張 辯 K 無 1 寳 S 文？ 吾 識君所 A 恃。 一 片之 誠心。 

國臣は 常に 議を 立て 說を爲 しても、 固より 巧言 雄 辯の 客で はなく、 多く 論說を 作っても、 達筆 能文の 人と は 遠 ひまし 

て、 その 本領と する 所 は、 熾烈な 滿 腔の 精神で したから、 眞木の詩は^^！だ粗且っ簡でも、 最も 善く 耍を 得て をり ます。 

國臣は 水田 を發 して 南 征の途 に 上 翌 三日 一 咼瀨を 過ぎり、 別 を 告げむ として 松 村の 家に きます と、 思褂 なく も淸 

セ五 
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河 Agm 脈 相 M 正 明 安積 五 郞贿ほ 劇 保 牟田尙 平隠賴 三人、 中 山 前中將 忠愛 卿の 敎書 及び 田 中河內 介の 介 書 を 

びて 上國 より 來り、 義擧の 同志 を 募る にき ひました。 

淸 河八郞 安積 五郞 伊牟田 尙 平の 三人、、」 の會見 

淸河 安積 俘牟 田の 三人 は、 今年の 夏 五月、 幕府の 物色 を 逃げて 江戶を 出で、 關左東 奥の 地方 を去來 して 形跡 を沒 する 

こと 數月。 適々 水戶の 志士 は 幕府が 和學 所の if 次郞 をして 廢 帝の 先例 を 調査せ しめたと 云 ふ 世間の 風說を 漏れ聞き まし 

て、 朝廷の 危急 一日 も傍觀 して は をら れ ぬと、 事情 を薩 摩の 同志に 吿ひ、 相俱に 何とか 謀らう とします けれども、 樱田 

の變後 は薩摩 屋敷の 警戒 甚だ 厳び しく、 志士の 江 戶に屮 I て をる ものがない ので， 遠く 一 二の 人 を鹿兒 島に 遺って 相談 を 

遂ォ たい 所から して、 事情 を 伊牟田に 語り、 此 間に 於て 彼我の 氣脈 を通ぜ むこと を 求めました。 そこで 伊牟田 は 淸河安 

枝と 相 謀り、 京都 を經て 九州へ下り、 同志 を 糾合して 事を爲 さう とい ふ 評議 をし まして、 三人 打 連れて 關^ の 地 を 去り、 

甲 州 を迂： して 東海道に 出で、 伊勢の 大 廟を拜 し、 大和 を經て 京都に スり、 先 づ田中 河 內介を 見て 相談 をし ました。 

S 巾 また 始めて 幕府に. M 帝の 議 ある を 聞きまして 深く 憤慨し、 薩 摩の 志士 大久 保！^ 馬 等の 八 人 は、 曾て 是枝柳 右衛門 

四 位 を 上^せし め、 田 中の 手 を經て 消息 を 中 山 前中將 忠愛 卿に 通じた 形 行 も あれば、 今年の 卷は田 中 自ら 下って 小 

負 ま  ,  , - 

河 松 はは じめ 圈臣 等に 會兒 した 因緣 もあった ので、 密に 謀って 忠愛 卿の 敎旨を 請 ひ、 己れ も 書 を 作って 添ハ 0 

三人 をして 窗 らし 下り、 九州の 義 徒に 微 して 奮起 を 促し、 且つ 粟田 宫法 親王の 令旨 また 將に 出で むと する を傳 へしめ ま 

した。 E 中等の 策 は、 同志 相聚 らば 粟田せ " 法 親王 を 奏請し、 奉じて 征夷 大將 軍と し、 直に 義擧を 企 はだて やうと 云 ふの 


でありました。 

そこで 淸河 伊牟田 等 は、 十 一 月 十六 日に 京都 を 出で、 大阪 より 海路 を 取り、 二十 七日 下關に 着き、 竹 崎に 白 石 Ml 郞 

を 叩きました けれども、 談整 ひませ ぬ。 留る こと 繙に 一 日、 去って 海峡 を 越え、 此 月の 一 一日 高瀨に 到って 松 村 大成 を訪 ひ、 

西 下の 趣 ilin を 述べます と、 松 村 は 深く 喜びて 國臣 の將に 南行して 薩 摩に 入らむ とする 狀を 語りました。 淸河等 始めて 肥 

筑の間 早く 斯 かる 書 策の 行 はる- -を詳 かにして 足を駐 めました。 折し も阈 臣は斯 くと も 知らす、 南行の 途次、 別 を 松 村 

父子に 告げむ とて 來り 過ぎり、 偶然 三人に 會 ふたので した。 

國臣は 期せす して 淸河 等に 逢 ひ、 幕府が 廢 帝の 先例 を 調 茶した 話 を 聞きまして， 義擧の 事 愈 己むべからざる を 思 ひ、 

意氣 愈々 振 ふて 揚 りました。 先 づ眞木 を 招致して 相談す るが 好から うと、 翌 四日 は 使を馳 せて 書 を li り， 淸河 等が 中 山 

前 中 將の敎 書と 田 中の 介 書と を帶 びて 来た 事情 を 述べ、 眞 木の 會同を 求めました" 然るに 眞木は 法 を 破って 幽居 を 出る 

は 或は 後難 を 生す る を 慮りまして、 答 書を附 して 子弟の 角大 鳥居 照 三郞を 高瀬に 遣 はし、 代 はりて 議に與 らしめ、 事愦 

已に然 うで あれば、 入 薩の策 一 日も逡 巡して はなら， ぬと、 國臣の 急に 發 足せむ こと を 促しました。 

此 時に 方り、 薩摩 では 明年の 春 を 期と し 久光公 藩主 茂久 公に 代 はりて 江 戶に出 でら る \ 途次、 多數の 士卒 を 率 ひて 京 

都に 入り、 勅命 を 請 ふて 幕府の 改革 を 謀らる i 內議已 に 全く 決し、 政廳 にも 大 改革 を 行 はれまして、 大久保 堀 等より 溫 

和 恭順に 過ぐ る を 廐 はれた 老職島 津下總 初 名左衞 門の 一 派 は 悉く 要路 を 去り、 喜 入 多 門 後名 攝律代 はりて 下 總の後 を 承 

け、 小 松 帶刀中 山 尙之助 等、 新に 出て- r 事 を 招 ひ、 大久保 堀の 二人 また 破格の 擢任を 蒙りました。 併しながら 政 廳は久 

光 公の 明年の 春 を 以て 上洛 せらる X を 極めて 秘密と し、 藩主 茂 久公恆 例に 從ひ參 勤 せらる- - 如き 狀を装 ひました から， 

镄務に 與れる 少数の 人の 外 は、 全く 計 畫の眞 相 を 知り ませぬ けれども、 堀 は 政廳の 改革 成る と共に、 急いで 江戶へ 出で、 
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中 山 尙之助 また 京都へ 上りまして、 耍路 • の 風 色 何となく 常に 異なる ので， 藩 中の 志士 も 自ら 此 間の 機密 を 窺 ひ 知り、 人 

心 大に振 ひ 興りました。 

長 州 竹 崎の 白 石廉作 は、 兄 F: 1 郞の 代表と して 鹿兒 島に 入り、 數年 このかたの 宿願 を 遂げて、 島津 家より 御用達の 資 

格を與 へられ、 米穀 買 收と快 船 準備の 手當 として 二 萬 四千 五 百兩を 交付せられ、 猶ほ 自家の 私用と して 三千； I を 货與せ 

られ、 十 一 月 二十 五日 差 添 へられた 下町の 年寄 役 波 江 野 休 右衛門 を怦 ふて 歸る 途次、 書 を 國臣に 寄せ、 密に薩 摩 人の^ 

起した 內情を 告げて 去りました。 阈臣は 松 村の 家 を 過ぎり て、 思褂 なく も淸河 等の 一 行 三人に 會ふと 、 幾ん ど 時 を 111： う 

して 白 石の 書 を受顿 し、 薩 摩の 近情 を詳 かにし まして， 雄 藩 振興の 氣運 漸く 熟し、 多年の 待望す る 所 梁して 空からざる 

を 知りました。 それに 角大 鳥居 照三郞 は， 眞 木の 答 信を蕭 らして 來て發 足 を 促した ので、 旁々 翌 七日 を 以て 南行の 途に 

上る 意 を 決しました。 

^牟 W 尙平は 阈臣の 企 圖を壯 なりと し、 Hs つ 鄕國の 藩 誠 頗る 振興した こと を 知りまして， 己れ も 密に歸 つて 同志と 謀 

らうと しました。 伊牟田 は 江戶 麻布の 1 之 橋の 邊に 於て、 アメリカ 公使館の 書記官 ヒ ュ ー スケ ンを 斬った 嫌疑 を 受け、 . 

屋敷 を^. した ま \ の 犯罪者で すから、 淸河等 は 或は 捕 へられて 脫 藩の 罪 を 問 はる.. r を 慮り、 頻に^ 止します けれど、 

^牟田 は 固く 執って SI きませ ぬ。 遂に！： 臣と伴 ふて 高瀨を 出て、 國 境より 路を 別って 行く ことにな りました。 

然うして 二人 は 衆と 相 謀り、 往復の 途上に 各々 五日 を 要し、 同志との 謀議に 七 八日 を费す ものと して、 今月の 二 4- 五 

日 IS までに は歸 つて 來られ るで あらう 。或は 一 人 は 志 を 遂げない にしても、 他の 一 人 は 何とかして 功 を 成す と 思 はる >-。 

若し 二十 五日： a: までに、 二人 同じく 歸 つて 来ない 時 は、 事 全く 破れた ものと 認めて、 淸河等 は 別に 處 する 所が あらねば 

ならぬ と 約し ました。 


蘧 摩の 遊說 一 

文久 元年 やがて 暮れむ とする 十二月 七日、 國臣は 伊牟田 尙 平と 相 携へ、 高 瀨の松 村 大成の 家 を 出て、 南行の 途に 上り 

ました) 國臣は 田 中 作 八の 氏名 を變 じて ふた- r び 藤 井 五兵衛と 稱し、 伊牟田 は 善積慶 介と 稱 しました。 淸河は 二人の 爲 

に 詩 を 作って 行 色を壯 にしました。 

ま 1 平野 國臣 之- 薩國 T 時 在-肥 後 I" 

旣 有-回天 勢？ 風雲 相倶 苦。 忽 會又忽 散。 遂施萬 里 雨。 

送,， 1 伊牟田 眞風 之， 1 薩國 T 時 在， 一 肥 後一 

千慮 盡國 事。 萬 苦 募- 1 義師？ 十分 已成， 九。 一 則俟， -君歸 『 

松 村 も 一 絕を賦 して 閾臣を 送りました。 幾ん ど 詩 を 成して をり ませぬ けれども， 當 時の 情況と 意 氣とは 自ら 分ります 0 

送 大人 之-早 人 阈- 

豪 然意氣 事-南 遊 さ 一尺 佩刀 推 ニ薩頭 ？百1 1 都 城 如不レ 動。 懷中大 礮向, 君投。 

國臣も 一 首の 歌 を 留めて 刖れ ました。 

I 筋に 思 ふ 誠の かよ はめ や 

さ つまの 關は よし 鎖す とも 

松 村の 長男 深藏 は、 二人 を 送り 且つ 同志 を訪 はむ とて、 熊 本まで 道 を 同じく しました。 此 日國臣 は角大 鳥居 照 三 郞の歸 
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るに 托 ぜ して、 害 を y; 木に 寄せ 且つ 白 石 鹿 作の 己れ に與 へた 消息 を 併 はせ 贈って 薩 摩の 近狀を 吿げ、 今次の 南行 は必 

す 功 を 成す 所 あらむ こと を 述べ、 奥に 一 首の 歌 を 添へ ました。 全文 は殘 つて ゐ ませぬ が、 斷片 はあります。 

(斷 片) 

右 之 三 事に 而も、 鹿 作が 書 意に 而も 御 推察 可：， 被， 下 候。 只今 打 立 前に 而 大略 申 上 候。 必 成就 可 レ仕大 に 競 込 申 候。 

餘は羽 州 生より 御 承知 御 伏 臓な く 御 討論 可い 被い 下 候。 匆 頓首。 . 

十二月 六日  國  臣 

山梔^ 大人 

雪の下に ふ.^ める 梅 を 春風の 

さそ は など かひら かざるべき 

、 

山栀^ は眞 木の 幽居 くちなしの 家の 稱、 羽 州 生 は淸河 八郞、 淸河は 出 羽の 人、 國臣 と^れて 即日 角大 鳥居 照 三郞と 行 

して 眞 木の 幽居 を訪 ひました。 . 

靑河は 自ら 詳に當 時の 事 を 潜中紀 略の 第 四に 說 いて をり ますから、 今 こ.. -に 一節 を收 めます。 

十一 一月 1 一日、 訪二松 村 大成； 大成 者 肥 上大夫 有吉某 之臣、 以 レ醫 爲 &r 居-一高 瀨驛外 安樂 寺 村 一 父子 抱&、 以-- 豪 富 一所 レ 

稱、 嘗 約- :!: 內 1 苟有 n 機會 1 俱與 致- 1 心 力 I 而 在-一 我等？ 唯 聞- 1 其 姓名-耳、 未- 詳-- 其 心 如 T 則先詭 # 東方 遊 畢生 一遊 

說少 頃、 伺 11 其 意思 無&、 然後 致1- 河內 書- 父子 犬 驚喜、 忽 結- -無ー 王義ー 大成 曰、 我等 父子 心旣 決矣、 唯 f 熊府 同志 

何 如-耳、 又 有- 1 筑圃 亡命 士 平野 國臣者 S 歲潜 1- 我家 1 專志 i 擧ー 俱以 爲不レ 振-諸侯- 懼事難 レ濟矣 、近頃 則 f 於 R 木 


保 臣-ぉ T 動-ま； 1- 之 企-今日 方 還、 唯 公 能圖， 之、 雖， 然旣 已受， -此 密^ ハ^ 必由コ 薩^ 居 動 ー唯當 V 結二諧 同志， 與二 諸君- 

俱與, 之 而已矣 、則 着， - 川上 彥. H 川上 亦熊 府逢士 、雖ニ 年壯， 頗有， - 志氣； 乃 亦 致， -河 SK 而 § 至、 爲义沈 

實有 i 智 r 亦不 i,ar 及 ft 會 if- 言 面 ass,- 布 情緒 tgg  、旣 樹， -入薩 策 保臣所 i& 國上大 

島駕防 君-之 書 及 神速 說 i 示レ 之、 足 二 深 感-者 、匿 又 云、 露 一 i 近 證-_ 勤王 之 氣ー專 企 二 蒙 ハ g 所ョ以 謀- 是 

行つ 幸矣 諸君 之 至 也、 天 亦 有， 所 レ命耶 、大義 必有， 所， 成矣、 而肥國 冬 二 議論- 少ニ成 事 ハ唯其 足い 談者、 此^ 獨 有-一 眞 木，.^ 

臣- 而已、 保 臣者爲 U 水 天宫前 司， 嘗竭， 力 於國難 一久 所， 幽ニ於 其弟大 鳥居 敬 太 家 『大鳥 尻爲ニ 水田 祠官ハ 亦 抱 二 義氣ー 者、 

保 K 幽閉 愈 練 n 義氣 r 寶爲， - 鎭西大 5- お， 云、 旣而保 臣使書 至、 曰、 某 恨不， 能，， ー自 進會， 一議 諸君 J 唯 願 疾乘二 此機ー 速 促入レ 

. 薩、 不レ： 司-二  口 緩 1 也、 蓋國臣 使- >1 人先吿 U 我等 至， 也、 於， 是乎眞 風 奮然、 欲卞親 潜入， 薩 園-率 二 諸 同志-至-衆 基危レ 之、 

而勢不 レ能レ 止 、則 作-, 與 n 美 玉 氏 樋 渡 氏神 K 橋 氏-之 三 書-及 寫二述 懷詩叙 一 一 篇 一 託， -之 .露 風 一 闽 臣詭稱 n 筑國 使者 T 乃 謀 

曰、 匿 若不ん sssf 所 レ成者 i 夭 並 失 並擒、 吾將 T 糾， 合肥筑 I 同志- 必 與&之ハ 且 期- -來往 十旦 謀議 

八 n  、及 三 一十 五 曰- 而不， 還、 是遂所 H 擒獲， 也、 則^ 有， 所， 謀矣 、於， 是、 十一 ーバ七 H  、一 一子 依， 劎： g 去、 笑 曰、 丈夫 企， -非 

常 裏； 不レ踏 二 非常 之險 、其 行 也、 f 一一郎， 以レ 詩、 曰、 旣有 ニ冋 iiit  、忽 ？忽散 、遂養 里 

P 國臣亦 留こ國 詩- 矣、 送 ご 眞風ハ 曰、 千慮 盡 >1 國事？ 萬 苦 慕 ご 義師？ 十分 已成， 九、 一 則俟， 歸； 且： n 、述逃 之 身、 耳目 滿， 一 

天下一 矧入 一お 鄕國 1 乎、 雖レ 危不レ 能, ビ 、由, 就 二 天下 之 大義 ハ吁壯 哉。 

善く 當時 Q 雷 I くして をり ます。 淸 河が 伊牟田 y 託して 靈び 151 玉 S 神 田 橋の 三人 のうち， 璧名は 

三 平始は i 祐 錄と稱 した 人で， 後ち 幾れ ました、 樋 I は 五助. 神 田 橋 名 i 助. 後に si 四 f 
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稱し、 伏 兑寺田 ¥」 の審變 に斃れ ました。 孰れ も 江戸に 於て 淸 河と 親交した 同志で， 樋 渡と 祌 S 橋と は、 伊牟 m と EE じく 

アメリカ 公使 前の 寄 記 赏ヒュ ー スケン を 斬った 嫌疑お 以て、 江戶の 屋敷より 送り 歸 されて をる 人で ありました。 

薩 摩の 遊說 二 

斯くて 國ほ は、 十二月の 九日、 嘗て 安政 五 年の 冬 月 照 入水の 後、 薩摩を 追 はれて 歸る 時、 修驗 4- 胎岳院 雲 外 坊と稱 し、 

一喜 劇 を 演じて 過ぎ 去った 大口の 小 河 內の關 所に 抵り、 此度は S 家の 重役より 靈 はされ た § の 飛脚と 名乘 り、 格 

^の 故障 もなくて^ りました。 此時 咏んだ 歌が あります。 

もろこしの 鶴の 空聲 にあら ね ども 

こ、 ろ は 同じ 薩摩 路の關 

十日、 鹿兒 島の 城下に 1? ぬき、 これ も 前に 宿った ことの ある 飛脚の 宿 原 田 鄕兵衞 の 家に 投じ、 猶ほ黑 田家の 使者と 稱し 

狀 ー€ を 出して 久光 公に 進 達する 手績を 求めます と、 町方 横目 役の 樺 山 休 兵 衞と云 ふ 人が 參 つて 按驗 をし まして、 封 喾 の 

窗 S 周 防 様， した S を 見て、 これ は 如何 t 尤 めました J 匿 は久光 公が 此 歳の 四月より 霧 を 和ま 改められ 

たこと を 知らなかった のであります。 そこで 國臣 それ は 蒙 者の 誤 だら うと 分疏 をし ました けれども. 樺 山 は 御^ 柄の こ 

とで 寄信 Q 往 f 稀なら ぬのに、 筆者が 斯 かる I を やる わけ は 無い と 中し まして、 猶撬る 怪しむ I でした が、 见 

も^も 狀函は 常例の 通り 大目 付 所に 進 達せられました。 やがて 旅 宿に 於て 何分の 沙汰 を 待つ やうに と 云 ふ 厳命が 下 つ 

て、 同く；^^}^の外に出で若しくは他人と接見することを禁ぜられました0 


5： 牟田は 粗 ほ 地理 を 知って をる 鄕 II の 境 上です から、 巧に il 道 を 越え. 都合 好く 關 所の 眼を偷 みて 藤 摩の 領內に 入り 

ましたが * 猶.： S 多く も 行かぬ うちに * 忽ち 村民の 怪しむ 所と なって 誰何め られ ました。 伊牟 H 元 來踽捷 無比 を 以て 著 は 

れ、 一 日に 三十 通 を 歩く と 云 はれる 程の 人であった ので、 逃げる だけ は 逃げて みむと、 <! ^に駄 け 出して、 田と も 曾 はす 

畑と も 言 はす、 踏み越え 飛び越えて 走りました けれども、 終に カ盡 きて 追 付かれ、 廻方橫 nz 役 谷 元 作 之 助の 手に 渡され 

ました 0  . 

谷 元は^ 牟 W の携 した 書類 を撿閱 して、 その11^^常の人でなぃのを覺りまして厳びしく究問をしますので、 伊牟 ffl は 

終に 自ら 免れざる を 知り、 詳に 關禁を 犯して 歸來 した 形 行 を 述べ、 小 松帶刀 殿に きふて 陳情したい から、 何とかして 權 

宜の取 計 を 以て 己れ を 庇 保して 鹿兒 島まで 連れて行って くれる やうに と 頼みました。 谷 元 また 聊か 志 もあって isl- 理の解 

る 人です から、 此 節の 時勢 柄 いかにも 然ぅ云 ふ 事情の 無い にも 限るまい と 納得 をして、 伊牟田 を 装 ふて 假に 己の 從 者と 

し- 自ら 伴 ふて 鹿兒 島に 連れ 歸 へり、 密 に具狀 して 小 松の 指揮 を 求めました。 

大目 付 所 は 圃臣の 提出した 狀函を 開いて みると、 事 は 天 下の 機密に 渉る もの 多く、 且つ 大久保 等の 權 要に 連なる 所 も 

あるので、 また 密に 具狀 して 久光 公の 意 を 伺 ひました。 久光公 は 旨 を 侍臣 山 本 五郎左衛門 if 植 兵に 授け、 大久保 

に 告げて 謹せられ ました。 折し も 小 松 また 伊牟田の 歸來 した よしを 聞き. 大久保 を 招いて 之を議 しました。 そこで 大久 

保は老 職の __告 入 攝津ゃ 小 松の 間 を來往 し、 また 政廳 の僚篇 とも 相談 を 遂げました。 

此 時に 方り， 久光公 及び 公の 謀議に 參 する 權耍の 人 は、 鉋く まで も 一藩の 力 を 以て 勤王の 事 を 成就す るつ もりで、 浮 

浪の 徒の， 說 など は 成るべく 排 して 用 ひざる こと を 期して をり まして、 久尤 公の 信任 最も 深く、 當時權 勢 第一 の 中山尙 

之 助、 特に^ かる 說を 抱いて ゐ ました。 さう して 少壯の 藩 人が 動もすれば 浮浪の 志士と 氣脈を 通じ， ク ト6 激の？ i 論 を 立て 
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當路の 節度に 途 ふやうな こと は、 權耍の 人の 極めて 嫌 ふ 所でした。 唯 大久保 は 自ら 別に 一 家の 見解 もあって、 浮浪の 

徒に 對 する 熊 度 は、 中 山 等と は 一有し く異 はって ゐ ました。 ^けて 闕臣と は 安政 五 年 このかたの 情義お のづ から 深き もの 

が あり、 伊牟 m また 素と 小 松の 資家肝 付 氏の 家臣で、 小 松との 因緣. -淺 からぬ 所から して、 結局 二人の？ 3§ 置 は 藩 法の 常 

例に 依らす、 特^の 取扱 を 以て 一 切の 事を擧 ゆて 大久 保に 委任せられ ました。 

大久保 日記 ^fjg 年 

同 十二 日 

1、 今日 谷 山 御 遠 昨日 山 本 五 郞左衞 門 ヲ以テ 重 邸 敷 江 御用 i: 後罷 出、 筑前 使者 藤 井 五兵衛 國臣 云々 

之 ik^ レ之、 御內川 承知 仕出 殿 之 IT 小" 家 小松帶 刀より 早々 可レ參 j 封 到 來參亭 、亦 善 積 敬 助伊牟 S, 何 平 一 條 云々^ レ 

之、 則 谷 元 休 之 助 江 御 用談 申 越云弋 則 樺 山 休 兵 衞江差 越 引合、 夜に 入 重 邸 二！^ 出 云々、 亦 樺 山 江 引合 小 家 江 

差 越、 今夕 藤 井 を呼ビ ij 曰 趣承リ 候、 

同 十三 日 

1、 普 積 一條 請 取 方 之 首尾 相 成 候 間、 九ッ時 退出 善 積 江 云々 引合、 八 ヨリ 重 邸 江罷出 首尾 申 上 候、 叉 小 家 ys^: 越 

善 積. 江面會 lb 趣 マが リ候、 

1、 今晚京 ヨリ 飛脚 着、 十 一 月 二十 七日 立、 

HI: 十四日 

1、 四時 出 殿- 島 津壬生 馬 一條 云々 御 汰沙に 付 • 御馬^ 伊集院 彌右衞 門 江 達 置 候、 八 後 御前 江 被， 召罷 出、 蕃積遞 

井 「條 11 付 云々 申 卜-置 候、 今晚 宿衞、 


同 十五 日 

1、 八 ッ後攝 州 Iff 江 差 越、 小 松. 2, 晚 藤 井 善 積 一條： §、 藤 井江^と 議論よ ふよ ふ 安堵 明後日 出立 之 筋 

相 決す 

同 十六 日 

1、 八 ッ後重 邸江參 上. € 人 首尾 申 上、 且 今日 者 順 聖院齊 彬公様 御 忌日 故、 御廟 所 江 參詣心 祈 丹誠 ヲ凝シ 大事 一 

々、 泉 公久 尤 公江 奉， 願 候處、 別 而克御 都合 御 深意 段々 承知 仕、 感激， 洛淚鳴 呼 難レ盡 4 一口 語 一 今夕 御 式 夜-一而 罷出、 

小 家 江 參上談 n 大事 r 

同 

1、 四ッ時 出勤、 今晚 宿衞、 今日 小 家參閣 云々、 鳴 呼々々、  . 

薩 摩の 遊說 三 

闺臣の 尊攘 英斷錄 は、 始め 薩 摩の 藩主 茂久 公に 上る 趣旨 を 以て 作った 漢文の もので、 その 大意 は 前に 述べました，，， 

その後 松 村 大成 等 は、 ，鹼 りに 長くて 煩、 瓚 でも あれば、 文字 難しくて 讀み惡 く、 實用を 期す る 上書と して は 適しない と 申 

す 所から して、 國臣は 愈々 入 薩を思 立つ 時に なって、 假名 交りの 文章 を 以て 久光 公に 上る 形式 を 取り、 刖に 一 篇 を，^,, 

ました 0 

その 全文 は 惜ぃ哉 散逸して 今 は 世に 傳 はって ゐ ませ ぬが、 その 自攀の 稿本、 緩に 結末の 一葉 を餘す もの、 松 村の 家に 
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ゆべ つて をり ます。 ^ほ微 しく 上丧の 趣意 を 窺 ひ 知る に 足る の を 僥倖と します。 

悲愤 ュ 堪 へ ズ シ テ 亡命 突出 仕 候 者 モ數十 人 御 坐 アルべ ク、 若シ 一 タビ 其 機 一 1 發スル トキ ハ、 追々 其 轍 ヲ軋 ルコト 

必然 ノ勢 一一 テ、 水 戶家ノ 擧動ヲ 以テ御 英察ァ ラセ ラレ タク 候。 御大 藩ノ 御コト 故、 縱ヒ夫 等ノ御 得失  一 i ハ御 頓着 

遊バサ レ候 譯モ御 1- ァ ル マジ ク 候へ ドモ、 竟 一一 天下 ノ 人心 ヲ モ失ハ セラ レン コト、 此御 一決 一一 可レ有 n 御座 T 恐ナ 

ガラ 篇ト御 熟慮 在 ラセ ラレ 度 御 場合 歟ト 奉レ存 候。 書 ハー 百ヲ 11 サズ、 言 ハ意ヲ §4 サズ、 俯 シテ請 、  <厶 子宜ク 英察ヲ 

加へ 賜 ハルべ ク候。 競々 業々 稽首 失敬 死罪。 

文 久革令 復^ 浹  東西南北 人 平野 二 郞國臣 

赛 ならで 先 < ^く 梅の 一朶の 

ふかき 色杳は 知る 人ぞ しる 

國 ほが 淸 河八郞 牟 H 尙 平等の 一行に 相會 ふたの は、 此 上書の 已に 成った 後でした。 そこで 1 行より 新たに 上 國 の 消， =1 

を iwii して 和せ 2 親子 內 親王の 關東御 降嫁の こと を 知り、 且つ 孝 明 天皇 御讓 位の 風說を 耳に しまして 悲憤に 堪へ ないで、 

上 害の 未だ 足らざる 所 を 追加し、 その 建白の 趣旨 を 一 暦 明かに しました。 その 追加した 部分の 稿本 は、 今 猶ほ殘 つて を 

ります。 

追加  .  ， 

1、 去ル 戊午ノ 年、 閣老間 部 氏 上京中， 和宫 皇女 ヲ關東 大樹 ノ簾中 一 1 奉 レ迎度 段 願 出 候處、 年 來有栖 川 若 (ほ ト首名 

付^ レ之. 咬故ヲ 以テ、 御斷被 1 一 仰 出 一 候處、 *^ 根 藩 臣長野 主 膳ト 申大柰 物、 有 栖川之 表 奥 一一 賄賂 ヲ薛 散シ、 丙午 ノ 


御 誕生 ヲ n 實 トシ、 俗說ヲ 主張 シ， 竞 _-1 御 破緣之 議起ル 時、 {a 侍 飯 m 左 馬 助 K 論 ヲ立テ 、一日 ー關痰 一一 引下 サレ、 

淫罪ヲ 蒙リ、 其 後 終 一一 御 破約-一決 シ候 上、 度々 奉 一一 懇願； 候 得 共， 陛下 固 ヨリ 其 暴 計 ヲ叙察 逆鱗 在 ラセ ラレ、 

更-ー 勅許 無レ之 候處、 去年 六 七月 中， if 府ノ 老女 姉， 小 &ト巾 者 上京 仕、 餘 鶄ナク 巧言 ヲ以奉 レ誣ー 一聖 主 T 御 下降 二 

決 申 候 ヨシ、 皇女 《勿論、 至尊 11 於 テモ、 ^御不 進 一一 被 レ爲レ 在 候へ 共、 不レ 得レ已 勢-一而 御 坐 候。 御不 1： 意 被 レ爲， 

在 候 ハマ、 忽暴虎 憑 河ノ義 一一 モ可レ 至 トノ歡 察 一一 テ、 皇國ノ 大事 一一 替 ラセ ラレ、 皇女 御 一 方 様 ハ扮サ セラ レ候叙 

斷ヲ 以テ御 下降 一 1 相 成 申 候 由。 カク 迄 人望 jisT 衰弱 タル 柳營 Hi: 下降 ノ義 r 所謂 幕 上 ノ燕巢 一一 テ、 ^モ 

天然 ヲ以 テ終ラ セラ レ 候義ハ 無二 覺束； 慨嘆 至極 11 御 坐 候。 

後 醍蝴： 人皇 ノ 一 せ： 尊 良 親王 ハ、 右大 g 公 顯ノ女 德大寺 左大將 11 申 名ケナ ルヲ、 未 皇太后 宫ノ御 IM 取ナ リケル ュ、 

御 情 ヲ寄セ 玉ヒシ 一一、 或 時 觀政要 ノ侍讀 ヲ聞召 サレ、 廣太宗 鄭仁基 力 女ヲ. 后 11 備 ヘント セシ 一一、 魏徴諫 テ此 

女 已ュ陸 氏 一一 約セリ ト中セ シ カバ、 太 宗其諫 11 從 タリ ト首 一一 至テ、 親王 頗ル 慚悔 シ玉フ コト 有シト カャ、 德大 

寺 其 事 ヲ承ャ 否、 頓テ其 婦ヲ御 息 所 一一 進ル ト中 候。 斯 テコゾ 君臣 ノ 問 一一 於テ ス ラ、 猥リ 11 約ヲ壞 ラシ メザ ルヲ、 

今 下 トシ テ皇 緣ヲ 妨ケテ 臣下 ノ身 ヲ以テ 內 親王 ヲ妻 トリ 候 義ハ、 前代未聞 ノ 珍事- 1 而、 所謂 負テ且 乘リ、 我 

ヨリ 戒ヲ招 クー 1 御 坐 候。 速 11 名分 ヲ明 カー ーシ、 其 罪 ヲ正シ 度 事 11 御 坐 候。 

、 幕府 國擧者 搞次郞 ト申者 11、 廢帝ノ 先例 ヲ 取調べ 指 出 候 様、 幕廳 ヨリ 申 聞 候處、 同人 悻某少 々志 有ル者 一一 テ、 

右 調べ 方ハ甚 忌々 敷義ー 一而、 天朝 ノ 大事 一一 拘リ 候義ニ 付、 御 斷被レ 申 候へ ト、 S 三相 諫メ 候へ ドモ、 次郞 ハ素ョ 

リ碌々 者 一一 テ、 此 篛 取調べ 差 出 候 テモ， 不二 差 出 1 候 テ乇、 必 此事ノ 成敗 ハ、 柳營ー 一有 レ之候 事故、 我等 ノ ル所 

一 i 非ズト 決着 仕 候 一一 付、 號泣 シテ從 ヒナ ガラ、 悴： i: 志ノ者 一一 密 一一 相洩候 ヨシ、 必不レ 遠 無二 勿體 _ 義 ヲ取計 候 機 一一 
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至リ可 i 申、 已 -1 戊午ノ 年、 彥 根城 中 一一 忌々 敷物 ヲモ 修補 有 ヨシ、 今程 御所 六 門 二、  ^兵 之 外、 更ュ門 毎 一一 數人 

兵革ヲ 用意 シ、 番所 後一 1 隱シ 居、 深更 潜 一一 交代 仕 候、 右 ハ彥根 藩 中 之 者 之 由 一一 御 坐 候。 彥极 ヨリ 送 兵 ヲ指出 置 

候 譯ハ、 當 井伊 氏 家督 之 節 • 別段 達之內 -1 モ、 京都 表 御 守護 之義 厚相 心得、 在所 表手當 ノ義、 此 上尙更 手厚-一 

致シ、 非常 之 節、 手 拔無レ 之樣、 嚴重 一一 云々 ト御坐 候文 面 一一 モ、 表ハ 忠義 一一 見 セテ、 裡 一一 暴 逆 ヲ含セ 、在所 表 手 

當トハ 城屮ノ 修^ ト聞ヱ 巾 候。 此圖 ヲ遁シ 油斷仕 候へ パ、 乍レ恐 三千 年來 連綿 タル 皇統 コ 、 一一 至 テ斷絶 仕、 忽 

チ犬羊 之 屬國ト 相 成 可レ巾 候、 實 一一 不レ可 レ忍之 勢 一一 御 坐 候" 總ジテ 天下 之 大勢、 斯迄 夷賊等 一一 踏 付 ラレ 候 形勢 一一 

《至リ 候へ ドモ、 頓テ 一 度 《東海-一 帆影 モ不レ ：！^ 様、 殲滅 可 レ仕哉 ト賴敷 被 レ存候 處ハ、 只々 古今 不世出 之 明 天 

子、 此時 一一 當テ 即位 在 ラセ ラレ 候 計リ、 天壤 無窮 ト 天祖 ノ 遺訓、 偶 言 ナラザ ル處- 一 テ御坐 候』 然ルヲ 天道-一 モ 

叛キ、 人望 一一 モ薪： 菜 タル 幕府、 假令暴 逆 ヲ行ヒ 候 共、 竞 一一 其 身 テ亡候 迄 一一 テ、 何程 之 不レ可 レ有レ 之 候へ ドモ、 

人 衆 時 ハ勝レ 天ノ習 一一 テ、 天ノ未 レ定、 一 旦 暴威 ヲ震候 1 一至 リテ ハ、 垂拱シ テ傍觀 スルノ 外 無 レズ 機 一一 乇相 臨ミ候 

義、 古 來ノ通 勢-一 御 坐 候へ パ、 機 ヲ見テ 是ヲ挫 申 1 了ンク 《無二 御 坐 1 候" 且 兵書-一 モ患 千里 ノ內 一一 有ル 時ハ、 一 

日ノ師 ヲ不レ 起、 患 四海 ノ內 一一 有ル時 《、一 歲ノ兵 ヲ不レ 起ト申 候。 今 則 患 百 Bii  ノ內 一一 御 坐 候へ パ、 外寇ヲ 拔斥ス 

ル 一一 モ、 先 內政ヲ 正シ、 名分 ヲ明 一一 シ、 正道 恢復、 上下 一 心ト 申ガ、 當時第  一 ノ策 一一 テ可レ有ー1御坐！候。且|^^府 

ノ 暴逆已 一一 相 顯レ候 上ハ、 最早 片時 一刻 モ猶豫 難 二相 成つ 敵 ノ謀ヲ 伐 候 義肝耍 一 1 御 坐 候 間、 本文-一 モ中上 候 通、 

速 一一 御英斷 被レ遊 、早々 天朝 御 P ，威， 逆賊 御 征伐 ノ上 • 夷狄 退治 ノ御 先鋒 一一 被 レ爲レ 成、 御祖 御代々 數百ハ 牛來， 海 

內ハ 勿論、 疏球 朝鮮 大明阈 迄 モ祿キ クル 石 曼子ノ 御 家風 ヲ震ヒ 起シ、 W 汐沫 ノ成ル 四海 萬國 一一 至ル マデ、 永ク 

萬 世 一一 御 家名 ヲ御輝 シ被レ 遊 候 事、 實  一 I 此 一 擧 11 可 レ有ニ 御 坐 1 候。 此 暴逆ノ 沙汰 一一 付 テハ、 必ズ愤 發仕候 者 ハ 、 數 


多 天下 二 可 レ有レ 之 候へ ドモ、 先ズ ル時 〈人 ヲ制シ 、後 ル、 時ハ人 ニ制セ ラル、 習， 一 日モ 速-一決 斷 シ候ハ や， 

人 ヲ制シ 可 レ巾候 。如何-一 シテモ 來年ハ 無事 1 一而 ハ濟申 間 敷， 迚モ亂 レテ察 ヲ擧ル 程 一一 御 坐 候へ バ、 一 日 一一 テモ 

先立 テ人 ヲ制シ クル 方、 愉快 1 一 テ可レ^^ニ御坐1候。返々 モ！：^ 々御英斷奉ニ仰願ー候。 

これは淸河伊牟田等の齎らして下った上！：の特聞に加へ て巳の平素の所113^^披瀝したもので、 追加と は 申しても， 上書 

の 本文の 趣旨 も 自ら 分ります。 

尊攘 英斷錄 の 長篇， 及び 新に 作った 正副の 上書， 並に 眞 木の 天祐 說 神速 說 等の 論策 は、 此時略 ぼ久光 公の 一 覽を經 た 

やうに 申傳 へ られ まして、 淸^ は 伊牟田 へ 託して 一 一三の 同志に 贈った 書 や 詩まで も 同様に 思 ひまして 自ら 喜んで ゐ まし 

たが、 久光 公の 晚 年の 話に 依る と、 これ は 都べ て老 職の 喜 入 攝津と 小 松との あたりで 披閱 し、 久光 公茂 久 公に は 進 達し 

なかった のが、 事實の やうに 思 はれます。 當時有 馬 新 七柴山 愛次郎の 如き、 藩 人の 提出した 建. E 書す らも， 小 松 等は概 

ね 3r 進 達の 手績を 取らなかった さう で、 久光公 は 後に 此 等の 建白の あった こと を 知られまして、 頗る 遺憾の 情 を 抱いて 

をら れ たと 云 ふこと です。 阈 臣と眞 木との 論策 は 最も 急激で、 久光 公の 當 時の 意 兒と は、 たしく 齟齬して をる もので 

すから、 小 松 等 は 或は 公の 閱覽に 供す る を 憚り、 中間で 抑留して 了った ので ありませ う。 

薩 摩の 遊說 四 

國臣は 十日に 旅 宿 原 田 鄕兵銜 の 家に 入って， 外出と 他人の 接見 を 禁ぜられ たま 》、  二日の 間 は 何の 沙汰 もない ので、 
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上書の 形 行 も 分らねば 藩 中の 同志の 事情 も 知り 雞く、 一 時 は 頗る 苦心 焦慮して 轉々 憂愁の 情 を 催う した 模様で、 彼の 「我 

胸の 燃 ゆる 思に くらぶれば 煙 はう すし 櫻 島山』 の 歌 も、 此 時の 作 だと 云 ふ說も 起った のです が、 これ は 前に 中した 通、 

去年の 冬の 歌と しまして、 此 時に 咏んだ 一 一首 は 別に 殘 つて をり ます。 

忘れて は 花 かと もみる 名に し 負 ふ 

櫻 島根の 雪の あけぼの 

か乂る 世に か &る魂 を ももた る 身の 

吾れ しゃ 祌の 心なる らん 

恰も 翁 冬 の 季節で、 樱 島に は 雪の 降り 積った ものと 見えます。 

十二 日の 夜に なって， 大久 保の 消息が あって、 往 いて 私宅 を訪 ひ、 始めて 會談を 遂げ、 入薩の 趣旨 を 述べました。 然 

うして 伊牟田 も 此夜內 旨 を^け、 谷 元 作 之 助の 家より 小松帶 刀の 屋敷に 移りまして、 十四日に 大久保 は、 小 松の cffi 敷に 

A にて 牟 田と も會見 を遂 け、 斯くて 二人 は大久 保の 斡旋 を 以て 全く 犯 法 入 國の處 分 を寬假 せられ、 粗 ぼ 所論.^ 悉くし ま 

したが、 > 乂廳は 摘ま， 自由に 外出し 若く は 他人と 接見す るの 禁を 解き ませぬ でした。 これ は 少壯氣 鋭の 藩 人が 二人の 說に 

SI いて 感；^ 興起し、 或は 制し 難き 勢 を 生せ むこと を 慮った からであります。 

十五 日に は、 大久保 は 老職喜 入と 小 松との 間 を來往 して 進 一一 H し、 また 政 廳の屬 僚と も國臣 等の 取极を 協議し、 それ か 

らふた \ ぴ圃ほ を 招いて 寬談 し、 今 は 藩 論 匕に 全く 確定し、 明 ハキの 春 を 期し、 藩主 茂 久公を 奉じて 出で、 朝廷の 爲にカ 

を 致さむ とする 機密 を 語り 此事 また 心配に は 及ばぬ と 申しました。 

比な 久光 公が 藩 王^ 久 公に： 弋 はりて 出 でら る こと は、 巳に 決して ゐ ました けれども、 少數 の權耍 の內議 で、 藩り にも 


發：^^してなぃ機密ですから、 大久保 は 猶ほ秘 して 語り ませぬ でした が， 隨分 それ は 打明けた 話 をし まして、 島津^^では 

近頃 汽船： 大祐丸 を 買 入れられ、 機械の 手 入 等 準備の 都合 も あるので、 明年 春の 期 は 或は 秋になる か は 料ら れ ぬと 云 ふよ 

し を も 中し ました。 

國臣は 欣然と して 大久 保の 意を領 し、 明 後 十七 日 伊牟田 を 同行して 北歸 する こと を吿げ て^れました。 

此 間國臣 は大久 保の 外 一 人の 同志に も會 見した 模様 はあり ませぬ けれども、 同じく 外出と 他人の 接見と を 禁ぜられた 

伊牟田 は 密に柴 山 愛次郎と 相 見て 書 贖 を も應酬 した 痕跡 を 留めて ゐ ますから 國臣 とても 或は 何とかして 一 人 一 一人の 同志 

と は 相 見た ことの 無い にも 限るまい と 思 ひます。 淸 河八郞 の遣藏 のうちに、 柴 山が 伊牟田に 答へ た當 時の 書が 一 ッ殘っ 

て をり ます。 

御札 拜誦仕 候、 能き 處に御 潜 居、 誠に 大慶 奉 i 存候。 偖 今朝 は 平え 參候得 共、 多分 御歸り 無レ之 由、 御 潜 居 何 許な 

らんと 頓案、 正 印え も 書 上 尋遣置 候 得 共， 未だ 返事 も無レ 之、 右 書中 貴君より 被レ 託候義 有： i 之、 合 取 度 趣 巾 置 候に 

付、 萬 一 にも 被 二 託 置 1 候 事 被 11 相尋 1 候 は^、 御 尊父 様 御 左右の 事 御 答 可 レ被レ 下 候。 正 印す かさん 男に て、 もしゃ 

釣 褂られ 候 義も可 レ有レ 之 哉と 懸念 罷在申 候。 幾重に も あの 意地 は 御 あら はし 被レ 下問 敷 奉レ希 候。 今晚は 義士 傅讀 

差 越し 候賦 にて、 尤 只今 御 書 相 達し 即參り 候 而も、 要談 そんじ!^ I 問 敷 哉、 依 而今 晚は御 斷申上 候。 明日 者八ッ 

後より 參上可 A 仕、 此旨御 報 迄 あらく 申 上 候。 以上 即刻。  • 


三 九； 

此 ffl 〔に は 日付 を 閥いて ゐま すが、 『今晚は義士^|-讀差越し候陚』の語にょると、 蓋し 十二月 十四日で、 大久 保が 小 松の 屋 

敷で 化牟 田と.^: 见 した 日に 《"3 ります- 書中 謂 ふ 所の 『F- 印』 は 卽ち大 久保正 助の 略で 大久保 を 指した ものです。 柴山は 

常時の 藤 摩の 急激な 勤王 黨の 巨魁の 一人で、 伊牟 M 國臣 等と 感情 意思 を 同じく したので すから、 尊ら 久光 公の 節 俊 を 奉 

する 大久 保と は、 自然 融合し 難く. 此間 多少の 掩蔽せ ねばならぬ 事情 もあった のでせ う。 

十六 口 大久保 は 藩. 茂久公 父子の 旨 を 固 臣に傳 へ、 建白の 趣旨 は愼重 の 詮議 を 加へ て 取捨 をす る、 {几 しく 去って 益 X, 

カを國 蔡に盡 さねば ならぬ。 若し 猶ほ我 藩の 爲に 然るべ しと 思 ふこと あらば、 更に 來 りて 建白して 貰 ひたいと、 懇ろに 

遠 來の勞 を 謝し、 近 途の心 付と して、 內帑の 金 十 ：€ を 贈り、 俘牟 H も 同じく 此賜を 受けました。 

闽臣 は此日 特に 請 ふて 南 林 寺の 松原に 月 照の 墓 を 吊 ひ、 二 首の 歌 を 咏んで 薦めました。 嘗て 自ら 寄進した 小形の 石燈 

に 刻して. 今 辆ほ殘 つて をる の は- 即ち 此 歌であります。 

ながらへ ばかに 斯く命 ある もの を 

過ぎに し 人の 心み じか さ 

ながら ふ も 死ぬ る も 同じ 大王の 

御國 のために つくす 心 は 

遊説の 歸途に 於け る薩 摩の 同志 ビの 會談 . 


十七 日、 阈臣 は伊牟 W と相携 へて 鹿兒 島の 城下 を 去り、 行く こと 五 里、 伊集院に 參 りまして、 去年の 冬 暫く 足 を 留め 

た 有 馬 新 七の 叔父 阪木六 郞の家 を 過ぎり、 有 馬 及び H 中 謙 助と 舎 見し、 柴山 愛次郎 橋 ロ壯助 も、 同席 をして 國 事を談 じ、 

1^ 馬 田 中等 は、 此 時國臣 伊牟田より、 幕府が 廢 帝の 先例 を 調^せし めた 風評と、 親子 內 親王の 家茂將 軍に 降嫁 せられた 

事情と を 始めて 聞き、 大に 憤慨して、 愈. -來 年の 義擧の 意阖を 定めた と 云 ふ 話 も殘 つて ゐ ます。 

これ は 根據も 確かな 說 だし、 前後の 情况 から 考へ て も 如何にも 事 實と思 はれます が、 しかし 柴 山の 日記の 趣に よると、 

柴山極 口の 同席した と 云 ふの は、 或は 何 かの^ 遠で、 二人 は 有 馬 田 中より 後れ、 川內の 向田の 驛に 於て、 國臣 伊牟田へ 

追 ひ 付き， 始めて 會 見した やうに も 見えます。 それ は 十九 日の 祟でした。 

伊集院 驛に は、 是枝柳 右衛門 美 玉 三 平 や， 伊牟田の 親 兄？ 1- も、 國臣 伊牟田の 鹿兒 島より 來 るの を 待ち受けて をって， 

話 緒 も {H 然 多かった 蒈 ですから、 柴山橋 口 は 有 馬 中と 同席 をして 四 人 共に 會兑 したと しても、 十分に 語り 盡 くされな 

かった ので、 猶 ほ川內 まで 送って 參 つて 寬談を 遂げた ので ありませ う。 

是枝柳 右衛門 美 玉 三 平の 二人 は、 豫 ねて 打 合 もして 置いた ので、 國臣 伊牟田 を 伊集院の 驛に待 受け、 伊牟田の 弟 志々 

目 眞嶽院 も、 父母 同胞 を 伴 ふて 來て會 見し ました。 國臣 伊牟田 は鹿兒 島に 居る 時、 待遇 は 頗る 丁寧で、 酒饌の 不自由 は 

なくても、 外出し 若く は 他人と 接見す るの を 禁ぜられ ましたが、 今 は 途中で 他人の 指 目に 觸る > 'ことの 尠ぃ 所から して、 ， 

浙くは 密に相 約して 會 見した ので ありました。 

此時薩 摩で は、 明年の 春 を 期し、 大擧 して 京都に 出で、 勅命 を 請 ふて 力 を 王事に 致す の 藩 論 は、 已に 全く 決して ゐま 

した けれども、 計靈の 內容は 極めて 秘密に 附 せられ、 少數の 權耍の 外 は、 藩士 も 多く は 事の 露 相 を 知り ませぬ。 そこで 

是枝美 玉 は猶ほ 適當の 方法 を 取り 藩； iSl を激勵 する 必耍を 認めまして、 大原 三位 を 擁し 粟田口 宫法 親王の 令 旨 を 請 ふて 薩 
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1 二 九 四 

摩に 入る の 策 を 立て、 闽臣 伊牟田に 課り ました。 蓋し 田 中河內 介の 力に 依り、 中 山 前中將 忠愛 卿 を 擁して |B3f を 謀る は、 

^3 て：： 枝 も 議に與 つた 所で、 今 は淸河 八郞等 も、 河內 介と 相 謀り、 卿 を 擁して 西 下し、 九州の 義徒を 動かす む 意 を 抱き、 

筑騣 肥の 志士 も， 概ね g れ して をり ます けれども、 忠愛 卿 は 父忠能 卿の 心 を 失 ひ、 朝廷に も 用 ひられぬ 廢退 者と 云 ふ^世 

に隱れ なく、 縱令此 公子 を 擁して 薩 摩に 入っても、 十分に 藩 論 を激勵 する 力の 無い 所から して、 是枝突 玉 は 《"露 最も 八リ 

聞の 多い 大原 三位 を 擁して 忠楚 卿に 代へ たいと 云 ふので した。 伊牟田また善く此間の事情を知ってゐますから、 先づ！^儿 

枝 美 玉の 說に 同 意 を 表し て俱に 謀らう と 約し ました。 

十八 日、 闽 ほ 及び 5： 牟田は 是枝美 玉 等と 別れて 伊集院 を發 し. 川內の 向田 驛に 至る と、 柴山愛！^：郎と橋ロ壯助とが追 

ひかけ て來 まして， 十九 日 は を 一 旅亭に 設け、 請 じて 餞別の 酒 を 酌み • 互に 胸襟 を披 いて 阈事 を談じ 王事 を談じ まし 

た。 闽臣は 自ら 携 ふる 風呂敷 包の 中から 尊攘 英斷錄 や、 久光 公に 獻 じた 上書の 複本 を 取 出して 示し、 敷演 して 犬に 討 i„ 布 

の 論を唱 へ， 王政 恢復の 機た に此 時に^す る こと を 切言し ました。 柴山橋 ロは肅 然として 容を 改め 耳 を 傾けて 敬 聽 しま 

した。 

勤王の 唱首 とか 討幕の 主動 者と か 云って、 今猶ほ 偉ら 張って をる 薩摩人 も、 斯 かる 赤裸々 の 討幕 論 は、 ず  1 し此時 始め 

て 聞いた のでした。 薩 摩に 於け る 純 f^: 勤王 黨 とも 稱 すべき 一派の 志士、 翌年の S の 初、 伏 見 寺 田屋の iL 来變に 斃れた 人な 

どが、 深く！： 臣を 尊重した の は、 恐らく は 主として 此邊 より 起った ものと 思 ひます。 

橋 口 は 深く 二人の 談論に 感 する 所があって、 長 句の 詩 二 篇を娬 して 贈りました。 

逢-平野 善 積之兩 賢； 執 レ手而 雄談、 大有 レ感、 席 間 得 11 古詩 一 篇 i 書以翏 之、 固 f 寸腸之 一 斑 114-、 于レ時 
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背 遇 從來非 11 偶然； 天 幸 使， 吾 逢 二 1 ST 一  昆嘗不レ異-1舊識ー心^5;^-吐得同、^?1-人、君不レ見方今；4<下轉變狀、內外上下都失 

倫、 陵 猖狂威 扱- 1 逆 勢 T 大 §權 數屬ニ 暴： 案 T 苟且 畏レ戰 屈 二 醜 裏嚴々 祌州蒙 二 胡 塵 S 呼 方今 是 何人、 慷慨 吉士 不二 文 レ茵、 

明 帝 在 レ上御 志縱、 萬 罪 難 レ免望 闕臣、 從 レ是當 レ取斷 一 字、 斷行直 使 レ避ニ 鬼神 ー况復 機 有レ所 レ會、 英雄 ま不 レ可レ 失. V 

辱、| 一 賢 事業 感有 レ餘、 自任 二王 事 1 不 レ顧レ 身、 誓 111- ロ皇 運凝问 業、 同將ニ 丹心 1 洒ー 一誠 3ft- 英雄 胸 膈非レ 無レ策 * 當レ 兑赫 々 邦 

家 新、  .  . 

述懊  ， 

天運^ 衰 固不レ 同、 方今 神州 在 二 否窮？ 神風 雞レ 恃鎏賊 力、 夷焰 將レ逞 併呑 功、 胸膈 軍 志、 磨^ 久. 埋塵 1M 中、 勿レ言 

大難、 機未レ 到、 精氣 一 發起 i 風お 又 大勢 由义事 H 且 T&l 1 死 1 先 維ね 

阈臣 また 歌を咏 みました。 

天地 も 動け と 思ふ眞 心に 

あに 幸 人の おどろかめ もや 

1^5 口. は 先進の 有 馬 新 七 田 中 謙 助、 同 蒙の 柴山 と共に 薩 摩に 於け る 急激 勤王 黨の 巨魁と 目せられ た 四 名 中の 一人で、 此時 

歳纖に 二十 一、 半年の 後、 伏 見 寺 田 屋の事 變に身 を 致しました。 画 臣の言 論 志操が 善く 薩 摩の 勤王 黨に感 應を與 ふる 力 

の 多かった の は、 斯 かる 蔡寳 から 見ても かで、 今次の 南行 また 自ら 徒勞 でなかった こと を 示して をり ます。 

二十日、 闽臣 及び 牟田 は、 柴山橘 口と 手 を 分って 向田の 驛を發 し， 北の方 肥 後の 高瀬 を 指して 急ぎました。 
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義 徒の 糾合  ， 

此 月の 七日、 闽臣 及び 伊牟田の 二人が、 高 瀨の松 村 大成の 家を發 して 南行の 途に 上ります と、 淸河 八郞は 即日 角大鳥 

居 照 三郞を 道と して、 筑 後の 水田に 眞木和 泉 守を訪 ひ、 此夜 密に會 見し 互に 胸襟 を披 いて 談 じました。 淸河は 深く M 

木の 人物に 服し、 推して 九州 第一 の 英雄と しました。 然うして 豊 後の 小河彌 右衛門 を 見て 俱に 義擧の 舉 を 謀らう と 思 ふ 

けれども、 已れは 竹 田の 劍客中 互に 面を識 つて をる 人が あって、 自ら 往 かれぬ から、 眞 木の 子弟 門 生の 一 人 を 請 ひ、 安 

精 五郞と 同行して 小 河 を 叩かし めむ こと を 相談し ますと、 眞木は 欣然と して 領諾 し、 卽夜淵 上 郁太郎 を 招いて 意 を 授け、 

淵 上は翌 旦久留 米に 到り、 露 木の 弟 小 瀧 外 記 長男 主馬 及び 原 道 太 を 伴 ふて 來り、 大 鳥居 理兵衞 角大鳥 It 照三郞 等と 和き 

し、 露 木 を 主として 徹齊 評議 をして、 外 記 は 安镜と 同行して 豊： 後の 小 河 を 叩き、 且っ途次阿蘇の大宮司惟善を，1^^^の策 

を 決し、 斯くて 淸河は 水 S を 去りて 先づ高 瀨に歸 りました。 

十日に は、 松 村 深 藏が熊 本より g 武兵衞 ，咖 1^ 随は 磁^ を 伴 ふて 高 瀨に歸 り、 また 俱に發 し、 水 m を 經て肥 前の 佐 13； 

に 赴き、 此日小 瀧 外 記は來 つて 高！ i を 過ぎり、 安 精 五 郞を伴 ふて 豊 後の 竹 田に 向 ひ、 淸河も 阿蘇まで 同行し ました。 

十二 日、 小 瀧淸河 安積の 三人 は、 阿蘇の 宮 地に 到り、 即夜 大宮司 惟 善を訪 ひ、 十三 日 は 小 瀧 安積の 二人 豐 後の 竹 田に 

小河彌 右衛門 を訪 ひ、 また 廣瀨健 吉^と 相 見て 談 全く 熟し、 十五 日に は、 小 瀧 安積の 二人、 豐 後より 回りて 途に淸 河と 

相會 し、 十六 日、 小 瀧 は 大津驛 より 淸 河と 刖れ、 安積 を 伴 ひ 高瀨を 經て筑 後に 歸り、 淸河は 此日熊 本に 入って 永 鳥 三 平 

川上 彥齋 を訪 ひ、 十八 日 高 瀨に歸 りました。 そこで 肥 筑豊の 都合 は 粗 ぼ 調 ひまして、 清 河 安積 は 松 村 父子と 共に、 國臣 


と 伊牟田との 消息 を 待って ゐ ましたが， 豫定の 期限 は 漸く 滿た むとして、 二人 は 猶ほ歸 り 着き ませぬ。 人々 は薩 摩の 方 

の模樣 如何で あらう と 頗る 心配し ました。 

然 うする と、 二十四日の 夜に なって、 國臣と 伊牟田と は、 瓢 然として 歸 つて 參 りました。 こ、 を 去って 南行す る 時、 

約した 期限の 滿 つる 前 一 日で ありました y 

衆 は 爭ひ迎 へて 南行の 狀を 尋ねました。 二人 は 故ら に實を 告げないで 偽りました。 計賓は 悉く 破れて 一 つも 成らぬ。 

國 臣は關 所より 護送 を 受けて 鹿兒 島の 城下に 入る こと は 入った けれども、 唯 建白書 を 差 出した ばかりで 直に 放逐せられ 

た、 伊牟田 は 地方の 巡 見 役人に 捕 はれ、 隙 を 窺 ふて 逃げ出し、 身柄 は趱に 助かった が、 持って をる 物 は 全く 失 ふた。 た 

^ 一命 を 保って 關所を 越 ゆる ことの 出來 たの を 僥倖と して 歸 つて 来た 次第で あると 申しました。 然うして 慚愧 禁じ 難い 

やうな 色 をし て をり ました。 

人々 は 始末 を 聞き， 相 顧みて 愕然 また 茫然でした。 川上 彥齋も 熊 本より 來て 座に ゐ ましたが、 失望の 餘り、 した. r か 

飲んで 醉飽 して 倒れ 臥して 了 ひました。 

元 來肥後 は 九州に 於て 佐幕 論の 勢力の 強い 雄鎭 として 知られ、 別に 大藩 としての 面目 も あれば 見解 もあって、 始 より 

薩摩 人の 下風に 從 ふて 行動す る を 好み ませぬ。 斯 かる 藩 狀藩 41 の 間に 獨 立して 力 を 君 國に盡 くさう とする 勤王 黨の j 派、 

また 動もすれば 議論に 馳 す-るの 弊 多く、 機宜 を 誤り 易い 事情が ありました。 これに は 國臣も 平素から 不滿を 抱いて ゐた 

模様で、 彼の 

都に は 吹き もいたら や 火の 國の 

阿蘇が 根 をろ し 音の みはして 
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と 云 ふ 歌 は、 國 臣が此 間の 意 を 述べた 作 だと 語り 傳 へられる 程の ことでした。 

そこで 阈臣 は^ 牟 田と 相 謀り、 若し 薩摩 人の 興起した 機密 を 明かに したら， 忽ち 諸人に 喧傳 せられ、 早く 幕府の 知る 

所と なり、 或は 大事 を 誤る に 至らう と 心配 をし まして、 實を言 はぬ ことにしました。 國臣は 松 村 大成の 人物 志操 は、 頗 

る 他に 異 つて をる し、 また 去年 このかたの 情誼 默 だし 難いので、 特に 村 一人 を 限って 實を言 ひたいと 思 ひました けれ 

ども、 伊牟田 は 納得 をし ないで、 後日 好き 時機 を 見て 吿 ぐるが 宜しい と 申す 所から して、 國臣も 終に 從 ひました。 松 村 

は 後に 阿蘇の 大宮司より 是枝柳 右衛門の 話した 內報を 得まして， 薩 摩の 藩 狀を 知り、 國臣が 平生の 情誼 を 無み し， 斯か 

る 大事 を 語らなかった のに 镰焉 として、 闺臣を 責めた ので、 國臣は 君の 家 は 耳目が 多い からと、 話されぬ 當 時の 事情 を 

吿 けて 分疏を しまして、 松 村 も纔に 納得した さう であります。 

此夜、 夜更け 人の 寢靜 まった ころ を 待ち、 國臣 伊牟田の 二人 は、 密に淸 河を搖 かし 起して 實を かし、 薩 摩の 藩狀を 

語って 相談 をし まして、 翌 二十 五日の 味爽、 國臣 伊牟田 淸 河の 三人 は、 假に辭 柄 を 設けて 松 村の 家 を 出で、 筑 後の 瀨髙 

の驛に 到り、 書 を 寄せて 眞木を 招き、 眞木は 此夜密 に 幽居 を 出で- - 來り會 し、 薩 摩の 興起した 藩狀を 聞いて 深く 喜び ま 

して、 更に 今後の 事を議 しました。 

是 より 先、 淸河 伊牟田 等 は、 一 たび 上洛し 田 中河內 介に 逢 ふて 九州の 形勢 を 吿げ、 粟田口 宫法 親王の 令 を 請 ひ， 中 

山 忠愛 卿 を 奉じ、 重ねて 西 下し 薩 摩に 入る の 策 を 立て、 國臣 また 共に 東上せ むこと を 約して ゐ ました。 然るに 伊牟田 は 

中 山 卿 を 奉じて 下る も、 薩 摩の 藩 論 を激勵 する に 足らぬ 事情 を詳 かにし、 伊集院の 驛で是 技 美 玉と 相談 をした 次第 も あ 

ります から、 此夜大 原 三位 を 奉じて 下る こと を 提議し、 淸河 は、 依然として 中 山 卿 を 奉じて 下る 前說を 執り、 意見 頗る 

随餹を 生じました。 國臣 は大久 保の 內談を 聞き、 明年 は薩 藩が 必す 大擧 して 出る の を 信じて ゐ まして、 中 山 卿 を 奉じて 


；に ほに 入る の 可否 は必 すし も 重き を 置いて をり ませぬ。 唯 そ 0 最も 意 を W ふる 所 は、 薩 藩の 行動 猶ほ溫 如軟； ^なる を 凝 

へ、 一 國の義 徒 を 糾合し、 薩 摩の 急激な 同志と 相 結びて 此 間に 處 する の 策を講 する にあり ました" そこで 中 山 卿 を 奉じ 

て 下る と、 大原 三位 を 奉じて 下る と は、 今 暫く 不問の 案と しまして、 淸河 伊牟田の 二人 は、 一 先づ 上洛し、 中 河內介 

と 相 謀り、 粟田口 宫法 親王の 令旨 を 請 ふて 重ねて 西 下し、 眞 木と 國臣と は、 筑豐 肥の 同志 を 糾合し、 篛擧の 準備 を爲す 

に 決しました。 二十 六日の 曉天、 眞木は 風雪 を 侵して 水田に 歸り、 國臣 は淸河 伊牟田と 偕に 高瀨を 指して 歸 りました。 

二十 七日， 淸河 伊牟田の 二人 は、 豐 後に 到り 資財 を 募る を 名と して 松 村の 家を辭 し、 路を迂 にして 先 づ熊本 を 過り ま 

した。 安積 は 清 河 等の 重ねて 西 下し 來るを 待つ を 約して 獨り留 りました。 

淸河 伊牟田 等の 西 下して 參 つた 初めより、 松 村 父子 川上 彥齋 は、 直に 賛同の 意 を 表して 篛擧の 事 を 共に する を 期し ま 

した けれども、 覊 武兵衞 水鳥 三 平の やうな 老成の 人々 は、 淸河等 を 疑 ひ 且つ 侮りまして、 相俱に 謀る を 好まぬ ので、 松 

村 父子と 川上と は 頗る 遺憾の 情 を 抱いて ゐ ました。 國臣 伊牟田の 薩 摩より 歸 つて 來た 時、 事 實を蔽 ふて 語り ませぬ けれ 

ども、 松 村 等 は 二人の 擧 動に 於て、 稍. - 察する 所があって， 二十 八日 を 以て 同志 を 熊 本に 會 合し、 更に 之を議 すろ 相談 

をして、 宮部鼎 藏も五 里の 外より 特に 來るを 約し ましたから、 淸河 等を耍 して 參會を 求めました。 淸河等 は 所 訟談の 合 

ふ 見込な きを 理由と して 辭 しました けれども、 松 村 等は强 ひて 求む るので、 勉めて 從ひ迁 路熊本 を 過り、 國臣も 行 を M 

じくし ました。 

二十 八日、 肥 後の 志士 縣 武兵衞 愛敬 左 司 馬 末 松 孫 太郞松 村深藏 川上 彥齋の 人々 は、 永 鳥 三 平の 家に 相會 し、 ii 

も 後れ 來 りて 議に與 りました が、 說は 果して 淸河 等と 合 ひませ ぬ、 互に 怫 然として 別れました。 松 村 川上の 二人 は、 猶 

ほ 甚だ 遺憾と し、 淸河等 を 追 ふて 旅 宿に 至り、 諸 先輩の 意見に 拘 はる ことなく、 清 河 等と 事を俱 にせむ と 欲する 志を吿 

一一 一 九九 


四 Co 

げ ました。 

二十 九日、 淸河^ 牟田は 熊 本を發 し、 路を豊 後に 取って 上洛の 程に 就き、 1: 臣は松 村 深藏と 同行し C 一 ：2 溯 に^り まし 

た。 方に是れ此の歲逝く^：前 一 日でした〕 

文久； 兀ハ牛 辛 酉の 除夜、 闽臣は 安積 五郎と 同じく 松 村 大成の 家に 留まって 年の 徂くを 送り、 且つ 歌 を咏ん で歲晚 の感を 

述べました。 

なげきつ & 今年 も くれぬ 御 心の 

やすけ き 春 を いっかむ かへん 

やはり 我が 勤王の 志士 特有の 歌で、 今年の 元旦の 作に 對照 すると、 感慨 も 多く 興味 もあります。 

培 覆論ビ 新春の 福 岡 微行 

文 久ニ年 正月 一 一日、 阈 臣は齊 を薩 摩の 同志 柴山 愛次郎 橋ロ壯 助の 一 一人に 贈り、 薩 摩の 藩 是 として 決定して をる 公武 合 

體 il が、 到底 言 ふべ くして 行 はれ 難き を說 き、 今日の 計、 唯斷 じて 幕府 を 覆し、 王政に 復す るの 外な きを 述べ、 末に 一 

首の 歌 を 添へ ました。 

^の 人の 稱 して 培 覆 論と 云 ふ もの は 即ち 此篇 で、 十餘 日の 前、 川內の 向田の 驛に 於て、 二人に 向って 切 首した 所、 二 

人 は 同志に 示して 藩 論の 振興 を 謀りたい からと、 別れに 臨み 解り 易く 記して 贈與 せむ こと を 求めた ので、 今 此篇を 作つ 

て 寄せた Q だと 申します。 


1 橋を將 軍と し、 越 前 を 後見と して.、 其 外 可レ然 人材 を 撰み て 有司と し、 幕府 を 抉け 以て 外 寇を攘 ふと 申 候碑說 は、 

去年 來堀大 久保兩 兄よりも 拜承仕 候。 且當 舂御密 表の 趣 も、 矢 張 御 同様の 由、 然バ御 一藩の 御定說 哉と 被 レ察申 

候。 乍 レ併實 に 幕府の 犯罪 を 正し、 天朝 を 尊 奉し、 內政を 整へ、 外 夷 を 御 攘斥被 レ成度 御 了簡に 被 レ爲， 在 候 得と 

も、 若し 然 する 時 は、 却て 內爭を 引出し、 外寇に 隙. V 窺 はれ、 終に 恢復 も 攘夷 も、 行れ 間鋪 哉との 御 懸念より、 

止 事 を 得す 權道御 川 被, 成との 御 趣意、 一 應御尤 に 相 聞へ 申 候 得 ども、 其 說は癸 甲 寅の 砌、 幕府の いまだ 一お ざる 時 

の 事に て， 旣に 家族に て は 水戶烈 公、 尾 張 侯、 越 前 侯 打 揃 はれ、 列 侯に は 順 聖公を 初め、 土 州 侯 宇 和 島 侯な ど、 

種々 手を盡 し、 忠吿竭 力 有 レ之候 も、 却て 罸を 蒙られ 一 蔡も行 はれす 候。 其 子細 は 巳に 英斷錄 にも 認 候 通り、 天 

然の歸 する 處 にて、 德川 氏の 自滅す る 由緣、 無 レ疑者 哉、 勿論 其 頃まで は、 久歸德 川 氏に 制令 を 受候餘 恩 も 有 レ之人 

心 未だ 全く 翻らざる 時に 候へば、 右 良 族 賢 侯の 等 策略、 尤も 當れ りと いふべ し。 若 其 時 誤て 事. V 擧候得 バ、 承久 

の亂の 如く、 却て 關 東の 爲 めに 傾 w を 取り 候 事 必然 也。 然るに 當 時の 勢 は、 江戶 旗本 を 初め、 府內の 人民に 至る 

まで、 聊 物を辨 へたる もの は、 ^幕府 を 恨み 侮り 候 程の 事に て、 まして 諸 國の士 民 は、 路頭の 噺に 迄不レ 斷惡ロ it 

蔑 致 候 程に 至り 候。 幕府 を 如何に 扶け 候と も、 徒 骨折に て、 鬼ても 角ても 行 はれ 間鋪、 迂； ili 窮 ると いふべ し。 縱 

へ 天威 を獎 奉りた る 上、  * 

勑詔 下り 候と も、 如何なる 人 あれば、 一橋 殿 を 城 中に 請 じ 入 可 V& 哉 。益 奸賊は 姦計 を 震 ひ、 當將軍 年若と はいへ 

ども、 廢官を 快と 思 ひ 被レ申 間歸、 夫 は Is^ も あれ、 かくまで 天意 を叛き 人心に 離れた る 者 を 何を賴 みに カを盡 すべ 

き や、 畢竟： 大 下の 大勢 を 知らざる 僻論と いふべ し。 唯 形 を 以て 御 覽被レ 成た る 上よりの 事に 可レ有 11 御 坐 1 候。 總じ 

て 大小 衆寡 は 形に て、 畫 11 にても 被 レ見候 ものに て、 約る 所 死物に て 御 坐 候。 人心の 合 離、 強弱 張 弛 は 勢に て、 邊 
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陲に 居ながら 被 レ見候 者に て は 無 i 之、 極めて 活物に 御 坐 候。 伎 レ之考 見る に、 先日 向田に て 御 議論の 出る 處、 形 を 

以て 御 被 レ成候 所より 起り 候 歟と相 窺れ 候。 古來 より 英雄 豪傑の 處置、 多く は 勢に 據て， 形に は拘り 不レ申 候。 譬 

は 元 弘の亂 に、 新田 氏ゎづ かの 兵 を 以て、 鎌 倉 十 萬の 勢 を 追 落し 候 も、 北條 氏の 人心 離れた るに て、 義 寅の 見た 

る 所 は、 則 勢に て 御 坐 候。 是叉 大小 衆寡に 於て 論ぜざる 處 にて 御 坐 候。 扭 先日 敵の 多ければ 多き ほど、 味方の し 

まりと 申 上 候 も、 こ.. r らの 事に て、 所謂 小敵の 强は 大敵の 虜と申 類に て は 決て 無二 御 HI 候。 怒 氣を發 し候餘 り、 

細密の 辯 論に 涉 りが たく、 一 時の 暴言 は 御 海 恕可レ 被 1 下 候" 且 天下の 形勢 は、 たと へ は 帆船の 河水 を泝 るか 如く、 

風 帆 は 台 令の 陽 形に て、 水流 は 

綸 命の 陰 勢に 御座 候 得ハ、 一度 順風 を 止む る 時 は、 忽ち 水勢に 隨て、 流れ 下り 候 儀 は、 必然の 勢に 御座 候。 其 上 

桑の 勢た る、 幕府 を壓倒 成が たき 位の 御微 運なる 天威に 被 レ爲レ 在 候 ハマ、 如何に 我々 如き 微臣、 紛骨を 盡し候 

とも、 恢復 は 勿論， 四 夷萬國 を蹂斕 し、 東海に 帆影 も不レ 見様、 夷 船 殲滅 は 思 ひも 寄らざる 處に可 レ有ニ 御座 1 候。 

能 々御者 可 レ被レ 成 i^。 斯迄犬 羊の 夷 等に 蹈 付ら れ候 様なる 勢に 相 成 來り候 時節、 久鋪 御隱居 同様にて、 九重の 上 

に 被 レ爲ニ 引 込 I 揚柳 桃李の 手に 御 生育 まし ましながら、 古今 不世出の 明 天子、 適 御 卽位被 レ遊候 事、 決て 偶然た 

る義 にて は 有レ之 Si 鋪、 必す 冥々 たる 天祖 大祖の 餘烈、 おの づ から 相 顯れ候 者に て、 此に 至りて は 天朝 恢復し、 

明 末 を 抉て 西土の 主と し、 三韓の 如き、 舊 莨に 復 して、 日本より 府を 立て 年貢 を 捧げし め、 永く 兄弟の 交 をな し、 

我 を兄國 とし、 彼 を弟國 とし、 力 を 合せて 百蠻蟹 文の 戎 奴を駁 制し、 諸蠻 屈伏、 華 を 以て 夷を變 じ、 天の 所レ 覆、 

地の 所レ 載、 萬 緒 億 端、 我 神州より 興起し、 皇 化の 四 表に 光 被す る 時節 到来と 可 レ被ニ 思 召 安一 候。 愚 兒の處 大略 如》 

此 御！： • 候。 返す- k 天命 人心に 御 戾被レ 成、 柔弱の 御說 は、 いづく まで も 御 除き 被 1 成 候 様、 乍 レ憚御 異見 中 上 候" 


穴 賢。  一 

右の 說は Ml く 御親征 にあら ざれば、 天朝 恢復 は 難 一一 相 成 一と 申處 より 起り 候譯 にて、 御 苦勞は 申まで もな く. 勿 

體 なき 御 事に 御 虛候得 ども、 ； 大命の 歸 する 處 、無二 是非 1 事に 御座 候 は、 申 迄 も 無 レ之御 案 內の御 事と 奉 レ存候 得 共 * 一 

御 親 征の砌 有事 は. 承 久の亂 に 北 條義時 如き 大惡 逆の 者 さへ、 泰時 引かへ し 相尋候 時の 答に、 若し 上皇の 御 親 

征に遇 ひ 奉らば， 脫レ 甲斷レ 弦、 奉 レ命之 外 更に 所 置なる ベから すと 申 候 事 も 御座 候 得ハ、 鳳輦 錦 族 動き 候 時 は、^ 

に不レ 血して- 忽ち 天下 一 統し候 儀 疑な かるべし。 一 着の 上 は、 朝鮮 遊歷、 長 毛 匪の 交會、 相 樂み居 申 候. 可 笑 一 

可 笑〕  一 

天皇 は 神に しませ は內 外の 

醜の 夷 等 たちむか はめ や  一 

壬 戌 正月 二日  一 

.  筑前 平. 野次 郞國臣  ！ 

薩 藩  . 一 

道隆 賢兄  . 一 

寒翠 賢兄  一 

研 北 

(OQ  紙、 

尊 藩の 伊地知 君と 敷の 說に、 ュ トロ フ敷、 力 モシ ヤス カ歟に 王城 を 遷し、 是 より 日本 中央に なさん との 說は、 寇ー 
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萊 公の 氣象、 さて こそ 摸 夷の 策 も 可 二相 立 T.^ に 感心 仕 候。 季文 子が 如き は、 竟に 臆病に 陷り候 ものに て、 首を畏 

れ尾を 恐る、 時 は、 決 斷は出 來不, 申、 鬼角斷 じて 死地に 入り、 無策の 出 策に 無二 御座 一 候 はて は、 實用活 策に 無レ 

之、 現在に 用 ひられ 不レ巾 候 半歟。 

近 降 は柴山 愛次郎の 名、 塞翠は 橋ロ壯 助の 號 であります。 培 覆 は 蓋し 栽る 者 は 之 を 培 ひ、 倒る 者 は 之 を 覆す の 古語より 

出で たもので • 已に 倒れ か k つて をる 幕府 だ、 討って 覆す が 宜しい と 云 ふ 意で、 尊攘 英斷錄 に は、 聊かながら 斯 かる 語 

を W ひて ゐ ますから、 世の 人の 此篇 を稱 して 培 覆 論と 唱へ るの は、 或は 尊攘 英斷錄 と 混同した ので はない 歟 とも 思 はれ 

ますが、 今 は 暫く 舊に從 ふて 培. g 論と して 置きます。 

國臣が 柴山梳 口に 此篇を 贈って から 二日の 後、 即ち 月の 四日に は、 宮部 ii 藏松村 深藏の 二人 は、 自ら 往 いて 田 中 河 

內介を 見、 摘 ほ 上阈の 事情 を審 にせむ と 欲し、 高 瀨を發 して 東行の 途に 上りました。 國臣 また 密に筑 前へ 歸 つて 篛徒を 

募りたい と 思 ひまして、 安積 五 郞を伴 ひ宮部 等と 途を 同く して 高 瀨を發 し、 先づ筑 後の 水田 を 過り、 露 木の 幽居 を訪ひ 

ました。 安積 は 始めて 眞 木に 接して 深く 敬服し、 後ち 福 岡の 吉田三 七郞に 語って、 生 來隨分 多く 世に 名 ある 人物に も會 

ふたが、 嘗て 眞 木の 如く 優れた 人 を 見た こと はない と 申した さう です。 

翌 五日、 國臣と 安積と は、 久留 米の 瀨 下に 到り、 眞 木の 本宅 を訪ひ 一 宿しました。 新年の 初で も ある 所から、 家人 は 

正式の 酒餾を 饗して 欽待 しました。 明けの 朝に なって- 安積が 痘痕面の 獨眼 龍で、 奇 古の 風釆 極めて 揚ら す、 垢 だらけ 

の 弊衣 をサ S てる を 見て 愕 ろき、 夜前の 獻酬を 氣味惡 かった と 云 ふ 笑話 も淺 つて をり ます。 此時安 稜は關 まの 木村忠 

之 助と 稱 し、 窮 最も 甚だしく、 身は劍 「各で も. 一 小刀 を 佩びないで ゐ ました。 


斯くて 國臣は 安積 を 伴 ひ、 微行して 福 岡 地 行 0.:!^ に歸 り、 宅 後の 狭ば 苦しい 小屋に 潜み、 近所 隣の 耳：^ を 避る こと 數 

日、 賽 伏し 夜 出て、 密に篛 徒 を 募りました〕 

然るに 福 岡 は 去年の 五月に 勤王 黨の獄 案 決し、 同志 概ね 處分を 蒙り、 或は 禁錮せられ 或は 流謫 せられてから 未だ 一年 

をも閲 しない 時で、 綴に 免れて 淺 つて をる もの も意氣 沮喪して 甚だ 振 はす、 戶田 六郞高 橋：. i=: 右衛門 吉田 三七郞 などに は、 

國臣 頗る 勸 誘に 勉 めました けれども、 或は 意見 も あれば、 或は iffl^ もあって、 一 人の 起って 應 する もの はゐ ませぬ。 戶 

田吉田 は闽臣 等の 潜んで をる 宅 後の 小屋 を 訪ねて 參 つて 安積に も會 ひ、 時勢の 話 を もして、 吉田は 一 たび 闕臣の 說に聽 

いて 起う としまし たが、 戶 田が 抑制した ので 思 止り ました。 國臣は提封^4十餘萬石の大藩、 斯の 如く 頼む に 足らざる を 

耻ぢ 且つ 悲み、 慨然と して 福 岡 を 去りました。  . 

此 ii^ 臣は 安積の 爲に 母親と 妹と をして 衣服 を 整へ しめ、 また 弟 鹿三郞 の所藏 して をる 大小の 一 一刀 を 取 出して 安積に 

與 へました。 鹿 三郞は 江戸に 行 役して 家に 居り ませぬ でした が、 後に 歸 つて 狀を 聞き、 啞然 たるの 外はなかった と 云 ふ 

話 もあります。  ， 

安積 は 園臣に 先だって 福 岡 を 去り、 m: つて 久留 米の 近郊 安武 村の 上野に 住む 小 瀧 外 記の 家に 潜み、 國臣は 後る- - こと 

數日、 密に秋 月の 海賀宮 門歸救 lis 卯 橘 II 四 位 等 を 叩き、 また 馬市の 岡部諶 助と 隈 村の 吉田 と を 過ぎり 筑 後に 

回りました) 

海 賀宮門 は 後に 禁錮 を 破り、 藩を晚 して 伏 見 寺 田 屋の事 變に殉 しました。 吉 田重藏 は齬齟 して 同志と 會 はす、 親族の 

耍 する 所と なり、 大阪 より 引返しました けれども、 一 たび は 蹶起して 鄕を 出で ました。 戶原卯 橘 は 此時は 出 ませぬ が、 

翌年 は 藩 を して 長 州へ 走り、 但 馬の 篛擧に 加 はって 斃れ ました。 海賀戶原は元來文武の素^^^もぁって頗る優れた志士 

四 〇： 九 
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でした けれども、 吉田は 草 萊のー 農夫で したが、 翌年 ふた、 び鄕を 去って 上國に 出で、 大和の 義擧に 加 はって 捕 はれ、 

元 治 元年の 秋、 國臣と 同じ 日に 六角の 獄で 斬られました。 最初の 奮發は 主として 國臣 の言說 より 起って ゐ ます。 今次の 

歸筑ま 福 岡で は 意 を 得なかった にしても、 筑 前で は此 二三の 志士 を 誘導した わけになります。 

維新の 中興に 貢獻 した 國臣の 事業の 最も 著い もの は、 蓋し 斯の 如く 滿 腔の 赤心 を 傾けて、 勤王の 旨 篛を宣 傅し、 討幕 

の意圖 を遊說 し、 善く 人 を 動かして 感奮 興起せ しめ、 到る 處に 反響 を 生じた 力と 功と でありました。 

筑 後の 志士の 奮 興，、」 二人の 烈女 

國 臣が筑 前から 歸 つて 參 ります と、 薩摩 人の 大擧 して 藩 を 出る 期 も 追々 近くな つたので、 眞木 は- f^. 月の 十六 日に 子弟 

門人 を 集めて、 愈.， 義擧を 企 はだつ る 事 を 吿げ、 衆の 志 を 問 ひました。 子弟 門人 は皆眞 木の 節度 を 奉じて 身 を 致す こと 

を 誓 ひ、 意氣 大に揚 りました。 國 臣は此 間に 於て 周旋 最も 勉 めました。  ， 

水田の 淵 上 郁太 郞は、 眞 木の 子弟 中、 頗る 學問 文字 も あれば、 氣カ 才幹 もあって， 眞 木より 依頼 を 受けて をる 英 物で 

した。 弟 謙 三と 同じく 義擧に 加 はる ことに 決します と、 一 たび 鄕を 出れば 生きて 歸 るか 死ぬ かも 分らぬ し、 家に は 父母 

幼 妹 も 居って 兩 親の 手助け をす る もの も 無い 所から して、 後の 事も考 へねば なり ませぬ。 下 川の 娘を迎 へて 置く が 好か 

らう、 彼の 女 なれば 家 は 心配 も 要るまい と 云 ふわけ で、 國臣も 眞木も 至極の 黉成 をして、 一昨年の 秋、 國臣が 松 村深藏 

と共に、 始めて 眞 木を訪 ふて 參 つた 時、 一夜 宿った 下 川 瀨兵衞 の 娘 阿 正 を 急いで 娶る 相談 を 調へ まして、 大 鳥居 理兵衞 

夫妻 を 表 向の 媒灼 人と し、 正月 一 一十 八日 を 以て 婚儀 を 行 ふこと に 取 極めました 0 


下 川の 方で は • 娘の 伯父 や 叔母に 話します と， 祝儀 事 は 正月に せぬ もの ぢ やと 云 ふし、 下 川で も 多少 は 支度の 都合 も 

あつたので、 母親から 二月の 二日に 祝儀 を 繰延べて は 貰へ まい 軟と 父の 瀨兵衞 に 頼みます から、 瀨兵衞 は 到底 それ は 承 

知 はされ ぬ だら うが、 兎も角も 話 をして みやう と、 淵 上に 相談 をし ますと、 淵 上は晃 して 然んな 馬鹿らしい 事の ある も 

のか、 思 立った が 吉日で、 善 は 急 げぢ や、 日が 如何の 月が 如何のと 云 ふわけ は 無い と、 無理やりに 極めて 了って、 豫定 

の 通り 一 一十 八日に 祝儀 をし ました。 國臣も 祝儀の 席に 列ら なって 婿 マ ギラカ シと云 ふ 面白い 一 役 を 勤めました。 

これ は 此邊の 土地の 風俗で、 婿さん が 極まり 惡 がる 所から、 1 人の 介 添 人 を 設け、 同席 をして 式 を 行 ふ もの ださう で 

す。 これに 就ても、 下 川の 方の 伯父な ど は、 知り もせねば 顔 を 見た こと もない 様な 余所の 人の 婿 まぎら かしと は、 そり 

やなん ちう こっかと 申して 不服 を 鳴らした の を， 淵 上 それ は 兄弟 同様に 親しく 交る 間抦 だからと、 段々 疏明 をして、 阈 

臣は 終に 此役を 勤めました。 それから 翌日 か翌々 日の 晚に は、 膝 直しと か唱へ 祝儀に 列つな つた 人々 など を 請 じ、 改め 

て 宴 を 開いた うです が、 その 席で 國臣 はお 代 はりの 出来ない の を 通例と する 雜烹 のお 代 はり を 求めて、 據 なく 大根 か 何 

かの 生 烹の物 を 振舞 はれた と 云 ふ 話も殘 つて をり ます。 

國臣の 一 生に は 花々 しい 事蹟 多く、 種々 の 物語 を も 留めて はゐ ますが、 元來の 人柄 は先づ 沈着いて 靜 かで、 高い 聲で 

物 を 言 ふやうな 風の 人でなかった こと は、 實 際接觸 した 故老の 公論で、 また 固より 好事 を 喜び 惡戯を 弄ぶ 人柄と も 違 ひ 

ます。 それに 此時は 齢 も已に 三十 を 三ッも 四ッも 越えて るます。 婿 マギラ カシの 一 役 を 勤めた の は、 勿論 それ は 國臣に 

信賴し 國臣を 尊敬して をる 淵 上が、 已れ の榮譽 として 特に 頓ん だので ありませ う。 

此時淵 上の 娶 つた 妻 は、 七十 餘 歳の 高齢 を 保ち、 大正の 朝に なって 世 を 去った 人で、 その 晚 年に は、 著者 も會 ふて 種 

.«< の 話 を 聞きました。 
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淵 上と は 僅かの 間同樓 をして 一 女 を 遺された ま > -、 淵 上 は 或は 捕 へられて 拘囚 となり、 或は 逃れて 他鄕に 潜伏し， や 

がて 非命の 最後 を遂 けたので、 若い 時より 孤獨の 生活 をして 數十 年の 久 きを 送り、 終始 善く 家 を 守りまして、 勤王の 志 

士 たる 故 夫の 留託を 空 しくせ なかった 珍ら しい 烈女で ありました。 

此時 久^ 米の 瀨下 にも、 一人の 烈女が ゐ ました。 即ち 眞木和 泉 守の 女で、 名 は 阿掉、 父の 最も 愛する 所で、 人と 爲り 

俊爽 にして 敏聽、 ネ思 もあって、 粗 ぼ 字 を 識り歌 も 解りました。 歲 方に 二十 四、 いつの 間に か 國臣と 盤 敷 を 通じまして、 

密に^ 愛する 情人の ii 柄でした。 從 弟の 大 鳥居 菅吉 から、 我が 叔父 兄弟が 國臣 等と 相 謀って 何 か i$ を 企 はだて &、 今年 

の 春 は 或は 軍の 起ら う も 知らぬ と 云 ふ 秘密 を 漏れ聞き、 女ながら も 深く 感激し まして、 一 首の 歌 を；^ み、 阈臣に 贈り ま 

した。 

梓弓 春 はきに けり ますら をの 

花の さかりと 世 はなり にけ り 

國 臣 また 答へ ました。 

ますら をの 花 さく 世と し 成 ぬれば 

此春 ばかり 樂 しき はなし  、 

數 ならぬ 深山 櫻 も 九重の 

花の さかりに 咬き は 後れ じ 

この 阿 女 も 長生 をして 大正 十四 年の 秋に 八十 七 歳で 世 を 去られ ましたが、 これ も 著者 は 生存 中 幾た びか. ^ふて、 委 

はしく 常時の 話 を 聞きました。 


叔父の 外 記と 兄の 主馬と は、 斯 かる 歌 を、：^ んだ こと を 知り、 愕 いて 事情 を 尋ね、 それ は 大事の 秘密 だから、 輕々 しく 

然んな こと を 言 ふて はならぬ と 戒めた さう です が、 間もなく 當 時の 勤王 黨の 志士の 間に は傳 はった ものと 兑 えまして、 

有 馬 新 七 は 伏 見の 寺 田屋で 雞に殉 する 少し 前に、 座敷に 足 を 仲べ て 天井 を 仰ぎながら、 此歌を 朗吟して 感 賞した と 云 ふ 

ことで、 自ら 狀を目 架した 阿掉 女の 弟 菊四郞 は、 寺 田 屋の事 變に難 を 免れ 押送 せれて 歸 つて 後、 姉さんに 語りました リ 

阿： t 女 は 國臣の 意 を 承け て， 爲に 多く 綿 を 入れて 着 籠 を 縫 ひました、 當時は 筒袖が 頗る 行 はれて ゐ ましたが、 國臣は 

己れ は 袖の 狹ば いのは 好まぬ。 尋常に して くれと 頼みました ので、 ャハリ その 通に 縫 ひました。 それから 別に 燧 袋 を 

作って 贈り、 一 首の 歌 を 添へ ました。 

折々 にう ちて 燒く 火の 煙 あらば 

心さす が を 忍べ ぞと思 ふ 

情 思 探すべし であります。 

阿 棹 女 は 後に 樋 口 胖四郞 と 云 ふ 人の 妻と なって 數 人の子 を も 生んだ 人で、 昔し 國臣と 態 敷を逋 ぜられ たこと は、 老後 

も！！ く秘 して をら れ ましたが、 これ は 國臣の 方に、.^ んだ幾 首の 歌 も あれば、 他に 種々 の徴 憑も殘 つて ゐ まして、 ® 'ふべ 

からさ 事 實と思 はれます。 

後に も 記る す機會 はあり ませう けれども、 國臣の 歌 は、 今 こんに 先づ收 めて 置ます。 

戀 わたる 妹の 門 優の 川の 名の  一 

千歳の 契 か はらす もがな  1 . . 

1 日 だに 妹に 戀 ふれば 千歳 川 
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四 10 

つい 0 逢艱を まつ ぞ 久しき 

逢 ふこと を 妹 も 千と せの 川の 瀨の 

下に こがれて 待ち わたるらん  一 

か&る 身と なりぬ と 聞きて 契りて し  一 

妹 もや 我 をう とみ はつらん 

窭 とだに 契りお かすば かくば かり 

逢 はざる 妹 はしの び ざら まし  . 

妹と 我 ふかき 契 は 千歳 川 

か はる 淵 瀬に なら はさら なん 

千歳 川 は 即ち 筑 後川で、 眞 木の 一 家の 住んで をる 水天宫 の 境内 は、 筑波 川の 岸頭に 臨んで ゐ ます。 歌 は 孰れ も 露骨 を 

極めた 作で、 歌と して は^ 格の 風情 はない として、 これ は此 歳の 夏より 冬に かけ 福 岡の 树木屋 の 獄に囚 はれた 時、 彼の 

著名な 挑 燃 字で 世に 留っ たもので すから、 自ら 無量の 感懷を 生じます。 

それから 二人の 關 係の 始めて 起った かと 思 はる- r 頃の 歌と 覺へ、 他の 幾 首の 作み 併 はせ 記した のが、 ^に 二 首 ありま 

す。 確かと 國臣 の咏ん だものと 云 ふこと は出來 ませぬ けれども、 如何 も然 うらし いので、 筆の ついでに 收 めます。 

武士 戀 

とも すれば 荒木の 弓のに へよ はみ 

離れて 逢 はぬ 戀も する 哉 


梓弓 末 か はら じと 引 弦 Q  , 

ついに は 切る.. -ふ しも こそ あれ  . 

片 糸の みだれし 末 は 知らね ども  -. 

はや 打 解けて あはん と ぞ思ふ 

】 

紫 山 愛次郎 橋ロ壯 助の 東行 水田の 會議 ■ 

せんご い 

去年の 暮、 國臣 伊牟田の 歸るを 送り、 川內の 向田 驛に 到り、 談論 を 交換し て^れた 薩 摩の 柴山 愛次郎 橋ロ壯 助の 二人 

は、 政廳 より江 戶 屋敷の 糾合 方 勤 を 命せられ、 正月 二十 三日 を 以て 鹿兒島 を發し 東行す る 途次、 二十 八日 熊 本に 川上 彥 

齋を訪 ひ、 二十 九日 高瀬に 松 村 大成 父子 を訪 ひ、 二月の 朔日 水田に 着いて 眞 木の 幽居 を 叩きました。 國臣は 昨 より 久 

留 米の 方に 參 つて ゐ ましたが、 此日 期せす して 歸 つて 來て、 偶然 相 會し與 に 義擧の 策を議 しました。 

國 臣と眞 木と は 柴山橋 口の 話 を 聞い. て、 薩摩は 藩主 茂久 公の 江 戶參勤 を 見合 はせ、 實父久 光 公代 はって 藩 を 出 でら る 

事情 を 始めて 知り、 此 間に 慮す るの 方略 を 細論し まして、 說 悉く 合 ひ、 策 全く 成り、 部署して 各々 擔當 する 所 を 定め、 

國臣 は先づ 萩に 到りて 周 布 政 之 助を說 き、 防 長 人の 蹶起 を 促す ことにな りました。 

柴山橋 口の 二人、 また 深く 眞 木の 言論 志操に 敬服し、 豫想 以上の 人物と 稱 しました。 會議の 仔細 は、 二人が 下關 から 

有 馬 新 七 田 中 謙 助に 寄せた 書中に 見えて をり ます。 然うして 此日 議定した 方略 は、 眞木國 臣等は 九州 及び 防 長の 義徒を 

結束し、 京都へ 出て. -田中 河內介 等と 相 謀り、 久光 公の 京攝の 地へ 着かれる の を 要し、 擁して 盟主と し、 有 馬 新 七 田 中 
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四 一 二 

謙 助 等の 一派と カを戮 はせ、 九 條關白 を 襲 ひ 所 司 代 酒 井若狹 守を斫 り、 柴山橋 口 は 江 戶 へ 出で、 水戶人 及び 江戶に をる 

^方の 志士 を 糾合し、 東西 相應 じて 一時に 義兵 を 擧げ、 幕府 を 討ち 朝廷 を扶 けて、 王政 恢復の 基 を II かう と 云 ふので あ 

りました。 

柴山橋 口 は翌ニ 口に 水田 を 去り ましたが、 大久 保が 京都よりの 歸途、 今 明のう ちに 此逢を 過ぐ る こと を吿げ 露 木 は 

に會兑 して 說 くやう にと 慫慂 しました。 眞木 また 久光 公の 計畫の 內容を 質さむ と 思 ひまして、 國臣と 相談 を 遂げ、 

木 若し 羽 犬 塚に 於て 大久 保と 會見 する ことが 出來 なければ、 國臣は 之 を 瀬 高に 耍 して 面談せ ねばなら ぬと 約し ました。 

阈臣は 自ら 羽 犬 塚の 驛亭に 就て、 先觸の 氏名 を 取調べ、 大久 保が 三日の 夜 ここ を 通行す るの を 知りました ので、 眞木は 

此夜淵 上 郁太 郞を携 へて 水田の 幽居 を 出で、 大久 保が 深更 早 駕籠 を 飛ばして 羽 犬 塚 を 過ぐ るの を 要し、 淵 上の 姉婿 古武 

助左衞 1： の 件 宅に 請じ入れて 會見 しました" 如何 いふ 話 をした 敷、 それ は 分って ゐ ませぬ が、 眞木 は大久 保の 談を 聞い 

て 聊か 意 を 安んじた 模様で、 淵 上 は 戶ロを 守って 人の 出入 を 戒め、 吉武 は內に 居って 酒を溫 めた さう であります。 國臣 

は大久 保が 眞木 と^れて 羽 犬 塚 を 去って から、 途中に 待 受けて 駕籠 を 遮ぎ りました が、 己に 眞木 と會 見して 來 たこと を 

知りまして、 #: く 立談 して 匆々^ れ ました。 

五日に は、 宫部 鼎 藏松村 深藏の 二人、 京都より 中 山 忠愛 卿の 敎書を 蕭 らして 歸る 途次、 來 つて 水田 を 過ぎり まして、 

田 中 河 內介は 去る 二十 五日 を 以て、 粟田 宫法 親王の 令旨 を 奉じ、 西 下の 途に 就く 豫定 であった こと を 告げ、 且つ 具に 上 

岡の 形勢 を 語り、 河內介 また 書 を 二人に 托して 國臣 等に 贈り 此意を 致しました。 そこで、 今月の 中旬に は、 河內 介が 粟 

ffl ロ宮法 親王の 令旨 を 奉じて 下る 次第 も 分って、 衆 心 大に振 ひました。 


義 徒の 周旋 奔走 

是 より 先、 阿蘇の 大宮司 惟 善 は、 正月の 中旬に 薩 摩の 是枝 柳右衞 門が 豊後 を經て 上洛す る 途次 來り訪 ふて、 薩. S 人 は 

今年の 春 京都へ 上って 大に爲 さう とする 事情 を詳 かにした ので、 自ら 熊 本に 出て 其 事 を 話しました。 それに 今は宮 部 ii 

藏と松 村深藏 とが 京都より 中 山 忠愛 卿の 敎書 を窗 らして 歸 つて 来て、 上國の 形勢 を 告げました から、 ^武 兵衞. 水，：：^? 三 平 

はじめ， 專ら愼 重 着實を 旨と する 老成の 人々 も、 勤王 義擧の 事、 また 必す しも 浮浪の 徒の 一 W 動の みに あらざる +ゾ 知り ま 

して、 肥 後の 人の 間に も 蹶起 奮 興の 說 漸く 盛に 起り ました。 

豊 後の 小河彌 右衛門 も、 是枝柳 右衛門の 談に 依って、 薩 摩の 事情 を 知り、 熊 本に 參 つて 村 上 良 齋と云 ふ 人より 宫部等 

の歸 つたの を 聞き、 二月の 六日に 馳 せて 松 村 大成 を訪 ひ、 翌 七日 は 水 S に眞 木を訪 ひました。 小 河の 此行 は、 久光 公の 

鹿兒島 を jr 駕 せ- る&を 期と し 直に 上洛す るつ もりで、 豊後を 出て ました けれども、 i 呂部 等が 歸 つて 來 たので、 京都の 

形勢 を詳 かにし、 且つ 田 中河內 介が 近く 令 11 曰 を 奉じて 西 下す る 報吿を 得ました から、 豫定の 計 畫を變 じまして、 筑 前の 

山家 若く は筑 後の 松 崎の 邊に 於て、 河內介 を迎へ 同行して 薩 摩に 入らう と 思 直しました。 眞木も 近 ごろ は久 の政廳 

の 注目す る 所と なって， 到底 長く は 水田に 留 つて 居られぬ 勢 を 生じた ので、 田 中小 河と 相伴 ふて 入薩 する 意 を 定め、 同じ 

く 南行す る 約束 をし まして、 小 河 は 先づ筑 前の 秋 月に 到って 海 賀宮門 等の 近 狀を問 ひ、 緩いて 河内 介り 來 るを迎 ふる 爲 

め、 八日に は 一 先づ 水田 を 去りました。 

此 頃の 數 日に 於け る 國臣の 動静 は、 具體 釣に 明確で ありませ ぬが、 盖し 日夜 筑後肥 後の 間 を 奔走 周旋して、 義 徒の糾 
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合お 結束と に 力 を 致した も Q と 見えます。 0.^i0$iki^n0i.  S 小 河 の後を追 

ふて 肥 後に 出で、 松 村 大成の 家 を 過ぎり ますと、 閾 臣の參 つて をる のに 出會 ふたと 申します。 恰も 八日 か 九日に 當りま 

す。 廣 ® は 水田に 到って 大 鳥居 理兵衞 に 逢 ひ、 また 直に 小 河の 後 を 追 ふて 去りました。 

s ま S 中河內 介が 令？ 奉じて 西 下し 來る期 曰 方に 切 I 吿げ、 II 久光 公の 發駕 せらる V 裏 は 二十 五日で、 

近く， I 曰の 後と なりまして、 ぞ 籠の 糾合と I と を 謀って 之に 應ぜ ねばな り ませぬ から、 最も gl の 奔走 周旋 を 

必要と します。 それに 久米留 の 政 廳 は眞木 等に 注目 を 加へ、 同志の 行動 漸く 意の 如くな り 難く、 やがて 思々 に 脫奔せ ざ 

る |ざる 勢 は已に 熟して ゐ たので、 匿は此 間に 於て、 特に 多く 處 する 所がなければ なり ませぬ。 その 自ら I. の 地 

方に 入りて 雲す るの I 止まり、 淵 上 郁太郎 をして 代 はって 获に 行か しめたの も、 S 此等 S 情から 起った ので あ 

り ませう。 

十二 日に， 眞 木の 弟大 鳥居 理兵衛 は、 子の 菅吉 及び 甥の 宫崎槌 太 郞を從 へ、 名 を 水田 天滿 一呂の 社用に 托し 家 を 出で 

大雪 を 犯して 上洛の 途に 就きました。 理兵衞 は 政 廳に對 し 兄 泉 州 を 監守す る 責を負 ふて ゐ ますから、 泉 州に して 脫奔す 

る 時 は、 直に 己れ の 過失と して 尤 めら れ、 自ら 家 を H る ことの 出来ない の を 恐れて、 先づ 去った ので ありました。 

此夜 3^ 木 は密に 水田の 幽居 を 出て、 久留米 市外の 弟 外 記の 家に. 老母 妻 及び 男 主馬 女 小 棹 等 を 招きました 訣^し、 ま 

た 密に吉 S 式 衞を迎 へて 後事 ケ囑み 、翌日の 夜 水田の 幽居に 歸 りました。 

十四日、 淵 上 郁太郎 は 防 長の 地方に 入り- 義擧の 事を說 いて 同志の 奮發を 促す 爲め、 角大 鳥居 照 三 S は下關 i さ邊 

に 於て 田 中河內 介を迎 ふる 爲め、 分れて f  Is ました。 此時淵 上 は 牟田大 助と 稱し、 角大 鳥居 は 川 崎 一二 § と t ま 

した。 


小河彌 右衛門 は 秋 月に 到りて 密に 海賀宫 門の 幽居 を訪 ひ、， 且つ l! 原 卯 橘 等に きひ、 廣瀨健 吉が追 ふて 來 るに 及び、 相 

伴 ふて 秋 月 を 去り、 太宰府に 眞 木の 弟 小 野 加 賀を訪 ひ、 次で 山家の 驛に足 を 留めて、 田 中河內 介の 來るを 待ち ましたが * 

河 內介は 終に 來り ませぬ でした。 

眞木和 泉 守の 南 走ぐ」 子弟の 脫藩 

久留 米の 政廳 は， _ 去； 牛 このかた 他 國の士 人が 多く 水田に 出入す る if 實を 知り、 また 近 ごろ 眞 木が 禁を 破って 大久 保と 

羽 犬 塚に 會 見した 痕跡 を 認めまして、 頗る 注意 をして をり ましたが • 大 鳥居 理兵衞 の 一行 三人、 十二 日 を 以て 水 W を 出 

で、 淵 上角大 鳥居の 二人、 また 十四日 を 以て 各. -家を 去った こと を 聞き、 眞 木の 脫走 また 遠から ざる を 察しまして、 十 

五日の 夜、 与お に 吏員 を 水田に 遣 はし、 守卒を 村の 四 境に 置いて 警戒 を嚴 びし くしました。 

眞木は 政廳の 警戒 漸く 嚴重 となる を ：12- まして、 若し 田 中河內 介の 來るを 待ち 合せ、 逡 巡して 一 日 後れむ に は、 必らや 

拘囚の 身と なること を 思 ふて をり ますと、 十六 日に なって、 政廳 では 今夜 を 以て 命 を傳へ * 他所に 移さう と 云 ふ 評議 Q 

熟した の を 密に吿 ぐる ものが ありまし たから、 急に 策 を 決し、 此 日の 正午 頃、 淵 上 郁太郎の 弟 謙 三 及び 吉武 助左銜 門の 

二人 を從 へ、 白日 公然として 幽居 を 出で、 匁 を 露 はした 槍 を 提げ- 火繩 付の 銃を携 へて 守卒を 脅かし、 監視 線 を 破って 

逸し、 間道 を 取り 先 づ高瀨 を 指して 走りました。 末男 菊四郞 適. -久留 米より 參 つて 父が 已 に^し 去つ にこと を 間き、 ま 

た 直に 後 を 尾して 脫し、 追 ひ 付いて 從 ひました。 . 

豊 後の 廣 瀨健吉 は、 田 中河內 介が 期 を 誤って 來ら ぬの を 見、 重ねて 眞 木と 相談す るつ もりで、 小 河の 意 を 承け、 此日 
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水 E に來 ましたが、 恰も 眞 木が^ 走した 後で、 混雜を 極めて ゐ ますから， 去って 羽 犬 塚の 驛に 宿り、 明日 杨 崎の 驛 に！^ 

つて 小 河と 會 ひました" 黌 後の 同志 高 野 直 左衞門 も、 小 河 廣瀨の 後ケ追 ふて、 此 日の 晚景 また 水田に 參 りました が， こ 

れも脫 走の 事變を 問き、 愕 いて 去りました。 

阈臣は 久留术 より 馳せ來 り、 下 川 瀨兵衞 の 家に 就いて， 密に眞 木の 脫 走した 狀を 尊ね、 また 直に 久留米 を 指して 回へ 

りました。 

此夜久 I では、 原道 太 SI き 荒 卷半録 sis 酒 井 傳次郞 ，^鶴 田陶司 sil 中 垣健 太 郞帽！ J 古賀 g 

二 y 正.. -"^Q 六 人、 路を豊 後の 日 田に 取 じて 跪し、 小 瀧 外 記 は 路を肥 前に 取って^し、 外 記の 家に 潜んで ゐた 安積 五郞 

また 此時を 以て 去り、 眞 木の 長男 主馬、 现兵衞 の 長男 次郞 は、 备./ 家 を 守って 留 りました。 

闽ほ は此日 水田に 到り、 眞 木の 脫 走した 狀を詳 かにし、 ふた \ ぴ久留 米へ 歸 へり， 夜深けて 密に瀨 下の 眞 木の 本 { モを 

訪 ふて^れ を 吿げ、 一 先づ 南の 方 高瀨を 指して 去りました。 

露 木 は 十七 日の 曉天、 高瀬に 到り 松 村の 家に 投じます と、 宮部 鼎藏 松 田 重 助 永 鳥 三 平隨松 左衞門 等が、 田 中河內 介の 

來 るの を 途に迎 へむ とて、 熊 本から 參り合 は i てゐ ましたので、 孰れ も 面會を 遂げまして、 即日 舟. V 僦 ふて 菊 池 川 を 下 

り、 途 より 舟 を 棄て問 道 を 取って 南行し、 十九 日 松 橋の 驛 より 海を航 し、 二十 一日 薩 摩の 阿久根に 到り、 斯くて 鹿兒島 

の 城下に 入りました。 

露 木が 幽居 を 出て、 脫 走した こと を 聞いて、 久留 米の 政廳は 大に愕 ろき、 急いで 捕手 を 諸方に 放ち、 脫 走者 を 追跡す 

るに 忙 はしく、 物情 恂々 として 人心 混雜を 極めました。 

大 鳥 居 理兵衛 の 一行 三人 は- 十八 日長 州の 竹 崎に 到りて 白 石 正 一 郞を訪 ひました が、 翌十 九日 下 翻に 於て、 久^ 米よ 


り 追 して 来た 捕手の 枸 する 所と なり、 即日 押送 せらる、 途次、 现兵 衞は筑 前の黑 崎で 舆 中に^ 殺しました。 それ は此 

文久ニ 年の 回 天 運動に 係 はる 劈頭 第 一 の 殉難者で、 兄 和 泉 守 も 己に 捕 はれ 事 全く 破れた と 思 ふて 死 を 決した ので ありま 

した。 

淵 卜-郁太 郞角大 鳥居 照 三郞の 二人 は、 十六 日 下關に 到り、 竹 崎に 白 石 1^ 1 郞を訪 ひ、 密に 相談 をして、 淵 上 は 急行し 

て 萩に 赴き、 角大 鳥居 は 小 倉まで 回って 田 中 河 內介を 待って をり ますと、 十九 日角大 鳥居 は先づ 捕手に 捜が し 出されて 

捕 はれました。 淵 上 は 十八 日 萩に 入って 久阪玄 瑞土屋 矢 之 助に 逢 ふて 事 を 謀り、 久阪と 俱に土 佐の 吉村寅 太郞を 旅舍に 

訪 ふた 後、 急いで 歸る 途中、 秋 吉臺で 捕 はれました。 眞 木の 弟 小 瀧 外 記 また 肥 前の 領內に 於て 捕 はれ、 各. -拘囚 の 人と 

なりました。 

原 道 太荒卷 羊三郞 等の 六 人 は、 豊 後の 日 田から 間道 を 取り、 英彥山 を 越えて 豊 前の 中津に 出で、 一 行中の 四 人 は、 海 

路 より 直に 東上し、 原 荒牧の 二人 は、 闽臣の 紹介 を 以て 竹 崎に 白 石 正 一 郞を訪 ひ、 白 石の 庇護 を 受けて 潜伏し ました。 

安 精 五郞も 都合 好く 脫 して 上りました。 , 

阈臣は 十六 日に 久留 米と 水田 を去來 して 奔走し、 駕 木の 狀を問 ひ、 義 徒の 脫定を 助けた 後、 また 肥 後に 入り、 留 つて 

熊 本と 高瀬の 問 を 去 米して 同志の 結束 を 謀る こと 數日、 宫部松 村 及び 松 田 重 助 山 田 十郞等 は、 猶ほ田 中河內 介の 来る を 

待って 策 を 決する こと を 期し、 松 田は筑 前の 境まで 出で \ 迎へ むとしました けれども、 河 內介は 約に 遠 ふて 来なかった 

ので、 人々 は 種々 の 疑惑 を 生じ、 議論 また 紛々 として 起り ました。 國臣は 肥 後の 事 多く 賴 むべ からざる を 憾み、 轉 じて 

肥 前の 佐賀に 入り、 義徒を 募り、 また 一た び筑 前の 境に 歸り、 馬市の 岡部諶 助を訪 ふつ もりで、 二十日に 高瀬 を 去り、 

北 を 指して 行く 途上、 廣瀨 健吉が 小河彌 右衛門に 刖れ、 肥 後の 形勢 を 視察して 來 るのに 逢 ひました。 廣 瀬は阈 臣の談 を 
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聞いて、 自ら 南行す る 必要な きを 知り、 相伴 ふて 引返し、 久留 米に 小 河と 會 ひました。 

小 河の 從 僕の 竹 五郎が、 十七 日久留 米の 眞 木の 家に 於て、 雞を 畏れて 逃れ 潜んだ のを怪 まれ、 政廳 の拘囚 する 所と な 

り、 且つ 小 河の 手荷物 を も押收 せられた ので、 それ を取戾 さう として、 政 廳に褂 合 をして、 數 H 久留 米に 足 を 留めた の 

です が、 二十 一 日に 及びて、 竹 五郎 は 解放せられ、 手荷物 も 交付 を 受けました から、 廣瀨 と俱に 南行して 肥 後に 向 ひま 

した。 

旅費の 窮乏，、」 志士の 苦節 

期くて 闽臣 は久留 米に 於て 小 河 廣瀨と 刖れ、 また 密に歸 つて 筑 前の 境に 入り、 二十 三日 馬. 5. の 岡 部 諶助を 報み まして、 

齊を福 岡の 父親 吉郞 右衛門に 寄せ、 筑後肥 後の 間に 足 を 留めて 薩摩 人の 出 境 を 待って をる. H を 吿げ、 且つ 旅费の 節乏を 

訴 へて 金 ニ兩の 贈與を 求めました J 

益 御 靜泰奉 11 恐悅 1 候 二 私義無 異罷在 候、 御 消 念 可い 被い 爲レ下 候。 拔其後 周旋 今程 南筑西 火邊に 遊び、 薩之 出掛 相 待^ 屮 

候。 就而は 旅費 拂 底に 相 成 甚雞^ 仕 居 申 候 間、 金子 貳兩程 御調 達 被 レ下間 敷 哉、 左 候 は、 に暫之 處取續 き、 薩勢出 懸に相 

成 候 上 は、 如何様に も 相 成 可レ. e. 相 考居申 候 得 ども、 彼方 次第に 延引に 而 、犬に 手 支に 相 成 申 候に 付、 無 レ據右 之 處御相 

談中上 候、 此段御 聞 納可レ 被い 爲レ下 候。 恐惶 謹言。 

二月 二十 三日  田 中 作 八 

吉郞 右衛門 樣 


馬市 は 一 i 岡 を距る こと 約 八 里、 岡 部 は 自ら 書 を 齎らして 行き、 金子 を領 して 歸 りました。 

闽臣は 去年の 十月に も、 箐を 父親に 寄せて 金 二 雨の 贈與を 得ました が、 今 また 此事 を兑 ます。 物價の 低廉な 當時 C 金 

の 購買力 は 甚だ 豐 富で、 今日と は 比較せられ ない としましても、 しかし ニ兩は 格^の 多額と も 巾され ませぬ。 それ- 猶 

ほ斯 かる 不自由 を を 極め、 心 力 を 傾け 奔走 周旋して 君國の 事に 勤勞 したので あります。 志士の 苦節 苦心 は， 自ら 想 ひや 

られ ます。 

阈 臣は筑 前の 南 境に 入って、 岡 部 諶助吉 田 重藏の 徒を訪 ひ、 馬市 隈 村の 邊に潜 むこと 數日、 此 問に 於て、 二月 二十 五 

日に 決定して ゐた島 津久光 公の 發駕が 三月の 中旬に 延期せられ たこと を 知りまして、 岡 部の 福！； より 金 チを領 して 歸っ 

た 後 は、 轉 じて 肥 前の 佐賀に 入り、 枝 吉空助 江 藤 新 平等 を 見て、 蹶起 を 促しました けれども、 佐 賀人は 急に 動き ませぬ 

でした。 そこで 去って 筑 後の 柳 河に 川 邊源太 郞の家 を 過ぎり、 斯くて ふた.^ び 肥 後に 入り、 熊 本 高瀬の 問 を去來 して、 

專ら 同志の 糾合 を 謀り， 薩摩 人が 久光. 公の 駕に隨 ふて 境 を 出る の を 待ちました。 

吉田重 藏は此 時の 義擧の 企に は 與るを 得 ませぬ です けれども、 一 たび は 志 を 立て 家 を 出で- -鄕 人の 引戻す 所と なり、 

翌年の 舂、 國臣が 福 岡の 獄に 居る 頃、 肥 後の 松 田 東 助に 從 ふて 出で、 大和の 義擧の 一 人と して 身 を 致しました。 岡部諶 

助 は 病弱で、 翌年の 夏 世 を 去り ましたが、 夙に 懷慨國 .3^^ 憂 ふるの 志 篤く、 最も 國臣を 信じ、 吉 W と 1!1： じく、 草萊の 農夫 

を 以て 勤-土の 大義 を 解して をる 人でした。 然うして 家は筑 後に 近い 境 上でした から、 阔臣は 折々 密に 來て訪 ふたので し 

た。 佐賀の 遊說は 終に 一人の 義徒を 募る こと は出來 ませぬ でした が、 江 藤 新 平 は 此歲の 六月 獨り裔 ふて 藩 を し、 翌キ 

の 夏 は 輻 岡と 下關 とに！： 臣を尋 ぬ 廻 はって ゐ ますから、 必 すし も此 時の 遊說 と和關 する 所がない と は .5. されますまい。 
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杉 、仇の 川邊源 太郎は 一 昨年 0 頃より 交 を 結び、 嘗て 共に 松 村 大成 父子 高木 元 右衛門 等を訪 ふたこと も ありました。 此時 

の^ 擧には 加 はり ませぬ けれども、 元 治 慶應の 頃に は、 一個の 志士と なって 行動し ました。 

肥 後人で 此 時の 蒙 を賛 し、 蹶起して 上國 まで 出た の は、 內田 彌三郞 1 五 g 竹 下 能.、 雄 五 f び 農夫 緒方榮 八の 

三人でした。 肥 後に 於け る 他の 幾多の 先 载 同 楚 は- 概ね 中途より 異義 を 抱いて 自ら 抑制した に拘 はらす、 此 三人の み斯 

の 如く 蹶起して 出た の は、 主として 松 村 大成の 援助から 生じた と は 申しましても、 闽臣 の獎勵 鼓舞 は 最も 與 つて 力の あ 

つた もので、 農夫の 緒 方 榮八は 別けて 然 うだと 聞え て をり ます。 

後に 入江 八 千兵衛 若く は 旭 健と 稱 して 名 を 知られた 木 曾 源太郞 も、 國臣の 熱心なる 勸誘を 受け、 深く 感動し まし 

たが、 身 一 たび 藩を脫 すれば 忽ち 累を 養家に 及ぼす を 恐れ、 强 ひて 自ら 抑制し 饞に 止みました 0 

島 津久光 公の 發駕  ,. 

薩 摩で は久光 公が 藩キ 茂久 公に 代 はって 藩 を 出で、 勅命 を 請 ふて 京都 江 戶の問 を 周旋し、 カを國 梨に 盡 くさる-. 內議 

は、 去ハ 牛の 冬より 決定し、 計 晝の內 容は猶 ほ 暫く 秘密と して、 茂久公 自ら 恆 例の 江 戶參勤 を せらる，， やうに 聞え てゐま 

したが、 新年の 初にな つて、 久尤公 自ら 小 松 帶刀中 山 尙之助 大久保 一 藏 等を從 へ、 多數の 士卒 を 率 ひ 二月 二十 五日 を以 

て 藩 を 出で らる& こと も發 表せられ、 人心 も 盛に 振 ひ 起り まして、 發駕の 準備に 忙 はしい 最中、 西鄕は 三年 このかたの 

読 居 を 免ぜられ、 大嶋 から 歸 つて 參 つて、 豫定の 計 叢に 異議 を唱 へたので、 二月 二十 五日の 發駕 は、 一 先づ 延期せられ 

まして、 三月 十六 日と なりました。 


豊 後の 小 河 彌右衞 門 高 野 直 左 衞門肥 後の 宮部 鼐藏松 w 重， 助長 州の 堀眞五 郞來原 良藏等 は、 鹿 兒嶋の 城下に 到って 藩. s: 

の 事情 を 知らむ と 欲し、 一方ならぬ 苦心 を费 して 人 薩を企 はだて、 來原は 公用と 稱 して 一 たび 城下に 箭き、 小 河 等 は 鹿 

兒嶋の 近傍 市 米の 驛 まで 參 りました けれども、 孰れ も 當該の 役人より 退去 を 迫られ、 耍領を 得ないで 困って をる 所に、； 

種々 の經緯 もあって、 有 馬 新 七 田 中 謙 助 村 H 新 八の 三人が、 小 松大久 保の 皆 を^け て來 まして、 久光 公の 朿行 は、 ，散に 

藩主の 代理と して 江戸に 出で、 累年 參覲 を寬假 せられ、 且つ 新に 藩邸 造營の 費用 を給與 せられた 謝意 を 述べ、 傍 はら 藩 

邸 造營の 土木 を 監督す る 爲で、 他に 何の 趣 匕 曰 もない こと を 告げました が、 有 馬 田 中 は.， 私の 話と して、 久光 公の 東行 は 

恆 例に 異り、 多數の 士卒 を も 率 ひ、 また 兵器 糧食の 準備 をす るな ど、 如何しても 尋常の 柬 上と は 認め 難く、 藩內の 志士 

でも、 隨從の 命 を 蒙らぬ もの は、 自ら 脫 して 出 やうと する 內情を 語り、 然うして 久光公 及び 左右の 人の 趣 は * 耍 する 

に 朝廷と 幕府の 問 を 周旋し、 勅命 を 奉じて 幕政の 改革 を 謀らう と 云 ふに 止まり、 同志の 待^と は 齟齬す る 姑息 W 循の計 

龕で ある こ と を密 に吿げ ました。 

有 馬 田 中は薩 摩に 於け る 純 K 勤王 黨の E 魁で、 夙に 急激の 意見 を 抱いて ゐ まして、 國臣と は 舊識の 問 柄、 夙に 消息の 

相 通す る 許りで はなく * 此時は 巳に 柴山 愛次 郞 橋ロ壯 助の 二人が、 水田に 於て 眞木國 臣と議 {儿 した 方略 を詳 かにしても 

をれば、 近 ごろ 入薩 した 眞木 とも 幾た びか 相會 ふて 所見 を 同う して をり ますから、 小 河 等の 一 行と も 互に 城府 を撤 して 

m 、見 を 交換し まして、 久光公 及び 左右の 人の 趣旨 は、 斯の 如く 姑息 因循 だとしても、 若し 諸方 同盟の 志士が、 此機 舎に 

於て、 先 づ魏を 京攝の 地に 擧げて 之 を 擁するならば、 久光公 また 必らす 決せら る& であらう と 云 ふこと は、 機微 ^ 約の 

間、 相互の 見る 所 自ら 一 致しました。 

- そこで 小 河^の 一行 は、 薩 摩の 內情は 善く 解った し、 久光 公の 發駕 も數 曰の 後に 迫って ゐ ますから、 急いで 市 米 を 
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し、 賽夜 兼行 北 を 指して 歸 りました 0 

三月 十六 n: 久光公 は 豫定の 通 リ鹿兒 嶋を發 し 東上の 途に 就かれました。 藩主 修理 太夫 茂 久公留 つて 藩 を 守られ、 家； 七 

喜 入 攝津之 を 佐け て 政 を 行 ひ、 側役 小 松 帶刀は 家老の 職を攝 し， 小 納戶役 中 山 尙之助 小 納戶役 大久保 一 藏は 並に 側役 0 

職を攝 して 久光 公に 從 ひました。 此^ 側役 谷川 次 郞兵銜 小 納戶役 汾陽五 郞左衞 1： 以下 扈從 儀衞の 職員、 及び 海 陸 二手に 

分れた 士卒 都べ て 一千 餘人、 有 馬 新 七 田 中 謙 助 柴山龍 五 郞碰影 三 島 彌兵衛 腿 一^ 是枝 萬助大 m 彌助 g のき 西鄕〕 M 

吾 赚鄭雖 篠原冬 一 郞赚 I 吉. ゆ 彌次郞 紐^ 谷 元 兵 右衛門 鎌^ 橋 n 吉之丞 有 馬 休 A 林 庄之進 岸 良 三 之 助 考兀勇 助 深 M 休藏森 

新兵 衛吉 W 清 右衛門 等、 後ち 伏 見 寺 田屋の 一 擧に加 はった 先輩 後輩の 同志 また 概ね 此內 にゐ ました。 隨行の 人員に 入る 

を 得なかった 大脇仲 右衞門 阪本彥 右衛門 指 宿 三次 森 山 新 五左衛門 III 山 本四郞 III の 五 人 は、 公の 駕已 に發 した 後 

相 謀って 共に 脫し、 海路 長 崎 を 經て下 關に向 ひ、 美 玉 三 平 も 別に 脫 して 東上し ました。 

國 臣は小 河 等の 薩摩を 指して 參 つた 時、 猶ほ留 つて 肥 後に ゐ ましたが、 これ は 初より 薩摩 人が 必ら す大擧 して 出る こ 

と を 信じ、 待設けて をり ましたし、 今 は久光 公が 愈々 發駕 せらる- - よしを 知って 喜びました。 情 は 歌に 現 はれて ゐ ます。 

さそ ひ 出し 樱 島根の 春風に 

みやこの 花 もに ほひ そめて き 

久光 公の 發駕 せらる. -前々 日の 三月 十四日に は，.' 彊後を 指して 急いで 歸る小 河が 通行して 來 ました。 久光 公より く 

大阪に 出で. -事を 謀らう と豫 ねて 相 約した 次第 も あるので、 此日は 高瀨を 出で 愈々 東上の 途に 就き， 小 河と 同行して 先 

づ竹 田に 參 つて 留る こと I 一日。 

此時竹 田 は 小 藩ながら も 重臣の 屮川土 佐 中 川 傳次郞 田 近 儀 左衞門 以下、 門閥 權 要の 人、 また 小 河 等 志士の 說に： 斗を倾 


くる？ 多く、 藩 論 頗る 振 ふて ゐ ました。 國臣之 を 見て 深く 嘆美し まして、 評して 擧藩 勤王と も 云 はれる 狀は， 薩 庫も猶 

ほ 及ばぬ と 申しました。 

十八 日、 竹 田の 同志 十餘 人の 1 行と 供に 發し 下關を 指して 立ちました。 竹 田 を 去る に 臨み 二 首の 歌を咏 みました。 

いざ 誰も 行きて 折らなん 紅葉 山 

とても 散るべき 色 はみ えけ. OS 

數 ならぬ 草の 下葉の 露の 身 も 

しなば や 死なん 大王の 邊に 

長 州 竹 崎に 於け る西鄕 ，との 會談 

國臣は 三月の 二十 一 日に、 竹 田の 一行と 同じく 整 前の 大 里へ 出で、 即日 小 河 及び 赤 座 彌太郞 を 伴 ひ 海峽を 越えて、 竹 

崎の 白 石 正 一 郞を訪 ひ、 こ-" から 小 河と 共に 各々 一 書 を 作り、 密に 事情 を 秋 月の 海 I 只宮 門に 告げました。 常時 海 賀は前 

に 申した 山 流しと 云 ふ 妙な 流罪 中の 身で、 片田舍 の 山中に 幽囚され てゐ ましたが、 二人の 內報を 得る と、 直に禁 銅 を 破 

つて 藩を脫 し、 大阪に 於て 追 付きました。 

A 石の 家に は、 薩 摩の 森 山 新 藏波江 野 休 右 衞門曾 山 九 兵衞の 三人が 宿って ゐ まして、 折し も 山 田 亦 助 土 屋矢之 助 も 萩 

から 參 つたので、 .1: 石 は 小 河 國臣を 合 はせ、 薩長 筑豊の 人 を 一堂に 食し、 盛宴 を 設けて 之 を 饗し、 豪 興 浦く が 如く 快談 

盛に 起り ました」 森 山 新藏は 安政 五 年の 冬、 月 照 入水の 後、 大久保 海 江 田が^ 臣の歸 る を 追 ひ、 夜行 六 マ の 驃に到 
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つた 時、 金 五雨 を 贈って 國臣に 餞す るの 资 とした 人、 波. y 野 また 臣の 留囑を 受けて H 照の 墓表 を 建つ るに 與り まし 

た。 然うして 舊緣！ 1!^ も 深き 西鄕村 田の 二人、 また 近く 到らむ とする のであります。 國 臣の此 時の 今昔の 感は 自ら 思 は.^ 

翌 I 一十 一 一日の 曉： 太、 西 鄕は村 M 新 八 を 伴 ふて 白 石の 家に 着きました。 

去年の 冬、 國 臣が 尊镇英 斷錄を 抱いて 薩 摩に 人 說 した 顷ま では、 西 鄕は摘 ほ 大嶋に 居りまして， 勿論 それ は會 ふこと 

は出來 ませぬ でした" 此舂 になって 大嶋 から 召し 還へ されて 鹿 兒嶋に 着いて みると、 久光 公が 將に 發駕 せられむ とする 

時で、 西鄉は 別に 兑ろ 所の 意兑 があって、 反覆 主張し ました けれども、 結局 容れ られ ぬで、 ^らば 已むを ない と 云 ふ 

わけで、 一日 一は 全く 退いて 了った の を、 大久 保は此 間に 於て、 段々 力 を 調停に 盡 した 所から して、 ふた \ び 出る ことに 

なって、 久光 公から 行々 九州の 形勢 を 視察し 下關 まで 參 つて 待って をる 樣 にと 云 ふ 沙汰 を 受け、 また 浮浪の 志士 を鍋撫 

して 過激の 行動 を さして はならぬ と 云 ふ 內意も 蒙り まし こ、 久光 公の 發駕 よりも 三日 前に、 村 田 新 八 を携へ て 鹿兒： g を 

出で、 下關を 指して 行く 途中、 森 山 新 蔵より 特に 使 を 遣 はし 勉めて 早く 參る やうに と 促して 来たので、 道 を 与 4 いで 今し 

もね石の家に^^^きまして、 偶然 阈臣 と會 ふたので あります。 

五 年の 前 月 照と 波 を 踏んだ 時の 船中に 別れて より 今 始めて 相會 ふたので すから、 互に 感懐の 多かった こと は 察せられ 

ますが、 西 鄕は白 石の 家に 居る こと 縐に 一 日で、 他人と 寛談 する 暇に 乏しかった のです けれども、 圃臣は 交 態お のづ から 

尋$^に0^0ので、獨り能く寬^^1を遂げて舊情を語り且っ時事に及ぶを得ました。 西鄕は 阈臣の 決心 だ 堅く、 如何しても 

此機會 を 以て？ g 兵 を舉げ ねばなら ぬと 思 込んで をる 様子 を 見まして 胸襟 を披 いて 與に談 じ、 先年 は 月 照 師と 同じく 死す 

ベく して 死せ す、 不田^ 議の 4 &を偷 みて 今に 至った。 然うして 今 また 公 等と 同じく 斃れ ねばならぬ 時と なった。 いづれ， 謝 乎 


たる 決 策 を 立て 諸共に 戰死を 遂げ やうと 申しました。 また 我が 生命 は 五 年 このかたの 借財で ある。 當 さに 此機會 を 以て 

返濟 せねば ならぬ と 申しました" 

國臣は 十分の 覺悟 をして 鉋く まで 靠を擧 ぐるつ もりで 蹶起して ゐ ます けれども、 薩摩 人の 行動に 就て は、 猶ほ 多少の 

懸念 をし ましたが、 寡默沈 重の 西 鄕が斯 かる 話 をす るの を 耳に して 深く 感激し ました。 久光公 及び 小 松 大久保 等の 態度 

に像焉 として をる 諸方の 義徒 も、 西 鄕が斯 かる 話 をした の を 聞き、 相傳 へて 意を强 くしまして、 意 氣頓に 振 ひました。 

小 河が 當時 鄕國の 同志に 贈った 書中に は 斯う 述べ て をり ます。 

今夜、 深更 薩 州より 大嶋三 右衛門 村 田 新 八 着に 御 坐 候。 二十 二日に 森 山 一同に 叉々 白 石の 家に て 面會致 候。 大嶋は 

元と 西 鄕吉之 助 (吉 兵衞の 誤) と 云 ふて、 彼の 月 照と 一 同 I  m 一海に 投じ 候 得 共、 引上げられて 蘇生した る 5;- にて、 扭も 

欺かる 奚夫 大膽の 人、 今の 世に 可レ 有と は 思 寄らざる 程の 人に 御 坐 候。 平野 は 西鄕が 海に 入りた る 同船の人 にて、 

特に 交 深く 候。  -  , 

また 別に も 斯う 言 ふて をり ます。 

今度 下關白 石の 家に て、 .^{^郞は久々に面會しけるに、 三右衛門は5^^て今度の大事を己が任として1與決すべきさま 

言外に 思 知られた ると ぞ。 一敏 も 初て 面會 する に、 勇 威 逞しく 膽略 世に 勝れた る さま、 渐 かる 人の 今の 世に 在る ベ 

しと は 思 は ざり き。 

西鄕も 後に 德之嶋 より 木場 傳內に 贈って、 已が久 光 公の 嚴譴を 蒙り、 ふた &び 南洋 流 誠の 身と なった 消息 を吿 げた 書 

中に、 左の 一 節が あります。 

筑前 浪人 平野 次 郞と申 もの、 此 以前 月 照 和尙之 供いた し御國 元へ 參り、 臨終 之 時 も！ 1： 敷 I 能 在 候 人に て、 夫より 方々 

^ 一  1 .^ 
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徘^いた し、 周旋 奔走 勤 i 爲盡 刀いた し 艱難辛苦 を經候 人に 御 坐 候。 右 之 者 至極 決心いた し 居候 故、 又 其方と 死 

を 共に 可レ致 我等に 相 成 候、 いづれ：^ 策 相 立 候て 共-」 戰 死可レ 致と 申 置 候。 勿論 死地 之 兵に て、 生 國を捨 父母 妻子に 

離れ、 泉 公之 御 志 被, 爲, 在 候 段 奉 i 慕 候に 付、 都て 箇 様に 中 候て は、 自負 之 椽御坐 候 得 共、 我 を あてに いたし 出 候 故、 

我 死地に 不, 入 候て は、 死地 之 兵 を 扱 ふ 事 出 來申間 敷、 何篇 諸方の 有志 は大阪 にて 都て 私より 引し め 置 候處、 有 村 俊 

齋 阿久根より 極々 急に て 京師に 參り、 早. - 御屮途 まで 又々 踏 返 申 候。 其 折 平野と 川下り ー緖にぃたし候^2|、  ^の 決 

心 を 平野より 相咄候 由、 然る 處俊齋 より 右 之 趣 申 上 候處， 至極 之 御 立腹に て 斯様に 罷成中 候。 

西 鄕が久 光 公の 嚴譴を 戴り、 ふた X び 南洋 流 謫の命 を 受けて 大阪 より 還され たの は、 國臣が 播州の 大藏 谷に 參 つて 藩 

主黑 田長溥 公の 駕を 遮ぎ つた 數日 前の ことで したが、 その 嚴譴を 蒙った 重要の 原因 は、 國臣が 竹 崎の 白 石の I 炎に 於ズ會 

談 した 次第 を 海 江 m に 話した の を 3 海 江 K は久光 公に 具狀 したから だと 云 ふので す。 

安政 戊 午の 大獄の 前後まで は、 海 江 田 も 西鄕と 提携して カを國 事に 致して ゐ ました けれども、 此頃は 全く 相 離れて 了 

つて、 審ら久 光 公の 意 圖に承 順して をり ました。 國 臣は斯 かる 內情を 知り ませぬ から、 ゃはり從前通の間.^^と^^パて* 

伏藏 のない 話 をした ので ありませ う。 

上國の 同志，、」 大阪の 1 一 十八番 長屋 

圃臣は 竹 kJi-Q 白 石の 家に 於て、 西鄕と 久しぶりの 會見を 遂げ ましたが、 その 夜 直に 小 河 等の 一行と 共に、 竹 崎 を解總 


し 大阪を 指して 上りました。 西 鄕も森 山 新 藏村田 新 八の 二人 を 伴 ひ、 此夜 また^に 船 を 雇 ひ、 同じく 大阪を 指して 上り 

ました。 

連日の 船中、 小 河 は 墨 斗の 筆 を 執り、 圈臣の 談を請 ふて 月 照の 入水の 始末 を 記しました d 維新の 後に r 叫 烏』 と 題し 

て 刊行せられ 汎く 世に 行 はる-小 河の 遺著 は 即ち 是で、 書中に 阈臣が 月 照の こと を 述べた 長篇 Q 今様歌 *v 收めて あるの 

は、 一行の 船 やがて 大阪の 宇治川に 入らう とする 頃、 阈臣が 自ら 謠 ふの を 聞き、 書き取つ たの だと 申します。 小 河が 船 

中に 筆 を 執って 國臣 の談を 記した の は、 蓋し 竹 崎で^ 鄕森山 波 江 野 等と 相會 ふて 當 時の 舊を語 るの を 聞き、 深く 感興 を 

動かした 故で ありませ う。 

國臣は 小 河の 一 行と、 西鄕等ょりは 一 日平くニ十六日大阪に^！^きまして、 先 づ七佐 堀の 旅 店 讃岐屋 に 投じ、 二十 八日 

は 移って 薩摩 屋敷に 入りました。 こ. -には 田 中 河內介 父子 靑木賴 母 中 村 主計 千 葉 郁太郎 藤本 津之助 飯 居 簡平淸 河 八郞. 女 

積五郞 伊牟田 尙 平等の 一圃、 久留 米の 原 道 太 洒井傳 次郞鹤 田陶司 中垣 健 太 郎荒卷 羊三郞 古賀簡 二の 六 人 は、 己に 參 つて 

をり ました。 

田 中 河 內介は 肥 筑豐の 同志と 相 約した 次第 も あつ て、 一 一月の 中旬に は、 中 山 忠愛 卿 を 奉じ 粟田 宫法 親王の 令旨 を II ら 

し 九州へ下る つもりで したが、 種々 の 故障 を 生じ、 計畫 意に 任 かせ 兼ねて 逡 巡して をる 折し も、 柴山 愛次郎 橋ロ壯 助の 

二人 は 江戶に 赴く 途次、 上洛 をして、 久光公 は 二月 二  + 五日 を 以て 愈々 發駕 せらる、 事情 も 分りました ので、 今 は 自ら 

行く 必要 もない， 寧ろ 久光 公の 着駕を 待って 事 を 謀る が 好い と 云 ふ 所から して、 京都に 留 つて 篛徒を 糾合して をり まし 

た。 

然るに、 京都で は、 故 井伊 大老の 子 掃 部 頭直憲 卿が、 幕府の 命 を 受け、 去年の 冬皇妹 親子 內 親王の 降嫁 せられた 謝意 
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を 表する 上 便と して 入洛す る ことにな つて、 町奉行 は 洛中の 警察 を嚴密 にし、 頻に 浮浪の 人 を 物色す るので， 河 內介. せ， 

も 似^の 注 ai を 免れ 難く， 今 は 安閑と して 居られぬ 形勢と なりました。 

柴山 愛次 郞梳 n 壯 助の 二人 は、 藩 を 出る前から 有 馬 新 七 田 中 S 助と 相 謀って、 ^に 計畫を 立て、 京都より 伊牟田 尙平 

を 伴 ふて， 江戸に 下り、 水 戶長州 土 佐 はじめ、 諸方の 志士 を 語ら ひ、 千代 田 城 を燒き 老中 を 斬り、 京都と 策應 して 事 を 起 

し 義を擧 ぐるつ もりで したが、 江 戶 では 正月 十五 日に 安藤 對馬守 を 襲 ふた 阪下 門の 一 擧が 失敗に 歸 した 後で、 幕府の 警 

戒は殿 mi となり 志士の 意氣は 消沈し、 內 外の I* 情 は 全く 期す る 所に 違 ひまして、 到底 手 を 下す 餘 f はない ので、 念 を 

江 戶に斷 つて 西 上す ると、 恰も 河內 介の 一 画が 進退に 苦む 時でした リ 

そこで 段々 評議 を 遂げ、 京都の 薩摩 屋敷に 勤めて をる 鵜 木 孫兵衞 等の 說も あって、 三月の 二十日に、 ^牟田 尙平は 先 

づ久留 米の 同志 四 人.^ 伴 ふて 大阪に 下り、 續 いて 田 中淸河 安積 等 も 下って 土 佐 堀の 薩摩 屋敷に 投じ ましたが、 留守居 役 

の 松 崎 平 右衛門 は 固く 執って 庇護 を與 へませ ぬ。 柴山橋 ロは此 問に 種々 苦心 をし まして、 これ も江戶 より 近 ごろ 上洛し 

て をる 堀次郞 に和談 をし ますと、 堀 は 別に 自ら 見る 所があって、 納得 をし まして、 大阪へ 下って 松 崎を說 き、 一 切の資 

は 自分に 於て 引受け、 決して 迷惑 を 掛けない からと 申して 激談 をした ので、 松 崎 も 我を折って 堀の 言に 從ひ、 田 中淸河 

等の 一 團をニ 十八番 長屋と いふに 收容 しました。 これ は 國臣の 大阪に 着く 四日 前であります。 

堀次郞 が大阪 屋敷の 留： 寸居 役を說 いて、 諸方の 義徒を 二十 八桥 長屋に 收容 して 寢食 を給與 したの は、 素と 義 徒の 志と 

蔡 とを赞 助した ので はなく、 久光 公の 駕 未だ 到らざる に 先 だち、 暴發 して 急激の 行動 を 取る の を 懸念し まして、 暫く 慰 

撫 して 無 ie^ を 謀った ものでした。 田 中 河內介 等の 一 圑、 方に 幕府の 追 捕 を 受け やうと して 宭窮 して をる のを兑 まして、 

堀の^ 斷 した 取 計で、 外觀は 庇護 を與 へた 姿と なりました けれども、 內 實は義 徒の 激發を 防ぐ 趣意から 起り ました。 久 


光 公 は 播州の 室 律に 於て 大阪の 屋敷に 多-波 Q 浮浪 を收容 した 報吿を 聞かれまして、 始は頗 ろ 愕然と せられた 模様でした 

が、 堀の 辨明を 得られてから、 成 at 然ぅ. m と 首肯せられ まして、 却て 嘉賞せられ たと 中し ます。 

二十 八^ 長屋 は、 薩摩 屋敷の 外で、 構え は^になって ゐ ましたが、 やはり 屋敷の 一部と して 附 |§ した もので ありま 

した。 

秋 月の 海賀 宫鬥、 肥 後の 內田彌 三 郞竹下 熊 雄 緖方榮 八 も、 やがて 二十 八. 番 長屋に 入りました。 此外薩 摩の 橋ロ傳 藏.^ 

子 丸 龍 助 永 山 萬齋？ I 田 直 五郞^ 集院直 右衛門 木 藤 市 助 等 は、 日 州 佐 七， 原の 富 田 猛次郞 と共に、 各々 江戶の 屋敷 を脫 して 

來り、 中島の 旅 店 魚屋に をり ました。 長 州の 久阪玄 瑞寺島 忠三郞 入江 九 一 稱崎彌 八郞槍 崎忠助 天 野 淸三郞 中 谷 正 亮福原 

乙 之 進 久保淸 太 郞中谷 茂 十 郞中谷 彪次郞 堀 眞五郞 小 倉 松三郞 伊藤 傳之助 品 川 彌次郞 白 井 小 助 香 川 助 藏山縣 小 助 船 越清藏 

等の 約 二十 人 は、 長 州 屋敷に 留り、 土 佐の 吉村 寅太郞 ip: 地梵藏 吉松緣 太郞の 三人 は、 寓 して 長 州 屋敷に ゐ ました。 薩摩 

の 森 山 新 五左衛門 阪本彥 左 衞門指 宿 三， 山 本 四 郞の四 人、 また 藩 を脫 して 來り、 美 玉 三 平 3? 取 も 後れて 來り、 是枝 柳右銜 

門 は 田 中 河內介 等と 同じく 京都より 来ました けれども， 孰れ も 分れて 二 十八番 長屋の 外に 居りました。 互に 來往 して 氣 

脈 を 通じ、 久光 公の 着駕を 待って 事 を擧げ むと 欲し I 意氣 さながら 天を衝 くの 概が ありました。 

西鄕森 山村 田の 三人 は、 阈臣 等に 一 日 後れて、 三月 二十 七日に 大阪 へ着キ ましたが、 两 鄕 は元來 夙に in^ 府の 嫌疑 を 蒙 

つた 人で、 氏名 も 大島三 右衛門と 稱 して をる 身です から， 世間の 耳目 を 憚って 屋敷に も 入に す、 森 山の 親交す る 加 藤 十 

兵衞の 家に 暫く 潜みまして， 長 州の 宍戶九 郞兵衞 久^ 玄瑞 等に 會 見した ま- -， 直に 伏 見 を 指して 上りました。 
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伏 見の 薩摩 屋敷に 於け る 西 鄕大久 保 等ぐ」 の會談 

四月の 初になる と， 久光公 着阪の 期日 も 近づきまして、 人心 自ら 動き 立ち、 形勢 も 漸く 迫って 來ま t た。 

闽臣は 西鄕を 見て 今一た び 時局 を談 し、 且つ 回天の 密策を 朝廷に 獻ぜ むと 欲し、 六日の 夜、 小 河と 偕に 淀川 を 遡り、 

七日の 朝早く 京都に 入り、 錦 小路の 薩摩 屋敷 を 叩いて 西鄕を 尋ねまして、 此 屋敷に 居らぬ ことが 分りました から、 直に 

伏 見の 方へ 引返へ し、 假屋守 本田彌 右衛門の 役宅 を訪 ひます と、 西 鄕大久 保 森 山村 田 皆 虔にゐ まして、 大久保 は 下關か 

ら久光 公に 先だって 急行し、 咋夜を 以て 始めて 來り、 幾ん ど 徹宵 論談 し、 今 また 將に河 を 下って 回へ り 去らむ とする 時 

でした。 本 E 小 河 國臣を 合せて 主客 都べ て 七 人、 時勢から 申しても、 人物から 申しても、 憲に 珍ら しい 群雄の 會 合で、 

記る すに 足る 話 も 多かった 箸と 思 はれます が、 惜哉 仔細の こと は傳 はって ゐ ませぬ。 た^ 小 河の 記錄 に、 西 宛が 久光公 

の 馬首 をして 必らす 空しく 東せ しめぬ と 語った よしの. 見えて をる のと、 本 田の 懷舊談 に 國臣が 急激の 說を唱 へた こと を 

^象 的に 述べて をる だけと に 止り ます。 此時 國臣は 彼の 赤裸々 の 討幕 論 を 立てた 回天 三 策の 密奏 書を懷 にして ゐ たので 

すから、 その 急激の 說を唱 へたの は、 勿論 それ は然 うで ありせ う。 

是 より 先、 久光 公の 一 行、 三月 二十 八日 を 以て 下關に 着かれ ますと、 九州 及び 防 長の 志士、 陸鑌 として 京攝を 指して 

出で、 公の 着駕 を機會 として 事 を 起さむ とする 形勢 は 悉く 明白と なりました。 然うして 行々 浮浪の 徒 を鎭撫 し、 「B- に 

於て 公の 着駕を 待つ やうに と 命ぜられた 西鄕は 早く 去って 此 地に 居らぬ 許りでなく、 却て 自ら 魁 首と なって 事 變を激 f 

する が 如き 痰 跡 を 留めて をり ます、 そこで 久光公 及び 公の 左右 は激 徒の 行動 を 憂 ふると 共に、 深く 西鄕の 心事 を 疑 はれ 


まして， 急に 豫定の 日程 を變じ • 下 關に留 つて 前途の 事 を 評議せられ ました。 

白 石 正 一 郞は 去年の 冬島津 家の 御用達と なり、 此時 も久光 公の 駕に隨 ふて 上國へ 出る つもりで したが、 西鄕の 事に 連 

坐して 忽ち 御用達の 資格 を も 取上げられ、 至極の 不首尾と なりました。 

大久保 は 小 松 帶刀中 山 尙之助 等と 共に 久光 公の 機密に 參 して ゐ ます けれども、 諸方の 志士に 對 する 意 ：13- は、 小 松 中 山 

と は 頗る 異 つて をり まして、 西鄕の 心事 また 固より 熟知す る 所でした" 未だ 藩 を 出で ざる 時より、 或は 今日の S- ある を 

慮りまして、 善く 之に 處す るの 策 を 講ぜむ と 欲し、 數ば小 松 中 山と も 討論 すれば、 久光 公の 顏を 犯して 建白 もしました 

が、 終に 行 はれませ ぬでした。 然るに、 今や 栗して 事 變將に 起ら むと する 場合と なりました から、 ふた &び小 松 中 山 を 

見て 所見 を 述べ、 また 久光 公に 謁して 切言し ました。 公 は 小 松と 相 謀り、 急に 束 上 を 命ぜられました。 そこで 大久保 は 

三十日に 下 關を發 して 大阪に 出で， 阈臣小 河と 同じ 日に 淀川 を 遡り、 西 鄕が人 を 避けて 宇治の 萬 碧樓に 居た のを迎 へて 

伏 見の 屋敷に 歸 らしめ、 會 見して 互に 意見 を 交換して みます と： 西 鄕は藩 を 出て 長 州の 竹 崎に 着いて 以來の 經過を 語 

り、 諸方の 志士 競 ひ 起って 人心 大礼 振興した こと を 述べ、 天下の 形勢、 各藩の 事情， 藩 を 出る前に 考 へた 所と は、 著し 

く異 はり、 犬に 有望と なって、 此機會 を 善用して 幕府 を控 制し 皇權を 伸張す るの 最も 得策で ある こと を說 き、 己 は 浮浪 

の 志士 や 少壯の 藩 人が 或は 輕擧 妄動して 大事 を 誤る の を 心配す るから、 自ら 投じて 死地に 入り、 彼等と 聲息を 通じて 鎮 

=ii に勉 め、 久光 公の 着駕を 待って をる ことに 及びました。 

此 ii 多少 は西鄕 一個の 異 はった 意見 もあった 模様です が、 要するに 大 體は然 うい ふ 話で、 久光 公の 節度に 遠 ふて 自由 

の 行動 を 取って をる ので 無い こと も 善く 分った ので、 大久保 は 深く 喜んで 安心 をして、 猶ほ 街く 西鄕の 力に 依って、 浮. 

浪の 志士 や 少壯の 藩 人の 輕擧 妄動 を 鎮撫し、 時期の 成熟 を 待ちたい 希望 を 述べ、 相互の 兑る所 も 全く 一 致しました か 
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ら、 寬談 時の 移る を 忘れて 深更に 及び、 やがて 鶏鳴 を 聞きました。 

翌 七日、 大久保 は _a に 伏 見 を 去って 大阪へ 下らう とする 折し も • 小 河と 國臣と は 西鄕を 訪ねて 參 つて 七 人の 會 合と 爲 

つたので ありました。 

大久保 は 京攝の 形勢と 西鄕の 心事と を詳 かにし、 欣然と して 伏 見 を辭し 去り、 狐の 渡より 船 を 下り、 男 山の、 八幡せ ：！ を 

拜 して 皇述の 險昌を 祈り、 橋 本より ふた- -び 船に 乘り、 大阪 を經て 播州に 向 ひました が、 此日久 光 公 は 姬路の 旅館に 着 

かれまして、 掘 次郞海 江田武 次の 報吿を 聞かれ、 また 小 松 帶刀中 山 尙之助 等の 彈劾 もあって、 西鄕を 以て 飽くまで も 公 

の 節 俊に 遠 ひ、 浮浪の 徒 や 少壯の 藩 人 を 爆 動し、 自ら 魁 首と なって 事變を 起さむ こと を 謀る ものと 認め、 盛 怒して 嚴重 

の！！ 分 を 加 へらる- -內議 を 決せられまして、 寺 W 屋の慘 劇 は是に 序幕 を 開きました。 

- 回天 三 策の 密奏 

^臣と 小 河と は、 西鄕 等に 別れて 伏 見の 薩摩 屋敷 を 去って から、 ふた、 び 京都へ 入って 西 村敬藏 を訪 ひ、 また 

市中 を涉 i 化し、 小 河 は卽夜 淀川 を 下り、 國 臣は留 宿しまして， 翌 八日の 曉を 犯し、 曇 華 院^!! の 侯 人 吉田玄 蕃黨義 り 門 

を 叩き. 密に 回天 三 策の 一 篇を取 出して 朝廷に 上る 手 鑌を囑 み、 また 直に 大阪を 指して 歸 りました。 

闽 臣と吉 ^ 玄審 との 交 態 は、 善く 分り ませぬ けれども、 遺稿のう ちに 眞木. T 水 州を大 下の 英才と 稱 して 吉 田に 贈った 文書 

の 斷片も 聊か 淺 つて をる ので、 多少の 因緣 はあった 間柄と は 思 はれます が * 前後の 情況から 考 へまして、 二人の 相會ふ 

たの は、 此 時が 始の やうに 見えます。 


吉 田は豫 ねて 勤王の 志 もあって， 宫 .；}^ や 公卿の！： に 出入す る 人です から、 國臣の 意を諒 とし、 大原左 衛門督 m, 德 卿に 

jel;- 情 を 述べて 執 奏を賴 みます と、 大原は 近 衞公を 經て差 出され、 やがて 孝 明 天皇の 叙覽を 蒙りました。 

此歲の 十一 一月、 國事掛 の 職に 補せられ た 權中納 言 三 條西季 知 はじめ 數 人の 公卿. V 御前に 召され、 親しく 賜 はった 勃 語 

のうちに は、 翁に 平野 阔臣 討幕の 議を 奏す、 朕 之 ケ-胸 瞳に 秘し 以て 今日に 至る と宣 はせられ たと 申します るし、 孝 明 天 

皇紀に は、 ニ條關 白の 御手 控 より 建言の 全文 を 引 H して をら れ るので、 當時此 書が 朝廷に 奏聞せられ、 孝 明 天皇の 叙覽 

を 蒙った の は、 蓋し 疑 もない 事實 であります。 

回天 主 策の 趣旨 は、 幕府 專 横にして 朝 命 を 奉ぜないで、 濫に外 夷と 相 結び、 今や 方に 國を擧 げて腿 痩の 風に 倣 はむ と 

する の を愤慨 しまして、 適. -島津 和 が 士卒 を 率ゐて 東上す るの を機會 とし、 その 滯阪 中， 綸命を 下されて 直に 大阪城 

を拔 き、 彥 根城 を 燒き、 二 條城を 屠り、 績 いて 和 泉 は 入洛し、 幕吏 を 追ひ攘 ひ、 粟田 宫法 親王の 幽屛を 解き、 聖駕を 奉 

じて 大阪 城に 行幸 を 謀り、 新くて 陛下 は 親しく 兵 を 進めて 東征 あらせられ、 暫く 箱 根 山 を 行在所と して、 幕府の 罪 を 問 

ひ、 下して 諸侯の 列と せられ、 幕府 若し 命 を 奉ぜぬ 時 は、 速に 討伐の 兵 を 加へ 賜 はむ こと を 奏請した のでありまして、 

前の 尊攘 英斷錄 に 於て 述べた 意見 を、 更に 簡約 明截 とした ものでした。 

回天 三 策 

讓テ奉 ニ密奏 1 候. 當時 天下 之 形勢、 駸々 トシ テ黠夷 外 ヨリ 逼リ， 焰々 タル 大姦內 二 誇リ、 其 機 ノ不レ 安 IT 譬バ 

癰 ノ 兩病ヲ 醸スガ 如ク、 實 一一 國， ノ 存亡、 命脈 ノ斷 續， 此時ー 1 有 之 段ハ、 今更 申 上 候迄モ 無二 御座； 即叙 ノ通 
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一一 御^ 候。 然ル 上當戌 十月 一一 テ、 if}!!^ ブヒ ニ津、 開港 之 期 約滿候 由、 若 此三ケ 所 開港 一一 相 成 候へ バ、 例ノ 商舘ト 

號シ、 城郭 樣之 物ヲ 製造 シ、 群廣 ヲ屯セ シメ、 軍艦 ヲ繫 ギ、 砲臺ヲ 構へ、 水 睦 ヲ 要塞 スル 一一 至リ、 神州 中 斷ノ象 

一一 テ、 譬ハ 龍蛇ノ 删中ヲ 切斷セ ラル 、如 ク、 首尾 自ラ 卒然、 應援之 道運ビ 難ク、 乍 レ恐鳳 闕ノ御 危難、 累卵 ヨリ モ 

S シク萬 一 及 二 其 期 ー候テ ハ、 外 寇掃攘 之 策可レ 施術 計無レ 之、 手 ヲ束ネ テ左椎 蟹 文 之 風 一一 變ジ、 乍レ居 is 之 H 朔ヲ奉 

ズ ルノ 外- ハ 處 mi 無 レ之儀 ハ 、鏡 影 ヨリ ハ 朗 -1 御座 候。 右 -1 付 雨 三年 前 ヨリ、 誠 二 心配 仕、 是非共 當春迄 -1 ハ、 1i 

旃決 擧不レ 仕候テ ハ 、不二 相 成？ 素 ョ リ 鎭西 有志 ノ 者等密 ユ 結義仕 居候 へ 共、 義徒烏 合計 一 1 テ ハ 、僅 數百人 之 事 -ー テ 、 

志ヲ不 レ遂候 而已ナ ラズ、 却テ 後害ヲ 引出 候 様 一一 至 リ可レ * 哉-付、 是非 一一 大 諸侯 ヲ 頼マズ シテ ハ 、迚モ 不レ叶 ト因 

循仕 候內、 皇妹樣 -1 ハ關. ^一一 御 降嫁 一一 相 成、 恐 多 クモ去 冬 幕府-一 於テ、 國舉者 共 一一 申 付、 忌々 舗御舊 例ヲモ 取調 

候 趣、 脫漏仕 候 故、 何時 暴 虎 憑 河 之 機-一至 候 モ雞レ 計、 彼是 以 天下 有志 ノ^ 扼腕 憤激 仕、 義氣 十分 ラ震立 機 節相顯 

候-一 付 * 已 去年 十二月、 一書 ヲ携へ 薩州之 關所ヲ 犯シ、 鹿 兒島府 一一 入 込 申 候處、 一藩 案外 奮起 仕 居 申 候 故、 即チ 

封ヲ 修理 大夫 之實父 島津和 泉， 1 奉リ申 候。 其 頃 同藩 一一 テ當春 修理 大夫 出府 之所ヲ 延引 シテ、 當秋 一一 モ相成 勢 二 御 

座 候處、 俄 一一 其 後 iej 改リ， 修理 大夫ノ 名代 トシ テ、 和 泉 出府 ト申事 一一 決定 シ、 則此節 上京 之 儀-一至 リ申 候。 如レ此 

薩ノ 一  阔擧テ 勤王 之 儀 相 決、 西 海山 陽 南海 之 有志 之 輩、 如レ此 奮起、 或ハ 亡命 脫藩シ テ上阪 仕リ、 京 攝へ薛 伏 仕 者 

モ數 多有レ 之、 實 一一 止ル 一一 不レ可 レ止勢 一一 テ、 必死 確 決 ヲ以テ 、是非共 此度大 擧シテ 、恢復 之 基 ヲ開キ 候 含 一一 御座 候。 

斯ク迄 人氣奮 立候大 機會、 是迄所 レ不レ 有 11 シテ、 千 萬世ノ 一 時 一一 御座 候。 若此機 會ヲハ ヅシ候 テハ、 臍ヲ嶙 共無レ 

詮、 決 テ不, 可， 一再 來- 一機 一一 御座 候。 I 旦如レ 此決發 仕 候 上、 悠々 不斷 之處置 一一 至リ候 心遣ヒ 《毛頭 無レ之 候へ 共、 同 

クハ決 擧仕候 中  一 I モ、 上策 Ir 出 候へ パ、 勞セズ シテ其 功 十分 一一 御座 候 。若 下策 一一 落 候へ バ、 勞シテ 功ナキ 而已ナ 


ラズ、 却 テ後害 ヲ醯シ 候 儀 モ可レ 有レ之 故、 乍レ恐 神武 不思議 之 叙斷ヲ 以テ、 第 一 上策-一 出候樣 一一 被：. 爲 1 有 二 t 座！ 度、 

一着 一一 手 ヲ下シ 候 處ノ三 策、 試-一 左 一一 認候テ 奉レ備 一一 天覽 1 候 間、 宜舗 载奉 一一 懇願 1 候。 

上 策  ■ 

1、 島津和 泉滞阪 中、 綸命 下リ、 直 II 花城ヲ 拔キ、 彥城ヲ 火シ、 ニ條 之城ヲ 屠リ、 同時 一 勢 一 1 率テ、 和 將！ g ト 

シテ 上京 シ、 幕吏 ヲ追 拂ヒ、 粟田 ノ宮ノ 幽屏ヲ 解 奉リ、 參廷之 上、 g©! ヲ奉ジ 蹕ヲ花 城-一 奉, 遷、 皇 威ヲ大 一一 

張リ、 七道 之 諸 藩-一命 ヲ 賜ヒ、 陛下 親 シク兵 衆 ヲ率ヒ 賜ヒ、 直 一一 函嶺 ヲ以 テ暫ク 行宮 トシ 給ヒ、 幕^ 之科ヲ 

正シ、 即 前非 ヲ悔、 罪ヲ 謝スル 時ハ、 官職 ヲ剝ギ 爵祿ヲ 削テ， 諸侯 之 列 一一 加へ、 若シ 命-一 叛キ候 時ハ、 速ノ 一征 

伐 スルヲ 第 一 上策 トス。 

中 策 

1、 和 泉 出 伏 之 上、 綸 命下リ 上京、 直 11 幕吏 ヲ拂 ヒ、 粟田 宮ノ 幽薛ヲ 解キ、 二 條城ヲ 拔テ是 II 據リ、 大ニ 皇命ヲ 

四方 一一 下シ、 義侯ヲ 募リ、 其 後 華 城 ヲ拔テ 大駕ヲ 遷シ奉 リテ慕 罪 テ 正ス、 是ヲ中 策 トス。 

下 策 

1、 和 泉 出京、 陽 明 家へ 參 之 上、 漸次 決議 シテ 幕吏 ヲ攘 テ、 粟田 宫之幽 屏 ヲ 解キ、 ニ條之 城ヲ拔 テ是ー 1 ヨリ、 

宫 軍ヲ 募リ、 皇威ヲ 張テ、 幕 罪ヲ正 シ、 華城ヲ 拔テ、 尊攘 ヲ議 スル モノ ヲ 下策 トス。 

右三 策ノ 外、 凡 公武 御合體 夷狄 掃 攘杯ト 申 候 趣ハ、 根元 姑息 平穩ヲ 好ミ、 不斷 隘慮ノ 胸臆 ヨリ 出ル處 -1 テ、 假令 

事 行 ハレ 候 テモ、 十分 ノ 落着 ハ 無 U 覺束 T 六 大洲之 末 マ デモ、 皇烕 ヲ輝シ 萬々 歳 神州 安全 之 基 ハ 開ケ 間 舖候。 御 合 

體之機 會ハ、 已 -1 五ケ 年 以前-一有 レ之、 即 宗族 一 1 〈尾 水 越、 外 侯 一一 《土 因薩ノ 如キ、 英傑 俊才 之 面々 - 之ヲ 謀ルト 
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雖モ、 整 《ザ リシ 故 轍-一 テ、 其 後 益 一： 弱窮 マリ タル 幕府- ヲ 憑ミ、 攘夷 ヲ策 スルハ 古今 ノ 愚策-一 テ、 シテ行 〈レ 

問 舗 候。 殊- 一如 レ此醜 ほお ト 親睦 仕 居 府へ御 八 〔體 之 骸ハ、 乍 レ恐矢 張 外 夷： t 合體御 同様-二 ァ、 自今 三 ケ年モ 過 候 

中-一 者、 乍レ居 腥羶之 屬國に 成 栗候ハ 必然 之 篛ト奉 レ存候 。此度 者 一際 拔群之 叙 斷ヲ以 、海内 蒼生 之 弊 心 一洗^ 發 

候樣、 塞 心 ヲ不レ 被， 勵候 テハ、 皇邦之 存亡、 乍レ恐 玉體之 安危 モ、 此 一 擧ー I 御 坐 候。 何卒 一 等 之 上策-出 候 様. • 

神速-天 決 奉-: 仰 願 1 候。 誠 恐 誠： iT 頓首 敬白。 

文 久ニ年 四月 八日 

筑 前浪士 平野 ニ郞 國 臣 

こす カ郎ち 闽臣が 勤王の 志士と しての 名聲を I 大 下に 籍甚 ならしめ た 回天 三 策の 密 奏で、 孝 明 天 皇に於 かせられ VJ も， 赤 

裸々 の 討幕 論 を 開かせられた 始 であり ませう。 

此 時！： 臣は汎 く 人口に 鰭 炙す る 天津 風の 歌 をも咏 みました。 

文久壬 戌の 年の 卯月 朝廷に もの 奉リ ける 時  一 

天津 風 ふけ や 錦の はた 手に は 

麼 かぬ 草 も あら じと ぞ 

この：. K 津風 ふけ やと 云 ふの を、 如何 かする と 誤って 天 津風 ふく やと 讀む人 もあって、 多く 世に 行 はる，， 琵琶 歌な どに も 

然 うなって ゐ ますが、 それ は 現在と 未来と を 間違へ たもので、 勿論 がで なければ なり ませぬ。 例の 大きな 聲 で朗々 

と IK 津風 吹く やと やられて は、 啦聞惡 くして 耐らぬ 許で はなく、 國臣の 咏んだ 折角の 趣旨 を沒 却す る わけに も爲 つて 了 


ひます。 

それから 阈臣と 深い 交 をした 馬場 文 英の三 條實美 公 記に は、 執 達の 手 績を請 ふたの は 近衛 公の やうに 見えて ゐ ますが、 

これ は 吉田玄 蕃を賴 んで大 原 左 衞門督 の覽に 入れ、 大原左 衛門督 の 手より 近衛 公 を 經て執 達せられ たと 云 ふの が、 寧ろ 

實を 得て をら うと 思 ひます。 

回天 三 策の 密奏 は、 その後 隨分 盛に 世間の 暉 ともなった ことで、 種々 の 傳說も 行 はれまして、 此日 國臣は 木刀 を帶， > 

角 巾 を 戴き、 袋 を 胸に 懸け、 片眼の 賣 卜者と なって 京都に 忍び入つ たと 云 ふやうな 話まで も殘 つて ゐ ます。 しかし 伏 見 

の薩摩 屋敷で 西 鄕大久 保な どに 會 見した 翌日で、 大阪 より は 小 河 を 伴 ひ、 京都に も 同じく 一緒に 入った こと は 小 河の rx. 

錄 もあって、 斯 かる 姿 をして 忍び入る 程の 必要 もなかった 害です けれども、 鬼 も 角 も 人の 耳 m を 單る身 だし、 j 夜 は 卜 

河と も 別れて 京都に 留 つたので すから、 多少 は 様子 を變 じて 吉 田の 家 を 叩いた のか も 分り ませぬ。 - 

吉田 玄蕃は 維新の 後 も 久しく 世に あって、 晚年 は官幣 神社の 宮司な ど を 勤めた 人で、 闽臣が 隨 を 犯して 門 を 叩き、 密 

に 回天 三 策の 執 達 を 賴んだ こと も、 此 人の 話 を 以て 後に 傳は つたので ありました。 

島 津久光 公の 着阪、 /」 西鄕の 護送  . 

阈臣が 吉田玄 蕃の門 を 叩いて 回 天 三 策の 執 達 を 頼んだ 當日 は、 久光 公が 大阪へ 着かれる 三日 前で、 その 方が 最も 大讅 

の 時です から、 圃臣は 急いで 大 阪へ歸 りました。 

國 臣は大 諸侯の 力 を 頼んで 回-犬の 志 を 遂げ やうと 云 ふ 意見 を 立てた 首唱者の 一 人で、 薩 摩に 入說 した 蔡情も あれば、 
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今し も 朝廷に 上った 趙：ー 一一 II にも、 此 問の 趣意 を 述べて ゐ まして、 久光 公の 着駕 せられむ とする 問 際， 公に 隨 ふて 來る薩 摩 

人 や、 二 十八番 長屋に 居る 同志と 相談して 謀議 計靈 をせ ねばなら ぬので、 急いで 大阪に 下った ので ありました。 

然 うする と、 久光公 は 十日 を 以て 愈々 大阪の 屋敷に 着かれ ましたが、 同時に 西鄕は 押送の 處分を 受け、 十一 日に 大阪 

から 汽船： 大祐 丸に 乘 せられ 藩 を 指して 歸 りました。 

IS 鄕 は！； 臣の 回： 大三策 を 朝廷に 上った 當 日に、 伏 見 を 出て 大阪 を經 まして、 九日に 兵 庫まで 參 ります と、 久光 公が 着 

して 居られまして、 姬路の 旅館で 決定した 內議の 次第 もあって、 嚴 重の 沙汰 を 蒙らう としました けれども、 大久 保が 

必死の 力 をして 救 解した ので、 織に 死 一等 を 減ぜられ、 一 先づ流 謫の處 分と なって、 森 山村 田と 共に 押送せられ 

ました。 

西鄕が 沙汰 を 蒙った 罪名 は、 第一、 浪人 ハと與 合 決 策 相 立 候、 第二， 年若 之 者 共に 尻 押いた し 候、 第三、 御 滯京相 謀 

候、 第 叫、 il より 大阪へ 飛 出 候の 四個條 でした が、 西鄕が 自ら 言 ふ 所に よると、 嘗て 長 州の 竹 崎で 阈臣に 語った 話 を、 

海 江 田が 淀川 を 下る 時、 同船 をした 阈臣 から 聞いて、 仔細 を久光 公に 申出で たので、 公 は 西鄉の 行動 を 己れ の 節度に 逮 

ひ、 浮浪の 徒 や 少壯の 藩 人 を 煽^して 事變を 起さう とする ものと 認め、 盛 怒を發 せられた の だと 申します。 海 江 田が 國臣 

の 話 を ゆ 出で、 斯 かる 處分を 蒙る 重要の 原因と なった の は事實 としましても、 國臣が 淀川 を 下った 日、 海 江 H は 已に姬 

路の 旅館に 參 つて ゐ まして、 國臣と 同船す る 理由 はない のです、 猶ほ數 日 早く 大阪 で會見 をして 話 を 聞. S たので、 二人 

の 淀川 を 下る 時、 同船 をした やうに 西鄕の 申して をる の は、 それ は 間違であります。 

久光公 は 四月 十日に 大阪へ 着かれまして 土 佐 堀の 屋敷に 入られ ますと、 卽日 重ねて 訓令 を發 し、 隨 行の 人數が 私に 諸 

藩 及び 浮浪の 人と 會 見し、 若く は 命 を 得すして 諸方 を弃 走す る こと を嚴禁 し、 違 ふ 者は假 借な く 罪科に 處 する： を 布告 


せられた ので、 隨 行の 人數の うちに は、 有 馬 新 七 田 中 謙 助 はじめ、 國臣 等と 意見 を 同じく する 人 も數多 をり ます けれども、 

容易に 相 見る こと は 出来 ませぬ でした が、 豫 ねて 二十 八桥 長屋に 收容 して ある 藩 外の 義徒 は、 依然として 差 置かれ まし 

て、 柴山 愛次 郞橋 ロ壯 助の 二人 は、 此 等の 人 々に拘 はる 交涉 事務 を 掌る 爲め、 特に 會見應 接の 自由 を與 へられました か 

ら、 國臣等 は 柴山橋 口 を 介して、 趱に 同志の 薩摩 人と 聲息を 通じて ゐ ました。 

西鄉森 山村 田 三人の 歸國處 分 は、 少壯の 藩 人の 激昂 を惹き 起す 懸念 もあって、 始 より 極めて 秘密に 取扱 はれ、 直接 此 

事に 與 つた 者の 外 は、 扈從の 人 も 善く 知らぬ 程でした から、 大阪に をる 人々 は、 西鄕が 九日に 兵 庫 を 指して 出た ま. -、 

消息 杳 然として 歸 つて 来ない の を 不思議に 考 へまして、 段々 聞 繕 ふて みると、 嚴 重の 處分を 蒙った 模様 も ある； r からし 

て、 その 已に 生命 を 奪 はれた の を 疑 ひまして、 憤慨の 情 甚だしく、 寺 田屋の 事變の 動機 は、 此 間の 事情より して 更に 1 

ッを 加へ ました。 

大蔵 谷の 進言 

國臣が 己れ の 藩主 黑田 長溥 公の 駕を 遮って 說 を獻ぜ むと 欲し、 伊牟田 尙 平を拉 して 薩摩 屋敷の 二 十八番 長屋 を 出た の 

は， 西鄕が 汽船 天祐 丸に 乘 せられて 大阪の 川口 を 去った 翌日で ありました。 

四月 十二 日、 國臣は 二 十八番 長屋に 於て、 田 中 河內介 小河彌 右衛門 淸 河八郞 藤本 津之助 伊牟田 尙平富 田 猛次郞 等と 寄 

り 合 ふて 評議 をして をる 折し も、 秋 月の 海 賀宫鬥 は 外面より 歸 つて 来まして、 急き込んで、 また 一 つの 難事が 起った と 

申します、 衆 その 故 を 尋ねます と、 それ は 期う 云 ふ 次第で ありました- 
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筑 前の 大守黑 田 美 濃 守 殿 は 此春江 戶へ參 勤 せらる- - 害でした が、 島 津和泉 殿 も 同じく 江戸に 參ら る- -由を 聞かれ まし 

て、 伏 見あたりで 面會 せらる. -爲 め， 口 頃 を 繰 合 はせ て 國許を 立 たれ、 近々 此邊に 着かれる、 それ は 和 in^ 殿 は 勤王の 志と 

か 何とかで、 京都に 立 寄らる i と 云 ふ 世上の 取沙汰、 關 東へ 對 して 以の 外の 不都合、 自然 は島津 家の 難題と もなら う。 

美 濃 守 殿 は 實家杯 亡の 大事， 默 つて 見て は をら れ ない 所から して、 和 泉 殿に 對 面の 上 は、 京都に 立 寄る の を 思.^ まり、 

^:难府の嫌疑を避けらる>-ゃぅ諫言せられ、 伏 見より 直に 關 東へ 下らる \ ことに 取 計 はる i つもり だと 云 ふ 風評 を， 海賀 

は 秋 月 藩の 藏 屋敷に 勤めて をる 田 中 萬 太夫より 聞込んで 來 たのでした。 

これ は筑 前の 藩 情から 考 へても、 黑田 島津兩 家の 親族の 間柄から 見ても、 事實は 或は 然ぅも ありさうな 話で、 愈々 然 

うだと すると、 此 度の 義 徒の 計 畫に 於て は、 大 なる 妨げになります。  - 

國臣は 海 賀の話 を 閜き終 はります と、 然 らば 注って 何とか 一 策 を 立てねば ならぬ と • 即時に 蹶起し まして、 久留 米の 

原 道 太 を 誘 ふて 供に 出 やうと しました。 

淸河八 郞は國 臣が往 つて 黑田 公を說 いても 詮 はない、 或は 却て 捕囚と ならう と 押 止め ましたが、 阈臣は 聞 入れ ませぬ。 

淸河 は、 强 ひて 往 かう と 思 ふなら、 君獨り 行く が 宜しい、 今に 於て 死士は 一 人 も 極めて *； い、 併せて 原 を 失 ふて はなら 

ぬ。 況して 木 も 未だ 着いて ゐ ない、 眞 木の 子弟 を 失 ふの は 義理 も缺 ける と 申しまして、 原 を 頻に押 止めた ので、 原 も 

同行 を：：^ 合 はせ ました。 

そこで 國臣は 伊牟田 尙平を 誘 ひまして、 貴公 一緒に 來 いと 引っ張りました。 伊牟田 は 供に 行かう とします。 淸 河は猶 

ほ 伊牟^ を も 押 止めました けれども、 聽 かないで、 兩人打 連れて 直に 二 十八番 長屋 を 出で 西の方 播州 を 指して 急ぎ まし 

た。 室に 祌速 機敏 を 極めた 行動で ありました。  ， 


長 溥公は 風說り 通り ss- して 伏 見あたりで 對面を 遂げ 久光 公の 行動 を 諫止 せらる. * 內意を 抱いて をら れた敷 如 例歟、 そ 

れは 分り 兼ねます けれども， 三月の 二十 七日に 福 岡を發 して 參 勤の 途に 上られました。 前から リャゥ マチス か 何 かの 病 

氣 にも 惱 まれて 江 戶の名 醫戶嫁 靜 海の 診察 を 求めら る- r 心算 もあって 參 勤の 日 取 を 定められ たの だと も 申します。 しか 

し 江戶の 幕府 は久光 公が 大阪 京都の 間に 駕を 留めら る >• こと を好 まないで、 長溥 公の 實 弟に 常る 親族の 南部 遠 江 守 や、 

宗族の 島 津淡路 守に 內論を 下した 次第 もあって • 江戶 屋敷の 老職 島津登 は、 大目 付の 菱刈 木工 之 助と 留守居 役の 汾 陽次郞 

左衞 門と を大阪 まで 遣 はし、 久光 公の 伏 見 を 通らる、 の を 避け， 汽船 大祐 丸に 乘 つて 海路 を 取り、 尾 張の 熱 田より 上陸 

して 江戶に 出ら る& やうに と 進 首した 事實も あれば、 島 津淡路 守も老 職の 樺 山 直 記 を 使と して、 同じ 趣意の 勸吿 をして 

をら れ ますから、 長溥公 また 或は 多少 は斯 かる 內情 のなかった にも 限り ませね が、 大方 は先づ 1 時の 風說に 過ぎまい と 

思 ひます。 

長 溥公は 四月の 十三 日に 播州の 明 石まで 上って 來れ まして、 大藏 谷の 旅館に 着かれ ますと， 伊牟田 尙 平は僞 はって 島 

津和 泉の 使者と 稱し、 國臣 も附添 ふて 旅館に 參 つて 一封の 書 を 上りました。 

此 時の 上書 は、 國， 臣が筆 を 執って 伊牟田の 名義で 差 出した こと- -、 進言の 趣 3 曰の あらまし とが 傅 はって をる だけで、 

全文 は 今已に 無い のです から、 內容の 仔細 は 分って ゐ ませぬ けれども、 國臣が 嘗て 筑 前の 使者と 稱 して 回 H< の 策を久 光 

公に 獻 じた 時の やうに、 伊牟田が 薩 摩の 使者と 稱 したの は、 上書 を長溥 公直 接の 閲 に 入れ るまで の 都合 を 計ら うた の 

で、 害 中には 國臣 自ら 己れ の 名義 を 以て 意見 を 述べた ものら しく、 趣旨の 概耍は 斯うで ありました。 

それ は 先 づ久光 公 近 ごろ 幕府が 朝廷 を 蔑 如す るの を慨 せられ、 故君薩 摩 守 御 遺言の 趣 を 重んじ， 皇 家の 爲にカ を盡く 

さる >f つもりで 上洛 せらる X に 就て は、 勤王の 志士 數百 人、 諸方より 馳せ 集って 義擧を 企 はだて、 威勢 甚だ 盛で ある 事 
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情 を 述べ、 長溥 公に 於ても 志 を 同う して 此擧 を黉 せられ、 久光 公と 4i ハに カを盡 くされむ こと を 促した もので、 絡 ほ 公が 

専ら^ 府を 重んじ、 因循の 說を唱 へらる \ 噂 は、 志士の 間に も隱れ なく， 公の 通行 を 遮ぎ つて 駕 前に 鮮血 を 流さう と 云 

ふ 言 を 放つ 輩 さへ からぬ よしを 申立てまして、 それから 公の 意 を 承け た 取次の 役人に 向って、 京 攝の 形勢と 時局の 

切迫と を說 明し、 伊牟田の 名義 を 以セ差 出した 上書の 趣 11 曰 を敷演 し、 筑 前人と しての 己れ の 意見 を披 派し ました。 

小河彌 右衛門の 義擧錄 に は、 『和 泉 殿の 使者に 身 を やつし、 其 本陣に 至り、 兩人 口述す る 大略 は』 と 記して をり ますが、 

これ は 馬場 文 英の說 の 通り 伊牟田の 名義 を 以て 先づ 上書 をして 公の 視聽を 動かし、 それに 鑌 いて 追々 申立てた のが、 寧 

ろ事實 であり ませう。 

長 溥公は 進言の 仔細 を 聞いて 大に 驚かれ、 隨 行の 重役 黑田 大和 野 村 東 馬と も密に 評議 を盡 されまして、 國臣は 別に^ 

藩の 罪 を 咎めて 召 捕らる i 沙汰 もな く、 溫言慰 論して 二人 を 放ち 去ら しめられました。 そこで 二人 は 都合 は 好し と、 一 

先づ 近所の 宿屋に 引取って 杯 を 擧げ、 急行 遠来の 疲勞を 養 ひ、 さて 醉飽 して 熟睡して をる 折し も、 大阪 より 伊牟田 を 追 

跡して 參 つた 島津 家の 捕手が 蹈 込んで、 孰れの 方が 伊牟田と も 分らぬ 所から、 二人共に 縳 しました。 

二人 を縳 したの は、 相 謀って 薩 摩の 使者と 僞 はり 出掛けた 次第が 知れた ので、 薩 摩の 屋敷で は 捕手 をして 追跡せ しめ 

と 云ふ說 は、 蓋し 誤りで、 これ はや はり 西 鄕等を 藩に 押送した のと 同 一 の 趣意から して、 伊牟田が 他の 浮浪の 志士 ゃ少 

壯の藩 人と 相 結び、 頻に 急激の 行 勡 を 取る の を 嫌 ひ、 その 脫 藩の 罪 ある を 名と して 召 捕へ たもので、 國臣 はちよ つと 傍 

杖を喻 つたので した。 

薩 摩の 捕手 は取敢 へす 二人 を縳 して 詮議 をして みます と、 一人 は國臣 であって、 巳れ の 方に は關 係の ない ものです か 

ら， ilil 田家の 旅舘に 送り 屆 けて 引渡しました。 巳れ の 方に 關係 のない ものなら、 直に 放免して 可い わけで、 別に 筑 前の 


旅 舘に送 り 届ける 必耍 はない し- 筑前 Q 方で も 送り届けて 來 たからと 云つ-.」， 强 ひて 受取って 述れ歸 へ らる、 にも 及ば 

ぬわけ で， 旁. -此 時の 眞相は 確かと 分り 兼ねます が、 孰れに しても 薩 摩の 捕手と 黑 田家の 役人との 間に は、 多少の 內談 

も 行 はれて、 斯くは 決定した ものと 思 はれます。 

黑 田長溥 公の 回 駕，、 」 道中の 上書 

長溥公 は大藏 谷の 旅館に 於て 內議を 遂げられ、 當時大 阪に帷 を 垂れて をる 蘭 醫の擧 者 緖方洪 庵が、 藩主の 病氣を 診察 

の爲 め、 備 中の 鄕 里に 歸る 途次、 こ- -を 通行す るの を 旅館に 呼び 迎 へて 意見 を 問 はる.. r やうな 事 もあって、 是 より 引返 

へ し 筑前を 指して 歸 程に 上られました。 

國 臣は薩 摩の 捕手より 身柄 を 取られる と、 直に 縳を 解いて 新しき 着物な どを與 へ、 その 申出て た 趣意 は、 善く 聞 召 

された から， 一先 づ歸國 の 上、 何とか 相當の 詮議 も あらう と 云 ふ 申 含めで、 頗る 丁寧の 取极を 蒙って、 長溥 公の 駕籠に 

愿從し 一 應歸國 する ことにな りました。 

此 時の 供人 數 のうちに は、 弟の 平 山 宇 八 郞も加 はって ゐ ました、 國臣が 突然 飛 出して 參 つて 斯 かる 振舞 をした ので、 

兄弟の 間柄、 犬に 恐れ入って、 謹慎の 意 を 表して 勤務 を差控 へ、 進退 伺の 手績 をし ましたが、 その 儀に は 及ばぬ と 云 ふ 

沙汰で ありました。 

斯くて 長 溥公は 途中より 宿 病が 俄に 劇しくな つたの を 表面の 理由と されまして、 重臣 を 江 戶に遺 はして 今春の 參勤を 

蘇せられ、 十五 日に は 愈. -大藏 谷を發 して 歸國 の途に 就かれました。 圃臣 も此度 はう まくと 一 杯 喰べ された と は 知ら 
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ないで、 行列に 附 いて 歸 りました。 

國ほ を晴々 しく 行列のう ちに 加へ て 召 連れられ たの は、 これ は 國臣を 大事に して 從 へて をる ぞ， 決して 召 捕った わけ 

ではない、 isaF: に此 通りで あると 云 ふこと を 世間に 示された ので、 それ は^り 間違った らお 駕籠の 前に 鮮血 を 流さうな 

んど V 途方もない こと を 言 ふ 例の 浪人 共が、 何處 より 飛 出して 亂暴を 働く や も 知れぬ 心配から して、 斯くは 取 計 はれた 

の だと 申します。 然うして みると、 圃臣 はつ まり 暫時の 間道 中 安全の ための 看板と なった もので， 好い 面の 皮です が、 

渺 たる 一 介の 瘦 浪人 を 以て、 途中に 大手 を 擴げて 五十 萬 石の 大 諸侯 を 遮ぎ り 止め、 上下 多勢の 行列 を でんぐり返らした 

の だから， 今度 は 此方が 一杯う まくと 喰べ て 道中 安全の 看板に つか はれる 位 は、 それ は當然 だと 中す 人 も 或は ありま 

せう けれども、 阈臣 自身 は 如何 かして 長溥公 をして 筑 i 叫 藩 をして、 朝廷の 爲に カを盡 して 勤王の 魁 を させたい と 云 ふ 熱 

誠から して、 道中で も 上書 をして 切に 此趣 3 曰 を 述べ、 福 岡へ 歸 着の 上 は、 二十日 を^り 隨從の 士卒 を 精 撰せられ、 ふた 

たび 驚を發 して 京都へ 出られむ こと を：^ きまして、 懇願 最も 勉 めました。 上書の 全文 は 斯うであります。 

謹 而再ゅ 上 候。 其 節 直 様 御 決着 一一 テ、 天下 第一 魁 11 勤王 ヲ詢 へサセ ラレ 候へ パ無ー 1 此上ー 御 家 之 面目 ト奉 レ存 候へ 

共- 御供 人 數等御 疎遠-一而 御 思 召 通運 ビ兼、 東， 疊御殘 念 奉 二 察 上 一 候。 其 上 尊駕御 引返 ュ付 テハ、 縉紳家 ヲ始. 滿 

天下 凡 而御怯 臆 之 様 風評 仕 候 《必定 11 御 坐 候。 此上 《後日 御大 功 被 レ爲レ 立、 今日 之 御耻辱 御雪ギ 被い 遊 候 様 有-! 御 

坐 一度 奉， 一存 上 一 候 0 且叉 幕府 之 嫌疑 最： 十分 一一 テ， 御 病氣之 御届ハ 被, 爲レ在 候 共、 決 而御實 病トハ 引^ 申 間 敷、 其 

疑念 ハ 縱令 御領 阈 半分 御 差 出 ュ 相 成 t 、共、 消失 仕 候義無 n 覺束 1 御 坐 候。 御歸城 早速 斷然ト 御 決着 -ー テ 、御闽 中 一 統 

人 氣裔立 候 様、 事態 逐 一 御觸 達被レ 遊、 時勢-一 應シ 勤王 之義 公然 ト御 詢、 御 隣！： 迄 モ栢響 キ候樣 ユ^-御 坐 一度、 縱 

令 其 段關東 一一 相 聞へ 險 トモ、 僅 一一 百餘輩 ノ浪士 浪速 一一 潜伏、 日々 京 攝往來 仕 候 ヲサへ 捕 柙不レ 申 位-一 衰弱 ノ幕 威. 


一一 テ 討 手 差向ケ 候義ハ 勿論、 手 弱 キ譴貴 モ有レ 之 間 敷、 萬 一 討 手 差 向 候 含有 レ之候 テモ、 朝敵 一 1 あ 成 候 義ハ、 路頭 

愚 夫 頑 民 マ デ不レ 好義ニ 候へ パ、 決 而御敵 對申上 候 〈有-一 御 坐 一間 敷、 若夫ヲ 承知 討 手 一一 罷越候 トモ、 固 ヨリ 名義 ノ 

不レ 分暗將 -1 御 坐 候へ パ、 恐ル 、 ュ不レ 足 者-一 御 坐 候 。殊ュ 斷然ト 勤王 被 レ成候 時ハ、 御 隣 藩 迄 其 風， 1 歸シ、 是レ ，1 

〈張 弩ノ勢 一一 相 成い 彼 一一 ハ落膽 消 魂 仕、 手 ヲ束ネ テ罪ヲ 謝 候 外、 更- ー處置 《有 n 御 坐 一間 敷 候 >  ヨシヤ 利害 ハ差置 

候 テモ、 當曰 當然ノ 御忠務 -1 候へ パ、 必 天地神明 ノ 擁護 モ可レ 有 二 御 坐 1 候 。就 5 肥 後豊後 岡 藩 等モ、 去 冬 來密- 一 

義 ヲ詢、 熊 藩-一 テ ハ 長 岡 佐 渡米 田 監物等 其 巨魁 一一 御 坐 候。 岡 藩 一一 テ 《中 川 少佐 小河彌 右衛門 等 一 1 御 坐 候。 今 t:^ 

一一 而此兩 藩ハ、 無& 勤王 之 萠御坐 候 故、 爱 一一 テ ハ 迂直之 策ヲ以 テ、 先兩藩 一 I 御 使者 ヲ被， 遣、 此方 様 ョ リ 御誘ヒ 被， 

遊候ハ く， 水火 之 湯 燥-一 從ヒ候 如ク、 必ス 一諾 一一 テ異儀 有-一 御 坐 1 間 敷、 g 三 藩 t 合體ノ 上- 米 柳 其 外 小 藩 御 偶 促 

被レ 遊候ハ  >  、彌增 勢 二 隨ヒ機 一一 應シ， 大概 兩國ハ 不日 ュ 御 同意 可レ仕 0 其 上 一一 テ ハ 山陽 南海 等 御誘ヒ 被， 遊、 御 出京 

御 坐候ハ く. 則 迂直先 之 道 一一 モ叶 ヒ、 所謂 始メハ 處女ノ 如ク、 後ハ發 シテ脫 兎ノ勢 有， 之、 却 而今 日ノ御 引返 シハ、 

深謀遠慮 之 様-一成 行、 第 一 天朝へ ノ御 忠節 拔群 11 テ、 御家ノ 御名 譽 莫大 ト 奉レ存 候 。其 儀 御 決定-一 御 坐候ハ く， 

不肖 之 私-一 《御 坐 候 得 共、 直 様 上京 仕、 縉紳取 結 隣國御 誘ヒ御 勤王 被， 爲， 在 候 トノ綸 命 被， 爲， 下 候樣取 計， 綸書 

《永ク 御 家-一 相 納リ、 九州 勤王 之 ITLM ト御戚 被， 遊 候樣、 身命 ヲ驟テ 周旋 可レ 仕、 左候ハ ，7 唯今 薩州第 一 着 之 勳功ョ 

リモ、 却 テ被レ 爲レ勝 候 樣成行 可レ申 候。 何卒 御國威 天下 第 一 -ー 相 輝 キ候樣 有 二 御 坐 一度 奉-一存 上 一 候。 總シテ 兵 〈拙速 

ヲ貴ビ 申 候へ パ、 巳-一 龍 光 公-一 モ被， 一 仰 置 一 候 通リ、 草履 片足 下駄 片足 二 テ、 不足勝 二 テモ 迅速 ナル 一一 功多 キ者， 1 御 

坐 候。 凡ソ事 一一 《機 ト形ト 勢トノ 三ッ、 必ス有 レ之者 一 1 御 坐 候 。勢- 從ヒ 候へ ハ、 勞 モナ ク功 モナ キ 者-一 御 坐 候。 形 

顯 レ候テ is! ヲ成シ 候 得パ、 勢 ト相追 フテ是 又 功 少ク候 0 所訟機 ヲ見テ 先制 スルー 一若 クハ 無二 御 坐 一 候。 鬼 角 一 家ョ 
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リー 國， 小 藩 ヨリ 大藩ホ ド萬事 整 兼、 遲々 延々 一一 相 成 候ハ、 自然 ノ勢 一一 御 坐 候へ バ、 格別 ノ御英 斷不レ 被 レ爲レ 在 候 

テ r 人 之 後へ 一一 御 付 被 レ遊. 勞シ テ功ナ キー 一至 リ可レ 申 哉、 何卒 御着 城 ヨリ 二十日 限リ、 御供 人 數御精 撰 御 再 

發被， 遊 候 機、 奉- 1 仰 願 上-候。 

此上實 完全 I 本 は 失せて 曰付鑫 けて きすが、 蓋し 三備から 藝 州まで Q 間 を 通行す きに 雷した も？、 長溥 

公 は 持病 再 發を表 向の 名義と して 引返へ されました けれども、 書中の 文 言に よると、 實際は 御供の 人數も 不十分で、 時 

節 抦途 中 QE も 業な S と 5 事情から 引返された ので， その 靈は 置に も內. - 示された も S と 見えます。 

國臣が s 谷^て 中立て た 人 京 llf  、  f 角も藝 i と 認められた 奪、 t 人數 Q 用意 等が 足らぬ 所 

から、 一先； 阈 をして、 十分の 準備 を 整へ 出直す やうに 申し 聞 けられまして、 置 も 然ぅ思 ふて 行列に 加 はって 歸っ 

たので、 f また 斯 かる 上 f して、 御 歸城の 上 は 二十 曰 I り 再び 發駕 せられたい とか 何とか 頻に中 出 S で ありま 

.tj う。 比 道中 國臣は 頗る 得意で 氣色も 振 ふて ゐ ました。 

日華 丸の 船中に 於け る拘囚 

長溥公 は備中 I 行 せら t 時、 大 |で逢 はれ ilQ 緒 I 庵が I して 鄕國に 居る 0 を 特&び 寄せて 旅館 

で 話 を 聞かれました が、 置 は老 詩人 I 山 Q 夕陽 謹 I の 所在地と して 世 if 祌 f 驛 より、 f 管の M 

直 宅 is^.s、 上 形勢 を吿げ 51 促しました。 Ma^n. 上洛して 力 を g に 


致し、，^ いで 尹宫に 仕へ、 一 個の 志士と して 名 を 知られました。 

それから！： 臣は此 道中で 一人の 獵師が 臭を寶 りに 來て をる の を 見、 自ら 買 取って 晨從 中の 若き 者 共に 與へ、 臂に 据え 

さして 途中 を 歩かし、 打 興じた と 云 ふ 話も殘 つて ゐ ます。 數 日の 後に 引ッ捕 へられて 獄に 入れら る. - こと を 感じな かつ 

たの は、 此模樣 でも 分ります。 

違從の 重役の 間に は、 追って 召 捕る 內議 は， 始 より 熟して をり まして、 唯 道中の 安全 を 謀る ため、 然もない 體を装 ふ 

てゐ たのです から、 萬 一 の變を 慮り、 內 意を掛 りの 役人に 授け、 絶えす 附添 はして 監視 を 加へ たさう です が、 此 度は國 

臣も 全く 致されて 了って 自ら 知り ませぬ でした。 

二十 六日の 夜、 長府に 宿りました。 長 府はド 關を距 る こと 約 二 里、 白 石 正 一 郞の弟 大庭傳 七 こ \ に 住んで をり ます. - 

翌 二十 七日の 天明、 國 臣は大 庭の 門 を 叩いて 京攝の 形勢と 己れ の西歸 した 事情と を 語り、 長 溥公は 一 たび 藩に 歸ら る-^ 

の 後、 急いで 準備 を 整へ、 更に 出て 、力 を 王事に 盡 くされむ とする 內狀を も 述べまして、 今 は 竹 崎 を 過る 暇がない から、 

此 好い 消息 を 兄の 白 石に 傳 へて くれと 頼んで 別れました。 

ところで、 闽臣 はお 國が 近うな つて、 道中 安全の 道具と なった 看板 御用が 濟 むと、 直に 引ッ捕 へられました。 

筑 前に は、 去年 アメリカ人より 購入 せられた 風 帆船が あって 名 を 日華 丸と 申しまして、 長溥 公の 歸國 を迎 ふるため、 

下關に 回航して をり ました。 此日國 臣は豫 ねて 內許を も 蒙って ゐ たので、 船內の 模様 を 一 覽 したいと 思 ひまして、 船に 

上ります と、 庄島此 右衛門と いふ 盗賊 方 は、 直に 拘 しまして 君命 を傳 へ、 一 たび は 特旨 を 以て 宥恕 せられ、 道中 も 召 連れら 

れ たが、 脫 藩の 犯罪 人 を此儘 全く 寬假 して 歸ら る- -の は、 從來 の例规 にも 違 ひ、 表 向の 都合 も出來 ないから と 申しました。 

國臣今 は 是非に 及ばぬ ので、 從容 として 命 を锁 し、 己れ も 內許を 得て 船 を 見やう と來 たの だからと、 仔細に 船內を 兑 
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て 了って 拘囚の 手續を 受けました。 

口 華 丸 は 阔臣を 載せた ま- -、 即日 福 岡 を 指して 回航し ました。 此時 國臣が 船中で 咏んだ 歌が あります。 

ゆるされつ 又から まれつ 惱 むかな 

風 さだまらぬ 松が 枝の 蔦  . 

吹く 風 はお さまれ り やと 立 寄れば 

なほ 波高き 筑紫潟 かな 

坊 くて、 日華 丸の 船 房に 囚 はる， t こと 三日， 此 月の 盡日. 長溥 公が 福 岡に 歸 着せら る. - と共に、 船より 移されて 愈. -獄 

裡の 人となりました。 

安政 五 年の 秋 八月 >  法 を 破って 藩 を してより 方に 五 年。 此間數 ば 政廳の 追究 を 蒙り、 東奔西走して 巧に 盜賊 方の 手 

を 免れ ましたが、 今や 始めて 拘囚の 身と なりました。 

伏 見 寺田屋 の事變 

國臣 の； i 岡の 獄中の 情況 を 語る 前に、 聊か 伏 見 寺 田屋の 事變を 述べ ます。 

文久ニ 年の 夏の 初、 阈臣 等の 同志 勤王の 義 徒が、 京都 大阪の 間に 馳せ 集って、 島 津久光 公の 着駕を 待設け、 耍 して 錦 

の 御旅 を 押 立て、 こ. -に 義兵 を 擧げて 王政 恢復の 基 を 開かう とした 企劃、 謂 ふ 所の 回天の 壯關 は、 伏 見の 寺 m 屋に 於け 

る 蔡變を 生じまして、 事 は 全く 破れて 了 ひました。 それ は國臣 が長溥 公の 回 駕に從 ひ、 藝州路 を 越えて 防 長の 地方 を 過 


ぐる 頃で ありました。 

是 より 先 久光公 西より 来って 大阪の 屋敷に 入られる と、 行動 た 緩慢で、 義 徒が 豫め. 待望した 所と 齟齬し ます。 然ぅ 

して 國臣が 播州 を 指して 走った 翌日、 久光公 は 大阪を 去って 伏 見へ 上られ ましたが、 屋從の 士卒の 三分の ニを大 阪の屋 

敷に 留め、 頗る 行列 を 減じて 京都に 入り、 また 諸方の 義 徒の 從 ふて 行かう と 云 ふの を强 ひて 抑制して 大 阪に殘 され まし 

て、 義徒 は^だしく 失望して をる 折し も、 西鄕森 山村 田 等が 罪 を 得た 事實も 漸く 洩れ、 阈臣が 伊牟田と 共に 捕 はれた 消 

息 も 同じく 問えました。 

そこで、 久光 公の 着駕 と共に 事を擧 げやう と 思 込んで ゐた 諸方の 義徒は 申す 迄 もな く、 薩 摩より 扈從 して 參 つた 有 馬 

新 七 田 中 謙 助な どの 面々 も、 同様 愈. - いたく 望 を 失 ひまして、 斯 かる 闪循 姑息の 情 態で は、 到底 それ は 王政 恢復の 基の 

開ける 兑込 はない、 非常の 功 を 立る に は、 非常の 事を爲 さねば ならぬ と 云ふ考 へからして、 密に 評議 を 凝らし、 斷然 111： 

志の 人々 の カを戮 はせ、 夜に 乘 じて 義を 京都に 擧げ、 常に 幕府の 意圖を 迎合 せらる i 九條關 白の 屋敷 を鼷 ひ、 所 司 代 酒 

井若狹 守を斫 り、 粟田 宮法 親王の 幽屏を 解き、 奉じて 宫闕に 入り、 聖斷を 仰いで 大詔の 煥發を 請 ひ、 斯くて 久光 公の 進 

退 を 決せし め、 王政 恢復の 第 一 歩 を 着ける 策 を 立てました。 

これ は 主として、 田 中 河內介 小河彌 右衛門が、 有 馬 新 七 田 中 謙 助柴山 愛次郎 橋ロ壯 助と 相 謀り、 豫め 協定した 所に 從 

ふて 策 を 立てた もので、 長 州の 久阪玄 瑞寺島 忠三郞 入江 九 一 榴崎彌 八郞樹 崎忠助 等の 黨約 二十 人、 土 佐の 吉村寅 太郞宮 

地 藏吉松 緣太郞 はじめ、 大阪 京都の ii に 集って ゐた 勤王 黨の義 徒 は、 大概 此議 に與 つて、 事 一 たび 發 せば、 呰 起って 

應 やる 手 答で ありました。 

然うして 久光 公の 方で は、 大阪の 屋敷に 殘 つて をる 浮浪の 徒 や 一 派の 藩 人が、 何だか 不 IS の 行動 を 取らう とする の を 
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知られまして、 海 江 田 武次奈 良 原 喜 左衞門 それから 大久保 を 下して、 久光公 S 節制 を 守って 暫く 事の 形 行 を 待つ やうに と 

段々 說論を 加 へられました けれども、 此-喷 は 西鄕が 嚴譴を 蒙った の も 追々 に 洩れ 聞え、 多分 は已に 殺された.^ らうと^ 

をされ て をる 最中で は あるし、 到底 久光 公の 態度 は 頼む に 足らぬ、 當路 者の 言 を 信す る こと は 出来ない と 云 ふ 勢と なつ 

て、 馬 田 中 柴山橋 口な どの 薩摩人 は、 勤王の 爲と あれば 主命に 戾 るも餘 儀ない と覺悟 をし まして、 久光 公の 說 論に I し 

ませぬ でした。 

1^ くて、 二十 三日の 夜 は、 愈 京都に 入って 事を擧 ぐる 相談 を 極めまして、 有 馬 田 中 以下 薩 摩の 同志 三十 餘人、 田 中 

河內介 及び 前日 を 以て 始めて 九州より 着いた 眞木和 泉 守の ー圑、 四艘の 船に 分れ 乘 つて 淀川 を 遡り、 晚景 相次いで 伏兑 

に 到り、 濱 町の 船宿 寺 田屋に 上がって、 食 を 命じ 装を理 め、 準備 全く 成る を 告げ、 やがて 洛中 を 指して 出で立た うとす 

る 時し も、 久光 公の 特派 せられた 鎭撫 使の 一 行が 參 りました。 

久光公 は 大阪の 屋敷に をる 一 派の 藩 人並に 浮浪の 徒が、 公の 說論を 用 ひないで、 此夜 京都に 入り、 飽くまで も クトぉ S の 

行動 を 取らむ とする 警報 を 聞かれまして、 朝廷より 新に 浪士 鎮撫の 命を拜 した 折 柄、 我が 藩 人に 斯 かる 行動 あらしめ て 

は、 全く 而固 もない、 如何しても 鎭撫 せねば ならぬ と、 旨 を 奈良原 喜八郞 II 男 道 島 五郎兵衛 大 m 格 之 助 11 森 岡 清 左 

衞 等の 九 人に 授け、 往 いて 重ねて 鎭撫 せしめ、 猶ほ 命を聽 かぬ ければ， 臨機の 處箧を 取っても i„i しいと 云 ふこ 

と を 許されました。 

そこで 奈良原 道 島 等 は、 急いで 伏 見に 到り、 義 徒が 集って 寺 田 屋の樓 上に 居る の を 知り、 有 馬 田 中 柴山榲 口の 四 人 を 

指名して 會談を 求め、 階下の^ 窒に 於て 久光 公の 旨 を 吿げ、 說論 最も 勉 めました けれども， 有 馬 田 中， は顽 として 服す 

る模機^^なぃ所からして、 道島忽ち刀を拔ぃて田中を切り-伏せ、 一 同 また 各、、^ を 揮 ふて 鬪^ 有馬以 「の 四 人 S  P 


嗟の 間に 不意 を 討 たれて 斃れ、 橋 ロ傳藏 弟子 丸 龍 助 西 田 直 五郎 森 山 新 五左衛門の 四 人、 また 各. - 難に 殉 じました。 鎮撫 

使の 一 行 も、 道 島は鬪 ふて 死し、 森 岡 は m 傷 を 負 ひ、 その他 も 概ね 皆疵を 蒙りました。 

樓 上に 居る 多 數の義 徒 は、 有 馬 等の 鎮撫 使と 相鬪 ふの を 知らす、 伏 見 奉行の 人數來 つて 攻めた の 歎と 思 ひまして、 罵 

り騷 はいで 防戰の 用意に 忙 はしき 折し も、 奈良 原が 狀を 告げて 鎮靜を 求めた ので、 衆 は 始めて 審情を 知り ましたが、 已 

に 時機 を 失 ふて 如何す る 道 もな く、 或は 自殺せ むと 欲する もの も あれば、 出で、 闘 はう と 言 ふ もの もあって、 紛々 擾々 

として 容易に 鎭靜 しませぬ。 そこで 奈良原 は 特に 田 中河內 介の 名 を 呼んで、 此 間の 處 置を囑 みました。 田 中 は 露 木 和 泉 

守に 相談 をし ました。 眞木 は久留 米の 子弟と 共に 階下の 別 窒にゐ ましたが、 田 中の 意を領 し、 自ら 摟 上に 參 つて、 先づ 

己れ の 氏名 を 告げて 衆の 着座 を 求め、 意外の 事變を 生じて 今夜の 義擧は 最早 如何す る こと も 叶 はぬ。 久光 公の 沙汰 も あ 

るから、 一 先づ 京都の 屋敷に 到りて、 更に 後 圖を爲 すが 可から うと 說 きました。 衆 始めて 服し、 一 同相 携 へて 寺 田屋を 

出で、 二十四日の 曉 天、 錦 小路の 薩摩 屋敷に 入り、 尋 で皆拘 せられて 歸國の 處分を 受け、 田 中 河- s: 介の ー圑 及び 海賀宫 

鬥は、 薩 摩の 同志と 共に、 海路 薩 摩に 護送 せらる- - 途中、 田 中 は 子の 達磨 助 及び 靑木賴 母と 同じく、 讃州 小豆 島の 沖に 

於て 船中に 害せられ、 海 賀は中 村 主計 千 葉 郁太郎と 同じく、 日向 細 島の 海岸に 於て 害せられ， 眞木和 泉 守等筑 後人の 一 

圑、 土 佐の 吉村寅 太 郞宫地 宜藏吉 松 緣太郞 の 三人、 佐土原の富田猛f^、郞池上隼之助のl 一人 は 各々 その 所屬の 藩に 移 付せ 

られ ました、 小河彌 右衛門 等豐 後の 一 圑は、 別に 內情 もあって 一 日 後れて 大 阪を發 し、 寺 田屋の 同志と 行動 を 異にした の 

で、 暫く 免れて 無事 を 保ちました。 

淸 河八郞 安積 五郎 藤本 津之助 飯 居簡平 は、 國臣が 播州の 大藏 谷に 參 つた 當 日に、 酒興 を 買 ふて 檢 束の 無い 動作 をした 

事から して、 田 中小 河 等の 同志と 齟齬 を 生じ、 大阪の 二 十八番 長屋 を 追 はれて 去った ので、 寺 田 屋の事 變には 全く 關係 
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しませぬ でした。 

美 玉 三 平 は 錦 小路の 屋敷に 拘 せられて をる 時 * 逸して 走り、 山 本 四 郞は錦 小路より 薩 摩へ 護送 せらる X 間際にな つて 

自殺 を 遂げました。 伊牟田 尙平 は、 國臣と 同じく 播州の 大藏 谷に 於て 拘囚 せられた ので、 寺田屋 の事變 には參 加せ なか 

つたので した。 

安政 戊 午の 大獄 このかた、 志士の 間に は 數ば義 擧の畫 策 も 行 はれ、 櫻田阪 下の 事 變も相 踵いで 起り ましたが、 耍 する 

に 趣旨 は 斬奸淸 側の 範 圆 を 出ない のであって、 その 赤裸々 の 討幕 誠 を 提げ 1 王政 恢復 霸府覆 亡の 志 を 以て 事 を 企 はだて 

の は、 實に此 時を始 といたし ます。 事 は 一た び 破れました けれども、 天下の 人心に 感激 を與 へ、 回天 維新の 氣運を 促 逸 

した 顯 著の 功 は、 { 是に 尋常 意 料の 外でした。 然うして 圃臣の 率先 首唱と 周旋 奔走と は、 最も 與 つて 力が ありました。 

. 福 岡の 獄 一 

网臣 は伏兒 寺田屋 の事變 より 五日 後れ、 四月 二十 七日、 下關の 船中で 捕 へられ、 二十 九日 を 以て 移されて 福 岡の 猿に 

入りました。 

獄は福 岡の 市街の 西方 荒津 の海濱 树木屋 町に あって、 父母の 住む 地 行 三番 町の 家と は、 一流の 川 を 挾みて、 總に數 町 

を隔 だてた 近い 所でした。 

當時黑 田家の 獄事は 町奉行 濱兵 太夫の 總裁 する 所でした。 濱は 藩の 儒家 竹 田 氏の 門より 出で、 若い 頃に は _ お茶 山の 塾 

にも 遊んだ 人で、 藩 擧修猷 舘の助 敎に身 を 起し、 相 應の擧 問 も あれば、 閱歷 にも 富んだ 老 i おの 一人、 平素 善く 意 を獄事 


の 改良に 用 ひ、 自ら 建議して 徒 罪 方の 新制 を 設けた 人です から、 國臣 の收容 と相關 しても 多少の 交涉 はあった 普と 思 ひ 

ます けれども、 今 は 何の 話も殘 つて ゐ ませぬ。 獄中での 日常 は國事 上の 犯罪 人と して 取扱 はれ、 普通の 盜賊 などと は頗 

る異 つて、 濫 房も刖 で、 折々 の 勞役を 課せら る X の も 免れ、 疊のゃ r な もの も 敷いて 與 へられました。 それに 國臣の 主 

任と なって をる 徒 罪 方の 西 村 七 助 は、 幾分の 志 を もった 吏員で、 國 臣に淺 からぬ 同情 を 表して ゐ たし、 父親の 吉 郞右衛 

門に 武術の 指南 を 受けた 渡 邊牛次 郞と云 ふ 人 や， 後に は筑 前有數 の記錄 家と なって、 勤王の 志士の 顯 彰に勉 めた 江 島 茂 

逸な ども. 若い 番卒と して 勤めて をって、 上役 人の 眼 を偷ん では、 掌に 字 を 書いて 世間の 消息 を吿 げたり、 或は 檻 房の 

前に 花を植 ゑて 慰めたり して、 何 かにつ けて 便利 を 謀って 吳れ たので、 時には 斯 かる 人々 の 手を經 て、 獄 外との 通信 も 

多少 は 出来た ものと 見えます。 獄に囚 はれた 初 頃の 物語と して、 最も 善く 人に 知られて をる の は、 平 尾 山の 女 勤王家と 

歌 を 贈答した ことでした。 

望 東 尼 は 去年の 冬より 京都に 上って をら れ ましたが、 此 歳の 五月に 歸 國 をして、 深く 國臣の 苦節 を憐 み、 密に歌 を 寄 

せて 慰められました。 

たぐ ひなき 聲に なくなる 鶯は  . 

籠に すむ 優き め 見る 世な りけ り 

國臣は 答へ ました。 

おの づ から 鳴けば 籠に も 飼 はれぬ る  . 

大藏 谷のう ぐ ひすの 聲 

尊て 望 東 尼 は 重ねて 贈られました。 
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沖の 波 寄せて はかへ る 礎 なれ や 

うきめ 見る 人の 多き 世の中 

画 ほ また 答へ ました。 

沖つ 風 吹く ひの 浦の 波高み 

憂き めみ る 身 はさ はに よりぬる  . 

望^ 尼 は 親子 內 親王の 御 東 下の 盛儀 を拜觀 し、 兼ねて 上國の 名勝 古蹟 を も涉覽 する つもりで 出京して、 馬場 德次郞 英文 ヒ 

東 道と し、 處々 方々 を 見物して 歩る き 廻 はって をら れる 折し も、 藩主 長溥 公の 江戸へ 參勤 せらる よしを 聞き、 伏 見に 

出て k 公の 通らる-. - 行列 を迎 へやう と 待ち構えら る i と、 忽ち 報知が あって、 播州の 大藏 谷より 駕を 回へ して 歸國 せら 

れ たこと を 知られました。 此 時まで は國臣 との 交際はなかった のです けれども、 勤王の 志士と しての 評判 は、 京都で も 

盛に 行 はれ、 大藏 谷の 嚼も 聞え 渡った ので、 望 東 尼 も 感服 をせられ まして、 福 岡に 歸 へられる と， 直に 此 歌の 贈答 をせ 

られ たのでした。 然うして 國臣 が獄を 出た 後 は、 }„疋 に 深い 交 をして * その 來往 せられた の は、 纔に數 月 cfe でした が、 

二十 年の 舊識の やうに 親しくせられ ました。 それ は猶ほ 追々 に 述べます。 

國臣が 望 東 尼と 歌 を 贈答した 時、 その 自ら 記した の は， 世の 人に 苦心 を稱 せらる 紙 燃の 字で ありました。 

阈 臣は此 歳の 五月の 初から、 翌年の 三月の 末まで、 凡そ 一年の ii、 福 岡の 獄にゐ ました。 此間 絶えす 或は 吟咏を ^と 

し、 或は 著作に 從 ひまして、 皇窒を 慕 ひ 國家を 憂 ふるの 情 愈 深く、 父母 故 舊を懷 ひ， 同志 朋友 を 思 ふの 意 また 酷 だ 股で 

した。 獄 法に 依って 全く 讀書 筆硯の 自由 を 奪 はれ、 嘗て 情 を 述べて 嘆願 をし ました けれども、 許されなかった ので、 巧 

な 意匠と 驚かる \ 根 氣とを 以て、 夫の 世に も 名高い 紙 燃の 字 を 案じ 出しまして、 幾篇の 著述 を 成就し ました。 藎志錄 一 


卷、 體勢辯 一 卷、 制蠻策 一 卷、 征寇說 一 卷、 囹圄 消光 三卷、 - 大體辩 一 卷、 祌武 必勝 論 三卷は 即ち 是で、 いづれ も 短篇の 

文字で 格刖 長い ものと て は 無い のです が、 それでも 祌武 必勝 論 は 上中下の 三篇 より 成って、 凡そ 七 八 千 言 もあります。 

諸篇 0 うちに は、 漢文 を 以て 記した の も 交って をり ます。 

謂 ふ 所の 紙 機 字の 著作 は、 獄中に 用 ゆる 粗惡の 紙 を 燃り て 文字の 形 を 作り、 それ を 飯粒の 糊 を 以て、 一 々別の 紙の 面 

に 貼り 着け、 行數 正しく 排列して 篇を 成した もので、 頗る 精巧に も あれば、 幾分の 雅致 もあって、 直に 珍ら しく 感ぜら 

れ ます。 また 斯 かる 苦心 を 費して 著 はした 幾篇の 論策 は、 一 卷の參 考書を 借らないで、 悉く 胸臆より 取って 古今の 蔡例 

を援證 し、 言 說滔々 として 少も 誤らぬ の は、 その 平生 記 性の 强 くして 知識の 多かった こと も 自ら 想 はれます。 况 して 言 

ふ 所 說く所 都べ て 尊王 憂國の 情なる に 至て は、 世の 人め 襟 を 正う し容を 改めて 之を觀 るの も 所以な しとし ませぬ。 紙撤 

字で 著 はした 神武 必勝 論の 原本 は、 但 馬の 篛擧 破れて 走る 時， 形見と して 地方の 志士 太 田 仁 右衞門 等に 诏 めて 去った の 

を、 明治 二十 年の 舂、 仁 右衛門 等の 子孫より 獻納 しまして 乙夜の 覽に 入り、 長く 宮中の 御府に 保存せられ ましたが、 

尋で宫 內省は を 請 ふて 原本に 倣 ひ、 紙 燃 宇 を 以て 複製し、 皇族 重臣に 頒 たれ、 また 別に 漆 版の 榻本 も出來 まして、 當 

時の 內閣 總理 大臣 伯爵 伊藤博文 公 は 道理 賞 二心 肝 T 忠義 填 ニ骨髓 一の 一 一語 を 題して 敬 仰の 意 を 表せられ、 皇太后 宫大 夫子 IS 

杉 孫 七 郞卿は 跋文 を 作られ、 國臣 の遣挨 にも 一 部 を 賜 はりました。  、 

尋常 囚人の 物な りせば、 一 般 普通の 人情で も、 猶ほ 且つ 手に 觸 る- -を 好み ませぬ。 今 は！： 臣の 獄中の 作、 斯の 如く 

乙夜の 覽を 蒙りまして、 永く 御府に 保存 せられて ゐ ます。 藍し 精忠 義烈の 自ら 然 らしむ る 所で、 他に は！： も 無い ことで 

ありませ う。 
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闽臣が 紙 撚字を 以て 記した 諸篇 のうちで， 最も 善く 獄中の 消息 を傳 ふる ◎ は、 囹圄 消光の 三卷 であります。 

これ は當 時折に ふれ 事に つけて 己れ の 感懷を 述べた 歌 や 詩を收 めた もので、 就中 多 いのは 歌です。 その 主として 皇 

を 念 ひ 國家を 愛 ふるの 至情 を 洩らした こと は、 特に 申す 迄 もない のです が、 今； U  k に總べ て擧 ぐる こと は出來 ませぬ か 

ら、 その 內の 一部分 を抄 して 示します。 

畏 しな 世の ため 民の 上 をお ぼし  - 

おと^も みけ も 安く まさす と 

聞 ゆべき 人し あらねば 大王 は 

雲井に ひとり 物 思す らん 

大內 のさ ま を 思へ ば これ や この 

身 を かこまれし 憂さ は 物 か は 

よみが へり 消 かへ りても 盡 さば や 

七た び 八た び 大和魂 

御代の ため 如何に 盡 さば 足ぬ らん  . 

命 は 物の 數 ならぬ 身 を 


また 堂に 老いた 兩親 のこと を 思 ふて は、 斯う も咏 みました 0 

年老 ひし 親の 嘆 はいかな らん • 

身 は 世の ためと 思 か へても 

國の ため 君の ため なれば いかに せん 

親 も ゆるせ や 年月の 罪 

歸 りしの 嬉しと 母の よろこびし 

夢 さへ 今朝 はう とくな りぬ る 

瘰 乎た る意氣 は、 奮に 依って 滴 ほ 愈々 壯 でありました。 

今日 か、 る 身と なる まで も 11 して ぞ 

ますら をの この 甲斐 は あるべき 

たま/ \ に 人と 生れて 徒に 

草木と ともに 栲 ちんかな しさ  • 

いかに せん 時に あはねば 昔より  - 

うみに 筏の ためし ある 世 を 

めしう どと 身 は 成ながら 天地に 

愧ぢ ぬ心ぞ たの み なりけ る 

それから 斯うい ふ 類の 歌 もで きました。 獄窓 を 音 づれて 過ぐ る 杜鵑の 聲を 聞いて は、 さすがに 多く 感を 催う したと 思 は 
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れ ます。 

1 聲 はいそが はしげ に 時鳥 

たが 待つ 里 を 鳴いて すぐ ら， ん 

おも ひき や 然らで 希なる 時鳥 

ひとやな がらに 先き かんと は 

鳴す ぎて あと はは かなし 時鳥 

夢 かう つ、 か 夜半の ひと 聲 

あまの 子の 友よ び 集ふ聲 すなり 

いまや 荒津に 網 虫ら しも 

林より 森より しげき 窓の 戶 Q 

さはり ある 夜の 月 をみ るかな 

此境 また 自ら 寂寞 無聊に 堪へ かねて- 獄 外の 天地と 人生と を戀 ふるの 情なき を 得 ませぬ でした 0 

世に たぐ ひ あら じと 思 ふ 寂 さは 

ひとやの うちの 雨の ゆうぐれ 

大丈夫の なら ひと 兼て 知ながら 

ひとやの うち は 住う かりけ り 

行末 は 如何にな るらん 命 だに 


あらば とば かり 身 を 祈る かな  - 

國臣は 夙に 音律 を 好める 人でした から、 あはれ にも 面白い 樂器 を手づ から 製し まして 自ら 娛 みました。 敷いて をる 疊の 

絲を抽 き 取って 壁板に あやつり、 また 食事の 時に 用 ゆる 行 厨の 底に 張り、 稱 して 一 鉉 琴と 唱 へまして、 折 ふしに 摄 鳴ら 

して 娱 みました。 

1 筋の かひな き 音 をた のむ かな  . 

； E びし き ほどの 心す さびに 

これ は當 時の 作で、 別に 長い 歌 も 一 首あります。 

ひとやの うちの 日長 さは 

ちとせの 秋の こ.. f ちせ り 

こ \ はこと なる 神の 世 か 

更にい のち もの びぬべし 

もとより 囚屋に 住 ふ 身の 

;f;i^ びし と いふ もお ろかな り  * 

悲しと 云 ふ も あまり あり  . 

樂 しと 云 ふて やまな まし 

ところが 情 を 知らぬ 司獄の 上役 人 は 巡視 をして 參 つて、 ふと 之 を 見つけ、 獄中で は 鳴 物 を 許されない 投 だと 申して、， 絲 

と 竹 屑の こまと を 取上げて 了 ひました。 

四 五 九 
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しのびねと 思 ひし ことの 音 を 高み 

いと 珍ら しく 鳴 りに ける かな 

これ も 常時の 作で、 あはれ な 話であります。 

藤の 花の 名苑 として， 福 岡に 知られて をる 荒戶 町の 萬芳 園の 先主 人 は、 國臣の 竹馬の 時 このかたの 親しき 友の 一人 小 

田 龍右衞 門 爲 雄で、 その子に 當る 今の あるじ は、 眞木和 泉 守が 國臣に 贈 つたの を、 阔臣 より 更に 龍右衞 門に 贈った 刀 や、 

圃臣の 乎 製の 笛な どの 遺物 を、 數點 持ち 傳 へて 所藏 して をら れ ますが、 その 內に 獄中で 取上げられ たと 云ふ絲 も、 こま 

の 代 はりと して 用 ひた かと 思 はる X 竹 屑 と共にあります。 

これ は 先主 人が 國臣が 死んで 年月 を閲 した 後に なって、 藩の 政廳 から 不用の 反古 類の 拂下を 受け、 襖の 下 張に しゃう 

と 撰り 分けて をら れ ると、 偶然に 一個の 小さい 紙 包が 出た ので、 何の 意 もな く 取上げて 見られたら、 緣も 深い 亡き 友の 

遗 物であった と 申しまして • 當 時の 大目 付 所の 箐役 廣川嘉 平と 云 ふ 人が、 事の 由 を 記した 上紙に 包んだ ま- -、 今 猶ほ保 

存 されて ゐ ます。 絲は疊 の絲の 太い もので、 それ を 張って 彈 いたと て、 別に 音 を 生じ やうと も覺 えませぬ。 唯 壁板の 何 

^！かに引っ張り、 心ば かり は 一紘 琴の つもりで 自ら 娛ん だのと 思 はれます。 これ は 古の 人の 無 終 琴 を 玩んで 情 を 遣った 

例と も 似通 ひまして、 楚に 風韻の 多い 物語であります。 

國臣が 獄屮に 於て、 手づ から 一 つの 琴 を こしら へ、 自ら 歌 を も 作って 徒然 を 慰めた と 云 ふの は、 從來汎 く 世に も 間え、 

また 己が 髮の毛 を 柚き 取って 絲に 代へ、 信玄辨 $f の 曲 物の 底に 張って 須磨琴 を 作って 彈ひ たやうな 話 も 行 はれまして、 

普通の 傳 記の たぐ ひに は、 概ね 然ぅ 記して あります が、 小 田 部の 家に 保存 せらる i 遣 物 を 見ます と、 疊の絲 を 壁板に 引 

つ 張った のが 事實の やうで、 國臣も 自ら 囹圄 消光に、 『かべ 板に あやつり 曲 物の 底より 絲を はりて 彈く とて』 と 題し、 前 


に牧 めた 歌 を 記して をり ます。 

福 岡の 獄  一一 I 

^に 斯んな 話 もあります 0 

或る時、 司獄の 上役 人が 巡視 をして 來 まして、 1  抵內の 模様 を 見 分し ますと、 壁に 天地と いふ 二字 を 墨黑々 と 書いた 額 

を 揭げ、 匿 は 悠然として 傍 はって ゐ ますので、 上役 人 は 驚いて、 これ は 番卒 fsQ 取 計 をして、 密に 筆墨で 

も 貸して 與 へたの だら うと 思 ひまして 早速 詮議 を 遂げて みると、 日々 の 食事に つけて 貫 ふ 胡麻 鹽の 胡麻ば かり を^り 分 

け、 それで 字の 形 を 作って 紙に 貼り、 有り合 はせ た 木の 盆 を 額に して 揭 げた ものでした。 

これ も獄 法に 遠 ふと 云って、 取上げた 歟 如何 歟、 そこまでの 話は殘 つて ゐ ませぬ けれ £ も、 鬼 も 角 も 種々 の 面白い 趣 

向 を 凝らした ものと 見えまして、 寂寞 無聊に 堪 へなかった 情況 も 自ら 想 ひ やられます。 

讚齊筆 硯の自 ^ を 奪 はれた の は、 勿論 それ は 甚だしく 苦痛 を 感じまして、 始めて 紙撚 字の 工夫 をして 征寇說 一 卷の論 

^を 作った 頃に は、 紙 燃 字の 願書 を 當該の 役所に 差 出して、 讀 書と 筆墨との 許可 を 求め， 自ら 午 時の 一 食 を 減じて 之に 

代へ むこと を 願 ひました が、 役所 は 省み ませぬ でした。 

謹 嘆- 1 願 於 刑法 廳下？ 僕き 繋 于， 今五閲 月。 有 ，-暮 雨 秋風 之 嘆 i 倚 & 命 于&卒 之 亡 徒疆貪 i 聊非 i  ノ 漸矣。 

然而 政府 重 レ憐官 又扶， 之。 故 獄卒 不， 蹴。 然誠是 嚴錮中 之 一 幸 也。 俯 請官敢 吿，， 政府- 以許二 雙願之 一 ？爲 減， -午 食， 更 

無 レ憾焉 。副レ カ加レ 辯。 令 1,1 僕 得 二 切望 1 幸甚 。不宣 再 111?.。 
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文 久ニ年 八月 十七 日 

刑法 廳 床下 

書  M 

筆  墨 

卽ち午 釵は食 はぬ でも 可い から、 讀 書か 筆墨 かのうち の 一つ を 許された いと 云 ふ 趣意です。 此 願の 叶はなかった 0 は、 

；^の^^として是非に及ばぬ次第だとしても、 一年に 近い 獄中、 終始 全く 筆墨の 自由 を 奪 はれた の は、 如何にも 殘り惜 

いこと でしね。 紙撚 字の 苦しい 工夫 をして 幾篇の 論策 を 著 はす 程の 人です から、 當時 若し 筆 を 執り 物 を 書く の を 許され 

たら、 更に 多く 百 歲必傳 の 文字 を： 大地の 間に 留めた ので ありませ う。 

間， > 月 十七 日に は、 國臣の 成立に 最も 與 つて 力の 多かった 母親の 都 甲 氏が、 コレラに 福って 三日ば かりの さト 6 病で 夫 

と 子と に 先だって 卒然として 世 を 去りました" 訃音 は掛 りの 役人より 相 當の手 續を經 て 告げ 知らせら る" 前に、 急病で. 

亡くなられ たと 云 ふこと を， 如何 かして 密に 聞いた やうで、 或る時 何の わけと も 分らす、 頻に 憂愁沈欝 の體 をして 食 も 

せなければ 飮 もせ？、 物 も 一 1 ない？ に數曰 I る 所から して、 iQ 番卒 は 心 f して 上役 人に 中 出で 一 應の吟 

4^ をし ました。 これ は 母親の 亡くなられた 折の ことでした。 

元來此 母親 は 尋常 親子の 恩愛の 情ば かりで もな く、 前に も 申した 通、 我 子が 國の爲 め 君の 爲め 艱難辛苦 をす る 心^ を 

幾分 か 解かって ゐた 人の やうで、 國臣の 家族 同胞のう ちで は、 第一の 知 巳 者と 認めら る \ 理由 もあります から、 それ だ 

け 哀悼 悲嘆 は刖 けて 甚だし かつ. U 暂と思 ひます。 情 は 歌に 現 はれて をり ます。 
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國  臣 


はかなし や 紅葉 も あへ ぬ は X そ は を 

こ ろ 短く さそ ふ 秋 虱 

我が 命 は- r に 代 へんと 祈りし も， 

よみ ぢの神 はう けす や あり けん 

囚屋 出て-. t あ ふまで 母の 亡骸に 

我が 玉の 緖 をつ かんと ぞいの る 

人の 身 をむ すぶ の 神し まさしく は 

我が 玉の 緖を 母に. つぎてよ 

月 また 流謫 中の！： 志を懷 ふの 歌を咏 みました。 中 村 圓太は 小呂嶋 に、 江上 英之 進は姬 島に、 淺香巿 よ， 玄界 に、 i 

四 郞と日 高 四郎と は大嶋 に、 去年の 夏 處分を 蒙った ま X、 依然として 各々 配所の 月 を 眺めて ゐ ました。 

世の ことの 洩れ 來る每 に 聞かせ まく 

ほりす る もの は 島々 の 友 

囚屋 とち 語ら ふから に 思 ふ 哉 

島守る 人の うら 淋し さ を  , 

いつの 世の 照る 曰に あ ひて 乾く らん  ， 

島 守 る 人の なみの 濡衣 

裔に 播州 Q2 谷より 警回 へされて 藩に 居られた 長溥 公 は、 九月の 二十 八 曰に、 歸を 出で、 ygil に 就か I 
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ました。 國臣密 に 洩れ 聞いて、 猶ほ 朝廷の 爲に カを盡 くされむ こと を 思 ふの 情に 堪 へないで 咏 みました。 

誰が ためにつ くしの 國の 君な らん 

つくさせ 給へ 天つ みかどに 

皇 のみこと をう けて 朿 なる 

いくさの 君 をた すけ まし ませ  I 

長 溥公は 飽くまで も 公武 合體の 尊王 11 を 守った 藩主です から、 第二の 歌に 於て、 次善の 意 を 述べた のであります。 また 

已の心 Iss- は、 嘗て 父母の 國を 忘る \も のでない こと を咏 みました。 

忘れても 我が かそい ろの 國の ため 

あしかれ としは 露 思 はなく に 

君 安く 國 さかえよ と 朝夕に  . 

いのる 心 は祌ぞ 知る らん 

また 此月 は、 三年 前筑 後の 水田に 大 鳥居 现兵衞 の 家 を訪ひ 始めて 兄の 眞木和 泉 守と 交を締 した 月に 當 ります ので、 大鳥 

居の 自殺 を 悼む の 歌 を 作りました。 大 鳥居 兄弟が 奮起して 篛擧の 策 を 決した の は、 蓋し 國臣の 言 說に聽 く 所 最も 多 かつ 

たので ありました。 

大君の みためと ばかり 一筋に -  一  , 

おも ひ 立 けん 死 出の 山み ち 

あたらし や 嵐 もい まだ 誘 はぬ に 


おの づ から 散る 山 櫻 花 

さそ ふと も暫 しこた へて あるべき を  - 

嵐に あへ すち る樓 かな 

同志の 殉難 を 悼む の 心 は、 移って 情人 を懷 ふの 歌と なりました。 國臣は 去年の 秋、 天草の 海 村 を 去り、 此頃は 肥 後筑後 

の 間 を來往 して、 眞木和 泉 守の 一 家と 深く 交り、 始めて 眞 木の 女 阿掉と 慇勲を 通じました。 歌は此 間の 消息， V 傳 ふる も 

ので、 前に 六 首 を 擧げて 記し ましたが、 今 こ- r にも 重ねて 先づ三 首を收 めます。 

戀 わたる 妹の 門邊の 川の 名の 

千歳の 契 か はらす もがな 

1 日 だに 妹を戀 ふれば 千歳 川 

ついの 逢瀨を まつ ぞ 久しき 

逢 ふこと を 妹 も 千と せの 川の 瀨の 

下に こかれ て 待 わたるらん 

闽臣と 阿 棹 女との 尋常なら ぬ 情交 は、 嘗て 巳に 述べました。 

樱 田の 義徒有 村 次左衞 門兼淸 が、 國臣を 備中連 島の 病床に 訪 ふたの は、 安政 六 年の 今月で したから、 義 徒の 遺 烈を懷 

ふの 歌を咏 みました。 

もの.. - ふの 花 櫻 田の 春の 雪 

ついに 消えても めでた かりけ. OS 

g: 六 五 
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また 鄕黨 の亡師 富永漸 齋 の 遺恩を 述べた 作 もあります。 

折 ふしに 心の のりとなる もの は 

君が 敎 へし 千々 の 言 の 葉 

よの 中の 人數 らしく 成ぬ る は  ：•.：：：，：-、：-- 、 

大人の 敎 によ りて なりけ り 


岡の 猬四 

十月 十八 日、 黑田長 溥公は 江戶參 親の 途次， 京都に 入って 天機 を 伺 はれ、 やがて 江戶を 指して 行かれました。 國ほは 

密に蔡 の 次第 を 漏れ^き、 藩 是猶ほ 立た す、 藩 論 久しく 振 はざる を慨 げき、 歌に 托して 意 を 述べました。 

か. r る 世 は 諫の鈹 やれぬ とも 

猶は りかへ てと^ろ かしてん  . 

聞く 人の 絶えて なければ いかに せん  ： ： 

いはまく ほしの 數 はつ もれ ど 

雲井に も かける 心 はおくれ ね ど 

^の 鳥なる 身 をい かに せん 

阔臣 ま 久しく 獄裡 に柙籠 めら れてゐ ます けれども、 確と した 處分 は猶 ほ定ら す、 未決囚の 取扱でした が、 此月 になつ 


て、 政廳の 方で は、 罪 を斷 じて 嚴刑を 加へ やうと 云 ふ 評議の 起った の を， 鄕黨の 友人 11 田六郞 は、 役人の 末で あ づた所 

からして、 密に 機微 を 窺 ひ 知りまして、 藩 を^して 京都に 出て. >f をる 仙 田 市 郞に急 を 告げました。 

當時は 島 津久光 公が 勒使大 原 左 衞門督 重 德卿を 擁して 東 下し、 幕府の 改革 を 促され、 幕府 また 朝 旨 を遵泰 する に 決し 

た 後 を 承け、 薩長 土 三 藩の 志士、 暫く 相 協和して 力 を 王 權の仲 張に 致し、 朝廷の 威權 頗る 搌 ひました 頃で， 藤 井 良 節 

J^g^ 村 山齋助 は 薩藩を 代表して 親王 公卿の 門に 出入して をり ますので、 仙 田 巿郞は 國臣の 事 急なる を 知ります と、 

狀を藤 井村 山に 告げ 相談 をし まして， 大原左 衞門督 に 就て 援助 を 求めました。 . ^衛門 督は 方に 東行 勅使の 重任 を 終 はり 

て歸 り、 議奏 加勢の 職 を 授けられ、 專ら 志士 恩赦の 事 を 掌り、 頗る 勢力 もあった ので、 先 づ筑前 屋敷の 聞 役 藪 幸 三郞を 

召し、 國臣が 多年 カを阔 iej に盡 した 功 勞を稱 し、 黑 田家の 寬典を 以て 之を處 分せ むこと を 望まれ、 一通の 覺 害 を 下して 

朝 旨の 存 する 所を傳 へられました。 績 いて 此 月の 二十 一日に は、 議奏正 親 町 三 條實愛 卿、 また 藪 幸 三郞を 召し、 沙汰 書 

を 下して、 國 事に 關 して 罪 を 得た 志士 は總 ベて 釋 放すべき 旨を傳 へ、 且つ 特に 國臣は 口頭 を 以て 指名し、 速に 禁錮 を 解 

かむ こと を 達せられ、 黑 田家の 宗族 庭 田 屮納言 重 胤 卿 も蔽を 召して 諷 論せられ ました。 

時に 出て.^ 京都の 屋敷に 勤めて ゐた老 職の 杉 山 文 左衞門 は、 朝 il 曰 を不當 としまして， 二十 九日 書 を 同職の 首席 黑田播 

摩に 贈り、 國臣は 獨り藩 法 を 犯した 許で なく、 幕府 を 1； 蔑して 分外の 建白 をす るな ど、 公武 合 體の御 趣意に も 戻り、 國 

家の 大罪 人で あるのに、 朝廷に 於て 誠忠の ものと 認められ、 斯 かる 沙汰 を せらる- -の 謂な きを 述べ、 朝廷に 對 して 反問 

せむ こと を唱 へました が、 黑 田家の 方で は、 穩便 無事の 取 計 を 第 一 といたし、 藩主 も 江 戶參覲 中です から、 旁. -處置 を 

後日に 延ばしました。 

國臣は 密に朝 旨の 藩に 下った の を 知. os、 且つ 久しく 禁錮せられ 若く は流謫 せられて をる 同志の 此慶を 供に せむ こと を 
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冀 ふて 咏 みました ひ • 

浮 雲の 晴れ もやす ると 大 {4! を 

仰き て 待つ も 久し かりけ り 

うちかつ く 波の 濡衣 天 つ 日の 

光し 得す はとても 乾か じ 

3^ 共に お ほ はれ か &る浮 雲の 

はれて 語らん 時 を こそ まて 

此 問、 十月 十六 日、 惯月 照の 五 周年の 忌 辰に 逢 ふて、： 

薩摩潟 波 問に 入りし 月影の 

胸に うかみ て猶ぞ かなしき 

君が 世の 榮 えんさ ま を 見ぬ ま \ に 

過ぎに し 人の 惜しく. も ある 哉 

と咏 み、 また 古今 を 俯仰して は、 皇室の 式微 を 嘆げ きました 0 

冬枯れし 嵯峨野 を 分く る 人 もな し 

みかりの 鈴のお と 絶えし より 

春秋の みゆき は 絶えて い たづら に 

句 ふみや この 花 紅葉 哉 


小 倉 山 紅葉 はいつ にか はらね ど 

みゆき は 絶えて なき 世な りけ り 

汽船の 歌 もあります。 ^^府は蘭國の寄贈を受けて、 安政の 頃より 已に汽 走の 軍艦 を もって ゐ ましたが、 西 海の 諸侯が 始 

めて 汽船 を蓄 へたの は 文久の 頃で、 筑前も 同じく 然 うでした。 厭 は 海に 近い 所で 汽船の 過ぐ るの も 善く 分りまして、 斯 

く は咏ん だのでした。 

いく 千里 はるけ き 波路め ぐり きて 

火の け 車の 船み つき けん 

車 船 ほりた く 石の 火の け もて 

めくる もはやし をく の 島 かげ 

おのが 國 むけん 爲 とも 得しら すに  ， 

みつくえ みしの 火 車の 船 

福 岡 は 北海の 風 を 受け、 冬の 季節の 寒 威 は 他の 九州 諸國 よりも、 格^に 嚴 しいので、 全く 爐火を 禁じた & 中の 苦痛 は 想 

ひ やられます。 阈臣 も獄を 出て \ 後に、 此 境の 堪へ 難かった こと を 語りました。 それでも 猶ほ斯 かる 苦痛 を 忍び、 紙 を 

燃って 字形 を 作り、 幾篇の 論策 や 詩歌 を 記した 精力 は 最も 人 を 驚かします。 論策 は 概ね 翌年の 春に なって 完成し ました 

けれども， その 冬の 寒い 數 月に 涉 つて 經 營を费 したの は 察せられます。 此間 また 無數の 吟咏を 留めまして、 人口に 膾炙 

する 幾 首の 佳作 も 成りました。 

君が 世の 安け かりせば かねてより 
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身 は 花守と なり けん もの を 

靑雲 のむ かふす 極み 皇の  - 

み いづ か^ゃく 御代と なし てん 

月 花に 人の 心 を なぐさむ も  - 

御代 ゆたかなる 上に ぞ あるべき 

山守と ならん はかた き 我 身 か は  ： 

^をな げきて ぞ愛 きめ を もみる ■  , 

また 筑 後の 情人 を ふて 咏 みました。 これ も 前に 記し ましたが、 此 頃の 風懷を ふるに 足る. ものです から、 今 こ \に矿 

ねて 示します。 

か i る 身と なりぬ と 聞て 契りて し 

妹 もや 我 をう とみ はつらん  .. 

妻と だに 契りお かすば かくば かり  一 - 

逢 はざる 妹 はしの び ざら まし 

妹と 我 ふかき 契 は 千歳 川  . 

か は 7 つ淵瀨 になら は ざら なん 

冬至の 日に、 圃臣は 自ら 占 ふて 佳卦を 得まして、 心竊に 喜び ましたが、 朝廷より 恩赦の 沙汰 を 下されて、 巳に 相 應の時 

日を閲 しました けれども、 藩主 長溥 公參覲 して 江戶の 屋敷に をら れ るので、 政廳の 評議 は 後れて 因循 此歲を 終 は o_ ヒ 


した o 

福 岡の 獄五 

斯くて 阈臣は 獄中に 文久 三年の 春を迎 へました。 

元日 また 0： ら占 ひます と、 佳卦を 得る こと 猶ほ 冬至の 日と 同様です から、 愈. -心竊 に 喜びまして、 獄を 出る の時必 す 

しも 遠から ざる を 感じました。 

立春の 歌 も先づ 成りました。 

沖の 波 あらつ の 浦も靜 にて 

け ふ 立歸る 君が代の 卷 

此 月の 十 叫 日に、 制 蠻說の 一 卷 成る を 告げました。 これ は 漢文の 短篇で、 絶えす 船 艦 を 上海 香港に 往復 させ、 或 は^く 

西洋に 派遣して、 通商 互市が 道 を 開き、 歐 米の 赛情を 探り、 航海の 技術 を 練る の 必要 を說 き、 また 朝鮮 を 制 叙して 我 有 

とし、 支那と 連衡して 西洋の 諸國 と對抗 する の 5- 策なる を 述べた ものです。 猶ほ此 外の 藎志錄 ー卷， 體^ 辯 一 卷 及び団 

圄 消光 一二 卷 等の 13 袋 も、 大概 は 正月より 二月の に 成る を吿 げたと 思 はれます が、 欵識 がない ので 確かと は 分り ませ 

ぬ。 春に 入って 吟咏の 著しく 數を 減じた の は、 蓋し 專らカ を 論策に 用ゐ たが 爲 でありました。 

藩主 長 溥公は 一 一 In^ このかたの 盛典と 聞え た 家茂將 軍の 上洛に 先發 して 江戶を 出で、 一 一月 十 叫 日 京都に 入って 5m まら 

る こと 十餘 日、 始めて 參 r して 龍 顏を拜 し -大 杯 を 賜 はりました。 去年の 冬 朝廷 は國 臣の禁 銅 を 解くべき 由の 沙汰 を 下 
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四 七 二 

されました けれども、 筑 前 では 急いで 奉行す る 模様 もな く、 荏苒 今日に 及んで ゐ ますので、 藤 井 良 節 村 山 齋助等 は、 長 

公の 入京 を機會 とし ふた i び カを此 事に 致し 密に 謀る 所 もあって、 庭 田 中 納言も 朝 旨 を傳へ て 公に 說 かれました から 

阿 H:! 出獄の 専は、 始めて 漸く 進行の 勢 を 示しました。 

筑前 では、 三月 三日の 上巳の 佳節 を 以て、 神武 必勝 論 全く 成る を 告げました。 神武 必勝 論 は、 國臣の 一生に 於け る 幾 

多の 論策 屮、 尊 鎮英斷 錄と相 比せら る- -長篇 の 文字で、 始 より 遠大 進取の 方略 を 立て、 兵 艦 を 練り 士氣を 養 ひ、 擧^ 1 

致して 之に 臨むならば， 歐 米の；；. 踣邦 また 深く 恐る- 1 に 足らす、 必勝の 算 自ら 存 する を說 き、 彼の 長 を 採って 我の 短 を 補 

ひ、 我の優を以て彼の劣を制するの意！2^^述べたもので、 都べ て三卷 七千餘 言、 卷每に 一 首 若く は 二 首の 歌 を 添へ、 合 

はせ て 四 首あります。 

神風 や 大和に しきの 旗の 手に 

なびか ざらめ や 醜え みし 草 

靑雲 のむ かふす 極み 皇の 

みいつ 輝く 御代に なし てん   

汐沫の なれる えみし のくな たへ に 

からき めみ せん 時は來 ぬめり  . 

わき 出る 心の そこ は淺 くと も 

岩 問 の淸 水く む 人 も かな 

祌武 必勝 論の 原本が 乙夜の 覽を經 て 御 府の藏 本と なり 且つ 漆 版に 附 せられ、 公爵 伊藤が 題字 を 書せられ， 子^ 杉が 践文 


を 作られた こと は 前に 述べました。  >  . 

三月 は 花 笑 ひ 鳥 歌 ふ 好 時節、 此 間の 情 も 自ら 現 はれました。 

花見れば ひとやながら も 君が代の 

春に は 洩れぬ 心地 こそ すれ 

物お も ひなし とい ひに し 花 みれば  .  . 

ひとやの 憂さ も 忘られに けり 

また 皇室の 降 興 を 念 ふの 歌と なり まし l^o 

玉し きの 都 大路に 宮人の 

車き しらす 御代に あ ひてん 

玉 敷の た ひらの 都絕 間な く 

みつぎの 車 はこぶ 世 もがな 

自ら 觀 みて 懷を述 ぶる 歌 もあります。  * 

埋れ 井の 水の 心 は にごらね ど 

げに 汲む 人 もな き 世な りけ り 

此 月の 十七 日に、 藩主 長溥公 京都より 歸 つて 福 岡に 着かる \ と、 老 職の 立 花 山城 は 町奉行 濱兵 太夫 を 招いて 國臣の 案 

を 評議し、 更に 濱は 山城 及び 大目 付 大昔、 王 鈴の 旨 を 受け、 二十 五日 自ら 桝木屋 の獄」 到り、 西 村 七 助の 取 計 を 以て、 ^ 

謁 所に 於て 國臣を 見、 その 今後の 心得 を 11: ひ、 忠孝の 道 を A 心す 外、 何の 存念な きょし を 答へ たので、 事の 次第 を 報 ijl: し 
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ました 0 

そこで 二十 八日 は、 立 花 山城の 宅に 老職 小川 讃岐、 政廳の 右筆 頭取 牧 市内、 右筆 待 井 次 郞兵衞 等、 相 集って 隨臣 の； t 

議を 遂げ、 愈. - 禁錮 を 解く ことに 決しました" 

受 持の 西 村 七 助 諷して 狀を 告げました。 園臣 即ち 一 首 を 咏んで 情 を 述べ ました。 

うづ もれし 深山 樱も時 を i5 て 

花^ぬべく や- - なりに けり 

？ R の 平 山 宇八郞 も、 此^ を 波れ 聞いて * 遠 賀郡底 井野の 郡 奉行所に 勤めて をる 兄の 都 甲 小 仲 太に 報ら した 窗も殘 つて を 

ります。 

彌. -御繁 務被レ 成-一 御 HI 奉-一 恭賀 1 候。 然老愛 元 禁印も 少し 解か、 り 候 模様に 而 愉快 之 義-ー 奉レ存 候。 何れ 後に 者 士ロ左 

右 可 n 申 上 1 候。 早- *<頓 首。 

三月 二十 八日  宇八郞 

小 仲太樣 尊下 

翌 二十 九日に は、 果して 濱兵 太夫より 父親 吉郞 右衛門に 出獄の 命 を 傅へ、 且つ 心 付と して 金 三 兩を與 へました。 此 R は 

も 闽臣の 第三 十六 回の 誕辰で ありました。 


出獄の 恩命 

三月 晦日に は、 表 向の 辭令も 下って、 弟の 宇 八郞は 父親に 代 はり 來り迎 へたので、 國臣 は树木 の獄を 出で、 地 行 三 

桥 町の 家に 歸 りました。 始めて 獄に 入った の は 去年の 四月 二十 九日で、 今 こ、 に獄を 出た の は 三月の 盡： n、  も滿 一 年 

に當 ります。 安政 五 年の 秋、 法 を 犯して 藩を脫 してより 六 年を閱 し、 今 始めて 青天白日の 身と なって 我家に 寢處 する を 

得た のです が、 母親の 都 甲 氏 は 已に世 を 去って ありませ ぬ。 悲喜 交. - 集って 無限の 情 を 催う した こと は 自ら 思 はれます。 

獄を 出で、 家に 歸 ると、 即日 濱兵 太夫より 重ねて 沙汰 をして、 明 朔日禮 服 を 著け て 役所に 出頭すべき： を傳 へ まし 

た。 辭 式の 形式 は 更に 佳慶 ある こと を 示しました。 

1 筆 令 &I 候。 次 郞義今 曰牢居 御免被 n 仰 付 1 候に 付、 手元に おいて 爲 1 ー相愼 1 置 候 様、 被 11 仰 渡 1 候 間、 引取 參候 後、 濱兵 

太夫 殿より 御 切 鋭 到来 致、 明朔日 四時 御 町 役所 江 袴着 用に 而 召 連 罷出候 様との 篛に 而， 大 に 開 眉 致 候。 御用 之 次 

は 後便 可 11 申 越 1 候。 恐 惶謹言 。 

三月 晦日  吉郞 右衛門 

都 甲 小 仲 太 殿 

翌 四月 朔日、 父親 吉郞 右衛門に 從 ふて 町 役所へ 出て みると、 徒 罪 方 付の 職に 補せられ、 差 當り心 付と して 米 十 俊 を 給せ 

られ、 猶ほ 將來を 期し 進 用 せらる べしとの 沙汰に て、 町奉行 濱兵 太夫 中 渡しました。 

四 七 五 


,  四 七 六 

1维^ 上： H 候。 私 ^今日 四 i 御 呼 出に 而町御 役所へ 罷出 候虚、 徒 罪 方 附被ニ 仰 付, 追而 可レ 被， 1 仰 付 1 次第 も 有 レ之候 得 

共、 先 指 當爲ニ 御 心 付 1 米 拾 依 被 二相 渡 一 入念 相 勤 候 様 被 U 仰 渡 1 難：， 有 仕 合 奉, 存候。 此段爲 ，1 御 知 1 爲， 1 申 上 1 如， 斯 御座 

候。 恐： E 謹言。 

四月 朔日  平野 次郞 

都 小 仲太樣 尊下 

獄を 出る に 方り、 心 付と して 金 II を 給し、 且つ 同時に 任用した の は、 縱令 それ は 職務 は 下級 末 班と しても • 當 時の 1^ 例 

に 於て は， 破格 異數の 恩命で、 1： 臣は難 レ有仕 合と して 存じ 奉らざる を 得なかった のであります。 これに は 父親 も 頗る 喜 

んで、 自ら 濱兵 太夫の 門に 至り 謝意 を 表した ものと 思 if れ まして、 濱の 日記に は、 十 一 日、 平野 吉郞右 銜門爲 二 3： 祝い 巴 

須 I の 三 口  身 携來爲 レ禮と 見えて をり ます。 

然うして 阈 臣は斯 かる 恩命が 素と 朝廷の 沙汰より 起った の を 知りまして * 感激に 堪 へす、 先 づ歌を 咏んで 情 を 述べ ま 

した。 

たち 茂げ る 草の葉 末の 我 身まで 

めぐみの 露の か- -る嬸 さ  ， 

國の ため 世の ため 八 年 身 をす て- r 

つくせし 甲斐 は あら は れに けり 

闽臣は 1 年ば かり も獄 裡に螢 居し 、絕 えす Ij はって ゐ たので、 軟^ を 患へ ました。 そこで 暫く 家に 引饉 つて 身體 を？ i^- ひ、 

また 日々 博 多の 順疋 寺に 母親 都 甲 氏の 墓を拜 し、 一 虽餘の 路を往 反して 歩行 を 習 ひました。 それから 老職立 花 山城の 沙 


汰を 蒙り、 五日の 斜陽より 濱兵 太夫に 從ひ、 山城の 濱 町の^ 邸に 至りて 謁しました。 政 廳の權 要 牧市內 待 井 次 郞兵衞 も 

同じく 來り會 し. 山城 は 特に 实を 設けて 歡 待し、 胸襟 を披 いて 時事 を 語りました。 此日黑 田 I 豕の 汽船 大鵬丸 は 邸 前の 梅 

に 横 はって 情 興 を 添へ、 談論 頗る 振 ひました。 山城 は 自ら 扇 面に 歌 を 害いて 示しました。 

燈し 火の 赤き 心 を 諸共に 

語るべし と は 思 は ざり き や 

他の 參列者 は、 孰れ も 日々 相會 ふて 政務 を議 する 當路の 人ば かりです、 此歌は 六日 前に 獄を 出た 志士の 爲 に咏れ たもの 

でした。 英達 明敏 當時 第一 の 名 家老と して、 專ら權 柄 を 握った 山城の 人物なら では 言 はれぬ 感情で、 姑息 因循の 藩 11 渐 

く變 じて 一 たび 振興した の を 表示す る蔡實 でも ありました。 

此 時に 方り、 江戶の 幕府 は 勉めて 朝廷の 趣旨 を 遵奉し、 家 茂 將軍は 久しく 11 つて ゐた舊 典 を 修めて 上洛せられ、 皇室 

尊崇の 竄を 天下に 示されまして、 朝廷の 威 權頓に 張る と共に、 一方 は 外國の 艦隊 砲門 を いて 長 州に 迫らむ とし、 また 

生 麥の案 を 提げて 薩 摩の 责を問 ふの 勢と なって、 士氣 頗る 振 ひ 人心 漸 興りました。 筑前 また 玆に 見る 所あって 藩是を 

定め、 國 ほが 始めて 山城に 11 した 前日 は、 福 岡の 海岸 波奈に 砲蕞， を 修築す る 議^せられ、 砲擴鑄 造の 令 出で、 長 溥公父 

子 自ら 臨みて 志賀 島の 地勢 を 視察 せらる \ 有様で したから、 尊攘の 論 急に 勢力 を 生じまして、 阔臣の 說に聽 く 者、 始め 

て 多く 起り ました。 

獄を 出て 句餘日 を！！ する 0;、 肥 後の 松 村 大成に 贈った 書が あります。 

尙々 弊 藩 も 漸振ひ 立 申 候、 追々 は彌益 盛に 成り 行 勢 屹度 見へ 巾 候。 

天朝 熾 盛に 成 行 大慶 此 事に 御座 候。 御 互 之 辛苦 凡而昔 語と 相 成 申 候 。鬚 獄中 德兵衞 御 差 遺 被 k 下 候よ し 辱 奉： i 存候。 
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三月 晦出牢 、翌朝 徒 罪 方附に 被-一中 付 1 候、 追而ハ 被-申 付 一次 第 も 有レ之 由に 而、 先 米拾苞 賜り 申 候。 是 偏に 聖. 德之餘 

輝と 雞レ sfi. 一一 感佩 1 候。 日 は 心 喪 之 意に 而、 亡妣之 墓參、 往返 二 虽餘之 道、 日々 脚なら し 仕 居 申 候。 全 一 年 之內天 

下 之 模様 案外 之 事 多、 いづれ も 愉快に 而日 V 耳目 を悅 しめ 居 申 候。 最早 逆 碟之氣 遣 も 無レ之 安心 仕 候。 心事 紙筆に 盡 

しがた く 候。 御 安心 之爲 草々 不具。 

四月 十四日  ， 平野 ニ郞 

松 村 大成 樣 

御 賢 息 中 様 

永鳥樣 にもよ ろしく 

圃 の ため 世の ためやと せ 身 をす て乂 

つくせし かひ は あら はれに けり  、 

^延 元年の 秋、 捕手の 追究 を 逃れ、 走って 松 村の 家に 投じまして、 爾來 絡え す 虎尾 を躡 むの 危險を 犯して、 密に 勤王の 

事 を 謀った 頃に くらべる と、 時勢の 變遷 塞に 人 を 驚かす ものが あって、 互に 皇 運の 漸く 隆昌なら むと する を 見て、 深く 

相慶 した 心事 は 思 はれます。 『最早 逆 磔之氣 遣 も 無レ之 安心 仕 候』 の 一語、 點じ來 つ て^けて 風情 を 感じます。 

, 岡 部 謹 助の 棄世，/」 望 束 尼，、」 の締交 


下級^ 班の 職務で も， 藩の 常 法 もあって、 いつまでも 曠廢 する こと は 叶 ひま. せぬ から、 足 痛 を 稱し暇 を 請 ふて 引 iS り ま 

して、 或は 故舊 親族 を訪 ひ、 或は 同志 友人に 會 ふて、 暫く 日 を 送りました。 今や 時勢 も 藩 狀も斯 の 如く、  ^臣の 境遇 ま 

た 一 變 したので、 臣 人の 稍. -志 氣を满 へた もの は， 皆 喜んで 此 志士の 談論に 耳 を 傾けました。 阈臣の 生涯に 於て、 筑前 

の士庶 の爲に 頗る 推 重せられ たの は、 始めて 獄を放 たれてから、 ふた \び 京都へ 出る までの 百餘 日の 間が 第一 であり ま 

せう。 

然うして 筑 前のう ちで、 最も 深く 國臣の 人物 を 推 重し、 最も 善く 國臣の 心事 を領會 した 南 境 馬市の 農 岡 部諶助 は、 病 

の爲に 出獄の 後の 阈臣と 相 見る の機會 なく、 五月 一 一日 を 以て 世 を 去りました。 

これ は 前に もちよつ と 申し ましたが、 筑 前人のう ちで、 最も 深く 國臣の 人物 を 推 重し， 最も 善く 阈臣の 心事 を 領會し 

たもの は、 著者の 見る 所に よると、 岡 部と 望 東 尼と に 若く 人 はあり ませぬ。 た ビ望東 尼と 相 交った の は、 近 ごろ 獄を放 

たれた 後で、 且つ 交る の 期 問 も 極めて 短かった のです けれども、 岡 部 は 國臣が 力 を 王事に 致す 始 より、 心 を 傾け 情を盡 

して 相 交り、 直に 獲 易から ざる 知已 者でした。 

闽臣絡 ほ獄に をる の 時、 月形 洗藏も 禁錮せられ て 御笠 郡に ゐ ました。 近 村の 高原 謙次郞 は、 月形の 監護 せらる.^ 所が、 

徒 兄弟の 家に 當る緣 故から して、 一日 月形に 接見す るの 璣會を 得まして、 談次 國臣の 事に 及びまして、 月形 は 彼の 身分 

で斯 かる 志 は 感心 だと 申して 種々 の 話 をし ましたが、 要するに、 闽臣が 微賤より 起って 志 を 立てた のを稱 する の. で、 

深く 器量す る やうな 說 はあり ませぬ でした。 高原 は 後に 往 いて 岡 部の 病 を 問 ひ、 月形の 話した 次第 を 語ります と、 岡 部 

は愤 然として 月形が 全く 國臣の 人物と 志操と を 知らぬ こと を 述べ、 月形の 勤王 は筑 前の 勤王で、 平野の 勤王 は 口 本の 勤 

王で ある、 平野 は 天下の 傑物で ある、 然うして 筑 前の 人 は 之 を 知らす、 唯 認めて 一 藩の 奇人と する の は 誤って をる と 中 
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しまして、 常時 岡 部 は 病勢 巳に 重かった のです か、 辭色 共に 腐しかった さう です。 蓋し 當 時の 藩 狀をも 慨し旁 X, 新 かる 

曾 を爲 したので した。 

岡 部 は 邊陬の 草 萊の裡 に 生れた 農でした けれども， 好みて 書 を 讀み文 を 講じ、 相 應の擧 問 も あれば 氣節 もあって、 夙 

に 尊； 土の 志 を 抱いて ゐ ましたが、 病の ために 自ら 報 効す る こと 能 はす、 此 年の 春、 近 村の 吉田重 藏が志 を 立て k 鄕を去 

る 時 は、 家 藏の刀 を 贈って 錢 とし、 已れに 代 はりて 王 ie^ に 用 ひむ こと を囑 みて 別れました。 斯くて 病 篤き に 及び、 情 を 

鈴蟲の 歌に 托して 世 を 終 はりました、 享年 四十 二。 

國 臣は高 謙次郞 から 訃を 聞きまして、 聊か 祭祀の 料 を 贈って 情 を； し、 且つ 歌 二 首を咏 んで哀 みました。』 

今 はとて 世に 鳴きす て &鈴蟲 の 

その 一 聲も あはれ なりけ る 

玉と みて めづる 程なく 消 果てし  . 

稻 葉.. の 露の あはれ はかな さ 

望^ 尼 は 前に 述べた 通、 京都から 歸 へられる と、 密に歌 を 贈って 獄5. の^ 臣を 慰められました けれども、 その 時まで は 

^接の 交際 はない 問 柄でした。 それから 一 年 近く を； i て、 阈臣 が獄を 出て V 自 出の 身と なった ので、 平生 親交 せらる る 

岡 部族の. まで 會昆を 遂げ、 委 はしい 話 を 聞き、 愈. - 深く 敬服せられ まして、 始めて 親交の 茶 は 開けました。 

岡 部族 は 安政 二 年に- M 用 聞次定 役の 職を帶 びて 長 崎に 行く 時. 國 臣を屬 僚と して 從 へた 人で、 その後 も 消 は 絶えす 

ffl 通じまして， 一 たび は政廳 から 國臣 との 關係を 疑 はれて 職 を 免ぜられた 程の ことで あるし、 夫妻 共に 望 is- 尼と は 親族 

1 家の 如く 親しく 交つ 一 をら れ たので、 一 日 特に 國臣を 請 じて 家に 招き、 望 ゆ、 尼 を 紹介して 寬談の 機 會を與 へたので 


望 東 尼 は 一 たび 岡 部簇の 家に 於て、 隨臣と 相 見て 委 はしい 話 を 聞かれて より、 段々 親しい 交 をして、 その 母， 親 を 失 ふ 

たの を憐 むの 情 別けて 厚く、 やがて 自ら 亡き母 親に 代 はり， 志 土の 爲に 配偶 を 求む るの 意 を 起されました。 然うして 期 

せらる、 所 は、 數ば 獄中の 歌に 入った 筑 後の 情人で ありました。 

五月 二十 五日、 望 is- 尼 は 月々 の 例に 從ひ、 往 いて 太宰府の 天滿宮 を拜 し、 豫 ねて 知って をら れる. - 神職 小 野 加 賀を祠 

畔の 家に 訪ひ、 留宿 一 夜、 國臣の 妻と して、 眞木和 泉 守の 女 阿 掉を貰 受けたい と 云 ふ 緣談を 申出 でられました。 加賀は 

卽ち眞 木の 實の 弟であります。 

小 野の 方で は、 格別に 重く は 此話を 聞かなかった 模様で、 今 は 父の 和嚴守 も 上洛 をして をる し、 迚も 急に 運ぶまい と 

思 ふけれ ども、 鬼 も 角も瀨 下の 留守宅に は 申し 通じて 何とか 挨拨 をし やうと 云 ふ 返答で したが， その後 間もなく 國臣も 

藩 の 內命を 受けて 京都 へ 出た ので、 緣談も 立 消 になって 了 ひました。 

國臣と 阿 棹 女との 關係 は、 巳に 述べた 通で， 久留 米の 方で も、 親族 あたりに は 自然 は 結婚で もす るので は あるまい か 

と 思 ふ 人 もあった 樣で すし、 福 岡で は 亡き母 親な ども、 阿掉 女の こと は內々 知って をった と、 弟の 三郞も 申して ゐ まし 

たから、 國臣が 長く 世に 在ったら、 結局 は 或は 成り立った かも 分り 兼ねます が、 間もなく 京都へ 出で、 次で^ 馬の 義擧 

を 企 はだて、 翌年の 秋は眞 木と 同じく 難に 殉 じまして、 空しく 一時の 物語と なりました。 

望^ 尼が 小 野.^ 賀を訪 ふて 斯 かる 相談 をせられ たの は， 從來の 深い 關係を 知っての 事ではなくて も， 多少 は 國臣の 意 

向 を 聞いて をら れる笞 と 思 はれます。 國臣 は猶ほ 暫く 藩に 留まる つもりでした 歟、 然もなければ 母親 も 亡くなつ たし. 

父親 も 漸く 老境に 入った ので、 嘗て 水田の 淵 上 郁太 郞を 助けて 下 川 氏の 女を娶 らした が 如く、 意中の人 を迎 へて 〔豕に >w 
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めたぃと^!^.'へたのでぁりませぅ0  、 

保國 策の 上書 

國 はは 此 に 於て、 保 If 策 一 編を作って藩主長溥公に上り、隣藩の鍋££^:豕と分擔になってをる長崎警衞の任務を微し、 

同一 の經贤を以て攝津近^^の耍地を防備するの機{且に適するを說き， また 主として 薩 摩と 親睦し、 久留 米中 津のニ 藩 を 

述 合し. 四 藩 一 致して 固 事に 當 るの 良計なる を 述べ、 古來相 軋って 關係圓 滑なら ざる 隣 藩の 鍋 島 家に 對 する 策に 及び ま 

した 0 

保國策 

r 方今 外 寇ノ患 有 レ之候 俵ハ、 天下 一統 同様 ノ事 ニテ、 何 レノ藩 誰々 モ、 其 覺悟仕 候ハ、 今日 ノ々 ト 6 務ュ テ、 ！ 1^ 路 

ノ 有司、 專ラ盡 力 有レ之 居候へ バ、 今更 鬼 角 申 上候傣 無二 御 坐 1 候。 然ル 一一 事ノ 過チハ 不慮 ヨリ 生 スル者 一一 御 坐 

候。 諺 一一 モ 用心 一一 國亡ビ ズト申 候 如ク、 事 ノ來ラ ザル未 先-一、 豫ジメ 之ヲ防 クニ シク 《無二 御 坐 1 候。 乍レ去 迂遠 

ノ說 一一 テ、 御 取用ヒ モ被レ 爲レ在 間 敷 哉 一一 奉レ存 候へ 共、 苟クモ 御 爲筋ト 存付候 俵ヲ、 {仝 シク默 止 仕 候ハ、 臣 子ノ不 

本意 -ー 御 坐 候 へ バ 、不， 1 容易 1 儀- ハ 御 坐 候 へ 共、 不二 容易 1 時節 -1 御 坐 候 故、 不レ閣 申 上 候。 

1 、 肥 前 佐賀ノ 儀ハ、 最前 興 雲 公へ ノ 恩義 モ有レ 之 由 ノ處、 其 後 何トカ 確執 ヲ釀 シ、 竟ニ饕 敏ノ樣 一一 相 成、 旣 一一 高樹 


公 島 原々 城 御攻敗 リノ 砌、 失禮 不法 ノ働キ 有： i 之 候 哉. 一一 傳へ 承リ 候。 其 後 二百 餘年 來、 長 崎 御 相受持 一一 テ、^ テ 

御 親睦-一 無レ之 テハ不 11 相 叶 1 譯-ー 御 坐 候處、 表 向計ノ 御親ミ 二 テ、 內實 〈于レ 今  1* 敵 ノ如キ 意地 合一 1 御 坐 候 段ハハ 

申 上 候 迄 モ無レ 之、 誰々 モ案 內ノ通 一一 御 坐 候。 己一 一臣 亡命 中、 長 州 生ト唱 へ佐賀 一一 罷越、 四 五日 滯留、 同藩 人數 

輩出 會仕、 色. - 談話 仕 候內、 試-一 御國ノ 事承リ 候處、 鬼 角惡シ サマー 1 評判 仕 候 一一 付、 此方 ヨリ モ 誹謗 話 シ仕見 

申 候處、 甚悅 氣ノ體 一一 御 坐 候。 此 一事 一一 テモ 一藩 擧テ 異心 ヲ挾ミ 居候 儀ハ、 顯然ト 被 レ察申 候 一一 付、 萬 I 長 崎- 

オイ テ、 外 夷ト事 起リ候 時ハ、 島原ノ 先縱ヲ 履ミ、 御 雨 家 矛盾 一一 及 ど 候 儀 * 可 有レ之 哉。 若 右樣之 儀有レ 之、 

難レ遁 場合 一一 至 候 へバ、 何 レモ 粉 骨碎身 シ テ御國 恩 一一 奉 レ報候 尸 、 勿論 之 事 一一 御 坐 候 へ 共、 畢竟 私爭： * 戰 一一 落、 

却 テ其忠 モ忠ー 一中 ラズ、 且彼 一一 ハ 自國、 我 一一 ハ 遠路 ヲ 隔テ、 主客 ノ違ヒ 一一 テ、 一 且 如何 樣ノ御 危難-一 至 リ申間 

敷 哉 モ難レ 計、 假 令戰爭 一一 ハ討勝 候 テモ、 根元 無名 ノ 私闘-一 御 坐 候へ パ、 天朝 柳營 一一 對セ ラレ、 雙方ノ 御 爲不レ 

宜、 無レ由 事-一 御兩家 滅亡-一至 リ候ハ ンャ モ難レ 計、 微臣 年來ノ 憂苦 此事 一一 御 坐 候。 之ヲ避 クル ノ 愚策 三等 御 坐 

候。 

上策 

ヽ 

1， 京師 繕 紳家御 取 結被レ 遊、 被 二 仰 立 1 候 樣ハ、 畿內ノ 中稱耍 ノ地ヲ 選ミ、 砲 臺少々 御 築 立、 鳳 闕御守 衞被レ 遊 度、 

就レ右 東西 兩端 ュ驟候 テハ、 一 一 ツナ ガラ全 カラ ザル譯 一一 御 坐 候へ パ、 是迄受 持 來ノ長 崎 守 衞ハ、 肥 前 一 手 一一^ 持 

切 被 二 仰 付 一度、 同家 ハ領 國ノ義 一一 御 坐 候へ バ、 無 ^ 遁處 一一 御 坐 候。 元來 長崎ハ 唐人 和 蘭陀等 商船、 不法 有レ 之節ノ 
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Si 靜ノ爲 一一 ハ 御 坐 候へ 共、 巳 前 ノ如ク 夷舶彼 港ノミ - 入津 仕 候 時 ハ 、同所 ノ鎭武 一一 テ 神州 一 體 ノ風聲 一一 モ係リ * 

1 家 ヨリ ハ兩 {\ 《ト、 入念 仕 候 上-一 モ 入念、 嚴重モ 守衛 仕 候義、 勿論-一 i. 坐 候 所、 近年 ノ如ク 畿内 近海 一 1 碇泊 シ、 

或 《松 前 一 1 來リ、 或ハ柬 武內海 一一 乘入、 夷人 ドモ 府內 徘徊 ヲモ仕 候程ノ 事-一 御 坐 候 パ、 長 崎ハ實 一一 商舶！ ^湊 

ノ 1 小 港 一一 御 坐 候テ、 縱令長 崎 一圓 掠奪 セラ レ候 共、 深ク皇 國ノ傷 ミト 罷成候 場所 一一 テ モ無レ 之、 守衛 ノ義ハ 肥 

前 一 手 一一 テ 十分 一一 御 坐 候 間、 同シク ハ是迄 勤王 ノ志被 レ爲レ 在候驗 一一、 畿內 一一 テ 一ヶ所、 守 衞受持 被 二 仰 付 ー候ハ 

く， 1 國ノ 全力 ヲ以 皇朝 御守銜 一一 被レ爲 レ竭度 旨、 被 二 仰 立 1 候ハ  > 、必 勅許 一一 相 成 可レ申 候。 然ル -1 長 崎 御 守衞ノ 

義 ハ 、 御先 代 様 ョ リ 1 一 百 餘年來 御 受持來 一一 テ 、他 藩 -ー ラ 江 戶府內 御 役 持 等 -ー 比較 仕 候 へ パ 、格^ 御 規模 ュ 被 レ爲レ 

在 候へ ドモ、 今日 此 形勢 一一 至ず 候テ r 左程 御大 切ノ御 場所 共雞レ 申、 タトへ 長 崎 一 圖 丈夫 一！ 被レ爲 ニ銜留 1 候テ 

乇、 屹度 神州 ノ御 爲ト 申程ノ 功一 一 乇無レ 之、 誰爲 一一 御 阈カヲ 御 費 シ被レ 遊 候 哉、 古來 英雄 豪傑 ノ 上-一 テモ御 鹽被レ 

遊 候へ、 織 田 公 豊臣公 等モ、 皆 皇威ヲ 借 テ大樂 ヲモ被 1 立候蔡 一一 御 坐 候。 非常 ノ 時節 一 一 御 坐 候へ パ、 非常 ノ御處 

置 ヲ以、 同 シクハ 畿内 ノ地 一一 長 崎 御 入 费丈ケ 御 打替、 御 盡カ被 レ爲レ 在候ハ *、、 外 一一 尸 一際 勤王 ノ御 廉モ 立、 內 

- ハ 薩長 其 外勤 王ノ 志^ ル諸 藩、 ヲノヅ カラ 合體 連衡 無レ 疑、 然ル時 《#■ 藩ノ 侮ヲモ 禦キ、 永世 保 國ノ大 助-一 モ 

罷成、 此 先彌增 京都 ノ 御請 モ宜 敷、 二 一 全 無失ノ 良策 歟ト 奉-一存 上 1 候。 

中 . 策 

、 元 來御當 國ハ、 御高 前 ヨリ 《御 小國 -1 テ、 御 藩 中 ノ拜知 高 ヨリ 士卒 ノ人 数等、 現實 五十 萬 石 ノ御振 廻 シハ無 k 


之、 乍レ恐 一 國獨 立-一 テ 天下 横行 〈勿論、 無二 危難 1 ト申程 之御國 勢ハ、 先覺束 ナク栢 見ェ申 候へ パ、 是非共 兩三 

藩 御 親睦 連衡 不レ 被レ爲 レ在シ テハ、 他邦ノ 侮慢 モ難レ 計、 幸-一 薩州ハ 君 侯 御 生 圈-ー テ順聖 公 II 齊御以 來- 深キ 

御 親 ミ-ー 被 レ爲レ 在 候處、 近來 何ト歟 1 雙方御 疎遠 ノ 様-一 奉レ 窺、 如何 之御譯 合- 1 御 坐 候 哉ト、 密-奉 11 嘆息 1 候。 

薩 州之義 ハ 古来 天下 ノ强 國、 殊 一一 今度 ノ 義 魁- テ、 外 一一 肩ヲ 並べ 候 國無レ 之 邦ト、 タ や 能 々 御 親 ミ被レ 遊 候 へ パ , 

中 津久留 米 等-一 モ、 御 親 緣被レ 爲レ在 候へ パ、 御合體 ノ計ヒ 《如何程 モ可レ 有 二 御 坐？ 右 薩米津 ト相合 セテ、 四 藩 親 

睦 連衡 和 整 候へ パ、 他 藩 ヨリ ノ覬觀 侮 馒ノ念 ハ絡テ 起 リ申間 敷 候。 是又國 ヲ固ク スルノ 一 長 計 一一 御 坐 候。 

下  策 

， 佐賀侯 ハ決テ 凡器 ノ御方 一一 無い 之、 S 烈ぃ ：3. 見ノ 才器 一一 御 坐 候 段ハ、 固 ヨリ 尊 案 之 通-一 御 坐 候。 小 域 候-一 《激烈 

1 片ノ 人-二 ァ、 橫紙ヲ モ壞リ 候氣質 一一 御 坐 候へ パ、 萬 一 事 立 候 節ハ、 如何 樣ノ 暴行 有 レ之候 哉 モ雞レ 計、 外忠ョ 

リモ先 內憂ヲ 可レ恐 事敷ト 奉レ存 候。 其 譯ハ假 令 外 寇ノ爲 11 i 國 滅亡 仕 候 共、 義 一一 於テハ 耻ル處 無二 御 坐 1 候^ 共、 

內亂ノ 爲-ー 亡 國仕候 テハ、 忠義 ノ道 不一 一 相 立 一様 一一 モ至リ 可 レ申ト 痛苦 仕事-一 御 坐 候。 且 彼方- テハ、 在々 ノ鄉士 

共 マ デ、 劍銃 一挺 銷筒 一一 シテ、 ギ來被 一一 相 渡？ 月々 定 日有レ 之、 操 練等モ 調ヒ、 E 礮 軍艦 等 モ御國 ヨリ 《多 ク蓄へ 

有レ之 候。 彼是 怯 憶ノ腸 ヨリ 校 算仕候 一一、 高枕 安臥 難 レ成覺 申 候。 是ヲ豫 防 被い 爲， 在 候-一 つ 隊長 ノ可 レ然 人才、 

1 兩人御 選被レ 遊、 附屬召 連、 西 郡 山手へ 堡塘 一一 テモ 築セ、 在宅 被 二 仰 付 T 追々 鄕士等 ヲモ仕 立、 表-一 ハ西目 海岸 ノ 

外寇ー I 儲へ、 裏 一一 《隣 藩 ノ異變 一一 固 メ置セ ラレ 候へ パ、 一 通 リノ 御用 心 一一 ハ御宜 ク可レ 有 二 御 坐 候 1- 
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右三 策 一一 頒チハ 申 上 候 得 共、 所詮 三 策 共-一難 レ閣、 其 中 一策 ヲ被レ 爲ニ取 用 1 候 <  ..、， 何卒 上策 一一 御 決 一 相 成 候 

様、 奉 1! 仰 願 上 1 候。 誠 恐 謹言。 

文久 三年 五月 吉  平野 次郞國 臣再拜  . 

これ は黑 田家と 筑前 藩との 利害得失の 上より 觀 察した 保闲 論で、 勤王の 志士と して は、 ^に 感心す る やうな 新しい 意見 

でもない としましても、 長 崎 守衞の 任務 を棄 て、 京都に 近い 攝津 沿岸の 要地 を 撰んで 防備に 當 らうと 云 ふの は、 萬延元 

年の li^ の 建白書に も 述べた 所で、 外阈 船の 去來 する 事情が 全く 變じ、 自由に 上國の 海洋 を游 戈す る 時勢と なって は、 こ 

れも 聞く に 足る 一 つの 說 たる を 失 ひませ ぬ。 併しながら， 此說 にしても 他の 說 にしても、 當 時の 藩耿 では、 到底 それ は 

耳を倾 けらる &笞は 無かった のであります。 

た^ 黑 田家で は、 當時 己に 進んで 朝廷の 爲に 忠勤 を 致す の 藩是を 定め、 薩 摩の 島津家 及び 肥 後の 細 川 家と 同じく 上洛 

する つもりで、 老 職の 立 花 は 自ら 使命 を 奉じ 肥 後 を^て 薩 摩まで 參 りました が、 その 趣旨 は、 諸大 藩の カを戮 はせ、 京 

都に 於け る 尊 壤黨の 勢 焰を壓 抑し、 鉋く まで も 公武 合 體の寶 を擧 ぐるに あって、 闽臣 等の 志士と は 意見 を 異にする もの 

でした。 

藩 論の. 振興 ，と 同志の 救護 

闕臣は 一 たび 獄を放 たれてから 後 は、 或は 密に 人を訪 ひ、 或は 人に 招かれて、 絶え や 勤王の 大 魏 を說き 天下の 形勢 を 


語り、 獎勵蕺 舞 最も 勉 めまして， 大に藩 41 の 振興 を 助け、 また 數ば 當路 0 人 を 見まして、 毺々 の 議を獻 じました。 

此 問の 消息 は 概ね 機秘 となって 泯沒 し， 文書 記錄の 仔細 を考 ふるもの も殘 つて ゐ ませぬ けれども、 江 戶の展 敷に をら 

る& 藩主の 兒 女の 歸國 とか、 浮浪の 志士の 招 募と か、 米穀の 貯蓄と か 云 ふやうな こと を も 巾 出で た 模様で、 當 面の 与ん 務 

として、 最も 熱心に 主張し、 專ら盡 力 をした の は、 文久 元年の 夏より 禁錮せられ 或は 流； 1 せられて をる 同志の 赦免で あ 

りました 0  , 

去年の 冬 このかた 朝廷が 幾た びか 旨 を 傅へ、 罪を國 事に 得た 者の 赦免 を 沙汰せられ たの は、 總 ベての 人 を 包括した の 

で、 國臣 だけ は 特に 口頭 を 以て 指名せられ たので したが、 黑 田家の 政廳 では、 國臣 一人 を獄 より 出した ばかりで、 他 

同志 月形 廳取 海津 等の 處$- は、 藩內の 私事で、 朝廷に 關係 はない と 云 ふ 理由から して、 依然として 赦免し ませぬ ので、 

國臣 は獄を 出る と 直に 此 等の 同志 を 救 はう と 謀つ て 種々 カを盡 します けれども、 容易に 行 はる >r 模様 も 見え ませぬ。 

折し も 長 州の 志士が、 下 關に來 て をら れる前 侍 從中山 忠光卿 を 擁して 久留 米に 入り、 朝廷の il:n を 傅へ、 迫って M 木 和 

泉 守 等の 幽屛を 解いた こと を 聞きまして、 筑前 でも 同じく 中 山 卿 一 行の 援助 を 借りたら 政廳の 評議 を 動かして 同志 を 救 

はれる であらう と は 思 ひます けれども、 獄を 出で て 多く 日數も 積ます、 從罪 方附の 職務 も、 表 向 は 病と 稱 して 引 籠って 

をる 時で、 自ら 出て 奔走す る こと も出來 ない 所から、 同志の 中 村哲藏 §1 五お を 遣って、 近在で 金 村の 高原 謙 次 郎を說 

き、 高原 をして 久留 米に 到り 中 山 卿の 一 行 を 見て 相談 を 遂げし めむ としました。 

當時 高原に 贈った 書が 殘 つて ゐ まして、 此 間の 事情 は 善く 分ります。 

昨日 は 御 光来、 殊に 好物 御 惠投、 別 而辱奉 n 慶謝 1 候。 御 器量 相 見込、 重大 之 機密 相 憑 申 度、 臭蘭之^？：志屮村&：藏 

と 申 人 差 出 候 間、 委細 同人より 御 承知 可レ 被：. 成 候。 御 異見 も 御 坐 候 は 御 覆 臓な く 御 討論 可レ 被：^ 成^。 野生 御禮 
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旁 丄能出 ilia に 御 坐 候 得 共、 御 存之通 引 入 中に 而不レ 能 二 其 儀 T 殘 念に 奉レ存 候。 宜御聞 得 折角 御 盡カ可 レ被レ 下 候。 頓贺。 

五月 十八 日  平の 次郞 

謙  次郞樣 

先日 藏ヲ以 テ御頼 申陳候 一 件， 赤 間關ノ 模様 承リ 候處， 屮山公 御 二 男 (當年 十八 歳 11 御 坐 候) 最早 米府 ヨリ 御歸 

關 一一 相 成 候. H 一一  御 坐 候。 右一 一 付 此間ノ 一 策ハ、 白地 II 可 レ被レ 成 候。 去 ナガ ラ米 藩へ 御 出 浮 出 來候ハ や、 近日 御發 

足、 彼 ノ府ノ 形勢 御 探索 奉 二 希 上 1 候。 眞木 一列 モ少シ 《甘 キ爲レ 法 哉 一一 承 申 候 IT 推 テ御逢 取 可 レ被レ 下 候。 尙更大 

ぎ 一 御 坐 候。 手 都合 ハ何ト 欺 工夫 モ 1^^^ 哉、 御 賢 策 奉レ希 候。 頓首。 

五月 二十日. 

謙  郞き 

紙 

覺 

1 、 船曳大 1^ 敷、 池 尻 茂 +郞茂 左衛門 歟御尋 被：. 成 は、 其 人 之 行衞相 分" 

何れも 有志 

荒 

酒 


平 


の 


二 


可レ申 候。 


上 


與 

羊 


井 傳 


三 

次 


1 、 宰倚小 野 加 賀父チ 間より、 瀨ノ 下へ 傳書、 御 取 被 レ成候 も可レ 然歟。 又は 筑後 井上 村、 馬市より 僅 半里 計り、 

樋 口 謙 太と 中 鄕士、 此鄕士 は 眞木和 泉 妻の 里の 由、 此方よりも 傳箐 に而、 溯ノ 下へ は 参られ 申 候。 

去ル廿 一 日 之 御 探索 書、 並 昨 二十四日 之 芳墨 拜披仕 候處、 中 山 公 米府之 形勢、 委細 承 リ爲ニ 御 知 1 被 レ下重 疊辱仕 合 

-I 奉い 存候。 先日 ハ平賀 方 迄 御 出御 尋 被い 下 候 得 共、 途中 一一 テ猶豫 仕リ、 不レ懸 二 御 目ー 淺念 一一 奉 レ^ 候。 しかし 中 村 

方 之 御 書面 -1 テ、 御 奔走 之 一 件ハ 拜承仕 候。 眞木泉 州 早速 上京 仕 候 由、 先々 大慶 -1 御 坐 候。 偏 -1 中 山 公之 御 配慮 

一一 關 ル處ト 感激 不レ少 候。 

先度 差 出 候 眞木氏 江 之 封 物ハ、 大 鳥居 氏 之 愚 詠な ども 御 坐 候 得パ、 御 序 小 野 家 迄 御 達 置 可い 被 k 下 候。 在 候へ パ 

瀬ノ下 一一 相 達 可レ申 候、 彼ノ 一 封 全 ク此度 之 事 一一 ハ不 レ掛分 一一 御 坐 候、 此段宜 奉レ願 候。 匆々 頓首. - 

五月 廿 五日  平野 ニ郞 

露  次郞樣 

尙/. 中 村 氏 も 昨朝より 蘆 屋出役 仕 居 申 候、 若松 江 も參ル 害-一 御 坐 候。 

高原 謙 次 郞は福 岡 を距る こと 一 一里 餘、 御笠 郡の 金 村の 農 豪で、 世々 大 庄屋 を 勤め、 人物 も 勝 ぐれ 名望 ある もので したが、 

夙に 舉問を 好み、 暫く 近 村に 住んで ゐ た北條 右門の 敎を 受け， 北條が 常に 阈臣の 志操 を 賞し 筑前 希有の 人 だと 稱 したの 

を 聞いても をれ. は、 馬市の 岡 部諶助 も； II： 様の 話 をした ので、 平生より 欽慕の 情 を 抱きまして、 國臣 の獄を 出た こと を 知 

ると、 多少の 土 宜を蕭 らし、 往 いて 地 行の 家を訪 ひました。 
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國臣は 雞卵を 割り 下物と して 酒 を 置き、 胸襟 を披 いて 寬談 し、 自ら 相 交 はった 諸方の 人物 論な ど をして 薩 摩の 西. 鄕大 

久 保の 事に も 及んだ さう です。 國臣 は此時 始めて 高原 を識 つたので したが * その 人柄と 心 褂とを 認めまして、 村 藏 

を 遣 つて 同志 救護の 策 を 相談し ました。 

そこで 高原 も 快諾 をして、 取敢 へす 太宰 狩の 小 野 加賀の 所に 參 つて、 密に 事情 を 語ります と、 小 野 は それ は 化に 好い 

见付 だが、 惜哉中 山 卿は已 に久留 米の 方 を 引上げて 歸られ た 害で ある、 猶ほ 確かな こと は 聞 合 はせ て 知らせる と 申した 

ので、 j 先づ 家に 歸 つて をる と. • 中 山 卿の 一 行 久留米 を 引上げて 去った の は、 事實 でありまして、 その 援助 を惜 りて！ 1： 

志 を 救護す る 策 は 全く 取 止めました。 

しかし 時勢 も 追々 進めば 藩 論 も變 はった し、 國臣等 も猶ほ カを盡 したので、 政 廳は名 を 藩主が 上洛して 龍 額 を 拜し灭 

杯 を 賜 はった 慶事に 托し、 間もなく 赦免の 評議 を 決しまして、 月形 廳取 海津の 三人 は先づ 禁錮 を 解かれ、 中 村 江上 淺香 

等の 人々 も、 i 横いて 島々 より^し 還へ され、 その外 押隱居 閉門の 處分を 受けた 連累 者 も、 悉く 赦免の 命.^ 蒙りました。 

此時平 尾 山の 老いた 女 歌人 は、 歌 を 作って 所感 を 述べ、 且つ 國臣 が與 つて 力の あった こと を稱 せられました。 向 陵 

のうちに 見えて をり ます。 

罪な き 人 を數多 ひとやに 入られた りけ るに 年 經て赦 されし と 聞て 或 人に 遣 はしける 

籠の 鳥の 放ち か はる、 聲 聞けば 

我 もとび 立つ 心地 こそ すれ 

かく 赦 されけ るは異 方に 今 一 人 押 籠め られし 人の 先に 赦 されて 人々 の 罪な きこと を 言 ひ はりて 赦さサ 給 ふ 

よう 計ら ひしと 聞て 其 人に 遣 はしける 文の 中に 


とく 出て、 谷の^ 嗚 くま. に  -. 

うち むれて 飛ぶ 百千鳥 かな 

上洛の 內命ビ 高原 謙次郞 

闽臣獄 を 出で、 未だ 百日なら す， 京都へ 上せら る. - 沙汰が 下りまして、 六月 + 五日 濱兵 太夫 命を傳 へ、 七七日に は老 

職 小川 讃岐召 見して 親しく 上洛せ しめらる \ 趣旨 を 告げました。 筑 前の 藩 論 も 巳に 決し、 朝 旨 を 承 順して 盡カ せらる \ 

ことにな つたので、 出で. - 重役 を 輔佐し 周旋せ よと 云 ふので した。 

阈臣は 欣然と して 命 を^し、 二十四日に は、 手當 として 金 十五 雨の 下附 もあった ので、 愈. - 二十 八日の 上途と 極め ま 

した。 

御 細 簡披閲 仕 候。 僕 も 昨日 入り込 居 申 候、 御 心配 御氣之 毒に 御 坐 候。 愈. -廿 八日 出發之 害に 御 坐 候。 小 野へ も 鳥 

渡 立 寄 可レ申 含に 御 坐 候。 匆. -頓 首。 

六月 廿 六日  ， 二  郞 

謙  次郞樣 

in 來 豪傑 擧二富 文？ 秦六動 靜蘇張 辯。 我 無， I 兩技 1 亦 短才。 報 M 赤心 只 一 片。 

うみ 山に ひそみした つも 時 を 得て 

け ふ は 雲井に 立の ぼるな り 

e: 九 1 


四 九 二 

寄き 添へ た 詩の やうな もの は、 高原より 寄せた 書に、 楚レ身 忘 レ家憂 二 天下？ 胸中 只 富 百 萬 兵と か 何とか 云 ふ 語が あつたの 

で、 それに 答 ふるつ もりで 記した の ださう です。 歌 は 地 行の 家 を 立 出る 時、 床の 柱に 题 したと 傅 ふる 作で、 太宰府の 小 

野に も 此歌を 寄き 遣して をり ます。 此 時の 上洛 は 頗る 得意であった ことが 思 はれます。 

髙原 謙次郞 は 八十 餘の 高齡を 保って 近年まで 健在した 人で、 國臣の 贈った 數 通の 書 牘は、 月形 洗藏ゃ 5^ 丹 愼一郞 はじ 

め、 常時の 幾多の 志士より 寄せた 他の 幾多の 害牘 と共に、 皆 自ら 所藏 して をら れ ました。 前に も 巾した 通り、 元來 此の 

人 は 代々 大 庄屋 か 何 か を 勤めた 舊 家の 主人で、 若い 時分より 攀 問の 心掛 もあって， 萬 延文久 の 頃から は、 時勢 相 盧の志 

を 抱いて ゐ たので、 禁錮 中の 月形 洗藏を 密に訪 ふて 談論 を 聞いたり、 伊丹 愼一郞 と 交ったり して、 資財の 豐 かな 所から、 

此 等の 志士の 長 州 あたりに 來往 する 時 は、 折々 路 川の 都合な ど をした 模様で、 また 五 卿の 太宰府に 御 坐る 顷、 高原の 家 

に 遊ばれた こと は、 土方 伯の 回： 大實 記に も 2- えます。 國臣 との 關係 は、 北條 右門の 話より 起り ました。 

これ も 前に 聊か 申した 通、 北條 右門が 暫く 假 住居 をした 中 村 は、 高原の 隣村で、 五六 町 あるか 無い かの 近傍であった 

ので、 絶えす 往 つて 敎を 受けました。 その 折 北 條は數 ば國臣 のこと を稱揚 し、 筑 前で 平野 ほどの 志操の 人 は あるまい、 

第 一 の 人物 だと 語る の を 聞いて、 然ぅ云 ふ 勝れた 人 かと 日 比 思 ふて ゐ たので、 闽 臣が獄 より 出た よしを 知る と、 直に 訪 

ふて 往 つて 話 を 聞きました。 それが 國臣と 相識る の 初で、 間もなく 志士 救出し の 一 條を 頼まれた のでした。 旁丄 € 原 も 

1 時 は 政 廳 より 相應の 嫌疑 を 受けました けれども、 それでも 禁錮と か流謫 とかの 禍 にも 揺らぬ で濟ん だの は、 夙に 溫良 

恭謙の 好人物と して 知られて をった からで、 一 體 illl 身で も 腹 を 切ったり 首 を 斬られた りする やうな 烈 げしい 方の 行動 を 

好まなかった 人 だと 云 ふ 噂も殘 つて をり ます。 しかし 昨今 獄を 出て 來た ばかりの 刑餘の 不所存お を訪 ふて 往 つて、 id に 


見込まれて 志士 救出し の 一條 を龃 まれ、 また 早速に 加擔 をして， 彼是と 奔走した 程の ことです。 勤王 論の 傳 道に 熱心で 

且つ 上手であった 地 行三桥 町の 宣教師が、 猶ほ 暫く 藩に 居って 追々 と 引っ張り こんだら、 久しく， 说良 恭謙の せ 人， i^, とし 

て 知られた 金 村の 一 遣老 も、 或は 疾 うの 昔に 贈從 五位 か 贈 F: 五位 ぐら ひの 墓の 主と なって、 i 呂內 省の 殉雞錄 稿に 名を留 

めた かも 知れ ませぬ。 

たビ 人生の 事 は 實に塞 翁の 馬で、 若し 菜して 然 うだと すれば、 蜜柑 花が 微香を 放つ 邊に、 平野 國臣傳 の 著者 を迎 へて、 

閑に 五十 年 前の 昔 を 語る 好餘 生はなかった であらう と 思 ひます , 

平 尾 山の 一夜， 

1： 臣が此 度 上洛の 途に 就かう として、 あはれ 深く 趣の 多い 話 を 留めた の は、 平 尾 山の 一夜で ありました 0 

阈臣は 愈. Z 發 足の 期日 も定 つたので、 1 一十 四日に 望 東 尼の 平 尾 山の 草庵 を 叩きます と、 望 東 尼 は 他へ 出で 、居ら. -す、 

留守 をす る 人 も ありませ ぬから、 一 首の 歌 を 柴の戶 に 留め て^れ を 告げました。 

松風の 絶 ゆるば かり は あらね ども 

しばし は 音の 遠ざかる らん 

望 東 尼 は 草庵に 歸 つて、 事の 次第 を 知り、 翌 二十 五日 は 自ら 出で、 隆益 町の 本宅より 國臣の 家 を 訪ねられ ますと、 折惡 

しく 國臣 また 他へ 注って 家に 居り ませぬ で、 己れ も 一 首の 歌 を 留めて 去られました。 

松風の 絕 ゆるば かり は あらす とも 

四 九 三 


四 九 四 

音の みき- f て 遠 ざ  力る うさ 

そこで 闽臣は 二十 六日 また 歌 を 贈り 書 を 寄せて、 明日 は 草庵 を 過り て 一 夜 語り あかし、 明後日 草庵より 直に 旅路へ 就か 

うと 告げました。  * 

秋風の 立 わかる 間の 名殘 とて 

山 まつ 隆 にあす は やどせん 

よべ も わたらせ 給 ひしょし うけ 給り ぬ。 け ふ は 山里に か へらせ 給 ふよし、 廿 七日に は 大野 宮 (s^l の) へまう で、 

それより、 すぐに 打た ち 侍らん と 思 ひお り 侍りぬ。 されば、 あすの 夜 はや ど をた ちて、 その 山里に て 一夜 かたり 

あかし 侍らん、 あな かしこ。 . 

國  臣 

1 德禪尼 山窒 

みかへ し 

傅說 によると、 地 行 三^ 町の 家 は、 京都へ 向 ふて 門出 をす るに は、 家の 方位の 惡ぃ 所から して、 圃臣は 凶 を 避けて 望 is- 

尼の 荜 庵より 旅路に 上った の だと 申します。 そ は 孰れと しても. 此 度は黑 田家の 內命を 受けた 旅路で、 これまで 幾た び 

か隱れ 忍んで 出で立つ たのと は 違 ひまして、 自然 親兄弟 や 親族 朋友の 別れ を 惜しむ 人 も 他に 多かった i*: です が、 SI に殘 

る 一 夜 をお づ 不自由な 郊外の 草庵に あかして、 その ま- - 出で立た うと 云 ふので す。 我が 勤王の 志士と 名に し 負 ふ 女傑と 

の 交 態 もしの ばれて、 に 史上の 美觀 であります。 


ところが 闽臣 は： 1: か 都合 を 生じて、 出立 を 一 曰 延ばした ので、 約お〕 た 夜に は 米 ませぬ でした - 

なく 思 ふて 咏れ ました-  - 

今宵 はと まつに 音せ で いつしか も  一 

立 かへ りふく 庵の 秋風  ： 

あくる 日の 夜、 園臣は 音づ れて來 ました-深く 喜んで，. .  •  _ 

望 束 尼  . 

嬉しさと^れ惜しさ^^ぃかなれば 

ひとつ 心に おも ひわたら む 

國臣 答へ て  . 

嬉し さと^れ おし さはへ だっと も 

思 ふ 心 を いかでへ だてむ  」 

1： 臣は此 旅路の 望 多くて 悲しき 別れなら ぬ こと を 述べました 0  1 

丄 

ありあけの 月 もろ ふ. もに 立 出る  一 

け ふの 旅路 は あかる かりけ り 

ありあけの 月の そめて あかければ  一 

日の 御 光 もやが てきよ めむ  _ 


四 九 六 

阈臣 また 

數ならぬ^^；-は山風となりてだに 

御 光 かくす 雲 を はら はむ 

望 束 尼 また 

1 すぢの 心つ くしの 秋風に 

いかでむ か はむ 夕立の 雲 

束 尼 は、 世の 人の 多く は 因循姑息 にして、 阈臣と 志 を 同じく する もの、 乏しき を慨 げく 懷を 述べて、 

岩 <35 にお さめし 戈 も 世に つれて 

にぶく 成り 行く こと ぞ 悲しき 

また 老 先き 短き 女性の 身 をながら へて、 國臣 等の 力 もて、 筑 前の 勤王 また 成る の 日に 會 はま ほしく 思 ふ 心 を 寄せて， 

おしからぬ 命な が- -れ藤 波の 

雲井に か k る 春 を 見るべく 

藤 波 は 蓋し 藩主 IJg 田家の 紋所 を かけて 云った もので、 その 意味 は 0 ら 分ります。 此歌を 作者 自ら 改 むる 所 か 或は 他人の 

手に 成った のか、 向 陵 集に は 藤 波を樱 花と してあります。 藤 波 は舂の 季節り もので ない 故で せう けれども、 歌の 趣意 は、 

主として si 田家の 1^ と相關 し. 此 字は換 へられ ませぬ ので、 今 こ \ に は 舊に從 ひます。 . 

闽臣と 望 東 尼と は、 同じく 福 岡に 牛 一れ、 且つ 互に 深く 歌 を 好んでも、 元來 身分の 遠 ふ 間柄 だし、 阈臣 また 久しく it を 

. まして ゐ たので、 相識り 相六乂 るの 機會 はなかった のです が、 去年の 夏、 望 東 尼 上國の 遊より おり、 密に歌 を 贈って 獄 i. 


の 國臣を 慰 ii: せられてから， 消息 始めて 通じ、 尊で 獄を 出る-に 及び、 岡 部簇ひ 家に 於て 相識り、 一 見 忽ち 數十 年の 花 

己の 如く、 互に 肝膽を 披瀝して 相 交り、 望 東 尼 は 母親に も 似た 情 を 以て、 國臣の 爲に心 カを盡 し、 此 度の 上洛に 就ても、 

京都の知音比喜多源次馬場德！^^郞の徒に紹介して善く謀られました。 その 相識る の 日猶ほ 極めて 淺く、 相 交る の 月猶ほ 

酷 だ 短き に拘 はらす、 遇 合の 奇 にして 美なる は、 感嘆に 堪 へぬ ものが あって、 草庵 丁ヅの 贈答、 また 自ら 主客 二人の 志 

操と 交 態 を 示して をり ます。 

諸君、 若し 試に 眼 を M 〈つて 此平尾 山の j 夕の ことに 想到 せらる- f ならば、 ありあけの 月 を 踏んで 庵の 戶を立 去り 行く 

志士 を、 いつまでも 佇んで 名殘 おしげに 見送らる &阿 婆さんの 姿が、 歷々 と 面影に 浮む であり ませう。 

久留 米の 過訪 下 關の數 日 

六月 二十 九日， 阈臣 は曉を 犯して 望 東 尼が 平 尾 山の 草庵 を發 し、 先づ 太宰府の 天滿 宫を拜 し、 小 野 加 賀を訪 ひ、 それ 

から 道を迂 にして 馬市に 岡部諶 助の 墓 を 弔 ひ、 尊で 久留 米の 瀨 下に 眞木和 泉 守の 家を訪 ひました。 眞木は 前 月の 十八 日 

に 久留米 を 出で- T 上洛し、 推されて 尊攘 黨の 牛耳 を 握り、 奪ら 大和 行幸 攘夷 親征の 議に參 じ、 翥 策經營 最も 忙 はしく、 

弟 外 記 男 主馬 男 菊叫郞 等、 また 皆 出で \ 京都に をり ました。 阈 臣は留 宿して 家人と 別後の 事 を 語り、 深く 惓戀の 情 を 抱 

いた 阿 棹 女に 會 ひました。 當 時の 心緖想 ふべ しであります が、 委 はしい 話は傳 はって ゐ ませぬ。 こ \ で 京都の 切迫した 

形勢 も 分って 上洛 を 急いだ 模様に 見えます" 福 岡 を 去る 時まで は、 肥 後の 高 瀨に參 つて 松 村 大成 を訪 ふつ もりで したけ 

れ ども、 それ を 取 止め、 急いで 久留米 を 去り、 冷水 峠を越え て 先 づ下之 關に向 ひました。 

四 九 七 


四 九 八 

3 化 木の {豕 に 幾 口 ^宿した 歟、 それ も 確かと しませぬ が、 七月の 六日に 下 之關へ 着いて ゐ ますから、 或は 二三 夜 は 

したので ありませ う。 木の 家 を 去る に 臨み、 一首の 歌 を 留めました。 

思 ふとち 加 茂の 川原に うかれ 出て  . 

みやこ の 月 を 共に ながめん 

七バ六 口、 下之關に^^ぃてみますと、 長 州 人 は 攘夷 を實 行せ むとし、 海峽を 過ぐ る 外國の 軍艦と 砲火 を 交へ た 後で、， 

諸方の 志士 も 多く 集って をれば、 正 親 町 三 條少將 公董卿 攘夷 監察 使と して 西 下せられ、 近く 下 之關へ 來られ ると 云 ふ 時 

で、 人心 盛に 板 ひ 起って ゐ ました。 然うして 正 親 町 二： 條卿は 海峡 を 越え 佐賀に 赴かる  > 評議と なって 略 ぼ 決定して をり 

ました。 

是 より 先、 佐 賀の江 藤 新 平 大木 民 平の 二人 は、 久留 米の 眞木 主馬の 所に 參 つて，、 密に 相談 をし まして、 佐賀 とても 特 

に 朝 ぼ を 下して 獎勵 せらる- 1 なら、 藩 論 も 必らす 振興す るで あらう と 申した ので、 主馬は上洛して父和^：ま寸に察情を吿 

げ、 露 木 は 逮議 をし ますと、 朝廷に 嘉納せられ まして、 急に 評議 を 定め、 眞 木の 弟 外 記に 11 曰 を 授け、 西 下して 正 親 町 一一 

條 卿に 命 を へさせられました。 外 記 は 廣嶋に 到って 卿に 追及し、 朝 旨 を 致しまして、 卿が 海峽を 越えて 佐賀に 到らる 

--第 は 決お したので した。 

闽ほ は 適々 筑， M より 来って 此狀を 知り、 li- 親 町 三條卿 をして 佐賀に 到らる \ 途次、 福 岡 を 過ぎら しめ、 筑 前の 藩 41 を 

振^す るの！：！^ も 得策なる を 思 ひ、 自ら 上洛の 期 を 延ばして 下 之 關に留 る こと 數日。 長 州の 志士 及び 攘裹 監察 使に 先發し 

て 下った 行 H の德 m 隼 人 高 橋 甲太郞 等と 密に 相談 を遂 ゆまして、 國臣 の說行 はれ 監察 使 入 筑の議 も 決しました。 阔臣 

は 始め "ル： 叙 町 三條卿 は佐賀 よりの 歸途、 福 岡の 郊外 七隈 原に ある 菊 池 寂 阿の 故 境 を 弔 はる- -を表 向の 名義と して ； ii: 


を 過ぎら る、 を 請 ふの 意 を 抱いて ゐ ました けれども、 寧ろ 佐賀と 同じく 防備 視察の 爲 め入筑 せらる >r が 宜しい と 云 ふ 

も 起り、 黑 田家 また 相當の 禮を盡 して 待遇 せらる- -を辭 せられぬ 内情 も 分った ので. 公然 監察の 趣 匕 3 を 以て 入筑 せらる 

ことに 決した のでした。 國臣は 書 を 福 岡の 牧市 內濱兵 太夫の 二人に 贈って 事情 を 告げました。 此時 阔臣が 二人に 贈つ 

た n 曰 は はって ゐ ませぬ が、 二人より 國臣に 返答 をして、 急に 一 たび 歸國 せむ こと を 促した 書 はあります。 

去る 七日 付 赤馬關 より 之 飛札 致， I 拜見, 候。 此節 勅使 御 下り 一條 彼是 y 付、 事 々御 細楮之 趣、 遂 一 承知、 早速 御 書 

表 を以、 御 席え 相 伺 置 候處、 御 評議 之 上、 刺 使 御 下向 も 差 向 候 儀に 被 レ考、 御 取扱 筋 萬 端 御 例 も 無レ之 俵に 付、 御 儲 

御用 彼是 諸事 打合せ、 御 不都合 無レ之 道に 御手 當相成 度 候 間、 京都 行 は 一 先 被 二見 合一 早々 歸國御 ffl 辨取 計に 相 成 候 

様、 就而者 急に 御 談じ可 二相 成 1 御用 向 も 有レ之 候に 付、 此 返書 相 達 候 は 直 樣歸國 に 相 成候樣 可, 一 申 越, との 御 含に 

有レ之 候。 尤 勅使 御 取扱 向、 播備邊 は 御手 厚に 有レ 之た る 趣、 旁 被 二 申 越 一致 二 承知 1 候) 就 而者尙 又 速に 相 分る 筋に 

も 候 は ど、 凡此 元に 而御儲 之 御目當 にも 相 成 候 様、 肝要 之廉々 取調 歸國相 成 度 候。 勿論 其 爲少に 而も 出立 手 問 取 

候而 は、 此元 御用 向 之 處差支 候に 付、 右 調 向 は 其 筋に 申談 置、 跡より 委細 申 越 候 様 之 手配 も 可 レ有レ 之 哉に 付、 其 

邊りは m, 疊勘辨 有 A 之、 一 日 も 速に 歸！： 肝耍之 儀と 存候。 其 心得 可レ 有い 之 候。 恐々 謹言。 

七月 十日  牧市內 

濱  兵 太夫 

平野 次郞 殿 

猶ほ刖 に 國臣が 下之關 より 兄の 都 甲 小 仲 太に 寄せた 書 もあって 參考 になります。  . 

e: 九九 


五 〇〇 

自 -1 馬 關ー呈 111 書 1 候。 途中 隙 取 一昨 六日 着關仕 候。 頃日 は 異船も 不レ來 、先 靜謐に は 候 得 共、 大砲 小 鋭 日々 持 ある 

き、 長 藩の 恭手、 甲胄 下に 而 東西 横行、 實に 陣中 之 形い さましく 相 見へ 申 候。 商 賈等も _t ^外 居り 合 申 候。 御 闘の 

風説と 違 ひ、 大砲 は澤 山に 御 坐 候。 此節は 益 手配り 行 届、 軍 仕 候 も、 到る 處嚴 重に 相 成 居 申 候へば、 必定 勝. に 

て 可 レ有レ 之 候 得 共、 十 一 日 干滿珠 島の 影に 來り候 後 は、 絡て 不二 渡来 1 よし。 久留米 是迄兵 庫 守衛の 處、 

刺 命に て豊 前大里 守衞に 受持替 被， 1 仰 付、 (體 贈き (【. 揚 H!^ ん) 追 々 人 數操込 居 中 候。 砲 臺も近 々 3J 來候 よし。 (大里 

に は 兼て 米 藩の 船引揚 借地 有レ 之、 其 所に 砲臺築 立の 害な り) 田の 浦に も 長 川より 押て 地所 借受、 砲 臺築立 候に 付、 

小 倉 も 思 立 候よ し、 小 倉 も 此節は 大分 勵 まされ， 市中 在々 の 梵鐘 悉く 引揚、 大砲 鑄 立 居 申 候。 且 米穀 初 諸 品 直 段 

下げ 觸達 有レ 之、 追々 は 下 廉に相 成 候 品 も有レ 之、 白米 一 升 百 五十 文の 內、 彥 洲も大 里と 迎ひ 合、 一 ケ所山 土 切なら 

し、 長 州より 砲臺築 立に 相 成 居 申 候。 其 外臺場 何れも 築 直し、 成就に 相 成 居 申 候。 

1、 勅使 一 昨 六日 山 口 御着 之 由、 夫より は 下 關白石 家へ 御宿 之 害に 而、 手 當大混 雜に御 坐 候。 御 道中の 國々、 至 

て 御手 厚 御 取扱に 而、 御 途中 守衛の 人數等 出、 所々^ 人數 も有レ 之た るよ し、 筑 前より 肥 前まで も 御 出 有レ之 箬 

の 由。 夫 故 福 岡へ 伺 出 候 一事 有 レ之、 滞關仕 居候に 付、 御 左右 申 上 候" 福 岡へ も 此趣不 レ殘御 申 越 可 レ被レ 下 候。 

1、 腐 木 和 泉 は 禁裡 官 人に 御 抱に 相 成 候よ し、 右 は 年来 之 王室へ 誠忠 を 叙感の 故な りと 云〕 

1、 右 觔 使に は、 諸 國の御 親 兵より 數十人 附添來 候 由、 長 州より 又々 數十人 御供 有レ之 模様、 凡 而百人 余 は 御供 

勢 可 レ有レ 之との 事な り。 勿々 謹言。 

七月 八日  平野 ニ郞 

都 甲 小 仲 太 樣 ■ 


先 京師 も 其 後 は 有志 も馳 上り 靜謐 (以下 缺失) > 

阈臣 は牧濱 二人の 返書 を 得て 一 先 づ歸國 を 促された ので、 急いで 福 岡に 歸り、 監察 使迎 接の 評議に 與り、 十 餘日を 費し 

ましたが、 監察 使 は 猶ほ筑 前の 境に 入られぬ のに、 藩狀は 早く 一 變 して 人心 頓に振 ひ 起り， 政廳は 周ず 十して 畫夜迎 接の 

準備に 勉 めました。 然うして 監察 使の 入筑 は、 京都 を 出ら る- r 時より 決定した ものと して、 表 向 は 聞え たので、 藩 中の 

人 は 京都 屋敷の 聞 役 藪 幸三郞 が、 斯 かる 事情に 昧 くして 報吿を 怠り. 政廳 をして 斯の 如く 迎 接の 準備に 周章せ しむる を 

難 じ、 望 東 尼 も 書 を 藪に 寄せて 此意を 述べられました けれども、 これ は實は 申した やうな 形 行から 起った もので、 國臣 

が 上洛の 途次、 下 之關に 於て 急に 案 を 立て、 專ら割 策した 所でお りました。 

欺くて、 國臣は 七月 二十 五日に、 ふた \ び 幅 岡 を 立って 上洛の 途に 就き、 此時 始めて 僕 熊 藏を從 へました。 前 月の 末 

に 福！： を 出る 折 も、 一 人の 若者 を 僕と して 連れて 下之關 まで 參 りました が、 當 時の 下 之關は 外阈の 軍艦と 砲火 を 交へ た 

後 を 承け、 士氣入 心の 最も 昂奮して をる 砌 ではあった し、 若者 は 例の 奇 兵隊の 連中が、 生首 を 提げて 通った の歟： f 歟を 

見て 縮み 上って 怖氣を 生じた 模様で、 一 たび 立戾 つて 重ねて 出る 時には、 ふた- r び從 ふて 行かう と 云 はぬ ので、 此度は 

別に 熊藏を 連れました。 

熊藏は 平. S 卯 八 郞が鳥 飼 八幡宮の 近傍お 供 道の 邊に 持って をる 借家に 住み、 義太夫語り か 何 か を 渡世に する 吉藏と 

云 ふ もの \次 男で、 此頃は 二十歳ば かりの 若者であった さう です。 餘り氣 の 利いた 人間で もな く、 寧ろ 馬鹿に 近い 方の 

男らしかった ので • 格別の 用に なった とも 思 はれませ ぬが、 それでも 京都から 但 馬の あたりまで は 附ハて 廻 はって、 t 

後に 三 田 尻より 首尾 好く 暇 を 貰 ふて 歸. CN ました。 

五〇 一 


五 〇 二 

國ほ がー ii: を 立つ 時、 竹馬の友 小 H 部 龍 右 衛！： は、 老職立 花 山城 0 內命 を啣み 途中まで 同行し ました。 それから 出獄 

後の！： E より 新に 談論 を^いて 深く 信服の 情 を 抱いた 久野四 郞兵衞 麻 田 孫 四郞の 兄弟 は， 四 郞兵衞 の 長男 を携へ 見送り 

まして、 四 郞兵衞 父子 は、 箱 崎の 孫 兵衞茶 で^れ、 麻 田 は猶ほ 送って 香椎 で^れました。 

菊 池 足 利の 古戰 場と して 名高い 太々 良 川の 橋 を 渡る 折、 國臣は 時節柄 藩 中の 土人が 多く 川の 中に 腰まで 浸して、 頻り 

に 錄1< ^を 釣って をる の を 見まして、 麻 H を 顧み、 あ 上 K ふこと を娯む 時勢 ぢゃ 無い がな あと 顔をしかめて 中し ました。 

魚 を 釣って をる 人々、 斯 くと 聞いたら、 大 馬鹿が、 此熱 いのに、 餘計な心配をして彼方此方と歩るき廻はって^5:を切 

られに 行く と 笑った かも 知れ ませぬ。 然 うする と 五六 十 年の 後に なって • 大 馬鹿者の 事蹟 を 吟味して、 あたら 隙 を^ぶ 

し 力 を^し、 馬鹿の 上塗 をす る 人間 も をり ます。 世 は 様々、 人 は 思々、 これ は 昔 も 今 も 同じ ことであります。 

阿 臣と 小口 部と は、 二十 七日 海峽を 越えて 下 之關に 着きます と、 中村圆 太が 藩 を 脫し先 づ來て をり ました。 三人 相 作 

ふて. in 石 正 一 郞を訪 ひ- それから 高 杉 晋作赤 根 武人 等に も會 ひまして、 二十 八日 は 三 M 尻 を 指して 參 りました。 それ は 

長 州 人が 小 〈お 藩の 五 罪 を 問 ふの 案 を 起し、 裁決 を 攘夷 監察 使に 求めて をる 時で、 長 州 人 は 攘夷の 詔 を 奉じ、 外！： の 軍艦 

と 砲火 を 交へ たのに、 對 岸の 小 倉 藩 は傍觀 して：^ も 知らぬ もの \ や うでした から、 長 州 人 は 之を資 めて 罪 を 問 はう と 云 

ふので した。 然し 事 頗る 重大で， 監察 使 限りで は 裁決 も出來 ない 所から して、 朝廷に 其狀し 指揮 を 待た る、 ことにな つ 

て、 隨 行の 德 S 隼 人 は、 命を啣 みて 上京 すれば、 長 州 人 も 上京し まして、 正 親 町 三 條少將 は 暫く 西 行の 期 を 延ばし 三 W 

尻に 滞在 をして をら れ ました。 然るに 京都で は 大和 行幸 攘夷 親 征の詔 は 將に發 せられむ とし、 形勢の 最も 切！ a した jffi^.. 

も 分った ので、 國臣は 盡日を 以て 小 田 部に 別れ、 海路 を 取って 大阪に 向 ひました。 

小 田 部の 記 錄には 斯う 見えて ゐ ます。  .  . 


勒使正 親 町 左少將 殿御 國へ御 下向 之 付、 御旅館 三 円 尻へ 御 差遣、 御附添 之： ぬ々 より 御 様子 相承り 參候 様、 山^ 

^より 御 巾 含に 而、 平野 次郞 同道、 七月 二十 五日 福 岡 出立いた し、 八月 六日 罷歸候 事。 

それから 佐 賀の江 藤 新 平の 長男 熊 次 郞の隨 筆なる 先考 言行 秘錄 のうちに 斯う 記した 一 節が あります。 

先考 平野 闺臣と 馬 關に會 する の 約 あり、 先考 馬關に 至る や、 EI 臣 在らす。 去りて 福 岡に 至りて 尋ね たれ ども、 竞 

に 及ば ざり しと 云 ふ。 此事 は文久 ニ年脫 藩の 時の 事と 思 はる、 相 良宗藏 翁の 話な り。 

江 藤 新 平の^ 藩 は 文久ニ 年の 六月で、 國臣は 福 岡の 獄に囚 はれて ゐ ますから、 その 馬 關に會 する 約 をした の は、 文久三 

年 即ち 正 親 町三條 卿の 佐賀へ 下られる とい ふ 頃の 話と 思 はれます。 久留 米の 眞 木の 留守宅に 立 寄った 時 か 何 か、 江 藤と 

下 關で相 見る こと を 約した ので、 江 藤 は 下 關へ參 つてみ ると、 福 岡へ 中 炭 をして をる 所から、 更に 追 ひかけ て 福 岡へ 參 

ると、 國臣 はふた、 び 京都 を 指して 立った 後で、 行 違って 終に 逢はなかった ものと 見えます。 江 藤 は 大木 民 平と 共に、 

眞卞 主馬に 相談 をして、 攘夷 監察 使の 佐賀へ 下らる- r 朝議 決定の 道 を 開いた 人です から、 旁. -國臣 とも 相兑 てず を 謀る 

の 必要 を 感じた ので ありませ う。 

小 田 部 龍 右衛門の 書，、」 筑 前の 藩狀 

小 田 都 龍 右衛門が 三 田 尻で 國臣 と^れ 福 岡に 歸 つた 後、 八月 十六 日 を 以て、 京都の 國臣に 贈った 書 を 見る と、 常時の 

五 〇lu 


五 〇四 

筑 前の 藩 情 は 善く 分ります。 

彌. -御 安泰 可レ 被， 成 二 御着 路ー 萬々 奉, 賀候。 小生 も 三 田 尻 御 出立 後 1 一日 迄 逗留 仕 候。 御國 元より 罷越ず  112 白-,^ も 

二日に 三^ 尻 御 出京お 時 御 延引 相 成 候 趣 報 命いた し 候に 付， 右 否 承り 同所 出立 仕 候。 馬 關江着 仕 候虚- 中 

圆 太 亡命-一 付、 中哲 同所 參り居 申 候。 委. 1 之 趣 は定而 同人より 御 承知-一 相 成 居 可， 中-一 付-巨細-一 不二 申 上， 候。 P 太 

亡命-一 相 成 候 茂、 畢 竞國是 一統 有志 之 面々 承知 無， 之より 起り 候義 と申譯 に而、 戶 川 河 合 等朿西 有志 之 面々 より 御 

隨論 之趣說 得- 1 相 成 候 趣- 1 御 坐 候。 旣私 歸福翌 H 有志 之 面々 も 大概 此節御 出京 御^被， -仰付 一 候。 

1、 御！： よりも 勒使御 入 込 之 上 は 五 人 程 御 付添 御 親 兵 被 二 差 出 一 害-一而、 先 之 頃より 被， 命 申 候。 

長 野 和平  小 野加賀  • 

栗野傳 右衛門  奥山 茂三郞 

十時傳 次郞 

1、 中哲 此節中 述. S 候義， 輙ク請 合 候 儀- 甚 不評判-一 御 坐 候。 御 序 之 刻 御意 見 可， 被， 下 候。 

1、 御 出京 も 今程 御 伺 中-一 付、 御 指 圖振リ 一 1 依 而ハ、 速 一一 御 出京と ゆ 儀-一而、 掛リ 役々 一一 《矢 張 御調べ 等いた し g 

.& 候。 


此 書に 依って 考 へる と" 當 時の 藩 論 は、 大體に 於て、 先づ 朝廷の 爲にカ を盡す 方に 定 つて、 正 親 町 三 條少將 入 國の上 は 

五 人の 親 兵 を も 差 出さる- - 害で、 その 人名 も已に 決して ゐ たものと 見えます。 これ は 朝廷の 威 權大に 振 ふた 時分で あつ 

からで、 勿論 受動的の 方針 だとし ましても、 中村圓 太の 脫藩を 以て、 善く 藩 議の存 する 所 を 知らざる が 故な りと 認め、 

藩 是の定 つたの を 明かに 示して、 斯 かる 志士の 鎭撫を 謀らう としたの は、 一時ながら も 藩是は 已に定 つて ゐ たので あり 

ます。 薩長の 形勢に 較 ぶれば、 頗る 後れて は をり ますが、 他の 諸 藩の 苟且 因循より すれば、 摘 ほ 甚だ 賴 もしい 藩 是で、 

縱令 一 消 一長 は 免れなかった としても、 飽くまで 斯 かる 藩 是を 執って 進んだなら、 薩長 土に 次ぎ、 若く は 相 並んで、 勤 

王の 事業 を 成就した こと は、 固より 疑 を容れ ませぬ。 これ は 時運の 自ら 然 らしむ る 所と はしましても， 主として 瞬臣の 

出獄の 頃より 勃然として 興った 藩狀 ですから、 天下の 形勢 や 朝廷の 事情と 相 待って、 國臣の 努力 苦心の 功勞も 難く はな 

からう と 思 ひます。 

元 來嘉永 安政の 頃、 尊王攘夷 論の 始めて 起った 時から、 明治維新の 初までの 間に 於て、 筑 前の 藩 論が 漸く 勤王 を 旨と 

し、 カを國 事に 盡 くさう としたの は、 阈臣が 福 1: の 獄を放 たれた 前後より 八月 迄の 半年と， 元 治 元年の 末征 長の 役の 終 

はる 頃より 翌慶應 元年の 春 迄の 半年との 二回で ありました。 元 治 元年の 頃から は、 矢 野 梅 庵 だの. P 藤 司書 だの も 用 ひら 

れ、 月形 洗藏 など も 出ました が、 一方に は獄を 打破って 中 村 圓太を 救出す とか、 當路の 權要牧 市內を 斬る とかい ふ亊變 

もあって、 政 廳の體 -向を 傷つけ 藩主 長溥 公の 威嚴を 損する こと 甚だしく、 一 派の 反感 を旺 にした ので、 藩 論の 統合 融和 

は 極めて 困難と なりました。 然 かも 加 藤 や 月形 は寬弘 雍容の 風に 乏しく、 矢 野 も 純 直 骨 硬と いふの みで， 格別の 人才で 

もなかった ので、 經營 施設 皆 その 宜しき を 失 ふて、 藩 論 を 救 ふべ からざる の 悲運に 陷れて 了 ひました。 國臣 が獄を 出る 
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と、 立 花 小川の 諸 老職を 動かし、 牧待 井の 權耍 を說 き、 一 方に は 同志の 藩 人 を 鼓舞 獎勵 し、 陰 忍 抑制して 天下の 形勢お 

迎へ 朝廷の 事情に 應じ、 藩 論の 銃 一 と 振興と を 謀った 態度 を 想 はざる を 得ぬ 所以であります。 

御 親 兵と して 撰拔 せられた 五 人の 內、 長 野 和平 は、 晚 年に は筑前 志士 傳を著 はして、 第一 に國臣 の蔡蹑 を顯彰 した 功 

勞 T 者で、 小 野加贺 は、 國臣と交態最も深き眞木和^^寸の弟、 此 度の 上洛に 就ても、 特に 迂路 往訪し ました。 之 等の 人 撰 

また 阔臣に 多少の 關 係ない と は 申され ませぬ。 それと 同時に 藩を脫 して 走った 中 村圓太 は、 筑前 では 臣國に 次ぐ 志士と 

して、 名望の 高い 人物で、 中 村 を 連れ 房 さう として 出た 同 苗の 中 村哲藏 も、 國臣 3 同志の 一 人、 出獄の 後、 圆 太 等の 幽 

囚を 解く の 策 を！ I する 時、 闽臣の 意 を 受け、 往 いて 高原 謙 次 郞を說 いたの は 此の 人で ありました。 

期の 如く、 一 方 は 諸老 職と 常 路の權 要と に入說 して 政廳の 評議 を 動かし、 一 方 は 同志 を 保護 救 解し 或は 鼓舞 獎勵 して、 

藩 論の 振興 を 謀り、 藩議の 統合に 勉め たの は、 爭ひ 難い 事 實で、 筑 前の 藩是 がー 時ながら も斯の 如く 定 つて、 五 人の 御 

親 兵 を 出さう と 云 ふ 評議の 決した の は、 これ は 要するに、 朝廷の 威 權大に 振 ふた 時運の 自ら 然 らしむ る 所 だとしても、 

此 間に 於け る闘臣 一 人の 努力 苦心の 功 勞も尠 くないと する の は、 强に 不穩當 でありますまい。 

小 田 部 龍 右衛門が 藩內の 事情 を吿 げた 此 書に 記された 八月 十六 日 は、 國臣が 京都に 於て、 舉習院 出仕の 朝 命を拜 した 

常 口で、 三日の 後に は、 朝廷の 御變 革が 起って、 國臣は 忽ち 捕手の 追跡 を受 くる 身と なった ので、 此書は して {in ら披 

見した 歟 どつ 歟、 ちと 覺束 なく は 思 ひます けれども、 二十 六日まで は 京都のう ちに 潜んで ゐて、 筑 前の 屋敷に も內々 出 

入 をした 校 様です から、 或は 披見 はした ので ありませ う。  . 

それから 藩を脫 して 走った 中 村！^ 太 も * それ を 追 ひかけ て參 つた 中 村哲藏 も、 此時は 共に 京都へ 入って をり まして、 

圏臣 が木屋 町の 山中 成 太郞の 家に、 雨中 村と 相會 し、 主客 杯を擧 けて 快 飲し、 中秋の 月 を 賞した の は、 小£部が此^&を 


草した 日の 前の 晚 でありました o  - 

久文 三年 秋の 上洛 

七月の 盡日、 三 田 尻で 小^ 部 龍 右衛門に 別れ、 海路 を 取った！： 臣は、 八. 月 八日に 大阪へ 着いて、 即夜 淀川 を 遡り、 九 

日 京都に 入り、 望 東 尼の 紹介 を 以て、 黑 田家の 御用達 大文字 屋の 家に 投じ、 且つ 始めて 馬場 德次 郞に會 ひました。 

未レ得 11 拜眉ー 候 得 共、 愈々 御 壯健被 レ成ニ 御勉强 1 欣然 之 至-一 奉レ存 候。 陳者 同藩 野 村 家之老 尼に は 御 懇意に 而、 1!^ 而 

鄙 名 を も 御 聞 及 之 由、 同人より 承 申 候。 拔此 節は內 命に 因て 出京 仕 候處、 御 地 不案內 之 上、 未 旅館の 當處も 無, 之、 

何方に 歟 暫く 立 宿 相 頼、 重役 引合 之 上 は、 落着の 場所 も 可 レ有レ 之， 夫 迄 之 處乍ニ 御迷惑？ 贵宅 にても 他家 にても、 

御世 話 被 レ下候 義は相 叶 申 間 敷 哉、 初發 より 失 禮に御 坐 候 得 共、 此段 梵 奉 X 憑 候。 書 餘拜顏 之 上 萬々 可, 奉， 謝 候。 

匆々 頓首。 

八月 九日  平野 二 郞國臣 

馬場 德次郞 様 

馬場 德次郞 は 即ち 後の 文英 で、 京都の 人， 素と 大文字 屋の疎 族で、 此頃は 大文字 屋の naii 要な 店 ほの 一 人でした。 晚 年に 

は 維新の 實に係 はる 幾多の 著作 もあって、 七 卿 西 嵐 始末、 三 條實美 公 記な ど は 最も 世に 知られて をり ます。 夙に 尊王 

の 志 もあって、 望朿 尼と 交る こと 殊に 深く- 1 は 商人たり 一 は 婦人た る 所から して、 嫌疑 を受 る變 も尠 かった ので、 互 
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に 機密の 消息 を 通じ、 數 年の 間 望^ 尼の 書犢を 得る こと 六十 餘 通に 及びました。 爲に 福 岡に 慶應： 兀 年の 獄が 起って 望 東 

尼の 罪 を 蒙られた 時 は、 京都の 町奉行 は、 黑 W 家の 移牒に より、 馬場 を 捕へ て 暫く 六角の 獄に 投じました。 阈臣と 相識 

つたの は此 時を始 とし、 且つ 親しく 交った の は、 礎に 十日 餘 でした が、 深く 國臣の 人物 志操に 信服し、 忠赏 最も 善く 力 

を IJi しまして、 阈臣の 殉難の 後 は、 勉めて 遣 稿 を 存錄し * 多く 世に 留めて 事蹟 を顯彰 しました。 蓋し 阈臣 の俾 記者と し 

て は- 忘る ことの 出來 ない 人であります。 

大文字 屋 五三郎 また 野 村 家と 祖先 を 同く した 巨商で、 望 東 尼との 緣故も あれば、 現に 黑 田家の 御用達 を 勤めて ゐ たの 

で、 旁々 紹介 をして 頼まれた のでした けれども、 折し も此 家に は 東 役久野 一角に 隨 ふて 出京した 藩士が 多く 宿 をして を 

つたので、 國臣は 移って 木屋 町の 山中 成 太 郞の閑 宅に 留 りました。  . 

阈臣が 始めて 京都に 入った 八月 九日 は、 尊攘 黨の 勢焰 その 絶 S 、に 達し、 急激の 議論 頻に 朝廷 を 動が し、 維新^の 上に 

著名な 大和 行幸 攘夷 鋭征の 詔勅の 發 表せら る& 四日 前で、 一 方に は大 反動の 氣運 刻々 に 熟し、 謂 ふ 所の 藤 賊會奸 の 陰謀 

漸く 歩 を 進め， 危機 は 目 睫の 問に 迫って， 恰も 山 雨 欲い 來風滿 レ樓の 時で ありました) 

去年の 春に 於け る 薩摩人 を 主として 回天の 壯 II は、 寺 田屋の 車變を 生じて、 I たび 破れました けれども、 今年に 於け る 

長 州 人 を 主と した 同志の 計畫 は、 着々 として 行 はれまして、 眞木和 泉 守の 說は 最も 力が ありました。 東 久世伯 もお 談會 

に 於て 言 ふ て をら れ ます。 

爲木は 五月の 末に 上京した かと 思 ふ。 眞木は 其 比 今 楠 公と 言 はれた、 立派な 風釆の 男で、 樂問も あり 辯 舌 も あり、 

經綸の 才も備 はって ゐ たから、 有志 者の 中に て、 先づ 首領 株と 云 ふやうな 位置で、 大和 行幸と 云 ふ 計 塞に 就て 節 

制 を 立て. UO 

攀 


眞 木は實 際に 於て 斯の 如く， 尊攘 黨の 首領の やうな 姿で、 長 州 人 も 審ら眞 木の 說に聽 いて ゐ ましたが、 國臣 また 人口 も此 

時 を 以て 出で、 來 まして、 浮浪の 志士の 間に は， 一 方の 領袖と して 深く 重んぜられました から、 ^^に奔走周旋してカを 

時局の 展開に 致しました。 

十 一 口 に は 中 村 圓太を 伴 ふて 長 州 屋敷 を訪 ひ、 中 村九郞 佐々 木 也と 相 見て >  圓 太の 主張す る筑 前の 藩狀 改革の 計畫 

を 語り、 相談 を 遂げました。 圓太 は此時 氏名 を 變じ野 口 保と 稱 して ゐ ました。 

十二 日に は、 大和 行幸 攘夷 親征の 朝議 も 全く 決し、 詔勅の 煥發も 遠から ぬ 勢と なった ので、 阈臣は 一 首の 詩と 二 首の 

歌と を 作って 懷を 述べました。 

勝敗. a 來屬， 1 彼 蒼？ 壯 士豈悲 死， 1 沙場？ 西 陲方伯 勤王 志。 坐 待 天朝 詔 一 章。 

いま 暫し 待て やみや この 花 もみ ぢ 

行幸 ある 世と なさで やむべき 

神風 や 大和 錦の 旗の 手に. 

靡か ざらめ や 醜え みしぐ さ 

天を衝 くの 意氣想 ふべ しであります。 

此日 また 國臣は 宿の 主人 山中 成 太 郞の爲 に、 近衞 家の 所藏 せらる. t 山陰の 古 名士 山中 鹿 之 助 幸 盛の 遣 刀 を 請 ひ 得て， 曾 

りました、 山中 成 太 郞は元 來大阪 の 富豪 鴻 池の 戶、 王 たりし 人で、 事情が あって 隱 退し、 別に 一 家 を 立て. T 木屋 町に 閑居 

して ゐ たので、 鹿 之 助 幸 盛の 子孫と 稱 せらる、 舊家 である 所から して 、近衛 家に 鹿 之 助の 遣 刀 を 持ち 傳 へらる.. を 知り、 
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祖先の 遣 勿 だと 云 ふ 理由 を 申立て \、 その 讓與を 請 はむ としまし たが、 .5 緒の 正しい 著名の 富豪で、 尋常の 士 人と は抗 

禮 して 交る 程の 商人です けれども、 近衛 家の 方で は、 斯 かる 先例 もない からと 云 ふて 許されなかった ので、 阈臣は 己れ 

の 名 を 以て 代 はり 請 ふて 得た ので ありました。 

無銘 兼定刀 一 口  .  ， 

長 1^ 尺 五 寸壹分 

右 者 陽 明 御殿 御^ 品 山中 幸 盛 遣 刀 之處。 今般 貴殿 依 n 御所 望 T 御 下付 願 上 候 得 共、 從來御 振 合 も 有い 之、 直チ 一一 御 下 

桕成觳 趣、 依：. 之 拙者へ 御 下 相 成 候 間、 更 -1 貴殿-相 讓申候 也" 

亥 八月 十二 日  平野 二 郞國臣 (華 押) 

山中 成 太郞殿 

遗 刀の 行方 は、 今已に 分り ませぬ が、 此 文書 だけ は 近 江の 西 川 氏の 手に 歸 して 猶ほ淺 つて をり ます。 

國臣は 安政 六 年の 正月、 月 照の 所持した 機密の 文書 を窗 らし 上って 近衛 家に 還納 した こ ともあれば、 去年の 四月に は、 

大原左 衞門督 の 執 達 を經て 回天 三 策 をも獻 じました から、 旁 々近衛 公 父子 は、 特に 國臣を 顧 念 せらる、 因緣 なしと もし 

ませぬ。 これ 或は 鹿 之 助の 遺 刀が 斯 かる 手 績を 以て 下附 せられた 所以で、 また 國臣の 名聲も 頗る 朝野の 間に 聞え 渡って 

ゐ. U こと を 示します。 

然うして 當時 國臣は 勤王の 志士と して 知られた 許で はなく  • 國擧者 だと か 歌人-たかと 云 ふ譽れ も隨分 それ は 高い もの 

でし^。 僕の 熊^ ま 前に も 申した 通り、 氣の 利かぬ 薄鈍の 馬鹿者で、 京都で 貫 ふた 酒屋の 切手 を 福 岡まで 持ち 歸 つて 土 


產に する やうな 第理の 解り 兼、 ねる 若者で したが、 到る 處で 人が 御馳走 をして、 主人の 短冊 を 貰 ふて くれと か、 先生に 歌 

を かいて 貰 ふて くれと か 頼んだ 様で、 國に歸 つて 後、 その 話 をして、 彼方で は 短冊が 流行る バイと 申して、 物 笑に な 

つたこと も In 曰て 聞きました。 

大和 行幸 攘夷 親 征の發 表 

十三 日に は、 愈々 大和 行幸 攘夷 親征の 御沙汰が 發 表せられまして、 國臣も 供奉 員に 列 せらる.. 內命を 蒙りました 0 

此度爲 -I 鎮夷御 祈願 r 大和 行幸 神武 帝 山陵 舂日社 等 御拜、 暫御 逗留、 御親征 軍議 彼， 爲ぃ 在、 其 上 伊勢 祌宮 行幸 

之 事。 

當 時の 急激な 尊攘 黨の 志士に 於て は， 往々 大和 行幸 攘夷 親征を 幕府 親 征の義 と 自ら 解し、 全力 を 傾注して 朝議の 決定 を 

企圔 した もので、 今や 御沙汰の 發 表せられ たの を 見、 夙 昔の 念願 始めて 達し、 王政の 復古 やがて 成就す る やうな 思 をし 

て 歡天喜 地の 情に 堪 へませ ぬでした。 況して 國臣は 討幕 論の 首唱者の 一人と して， 最も 久しく 新 かる 待望 を 抱いて ゐた 

ので、 此情 は^けて 深く、  j 首の 歌 を咏ん で感を 述べました。  . 

さ- -ら がた 錦の 御 旗な びけ やと 

わが 待つ こと も 久し かりけ り 

£ 曰に は、 まの 吉村 寅太郞 II 四 位 Is 本津 之助碰 I 四 位 一二 河の 松 本謙三郞 雕從四 位 i 十き 人、 自ら I 叙 
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征の 先鋒と なる つもりで、 密に中 山 前 侍 從忠光 卿 を 奉じて 京都 を 出で、 國 臣と緣 故の 深い 筑 後の 宫 W 半四郞 五"^ 半 

麵妓 t 酒 井 傳次郞 霞 sgs 陶 司舰觀 I 荒卷羊 一一 一晶 及び 筑 前の 富 重藏 き雜 g 等、 また 皆 1 行の 中 

にゐ まして， 吉 田の 蟹 は、 特に 来って 闺 臣を訪 ひ、 別れ を齿 けて 去りました" 一 行が 急に 事 を 擧げて 幕府の 代官 所 を 襲 

ひ 幾多の 役人 を 斬る やうな こと は、 此時必 すし も豫 期せなかった としても、 大和の 義擧 と園臣 との 間に、 始 より 多少 Q 

相 通じた の は、 自ら 思 はれます。 數 日の 後、 朝廷より 特に 內 11 曰 を 下し、 阈臣 をして 往 いて 一 行の 激發 を鎭撫 する や 

うに 命ぜられ たの も、 蓋し 斯 かる 關 係の^す る こと を 知られた 故で ありました。 

1：121 が 同國の 志士 中 村 圓太中 村 哲藏の 二人と、 山中 成 太郞の 家に 會 し. 中秋の 月 を 賞した のは翌 十五 日の 夜でした。 

此夜 .rKIS つて 月に 光 は 無かった さう です が、 主客 杯 を 擧げて 歡談し 頗る 情 興 を 生じました。 國臣は 自ら 顧みて 人生の 多 

故 を 感じ、 懷を 歌に 寄せました。 

思 ひき や 去年 は獄の 中に ゐて 

今宵 みやこの 月 を みん と は 

山中 は 恨 馬の 義擧 破れ 國臣 の囚 はれと なった の を 知った 時、 此 作の 何となく 悲哀の 音を帶 びた こと を 想 出し、 これ は 末 

路の兆 を 示した もの だと 覺 つたと、 晚 年に 語りました。 

國臣が 多 士濟々 の 尊攘 黨 のうちから 拔擢 せられ， 特に 舉習院 出仕の 命を拜 したの は， 山中の 家に 仲秋の 月 を 賞した 翌 

曰で ありました 0 


學習院 出仕の 朝 命 

當 時の 舉習院 は 今日 貴族の 子弟 を 教育 せらる \ 擧習院 の 起源で、 成程 ズット 以^ は 朝廷の 舉問 所でした が、 文 久ニ年 

の 冬、 コ 一 條姉 小路 兩 卿が 首尾 好く 勒 使の 任務 を 遂げて 關 東より 歸 られ、 朝. 廷の威 權頓に 振 ふた 頃から は、 新に 職制 を設 

けられた 國察掛 の 諸 公の 會議 所と して、 舉習院 を 用 ひられ、 國事 掛に關 係の ある 參政寄 人が 日々 參 集して 評議 を 爲し事 

務を 執らる \ 場所と なって、 諸方の 志士 も 結えす 出入し、 建議 も すれば 諮問に も 答へ、 總 ベて 國事を 取扱 はれた 所から 

して， 集 會所を 直に 學習 院と唱 へた もので， 東久世 伯の 說 によると， 先づ 攘夷 實行 臨時 事務局と 云 ふやうな 形で、 一 時 

は 最も 重要な 政廳 でした。 

それに 尊攘 黨の 急激な 意見が、 段々 勢力 を 得まして、 大和 行幸 攘夷 親征が 愈々 發 表せら る >r 頃になる と、 長 州の 久阪 

や 肥 後の 蟲等 は、 最も 熱心に 建白 をして、 國事掛 の 評議に 參與 する 人々 は、 身分の 責賤を 問 はす、 成るべく 破格の 拔擢 

を 以て 博く 天下の 人才 を 登用せられ ねばならぬ こと を 主張した ので、 その 說が行 はれまして、 やがて 諸 藩の 內 より 十餘 

人 を 採り、 十六 日 を 以て 出仕 を 命ぜられました。 

此日 國臣と 同じく 舉習院 出仕の 命を拜 したの は、 長 州の 益 田 右衛門 介 麵脑四 位 桂 小 五郎 まお 戶 準- 久阪義 助讓^ W 位筑 

後の 池 尻 茂 左 衞門贈 正 四 位 水 野 丹 後 I 随 I" ぽ 犯に 連坐し、 木 村 三郞、 肥 後の 宫部 藏贈 位 加屋榮 太、 七 佐の 土方 楠 

左衞門 I 一 I 伯爵 作 州津和 野の 福 羽 文 三 郞後恥 子^ 等で、 概ね 皆 自己の 藩國の 勢力き 代表し、 若く は 同志の 人々 に推靈 せら 

れ たので したが、 圃臣 は單に 一個 浮浪の 志士より 起って 斯 かる 擢仵を 蒙り、 且つ 元來 最も 微賤の 身でした から、 世 の 人 

五 一 三 
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は 々條稱 して 與數 の榮眷 としました。 然うして 柬久世 伯の 當 時の 記錄 『公用 雜記』 に、 國臣の 柳 任 を 十四日と したの 

は、 蓋し 當ロ に內議 の：^^ したの を 云 はれた ので、 現に 命を拜 したの は 十六 日でした。 國臣 自ら 父親 吉郞 右衞 門に 贈つ 

た 書 及び 中 村 11 太の 阈臣に 贈った 書に 徵憑 があります。 

ハ 裣々 御機嫌 克被レ 遊 二 御 坐 1 奉- 1 恐悅 1 候 。私儀 去 九日 着 京， 其 後日々 他 藩 取合、 或は 公卿 方へ 立 入、 彼是 一 日 も 閑暇 . 

無- 1 御 坐 1 候。 當地之 校 様 も、 爾 元より 考 候と は 案外 之 事の みに て、 時機 日々 に 移り 替り居 申 候。 天 下 之 形勢 大に 

切迫に 相 成、 朝 威 は 益 御 盛なる 方に 御 坐 候。 追々 大和 伊勢 行幸に 就て は、 御供 仕候覺 悟に 御 坐 候。 多分 其 前に は 

何とか 御沙汰 も 有レ之 模様に 吉 田玄蕃 など 申 居候。 餘り 高名に 相 成り 氣之 毒なる 事 どもに 御 坐 候。 頃日 は 繁雜之 内 

に、 御供 之 用意 專に御 坐 候。 多用に 付 荒々 如 レ此に 御 坐 候。 恐惶頓 首。 

八月 十六 日  平野 ニ郞 

御 親父 様 尊下 

日付 は 即ち 舉習院 の 出仕に 補せられ た當 日で、 未だ 命を拜 せざる 前に 筆 を 執った ものと 見えます。 吉田 玄蕃は 去年の 夏 

の 初、 阈臣が 回天 三 策 を 朝廷に 獻 じた 時 密に執 達の 手績を 額んだ 人、 今 こ 、 に吉 田の 語 を 引いた の は 蓋し 舉習院 出仕の 

ことに 係る 話で ありませ う。 『餘り 高名に 相 成り 氣之 毒なる 事 どもに 御 坐 候』 と 申した の も、 强に 自負 誇張の 言葉と は 云 

はれませ ぬ" 當時國 臣の聲 望 は だ 盛で、 彼の 眞木和 泉 守が 隱 然として 尊攘 黨に 一 首領た るの 狀を爲 し、 朝廷 を 動が す 

の 勢力 極めて 多かった のに 較べ、 江湖の 間に 於け る 國臣の 名譽は 寧ろ 却て 高い のでした。 安政 このかた 身 を 挺んで 國蔡 

に勤勞 した 閱歷 は， 世の 汎く 知る 所で、 幾 だび か 人の 話に 上る 行動 を累 ねました から、 今や 斯の 如く 名 春の 高くな つた 


の も， 必す しも 多く 奇 とする に 足らぬ わけであります。 - 

前夜 山中 成 太郞の 家に、 同じく 仲秋の 月 を 賞した 中 村圆太 も、 此日 別に 朝 旨 を 請 ひ、 西 を 指して 馳せ 下りました。 去 

るに 臨み 書 を 闕臣に 贈って 別れ を吿げ ました。 

朶雲 拜讀仕 候。 今日 格別 之 御用 被 二 仰 蒙 1 珍重 候。 本 藩 之" 曲目 無二 此上 T 於- 1 愚 子 1 も 恐 悅之至 奉 ニ大賀 1 候。 然者 今朝 

烏 丸 様へ 拜謁申 上、 懇願 之 件 委細 御 納收、 即ち 先刻 左 之 書 恐 多 も 禁中より 御 下げに 相成拜 掌、 

其 文 

尊王攘夷 之 趣意 徹底いた し候樣 周旋 可い 有い 之 候 事。 

八月 十六 日  參政 

中 村 圓 太 え 

右 之 次第 誠に 以雞レ 有、 申 上様 も 無 11 御 坐 一 候。 此 都合に 御 坐 候 得 者、 以後 も 萬 端 成就 可レ仕 候。 乍レ憚 於， * 兄 一 も、 

隨分御 自重 被 4^ レ成、 御 周旋 專 一 萬々 是祈 候。 又 愚 子 は 思 ふ 仔細 之 候 得ば、 本 夜當地 を發し 那邊へ 赴き 候。 此義 

は 秘密 を 要す- 跡に て 明白 可レ仕 候。 委細 之義は 山中 氏 迄 申 越 置 候 間、 能く 御 談合 可 i 被 11 成 下 一重 疊奉レ 希 候。 頓首。 

八月 十六 日  野  無二 

平野 大兄 玉 几下 

追て 心中 多忙 及 二 草 筆 I 御宥恕 可, 被レ下 候。 

此時中 村の 計畫 した 所 は • 筑 前の 藩 政 改革で、 朝廷の 威名 を 偕 0 て、 專ら藩 政の 實權を 握れる 老職立 花 山.^ の 上洛 を 謀 
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り、 その 不在に 乘じ、 藩 人 を 動かして 政廳を 改革し、 一 意 勤王の 事に 勉 むる 道 を 開かう と 云 ふので、 國臣 また 此計畫 を 

赞し、 長 州の 中 村九郞 佐々 木 男 也 等 も 援助 をして、 參 政の 烏 丸光德 卿に 請 ひ、 此命を 得まして、 中 村 は 即夜 筑前を 指し 

て 下りました。 當時筑 前の 政廳は 、天下の 形勢に 頓 みる 所あって、 朝廷の 爲にカ を 致す の 藩是を 決して ゐ ます けれども、 

大體 から 申す と、 猶ほ 因循姑息 を専 とし、 志士の 禁錮 や 流謫を 解いても、 暫く は 依然として 謹慎 を 命じ、 外出 徘徊 を 許 

さない と 云 ふ 態度で、 中 村 は愤慨 して 藩 を^した のです から、 斯くは 藩 政の 改革 を 謀らう と 企 はだて たので ありました。 

勤王の 志士の 東奔西走して 盡瘁 した 情況、 また 自ら！ i 々として をり ます。 

大和の 義擧ー 

八月 十三 日 を 以て 發 表せられた 大和 行幸 攘夷 親 征の表 向 は、 傍 畝 山の 神武 天皇の 御陵 及び 舂日 神社に 參拜 せられた 後、 

暫く 奈 良に 御駐輦 あって、 諸方の 兵 を 召し、 親しく 攘夷の 方略 を議 せられ、 斯くて 伊勢の 神宮に 行幸 遊ばす と 云 ふので 

叙 慮 は^ょり 斯の 如く， 朝廷の 諸 公 も 概ね 表 向の 通りの 趣意と 思 ふて をら れた 様です が、 說を獻 して 國事掛 を 動かし、 

熱心に 主張して 朝議 を 決せし めた 尊攘 黨の 志士の 目的 は、 此機會 を 以て 討幕の 兵 を擧げ 王政復古の 1^ を樹 てる 趣意で • 

敵 は 本能 寺に ありました〕 眞木 だの 長 州の 久阪 だの 國臣 だのと 云 ふ 面々 は、 去年の 春、 島： t 久光公 を 要して 義旗 を 揚げ 

むとした 計畫を 重ねて 提げ、 鳳輦 を 奉じ 公卿 を 擁し 事 を 謀らう としたの でした。 これ は 固より 公け に唱 へられた わけで 

なくても、 急激な 尊攘 黨の 志士 は、 大和 行幸 攘夷 親征の 趣意 を 概ね 斯の 如く 解釋 し、 若く は斯の 如く 解釋 せねば ならぬ 

ものと 解釋 し、 歡： 大喜 地の 思 をな して 奮起し ました。 


然るに、 大和の 地方 は、 一方に は德川 氏譜第 諸侯の 封土と， 幕府 直轄の 領邑 とのみ より 成り， 討幕の 兵を擧 るに は， 

頗る 不適 當の 事情が あると 同時に， 一方に は 南朝 このかた 皇室 を 懐 ふの 庶民が 多く、 十津 川の 地に も 接近し、 安政の こ 

ろ 梅 田 源次郞 などが、 意 を 用 ひて 勤王の 思想 を 扶植した 形 行 も あれば、 近 ごろ は 藤本 津之助 松 本 謙三郞 あたりと 消息 相 

通す る 同志 も齡 くない 所から して、 藤本 松 本 は吉村 寅太郞 と共に、 始 より 眼 を 此方に 着けて ゐ ました。 所が 大和 行幸 滚 

夷 親征の 朝議 も 聞え るので， 愈々 然 うなったら、 中 山 忠光卿 を 推 立て-" 此 地方に 入り、 諸侯 や 代官 を 叩いて 辯 背 を 問 ひ、 

模様 次第で は 直に 事 を 擧げて 勤王の 魁と なり、 斯くて 討幕の 第 一 歩に 踏 入り、 朝議 をして ふた. -び變 動す る餘 地の ない 

様に する つもりで， 大和の 義擧 を計畫 しました。 

中 山忠光 卿へ は、 松村吉 村より 說 きます と、 これ は 年少 氣銳の 公子で、 數ば 過激の 行動 をせられ ると 云 ふので、 父忠 

能 卿の 勘氣を 蒙り、 表 向 は義絕 同様にして 居られる 人物です から、 早速 納得して 加撸 せられました。 そこで 內々 同志 を 

語ら ひ 催して 蹶起の 準備 をして ゐ ますと- 十三 日に は 愈々 大和 行幸 攘夷 親征の 沙汰 も 出た ので、 急いで 評議 を 決し、 十 

四日の 夜に は、 一 同 忠光卿 を 奉じて 京 を 去り、 伏 見より 淀川 を 下りました。 

此義擧 の 謀 主として 聞え た 藤本 津之助 は、 如^い ふわけ 歟 一日 後れて 河 內で追 付き ましたが、 此夜忠 光 卿と 同じく 河 

を 下った 面々 は、 柬照大 權現御 誕生の 故國三 河に 珍ら しく も 起った 松 本 謙 三郞- 宍戶彌 四郞， 伊藤 三彌、 去年の 寺田屋 

騷動 i 關 係した 吉村 寅太郞 はじめ、 池內藏 太、 那須信 吾、 上 a 宗次、 島 波間、 石 田 英吉、 土 居 佐 之 助、 森 下義之 助、 義 

之 助の 弟 幾 馬、 鍋島榮 Z 助、 安岡 斧 太郞、 嶋村省 吾、 澤村 幸吉， 前田繁 馬、 都べ て 十四 名の 土 佐 人、 肥 前 島 原の 尾崎簿 

五郞， 保母 健、 肥 後の 內田熊 雄、 上州舘 林の^ 谷 伊豫 作、 筑 後の 宮田半 四郞、 半田 門吉、 鶴田陶 司、 酒井傳 次郞、 荒卷 

羊 三郞、 中垣 健 太郞、 江藤植 八、 筑 前の 吉 田重藏 等、 都合 四十 餘人、 十五 日の 朝， 大阪へ 着き、 常 安 橘の あたりの 旅舘 
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にて、 快 船 二 艘を装 ひ、 密に 武具 兵器 を 積み 戟せ、 鎮夷 監察の 爲め長 州へ 遣 はさる- -勑 使の 先發 一 行 だと 唱 へまして、 

此夜總 を 解いて 木 律 川 を 下り、 天 保 山の あたりより、 急に 船頭 を 促して 方向 を轉 じ、 泉 州の 缀に向 ふて 馳せ ました。 

折し も 順風に 船 脚は迅 く、 十五夜の 月、 隈なく 照り 渡り、 眺望 甚だ 勝れて 豪 興 競 ひ 起り ました。 松 本 取り 敢 へす、 

海の 面 月の いざよ ふ 問 もまた す  , 

み-高 聲に吟 すれば、 忠光卿 

はや 乘り ぬけよ 木津 川の 口 

とつ けられる やら 何やらで、 人心 頓に振 ひました。 然うして 忠光卿 己れ の髮を ふっと 押切って 海の 中に 投げ入れ、 大直 

となって を-おへられる さまの 潔よ く 勇ましい のに、 人々 彌々 感じ入って、 意 氣の幾 倍す る を 覺 えたと 申します。 

斯くて 一 同 こ、 より 相 約して 天誅 組と 稱し、 始めて 軍令 を 布き 決意 を 示しました。 軍令 は 頗る 仔細 を 極めた もので、 

魏擧の 趣旨 精神 も 自ら 瞭然と して、 最初より 討幕の 志 を 以て 事を擧 げた こと も 明白に 分ります。 

ゃがて^：水州の堺にっくと、 急いで 上陸し、 こ.^ より 武装 を 整へ、 十六 日の 朝 は 直に 河 內の境 を 指して 進みました。 こ 

で 田 所謄次 郞は來 り 加 はり ましたが、 吉村寅 太 郞尾崎 健 三の 二人 は、 使者と なって 狹山 藩の 廳 下に 至り、 藩主 北條相 

模 守に 面 ii を 求めました けれども、 相 模守は 病 氣と稱 して 逢 はす、 老職兩 名代り 出て.^ 應 接した ので、 吉村尾 崎 は此度 

畏くも 大和 行幸 鎞夷 親征の 御沙汰 を 仰せ 下された に 就て は、 我等 は是 より 大和に 入り 義兵 を 募り 鳳輦 を迎へ 奉らう と 思 

立って 參 つた。 相 模守殿 も 御 同意あって 我等に 加擔 せられ 出陣せられ たいと 申 述べ、 猶ほ 今日は 甲 田 村の 大皮屋 水郡蕃 

之祐の 所まで 參 つて 一宿す る ilia だから、 彼處 まで 返答 を 賜 はりたい と 言 置いて 引取りました。 然うして 日 比 話し合 ふて 

をる 近國近 郡の 同志 平 岡四郞 等に 書 を 寄せ、 急いで 同志 を 語り 催う し、 大和の 五條に 來り會 せむ こん-を 求めました。 斯 


くて 一 行 は S- 田 村の 大 庄屋 水 郡 善之祐 Q 家に 着きました 0 

水 郡は豫 じめ 約した 次第 もあって、 去る 十二 日に 京都 を 去り、 先發 して 歸り • 內々 その 準備 をして 待ち受けて ゐ たの 

で、 主人の 善之祐 はじめ 十三 歳になる 長男の 英 太郞、 及び 鄕黨の 同志 長 野 一 郞- 田 中 楠 之 助、 辻 郁之祐 など 相 食し、 森 

本傳 兵衞、 鳴 川 清 三郞、 秦 將藏、 吉年 米藏、 東 條昇之 助、 武林 八郞. 浦 田 辨藏、 和 田 佐 市、 中村德 太郞、 内 W 耕 平等の 

人々 十 名ば かり を 率ゐて 出て 迎へ、 豫 ねて 貯 へて 置いた 鐵砲刀 槍 鐘 太鼓の 類を頒 ちて 一 行に 贈り、 猶ほ 米穀 金幣を も 出 

して 輜 重の 用 を 助けた ので、 衆 は 犬に 便宜 を 得まして、 急いで 菊の 紋章の 旗二流れ 同じく 提灯 二十 張 を こしら へて 張り 

廻 はし、 勤王の 義兵 行旅の 形 も 聊か 出来ました。 此夜 ふけて 大和 を 指し 打 立た うとす る 折し も、 狹山 藩の 北 條相摸 守の 

老職 二人が 參 つて、 主上の 御 親征と あらば、 何時 にても 御供 仕るべし と、 返答の 趣 を 申入れ て 去りました。 

大和の 義擧 一一 > 

十七 日 は 大和の 五條 を 指して 進む 途 すがら、 觀心寺 を 過ぎり まして、 後村上 天皇の 御陵 を拜 し、 楠 公の 首 塚 を ひ、 

寺に は 勝 軍 を 祈願して 甲胄 一 領を 寄進し， 寺より は 勤王の 志 を 喜ぶ しるしと して、 所藏の 甲胄 一 領を忠 光 卿に 贈呈した 

と 云 ふ 話も淺 つて をり ます。 

1 日 後れて 京都 を 出た 藤本 津之助 及び 近 江の 池 田 健次郞 は、 此時來 つて 觀心 寺に 馳せ 着きました。 

期くて 一同 は 大和の 境に 入 n、 樱 井寺 を 本陣と しました が、. 五條の 役所に 勤めて をる 幕府の 代官 鈴 木源內 は、 日 比 0 

政治の 評判 甚だ {且 しからぬ 上に、 志士 を 苦め たこと も 度 重って、 虎の 威 を 借る 狐と も 云 ふべき もの なれば、 先づ； 大誅を 

五 I 九 


五 二 〇 


加へ て 討幕の.^ 祭に する が 可い と 評議 をし まして、 一 同 は 急いで 代官 所に 押 寄せました。 

代官 鈴 木 源內は 不意 を 襲 はれて 大に愕 き、 狼狠 へて 逃げ落ちむ とする の を、 上田 宗兒 取って 押へ、 傍より 島浪 問が 斬 

つて 棄 てました。 これ を 始めと して 附 役の 元締 長 谷川 岱助、 手 付 木 村 祐次郞 、手代 恆川庄 次郞、 用人 黑澤儀 助の 四 人 は、 

保母 健 森 下 幾 馬 永 野 一 郞 及び 少年の 水 郡 英太郞 等が. 思々 に 打取って、 代官 所に は 火 を 掛けて 燒き拂 ひ、 軍の 手 始の幸 

よしと 樱 井寺に 引 揚げました。 

此夜忠 光 卿 は 近習の 士十餘 人を從 へ、 代官 所の 門外に あって， 自ら 第を監 せられ ましたが、 平 岡 四郞靑 木精 ー郞は 

鼷舉の 最中に 各.^ 在所より 甌 けつけ、 伴 林 光平 も大阪 より 晝夜 兼行して 馳 せっけました。 林 彪吉郞 * 井澤 宜庵、 植林 定 

七、 及び 水戶の 岡見留 次郞、 備 中の 原田龜 太郞、 並に 安田 鐵藏等 も、 また 同じく 甌 けつけ て參 りました。 

十八 日 は 五條 町に 榜例を 揭げ、 且つ 近鄕 近在の 村 役人 を 呼出し、 義擧の 趣 3曰 を 布告して 庶民の 向 ふ 所 を 知らし め、 差 

當り 今秋の 納租を 半減す る こと を 達し- また 町 は づれの 川原に は. 代官 鈴 木源內 以下 五 人の 首 を 梟し、 傍に 罪狀を 示し 

ました。 
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比 者 共 近 來遠勅 之 幕府/逆 意 ヲ受、 ぶフ 有志 ノ者 ヲ柙 付、 朝廷 ト 幕府 ト 同様 一一 心得、 僅 三百 年 以來ノ 恩義 ヲ" ロロへ 


開闢 以來ノ 天恩 ヲ令二 忘却 T 然モ 是カ爲 一一 皇國 ヲ辱メ 夷狄 ノ助ト 成 事 テモ不 レ辨、 且收敛 ノ罪モ 不少、 罪科 甚大、 依レ 

之 加- 1 誅戮 1 者 也。 

文久 三年 八月 十八 日 

地方の 民政 を擎る 下級の 吏胥 で、 斯 かる 理由 を 以て 生命 を 失 ふたの は、 憐 むべき 事情で はあります けれども、 此 一 擧が 

朝廷 を 尊び 幕府 を惡 むの 趣旨より 起って をる こと は、 自ら 分ります。 今朝まで は 代官 所のお 役人と して 祟め 敬 はれた 鈴 

木 代官 等 五 人が 首を駢 ベて 梟され たのです から、 これに は 百姓 町人の 輩 も膽を 潰ぶ して 戰き 恐れた 害です が、 鈴 木の 民 

政 は 從來誅 求も烈 げしく、 隨分 それ は 威張り散らして 人氣を 損じて ゐ たので、 中には 快 を 呼ぶ もの もあって、 代官 所の 

襲搫 は、 此 度の 一 擧に 多く 威焰を 加へ ました。 

斯くて、 昨夜 は 已に斷 行して 事を擧 げたし、 追々 馳 せっけて 參る人 もあって、 士卒 も 一 通り 整 ひました から、 改めて 

ん數 を點撿 し、 役割 を 定めて 軍旅の 組織 をし ました。 

即ち 中 山 前 侍 從忠光 卿 を 推して 元帥と 稱し、 藤本 津之助 松 本 謙 三 郞吉村 寅 太郞の 三人 は總裁 職と なり、 池內藏 太は忠 

光 卿の 側 用人 を 以て 專ら 本營の 事務 を 掌り、 以下 水 郡 善 之 祐は小 荷駄 奉行 を、 礎 崎 小 隼 人 は 銀 奉行 を， 伊藤 三彌は 武器 

奉行 を、 伴 林 光平 は 記録 方 を， 北 川 佐吉は 勘定 方 を， 辻 郁 之祐は 祐筆 方 を、 山 口 松藏は 兵粮 方 を、 宍戶彌 四 郞は合 11 方 

を、 木 村 楠 馬 は 小 荷駄 下役 を、 吉田重 藏は目 付 役 を、 各， N ら擔當 しまして、 隊伍に は 組長 小頭の やうな 名 を 設け、 それ 

ぞれ部 "著しました。 これ は當 時の 粗雜 な記錄 ですから • 多少の 異同 は あらう し、 また 一 擧も 三十日 餘 にして 遣 散した の 

で、 各. - 事務 を 執った と 云 ふ 程の こと もなかつ たかと 思 ひます けれども、 鬼 も 角 も 斯んな 記 錄は殘 つて をり ます。 

五 二 一 


五 ニニ 

また 河 內に常 州 下 館の 藩主 石 川 家の 支領 があって、 支配す る 代官 所の 所在地 は 石 川 郡 白木 村で、 水 郡 善 之祐は 谷 

豫 作と 相 謀り、 代官の 和 田な にがし を說 き， 乘馬 一 頭 甲胄 二 領銃槍 各. -十挺 を 出さした と 云 ふこと も、 記錄に 見えて ゐ 

ます。 一 黨の人 は 思々 に近鄕 近在の 小 大名 や 代官な どに 迫って 武器 糧食の 類 を 寄せ集め たので ありませ う。 

謂 ふ 所の 大和の 義擧 は、 期 かる 情況 を 以て 起り、 後に は 幕府の 號令を 受けて 来り 攻めた 隣接 諸 藩を迎 へて 銑 火 を 交へ、 

處々 に 小 競合 をして 三十日 餘も 持ち 耐 へたので すが、 それ は 十七 日の 夜 五條の 代官 所 を襲擊 したの を始 とします。 

此日は 闕臣が 朝廷より 鎮撫の 使命 を 受け、 京都.. V 立った 當日 でありました。 

. 伏 見大黑 寺の 歌，、」 金 二十 雨の 借用 證文 

朝廷の 方で は、 松 本吉村 等の 一 黨數十 人， 年少 氣 鋭の 中 山 忠光卿 を 推 立て、 十四日の 夜密に 京都 を 出た こと を 聞かれ 

ますと、 巳に 大和 行幸 娘 夷 親征の 御沙汰 も 仰せ 下され、 二十 七日に は 御 發輦も あらせら る i に定 つた 此際、 急激の 行 励 

をして は、 却て 大 isif を 破る の を 心配せられ まして、 三 條東久 世の 諸 卿 は、 內意 を^ 臣に傳 へ、 急ぎ 追 ひかけ て取鎭 むべ 

きょし を 命ぜられました。 

これ は ー黨の 人々 が、 ^；：；條の代官所を襲擊した十七日のことで、 國臣は 謹んで 命を領 し、 折し も 京都に 居 合 はせ た 安 

横 .r^i 郞を伴 ひ、 僕の 熊 藏を從 え、 直に 京都 を 出て、 忠光卿 一行の 行方 も 確と 分らぬ 所から して、 取り 敢 えす 伏 兌より 夜 

船で 大阪を 指して 下る ことにしました。 

船 を 待ち 合 はせ て をる 間に、 大黑 寺に 參 つて、 去年の 夏 * 寺 田 屋の事 變に歉 死れ た 同志 有 馬 新 七 田 中 謙 助 等 九 人の 墓 を 


訪ひ、 僕の 熊藏 をして 水 を 汲み 來 らしめ， 自ら 手 を 下して 碑石 を 洗 ひ、 懇に香 火 を 薦め 且つ 二 首の 歌 を；^ んで 捧げ ま 

した。 

あだなり と 人 はいふと も 山 櫻 

ちる こそ 花の まことな り けれ 

中々 に 死した る 人 ぞい さきよ き 

いきて 成 し 得し こ とも あらねば 

此日 また 國臣は 伏 見の 古道具 店で 雞 刀の 意に 適 ふたの を賫 つて をる の を 見付けまして 購 ひました。 後に 長 曾 我 部 太 七 f ば 

が但 馬まで 持って 從 ふたの は此雞 刀であります。 今の 內田良 平の 父親 良 五郎 は、 黑 田家 Q 御用で 上洛 をして、 此 日は恰 

も 伏 見に 來合 はせ てゐ まして、 同僚から 好い 難 刀の 賣 物の ある よしを M いたので- 模様に よって は、 自ら 求めたい と a 

ふて、 古道具屋に 往 つて 見る と、 平野の 購 はれた 後で、 巳に 無かった と、 嘗て 著者に 話されました。 

國臣は 夜船で 淀川 を 下り、 翌十 八日の 朝、 大阪に 着き ましたが、 路用に 不足 を 感じた と 見えまして、 中 之 島の 筑前屋 

敷に 銀談役 見習の 小役人 を 勤めて をる 淸水善 藏を訪 ひ、 金 二十 兩を 借り受けました。 常時の 借用 證文 は- 今猶淸 水の 子 

孫の 家に 殘 つて をり ます。 

借用 證文 

1 金 貳 拾 兩. 

右 借用 仕 候 處實正 也。 返 辨之儀 は 京都 着 次第 早速 相 調 贈リぎ 出候樣 可, 致 候。 入念 證文 如, 件。 

文久 三年 八月 十八 日 
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平野 二 郞國臣 (華 押) 

淸水 善藏殿 

牧武 太夫 殿 

淸水 #藏 は 頗る 內 福の 人で、 阈臣に は 限らす、 同藩の 者に は、 追々 取換え て 融通 をした 模様で、 此 二十 兩も 全く 自分の 

私 金 を W 立てた ので、 勿論 それ は貨 倒れと なった の だと 云 ふ 子孫の 說明 は. どうも 事實然 うで ありませ う。 借用 證乂に 

二人の 名前 を 記した わけに 就て は、 ちょっと 面白い 話が 殘 つて をり ます。 

國臣は 屋敷に 淸 水を訪 ひ、 融通 を賴む 相談 も 調 ふて、 今し も 金 を 受取ら うとす る 時し も、 淸 水の 上役の 牧武 太夫が， 

刖の 座敷より 何の 意 もな く 襖 子 を 開けて 入らう とすると、 斯 かる 場合です から， 此 はと 思ったら しく、 また 直に 襖 子 を 

締めて 立 去らう とする の を、 國臣 は聲を かけ 强 ひて 請じ入れ、 何とか 首 ひこ しらへ て、 貸 主の 名前 を 二人に して 牧を加 

へて 貰 ひました。 

借主 を 二人に して 連 帶の責 を 負 はすなら、 理由 は 通じても、 貸 主 を 二人に して、 關 係の 無い 他人 を强 ひて 加へ たの 

は 頗る を かしいで すが、 此 借用 は內密 にせねば ならぬ 事情から して、 他人に しゃべられて は淸 水に しても 闺 臣 {I 身に し 

て も 困る わけが あります。 斯うして 名前 を 一 一人に して 牧を 加へ て 置けば、 後日に なって 事情が 分っても 牧は 連坐の 責を 

恐れて 秘密 を 守る だら うと 云 ふ 見込で、 何とか 言 ひこ しらへ て、 强 ひて 牧をも 貸 主として 書き 加へ たの だと 中し ます。 

圃 E は往々 咄嗟の に斯 かる 頓智 を 出す 人で ありました。 

牧武 太夫 は 九十に 近い 高齢 を 保って 久しく 世に 在った 人で、 著者 も 嘗て 一 たび 會 ひました。 此 時の^ 用證 文の こと 


は、 善く 記 臆して ゐ ない 様でした が、 國臣 とは豫 ねて 知り合 ふて をる 間柄で 多少の 話 も ありました。 

元来 は 阔臣の 兄 都 甲 小 仲 太の 朋友で、 國臣が 福 岡の 獄を 出た 頃 は、 兄の 朋友で は あるし、 年 も 二 ッ三ッ 上の 先 楚と云 

ふ 所から して、 國臣に 向って、 もう 世 をそう つき 廻 はるの を やめ、 些 しじつと して 落着いて をったら 如何 歟、 落着い 

て 勤めて ゐ たら 追々 出世 も出來 やうと、 小役人 相應の 意見 を 述べた 話 もしました。 牧の說 によると、 勘定 方の 役人のう 

ちょり、 銀談 役、 齊 通に は 御 銀 方と 唱 ふる 役 を兼帶 して、 二 年ば かりの 任期で 大 阪の藏 屋敷に 勤む るの が、 常時の 藩 制 

で、 淸水は 銀談役 見習と 云 ふ もので、 牧の 下僚の やうな 役人でした。 

當 時の 勤王の 志士、 別けて 浪人の 勤王の 志士 は、 孰れ も 手 辨當で 奔走 周旋 をす るの が 例で、 國臣は 國事掛 の御內 ffl を 

承 はって 大和へ 行く の だとしても、 旅費の 手當 など はない のです から、 斯くは 自ら 心配 をして 調達した のであります。 

二十 兩 ばかりの 金 は、 京都の 屋敷で も 調達 は 出来さう です が、 京都の 屋敷に は 種々 の 事情から して、 何 かの 都合で、 大 

阪の 屋敷に 參 つて、 相談 をした と 見えます。 

去年の 春まで は、 二 雨の 旅費 を 父親に 賴んで 贈って 貰 ひました が、 今 は 二十 兩の 金が 容易に 借られます。 これ も 蓋し 

舉習院 の 出仕 を 命ぜら る- - やうな 身分と なって、 名 も 勢力 も 頻に振 ふたからで、 此頃 は隨分 それ は 资 財 を 出して 援助 

を與 ふる 人も尠 くはなかった 模様で、 僕の 熊藏も 歸國の 後、 金 は 常に ざく くさして 澤山 持って をら れ たと 申した 話 も 

殘 つて ゐ ます。 

元来 久しく 浪人の 志士と して 奔走 周旋し 一 方なら ぬ 艱難 を 《.> め盡 しても、 彼の 往々 辻 斬 をしたり 人 を 威嚇した りして 

非常手段 を 取る やうな 人物と は、 全く 違 ひます。 やはり 自ら 種々 の 苦心 を 費して 調達した のでせ う。 就中 此 時の 二十 兩 

など は、 永く 後の世に 傳 へて 名 譽と 申して 宜しい 借財で ありました。 

五 二 五 
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大和の 義擧 V」 鎭撫の 使命 

霞 は大阪 if 於て I の薩 も出來 ましたが、 忠 ills 行方 は、 I に 分り 患ぬ。 ，と I ふて 後 を 

追 ひかけ、 河 內の水 郡 善 之 助の 所まで 參 つてみ ると、 已に 大和の 方 を 指して 行かれた と 云って、 種々 の 風聞 も 耳に 入り 

ますから、 愈.^ 道 を 急いで 樱 井寺の 本陣に 行 着き、 忠光 卿の 一 行と 出會 ふたの は、 十九 日で ありました リ 

櫻 井寺に 行き着いて みると、 一昨夜 を 以て 事 を擧/ 五條の 代官 以下 五名の 役人 を 斬り、 今 は 義擧の 手配ば り-最中 

で 大事 は 己に 去って 致 方 もな 5 狀 態でした。 それでも 朝廷の 御沙汰 は傳 へで はまれ ませ S で、 早速 忠光 卿に 謁し ま 

して、 御内 命の 趣 を 吿げ、 遠から す 行幸 も あらせられむ とする 折 柄、 此 地方に 急激の 行動 をして 兵亂を 起される は^だ 

以て 然るべ からざる よしを 中 述べました。 忠 光卿閒 S て みられる と、 I 尤 QI です が、 何 を 中しても 事 は 已に發 し 

た 後の祭で、 最早 致 方 も ありませ ぬ。 淚を揮 はれまして、 此 度の ー擧 固より 十分の 成算 ある わけで は 無い が、 唯 斯くて 

斃れ て； 大ド 勤王の 士が風 を 聞いて 起る の を 期して をる 許り だと-一 H はれ， 猶ほ 1 擧の 次第 は 自分よりも 朝廷へ 申 上げ や 

うと 自ら 書 を 作り、 近習の 鶴田陶 司に 持たせ、 國臣に 差 添へ、 京都へ 遣 はさる-^ ことにな りました。 

此間、 ー黨の 面々 から も、 彼是の 說が 出まして、 これで 大事の 成らぬ の は、 勿論 それ は 分つ をる が、 し 力し 京都と て 

も 同じ ことで、 長 S 兵が 多 5 と 5 て も 僅に 六 七 百 人、 幕府 QliT へる と 十分の 一 にも 足き。 大和 行幸 锬夷ず 

の 御沙汰の 發 表せられた 上 は、 如何しても 事 を 擧げて 聖勞に 先 だち 奉る の 外 はない と 云 ふ 議論でした。 これ は 大和 行幸 

滚夷 親征を 認めて 幕府 討伐の 趣旨と 解釋 して をる 故で、 斯 く解釋 した 急激の 計 劃より 申す と、 一 黨の 主張に も 一 應の S 


由 は あ。 ます。 阈臣 は出來 たこと は 致 方 はない、 鬼 も 角 も 今 暫く 耐らへ 忍びて 急激の 行動 を 見合 はす やうに と、 一方に 

は 朝廷の 內命を 傅へ、 一 方に は 已れの 見 を 述べ、 摘 ほ 一 W く 前後の 相談 をして、 直に 京都へ 引返へ す 評議 を 決して をる 

時し も、 京都の 大政 變の 報告が 達しました。 去る 十八 日に 長 州 人 は 悉く 禁 門の 警衛 を 解かれ、 三條公 はじめ 國事掛 の 諸 

卿 は 概ね 參朝を 停められ 京都 を 立 退かれた と 云 ふので す。 

義擧の 人々 も阈臣 も， 此警 聞に は 愕然とし ましたが、 委 はしい 事情 は 分らぬ ので、 愈. -急 いで 歸る ことにしました。 

鶴 田陶司 はや はり 忠光 卿の 書 を 持って 同行し、 安積 五 郞は國 臣に向 ひ、 君 は 舉習院 の 役人で、 使命 を 奉じて 來 たの だか 

ら、 歸 つて 復命せ ねばならぬ としても、 自分 は歸 る必耍 の ある 身で はない。 斯 くまでに 思 ひ 切った 義徒を 見 菜て- - 別る 

るに 忍びぬ、 爱に 踏み 留 つて 義軍の 先 を 掛け， 骸を 山野に 曝ら さう と 申して 留 りました- 

國臣は 鹤田を 伴 ひ 熊 藏を從 へ、 直に 櫻 井寺 を 去りました。 道 を 急く ので、 熊 藏をも 駕籠に 乘せ、 一 行 三人 京都 を 指し 

て歸 りました。  . 

國臣が 使命 を 奉じて 大和に 參 つた 折の こと は、 當時義 徒の 一 人と して 關. 係した 平 岡 四郞、 即ち 後の 北 畠 博 房 男 ei が、 

嘗て 有 栖川織 仁 親王の 旨 を 受けて 差 出された 記錄 中、 安積 五郎の 名の 下に、 斯う 註して あります。 

安積 五郎 江 戶ノ處 土、 海阈兵 談ヲ上 木セシ 人、 文久 三年 八月 十九 日、 平野 次 郞擧習 院總裁 三 條卿ノ 命ヲ啣 ミ來レ 

ル 一一 同伴 ス。 次郞 大事 ノ前 一一 此擧ヲ ナス ハ暴 ナリ、 速 二 解散 スべ キヲ以 テス。 我黨 曰ク、 大事 固 ヨリ 成ラ ザルヲ 

知ル、 何 トナレ パ今ャ 京師 ノ兵幾 干カァ .-、 實 一一 僅少 一 1 シテ 佐幕 兵ノ 十分 一 一一 滿 タザ ル ニァラ ズャ、 而シ テ擧習 

院 大和 行幸 ノ 叙ヒ s ヲ發布 スル、 是レ 大事 成 ラズ ト云フ 所以 ナリ、 然レ トモ 此 詔勅 ヲ拜ス ルヲ以 テ聖勞 一一 先 ダッノ 

誠ヲ致 ス所ナ リト、 議相容 レズ。 次 郞ハ此 夜 直 一一 歸京セ ント 五郎 11 促ス。 時 一 1 五郞 曰ク、 兄 《近日 學 習院ノ 役人 
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トナ レリ， 故 一一 復命 セザル ベ カラ ザレ トモ、 余ハ 兄ト俱 -I 復命 ス ベ キノ 篛ナ シ。 且ッ斯 クマ デモ 思切ッ タル 義徒 

ヲ 後一 1 シテ 北歸ス ルヲ欲 セズ、 愛一 一止 リ 義軍 ノ 先キヲ 掛ケ、 骨ヲ 原野 11 曝 サン コトヲ 欲 スト、 乃チ 冗條 1 一止 リ、 

南山 浪敗ノ 後 縛 一一 就キ、 翌元治 甲子 六月 京師 一 1 斬 ラル。 

闽臣は 後まで も 五條の 一 黨を 認めて 義擧の 先 驅と爲 し、 全力 を盡 して 應援を 策した 位です から、 北自 s£!- のき はれた や 

うに、 大事の 前の 暴擧 だ、 直に 解散せ よと は 申さぬ にしても、 過激の 行動 は此際 宜しくない。 暫く 形跡 を 潜めて 抑制し 

て をれ と勸 めまして、 京師の 政變の 聞え てより は、 後の 策應 のこと を 相談して 去った 模様に 見えます が、 始 より 深く 一 

擧の 議に與 つて ゐ なかった の は、 此 時の 會談 でも 分ります。 小河彌 右衛門 も 言 ふて をり ます。 

共 五條 ノ 一 件 一一、 長 州內々 同心 一一 テ、 轉法輪 家 ヨ條 卿モ御 同意 一一 テ斯 カル 企 有 リシ 事ゾ ト誰モ 々 ，k モ思ヒ ケル。 

サ レ ド證據 一一 ハ 、 八月 十六 日 平野 次 郞ヲ擧 習院詰 ト命ゼ ラ レ 、 即日 三 條卿ノ 御內命 一一 テ 大和へ 遣 ハサ レ クル 由 一 

敏親 シク之 ヲ次郞 一一 聞 ケリ、 其 故 ハ前侍 從中山 卿浪士 ヲ具セ ラレ、 大和 邊へ打 立 賜フ. H 內々 聞へ、 行幸 前 甚以有 

問 敷事ナ レバ、 次 郞急キ 參テ爲 事 止 メ奉ル べキ由 ヲ命セ ラレ タリ トカ ャ。 然ル 一一 次 郞行キ 向へ パ、 思ヒ 一一 マサ リ 

テ盛 熾ナル コ トニ テ、 今： 史止メ 得べ カラ ズ. - サ マ、、 ト申シ 語 ラフ 中二  ， 十八 日ノ變 大和 一一 モ 聞へ、 次郞ハ 急キ 

歸京シ タリ トゾ。 是ヲ以 テ其御 同意 一一 出シ事 一一 ァラザ ルハ明 ラカナルべ シ。 叉 長 州 一一 テモ其 邸 一一 寓シ 居タ ル浪士 

ト^ テ親敷 人ノ中 一一 つ 其 事內々 知得 タル 人 モ有ャ 無シャ 知べ カラ サレ トモ、 耍路ノ 人々 ハ夢 一一 モ知 ラザル ieil^ ノ 

由、 是モ 其徵數 多有レ ドモ、 事 長 ケレパ 愛一 一記 サズ。 

成程 いづれ も 勤王の 論と、 討幕の 見 を 同じう した 義 徒の 行動で、 その 趣旨 は 深く 諒 とする 所、 その 一 擧に 同情 を 表し 

たこと は 言 を 待ち ませぬ。 縱令、 それ は 解散 を說 いて 用 ひられなかった にしても、 意見に 多少の 齟齬 を 生じた にして 


も、 何と 力 L て 適當の 援助 を與へ カを盡 したいと 思 ふて 一 應の 相談 を 遂げた の は、 事實 でせ うけれ ども、 何分に も 京都 

の 政變の 仔細 は 全く 分って をらぬ 砌 だし、 立 入って 相談 をす る 道 も 無い のです から、 旁、、 急いで 京都 を 指して きった 害 

です。 その 但 馬の 方に 義兵 を擧げ て策應 せむ こと を 企 はだての は、 勿論 それ は 京都へ 歸 つて 政變の 事情 を審 かにし、 且 

つ 自ら 51 馬へ 入って 地方の 形勢 を 知った でありました。 

京都の 大政 變 

阈臣は 二十日の 夜、 大和の 五條 を 去り、 急 輿を馳 せて、 翌 二十 一 日 京都に 歸り 着いて みると， 十八 日に 起った 政變 S> 

爲め、 數日 前まで 舉習 院に參 集して、 專ら 政務 を 行 ふて をら れた國 事 掛の諸 公 は、 悉く 退 げられ て 了って、 今 は 復命す 

る 所 もな き 情 態と 變は つ て ゐ ました。 

抑. - この 維新 史の 上に 著名な 十八 日の 政變 は、 去年 このかた 長 州 人の 勢力と 尊攘 黨の I 派の 跋慝と を兒て 最も 慊焉の 

情 を 抱け る薩摩 會津の 策士が、 彼の 夙に 公武 合 體の溫 和なる 說を 持して、 三條公 はじめ 國事掛 諸 卿の 急激なる 行動 を 厥 

苦 せらる. r 中 川 宮近衞 公 等 を 擁し、 密に 聖斷を 仰いて 巧に 割 策した 所で、 大和 行幸 攘夷 親征の 御沙汰の 出た 十三 日の 前 

後より、 着々 として 謀議 を 進め、 阈臣の 大阪を 指して 下った 十七 日の 夜に、 薩摩會 津淀三 藩の 兵 を 召し、 武 して 禁闕 

の 諸 門 を 守らし め、 十八 日の 朝、 疾風迅雷の 如く 朝廷の 改革 を發 表し、 三條公 以下 大和 行幸 攘夷 親征の 評議に 興られた 

諸 卿の 參朝を 停めら る-. と 同時に、 長 州 人の 禁 門の 守衛 を 解かれまして、 一 日 一 夜の 間に、 尊攘 黨の計 龕 は 悉く 打破せ 

られ ました。 

…  五 二 力 
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そこで 長 州 人 及び 尊攘 黨の 志士の 愤慨 激昂 は 赏 に 名狀し 難き ものが あって、 眞木和 泉 守 は 退 いて 河內の 金剛 山に 據 

り、 大和の 義擧 と策應 して、 直に 兵 を 起す の 說を唱 へ、 久阪義 助 は 攝津の 摩 耶出を 守り、 檄を關 西の 諸侯に 移す の 策 を 

立て、 議論 紛々 でした が、 結局 一 たび 長 州に 赴き、 大擧 東上して 君側の 姦を掃 ふが 宜しい と 云 ふこと に 決し、 三 條西中 

納ー W 公知、 二 i 中 i ー曼 美、 鬼久世 少將通 嬉、 四 條少將 際 謌、 壬 生 修现權 太夫 基修、 澤主水 正 宣嘉、 錦 小路 右 馬頭 賴德 

の 七 卿 を 奉じ、 此夜西 を 指して 去りました。 浮浪の 志士 また 或は 七 卿に 隨 ふて 西 走し、 或は 諸方に 離散して 京都の 形勢 

は 全く 一 變 しました。 闽臣が 大和より 歸 つて 參 つたの は、 恰も 此 時でした。 

^くて 長 州 人 及び 諸方の 志士 は 概ね 京都 を 去り ましたが、 此間諸 藩に 仕籍 ある 同志の 留 つたの も 多く、 長 州の 屋敷に 

は、 村 m 次郞 三郞、 野 村 和 作 等 も をれば、 因 州の 松 田 正 人 等 も をり ました。 久阪義 助 寺 嶋忠三 郞杉山 松 助 は、 西 歸の途 

中より 回って 來て 潜伏して ゐ ました。 此外 肥後豐 後の 諸 藩より、 追々 上洛した 同志 も ありました。 

闽 臣が筑 前より 出で 參 つたの は 僅に 十 口ば かりの 前で、 久しく 京都に 於て 勢力 を 振 ふた 他の 尊攘 黨の 志士と は 票 情 を 

異にしまして、 會津 人と 相 謀って 十八 日の 政 變を企 はだて た薩摩 人の 問に も、 猶ほ 庇護 を與 へむ とする 人 も ありました 

が、 何 を 申しても、 急激な 勤王 黨 としての 評判 世に 隱れ なく， 名聲 甚だ 高く 閒 えて ゐ たので、 幕府 方に 於て は、 最も 早 

く 眼 を 着けまして、 守護 職 松 平 肥 後 守が、 新選 組に 命じて 謂 ふ 所の 浪人 狩 を 始める と、 第 一 に 先 づ手を 下した の は國臣 

でありました 0  • 

二十 二日の 曉方、 新選 組の 頭領 近藤舆 は、 自ら 數十 人の 部下 を 率 ゐて來 り、 木屋 町の 山中 成 太 郞の家 を取圍 み、 戶壁 

を 打破り 屋根の 瓦 をめ くって 嚴び しく 搜 がし 索め、 主人 成 太 郞に向 ひ、 一昨日 早 駕籠に て、 三人 此 家へ 入り込ん だもの 

を， お， n 出せと 迫りました けれども、 國臣 前夜 は 近 ごろ 肥 後から 出て 參 つた 松 村 深 滅 等と 賦 園の 花街に 遊んで 留 宿し、 山中 


の 家に はゐ なかった ので、 運 好く も 難 を 免れました。 斯 くと は 知らす 此朝歸 つて 狀を 聞いて 愕 いたと 云 ふこと です。 

即日 鄉國の 父親 及び 友人に 寄せた 書 もあります。 

益 々御機嫌 能 被 レ遊ニ 御 坐 1 奉 一一 恐悅 1 候。 私儀 無異 大和より 歸京仕 候。 然るに 會津 より 壬 生 浪人へ 申 付、 在京 之 有 

志 追々 召 捕 候 段、 已に 昨日 承り 出 候處、 忽ち 其證 あら はれ 候 間、 此段 一 角 殿 迄 届 置、 近日 但馬邊 へ 下り 潜伏、 追 

而は 歸國も 仕 相 決 申 候。 不 ェ§ 叉々 fi. 議に復 し 可レ申 候。 委細 は 喜 多 岡 小 田 部 之 書面に て 御 承知 可レ被 k 下 候。 

恐惶 敬白。 

八月 廿 二日  平野 ニ郞 

御大 人様 尊下 

壬 生 浪人 は 幕府より 多少の 保 庇 を 受けて 壬 生 寺に 居った 浪士の 一群で、 後に 新選 組の 名 を 負" たもので す。 一 角 殿 は 

當時筑 前より 上洛して をる 黑 田家の 重役 久野 一角であります。 國臣は 幕府より 搜 がし 求めら る、 身です けれど • 此 時)" 

では 猶ほ筑 前の 仕 籍を帶 びて ゐ たので 届 置く 必要 を 感じた ものと 見えます。 文 言に よると、 伹 馬へ 下る 意 は 已に定 つて 

ゐた樣 です が、 追々 は 鄕！： に 歸る考 で、 必す しも 兵 を 擧げ事 破れて 身 を 致さう とは豫 期し ませぬ でした。 

同じ 日付 を 以て 喜 多 岡 小 田 部戶田 等の 諸 友に 贈った 書 は、 多少の 欲 失した 文 言 もあって、 完全で はない と 思 はれます 

が、 大概の 意義 は 通じて をり ます。 

1、 大和 五條 代官 所、 是迄幕 領七萬 石 之處、 王 軍 暴 溢^瞻 神辦賴 S 勢， 走 代官 之 首を切、 其 外 下役 凡て 四 級 川原 

江 暴 首、 萬 事 制度 改り、 追而は 京師 之 御沙汰 も 可 レ有レ 之、 不二 取敢 1 當年は 半稅 免許と 申 事に 而、 土民 信服。 且收 
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歛之 村長 等 は 過 銀 出させ、 困 民に 配當 故、 益々 其 正路に 感じ、 大に歸 伏し、 農兵 も 追々 數百 人出 來、 勢 廣大に 

相 成 居 申 候。 右 は 去る 十七 日 之 事 也。 去る 二十日より 十津 川に 陣營相 構えられ 候 害な り、 諸 藩 之 脫客百 斗隨從 

當月 初より 追々 に 京地 發行。 

1 、 去る 十七 日夜、 因 州 邸に 而斬 奸有レ 之、 當時因 州 正 議に復 し 候 由。 

1、 去る 十八 日曉、 有栖宮 ぇ砲聲 縣發、 六 門 固め、 長 州 之 禁衛 を 讒訴して 黜レ之 候 由、 會藩之 意中に 出た る姦謀 

也。 其 魁 は 中 川 王と 云、 案外 之 事な リ、 長 州 藩士 歸國、 米 藩 之 有志 陪從、 三 條公を 初 七 卿 御 下向。 - 

1、 昨廿ー 日 藤 堂上 京 多人數 也。 

1 、 尾 州 も 近日 上京 之 害 也。 

1、 會： a より 壬 生 浪人に 命じ、 諸 邦より 入 込 候 有志 召 捕 之 事 初 まり、 j 人は備 前と 歟之 者縳し 候よ し 也。 已に昨 

廿 一 日夜 は、 僕 も三條 邊へ罷 越、 山中 成太郞 宅へ 止宿 之 害に 候處、 不圖東 肥 人に 出會、 赋 街に 登樓致 候處、 今 

曉 山中 宅 江、 壬 生 浪人 數十 輩、 拔 刀に 而 表裏より 押入、 門戶を 打破り 家 上の 瓦 をめ くり、 主人に 面會 して 云々、 

1 昨日 早駕 にて、 三人 此內に 入 込 候 者、 指 出候樣 譴責 致 候 由、 其 三人 は 僕 上下 米 藩 之 脫客鶴 田陶司 也。 大和よ 

り歸京 一 旦 山中に 立 寄、 日暮 より 歸邸 故、 渠等 此方へ 潜伏と 察 押入 候な らん。 未だ 僕が 天運 之盡 ざる 處也。 今 

朝不レ 知して 山中へ 罷越、 愕然 致 候。 是迄登 樓之損 は あれ ども、 一 得な かりし に、 昨夜 之登樓 にて、 是 迄の 損 は 

都て 償 ひ 申 候。 御 一 笑 可 レ被レ 下 候- 

右 之 都合 故、 一 先 京地 を 去、 三 丹 之 中に 潜 匿、 自然 は 歸國も 可 レ仕覺 悟に 御 坐 候 。最早 擧習院 に 出、 天朝 之 御 機-お 

之 御用 を も 相 勤， 和 州へ 罷 下り 候 上 は、 生涯 之 望 足れり とも 可 レ申候 得 共、 人愁 無, 限 ものに て、 尙 j 命 を 貪 ほり、 


志 をも遂 度、 又々 亡命 之 姿に 相 成 申 候。  - 

八月 廿 二日  平野 ニ郞 

喜 多 岡 勇平樣 

小 田 部 龍 右衛門 様 

戶田 六郞樣 

其 他 有志 中 

右 は內々 と 申 事に も 無, 之、 隨分 公然と 御 談話 相 成候而 可, 然候。 爱 元日々 と 模様 か はり、 如何 成り 行 可い 申 哉， 

意外 之 事の み 御 坐 候。 英雄 豪傑の 心 力 を 盡し候 時節、 此 時に 御 坐 候。 井蛙 籠 鳥 之 御 議論 は、 都 而御取 止め、 死生 

を 以御英 斷可レ 被 i 成 候。 

喜 多 岡 小 田部戶 田の 三人 は、 國臣も 親しく 語ら ふ 朋友です けれども、 孰れ も 政廳に 勤めて をる 役人で、 平素の 議論 見 

解 は 自然 硬軟 緩急の 別 もあって、 一 様で ないから、 最 尾の 語 を 加へ たものと 見えます。 

國 臣は此 等の 書 を 作って 後、 翁ほ數 日の 間 は、 諸 所に 潜伏し、 二十四日に は、 豐 後の 小河彌 右衛門が 上洛して 參 つた 

ので、 密に音 づれて 去年ぬ 寺田屋 の事變 このかたの 形 行 を 語り、 當 面の 時務 を 話し、 二十 六日に は 小 河の 宿より 直に 伹 

馬 を 指して 下りました。 

小 河 は 後に なって、 此時 國臣の 留めて 置いた 多少の 遣 物と 共に、 尊攘 英斷錄 の 稿本 を輻 岡の 遣 族に 贈りました。 弟 平 

山 能 忍の 名 を 以て 獻 上し、 明治 1K 皇の彀 覽を經 て、 今猶ほ 宮中に 藏 せらる >f と 云 ふの は、 即ち 是 であります。 
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閬臣は 京都 を 去って^ 馬へ 下らう とする 頃、 會津人 及び 壬 生 浪人な どの 勢力 を 振 ふの を 見て、 憤慨 を 述べました。 

こ  ろよ くやが てみながら 刈りす てん 

ほこらば ほこれ 鬼の 醜 草 

また 長 州， へ 落ち行かれた 七 卿を懷 ふの 歌を咏 みました。 

吹， 送る 長 門の うらの 朝風に 

かさねて 句へ 九重の 花 

これ も此 頃の 作 だと 申します。 

立 さはぐ 四方の 白浪 しづ まりて 

いつ 浦 安の 御代と なる らん 

木 尾 町の 山中 成太郞 は、 壬 生 浪人が 柙 込んで 來て、 厳び しく 阈臣 を搜 がし 索め たのに 愕 いて、 已れも 連 梁の 雞を受 る 

を 恐れ- 取り 敢ぇゃ 我家 を 逃れ出で、 薩 摩の 村山齋 助北條 右門 を 訪ねる と、 主人 は 旅行 中で、 筑 前より 連れて 參 つて を 

る 妻が 留守 をして ゐ たので、 その 妻に 事の 次第 を 語り、 斯くて 紀州 屋敷の 留守居 役 由 良な にがし を 頼み、 紀州 家の 紋章 

のつ いた 提灯 を 借り、 即夜 大阪へ 落ち 下りました。 間もなく 村 山は歸 つて 来まして 事情 を 知り、 書 を 山中に 寄せ、 何と 

か 工夫 も あるから、 國臣 諸共に 歸洛 せよ と 申して 遣り ましたが、 國臣は 已に但 馬 を 指して 去った 後で ありました。 

伹馬 地方の 視察 ビ擧 兵の 決 策 


1： 臣は 大和より 歸 つて 京都に Km 伏して をる 數 日の 間、 諸方の 同志と 往 して、 密に 時局 报 回の 策を議 し、 且つ 大和の 

義擧 を應援 する 急務 を說 いて ゐ ましたが、 長州の村w.ft^郎三郞野村和作龍l:子因州の松田正人l#I^A等と相談し、 

先づ 自ら 但 馬に 入って 地方の 形勢 を 視察し、 模様 次第で は、 兵 を 起して 大和の 義擧 に策應 する の 志 を 決しました。 

元来 恨 馬の 諸 郡 は 京都 を距る こと も 甚だ 遠から す、 民俗 醇撲と 云 ふば かりで なく、 古來の Bc^. 的 出 緒 もあって、 朝廷 を 

崇敬す るの. 情深く、 此 歳の 春より 夏に かけ、 尊攘の 論 競 ひ 起り、 時勢 頻に 動く 頃と なると、 幕」 肘の 直轄す る 養父 朝來城 

崎 三 郡の 地方 また 往々 發憤、 志 を 立て 時事 を 憂 t 者 も 生じまして、 中 嶋太郞 兵銜 HI 黑田與 一 郞 I 赃 む；" 本 多 小太郞 

蹐}^-五匕亘|1ーョ4,-„^後の男佳ー癬せ夂ニー^^^の原4<?3.1ヽ411ぉ《^贈從五1^寸ゃぇ，、"^贈從五ぉロ牛 ぉヒ贈從五^.丄專.£^リ贈從，^ケザま、 

§ 素行 TT 垣 管ォ B 餘國 道^ 藤 俊 一二  ハ郞 .l<-田ブ右^I^位雅義西木扎„lT^.S位正g„Jま„H^tA七位義之f ぉ！^方=35^=1_^直輝"/は 

主として 地方の 少壯を 糾合し、 一 圑の 農兵 を糾 織し、 君國の 緩急に 應ぜ むと 欲し、 京攝 にあ" つ 諸方の 同志と 聲息を 通じ 

て專ら 計粛を 立てました。 當時 恰も 幕府 は 勉めて 朝廷の 趣旨 を 承 順し、 攘夷の 策 を 講じ、 頗る 意 を 軍 防に 用 ふる 折 柄で 

したから、 敢て斯 かる 農兵 組織の 計箦 を妨 ぐる ことなく、 民政 を 掌る 代官 川上 猪 太郞の 如き も、 寧ろ 贊 同の 意 を 表し、 

旨 を屬 僚に 授けて 援助 を與 へて ねました。 適. - 去年の 夏 寺 田 屋の事 變を脫 して 逃れた 薩 摩の 美 王 三 平、 此歲の 春、 來り 

て 城 崎の 鯰 江 傳左衞 門の 家に 遊び、 本 多 北 垣 等と 交 を 結びて 此 地方の 幕 情 を 知り ましたが、 一 たび 去って 長 州に 入り、 

尋で 京都に 入る と、 急激な 尊攘 論 最も 勢力 を 得て、 大和 行宰 攘夷 親 征の議 方に 行 はれむ とし、 形勢 漸く 迫り 人心 に 振 

ふた 時で、 密に 討幕の 策を講 する もの もあって、 大和 義擧の 計 盡 は、 早く 此 間より 起って 來 ました。 そこで 美 玉 は 自ら 

別に 爲す所 あらう と 思 ひまして， 七月 ふた- -び但 馬に 入り、 地方の 同志と 重ねて 評議 を 遂げ、 先 づ朝旨 を 請 ふて 農兵 を 

組織す るつ もりで、 八月 ふた- r び 京都に 入った の は、 恰も 國臣 が筑 前より 出て \ 參 つて、 日々 雞習院 にも 出入し、 國蔡 

掛の諸 公と も 親しく 接見して をる 折 柄でした から、 闽臣も 美 玉の 爲に 周旋し まして、 美 玉 は 朝廷より 農兵 を 組織すべき 
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ib の 沙汰 を 蒙りました。 

但馬國 之義は 賊衝に 《& り、 殊に 京都より 僅 三 四十 里の 地方、 急 度 兵備 可 レ有レ 之 候處、 農民 等 忠孝 之 志 厚く 有レ之 

趣に 付、 農兵 之 組立、 當今？ 迫 之 時勢に 付 速に 出来 候 様 有 レ之度 候。 勿論 其 功績に 依り、 急 度 可レ及 11 沙汰 一 候。 帶 

刀 之 義^ 差 許 候 間、 此段相 心得 周旋 可 レ致候 事。 

八月  參政 

美 玉 三 平え 

舉ぉ院 より 美 玉 を 召 出し、 非 藏人松 尾 但馬守 吉田遠 江 守 二人の 取次 を 以て、 此辭令 を 下付せられ たの は 十六 日、 國臣 

が 始めて 公式に 舉習院 の 出仕 を 命ぜられた 當 日で ありまし. た。 然うして 翌十 七日、 國臣は 大和の 暴發鎭 撫の內 命を受 

け、 中 山 前侍從 一 行の 後 を 追 ふて 京都 を 出ました が、 その 翌十 八日 は、 朝廷 改革 七 卿 西 走り 政變 となって、 京都の 形勢 

は 全く 一 變 しました。 

美 玉 は 京都の 形勢 斯の 如く 一 變 したの を 見まして、 愈. -此 間に 處 して 策 を講 する の 必要なる を 知り、 自ら 受る 所の 朝 

旨 を^ら し往 いて、 猶ほ察 を 謀らう と 思 ひまして、 大怫の 逢に 於て 西 走の 一行と 別れ、 於  1 江 傳右衞 鬥 を携 へて 三た び^ 

馬， に 入りました。 美 玉が 始めて 但 馬に 入った 頃 は 阿多 隼 人と 稱し、 次に 參 つた 時 は秦安 麿と 稱し ましたが、 今 は 公然と 

して 美 玉 三 平と 稱し、 且つ 入 國の趣 を 久美濱 の 代官 所に 届出で ました。 

去 十六 日、 三 條中納 一一 一一 1： 實美 卿より 箏習院 御用 被 1! 仰 達 1 罷出 候處、 非 藏人松 尾 但馬吉 田 遠 江より 御 書取 被 レ接候 旨 趣 

者、 但馬 之闕贼 衝に當 り、 京都 四十 里內之 地方、 兵備 切迫 之 時勢に 付、 農兵 組立 速に 出 來候様 周旋 y 致條 被， 1 仰 


出？ 且美玉 三 平 被 二 差 下 候 旨 趣 は、 尙 朝廷より 其 筋 を 以て 早々 可：， 被- 1 仰 達 1 旨 奉 U 承知 1 入國 候。 此段及 ニ御屆 1 候。 

以上。 

亥 八月 廿 六日  美 玉 三 平 

久美濱 御 代官 所 

久美濱 代官 所 は、 生 野 代官 所と 共に 伹 馬に 於け る兩 代官 所の 一 つであります。 美 玉 は斯の 如く 名 を 外警の 防備に 托し 

て 農兵 を 組織し、 實は 勤王の 事に 用 ひむ とする ので、 國臣が 村 田 次 郞三郞 野 村 和 作 松 田 正 人 等と 相談 をして 但 馬に 入 

つたの も、 蓋し 斯 かる 事情 を 善く 知って をる 故でした" 

八月 二十 六日， 國臣は 阿波の 長 曾 我 部 太七郎 §1 お及び 僕 熊 藏を從 へ、 小河彌 右衛門 等に 別れ、 京都 を 去り、 但馬を 

指して 立ちました。 大文字 屋の 馬場 德次郞 は 丹 波の 境まで 送りました。 長 曾 我 部 太 七郞は 素と 黑 田家の 御用達 大阪中 之 

島の 旅 店 津島屋 藤藏の 手代で， 近 ごろまで は 商人と して 勤めて ゐ ましたが、 中 山忠光 卿の 大阪を 過ぎら る.. - 時より 奮 ふ 

て 志 を 立て、 後より 往 いて 加 はり、 代官 所 襲 擊の折 も、 相 應の働 をして、 國 臣の來 るに 及び、 相 見て 約す る 所あって 尾 

して 京都に 入り、 此度 は雞刀 持と なって 隨 行した のでした。. 

九月 二日、 國臣は 筑前國 櫻 井 大宮司 浦 志 摩 守主從 三人、 歸國の 途次 往 いて 械 崎の 溫 泉に 入浴す るの だと 稱し、 但 馬の 

境に 入り、 美 玉の 近く 高 田に をる を 知らす、 過ぎ去って 北 垣 晉太郞 を 熊 野 村に 訪 ひました けれども、 北 垣 は 京都の 情 

を詳 にせむ 爲め、 數日 前に 家 を 出て たので、 途中に 齟齬し ました。 そこで 明 旦は丸 山川 を 下って 城 崎の 温泉 場に 到り、 

歌人 浦 島 五助と 稱 して 旅 店 三 木屋平 八郞の 家に 投じ、 美 玉 は猶ほ 足を此 地に 留め、 ^江 傳左衞 門の 家に をる ものと 思 
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ひまして、 歌 を Si して 刺に 代へ、 贈って 入國 のこと を 告げました。 美 玉 は 巳に 此地を 去って、 城 崎に は 居 ませね でした 

が、 総 江 及び 朝 倉 心齋等 は阈臣 だら うと 察して、 代って 來り訪 ひました。 これ 國臣 が此 地方の 志士と 相 見て 事 を 謀る の 

始 でありました。 

此時美 玉 は 高 田で 中， as 太郞 兵衞、 太 田 仁 右衛門、 太 田 六 右衛門、 田路 彥右衞 門、 大橋又 右衛門 等と 日々 に相會 し、 農 

兵 机 織の 評議 をし まして、 九月 五日に は、 中島 や ：- は 自ら 主催して、 養父 明 神の 別常坊 普賢 寺に、 養父 朝 來城崎 三 郡の 同 

志 を 寄せ集めて 相談 をし ました。 會 する 者 都べ て 三十 餘人。 表 向 は 農兵 組織 3 名義であった ので、 代官 所から 小川 愛 之 

助 木 村 松 三郞の 一 一人 も參 りまして、 會議の 模様 は 頗る 振 ひました。 

城 崎より は 鯰 江 傅左衞 門が、 此 日の 會議に 出た ので、 國臣は 托して 歌 を 美 玉に 贈りました。 

さびし さ を 慰めむ とて 出で 來 しが 

みやこ の 秋 は 忘れ ざり けり 

美 玉 は 始めて 阈臣 の入國 した こと を 知り、 また 歌 を 以て 答へ、 且つ 城 崎の 地方 は必 すし も 安心して をら れる 所でない 事 

情 を 述べ、 クト^ いで 此方へ 來る やうに と 促しました。 

待 わぶ る 人の 心 も 白雲の 

か. i つ 山 を も あだに 越え けん 

そこで 國臣は 八日に 城 崎 を 去って、 高 田の 田路 彥右衞 門の 家で 美 玉と 會ひ、 翌日 は 中島 太 郞兵衞 の 家に 移り、 此 地方の 

志士と も 多く 交って、 彼是の 相談 をし ました。 十日に 國臣は 古の 軍 防 令 を 按じて、 今に 用 ひらる.. - 農兵の 組織 を 立て や 

うとして、 自ら 大略の 圖解を 作り、 美 玉 また 別に 隊伍 を 整へ 多々 益. -辨 する の 法 を 立てました けれども， これ は 北 ハに成 


就せ すして 止んだ 模様であります。 

此日城 崎の 武谷冋 助より 飛 徵が參 りまして、 國臣召 捕 方の 者 城 崎に 来て、 旅 宿の 三木屋 など を 取調べ、 種々 吟味 を遂 

げたから、 高 K や 銀山 とても 油斷の 出來ぬ よしを 報じた ので、 人々 いたく 心配 をして、 別けて 田路彥 右衛門 は 特に 申し 

出で た 次第 も ありまし たが、 本 多 小 太郞は 日頃 代，：^ 所の 委任 を 承け 警察の 機務 にも 與 かって をる 所から して、 善く 此間 

に 意 を 用 ひ、 暫く 無事 を 得ました。 國臣は 美 玉と 相 謀って 力 を 農兵の 組織に 致し、 機を兑 て 勤王の SI に 供す るの 考を抱 

いて ゐ ました けれども、 此 時まで は猶ほ 直に 兵を擧 ぐるの 策 を 決した わけでば なく、 唯 北 垣 等の 京都より 歸 つて 來 るの 

を 待って 上國の 形勢 を詳 かにした 後、 鬼 も 角 も 何とか 謀らう と 云 ふので ありました。 

然るに、 北 垣 及び 西 村 哲次郞 の 二人 は、 安藝の 田 中 軍 太 郞を伴 ひ、 十三 日の 夜、 竹 田，？ 太 田 六 右 術 門の 家に 歸り 着き 

ました。 翌 十四日、 國 臣等往 いて 會見 し、 三人の 齋 らして 來た 報告 を 聞きます と、 大和 義擧の IE 志 は、 iJ; キ府の 命令 を受 

けた 隣 境 藩の 爲に 合圍 せられ、 形勢 甚だ 窘窮 して、 一日 も 早く 應援の 策 を 講ぜねば ならぬ 專 情が 分りました。 そこで 

急に 評議 をして、 十九 日 重ねて 高 田の 中島 太郞兵 術の 家に 會 同し、 愈. -義擧 の 方略 を 決定す る こと を 約して 刖れ ました。 

北 垣 晉太郞 は 京都に 出て- r、 內 外の 形勢 全く 一  變し長 州 人 はじめ 尊攘 黨の 同志、 概ぬ呰 諸方に 散逸した の を 見 まし 

て、 斯 かる 情 態の 下に 於て、 但 馬で 事を擧 ゆても、 到底 功の ない の を 知り、 大和の 同志 は 往昔 楠 公の 義を擧 げられ た 

始、 一 たび 赤 阪の城 を棄て \ 亡 逸し、 後に 幾 を 窺 ふて 復た 起ら れた 故智に 倣 ひ、 暫く 分散して 隨^ に 潜 匿し、 時 を 待つ 

て をる が 宜しい と 云 ふ 意見であった ので、 書 を 長 州 屋敷の 野 村 和 作 等に 寄せて 巳の 意見 を 述べ、 且つ 伹 馬の 農兵 は、 少 

くも 一年の 訓練 を 加 ふる を必耍 とする から、 明年の 秋 頃に 至って、 始めて 義を擧 ぐるの 得策なる を說 きました けれども 

野 村、 村 田 等 は 如何しても 大和の 同志 を 急に 應援 せねば ならぬ 事情 を頻に 述べ、 長 州 人 及び 諸方の 同志 も往 いて カを戮 
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はせ るし、 兵 SS など も 供給して 便宜 を 謀る からと 申せば、 平野 も斯 かる 見込 を 以て 巳に 注って をる ので、 早く 歸 つて 義 

を 擧げる やうに と 促しました。 松 田 正 人 また 同じく 切に 促しまして、 田 中 軍太郞 をして 11 曰 を 啣み北 垣と 同行し、 但 馬に 

入って 說 かしめ ました。 然うして 此時烏 丸 大納言 豊 岡大藏 卿に 依って 有 栖川宫 の 令 旨 を 請 ふて 下す の說も 出れば、 長 州 

の 藩主 父子 も、 遠から す 大兵 を 率ゐて 上洛 せらる- -說も 出た と 云 ふ 話 もあります。 旁. - 同志の 意 氣も大 に 振 ひまして、 . 

義擧 の議は 始めて 決しました。 

十九 日、 國臣美 玉 及び 肥 後の 入江 八+. お ハ衞、 安藝の 田 中 軍 太郞、 因 州の 橫田友 次郞、 山 口 守 人、 岩 崎 三郞 等、 並に 

阈內三 郡の 同志、 本 多 小 太郞、 中島 太郎 M 〈術、 北垣晉 太郞、 進 藤 俊 三郞、 西村哲 次郞， 太 田 甚右術 門、 太 E 六 右衛門、 

田 路彥右 術 門 以下、 總 ベて 三十 餘人。 去る 十四日の 約に 從 ひまして" 高 田の 中島 太郞兵 術の 家に 會同 しました。 表 は 

摘 ほ 農兵 組織の 名義で、 代官 所の 小川 愛之助 木 村 松 三 郞も來 り 臨みて 周旋し ましたが、 重要の 機密 は 1 一人 を 避けて 與り 

聞かしめ す、 別に 席 を 設けて 評議 をつ くし、 斯くて 愈. - 義兵 を 擧げて 大和の 同志に 應援 する 策 を 決し、 また 諸般の 部：.^ 

及び 各人の 擔當 する 所 を 定めました。 その 概要 凡そ 左の通りで ありました。 

1 、 三 田 尻に をら れる七 卿 中の 一 人 を迎へ て 元帥と すべし。 

一 、 十月 十 一 日 を 以て 事を擧 るの 期と すべし。 

1、 平野 國臣は 北 垣 晉太郞 と 同行し、 三 田 尻に 到りて 元帥 を 迎へ來 るべ し。 

1 、 美 玉 三 平 は 大阪に 出て 近畿の 同志 を 糾合すべし。 

1、 田 中 軍 太 郞進藤 俊 三 郞西村 哲次郞 は 京都に 出 でん、 兵仗の 準備 及び 運輸の 事 を擔當 し、 且つ 來り 歯す る 同志 

の 櫛 導を爲 すべし。 


1 、 吉井定 七 は 大和に 赴き 中 山 前 侍從の 兵と 連絡 策應の 道 を 開くべし。 

1、 中島 太郞 兵衞、 本 多 小太郞 * 太 田 六 右衛門 以下 地方の 同志、 及び 撗田友 次郞等 は、 各々 適宜の 方面に 於て、 擧 

兵の 準備 を 整 ふべ し。 

1、 京攝の 間にある 同志 及び 兵仗 は、 總 ベて 因 州 藩の 名義 を 以て、. 來會し 若く は 運輸すべし。 

1、 大和 若く は 京都に 異狀 ある 時 は、 京都 出張の 一 行より、 特使 を 以て 但馬 及び 三 田 尻に 急報すべし。 

部署 は 大略 先 づ斯ん な もので、 義擧ひ 策 は 全く 決しました。 然うして 期日 は 最も 短く 迫って をる ので、 衆 は 結束して 互 

に 相 戒め、 敏速に 之を處 せむ こと を 謀り、 各々 奮 ふて 部署に 就きました。 

S 田 尻の 四日 

斯くて 義擧の 策 は、 十九 日 を 以て 全く 決します と、 此時 恰も 幕府の 捕手 は、 城 崎の 方より 國臣を 追尾して 來て、 頃に 

耳目 を 放ち 物色す るの 狀が あるので、 阈臣は 一 先づ 急いで 形跡 を晦 まさむ と 欲し、 翌 二十日の 夜、 僕熊藏 一人 を隨 へて 

高 田 を 去り、 神 子 畑 越の 間道 を 取って 播州へ 出で、 中 國路を 陸行して 西の方 三 田 尻に 向 ひました。 

途中より 鄕國の 戶田六 郞小田 部 龍 右衛門 等に 贈った 書が あります。  - 

未- 1 相變 1 被- 1 追 廻 1 候 得 共、 于レ今 天運に 不レ盡 候。 然れ ば此度 大和 五條 邊に 於て 大 芝居 存立 候に 付、 坐 本爲， 一 雇 立 一 

防 州 三 田 尻 表へ 罷下 候。 役者 相 揃 次第に は、 來月十 一 日頃、 顔見せ 之 害に 有レ之 候。 時節柄 どうか 大當 てそうに 被レ 
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存候條 、御：： 1: 志の 御 方に は、 賑 々敷 御 見物の 程 奉レ冀 候。 草々 謹言。  . 

九月 二十 五日  平  野  二  6- 

國  臣 

戶田六 郎君 

小 田 部 龍右衞 門 君 

喜 多 岡 勇 平 君 

中 村哲 藏 君 

久野 五郎兵衛 君 

其 他 有志 御中 

此時の^|舉は、大和の同志0應援をキ-として企はだてたもので、且っ頗る相應の成功を期待してゐたことも思はれます。 

口 付に 依って 考へ ると、 これ は廣 島の 邊で筆 を 執った 書と 見えます。 

北垣は熊野：^^に歸り、 後る- - こと 一 一日、 一 一十 二 曰に 但馬を 立ち、 藝 州の 廣 島に 於て 國 ほと 相會 し、 是 より 一 一人 同行し、 

二十 八日の 天明、 三 田 Itg に 着きまして、 卽日招 賢閣に 出で、 三條前 中納言 はじめ 諸 卿に 謁し、 西 下して 參 つた 趣意 を述 

ベ、 また 諸 卿の 帷ー f に參 する 人々 とも 相 見て 相， 談を しました。 折し も 招 賢 閣の諸 卿 は、 但 馬の 近狀を 聞き、 篛擧の 事 起 + 

らむ とする を 知り、 前日 は 特に 眞木和 泉 守、 部 鼎 藏轟武 兵衞、 土方 楠左衞 門、 水 野 丹 後 等の 諸人 を 召 出して 評議 をせ 

られ、 先 づ人を 遣って 但 馬の 形勢 を 視察せ しめらる- -に 決し、 淸岡半 四郞" Ml 子爵 は 命 を 受け、 出 石の 多 田 彌太郞 を 伴 


ふて 將に發 足せむ とする 時でした が、 阈臣 等の 參 つたので 見合 はせ となりました。 

此時、 諸 卿 は 三 田 尻へ 下られて より 己に 三十 餘日、 京都 を 出で らる& 頃の 心算と は 頗る 齟齬し， 長 州の 內 部に は 種々 

の 事情 を 生じ、 急に 大兵 を 擧げて 東上し、 朝議の 凝 回 を 謀らる、 こと は、 容易に 望まれぬ 形勢と なって、 犬に 望 を 失よ 

れ まして、 十 曰 前に は眞 木の 獻策を 納れ、 奇兵 隊を 借りて 東上 せらる、 策 を 立て、 毛 利 家に 相談 を 試みら る 様な 場合で 

すから、 伹 馬の 義擧 は、 諸 卿に 於ても、 內心 最も 贊同 せらる \ 所で、 此意を 以て 隨從の 志士に 協議 を 命じ、 適々 山 口よ 

り 來て候 問せられ た 世子 長 門 守定廣 公に も 謀られました けれども、 長 州の 藩議は 飽くまで も愼 重の 道 を 取る を 旨と し、 

4^ 發輕 動の 事 を 可し としませ ぬ。 それに 隨從の 志士の 多く は 長 藩の 兵 を 借りて 大擧 東上す るの 策を講 する に 亡 はしく- 

力 を 一 方 隅の 義擧に 致す 暇の ない 有様でありまして、 土方 楠左衞 門な ど は、 深く 關係 せられぬ が 好から うと 云 ふ 說を唱 

へ、 招 賢閣の 内外に は、 一 時紛々 として 可否の 論. V 生じました。 

然しながら 大和の 義擧 の溃敗 は、 諸 卿に 於て は、 固より 傍觀 せらる.， に 忍び難い 情義 もあって、 最も 苦心して をら る 

& 所で、 また 處々 に 義兵 を 起して 幕府 の^の 輕重を 問 ひ、 斯くて 天下の 形勢 を 動かし、 S 局 轉換の 端 を 開く の も- 自ら 

1 策た る を 失 はぬ ものと して、 當時 深く 諸 卿の 信頼 を 受けた 眞木 も、 但 馬の 義擧 また 必す しも 徒 事と 爲 すへから ざる を 

說 きました。 

そこで 七 卿 中の 一人 澤主水 正 宣嘉卿 は、 國臣 等の 請 を容れ * 自ら 招 賢 閣を脫 し、 往 いて 義擧の 元帥と なること を 諮せ 

られ ました 。然うして 三 田 尻に 集って をる 諸方の 志士、 また 奮 ふて 事 を 偕に し、 澤卿を 奉じて 義 を擧げ むと 誓 ふ 人 多く、 

筑前の戶原.=^橘，■  四郞、 堀 六郞、 仙 田 淡 三 郎等、 三 田 尻に ある もの 首と して 應じ、 奇兵 隊總 管の 一 人 河上彌 及び 白 

石應 作の 徒、 また 同じく 起つ こと を 約し ました。 
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國臣は 北 la と共に 三 田 尻に 留る こと 四日、 此間數 ば 諸 卿に 謁して 意見 を 述べ、 或は 諮詢に 答へ， 招 賢閣の 内外に をる 

諸方の 志士 及び 長 州 人と も應酬 して、 ^えす 相 謀り ましたが、 九月 盡 日に は、 三條 公より 世子 定廣 公に 相談 をせられ た 

協議の： S 答 を 求めら る- -內命 を 奉じ、 特に 許されて 公の 常用の 愛馬に 跨り、 馳 せて 山 口に 參 つて、 久阪義 助 等 を 見て 粱 

を 謀り、 翌 十月 朔日は 世子 長 門 守定廣 公に 謁し、 退いて 老 職の 益 田 右衛門 介 四 位 淸水淸 太郞画 I 四 位と も會 し、 長 州 

は藩議 として 國臣 等の 決 策を贊 助す る こと 能 はざる 事情、 並に 七 卿 一行の 主從、 及び 長 州 人の 之に 關係 する は、 藩 謹と 

して は 飽くまで も 不可と する 趣 lb を詳 かにす ると 共に、 義擧の 一事 は 長 州 も 深く！： 情 を 表する 所で、 も强 ひて 妨 ぐる 

の ii:::- 思な く、 適當の 時機と 手段と を 得れば、 また 必す しも 援助 を辭 する もので 無い こと を 知りまして、 意 愈.々 決し、 欣 

然として 三 田 M に歸 りました。 

北 IS 一は！： 臣の山 口へ 參 つて をる 間に、 戶原卯 橘と 一 緒に 三條 公へ 謁します と、 公 は 彼の 大和の 中 山 は 自分の 同志で、 

その 義擧は 此方で も 知って をる から、 到底 傍観 は出來 ない、 如何な 議論が あっても、 自分 等のう ちの I 人 は、 但 馬に 出 

張す るから、 安心 をして 宜しい、 それ は 心配す るに 及ばぬ と 言 はれました。 そこで 北 垣 も 戶原も 深く 感激し まして， 戶 

原 は此時 始めて 諸 卿の 一 人に 隨 ふて 但 馬へ 行く 意 を 決した の だと 申します。 然うして 翌 十月 1 日に は、 澤卿は 北 S と戶 

原と を 呼ばれまして、 自ら 脫 走して 但 馬に 赴かる、 よしを 告げ、 出發の 用意 を 命ぜられ たので、 北 垣 は 多 田 彌太郞 を 伴 

ひ 富 海に 參っ て、 船宿の 大和 屋政助 を 頼み、 三 艘の快 船 を 三 田 尻の 問屋 口に 廻 はすこと を 約し、 三 田 尻に SI つてみ ると、 

國 ほ も 山 口より 歸 つて ゐ まして、 山 口で は 却々 議論 も 多い 所から、 據 なく 久阪と 相談 をして、 七 卿 中の 1 人御脫 走と 云 

ふこと に 極めた と 申しまして、 斯くて 澤 卿の 晚走は 決しました。 )  • 

画 臣は七 卿の 內 より 澤卿を 奉じて 元帥と する 見込 も 立って、 愈々 ふた \ び 但馬を 指して 行く ことにな つたので、 此 


の 秋、 福 岡 を 出る 時から 連れて 處々 を 歩き 廻 はった 僕の 熊 級に も収を 遣って 歸 らしめ、 それに 幾 通の 書 を 持た きて、 家 

の 父親 吉郞 右衛門、 夙に 懇情 を 蒙った 重 ほの 矢 野 梅 庵、 野 村 望 東 尼、 それから 小 K 部 龍 右衛門 中 村 6：! 藏戶 田六郞 等の 諸 

友に 贈り、 最終の 決心 を吿 けて 今生の 暇 乞 を 述べ 、 猶ほ 月形 洗 藏廳取 養 巴 江上 英之 進淺 香！^ 作 筑紫衞 森 平等の 同志に 

攀 

向て は、 時勢 を 論じ 名分 を談 じ、 壯烈の 意氣、 俊爽の 見解、 永く 千 百年の 後 を 照らす に 足る 文字 を 造し ました。 

著者 は、 我 勤王の 志士が、 忙劇 多事 寇に想 ひやら る 丄ニ田 "4 の滯留 四日の 称ほ斯 かる 幾 通の 筆 札 を 作る の 一 Q を 

餘し5^-たのを見て、 その 風懷の 多き に駭 きます。 

永訣 狀ー 

著.？ <? は 我 勤王の 志士が、 事 破れ 人 捕 はれ、 やがて 身 を君國 にさ、 げた 最終の 苦節 を 述べむ として、 今 こ. t にか 郷の父 

親に つた 永訣 狀を先 づ擧げ て 示す の 機會を 得ました。 

これ は 阈臣が 三 田 尻 を 去って 但 馬に 赴く 前」 日、 僕の 熊^ をして 箫 らし 歸 らしめ た 幾 通の 書信の 一 ッで、 夙から 世の 

人に も 知られて をる ものです が、 幸に して 當 時の 原本の 猶ほ存 する の を 見た の は、 著者の 最も 喜ぶ 所であります。 

從 二三 田 尻- 1 翰 啓上 仕 候。 益々 御 泰然 奉- 1 恐悅 1 候。 1 1 私儀 去 々 月廿 六日 京師 ヲ發但 州 へ 罷下リ 候處、 又々 京 町奉行 

手 ヨリ 同心 其 外 トモ 十 人 計、 探索  一！ 入 込 候處、 今以爲 二相 知 一 候 者 有, 之、 去月！ 一十 日 之 夜 出立、 山 越  一 I 播州 ヱ 出、 當所 

ヱ馳 下り * 候 。尤兼 而當所 H 下 リ候義 《、決 策 モ有レ 之、 旁.， 右 之 通 一 1 御 坐 候 0 此方 一 1 而ハ、 三 條公ヲ 初、 御 g 走 之 七 

卿 方-一 モ追， •< 拜謁、 且長門 守 殿-一 モ拜 is. 山 口 1 ニニ 條公 ヨリ 被 レ命候 御用 II テ、 御馬 拜借罷 越、 家老 增田彈 f,!,: 淸水 
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淸太 郞等ェ モ、 追々 出會仕 候。 最早 此方 ノ 都合 モ太概 相 調 候 一一 付、 不日 11 但州 H 罷歸 り、 義兵 ヲ 擧ケ、 大和 ノ應 

援、 天下 ノ大擧 ヲ促シ 待 候 害 一一 御 坐 候。 此事ハ 多端 一一 テ雞レ 靈 一一 紙筆？ 中旬 迄 一 1 ハ必御 耳-一入 候 義可レ 有 二 御 坐 1 候。 

就テ ハ熊藏 儀、 却テ 邪魔 ト存候 間、 暇 遣シ指 返シ申 候。 永々 付添、 心 ヲ添吳 候 一一 付、 今日 迄 召 連 候 得 共、 大事 之 

場 一一 臨 ミ候テ 《入用 無レ 之、 且 親父 力 心配、 其 身ノ 不本意 ト 存シ、 右 之 通 11 御 坐 候。 親元へ 御 返 シ可レ 被レ下 候。 東 

西 奔走 候 義ハ、 此者 ヨリ 可, 1 申 上 1 候。 最早 此期 1 一 臨ミ、 

天 朝 之 御爲、 一 命 ヲ拋候 上ハ、 再拜顏 之镝無 11 覺束 r 萬 一 天運 强候ハ  >、 釆幣ヲ 執 テ拜顏 可レ仕 候。 唯々 正 名 公行 ヲ 

以、 一大 下 後世 一一 鄙 名 ヲ輝シ 候 處ヲ御 歡被レ 下、 是 迄年來 我儘 不孝 之 罪ハ、 山々 御免 可 レ被レ 爲レ下 候。 此後之 模樣ハ 

資 功可レ 奉：， 入 11 御覧 1 候。 恐； 0 敬白。 

平野 二 郞國臣 

十月 朔日 

尊大 人様 

大和の 義擧 に應援 して、 勤王の 兵 を 擧げ、 且つ 時勢の 轉換を 促さう とした 趣旨、 君 國の爲 に 萬 死 を 分と して 策 を 決し 

た覺 悟、 自ら 文字の 間に 炳焉 として をり ます。 僕 熊 藏の素 生や 人と 爲り は、 前に 述べ ましたが、 かる 一 小 奴の こと 迄 

も 顧慮して 忽 にしなかった の は、 萬 事に 周到で 情の 深かった 心褂 も、 幾分 か 窺 ひ 知られます。 

函臣は 年少 このかたの 親友 小 田 部 戶田中 村に も 永訣の 書 を 贈りました。 これ は 『大王に さ \げ あましし 我 命 今 こそ 拾 

る 時 は來に けれ』 とい ふ 歌 を 書き 添へ てあつた と閒 くば かりで、 仔細の 內 容は傳 はって ゐ ませぬ けれども、 大概 それと 


推し 料ら れ ます。  • 

去ん 秋の はじめ、 京都 を 指して 立 出る 折、 一夜 語り 明して 刖れを 惜んだ 平 山の 阿 婆さんに も、 同じく 三 首の 歌 を 寄 

せました。  、 

いく 度 かすて しいの ちのけ ふまで も 

のこる は 神の たすけな るらん 

大； 土に さ i げぁ ましし 我い のち 

いまこ そす つる 時 は來に けれ 

いひ やらん 一 W の はぐ さは しげ けれど 

筆に はえ こそつ くさ ^り けれ 

皇 十月 朔  . 擧習院 書生 

大中 臣國臣 

.  0 東 君 

韆に三 首の 歌です が、 當 時の 心事 は 善く 分りまして、 皇 十月 朔と 記して 特に 皇の 一 字 を 加へ、 舉習院 書生 大中 臣國臣 

と署 した 所に 無量の 意義 を 留めて をり ます。 

將に澤 卿 を 奉じて 走らむ とする 前 一 日で、 忙劇 多事の 境に 執った 匆. /の 筆、 成る 程 それ は餘る 思を盡 さなかった 答で 

旁 A/ 唯 三 首の 歌ば かり を 寄せた ので ありませ う。 中の 一首 は、 小 田 部 戶田中 村哲藏 などに 贈った 書に も 書き 添へ てあつ 
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たと 云 ふし、 月形 廳取、 江上な どの 同志に 贈った 書に も 見えて ゐ ます。 蓋し 最も 已の意 を 得た 作で、 斯くは 人 毎に 寄せた 

ものと 思 ひます。 いかにも 當 時の 心情 も あら はれて 好い 歌であります。 

それから 夙に 淺 からぬ 眷顧を ii- おった 重臣の 矢 野 梅 庵に 贈った 書 は、 これ も 原本 は 今 巳に 見る こと は出來 ませぬ が、 梅 

庵の 弟尋六 郞と云 ふ 人の 話に よると、 文 言の あらまし は、 此度 私共 は 朝廷の ために 愈 1 芝居 を 思 立った に 就て は、 尊 

公 は 定めて 幕府 方からの 討 手と して 向 はる- r で 御 坐ら う。 いづれ 戰 場に 於て 見參 したいと 云 ふやうな 意味で あつたと 中 

します 0 

矢 野 梅 庵に 相應に 尊王の 志 を 抱いた 人で、 筑前 では 勤王 黨の領 首と 聞え まして、 園臣も 夙に 出入 をして 眷顧を 蒙り ま 

した けれども、 やはり 公武 合體 論の 一人で、 幕府に 對 する 熊 度 は 著しく 遠って、 說は 常に 合はなかった ので、 斯 かる 意 

味の こと を 中した の だら うと 云 ふ 話であります。 

永訣 狀 11 

月形 江上 磨 取な どの 同志、 即ち 筑 前で 謂 ふ 所の 勤王 黨の錚 々たる 連中に 寄せた 書 は、 單刀直 入して、 我國に 於け る 君 

E の 名分 は、 獨り！ 大 皇と國 民との 間に 存 する を斷 言し、 大名と 家 來の關 係 は 後の世の 私事 だと 喝破し、 m: 形膽取 はじめ 

一派の 同志が、 主 從の關 係 を 以て 誤って 君臣の 名分と し、 動もすれば、 殿様が 如何 だの i| 田家が 如何 だのと 申して、 极 

本の 朝廷 を 第二の 地に 置く の 謂 はれな きを、 鉋く まで も 責め 鳴らした の は、 最も 俊偉の 見解と 確乎たる 信念と が 現 はれ 

てゐ まして、 その 勤王の 志士と して 鞠 躬盡瘁 した 言論 行動の 由って 來る所 も、 自ら 瞭然と して をり ます。 


各 君 御壯健 奉レ賀 候。 天下 之 形勢 定而御 承知 可 A 被レ成 如何 御 因循 被 レ成候 哉、 臣子之 忍ぶ 所に て は 有 レ之問 敷 候。 

君臣 ハ IK 地 之 公道、 主從 《後世 之 私事 敷と 發明仕 候。 六親 叛而大 孝 顯れ、 大道 廢而 有， 一 仁義 一 ものに 御 坐 候。 

IK 朝 立て 各藩 立、 

神州 有て 各 國冇、 何ぞ其 末に 泥、、/ て 其 基本 を 助け ざらん や。 今日 之 急務、 〇 之 一 つに 在、 鬼神 も 之 を 11 ル ト謂ハ 

ズャ。 SiU として 株 鬼の 小計 ヲ ナス 《小人 也 愚 俗 也。 謹而 豪傑 之寳功 を 見給フ べシ。 不日 一一 一 軍 之 兵 勢ヲ擧 動し、 

天下 之 耳目 を 驚シテ 可レ入 ニ貴覽 1 候。 能 目 を 拭 耳 を 洗て 十五 日 を 待 給へ。 再 會難レ 胡。 匆々 頓首 謹言。 

皇 十月 朔  平野 二 郞國臣 

廳 取 養 巴 君 

月形 到 君 

江上 英之進 君 

淺香巿 作 君 

筑 紫 守 君  ， 

森 安平 君 

其 外 英傑 中 

今し ばし 待て や 都の 花 もみ ぢ  、 

御幸 ある^と なさで やむべき 

若芽 さす 春な からめ や 神無月 
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大內山 は 紅 紫す ると も 

大王に さ. -げ あまし- -我命 

今 こそ 捨る時 は來に けれ 

阈 ぼが 此 害に 於て、 思 切って 豪 勁 壯烈の 言 を 吐き、 感慨 淋離 意氣 軒昂の 風を帶 びて をる の は、 蓋し 當 時の 筑前藩 情 

と， 受信 たる 一派の 1：!： 志の 態度と に 交渉の ある ことで、 內面に^.^深の意義を含んでをります。 今年の 夏の はじめ、 獄 

をお てより 藩 論の： i 作 を 謀って 餘カを 遣 さす、 朝 威の 張る と共に、 一 時 は 筑前も 勤王の 議 頗る 行 はれむ とす，.、 模様 を 示 

しました けれども、 八月 十八 日の 政變 起る に 及び、 また 忽ち 動 搖の色 を 生じ、 形勢 頓挫し ました。 そこで 國臣は 書 を郷 

圏の 同志に 寄せ、 時事の 急迫 を 吿げ、 蹶起 藩を脫 して 力 を 君國に 致す を勸 め、 苦 11 目 最も 勉め たので、 1： 志の 間 また 奮？！^ 

して 意 を 決し、 藩を脫 せむ とする？^ も ありまし たが、 GT 形 等 は反對 し- 藩 國を棄 て  > '王事に 趨 くの は 却て 義を失 ひ 道 を 

誤り、 臣 子の 爲 すべき 事で ない と 申して 抑留し ましたから、 藩 を して 三 田 尻へ 奔 つたの は、 籐四郞 堀 六 郞仙出 淡三郞 

等の 數人 のみでした。 此 書の 首 ふ 所 は、 斯 かる 消息と も交涉 があります。 

書中 特に 〇 を 置いて 一字 を闕 いたの は、 蓋し 斷の 宇で、 受信者の 熟慮 反考に 待つ の 趣旨から して 故ら に闕 いた ものと 

思 はれます。 旁. - 日付の 上に 皇の 一 字 を 加へ たの も、 此 場合に 於て は、 或は 偶然でなくて、 特に 主張す る 意味の あった 

のか も 知れ ませぬ。 

然うして 急 11ー|  ロ疾 語の 下 忽ち 一 轉 して、 再會難 期の 四 字 を 點じ來 つた 處、 また 終に 永訣 を吿 ぐるの 書で ありました。 


澤宣嘉 卿の 脫走 一 

文久 三年 十月 1 一日の 夜、 國臣等 は 愈 澤主水 正 宣嘉卿 を偷み 出して 三 田 尻 を 去りました。 鄕國の 人に 贈る 幾 通の 永訣 

狀を 書いて、 僕 熊藏を 返した 翌日に 當 ります。  - 

此夜、 船の 用意 も 疾く整 ふて 隨 行の 支度 も 己に 成りました。 やがて 夜深け 人靜 まって、 豫 ねて 諜し合 はせ た 時刻に な 

ると、 阈臣は 藤 四郞外 二三の 人 を 伴 ひ、 招 賢閣の 下に 參 つて 佇み、 澤卿 今や 出て 来られる かと 待ち受け ましたが、 暫し 

が 間 は 寂然と して 然る 様子 もない ので、 或は 障 はる ことの 出 來て思 ひ 止ら れ たので は あるまい 歟と、 人々 いづれ も 心配 

をして ゐ ますと、 やがて 閣の內 に は 人の 徘徊す る やうな けはいで 足音が します。 期く と 知った 國 臣は、 忽ち 聲ゃ はら か 

に 『七 尺の 薛風 おどらば 豈 どか 踰ぇ ざら む羅 綾の 袂 ひかば 豈 どか 斷れ ざら む』 と、 十：： 謠 曲の 一句 をうた ひました。 

それと 聞いて 氣が 勇まれた の歟、 卿 は 窓の 格子 を 推し 除け て^け 出で. 格子 諸共に 地へ 落ち 下られました。 人々 寄つ 

て 抉け 起し、 藤 四郞は 近う 進んで いざ 召せと 背 を 向けて 負 ひまして、 一同 は 前後 を 護衛し、 直に 濱邊を 指して 下り、 急 

いで 用意の 船に 乘 りました。  . 

此時 國臣は 錦の 直 垂に小 櫻 威の 鎧 を 着けて ゐ たと 記した 書物 もあります が、 餘 りに 芝居め いた 話で、 如何 だら うと 思 

はれます けれども、 そこ は 一風 も 二 風も異 はった 人物で、 時分 は 夜中で も、 古への 物語に 出さうな 晴れの 業 をす るので 

すから、 或は 何 か 目 新ら しい 装束 をして 參 つたの かも 分り ませぬ。 その 咄嗟の 間に 古 謠 曲の 一 句 を 思 ひついて 謠ふ あた 

り は、 勿論 これ は此人 特有の 面目で、 好し 來 たと 早速 背 を さし 向けて 公卿さん を 食 ふて 急いだ の は、 これ も 藤四郞 でな 
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くて は出來 ぬ藝當 でした。 藤 は 後に 姬 島の 獄を 打破って 望 東 尼 を 救出す 折に も、 自ら 主と なって 働いて 成功し ました 

が、 筑前 では 隨 分 人 氣の惡 い 人です けれども， 斯 かる 活劇に は 是非 居なくて はならぬ 役者で、 直に 面白い 志士で ありま 

した。 

それから 阈臣 等が 澤卿 を偷み 出して 三 E 尻 を 去った 日 は、 恰も 筑 前の世 子 下野 守 長 知 公が、 父君 長溥 公に 代 はって 力 

を 固 事に 盡 くさる k つもりで， 立 花 山城 浦 上 信 濃の 兩 家老、 野 村 東 馬 立花釆 女の 兩 用人 以下、 いつもに 異 はった 多勢の 

供人 數を隨 へて 上洛 せらる、 途次、 三 田 尻の 近傍 宫 市の 驛に到 着せられ たので、 國 臣も晝 のうちに はお 供人 數に加 はつ 

て をる 朋友 知人と も 會 ひました。 

八 の 末、 京都 を 立 31 く まで は、 猶ほ黑 田家に 仕籍 もあって、 退京の 事情 を 重役の 久野 一 角に 屆 けて 置いた と 云 ふ 

ので， 此 も 或は 脫藩 人ではなかった かも 知れ ませぬ。 老 職の 立 花 山城 は豫 ねて 親しく 接見して 議を献 じた 人 だし、 ま 

た當時 善く 用 ひられて 機密に 與 つて をる 喜 多 岡 勇 平 も 同じく お供 をし まして、 現に 國臣 と會 ふたと 云 ふ 話 だけ は 残って 

ゐ ますから、 或は 他の 權 要の 人に も 謁して、 何 か 多少 申 述べた 位の こと は 無かった にも 限ります まいが、 然んな 事蹬は 

別に ありませ ぬ。 夜に 入れば 澤卿 を偷み 出して 走らう とする 大事の 間際で、 孰れに しても 綏 くりとして 話 をす る 餘暇は 

なかった 笞と思 ひます。 

前の Q に 寄いて 廳 取 月形な どに 贈った 書中に、 宛名の 見えて をる 一人 森 安平、 その外 尾 崎 惣助萬 代 安之 進 あたりの In: 

志 も、 やはり 供人 數 のうちに ゐ ました。 尾 崎 您助は 維新の 後に は、 雜 と稱 した 人で、 近年に なって 世 を 去られ ましたが、 

その 話 によると、 阈臣は 供 方の 旅 宿 を 訪ねて 參 つて、 尾 崎の をる の を 見付け、 聲を 掛けて 外に 呼出しまして、 ^短 かに 

時^の 切迫 を說 いて 蹶起 を勸 め、 猶ほ堀 六郎と 齋田耍 七との 兩人 は、 已に我 說に聽 くこと に爲 つて をる と 云 ふ 話 をして、 ， 


急いで 立ち去つ たと 申します。 

此日、 國 臣は英 氣楓爽 として 馬に 跨って 來 ました。 馬 は 蓋し 例の 三條前 中納言 實美 公の 馬でした。 成程 世子の 旅館の 

前で は、 鞍 を 下りて 敬意 を 表し ましたが、 以前の 足輕の 時の やうな 風な ど は、 思 も 寄らぬ ことであって、 それ は！！ S 然と 

して 立派な 態度で、 上下 多勢の 供人 數の 眼に も 著しく 映 じた 模様に 聞え て をり ます。 

これ は 多 數の筑 前人が、 地 行の 名物 男 平野 ニ郞の 見納めで， 岡 臣の方 か. ら申 すと、 余所ながら 今生の 暇 乞 をした わけ 

に爲 りました。 

澤宣嘉 卿の 脫走 一一 

闽臣等 は 都合 好く 澤卿 を偷み 出して、 即夜 天氣 の 勝れぬ のに、 船頭 を 促し 急いで 三 田 11^ を 去りました。 

三 田 尻の 本 港 は 道 も 近く 便利 も 宜しい けれども、 船の 出入 も 多く 自然人 目 を 避けて 行く に は、 都合が 惡 いので， 問屋 

口と 云 ふ 所から、 北 垣の 手當 をして 置いた 二 艘の快 船に、 一同 分れて 打乘 り、 欖を 解いた の は、 夜 深の 二 時 頃で ありま 

した。 

國臣北 垣 等と 相 盟ひ澤 卿に 從 ふて 同じく 三 田 尻 を 出た もの 二十 七 人。 但 馬の 多 田彌 太郞、 高 橋 甲 太郞、 伊豫の 田 岡 俊 

三郞、 深 尾 源 次、 水 戶の川 叉 左 一 郞、 前木鈷 次郞、 關ロ泰 次郞、 大川 藤藏、 筑 前の 戶原卯 橘、 藤 四郞， 堀 六郞、 仙 田 淡 

三郞、 尾 張の 三牧謙 助、 それに 國臣と 北 垣と 都合 十六 人、 澤卿 と共に 第一 船に 乘 りました。 長 州の 河 上彌. &、 白石廉 作、 

長 野 熊 之丞、 久留晉 三郞、 和 田小傳 次、 下 瀨熊之 進、 井關 英太 郞、 伊藤 百合 五郞、 小 田 村 信 之 進、 及び 氷田 左衞 門 は、 
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第二 船に 乘 りました。 河 上の 僕 熊 藏を合 はせ 都べ て 十 一 人、 氷田 左 衞門は 素 生 來歷の 善く 分らぬ 人で、 或は 變名 かと も 

思 ひます が、 記 錄に兑 えて ゐ ますから、 暫く 擧げて S きます。 

此夜： 大色黑 うして 墨の 如く、 雨 も ふり 風 さへ 起って、 航行 頗る 難儀でした けれども、 船頭 柁夫を 動まして 强 ひて 進み、 

翌 三日の 朝、 上關に 到る： は、 灭氣の 模様 愈々 惡く なって、 逆風に 雨 も 降り募って 船が 進まぬ ので、 北 垣と 戶 原と は、 

^に 1： 舟を僦 ひ先發 して々 ト尸仃 し、 一行 は 船 を て& 陸に 上り、 山中の 間道 を 取り、 四日の 夜 那珂に 到り、 五日 は 那珂を 

去り？ si: を &• て 新湊に 出ました。 別に 輕 舟を僦 ふて 先發 した 北垣戶 原の 二人 も、 風波の 爲に 進行 を 妨げられ、 大 嶋に假 

をして、 五日の 朝、 新湊で ふた、 び 一 行に 合し ましたが、 戶 原は是 より 復た 一行に 加 はり、 北垣獨 り先發 して まぎ ま 

した。 囚 州の 大村辰 之 助と 長 州の 西 村 淸太郞 との 二人 は、 途 より 來 つて 加 はり、 第二 船 は 十三 人となりました。 

1 行 は 新 後で 本船の 回航して 來 るの を 侍 受け、 五日の 夜 また 船に 乘 りまして、 六日の 朝 は、 天 も 晴れ 風 も 順と なった 

ので、 始めて 帆 を 揚げて 新湊を 出で、 七日 は 終日 藝備の 海 を 走り、 七日の 夕方、 始めて 播州の 網 干に 着きました。 

二： n の 夜、 招贤閣 では， 三條 公の 家臣 森 寺 大和 守が 起き 出で- r、 外面の 何とな う 尋常なら ざる 様子 を 訝 かり、 異 はつ 

たこと は 御 坐らぬ 歟と 取調べて みると、.^ 卿が 居られす、 跡に は 書 置 を 留めて あつたので、 それと 始めて 分って、 大騒 

はぎとな りまして、 それ は 追 ひかけ て 連れ 戾ら ではなら ぬと 云 ふこと で、 急いで 快 船の 手當を 命ぜられ、 東久世 四條の 

兩卿 {：： ら 出ら る  > 評議に 決し ましたが、 潮の 工合が 惡 くて 即時に 出船の 運び もっかす。 翌 三日の 朝早く、 眞木 小： 方の 二 

人を從 へ、 奇 ハ隊 六十 人ば かり を 具して 船 を 出し、 終日 追 ひか けられました けれども、 到底 追 ひっかれ る 校 様 もない の 

で、 慕より 船 を 返へ し、 夜半に なって 三 mc^ へ歸り 着かれました。 此日錦 小路 賴德卿 は 昨日より 山 口の 方へ 往 つて をら 

れる 三條 公へ 報告の 爲 めに 縣武 兵衞を 連れて 往 かれました。 三條公 は、 定めて 愈々 うまく^ 走した かなと、 密に S わ はれ 


たので ありませ う。  - 

土方 楠 左衞門 の！^ 天實記 に 見えて をり ます。 

同 二日、 晴、 平野 山 口より 歸り、 久阪義 助 山 口より 來る。 三 條公晝 比より 山 口へ 御 越になる、 水 野 丹 後 御 共す 0 

是夜澤 殿御 脫走、 諸藩浪 士並奇 兵隊の 面々 都合 三十 人 許 被 ，- 召 具； 御 來船相 成 候 由 報知 有, 之、 騷動 不二 大方 一. #:。 

平野 次 郞內々 請 申 筋有レ 之に 付て なり。 m 久世 殿四條 殿御 追跡 可 二相 成 1 旨に 付、 早 船 仕 立 候 様 申 付 候處、 潮 合不， 

宜由 にて、 暫時 御 見合せ 相 成る。 . 

同 三日、 晴、 早朝 兩卿御 出掛 相 成り、 自分 眞木泉 州と 奇兵 隊 六十 人 許 御供す。 終日 追懸 候へ ども、 終に 不, 及、 暮 

比より 御 引返、 夜半 比 御 歸着相 成る。 是日錦 小路 殿 山 口 へ 御 越 あり、 縣 御供な り。 

柬久世 卿の 公用 雜 記に 錄 せられた 所 も 大同小異で すが、 史談 會 速記 錄 第六輯 に、 後の 東久世 伯と 毛 利 家の 編輯 員 中原 邦 

平と い 間に 問答せられ た攀記 も 載せて あります。  . 

中原 君 それから 三 田 尻御滯 在中、 平野が 來て但 馬の 事 をお 說 申した ことが ござります。 其 時 は澤卿 のみでな 

く、 七 卿と も あの 一 擧は御 同意で ござりました か。 

東ク：^^伯 それ は澤 丈け の 事で、 けれども 銀山の 事. 件 はやるが 宜しい と 云 ふこと は 皆 言 ふた。 四 五 人 も 居る 者で 

あるから、 私共 も 行かう ではない かと 立った が、 さう いふ 輕擧 暴動 は 善くない と 云 ふこと で ござりました。 條 

公 も 御 承知で もないでも なかった、 或は 默 許の 様な  條公は 湯 田へ 行かれて 三 m 尻 は 留守で あつたが、 

其 前に 條 公に は 言 ふて 居った ので。 
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屮原君 さう すると 御前に は 御 承知で ござりました か。 

束 久世伯 私 は 知って 居る、 格子 を 取って 出して、 後で 格子 を篏 めて 置いた ので ある。 

中原 君 あれから 長 州の 有志が 愤 激して 義擧 すると か 云 ふ 様な こと もあって、 長 州政府 も 六 卿 をば 山 口へ お 連 

れ 中した 様であります。 

束 久世伯 さう、 諸國 から 入 込む し 山奥が 宜 いからと 云 ふこと で、 二三 日 逗留と 云 ふので 氷 上に 移り、 さう して 

逗留と 云 ふこと になった。 

is- 久世伯 も 斯う 言 ふて をら れ るし、 北 垣 も 一 一十 九日に 三條 公より 自分 等の 中から 一 名は但 馬に 出張す る、 安心 をせ い 心 

配に 及ばぬ と 云 ふ 話 を 戶原卯 橘と 一 緒に 承 はった と 申して ゐ ます。 旁. -澤 卿の 脫走は 他の 諸 卿 も豫め 納得せられ たので、 

唯 長 州の 政 廳 の 異議 を 願 慮して、 全く 關係 のない 體を装 はれた ものと 見えます。 

大和 義擧の 敗 聞，、」 進退の 論議 

澤卿 一 行の 船 は、 五日の 夜に 新湊を 出で、 藝備の 海 を 走る こと 三日三夜、 八日の 午後 始めて 播州の 網 千に 着きました。 

初 は 飾 摩の 津に 入る 豫定 でした が、 海上に 思の 外の 日數を 費し、 その後の 事情 も 全く 分らぬ ので、 先 づ赤穗 の 城下に 

近い 網 干へ 船 を乘り 入れまして、 國臣は 藤 四 郞を伴 ふて 上陸し、 赤穗の 市中 を 徘徊して、 それと はなしに 世間の 動靜 や、 

大和の 消 應を聞 縫 ふて みると、 五條の 義徒は 先月の 末に 悉く 打 負け、 或は 討 たれ 或は 捕 はれ、 大將の 中 山 卿 も 行方 知れ 


や 落 失せられ たと 云 ふ 噂 々ですから、 大に 驚いて 望 を 失 ひました が、 何分に も 世上の 風聞で 取 留めた 話で もない ので， 

齒ほ 確と した こと を 問 ひ 質したい と 思 ひまして、 窒！ S の 港の 穗積 なにがしと 云 ふ は、 姬路の 志士と して 名を稱 せらる、 

河 合 您兵衞 の 一 黨で、 相應の 心掛も ある 人と 豫 ねて 聞 及んで をる 所から、 態々 訪ねて 往 つて 大和の 模様い かにと 話 をし 

てみ ると、 討 たれた 人 や 捕 はれた 人の 名前な ども 粗 ぼ 分って、 赤穗の 市中で 耳に した S- は 全く 事寳 でありました。 

國臣と 藤と は、 斯 くと 聞いて 愈./ 驚きまして、 兎も角も 今 は 早速 評議 をして 此 間に 處 する の 策を講 する 外 はない ので、 

二人 は 直に 飾 摩の 方へ 參 つて、 港口より 五六 町 ある 新 町に、 一 行の 旅館の 手當 をして、 二 里を隔 つる 網 干へ は、 使 を や 

つて 急ぎ 飾 摩へ 廻船 あるべき 旨 を 吿げ、 斯くて 待って をり ますと、 翌 九日の 夕方に なって 船 は 廻 はって 來 ました。 

阈臣は 出で- -迎 へ、 船を換 へて 川 を 遡る こと 五六 町、 取り 敢 へす 新 町の 旅館に 請じ入れまして、 座 定まり 食 終 はるを 

待ち、 大和の 義擧 は已に 悉く 破れて 了った 次第 を 語り、 是 より 後の 措置 を 相談に 及びました。 一行の 落膽 失望 は 申す 迄 

も ありませ ぬ。 

阈臣は 大和の 義擧斯 の 如く 巳に 破れて 了って は、 豫 ねて 談合した 見込 も 全く 齟齬 を 生じ、 今は伹 馬に 入って 義擧を 企 

はだて V も、 志 を 遂げる 望 はない。 されば とて 此儘 ふた- -び三 田 尻に 歸る こと も 叶 ひ 難ければ、 淺 念ながら 二人 三人 づ 

i 思々 に^れて 諸 所に 隱れ 忍び、 更に 時機 を 兑て事 を 起す より 外に 良策 はなから うと 云 ふ 意見 を 述べました。 思慮 ある 

もの は、 孰れ も 心の 內に贊 同す る 模様で したが、 河 上 彌巿と 戶原卯 橘と は、 それ は 以の外 だと 反對 しまして、 一 旦志を 

決して 出て 來 たもの を、 大和の 敗軍に 聞 怖して 逃げ 隱 る- r の は 思 も 寄らぬ 。但 馬に は 義徒も 多い と 云 ふから、 往 いて 兵 

を擧 ぐるが 宜しい。 それでも 勝利 を 得なければ、 潔く 打 死 を 遂げて 名 を 後世に 殘 すば かりだ、 斯くて こそ 男子の 本懐で 

あると 主張し まして、 飽くまで も 解散の 說を容 る&色 はなく、 少壯 血氣の 面々、 また 呰然 うだ 然 うだと 云 ふ 勢で、 如何 
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しても 抑制 せらる &道 はあり ませぬ でした。 

此 時新湊 より 先發 した 北 垣 晋太郞 が、 野 村 和 作 松 田 正 人の 齊を らして 參 つて、 大和の 義擧の 澄 敗した 第實 と、 京都 

の 同志の 意！ 13- と を 吿げ、 今 は 暫く 解散して 時機 を 待つ の餘 儀ない こと を 述べました けれども、 河 上 戶原等 は 固く 執って 

頑として 聞 入れ ませぬ でした。 

北 垣 は 五 口の 朝、 周 防の 新湊 より 一 行に 別れ、 快 舟 を 買 ふて 先發 し、 七 曰 飾摩津 より 上 if し、 但馬を 指して 急行す る 

途次、 屋 形に 於て 進 藤 俊三郞 に行會 ひまして、 その 京都より 野 村 松 田の 書を帶 びて 歸來 し、 本 多 小 太郞と 同じく 屋 形に 

ゐた 所から して、 始めて 大和の 篛擧 の已に 全く 潰 敗した こと を 知りました。 野 村 松 田 は 土 佐り 池內藏 太が 大和より 逃 ゆ 

て來て 事情 を吿 げたし、 また 平 岡四郞 IIJ^ 白 田 も 入京して 田 中 軍 太郞に 語った ので、 早く 義擧の 澄 敗を審 かにし、 意を迪 

藤に 授け 窨 を^ら し歸 らして 但馬の 事 を 見合 はする 策 を 取らし め、 澤卿 はふた >- び 三 田 尻に 下らる >t 都合に もなる まい 

から、 これ は 暫く 因 州に 入って 潜 居せられ、 多數の 同志 中身 を處 する 道の 無い もの は、 走って 大阪の 長 州 屋敷に 投する 

が 宜しい と 云 ふ 意見でした。 そこで 北 垣 は 本 多 進 藤と 相談 をし まして、 進 藤は但 馬に 歸 つて 善後の 措置 を爲す こと i し、 

北 垣 は 廻りて 飾 摩に 到り、 澤卿 I 行の 船 は 網 千に ある を 聞き、 轉 じて 網 干に 往 つてみ ると、 また 船 は 飾 摩 を 指して 去つ 

た 後です， から、 ふた. -び飾 摩の 方へ 回って、 此夜 始めて 一 行と 會 ひまして、 進 藤む 齎らして 歸 つた 書 を 出して、 野 村 松 

田 等の 意兒を 告げ、 澤卿は 二三の 近習 を從 へ、 去って 暫く 因 州に 赴かれ、 他 は 分散して 時機 を 待つ の 得策なる を 述べ、 

豫定の 通り 但 馬に 入って 事を擧 ぐるの は 何の US なき こと を 申します けれども、 河上戶 原の 一 一人 は 如何しても 納得し ませ 

ぬ。 國臣 また 野 村 松 田の 意見 を 最も 機宜に 適した 策と して、 北 垣の 說を贊 成し ましたが、 戶原河 上 は 何と 言 ふても 聞 入 

れす、 少壯 血氣の 面々 孰れ も 二人に 同意して 動かぬ ので、 結局 進退の 決定 は澤 卿の 斷如 何とな りました。 然るに、 蓽 


卿 は 一 人 進んで 義 に！^ すれば- 志 を， 槠ぐ もの 十 人 興り、 十 人 進んで 義に殉 すれば、 志 を 繼ぐも 0 百 人 興る。 事の 成敗 は 

今必 すし も 問 はぬ。 唯 衆と 俱に 進んで 斃る \ のみと 言 はれた ので、 戶原河 上の 說が 終に 行 はれました。 

1 行中の 川 叉 左 一 郞大川 藤 の 二人 は、 此時澤 卿が 親近の 人へ、 予を 奉じ 進んで 事 を擧げ むと する 人々 に 向って 退歩 

の 議を言 ふこと は 出來ぬ 。寇 に餘债 ない 事情 だと、 密に 苦衷 を 洩らされた よしを 聞きまして， 今 一 たび 河 上等 を 兌て 相 

談を しゃう としまし たが、 進 發の事 巳に 全く 決して 意 を 達せす、 據 なく 强 ひて 同行した の だと 申します。 然うして 考へ 

ると、 此 時の 進退 は 蓋し 河上戶 原の 主張 强 くして 制する に 由な く、 澤卿も 已むを 得すして 從 はれた もので、 數 日の 後、 

その 忽ち 烏 合の 豪傑 を 菜て、 夜 週げ の 奇釗を 演ぜられ たの も、 深く 怪 むに 足らぬ わけで ありました。 

但 馬の 義擧ビ 計 劃の 遺算 

十日、 阔臣は 夜来の 決議 を 未だ 盡. さすと 爲し、 此： u 更に 評議 をす るつ もりで したが、 河 上 戶原等 は、 夜の 缝 ま. 明け 

ない うちより、 早く 船の 支度 を 命じて 川 を 遡る ので， 衆 も 勢 留まり 難く、 分れて 三團 となり、 後先して 川 を 遡り、 密に 

姬路の 傍 を 通り、 伹馬を 指して 進みました。 國臣は 衆と 別れ 獨り 後れて 暫く 新 町に 留 りました。 

北 垣 は 衆と 偕に 新 町 を 出ました けれども、 行 先の こと は、 猶ほ 心配に 堪へ ぬので、 途中より 船 を 下り、 急行して 仁 生 

野に 到り、 本 多 小 太^に 會 ふて 察 情 を 語り、 一 行 を 遮ぎ り 止めむ こと を 相談し ますと、 本 多 また 固より 同意 をし まして、 

1 行の 船の 來りャ S くの を迎 へ、 今は但 馬に 入って 事を擧 ぐる も 萬 成就す る ID^ 込の ない わけ を 述べて 切 雷し ました。 衆 は 

耳 を 傾く る 校 様 もな く、 成焰 甚だ 壯で、 水 多 北 垣の 背後に は、 斯 かる 怯懦の 說を爲 す もり は、 先づ 斬つ て^てよ と 2gj 言 
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を 放つ 人 さえ ありました。 本 多も怫 然として 色 を 作し ましたが、 形勢 また 如何と も爲し 難き を 知りまして、 但 馬に 入つ 

て 咄^:^ 發 する やうで は、 大事 忽ち 破る、 を說 き、 今後の 行動 は、 勉めて 地方 人の 意見 を 用 ひられた いと 申しまして、 

北 垣 諸共に 先導と なり、 此 夜は屋 形に 至って 宿りました。 屋形は 促 馬の 生 野 を距る こと 三 里 半の 所であります。 

元 來阔臣 等が、 浮浪の 志士 を 糾合し、 地方の 農兵 を 募集し、 事を但 馬の 邊 隅に 起さう と 企 はだて た 第 一 の 目的 は、 前 

にも 述べた 通、 先づ 大和 義擧の 同志に 聲 援を與 へて 東西 相策應 し、 自ら 導火線と 爲 つて 時局 轉換を 促成す るに あつたの 

で、 已 等の 決擧の 後に は、 七 卿 主從の 一 園と 長 州 人との 大 活動の 行 はる- r の を 期待して ゐ ました。 顧 ふに、 八月 十八 日 

の 政 變の當 時 は、 一 般の長 州 人 も、 憤激の 情 さながら 烈火の 如く、 概ね 皆 即時に 大兵 を 擧げて 君側の 姦を掃 ひ、 七 卿 を 

擁護して 朝議の 復疋を 謀る の 意 を 抱かざる はなく、 留 りて 京都 大阪の 間にある もの は、 最も 急激の 計 劃 を 立てました。 

是れ村 W 次 郞三郞 野 村 和 作が 松 田 正 人 等と 相 謀り、 京都 大阪 より 同志 を 派遣し 兵仗 を 供給して 相當の 援助 を與 ふる を 約 

し、 頻に^ 馬の 義擧 を媒慂 した 所以で、 國臣 等の 計 劃 も、 主として 此 間の 事情と 關 係して をり ます。 前 月の 中旬に、 北 

坦西 村の 二人が、 藝 州の 田 中 軍 太郞と 同行して 何 馬に 入り， 大和の 同志に 應援 する の 急務 を說 き、 速に 義擧の 決 策 を 促 

した 時の 報吿 では、 烏 丸 大納言 豊岡大 藏卿は 有 栖川宫 の 令旨 を 申し 下され、 六十 餘 名の 浮浪の 志士と、 松 田 正 人 等 二十 

餘，. ^の 因 州 人と は、 但 馬に 參 つて 加勢 をす るし、 大阪の 長 州 屋敷より 兵仗の 供給 も すれば、 長 州 藩主 敬 親 公 父子 ま，、 七 

卿と 相 提携し、 大兵 を 擧げて 上洛 せらる X と 云 ふので すから、 衆の 意氣は 方に 振 ひまして、 策 を 決し 義擧の 期 を 定めた 

のでした。 當時 自ら 此報吿 を 聞いて 奮起した 入江 八 千兵衞 など は、 五 七 年の 後に なって、 猶ほ此 報告の 虚 摘であった こ 

とを唱 へまして、 遊說 者の 巧言と して ゐ ましたが、 善く 當 時の 眞相を 究めて みると、 此報吿 に は、 相當 の根據 も理. ^も 

あって、 必 すし も遊說 者の 一 時虚搆 した 說とは 認められ ませぬ。 謂 ふ 所の 六十 餘 名の 浮浪の 志士 は、 翌元治 元年の 六月- 


宫 部鼎藏 吉田稳 Is 等が w ひて 事を擧 げやう として， 池 田 Is の 事變を 生じた 八十 餘 人の 黨與と 種類 を 同う した 志士で、 八 

月 十八 日の 政變 以後 は、 絡え す 近畿の 地方 を出沒 して をり ました。 松 田 正 人 等の 一 派 二十 餘 人の 全く 空言でなかった の 

は、 生 野の 事 起った 時、 兵仗の 輸送 や 同志の 救護 等に 種々 の 助力 を與 へた 因 州 人の 行動より 見ても 分ります。 野 村 和 作 

が 大阪の 長 州 屋敷より 兵仗 を 供給す る 約諾の 實 行せられ なかった の は、 急に 相談 をして 但 馬の 義擧を 見合 はする ことに 

決した 故で、 始 より 實 行の 誠意な くして、 約諾 をした ものと は 全く 違 ふて ゐ ます。 野 村 等の 評議 をして、 促 馬の 義擧を 

見合 はすこと を 決した の は、 本闺防 長の 內 部に 種々 の 事情 を 生じ、 斯 かる 急激の 行動 を 援助す る は、 最も 困難 を 感じた 

爲 でありました。 

s§ が 澤卿を 奉じて 三 £ 尻 を 去った 十月 1 一日に、 下野の 岸上弘 雌き I 瞻 f 離 あす 肥 後の Jno 部 春 藏，, で I 時瞻傾 } ^ぼ 

；;! 稱の 二人 は、 京都より 來 つて 但 馬に 入り、 中島 太郞 兵衞、 太 田 六 右衛門、 入江 八 千 兵衛、 小山 六左衞 門と 相 見て、 京 

攝の 事情 を 吿げ、 暫く 義擧を 見合 はせ むこと を 求めました けれども、 各自ら 十九 日 を 以て 決定した 部署に 就き、 國臣北 

垣 も 己に 西 を 指して 出た 後で、 徂 馬に をる 同志ば かりで は 如何と も 措置し 難いので、 岸 上は此 事情 を 報告す る爲め 京都 

へ歸 り、 宮 部は狀 を國臣 等に 告げ、 善後の 策を議 する つもりで、 三 田 尻 を 指して 急行し ましたが、 此時國 臣^ は 己に 三 

田 尻 を 去って ゐ たので、 途中に 齟齬して 意 を 遂げ ませぬ でした。 

國臣は 三 田 尻に 到りて、 防 長の 藩 論が、 急發 輕 動の 策に 出る を 好まいで、 飽くまで も 慎重の 態度 を 取る を 旨と し、 京 

攝の 間に をる 野 村 和 作 村 田 次 郞三郞 等の 企圖と は、 頗る 相違して をる の を 認めました けれども、 適當の 時機と 手段と を 

得る に 於て は、 亦た 必す しも 相應の 援助 を與 ふる を辭 せぬ こと を 知りまして、 同時に 大擧 東上の 策 は、 三條公 はじめ 諸 

卿と 隨從  の 志士との 專 ら計晝 して をる 所で、 防 長 人の 間 また 此說 を贊 する 人の 多い のを審 にしました。 然うして auiw こ 
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Isl- を 起す の は、 獨り 大和の 同志に 聲 援を與 ふる 許りでなく、 或は 長 州の 大擧 東上 を 促す の 動機と もなら うと 思 ひまして、 

旁 X. 少壯の 一 團を伴 ひ、 澤卿を 擁して 三 田 尻 を 去った ので ありました。 

ところが 今や 大和の 篛攀は 全く 潰 敗し、 主 將中山 前 侍從の 行方 も 分らぬ と 云 ふ事實 始めて 明白と なり、 但 馬に 於て 急 

いで 兵を舉 ぐる 最 要の：： Z 的 は、 こ.. -に大 なる 遺算を 生じました。 抑. - 同志の 糾合 は、 大和の 應援を 謀る を 第一 の 趣旨と 

し、 始めて 勤王の 兵を與 した 義 徒の 滅亡 を 傍観す るに 忍びない から、 俱に 幾る \ ま でも 事 を擧げ て應援 をし やうと 云 ふ 

のでした。 

然るに 大和の $1 擧は、 事態 已に斯 くの 如く、 全く 潰 敗して 了って、 京都の 同志 も、 一先 づ 見合せ よと 云 ふ 意見で ある 

し、 地方の 人 もや はり 然 うだと すると、 伹 馬に 入って 事 を 擧げて も、 何の 望の ない こと は 分り切つ てるます。 そこで 國 

臣は _ ^ら 解散の 議を 立てた のです が、 戶原河 上 はじめ 少壯血 氣の輩 は、 飽くまで も 反對の 說を唱 へ、 澤卿 また 同意 をせ 

られ たので、 國臣 の議は 終に 行 はれませ ぬでした。 

戶原河 上等 は 主と なって 衆 を 率 ゐ澤卿 を 擁し、 天の 猶ほ 明けない うちに、 早く 船 を 命じ、 さつく と 川 を 遡り 行く 勢 

となって、 闽ほは 暫く 新 町の 旅館に 留 つて 苦心 焦慮し ましたが、 事情 こ- -に 及んで は、 勿論 それ は 別に 好き 工夫 もつ き 

1^、 ねます。 iOI ら澤卿 を說き 人々 を 誘 ふて 參 つた 形 行から して、 義 固より 棄て 去って、 獨り 自ら 全 ふす る こと は出來 ませ 

ぬ U 據 なく クチ^いで 衆の 後 を 慕 ひ、 一 日 後れて 追 ひっき、 斯くてみ す./ \ 萬 成算の ない 死地に 投じました。 此 間の 國臣の 

心. 第 は、 13:1- に諒 とせら る >r のであります。 


伹 馬の 義擧 一 

十月 十日の 朝早く、 新 町の 旅館 を 出で- -川を 遡った 澤 卿の 一行 は、 仁 生 野より 船を棄 て、 此 夜は屋 形に 宿りまして、 

翌十 一 日 は 京都の 貴人 姉 小路 五郎丸の. 主從 だと 稱し、 藝州 藩の 門閥 月 本 將監の 家臣 高 田 七 助 山 田 助 八郞の 名義 を 以て、 

通行の 先觸 狀を發 し、 沿道の 宿驛に 人馬の 準備 を 命じ、 一 通りの 行列 を 整へ て 屋形を 出で- -進 むこと 三 里餘、 先 づ生野 

近郊の 森 垣 村に 着きました。 

森 垣 村 は猶ほ 播州 神 東 郡の 域內 です けれども、 生 野 町 を距る こと 十餘 町で、 こ. - に延應 寺と 云 ふ 寺が あります。 本 多 

小太郞 小山 六 左 衞門は 嘗て 此 寺の 住持に 內談 をして 置いた と 云 ふので、 白石廉 作と 川 又 左 一 郞とは 先づ往 つて 住持 を訪 

ひ、 豫 ねて 本 多 小山の 二人より 相談 をした 京都の 貴人 姉 小路 五郎丸 殿 今日 來 着せられた 趣 を 吿げ、 生 野の 代官 所に 掛合 

ひ、 相當の 旅館の 都合 調 ふまで、 暫く 休息の 席 を 貸された いと 申し込み ますと、 住持 は 前以て 聞いて をる ことで、 何の 

懸念 もな く 快く 承諾し ました。 

然 うする と 間もなく、 三十 人ば かりの 一 行、 下に 居ろ々々々々 と聲を かけて 入って 來て客 座敷へ 押 通りました。 主將 

と覺 しき 人 は、 烏帽子 狩 衣の 装束、 おの づ から 威容 もあって、 尋常の 貴人と も 見えす、 附き隨 ふ 面々、 いづれ も 野 袴 を 

着け 長刀 を 横へ、 或は 鐵砲 を携 へたの も をれば、 穗槍 を杖づ いたの もゐ まして、 世の常の 行列と も 思 はれぬ で、 住持 は 

謄 を^ぶ して 驚 天し、 これ こそ 噂に 聞いた 大和の 落 武者 中 山 卿の 一 行で は あるまい 歟と 恐れ 戰 いて 狼狱 へました が、 今 

更斷 はり 得る 事情で もない ので、 唯 震 ひあがって ゐ たと 云 ふ 話であります。 

五六 三 
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此 朝闽臣 も 追 ひついて 一行に. みはりまして、 延應 寺に 入る と、 中島 太郞 兵衞、 太 田 六 右衛門， 小山 六左衞 門、 西村彌 

in, 宫本釆 女， 西 村 皮 兵衞、 習田^„^兵衛、 吉井定 七 はじめ、 美 玉 三 平、 入江 八 千兵衛 など も- 追々 馳 せっけて 來れ 

ば、 ^藤 龍 太 郞も劍 道の 門人 十五 名 を 連れて 來 まして、 一行に 加 はりました。 併しながら、 但馬 では、 京都の 方の 報吿 

に 依り、 義舉の 策 は 一先 づ 全く 見合 はされ たものと 解し、 諸種の 準備 を も 停止して ゐ たので、 澤卿 一 行の 急に 來 着せら 

れ たの を 聞いて 驚く と共に、 澤 卿の K 仃 は延應 寺に 着いて、 來り 集る 人數の 思の 外に 少く、 且つ 兵仗 等の 用意の 全く 調 

ふて をらぬ の を 知って、 大に望 を 失 ひ、 斯くて は 事 を擧げ ても訟 なければ 寧ろ 解散す るの が 宜しい との 說 ふた- r び 起り 

ましたが、 戶原河 上等 は、 依然として 縱令斃 れても 一 たび は 事 を擧げ ねばなら ぬと 唱 へまして、 進んで 生 野の 代官 所に 

：3 らうと します。 そこで 阈 臣は澤 卿に 相談 をし まして、 本 多 小太郞 を案內 として 白石廉 作と 川 又 左 一郎と を 遣り、 澤卿 

の 書 を^ら し、 先づ往 いて 代官 所 を 借り、 澤 卿の 旅舘 とする こと を 謀らし めました。 

元來但 馬の 義擧 に與 つた 地方の 同志 は、 概ね 皆 代官 所 支配の 公役 を 奉す る 農 商で、 代官 以下の 役人 は、 平素より 幕府 

の 職：：：； として、 同志の 深く 尊敬 も すれば 親眤 もす る 人でした。 就中 代官の 川上 猪太郞 は、 豫 ねて 尊王の 志 を 抱いて ゐた 

と稱 せらる、 相應 5 人物で、 且つ 政治 も宜 きを 得て 頗る 人望が ありました。 密に 旨を屬 僚に 授けて 農兵の 組織 を贊助 

し、 また 美 玉 三 平 及び 國臣等 を 物色す る 捕手の 耳目 を 障へ、 陰に 同志 を 庇 保した こと は、 猶ほ 極めて 新な 事實 です。 旁 

旁 地方の 同志と 代官 所との 關係 は、 最も 圓 滑で、 大和の 義擧 の始に 於け る 五條の 代官 鈴 木 源內と は、 固より 同視せられ 

ませぬ。 殊に 本 多 小 太郞は 素と 江 州の 產 です けれども、 久しく 但 馬に ゐ まして 代官 所の 信任 を 受け、 情誼の 甚だ 深い 間 

柄でした。 然うして 此時 川上 は備中 倉敷の 代官 所に 赴いて 生 野に は 居り ませぬ でした。 

そこで 代官 所 を 借りて 澤 卿の 旅館と する 評議と なりまして、 白 石と 川 又とが 使命 を 受けます と、 本 多 は 代官 所の 武井 


庄三郞 を 己の 旅 宿 姬路屋 に 請 じ、 密に 事情 を 語って 相談 をし ました。 武井は 最も 難色 を帶 びて、 澤 卿の 表 向の 書 を^ 領 

して 取 計 ふと すれば、 自ら 相當 の手鑌 をして 上の 役所へ 申出て 認可 を經 なければ ならぬ ので、 事 甚だ 面倒で 難しい。 寧 

ろ 我等 限りの 周旋で 適當の 旅館 を撰定 し、 滞留の 便利 を 謀る のが 宜しい。 必 すし も强 ひて 代官 所 を 借らる 、必要 は ある 

まい。 唯 暫く 滯留 せらる、 に 足るならば、 何處 でも 可から うと 申しました。 白 石 川 又の 二人 また 然 うだと 同意 をして、 

延應 寺に 歸 つて 復命 をし ますと、 澤卿等 も 納得して 之 を 容れ、 名 を 生 野の 見物に 托し、 衆 を 率 ゐて延 應寺を 出で、 武井 

の撰定 した 富豪 丹波屋 五郎右衛門の 家に 移られた の は、 此 日の 晚景で ありました。 

時に 澤卿は 猶ほ姉 小路 五郎丸と 稱し、 國臣は 佐々 木將 監と稱 し、 河 上 は 南 八 郞と稱 し、 此他も 多く は 思々 假稱の i: 名 

を 用 ひました 0 

新くて 澤卿 以下 悉く 生 野の 旅館に 移られ ましたが、 戶原河 上等 は猶ほ 足れり としませ ぬ。 飽くまで も 代官 所 を 奪 ひ 取 

つて 本營 とし、 據 りて 直に 兵 を擧げ むとし、 1; 臣等 は、 暫く 穩 かに 事 を處 して 時機 を 待つ が 可い と 申しまして、 此夜硬 

論 軟論 また 紛々 として 起り、 國 臣と戶 原と は、 互に 激語 を 放って 相爭 ひ， 怒聲 外に 聞 ゆるの 有様と なって、 澤卿は 裁決 

が 出来ない のに 困って 窘 窮の餘 り、 自ら 腹 を 屠って 死なう と 言 はれた と 云 ふ 程の ことでした。 

然うして 硬 論 終に 勝 を 制し、 事を擧 ぐるの 議行 はれまして、 河 上 彌巿は 自ら 部 兵 十 人 を 率ゐて 即時に 駿 起し、 代官 所 

の 正門 を 犯して 侵入し、 露 匁 を 以て 元締 役の 江川 藤七郞 を取圍 み、 直に 家屋 を 明け渡し、 且つ 蓄 ふる 所の 金穀 武具 を 出 

さむ こと を 迫りました" 事變 急に 發 して 江川 は 如何す る 道 も ありませ ぬから、 河 上の 言 ふが ま \ に 都べ て 承諾し まして 

役所の 內の 文書 は、 他に 移して 保護 を 加 ふるの 自由と、 兒 女僕隸 をして 衣服 調度 を携帶 して 去らし むる 猶豫と を 求め ま 

した。 河 上等 また 悉く 承諾し、 その 處置略 ぼ 了 はるを 待って、 全く 代官 所 を 占領し、 狀を吿 げて澤 卿を迎 へたの は 十二 
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E の隨 でありました。 澤卿は 衆 を 率ゐて 代官 所に 入り、 定めて 本陣と せられました。 

是に 於て、 代官 所の 蓄 ふる 所 を 吟味し、 鑀兜 上下 五十 三 具、 鐵砲 五十 挺、 大筒 三 挺、 槍 三十 一筋、 薙刀 五 振、 乘馬 一 

頭、 並に 金 一千 三百 五十 兩、 米 五十石 を收 め、 同時に 町內の 商人 を 呼び出して、 急に 旗 職 紋章の 類 を 製せ しめ、 また 米 

1, は 洒醫の 調達 を 命じ、 斯くて 陣營の 形 は 稍 や 初めて 成りました。 

代官 所の 屬僚 使丁、 また 概ね 衆の 意 圖を承 順し、 勉めて 事 を處理 しました。 これ は必 すし も獨り 衆の 威力 を 畏れた 許 

ではなく、 隣 近 諸侯の 來援を 待つ の 11、 成るべく 暴發の 災害 を 避く るの 趣意より 出た の だと 申します。 

後；：： になって、 代官 川上 猪 太郞の 報告した 文書に よると、. 唯 金 千 三百 五十 兩と米 五十石と を 交付した 様になって ゐま 

すが、 併せて 所藏の 武具 を 提供した の も. 事實 でした。 騷動 鎮定の 後、 此 種の 武具 は 概ね 代官 所に 復歸 したので、 報告に 

は 除外した のかと も 思 はれます。 國臣河 上等の 一時 着用した 鎧 兜の 頗る 美しかった と 云 ふ 話の 淺 つて をる も、 此 時牧容 

した ものと 見えます。 

1： 臣は始 より 解散の 議を 立て、 前夜まで も 勉めて 溫 和の 措置 を說 きました けれども、 事態の 決裂 こ X に 至って は、 萬 

死の 大 拙策 を 取って、 義を唱 へ 兵 を 擧げ、 澤 卿の 最後に 殉す るの 一 途を餘 すの みとな りました. - これ寇 に騎 虎の 勢 止む 

ベく もなかつ たので ありました。 

伹 馬の 義擧. 二 

十二 日、 <fr' や 事態 己に 斯の 如く、 義擧の 決行 到 庭 己むべからざる 勢と なった ので、 一 同は此 日より 急いで 手 を 著け、 


農兵の 招 募と 輜 重の 經理と を 謀りました。 

先づ 命を傳 へて 近傍 諸 村の 庄屋 組頭 長 百姓 等 を 本營に 集め、 澤 卿は營 中の 士 四十 餘 人を陪 座せ しめ、 威儀 を 整へ て 衆 

を 引見し、 自ら 大意 を吿 げられ、 國 臣は續 いて 公然 卿の 名を署 された 論告 文 を朗讀 し、 猶ほ 口頭 を 以て， 幕府が 數ば 天 

皇の 詔に 背き、 深く 寖 襟を惱 まさせ 給 ふよし を說 き、 守護 職 松 平 肥 後 守 等が、 朝 旨 を 矯めて 正論の 諸 公卿 を 返け、 御 親 

兵 を 追 ひ 退けた 爲め、 今や 天皇 は^ 賊の 中に 孤立し 給 ふこと に 及び、 皇國の 臣民たら む 者、 身命 を擲 つて 報 効 を 謀る は 

唯此 時に あれば、 早く 馳せ 集って 大義 を體し 王事に 勤めねば ならぬ と 諭し、 また 衆は是 より 幕府の 管領 を 解いて 朝廷の 

直轄 せらる 、臣民と し、 地租 は 暫く 半減し、 帶刀は 自由に 任 かする を 吿げ、 衆 は 唯々 として 畏 つて 返き ました。 然 うし 

て 農兵の 招 募 を擔當 した もの は、 思々 に 諸 村落の 間 を 奔走し まして， 或は 事理 を說き 或は 脅威 を 加へ て 促した ので、 遠 

近相傳 へて 號令を 奉じ、 或は 金 穀を獻 じ 或は 勞役を 供して 來り 集り、 競 ふて 志 を 致し カを盡 くす もの， 頓て 数百 人と な 

り 軍容 漸く 成り、 人心 また 頗る 振 ひました。 澤卿 一 同と 評議 をせられ まして、 各自の 職掌 を 定め 內 外の 任務 を 分 たれ ま 

した。 國臣は 多田彌 太郞、 河 上彌巿 と共に 評定 衆の 名を帶 びて 澤 卿の 帷幕に 參謀 となり、 機務 は國臣 主として 當り まし 

た。 美 玉 三 平、 中島 太郞 兵衞、 本 多 小 太郞は 節制 方と なって 農兵の 指揮に 任じ、 戶原卯 橘 は專ら 器械 方の 事務 を 管し、 

北垣晋 太郞、 蒸田與 一 郎、 太 田 悟一 郞、 長 曾 我 部 太 七郞等 は、 農兵 招集の 事に 當り、 小 闽 謙藏、 小川 愛之助 等數人 は、 

兵粮 方と なり. ました。 小國 小川 は 代官 所の 地 役人で したが、 翁 ほ 糧食 給養の 事に 當 りました。 藤 四郞、 三 牧謙助 は 書 役 

の 名 を 以て 文書の 往復 を 掌り、 高 橋 甲 太郞、 田 岡 俊 三郞、 深 尾 源 次 は、 漂 卿の 近習に なり、 入江 八 千兵衞 も、 雞刀 持と 

して 懌 卿に 近侍し ました。 

此外 また 各. -檐當 する 所がありまして、 進 藤 俊三郞 は、 野 村 松 田の 意 を 受け、 篛擧は 一先 づ 見合 は せらる- - つもりで 
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歸 つて 來 ました けれども、 今や 忽ち 事 を 起す に 決した ので、 兵仗 を 運輸す る 用を帶 び、 晝夜 兼行して 京都に 向 ひ、 吉井 

定 七は是 より 先き 大和の 同志と 策應 する 爲め、 一 たび 出て 往き ましたが、 當時諸 藩の 合 圍已に 全く 成り、 如何しても 同 

志に^ 息 を 通す る ことが 出來 ない ので、 {仝 しく 歸 つて ゐ ましたから、 これ も 近畿の 義徒を 糾合して 迎へ來 やうと、 急い 

で 京都に 向 ひ、 11 田 元 良 は火藥 購入の 用を帶 び、 丹 波 を 指して 出ました。 人々 の 奮 ふて 事に 當り カを盡 した 情況 自ら 思 

はれます。 

此日、 澤 卿の 名 を 以て、 衆に 訓示せられ ました。 十四日に 軍 伍 を 編成し、 同日の 夜 此地を 去り、 丹 波路 を 取って 京 f 

に 出で、 中 山 前 侍從の 行方 を 索め る、 若し 行方の 分らぬ 時 は， 前 侍從を 攻め 圑んだ 諸侯と 一 決戰を 試みて 死す る。 そこ 

で 一 行の 此 地に をる の は 十四日 限りと 知らねば ならぬ と吿 げられ ました。 此 日に 斯\ る 訓示 を 出された 理由 は、 明白で 

ないです が、 太 W 六 右衛門 木 下 市 右衛門 を 使者と して 出 石 藩に 差遣 はされ た事實 から 見る と、 これ 或は 隣 近 諸侯の 來襲 

を 緩べ、 その 間 を 以て 戰 闘の 準備 を 整 ふる 策で ありませ う。 

太 S 六右衞 n 木下巿 右衛門の 二人 は、 命 を 奉じて 使者と なり、 上書 を 齎らして 出 石 藩 を 指して 赴きました。 此時太 田 

は 氏名 を變 じて 荒 川 主計と 稱し、 木 下 は 山 本 左 近と 稱 して をり ます。 

去 八月 十八 日 京都 變動 之義に 付、 三 條西殿 始御七 卿、 長 州え 御 下向に 相 成、 段々 宰相 殿御 父子 共 御 相談 之 上、 只 

管 朝廷え 御 嘆願 被 A 成 度 候に 付、 此度澤 殿 爲こ惣 代 1 上京 被レ致 候處、 當 節柄嚴 重に 御 固 も有レ 之、 自然 不慮 之義出 

來候而 者、 御 歎願 之 主意 も 徹底 致 兼、 旦 朝廷え 對し 奉り 深く 心配 被い 致 候 間、 一 先 御家來 京師え 被-差 登 T 御 模様 

次第、 即刻 上京 被 レ致候 御 心底に 有 レ之候 間、 夫 迄 之處、 生 野 代官 所-一 滯留 被レ致 候。 尤隨從 之 者 共 末々 -至ル 迄、 妄ケ 

間 敷 義無レ 之康、 急 度 被-申 付 置 1 候。 自然 御 不審 之 義有レ 之候而 は、 如何 敷 被 レ存候 間、 此段內 々被 ご 申入 置 1 候 ie^。 


幕府 古来の 制度 上、 代官 所に は 兵備が ありませ ぬから、 管內 非常の 警衛 は 隣 近 諸侯の 責任で、 生 野 代官 所の 警衞 は、 主 

として 出 石 藩の 擔當 する 所でした。 是 より 先、 出 石 藩 は 生 野 地方の 民情 平 穩 でない の を 知ケ、 士卒 を 派遣して 不虞 を戒 

め やうと 提議し ましたが、 生 野の 代官 所 は、 却て 人心 を動搖 せし むる を 慮り、 暫く 形勢 を 窺 ふつ もりで、 一 たび 派兵の 

猶豫を 求めた 事情 も ありました。 旁. - 代官 所の 11?. 略せられ たこと を 聞いて、 第 一 に 先 づ兵を 動かして 来る もの は、 固よ 

り 出 石 藩です から、 斯くは 特に 使者 を 遣って、 此 趣旨 を疏 明した ものと 見えます。 

併しながら 一 方に は、 公々 然として 最も 急激な 義擧の 宣言書 を發 し、 京都の 守護 職 松 平 肥 後 守 を 篤って、 偽に IK を 戴 

かざる の 翳と 稱し、 明かに 幕府 を 貶 斥す るの 意思 を 示して ゐ まして、 斯の 如く 耳を掩 ふて 鈴 を盜む やうな ロ實を 以て 出 

石 藩 を 誑かし、 安閑と して 代官 所に 落ち着いて 居られぬ の は、 何人で も 最も 解り 易い ことです。 それで 太 田と 木 下との 

窗 らした 使命 は、 或は 出 石 藩の 出兵 を數日 後れし めて 戰鬪の 準 慵を整 ふるの 策 かと も 見える のです が、 若し 然 うでな か 

つたと すれば、 代官 所の 本陣で は、 硬軟の 論が 翁 ほ 全く 決し 象ね て、 I 方に は斯 かる 姑息の 手段 を 取り、 寸時の 安を偷 

むこと を 謀った もので せう。 

1： 臣が 代官 所の 本陣に 於て 朗讀 し、 i つ 口頭 を 以て 趣旨 を 敷衍した と 云 ふ 宣言書 は、 即ち 斯うであります。 

五六 九 


五 七 3  , 

1 、 先年 開港 以來御 1 體 を奉レ 汚、 小 民 共 困窮に 至り 候 を 御 憂慮 被 レ遊、 度. -關 東へ 攘夷 之 勅； S を 被 レ爲レ 下 候 得 共、 

終に 不レ奉 一一 叙 旨 T 屢. - 朝廷 を 奉-一 蔑 如 1 毒： 樂等. V 獻じ 候處、 依， i 

皇祖： 大神之 保護 1 , 玉體 無レ恙 被い 爲レ在 候。 然處去 八月 十八 日、 奸賊松 平 肥 後 守 始偽謀 之 輩、 禁 門に 亂 入し， 關白 

を 幽閉し、 公卿：. 義の御 方々 之 參內を 止め、 御 親 兵 を 解放し、 曾路を 隔絶し、 恐 多 も 

今上 皇帝 逆賊 之圍 中に 被 レ爲レ 在、 實に 千秋 一 時 之 大厄 を釀 し， 恣に三 倏公始 毛 利 宰相 父子 を 致 ニ處置 1 候 始末、 不 

俱戴天 之讎に 候。 鳴 呼、 率土 之濱、 誰 人歟不 -1 涕泣 一哉。 男子た る 者， 膽を 張り 身を拋 っは此 時に 候。 但馬國 者 人 

民 忠孝 之 志 厚く、 南北朝 之 時節に 茂、 賊足 利に 與 せす、 皇威を 揚げ 國體を 張り 候條、 被 二 

聞 召 1 兼 而賴母 敷 奇特に 被 二 思 召 一 候。 n 十 々馳 集り 大義 を 承り、 彀慮を 尊 奉し 奸賊を 退け 可 レ奉レ 安二 宸襟 1 候 事。 

文久 三年 亥十 月 十二 日 

澤主水 正 宣 嘉 

但馬 國舊家 有志 人 々 へ 

文^ は粗雜 ではありまして も、 但 馬の 義擧 の義擧 たる 所以 を、 百世の 下に 炳焉 たらしむ る 一 種 出色の 好 宣言で、 當 時の 

志士の 感情と 思想と は 善く 分ります。 幕府の 罪 案と して 記した 事實に は、 尠 からざる 誤謬 を 混淆して をる としても、 正 

々堂々 として 幕府 を 論難し、 義徒を 招 募して 事を擧 ぐる 现由を 明白に 宣曾 したの は、 彼の 大和の 義擧に 於け る 同志の 宣 

言と 共に、 最も 注意せ ねばな り ませぬ。 これ 蓋し 德川 氏の 霸政行 はれて 以來、 公然として 幕府の 罪 を 鳴らし、 勤王の 兵 

を 起して 討た うとした 唱 首で、 國臣 よりして 視 ますと、 實に 多年の 素 願で ありました。 


十三 日 は 此宣首 書 を處々 に揭 示し、 汎く 地方の 庶民 をして 義擧の 趣 ilH を 知らし め、 且つ 榜例を 更め三 個條の 規約 を定 

め まし. UO 

投 . 

1 、 從ニ 

天朝 1 被， I 仰 付 1 旨 可- 1 相 心得 1 事。 

1 、村 中 一 和 可 A 爲 n 肝要 一事。 

1 、 火 之 用心 肝耍之 事。 

文久 三年 亥十 月 十三 日  神  領 

條目 極めて 簡素で、 漢の 高祖 洛に 入って 法 三 章 を 定めた のに も 似て ゐ まして、 第一 に先づ 天朝の 察 を揭げ 出した の は、 

當 時の 義擧の 面目、 自ら 躍如と して 現 はれます。 此外 また 同じく 褐 示せられ たと 云 ふ 宜吿も tg つて ゐ まして、 當 時の 義 

徒の 企 11 と 意思と を 知る に 足る のであります。 

1 、 是迄關 東 支配の 代官 所 は 勿論、 京都 近傍の 領地 御高 百 萬 石. 天朝 守護の 爲貢獻 之 事。 

1、 貢獻高 百： M 石の 內、 五十 萬 石 は 地元 百姓に 被レ 下、 是迄之 定法 半年 貢 取 立 之 事。 

1、 定法 建 替之上 は、 以來 地下 百姓 共 天朝 御 Id 民 御家來 同様に 御 扱 被， 下 候。 帶刀 勝手次第、 尤 農業 相勵、 其 暇 

に は 武藝心 懸專耍 之 事。 
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右 者此節 神州 御 吉例に まかせ、 御 定被レ 置 候。 疋篛 用修之 輩、 皇國尊 奉 之 機 節、 若 不屆之 者有レ 之に 於而 者、 忽可レ 

加 n 天誅 1 者 也。 此 旨 難 レ有拜 受可& 事。 

ー亥 十月 十三 日  神铲 

前 に^めた 投 と共に、 質 直 單純を 極めた もので、 實 行の 案と して は、 何の 價値 もない 空想です けれども、 此 種の 論吿宣 

霄の 間に 發 露した 尊王 斥覇の 感情と 思想と は、 浮浪の 志士が 草萊の 農民と 力 を 合 はせ て、 討幕の 兵 を擧げ むとした 篛擧 

の 精神 を 示して をり ます。 然うして 斯 か-. -る 質直單 純の 思慮 を 以て 兵 を 起した のです から、 一 日に して 計 S 忽ち 破れた 

の は、 宽に餘 慎の ない 事情でした。 

此日、 太 W 六 右衛門、 木 下 市 右衛門の 二人 は、 口上書 を 齎らして 出 石 を 指して 行く 途中、 養父 郡の 米 地 村に 於て、 出 

石 藩の 荒 川 庄兵衞 の 人 數に捕 へられ、 二人 は 使者た るを稱 して 辯疏 しました けれども、 顧みられないで， 直に 拘を 受け 

ました。 これ は義 徒の 同志の 囚 はれた 始 であります。 

伹 馬の 義擧 一一 1 

義擧の 同志が 迫 c- て 生 野の 代官 所 を ひ、 定めて 本陣と すると 間もなく、 隣 境の 諸 藩 兵 を 出して 來り攻 むる と 云 ふ 風 

聞が あって、 十二 日の 午後に は、 此說は 愈. - 盛んと なりました。 

そこで 外 は 守 卒を四 境の 耍處に 遣って 出入 を 警察し、 內は 專ら防 守の 策 を 評議し ました。 農民 は 多く 集っても 給與す 


る 兵器 はなく、 指揮 を 掌る 部將も 乏しい ので、 槪ね 用. ど爲 しませぬ。 加 ふるに 生 野 は 自ら 守って 敵 を 担ぐ に は、 極めて 

適しない 地勢で あるので、 先づ 他に 相當の .£1- 害 を 撰んで 本陣 を 移す が 宜しい とい ふ 評議と なり ましたが、 澤卿 及び 卿の 

左右に をる 人々 は、 始めより 戰意 のない 所から して、 評議 は 容易に 決し ませぬ。 然ぅ 斯うす るう ちに、 十三 日の 午前と 

なって、 出 石 藩の 兵 は、 已に生 野 を 指して 進み、 姬路藩 また 遠から す 兵 を 出さう とする 情報が 聞え ました。 そこで 河 上 

彌市は 自ら 出で- r 地勢 を 視察し、 出 石 藩の 兵の 北より 來 るの. -迎 へて 戰は むこと を 欲し、 中島 太 郞兵衞 を 東 道と し、 三 

田 尻から 伴 ふて 參 つた 手兵 十 人と 一隊の 農兵と を携 へて 山 口村に 赴きました。 地方の 同志 木 村 治平、 宮本釆 女、 ra 次 米 

吉郞 右衛門、 西 村庄 兵衞、 西 村 五兵 衞、 it 井三郞 右衛門、 西 村 戴右衞 門、 西 村 市郞治 等の 一 圑、 檄に應 じて 生 野に 赴く 

途次、 また 山 口村 を 通って 相會 しました。 

山 口村 は 生 野 を 北へ 距る こと 二 里 許の 所で、 出 石 街道に 當 ります。 妙 見 山と いふ 山が あって， 地勢 は 頗る 防ぎ 守る に 

適して をり ます。 河 上等 は、 こ に 敵を迎 へて 一 合戰 をし やうと 決しました。 

此 時國臣 また 自ら 一 方面に 常り、 姬路 藩の 兵の 南より 來 るの を 防ぐ つもりで、 先 づ藤四 郞三牧 謙 助の 二人 をして 各 A/ 

1 隊の 農兵 を 率ゐ、 播州 口の 要衝 を 警戒せ しめ、 己れ は猶ほ 本陣に 留 つて 防 戰の事 を 謀りました。 

世の中 はよ し足曳 の山樱 

ちる こそ 花の 心なり けり 

これ は當 時の 歌で、 作者の 決心 を 見る に 足る ものです が、 第 一 の 本陣の 方で は、 闽 臣の 苦心 焦慮 を 無み して 解散の 說を 

退け、 成敗 は 問 ふ 所でない、 唯義の 爲に戰 ふて 死ぬ る 許り だと 大 威張に 威張って、 飾 摩の 新 町より 衆 を 率 ゐて來 られた 

元帥 は、 國臣 などの 重立った 人 々に は、 聊か も 知らせす、 いつの 間に か 近習の 士四五 人 を つれ、 夜に 紛れて 落ち 失せら 
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れ ました。 

長袖 者の 議論ば かりの 男氣 は、 動 もす ると 此れ だから 困る のであります。 國 臣も豐 岡の 拘囚 中、 嘗て 一 たび 這 裡の心 

情 を 語 つて 死.^ を 失く した こ と を 嘆 じました。 

斯くて、 但 馬の 義擧は 三日天下 となって、 忽ち 瓦解し ました。 

澤宣嘉 卿 の 奔竄 ぐ」 義擧の 潰 敗 

澤 卿の 左右に 近侍す る 高 橋 甲 太郞、 E 岡 俊 三郞、 深 尾 源 次 は， 大事の 遂げ 難き を 知り、 諸 藩の 合圍 未だ 成らざる うら 

に、 n 十く 脫 走す るが 得策 だと 申して、 ふた- -び 解散の 說を唱 へ、 多田彌 太郞、 入江 八 千 兵衛も 同意で したが、 河 上白 石 

等 は 山 口村に ゐ まして、 獨り 本陣の 人ば かりで 評議 を 決せられ ませぬ ので、 澤卿は 仙 田 淡 三郞を 使者と して、 山 口村に 

急行せ しめ、 意 を 河 上白 石 等に 致して 歸るを 促されました。 河 上白 石 等 は 依然として 死守の 說を 執り、 未だ 一 戰をも 交 

へぬ のに、 { 仝 しく 解散が 出来る もの かと、 頑として 肯す るの 狀 なく、 却て 澤 卿が 山 口村に 來て 本陣 を 移さる- r こと を 促 

しました。 仙 田が 生 野に 歸 つて 事の 次第 を 復命す ると 議論 また 紛々 として 起り ました けれども， 解散の 議は 終に 行 はれ 

ませんで した。 そこで 國臣は 出で、 播州 口の 守 線に 就き、 藤四郞 等と 防備の 事 を 謀りました、 中島 太郞 兵衞、 黑田與 一 

郞、 横3^友次郞、 本 多 小 太郞、 大川 藤藏、 木 村 愛之助、 中條 右京 等 は、 美 玉 三 平、 戶原卯 橘 等と 共に 各. -擔當 の 箏を執 

り、 概ね 出で \ 外 にゐ ました。 留 つて 本陣に 居る 者 等 は、 元帥の 特旨 を 以て 賜った 慰勞の 酒に 飽 いて 醉 臥しました。 ， 

夜に 入る と 澤卿は 自ら 往 いて 防備の 情況 を 視察す と稱 し， 多 田 高 橋 田 岡 深 尾 入江の 近習 五 人を隨 へ、 小 國謙藏 を 東 道 


として、 密に 本陣 を 出 でられた ま- -， 時 久しく 移っても 歸 つて 來られ ませぬ。 已 にして 蔡を 以て 卿の 居室 を 伺 ふ ものが 

あって、 衣服 調度が 座 上に 取り散らされて をる の を 見て、 狀を 衆に 告げました。 外に 出て をる もの は 急ぎ 馳せ歸 り、 醉 

臥して をる もの は、 愕き 醒め、 始めて 卿の 一 行 五 人、 密に 落ち 失せられ たこと を 知りました。 

元來 今度の 義 擧の覺 束ない こと は、 播州の 飾 摩に 着いた 當 時より、 全く 知れ 切って ゐ たの を、 澤 卿が 飽くまで も 成敗 

は 問 はぬ、 唯 斃れて 後の 志 を きいで 興る もの を 待つ のみ だと 言 はれる ので、 河 上戶原 等の 硬 論 も 行 はれまして、 こ-^ ま 

で來て 事を擧 げたので す。 然るに 元帥 はやく も 出し 拔 いて 落ち 失せられて は、 衆 は 如何と も 致 方 はあり ませぬ。 人. 今 

は 死 場所 もない と 云 ふ 事情に なりました。 

是 より 先， 北垣晋 太. 邵は 農兵 招集の 用を帶 びて 己れ の 村に 歸 つて ゐ ましたが、 此日は 山 口村に 到り 河 上等と 察 を談じ 

て 說が合 はぬ ので" 澤 卿に 謁して 意見 を 述べ やうと 思 ふて、 夜に 入って 本陣に 來り、 澤 卿の 落ち 失せられ たの を 知った 

ので、 衆と 相 謀り 急使 を馳 せて 事情 を 告げました。 國臣等 は 報 を 聞いて 馳せ 回へ り、 直に 一 同の 進退 を 協議し ました。 

北 垣が 晚年 維新 史料 編 S 、會に 於て 講演 せられた 所に よると、 澤 卿の 落ち 失せられた 時、 本陣に 留 つて ゐ たの は、 戶原 

卯 橘と 横 田 友 次郞と 二人で、 此 二人が 外に 出て- - をる 同志 を 呼び集め たの だと 申します。 

これ も 北 垣の 記憶に よると、 本陣の 最終の 評議に 列した の は、 國 臣に戶 原、 横 田、 それから 三 玉 三 平、 藤 四郞， 本 多 

小 太郞、 中島 太郞 兵衞、 及び 北 垣 を 加へ て 約 七 八 人の やうです。 しかし 美 玉 は 此時は 山 口村の 方に 參 つて をる 形跡 も殘 

つて ゐ ますので、 北 垣が 美 玉を數 へられた の は、 或は 記憶の 誤りで ありませ う。  ゆ 

此時、 隣 境 諸 藩が 兵 を 動かして 來り 迫る 噂 は 盛んに 行 はれて をる し、 今 また 元帥 は 落ち 失せられ たので、 人心 は： S 惑 

し、 全く 解體 して 了って、 腹 を 切る 敷 立 退く 敷と 云 ふこと は、 縫 ほ 多少の 議論 はあった 模様です けれども、 國臣は 居り- 
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合 はせ た 11： に 向 ひ、 我々 は澤 卿の 決心の 堅い のに 感服し、 どこまでも 卿と 志 を 共に し 死 を 同じく する 覺 悟で 事 を擧げ 

た 次第で あるが、 斯うなる 上から は、 我々 のみ 踏み 止って、 犬 死 を 遂げた とて 何の 詮 もない、 天下の 事 は 今日に 限らぬ。 

こ.. r で 腹 を 切って I 死る k よりも、 お 互に 暫く^れ て 思 ひくに 隱れ 潜み、 後日 を 期して 更に 謀ったら、 如何で あらう と、 

淚を §： ふて 相談に 及びました。 

一同 も 悲愤の 情に 堪へ 兼ねて、 慨然と して 暫く は 答 ふる 言葉 もありませんでした けれども、 然 うかと 云つ て^に 處す 

る 道 もない ので、 結局 いづれ も 遺憾ながら 國臣 の說に 同意 をし まして、 一先 づ 解散す る ことに 決しました。 然 らば^れ 

の滔を 酌んで 名 殘を惜 まう と 云 ふこと になって、 臺 所の 方に あった 猪 5 頭 を 持 出し、 それ を 切り取って 下物と して 杯 を 

差 交 はし、 期くて 思 ひ/ \ に 志す 方 を 指して 立 退きました。 

闽臣は 最後まで 居殘 つて、 諸 辜の 後始末 をな し、 代官 所の 地 役人 を 呼び出して、 宿 陣中 厚い 世話 を〉 父け たこと を先づ 

謝し、 改めて 代官 所 を 引渡す 由 を 告げて 返附の 手績を 遂げました。 これらの 處 I 腔 は、 闽臣が 後日まで も 但_ 港の 地方に 於 

て 好い 評判 を せらる- - 話の種と なった もので、 傍に 太刀 を 持った 1 人の子 供 を 侍せし め、 己は將 几に 腰 を 掛け、 威容 儼 

然として 代官 所の 地 役人に 應 接した やうな 噂も淺 つて をり ます。 装束な どの こと は、 ^に 話も傳 はって ゐ ませぬ が、 平 

生より 尋常に 異 はった 嗜癖を 持った 人 だし、 評定 衆 佐々 木將監 としての 最 の應 接です から、 それ 相 應の考 へ をして、 

多少 は れ やかな 風であった かも 知れませ^。 

藤 1： 郞は^ 臣が 竹馬の友で、 三^ 尻より 加 はって 但 馬の 篛 擧に與 みした のです。 藤の 話と して 間く 所に よると、 生 野 

で 蔡を擧 ぐる 時， 藤 は 播州 口の 防備に 當り、 十五 人 か 二十 人ば かりの 農兵 を^って 一手の 頭と なり、 さながら 十 萬 石の 

大名に も 取 立てられ たやうな 心 持で をり ましたが、 大 將先づ 落ち 失せ、 烏 合の 兵忽 散 じ 去って、 やがて 危難 身に 迫ら 


うとす るの を 知る と 、急いで 生 野の 本陣に 馳せ 回へ り、 元來 極めて 機敏の 人物です から、 阈臣と 同じく 此國む 地理に 眛ぃ 

ので、 敵 兵の 守備 線 を 避けて 逃れ出る のは雞 かしく、 躊躇 遂 巡して は 到底 生擒 せらる、 外 はない と 思 ひまして、 ぉ路_^； 

の 兵が 未だ 義擧の 瓦解 を覺ら ぬで、 警戒の 猶ほ 疎な うちに、 正面の 播州 街道 を 突破して 逃れ出る の を 得策と しまして、 

國臣を 促し、 急いで 俱に 走らう としました。 國臣は 貴公 は 然うして 早く 此處を 立 返き なさい、 自分 は 猶ほ用 も あ n ば考 

へ も あるから、 gc く 後に 殘 つて をる、 些 しも 心配に は 及ばぬ と 申して 悠々 として 動かう としない ので、 藤 ま疾聲 その 大 

迂愚 を 罵ります けれども、 如何しても 聽 かぬ 所から して、 餘儀 なく 堀 六 郞と仙 田 淡 三 郞とを 伴 ふて 走り、 竟に 首尾 好く 

逃れて 免る \ こと を 得ました。 

藤 は 後に 數ば此 時の 狀を 語り、 國臣が 己れ の 說に從 はないで、 自ら 死地に 投じた こと を惜 んでゐ ましたが、 然 かも 動 

作の 泰然自若 として 談笑 平素の 如く、 毫も 狼狽 周章の 風の なかった の を嘆稱 し、 國 臣が斯 かる 場合に 從容 として 聊か も 

慌てす、 然うして 最後まで も 踏み 止った の は、 多數の 人に 重んぜられ 頭領と して 仰がれた 英雄の 貫目で、 自分 達の 遠く 

及び難い 所で あらう と 悟りまして、 從 遊の 子弟に 此の 話 をして、 汝が楚 英雄と ならう と 思 は i -、 善く ニ郞 擧 ベと 申し 

たと 云 ふこと です。 

こ れも 國臣が 代官 所 を 立 退く 時の 態度 を 想 ふに 足る であり ませう。 

生 野の 退去，、」 就縛 1 

國臣は 代官 所の 本陣に 居て， 山 口村の 河 上等の 方へ は 黑田與 一 郞 伊藤 龍太郞 の 1 1 人が 馳せ往 いて 解散の^ 情 を 告げ、 
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二人 は c ら魏 導と なって 河 上等 をして 丹 波の 方 を 指して g せし むる 手 害 を 定め， 一 切の 處置を 終 はった 後、 因 州の 横 ^ 

友 次 郞を伴 ひ、 E;^ も 後れて 本陣 を 去りました。 本陣 を 去る に 臨み、 咏んだ 歌が あります。 

いくの 山木祜 もま だ 誘 はぬ に 

あたら 紅, のちり- にして 

, 我 命 あらんかぎり はいつ まで も 

なほ 大君の ためにつ くさん 

斯くて 國臣 は、 此夜横 田と 相携 へて 生 野 を 出で、 間道 を 取り、 途 すがら 熊 野 村 を 過き り、 北 垣晋太 郞を訪 ひます と、 家 

に 居り ませぬ。 轉 じて 北 垣の 叔父 北 村 平 藏の家 を 叩き、 始めて 會 ひました。 北 村 は阈臣 等の 指して 行く 方 を危險 だと 云 

つて、 寧ろ 丹 波路 を 取って 京都へ 出る が 宜しい と說 きます けれども、 二人 は 聞 入れ ませぬ。 北 村の 家で 食 を 請 ふて 飢を 

癒 やし、 横 田と 相 謀って、 直に 因 州 を 指して 走る を 止め、 一 先づ城 崎の 温泉 場に 至る の 意 を 定め、 北村叔 姪と 別れ、 際 

を 犯して 辭し 去りました。 

闽臣 等が、 直に 因 州 を 指して 走る の 安全に して 且つ 捷路 なる を棄 て、 故ら に 迂回して 城 崎 を 過ら むとして 終に 囚虡の 

難 を 買 ふたの は、 城 崎に 先づ參 つて をる 同志が あって、 それと 相 見て 事情 を審 かにし、 さて 何とかす るつ もりの 様で し 

た。 横 m が拘 せられて 後、 鄕國の 同志に 贈らう とした 書中に 見えて をり ます。 

m: ほ 横 S は 北 垣 等 に^れて 熊 野 村 を辭し 去り、 勉めて 出 石 藩の 警戒線に 觸 る- -を 避け、 神 子 畑の 山道 を 越え、 やがて 

網 場 村の 境に 入り、 京屋 とい ふ 茶店に 立 寄り、 暫 ばし 休憩 をして， 出で て 少し 行きます と， 忽ち 一 組の 人數の 此方 を 指 

して 來 るのに 行き 會 ひました。  _ 


これ は豊岡 藩の 岩崎豊 太夫の 率ゐた 兵隊であります。 此 日まで 幕府 は 出 石 以外の 諸 藩に 出兵の 命令 を 下して ゐ ませぬ 

けれども、 豫 ねて 臨機 鎮壓の 內意を 受けた 出 石 は、 先 づ兵を 出して 加勢 を 求めた ので、 豊岡も 特に 一組の 人數を 繰り出 

して 警戒して をる 折し も、 斥候 は國臣 等が 茶店に 立 寄った の を 窺 ひ 知りまして、 只今 浪士體 の もの 二人し か，.^ だと 參 

つて 報吿 をした ので、 それ を 取 逃して はと、 人數は 急いで 來 たの を 祌 ならぬ 身の 闺臣 等は然 うと は 思 も 寄らす、 人数の 

進んで 來る 方へ 向いて 參 つて、 忽ち 出合った のでした。  ♦ 

二人 は斯 くと 知って ハット 愕き、 急いで 傍の 小徑に 入り、 避けて 通り過ぎ やうと しました が、 先方で は然 うは させ ま 

せぬ。 また 直に 先へ 廻 はって 立塞がり、 鐵砲を 構えて、 若し 駄け 出しで もしたら、 忽ち 打 放さう とする 勢 を 見せました。 

今 は 是非が ありませ ので、 斯うと 覺悟を 極めて、 ふた- r び 立 返へ つて 茶店の 內に 入りました。 豊 岡の 人數は 躍いて 參っ 

て 四方より 取圍 みました。  . 

組頭の 岩崎豊 太夫 は、 我れ 先に 進んで 生 捕らう とて 罵り 騷ぐ 人数 を 制し、 組 下の 一人 を 遣って、 言葉 穩 かに、 氏名 鄉 

國 それから 何處 より 來て 何處へ 行かれる 歟と 尋ねました。 國臣は 因 州 鳥 取の 神職 竹 島 直 記で、 同藩の 士と 連立ち、 城 崎 

へ 湯治に 行く 途中 だと 答へ ました。 横 田 は 鳥 取の 藩士 東 久太郞 と名乘 りました。 

斯 かる 危難の 場數に 慣れた 國臣、 成程う まく は 答へ ましたが、 併 かし 相手 は 生 野の 浪人 一 挨が 昨今ち り < ^になって 

落ち行く の を 心得て 警戒して をる 人數 であります。 それに 言語 風俗 も 九州 あたりと は 全く 違 ふ 山陰 道の ことです。 出 鱒 

目の 申 開きが 例の 通り 役に立たなかった の は、 それ は寇に 己む を 得 ませぬ でした。 

g ひ 岡の 人數 は、 國臣が 物言の 九州 訛で 隣 國の因 州 人で ない の を 先づ疑 ひました。 それに 差 出した 名剌の 用紙 も、 因 州 

産と は 違 ふと 云 ふ 所 やら 何やらで、 その 怪しい 人物で ある こと を、 確かに 見て取りました。 それでも 猶ほ 直に 手 を 下さ 

五 七 九 
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うと はし ませぬ。 御 兩人は 城 崎の 方へ 行かれるなら、 道順に も當 る、 ぉ尋 したい 次第 も あるから、 兎も角も 我等 は豊岡 

まで 御 同行 申す で 御 坐ら うと 言 出しました。 

それ は 愈. -危 境に 陷 るので すが、 事態 こ \ に 至って は 勿論 否と 担 まれる 理由 も ありませ ぬから、 言 ふが ま.^ に從 ひま 

して、 船に 乘 せられ 丸 山川 を 下りました。 二人 は 引離されて 別々 の 船に 乘り、 船 は 先き になったり 後に なったり して 川 

を 下りました。 

何虚 かで 二 艘の船 は、 一 たび 近くな つて 並んで 行きました。 然 うする と、 横 田 今 は 愈. - 斯うと 覺悟を 極めた ものと 

見えまして、 忽ち 聲を 掛けて、 グズ くして ゐ てはいけ ませぬ と 二 1 目 叫び ましたが、 國臣は 横 田の 方 を 顧みて 屹 つと 脱 

ん だま & 何とも 言はなかった さう です。 

これ は 斬り 死 を 遂げる に は、 猶ほ 早い と 思 ふたので ありませ う。  ； 

生 野の 退去，、」 就縳 二  ， 

豊！： 藩の 人數 は、 闽臣と 横 H と を刖々 の 船に 乘 せて 丸 山川 を 下り、 やがて 豊 岡の 町に 着きます と、 取敢 えす 二人 を 二 

ロ屋 とい ふ 旅 店に 連れ込み、 國臣を 麦 處 敷の 一 問に、 橫田を 裏 座敷の 一 間に 入れ、 I 1 人の 交通 は 全く 差 止めました。 

それより 內には 給仕 を附 けて、 それとなく 監察 を 加へ、 外に は 番人 を 置いて 嚴び しく 警戒 をして をる ので、 今 は 如何 

する 道 もな く，、 た^ に 未だ 搦 取られぬ と 云 ふだけ の 身と なりました。 大 1$ は已に 全く 去りました。 

藩の 役人 は 幾た び も訟議 に來て 段々 の 尋問 をし ます。 因 州の 神職と は名乘 りました けれども、 因 州の 事情 は 一向 知ら 


ぬので 動もすれば 答 辯に 差 支へ まして、 最早 言 ひ 逃る 術 も盡き 菜て ました。 そこで 愈.， 斬り 死と 覺 悟し、 fr こ 決、. ：3 を 

横 田に 告げたい と 思 ふて 書 を 認め、 何とかして 遣らう としました。 

今曉 叉. - 役人 共 參り、 不審 之廉： 小 レ齡、 何分 因 州 之 義は不 案內に 付、 口 開き 翁 候 義有レ 之 候に 付、 何も 同道 之 者と 一 

應 相談 之 上、 別に 秘し置 候 儀 有レ之 候條可 = 申述 1 何様 一 面談 爲， 致 吳候樣 申 聞 候處、 重役へ 屆候 上なら では、 不， 一 相 

叶 一 n 曰 申 而歸申 候。 迚も 六 ケ敷候 間、 彌./ 決心 致 本名 を 明し 討 手 を S る歟、 陣屋に 寄す る歟 にて、 切 死 は 可, 致 候。 

此段御 覺悟可 レ被レ 成 候。 不宣、 

十月 十五 日  平野 二 郞國臣 

潢田友 次郞様 

桐に あそぶ 鳳の 心 を 竹に ふし 

軒に すむ 身の いかでし るべ き 

木枯 もま だ 誘 はぬ におの づ から 

あたら 紅 紫の 散る は うらめし 

今更に 我 身 惜しと は 思 はね ど 

こ乂 ろに か- -る 君が代の 末 

此日、 横 田 も 同じ 決心 をし まして、 鄉國の 志士に 贈らう と 書 を 作りました。 

1 筆 申上殘 候。 小 子 事 何卒 天下 一 之 逆賊 を 討 平げ， . , 
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叙 慮 を 安め 奉らん と 而存詰 候。 

然處此 度 澤主水 正殿 を 迎參ら せ、 但州生 野に 於て 義兵 を擧 候而、 右 姦賊共 を 誅戮之 心得に 候處、 豈 計らん や、 入 

hi 新 吾と 巾 者 之勸に 依て、 大將主 水 正殿 落 去せ しめ 參らせ 候に 付、 迚も 持 耐へ雞 きを 相 計り、 去 十三 日夜、 陣所 

を明变 し、 一統 退散 仕 候。 直に 御國の 方へ とも^ 候 得 4r 又 先手に 參る 者より 何 角 之 様子 承り 度、 同 阈湯嶋 之 方 

へ參 候處、 豊岡侯 之 人數に 出合， 夫より 同處 迄案內 にて、 速 船に て參り 候處、 所詮 難レ 免に 付 自盡仕 候。 急々 御 左 

右 迄 如 レ斯御 坐 候。 謹言。 

. 十月 十五 日.  横 田 友 次 郞靖之 

因 州 御 有志 中 様 

大君の みこと やすめん 武士の 

け ふの 極り つれな かりけ り 

事な して 死ぬ る この 身 はいと はね ど 

心に か- -る 大君の 御 代 

醜 草 を なぎはら はんと 思 ひしに 

^さで. 死ぬ る こと ぞ 悲しき. 

橫 W の 書に 謂 ふ 所の 入江 新 吾 は、 即ち 入江 八 千兵衞 後の 木 曾 源太郞 で、 當時横 田 等は澤 卿の 落ち 失せられ たの を、 主と 

して 入江の 進言より 起った と E:3 ふて ゐ たと 見えます。 それから 直に 因 州 を 指して 走らないで、 一 先づ， 崎へ 行かう と I 


た|5^.情も此書で分ります0 

國 臣は書 を 作りて 横 田に 致す の機會 なく、 横 田 また 自裁を しないう ちに、 忽ち 縳を 受けて 拘囚 せられた ので、 此ニッ 

の 書 は、 共に 豊岡 藩の 役人の 押收 する 所と なりました。 

豊岡 藩で も、 二人 を 取 押 ふるに は、 餘程念 を 入れ 大事 を 取りまして、 柔術の 師範 役 蔭山 要 八と 劍 術の 師範^ 喜 多 村 喜 

齋とを 特に 擇ん で捕縳 のこと を 命じました。 そこで 隆山は 國臣の 方を受 持って、 取 押 ふる 手 答に なって、 何氣 なき 體を 

装 ふて 座敷に 出で、 話の 相手な ど をして 頻に隙 を 狙ら ふて ゐま すけれ ども、 國臣は 絶えす 用心 をして 如何しても 座 側よ 

り 刀 を 離し ませぬ、 これに は 蔭山 も 甚だ 困って 種々 苦心 をし ましたが、 或る時、 先生 丁ソ 掃除 をし ませう と 云って、 自 

ら 起って.^ 鉢 を 片寄せ ますから、 阔臣は 座 を 立ち あがって， 刀 を チヨ イト 床の 上に 置きました。 然 うする と 蔭山 は 忽ち 

飛びつ き、 國臣の 左の 手 を 取って 投げました。 國臣は 倒れて 硯箱か 何 かに 甚 どく 頭 を打當 てました。 はね 返って 起き 上 

がら ふとし ましたが 叶 ひませ ぬ。 脇差に 手 を 掛けました けれども、 拔 くこと が 出 _來 ませぬ でした。 その ま- -殘 念と 一 言 

云って 縛に就い たと 申します。 

裏 座敷の 横 田 は、 烈 げしく 抵抗して 働いた 模様です が、 これ も 結局 喜 多 村 喜齋に 取って 押 へられました。 斯くて 二人 

は 重罪 人の 取扱 を 受け、 足に は 枷 を 施されまして、 一 組の 人數は 交代して 晝夜 監守に 勤め、 警戒 最も 厳重でした。 然ぅ 

して 翌十 七日 は 旅 店 ニロ屋 より 移されて 郭 內の假 檻に 入り、 房 を 別にして 禁錮せられ ました。 假檻 は豊岡 藩が， 二人 c> 

爲に去る十五日ょり^51-にェを起して造作した所でぁりました0此日政廳は特に內旨を下して夜具と足袋とを與へました0 

國臣が 一 年ば かりの 艱苦 を 嘗めた 福 岡の 树木屋 の 獄を放 たれた の は、 今年の 三月 盡 日で、 身 一 たび 檻 窓 を 出で 自. H を 

得る と、 東奔西走して 君 國の爲 に勤勞 し、 寢 食の 安を偷 むの 暇な きもの 七閲 月、 今 また 囚 はれて 獄裡の 人となりました。 
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同志の 殉節 ビ沒落 一  ) 

阈 H:^^ の 本陣 解散の 後、 猶ほ 白日 網 場 村の 道 を 公行し、 且つ 茶店に 休憩 をして、 深く 顧慮し なかった の は、 蓋し 出 石 

藩の EE 兵の み を 知って， 豐岡 藩の 早く 此事 ある を 思 はす、 また 途上の 地理に 眛 かった 爲 でした。 然うして 一 擧に與 つた 

幾多の 義徒 も、 國臣 等の 囚虞 となった 十四日 を 以て • 或は 自ら 屠って 斃れ、 或は 捕 はれて 縛に就き ましたが、 就中 最も 

悲壯の 最後 を 遂げた の は、 戶原卯 橘、 河 上 彌巿、 白 石廉作 等の 一 圑十餘 人で ありました。 

河 上白 石 等 は、 三 田 尻より 伴 ふて 參 つた 十 人ば かりの 手兵と 二百 人餘 りの 農兵と を率ゐ て、 十三 日の 朝 山 口村に 來り、 

西 念 寺 を宿陣 として 留り、 妙 見 山に 據り出 石 藩の 兵を迎 へて 戰ふ考 を 定め、 鐵砲槍 刀 等の 武器 を 寄せ集め、 糧食の 用意 

を 調へ て、 生 野の 本陣に 會 同せ むこと を 促しました けれども、 本陣の 人々 は應 じないで、 却て 生 野の 方へ 歸れと 促し、 

美 玉 三 平 や 川 又 左 一 郞 あたりが 一 一三 人 来ました。 然うして 夜 深になる と、 黑田與 一 郞 伊藤 龍 太郞の 二人 馳 せて 參 つて、 

澤卿落 去せられ 本陣 は 解散に 決した 事情 を 告げ， 合 園の 全く 成らざる うちに、 早く 丹 波の 柏 原 を 指して 走り、 それより 

大阪の 方へ 落る が 宜しい、 自分 逶 は案內 をして 行かう と 申しました、 河 上等 は猶ほ 逃け 走る こと を 肯んじ ませぬ。 美 玉 

三 平 一 人 は、 此 地に 空しく 死す る を 愚と し、 黑田 伊藤と 相携へ て 去りました。 

天明け て 十四日に なると、 戶原卯 橘 は 生 野より 參 つて 加 はり ましたが、 招 募した 一 圑の 農兵 は、 悉く 散逸して 隻影 も 

なく、 村， また 概ね 逃げ失せて 昨日の やうに 用を爲 しませぬ。 そこで 河 上等 は、 一 戰猶ほ 難しく、 全く 死 處を失 ふたの 

を 知りまして、 始めて 城 崎の 溫 泉に 赴く を 名と し、 耳目 を 避けて 因 州に 走る の 意 を 決し、 各. -錯 5. を脫ぎ §i 槍 を^て 輕 


装して 去らう としまして、 午後に は 妙 見 山 を 下りて 山 口村へ 下り • 人足の 手當を 命じます けれども、 村 1^ は 多く 逃げ 失 

せて をる し、 人心 も變 じたので、 人足 は 調 ひませ ぬ。 そこに 河 上の 僕 德藏が 威張って 頻に 人足の 手當を 命じ、 刀 を引拔 

いて 威、 报 かした と 云 ふ 所から して、 村民との 間に 喧嘩 を 生じまして、 村民 は 密に申 合 はせ、 德. iS を 打倒して 縳る やうな 

ことにな つて、 人心 は 愈. -變 じ、 彼れ は 浪人 ぢ やない、 盗賊 だと 罵る 者 さえあって、 村民 はハ ：^.^ 勢焰を 加へ、 盛に 反抗 

しました 0 

此時 同志 も 初 は 陰 忍して 勉めて 衝突 を 避けた 模樣 です が、 村民の 反抗 は 段々 烈 げしくな つて、 羽 淵 村の 元 藏と云 ふ 0 

は、 皮屋を 勤める 位の 相應な 家の 子で， 相撲 も 取れば 元氣も 多い 男です から、 眞 先に 進んで 義 徒に 迫った の を、 大川藤 

藏は 怒に 堪へ 兼ねまして、 薇の 蔭より 飛 出して 一 太刀 を 加へ、 大裂裟 に 斬り 棄 てました。 

但 馬の 義擧 は、 始 から 大和の 義擧と は 行動 も大に 遠って 穩 かで、 數：： ： の 間に 一 人の 人 も 殺さねば 一 戶の 家も燒 かな か 

つたので すが、 義 徒の 爲に 生命 を 失 ふたの は、 蓋し 此羽淵 村の 元藏 ばかりでした。 

併 かし 元藏が 斬られた ので、 村民の 反抗 は、 成焰 頓に强 くな つて、 裏道より 妙 見 山 に^け 上り、 義 徒の 寄せ集めて 置 

いた 鐵 砲火 藥を 取って 後より 打 放す も あれば、 大 石を轉 ばし 落し もします。 それに 生 野の 本陣に 農兵と して 招集せられ 

た 人々 も、 追々 に歸 つて 來て 却て 加勢 をして、 村民の 數は 次第に 多くな りました。 百姓と は 云っても、 人 は 多勢で、 山 

の 上下より 鐵砲を 射掛けまして、 義 徒の 中には 彈に屮 つて 倒れた 人 も 出来て、 今 は 進 返 維れ 谷 まって、 如何す る 道 もな 

くな りました。 

そこで 一 同 は 愈. - 最後の 覺悟 をし まして、 彈に 中って 倒れた 人 を 抉け 立て、 山伏 岩と いふ 所の 蔭に 集り、 刀で 叢 を 刈 

拂ひ、 そこに $: 枏 並んで 座 はりまして、 一 人 は 起って 次々 に 衆の 首 を 刎ね、 十 人の 介錯 を 終 はると、 岩の 上に 立って 手 
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招き をし ましたが、 誰も 近寄らう とする 者 もない ので、 自ら 喉 を 貫き、 十 人の 遺骸の 裡に 倒れて 死にました。 これ は戶 

原 卯 橘で あつたと 申します。  ^ 

ヒき、 ち. U ら -.、 T IVI.!::! 贈 從四位 正教、 此時南 八 郞と稱 す、 長 州 f 秋の ョョ i,JP 贈 正 五位 資敏， 此時白 石 良 蔵 ざ 稱す、 liiK 州 竹 崎 

ル時 死 づる老 か 士彌. t:r 人、 曾て 奇兵 隊總 管の 一 人でした。 歳 二十 二。 白石廉 作の 人、 贈 正 五位 白 石 正 一 郎の 弟です。 歳 三十 六」 

一一， y?B ダー t 贈從 五位 政 明、 此時^ 野せ. - 助と U.I 旨. Kli 贈從 五位 賴高此 時下 瀨猛 彥と稱 、 3 寸 PKi ー贈從 五位 敬、 此時小 W 村 信 一 

畏^^ム^：^之允稱マ、 長 州 の 人、 歳 二十 二。 下瀨ム0.:之^5^^す、 長 州 萩の 人、 歳 二十  一。 . ^田 村 信 之 進と 稱す、 周 防 三 田 尻の 人、 歳 

二十 六。 ll,r>iR^ 贈從 五位 悦德、 此時 a, 藤 三 郞と稱 n^F も lyRa 贈從 五位 忠國、 周 防吉敷 郡. 上き き 贈從 五位 通融、 此時久 兵衞 

存脇 HIKr 五 Gt す、 防 三 ra 尻の 人、 歲 十九。 英ォ 索道 村の 人、 歳 十九。 ク富 豊と稱 す、 周防^^波郡£島村の. 

人、 歳 二十。 rzg  、  ； a^, べ贈從 五位 唯 之、 防 森 寸ぉ £4, 乂.. -贈從 五位 則義、 县 ts- ヌ 13; 口 1^ 贈從 四位繼 明，、 统前 りし 一 idt^ 

和田づ ゾの 人、 歲ニ 十九い 西 村 淸太良 州 萩の 人、 歳 十八。 及 G 戶原 橘 秋 月の 人、 歳 二十 九。 の 十 I 人 猶ほ同 

じく 死んだ ものに、 氷田 左 衞門日 下部 某の 二人あって、 都合 十三 人と 稱 せられ、 各種の 記錄 にも 見えて ゐ ますが、 鄕 

氏名 は 確と 分り ませぬ。 或は 氷田 は 河內の 人、 名 は晋、 日 下部 は 名 は 基、 素と 和歌 山の 藩士と も 云 ひ、 また 水 戸の 藩士 

長 谷川 潜藏 の變稱 だと も 云 ふだけ であります。 共に 三 田 尻より 澤 卿に 從 ふた 人の 様の やうです。 山 口村の 故老の 話に、 

妙兑 山の 麓 旅店淸 水仙 次郞の 家の 上に 當る山 岸で、 二人 刺し 違へ て 死んだ と 申す の は、 蓋し 此 二人で ありませ う。 

それから 妙 見 山に 於て、 十 人の 同志 を 介錯した の は、 河 上彌市 だと も 云へば、 戶原卯 橘 だと も 申しまして、 確と した 

說 はない のです が、 これ も 山 口村の 故老の 話に よると、 戶原 とする のが 實を 得て をる やうです、 今 は 暫く 然 うとして 置 

きます 

同志の 殉 節，、」 沒落 一一 

川 叉 左 一 郞 11 贈從 五位 水 戸の 人、. は 十三 日の 朝 農兵 募集の 事 を 以て 山 口村に 來て河 上等と 相 合して 談議 せんとし、 十 


四日の 朝大 川藤藏 の 生 野より 來 るに 會ひ、 俱に河 上 を 見て 相談 をし やうと して 行 はれす、 そこで 山 口村 を 

去り、 大村 之 助の 尾し 來るを 伴 ひ、 三人 先づ 牛-野に 歸ら むとし ましたげ れ ども、 同志 早く 縳に 就ける もの ある を 聞き、 

途 より 回へ つて 木 村 愛之助に 逢 ひ、 相 約して 一 圑四 人となり、 木 村 を 東 道と し 丹 後 を 指して 走らむ としまし たが、 納座 

村の 伊 油 谷に 於て、 農民の 包圍 する 所と なり、 皆 捕 へられました。 大川は 縳を受 くる を 耻ぢ、 自ら 腹 を 屠りました けれ 

ども. 木 村の 爲に 抑制 せられて 遂げす。 後、 創 を 病みて 出 石の 獄中に 殁 しました。 此日 河上彌 市の 僕德藏 また 山 口村の 

邊に 於て 捕 はれました。 これ は 山 口村の 農民より 縳 せられて ゐ ますから、 出 石 藩の 手に 引渡され たので ありませ う。 

巾 島 太郞禱 きき 石麵姚 まひ 稱讀 、々謹， せ fill; 城。 屋は、 蒙の 瓦解した 時、 田與 1 郞と 伊藤 龍 太 郎とを 山 

口村に 遣り、 已れは 一 先づ高 田に 歸 つて ゐ ますと、 河 上等 は 脫走を 担み 美 玉 三 平獨り 弟と 相伴 ふて 來 たので、 三人 同じ 

く 長 州へ 赴く つもの りで、 十四日の 朝、 神 子 畑の 間道 を 越えて 播州の 境に 入り、 宍栗郡 木 之 谷 を 通り、 獵 人の 耍擊 する 

所と なり、 美 玉 先づ錢 丸に 中り 免れざる を 知って 自殺し、 次で 中島 また 銑 丸に 中って 幾れ、 黑田は 兄 を 介錯して 巳れ も 

自殺せ むとし ましたが、 遂け すして 獨り捕 はれました。 

お^ ヌ贈 § 五位 基 好、 但 馬の 人、 舊と吉 村 熊 太 郞さ稱 す。 姉 小路 公知 卿に 仕へ、 公の1ーミき，^5にヒ„^贈從五位盛澄、阿波の人、 

キ„ ^右， 遭難の 折、 刺客と 鬪 ふて 勇あって 名 を 世に 知られました。 死す る 時 歳 二十 二。 長 會$ 剖 太 七 g 舊 と大阪 中島の 商人 潘 

頂髓 職? 顧?? 权 10 ス の- 一人 は， 相伴 ふて 生 野 を 去り、 長 州 を 指して 走らう として 播州 多氣 郡の 猪 篠村を 過ぐ る 

時、 農お の耍擊 する 所と なり、 並に I けて 幾れ ました。 本 多 小 太郞歸 1^ 蒙 役 115 は 一 |5 轚繊馬 5 删趙、 所き UPS 

都 ^ 獄" 斬.^" ぜ j ハに十 は 名 を 寺 用に 托して 驛 丁を徵 し， 故ら に 傣衞を 張って 播州 街道 を 走り ましたが 、神 © 郡の 

1 口 E 奇：^ す こ 八、、 VJe 各 り圣 *n 斤， JU  W つ ci よ 1、 二 贈從 五位 秀胤、 尾 州 海 西 郡 E: 倐 村の 人、 il 名 謙 助、 よ、 

亲 おにお て 如^ 藩の 1^ す is^ となって 挤 はれ 三牧謙£^慶應元年正月京都の獄に瘦死しました0 歳ニ十七。 は 義舉 瓦^ 

の 時、 病 を 森 垣 村の 延應 寺に 養 ふて ゐ まして、 姬路 藩の 手に 捕 はれました。 伊籐 龍 太 郞麵ま 候 1fSV1?il の 京が の. 麵 
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l;j?!"o た。 は、 黑 W 與 一 郞と 同じく 山 口村へ 使者と して 參 つて 歸 つた 後、 獨り 代官 所の 本陣に 留 つて ゐて、 出 石 藩の 手 

に 捕 はれました。 

曹- 上；； f な 立^、  ralBts-h 石の 人、 元 冶 元 '二月 二十 、匚、 a>, じ、 U-J 贈從 五位 一切 は 旭 腿と^」 後 

g 卿の 一行 六 人の 屮、 多 田彌太 S 贈 ^^15 一 ま * ほ!！ ま^ ひた 0サチ&1^ ート九 0 人 江 八 千 丘 # に は 木 曾 m 太郞 と稱. し t 

CJSS"V 久 il は IS い駄 瓶？ ^おれ ほ？ 。て 小國菌 の 一一 一人 は、 途中に 於て、 或は 相 別れ、 或は 相 失 ひまして、 高 

岡 俊 i£r のま は ii? 、小 Is.  一 の 三人、 澤卿 を 抉け 

て潘 州の 境に 入り、 窒津 より 海 を 越えて 伊豫の 小 松に 渡り、 終に 難 を 免れました。 多 田 入江 小國の 三人、 また 各. -脫し 

て 走りました。 

-、 f,^ 贈從 五位 茂 親、 筑 前の 人、 、- 從 五位 義則： ^^レ 力 人、， 慶， 一巧 ォ^.^;,^ ほ 福 岡 ー澝に ほ $唱 仙 S 淡 三 郎き桌 、五 S 

^^四卬  i^-KB に 流罪せられ、 翌年 七月 九 n 島に おて 斬られ まし. 歳 三十 三。 It.xl 二 E 芷 a  ^ 

前の 人、 贈從^fs仙E市郞正敏の弟、 元お 元年？ I 月で く i 穴.^ I ロ赛允 邦 1  ハ 五 ig^ 信 If 一汗 年 十 月番 W 街道 を 直行して 巧に 

?! 十 ^ 曰 、おんで 三 出：^ に殁 しました、 歳 二十 七。 tTV*&T^£Ba  口 クウ 4 十三： 殁 享年 十八  ^リ^、 え？ iL, ィ ^ 

姬路 藩の 警戒 を 潜り、 海濱に 出て 刀を拔 いて 漁船 を 脅かし、 乘 つて 西へ 定 りました。 

深く 篛擧の 事に 與 つた 地方の 同志 は、 中島 太 郞兵衞 の 外、 概ね 捕 はれて 京師の 獄に 入り、 然らぬ もの は、 皆脫 走して 

ミ。 .p-sanllRf 朝 來郡佐 中 村の.^、 進 藤す 右衞" —弟で、 此脾,めて！"郎と，化 安藝の田.？^£<^.^と具て、 

免れました。 進^^俊三良はましぉ。 當時の穀徒中、 今 口  Li 生存して をろ 唯一 の 人て あります。 塞グ B  .0^4 つ， レス ィ t  L リ 

港の 記號を 借り、 七駄の 兵仗 を 運輸して 京都 を 出で、 丹 波の 遠阪に 至りて 義擧の 瓦解 を 聞き ましたが、 最早 後へ引 返へ 

す こと も出來 ませぬ ので、 危險を 犯して 行程 を繼 ii して e- 馬の 城內を 過ぎ、 濱阪 より 1 を 取って 長 州へ 向 ひました け 

れ ども、 天 が. B くな つて 船で は 進めぬ ので、" 因 州の 鳥 取へ 上がり、 荷物 を附 托し て^に 逃れました。 北垣晉 太郞" $w 

碼碰 sl^ 捨 聽 SI ぼ？、 S -、 は 三日三夜の 間 山中に 臥し、 十七 日の 夜 S ケ山を 越えて 因 州に 走りました。 

此外、 地方の 人 は 潜伏の 便利 多く 地理に も 明かな ので、 吉井定 七趙從 • 位 11; 一  itf 敎ぉ敏 m5 ま し^ 『一,.! 村 哲次郞 


贈從 五位 正哲、 養父^,^ 鹿 村の ゝ .4」、卜ョ^^,^贈從^-位喜1=!11、 朝畐 日. む rj-fe. -、  こき di?  ノ  LJfeJ- き A こ。 -? 

人、 此時太 £ 次 郞と稱 しえ した バ山 カ左猜 p- 來^ 梁淑 村の 人、 一 1 田- 兀良等 また i^E 脫 して 走りました。 然うして 資產の 富 も 

もの は、 財を惜 ます 役人に 贈 遣して 連累の 難 を 免れました リ 

翌十 j 月、 幕府の 目 付 戶川胖 三郞、 舍津 の廣澤 富 次 郎等の 一 行數 人、 伹 馬に 入って 義擧の 事件 を扮 察した 時、 附き隨 

ふ 面々 は、 隨分 それ は 請 托を擅 ままに し E 額の 賄賂 を收 めて 歸 つたと 申します。 京都 六角の 獄に囚 はれた 但馬 地方む 

人が、 概ね 翌年 七月 二十日の 濫刑を 免れた の も、 また 蓋し 同様の 情實 から 起り ました。 

義擧の 結末 

京都の 守護 職 松 平 肥 後 守 は、 浮浪の 徒 多く 但 馬の 地方に 出沒 し、 民情の 頗る 平穩 でない こと を 知って、 命 を 出 石 藩に 

下して 豫 め饕戒 せしめました" それで 出 石 藩 は 生 野 代官 所の it 略せられ た 警報 を 得る と 2^ 時に、 隣 境の 費 岡 藩へ も 移牒 

して 共に 兵 を 出さし め、 姬路藩 また： tfi 野の 騒擾 を 聞いて 警戒 を 加へ ましたが、 しかし 姬路豐 岡 宫津峰 山 柏原條 山の 諸 藩 

が、 京都に 於て、 幕府より 救援 策 應の命 を 受けた の は、 孰れ も 十五 日の 夜でした から、 十四日まで は 出石豐 1： の 二 藩の 

外、 全く 兵 を 動かさないで、 事 は 落着 を 告げました。 

義擧の 瓦解した 時、 本陣に 殘 つて ゐた 所の 米 約 六 百 二十 一 石、 一 千 五 百 五十 三 俊で、 これ は 諸 村落より 徵 集した もの 

で、 代官 所 は 令を發 して 各自ら 持ち 歸 らしめ ました。 現金 は 地方の 同志が 都合 をして、 兵器の 準備 その外の 使用に 充て 

たの を 別と し、 代官 所の 有 金 一千 三百 五十 雨の 外に は 幾何 もなかつ たのに、 生 野の 町人より 調達した 飮 食の 料、、 什器の 

代 等 は、 一 々現金 を仕拂 ふたの が 四百 兩 にも 上りまして、 また 同志の ii にも 少 しづ. t 配當 したので、 餘す所 は 三 四百 兩 
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になって ゐ たの を、 澤 卿の 一 行 は 悉く 携帶 して 落ち 失せまして、 本陣に 殘 つたの は、 纔に 十餘兩 許で あつたと 中し ます。 

それで 此 時に 於け る 義擧の 瓦解す る 外はなかった 事情 も 推して 知られます。 

義 徒の 代官 所 を ひ 取った 十二 日の 夜、 藤 龍 太 郞は地 役人の 木 村 松 三郞、 小川 愛之助、 小 國謙藏 はじめ 十 人ば かり 

を 料理店の 阿 質屋に 招き、 我輩 は 勤王の 爲に此 擧を企 はだて た。 君 等も贊 同して 皇國 の爲に カを盡 されよ、 然 らば 地 役 

人 は^ょり 生 野の 町民 は 安全で あるが、 若し 敵對 せらる- -なら 地 役人 は鎏 殺に され、 生 野の 町 は 焦土と ならう。 {儿 く 順 

逆 を辨へ 向背 を 誤って はならぬ と、 儼然として 申した ので、 何人も 即答に 困って 首 葉 もない 所へ、 山 肉 や 洒を持 出し、 

やがて 他の 浪士 も參 つて 宴 會 となり、 ^に 改めて 加盟した と 云 ふこと でもな く、 地 役人 一 同 それなり けりに 味方の やう 

• にされ て 了った 話 も 幾って ゐ ます。 然うして 斯 かる 話 をした 人 は、 翌十 三日 は 川 又 左 一 郞と 農兵 招集の 爲め山 口村へ 參 

つた さう であります。 

然 かし 農兵の 招集 は、 必す しも 深く 强制 したので はなく、 大概 は 一 時の 勢に 乘 じて 競 ひ 起り、 謂 ふ 所の 群衆 心理で、 

自ら 好み 自ら 進んで 來り加 はった のでした が、 義擧 瓦解し 事情 一 變 して は、 悉く 皆 強制 を 受けて 招集に 應 じた 風 を 装 ひ 

まして、 吉井定 七、 小山 六左衞 門、 福 田 元 良 等 は， 飽くまで も參 加を勸 誘し 若く は 威 迫した と 云 ふ 所から して、 多數り 

暴 は、 相 集って 吉井 等の 住宅 家具 を破壞 しまして、 出 石 豊岡ニ 藩の 兵が 鎭 醒 する でなかったら、 暴民の 狼籍 は、 更に 

測り 難き ものが あつたと 中し ます。 河 上彌市 等の 一 圑十餘 人 を 妙 見 山に 包圍 し、 百姓 ー挖の やうな 威 焰で襲 擊 し、 此等 

の義徒 をして 骸を 並べて 斃る、 の 已むを 得 ざら しめたの も、 また 或は 途々 に 恩も怨 もな き 落 武者 を 遮ぎ り、 猪 や 鹿 を 射 

る やうに 射た の も、 縱令 それ は 多少の 命令 使嗾. V 受けた としても、 尋常 農民の 所業と して は、 3^ 暴の 頗る 烈か つたの を 

感じます。 然うして 義 擧に與 つた 幾 十 人の 同志 は、 行動 却て 穩 かで、 祖 馬に 入って より、 幾ん ど 全く 一名の 人 を も 殺さ 


なければ、 また 一 戶の家 をも燒 きませ ぬでした。 た.^^ 淵 村の 庄屋の 子元藏 が、 大 川藤藏 より 斬られた だけに 止ゐ こと 

は、 前 にも 述べました。 

義 擧の當 時， 生 野の 代宫所 は、 代官 川上 猪 太郞の 下に、 手代の 武井庄 三郞、 岩 佐 幸 兵衞の 二人と、 手 附の長 谷川 信 太 

郞、 寺 田 熊太郞 との 二人と がゐ まして、 此五人 は江戶 より 下って 職務 を 執る もので， 本格の 役人でした。 i 外て 地方、 ノ 

人より 撰 任せられた 僚屬 があって、 地 役人と 唱 へました。 義擧の 記録に 散見す る 地 役人 木 村 松 三郞、 木 村 愛 之 功、 小國 

謙藏は 即ち 是れ で、 地 役人 は 翁 ほ 別に 幾人 もゐた 模様です。 

木 村 小！： 等 は、 初より 農兵 組織. の 計 劃に 參 した 許で なく、 代官 所 を 占領して 本陣と 定めた 後 は、 1：：} (粮 方と なつ § 食 

の 給養 を 掌り、 或は 村落 を 奔走して 農兵の 招集に 當り、 就中、 小 國は澤 卿の 主從五 人と 同行して 生 野 を 落ち 失せました。 

これ は 平素 地方の 行政に 與り、 途中の 地理と 村落の 事情と に 通す る 所から、 澤卿主 從の立 退 を 無難なら しむる 爲め、 自 

ら案內 者と なって 一 時 同行した やうに も 忍 はれます が、 併しながら 到底 感迫 など を 受け 已むを 得すして 起った 行 Jf^ と は 

爲し 難い 情況 も 見えます。. 地 役人のう ちに は、 或は 幾分 か 義擧の 趣意 を諒 とする 人もゐ たので ありませ う。 

代官の 川上 猪太郞 は、 義擧 の事變 やがて 生じ やうと する 數日 前， 生 野 を 出て 豫 ねて 兼 帶 して をる 俯 中 〈：； 敷の 代官 所 こ 

走き. 1^ 變の終 はって 後、 十日ば かり を 經て生 野に 歸 りました。 間もなく 幕府が 怠慢 を資 めて 職 を^いた の は、 r^cx 土 

むに 足らぬ としまして、 當 時の 吏 僚が 一 般に 姑息 因循で、 唯 專ら偷 安 無事 を 謀る を 旨と したの は、 滔々 比々^ 然ぅ であ 

つたので、 川上 も 大和 五條の 同僚 鈴 木源內 等の 如く、 浪士の 爲に首 を 奪 はる \の を 恐れて、 自ら 早く 避けた のか も 分り 

翁お ます 力 しかし 川上 は 元 來相應 の舉， 叫志氣 を もった 人物で、 且つ 頗る 尊王の 大義 を體 し、 外人の 践慝を 愛 ふるの 情 

ヌ けて 深く、 農兵の 組織な ど は、 最も 賛同す る 所であった とか 申しまして、 義擧を 企 はだて た 人々 も、 概ね 好く 評して 
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をり ます。 旁々 その 管内の 事 變を視 る こと 恰も 對 岸の 火災の 如く、 頗る 冷然と して ゐた 理由 は 終に 分り ませぬ。 唯 川上 

の 生 野 を 空う して 去った 所から して、 代官 所の 僚屬 をして、 溫 柔軟 弱の 態度に 出る の ロ實を 多から しめ、 事變の S だし 

き： 發を 免れた 情況の ひ 難き を感 する の み であります。 

豊 岡の 

國 臣横 S の 二人 は、 十七 日 郭內の 假獄に 移され、 翌元治 元年の 正月 五日まで， 約 八十 日の 間、 豊 岡に 禁錮せられ まし 

た。 政廳の 守衛 警戒 は 最も 嚴重 で、 足枷 は 終始 解き ませぬ でした が、 取 极は士 人の 禮を用 ひまして、 待遇に 情を盡 しま 

した。 是岡藩 は 嘗て 幕府の 命 を 受け、 江戸の 屋敷に 樱田 篛擧の 一 人 大關和 七 郞を預 つて 監守した 當 時の 先例 を參 酌して 

取极 ふたの だと. e します。 

阔臣 の， 1„? めて 拘に就 〈た 時、 §1 死の 覺悟を 横 田に 吿 げやう とした 密書 を 見まして、 豐岡 藩の 役人 は 阔臣の 一 M 資の 氏名 

を 知り ましたが、 片田舍 の 小 藩の 悲 さに は、 如何い ふ 素 生 來據の 人 敷、 それ はチ ヨット 分り 兼ねた ので、 伊豫の 三輪 田 

綱 一 郞贈 S 五位 元 綱が、 足利將 軍の 木像の 首 を 斬って 梟した 一 件の 連坐 人と して、 お けの 處分を 受け、 夏の 末 3- より 豊 

岡 禁に錮 せられて をる のに 就て 內々 尋ねました。 

然 うする と、 三輪 田 は 喫驚した 線 子で、 平野 ニ郞 1； 臣は筑 前の 產で， 最も 國舉に 精 はしい と 聞く、 當 時^け て 高名 0 

人 だ， それが 如何して 此邊 へは來 たので あらう と 云 ひました。 そこで 役人 も 國臣の 尋常で ない 人柄が 始めて 分って、 諸 

II の 取扱 振も變 はって 餘程 手厚くな りました。 藩 中には 追々 それと 傳へ 聞いて" 密に 筆紙 を 寄せ 歌 を 求む る 人 も ありま 


ほ 時 政廳の 命で 奪ら 二人 を 監守した 小島 武助は 明治 大正の 政 海に 名を稱 せられて をる 一雄と 云 ふ 人の 父親で、 相惠こ 

事理 も 解れば 物の 情 を 知って ゐ たので、 それ は 頗る 心を盡 して 善く 取扱 ひまして、 折々 は 酒陶を 袖に して 參 つたり、 Jf" 

の 相手をし たりして、 懇に 獄窓の 幽欝 を 慰めました。 

或る時、 隨臣は 小島に 向って、 南八郞 等の 一 手 は 如何な つたで あらう、 御 承知 はない 歟と 尋ねました。 南 八郞は 即ち 

河上彌 市で、 これ は i& の 張 巡 傅に 見 ゆる 南 八 男兒死 耳の 語 を 採り. 此 時の 義擧に 馳せ加 はる 折、 斯くは 自ら 氏名 を稱し 

たのであります。 

小島 は 河 上戶原 等十餘 人が、 骸を 並べて 妙 見 山に 自殺し、 壯烈の 最後 を 遂げた 次第 を 語りました。 國臣は 始めて 此 4< 

を 知り、 涕淚 滂^、 慘 然として、 我輩 耻を 忍び！ g を 含みて 逃げ走り、 今斯 かる 見苦しき 囚虜 となった の も、 こ れ^こ I 

らの 人々 と 偕に 存命へ て 他日 ふた V ひ 大事 を 謀らう と 思 ふての 故の ことであった  >然 て は 人々 は已に 早く 死んで 了って、 

我輩 獨り 徒に 生き. 1 つて をる の歟と 言つ V, 慟哭し ました。 然うして、 これと 云 ふ も、 原と は 長 州 人が 豫 ねての 約諾 を 遠 

へて、 兵 を 出さなかった 爲 である、 斯く ばかり 兵 强く國 富む 雄 藩で、 數ば 義を擧 ぐるの 機會を 誤、.，、 西循 して 今の 有様 

は 如何い ふわけ ぞ， 天 下の 事 も 最早 望 はない と 悲憤し ました。 

恨めし や 但馬路 かけて あだに 散る 

紅葉 みん と は 思 ひこ さじ を 

これ も 藍し 此 時の 歌であります。 

一 兀來大 諸侯 If 借り、 密に疆 を 糾合して 討幕の 兵 を 擧げ， 先づ 王政 繞の第 一歩を 着ける Q は、 匿の 夙 昔の 
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念願でした。 然るに * 去年 は 深く 頼んだ 薩摩 人の 異 はった 行動に 逢 ふて 望 を 失 ひ、 此度は 長 州 人の 躊路逡 巡 を 以て、 ま 

た 遺^ を 生じました。 勤王の 名 を 得た 大藩雄 藩も賴 まれぬ こと を 思 ふて、 斯くは 悲憤した ものと 見えます。 且つ 妙 見 山 

に骸を 並べて 死んだ 河 上等の 十餘人 は、 秋 月の 戶 原の 外 は、 悉く 防 長の 人ば かり、 また 白 石 を 除けば、 ル^！三十歲未滿の 

少壯 で、 別けて 河 上 は 二十 二 歳の 人、 いづれ も 前途の 多い 後進の 俊英でした。 旁. -阈臣 の 遺憾 は 殊に 痛切 を 極めた ので 

ありませ う。 

また 1： 臣は 嘗て 小島に 向 ひまして、 長袖 者に 誤られて 死 處を失 ふた 心事 を 語りました。 

國臣の m 一 「(岡に 囚 はれた 日数 は、 八 旬に 及び ましたが、 此間歌 を咏ん だの は、 餘り 多く 無かった 様で、 世に 傳 はった も 

の は 十 首 を 越え ませぬ。 三輪 W 綱 一 郞の 日記 も， 幾分 か收 めて ゐ ます。 これ も 三輪 田の 日記に 見えて をる 1 つで あり 

我 魂 は 伍^の 國の 神と なり 

大君お も ふ 人 をた すけん 

此 歌の 成った 時日 は 確かと 分り ませぬ けれども、 前後の 情況 から^へ ると、 孤し 十 1 月の 末より 十 一 一月の 初までの 間で、 

當時は 心 或は 豊 岡に 於て 處刑を 受ける のを豫 期した と覺 えます。 未 死の 魂 を 邊陬の 土に 埋めて、 猶ほ 永く 皇家を 護り た 

いと 齧 ふた 壯烈の 心 i£j も 自ら 現 はれて をり ます。 また Ha 岡の 獄中で 咏んだ 歌 だと 稱 せらる、 遣 墨 は、 猶ほ 別に も ありま 

すが、 數 首の 外 は、 大概 は舊 時の 作で、 新に 咏ん だと 認めら る. -のは 極めて 難い やうです。 豐岡 藩の 取扱が 善く 情を盡 

したの は、 事實 としましても、 表 向 は猶ほ 重罪 人の 身で、 押送の 期日 決定す るまで は 足枷 も 依然として 解かれぬ のです 

から、 自然 筆墨の 便 を 得る こと も 難しく、 歌 を咏ん でも 一 々存錄 する 道 は 無かった ので あら ゥと思 ひます。 


それから 翁 ほ 多少の 話は殘 つて ゐ ます。 國臣が 假獄に 移されないで， 旅 店の 二 口 屋に拘 せられて をる 時、 給仕と して 

^けられた 子供が ありました。 それ は 後に 南 條多七 郞と稱 した 人です。 

その 南 條の晚 年、 國臣の 甥に 當る田 中 雪 窓と 云ふ翥 家に 語った 趣 を 聞きます と、 阈臣は 當時白 壩に銀 金具 を 打った 熊 

の 毛 鞘の 太刀に 義經 袴の 立派な 支度で、 それ は 却々 威 客 儼として 犯すべからざる 風采で、 子供心に も nl- く 成. して 一た 

び は 期 かる 武士に もな りたい もの だと 感じた のが 根源と なって、 結局 は 牛 人前 位の 武士に もな つたと 云 ふ 話でした。 服 

装に は 特別の 嗜. 1 もあって、 常に 意匠 を 費した 人 だし、 落 武者と は 一しても、 白日 公行して 走る 大謄の 態度です から、 

例の 箒賴の 太刀 や、 義經袴 は、 猶ほ用 ひて をった かも 知れ ませぬ。 

また 牛. 野の 本陣に ゐた折 は、 卯 花 威の 甲胄 を 著け 栗毛の 馬に 乘 つて 往來 をして、 多く 他の 眼に 留 つたと も 申し 傳 へら 

れて をり ます。 此 等の 模様 は、 追々 豊 岡の 方へ も 聞え て來 まして、 生 野に 事 を 起した 人數 のうちで も、 格別な 大將 分の 

人で ある こと も 分れば、 三輪 田 綱 一 郞の說 な もあった ので、 畳 岡 藩で も餘程 注意 をして 手厚く 取扱 ふた 様に も兑ぇ 

ます。 

豐岡は 山陰 道 S 寒の 強い所、 十一月 三日より 雪が 降り出して 連日 已 ます、 寒 威頓に 稜峭を 加へ ました。 火 を 禁じた 檻 

房 に 足枷 を蒂 び た 獄窓 の 苦痛 は寇に 想 ひ やられます。 

豊 岡の 新年 さ 押送  、 

豊！： 藩 は 國臣等 を 捕えます と、 京都 屋敷の 留守居 役を經 て、 守護 職 松 平 肥 後 守に 具狀 して 指揮 を 請 ひ、 肥 後 守 は 正月 
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中句 を 以て 京都へ 押送すべき よしを 沙汰した ので、 豐岡 では 特に 伊籐 善 藏喜多 村 協の 二人 を 押送の 主任と しました が、 

已 にして 所 司 代 牧備前 守 は^ 臣等を 押送して 姬路 藩に 移 付す る こと を 命じました。 しかし 京都 六角の 獄舍は 方に 滿員 

だと 云 ふので、 押 の 期 は 延びました。  ，- 

十二月 二十日、 政廳は 特に 命 を 下して 阈臣 等の 足枷 を 解きました。 これ は 押送の 期 漸く 近づいた 故であります。 

此ロ 押送の 主任 伊藤 善藏 は國臣 等の 衣服に 虱の 生じた る を 告げて、 豫 じめ 準備した 着物 を下附 せむ こと を 請 ひ、 且つ 

國臣 の行狀 極めて 謹 愼 なる を 述べ、 酒饌 を給與 せむ こと を 求めました。 政廳は 評議して 並に 之 を 許し、 酒饌は 一 汁 三 菜 

取！ 二種の 程度 を 以て 給與 せしめました。 そこで 國臣等 は 始め、 て 衣食 帶襌の 類、 總 ベて 新しき を 用 ひ、 且つ 酒饌に 鉋き 

ました。 

當時諸 藩の 此 稀の 囚人 を 取扱 ふの は、 隨分 それ は 冷淡な もので、 往々 酷薄 を 極めた の も ありました。 然るに、 豊岡藩 

が 獨り斯 の 如く 丁寧に！： 臣等 を. 取扱 ひ、 禮と 情と を盡 して 待遇した の は、 老 職に 木 下 彌八郞 と 云 ふ 人才が ゐ まして， 力 

を 文武の 敎 育に 致し、 士氣 を獎勵 したからで、 木 下 は元來 尊王の 志 も 篤く、 阈臣 等に 同情 を 表した の だと 申します。 間 

もな く 梁 を 藩主に 及ぼす を 慮って 職を罷 めました が、 後 ふた、 び 出で >r 文武の 事を總 裁し、 功蹐も 著しく、 近年に 及ん 

で K 五位 を 贈られました。 蓋し 小 藩に は 珍ら しい 人物で ありました。 

此 月の 二十 七日に なって、 京都の 西 町奉行 瀧 川播摩 守より、 何時 にても 國臣等 を 押送して 差 支な き 旨 を 通達して 來ま 

したが、 姬路 藩の 都合から して、 正月の 初 を 以て 移 付す る ことに 決し、 國臣 等は豊 岡の 獄中に 元 治 元年 甲子の 舂を迎 へ 

ました" 此 時の 歌が あります。  - 

白雪 はふる としながら 囚 はれて 


はると も わかぬ 春 はきに けり 

ひとやに は 梅も撄 もなかり けり 

ながき 春 日 をい かにくら さん 

地 は 山陰 道の da 舍、 g けて I く 羅^です。 I 皇 守す i 役人 は、 成程 それ は 心 基して f 遇 ふて くれた 

と 云っても、 大概 程度の 知れた ものです。 三 ® 月に 跨った 狱 窓の 起き ふし， その 艱苦 無聊の 甚だし かつ， よ、 自ら m し 

はれます。  ， 

大內の やまべ の 霞 うちはら ひ 

花に に ほ はん 春風 もがな  • 

君が 世の 春の 惠し あまねく は 

かくれ 櫻 も 花やに ほ はん 

これ も 同じ i 歌です。 いかに II づ れを暂 風 は 吹いて 來 ましたが、 山 f  I？ はら ひ、 隱れ きす 好 

い 春風で はなぐ、 それ は 押送の 命で ありました。 

ま 第 四 曰の 夜、 伊藝 藏は蟹 等 押送の 期 明 曰 一に 迫った ので、 政廳 のき 受け、 特に 鄭重な 讓を 設けて- i の 意 

を 致し- 懇 is の 情 をず、 また 筆墨 を 供へ て 記念の 文字 を 求めました. 匿 そこで 筆 を 執り 二 首の 歌 を かいて # し 

ました 0  - --" 

榍 川の 深き なさけ は 忘れね ど  . 

むくいん AJ と は 命な りけ り 

.  五 九 七 


五 九 八 

ながらへ ん 身と はもと より 思 はね ど 

またもやと 猶 契る ころ かな  • 

阔 向の 獄に は てより 往々 筆 を 執って 歌 を 書きました けれども、 嘗て 眞實の 名を署 した こと はなく、 監守の 人 

々また や？】？^ らぬ狀 .V 装 ふて ゐ ました。 然るに、 此夜 適. - 自ら 箸して 國臣の 名 を 用 ひたので， 伊藤 は 陽 はに 怪む. 色 をし 

て、 こし は 如 IE- いふ わけ 歟と 尋ねました。 固臣は 微笑して、 今 は 實名を 署さピ る を 得ぬ と 申しました。 

^•.d 日、 闕臣 は蕭々 たる 春雨 を 犯し、 伊藤 喜 多 村 以下 護衛の 士卒 八十 人に 送られ、 横 田 友 次郞と 楹舆を 連ぬ て 豊岡を 

立ち、 その 翌六 に は、 生 野の 近郊 森 垣 村 を 過ぎました。 即ち 澤 卿の 一 行 始めて 生 野に 入らむ とする 日、 暫く 留 つて 評 

議 をした 所です。 阈臣 は數月 前の こと を 思 ふて 頻に 感慨 を 催う し、 一 首の 歌に 懷を 述べました。 

いさぎよく 消娱 もせで 露の命 

のこり 生 野の 身 こそ つら けれ  . 

押送 後の 形 行 は、 猶ほ 4- に 明かで ない としても. &議の 上の 運命 は、 自然 そルは 推し測られまして、 死後れ て囚 虞の な 

となり、 重ねて 此地を 過ぐ る 心中の 殘念 さは 思 ひ やられます。 

七日 は姬 路に蓊 きました。 南朝の 忠臣 兒島備 後守範 長が、 赤松 氏の 攻 むる 所と なって 節に 殉 したの は、 此國の 印南 郡 

で、 陌^ り 遣 设と雜 する もの は、 今 も 猶ほ殘 つて をり ます。 國 臣は當 時の 史書 を 讀んで 善く 知って ゐ ました-ので、 此日 

は 想 ひ 出して. 咏 みました。 

サム c の 下み たまも あはれ うけよ かし 

時 こそ か はれ 立 つるま こと を 


八日 は 姬路の 慈 恩 寺と いふ 寺に 於て、 横 田 友次郞 と共に、 豊岡 藩より 姬路 藩に 引渡されまして、 姬路 藩の 役人 屮 野！； 右 

衞 鬥、 寺 尾 廣右衞 ！：、 山 口 八十 三の 三人、 受取の 手緩 を畢 はり、 直に 獄舍 に收容 しました。 此 藩の 手に て 捕まに た 木 多 

小 太郞、 田與 一 郞、 出 石 藩より 移 付せられ た^ 藤 龍 太郞- 太 田 六 右衛門、 木 下 巿右衞 門、. 木 村 愛之助、 大村. 狡. 之 助 等 

も、 後先 收容 せられて 同じく 此 獄にゐ ました。 然うして 姬路藩 は 世問齊 通の. 盗賊と 一 様の 樫 房に 押込めて 取扱 だ 惡く、 

その 汚 猿き こと 言葉に 餘 つたので、 衆は此 藩の 不都合 を 鳴らし、 頻に 耐へ雞 きを 訴 へて 苦情 を 巾し ました. それ を！： ほ 

は 論し なだめて、 斯 かる 耻辱ゃ 難儀 を嘗 むる の は 志士の 常で ある。 諸君 此 位の 苦痛に 辛抱が 出來 ないで 如何 せらる.， ぞ 

と 云って. また 一 首の 歌を咏 みました。 

菰 きても 網 代に ねても 大丈夫の 

日本 魂な に穢 るべき 

十 一 日 は 横 田 友 次郞、 本 多 小 太郞、 田與 一 郎、 伊藤 龍 太郞、 太 M 六 右衛門、 木 下 市右衞 I：、 木 村 愛之助、 大村辰 之 助 

と 同じく- 八 人 檻舆を 連ね、 姬路 藩の 護送 を 受けて 京都に 向 ひました。 警衞の 士卒 幾 百 人、 检を 列ら ね 銃 を 肩に し、 儀 

装 儼. おとして 監守し、 沿道 宿驛の 間、 出て』 觀る者 路を墳 めました。 

十四日 攝 州の 境に 入り、 風雲 長に 忠魂 を ふ湊 川の ほとり を 過ぎて は、 乘 物のう ちょり 伏し 拜んで 念じました" 

なき 魂 も あはれ と 思へ 湊川 

きょき 流れの 末 をく む 身 を 

の旃を 一方に 樹て \ 勤王の 魁と なり、 こ \ に 回 f{<J の 基 を^いて、 元弘 建. K の 中興 永く 遂げなかった 恨を少 うする の は、 

これ 實に His が 夙 昔の 大 念願で、 凡そ 十 年の 間、 鞠 躬盡瘁 して 鍵髮 悉く. C からむ とする 苦心 焦慮 を 積みました けれども- 

五 九九 
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悲 哉身賤 うして 策^ ひられす， 人微 にして 力足ら す、 今 は 事 全く 志と 違って、 徒に 囚虜 となりました。 あれ は 古の 忠臣 

を 呼び 起して 英 _1 の 照覧に 待つ の 外はなかった のです。 豊 岡で I たび 捕 はれて より、 その 咏み 出る 歌の、 概ね 呰悲 哀切 

々の S: を帶 びて、 多く 誦する に堪 へぬ 思を攀 ふさし むる の も， また 蓋し 同 一 の 心情で ありました。 

十六 日 都 近うな つた、 嘗て 幾た びか 來往 した 淀の 川邊を 過ぎて は、 

このたび はわき て 身に しむ 心地せ り 

まだ 春 さむき 淀の 川風 

十七 日 は伏兑 より 京都に 入り、 愈. H ハ 角の 獄に投 ぜられ ました。 け ふ は诅馬 ー擧の 浪人が 護途 せられて、 上って 來る 

と 云 ふので、 洛外 洛中 は 女 先を爭 ふて 出で、 樫 輿の 連なり 行く のを兒 ました、 一行の 過ぐ る處 は、 人々 群がり 集って 

雜 ^しました。 

いかな らん 身の 行末 は 知らね ども 

け ふ は 都に 先つ きに けり 

京都の 獄 1 

國臣等 一行の 收 客せられ た獄舍 は、 洛西 の大宫 にあり ました。 數ば 維新 史の 上に 現 はる \ 名高い 六 の牢は 即ち 是で、 

安政 戊 午の 大獄 このかた、 幾多の 志士が 或は 生命 を 失 ひ、 或は 艱苦 を 嘗めた 所であります。 

檻 房は總 ベて 十二 棟より 成り、 一 楝は 十八 坪で、 內 十四 坪 は疊を 敷き、 夜 は 外より 燈を 照らし、 護卒は 格子の 外に ゐ 


て晝夜 絡え す 監守し ました。 元來は 裁判 未決の 被告人 を 拘留す る假 檻で、 常時 は 1^ ら會 所と 唱へ、 牢屋と は. e. しませぬ 

でした。 國事 上の 嫌疑者 は、 概ね 皆 こ- 1 に牧容 せらる. -を 例と し、 他の 尋常の 獄舍と は、 全く 様子 を 異にしました リ 一 

般の 取扱 は 頗る 寛大で、 與カ 同心 以下 獄_史 の 囚人に 對 する 應接 言語 も 丁寧でした。 且つ 贈 遺 請託の 弊習 最も 盛な 時勢で 

すから、 身分 好く 資財の 多い もの は、 他の 檻 房に をる 同囚- 獄 外の 人と も" - 密に 消息 を 相 通す る 道 はありました。 

1： 臣此 獄に囚 はる \ こと 七 倘月、 追々 解放 せられた 同 囚の人 や、 獄吏 獄醫 等の 物語 も、 世に 殘 つて ゐ まして、 在 獄中 

の 事情 は 粗 ぼ 分ります。 ^けて 參 考の资 料と なる の は、 當時 自ら 作った 幾多の 吟咏と 之に 屬 する 詞 書と であります. - 

國臣が 此獄に 入った 時 は、 大和の 義 擧に與 みして 生 捕と なった 伴 林 光平、 安積 五郎 はじめ、 久留 米の 速 中 だの， 筑前 

の吉 田重藏 だのと 云 ふ 二十 餘 人の 義徒、 いづれ も處々 方々 より 護送 せられて 來て をり ました。 此外 にも、 他の 國事 上の 

嫩疑を 以て 囚 はれた 志士、 また 多く 集って 數楝の 檻 房に 滿 ちて ゐ ました。 然うして 往々 文字 を 好み 詩歌に 嫻 らうた 人 も 

あつたので、 互 に應酬 唱和し て 心事 を 語り 欝悶を 遣りました。 

これらの 人々 は、 11^ じ 檻 房ではなくて も， それ は 壁 を 隔たて- ^ 話 をしたり、 密に書 を 取り 交 はす 機き もあって、 聊か 

消息 を 通じました。 それに 殉難の 後 間もなく、 馬場 德次郞 などが、 深い 友情 を 以て 事蹟 や 遺稿 を搜 がし 索め て 保存した 

ので、 永く； 大地の 問に 留 りました" 

國臣の 咏んだ 幾多の 歌 を 見る と、 當 時の 感懐 は 勿論、 折々 季節 相 應の花 を 得て は 喜んだ 様子、 さて は 同囚の 志士と 贈 

答した 次第 も 善く 分って、 i 是に趣 深く 感じます。 その 護送 せられて 此 獄に參 つたの は， 春の 猶ほ淺 い 時分です から、 先 

づ 歌に 入った の は 梅で ありました。 

與カ 同心な ど 数多して 生 野の 蓽の 始末 問 ひける 序に 梅の 花 乞 ひける 時よ みて 出しけ る 

六 〇一 
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心 あらば のしる しに 人知れ や 

ひとやに おこせ 梅の 一枝 

う 頼まれて は、 それ は 情 を 解らぬ 例に も 言 はる、 司獄の 小役人で も、 眼 をむ き 出して 否と は 申し兼ね たと 見えまして、 

阈臣の は 叶 ひました。 然 うする と、 隣 房の 伴 林 六郞、 成程 これ は 文 藝の才 もあって、 光平の 名 を 世に 知られた 人です。 

その 梅の 一枝 を 乞 ひ 得た のを羡 しいと 云って、 二 首の 歌 を咏ん で密に 寄せました。 

梅の 花色 を も 香 を も 知る 人の 

なしと 知れば やつれな かるらん 

此 a- の 風の 便 を しるべに て  , 

こ、 にも かよへ ね やの 梅が 香  , .  , 

國臣は 答へ ました。 

いかに 吹く 風 や 隣に つたへ けん 

ひとやの うちに ひめし 梅が 香 

あはれ 深い 獄窓の 小 風流、 贈る 人將た 贈らる- -人 S 雅懷、 おの づ から 想 ひ やられます。 

安積 五郞は 文久ニ 年の 冬、 肥 後の 高瀬で 始めて 相識って より、 交 も 厚く 話 も 合 ふて、 嘗て 同じく 福 岡 地 行の 家に 潜ん 

だ こ ともあれば、 去ハ 牛の 秋 は 供に 大和の 五條へ も 行った 人で、 互に 相思 ふの 情 は 尋常で ありませ ぬでした。 

獄中に て 梅 をみ て 安積 武貞 におく る 

もろともに 衾と もみよ 君が代の 


春の しるし 0 梅 01 枝 

只 これ 微小な 梅の 花の 一 枝です が、 り來り 贈り 去って、 人品お のづ から 幾分 を. P へた 感を 生じます。 

村 井 修理 權少進 1 舰^ 請碥 pg. に" 斬" れ^ 洋十隣 房に をり ました。 國臣歌 を 贈って 村 井 を 慰めました。 

天つ 日の 光に やがて かはくらん 

君が かっける 波の ぬれ 衣  . 

村 井 答へ ました。 

かはく まも 波の ぬれ 衣き てし より 

月 R をう み も わたる ころ かな 

國臣 は此頃 自ら 夙に 志 を 立て カを國 事に 致した 始末 を 詳に述 へ、 數十 枚の 覺書を 作って 西の 町奉行 瀧 川播摩 守に 出し ま 

した。 蓋し 審問に 答へ て具狀 した もので、 書中に は、 安政 二 年の 秋. 長 崎に 於て 外人が 幕吏と 應 接する 狀の だ 傲慢 無 

禮 なる を 聞 見し、 始めて 慷慨 君 國を愛 ふる 情 を 生じた 次第 を 述べて あつたと 申します。 當時 自ら 此具狀 書 を閲 みせられ 

た會 律 の 故老 柴太 I 郞は * 嘗て 著者に 期 かる 話 をせられ ましたが、 具 狀書は 亡び 失せて、 今 は 世に 殘 つて ゐ ませぬ。 

去年 八月 十八 日の 政變 このかた、 朝廷の 風 色 は 全く 變 はり、 嘗て 志 ある 諸 公卿の 主唱に 依って 出 來た國 1$ 參 政の 職 も， 

また 巳に 魔せられ ました。 國臣 此獄に 入って 始めて 狀を 聞き • 愤慨の 情 を 歌に 托し ま-た。 

八重 霞た てる を 時と 時から す 

むらがり 遊ぶ 小 田の たな もの 
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二月 十六 日， 大和の 義 擧に與 つた 同志、 伴 林六郞 f 碰 i 质 1+、 安積 lf¥I 质^ 貞、 as 谷饼豫 作， 隱 S き f!5、 安 的 

力 P 從四位 お、 fepix 一力 贈從 五位 茂 そ 3 斤 f  從 五位 重 通、 §:2 二、 Rfe 正-五^， 行、 きすい. Qldn 贈 5^ 五 §A 英、 睪 

で.！^ 助お の、、 森 i ト篛之 助 土 佐の 人、 田 所 臉，^ ej  土 佐の 人、 安岡 斧 太 £  土 佐の 人、 .Dyir パも！ flp 十 佐レ. 人、 湾 

ナ， 贈 正 五位 行敏、 ヒ n2t? 一力 蹯正 五位 金英、 ns=4 三臢正 百-位 孝 基、 g お 35! 里 贈 正 五^^ 正、 酉牛專 欠 „ ^贿 I ほ まま 威、 ilv- 

村幸吉 おねの 人、 土 居 佐 之 © '土 佐の 人、 尾 崎 健 三 因 州の 人、 is 應 4 ォ理 大和の 人、 ^4^- 偶 ざ 筑 後の 人、 fl^ 

sitllp 贈從 五位 n 刀、 贈從 五位 道德、 .P 百 ic,^ 贈從 .4£;?5、 丄 PIfi 人 §從 五 = ^、ぼ 足、 n?Inss 欠^ W 從 -i^ ま？ s、 

卷羊 三郞筑 後の 人 *  ^田 陶：  一口 筑 後の 人、 中垣 懷太 筑 後の 人、 お 頭 種バ筑 後の 人、 貝 水 IX の 人、 

三 主馬 雇隱喊 放〕 0^ 崎濤五 郞讀舰 I 雕崎 人、 の 二十 人、 町奉行に 於て 死刑 §ー 吿 I け、 即日 執行せられ、 伴 林 も 安 S も 

露ッ 先に 斬られました。 これ は 螂の斧 を 揮 ふて 龍 車に 向 ふの 笑 を 免れなかった としても、 兎も角も 王政の 恢復 を 第 一 

の 志と して 義兵 を舉 げた 人々 で、 國 臣は始 より 深く 同情 を 表し. 如何しても 應援 をせ ねばなら ぬと 云 ふ 所から して、 .S 

ら仍 馬の 義擧を 企 はだて た 程の ことです。 就中 筑 後の 酒 井 荒 卷鶴田 中垣 江 頭の 五 人 は、 萬延の 頃より 事 を 供に した 眞木 

和，：： 水の 子弟で. 情 も. 0 ら 特^です から、 國臣 は哀慟 して 數 首の 歌に 懐 を 述べました。 

たぐ ひなく 珍ら しかりし 初花 を 

つれな くさそう 比 叙の 山風 

吹お ろす 比 叙の 嵐の はげしき に 

わかき の徵 ちり も 殘らす 

また 


大丈夫の 心の 花 はさきに けり 

ちりても 四方に 香 はに ほひつ. * 

なき 魂 はよ そに な ゆき ぞ 九重に 

八重に 花 さく 時 も あらなん 

と 思 ふて は- P ら 慰めて は 見ました が、 さて 嘆かす に は をら れ ませぬ。 

天地の 神 も あはれ と 思へば や 

晴れた る { 仝の 雨と なり けん 

此日 風雨 暴かに 降り出して、 天地 晦冥 さながら 夜の 如く、 迅雷^き 渡 0 ました。 やがて、 否 自分 とても 遠から ぬう ちに 

は、 同じ 運命の 人と なる の だと 思 ふて は、 また 斯う も； ^みました。 

やがて 行く 道と 思へ ばさして また 

さきだつ 人 を 嘆か ざり けり 

楚に 哀痛の 極であります。 

斯くて 春 は 三月と なって 樱は 幾た びか 歌に 入りました。 

また 櫻 を 乞 ふて まかりに さす  . 

さ i やけき まかりの 水に さす 花の 

ゎづ か. に 春の しるし をぞ みる 

然るにつ けても、 心 は 飛んで 九重の天 を かけりました" 

六〇 五 
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山 櫻み るに つけても 大內の 

花 をし ぞ思ふ 春 ざめ の そら 

また 自ら 顧みて 懷を 述べました。 

<L,P づらに 長き 月日 を 送る 力な 

みやこの 赛の花 もみす して 

花瓶に 折りて さ- -れ し山樱 

. 散らん ばかりの け ふの 身のう へ  ， 

廣田 鶴の つばさ ち^めて 巢 にあれ ど 

雲井 を戀 はぬ 日 はな かりけ り 

とら はれと 身 はなり ぬれ ど 天地に 

耻る心 は 露な かりけ り 

やがて 志士の 憂 多き 獄窓の 春 は 暮れて 夏と なりました。  し - ^^z^i 

長 野 芳齋 の筑前 志士 傳に は、 國臣が 生 野に 於て 負傷し. 此獄 にて 粗 ぼ 癒へ たこと I して をら れ ます 力 f  5r 

跡 は 如 可 も 認められ ませぬ。 これ 恐く は傳 聞の 誤で ありませ う。 


京都 大阪の あたりに 居る 同志の 人 は、 國 臣の此 獄に囚 はれた の を 知り、 その 必す死 を 免れざる を 嘆げ き、 何とかして 

救 ひ 出す 道 は あるまい かと 思 ひました。 併 かしながら 去年 八月 十八 日の 政變 このかた， 京都 は 公武 合 體の說 盛に 行 はれ 

まして、 幕府の 威權 ふた X び 頗る 振 ふた 時で、 國 臣は伹 馬の 一 擧の魁 首と して 聞え てゐ ますから、 草莾 浮浪の 徒の 力で 

は、 固より 如何す る こと も出來 ませぬ。 筑 前の 藩 論 も、 此頃 は專ら 公武の 間に 周旋して カを國 事に 致す を ils とし、 世子 

下野 守慶贊 公 は、 去年の 十月 父長溥 公に 代 はって 上洛せられ たま- -、 此歲の 四月の 初まで は * 京都に 留 つて をら れ まし 

て、 扈從の 士卒に は、 國臣の 故 舊知音 も 多く、 中には 平素 交 態 も 深く 同志と 稱 せられた 人 もあります けれども、 飽 くま 

でも 藩主の 節制の 下に 行動す る此 種の 人々 が、 力 を 國臣の 救護に 盡 すの は、 思 も 寄らぬ ことで、 同情 は 抱きながら も 唯 

低聲 耳語して 傍觀 する 許りでした。 繙に 京都の 町人 山中 成太郞 馬場 德次郞 は、 密に薩 摩の 藤 井 良 節 村 山下總 I™ 3 

援助 を 借りて 何とかし たいと 思 ひました が、 藤 井村 山 は、 一 昨年の 伏 見 寺田屋 の事變 前後より、 國臣等 浮浪.：： 志士. V 事 

を俱 にす る 一 派の 薩摩 人と は、 全く 方向 を 別にし まして， 專ら 公武 合體を 11 曰と せらる. -島 津久光 公の 意 圆を承 .酗 する に 

忙 はしく、 去年 八月 十八 日 c> 政變に は、 會津 人と 結 托して 事 を 謀り、 長 州 人 及び 浮浪の 志士 を驅逐 した 程であった ので、 

大和 但 馬の 義 暴を亂 民の 暴發と 同視す る 見解 を 執りまして、 國臣の 行動に 就て は、 最も 不滿の 情 を 抱いて ゐ ました。 

た 藤 井村 山 は、 嘉永 安政の 頃 このかた、 阈臣 との 交 態 は 直に 深く • 善く 平素の 心事 を も 知って をる 人で、 國臣が 幅 

岡の 驕を放 たれる 時に も、 二人の 周旋 特に 與 つて 力の 多かった 程で、 個人と しての 同情 は、 依然として 存 して ゐ まして 

も、 今や 朝廷の 風 色 も 國臣の 境遇 も、 福 岡の 獄に囚 はれた 頃と は. 全く 事情 を 異にしまして， 藤 井村 山の 地より， 但馬 

1 擧の魁 首 を 庇護す る やうな 周旋 は- 到底 それ は 望まれ ませぬ。 そこで 山中 も 馬場 も 策の 出る 所な くして 止みました。 

適. -薩摩 人の 間， また 多く 島 津久光 公 及び 公の 謀議に 參 する 權 要に 服せ ざる もの を 生じ、 寺 田屋の 蔡變に 幾れ た義徙 
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の！： 志、 漸く 勢力 を 得まして、 西鄕 召還の 說を唱 へ、 公武 合 體：： 藩 論 を 翻さう とする 頃に なって、 六 角 の獄を 打破り， 

國臣を 救出ての 議、 始めて 薩摩 人の 問に 起り ました。 

夏 四月、 京都に 居る 薩 摩の 永 山 彌ー郞 • 篠原冬 一 郞、 椎原 小彌太 ゆ、 主唱して 決死の IS 志 七 八 人を糾 4 口し、 六角の 獄 

を 打破って！： ほ を 救出 さう と 云 ふ 計畫を 立てまして、 逸 2^ 十郞 太歳甫 めて 十六、 また 奮 ふて 盟に加 はり、 人々^ だ壯と 

しました〕 四 鄉は狀 を 聞いて 國ほを 救出す の 機會は 別に あるから と 申して、 强 ひて 破獄の 危險を 胃す 必耍 のない こと を 

論した ので、 此議は 終に 行 はれす して 止みました。  - 

これ は 明治 十 の戰 後、 今の 頭 山 滿が薩 摩に 行かれた 時、 私擧 校の 殘黨 より 聞いて 歸られ たので、 始めて 筑 前人の n 

にも 知られた 察實 です が、 また 別に！： 臣と楹 房 を 同う して 六角の 獄にゐ た 一 老人の 話と して、 世に 傳 はって をる 話が あ 

ります。 

此 歳の！^ 頃より 絶えす 酒 食 を！！ 臣に差 入る k 人が あって 同囚相 分って 賞美す る を 例と しました。 また 嘗て 壹岐 なにが 

しと 稱 する 薩摩人 は、 自ら 犯罪 を 装 ひ、 捕 はれて 獄中に 入り、 密に帶 ぶる 所の 齊を^ 臣に 示し 相談 をし まして、 仔 11 に 

獄屮の 情況 を 視察した 後、 Si もな く赦 されて 獄を 出ました。 これ は 破獄の 相談 をす る爲 でした けれども、 國 H:! は 成功 を 

危 みて 應じ ませぬ でした。 然うして 其 事が 都べ て 西鄕の 意より 起った こと は、 老人が 獄を放 たれてから、 京都で 薩靡人 

を 叩 い て 親しく^く 所 だと 中し ます。 

老人 は 八十 餘歲の 高齢 を 保って 久しく 世に をった 人で 名 を 鯰 江 傳左衞 門と 稱 したと 云 ふので すが、 ^馬の it ば 傅左衞 

門 は 京都の 獄に囚 はれた こと はない し、 また 慶應 二： 牛の 夏に 病んで 死んだ ので、 名 は 勿論 それ は gs§ で、 他に も 信じ 難 

レ やうな ふし はあって も， 永 山 篠原椎 原 等の 破獄の 計畫を 立てた 事實 に照らして みると、 或は 何等か 多少の 痕跡の；^ す 


る； かも 知れ ませぬ。 

S は 匿と i の あ i 摩 人の 京都に 出た もの も 多く， 寺 崖の 雲に 關 係した 永 山 彌ー郞 I 冬ョモ しリ. ^ 

時の 義徒も 多く 出て をり ました。 酒 食を 匿に贈るゃ うな 人 は、 必す しも 西鄉に は， ますまい。 西鄉が 沖、 水良部§ 

謫居 より 召し 還され て 京都に 入った の は、 三月の 十一 曰でした。 若し 國臣 に. 酒 食 を贈 つた 人が 、深して 西鄕 だと すれば、 

それ は此 月の 半ば 以後の 事寳 であらう と 思 ひます。 

京都の 獄 四 

伏 見寺屋 II さ Q か I 摩 は 久しく 秦久光 公 2i 裏 順す る 小 霧 刀、 中 山中 gn、  I 知 壯逢ゃ ザの 一 

派、 f 藩 政の 機密 を 掌り、 西鄉は i せられて 南 島に をり ます。 大久保 岩 下 伊地 g は、 依然として 地 を 保って ゐま 

しても、 0a. 藩 f 公武 合體 きとと して 行動し、 長 州 人と 相 籠す さ 望に 爵 しく、 大和 55 

京都 if 意 ims、  in  csis 、寶原 幸五 郞 

P 等^ 尹享 近衞 I 公 ず、 大宵幸 籠 I の 詔 gss 慮で，, さきず、 t ち 

？て 八月 十八 曰の 政 管 起し、 長 州 人と 浮浪 I  士を疆 して、 i0g!iLh^^ 

カ文久 Ig 夏より、 專ら 公武合體 きとして 行動した 驚 は、 徒に 幕府 S 力 I 大し、 朝廷の S は、 却て 漸く ま 

1 ，すれば 文 久ニ年 Qg 前の 霞 £ さと ま f 呈し、 $^sam§a^ 

？ として fills, る 一派 少壯 の薦 人の 麗 拱手 簾す るに 堪へ f 所でした。 加 ふるに 齧 は爵艦 

六 〇 九 
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隊の來 襲 を け 砲火 を 交 ふると 共に， 人心 大に 振興し、 中央で は 大和 伹 馬の 義擧相 踵いで 起り、 時勢 漸く 動かむ として、 

內外の！^^：^自ら現狀を打破せねばならぬ氣運を生じまして， 寺田屋 の事變 より 暫く 屈折して ゐ た西鄕 派の 薩摩人 は • 俄 

然として 勢力 をき し、 S 了 介 1 き 伯爵、 川村與 4. 郞賺 き伯爵、 大山 彌助 S の I、 西 鄕信吾 I ま菌、 等 Q 1 匿 十 人 

は、 猛烈の 態度 を 執り、 大久保 ^ 伊地知 i に 迫り、 藩、 ff 茂久 公に 禀請せ しめ、 先づ權 lil., 第一 の 中 山中 左 衞門を 退け、 藩 

論 を 更新して 西 鄕召 遺の 道 を 開かむ とし、 京都で は， 西 鄕を念 ふの 情 切なる 少戕の 徒、 永山彌 一 郞、 篠原冬 一 郞、 椎原 

小彌 太、 及び 三 島 彌兵衞 I き 子爵 柴山 龍五郞 |s 口田 淸 右衛門 等の 一 圑數十 人、 盟を 結びて 西鄕 召還の 議を唱 へ、 議 若し 

行 はれ ざれば 死も敢 て^せす と稱 し、 久光 公の 信任， を 得て 專ら事 を 用 ふる； f 崎 左 太 郞高崎 猪 太郞の 一 一人に 迫り、 吉井幸 

助 雄 黑 S 嘉右衞 HI ま 子 f 伊集院 直 右衛門 銭 I 子爵 また 各. - カを此 間に 議 しまして、 西鄉 t 始めて 南 島の：！ 居 

を 出て、 三月 十一 日 京都に 入って 薩 藩の 柩軸を 握り、 久光公 は 自ら 局面 を 退かる- -の已 む を 得ざる を 致し、 四月 十日 京 

都 を 去って 歸國 の途に 上られまして、 薩 摩の 藩 論 大轉換 の 氣運は 全く 熟しました。 然るに、 長 州 人 及び 浮浪の 志士 は、 

^ほ此 ii の 機微 を詳 にしないで、 依然として 公武 合體の 藩是を 守る 薩 摩と 認め、 謂 ふ 所の 薩賊 會奸の 見解 を 抱き、 反：： J 

嫉視 如何と もし 難い 勢と なって、 結局 禁 門の 一 戰を交 ふるの 遺憾 を 生じました。 

要するに、 六角の 獄を 打破って 阈臣を 救出 さう と 云 ふ 計畫を 立てた 少壯の 薩摩人 は、 西鄕 派の 後進 子弟で、 飽くまで 

も. fi チ田屋 の 事變に 幾れ た 有 馬 新 七 田 中 謙 助 等の 遣 志 を紹述 せむ とする 人々 ですから、 その 國臣を 救 ふの 策に 想到した の 

は ei 然 の徑路 で、 し 當路の 權耍に 迫り、 西鄕 召還の 議を 決せ しめたのと 同 一 の意氣 より 起り ました。 

然うして 此 等の 薩摩人 は、 眼前に 會津 人が 勢力 を 振 ひ 新選 組が 践扈を 極め、 頻りに 勤王 黨の 志士 を 迫害す るの を兑て 

は、 愤慨 する こと 甚だしく、 六角の 獄に囚 はる. - 幾多の 義 徒に 對 して は、 si^ も 深い 同情 を 抱いて ゐ まして、 彼の 大和 伍 


馬の義擧を亂：！！^の暴發と同視する薩摩人とは自ら^でした。 永 山 養 原椎原 等の 計 叢した 破獄の 策 は， また 必 すし も獨り 

國臣 一 人 を 救 ふの 意圖 にも 限らなかった かと 思 ひます。 

た 斯 かる 破獄の 計 Sh 一は、 固より 甚だしき 胃險の 策と 云 ふば かりに 止まらす、 國臣 等の 裁判 を 遷延す る こと 半年の 久 

しぎに 及んだ 幕府が、 禁 門の 兵 戰に乘 じ、 罪 狀の輕 重 を 問 ふこと なく、 三十 餘人を 擧げて 一 時に 斬って 了 ふたの は、 こ 

れは 固より 尋常 人の 意 料の 外で、 西鄕 が、 後進 子弟の 計畫を 抑制し、 徐に 機會の 熟する の を 待た したの は、 敢へ て 多く 

奇 とする に 足らぬ わけであります。 

京都の 獄五 

此の頃 また 國臣 は咏 みました。 

ちり 殘る 朽葉 かくれの 落椎の  . 

あるに 甲斐な きこの みなりけ り 

奥山の 谷の 落椎 ひろ はれて 

世に出ん こ と は 人た のめなる 

さそ ひ 行く 水の 心に まかす めり 

身 は 浮 草のう き 沈みつ X 

五月に 入って、 獄 外より 姬 百合の 花 を 村 井 修理 權少 進に 贈る 人が あって、 村 井 は 分って W 臣 にも 贈りました C そこで 咏 
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みました。 

人 しれす 愛でよ と 折りて 送りに し 

花 は. ひとやの 奥に ひめ 百合 

みる ま、 に 憂さ を わすれつ 姬 百合の 

花 は ひとやと 知らで さくらん  . - 

名に めで \最 となつ かしく 見 ゆる 哉 

やさしく 咬け る姬 百合の 花 

身 をつ みて 君が 心 を はかる にも 

なつかし からん 姬 百合の 花 

1： ほは鄕 阈の舊 との 養家 小金 丸 氏に 二人の 女兒を 遣して ゐ ます。 その 殉難と： i: じ 月に、 長女 は 病んで 殁 しました が、 最 

も； © 念の 深い 子でした。 蓋し 村 井に も女兒 があった ので、 此 問の 情 を 言 ふたものと 見えます。 村 井 また 咏んで 酬い ま 

した。 

姬 百合の 花な つかしき 言の葉に 

君が 心の 色 もみえ けり 

また宫 蒲の 花 を 贈る 人が あって 咏 みました。 

こさせつ る 人の 心の 花 あやめ 

あな 珍ら しき 花の 色 かな 


さ をと めが 立てる 姿に とも すれば 

思 ひまが ふる 花 あやめ かな 

また 獄 外より 同 囚の太 田 六 右衛門に 消息 を 通す る 人が あつたので、 國臣は 代って、 „ ^みました。 檻 房 無聊の 間， 世の 音づ 

れを 聞いて 喜んだ 情が 善く 現 はれて をり ます。 

まつと しも あらぬ 人 やに 郭公 

あな 珍ら しきけ さの 音づれ  . 

太 S ハ 右衛門、 名 は 稚義、 但 馬朝來 I 田の 塵で、 賑恤 I みて 人望 を 負 ひ、 また 譬 傾けて 志士に 交りました が、 

中. 太 郞兵衞 と 最も 意氣 投合して 事 を 謀り.、 首と して 義擧 に應 じ、 澤 卿の 使者と して 出 石 藩に 赴く の 途次、 捕 へられて 

護 ま- られ、 S 臣と檻 房 I うして 京都の 獄に をり ました。 常に S5 便の 多い 所から して、 f す闽 臣 をして 歌 を S 

さしめ ました。 それで 身 は 獄中に 病みて 死にました けれども、 そ S 物 は 保存せられ て 世に 殘 つたので、 闽臣の 歌 も、 

幸に して 傳は りました。 

今や 國臣の 最後の 一 節 を 語らう として、 特筆大書せ ねばならぬ 事蹟が あります 。それ は 此獄 に 於て 祌皇疋 銃 記 を 講じ、 

同囚の 志士 皆 聞いて 感奮 興起せ ざる 人はなかった と 云 ふこと です。 

祌皇 正統 記 は、 これ 五 百年 前の 時勢に は 極めて 稀れ な 博 擧宏識 と、 救世の 精忠ャ 節ん-を 以て、 我が 瞬 史の上 こ f 、れも 

ない 南 II 流の 名 臣源淮后親房 卿が、 源平 以後の 武門 武士の 薄し く 蒙 文專、 曰 本の 靈 雷に 味く、 滔々 比々 

として皇{^2尊嚴を忘れ、 我れ 先き にと 競 ふて 覇者の 號令を 奉す るを慨 かる i の餘 り、 滿目皆 敵の^に 孤， m を 提げて お 

守せられ た 常 陸 闘の 城 中、 自ら 筆 を 執って 著述せられ たもので、 祌祖の 皇孫に 賜った 天壌 無 e おの 日本 は、 如何しても 
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流の 天皇の 統治せられ ねばならぬ 國 家で、 武門 武士の 威 權を擅 ま \ にして 私に 偷 むことの 出来ない 道理 を閬 明せられ 

たのが、 即ち 神皇 正統 記であります。 

. 阔臣 の舉問 は、 勿論 片手間の 擧 問で、 深く 究め 博く 考 へて 此の 書を講 する やうな 造詣はなくて も、 國史國 典の 一 班 は、 

夙， に 窺 ひ 得る 所があって、 立國の 淵源 由来 は、 最も 明快に 解って ゐ まして、 自然 その 邊 から、 熾烈な 勤王の 感情 思想 を 

生じた のでした。 我が 阈 民の 君主 は、 獨り 京都に まします 天皇の みで、 他に 君主 はない、 大名と 家来との 問 柄な ど は、 

m に 主 從の關 係に 過ぎぬ， それ を 君臣の 何のと 云 ふの は、 後の世の 私事 だと 悟って、 己れ は 鉋く まで も阈臣 でめる、 國 

の臣 であると 信じて ゐ ました。 

また 奈良 朝の 律令格式 を 講じて は、 我 國の國 家 組織が 平民 的 王制で ある こと を 知って 深く 感激し、 やがて 皇權の 一 件が 

t したの を 扱 回す る を國民 一般の 責任と し、 自ら 草 莽の裡 より 奮 ひ 起って， 王政 恢復の 大志 を 立て、 江戶の 幕府 を 討つ 

て 覆さう と 欲し、 鞠躬 盡痒 斃れて 後ち 已 める 人でした。 

-. 新. かる 人が 斯 かる 時に 於ピ斯 かる 書 を 講じた の は、 終に 臨める 勤王の 志士と して は、 憲に 意義の 深く 情緒の 多い 事蹬 

で、 同囚の 人々 の 感奮 興起した と 云 ふの も、 當 然と 思 ひます。 

これ は 壯烈で 悲慘を 極む る 國臣の 最後 を かざって、 永く 一種の 光彩 を 放つ であり ませう。 

それから 國臣は 此の 獄に 於て、 自國 論と 云 ふ もの を 書いた と 云 ふ 話 も、 殘 つて ゐ ます。 事實 はどう 歟。 何だか 福^の 

獄中で 幾多の 著述 をした ことの 間遠の やうで、 著者 は 未だ 斯 かる もの を 見た こと も ありませ ぬ。 しかし 事實 2- して 然ぅ 

だとす ると、 獄裡刖 けて 最後の 獄裡に 於て、 猶ほ 丹心 を 著述に 留めむ とした 苦節 は、 歐洲ゃ 支那 あたりの 史上に 著名な 

古の 殉道 者の 風 各 もあって、 た^ 徒に 慷慨 悲憤して 死す る 尋常一様の 志士と は 違 ひまして、 從容 として 天命に 安ん する 


偉人の 態度も^ ばれて、 奥ゆかしく 感じます。 

六月 音の 夜に は、 池 田 屋の事變 が 起って、 慕謹|籠|^|1、 松 田 重 助 腿 II 放，、 富 Issp ，赏、 I 

龜彌 太？：： 似 I5、r 杉 山 松 助 I 虹 1:^，！ 等 二十 餘人、 新選 組の 襲 ふ 所と なり、 或は 死し、. 或は 逃れ、 然うして 古 高 俊 

太 郞羅舰 § 藏、 ^ 山 田 虎之助 粼肊 g_ ^ま 佐 藤市郞 I の 人、 等 は、 前後 捕 はれて 六角の 獄に投 ぜられ ました。 

去た 牛 八月 十八 日の 政變 このかた、 長 藩： 主從 及び 三條前 中納言 以下の 諸 卿 は、 或は 陳情の 書 を 上り， 或は 他の 公卿 諸 

侯に 依って 数ば 愁訴せられ ました けれども、 朝廷に 於て は 毫も 顧みら る X の狀 なく、 大擧 東上の 議、 また 種々 の 事情に 

支 へられて 久しく 行 はれませ ぬ。 そこで 宮部等 は 同志 を 糾合し、 先 づ火を 尹宫の 第に 放ち、 守護 職 を 製 ふて 君側の 姦を 

掃 ひ、 朝廷の 復正を 謀らう と 企 はだて， 密かに 畫 策した の を、 守護 職 松 平 肥 後 守 は 偵察して 之 を 知り、 新選. g をして 手 

を 下さ しめたので， 忽ち 此の 事變 とたり ました。 

鑌 いて 三 條 家の 諸 太夫 丹^ 出 雲 守、 一一； 條西 家の 諸 太夫 河 村 能 登 守 は、 各. -從者 一 人を隨 へ、 三 田 尻より 上って 來て伏 

見の 旅館に ゐた を 捕縛せられ まして、 此 月の 十四日 を 以て、 4|^從四人同じく六角の獄に投ぜられました。 斯くて 獄屮 

の 志士 は 追々 世 の 消息 を 得て、 愈. - 時事の 日に 非なる を 見て 憤慨し ました。 國 臣も 失望の 情 を 述べました、 

ぬば 玉の 闇路 をた どる 心ち せり 

身の 行末 はいかになる らん 

弓 は 折れ 太刀 はく だけて 身 はっかれ 

いきつき あへ す 死なば 死ぬべし 

また 此！ a; の 歌が あります。 
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大丈夫の つくす 誠の 大方 は 

百 代の 後ぞ 人に 知られん 

かばね に は 水つ け tif むせ 大君の 

御 爲てふ 名の 世々 にくちす は 

御世 守る 心は猶 もお くれね ど 

つ くさ ん こ と は 命な りけ り 

獄 iiSi 文 郁 は 國舉も 解れば 歌道の 心掛 もあった 人で、 善く 國臣 等の 病 を 視て， 懇に治 を 施しました。 隨臣は 嘗て 二 首り 

歌 を かいて 與 へました。 

あさまし や 身 は 松が 枝に あら 繩の 

いく 重 もか& るった かづら かな 

. えみ しぐさ 志 計 梨 亭道も わかぬ かな 

その 書く 文字の 蟹の 横濱 

大和の^ 擧に關 係した 同志 は、 數月前 を 以て！！ ね先づ 斬られて 了 ひま じた" 1:臣は幕府の追.：^-を受くることも已に久し 

く、 但 馬の 義擧. に 於て は、 首謀の 第一 人です から、 早 かれ 晚 かれ、 死 は 到底 免れぬ 運命で したが、 しかし 七 n の屮 ，w 過 

ぎに なって. 忽ち 最後 を 遂げた の は、 それ は 長 州 人 や 眞木和 泉 守な どが 兵 を 擁して 上って 參 つて、 洛中に 事 を 起した 騷 

動の 傍杖で ありました。 


元 治 元年 甲子の 七月 十九 日、 長 州の 老職营 右衛門 介 ^1、 福 原 着 II 四 位、 國司 |蹐ぃ| 塁、 I2H ヒ-? く 

17 保臣 【等、 三方より 兵 を 進めて 京都に 入らむ とし、 幕府 及び 諸 藩の 兵 は、 力 臭 はせ て 之 を ま、 f  §リ のき 

起り ました。  .5f  ft 

是 より 先き、 章 八月 十八 曰の 政變 このかた. 業 少壯の 長 州 人 は、 西 f 歸を 擁する 諸方の 5 きこ、 S えす 

ま 束 上の 說を唱 へました けれども、 ，の內 情 もあって、 容易に 行 はれませ ぬ。 今. より.， なて、 ，の 行 

動 を： 小 f すきと f 薄し く、  S 東上の 靈く 管制せ むと する 勢 ひに なって ま 折し も、 池 S の， 1 り 

まして、 證 全く 決 I、 阈司 霞、 履 越後、 爵右衞 門 介の 老職 三人 は、 各、 一 圏の 車 警人を 率ゐ、 0fr 

iof  51 後先して m 上し、 山 崎 I 伏 § 三 個所に 屯 f して、 U ?!  ^ 

廷， i は 兵火の 洛中に？ る I り、 一 たび 之 を 容れら るぶ 評議 も t ましたが、 - fif4^.  ^ 

府 方の 人. r そ Q 強訴 S する を 不可と し、 先づ兵 まけて 爵靈 I すべし と f られ ます；.， ども、 Ir, 

に 從ふ善 じ ませぬ。 0lia,  一一 i 中納 I 下の i と M じく， 

ら 達した ので、 幕府 方 I に先づ 洛外の II 蕩す るの 評， 決しました。 西 f たお か 此のえ を J、 

自ら 進んで 機先. vf むと、 S 霊の 一隊 は § より、 福 原義 S 一隊 は 伏， - より、 11^-11^, 

f 進み、 爵右衞 n 介 は i 山に 於て II し， sfiQI ま 又 兵 衞先づ洛 屮に 入って J を ま、 1^ 


次で 三面より 並に 進んで 奮鬪 し、 浮浪の 志士 最も 紘 めました けれども、 幕府 諸 藩の 兵 また 屈せす して 應戰 し， 薩 摩の 錄 

砲 最も 威力 を發 揮し まして、 西 軍の 三隊 悉く 敗れ、 來島又 兵； 化 久阪義 助 麵舰四 位 寺 島 忠三郞 1% 广 入江 九 

一き ま 四 位、 以下、 長 州の 英俊 g ね敝 死れ、 SB の 志士 また 多く 死し ました。 就中 筑 後の 原 道太麵 雌ゅ广 半 £ 門士 L 麵. i 五位 

肥 後の 高木 元 右衞門 五位、 內田 彌三郞 II 五位、 は、 國臣と 萬延の 頃より 枏 交りた る 同志で、 筑 前の 中：！ S 次郞 は、 

圆 太の： でした が、 孰れ も 皆 節に 殉 じました。 また！： 臣 との 情誼、 特に 深き 筑 前の 藤 四郞刻 i 五^ 吉 田太郞 fl 五位 

及び 堀 山ハ郎謂 扉き 雷 51， 位、 大祌 壹岐 守 濯 ig、 松 田 I 蟲 lg、 筑 後の 淵 上 郁太郎 ilg  SA0 

謂 I 五位、 池 尻 茂 郞 五位、 等、 また 西 軍に 從ふ てゐ ましたが、 松 田 松 浦 池 尻の 三人 は、 一 日を隔 だて \、 眞木和 泉 守 

と 供に 天王山で 腹 を 切って 斃れ、 他は總 ベて 脫 して 走りました。 

國臣が 三十 餘 人の 同 囚と首 を 並べて 悉く 斬られた の は、 來 島久阪 等の 打 死 を 遂げた 翌日で、 M 木が 天王山で 腹 を 切る 

前日でした。 

長 州 人の 戰が 勝利と なれば、 自然 國臣も 救 はれた でせ うけれ ども、 斯 かる 形 行で 致 方 も ありませ ぬでした。 

最  後 

今 は 愈 > ^國臣 の 最後 を 述べねば ならぬ 時と なりました。 

， 長 州 人 ゃ眞木 等、 諸隊 は、 十九 日の 一 戰に 全く 敗軍と なり、 悉く 西 を 指して 引上げ ましたが、 京都の 方より：：：^ ると、 

山^の あたりに は、 初めより 戰に加 はらぬ 益 田 右衛門 介の 一 隊もゐ まして、 いつ 何時に 攻 寄せて 來る かも 分り 兼ねます。 


それに 市中 は戰が 始まる と 間もなく * 兵火が 處々 に 起って、 延燒 四方に 及び、 社寺 民家 多く 燒け 失せて 焦土と なり ま 

した。 

翌 二十日 も 昨日 来の 兵火 は 猶ほ已 ます、 消防す る 人手の ない ま \ に 段々 燃え 攄 がって、 物情騒然 人心 恂々 でし ij。 幕 

府の 大目 付 永 井 主 水 正 I 東 町奉行 小 栗 下總守 g 西 町奉行 瀧 川 播摩守 g は、 火勢 漸く 六， 5： の獄に 迫らん とする のを兑 て、 

斯 力る 騷動を 機會 とし、 破獄 を 企 だつ る もので も 出来て は 由々 しき 大事 だ、 寧ろ 此^に 處 分す るが {且 しいと いふ 評議 を 

決しまして、 非常の 臨機 處 置の 職權を 以て 命令 を 下し、 獄中の 人 を 斬らし めました。 そこで 新選 組の 組頭 近德舆 等 は、 

自ら 槍の 露^ を携 へた 一隊 數十人 を 率 ひて 來り、 午後 二 時 I のより 五 時 M£ までの 間に 於て、 人々 を 獄中より Sf; 出し、 

• アム  \)  Ts^ 

儈手 を：^ して 刑 を 行 ひました。 國 臣は絕 《叩の 詩 一 一首 及び 歌 一 首 を 留め、 恭しく 皇 城の 方 を 伏し 拜んで 斬られました。 

龍 狭 虎口 寄- 1 斯躬？ 半 世 功名 一 夢中。 他日 泉 埋：， 骨處。 刑餘誰 又認， 1 孤忠？  , 

. 憂國十 年。 東 走 西馳。 成敗 亦に 天。 魂魄 歸, 地。 

みよ や 人 嵐の 庭の もみ ぢばは 

いづれ 一 葉 もちら やや は ある 

猶ほ刖 に 二 首の 歌 も、 當 時の 辭 世の 作 だと 云って ゐ ます。 確かに 然ぅ とも 思 はれませ ぬが 記して 置きます。 

今更に なに を惜 まん 大丈夫の 

もとより 君に さ X げ ぬる 身 を 

もの & ふの m 〈籠め にし 一 筋 は 

七 代 かゆ ともよし 撓む まじ 

六 1 九 


六 二 〇 

孰れに しても、 斯 かる 最後の 節 を 期して 豫 ねて 味んで ゐ たもので せう。 

is  くて 1： 臣は 一命 を 君と 國と にさ \ げて 忠魂 を皇 城の 地に 埋めました。 享年 三十 七。 此の 時身體 瘦せ衰 へて 肉 脫ち骨 

ゆち、 鬚髮 白き こと 雪の 如く、 形容 は 宛 も 七十の 老翁 を 見る やうに 枯稿 しまして、 唯 眼光の 炯々 として 人 を 射る ばかり 


此の 日 阈臣 と 同じく 難に 夠 する もの、 丹 羽 出 雲 守 f 謎 細 雄、  膽ま、 河 村 能 登 守 f 誠 妊规， 颜、 もの 倏.？ 家、 古 高 俊 太 g 

上 li>-£ 贝、 也 C  -5  贈庀 五位 景^、 足 利將軍 木、 臢正 五位 靖之、 但 馬、.. 、  J^t^ais 正 五位 素行、^ 馬、 

應 t 临 5：% り 州の.： <r、 長 尾 郁太郎 二  2 ^秦の 人、 横 田 友，？ おの 義擧、 I の 人、 木多バ 太， リ. -I 攀、 近 江の 人、 

, J1 正 五位 需、 大和、 ， 乙 ト，， a 贈 正 五位 嗣龍、 大和、 春 ケー 卞贈正 五位 長 雄、 . ^和、 十 クー 力 五位-お、.^， の、 

さ 東^ 左衛 門げ 難 ^^"の 人、 乾十郞 1^ 舉、 大和の 人、 ガ君 善之祐 I 攀、 河內の 人、 §p 之^ * が攀、 河内の 人. 

6?T-a 位 4<r5、  ， i  五位 载^、 大和、 .^MK^IUly- 贈 正 五位、 實名佐 竹 織 江、 間、 え S おおお 一 贈 正 五位、 赏 

長 野 一 郎 f  の：^ 1 石 川 一 ぜ數 grw 州 のん、 嚴傜 坊亮親 l、g 嫌疑、 ii 英彥 山の 人、 敎觀坊 成 3^ 名 I 衛 £、 

I 難き？，？. は、 大 I 之 助 firsi; 旭， * 村 證助麵 IgsfeM? 九 市、 、 富 i 認 r 鼓 S いれ？ 

保母 晶 ほ，？、 原 田 龜太郞 llgt 備？； 欽？、 田 中 楠 之 助赠, 續欽？ 辻本傳 ills 讀^ 

li^s^,  iis^^. 山 田 虎之助？ il^Jf  、村 hllllgl; 

p^^, 川 勝寬 治镙 If ； 請^ lit; 累、 、 南 華 馬 Sglll5i、 、 き 才次郞 II 濃？ SSf だァ S 

iii 難歸 f ぉ累、 、 吉川 菊治1』 家 t 諡 5^、 、 鶴 松龍噌 iif  IF せ 5、 の、 常 助 If  lit 人噍、 即ち I を 合 は 

せ、 都べ て 三十 三人 

世に は 新う した 話も殘 つて をり ます。 

此の 日 は 常例の 通り 一 々刑場に 引出して 首を切って は、 却々 手 數も掛 つて 埒は あかぬ し、 また 危險 でも あると 云 ふ 所 

からして、 皆 手 は ^ 窓の 外より 長い 槍 を 差 延べて 突 殺した ので、 人々 は懌き 叫んで 狹 まい 獄內 を、 彼方此方と 避けて 逃 


げ 廻って、 天井に 飛び付かう とする も あれば、 壁に しがみつく もあって、 それ は 實に殘 酷 を 極め 悲慘を 極めました。 然 

うして 闽 臣 はさす がに 圃臣 で、 斯 くと 見る と、 自ら 起って 檻 窓へ 近く 進み 寄り、 請 ふて 辭 世の 詩歌 を 窓の 外へ 差^し * 

それから 謹んで 拍手 合掌し、 恭しく 大君の まします 方 を 伏し 拜み、 さて 外面へ 向き _ ^り， 從容 として 胸 を 押し ひろげ、 

徐に聲 を 掛けて 可 矣と言 ひました。 僮 手 は 槍 を 差 延べて 突きました。 二 突き 突いて 息 は 絶えた と 云 ふので あります。 狹 

ばい 同 獄の內 に は、 殺されないで 濟んだ 人 も、 猶ほ數 多 をった し、 如何に 非常の 場合 だと 云っても、 斯 くまで も亂： S を 

極めた 措置 はなから うと 思 はれます。 それ は當時 近く 此の 狀を 知って をる 村 井 修理 權少 進が、 就 二 於 刑 壇 1 斬レ 之と 記した 

ので も 分ります。 しかし 世に は 斯う 云 ふ 話 も 行 はれて ゐ ますから、 その 話 だけ を 今こ& に 申して 置きます ひ 

また 當時 大目 付 町奉行の 命令 は、 兵火が 堀川 以西に 及んだら、 平野 ニ郞 及び 江戶 表へ 伺 中の 重罪 人は總 ベて 斬り、 他 

は 解放せ よと 云 ふ 趣意で したが、 兵火の 未だ 堀川 以西に 及ばない うちに、 早く 斬って 了った し、 黑田與 一 郞 だの、 太 W 

六 右衞門 だの， ^馬の 義 擧に關 係の 淺 からぬ 人 は、 此の 時の 刑 を 免れ、 孰れの 事件に も 格別の 關係 ありと は 思 はれない 

僕隸 農夫の 繁は 却て 斬られ、 且つ 總 ベて 何等の 宣告 を も W ひす、 裁判 未決の ま-、 辭を 非常の 事變に 託して 處分を 加へ 

たので， 當 時の 人 は かに 議 して 濫 刑と 申しました。 同 獄の村 井 修理 權少進 は、 まのあたりに 此の 狀を兑 て愤慨 し、 所 

感の詩 を 作って をリ ます。  - 

.E 崩 河 裂國將 ぃ淪。 幼 火 執 子 飛 二  _ 畠 輪？ 火焰 焦た 大 天地 赤。 濫 刑靳盡 赤心 人。 

村 井 は竊ほ 別に 一 一首 を 作って 特に！： 臣の 死を哀 みました。 

都人 感泣 紫 人心。 夜 渡 二 太 湖 1 船 欲 i 沈。 忠義 一 蓬薩摩 海。 霜 風刺 玍 n 緊， 於， 針。 

諷詠揚 々 氣滿 レ顏。 吟鋒銳 於：. 拔 -1 東關？ 不ぃ 須搖落 待：^ 風 散。 一 校歌 塞 紅葉 山。  ■ 
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,  六 ニニ 

露 木 和 泉 守は戰 敗れて 一 たび 天王山に 引上げ ましたが、 諸 隊は士 氣已に 去って 後た 戰ふ 見込 はあり ませぬ。 今度の 一 擧 

翁 

は 木の 最も 熱心に 主張した 所で、 且つ 昨日の 進擊も 主として S 具 木 等の 說が行 はれた のです から、 特に 敗軍の 責を負 ひ、 

ニ十一 日の曉に^：！！ら腹を屠って幾れ、 松 山深藏 ，腿 I 錯、 正 夫 ， 千屋菊 次郞， 舰賴錄 5f  、 能 勢 達 太 贿？ ま、 、 

、ぐ：. り^ 從 五位 强恕、 、 靑 1 贈 從四位 執 中、 、 な贈疋 五位 安臣、 、 、反、. CR, 贈 正 五位 雄 宗、、 す，， 贈 正 五 

； 女？ la^-N^ 土 佐の 人、  廣田 精一 下野の 人、  illt-hni^ 下野の 人、  づ阪づ 肥 後の 人、  宮 A 口春 藏位^ f^lr 

肥 後の、 百き 泡 .l.,,,^ 贈 正 五位 賴秋、 、 n 戸 ggR. 贈 正 五^ 時 雄、 、 ぉ# き 贈 從四位 眞.^ 、、  中 £ケ 一力 贈 正 五位 ^則、、 .gs- 

人、 西 島；^ 太 B 肥 後 Q.< ；、  力 四 g 肥 後の 人、  中津彥 太 es 肥, 凌 Q 人、 滔 庄之助 肥 後の 人、 汇 

K,?aIRi 贈 正 五位 愁、 、 人ム 4ra\,:a 贈 正 五位 寛敏、 、 n"i:,.„&fT 贈 正 五位 任 重、、 r.. ム 3iJ、B. 贈 正 五位 安定、、 r^卜Jヽに、  t^^^ 

茂 四 筑 後の 人、 松^ 尸 St 筑 後の 人、  力 藤 常 吉筑 後の 人、  松 田 五六. S 筑 前の 人、 の 十. U 人 また^も 

生く る を 欲せす、 M 木と 骸を 並べて 同じく 死し ました。 眞木は 終に 臨み、 强 ひて 大和の 大澤 逸平 を 促し， 長 州に 往 いて 

狀を吿 げしめ、 且つ 歌 を 三條公 等の 諸 卿に 贈りました。 

大山の 峰の いはね に瑰 めけ り 

わが 年月の 日本 魂 

萬延 元年の 秋、 國臣 始めて 眞木 を筑後 水田の 幽居に 訪ひ、 俱に肝 膽を披 いて 王政 恢復の 大事 を談 じて より 方に 五 年。 去 

就 時あって 處を 異にし、 離合 動もすれば 常なかった のです けれども、 互に 數ば 危地 を 踏み、 逆境 を 越えて 毫も 志 を渝へ 

す、 終始 j 莨して 苦節 を 全うし、 今また幾んど日を同じぅして王事に夠じ、. 並に永く忠魂を近畿の地に埋めました。 

に 珍ら しい 因緣 で、 史上 稀れ に 有る の偉觀 また 美 觀と云 はねば なり ませぬ" 

國臣 東奔西走して 君 國の爲 に 鞠 躬盡瘁 する こと 多年。 忠烈 汎く播 し名聲 最も 著 はれて ゐ たので、 獄に 幾れ た訃昔 が 諸 

方に 傅 はると、 天下の 尊王の 大義 を辨 へた 人 は • 豫 ねて 識 ると 識ら ぬと に 論な く、 齊 しく 哀悼し、 嘗て 獄を 同じう して 

深く 闕臣の 人物 志操に 敬服して をった 丹 波の 福 田 源 光 齋と云 ふ 人な ど は、 その 殉難 を 傷んで 飮食喉 を 下らす、 やがて 憔 


悴 して 死んだ やうな さへ ありました。  . 

此の 時 は 筑前も 相應の 士卒 を 京都に 出して ゐ まして、 十九 日の 實戰に は與り ませぬ けれども、 中立 寶鬥を 守りました" 

竹馬の友 小 田 部 龍 右衛門 も、 筑 前の 屋敷に 勤めて をり まして * 翌日 斥候と して 出で \ 天王山の 情況 を 探り， 鳥 羽まで 歸 

つて 參 つて、 國臣 等の 處刑を 受けた の を 始めて 知りました。 淚を： iS ふて 京都の 方 を 望む と、 延燒の 勢 は 猶ほ已 まないで， 

炎焰 天に 漲って ゐ たと 云 ふこと です。 

やがて 國臣の 訃音 は 鄉國に 聞え ました。 筑前 にも 同志と か 朋友と か 名のつ く 人 は、 隨分 それ は 多かった のです けれど 

も、 實 際に 於て、 國臣の 人物 を 深く 識り、 國臣の 心事 を 解して、 眞の 知己 者と 云 はれる の は， 蓋し 平 尾 山の 女 歌人と 草 

萊 馬市の 農 岡部諶 助と で、 岡 部 は 去年の 夏に 病死 をして 國臣の 殉難 を哭 する の 苦痛 を 免れ ましたが、 望^3{尼の哀慟は言 

葉に 餘 りました。 その 始めて 殉難の こと を 聞かれた 時、 夜もすがら 書きつ けられた 十二 首の 歌に も 哀絕慟 絶の 情 は 溢れ 

て をり ます。 豫ね てより 代って 死にたい と 祈っても、 老の命 を 神は享 けられぬ かと 理ぜ めで 嘆かれました。 女 歌人の 情 

は 最も 二 首の 歌に 現 はれて ゐ ます。 此欹に 多少の 憤慨の 意 を 含む ところに、 自ら 哀慟の 極った こと を 示して をり ます.。 

かねてより 君に 代 はれと 祈りつ る 

老が命 を 神 はう けす や  , 

老 らくの 塵よりか ろく 棄て はて、 

いらぬ 命 はとる 人 もな し 
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六 二 四 

殉難 ビ 時勢 

阔臣が 王政復古の 1^ 運を兑 ないで、 明津 維新の 前 四 年に 於て、 身 先づ儈 子. の 手に 斃れ たの は、 成程 遣憾の 極みでした 

力 併し 力ら 1 方から 熟/ -考 へる と、 猶ほ數 年の 餘命を 保って ゐた とて、 更に 犬なる 活動 をして、 多く 君國 に貢獻 する 

機會を 牛： じた 歟、 如何 歟と思 はる i 苹情 もあって、 京都の 獄に 死んだ の は、 蓋し 最も 時と 所と を 得た ものでした。 

阔臣の 死んだ 元 治 元年 は、 維新の 史上で は、 頗る 重要な 時勢の 大轉換 を 見た 歳で、 薩長の 兩藩 は、 京都に 於て 一 たび. 

！：^ハを交へ、 やがて 第 一征 長の 役と なった に拘ら す、 兩藩 聯合して 幕府に 當ら ねばなら ぬと 云 ふ氣運 は、 始めて 漸く 此 55 

より 起って 來 ました。 また 兩藩は 並に 前年 を 以て、 外國の 艦隊と 戰 ふた 爲 め- 自然 兵制 を 改革し 資力 を 養 ふの 必要 を 深 

く 感じまして、 士氣 人心 も 著しく 變じ、 旁 確乎たる 藩是を 立てた ので、 四 年の 後に 於け る 王政復古の 大勢 は、 早く 此 

の 問に 定 りました。  、 

維新 前 S 時勢 も 斯うなる と、 天下の 大事 は、 兵馬 金 毂の實 力に 富む 雄阈巨 藩で なければ、 如何と も爲し 難い こと も 明 

かに 分って、 赤手 空 举を揮 ふ 浮浪の 志士の 活動す る 舞 臺の幕 は已に 落ちました。 祖先 傳來の 鋭利 を 誇った 刀檎 は、 ？ 弦 

銃砲の 威力と はれぬ 時代と なりました。 國臣が 吐の 上猶ほ 永く 世に 生き 殘 つて ゐ たと て、 阪本 龍馬 中 岡 愼太郞 の 徒と 

相 伍して、 薩長の 聯合 を 謀って 骨 を 折る 歟、 兩 藩の 賓 となり 客將 となって カを盡 した 程度に 止まり ませう。 鄕闽筑 

の 藩 でも 一 新して、 後に 負 ふ 勢力で も出來 ない 限り は、 元 治 元年 以後の 時勢に 於て、 阈臣の 活動す る 塲所は 極めて 乏 

しく、 筑 前の 藩 情 は 明治維新の 問 際まで、 形勢 依然として 因循姑息でした。 或は 慶應 元年の 獄に 引つ か.， つて 首 を 断ら 


れた かも 知れ ませぬ" そこで 天下の 人が 俱に瞻 る 京都の 獄を 殉難の 場と して、 永く 忠魂 を呈 城の 地に 埋めた の は、 最も 

時と 所と を 得た と 申す のであります。 

また 明治維新の 後、 猶ほ 久しく 世に 在った として、 薩長の 内閣に 伴 貪 宰相の 名を留 むる 歟、 或. は 幾た びの 政 變ふ關 係 

し、 國 iej 犯 を 以て 身 を 終った 歟に 過ぎまい と 思 ひます。 夙に 勤王の 志士と して 著 はれ、 明治維新の 後まで 生き 殘 つた 人 

の 末路 晚年 をみ ると、 大概 それ は 分ります。 或は 意外に 圓滿の 終り を 遂げ、 宫 中の 大官 になって、 平野 子 か 平野 伯 

爵 -：！^ かぐら ゐは 出来て、 地 行の 足輕が 格別の 出世 をした と 云って、 近所 隣の 爺さん 婆さん を羡 しがら せる 様な こと は 無 

いに 限らぬ としても、 それ は 維新 中興の 歷史と 交涉の 多い 圃臣の 人物 事 功の 上に は、. 何等の 重さ を 加 ふるものと は 中 さ 

れ ませぬ" 

要するに、 明治維新の 中興 を距る こと 頗る 遠く、 薩長 人な どの 尊王 論 も、 猶ほ 甚だ 微弱で、 大抵 は 藩士と しての 一個 

人の 主張であった 顷 より、 國臣は 幕ら 勤王の 大義 を唱 へ、 別けて は 赤裸々 の 討幕 論 を 立て、 家 を 忘れ 身を棄 て. - 奔走 周 

旋し、 斯くて 國 論 の 振興 を 助け、 時勢の 间轉を 促し、 王政 恢復の 氣運を 開拓す るに 與 つて 多大の 力が ありました。 これ 

即ち 國臣 の國臣 たる 本 來の眞 面目で、 眇 たる 一介の 浪人 志士 を 以て、 殉難の 後 四 年 を經て 成る を吿 けた 明治維新の 大史 

實と 交涉の 深い 所以 も、 主として 是に存 して をり ます。 

明治維新の 史資 は、 我々 日本の 國 民が 今方 さに 遭遇し つ i ある 現時代の 發 端で、 歷史 として は猶ほ 頗る 新しき に 過ぎ 

ますから、 此の間の 事 實を觀 察する 人 も、 種々 の 黨爭の 情 ゃ複雜 した 念 を 混淆して、 動もすれば 公平の 判斷を 誤り、 期 

かる 大史實 と 交涉の 深い 國臣の やうな 志士の 人， i 事 功 も， 絡 ほ 十分に 認識せられ ぬの を 感じます が、 然 かし 段々 と 所 

の 積む に從 ひ、 今日よりも 更に 幾 匱の 鮮明と 價 値と を 加へ るで あらう と 思 ひます。 
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六 二 六 

遺骸の 發見 

冗 治 元年 七月 一 一十 日の 午後、 國臣等 三十 餘人、 六角の 獄に 於て、 處刑を 受ける と、 遺骸 はお 土 居 西の 仕置場に 移され、 

"時の 獄^ 松 田 就 正 小島 吟次郞 の 二人、 密かに 相 謀り、 遺骸の 氏名 明かに 且つ 身分 ある もの 十三 體は、 特に 長擴を 掘つ 

て 順次に 排列し、 瓦片に 氏名 を 朱書し、 各體に 添付して 埋め、 他の 氏名 身分の 分らぬ もの 二十 體は、 普通 刑死 者の 例に 

依り、 少し 隔て- - 大鼓 を 掘り、 了 ソに取 集めて 合 はせ 埋めました。 

雨來四 年の 間 は、 幕府の 威令 猶ほ行 はれまし たが、 やがて 明治維新の 世と なり、 洛 東の 靄 山に 殉難者の 忠魂 を 祭る の 

典 を 擧げ、 各.， 氏名 を錄 して 碑石 を樹 てました けれども、 これ は 招魂の 表で、 埋葬した 墓と は 別です から、 遣骸の 所在 

は、 始めより 詮 考を费 しません でした。 加 ふるに 幕府の 獄吏たり し 人 は、 努めて 當 時の 事實を 隠蔽し、 言明す る を 避け 

たので、 阈臣 等の 埋骨の 地域 も、 全く 世に 知られす、 依然として 假 葬せられ た 舊獄の 刑場に 遺棄せられ たま"、 十餘^ 

の 久しき を經 過し ました。  ，  I 

明治 十 年の 春 • 京都府の 勸業課 は、 塵芥の 類 を 化成して 肥料 を 製造す る 事業 を 創め、 ニ條の 西に ある 奮獄の 刑場、 及 

び 接 して をる 荒 蕪を收 用し、 製造所 を 設け 化芥 所と 稱 する ことに 決し、 主任者 吉井義 之、 自ら 人夫 を督 し、 用地 を 整 

现 して ゐ ますと、 域 內の邊 隅 荊棘の 叢生した 所の 椋樹の 下に、 一 つの 隆起した 地が あって、 元 治 甲子の 歳に 處刑 を^け 

た 志士の 遣骸を 埋めた 跡 だと 稱 せられて ゐ ました。 發 掘して 見る と、 栗して 骨 骸壘々 として 現 はれ、 殊に 平野 次.. -の名 

簽を 朱書した 瓦 も 出ました。 そこで 愈.^ 殉難者の 遺骨と 云 ふこと を 知り、 鶴 山の 招魂 社に 告げました けれども、 招魂 


团は單 に？ 3^ 祭 を 行 ふ 趣意より 成る もので、 遺骨の 處 分に 關係 はない 理由から して、 此の 審に當 るを辭 しました。 

當時は 西南の 兵亂 方に 始めて 起り、 天 子 京都に 御駐輦 あらせられ、 出入 頻繁 公私 多端で、 人 は 概ね 顧 念 此の 事に 渉る 

暇の ない 折 柄でした が、 吉井義 之は但 馬の 義擧 にも 深く 關 係し、 嘗て 大和の 同志と 策應 する 爲め、 衆に 推されて 出掛け 

た定 七で、 國臣 との 因 緣も淺 からぬ ので、 殉難者の 遣 骨、 固より 忽 緒に 附 すべから ざる を 思 ひまして、 他の Itf^ 境に 移さ 

むと， るし、 當該 の官廳 に具狀 して 許可 を 受けました けれども、 遣 骨の 數も 多く、 相應に 改葬の 經费を 要し、 鄙 i 自ら 辨 

する 资 力が 無い ので、 多少の 義捐 を 同僚 知人 等に 求め、 國臣等 三十 餘 人の 遣 骨 を 合 はせ て收 拾し、 上京 下 立 一， K 御前！ a 

西へ 入行衛 町に ある 淨土宗 の 小 刹 竹林 寺の 境內に 移して 葬りました。 

當時は 殉難の 志士 を 尊敬す るの 風氣、 未だ 今日の 如く 盛んなら す、 各所の 寺院 は、 久しく 遣 菜せられ た 遣 背 を 嫌 ひま 

して、 地を與 へて 收葬 する こと を 許し ませぬ〕 竹林 寺 は 最も 窮乏 を 極めた 贫 寺で、 定 つた 住職 もな く、  £ 傍の 見 ifi 庵と 

いふ 小 庵に 往む尼 村 上秀訓 の：^ 帶 して 住持して をる 頃であった ので、 秀訓 尼に 幾分の 報酬 を 贈って 承諾 を 得、 且つ 此の 

寺の 本 寺の 認可 を經て 移し 葬り、 舊と 刑場の 跡に あった 地蔵尊の 石像 を 運び 来って 墓の 上に 安置し、 また 傍に 殉難の 志 

士 だと 云 ふこと を表識 した 木標を 建て、 斯くて 近傍より 四 五 人の 僧尼 を 招請し、 聊か追f^lの法會を修し、 始めて 收 葬の 

事 を 了り ました。 こわ 實に 明治 十 年の 三月で、 國臣等 殉難の 時 を 距る已 に 十四 年の 後でした。 

爾來 また 三十 餘年、 子孫 故 舊の來 り 弔 ふて 香 火 を 手 向く る もの も 無ければ、 寺で は數ば 住持 を 代、、 後 は 移 葬の.^ 來 

を も 知らす、 甞て 安置した 地藏 尊の 石像 も、 殉難者 收 葬の 由来 を表識 した 木標 も， 何時の. 問に か 取り除 けられまして、 

埋骨の 地點 すら、 容易に 認 むべ からざる 狀と なりました。 

適. - 明治 四十 一 一年の 夏に 及び、 舊と 京都府の 勸業 課長の 職 を 奉じた 明 石 博 高と 云 ふ 人 は、 束久 世； ftis.H の 撰せられ ヒ 
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g 站山 にある 闺 E の 墓の 誌 文中に、 1^之被レ刑也、莫ェ收葬者？故不レ詳ーー遣骸所^.在と記されたのを讀み、往年の奉職中に聞ぃ 

た收 葬の こと を 想 ひ 起し、 m: 臣の 遣骸の 在る 所 を 調^した いと 思 ひました けれども、 改葬した 寺 名の 記憶な く， 吉井義 

之 は I： 十く 世 を 去って、 調奄の 手掛も 得難く 困って をる と、 當 時の 同僚 吉川 永三郞 に、 それ は洛 西の 竹林 寺 だとい ふ 記憶 

が殘 つて ゐ まして、 發 見の 端緒 ふた、 び 開けました。 

洛 西に は、 竹林 寺と 稱 する 寺が 二 個所あって， 相 距る こと 遠から す、 東の 方 は 淨土宗 の 西 山 派で、 人は^^の竹林寺と 

稱し、 西の方 は 同じ 淨土宗 でも Mi 谷 派で、 人 は 西の 竹林 寺と 稱 して をり ます。 阈臣 等の 遣 骨を收 葬した の は 即ち 東の 竹 

林 寺であります。 

西の 竹林 寺の 住 惯芝谷 貫 順 は、 明治 十 年の 法會に は袞與 して 讀經 したので、 當 時の 記憶が 多少 は殘 つて ゐ まして， 略 

ぼ經 せの 地點を 指示し ましたが、 表識の 木標は 取り除 けられて、 已に 久しく 無い し、 且つ 指示す る 地點は 土稱の 下に 位 

して をる ので、 それと 確む る 道 もな く、 一 先づ 後日の 訟議を 期して 終りました。 

然るに、 翌 明治 四十 三年の 十一月 十八 日、 住職 小 澤眞道 は、 土雜に 近く 沿 ふて 樹木 を植ゑ やうと して、 深く 地 を 掘り 

ますと- 骨骸が 多く 露 はれ 出ました。 急いで 事の. H を 前年の 搜訪^ 及び 寺の 檀徒に 告げ、 相 集って 撿^ をし ましたら、 

頭蓋 iC= の 破片 大小 十二 個、 頸骨 上下 七 個、 手狭の 幹 骨 二百 三十 個を算 し、 碎 骨の 斷 片は猶 ほ無數 ありました。 即ち 芝ハ介 

is: 順が 指示した 地點 に恰當 し、 嘗て 刑場の 跡より 改葬した 遣 骨で ある こと は 疑 ふべ からざる 事實 となった ので、 人々 は 

相- して 鄱まに 收拾を 加へ、 ニ侗の 陶壺に 納れ、 重ねて 原 地に 埋め， また 假 りに 五輪の塔 を 安置し、 且つ 德榜を 逮設し 

て、 香 火 を 龍め 鎮魂の 式 を擧げ ました。 

斯くて、 岡 臣の遗 骨 は、 ふた > -び發 見せられました。 明治 十 年の 收 葬の 時 を距る こと 三十 一 年。 元 治 甲子の 殉難の 時 


を距る こと、 實に 四十 八 年の 後に 當 ります。 

遣 骨の 發 見に 意 を 用 ひ カを盡 した 人々 は、 殉難者の 五十 周年 忌 を朗 し、 碑 表 を 立つ る計畫 でした が、 間もなく 世 を 去 

つた 人な ども 出來 まして、 停頓して をる 折し も、 黑木實 妙と 云ふ筑 前人 は、 自ら 資を捐 て i 碑 表 を 立て 始めて 體裁を 整 

へました。 即ち 三十 餘 人の 1^ 難 者 を 合 葬した もので、 國臣 單獨の 墓と いふの は 別に ありませ ぬ。 

維新の 後、 遺族 近親 は 兄 都甲宣 和の 先 塋の裡 に、 嘗て 馬市の 岡部諶 助の 家に 留めて 置いた 小 袴と 始めて 生れた 時の 命 

帶とを 埋めて 小さい 墓 を 設けました けれども、 これ は 參拜の 便を圖 つた 假墳 であります 0 

大正 五 年の 冬の 初、 大正 天皇 陸軍の 大演習 御 統監の 爲め、 驛を福 岡に 駐 めされた 折 は、 眞の 墓が あるなら 侍 從を御 差 

遣に なりたい lg 慮の やうに 伺 はれまし たが、 それ は 無い ので、 子孫 を 行在所に 召 出されて 祭祀料 を 賜 はりました〕 

搴 

死後の 光榮  、 

國臣 殉難の 後- 四 年 を經て 維新 中興の 世と なり、 太 政 官は先 づ國臣 等の 事蹟 を 調査して 提出すべき こと を 幅！： 藩に 達 

せられ、 明治 二 年に は、 藩 は 朝き を 奉じ、 諸方の 殉難者と 同じく、 石に 國臣の 氏名 を勒 して 京都の 靈 山に 建て、 また； i 

岡の^^郊千代松原に招魂社を設け、 霞を祀 つて 忠節 を旌 表し、 且つ 遣 族に 家 祭の 料と して、 永世 ハ牛々 白銀 二十 枚 を與ふ 

る 匕：： を 達し、 明治 四 年に は、 養家 小金 丸 氏に 留めた 遣 子 六 平 太 をして、 國臣の 後を嗣 いで 別に 一 を 立てし め、 班 を 逃 

めて 士族と し、 また 食， i を 給し ました。 

.h- いで 明治 十五 年、 舊友知 昔 相 謀って 京都の 靈 山に 祭典 を 行 ひました 時 は、 朝廷 は 特に 祭祀料 を 賜 はり、 函臣の 生前 
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嘗て 深く 欽 仰した 久邇 { 呂朝彥 親王、 また 特に 歌 を 咏んで 賜 はりました。 

くて 十た キを閱 し、 明治 二十 四 年に は、 特旨 を 以て 正 四 位 を 贈られ、 續 いて 官幣 大社 靖國 神社に 合祀せられ、 年 々勃 

祭 を 蒙る の 人となりました。 

こ. - ま. 朝廷より 與 へられた 光榮の あらまし で、 民間の 事業と して は、 明治 四十 四 年に、 幾多の 筑 前人 は、 餘烈 遺芳 を 

顯彰 する の 趣意 を 以て、 福 岡に 平野 國臣 先生 顯彰會 を 組織し、 東京に 支部 を 設け、 東西 相 應じ志 を 同じく し カを戮 せて 

事業 を經營 し、 大正 四 年の 冬に 至って、 福 岡荒津 山の 公園に、 巨然 たる 大 銅像 を 建て、 鄕閭の 地 行 西 町に は、 追慕の 碑 

を、 また 誕生の 地に は 記念の 碑 を、 各. - 建てまして、 今 は 孰れ も 地方の 偉觀を 成して をり ます。 績 いて 翌 大正 五 年に は、 

傅 記 及び 遣 稿の 印行 も梭 りまして、 平野 國臣 先生 顯彰會 の 事業 は 全く 成る を 告げ、 國臣 の餘烈 遺芳 は 長へ に顯彰 せられ 

ました。 

國臣世 を 去って、 將に 七十 年なら むとし、 その 純忠 至誠の 苦節 は、 天下の 人の 遍く感 賞して 已 まざる 所で、 光 榮を蒙 

る こと 斯の 如く、 顯彰 せらる \斯 の 如く、 また 幾多の 文書に 宜傳 せられ、 無數の 詩歌の 題 村と なり、 勤王の 志士と して 

の名聲 は、 兒童走 卒も皆 善く 知りまして、 今 は 幾ん ど 何等の 遺憾 もない やうです が、 閲歴 行實の 仔細に 於て は、 猶ほ Si 

明を^^くものも多く、 中には 甚だしく 事 實を失 ふて をる もの もあります。 これ は 後の 人の 追々 に 研究 をして 是正せ ねば 

ならぬ ことで、 著者 は 我が 平野 國臣傳 も、 聊か 此の間の 歒失を 補 ふに 足る 資料と ならう と 思 ふて 筆を櫊 きます。 


平野 國臣傳 の 著者 は、 今 こ --に 始めて 跋言を 作る の 機會を 得ました。 

國臣が 慨然と して 志 を 立て、 自ら 奮 ふて カを國 事に 盡す やうに なって より 後の 資料 は、 隨分 それ は 他 世 5? こも^つ 

てゐ ます けれども、 その 以前の 事蹟 は、 筑 前の 地方で なければ、 全く 分らぬ ことで- 探 取 も 困難です が、 著者 は 幸 こ 比 

の 地方に 久しく 寓 托し、 國臣の 二人の 同胞 はじめ、 幾多の 朋友 知 音と も * その 人々 の 生存 中、 數ば 相：！ If- て、 或は 記錄を 

出して 示し、 或は 質問に 答へ、 幾多の 便宜 を與 へられた の を 第 一 の 仕 合と して、 筆 を 此の 傳に 着けました。 

. 煩琪の 議論 を 交へ た 下手の 長物 語、 その 諸君 を 苦しむ る ことの 甚だしかった 代りに は、 國臣の 一生の 事 践ェ、 大^ 先 

づ備 はった やうで も、 實際は 却々 以て 然 うでな く、 研究の 足らぬ 所 も 猶ほ數 多あります。 容貌 風釆は 如何と か、 生 行 §1 

鮮は 如何と か 云 ふやうな こと は、 折々 に 述べました けれども、 それ は 第二と して、 勉めて 勤王の 事蹟 を 主と したので、 

自然 不十分 を 免れまい と 思 ひます。 

それから 國臣が 名分の 解釋に 於て、 他の 筑 前の 勤王家、 就中 月形 洗藏と 見る 所 を 異にした こと や、 奈良 朝の 拳，/ "格式 

を講 する に 及び、 我 日本の 國 家の 組織が、 平民 的 王制なる に 感激し まして、 それが 一 つの 動機と なって、 熾：^" 0 勤王 

論を唱 へた ことな ど は、 頗る 興味の 深い 題目です けれども、 これ は 特別の 考察 を 加へ ねばなら ぬし、 多く は 議論に 歩り 

ますから、 概略に 止めました。 

世間の 國臣 の閲歷 行實を 記した 幾多の 文書と 對照 せらる X 人 は、 恐らく は 著者の 微意 を諒 とせら る i であり ませう。 

平野 ニ郞國 臣傳終  、 
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